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甲斐 魅 一, 
發巧 がち 新 巧 社 i 
お 脊ボ第 六 街 二 一二ん 


所謂 新聞 學閒 

; の灑値 

1 吾人は な々 にして 街 談 を 說 のな じ 

; 所謂 新聞 學閒 なる 名 剖を 使用す る も 

I めが あるのを 聽 くが 而もを くの 煤を 

た 於て 新聞 じより て 巧 へられた る學 

'問、 哪も 換言すれば 惭 聞を 通じて 吸 

取し 得る おくは 吸収 レむ も 轉識 、思 

i 想を 目ず る じ淺薄 じて 論 乎る じ 足ら 

; ず： 己の ぷがじ 於て 化 用せられ つ！ あ 

，る 者の 樣 である 然れお 徒ら じ 新聞 學 

閒の概 がを 嗤笑 する 者 じし-て 學 間の 

愚藉を 軍に 經統 の お 巧 じがれ る 「ノ 

f ト ブック」 や 教科 燕 や、 おた 參考； 

:當を 秩序 的じ修 むる じ 化 b どして 絕 

:然新 閒を闕 を 蔑視し ちらん どす るな 

がが れ大 なる 謬な である 0 

.「シス ブム」 の 萬が を驅歌 せんどす 

るが 化に 於て 經統め あ 巧を をけ たる 

i 者が 變則 的敎 巧を 巧け たる 者よ b . も 

比較的 優な なる 地位を むめ 得べき は 

1 がら J みを 邊 一二 巧 形の 二 個み 線み 和 

j は 他の j 刪の 線よ b もを し」 どを ふ 

; を義ろ 異なる おはない ので ゐ るから 

お 口 A は 必ずしも 之を •杳を せんど 試 わ 

I る 港で ない、 乍 併 r 化 ホは 大學校 化 jj 

一. と 云 ふを 語は 吾人 じ敎 ふる じを 問の 

修 をは 吾人が 「が 化」 の 目的 じあら や 

i して 「がが」 を盧義 あらしめ、 ホ 彩 あ 

|^5^しめんどする手段じ外ならの をを 

敎 へて 巧る、 がら ば 則 も 巧學を 修め 

ぞ么 をち 時化 じ 活用す る 爭は敎 宵の 

^ ホ 眼で あらね だなら ね、 要する じ學 1 

間の 傾 値は 其ぶ ため 經統 的で あ b 專 

巧 的で あるのと 變が的 じ 且つ 普遍的 

ザ あるのと を 間は 中、 が 「メリ 

をな てが 典め 僧 値を をむ る 標準と し 

，なければ ならね 0 

.化 之觀么 、所 誰 新聞 學 問の 偕が は 

八が やし も轉視 すべきで はない のみな 

ら ず、 其 新聞を 通じて 威を す' るを 識 

:ど 思想 VJ のみ覽 _ どじ 化り て 自己を 敎 

_脊 し 或は 醫 をす るは 畢廷 する じ活學 

を 修めて 巧 時化 じ 巧 用ず る) の 便法 

である 率は 疑な きが 巧で ある、 試み 

におへ 巧國自 も 黛の ホ 相アス キス' 氏 


電話 六 四よ 一ニ チェ 八シ 


にして ~ ュク "ピ アン、 コン チ子ン j 職業 じ從 事す る 若を 媽 むの 弊風を 馴 


」 の 間题を 論議 せんどす-るに 際し 
其が 巧を 「タィ ムス」 じ 借らす、 「ゥユ 
スト ミン スタ！、 カセット」 に 借らす 


致した、 尤も あを 方 能 ま 義が漸 巧を 一 

問 萬 能 ホ義じ 取つ て 巧らん どす る 現 I 

代の 時勢は を國 のず 弟を して 抽象的 


或 お スタン ダ ー ド」 「デリ ー メ ー 八」 でを 問よ らも 寧ろ 賞が 的な 巧 目を 撰 


の 提案 じ 借らず して あして 能くが 眞 
相を 補 おし 巧る やか 巧、 米國 じがけ 
る 「トラスト」 の 問題 化 化が 般の活 き 
たる 閒诞を 解み せんどす る欧お あじ 
して 「サ ごのが なを 知らず T 夕 '■ r ム 
ス」 を 知ら や 「へ ラグ ド」 を 見ず r ゥォ 
—グ ド」 を 請わ をな< して おして 能 

く 「コム ブン ヘンツ ィブ」 じ當 化の 時 

務を 論難し 得る や 如何 0 

新聞が 時代の あおの 反が 鏡 じして 

併せて 國 はお 育の が 力なる 一大 機挪 

なる 事は 敢て 吾人の 架 說を攻 たねで 

めら ぅけれ 共、 糊 もずれ ぶ一 か ザ 術 

の ± が 所謂 新聞 學 問を 贬 して 淺鄉化 

ど ずる じ 勸し常 誠を 巧の をん ず' べき I 

所 0 を略說 して 一矢が 酬ゐん どず る 

夾第 である 0 ( 故山 逸を). 


ぶの 傾向を 帶ば しめて 居る が而 かも 
前 乖れょ b 梅が ユ ラシ どめ 觀 なは 化 
おごして を國 民の 頭を 去る 事が 出 巧 
ないやぅ である、 斯は畢 党ず る じぶ 一 

雄敎 巧の 頭腦を 巧て 化乂敎 巧を 施 L 
た餘 弊で あつて 現じ 就職難の 叫びが 
を 國じ滿 々て 居る の も 其が 因の 1 つ 
は學問 万能 i 義 である ど 云 つても 政 
て 差 支わない の や ある 0 
を 問が し、 教育 可な b 就中 i 術册し 


ふ 人の 舊 いた 「活 擧敎 育」 ども 題ず が 
きなお 中 じ 頗る 輿 化を る樂 を： 再つ て 
巧る 曰 < 

自 みは 過去 か 年間の 新聞 記を 生活 
を賴 けて 巧た 經驗上 「人間の 轉識 
はを 校 や 書籍から ょ 6 も霉 ，ろ U 常 
の 實際ホ 沿から 得る； が ぞい」 ご 
云 ふ 事を 覺 つた、 吾等は 何もを い 
蓄 物を おねば 眞翊が がらぬ ど 化 ふ 
必要がない、 を 菊 巧 女 お々 物々 巧 
等の 周 翻を 繞らす 一切め 者は 皆を 一 

育で ある、 要は 只 之 か マの ものを 親 
をず る勞を 厭は ねばよ いので ある 
る々 

觀 聞は 夕巧 人を の縮圆 であって 化 新 


からの A 間た る じ 普通 敎 巧は 拖 めて ~ 聞 じ 化て 白 r しを 敎 がすれば 活社脊 じ 
必要で あ 6、 專 巧の 技術 お 或はを 者 1 處して 巧 動ずる じあみ の裤舉 を修む 
たらん どす る じは ホみ の 學校敎 巧を 一る ミが 出 巧る のでみ る、 ブレッドを 
をけ ねばならぬ、 乍 併 大政を 家、 大顺 6 化を 飲み、. 身 神を おめ てを ら繫， 

货業 家、 大宗 敎 旅、 大敎巧 家、 大ぶ I 校敎 巧を 受け 度い ど留 者は 大 なじ 


部 若、 大葉術 家、 巧 じ も r グン イト」 反 避し 下 娇削户 « がけの 妙 離 ど 新郎' 巧 問 


の 名を 一 赴せられ ぶ 人物を 伟 ずる じ 當の眞 偕 攸を悼 得すべき である 


@ 新聞 學 問觀. 

明治の おかな 事 吏 新' の 大巧 織を おげ 

て 御 雑渐の ホ樂を 成就した 人々 は柯 

れも 封建時代の 英雄 お 巧じ黎 故され 

た頭腦 をな V 」' 西洋の 化乂敎 巧を 採用 

し么 をを 闕 のず 弟 じ 巧け て 音 H 本 ホ 

瞬の 地位を して 今： n あるじ まらし め 

た、 乍 併 彼等 常路 者の 頭は 何處を も 

英雄 舆拜敎 肯で圃 めて おたから 欧乂 

激脊ぉ 鶏の 眞髓 たる 「なじ 立 ク巧山 

の 凡人」 を 作る ど 云 ふょ b も 寧ろ 學 

間を しさ. り ずれ だ 巧 化 町人の がど雖 

ら大お 參議の 地位 じ 到’ り 得べ しどい 

ふ觀 をを を 國民じ 持たし めた.、 を じ 

』 がて か 學巧巧 能ぉ義 はみ 國を 風赚し 

舊錄じ なれた 十 族は 一 家族の 生計を 

支 ふべき を债證 背を 質 も 飛ばして を 

もが 子弟を 學 校に 送り、 ず おのず あ 

じして 學資に ましき 者 等は 新 脚を 資 

ゎ、 牛乳を 酿 ばり、 某 だしきは 化 間： 

1 革を おひて 聲間學 を じ 親む 人 どなつ 

た、 然うして お 結 ホは 如何 ど 見る じ 

溝を 菩へ 羽織を 着、 雄菌を 操る 人間 

たらん 掌を 遵む 者が 夕駭じ お 巧て を 

極を 手 じし、 姗錫 をが つて 巧が 旨な 


つて 學校敎 ちは 何等の 標的た る 僧が j 

はない、 が どなれば 彼等は 巧き た 限 

を 巧て 巧き た 社 わを 視 、其 お 极じ看 _ 
化し 得た 所め 愧き 智識を 明腑 な頭臘 
じ 入れて 之を 自己の 物 どして 化 舞 ふ 

か^で ある、 郞 七を 世 巧、 を 人類を 

大を おどを 像して ぶ忠資 なる ホ废た 

が 故で ある、 大聖ぶ- 瞥が 神を 校の 

ホ 徒で あつた 爭も 聞かねば 大巧 巧 伽 

が經を 一册嘗 いた 事 も 知らぬ、 菜ょ 

り 化の かき おんで 神 じ 近き 大恶 巧は 

別 どして 普通 吾々 が 偉人、 英傑 どし 

ス渴 仰す る 歴史的 人物 中 じがても 所 I 

韶 シス ブす チ. ッ クな敎 巧を をが たん 

は 甚だ' 少 おで あぶ、 否 ヨシ タ數 ある 

じしても 彼等が 國 家、 祉會巧 人類 じ 

對 して 曠世の 偉 動を 建てた 其 脈は 帶， 

较敎 巧ょりも 巧つ て 巧祉會 からを け 

た活を間であつた、 リ ン コ ー ン、 .戶 

ミグ トン、 仁 弊、 化 彼等は 仰れ も獨 

學獨 巧の 人々 であつ た、 ナ化 レオン 

の 兵法は じ お 十官帶 校の 敎巧宵 よ b 

おで 中して 「人間の 群' 集 必禪化 用，」 を 


'お 川 佛} 


飛 巧 機 飛ばず ふとを ふ 惨# を 雲 じ 

でな ミ 

牛 また 鳴けば をぶ や 化の 個れ つらん 

间人 

i 家辭 要な き 渡船を 蜜のを 少な 岡 人 

ホめ SU 吹く 漁 単を 雲の 幕 れんごず 

同人 

瓜 クリスマス 

力り々 八を 讀 むず 禪暗レ クリスマス 

默平 

戀の智 の 窮策る ぷン セント クリス マ 
ス 阿 A 
クリス. マス 機み 巧 力 御 祝 ひじ 

威义摇 j 

アィ ラブ ど h へは 巧 さや 贈 b 物 

巧 入道 

燭し 蹄る 巧を サンタの ホる スマス 

ぶな！ 

での 鈴が サンタの をら ぞクッ スマス 

ばな S 

キッス 逃れて 诚や燈 下の ミス グト； 

同人 

クリスマス 耶蘇を 思る： 十五 年 

间乂 

救世軍の サンタ 見が けて 廊か のす 

罔 人 

獨 おの 我れ じを 礫染 子を 給 ふ クリス 
ス 嘗天 
ポストマンの 後を 眺む るを な 海せ た 

クリスマス 同 A 

，贈答の 巧な き 巧やク ブス マス ぞ郞 


み' 


一； ざ- 


つ 米國 をして 孤立 的 地位 じ 導きた る 
罪 どは み 影を 追 ふ 理想家 じがて 其黃 
巧を 負は ざる ぺ からす」 云々 尙ほ巧 
は ホ题が 旣祐じ 於て 他國 の) 冗を を 撰， 

をし 巧 < はな 代表者が 駐巧國 のぶ 帷 I 

じ 巧を 貸かず して 冷酷なる 巧 動じ 出 

でた る 事な きを 論じ 猛烈 じ ウイ グジ 

ン 、武 をぶ、 リンド 諸 巧の が勒 を批； 

難 せら 


T \ 

削が 聲巧 徘句 

^ ▲外 整- 

外を 複 はや 施を 所 じ 立つ 男戲 夕郎' 

質を けの 外 蒼巧ぞ かび お 令 五举 
似た る外猎 おしや も 摩の スワみ テ カ 

でな ミ 

お 疎ら 明けを 霜じ雜 すが 狸 女 T かち 

. 巧 人 

烟る いほらの 火を 吹く も 外を がる ま 

i 神人 

を 巧 所 じ 病みて 慮 深み 外 奪が 默平 

ャリ なれば 雜具 用の 巧 も 外を じ 

句 、 

1 な 爺 じ 典 ふ五歲 愛顧め 外 奪を 嘗天 

A 笑 ひわ かも 笑 ふ 外を 酥 ふて お だら 

け 阅人 

A 夕雲 

對 陣の兩 寒き くれを 雲の 飛ぶ 去 梁 j 

父、 \ 雲は 出 蜜 艦む 6 しど 槪呼裝 晒 0 演 


•破灭 荒の 美擧 

▲靡 人の 化な： 

資本家 對嫁 働を の 確執 H じ 益々 獻到 

を 加へ 社を 政策の 研 兜 一 U も 巧せ じ 

すべから ざる 今 U ダト。 ィト 巧め フ 

ォ ー ド宜慟 本を 社は 破天荒の たおを 
I 實 巧して 化 人を 驚かしたり、 即も間 
を 社は 昨年の 化盈お 二で •五が 巧 弗の 
中 一で 萬 弗を 閲脯の おんじ か 配す る 
睾 ごせり、々' 其ぶ をな b どを ふを 閒 

じ廿 1.1 おな 上り 典す 繁働 あは ホく 

此み 配を じ與る 事を 得べ く 現 巧 お 巧 j 

の H 給を 受け 朽る 若は 普通 勞慟 者の 
H 給 二 弗 六十 六 仙 ど 右 お 弗 どの 差を 

加へ たる もの 郞 もよ 弗が 四 化を 姆る 
譯 どなり、 廿一 一歳な 下のを ビ雖も 家 
族を ぶ 持し おる をは 皆间 樣の增 給を！ 

ずけ、 女子 庵 人 及 澄が ホ ー マンの お 
き 高給を はを 少の增 输を受 くるを じ 
てを 一千 万 弗を 配を じは あせざる 方 

なな b ど、 間食 社は 昨年 二十 方侧の 
自 働が じ對し 一 側 五十 弗 宛め 餘 引を！ 
巧 ひ 都を 一す 萬 巧の 収入 嫉 あらたる 
じ拘 らず尙 二で おな 萬 弗の 収溢あ b 
本年 も亦閲 額の 純益 ある 見込 じして 


か 診察 瞒間 


钱 ’.猶 — 

娘 5 、 自み前 九 時 至 同 十 こ 時 
Td 如自 午后 六 時 至 问八時 
C 袖 2 但自 曜日 ご 刖約ノ 患を 二 限 

賊 ，ぃ二 商 見豊衰 


基督 敎 修道 噫 


巧 宿 (を 西な サ ーニ 了 目： 白 〇二齊- 
日随 H 集 曾' 午ち 八が 敎 をみ じて 
聖萬 研究を H 幡 午后 S 時 (お 迸 轉} 
麻賴 を 木曜 午を 八 時 {絕 じて} 
請 書 お 第二 第 四を M - iH お八 時 _ 
な師 大掘 篤. 
電話 八 一九 一二を 一 三ング サイド 


S 補 寄宿 舍審大 端 篤 


西な 化 四 T 目 五一 八 電請 互ち お， 

モ 1 ニン グ サイ •卜 


R | 朝 丑 


I 


-义 じぶ 

V Y ^ 

ぶ 


雄 誌 


こめ' ん 

ちみ 



K じ 巧 
が r \ が 
S ん巧 

: <1^ 宿 

r - W 

化か 


吟 S 化 


M か 抓 


@ @ 巧 人な 上ノ 宴を 二 適 ブグ大 族 問ァヴ @ 家具 一切 最巧 
^ 式 莖内淸 潔紳ホ 諸君 ノ宿沾 二 適 ス@夕 年 ノ經驗 ヲおス 
グ 料理人 ヲ有ス @ 巧 外 書籍 雜誌諸 新閱球 萬閣藉 がが 等' 

特 

を 


娛 樂機賴 ヲ備フ 




河 添 旅館 W 


an ■( 

8 Y d 

0 W § 

C ,1 

加み X B 

- umn^ 8 
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期 { ft 謂 お？ 誘體 


ネ巧 (を 

巧を？ 通知 I 議 I 誘毯 


♦前 お 器 米を 化 ウイ： グ ソン 氏 現 政が 一 

の掛墨 政策を 親る‘ 勒 塞を 策に 願し 

大統領 クイ グ ソン 氏 ど 其 恵 見を おじす 後年々 か 配 金を 繼 線ず るか 巧 かは 


し 遂にを 職せられ し 前 駐冀を 使 ヘン 
! レ — ン ウイ 八ツン 氏は 六目ウ 
才八ド オブア スト リヤ じて 權 された 
る ラバ 供樂 部の 晚餐會 席上 大 ひじ 現 
政府の 锻星か 針を を擊 したら、 巧は 
巧が 才 化 服の 時化ょ b マ デ P 革命の 
初 じ まるを の 歴史を 述べ 且つ 旨 身が 
来 國を化 どして 巧 動した る 凡てを 辯 

難した るを 現 政府 じ 論及して 曰く、 

「予は 大統領 ウイ グ ソン 巧じ對 しお 

をの 敬 息を をし おる 者な り、 氏の 堪 

離なる 英語と 雄 辯ど而 して 其 言ひ迴 

しその 巧妙なる 點は ホら ゆる 巧 お 家 

の' ー ー トを奪 ふじ あるな り、' 化 じ 於 

て廚滿 じ實巧 せらる {政治は 南 じ 於 

て も 亦 同 株な 6 W の' 道 學者的 幻影 じ 

化 はれた る 現 化の 對墨 政策は 一 郁の 

藝術的 夢想を 欣ぶ徒 藥じ仏 b て呕 歌： ♦電話料 南 でげ 


靖ち 巧ん じ么 を活蕃 じ 雄 用す る I 山は 寂び て 義鷄の 卵を ぶまず，^ る' 雲 

彼の： 如臘 じな つた、 化 頃 新巧メ ー グ 1 闷 人 

の 記者 ゼ ー ムス、 グリ ー 八 マン ど 云 旅衙の 嫂め 巧/、 へやを の靈狱 ； 牛； 國技 をして をが の 苦み を 受け I め をげ の 御を を發 をす 巧' しど 


轉 社の 助 政 狀態か 巧 じあり ど、 阔じ 

を 社が を かがを の樂 をを 表する やを 

が 使用を 中 这わ勞 働 若の 数 約 一 乃 人 

じ 及び 恰 かも 會 社な 剧な繫 のをなら 


6 が ： 

hM 6 , 

T 补； 


年 四 か！ 一一 厘 八を . 

迎機鑽 ぶ 金銀 巧が 育 出張所 j 

^ 皆 H 本人の 鄉化 送金は 邦貨 寮圓 二が 米貨 おが 他ノ. "I 
一 削を (無手 数が ご テ當巧 本ぶ ヲ經テ 送を 方 お 扱 
。申 候 


♦装 風雨 橫巧あ H 來の鼓 眼 雨は 三 

ユ ー ジ ヤ 1 デ1な ロ ン グ ア ィ ラ ン *卜 

海岸を 襲 ひたる もの 最も 猛烈を 晚め 

海啸 のた め 家が をを ひ まられ たる 
のぞ 數じ上 b 彼のが 名なる 巧 ホの 巧 
萬 弗 ビヤな ども 多大の 抵 蒂を篆 りた 
t もなる が 遭難 避 靠者中 スタン ダ ー 
ド オイ グ會 社の オクラホマ 號 のかき 

は サン デ ー フックを 隔る廿 啊じ の處じ 
て 化沒の 度き 目 じを ひ 五名を 條 の^ 
乘組賞 約 化 あは 無 慘の谏 死を 遂げた 


斯 を 電話 曾 社は ホ 


されつ {あるが 而も 墨 國騷亂 のた め 民 义諸新 間 紙の 批難 激烈なる よら 愈 I 

义 はれた る 人 かがを の 措舊ど ラテン お下げを 赏巧 ずるに み 决し不 U 肺 下 




4 城强 御用 品目 錄§ク 
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参 お 鏡餅 ~ 大小は 御を 文通ら 化 上げ 可 申 候 一 
一> む雜案 餅® 储上椎 遭® 棍上淺 を 驚 尚 
@ 特製 禪餅大 錐® 干を ばが 憐白樵 ホ 
@ 干 ぅどん @ 新 數の 子®. 觸 白浪' (御 吸物 用 一 
饭 田作 (ごまめ)® 松 巧 鎌 詰® がの す雜詰 
み 萬 上が 淋酒烧 豆腐 罐 詰® 特製な ホ 增錐詰 
I ® が 菊 號雜詔 @ 塔 蘇が @ 黑虽 あ 菊 あを 
雜 松な 節 @ 牛 募 錐 詰'® 逆が 鎌 詰.® 山の 芋 
一 > 特製 化 蒲が (お 人が 一® 时 (をが 啡) ® 小を 
1>燒树 @ 巧 翰 蒲® 絳 味の 索 

をの 外 御を 卓用：： I どして 棘々 渐ら しお々 割 着 致しが b 候 〇义御 錐 1 

物 用 おどして 玻ら 適切なる 陶器 類、 お 服 反物、 f 間 物、 かお 频巧 
いろ-^ が もを せな りが. ▲例年の 逆り チ ツ做化 候 

電誌 プラザ ー六と 八.' 竹 氏 巧 巧" 

' 1 ま ロ ニ； ノご 0.11 ご：. 呈 Sr ノ V ' 一 vY 含 'k 二 ご' 

電話 クォ ^ ス寶二 費 巧 田 ホ 村 商を 

ごち Park 打〇ち ン‘ミ . V ミ ‘ k こ ty 

▲を 料 おは 化て 五十 化 下目 巧旧瞄 おじ 御 注义被 下搜お . 
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•墨國 傑 節動識 

墨國 特使 デラ バラ 巧 並 じ隨員 一間 

は 昨が 退京 西 下の 途じ 就きた るが 新 

橋 じは 代 證± 連を 始め 數 千の 民衆 神 

しを せ獻 誠を 極めた る 國お的 見送ら 

-を なせら 

▲桃 山 御陵 參拜 特使 一巧は 今朝 豫 

をの かく 桃 山 御陵 じ 參拜し 陵 前 じ 花 
環を 捧げた るが 明治天皇の 御 遺樂を 

な 慕せ る 一巧は 何れも 感慨無量なる 
者 あらし ど 

A 京 お 地方の 徽迎尙 ほ 特化は 今 H 

限ら 國贊の 待遇を 辭 したる ら數 H 間 

をが 地方 じ滯化 官民の 歡迎を 受< V 

しど 云 ふ 


一 ♦諸 名 ± の 渡米 跌州 遊學 の巧鄉 が 

I 德氏珍 旧 大使 夫人 綱 島化師 等は 本 H 

I 橫潰お 帆の 地洋化 じて 渡米の 途じ 

矿 b 

I な 上 化 一日 東京 發 


争な り野閒 口、 巧內 等の 先を を 超へ 
て 又もや 進級した る 新な 助 部 中が は 
山 本 首相の むこが ね なれば 是非な し 
どして 同じ 藍を 姐る 田 中、 東 鄉兩將 
の 舞 鶴エ敝 長たら 砲術 學 校長れ る 固 

ょら 破格の 拔擢 £ 云 ふじは あら ざれ 
ご榮進 じは 相違な く 臭し ごは 化處ら 

.9 事なる べき か 兎に角が 部 $ は 之 

て 愈 海軍大臣の 資格を 獲た る譯な 
りお 泊大 おの 軍事 參謙官 は旣 をの 事 

賞 じして 一二 須大 がの 待命は 繼 て豫備 

衞 入の 前提なる が 柯れも 當然な 
I お ふの 外な しが 知 地中 將は 小柄の 巧 

おしの 利ぬ 見掛け じ 似ず 頭腦 明晰の 
人物 じて 嘗て 吳ェ .做畏 ごして み 聞 あ 
ウ松本 中 おも 頭腦 明晰 繳お 算數 じれ 
けたる 人物ながら 海軍 部內の 結婚' を 
手 じ 引受けて 居る 程の 軍人ら しか 


のじして 其總額 八十 餘萬圓 じ 逢せ り 
山 座を 使 ょら 十一 巧 ホ 巧 之を 化 京 政 
I がに 提出した る處 化を 政府 じめ てら 
么 .を 巧を し 只. をを を离じ 於て 支那 側 
は 例の 値切な 手 殺を 始めね るた めが 
外 遷延の 氣 がと なら' 居れる が 被 寒 邦 
^乂じ 於ても 化 際 多少の 譜 ホを なして 
も 速 かじ 賠償を のを 附を ホ 望し 居る 
が なれ だ 巧れ じしても 解み を吿 ぐる 
の 日 近 かるへ し. 

A 張 劇 所を 問題 南京 事件 要 ホ條件 
寸 最も 重大 事項の 一た るを ホは ざる 
じ々 日尙處 かを 锁巧 せざる は 一じ甫 


一 當±亮 巧線績 社長、 じして 實 業界に も 

かをるら 夫人 糸モ ごの 間 じ 長男 乾 太 =马 

I 邵 (ェ ー グ大學 を 身が こ 巧 男耐么 二 
I 男 麟渣及 二み る b ' 


デ こ ンク巧 逾< 四十 餘年 ホち 敎 
'ホ じ ホ 敎育界 じ 日本 じ 最も 同情 ゐる 
人と して 貫徽 する 巧 甚だ 大 ならし 
I 仙臺 第二 高等 學校敎 師動四 等 お國人 

ウ グタ 1、 デニング 氏は 豫て必 
j 臟 おを 病み 居た るが 十二月 お 日 午後 

二 時 仙臺の 寓居 じ 逝けら 享年 六 + 八 


■ . おを 落胤の 婚禮 をを 柳 橋の 靡 ザ 

京の 卒が をが 降す る 上 じ 於て を 政が 抱への 藝を一 龍 事禱赖 勝手 (.廿 才) は 


のを 易じ肯 やざる がた めなら か 論 帝_ 

一國 政府より はを 時 之を 通吿 しつ： あ 
現じ 十二ち 二日 船津 領事は 嫌 口に 
I をき 巡 撫使ど 曾 見した る 後 飯 旧 第ー ニ 


ら ぬむ 上手者 ごは 比較 じなら ぬ 渡 政 艦隊 參謀長 ど 共 じ 化 巧 じ 赴き 山 座を 


•名 古屋 疑獄 I 


I 名を お 溝 職 事件の 第一審が 决 あゎが 

吿 中前を 知 縣知學 な 野 ニニ 氏を 始め 

前 巧 跨 加 藤 重 ご 一郎 辯 誰 ±夕 東 敏么巧 

兼 松熙の 一一 一巧は 一年 乃 ホ ー年 平の 磯 

役じ處 をら れ 名を 屋 第一の がを 渡み 

甚早 巧は 飛の 執 巧を 猶豫 された 


み 部長の 更迭は 誰も 異 倍の 無き 所な 
窠一 第一 态備篮 隊新司 か 長官た る 
ら加藤 中が は 巧 じ 新進の 傑物 どして 

脚 ゆる 人 益し 適よ を 適所に 置きた る 

もの か 但し 一流の 戰術 家を 0 て 旨 巧 

マる 佐 藤 ホ おが 出で； 第一 艦隊の 參 


が 長た るは か 何 ぁらん 却つ て 軍令部ず b つ {ぁるが 同事 件の おおは 跡 方 


一ら 


•兩 委員長み を 

一 衆 幾 院をお 委員を じは 嘗巧傅 巧豫黨 .1 

娶員 なじは なが 耕 1 1 1 氏當 逃した b 


サ 

八 

お 


榮お游 巧 幸 奏請 佐义間 總教は 准て 

今上陛下が 基たず じなら せられて 時 

ょら 臺灣巧 幸を ホ 望し おた るが^ 

一 上京め 際 親しくな 内大 おど も 協 誰 レ 

一た る おお 巧 寿 四 五 巧 巧を 0 て 巧 幸の 

讀 奏請し 奉る 奉 どならたら ピ 

I ♦御大 禮發表 期 御大 禮 がりは 過 H 

ホ 大禮使 評讓會 じめ て內畿 したる が 

今上陛下 御 一 化に がける 最も 重き 御 

I 儀式なる じ 化ら 巧 發をも 亦 一年中 じ 

がて 最も 光輝 ぁる 一巧 卵 七 新年 ザ々 

1 じみを し 普く 天下 じ巧吿 ぶら る； じ 

I 决 したる ホ じ 就き 明年 一月 早々 じか 

一を し 普く 天下 じ巧吿 せらる； 事 じみ 

をした る 由 じ 就き 明年】 月 早々 抽哉 

巧を 仰ぎ 國 あを 大臣ち 內 大臣 速满の 

上を ホし 引續き 伊勢 神 宵を 始め 前 朝 

四 化の 山陵 じ赖 化を 差遣され 報吿せ 

めら るべ しど 確聞す 

> 海軍 大更を 評 今 巧の 大異 動じ 就 

て も 思び 出さる i はを 度ながら 薩摩 

墓の 披類巧 < は 破格の 睡 進じ不 をを 

らしき 跡を 止めざる 手際の 鮮 かなる 


化 じ 委細 報吿し 岡を 化 ょら 最後の 强 

蚀 なる 談 がを 爲 さしめ つ； あるを な 一 

て 必ず 近く 么 がを 着を 姑るべき を 信 

す 

昌黎 事件 其 後 該事化 じつき 支那 
外務 郁よ も 今が 時々 我を 化 じを 渉し 


を謀兼义學敎官た る^おの如くなる 

を 願は しけれ 而も おじ 出で たるな 

上が 下々 將の之 じ 化 はれる は當 がな 

べし 小 泉 ± 崖 二 中將眞 巧東鄉 二々 

j おの 豫備役 どな b 川な 西 中 將小泉 仙 

规少將 の 巧 命 どなれる は 行政 繫理の 

おかみり 又ち 馬 中將の 昇級は 豫備役 

输 入の 前 揺なる S 勿論なる がを を々 

赔は 馬を 词 み 官 どして 江 口々 將は水 

路 部を VJ してが じ 化稱の 淘汰 じ 波れ 

1.^ るは 解すべからず 而も 黑 井々 將が 

-が巧 艦词 か官 じ贬 せられた る ど山縣 

々將の 佐 世 保 艦隊 词か官 じ榮轉 した 

る ど大澤 々將の 待命 どなれる は 怠み 

中の 窓外 じして 黒 井 大澤両 少蔣は 財 

部巧官 に 脱 まれた る 結 おど 云へ ば ホ 

れを なれ ど 部内 外の 等しく 遺椒 どず 

る 所なら 上 泉々 將じ化 間よ 6 大を貿 

ひ 被ぶ られ たる 氣ホ をら 聊か 自惚れ 

過ぎた^ 今 どならて は 誰を かがめん 


なき 事なる をな て 我を 化は をく 么 
を反驳 したるな ホち が 側 じがても も 
み 非を 認めれ る も おおじ 於て 彼 じ 巧 一 

傷者を 生じた る 事 なれば 之が 溢 族 じ 
勒 して 歡恤の 恵が じがて 相 當の淚 を 

をを 附 してな て孽 件の 解 巧を 吿ぐ 
に まる や も 知れず 


對支ホ 下 案件 外務 當摘談 

A 第一み を 命 赔償じ 關しス は旣じ 

を 国 じがて 夫れ-^ 調査を しを 自 

化を 政 おじ 對し么 が 要 ホを 巧した 

が其撼 計は 非常^ 長额じ 達し 化京欧 

府じ めて 一 々之が 査定を なした る も 


故 拴太郞 をのを 胤 どして 知"^ れ たが 

今度 故る 爵の 遺言 ど あらてを 京が 學 

± 或を お直 巧 (廿 よ) じ 嫁す 事 どな 

婚禮】 巧の 裳 用は 無論を 爵 家よ-^ す I 

沸 ひ 近日 十ー ニ 荷の 大 嫁入らが ある さ 

うな 


I ョ ー ク本崩 締切 午後 六 時半‘ 
船を- 經を 地. 發送日 
リャ 桑 港 .一巧 十 U 

エンぶ レス 波香晚 間 


-芳賀 博 古 ど 木が 氏の 大数 論、 嘗潍 

话山巧 じて は 過 H 新築め 祝 おを 開 

關係 諸を ± を 巧 待せ るが 午後 一時 頃 

I 階上 大燦 間に 大限伯 後 滕巧烏 旧 一二郎 

义學 が ± 芳贺 矢. 一が 化の 來賓控 へ 居 

る 所へ 木が 廳太郎 氏 入 b 來ら大 隣 伯 

じ 敬意を 表して 着席せ るが 傍 じか 方 質 

巧 ± がフ 。ック を じて 搭へ 居る を 見 

て學荫 打破の 大證 論を 始め 大じ ホ大 I 

敎授を 蘇ら 君な どは 恐ら <を窜 記を 

:講 した 事は あるまい ど 痛罵せ るよ 

旁賓 氏は 眞赤 じなりて な b 出し 木 

が 巧 じ 應酬し 約 四十を 閒大を 戰を關 

したる が大殴 化の 仲 栽 じて 一 まづ論 

I 绛を 化め 式 じ 移 b しど 云 ふ 


♦渡 口 巧 逝去 沒口ま 右樹巧 巧は 紀 

州 有を 郡廣巧 村の お 身 じして 當年置 

十ー ニ 歲巧じ 上を して H 本 橋 原 小 網 巧 

のとを 國の耍 ホ杳を どは 餘 おの 懸隔 一二の 廿 となる 先祖 傅 巧の 醬油强 等の 


あるを なて ホ だな 易 じ解决 せず 

A 南を 赔惯 問題 現じ 支那ち 憲立會 

みの 上 巧 官患么 を實地 調査した 


業を 經營し 日本 橋 腹よ ら擧 げられ て 

衆議院 畿貴 たる 事 一一 一巧 現じ 貴族院の 

一 多額 納親議 貫な b 曾て 豐國銀 巧 頭取 


r 齡 郵便 發着表 





y 



ネ劑はリユ マ チスをの特化たる、 献脹、 疼痛、 機能隣害等' 

を マ \ ••••••••••• 

便 戸一の 疾患を 緩和し、 願 節を 强直 じし、 骨が わら、 骨 崩け、 崎 巧變態 等の 

一二 ^ ^ 諸症狀をぉをする巧藥じして殊じ使用上胃勝を害せ さ る事は最をの化 
弗ス j 學を應 用した る 結果 どして 他の 類似品の 遙 かじ 及ばざる 特 をなら 

攘 f 繁 酱繫 た繁ぃ おを 繫繁 ぃ茲裳 


こ 

5 仇 


5 

6 


> ん 

师 h 

N s 


c しぶ 

A 巧 比 


夕 病 じきむ 人の 弱点 じがけ 整 謹 
穂々 なる 詐欺 的藥 品を 巧 

、、を*》 I * t • 、 < •イ 




0 U 
。か 




をみ、 簡 々ろ ミ f ぉ ハ 6*^5 ミす ィス\ ぶづ、 ご} 讀に 

巧 す:^ 者 あら、 囊 諸君は 充 sjn 一 I 

毒 叫 fsss 舞 謡 那 ^ S 
の憤輸 Msi 龍藝 

個 れを ' ‘I . ’ > . 喊 蒙》 


ミ 


■‘， - 電氣 指輪は 純を 製 4 
を 君-の 指輪 じ 電氣を 裝\ 
峰 节が逼 せる もの じして 
?ぃ を 何人に ミ 化指 翰 
を 常用す れ ば昇體 


綱 


病を 

合な 




; ■ - 4 I 胥 
I I 價の强 健を がち 殊に 
じ 巧 金 リ立 マチス、 血液 
五 不順、 神 經逆敏 、憂 
巧篱霞 痛、 眼まい‘ 

す 


■こ—— • 、,/ 1 

精力 欠乏 等 じ お 劾 
るら 


本 よら 到着 H 
nr 十一 日 


〇 御 下宿 


こュ ー ョ！ ク ホ' 西丄ハ 十四 了 目 百廿 

一當 電話 コロンバス ーニ 00 と 

が 本 


やまと 旅館 齡 g 


A 球 撰 娛樂の 室 設備な 之 候 




■手 我、 ずが 化、 テ ー ブグ掛 等 
製造 底 輸入 元 

目 本 バいが 商 食 

3 ご" 巧 〇乂 1)11Y Gocr)s 00 

二 2 1 JBroad w ay , * Y ■ 


、巧 ssllil 鍵に 茲縣 i 轉 f 魅 I 强 る樣綺 製し ミ 最新 敬 

明 おなれ ば 十数-年 閒醫藥 の 効な ， 

j 今廿 年ぶ 

が觀 患と 雖を 永久 
に 病患 


邮 W N . 
P A y 

.胤 

が & 棘 


し II 



e 



御 下宿 

I ィ * r こ ^ • 1 . •こ し 巳 An し 


'泉 六十 T 目 二 巧 五番® 

倉 巧 平 次 

電話 六 八 〇 置 プラザ 


武巧卿 野 。 

自由 亭 n 


哪膊 御料 郡 並 御下衔 


ov ^ 


5 化ぶ a ご ds fruset 巧 30 klyii N 
、rel. 夕 ご in 74*75 


Y. 


無 



が 

r— ^ 


大正 

f お 並 じ 郎席御 料理 

II 比 嘉盛榮 


公 AA . AAA ,» AA/^AZi 

3 鴨 か. 久^ 

^<vvvvvvvvvvv 

元 山 崎 下宿 

雪呈 y 至 LL 這 58 
47 呈 ちを PLM 1 st&2 ま Av 8 

oti E. ち 畳 S 夏 里 



左記 六隻 にて シャ ‘グ 

香雜 間を 航海し 隔週 火 I 


グ 


醒目 午前 十 時シヤ 
を 出觀す 
▲運賃 

シヤト グ橫濱 神戶間 
.一等 巧 十 弗 
二等と 十五 弗 
シヤト 八 巧 司 間 
一等ち 十五 巧 
一事 八十 弗. 
り S >， 一二 等 四ま亮 五十 化 

じ I - S A 化し ニュ！ ョ ー クは 

で.； 5 ふ营？ -£ョ 


Y 策 


ッ 五日 前 じ 


[ n 
0 お 


f 


御 出 發お么 度 候 
佐 渡 化 十一 一巧 サ化日 
橫演化 一巧 十二 日 
阿波 化 一巧 廿ホ自 
靜闽化 二月 化 日 

が 郵船 會祗 I 

シ ャトグ 出張所 
切符 おみ お 育 新報 社 


ま 幹 山 巧 鈍 牛 

辦 ^ チキ 

米國 唯一、 元祖、 を 看板の 邦字 
池稽雜 誌な り、 讀み 度き 奴は 
が 仙 出して 腹の 皮を 破れ’ 

シャト^、 ドン チキ 社發が 

新 脊お巧 所 

. 新肯 新報 社內 を 狸 

. ■ — Ttl— r ,• •1 ■1 —[1 — Im :1 •. ド i 



0 


れが 啤知 
が U .1 觀丽加 R. 

ん rjk 加 曲 §> 細齡恥 細 . wd 

5' g 趴 如 ' EO , A 献 W ^ 犯蜘化 

篇冷若 I 雌^ 那献 S な. 

W 血が Y bj’s け 

1 I 冷 N lllllll 議 I 

sw が 地夕叫 .3 か 化 
d TO 如が s 加 ： 2 

I 。恕兹 


.! S 米 貨物輸送 

施な 速， 低廉を 3 口 S し 
化 なを 中 候 


り ヵグ ドク エ八 

t 運輸 S 






乂 •日本 雜貨参 ▼ 
乂 •たろ し 賣善マ 

巧 木 桃 ホ 親 

Mogi 〇 吕 o§i 於 〇? 


接 war 色 ち 空 •- N. Y. City 
Telephone 57 赛 JBarcl 写 


ポストン 市 代理店 

沒 0 Devonshire 突 reet Bos す 口，》 lass . 

W . V •巧 ghbrook . .A を nt 


晒が 高等 旅 

武 ホ】 八 四 ィ スト 


替 

な 


電話 二 〇 み メイン 

184 Hi を mt . す〇〇 さ， 日. N . Y . 


.基 


B 本 夏 事務所 


萬 事 諸君の 便剌を 計ら 巧 i ザ 親切を 旨 

ど 致す すく 候 間 陸 續御申 么被下 度 候 

電話 1110 八 化 ブライアント 

資 6 sh.AS. 0 ミ 47 を J^.Y.P 


え 


3 L 5 

^ S k a 

B 化 w 犯 

M 前' Y N 


に 


& 


按 どろ i いもが 別製 白みを 巧 別製が みを 巧 
^ 七 罐詰巧 新 かづの f が 轿傭詰 巧 新 靑が苔 N 

W 菜が たつく 年 巧 別製 淺を 海背舆 黒豆 8 ぁ づき i 

お 棒たら が 切す るめ》 混 ホ 姿 二 S 國旗议 白 
;^お 酒 8 屠 蘆议黃 が 巧 かつを 節 0 クリスマス 及歲 
巧' 歡 、正 巧 御 進物 用品 一が》 のしが' 水引》 香水 
がた しろい 香 池 等 御 婦人 用 化粧品 小間物 一切 

- •‘ k .k I / , ••.'、.ご 尸 1 — X 3 : } • • U - み‘/ « I 


_ 例年の 通， 



もん餅{貨餅)御用じ應じすホ晓 ^ 

電話 ブラ y 五 お 九九が 桐 兄弟 爾會 . 一; 

♦•••• る 




i 


0. 


大 

ぶ 

ご 一 

年 


巧 

一二 

a 





な 


一す 

策 


環 


無 

巧 

廿 

A 

巧 




I 


參 後家さん の 輸出 近頃 化が 闡 ける 
に從 つて おな あさんが 一生 切 下髮で 
I 通すな で i 云 ふ 時 巧な 風は 見られな 
I くな つた 化 ホ 亡 人の 弱点を 狎 へての 
I 事 かかしは 他 じ 理由 ぁつての 事 かま 
I む 人の 输お をして 盛ん じ女不 ぶの 殖 
拓 地を 眼は して 居る が 日本な でも 化 
I ホ や布哇 な，， この. かく 女が かなくて 巧 I 

I 巧 汗み でろ じな つてが' へたを を賤 し- 

I い 女の 爲じ搜 消して しまつて 成功者 
I の 少ない のは 嚷ず ベぎ 事で 例の 巧闽 I 

^ 觀ホ剛 なでは 化 嫁 さがしの 爲 めじ 巧^ 

る VJ いつて ょ い 化で あ る 力 化の 梓胞 

の 必中を 察して か 又は 巧め じする の 

か 知らね ダ ホ C 人を 輸 巧して！ i 胞の 

むを 寧し ません どして 居る がの 結が 

がか 巧が をる 内 じは ホ 巳 人を 初婚な 

ど，.， 窝ら濟 まして 揖る こども ある々 

I 鬼に 角 ホむ 人を 巧 嫁せ しむる をを 開 

いた 穿は 後家さん の爲 めじは 大 なる 

嚴昔 である々 時の ' V ィ 々ラ英 .人 や庶 

I 榮じ あこがれて 居る 女ょりも 巧つ て 

度投 人の すい も 辛み も ぉつた 巧詳 

j ホ じを を？ 互 募」 だ 一人 目 

のを 人の 氣じ 入る かも かれぬ を 人の 

j 機嫌を 化る 事 ダ颇る 上手で 典 結 おか 

好い どは 手掛けた 媒か をの 語る 所で 

I みる さぅな 

♦H 本 生 お ホる シ ャトグ のが H 本 

人銜 がに ては 殆んど 聯合 的に H 本の 

舰 、が おを、 媛、 サワ ラが 化の 生な' 

を 輸んし 過 H ミ子 ソダ じて を 着した 


•癒 領事 夫人の 輕快化 ニー ニ H ホ ホ 

I 常に 輕 かどな b 别じ也 配す る稻の J 

じ 非す ど 


珍 旧 大使 巧ボ 同大 ボ はぶ 日ホ巿 
ホ ブグぷ ラ ザ じ滯巧 中なる か 日本 供 
樂 部は 巧る 八日 午な よ 時大 准を 正賓 
どし 日本 協會 役員 並 じ 重なる 有 患を 
招待して 晚餐 をを 惟す 绪 なわ j 


日米を 换敎授 佐 藤 呂藏氏 ■は 五 H 
ホ 着 ホ ブグア スタ！ じ滯巧 中なる か 
ホサ S 日々 1 ネ が） ホ ー グじ 於て 氏 
の 講溃ゐ る 事は 旣 報の 如し' 


正を 銀 巧 出張所 貴が 嵩 法 學± 
ホ 八 H 當地出 發歸朝 ど 决せら 


A 出 雲 艦の 還國 じがけ る 人気 デアー 

ス裕軍 か 日本 政が よ-^ 其來 朝を 谢絕一 

されし 當 時は 靈國 人の 斟 日本 感情を 

だ 巧 白から ざら しど 雖も 近時 义 漸く_ 


持 も 底したら 殊に 出 雲 艦の 派遣は 巧 I るす 正巧爲 云々 は事實 無根なる 替 


留 一二 千の 日本人を が 護す る じあれ ど 

墨 園 人は 矢 張 b 跋治的 載 かを をむ 
ものと 見なし 巧め じ H 本に 對 ずるが 
感は言 がの 盡ず ベから ざる もの あら 
予の 大統領 ク ュグタ 氏ど會 見した る 
時 大統領は 微巧 まらざる なから しを 
達を 化 チ じ て 曰- > r 墨 固な がか 


貴下を 歓待せ しは 蓋し 空前の 事じ感 御知らせ ある ザし」 (傅 馬 新報) ィ」 筆 


ま 


■巧 澤麗商 會買巧 喊健次 巧は 八日 

おお 一時 歸朝 二 一 月末 歸 米の 篱 


し 從來を 國を使 か歡迦 されし 事麗々 

をれ で 巧く 盛儀を おめ たる 事な し」 

W 0 て其概 がの 稻 度を 知る じ 難し ど 

なさん や 要ず るに 墨國 人の 日本人 じ 


對 ずる 或淸は > じよら 親日を 表しを こ I がける 賦着 じ翩し 同地 巧留 者に おつ 


参 高見 共濟 なをの 招 裳 期は 巧 十ー ニ 

日 ゾ」 確を せる かを 機は 開 盛を なら 
參 墓地 臓 入 成る 豫て をが 中なら し 

共 間 黨地赂 入の かは 双方の 淡 合 織 ま 

昨年 十二月 下 か 巧 金 二 千 五な 弗を I 

ち 挪ひ完 を じ 化 引を 了したら ど 


♦墨 幽遠 化 後援 曾 起る H 墨 關係益 

々密接を 加へ 巧ら 吾 閲胞か 西 半を 發 

展 のが 機 會は正 じ到來 せる 次第なる 

か 當地武 部 植木 お 員た るを 巧 縣人顏 I 

鐵中巧 信 一巧は 不 爐還國 じあき 身を 

1 を 単 じ 投じて 巧國民 必の皴 舞に 努む 

る W 間 時じ大 ひじ まは 族の 精 離を あ I 


撕 せんどの 覺傳 をを むる じ 至らし ホ i 

ゲ冷 蘇が 輸入 どは 思 はれぬ おの 萊 I じて 友人 諸氏は 中據 氏の 壯烈 なるお 


がを が も お b しど 

I —し':- ■, 

一 参 米围へ 飛行 研究 待命 海軍 巾 尉 曾 

我 部樊带 八) 氏は 今间 おを 卞 ぉの 許 

j 可を 得て 飛 巧 機 研究の ため 近 H 渡米 

すべし ど閒 氏は 吳鎭 ずが じ 服 お 中ぃ^ 

氣の ため 待命 どなりた る ものなる が 

祿て 志願せ る 飛 巧 家た らん どす る じ 

I 就き 其 筋 じて 證衡の 結 あ 渡米 詳 巧を _ 

i 微 たる もの じて 修業の 上は 現役 じ 化 

I し 海軍 飛 巧 家 たるべく 渡 ホな は先づ 

一疆 時が 近 じて 研究 じ 着手す る ホが な 


ど 


を 溢ん なら どし 其 目的を 速せ しむる 

ため 今回 规鐵中 •腺 信 一若 墨 围途征 後 

拨會 なる ものを 組織す る じ 至れら ど 


> が 料亭の 郝 を裳會 
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爲じ關 し 间地發 巧の 偕 馬 新報 及 3 口 
ラド颖 聞か 筆を 揃へ て攻擊 したる ； j 

はを て 本紙 じ揚 載せし-所な るかを じ 
關し 氏は 本社を 訪問して 巧 部 じがけ 


解す る 所 あら、 依て 本 化は-一方 總馬 

なる ユ n ラ ド 新報 社じ蒂 件の 媽ま通 j 

が 方を 化賴 ずる 这阅時 じ 巧 か 辯 解の 

大要を 揭臘 したる じ該 記事を 見た る 

兩 新聞は 更に 一曆 猛烈なる 筆 錐を な 

てを 擊の 矢を 放 も 「新 育 新報ず よ 彼 I 

の 手段 じ 乘らぬ やう 御 化 巧 おが 胞じ _ 


を 結びた るが 第なら 然るに 高木 巧は 

本 巧と H 巧び 記 港を 訪ひ事 貸の 顚 ホー 

は 巧々 なりと 詳細 じ 辯 明した るか 弔 

實の是 ホ 曲な は 別 さして 巧 か 傅 馬に 


じ 一點の 疑を 狹む餘 地な し 


て 自己の 立場を 明か じせざる 巧前柬 


1 二 巧 人の 虐殺 予の考 ふる 所 じて 一部へ 急 巧した るは 輕卒 とを ふ 可く 且 


は マザト ラン (出莖 艦 最後の 訪閒 地) 

途 から 中 革命軍の ためじ 占領 せら 

{ならん 同地 じは 3 本人の 巧留 す^ 

る着サ あなど 雖も么 等の 日本人は 例 一 

へ 賊軍 か 占領す る ごも 何等の 危險を j 


つピジ 子ス上 甚だ 不得策の 巧 爲な 

しく 清がざる 能は ず、 0 下は 氏 か 記 

おじ 對 して 直話した る 辯 巧な 

I 自 みは 傷 蕾 保險會 社の n 0 ラ ド 州 媛 一 

ゼン ト たる 傅 馬* 1 ダ— ジ インべ 
スト メント 爵が長 スタイン 巧の 下 じ 


し而 かも 同じ 柬泮 人とは いへ ま那人 

じ. あらては 危險化 上な く 往年 革命軍^ 

か斗ン オンを な領 せし 隙 一二な 名のぶ^ 

那人か 虐殺の. 化じ會 ひたる 率 も ぁ b 

白人は 索ょ b 危險云 ふべ からず ぞ 命- 

軍の 総 大巧 キヤ ラン ザ ー 將軍 揚言し 

て 曰く、 子は ゥ A グタ 跋府を 倒さん 

ど 欲す 然れ典 巧し 

A 移民 問趙 論ず かウ ュグタ 大統領 1 

どを 見した る際ウ 巧は 移民 問題を 力 

說し H 本 移民の 入國 を歡迎 すべし 

述べたら、 墨國の 地た る ホ 開の ±地 


▲河 添 旅絕册 1H 野 巧 崖 商を、 ホタ きか おじ 安蹈 なる ± 地は 一 五 1 力 


j ♦巧 内旺 本人の 元旦 祝 巧 米 國の御 I 

j 正月は 僅か 元 H 1 日 ホ視 意を 表しを I 

| ふ習惯なるガ流巧吉 01 二晚打化の谓 | 

I 巧 じ 育 つれ 日本人 じは 柯 だか 物 足ら 1 

ね必 地ず る ど 見へ. 年末の 底 化け お 年 一 

を ど 元旦の 迴禮 じ充を 一年ろ の 罪業 

I を飮み 下ろした 違の 彼等は 二日 一一ち 

四；： 3 ど 速：：！ 速 化の 祝贺 をを 結け たら 


旦巧水 桃 井 化、 じは 有态の 新年 

接を ぁ 6、 十 H じは 某 商 化のを 會め 

る當 ▲おお 十日 正を 銀行 お 張！ 一骨 

の 息 曾 ぁるべし A 千歲 一 H ニユ 

1 ョ ー ク大舉 々を 供樂部 一二 n 某惧樂 1 

がの 新年な' 會 ▲みやこ 册 一 ^間 

旅舘ま 人は 有志 八十 餘 をを おがして 

盛 蜜を 張れり 化 他 朝日、 阀野自 お 

を、 お 京 館、 西が、 ま 旧 下宿、 倉 旧 

横 機 館、 菊 氷 等 夫々 を 志 者の 宴會み 

り、 開 盛を ホ 人 ± を 巧は 五 H 巿內の 

有志を を 招き 磕 裳を 催したら 


: ♦がな 總頌事 邸 祝 巧 
I 巧 ひた b —1 


を 旦祝骑 式を 


•お 雲 艦.、」 墨國 

H ホ 問題 辭 巧の 唯一 方法は 背面 

の墨國 よりす るの 外な しと 論じ 

たる ホ 横が ホは 過 H 布嗤 寄港の 

際 左の かく 語れら 


—】 巧 ニ ホ じて 質 巧され つ} めら 去 

れど 我が 民の 入國は 今後 埋： なき じ ホー 

ず ど 雖も今 U の 撰を 水利の 便な きか 

故 じ墨國 じは ィリ グ ー シ ヨン、。 

あらて 灌觀 工事 じ 着手す る 者には な 

がよ b 保 誰を 與 ふる 輩 じなら 居れ 6 

故 じ 巧が 民 じして 墨國 じを かんどな 

ば所銷 r 脚 体 移は」 とし 資本家の 下 

じ勞慟 する 約 巧を 結ぶ の 要 めら 手つ 

化 b 早く 云へ ば 移 ほ會社 かぶ 唾に 移 

にを 送りた るか かき 組織 ど爲 さ^る 

可らず 然ら ざれば 我 叫 胞旨身 か 資本 
ィ J おじ 墨國じ おくの 外 無く 單獨 じて 

词國じ 入 もも 何等 巧暨 わるな し 
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今 股 策 巧 審美 蓄院お 版 じ 係る 眞色寫 
i 眞版 (盡帖 、を 物、 掛 物、 一 お霸 等) 
夕數 眷備化 候、 な 上は 悉く a 寺佛閣 I 

の寶 物、 富豪 絕紳 の秘藏 品を まどせ _ 

る 目 本を 巧の 稀 あ 傑作 品 じて 数年 前 

ホ歐 米の 美術界 じ 大巧 評を 博し ねる 
’ もの、 今回 初めて 當國じ 於て 試賣を 

W 淚 間不拘 多少 御 巧 命奉頗 上候尙 取次 
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藥物翁 社なる 运の 新設され、 傅 馬モ 

ダ ー ジ會 社は 新設 會祖の 資本を お^ 

萬 巧の 巧、 二 巧 巧の 揀式慕 集を 引 巧 
る 事 どなり、 自 みは 日本人 部を 谭 

巧し 閲 化な 留者 一二 名よ b 二 巧 弗 ( 
口は 五十 巧の ノ！ 卜 じて) の 巧を 篇一 

樂 せり (0 下が 號) 



請 者 諸君の 御 便利を はから お 巧 一 

憐义堂 新報な t のを 潑 

巧を しあら ゆる 新 巧 薄の 巧を を 親 初 

了 寧じ說 明し 其の 他 新刊 普の 目錄ネ 

部を 揭戦 しあれば 諮 者 諸 おじ 化 b て 

がと も 使 利の ものに お閒御 入用の ザ 

へは 御 一報 次第 無斜 進呈す 化 候 
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ゼネ ラグ、 アクシデント 化險 を 社の 
ェ ゼン ト なる 间氏か 傳蹈滯 な 中の 巧 一 
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ニュ ー ョ ー クボ プロ ー ドウ ュー六 化 一二. 

お 野泮贩 調進 巧 


瓜 弊 巧の 特を 

どして 薄籍雜 韻を 問は ず 悉く 截稅 

無料 じして 發 送の 迹 速なる 樂じ喝 

間 物は 試し ど 云 ふ 事 も あれば 一摩 

御 試しの 程 奉 願 上 候 ' 

A 新刊 ii 籍 

は 每巧一 圆を期 ごして 必ず 到眷を j 
候 間 新聞 嫌 誌 等の 廣吿 じて 御錯の j 

書籍は 一應 弊が じ 御 照 か 願 巧 候 


をげ お デ だ ゎご 巧ぶ' もへ 
みもホ^ミた典巧-^^し r 
お々 か 式」 い！ すん を 動、 へ 
おと 夕送 It ホ呀摊 、、だ イ 
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號 八十 二な 


報 新 


• ぶ ド 

月 


紐 


H S 月 


年 云亞大 


I •年 頸の 威 巧巧擎 

1 祝 陽は 巧 おせろ、 香. 人は 何が 化 じ 化 

1 新 ザを 目 巧废 しごして 迎ふ るか、 

I がの 晓 蘇を がへ じ 能く 化 巧を おれて 

一向 上の な 漸く 勵 .ぅおに 常 天を 破らて 

.> が々 たる 新 賜の がるを 見れば を 物 皆 j 

I 巧れ に 朝ず るの 成 おら 不知 不識 吾人 

一を して 進 おの 氣 象を ホせ しむる じあ 

I ら やや、 蓋し 怪人 藻 傑 ど雖ら 何等 巧 

I 人 ど 奥るな し、 莊 ずは 垂 天の 鹏ど速 I 

j をの 斥锥 どを 比し 大小 無を 論せ b 

娘 か '^ 到 巧 鹏は鹏 なら 圖 南^ 志が々 

一 どして 化む 奉な し、 彼等 蒙 傑が 天下 

I を姨哪 したる と 寸の蛙 も、 へ 亂賴化 服 

天下の 大政を 論じて 後が がの 巧を ホ 

て レ もな 之れ 進取の 氣象年 ど おじ 裳 - 


ん わ 馴染は と 伺 ふ' や、 ポッ ゲット か 一 電韶 新橋 二妈 四九番 
らお 名を 「佐 膝む 勝での、 な 巧 巧ょ. 上檢 

り」' ペン先 9 跡麗 はしき ホお简 の 宵- (記者 21 く. 流 右の 「上が J - 
面； 通、' 化 疏人じ 面を したい どの 申， 大み媛 即じ姻 がを へたもぅ) 

岀 、源氏 あなら 商ぐ 「巧々 さんり」 ど 一 ■• ，り ® リ • 為 ♦ り ♦ 
がるの だが 本 おを をし 向けられ ては I (( 投嘗雜 一 j 
流 おの 豆 格す も大閒 口、 が朽 がわ 歸 j -- い — \# 


は 違つ たもんだ む 化魁贤 ふじ もが 
かが 附きだ ど 勝手 じを なしな^ら 帳： 

巧 じ 下つ て巧籍 調べぶ やる ご お 奴 ど 
がぶ 抱 あど 巧つ たから 仲居は 词 おの 
部屋 じ 手紙を 待 も 巧き 詳細を 姐ず る 
了 玉 奴は 化る ホ遲 しと 手紙を 披 いて 
おる や匆 早は た r しく 部 摇を化 付け 
る やら 髮を梳 る やらの 大騒ぎ、 仲が 
じを つ ご 巧 打 もした づ妓は 待ち おる 


^ へ ざら しがな のみ、 化 米间胞 のぞく 紳± の 部屋に 駆け込み 錄 々おお 面の 


が 比較的が 顔 S ' が貌を 巧し 一兒 がか 

も 化氣象 あるが かき も 之を 軟 ホる 國： 


人 ど 比すれば 如何に 晋 人が 老成し 爲 服を 顺袍衣 じ着替 へて 本部 捧じ通 b 


'く、 退 嬰 L あきを 知る じ 足らん 

闲胞中 偉業を 立つ るの ±曉 患の 如き 

货偶 どを ふべ けんや、 夫れ 進取は や 

がて 活動を 窓が し 活動め 大 。る 者 人 

必の活 醜 じ 如 < はなし、 おも 一废巧 

動せば 國家亦 勃々 如 どして 勇' 飛な 踞 

せん、 實じや 新年は A をして 化が を 

動かさし むる のが 期なら、 な 巧の 十 

が 化 期に 當 つて 進取の 氣 象を 盛なら 

しめば が 根 じ 彼て 腰を するめ 蒋詣を 

歌は ず ど 雖も 自ら 千年の 綠手 じ満も 

て 新年の 贺祝 ぶの 禪 じがす るを かも 

べし 是れ をが 目出度し どして 新 陽を 

迦 ふを 所な なら、 匆 化の 禪 筆を 執 

所感を 二 旨し 併て 諸兄の 萬 福を 祈る 


參紐 育呀鹽 訪問 鹽質詰 

鶴 山 

千な 飛ぶ 淡骄 鳴の 沖 じ入斜 のがを 流 

した 五 時 お、 山陽 線の 特別 急 巧 剣が 

が 神戶じ 着く ど、 黒山 高に フ 〇ック 

のが 装せ る 一 靑年紳 ±一 一 個の 舶ホ 'ィ 

ッヶ I スを手 稱物預 b 所 じ 迷んだ 

からは 言は ず どかれた 乂圃歸 - 0 ど 溜 

のが 夫じ胁 よれた、 間ら な くかん 

の 紳± は 一通み 手紙を 車夫 じ 渡し 

其 おへ 案 巧せ よどの 御條 、が 夫は ホ 

たな ど 巧 じ 刻んだ ホへ 威勢よ < 脚 じ 

巧せ て 駆け出す 先は 化 坚の福 お 遊廓 

一某樓 、棍棒を でして 御 案 內、、 、 、 

I 張が 巧々 横 かの 御 带客じ 下ぶ 化 振ら 

ながらな 泣な どの 限 かな 緣起視 じ 送 一 

られて 二階の ホ 腐 間の 引付 じ 通クた 

虫 円 年 紳± 、服 裳 こを 堂々 たれ 斯道 じ 

は 餘ら物 馴れぬ 態度を 早く も 看破つ 

お仰が 共、 イミ 掠 鳥が 飛込んだ ピホ 

I ク { もので を播 たつ ぷら 、旦那は 


挟 がらせす 懐かしを うな 巧 解けた 卿 
語 b じは 紳± も必が 動、‘ たもの かが 


吾 I ぁどは 新が 物語、 じ 時 ' S 移る を おれ 

たが 火の 用必の 太皴じ 膝し い 首， 比を 

破られた 兩 人は 箱 嬰から 仲が おを 集 

め 新 巧 じ おる 賞 冗が た 友達 じ 巧して 

贈つ た ダィャ 入 指輪の 歎々 を 披凉し 

たまでは 無難で ぁつたが 其ぶ 連な 

純 ホが 韦： かさんの 身上は 巧さん から 

なじ 一巧され たど 大 びら を 切つ たの 

でナー仲お共がホ知せや明 9 はぶか 

さんの む 目出度 だ お 身が 父け だ ど樓中 

の大 評が VJ なつた ので 止むを得ず 巧 

がから 掘 じ 至る まで 殘ら すわを ばの 

御馳走で 漸 つど 事濟み じな つた もの 

發朝 イザ 勘を じなる ご 驚く 勿れ 八 

十 幾圆餘 、をくない 紹介が ど 思つ た 

が 化 方がない、 む 近う ものが じ乘 b 

ながら噫持っ ベ きものはぶ速か；：^ 


♦馬鹿 じ 离い徽 を 昨 巧 A 喊〇: W 川 

両ち ど：！！ 本流を 鄰飯 じて 贿 飲、 义し 

かお b じ播 飲を 下げた も 故が て愚颖 I 

る じ 足ら ざれで 乂 しく か 國じ遠 かつ 

て おるな 乂巧胞 諸君の 一興 じもとが 

紙 勘定 普を 送る J 化て 如か、 么じや 

浮か—- 歸國 ら考へ 物なら 

記 

一を 化圓 五十 錢 御巧理 

一を ぶ圓 サお錢 御酒 

一を 化十錢 煙が 卜 

一を 一二 十錢 チィ ダ 

一を 十一 一圓 册五錢 匙 者 

一を 八十 錢 はなや 

を 針を 或が 九 圓十錢 

ぞ么通 正 じを 取 候 化 

大正 二 年 十」 巧 化 H 

赤 お 田 町 一二 了 目 十ー ニを 地 

支那 料理 もみ ぢ 


A ' がが 的 解 働 者の 記事は 柯故 ぉし 
せぬ 侯は 此社會 じ 這 入て 五 年 じなる 

が 巧 間赖神 上じ絮 つた 彭釋で 今では 

舰然 たるむ さんでん 氣質 じな つ r > し 

まつた 所へ 彼の 記 掌を 讀ん で大じ S 

おする 所が あらまし たを < あ 益な 
記 率です ヶッチン 黨 のな 書は 自 をの 

身 じがい 處が あるからで しやぅょ 傻 

はは 紙面の 都を つきみ 簿緣 稿せられ 

ん举 をを 埋： します 讀 ちの 中には 善 解 

する 者 も 多いです ょ (善な なる ヶッ 
チン 黨】 A ぷ n フ五サ 1 曰く 新年 

號の籠 欄に ぁつた 指輪の 請は 本當じ 

やが あ斯 フィ ゴの ピン 製造は 噓じや 

ヘン 拙 も ( 頭を ッ グリ どなで 乍ら) を 

巧 じなり やした、 お卞 のを 製 ドク ロ 

く ピンの ホに 僕の じ やつた (廿六 街 I 

生 ) A ゲブ の ドク トグ 君は 巧 

中 訪問 するど 巧时 でも 外 診 じ や (词 

人 ) 親 年 一 H ホは 無禮 溝で 仕 ホが 
ない、 一二 U な 後は チト 愼ん でもら 
まし やう { 八十 四 了 目 ) 


参 農業 家の 蔚機會 

乂國 中西部に がける 諸輔率 業の 發を 

は 賞 じ 巧 驚 良 足の 進 ホを 示しな 結 架 

をが 胞勞働 者の 霜 要 俄然 激增 して、 

貨 をの 如き 五 年 前の 二倍 どなら スク 
—グボ ー ィ さへ 一週 五 弗て ふ廣 給を 
微る 有様 なれば 純 巧の 勞働 をは- ヶ 

5 儀乂巧 弗 § 1 千 弗 戦 

著し 得べ きら 入國者 少なき ご 獨立か 

業 家 のぞきた め勞働 者の 供給 ホ 足な 

るを 邀感 どす る 位な り、 社 麗藥を 巧 ' 

者は 米國 人の 銀 巧ょ 6 化 獲 じ對す 

滿な低利資本金5鶴嗟^ 

く 現じ 昨年の かき 词胞 農業 淡は 無 登 

神器 作數千 弗の 純蠢 

を歡 めたら 本年 も體 がの 見 速 じて 良 

好なる 止 地 験多ゐ b 、 農業に 成 巧 せ - 

んど する 人は 化 好機を 遮せ ず 調 避 遮 j 一 

倍雙 余 - 戴 弗を-添へ ぶへ 照轉 あるべし 

Mr . H . Y . 、 pak 妾 hima . 

Ge ジミ a 】 hlbol , ocptra , ミ £, :ージな bi ミ iue を 

infornia ご on bureau 

r . 0. 巧 ox 80 De ミ er , Colorado 


妊 望なる 貸述 

A 人物の 如何 じょり ては 相 當め资 本 

'を贷 輿ず 

巧 所は ー ァラ クエャ 祀の卜 '流 じて 鹿 お 

物を 大都禽 じ 送る 巧な 多し 、' 一を じ 
二 一一 一英が な上贷 輿し、 リース は 云 年 j 

或は 五 年 じても 巧なら、 おし 贸化ホ 
普の 人 じは- 英町サ 五 巧 ょらな 五十 I 

弗を じて 夕少じ 不巧資 渡す、 農具は 
相談に より 貸與 し、 お樹她 が、. 養鷄 
お路 飼養、 養豚、 乳牛 等じ關 ずる 實 
地の 經驗を 敎授す 巧し、 ホ 强 をは 新 
報 社へ 申这 みあれ 
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曾て 當舘 '巧 じ 化ら し靑ホ 會は新 じ 曾 

舘を 創立 致晤 . へ 化 お® じを の 名 おの 

: 卜じ從 前の 通ら 了 寧 親 かを 腎 ごしが 巧 
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地所 家屋 賣 渡し 

武巧 上流 社 會の化 居 地た る タラ ッ 

ブシ じみる お麗の 家屋、 地 巧は 長さ 

巧 廿お吹 幅 五十 五 眠 ル I ム 十一、 湯 I 

殿ニブ 、家み 一が は 最新 まの 設隨な 

、今回 ま 人 地 ホへ 移 轉じ付 日本 神 

十 ピ賣渡 巧し、 條 件は 委細 面談 义は 

渐報 社へ 聞 合されね し 
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育が 裁を 償 ( 前を 郵を 共) 一 
□ 一部を 五 化 □六 ヶ月み 一 兜 一 
田. Ik . ホみ 逢‘. 帝：：：.：； 一 
千 九 巧 十一 年 六月 サ 四日 郵政 院 
範可 

發巧兼 編輯 人 ザ裴媛 1 1 
おが 所 渐肯親 報 社 j 

紐 脊市莖 ハ 街 二 一二 八 
電話 六 四と 一ニ チで ^ シイ 


自働車 王の 

寒修 

赛驾 ' i 

◎資本 ど勞慟 どの 調和 

新春 じ 入 6 て 乂國の 肋を じ 割 巧な 

る 街 動 ど 深甚なるが 象 どを 與 へたる 

ものは、 一は お 岸 巧 等の 所謂 「ィン j 

; ブィ ジブ 於、 マ子 . — ^ ラ ' スト」 の 部 

み 的 解散 どし、 他を 旨 働 ザ' 主 フォ！ 

ド 氏の ち宰 する 會社 化が 人 じ おする 

利益を 御 賊の發 を どす、 吾人は 猛岸一 

巧 一， 派の 巧颗が おして 自ら 聲明 せる 

一が かく 輿論め 趨向を 巧を せる おおじ 

出で たる や 否やを . 雖 じせず ご雖 、一 ' 

時 的 じ もせよ、 其 ま 巧 お 端 じ 助が 獨 

占の 戚 力を 擅 じする じ對し 政治的 神 

ホ 的 反抗の 擲烈 なるべき を豫 察せる 

じぶ ける 自制 的巧勵 なり ど視 るを 0 


渡 張 裳ぶ びを 國じ哇 る 集 貪々 場逮 
築豐 等を 除外して 猶餘 がを がする 1 

時は 更にみ 配を 巧 はん ふを 期す、 
二十 二歲 なでの 使用人 じ レて 父 巧 
弟妹を 扶養し つ； ぁる 者、 ぶ 他 誠： 

直 勤勉 じして 浪賓を 節する 者 等 じ 
對 しては 調を の 上 お 典を お ふべ し 
万一 曾 社の エ 旗を 閒锁し 又は 一般 
じ 化 用人を が 中る 必要 じを 着せば 
農 か 物 収獲の 時期 じがて 解 傭を 巧 
ひ 一面 農家を して 勞 働の 需要 じ滿- 

をせ しめ 他面 勞働 者を して 其 糊口 
のを じ 第せ ざら しむる じがすべし 

を々 

香 人は フォ ー ド 氏を なて 「ァ メリ 

々ン 、フエ ャープ レー」 の權 化な り ど 

する じ礙 機せ 中、 今 若し 現 化に 於け 

る 词祉の 使用人 一巧 八千乂 じの 千 人 

を 加 へんどす る 腺 案じして 實巧 せら 

る； もの どせば 一千 萬 弗の 平み 倒賊 

をは 一人 じ 對し四 巧 五十 四 弗 余じ該 1 


てまを ごすべし 。之れ 吾人の 平生 增 

導す る機會 均等 ホ 雜み捷 利を 意 ホす- 當 せげ 即ち 旦骚ェ 煤 內じ教 たして 簿 1 


: るら のじ あらざる なからん や 〇而ら 


々たる 勞働 おは ーケ年 平均 モ 五： 白を 


彼の フオ— ド 巧が 一千 萬 弗の 巧 益を 弗を を 豫算し 得る がな じ 勤偷じ 


韵 賦の發 装に 至らて は 實じ近 巧げ ぶ 

の萊蔡 たるを 失は ず、 が 報 一度 晦傳 I 

せらる； ど おに 一 轉じ朝 巧を 愕 倒ず 

るの 槪 ある もを なら ど 謂 ふべき 哉 0 

i 俗間 或は 么を 嫉視し フォ I ド 巧の 「 

1 スぺ キュン ブ ィブ」 _ じして 宜つ虛 名 

I をが るの 猎ず段 じあぎ ず ど 說く者 ぁ 

I れ共 「フォ 1 ド モウ トウ カンパ こ 

す」 が 「ジョナ グォブ コム マ 1 ス 

社」 の照會 じ. 答へ たる 善 信の 耍點ぶ 

を 平 じ將た 善意 じ解釋 する 者は 必ず 

や 這般の 美が がが 操 ぁ り、 意義 ぁる 

一至 •を 否認せ ざるべき 化 曰く 

當趾は 現 巧 じ 於け る 資本と 勞働ど 

の 速 鎖 じ 依れる 収益み 配の ホ 法が 

偏重 偏輕 嫌 ぁるを 確信し、 本年 

废の 収益を 槪略 一千 萬 弗ど假 をし 

锅 今ー ヶ 年間 お 巧 二 おじを 劇して 

如上の 額を 使用ん じ 給 おすべし、 

換言すれば 實際じ 於で 二十 二 歳 0 

上の 使用人は お 日 八 時間の 勞働じ 

對 してが 自致化 給 丑 巧を 下らざる 

ミ どなる ベ， < 、か 論 次年の 計 塞は 

をが 別問題 じ 威ず る も 若し 本年々 

末 じ 於て か 常の がま 御賦 を、 ェ锡一 


して 思ぶ あるを は 優 じ 年と が 五十 弗 j 

をが 舊し 得べき 皆 非ず や。 要する じ 

ォ ー ド 氏の 眞 患は、 現じ 禍 おを 培； 

j 蕃 しつ！ ある 社 曾の 階級 的 戦ず の惚 

^一ーロをホ前じ防逍せんごする脯を政策 

上の® 法た る 資本 ど勞働 どの 調和を 

計る じ 化 り、 即も當 巧先覺 者の ち 張 

する 「ミ ユチユ アリ タム」 の 理想 ど符 

節を をす る もの じして、 宮人が 滿幅 

の 敬 愚を をす るに をなる を 得ざる 所 

なゎ 0 

吾人が 農々 切論す る 如 < ホ 人は 其 

思想 巧 動 典 じ 大陸 的 じして、 資本を _ 

か 業を 等の 實 利を 主脈 どす る 者 ど雖一 

屑々 たる 爲國 的氣 風を 脫し 巧ざる な 

國の 資本家、 企業家の 夕數が 「刺 息 

法」 の 運用に 腐， むして 他を 顧みる じ 

j 違 あらざる の 比 じあらず、 米國 人は 

賴お的 じち < 集めて を < 散 ずるの 術 

を 解す 0 化 おに 關 しては 吾人は' 渠等 

の磊 々を々 たる 必事じ 學ぶ所 鮮少な 

ら ざるを 戚 知せ ずん げ あらざる 也 0 


•婦 新聞 屋 さん. 

单郞 


世人は 菊 聞 事業を 經營 する 者を く 
は 新聞を 嘗く 者を 稱 して 俗 じ 新聞 屋： 

さんご 申 候、 常 じ 口 慣れし 言柴 故を 
ふ 者ら 云は る {者 も 別 じ 不思韻 どせ 
ざれで 本 巧から 申せば 實じ 失敬 千万 
言語 詞斷 なる 言葉 じて 非禮 もを じ 至 
つて 极 まれ もど 可 申、 新聞 じ おさは 
る 者が 苹 崖、 チャ ブ屋 、ォ デン 屋ご 
一が じされて は堪 つた もの じ ホず 候 

A 勿論 新聞 事業 どてら 一面 ょら 見れ 
ば 巧 買 じて 經營者 も 記者 も 通信 貴 -^ 
之 じ 化つ て 妻子を 養 ひ、 飯を をふ坠 

じ 於て はォ デン 崖 ど 聊か も 撰ぶ 巧 無 

之 候が が 細 じ其內 面を 窺へ ば 新聞 事 I 

業は 间 じく 商 買 どは 云 ひながら 一一 他 i 

の ものを 一二 仙じ賣 るォ デン 属 VJ 異な 

ら 、五 仙の ものを 一二 化に 贊る巧 買と 

て 「巧 買」 て ふ スタンド ぽ ィン トょ b 

見れば 是程 詰らね ものは な < 、一つ 
を 止めたら ょさ さう じ 候が 借 さう は 

I 參ら中 因 お、 因緣 、惡緣 ど 諭ら むる 

外 無 御座 慎 

▲ たを も 一二 H ずれば 面白くて 止めら 

れぬ どやら じて、 新聞 も 巧つ て 見れ 

ば 案外 じ 輿 ホ ぁる 化 奉じを 之 一' 二日は 

想 か 二 r 白 年 も S 千年 も 巧 b 度 也 地 致 

候、 尤も 之は 棄 てるを が澤山 ぁれば 

どい ふ 條件附 きじ 御座 候 

▲何が 一番 巧 白い かど 申ず じ 人間 社 

食の 出 巧 事 中 最も 自己の 輿 味を しど 

请 ずる 事じ關 して 大気 施を 吐き、 么 

を 巧 版じ附 して 世人 じ讀 ましめ、 巧 

は讀 むで もらう おじを 么候而 して 

其 記せし 事柄が 多少なら ども 化 道 人 

、むじ 稗 益す るが めら 或は あらし ど自 

ら 信ずる 鶴を、 書 ひた 當 人の 得意 滿 

巧は 門外漢た る 世人の 窺 ひかる 所 じ 

非 やお 

A 所謂 新聞 崖さん の 或 者が 醉ホ 滿姗 

巧 お縱攒 W 喜劇を おする 塔を 世人は 

「アンナ 者の 蕾いた をが」 ど 嘲け る や 

も かれ ざれで、 一度び 筆を 呵 して お 

稿 用紙 じ おせし 時の 彼等は を ホなる 

社を の 批評を じして' 兼ねて 又眞攀 欺 

かざる 政敎の 指導者 じ お 之、 隨 つて 

彼等の 庭す 所は 學 ぶじ 足らざる ベ 

も 彼等の 言ム 所は 充をじ 傾 巧す るの 

偕 値 巧 之 お 


A '.水 化 

葉末 個の 水仙 水 じ 锁 < 目 苗 ばな { 
袁か がか おかか 鉢の 水恤か 同人 
殖 K 地 向けの 水 他 芽が.、 南緯 四 度 

岡 人 

才！ ン ド、 メ 1 ドのを 白 聞かん ダ ホ 

デに 岡 人 

腺け 盤つ ま。 へ おつ 淨藝 水仙の 巧變へ 

て 岡 人 I 

淸を薰 ず冷圃 め？ 水仙 花 夕郞 ^ 

j 蠻音ホ 政を 論ず かが ど 算盤の 並ぶ 處 

嘗天 

氷 牠の化 じか 怖を 隱す タィピスト 

-‘ 鬧 人 i 

水仙の 窓に 物 化は し ' き 女 かな 五 峯 _ 

水牠 の窓蹈 おじ ' 入る H かな 同 
ぬぎ VJ おて を 妻 ぅれし 氷 他化默 
I 筑じ やせし 嬰を 資し 水仙 化 村 
水 侧の彼 じ 夢み しを し 節 同 

漁が と 里 赤 八を や 初 無 
を 化 丹の' 河岸 じ睽 くや 初 線 


人間は 趣 ホの 動物 じて 大敎育 家、 

大萬敎 が、 失 詩人の 如き 高が。 人く 
なる も將た 高利 貸、 杏師 、政治 崖の 
かき 野鄙なる 巧 どなる ら歸 ずる 所は 
を 自の趣 ホ 即ち 道 築を 擅 ま i にす る 
み第じ外ならや、 勞する巧ぞ^ i て 
I 自ら 益す る 所少き 所謂 新聞 雇さん の 
かきは 十二を じ祂 食の 臂 敬を ずく 可 
き 資格を おず る 道 樂者じ 御座 お、 新- 

聞記者が 社を 上 聊か じても 特 桃のを 一 

遇を 受 くる 煤 合、 漫 6 じ 我 旧の 管 見 

を 用 ' ゐて 「コヮ モテ」 など ミ稱 ずる 壌 

は 事理を 辯せ のをを 曉漢じ おと 巧 
▲おも 新聞 菜 者 乃至 記を じ も 色クぁ 

ら 、をら もせぬ 學 問を おる やぅ じ 言 I, 化 巧が を 武人 ご 汲め 6 総け 
ひ 振らし、 一二 文の 僧傩 なき 靈 をげ I 山摧し 丹の が おじ 浮く 餘 
勿体無 ささぅ じ おぎ 遇ら て M を 威 
嚇 かし、 役者 藝人 待を 巧稱屋 み菊點 
じ附け 込む で 役得を 化 6 或は 悔惡 な ^ 

る 政治 尾み 犬 どなつ て 民衆を 黏 毒す 一 

る 厳を も斯聞 記者 なれに、 侃 おの 論 
衞横 $ 雞善 < 時述の 趨向を 察して 化 
を 巧し、 民を 益す るの ホ 張 ど 抱負 ご 
を 有する 者ら 亦 新聞記者 じを そ お、 

前者は 化 俗の 所謂 新聞 ゴ .口 乃を ダジ 
'じ 該當 すべ < 、後者は 當お 社を _ 

の 木錢を 0 て 許すべき 新 間 記る 樣じ 
御座 候な 上 


^ 化 

じ リー 


巧 入道 

尚 


默 

閒 



第二 一回 佛か 互撰會 

前回は 出題 ど 縮 巧の 間が 四り で逾 

何 じ 餘悠の ぁる 詩人で も、 巧ぶ 絞 
出す のじ 句 弄せられた 事 ど 思ぶ、 こ 

れは閒 人の 死 句 じら 〇今 巧は 巧みに 
句 案の タィムが あらまず から、 名吟 

佳 かを 緻 々御 寄稿 下さい、 叉當 日は 

海つ て 御 參會ゐ らん； を 望みまず 0 

會壤- 日本人 靑年會 

巧 H 二 巧 十四日 (王幡 Hy 

禽裳廿 五 仙 ( 茶 巣 巧 ) 

課題 雪、 寒 雀、 火事、' 姑な、 サ 

ブゥエ ー ( 父、 \ 季讀 送み ) 

を 一 題に 就き 一人 五 句 限ら 

締切 二 巧 十四 H 

新 巧ポ東 五十と 了 目 四 六 あ 

洋聲智 


二 水 おじ 入る 處 線を ホす 夕榮じ 

岡 人 

滿韓の 地陋じ 座して 志モ 腕を 撫す解 

ホ嘗天 
飯 浮き 义化 むで 黨を洋 無風 词人 
雲 耶山服 お 領耶邀 す大綻 ばな j 
線賓 るみの おじ 巧く 巧を 基 曇る 

閒ム 

お 語つ で 源 獵るじ 潮の 目 じ ホる 

岡 人 

小人 島 晴撼巧 吹く 二で 尺 同人 _ 

無斷 てば 油に ホる 海の 寒 同 A 

おを して 投 矢の 術 や 源 突き 夕郞 

線 斬って 幸 先き 祝 ふ 艦の 上を お j 

をの 海 はれて 源の 潮 ふける 同ん 

餘す むがを 幾囚の 軍艦を る 同人 


は 宵 A 比 異人 極を してが 自其 本國巧 
じ 居 化せし むる じ努 むる の 外な し」 

ど 述べね b 

♦フ ォ！ ド 自慟苹 貪 社 巧 前の 騷攪 

閲 社々 長 ブォ！ ド 巧が 空前め 类舉を 

斷 わして 化を' 驚かせし 事は 前 號所觀 

の 如くなる が 一 千 お 弗の おを 村 社の 

職工 じみ 典し 且か柯 なる 下級の 小 化 

ど雖も 一日 五 弗 0 上の 給 巧を 化拂ふ 

巧し どの 出 吿は無 おの 勞 役を じ 取ら 

て 實じ天 ホロ ' 福营じ 相違な く、 を發 

表かず 問 行 社 じ 就職を 中 这む者 限 6 

なく 所 化 地た るデト n ィト ホは 一' 叫ょ 

りおな 峭 乃至 敷 千嗯を 遠し どせ ずし 

て 岡 巧に 入ら 込みを 社の 巧 前に 觸 化. 

する の有樣 なる が、 去 十 H は 寒威殊 

じ 凛烈 寒暖計 九废を 示せし 稍の 天 お 

おな 6 しに も 不拘約 一巧 五 千の ホ聰 一-ゎ 

者は 例の かく 巧 前 じげ 立して 昭噪を \ -i 

梅む るじぞ 事務員 蠻 官等 も殆ん でぶ 
I 始 ホに 幽じ r が 巧 用の ポンプを なて 群 
集 じ 冷水 あを 取ら しめたる じ 依 6 巧 
てを じ 一大 騒 挺を 引 起し 失望 ど愤お 

じ滿 てる 彼等は を 礫を 投じて を 化の 
窓捣 f を 械燦し 建築物に 不欺抵 がを 
與 へたら ど 

♦新 巧を の 活動 年少な 銳め 當巿新 
市を ミッチ 互グ 氏は 就 巧匆々 ポ巧惡 
徒の 掃縷じ 着手し 簿吏 をな P して お 
中 到 處の膊 徒 及 不良 盤を 捕纖 せしめ 


ん A .拙 を 編 時間 

M を午前化時 ■ 至同 4 二時 
訊自 午后-ー ハ 時 至 同 八 時 
C 幼 2 但 日曜日、， 前約 ノ 患者 二 限 

高見 璧彥 i 


ドク 

トグ 


基督 敎 修道 會 I 

を 宿 {を 巧 巧 什ー ニ 了 目： 白 〇一 i 帯； 一 
日 腰 U 集會 午后 八 時 敎會巧 じて； 
聖嘗 研兜售 日曜 午后 己 時. (修道を 
祝勝 會木幡 午后 八时 {館 じて) 
讀書會 鑽二築 匹を 曜 午后 八 時 一 
牧師 大堀 篤 
電話 八 一 化' 一ニ モ ー ユング サィド 

. 西 巧 婿 妈了旨 五一, 八 電話 三 六 五 

モ 1 ニン グ サィド 


朝 B 


/別 


Y- ^ 



ぶ 


® を白 人な 上 ノ宴會 二 適スが 大廣間 アリみ あ 具 一切 愚箭 
^ 式 室 內淸潔 鄰± 諸君 ノ宿あ 二 適 ス @夕 年 ノ經驗 ヲ有ブ 

の；.' > I 

特 

片づ 


八が 巧 人 ヲ巧ス @ 巧 か 書籍 雜誌諸 新聞 珠募围 燕 お烘绘 j 

/ 娛 樂機熙 ヲ備フ 

M 河 添 旅館 W 


ビラの 南下 オイ ナガ 巧を ち領し 

たる 彼は 建 勝の 餘 威を おつて 直 もじ 

トン オンを を擊 すべく 目下 南 巧の 華 

概じ 汲々 たら ど 


英國と 人雜的 排他 必 前ぶ 米英 國 

大找 ブラィス 氏は 偷な ナン ヨナ グ 
ベろ グ俱樂 部に 巧け る溃說 じ於ゴ 
「目下 大英 帝國ぷ 前じ橫 はる 最も 緊^ 

巧む る 問題は 逝： 般 南阿、 加奈陀 等の 

英钮旨 治 殖民 化 じがて 即度 人を 排巧 

したる が 如き 人締化 排他 公の 勃興 じ 

ゐ b 余は 如何にせば 化關 難を 除去す 

ベを か 今 H の處 じでは 柯 等の 成案を 

ちせ ず 巧 現今め かき 强烈 なる 人辄 の 

辨秘 みのを 袭民 地に 慾 巧 わる じ 於て 


つ i を b しが、 近 巧の 彼の 錢砲組 ど 

j 稱 ずる 最も 猿惡 なる 兜 淀の 退治 じず I 

を 脚く る じ まれ 6 

♦ ソ 1 のお獄 マチ ソンス クエャ 

ダ ー ダンの ホヮィト 殺し どして 化が i 

じ 其 罪名を 歌 はれた るソ ー は 昨年 顚 

巧 院を化 出で たるな 加を 陀 ょら ホ 國 

じ 送還され 衛 ホニユ ムプ シャ州 n 

- 1 ド じがて 訴訟 中なら しが 裁が 
官はツ ー はな 乂じ 非ず ど 認めが 释を 
提供の 條化附 じて 解が されたり、 殺 
人 裁が 當 時の エベ リン、 ネスビット 
ソ ー 夫人は 巧び 女優 ごな b 目下 シン 
シナ タ じがて 溃を 中なら . 


佩 iS 藻 

VI 1 1 

' •巧： ん e 

貼が A 兰 

T 部 常 ' _ 


おへを 巧 A 《を 或が 五 巧な^: ハヶ 巧な む 
ネ化 W を. 期-利息 年 六み ごーヶ 年な 巧 

巧 金 r 知薩難 I 錢！ — 

橫 獲ぶ 金銀 巧が 育’ 耻顧腑 

H 本人の 鄉里 送を は 邦貨 壹圆 二# 米貨 五が 仙ノ 
割を (無 手数料) -I テ 當巧本 巧ヲ絕 テを を々 おが 
串戾 


•馬 犧箸記 生の 墨國行 タン ビコが 

じ 太平洋 沿岸 附近 巧 墨 U 本人の 逆を 

なる じ 引替へ 墨 國化部 例へ ばチヮ 

地' ホ じ 巧る H 本人が 横振极 まる ビラ 

縣巧 配下の 蠻卒等 じ 助 巧を 掠められ 

或はを ふじをな き悲 况じ啤 がしつ 
み b ど 夫 か あらぬ か 今 巧 シカゴ 領ボ 
舘化勤 外務 蒂記 生は 墨 國化部 化 おは 
が讓の 巧を 帮び テキサス 如ユ グバソ 
じ 孤 遣せられ たら ど ■ 


A 


◎歳暮 並 


◎ 


◎ぉ 貴 御用 品目 錄〇 

善 お 鏡餅 小は 御注义 湿ら 化 上げ 可 申 候) 

承む 雜冀 餅® 極上 椎 ぶ® 極上 淺草 海爸 
I® 特製 禪饼大 錐® 干を ば® 精白 懦乂 
干ぅ でん® 新數 のず® 觸白あ {御 吸物 用) 

^资 田が (ごまめ)® 松赏雜 詰® かの子 錐 誌 
一® 萬 上 ホ 淋酒燒 豆腐 雜誌 @ 特製 白が 增鑛詰 
I® 板 媒弱鑛 詰® 屠蘇散# お 一 笠® がぶ 京 
I® 松 魚 節® 牛幕罐 詰® 蓮根 雜 詰® 山の 芋 
;® 特製 化 蒲 錦 (美人 印 一.® 關 (を 時が)® 小 岳 
i® お 斬® 化 輪 蒲® 鈴 ホの 素 


V 


み 




I 新 荷 着 


▲が ホかん 


極上 山の 芋、 禪 が、 木 白 働碑她 、板 コン-ー ャ 

新 巧ボお 五十 化 了 目な 十、 が 十二 帶 
''電話 プラザ ー六と 八 

• が 巧祿巧 

ご 0 - ご 2 K . 蚕 St . N ミ V Yo 一-一 C Citv 
もも 藥 ずの 御用 じ 赚じ可 申 候 
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i 


19 





ホ 

.化 

ゴー 

年 

一 

巧 

十 

0 



东 


新 


.し 幕 某の 新年 を實 巧す るは 支那の 喜ぶ 所なる もを 

事 貸は がて 蓋 當梦焉 た &畫國 蓋 煤よ 庵 ふ S 時は 賽西 難の 

9 元旦は 東京に 巧ら ては 稀れ に 見る ど!; は ざいすらず^;^ ! i 

の雙 じして をよ どの 微顕も 見ず 皇—國 側は 磯よ ら豫め 通知を が^^ 

室 ごを 国元 首 WQ 祝電 Q 御を 換馨 W 居ら やど 聞 < もを 壽國 0 關係上 

じ 巧ら 蠢も蓋 博、 郎位 式を 目前 间一調 ホ じ 出つべき も亨本 因の 部 

じ 5 る 事 どて 渐 4 氣臺え 化带襄 もつ 兔ら ごのみ じて 馨の 

あら 牟贊 避ん こ 一 了 よれたら かれを も 語らず 

In:., t A 靈は此 霞霎宴 那の歎 

围段連 信 成立 盤 澤巧其 化 有力な を 買 ふじた まる か 又 他に 遠大の 目的 
る實 業家關 係め 圍民 通信 化は 略々 がめ る やを 疑 ひ 而も 袁世规 はを 國 をの 
前聯を 通信 東京 まほたら し ヶ子デ I 化を じ粧 巧す るは をろ 喜ぶ 所なる ベ 
のを々 ロィ テグ 電報を 巧 どして ホ 朝く 唯 人民は 之が 爲じ諮 國を德 どす る 
次第 事業 熙始 の當 なる がをは 度々 報じ 串るべし 斯くて 蒙ち 間 題 じ 於て 阻 

やる かく お 米 啓發運 健の 一部なる を 陥せ る 威 情を 和ぐべき も 日本 露國み 

なて ま这 して 右目 的 貫通 じ努 むべ し 外は 一朝 事 わるの： a 化を じ 入を し 得 

ま 廣博壬 i 國發 i を るは 不可能の 境遇なら 而 して 獨 逸は 


ヶ 年の 海軍 外頭拂 金額を 擧 ぐれば 軍 j 案 わるべし 而 して 國內 法の 制を すべ 


事を、 軍會 補充 壁、 軍艦 製造み 建築 j 

巧、 お艇 補充 费 、整備 费 、補充 お艇 

雙 、村稱 物晶豐 巧 他を をせ 四十 二 年 

の 外 國拂千 四な 八十 一 萬 二で 圓 四十 

一一 年は モ九 巧と 十五 万 四千 圆四 十四 


二 I 句： * iTT ブ fm-r 叫 3 フ B 一一 DP - j . : ; 

年は 千乂巧 十萬圓 大正 一二 年は 千 あぶの 責じ 任. せざる ベから ず 着陸 じ 就て 

r I I ■ k—、 >—1 1-1 > In, -e 白*' ‘ • A ••OJ • * _ 4 rn » k / 


巧 州 4^ 地 盛 問題 喧か らし 頃よ b を A ま那 がは ホ 命 提議 ぁらず る _ を. 

& ホ廣博 击蟲洋 をて 布 畦 i 歸义 5 が？ ^^^ い ^ 

朝 長途の 疲勞 を 化む & 暇 もな く 朝野^ 部は 至つ^^^;^ ^ 

0 閒を靈 し曇假 大統？ ：夕 .暑す 一」 も 外を 審 af を^い 

； 一满 軍よ ら篇ミ 4 た 奮を 送— する— 證 し得る£ て 化 提議 

らん事を靈し曇里業の室な 暮行を希5^^ 

る拳鑛 業ら 猶 十み じ發展 の餘地 ぁる ) H 

雲國も H 本た 8 ミ どし。 隹露闊 の*^ 議 

本人を 歡迦 して 化 まざ もは 想像 0 上 . 

議画額論—— 

j 武器 供^^^い^ 一^^い* とじ 心， 國 のを ff み— のぶ まの 

ホら す？ すが—— 情を 05 絕統 じ擧 げらる！ 盖ハじ 二— 前旣 

本* < じ 對 する 次 築を 委細 じ說 きを じ', 戒嚴 かを 解きた る お康な b 化瞭外 

を灌斋 12 は 替ぉ 甘よ 斑は 暴 = 翼を 亞奚津 S 奪# しめ 摄く 

一本 人よ 甚地權 をら 剝奪卞 るは 疑な ッが 要な く。 ハを 使靈 銜の爲 めじ 册 j 

I きを 巧て 今 じして 豫め 之を 防止ず るるを 殺けば 累な ミし 窠 謹は 

^ 努 なか ミち や 高 道し - K じ 護—— 兵した t 中禁八 年 I 

r の' 注. おを 喚起： i つ U り i 凝の 軍機 畜を かめを たる 際. 

P 搬 .日 巧^^ 形勢 不穏なる を 慮 6 巧び 駐屯せ しめ 人 じして 尙斯 くの かければ 化 四十 Ai 

j をち 壽 ^歹展 .ミ もの じて 今期 撤退の 理を るを 信が 倒 結して 一を の ホ 針を じ 動く は 

▲ホ國 を 化は IS 國の撒 丘 違 諮の 突ず 本國 よらち じ 願ず る 訓電を 受 くる 

がなる じは を國 共に 驚き たるべし どやを 國を 使じ內 示し 十二 置 まじ 提 

語ら 兎に 巧を じ對し 十二 日 巧 電報を 龜 したる か 第なる が獨 逸は 先んじて 

0 て 本國欧 府の訓 かを 仰ぎ たれば 巧を の提 謙を 爲 さんどして おれた るな 

j 返電を 待た ざれは 乂國の 意見 ごし てれ f 反凿巧 動じ おづ るは 當 がなる ベ 

述 ぶる 能は ざる も 目下の 悄况じ 照し 一 云々 ' 

本 國ら輕 々じ 化の 提議 じ 岡 意ず る 事 :1 

なかるべし 云々 ♦海軍の 夕國拂 海軍省 所 轉經费 外 

一 ▲癸 國侧は 化 提議を なて 無稽のを 國拂總 額は 毎' 年 大約千 五な 巧 圓を下 一 

だしきち £ し 到底 實 行の 不ず 能な るらざる かを は 勿論 艦艇 製逛及 建築が 

を增道し萬國が最も夕き代をな'て高がピして其大部ををお外じ仰ぎつ^- 

偕なる 支那 Y おの 歡必を 貸 ふの 政策を るが あめ じしで 巧國 造船業の 進 ホ 

な b ど， し攻 おじ 巧め つ i あろ は ホ だ お 軍當局 者が 武器 獨 立の ホ か 

▲な ホを 使. は 化 提議 じ 就て は 其閒じ 依ら 外國が 巧は 今や 一樹 じ おせり 

窓 不同意は 本 固の 訓電 じ 待たざる ベ ど 議會じ 於て 言明せ るが かき 程度 じ 

化らず 而 して 露 國 指を の 下 じ 化擺兵 達し 居らず 今 明治 四十 二 年度 0 降 四 


紙を じ 罔 意を 與 へざる べしを々 



き 事項は か 論 今後の 研究に 待つ •ベ き i 

が先づ 地面の 所有を は 其 上方 空中^ 
所有し 又は 利用す るの 權を 有せざる 一 

爭 ごして 其を 中飛 巧を 巧げ ざるべき 

も 自由を 誤用す る 場を じは 損害賠償^ 


四十 一 萬 四千 圓な b をし 艦艇の 外國 

I 注文 ど 巧 地建湛 どの 間 じ 一 巧 じ 就き 

缠 何の 差 ある やは 明かなら ざる も 普 

I 逆 船舶 じがて 一一 1 千觸な 下は 內地 建造 

の 方 格 まなる も是 よらな 上の 大型 じ 

ま b ては 外國 注文の 方 迴航费 をを み 

一 嗯略あ 十圃內 外の 利を 見る ど 言へ 
ば 其 巧して 徵 少ならざる 事を たす ベ 
'をく 所 一般 工業の 幼稚なる じなる 

は 言を 埃たざる が 造船業の 一般 工業 

とがは ざる も 今 目 造船 巧の 發 達は 喜 

ぶべ しとす る もを 歎の 職工を 寸時ら 

化 業せ しむべからざる 事情よ b 年々 
莫大の がが を' 海外よ b 仰ぎて を 造船 

じ 次ぐ じ 造船を 0 てせ •さるべ から ざ 
る じ 至る ベ <延 いて 海軍の 補充 方 か 

じ^ 影響を及ぼ ずが かきは 助 政上大 

じ 憂 朦じ堪 へざる 所なら 


は 寓居を 圍繞 せる ± 地 じ 許可な < し 

て 入る を 禁じ 殊に 要襄 兵器 製造所 鑑 

ず 府黨じ 接する 地域の 航巧 着陸を 嚴 

禁し航 巧ず じは 殿を 物 武器 彈藥 寫眞 

機 傳審鴻 等の 携帶を 禁ずべ-飛 巧 機 j 

操縱 ちじ 關 しては 年齡及 認定を 要ず j 

る 等の 制限を 唐 かるべく 航空機は 台， 

i 動 革の かく 遠視し 得らる i やう 機の I 

あ稱 或はを 號を附 しお 覺及 競爭 のが 
めの 飛 巧 じ 就て は 特に 知事の 許可を 
I 受 くる 事 じ 定めら るべ しご 



を 

が 

廿 

化 

巧 


二 


■政を 俱樂 部亦樂 會を间 かを 化 井 
卓藏愧 ± は をる 俱樂部 ど亦樂 會を阅 
間 題 じ 就き 語つ て 曰く 政 友 俱樂部 ど 

亦樂會 ごは 愈を 同す る じ 巧 せらを 阔 

後は 所屬 代議 壬 四十 あの 脚 結と なる 

なら 四十 入の 腳體は 畿會じ 於て を涉 

曲體 むる 資格を 備へ 一大 勢力た る 事 

を 失は ず 見ょ 巧 敬 氏の かき も 政ま會 

いを 領 むれば こを あれ 释の 勢力 も あ 

れ おし 政を をを 離れて 後 彼の 下 じ 蹲 

诸 して 働く 者 おして 四十 人 あるべき 

や 恐らく. 一人 も あらざる べし 尾 畴氏 

の 如き 憲政 擁 譲の 神 どまで 驅 はれし 

くの かければ 化 四十 人 

をの ホ 針の 下 じ 動く は I 

證を じがけ る 大勢 力 じして 所謂 第二- 

黛が 確立した る 次第な 6 吾 冀は政 亥 I 

供樂部 亦樂の 名を 應 して 更に 第 与 

j お樂部 ど 命 あすべき やぅ 提案し 來れ 

るが 幹事 中に も 新進の 代議 ± を 選を 

I する つもらなら 

航空 取締 國內 法航を 取締 じ關す 

る國內 法は 爾ホ 陸軍省 じがて 調査 中 一 

たして 出 來巧第 內お省 ぷ化ど 協議の 

上議 會じ 提案の 順 巧なる が外國 ょら 

ホる 飛 巧 機 及 飛行船が 本が じ 着陸 又 一 

は脊硫 せんどす る 鶏を の 驭締じ 就て 

で 何れを 國 政府 ど 巧 涉の上 適 當のも _ 

のを 段 けらるべく 或は 近々 開かる ベ 

きで 國ホ か會議 じがけ る ホ 要な も畿一 


該 郵便 發着表 ； 

ユ I 3 1 ク 本局 締切 午後 六 時半 
船 名 經由地 發送日 

パナマ 义 タ ユマ ー巧 十五 过 
プロ テシ ラス 沙 潘. 岡 十六 口 
サィべ リャ を 港 岡 十と C 
を 渡 化 .沙港 同廿二 


本 剤は ブユ マチスを の 特化ね る、 觀 ぁかみ、 腫脹、 疼痛、 機能障害 等 

懼 ) の 疾患を 緩和し、 關 節を 强 直 じし、 骨が わら、 骨 崩け、 崎^ 變態 等の 
一ニ ブ {諸を 狀を 根治す る^じして 殊 K 使用 上 胃胳を 壁せ さる 事は 最近の 化 
弗 •ス j 學を應 用した る 結果 ィ J して 他の 類烟 品の 遙 かじな ばざる 特 をなら 

據 


N 


端 


A 


■^3 が齡 繁お繁 いる i 方は 下記の お 名 じて 御 申弘を 


羣 薇？^^ い 

么 隨 々なる 詐欺 的 藥ピを 巧 
弗 L • ピ^ > 、民 一霞 裳 霞ぶ だ 


' isb する ち あら、 を 者 諸君は 巧 
毒 五 のを 意を 0 て：？ 疑 5 が 

、 ^ る機械稽用ミら藝を驅逐 
の片 をを せし むる 最新を 明の 藥 管な 
を 談擧じ 1 硕 ま 使用 f 化て*^ 

壤 お* ， .. ， 


驾 t - f つ；一 rr V » 

? を 絶ず る 事受； 

合な わ を 



作 ♦‘ 電気 指 翰は 純を 製 
を邑 一の 指 翰 じ 電気を 裝 
.肩け® 置せ る もの じして 

J いを 何た てら 化 露 
^ を常用を ば身體 
憤わ强 健を 保ち 殊に 

■を リユ マチス、 血液 I 

-五 不順、 神經 過敏、 逐一 
を潑症 頭痛、 股まい 、 I 
巧精力欠乏等じ特效^ 
あら 


巧 



Y 


♦U 本 よら 到着 H 
一巧 十 化 R 廿 一日 


/h - ^ むいが 带 お どす る 薬 
靈帶 の虛弱 ぉに— 3 な J 棘雜辦 轉|^ 本を 誠 製造の 電氣带 ぶが 年藉纖 
巧 S 職 離||驟雞 じ茲縣 病鮮じ 適を 讀 しむる 樣變ゎ "最新 發 
おを ば 十数 年間 醫藥の 劾 ら ■ 、' グ : 

■ f I k h A 
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ニユ ー ョ！ ク甫耍 ハ 十四 了 目な 廿 I 

一當 電話 n ジン バス ーニ 〇〇 お 

やまと 露 娜郎 

A 球 褚娛樂 の 室 設備 有 之 お 


東 六十 了 目 二百 五番 地 

倉 巧ず 次 _ 

電話 六 八 〇 五 プラザ 


I 手拭、 手拭 地、 ブ ー ブグ掛 等 
製遥庶 輸入 元 

日本 パけ パ 商を 
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で s Broadway, N. Y. 
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左記 六隻 にて シャ いグ 
香港 間を 航海し 隔遇火 
礎 日 午前 十時シ ャトグ 
を お 帆す 
▲運賃 

シャト グ横潜 神 巧 間 
一等な 十萊 
二等と 十五 弗. 

シ ャトグ 巧司閒 


C /5 


を 穿 口' を 蛋 ち 其な rooklyn N 
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す 仙 

, . ■ -クは 

化 H 限ょ b 置 日 前 じ 
卸 出 發巧么 度 候 
佐 渡 化 十二 巧 廿化日 

廣媒化 一巧 十二 日 

阿が 化 一巧 か 六日 

靜岡化 .一. 一巧 化 日 

難船 會祖 i 

シ ャトグ 出張所 _ 
が 箱 お次がち 新報 社 


ま 幹 山 田 鈍 牛 . 

黯織 ドン チネ 

ホ 劇 唯一、 元祖、 を 看极の 邦字 
滑稽 雜 誌な り、 讀み 度き 奴は 
が 仙 出して 腹の 皮を 破れ 

シ ャトグ 、ドン チキ 社を 巧 
新 育 か 次 巧 ', 

新 育 新 巧社內 を 狸 


瓜 •日本 雜貨ミ 

乂 •たろ し 賣善マ 

巧 木 桃 ホ 組 一 

Mogi 〇 30 §i &C? 

段 Bar 已 ay St. • N. Y‘ sty 
ーピ ephone 巧 793 JBaircl 写 

ボストン ホ 代理店 

220 Devonshire Str ミ t woston, sa 男 . 


西が 高等 旅 
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三ユ ー ヨ 1 ク じがけ る 模造 パナマ 
宿專潰 パナマ、 ア ダンバ 等 本邦 產^ 

巧 返 パナマ 常の 輪 入は 多く 外围巧 人' 

の 手 じょら 巧は れ當地 じがけ & 重な 
る 澈乂巧 例 かば アメリカン、 トン} 

I デン グ會 社の かき も 巧 本邦 支 巧の 手 
I じょ々 て 之を 購入し 义本巧 じがて 貿 

j みを 經營 しつ i ある サム エグ '.巧 會ウ 
ー ィツ 3 フ スキー巧 會の かきら 皆當地 
じ 巧を 寒を 有し 之 等の 手 じよ b 直接 

な 入を 計ち つ {あ b 、 本 おの 輸 '入漸 

盤ん となる や 小渝入 業者 じして 底 

接 本 品の 劣等 品を 輸入す るを を 生じ I 


界の省 宿た るの みなら や ジョン スポ 


ブキ シン 大學 卒業の 際 ホ國を ご 地理 秋 冬の 候孽巧 相なる 可き 御即泣 式に 


の顆 係を 論じれ る 一大 論文は ホ茵あ j 

學上じ 一大 貫 獣を 爲 し々 尙諸 大學の 

参考 じ 巧 せらる！ W 云 ふを 見ても か 

柯 じ硕學 どして 薄 敬を 有ず るかを 知 

じぶ る 可 < 第 一巧を 換敎授 た 6 し 
I 新 渡戶巧 ± が 才智の 人手 腺の 人と 稱 

せらる i じ谢 しを 藤 傅 ± は 飽< を德 

绍の 人人 格の 人 VJ して 故 國學を じ 重 

_ きを 爲 せら 殊じ從 ホの 官學 たる 騎巧 I 

大 學が獨 逸を の 農業 敎脊 を爲 せる じ 
おし 博 ± の 經營じ 懸る從 巧の 化 S 


口 づ ロブ <4®*- ノ- 

巧 游を摄 亂しミ もの 磬ら ず？ 覆が 米 曇® 農業 お 育ょ ら顯著 

. • • ) t > imi f , tr^ f , ， ♦ ) f •■••'I ~ • IfsH , こ 


をみ 入 業者の かきは 優等 品 千 一二 百 巧 

な 上を 倉庫に 馈 載し 夕 額の 損 かを 招 _ 

きたら ご、 直輸入 數量 及價值 等じ關 

しては 當國の 輸入 統計は を 程、 経を 

及が 稱 植物 攤維製 幅を 一巧し あるが 

故に 充 かじ 巧 巧な を 知る を 得 ざ 

本 品は 觀义閉 姑 H 來累伞 を 加の 勢な 

らを K ム而 しで 么等恼 子の コ 1 年間 じ 

がけが 輸 .ぶ揪 計は-: 一' 化 一 0 年は 二な： 

八十 禁を化 二' 牟 は-音 革 二 

巧 弗 一 化 ご 一年 當畳二 十四 萬 弗な 

典內 '一九 一一を じは 米 巧は 十六 お 

巧に しで 本 品 輸入 闕中第 四 位を ちめ 

I たらしが 一九 ご'1 年 じは コロン ビヤ 


新 


♦巧 ホ 間 胞ご郎 位 式 記を 計 叢 本年 


な も 寅 績を擧 げたる 等ょ 6 見て 博 ± 

々回の 渡 ホは 特別め 意義を 有す S 云 

ふべ く 第二 回を 換敎授 は 先き じ 岡 倉 

量 二 氏人 選 中 物な したる じ 化ら 今回 

I を 換敎授 ごして 佐 藤 蹲 ± の 渡米を 見 

る じ 至れるな 


~ 關 し' 化 ホ 間 胞の諫 なを 表する ため 
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み 巧 十と 萬 弗に 次ぎで ホ 十一 巧 一二 千 ホる じ まれら、 化て 自 をは 0 上 一二 名 

I 巧を みて 第二な じ 進めり、 取引 上 本 巧び 二 一二の 人々 を 招きて 巧を じ 辯 解 

- ri. r k r •: . I •.こ rA -lr^* 卜， / , ■ t- > Lv k k >. } 、と . lien t ー ー ■ _ ニニ ^ 3 , 9 



I 品を 帆 質 S ' iitF じ從 ひと 郁じ區 別せ 
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巧 卜巧崎 

瓜 凛 
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橫 綱常 陸 山 

大關 西の お 

關晚小 常 陸 


小結 近 江 當± 小結 龍ヶ胁 

前 锁綻波 前頭 朝潮 


同 四海 波 

同 ホ 常 陸 

同 リユが 崎 
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同 佐賀お 

邸小雜 
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.同 

詞 


'粥 高山 
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佐 嫂 お 
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宮 
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を 做を— どま ザは 大 ひじ 痛めら 
れ ねが 今年は 化當地 词胞も 注意して 
I 餘 々人の 化か じなら の やぅ じすべし 
じ や、 勿論 レ ザ^卜の あるら のじは 

が附 金ら 左まで 惜しい ごは おはぬ ( 

親父) A 米国では 醫者ど 代言人が 

道樂 者の 標本 どなつ て 居る、 化當地 

刮胞の 中 じは 化 言がない か-' 齒科醫 

I 連が 一手 じ 引受けて 大 ひじ やらます 

ぷ リンス 阿賴舊 などは 中々 やる らん 

で 吾々 風情の 及ぶ 所 じ 非ず ご ィヵ 
ラ) ▲キヤ フュじ 巧つ て 何 處のお 

の 骨 ども 知れの々 じ 色目を 化 ふ 巧 化 

1 八 了 目 じ 化ら、 一体を 体 誰め 事 かね 

商人) 


..が 望なる 貸 地 

▲人 職の 如何 じょら ては 相當の 資本 

を 貸 輿ず 

I 據 所は デラ ゥユャ 河の 上流に て產お 

一物を 大都會 じ 送る 便宜を し、 一名 
二 一一 一英 w ' w 上 貸 輿し、 ブ ー K は ミ 年 

i 或は 五 年 じても 可なら、 若し 賞 取 ホ 

_ 望の 人 じは 一英 町サ五 弗ょ b 巧 五十 

一 弗 迄 じて 多少 じず 巧賣 渡す、 農具は 

1 相談 じよら 貸 巧し、 果樹 植付、 養 鷄 

I 密蜂綺 養、 養豚、 を 牛 等じ關 する 實 I 

地の 經驗を 敎授す 可し、 ホ 埋 をは 新 

報祉へ 申込み るれ 


が 

n 

II 

-In 

而 

d 

丽 


_參 農業 家の が機會 

み國 中西部 じ 於け る 諸禪樂 業の 發達 

は 實じ可 驚を 足の 進 ホを 示し 其 結果 

を 词胞勞 働 者の 需要 俄然 激增 して、 

賃金の 如き 五 年 前の 二倍 どな 6 ス々 

1^1/ホーィさへ 一週五弗てふ高給を 

得る 有樣 なれば 純 粹の勞 働 者は- ヶ 

S 優乂巧 弗 g 1 千 弗 野 

I 菩し错 べき も 入國者 少なき ど 獨立か 

業 家 のぞきた め勞 働を の 供給 不足な 

るを 逍 がごす る 位なら、 旦 農業 ホ 巧 

者は ホ國 人の 銀 一れ ょ 6 収獲 じ對 する： 

巧 i な 低利 資本金 パ If 

現じげ 年め 如き 间胞 農業が は無資 

錄$ 作數千 弗の 純益 

を 化め た b 本年ら 豊作の 見这 じて 良 

がなる ± 地 數夕あ 6、 農業 じ 成功 ゼ 

んど する 人は 化 好機を 逸せ や 調 狸 通 

I 信 贊を戴 巧を 添へ 左へ 照會 あるべし 

Mr. fL Y. Takashiimi 

|& 江 leral labor ocnt . raot : ol- isd bcsi 口 es マ 

で£. 6 £ 1 己 . 

r . 0 ■巧 ox 蹇曰 enver . OOJOrado 


.11 時務 取扱 If 

化 如 w 午前九時ま午後四時 
dan 如 月曜 円は 自六時 至 八 時 

如 S 沈犯リ 目い は ー ダ 年 S か 

帖 五 厘 一巧 十 円 
^ M 迄の 預金 じ對 して は- 
い .g M •月 一目ょ b の 巧を 附 す， 

アメリカ 


_ む， y 

he 
〇 e 

J s 


貯金 錐 巧 


新開 業- 
〇 鍋 類ず き燒 

〇 ぅばし る 歎 

ずし 

正午 十二時ょり 
夜 十二時 ま 

j 紹育東 五十 九 了 目 

IT こす 番 

ラ デ 五八 〇 六 


で 



曾て 當縮巧 じ 巧 6 し靑 年を は 新に 食 

館を 創立 致 候へ お' 當絕じ 左の 名稱の 

下 じ 従前の 湿り 了 寧 親切を 旨 VJ しな I 

業 仕 候 間 巧 译御引 立の 稍 奉を k 候 

♦御 下宿 靑 年 館 

大弁 旧廣み 

レキシントン 街 七が 化 十八番 
Japa 口ま^^ イ〇己這呂〇ミ 巧こーゴ巧 

798 Lexington y\ve. New Y ミ k City. 

Tel -29 夏) Pi 養 一 Pro 夕ご .Oid 


▲:一;: 生命 保險齡 ▼ 
特別 代理人 
卓 川 保 次 郡 

巧 003 1601 Singer Bui 客 ご 
149 wroadvv ち， N.Y.City 
7*61. 490 0 Frankli つ 


〇 和洋 服 裁縫 〇 

^ 御 締人用 洋服 一切、 男女 用 和服 一切 

迅速 了 海 じ 調製 化 慎 

山 旧 華 

512 一 V . 1 苗 th 資 . City I ' d . 1 ま g 泣 de 


|8 资镇 8888888 货髮ぶ 

誦目本 御料 埋 

今间 左記の 處 於に てな 
观巧 開業 

化 も 精々 ブ變覇 

可 致 お問販 々敷 御 ホ ホ 

舉願上 候 

-經 かば 燒 ▲手 打を だ ▲鄕覆 

-が化 何でら 御 注文 じ應ド 

こュ！ ョーク 東 五十 九 

了 目ぜ化 一番 地 

夕 



一地 所 家屋 賣 渡し 

I 武带 上流 社會の 化ち 地た る フラット 

ブシ じある ホ 魔の 家屋、 地所は 長さ 
_ だ ホ 五 吹 幅 五十 五 ル ー ム 十一、 漫 

_ 殿ニッ 、家具 一が は 最新 まめ 設觸な 
_6、 今 圓ま人 地方へ 移轉 じか H 本紳 
± じ賓波 度し、 條 かは 委細 廚談义 は 
_ 新報 社へ 聞を された し 

一寞 Straif ミ (1 Brooklyn N . Y . 
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顆 if 

■描 ifig 

I 总施 


支 目 本 食料品 何でぶ 有まず 
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じ米國 最大の 洋服 店； 

就 ¥ 日本人の セ， 


て特 

八ス 

ブソを 雇 ひ 居-^ ますから 諸君の 狐 注文 じ 
一' 巧し 特別の 注 怠を 致します 
品質の 上等なる ご 化 ホの 乂 をなる VJ は 弊店の 
特 点で あなます 

ス ー ト ニ十 弗な 上 

ォバ！ 'コ^ 二十弗巧上 

燕尾服 一二 十 弗 0 上 

ゼユフ ■ビ ー キユ！ 洋服 ほ 

. 中 川 


▲な巧十1發巧 一部が 他 


、rhe Ni 香 on’Jill iSha 

ore 否 mich > 00 口 己. 


私儀 今般 左記の 巧 じ 於て 

诱巧 たじ 御 下宿 關業 化り 巧 

—却滿 事 親が 了 寧を 旨 どし 大勉- 

巧 漁 if 仕！^ 間 何卒 御 引 立の 程 

的爾奉 ホ 上淚 
躺陳 巧 俄古巿 カッテ ー ジ 
游額職 ご！ ブを面 - H ハ 

造， 励. 0 の 蜜 事 

雜吿决 二 窃爲ま 

遍 蘇 London Ti 。 

雖含 ミ觀た 26 Cottage Gh-ove - Ave . 

chisflll . 
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一二 軒 目 二潛 

電話 プラザ ー ー妄 S 九 W 

资 8888 が 




日本人 職業 

周旋 所 

ニュ 1 ョ I ク巧 第丄ハ 

巧 八 四四番 電話 ブラ 

イアン ト とと 〇 化 

まな 谷を 之 助 


か雜貨 たろ し賣 

商 お 目 錄御壁 巧 第 無代 進呈 
卜 2:;^ を带 

臟藤 小川 商店 

TTASTO . OGAWA みを. 

泛 7-331. W - Madison 必 t . Chicago ご尸 
CO 兴 & LAFF 夏 TY 
25 巧 ark 巧 laco Y . 


日本 雛貨 

を リをン 類 


B 

A 

R 

U 

M 

m 

0 

M 


蘇 
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新 育 百 二十 一二 了 目 西 百 云 十九を 

會^ 御料 埋 若松 

電話 モ 1-1 ング サイドと-五 四 


精々 勉強 

可け 勇 


森が ブラ、 ザ— ス 
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寞 I 、 exir ち ton 庐 < 0 - 夕 Y . 〇ぞ 
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台陶遮 歳ぁ雜 貨 

卸販賣 精々 勉强可 化 候 

多 治 見商會 

勺な 巧 、 rAJiMi 00 . 

S 一 7 Broad 養 y , N . 

T 色 •奚 .こ 芽 rin り 


臟化ア文于！ 
2 誦 fe ち 

I _ 

が W 二 T ョ！ クホ 十四 听 
が 4 目 巧 十四 蕾 

化り 藤 巧 雲 巧 


繳 I 


Si 


巧 江 


化 留靑年 唯一の 磯 蘭 
圖書舘 、運動 部 

す靑 年、 管 

H 罐講が 談話を 
進 步靑年 理想の 圍體 


脚靜 じして 淸 潔なる 

乂貸 室を 湯 原 附マ 

Mrs . Yoslbino 
132 Ija 马 rence 化 t . City 
Opp 一 t ミ-一 送を S で s 3972 gorn 皆 id 


を强じ 凹な か 巧た 二 > 
じ學 をはな もじ 巧に す 
- ^ W る 便 ぁり、 巧强盐 でち 
品む ぃ 為を へ 巧が じても 政。'. ょ 
请 T b 奴 おす 

パ = い！ ：-"、、、，. ‘ リツ ブぷ巧 

.5 が 袖 r".l ノ_ . •館を 校 
リ謝口 まて 廉 なら、 明 
細 苗は 中越 巧を 送り 巧 
がで らを觀 巧す 

御 下宿 吉巧 

泛4 Ikexington Ave . N . Y . GUy 
near ご 4 Str 菜 t 
Telephone Plaza 二 段 5 

、•球 壌 あ*^ ♦ 


動 細 Ei 日本人 


大 

'一正 

- H 

年 

一 

- 巧 

十 


窥 


す 


が 

報 


な 

二 

十 

九 

號 


♦吳が 子を 産む 
京都が 國大學 臀巧大 學附威 病院 じが 
で 3?； なの 腹の 巾より すが 生れた る ホ 

今の 椿事 あ 6 間 病院 じて は當乂 のを 

I 擧を 通ん じて 其 氏を を發 表する 事を 

^ 目ん せざる が 化 天下の 奇蹟を おじた 

I る おは 山口縣 生れめ 常 年 ホ ー 歲の舉 

I 生じして 所謂 半隱陽 W いふ 男女 兩牲 

を備 へたる 者に も あらず をを なる 巧 

f どい ふじ まつて は 益々 す 可 思遙千 

ガの事 どい ふの 外な し 

▲腹部を 巧閒す 

前記の 词 人は をれ ながら じして 左の 

脇腹の 邊らじ 小さな 塊 あら 別 じ 痛み 

を變 ゆる 稻じ もゐら ざり しが 月 H を 

j 經 るよ： じ 塊が 漸 みお 大し腹 がが 太 

おの やうに 駭れ 張らが るに 至ら 諸卞 

を臀 おじ 持ら 迴 b たるが 素 よら 病な 

さへ 明か むら ざぇ よら 遂に 化 お 巧* f 

大 '學 摘院じ 入院した る 者な 6、 をて 

厨 病院 じ 巧ら ては 千 葉 助手を ま治臀 

どし を々 の經 過を 視 祭した る 上 彩 日 

一前 愈々 院長 伊藤 敎授 、お 崎 巧 敎授等 

I 立を ひな 開 じ 着手し 先づ 腹壁を 縱じ 

切ら 聞き 西 じ 左 ザへ 横 じ 切開した る 

巧 大瞧の 後 腎臟の 上 後腹 壁 じ 片寄り 

たる 所 じ 大きる 凡を 大人の 頭の 二つ 

がけ 程の 癖の やうぶ 塊 b を 認めた る 

が〇其 外側は をの かくなる 薄皮を な 

て掩 はれ 一部み は 大動脈 じ 照 着し 手 

術附 難な b しを 漸く お出しれ b 

▲崎 形 巧 現は る 

i 而も 取ら 出した る 袋の 中を 捻め たる 

じ n ^ 如何じ恐ろしき姿した る崎お 

の胎兒 あらを 身 桃を をな して 巧膚じ 

は 一巧 じを 毛が 生へ 眼 も 鼻 もな く大 

きな 頭よ b ずぐ じ兩 足が出て 腑の部 

みはなく ぶ頌 じは 酿ど覺 しき 部 か あ 

てあ痴 ホ齒迄 生へ たるが 足は ーサ 

の おが 稍 小さぐ おも 二 本 ホなる が 他 

の： ホは 指が 八本 あらてが 關 節ら 狼 

ひ 何れもが 先 じ 爪を 有し キン 化と 覺_ 

しきもの 5.周鹽じは陰毛 フ サ 

をせ る ホ 代の 形體 なる じ 流 巧の 臀員 

もこれ は VJ ばから 驚き入れら 

▲がう して 男 すが子を 生んだ か 

ちじつき 化胁助 敎授の 語る 所 じ 依れ 

ぶ右は崎形脑ど稱ばれるらの！ 一 稱 

でる が 化の 廿 一才の 男子 VJ 巧 腹の ホ 

よら 現 はれた る 崎 形を どは 双 巧 じて 

巧め 胎内 じなら を 別々 じ 生れ おづべ 

き當 ならし ものが まだ 生れざる 先 じ 

! ，さ 崎 お 班の 方) が 化の ー ホ (廿 I 

黑の 巧の 方) の體 巧へ 何 かの 機會じ 

包み 入れられ 其 極 一人 どして 生れ 出 

で 遂に 今 〇 じ 及びた る もの じて つま 
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紐 育 巧 第 六 お 二 一二 八 


電話 六 四と 一ニ チ 玉 八シイ 


日、 共 台 併 問題 

巧郞 

就た じ 創立 さるべき 日本人 會どお j 

濟曾 どを 併すべき や 巧 やじ 就て は 過 

a の 役員 會 じて 減ん じ討講 せられ 甲 
I 難 乙 殺 まだ じ ホを じ まらず 候 
▲非を 併 論者 5 いふ 所 中々 じ 谁巧ぁ 

I ら 就中 地 ホ 巧 奉の 意見の 如きは 「お 

I 濟會の 藤を」 おくは 「何だか 取られ 
る やぅな 氣 かする」 ど 中す やぅな 感 
精 論 ごは 頗るぶ 趣を 異にし 充 かじ 倾 
耳す ぶの 偕が 巧 之 お 
A 乍 併 小 ホは 日 共を 併に 赞 成す るを 

じ 御座 慎、 何故 じがる かど 申す じ 抑 

も 新 H 本人 會剧設 の 動機は： n 米雨圃 

^ 間の 政治的 願 係 ど 荘留 閒胞 間の 一致 

統一を 圖 るて ふちを 家 年 ホの ホ 望が 

がせず して 機運の 進 巧を 化が' したる 

もの じ お么巧 

▲元 巧 機述ど 申ず 事は 巧いて ホらず 

招かず して ホらず、 ホつ て 而も 應せ 

ざれば 思は ざる 不測の 不覺を 取る 事 

ぁ b 、 現が り 共を 併 じ 油の 乘 りが る 

お 力 家を 羅 致し 0 て お 濟會從 ホの 事 

業を 今 一 巧發展 せし わるの 策は 一 じ 

機運の 去 ホを 豁 する にお 之 候 

A お設 H 本人 會は當 地 じがげ る 唯一 

のを お 脚 体た る 共 濟會の お 力を 加へ 

J がめ て 一大 お 力なる を臘醜 体た る 

I を 得べ く斯 くせ ざれば を々 其 力を 巧 

つの 傾 ぁ b て おお 兩會の 發-艇 は 幾み 

かス n 1 どなるべく 候、 勿論 お濟宵 

がを 併せ ざれば H 本人 會は 成立せ ホ 

どの 巧 かは 無 之 候 

▲ H 共を 併を ま唱 する 人々 はなお 材 

胞 のを 共 事業 じ 願し 最も 輿が を 感じ 

居る 人々 じて 其 言動は 社會じ おして 

甚だ 重要なる 威 化 力を 巧し 隨て 其】 

言 一巧は M じく 社 會じ對 して 充 みの 


ポリシ ー じは 候は ず や、 化 件 じ關す 
る 具体的の 鄙 贯は不 円 開陳. 可 仕 候 
I 0 上 _ 

郞化 式观日 確定 
樓島嗔 火 及 東 化 
飢 儘を 報 

(十六 H 帮が 大使 お 及 新時總 
領樂絕 蒼電】 

郎 位の 瞒及大 嘗然則 y 左の 如 < 定め 

■る 

即 泣ノ禮 V 本年 十一月 I 

•■ j — CCI 大赏を If 月- H 二日 

本 月 十二：：： 喷 火し： r 鹏口數 S で 五 
「円の 中火ぶ のた め 約 ザ數燒 失、 化ピ 
は 船に て對 をへ 避難せ り、 巧 偽を 數 1 

I ホ詳 なる もをから ダる 見を > I ' 說じ 
二 巧 名ど稱 ず、 喷乂 は今尙 織ん なろ 
鳴 励は 鎭靜せ b 义賭鹏 ホに も 降が 
一 及 抓 露 ぁり、. 化 技 家を 巧 ざして 四散 
存ら 、巧 傷を 廿餘 名、 家 始め 夕< は 

をか墳 雀を 巧け. 绒 お、 電信、 電話 一 

I 時 不通 どなれる ら旣じ 開通、 災害地 
被番巧 巧は 目下 調 杏中なる も 新聞の 

巧 ふる 如く 激甚なら ざる 見込、 尙一 

時藏嗚 山の 噴火、 阿 線 山の 鳴動 ゐ b 

一 降が 地虔ゐ りたる も 附近 人菩 死傷が 

I 他の 被蒂 なし 

▲東北 地モ 八縣縣 お、 埼玉 、をが、 

肅嗚 、巖 手、 山形、 靑 森、 秋 旧义化 

I 海道 昨年 夏な 降の 水害 及 凶作の ため 

地々 ミら て 米が 二割 乃 

至 九 割 五. みを 踩じ 細民の 

I 窮乏 甚だし、 之 じ おし 皇莖の 御 下賜 

をを 始め 國庫 補助 約 或が 二 一十 萬圆を I 

支出した る 外 政が は 特に 救濟の ため 

八： 白で 圓を 貸出し 化 ホ廳ど 相が つて 


_ 貴 巧を 帶ば 'さる 可から ざる 人々 じあ 

之 候、 何ら お 志の 社會 上の地位が 高 一を 和の 救濟 方法を 課 じつ. 

いから どて 菅 目的 じ 彼等の 惹見じ 蕾 

間ず る 必要は 史 じ無么 憤が 鞭 機 乃 ま 

大势の 趨< 所を 達觀 しで 彼谭の 所見 

を容れ 、彼等を して 益々 其 貴 巧 ゆ 重 

置大 なる を 威せ しむる は共濟 事業の 

發達 上が 巧の 機會 じして ホ 巧妙なる 


.参縷 島の 大 噴火 

'▲を 國の衰 動 

.▲鹿 島 ホの 損 善 

化 海道 及を 化が ホの 凶作 じ惱 まされ 

つ； あえ：^.' は 今 义 樓窟の 大嗔乂 じ 


I 化ら て 新たなる 不幸 じ 遭遇す る じ ま 

れら 、十 S 日夕 當地じ 建せ る 電報は 
概 島が 海中 じ沒 をして 腾島 ホは み然 
荒が じ變 じたる がか < 報じで る も 比； 

- 後み 報堪 じよれば 死傷 巧の 数は 比敕 
i 的 じ 殺し どの 事な ら、 左は 十四 H 巧 
來 の 東を、 長 崎、 熊 本、 曝 嵩、 ち 崎 及 倫 
一 敦夕を 地よりの 電報なら.： 

▲厳かの 巧 化 ホ 十 H な ホ 樓な牆 烏 
市は ホより 九州 南部 地方 じけ 五十 间 
の 地 霞 ぁ 5 人民は 頗る 不 女む 念じ 打 
たれつ！ ぁ b しか 十二 日 早朝 じ ま b 
懊な 3 噴火口は 俄然 曝發 してな 巧 じ 
I 火 端を 化き 初め たれば な 民の 驚愕は 
一方ならずを 幼 巧 女を つて 載 岸の 魔 
I を ホ じ 避難を 企で たる も 中し は 中を 
よ b を 下し ホる おお、 熱 灰の 爲じ燒 
I 巧した る 者 或は 一哪 のが 峽を 泳ぎ 渡 
I らん どして を 中 溺死し ねる をゐ b 殊 
になの 東端なる 微戶が {人 あが ニーな 一 
のかき は 山上 よら 流れ ホる お 岩に 製 
はれ たれに 人 帯の 被 蕾 最も 甚だし か 
るべ しど、 尙 噴火 當時救 肋 船 じ乘ゥ 
辿れし 哭み 等： が 中 じ 飛 么み條 かじ 
頭を 水面 じ 巧べ て 悲鳴を 擧げ 、か蹈 
乂術烏 類の 死 姑 所 巧 沿 挥に散 郁せ る 
I ホ 拽は實 じ壞 絶慘絕 をが めたら しど 
A 體岛ホ S 損 華. ボぉ城 山に 避難ず 
一瞧 な 巿は禪 なご 相對し 中間 確かに 一 
吨を 隅つ る じあぎ ざを なて 哄乂の 被 
害は 想像 じ 難から ず、 间 巧の 石造 雄 
築 物 VJ して 巧 あなる 郵便 厨な 强 震の 
ねめ 先づ 第一に 倒 娘し 軍聲て か樂官 
を、 寺院 等 も 亦 着し き 摧寒ぞ 受け 市 
段は お 嘯の 製 巧を 怖れて あくが 山 巧 

ば 附近の 丘陵 じ 避難し 雪の かくじ 

I が 6 ホる 街 上の がは 二 尺 0 上 じ 巧 

び 之が ため 磯 遊 電信が 化 一が のを 通 

機 願は 綴て 化 結せ しが 政が は 目下 晝 

巧 兼 巧 其 固な に' 努力 中な-^、 當時睛 

嗚じ歸 巧 中なる 前 ま那を 使が 集院氏 

の 東京 外務省への 電報 じ 化れば 「巧 

の 巧者 約 十を、 傷ま 册 名なる ベ < を 

j 巧は 目下 お 亂が態 じな 6」 ど 上記の 

如く 前 市民は 悉< 八 ホ じ 避難した る 

じよ .6 當尉 おは 巧の 巧々 じ 軍兵を 配 

i 招して 監规 せしめ 居れ b 

▲蛮 上 陛下の 御 於 念、. 軍艦 派遺聖 


上 陛下 じは 今回の 闲變じ 就き 攝く御 
較念 あらせ 給 ひ 被 巻 地 救助 どして 直 
ちじ 軍濫 利が、 盤 手、 常 盤、 八雲簿 
派遣の 御 下命 あらた b 
▲霧 鳴 山ぶ 銘ヶ 嶽の喷 乂驚鹏 山は 
十二 目 噴火し 降 灰嗔滿 四方を 覆 ほひ 
當崎都 城 等は 地上の 積 灰 二寸じ 及び 
次で 信 州 餘ヶ織 淺間山 等 噴火し お 本 
巧附 あじ 降が 甚だしから しど 尙 阿蘇 
.高 熊、 温泉 ケ嶽 等を 地の 噴火山 猛烈 
じ噴挪 しつ； ありて 降が 九帅查 部を 
縷ひ 大が柬 おじ もが 灰 あ り、 が豫國 


もじ 其携 所. じ 到ら 見れば 化 S あの 晦 
はがを 身 灰 じ まみれ 飢餓 じ おしつ； 
一大 お 窥巧じ 避難し 居る 事を 發 見し 
たり、 是 等の 避難者 中 じは 御 喪 おを 
I 奉持せ る學 校敎師 、記 錄郵が 物 等を j 

大巧 じが 難せ る 巡を 郵便‘ 府員等 も あ 



膳 嗚巿の 損 寒 窩を巿 技は 熊 本 皆 
崎 長 崎 ホ じ 附近の 五 陵に 避 錐 中なる 
をな て 幾何 S 損蒂 なる かは 審 かなら 
ざる も 地震の ためじ 倒壤 せる 建築物 
共 他 じて 約 ニモ 族圆 なるべし ご I 

る ホ國の 同情 

慘 劇の 報が 盛 顿に逮 する や 大巧 領ゥ 
ィグ ソン 氏け 吾 喪 上 陛下 じ勒 して 
慰問の 電報を 發 し、 ホ國 赤十字社 
I 喊務ぷ を 通じて 再政胞 じ應援 々を ホ 
I' 込みた るが を 大統領 S 慰 間. 電報 じ對 
し 吾 蛮上隘 下ょ b は叮 重なる 謝 お 
封 着せる も ホ 十字 社の 件 じ 就て は 巧 
政が ょり 何等の 返電 巧らず 化て ゥ V 
八 ソン 氏は 再び 十 あ H 電報を 0 て懈 
援を中 这み閲 時 じ ホ國ホ 十字 肺を た 
る自 個の 資格を なて 一般 食 員じ義 お； 
を 裳 集の 擲誘狀 を發し 文米厲 赤十字 i 


'.-■ミ 


お 
K h 


t 診察 時間 


自午前化時 至同1-二時 
TS W 自 午后 六 時 至 同 八 時 
C か 2 促 H 曜日-' > 前約ノ 患を こ 限 

P が 卜八 


高見 豊彥 I 


基督 敎修馨 

を璋 (舍西 巧 ホ ーニ 了 目 だ 〇 1 畜} 
日購 瓦集會 午を 八 時を 貪 巧 じて 
聖蕾 研究を 日曜 午后 一二が： 修逛 な) 
斬騰 會木曠 午を 八 時-瓶 じて} _ 

讀書會 を 裏 四を 蹈 午な 八 時 I 

な師 大掘 お 
電話 八 一を ニモー ニン グナ イド 




西 If 譯夕 iAi 



@ が 人な 上 ノ宴會 二 適 スグ大 姨間ア y @ をみ 一切 最が 
^ 式 ま 巧 淸潔紳 ± 諸君 ノ宿 治-一 適 ス @ タザ ノ經 驗ヲ が， 
り ^^が禪乂ヲ有ス@ぉ外善籍雜誌諸が聞巧臺廚が將棋ホ 


娛樂機 關ヲ備 一 


W 河 添 旅館 


卜圖は 贈 鳥 ホ よら 禪爲を 堅む ホ 
おを 城 山 じて 撮駭 したる もの 化 
游贈者 伊牟田 宿ぶ 肋 氏め が 窓を 
謝す 


社は U 本 政が の 返電を 待たず 麻 接が 

巧 ま 部に 巧電 しを 五 千 弗を 罹ぶ 投救 
妨巧 ごして ち 出す 可 < 命 かせら 
▲タム ソン 大佐の 词棉 U 本 閲精者 
ごして を あなる 叫 大佐は 自ぶ 所有の 
雜沾 「おが」 じ 於て 一般 米 園 おおの お II 

卒 間じ義 おを 慕 集を 企て 別時 じを 中 
~ よ 傅 じ 打電し 嗔乂確 お ほ ホ 助 豐二千 
一 五が 脚を：：： 本 赤十字社 じお附 する 巧 

j 申込 めら、 氏は 化 機 倚を 0 て H 米兩 

_ : 

國 間の 親を を圖ら ざるべ から ホと 云 


を か 曠は海 啸の審 を 受けたり 
A 樓 峰の 變形 十四日 長 崎 じ 着せる 
避難者の 語る 所 じ 化れば 嗔化 後の 蝶 
踐は 著し < ザ 形を 綾 じ 一二 四の 新たな 
る喷 火口を 生じたら 
血 帶艦化 S をの 生が 者を 求 助ず 救 
巧の ため 派遣され たる 巡洋 渡は 十五 
日 樓島じ 到着し 數 隻のボ ー トを 下ろ 
してを がを の 搜索じ 着手せ る も查鹏 
じ 隻影を 認めざる 模樣 ならしが ーモ 
官は 海岸を 磁 るみ 距離の 岩 影よ わ 何 
物 かを 巧 おる やう 認めた るを なて 胜 


♦大お 博 i 出張 (十六 H お 巧發電 }- 
吾國 视震學 がの ォソリ チ I たる' ぶ愧 

± は 本 R 到 眷調ホ じ 着手せ るが 附あ 

じ散亂 せる 巿 ほは 漸次 歸 巧して 可が 

のを 否を 搜索 しつ-- あら 今後 巧び 大 

なる 噴火 震動の 起る や 否や じかき て 
は 一 じ 博 止の 敏吿 じ信賴 しおれら 機 

岛 はが 然嘴 滿を絕 やさ 中、 陸上は 威； 

氣 甚だしき どを 所 じ危隐 なる 敎夕か 

I {八-生じ 居る を 0 て 上陸す る 能は や 

I ◄測候所を 自殺の 歷說駿 島 測候所 

をは 今间の 大慘樂 起る 可を 事を 豫 が 
せ ざり しどて 世人のを 擊 甚だしき じ 
堪へ 兼ね 自殺 せら どの 風說 おり 


k 

3 L d 

0 I 酿 

HS か NB 

み 削 


か & か 削 
6 


お， 一 爪 i 

T 非 i-h 


* 巧-を 期 {着 讀 sf 貧な 體 

巧を^ 通知 


扣 P 


を 載 あ 丑 巧な 上’ 

年 四 か 云 厘 八 毛 

橫鑽ぶ 金銀 巧絲育 出張所 

U 本人の 鄕お 送を はが 貨壹圓 こが 米貨 おが 饥ノ 
割を ('無手 教 がご テ當巧 本店 ヲ經テ 送を ホ 化 巧 
中 候 - 


Asf 强 御用 品目. 錄1マ 


參を 鏡餅 大小は 御 注文 趣ら 仕上げ 巧 申 候) 

® む雜 裳が® 極上 椎豐 @ 極上 淺草海 巧 
@ 特製 蝶 俯 大 錐-® 干を ば-® 精白 鶴 米 
の 干ぅ どん @ 新 數の子 @ 測 白浪 (御 吸物 用) I : 
が 田が (ごまめ) 廣 松茸 錐 詰® がの 子鑛詰 
承 萬 上 ホ 淋お燒 豆腐 錯 詰® 棘 製 白 ホ 增鑛詰 
@ 板 貌鶏雜 詰® 廢蘇 散® 黒 岳® 菊ぶ を 
一® 化 あ 節® か 意 錐 詰® 違が 罐 詰.® 山の ザ 
@ 特製 化 蒲 絳 (奠乂 印；® 间 (金 時化】® 小 忌 
@燒 お® 巧 輪 蒲® 絳 ホの 素 



新 荷 着 


保 上 山の 芋、 樓输 、木 白 印機她 、板 コンこ 卞 

新を 巧 お 置 十 化； J 目が 十、. む 十二 潘 
プラザ 三 ハと 八 

竹 旧. 簡巧 


電話 


A 嫂 ホかん 


ご 〇ム 屋巧'.泣_資..乂3'ジもご<). 

もも 藥 よの 御用に 應 じす 中 憤 

Isli^ 






p > J「f 



攫 島の 噴火と 
巧 留同腦 

樓 鳴の 噴火は お國を 年の 災變中 最も 

慘 恐を 秘めた る ものなら、 轟然た る 
曝發の 響きは み 海、 日向 凝の 翁泻じ 

どで ろき、 大地 蕊勘 家を 坡 ぼち、 人 

を 屠 ふり、 嗔 巧し 巧る 熱 灰、 黒煙は 

化が 四國の 天を 覆 ふて、 天 おがけ 地 

軸將じ 覆へ らん どす るの あひゐ らし 

む、 審 蛇の 如く じ 鑛ひ來 るな おめ 瓣 

流を避けんどして水じ溺る ^者あら， 

をを 助け 幼を かげい、 頸 づき 倒る ： I 

病 者を 救 はん ど 欲-; 一て 身は 落 も ホる 

ち おの 一擊じ 非命の 巧を 遂^る もの 

ぁり、 悲鳴 叫喚、 骨 ぁ 離散、 贊掛泥 

主 ど 化して 人， をし < 荒野 じ 巧惶 ふの 

狀 おくは 牛馬 お 猫の 殘骸累 々どして 

I 廢墟じ 横は るの ホ属は 凄絕亦 慘絕、 

j 吾 入 雲 山 萬 おの 外 じあ るら のをして 

I 轉た傷 •わ 斷膽の 威 じ堪へ ざら しむ 0 

夫れ A 間惦 颗の萊 なる 發 現は エー ァン 

お 樂± じ岐 ける 器 薇め 如 < 、將た 名 

| H の 織 6 成せる 縮の かし、 巧 所に 國 

I 家の 境域な く、 黄白 柿 族の 腻別 なし 

常 じ 吾邦 人の 渡 ホを 抑止 甘ん ど 努め 

つ； ぁる ホ 圍乂ら 悲報 一度び 到る や 

; 朝 巧を 擧げて 化 人生の 痛. 傷 事に 侧憾 

I の 情を 傑け、 大統領 ゥィ グッン 氏の 

一 吾 聖上 陛下 じ對 ずる 慰問 ごな り、 

I ジャパン ソサ 五 チ ー の 罹災民 救助 連 

動 VJ なり、 又 日頃 U 本人の 阅情者 VJ 

てて お 名なる タム ソン 大佐の かきは 

I 自ら 進む で 二 千 五な 圓の あを をな し 

1 たる 外 一般 海軍々 人 じ 向って 義锅を 

I 募集を 企つ るに まれり、 異邦 異禪族 

め 乂旣じ 化の 如し 况ん や-吾 民族み 特 

色た る義氣 と俠氣 どに 滿 てる 吾巧义 

I 同胞の 化 悲傷 事じ對 する 所を 如何は 

一宜ら 言は ずして 明かなら、 吾人は か 

上米 國 朝野の 義擧じ おし 中必 ょりし 

て滿 腔め 謝意を 聚 するど おじな 細 者 

諸 若め 態度が が 蝴体聯 をの 罹災民 お 

巧 速 動を 助けて 間族歡 濟の義 あを を 

ふせし むる じを なら ざらん 事を ホ遵 

じ甚 へざる もの 化 
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♦减稱 迷 動 開始 さる 先じ蹈 族の 橫一 

娘を お 6 て徽 起し 遂に お 內閣を 倒せ 
し 患 政 攤誰會 は 今期 謙 貧の 開を じ 隙 I 

し 戦時 稅 なる S 惡 稅の膽 止を 現實せ 
しめんが ため 院內外 じ 大運勸 を 開始 一 

を 


^ 東な 正副 総截 をを おがが 滩脊社 
正副 總 栽を をされ 宇佐川 軍 陸 中將の 
後 巧 ごして 前內務 次官 ま 巧 一二 郞氏副 一 

辕裁ま 川 一二郎 巧の 後任 どして 政を お 

I : 事 長 巧 巧 卯 太郞巧 (福 岡縣 代議 ± ) 

I 巧 命され たら 


み じ 解み を 見ざる は 巧 論な 肯 がの 大 

問題 ごなる べき 形势 なら. 少壯 敎授等 

は 自己の 巧 想の 巧 はれざる 巧 じ腿髓 

どし •て 席を 霞く は 甚だ 不輸 化なら 到 
~ る 所靑山 あら ピ豪認 しつ J あれば 敎 
I 巧 側の 意見 じして なれられざる 襟を 
な も々 敷 乂閒鹽 どなる 巧し 

♦夕女 學生體 あ义部 おの 調査 じ 化 i 

れば 最近' 五ケ 年間 平均のを 國中學 校^ 

及び 高等 女を 校 生徒の 身長 體 重年齡 
別ぶ のかし. 


桑 固 獲得の 支那 鐵道 第二次を 命 

前 支那 當切ど 巧國ぷ ー タ S グ脅社 ど 

の 閒じ假 契約 成らた る廣 東、 重慶 、蘭 

州鐵道 借欽じ 就て はまが 政が はお 文 

氏 どの 契約なる がな じ 不可な ち ごし 

爾 じを 涉を 重ねて 遂に 本 巧 十八 日を 

I 化て 岡 舒社化 まを どを 通 お 度の 間 じ 

なめて 左記の 如く 調印を 見る じ をれ 


門前には 例 じ 化つ て 制服 巡査の 姿 物 

々しく 一二 四の 角袖 さへ 出沒 して か柯： 

じ も 講會巧 集 日ら しい 氛持 がした 本を 起さん ど 謀 諮 中な り どの 說あ 

I 先 鎖 第一の 登院 者が 午前と 時 四十み 


ミ， 十 十 十 十 十计 けに 

龄族制 誠 S . 説 獻獻針 


四 四 四 五 五 五 五 五 
鼓 0/ 

長 あと 化 〇 1 こじ 一心 
身 六' 1 〇 ホ 九 六乂〇 


屋 四 四 四 四 四 四 四 四 
霞 

短 五六 ょ从八 作作从 

五八 化 也 化 一一 〇 


幹線 娜 化お汰 巧の 對巧 より 起 

ら常德 、化洲 、首 陽を 經て貴 州 あ 

輿義じ 到る. 

支線を お义 はま 線を 0 て漢口 i 

義昌の 閒じ川 漢鐵道 じ 聯絡すべき^ 

お義 なおの 延を 線を なて 幾 南堪の 

鐵路 じ' 職 絡す 

1 H 1 猫 逆 建築 請な の 形式 じ 據る比 

巧赏 じて は 十五 年 半が 闕じ ては 十 

パ！ セントを 社の 利益に 期す る 約 

ぶな^し が 本契約は 之より 一® 有- 

剌 なる^の な b ご 

四 •技師 展ぶ食 社 ホ 任擇興 人を な 

I てし 支那 側より 鑑縣な 師を巧 命す 

べし- 

I ' 五 線路の 延を約 八巧哪 はもの 測 

I 畏を 巧時關 始め 事 


懸 


五ー ニ ーニ 四 
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化 九十 

最な 

盛 一. l 五六 A 八ぶ 成， 一、 

一二 五一と 八 二 五み 

00000000 


を 八 九十 一 一ニ ニニ 

踐ん五 置. ミ乂こ 四よ 
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I ♦大學 問題 益々 馈 大大學 自治 巧 趣 

j は義 じた 巧を を 中 峰 小川の 兩敎授 は 

I を 巧 大をお 巧巧畿 のみ 議を齋 し 巧 上 


•政 放 社の H 巧 新聞 發行 H 本 及 H 

本人 欧敎 社は あ 頃神述 益々 隆盛 じ 赴 

ける をな て 今巧從 巧の 雜 誌な 外 別 じ 

我 化 ど 題す る H 巧 新閒を 一一 巧 十一 

が 一兀節 ょら 敬 巧す る 率 ご K れ るが 編 

稱 じは 雜銀 日ぶ 及 U 本人 ご！！ ざく 化 

然 I 二を 避澈博 f を中必 として 專ら現 

; な中词 人を なて 紐 織し 四. な^ ビ なし 

の 欧治敎 巧 新聞 じして 不偏す 黨不が 

變侃 誤の 筆を なて 大じ 正論を 皴 吹ず 


して 歸 がする や 澤柳總 長は 直 もじ 仁 

が學長じ會ぉを中込みた るがが隙總一、巧巧每0特キ變ぉ 東をぉ日新聞 


長は 詞 問題 じ 對し從 ホめ 行 懸り上 誤 

解の 點 あるを 辯 明した るが 化 辯 巧は 

端な くもを 巧大學 敎授の 激昂を 招き 

化の キ益 々盛ん どならし 次第 じて 文 

部 省 じ 前記 一二 氏が 陳 おせし 際 おし 法 1 

巧 大學の 自治 じして 巧 はれ ずん ば 京 

大法 稱の少 化 教授 五六 名は 速 挟して 

辭 城を 爲 すべき 事を 述べた る じぶ 部 一 

备じ ては かくては 一大事な 6 とて 稀 

々慰 諭す る 所 ありし ら义部 おは 直 も 


は化來 報知 新聞の 經營 ずる 處 ならし 

が 今 间染京 ボを雜 員 山 本實を 巧の 手 

じ 諮ら 受け 一巧より 时巧經 營の下 じ 

を 行され つ-'^ あら ど 


> 船 越銜男 逝 ま 宮中 顧問 官 なる 时 

巧裤は 十一 巧 0 巧 跡脈硕 おじ 權 まさ 

れ 居たら しが 去 巧 什 五日 俄か じ 病敦一 

を まらを に 逝去 せら ど 


♦初日の 衆講院 一天 晴れ渡つ た 好 


じ 法科 大 學敎授 のま 張を がる！ 能は 天 氯サ四 H の 午前 十 時に 第が 


^ 目下 板狹 みの 態 なれば 本閲 題は を 


議 


が 巧 集され た潑事 堂の 正 巧から 通 ♦ 


下 其 準備中な るか デアス 波じ屬 せる 
黨 巧は 官憲 両軍 じ 反 おする 新 革命軍ち 


お 頭の 巧 木 縣選お ホな 會の 阿由葉 翰 

云 郞君间 四十 五を じは 福井縣 選出 欧 

I を會の 熊み 立 あ 衞巧君 正面 ま 關じ立 

つた 守衞が 奥手の 禮を ずる ど 阿由葉 

，冀衙 VJ し 納まら 返つ てを 室へ 通る 

五を衛巧なで ！甚だ連あの良くない 

ぶの 人が ホ議 曾の 名 脚け 親 だ A 例 じ 

化て 登院 者は 人力 単が 最も ぞく 電宰 

や テク- —の 連中 も少 くない 馬車は 

六臺 威勢の 巧い 旨 動 享のプ ー 

六と 輔 構は 見受けた ▲藏 事が お 十 時 

じ 始まつ た 例 じ 化. て 中央。 大部を は 

I なをを で 左が 立 患が 患 貧 右が 國段黨 

天れ から 背後の 方が 亦 政會と 云ふ陣 

-立諭 席 も 頭数は 牺當じ 揃つ て 補乂當 

選識員 小川 平吉昔 高が 仲 ホ 郎君な ど 

の紹 かがめつ て 愈々 部 廢の抽 畿じ取 

る A 馨記官 の 一人が 「お 田義 
ホび 上げる 这 他の 一人が 「增田 若 
第 八 部」》」 應じ义 他の 席で 「巧 田 栽 
第 八 部」 ど 呼び上げる 之戍 一々 一一-一巧 

八十 一人を 讀み 上げる 寧 どて 抽截を 

終つ て證 をが 化 息を 赏 ずるを 化 間 

正に 四十 五吩 何のず も 妙らない A ゾ 

ごを 畢じ 入つ て 部長 理带の 選 一 
一攀は 例の 通 b 今日は スト！ ブの火 化 
一ら じ 燃へ て 巧のを をも氣 掘が 揚らな 

い 政を 會 では 長み 媒视 を 巧 おが 中み 

じな つて 松 田 破 治 等が 頻りにを ひ 興 
じて 居る 新 黨は河 巧ち 蕩 がを 豁を撫 
して 居る のみ A 十二が 前に 無 ホ 散 脅- 

見渡した 證踞は 例 じ 係て あ 霜 發がザ 1 

をち めて がる 今 ザの 遮を は 鬼が 出る 

を 蛇が 出る かバ ー じ麗酒 あらを を じ 

巧 有 あつても 今 tn の識 食は 鬼 じ巧淋 

しかつた A 政る を も同态 會も槪 して 

揃つ て おた が ホ 政を こ 國巧黨 ごは 巧 

だ 寂 奥で 殆で明 家 同然 だ A 木を の顏 

- 見へ なければ 學 堂の 顔 も 見へ ぬ ロハ 

僅かに 一一 一四 ㈱ をの 物淋しげ じ 歳 箸の 

色を 見せて 居た のみで あつた A 大岡 _ 

稲 おの 議長 振は 年々 傭れ て 巧る 今日 

の 謀 事は 至祕簡 短な ものながら をな 

き 手腕は 流 おで あつた 人閱 する のせ 

ねの ど 昨今 問題の 人运 'よ つて 居る ホ 

みけ 人のを 患を 惹 いた 


巧倫敦 ホ人駐 墨英该 使の 更迭を 說 
任 倫 致 ホ 人俱樂 部の 晝餐會 席上 
'一會 員は 盛ん じ 英國の お 墨 ホ 針を 攻 
擊し駐 墨 おを 使の 更迭を 遵 わ演說 を^ 

爲 したる か雜誌 倫敦厂 ウトグ ック誌 
; は 極力々 1 デン 卿の 留巧を 必要なら 
夕 J し當 局を じ' 警吿 する 巧を b たむ 


英國 潜航 挺の 化を ぷ リマ クスを 

隅る 事 お 哩の 海上 じ 於て 化沒二 名の 

もを ご 九 名の 氷 兵を た ひたる か英國 

海軍の 網航 膊を禍 は今囘 をのて 八 回 1 

目と なす どぞ 


設 郵便 發着表 


ュ ー 3 1 ク 本局 締切 午後 六 時半 


船 名 
佐 渡 化 

君』 グシャ 


シャ トグ义 
チヤ イナ 

霞濱化 

メキシコ 丸 


經由地 

沙港 

晚を渡 

夕 = マ 

を 港 
沙潘 

タ ユマ 


發送日 
一月 廿二 
同廿 四日 
同 サ八日 
閒ご 一十 ほ 
二' 巧 五日 
二月 十一 日 


参 H 本 よら 到着 矿 
巧 十九 日 廿一 
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本劑はリユ マ チスをの特化たる、 新如知'^、 腥腺、'を痛、 機能障害等 

の 疾患を 緩和し、 關 節を 强直 じし、 骨が わら、 骨 崩け、 崎 形變態 等の 
諸 症 狀をお 治す るが 藥 じして 殊に 使用 上 胃膽を 害せ さる 事は 最近の 化 
’ゾ、學を應用したる結果どして他の頻似品の遙かじ及ばざる時色なら- 


か 

■1 



こ 

ay . 


8 

•e 


、 e d 
成 N s 
c u & 

A S 細 




弗 PM 論 匪 蒙讓電 is 謂 達 
y 懸 SU 墜 が^^. 纔 を！— 

の惯粮 しむる 最新 霞の 馨 な. 細 麗ぉ 皆 赴 •• 


H n 

P ，. 

の W 


巧 


^ 1 / « • /) m « ^ LCI 

の强 健を 保ち 殊に 


攘彻 病を を 冶ず る事受 、参 蒙 儀 弗 驚 症 乱 痛、 i まぃ .、 

一一を 輸 S 1 I 


f ■••こ- •=- こ： - - ---I 

ii—i な；； 

錄 鳩-い 觀 S 病！！ じ 適を 奏罐 とる 様 精製 ぉる 最新 發 


-cf くノ T ' J " と J w -.— . 

な々 粗 嫂 無用の 惡品 呼亂谱 
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恵 蚊 軍の 南進 企 畫連戰 連勝の ビ 

ラは 不日 一 萬 五 千め 軍兵を 率 ひて チ 

ワ ワを發 しグワ タラ ジヤボ じがて 力 

ラン ザの 手を 一 萬を 併せ 操 尉 二 万 お 

千の 精を を 0 て 首都 じ 殺 倒すべく' 目 


ク巧西 六十 四 了 目な 廿 I 

電話 コロンバス 11100 お 

やまと 歡禱郎 

▲球 喊娛樂 の 藍 設備な 之 候 


巧 六十 T 目 二な 五を 地 

倉 巧 平 次 _ 
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左記 六隻 じて シャ トグ 
香遞 間を 航海し 隔週 乂 
幡 H 午前 十時シ ャトグ 
を 出 化す 

A 運賃 ' 

シャト グ橫滋 神 口 間 
一等 巧 十 巧 
每 . d 1 二等と 十 置 巧 
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讀者 諸を の 御 便利を はから お 月 一回 

博义堂 新報な & ものを 發 

巧 致し あらゆる 新刊書の 巧容を 親が 

下 寧じ說 明し 巧の 他が 巧 書の 目録を 

部を 揭載 ム あれば 讀者 諸を じ おらて 

はた も 便利の もの じ 候 間 御 入用の 方 _ 

へは 御 一報み 築 無料 進呈 巧 仕 候 
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巿內 のが 慈善 國體 本部は 貧民の 襲來 

じ 遇 ふて が 殺され 巿立 宿泊 巧 じ 避寒 

を 願 出で し 者 二千乂 ありし ごは 驚く 
じ堪 へれり、 を じ關し 當地從 ホ^ 記 
錄じ徵 する じ 千 八 島と 十ぶ 年 一' を 十 I 

日 寒暖計 蕃お 0 下 六 度 じ 下らし ill •ゐ 
り巧來 今回の 如き 寒さは 無から-! レ 由 

言 .i 


脚が 救濟 運動 お 化 地方 並 化 海道 
の 凶作 化は 年 未 ょら 新年に かけて 一 
曆 悲惨の 光景を 呈 しを 地 じ 於て 窮民 
の饿死する者す^1'ぁら巧巧寒がの細 
氏 等は 蒸を 梅いて 常食 ピす るが 姑き 
巧 様なる じ 化り 所轄 縣廢の 救 濟榮を 

み じて は 到底 不充 みなる ため 東を じ 
がても が ホな じな 濟 運動 開始され ち _ 

敎 幽体 及びを 穗 慈善 勘體擦 力の 上應 i 

急の 幹旋 をな す當 なら 


伊東 一が 帥 叢 去 永らく 病 氣踩巧 中 I 

ならし 海軍 大將 元帥 伊東 祗享 化は 去 

月 十四日 朝露 ませら、 巧 大縣が 日 
俯戰役 中、 艦隊 司み 長官 どして 黃 海： 

海戰じ 異名を 轟かし 日露 大役の 膝 じ 
も殊動 あらし 事は 世人の 普く 知る 所 一 

なら 亭 年と 十一 


家 永 博 ± の 人 極論 本日 ンバ プリ 
カン 俱樂部 じ 於て r 如何 じして 乂國一 
じがけ る 人禪的 偏見を 排除し 化て 四 一 

海 兄弟の 理想を 播 ホす すきや」 ミの 
問題 じ 願し 諸る ± の 演說あ 6 しが 博 I 

± は 人稱的 偏見を 巧て 人間の 宜お性 _ 

じを くど せら 詳細は 夕號じ 
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参樓島 噴火 ごせ 紐 同胞 

-飯鸣 総領事の 打電 岡 領事は 昨 十一 
五日を 留民 一同を 代表し 左の 慰問 電 
巧を 發せ b 

樓鶴峨 ホ じ 隅し 新 育 化留ほ よら 罹 1 

災者じ 掛し截 問 傳達方 依頼を 受け 
しじ 化ら 可が 御 取 計 ひを た ふ 
一月 十五 目 新靑お 領事 

飯鹏 龜太郎 

外務大臣 宛 

日本 協 會の應 援企畫 罹災民 ホ 譲 

じ 關し昨 巧の 理事 會 じがて 協 論を 遂 

一げ たら 

A が 勘體の 活動が 巧間胞 間のを 脚 I 

體 じがて 罹災民 救助 醬附を 寡 集じ關 

し 夫々 協議 中なら どの 事なる が共濟 

會じ ては 被害の 模樣 大路が 明み 第が 

闡體両 新聞社 ど おおして 救證 方法を 

講 ホる 篱 なら ど 

魔 鳴 縣人諸 巧の 相談 かならぬ 鄕 

I 里の 天災 なれば 特に わ 配す る乂 々夕 

きも 尤もの み 第なる がな 留 W 縣 人を 

氏は 罹災民 慰問の 方法 じ 關し逆 日 巧 

打 脊^ 協 講中なら ■ 

參 高見 共濟會 々長 招宴 會の 模樣邑 

敦 のか < ま 十三 百 開 盛亭じ 於て 開催 

せる が 飯 鳩 お 領事、 高峯博 ± 其 化 諸 

有 患 四十 五名の 巧 會ぞゐ り、 先づ高 

見 氏の 挨 おあらみ じ 一. 耗巧巧 賓一简 

を 化を して 鄉辭を 述べた る 後日 本人 

曾の 规 立に 闕し 高峰 傅 ± の 怠 見を 需 

め、 巧 ± は 起ちて 自 みが 豫ね {霞 

地 じ 一大 有力なる 幽體の 必要を 感じ 

居た る 事よ り、 西部 じ 於け る 同胞の 

狀態 及び 諭 朝 中 當尉あ 及び 實業家 諸 

巧 ど 協懿 したる 結果 益々 其 設立の 急 

要なる を 器め をつ H ホ 間の 親を 並 巧 

留 同胞のを 展上 U 本人 曾を 創設す る 

は 今日を 0 て 最も 適當 なる 時機 ど 信 

I ずる じ 化ら 巧 志を 諸君は 協が 一致し 

て盡力 せられん 事を 希醫す VJ 述べ ホ 

れ よら 家 永、 水 谷、 大拋 、巧 旧 (棟) 

I 安井、 を 山、 ± ホ、 巧 斐諸改 の 者 上 

溃說あ 6 をを 歡を盡 して 散 曾せ しは 

平が 十一 時な 6 き 

ml. ■ —lm 1 —— !• . 

共濟貪 役員の H 、 おを 併 問題 烏 

を會長 お 宴 會の 開倦當 H 共濟會 役員 

諸氏は 開 盛 亭じ樂 ま 6 農-地 規約 及 新 

ホ じ 設立 さるべき 日本人を く 共濟會 

VJ のを 併 問題 じ 願し 熟證 を‘ 敵ら す 所 

を 黨地規 おの 件は 次回な 骨 倚 じ 

於て お 塞す る 事 どし 日 共 問題 じ 付. き 


の 規則 方針 等を ま b たる 後固窜 ずべ 
Li どの 提議 ぉで 反 お者赞 がを を自恵 

見を を換 しれる 後 結 巧 回章す る 事 じ 

巧を せら 

♦高見 巧の 怠 見 V 」 化 ま 氏の 反對說 

上記 日 共 問題 じ關し 高見 氏の 惹 見を 

聞 < じ 氏は 日本人 會 じして 確實 なる 

基礎を 有し 旣設 共濟會 事業の 發展じ 

益す る 所を < ばか 論を 併じ寶 成なら 

ごの 怠 見を おし 地 ま 理事は 日本人 會 

の 新設 じは 異議な きもを 併の 理由 ど 

して 發意者 S 唱ふる 巧は 其 お 據をだ 

薄弱 じして 手段 も ホ 拙劣な り、 元 巧 

目 お 両會の 事業は 化 本ょ b 其 性質を 

異にし 居れば 殊更ら じ 姑息なる ホ 法 

を講 せんょ らもを ろ 化 際 日本人 會を 

創設し 諸 勵體の 巧 動を 監視す る じ 足 

る ホの 威 嚴ゐる 曾 腦幽體 ど 爲す方 巧 

ならん VJ の 意見を 有せる が 大勢は を 

がを 可 どす る 力 じ 傾き 居れら 

♦同胞 情瑜を 殺して 自殺す _ 

ング アィ ランド、 口！ ズブン なる 

クラ J クソン 氏 宅 じ 給 化 人と して 働 

きおた る 野 巧 巧 治なる をは 去 十四日 

间を じがて 支那 巧 ペグ 巧 十九 番じ化 

居す る テン サ 、ミラ 1 なる 情婦を 銃 

おし 同時 じ 自殺を 遂げたら 、同人が 

拙き 英語 じて 認めれ る 遺 善を 見る じ 

彼は 日本 じて 一度 結婚し 其 後 二 年 目 

じ 雜谣し 渡米 後卞九 巧と 年瑞典 生れ 

の アン ニ！、 へ グトな も 女 VJ 結婚せ 


滕一敢 をら 最初の 二日 間は々 トラ 
II 巧 媛教を 示し 一二 日 目ょ なは 山 旧 巧 
の方遙 かじ 優势 ごならし も 五日 目 午 
I な 及 夜の 决勝麗 なじ 至ら 山 田 氏は 僅 
かじ 六 点の 差を 巧て 力 氏の 爲に 敗を 
I 取れ 6、 元 來化ゲ ームは 最も 新 まじ I 

I 屬し 十八 ブ C ブ クラインの 名手 山 旧 j 
氏^〇雖も充をじ其名技を顯はす能は 
ざるべし ろは 巧 球 家の 豫測 せし 所な 
6 しじ 不巧 一' 一千 五 だ 点の ゲ！ ム に々 
氏 か 二 S - V 四を 得た る じ掛し 六點の 
差即 もを 一二 六 八を 得ね るは 驚嘆の 外 
なし、 因 じを 競技の 决 勝點數 はを 千 
五 宵の 前約なら しか 餘ら 永き じ 互る 
かな 十六 日の 競技を なて 勝 化を 巧す 
る 事 どした る 次第なら W 


一宮 夫人の 化 當地ホ 子 招待 一宮 

鈴 太郎氏 夫人 操 子女を はホサ 四日 當 

地 巧 住の 婦人を 体を 招待し 一大 茶話 

貪を 催す 篱 じて 夫々 招待 狀を發 しれ 
るか 今回 も 例の か/、 有 ゆる 階級の 婦 

I 人 速 じ 出席を 么ひ 、しみ''-- 巧 解け 
て 面白す 笑く 娛樂を おじ せんを 望な 

れ ばが 様 方 も ぉ媒樣 方 も 亞ホ利 加 式 

の 速な 要らず 子供の ぁる 人は 巧 連れ 
て お 席、 親里 じ歸 つて 必 憤き なく お 
母ァ ー 様じ歇 々を こねる 穂 b じて 御 

一來會 ぁり 度し どの 事な 

♦故 北が 福 松 巧 追悼 會竹旧 义ま氏 

ホ 催の 岡會 はま 十五 日 河 添 旅館 じ 蘭 

かれ か 巧 氏の 挨機じ 次ぎ 二十 餘年來 ^ 
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ミ あら、 ペグ 街 十 化 蚕は 订本 人間 I 故人の 知己たら し 欄 引 氏の 懐 舊談あ 

り 巧を 者 四十 餘名 散會 せし は 午後 十 

時 頃な 6 


じち 名なる 所 なれば ご 親類 筋ら 澤山 

~ ゐる べし 

•大隱 ど 日米 軍 お 日本 政が じて は 

ホ國 政府の お 待じ應 じを 港 じ 開かる 

B を 馬 太ず 洋巧國 大博覺 をの 節 輿 

I 巧 せらる i 大觀艦 まじ 軍濫 派遣の 事 

1 を 承諾した るち 米國 々務 省に 通知し 

を b 、 軍艦の 數 はを だみ 定せ ぎれ で 

目下 米国 海-軍 省に 於て 巧 巧 計 蜜し つ 

! ぁる 案 即ち 補々 なる 型の 軍艦 ぞ數 

どを ふょりは 海ろ 列强の 軍艦を 程ょ 

く 權衡を 取 b 而 して 適當 なるおの 代 

I を 軍艦を 送らん どす る 企て じ 就て 其 

_ 方が じ 從ひ a 本の 派遣軍 艦 救を をむ 

えなるべし 

♦コンて 號の縣 斤 過 H n ンア號 じ 

て 巧 錐の 糜斤傑 格 約 四千 •五 巧 弗發見 

I せられ おも じ 巧 化された b 

山 旧 浩み氏 敗る 新式 ビリヤ 


•卜 


討 壌した るが 役 貴の 多 おはを 併 じを ダ ー ム十陋 巧ーブ 甘 ブク ラインの 競 

おな bLfe をに 巧 一 ' 應會 員の 盧 向を I 技は 過日 ホ ドイグ 球據 じがて 山 田 氏 

質す ためが 章を 送る 事 どし 堀 一® 事 I 及 ボストンの 名手 カ トラ ー どの 間 じ 


•河 添 旅舘の 新年 嘗會 十と 日 巧を 

I 志 顧客を 招きて 視 をを 開く 

•阿部 賴 氏は 十五 H お 發歸朝 

♦おが 組ち が 人 寺お國 一巧 歸朝 ホ 

二十日 お發巧 員を 巧 敏ホ氏 間が 歸朝 

參 H ホ 年鑑を 渚 日 ホ 社の 發行 じか 

j る 例に 化て 內を豐 を、 在米 同胞の 

I 座を じ 不可 か寶鑑 なりを 憤. 一 弗 

化 ホ 年鑑 沙港化 ホが 事 社の 發巧 

なら 內を 体裁 おじ 目 米 年鑑 ど 大间み 

異是 ホな ホ 者の 參 を 書ご爲 すじ 足る 

寒 ひ/ 


-才 


酪萊 酷熱は ニュ' 


1! 

ク のを 物 今更ら 書き 立る 必要 も 

I なきが 頃日 來の寒 氣は化 五 年な 巧 曾 

無き 所のを さじて 十 己 H おの 如き 

I 浆暖針 零点な 下 四 度を 示し 手 も 凍'- 主 

.ザ ももぎ れん 許ら の 寒 威 凛烈、、 

11 ネぞ ー ホ ー グの前 じ ま 人を 待 もず 


とを 讀み 上げた^、 然る じ 日本人 會行 はれたら しが 五日 間の 競 お 中を じ 一け 居た る 一自働 車の 運轉 手は 凍死し 
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-が □お 地階 十 逸事 


ど 云つ て斷 つた、 巧 口 君 ホ國じ 着き-. もさ 一一 一寸と み 手 幅め 廣き どころ 五寸 


ぶ r ザノー .ベが 貸を を 受ける 樂じ 巧を 一は 着いた が これでは 化 方がない、 力 


一した VJ 云‘ ぶ 巧り 英世ビ 云 ふんは 隣み 


人差指の 横幅 一寸 疲 をは イ 供の 頭 位 


へグ カ子 オクレの 電報は をみ の 一友 一 被服 賴は 凡て 特別 ぃ i を艾 給され を稱 


奇巧 じだん ご 人で 餘码 時化 離れが し 人 じ 巧た がぶ 人 どても 當 時-厄 挪 ひを 一二 人み なる ら尙す おを 巧へ 乘 おは 乘 


子 


面白い、 お 网じ巧 夕 たのは 明治 化した 位 じ 思つ て 居る 矢先き 誰れ も大 I 


西 年め 十二 巧 置 H でが 前年 じ 化 お 5 
^ 助手 ピ なつて 彼の ペストの 研 兜じ從 

;乘 した、 柬 京に 締 つて 巧た 時には 二 
'門 M 近いを をが^ てが つて 本乂 これ 
で 乂國じ 渡る おらの 處 がグズ ^ 
て 居る 巧 じず つから ± 口 巧 じじたい て 
しまつて 二進 も 二 一進 もなら ぬ やう じ 
な h ’ ぶ A の 世話で 高山が 齊の 齒お臀 

一學 校め 巧敎じ 住み 达み 巧二圆 のず 當 I 

j を もらつ てが つたが 化 四 年の 化 月 じ 
ぞうし てら 强乂利 加 じ 巧く VJ 云い 出 
した、 索ょ b 1 姐-ちら 所 村して 居 

ら ぬ、 お處で 友人が 必配 をして llT 自 

! 圓 じか b のをを 調達して やつた 

占す る ご； J 巧 具 時 小が 緣 おが 米 國め 

領樂 じな つて 巧く 時で、 小 化を もが 

一口 おも おじを 渾谦の 人 ど 云 ふめで こ 

れ はがい 道 伴れ だ ごい ふので 二人が 

I 柯處 かで 1 が 飲まう ど 云 ふが じな つ 

す々 しき こしめ しだ 處 が、 巧 U 君 急 

じ 小 松 君か臘 じな b 「巧 だ官を 風を 

I げかし ゃが る、 條 だつて 何時を 小僧^ 

おもない ぞ」 とば か b 破裂を し 「偷 _ 

I ■は： 目 姓の すだから 巧楼等 どは お 6 が 

I をはぬ」 ど 其 座を 立つ て巧處 どもな 

く 出て 巧つ た A 船の おる U じな つて 

:も野 口 君は おて 來 ない、 十数 H を經 

I て 元の 一义 なしで 腐 お機學 おに 現れ 

る 迄は ま 巧 じ 流速け をして 居た どの 

事 ▲十二月 じな つで 矢 も栃ら たまら 

ず 巧き 度い どい ふので 今度は 岡 僚め 

化 腺 君. が 高利の 金を 一二 刊閱借 b て 愈 

一々 出立 どい ふ 時 じ S 等の 乘船 券ど殘 

; ら のを どを 渡した、 野 口 君 横： 叙 じ 着 

1、、 て 船の 出帆 時間を 閒 くど、 まだ 二 

百 ばから 餘 がが ある、 デット してら 

I 谁られ ぬ ど ぁつて 眞金 町じ繳 b みみ 

I あ々 船の 巧る ど 云 ふ 時 じ ホ 切符) 枚 

! を 手 じして 出て 來た A 化を のょ かつ 

たのは 錢 きの 小が 巧 も 九月 じな 出 發_ 

する 事が 出 巧なくて、 此時じ 巧く ご 

一る ふので 巧て おつた、 其處で 今度は 

巧 口を が 能を 入れて 仲 直らを し、 船 

j 中 何 かど. 化か じな つて どうか かう か 

ず國じ 着いた A ホ國 では 豫て師 おし 

て居つたフ ン！クス蹲±の所じ助手 

じ 化み 込む つも b で 巧つた 所が 本人 

の 巧 ホが 遇 かつた 爲 めじが 話は 中絕 

して 居る、 其處へ おて！ 加へ て フン 

11 クスが ± は從 ホの 大學 でな く 化 じ 

I 轉じ 新任 巧々 無 现も云 ひかぬ るので 

が 國 人の 助手は 化は のど 云 ふ 規定 だ 


したを を 送つ て 君じ歸 X ソて I らぅ ど 
云 ふらのは ない A 段々 苦し さか 骨み； 

じ 透つ た 頃 じ フン I クス 巧 十-かを々 
難 趙を飄 して 試みを 所 かがれ もぶ 派 
じ 化 ぁげる ので 遂じ自 かの 條 給の 中 
を 六 巧 宛 ま 給した， をれ で やつ ィ」勉- 

强 をして をの 結果を 獲 おし 後 もじ 名 I 

聲を憐 して ヴッ クフ ユラ ー め 硏觉巧 
じ乂る やぅに な b を錢 にも、 む おがな 
なつた、 巧 口 君の 論文が をく フン 
クス 傅 ± どの お 著に なつて がるの I 

はおが 恩を 忘れぬ ご 云ふ考 へだ ご 云 
ふ A 1 昨年 H 本に 歸 つて 結婚が した 
いど 云 ふので 或る人 ど 約 巧を 化 b を 

はした、 處が ホれ なりで、 當 ホでは 

的な しじ 竣つ事 も ぉ來や 他に 緣 付い 

たが、 本人は そんな 相談は 忘れて 强 

い 酒を 飲んで 相變ら ホ 地獄 買 ひを や 

つて 居る の だら う、 巧 口 君は あけて 

一二 十九 0 ( 日本 あ H 本人】 


なつぶ さる； 度を るより 隊じ ては 苗 
也 選定 中の 山 じ b 性 赞溫順 i て 能 < 
お 禅を； りり が務じ 服し がれる が输化 
S ' ち 巧な りこて 昨今 乂 が 倒な わ 
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好望を る 貸 地 

▲人物の 如何 じょ 6 ては 相當め 資本 
を 貸 おず 

撰 所は ゲ ラゥ 卫ャ 河の k 流に てを お 
物を 大都倚 じ 送る 便を ホし、 一名 じ 
ニー ニ英 W 0 上が 輿し、 リーヌ は Ilk ザ 

故は 五 年 じても 巧な り、 若し 買 化 ホ 
进の乂 じは 一英 町 か 五 弗ょり な 五十 
i 弗 おじて 多少に 不拘質 渡す、 農具は 
他談 じより 貸與 し、 お樹愤 付、 養鷄 
お 蝶 飼養、 養豚、 乳牛 等 じ 蘭す る 賞 
地の 經驗を 敎授す 可し、 ホ學 者は 新 
報 社へ 申込み あれ 


参 金な 巧 救世 巧の. 一 兵卒 どなる を 

お 通 倫 氏 ど いへじ 曾ては. 巧 就が で 

の 刺いた をを 家の 一人で ぁつたが 巧 

の 昔 京祖藻 稱の敎 へた かく 神 ど寶ど 

じ 兼ね 化 ふる 事の 難き を 痛が に 感じ 

てからは をく 發 也して か 化 ホのを が 

じな ち凤を おを のず； めじめ み沒谢 

して 自ら も 實踐窮 巧して 相 當の資 ホ 

を巧6 得た ど 云ふ增 でめる が 昨 < t •{民 I 

海を 退きて 閑 欺のを， 活じ 入る やつ < 

\ ど 自己の 姿を 見 詰て は 身の 越し 

ホ 行 < まじ 勘から ず不 をを 覺へ遂 

巧び ホ 恵して 救世軍 人 どな A 樂隊の 

節 面白く す 歌 「吾等の 戰は 巧な ちず 

を 高調 せん もの ど旣じ 海を ぷの 襟の 

附ね取 服を 注文した b どい ふ 


♦六尺 一寸 S 兵 

今巧リ ユザン (朝鮮) の 留守 野砲 お锐 

八 赖隊六 中隊 じ 渡 鮮乂營 せし 新兵 中 I 

じ ま田淸 治； 廿 一 ) ど 云 ふち 漢ゐ b 身 I 

ホげ 六尺 一寸 六を 髓蘆廿 一二 賞を 体 励 

滿じ發 達し 中を なき 体格 じて 年 苗が 

乳ャ マ、 凿馬洋 VJ 距 敵すべし ど淸治 

は 後滕男 や齊藤 海相と 叫鄉 なる 巖手 

縣膽澤 郡 氷澤町 生れ じて 經 をのず 息 

なる が是迄 東京の 關お連 ょら 所望 さ 

れ しも 角力 嫌 ひじて 應 せず 軍靴は 蹄 

より 爪先き を 一尺 一寸 お 幅四寸 五み 

之 じて 尙横 崎が 足らぬ VJ 云 ふ 手は 腕 _ 

の 關節部 よら 指先 迄八寸 五み 中指め 


靖吿 紐の ツ I ユ乂 H スちじ 非常な 
飽禍家 だ 最も 流暢な 彼め か 辯で やる 
W だから アメリカン でら アイ ブシユ 
ガ！^ でも 巧を < 想 ふでし やぅょ、 
兎 じ も 巧 じ も 御 體をお 大事 じ顆 (ァ 
ラブ ュ I ) A 猫 虎が きの 本家 井 I 

尙の 親父は 近 巧 チョ T /\留 おを ず I 

るろ か ある、 何の 爲 めかど 聞いたら 1 
天機 独す 不可 轉使料 郡' の 手際に ぁ 
:峭 生】 A だ廿二 一了 目 じ 索 的の ホ 人 

.冊 かも リッ チゥ イド I 天降れり ど閒' 

いて 巧 速 巧 おけな ホ御氣 嫌を 取つ で 

見た が 結 おかは 僕 じを も， £：* いで 

おどは をく イマ レ L じ や 子） 力 

(菊 水生) . A 東西'-- を 元む 聞 じ 達 

します るは 巧 九 了 同 通 稱を學 十 馬が 

の 段、 S が 線 チン ッ术ッ ッブシ トン 
どが 子 段轉げ 落.^ の次銘 東西 來—ザ 
—イ {鼻の 下 S 寸 ホ) ■ 
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传 て當舘 巧に 化 b し靑年 會は新 じ 巧 

絕を劍 な 致 候へ 裘稱舘 じ 左 わ 名稱の 

ドじ從 前の 通 6 了舉 親切を 巧. ごし 替 ， 

お 化 お 間 巧を 御 引 ホの 巧 奉を 上 お 
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局面 展開の 將 

來 奈何 

加 卿 ± 地 法案 じ關 する H ホ兩 園の 爭； 

謙は 牧野 外相の 帝 厨難會 じがけ る 演^ 

說潑 おこ 共 じ 今更の 如く 世人め 視線 

を 集 社る じ 至れ b 、 華府 外を 家の 想 

! 像 する がかく 外相の 溃說は 反 對派乃 

ま ジンゴ！ ィス ト彎 のを 繫じ餘 儀な 

< せられた る ものなる や 巧 やは 吾人 

矿 知る 所 じ 非 やど f 而も 吾 かを 當 

I 局を が 化際殊 巧に 該溃說 の 織 譯を珍 

巧 大使 じ 送ら 大使を して 之を ホ國々 

務避じ 致さし むる ご 間 時 じ 諸 新聞の 

通信社を 通じて 米闕 おのな 怠を 化さ 

一ん VJ 試みた ろ 一 带は侧 中 多少の 輿 化 

るる 恵聚 をを めり ご 爲す をを 當 ごす 

; すく、 旦つ從 ホ 吾 政府の 轉視し ホ b 

I し還國 問題の 戒 嬰を 巧妙 じ附 加して 

I 軍艦 巧 蕾の 派遣 じ 及べる が 如き も ホ 

か 化 人の 巧 慮じ舱 ひする もの めら 

U 、 只 彼 武當を 氏め 諷示じ 基け b 

曠 されつ！ ある 所謂： W 面 展開、 新條； 

約 締結 說が 外相 お說發 をの 動機を が 

: したる もの どせば 両闕常 お 者の 愚 向 
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せし むる じ闲 難の 事晴 あれぶ 何 ども 

^致ホなしといふじ化るもの{如し、 
吾人は 固ょ ら兩國 間の 秘密を 渉なる 
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を 荷せ ず ど 雖も 之を 両國當 おを の聲 
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者の 問趨 解み を 促進す るの 一方を ど 

して 特に 化 野外が の满說 をを 表した 

るは 益し 夕 ごする じ 足るべく ホ國は 
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を 蛙 をんだ 蛇の 如く させな けれ j 

ばを 知せ 〇變 風ホ脫 0 ± 地 じも暫 X 
居る ど 稍 や 大胆 じなる、 下等の ンス 
卜き ントで 「ノ ー ジャップ」 ど 大喝 拒 
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じなる ど 自己 も 知ら ホ.. .加州 ッ子 
じな つて 居る、 是 れ畢觉 是か非か 0 
A ぢ やが 加州 も 巧て 見れば が 外 お 見 

い 巧、 排斥 も 己 人じ對 しては 左程 
ドから ず、 東部で 聞いた を 然の侮 量 

事實 のを あ 等は をり 巧 はれても おぬ 
炼 子、 を黑倭 小の 風采 揚らぬ 神 卿 男 

半が ドン 架 パン スの哥 兄を で 町中を 

機巧しても 顆口 一つ 言 ふ ものがない 
樣 すを 見る ど H 本人 だつ で、 さう 思 

つれ 稍 じ も 寒を されて 居ない らしい 
A を 港な でで も 昔 ど 違つ て 今は 余ら 

巧 上で 巧々 じ 「ジャップ スヶべ 1 J の 

侮辱 藤を あた や、 後ろから 巧 巧を 投 一 

げ つける やうな 蠻 巧も漸 々踐 少し 巧 

つた 機ず、 是れ も畢党 邦人の 地位 や 

臘傻の 向上した 結 巧 だら うて、 して 

見る どこの 先 さう 悲舰 した もので も 

なから うさ 

ィャ 父ち 煤の 侧 からい ふ ど 從來彼 

等の ち領 して 居た アップ タゥンの レ 

シデ ンシ アグ、 ディ スト リク トへ 漸' 

々 VJ H 本人が 浸蚀 して ホて 碑が 吳い 

じほ ひを 朝タ ブン ---- させ 入口 じ 化 

物然 たる お 牌へ 墨黑 々のべ. 夕 鬻 1 

を 列べ 立て； 讚が 不か 別の 非 文明 的 

行爲 を巧閒 させられ ては ッィ か 屑し 

ォブ ゼクト せねば ならぬ やう じな 

ブ 

博覽 倚の 方 もが 設備は 追々 進 巧し 

て 居る が 口本赞 W 巧な 或は 否の 倦は 

ホ だじ不 み、 何だかげ ッ バリ 要領を； 

得て おぬ、： 3 本 政ぶ は 加州 人 懐ぶ S 

ため 次期 贿會 の排 U 巧 巧を 制の ため 


めて 彼等め をむ を繊 へさせる 事は を 

巧 能で も あるまい が、 唯を じ 恐る 

處は 一 個不廊 のを 見を 抱いて 居る ぶ 

野 商業 會議 所會 頭の 反對 ある 事だブ 

中野會 頭の 愛へ て反對 する 点は 開鲁 

中 萬 國人お 親の 中 じ 止 化が ± 地 ホ じ 

新 渡 巧の 吾 數モの お 食 者が 下等の ち 

人 勞働者 じ亂お 侮辱な でを 受けて 巧 

I 巧が 結を を 獲 やぅ》」 した 贊 間の 感義 

がを 却 さる i のみな ちず 或はぶ かの 

椿事を 惹起さぬ ども 限らの どの 事で 

ゐ る、 化が 憂に 就て は旣 じを 港の 堂 

请ちも 秘方な 意豫 防を 覚狗 しわが、 

をれ 进 、政が の變锁 常な く、 勞働者 1 

の 勢力 非常 じ 偉大なる 當 地では 余 b 

的て じなら ず、 結’ 府 、事 生じて 巧び 

城み を 千載 じ殘 さんょ 6、 始めょり 

をん な危 隙な 舉じ 手を 染めざる じ 如 

かずさぶ ふ 結論 じなる、 憾乎赞 同し 

て-社き か、 赞间 せず して 濟 まさん か 

左 ずれば 巧 威が 恐ろし、 サブ も 西つ 

た 浮世 だ やなめ 一 南阿 無 佗 傭 

(一巧 十六 日 桑 港 じて) 


法 院じ向 クて其 解 ホを 求む るの ー ホ 

法 ある 事を 0 て 咎へ络 二回の 抗 講書 じ 於て 不絕條 約を 無視せ る 塞 別的不 

iJ 掛 しても 回答し れ^、 乍 併繁己 回を 平の 待遇を 受 くる 事は 纏て 兩國の 

の 抗議 嘗は單 じ 前言を 繰ら 退し ゐ るを 情を 疎隔す るの 危 隙を 誘致す る も 

に 過ぎず、 隨 つて ホ 國 政府の 画 答 ものな なと 語れ- 

み ひ 前 二回 じがて 遜した る 答 辭を巧 


說 ずる 譯 どなら、 徒らに 爭議を 交換 


して 解み を遲 からしむ る もの ど 認め 


たるを なて 回答せ ざら し 次第なら 尙 


珍 田 大使は 巧 後 筑雷夕 巧 及 國務當 厨 


お VJ お々 會 見の 機會あ ^ て 本 間 題を 一 


論 諮し たれば を 渉は 化 然粧績 され 居 


る もの ど解释 すべく ホ 國が應 答の 禮 

を かぎし ご 云 ふ 能は やを々 


±す を、 ブグ ダブ ア巧盟 止勃兩 
おじ 蹇 § は 日 ま 鐘は 條望國 は 化 糧を守 同盟を 締結した るが ± 
の 論據を 有せず— 實を 持し 居れ 國は 别强 に逝搬 S し H •シヤン 峻じ 

輔 する 不を 平の 截决じ 服せ ず 飽迄同 


•巧 問答 蠢 4 

る 再 一 H 東京 發豐 
牧野 外相 日 ホ 問題 横說 ど 
新 條約說 H 英叫 盟. 

瑕 野外 化は 本： n あ 國爺會 じがけ も 外 

を 溃說中 U 米 問題 じ 論及して 曰く、 

一 加 抑 お， 地 法案 じ圃し 昨年 乂巧吾 政府 

b ホ國 政府 じ 致せる 第ー ニ 巧 抗讓書 一 


に 接せず 昔 政府は 本閒 題の 解み じ 就 I 

き 新たなる 他の 適當 なる 方法を 講ず 

るの 必要を 認め 居れる もが 巧 おじ ま 

つては 茲じ言 巧す る 能は ず ど 富へ 

尙外 化は 墨 歸騷就 3 も 巧 ど 出 蜜 派遣 


盟及ま 那間遞 じ 諭 及し、 吾 園の 支那 


して 曰 本を 訪 ひし 際を は 時の 外相が 
が VJH 米 問題 じ 願 しげが けて 熟談せ 

しが 袜 伯は 畐 間の 戰爭は 有 ゅる 手嚴 1 Ulljll 參 察を 謂 
段を 講じて 避けざる 可らず 呈島ほ 致 I 
は 讚 的體制 じがて 巧般の 施設 皆 共 私 化 W 韓殼 I 認卡締 
じ 堪大進 ホせ し 結果 一 極の 「愛國 的^ 袖' い 巧 日曜日-前約 ノ忠を 二 限 

I 喜を ごも 云 ふ 可き 思 おを 養成せ 點^ バニ 鼠 見掛な 彥 

6 左れば 其 同族が モッブの 爲め外 邦 1 一-- ブ_ 


基督教 修道 食 


を 宿 ( を 西： 自廿 S 了 目な 〇 二番 ) 
日曜 H 集會 午后 八時敎 を 內 にて 
聖嘗 研究 會日幡 午后 一二が ( 修道を ) I 

斬禱 を木幡 午后 八 時 (舘 じで ) 
讀書會 第二 第 四を 耀 午后 八 時 I 
牧師 大 .堀 篤 i 
電話 八 一 化 ー ニモ t ニン グ サイド 

繼瞥 寄宿 舍 藍瞥大掘篤 
八 電請 一 云 ハ 五 


巧 巧 化 四 T 目 五 

ング サイ、 


I ® 移民 體格 檢査 提案 ホ國勞 慟卿ゥ 


イグ ソン 巧は 不日 討 畿じ附 せらる ベ 


き 亞細醒 移は 排斥を 索 中 じ、 移民は 


乂國 陸軍 同様の 體 格檢査 じを 格せ ざ 


るすらず ごの 條 項を 解 加すべき 搪證 



をな しム 1 ア巧ど 協 諮の 上 之を 畿會 


じ 送れ：^ 


るが 牧野 外相の 所謂 「或 化の ホ 法」 は 


辩晦 の！： 化を 圆 るべ しどを 



pi @ 巧 人な 上 ノ宴會 二' 適スグ 大廣閒 アリ 嗦 家具 一が 梟が 
^ ま 室 內淸潔 紳± 諸君 ノ宿治 二 適 ス @夕 を ノ經驗 ヲ有ス 
グ 料理人 ヲ有ス @內 外 馨籍雜 誌 諸 新聞 球 臺國慕 お 撰 等 

轉 

トス， 

を 


> 娛樂機 蘭 ヲ備フ 


河 添 旅館 


が條 約の 締結を 意陳 する もの ど 巧す 

も 其が 條 約の 豫を內 を じ 就て は 口を •を 化 凱 前 米國を 化を 聘す强 支那 一 

森して 語らず 滋を 化が 本國 政が じ報吿 せる 所 じょ： 

ム西 細巧乂 排斥 索の 訝纖 中止 總 てれば をは 前驻ち 米國を 使〇ッ クヒグ 

巧 亞細亞 移 段を 嚴お すだの 條項 をる 氏を 巧が 顧問に 傭聰 せゎ ど、.。' 巧は 

一：！々！ 窠 はま ホ-一な ホ鹽 下院 移を 索國 LI 摩 ばみ さる 乂ぶら ど 蹲 さる 


巧 I Yd 

諭 I 腦 


み W 

6 


委屋會 じがて 討議 せらる i 當 な^し 


處 武雷夕 巧の 要請 あらて 其 討議を 來 


•ニュ 


ョ ー ク市薇 察 部長 どゴ ぶ サ 
八 大佐 B 奈馬運 御 工事 長と して 有 I 
廿言 迄 延期す る 事 喜ぇ 斯は畢 をなる 树 塞は 新靑ポ 長，， 、ッチ ユグ 
党 牧野 外相の 演說を おぁらた る 結果 巧が 巧の 蠻察 部長の 候補を どして 大 I 
なる は 勿論なる が 民 ま黨 議員は 武氏 ひじ 望を 磯し 居りみ 固 愈々 典 承諾を 
の 要請を 排 して 討議すべし ごま 張せ ホめ たる じ蠻 おの 巧 命 漲が じ 關し宫 
尙武 氏は 本 問題に 顧し 頗る 樂觀 由の 權 能を 附與す どの 條 かの 下 じ 就 一 
說を 持し 居ら 日米を がは を々 の 巧 解 城すべし ど 答へ たる 旨 報 やられし が 
みすべし 基 言 甘ら 一說じ 化れば 述 河の 竣成 今後 一年を 
タフト 巧の 巧 米 外人 保 譲 論 巧は 剩 すじ 過ぎ やを つ 大統領 クイ グ ソン 


.—細 

帖化 WO 

P = 却 -h 


が？ 


* 巧^' 定期 4| 或％ 牺 If お. 齊觀 2 

L 通知靈 8 

機 獲ぶ 金銀な 紐 脊應張 所 


口 本人 か鄕お 送金は 邦貨 蜜圆二 か 米貨 五が 化ノ 
倒を (無 手数料 こ テ 當巧本 巧 ヲ經テ 送を ホ取摄 
申 候 


じ 對し间 政府よりは ホ だ 何等の 回答 去せ 百 新 育 平和 協 會の請 じ 應じ國 氏より 運河 地帶の 知事 候補者 ごして 


務省ぉ閒バセットムーァ巧巧會の下指目されっぶをる今日间大佐が化ぁ- 

に 一 場の講演を試みたら、 巧はモ八蓉ゐる^^据を樂て；新育雙祭部&た 

白 十一 年な 巧 巧 米 外國乂 じして モツる や 巧 やは 疑問な b ど 


ブの ためじ 補々 なる 傷害 損失を 受け 一 


參墨國 問題 協識 ウイ グ ソン 氏は ホ _ 


だる 事數 々なを も不お 中央政府は をす 六呈 院な蠢 委員 一 闊を請 一 

の 理由 ごを 1 C をた 屋甘喬 法律上 累 なる 蕾繁き 5 馨 じて 幾多® 外蠢 f 熟？ る 言 

r : 一 者の 本 國孜府 よら 條約 上の 義務を 


_ 」 』 るが、 墨幽問 趨は讓 進のを なる 

是非 此際贊 間して 技 間ょ ら充 をの 巧 i 及' 露 國ピの 外を 關係 じつき U 舆間盟 一. ホせられ たる 煤を 非常の 窮境に 立たら っ こ J て 日 N 出を よこ 願す る U ホ 

の 効囊し き ^^ を說 を、 吾 霎方をさ る巧らざ & f な 々僅 ち 潰蠢 U ^いをら ド句东 こ 

は 飽迄も 支那© 獨襄 をを圆る じ 真 梅の 手段 ミら i 寒を？ じ お; ? 

, さるへ しと 

て 間國ホ 和の 目のを 達する が爲め 一； ぎず 加 壁 者は 曾て 一度 も お 罰せられ - ‘；： 

會旗 H 


おを 希鹽 して 思る らしい が、 ぶが 腎 

の 人民が 未だ じ 一向が 淡で 何ら ぁん 

なじ 吾國 を侮肆 した ホ國 へ義邵 '立て 

する 必ずがない ど、、 つて 滿張 つて 居 

るら しいが 是れは 商業 上 自己：？ 巧 益 

を 知らの ホ 熟の 淺廣 どして 說 破し、 

出 おのた め 國益增 大の結 取を 知らし 


H 英間盟 は 益々 其 必要を 度む るの み 一 

なら 中驻じ 此閒雕 は將ホ じがて 今一 


たる 事な し、 ご 論じ 中央政府の 權诚 •第一 二回 洋鄭徘 句を 檢會 
おじ 屬 ずる r 巧 ホ 外人 保 譲 法」 の 制を 本人 靑年會 期日 二 巧 十四 H 


禽叟 


廢巧効 且ひ密 巧なる ものたら しむ 可 I をが 璧 せら 氏は 演說 中な 林薰伯 VJ の 廿五仙 課强馨 、寒 雀、 火事、 化踪 


き 事を 豫 期ず を々、. 闽じ 牧野 外相 溢 


I を 見談を 語らて 曰く、 余が 陸軍 卿 ど ー サブ ウュ ー( を 季讚达 み) 


◎歳暮 並 御用 口 g EE 0 


A ◎わ 正月 

參お 鏡餅 小は 御 注文 述ら化 上げ ザ 中 候} 


® た雜袭 餅 ® 械 上が 赏 @ 極上 淺草 海を 

@惦 製 徵餅大 錐® 干を ば® 稍 白 縮 ホ 

® 干 ぅどん ® 新 数の す @ 綱 白浪 ( 御 吸物 用 )^^ 

@ 田作て」 まめ ) @ が 茸 錐 詰® がの 子 錐 詰 苗 . 

@ お 上が 淋猶燒 盈腐雜 詰 ® 特製 白が 增鑛詰 i 

@ 板 热瓣罐 詰 ® 婿 蘇が ® 黒豆® 菊 あを へ 
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I® 特製 化 蒲 鈍 ( 萊 人が 一み 岡 ( を 時 印)® 小豆 ' / 
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もも 染 子の 御用 じ 應じ可 中 候 
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一 •嘴 火鑛飢 第一 
.を 報 

, 二月 サ ーり 總 領お锅 着電 
蝶島喷 火に 願し 魔晦縣 知が 及び 內務 
あ 派 遺 j! 貝發 十八 H をの お 報を 綜 をず 
れじ巧 化 降 灰め 狀 態は 尙繼繳 ずべ 


- - C t»>v»x f < -CUT も 一二 I V 卜 -o { ろ —^-^ 

飞最卜 T 蠢羞 なきな 管て E 上ず & 救 髮は斋 I 二 基 十を 弗な 

じ . こ じ -、 ■ 1 [ ド • I 


じ 近が らんと せし 者 ぁ b しらが 船は. ゎ、 船体の お 隙を 知れる 船を は 一 VJ 
海峡を 逸へ る轉 巧に 遮られて 近 背る 一： 先づ戶 旧灌じ 避難 せんど 船 貫を 激蝴 

能は ざ b き、 魔な 巧 K が 城 山 じ 向： して 死力を 蒂 したる も 船の 操 游旌の 

つて 避難 中礙廬 急がを' 離 だて 山上 じ 如くなら ず忽ら が 脊 する 山の 如き 怒 一 

速せ しお 數夕 ぁり 目下 滅道 線路は 圓捷け 見る 問に 愛贼 义を颇 糖し 船を の 

なせられ 化輔は ザが 閒 巧せ るが 縣媳! 难嗚は 怒濤の 昔を 破らて 銳< が 上に 

.の 見込 じょれ は 一二 十 南の 罹災：： じ 載 I 嚮き 殺る 時 じ 午後 一時 ザり 本 航海を 

ぐ ，3 えな C, ゴご 1 -— 一 L • ぃ： T _5 f > • ム晚 にを るを 參耗 若ら、 巧な i ら時 


陸 採 撼を爲 す あかり、 被を 巧 巧は 词 
_鳥 十八 宇の 中儿 字に 一」 八な 四十 戸は 
I を 部 焼失し ぷ游 3 冗 傷 多 きら 化 おの 1 
死傷は 案外 鞍き な 込、 碟 なのが 肝 付 
一が 両 等の. 郡が ら鸭 巧、 降が の堆稽 

; ょら 被酱 あら、 禪な 住は 二 巧め 外是 

等 被が お ホ 救助を 要す、 腹 峰 巧の 被 

善は 巧者 十八る (郡部 じ 於け る埋沒 

，を 四 名を 巧む) 傷 お八 十と、 轉 傷者 

I と 十一、 篆摇を 壊 一二 十五、 ザ 娥な十 

I 二！ ぶ 他 一 部 お 蒂の凌 焦、 橋樂み 破が 

，巧 被が の 倒が、 航舶 流失 破 賴不欺 

一 官を衍 を 社 等 匪なる 建物は 煩酱 なし 

一目 下避雜 おの 歸還 する 者 約 ザ 数秩巧 

次第 じ间 おし 小學 枝ら' 一兩 U 中に 開 

一校すべく 要する じ最が 流布され たる 

; 程め 被 帯に あらや 

I 次 じ お 化 及 化 海道 水 お 父は 凶 化の 被 

音は 明治 化 八 年め 災裙じ おる どら 優 

; る MJ なし、 尙番 闕の义 化に 平 化な 上 

なら 


べし ご 

•懐 爲乂 隅連續 

i 禪な蜗 化の ためなお 熱が が 中 じ 降下 
I 椎 巧して 約 一 哪- のが 離を がする 大隅 

の 陸地 ど禪 など 速を せ b 

>邮茜 暴の 義が兰 井ち 崎 両家は お 

一 化 九州 罹ぶ は救濟 なじを 扮お跑 おお 

一附 したり 

ゆ 明治神宮 敷地 

一明 治 神を 奉祀 お 調が を 貫 おは 本 U 會 

一議を 開き 萊巧じ 奉祀す る 率に ホ定し 
たるが 敷地は お ホを にて 化々 木义は 
I 化の 巧 か 橋 内 あ输 第一 聯隊 巧 だ 化の 

I 巧な らん どの 說 あら 

巧學 大家 巧 朝 

ド 日ッフ 、オイケンが ± は 新渡戶 

:後滕 が 他諸尘 のがが じ 應じ今 祟 巧 朝 

I ずべ < ホしたり 


巧樓 島再曠 火す 

( 十 化：！： 鹿 島 發電 ) 

1 碟峭は 本：：！ 巧び 巧 火、 地 露、 嗚動相 1 

ホいで をら！ 二な 名が 避難 把は 落 おの 

^爲 じ 非命の 最後を 遂げた b 

i おは 職を 通信の 報せ し 所なる が 一 ; 

I . 十一 : n 着のを 報じ 巧嗔 火の 事な き 

を 0 て 想像 すれば 或は 何 かの 閒述 

: i ては 無 かる 巧き か 

> 化魔义 人の の乂實 見報吿 蜗乂當 

が鹿峨 じがら し ゥィスコンシン 州の 

:ホ ー ャ ー 巧が 東を にがて 語らし 所ぶ 

かかし 问 H (東京 後電 ) 

十四り 概な はが： 雷 一 時 じを 下し 巧る 

が 如き 音響 VJ おじ 啜を し 数千 尺の 天 

空 じ 向つ て 物凄く 乂 掘を 化き 出せり 

而 しで 么ど间 時に 山腹を 流 下し 來る 

おおは が狀 がか もな みの ナィ ャ ボラ 

潔 巧を 見る が 如 <忽 も 附近の 樹木 じ 

燃燒し 次第 じ 数： 白の 人家を 燒蔬せ b 

禪 島の 西海岸は を 部 殆んご 猛火 じ 包 

まれ 黒娜鐵 がは 巧 辆强巧 じ 吹 さ 荒み 

し 風の ためじ 四方八方 じ 散亂せ 6 重 

なる 嗔ぶ 口は 山腹 約 一 哑の媒 きじ 直 

ら化他 數夕の 小峭乂 U を 生じ 二つの 

一舊 噴火口は が 中間の 赂發ど おじを し 

て 一 どなれ 6、 ' 啜發の 型朝间 .な 附近 


上 稀に 妊る 悲慘 ' 単；；； ^ 6、 巧が なる 船 

をはを 邮做 化の 颠を 茶化すべからざる 

を 姑て 取る ょり ザく 恐れ 唤 くを じ お 

し靜 かに 吿 別を なし 船 担 おじ 退き 內 

侧 ょら 魏を 卸して 不‘ 速なる 船 ど 遂に 
雄 命を おじし 從が死 じ 就けら 化吳 I 

雄 的なる 船 おの 最後を 傅へ 聞く もめ 
なかざる はなく 閣找 の间愤 な然 どし 
てを 臘見ど 不幸なる 遭難 賓に樂 まれ 
、： ：^ 船の 沈沒 ずる や當時 少し 後れ 
お附 おを 航が 中な b しな 船 芙を义 1 

はおらに 遭難者の あ 助 じ 着手せ しも 

- 風浪 激しき ため 救助' なのかく 巧 はれ 

~ ず ホ じて 化餘 名を 救 巧す る 事を 巧た 
るの み 他は 悉く 海底の 藻屑 ど 化し 去 

たりぶ 信 せらる、 溺死を 巧 十数 あ 

中 最も 憐れを 化め しは 結婚の ため 一 
獨 逸の 巧學 大家 グ家 十名乘 組みし 村を 等 ぁ 6 て 悲惚な 
る 物語 b 枚 擧じ遣 ぁらや、 遭難の 報 

j 逮 する や 横 街' 賀鎭ず 巧よりは 驅逐艦 
を戶 旧； 赞外じ 急派し 附 おめ お 上を 搜 

一ぶ せしめ つ^あり 屍体の 賴着す 
の算 なし 


参 巡査 待遇 法改 を巧務 省に ては 下 I 
級蠻 紫を 待遇 方法の な 良 じ 腐 也し お 

れど近 巧 動ら すれば 巡査の 化が 巧爲 

I 巧 現出す るは 畢強 監瞥其 をん 与、 を 得 _ 

ざる じ ホず」 て 寧ろ 生 巧 難 等 か 巧 動 

庶を爲 す 者を きょり 銳 意之が 調蜜矯 

正に 巧い る ど 岡 時 じ 先づ其 待遇 方法 一 

の 一な などして 今期 議會じ 巡ぶ 電守 

遺族が 助 料 給 輿が 則の な 正 案ぶ 提お 

する ふじ ホを し 議會の 休暇 巧ぶ を 心 I 

ちて 質 屠 取 謙 及ち 物 巧な 締 おがぶ 共 

じ提 おする 普なら ご 巧 務當厨 者は 帯 

れ b 


謂本睛 郵便 發着 表.‘ 

ユ ー 3 1 ク 本局締切午をムハ ^‘' 
船 名 經由地 發送 B 
を渡义 沙港 .一月 ホ. i 1 が 

瓜ンャ 晚香波 巧せ 巧 日 
シャト 八化タ ユマ 同サ八 H 
チャィナ 榮潘 間 一二 卞 H 
親沒义 沙潘. 一一 巧 お 目 

メキシコ 义タ ユマ ニ 巧 十 I 日 


おお W 町の 大火 

巧 六：：！ 巧 朝 衆 巧 府下な 川 町 じ大乂 

あら 初めが 防 じ 手 邊れを 生せ しため 

が 柄の 强 風に 煽られし 猛挪は 風下へ 

燃へ 機が り 町民の 恐擺 ど混雜 おがす 

ベから す 消防隊は 必死 どならて 鎭义 1 

じ 巧め 漸く じして 之を' がし 止む る 事 

を おた b 掉ホあ 短な 戶 


横紋 ち 巧 死 ま橫潑 の襄荫 じして 

-材巧 水道が 按 たる 朝 田 父よ 氏は お U 

I 自をじ 於て 死去したり 


♦政府を 大博 贊閲じ ホを 久しく 巧 

き愼み 中な bL じを 揭义 平洋大 が 覺 

舒を 閲の議 はが 後當 W おの 間 じ內談 

I 進 おしあ々 近々 の內 閒曾議 じがて 參 

W の 决雜を 爲し么 をを をす る 事 じな 

.おれる 旨 確聞す 


参 H 本ょ - 
一巧 廿化日 
二月 四 円 
柯 十 _ U 
岡 十六 日 


H 


V 到眷 H 
同化 
间 と 日 
间十 二日 
同 十八 ： n 



を マ^ネ 劑は 1 マチス 曼 特化た ミ熱ゐ ミ、 准脹 、疼痛、 機能 障番等 
傾 ふ j の 疾患を 緩和し、 願 節を 强直 じし、 骨が わら、!： 、崎 形變擺 等の 
S 、^諸 痛が を 化 治す るが 藥 じして 殊に 化 用 上. 胃 胳を 害せ さる 事は 最近の 化 
嘯 學を應 用した る おおどして 他の 類似品の 遙 かじ 及ばざる 時 色なら 

攘 f A 蒙擊 お繁 をを お 常款藝 お 4 彭た 


か 

Y a 

N 




か 


夕年編 病に 苦む 人の 弱点 じがけ 
i 込み、 輔 々なる 詐欺 的藥 品を 巧 - を _ 
勇賣 b ずる 者 ぁら、 患者 諸君は 充ぶ V 
ホ烁 五を の 注意を なて 是 等の 託 欺 师じい を ' 
ィ おか i るべ からず、 本 器は 蹄 巧な お 
り畏る 機械化 作用 じょら 病毒を 驅逐 
ク 。根を せし むる 最新を 明み 藥 管な 
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個 ホの 使用を 巧て 漉 


か署 


.:、？ 芯 


{ cl~ n - J 1 - • - J 1 、： ぅぐ 、. V . • • - ' . 

f 病を を 治ず さ事受 ，"達 I 釀 


誦 i 


電氣お 翰は 純を 製 
~ の おおじ 電 氣を裝 
がい 巧 置せ る もの じして 

試定 何た T も i 输 

目を 常用 すれば 身體 
参 ♦涯の 强魄を 保 七 殊に 
が' 月を ブユ マチス、 化 液 


五 不順、 神經 過敏、 憂 
を 溝 症 頭痛、 眼まい、 一 
精力 かを 等 じ 特巧一 


〇 御 下宿； 

三ユ I ョ！ ク巧班 丄ハ十 巧 了 目 巧廿 

一當 電話 コ n ン バス ーニ 00 と 

や i と歡祕 •お 

▲球 摸娛 築の 室 設備ち 之 お 


•伊豆 戶旧灣 外の 大 悲劇 

ななの 悲 速じ會 してが 数十み ホ遞を 

一海 巧に 葬 b ま. 〇 し 愛聴义 はが 盈 西が 1 ざる じあらざる も 到 おお 時 U め閒じ 


- 加州 排 H 問題 ど墨國 移民 歸朝後 I 

I 排 U 問题 じつき て 奔走 中なる 末 燃が 

± は 十 一 H 平 か 協會發 起の が 說巧じ 

がて 約 二 時間の 大が說 を 試みた るが 

其 要 诗は排 H 間趙 のが 本 的 おみ 策 ど 

I して 歸化權 獲得の 條約 改訂は 妙なら 


巧諸潘 間の 航がじ お 事ず る 一 小游船 

一 じして 嗯殺 僅か じ 五十六 喉が 搭載 船 

をを 員 八十 名なる にも 拘らや 立 日の 

新年 初航海 じは 奥が 豆 地方 避を ぉ學 

化 等が 互' 十を 名を お サ巧航 せ b 然る 

じ當 H は 風 お極めて 激し か. 〇 しため 

僅かに 五十六 顺の小 游船じ 過ぎざる 

愛臟 丸は 木の葉の 如く 潮 弄せられ 危 j 

險云 ふべ からず 乘 客の 不安は 時々 刻 

々ぶ 基し きを 加へ 巧り しが 午後 j 時 

が 豆 夕旧潜 外 じ 近く じ 及んで 怒濤 あ 

数して 將じ 船が を媽裙 せんどし 乘を 

の 狼が と恐瞄 どは ぷじ其 絕頂じ 達せ 


於て が 巧すべき じあらず 而 してみ 期 

州會 じは 何等かの お 式を 0 て 円本 人 

借地 權を 禁止す るの 法案 提出 されん 

旦つ义 じを 馬 運河を 經 もし 歐州務 ほ 

は陸紛 太平が 沿岸 じ ホ 集して 日本人 

の 地位を 侵奪す る じを らん 應急策 ど 

して 啓を 速 動 も 可なら ざる じ 非ざる 

も 哉 効 化は 疑問なら 云々 ど 論じ 更に 

口く 大棵 覺會 じは 贊闷 して 我 固 おの 

耐 をを 示して 而 して 一面 墨 國じ巧 農 

業が おを 送 b て 米 國じ對 する 牽制 策 

を講す 可し ど お諭し 大じ 一般の 注意 

を 喚起せ 


^ 手が、 手が 地、 ブ！ ブグ掛 等 
製造 庶潑入 元. 

日本 ns を 

ン —1 PP 0 N 1)巧\< dooD 化 00 

ご S Broa 乙 さぞ、 • N . Y . 




電氣帶 か虛辩 おじ 巧能顯 著なる 奉は 化旣 じを 評 あら、 然れ でも 射利を 専ら どす る 輩 

じょけ 電舱 放射 化 職を を 巧 じしを 柿の 病患 じ 遮を 奏^し むる 様 精製し わる 最新を 
明 おなれぶ 十 歎 年間 機藥 のがな から ' 

1 1 S 例 鲁年來 交.' 

‘の 疾患 W」 雕み 永久 
に 病患 y 概 治し 喊 I 

巧を 直し、， 精力 随 盛、 元 氣 なお、 天 

壽の 幸福 お をん す 巧し 神經 衰弱 貧血 腦神經 衰弱 C 不眠症、 道 精、 陰 ♦、胃弱、 頭痛 
眩最 、記隧 力 欠乏 等 じ 苦む 人は を 速 本 おを 化 用 あれ 〇御 報な 筋 秘密 じ 說明書 送呈 
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左記 六隻 じで シャ トグ 
を 港 間を 航海し 隔週 化 _ 

曜日 午前 十 時 シャト^ 
を 出帆す 
▲運 賃 

シャト グ橫潑 神 口 間 
一等 が 十 弗 

1 二等と 十 素 

加 シャト グ巧司 間 
P 一等な 十五 巧 
niH , 二等 八十 弗 
^ S I ， 一二 等 四十 一一 亮 五十 仙 

ui - ご 但し ニユ！ ョ！ クは 

ん 化 H 化 ょら 五日 前 じ 

^ T 御 出を 有 之 度 お 

佐 渡 化 十二月 サ 九日 

橫濱化 一巧 十二 日 

阿が 丸 一月 廿六目 

靜岡丸 二 巧 九日 
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迅速 

熟練なる 荷 造ら 人 ご 走 力强き 旨慟ボ 
ごじ 化ら 自今 一曆进 速なる を 送 巧 化 
慎 間 陸績御 注文 奉 願 上 煩 '，.:’.’':. 

巧 桐 兄弟 商會 
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報 
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'♦ 外 闕の應 おを 斷 はる-蝶 なの 噴 
I じ關 しホ國 大統領、 ホ國 赤十字社、 

; ジ ャ バ ン ツ サ エ チ ！、 タ ム ソ ン 大佐 

等が 卑を義 がを 裳 集じ营 手せ る i は 

旣報 S かくなる がを ホ おへの ホ電じ 

がれば な题の 朝野は 今 巧の 變災 じつ 

き 可成 外國の 援助を 仰がざる 方が な 

る もの！ かく 吾國 ホ 十字 社 よらの お 

電並 じ 救濟をを滥澤ぉ爵よ ら當地 U 

本協衙 宛の.' 電報 じ徵 する じ 「巧 巧の 

時を 及び 旣じ裳 集 濟の發 は 難 有 受領 ^ 

I すべき も あ濟ホ 法は 日 下 化 府救濟 を 

1 員會 じがて 質 打 中 じが H 本 赤十字社 

は 寧ろ ィンター フユャ せざる をな で 

I 適赏 の所搔 な - O' ど 信ず、 化て 今後を 

廚乂 よら 義が お篡 集の 義は巧 卒御見 

|<口せ被下たし」 云クどど-*:'、 な上故 

圆 朝野の 盧 向は 义國 人よ ち すれげ 

一 姑 禪解 じちむ 点な きじ 非ず ど 見へ 义 

I 闕ホ 十字 社の 幹が を 巧 b 居る ホ！ マ 

I ン碟の 如き 「口 本の 赤十字社は 戰時 

じ 重きを 晓 きおる 所よ b 斯る 方針 じ 

出で しもの ならん 」' ど 語りし 位なる 

が內 國の變 おじ 關し外 固の 援助を 斷 

はりし 事は を國 じがて 前例を しどの 

說 なる も 或る 一部の ホ 人は を 返電 じ 

1 おし 一時 失 普： したり ど 想像 せら 


; 化 粹樣化 剔 御 承知の 當 巧も义 敷を 化の 

風物 甚だ 寂寥を 秘め おお 處 正ち じ 入 

り 候て な ホィ ー スタ） の 季節を 互 巧 

を 前 じを へ 候み みならず 天候 順 かの 

爲め 商が 稍々 巧 氣を呈 し 中 憤 何卒 本 

1 年は が 成趙を 舉げ度 ものに 御座 候 
當巧 H ネ人會 も 從來に 「亞巿 H 本 

I 人を」 ど 巧し が候處 加州 アラメダ ボ 

に 於け る H 本人 會が肖 下亞巿 H 本人 

貧 ご 巾 短 候 じかき 自今 「アト ランチ 

ツクシ チ I 」 日本 乂诗 VJ な 稱化候 趣 

j 御ち 勞樣 じが お亞 巧が 惡 ければ 阿 巧 

じても 宜 敷と 度ち 仕 候 


_ を閒 体協 闷冷附 を 慕 集 本欄 特別 

I 媒吿の 通ら 當 地のを 劇 体は 一' 般化留 

I 陆胞よ b 播災 民救濟 ぶを を 募集す る 

I 事じ决 したれば 大方の 諸彦は 多々 じ 

II 不巧豁 つて 横 お 正を 銀 巧へ 向け 應か 

i のが 金を せられた し 


I 、 間 情の 淚 、温かき & 大嗔乂 の 飛： 

I 報 到る やが 附を 募集の 廣吿出 づるじ 
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を！？- 情を 致すべき は 固ょ ら當 然の義 
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追て 義 梢を は 便實上 T 記ぶ 脚 体へ 
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る 事は 豫て 聞く 所なる が靜座 法を 熱 

I ， むじ 實驗 して 体屢 一二 十五 バゥンドを I 

者した る當 おの 岡を 義- 氏は 化 巧 高 

~ 見 ド クター 邸 じて 其實驗 をな し别座 

の 人々 を感 右せ しめたら ど、 ちじ 就 

き 高を 氏は 非常 じ 興がを 感じ 靜座法 I 

におす る醫學 上の 關係 及實驗 中身 体 

I を 部 じ おふる 影響を 今一 應硏 おす 
目的を なて 近 H 巧び 岡を 氏を 巧き 裸 

_ かの 儘 節 座賞驗 せん 事を 望み 其 承諾 

を 受けた るが 岡 旧式 靜度 をの 修養は 

i 極めて 備略 何人 じても を 易 じ 實智す 

るを得べ < 胃膽ぉ神經 |^ 1!^顯ぉ等じは 

I 効 驗特じ 著しき ものみ ^ ど 
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I 勤 中な りし 同氏は 家族 间伴化 お歸朝 


♦慘番 電報 じ 就て 西部 新 _ 聞 紙上 じ 

-廉 せらる！ 蝶 島喷乂 の被蒂 電報の 
には 當地媛 領事 絕 へのぶ 報 VJ を < 

な對 なる もの あなて 島民 一巧 化 千 人 

I 中 巧者 化 千 人 あ 6 たら ど 記し 直つ 右 

は 巧お维 派遣 官 をの 银吿 なら ど あれ 
I ごもが 易 じ 信ずべ からず 


義 梢お應 慕者續 々たら 十 弗 宛 飯 
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を 本 貫-園 田 云璧奧 化重惇 岩山 
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I 巧 關化善 作 
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申當の 處出發 準備 多柜 のた め不 得な 

意 乍 略儀 0 新 紙た 禮 旁た 暇 乞 申 上 候 

頓 首 I 

千 九な 十四 年 一月 二十日 

早 川. 薦欠蕭 
..同 よね 





御 下宿 
中島 


米 慰 一手 販販 

總裁 伯爵 大殴重 信 
副 お 裁 男爵 溢 澤榮一 

▲實業 講習 錄 

ーヶ巧 三册 ) 五十 化 

S ヶ巧 ( 六 册) 一 弗 四十 五 仙 い 

六 ヶ月 ( 十二 册) 二 弗 八十 仙 

九ヶ巧 ( 十八 册】 

ーケ年 ( 廿 四册】 五 弗 五十 他 |:j 

築 一を よらを 部 取 6 揃へ 置き 候 間 
御 ホ 込 被 下度展 


靠親聞 取次 

大坂朝 旧 新聞 ーヶ月 
を 巧 報知 新聞 を 
東京 二 六 新報 全 
をを 萬 朝 報 を 


1 〇 
〇〇 
〇〇 
六 〇 


108 E. ミ St. 夕 Y. 0 さ '.. 
Pho ミ 送结迈 arles 


齒 


治 

芽 

03. 


療 

閒 


韓龍蠢 吗 I 


I 齒科醫 伊 輿 旧淸吾 I 

四 弗 二十 阳 3 ぶ W . 一〇 で T 田.， City 

■ Bet Colu 呂 b 受 & IVlanhatta 口 Ave. 

、rel IRiver skie 苗奠 f 

k**w^%*^ ，••••••■■•••••，••，一 


■I 御 下宿 中 


川 

. チ 五？ 街 一四ぶ 半 

Chas sakagawa . 

Phone 1318 Orch ミ (1 


▲か 襲 掌販賣 

十錢 巧手 二 お 十五 仙 

▲ 手紙が 次；； 

ーケ 年を 一巧 


讀者 諸を の 御 便利を はから お 月 一国 

博 义堂薪 報な & もの S 

巧 致し ゐら ゆる 新 巧 書の 內容 を瑞切 

T 寧じ說 明し 其の 他 新 巧 書の 目錄を 

部を 揭載 しあれば 讀者 諸を じがら て 
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巧 フロリダ 帅 

佐 藤南嶺 

一新 報平货 新年 號の所 威を かしく、 述 

ベて 見やぅ 0 

がれ も ごり-.-^ じ 面白 < 讀ん だが、 

I 就中 小 供の 搜繪欄 じ 偶した 文 言は ユ 
モアな 出を の 文字で めつ た 〇曰^ 
i 〇 搖 籠の 夢 緋か紫 か 働く 口 

I 〇 大き < なつたら 墨 齡じ鐵 砲を 質 

i 这み 相な 巧- 

巧ん ど 云 ふふく やかな 言葉で あら 

子 煩 糖の 親 達は、 か 子の 掃 給を 切が 

て 屠蘇の 氛嫌じ 新 玉つ て 恐悅〇 

おの 眼 (货天 巧が) 

飽< なき 官能 慾は あの' 破 娘に まらね 

ば 止まぬ 0 

怪しき 抱擁の 力を る 女性 0 
; 熟廢 した、 巧 女が こ '> ら かつた、 雜 

がきの ゆき さつ 0 

正 男と いふ 蒲柳の 靑 をが フキ デヵグ 

ょ b 起る 賴 火の 飯 動 0 

I 嘗天猎 窓の 威覺描 為で、 化が の あ 

一筆， ノ きで、 周 剧の致 精 描 為らが な 

じ 成功して 居る、 潤 一郎、 幹を 何爲 

ぞ 、先 0 無難の 佳げ ぶ 云ぶべし 0 

I 罪の 吿 白. 丢峯 氏が) 

ぶ 人の 女 巧 ぉ 幾 ど、、、、、 或る 殖 

一民 地位 新聞社 員が 巧し きお 举 のい 

ミつ を 物語り 風に、 普を が 淡い 過去 

み 追憶を 辿らての 痛ましい 吿 . di であ 

る〇 今少し 作巧か 举伸じ 出沒し r . を 

I お 巧を 帶 びた、 對 話の 間剧じ 誤储描 

字が なし かつた、 をして わ 幾の 述が 

が 巧知 じ 松して 殊 がじ^ ミ 八 トン 夫 

人 ど 子^ ソンを 對 照に 擔ぎ 込んだ 悚 

が ある 〇 

; 切 巧 じ 前 ザ じを けた 独 術の 感銘を 打 

て竣 してし まつた、 惜しい 率を した 

I か 歌 じ 随筆；' 迫 藤を 郎氏 化- 

新年 號 じは 君獨特 3 情 緖の領 動が 流 

でて おらの 〇例 かば 鷄嗚曉 を 報 やる 

i ごか、 を ホ燦爛 どか、 大器 晚が ごか 

I 云 ふやぅな 文 難 的な 所諷 月並に 惟： し 

|た0 年頭の詩义はちょ-^豫則しては 

巧な かつた、 慾を 申せぶ、 今み し 巧 

をぬ けた、 氣の 利いた 义 字が 欲し か 

一つた 〇もホ 君は 惦ホ のなん だ、 刹那 

わ 推移に も 眼の 屉< 感動の 敏い 人で 

ある、' 而し樂 相を 泼く 見き わめで 筆 

1 を 執る ム では* い、 君の やうな 才ん 


の ホが 得 恵み やう じ 思 ふ、 今一 段の 

I 推 鼓 洗練を 待つなら 0 

巧を ホいて (ばな j 作) 

I 錢 、、、幾何 ぞ 、新聞 寶モ 等、 見知 

ら たる 藝 題の 芝が 此町 じ、 化 人の 作^ 

物は いつ 讀ん でら 詩 葉のを 菩 力が 豐 

かじ 流れて ゐ る、 純な 必 持で ー ホ 踏 

み をんで 事相を 魄 めて 居る、 をして 

巧簡の景情ぶ描して感興をを~^るの 

ガがゐ る、 よで みのない、 洒 をなず 

法で 書き流した 物事 じ 願らぬ ご 云つ 

たやうな 風格が 作品の 影 じ 潜んで 居 

る〇 なが 初めてば な！ 君 じ 逢 ふた 時 

におの 顔は 化を じよく 似て 居る VJ 笑 

つた 事が をる、 化 人を して 早く 目 本 

じ歸 らしめ よ、 をして 馬 じ 乗 かけて 

I 柬 海道を ホ かしめ よ 0 

化の 句を 想 ふ (獨 巧處氏 作) 

化 人は 天を の 高い、 趣味 性の ゆたか 

な 理解力 じ 當んだ A である、 言々 句 

々化 おの 深み じ 溺れ ゆ' < 、なおは 底 

ザの ある 感銘を 亨 けた 〇 然しながら 

世を A 眼の 一 化が、、、、 外 松 ど 云 

ふ 季題 趣味を 捉 へて 人生の 餘趣じ 

I 大蠻 策を 點 じた 事は 獨巧お 巧の 御說 

のか < 今が 新ら しき 意義 ゐる 詩實で 

あらます が、 昔を 僧】 休獨锁 云々 の 

栗 項は 彼の 外 松の 句 どは 何等の 關聯 

がめ b ません、 なせ なれば 季題 趣が 

からを へても 又 時間の 上から 推を し 

て も大み 間隔が ある やう じあ なれ ま 

j す。 僧 一 化 曾てな 陽 じ 化を 瓶して、 

欄微じ 讚して 曰く 

み 上を よを を ふ 化 見 かな 

拓 一句は 人口 じ胎 炙した 名が であら 

ます、 花見は 一二 月で あ b 外 松は たお 

-巧 であり ますから 時間 どを 趙ろ 相違 

自 つど 說 明を 盡 してが b ます 

.ら ダヵ タシの 一 化か 尙 でも 獨 磯は 

ス ー プ のを VJ は斷 せの、 か 何の もの 

じ や？ 

加 贿述信 (天涯 巧】 

化 人の 通信 文は 巧き 屈いた 觀 おど 瑚 

知 ど 情趣 じ 常， W だ 暢達な 拳 つきでい 

つ 請んでも 面自 い、 S 巧の 塔 長 太 お 

も ある 〇鄉 焼う でん も ある 〇叙樂 の 

I 着目 凡なら ずぶ 謂 ふべ し、 南 曉生曰 

雜 ては、 瓢孽 かの 辻占 寶も 〇夜更 

けて 巧 炊く 巧 靡さん も 〇 巧 づけの 吉 

ホ 線 じ 夕 冀を巧 ふ 〇路途 の 藝術家 も 

飛び出す であらう 〇閒く 加州は 目 本 


じ 惟して しまう 恐れが ゐ る、 君は 無 

I 巧 じ 作らず どが じ觸れ 物じ應 じて お I 

I 調め あくま； じ 筆を 運ぶ ホが 或は 化 

い 物が 出 巧る かもから ぬ、 君は 親 歌 


I は 物事 じ關 也す る こ 動もすれば 一方 人の 化物が 澤山 化んで 居る さ うぢ や 


詞友 天涯 君の 加帅 下ら A 隨み ど 道草 密 

じ自が 慕れ た、 をれ も其當 である 彼 

の爲 じは 思 ひ おのぞき ニュ I ョ ー ク 

じは、、、 じき 最 変の 佳人が 慕 巧の 


- 草木の ゆらぎ じ も、、、、、 後髮牽 I 

かる^思ひかあるでるら'ぅ、 多感の 

秀才、 若を をれ かし ど 祈るなら 
吕お度 申納お (卓が 巧). 

足らぬ 舉閔 無い 智惠 絞ら 鳴 呼が まし 

も陳べ 立てます る 化 ホの 大顯 、民 

族のを 屡、 辕ぅ 云つ たやぅな 調子で 

論策 じ 時 交じ 隨筆じ 何 じくれ VJ なく 

:嘗 句を 賊ジる 癖が ぁる、 君の 持論は 

加州な 薬 策 ぶび 南進 論、 新報の 紙背 

は 君の 個性の 勇躍で ぁる (ホ 完) 


I \ 

(( 


投畜謂 


/1 

ピ 


ユ ー ョ！ ク有お 家の 發 なで 此頃 
禁酒を が 組織され て 役員 逃 擧の結 お 
は 左の通り、 違反者は', ィボ ー グを j 

を會 員じ飮 ます 丈の 罰金を 出す の お 

やを ぅな、 永 <績 けば 御手 巧す 嗎聚 

め 鸦を願 ひます (正覺 巧) 會長 日懷 

保を 君 副會を 家み 豊まお 同 矢 鳴 I 

を ま 君 首席 理事 來栖 S 郎君 理事 

竹 旧 义吉君 水み 涉一 二君 柿 內常巧 

郎君 かお 田 春 次 君 中 族み 一 君 
が 徽化邮 若 中が 繁 がを ± 生 茂 太 

郎君が 添が 治 若 菊 地 東 陽 君 
弁 代表を ぞ本 君. 手嗚巧 一宮 君 
おが 斯巧組 化を 者 武井若 巧 本 君 
おが 組 代を 者 佐 藤を 懲剖 委員 原® 

郞君 甲斐 健 一 君な 上の 逆らで 高 一 

瀬 古靴 井 蘇 岡 草 信な 术 

高見 ドク 离山畜 一 手が 地 ま 

大挪お 田爲逛 等の 諸氏は を 員た る 

め 資格な しどて 入 會を拒 おざれ 飯 

鳴摄 領事 一を 正を 齊娘 副領事 等の 歷 

々さへ 哀願の 末漸 やく 入 貪を 許され 

たげ な 


峯 


# 農業 家の 巧機會 

采國 中西部 じ 於け る諸穗 事業の 發達 _ 

は 實じ可 驚 長ぶ の 進 ホを 示し 其 結果 

吾 同胞 勞働 者の 需要 俄然 数を して、 
賃金の如き五年前の二倍どな-<='ス ク 

グボ I ィ さへ 一過 五 弗て ふ 高給を 

轉 る有樣 なれば 純 俾の勞 働 者は ーヶ 

S 優备弗 S 1 千 藻 I 

蕃し 得べき も 入圃者 少なき ご 獨立企 

藥 家のを きため 勞働 者の 供給 不足な 

るを 遺 城 ごする 位なら、 旦 農業 希望 I 

者は 米國 人の 銀 巧- < な 収獲に 對 する 

據 0 低利 資本金 線 f 

現じげ 年の おき 間胞 農業 家は 無資 

錄 5 作 數千乘 の 純益 

を 化め たら 本年 も 豊作の 見&じ てを 

がなる ± 地 數夕ゐ b 、 農業 じ 成功せ 
ん VJ する 人は 化が 機を 逸せず 調査 通 一 

信 壁 金 或 弗を 添へ 左へ 照會 あるべし 

浸 r . 苗. Y . I'akashiBa 
Ge ご ミ al labol - ocn す a わす！ • Pnd bus 吕ま s | 

130 rmation b 占 rea ゴ 

p . 0. Box 80 Denver , 001 ミ ado 


新開 業 
〇鑛 類ず き饒 
〇 ぅばし る 粉 
ずし 

正午 十二時より 

夜 十一. 一時まで 


_ 翻 育を 五十 九 下目 

一二 百 二 十八番 
電話 

プラザ 五八 〇 六 


A A 

111 
■ ■ク 


づ V 



をて 當館巧 じ 在らし 靑年會 は 新じ會 j 

舘を劍 立 致 候へ 共 當舘じ 左の 名稱の 

下じ從 前の 通ら 了 寧 親 巧を 一一 ほごし 營- 

業 化 候 間 何を 御 引 立の 程 奉 ホ 上 お 

参 御て 宿 靑 * 箱 

大ホ 田廣ホ 

，ンキ シン トン 街と 巧 化 十八番 
•rapa ヴ惡 e /oun 的 me 是巧 〇呂 e 
798 L-exin 皆 on を <e •シー eg Y ミ k Gi す 
Tel.2969 づご養 Prop •.苗 .oida 

• •参 • 


地所 家屋 賣 渡し 

武巧 上流 社 曾の 化 お 地た る フラット 

ブシ じある 美麗の 家屋、 地 巧は 長さ 

な ホ 五趴幅 五十 五 吹グ！ ム十 I 、 湯 一 

殿ニッ 、家具 一巧は 最新 まの 設備な 

6、 み 回 ま 人 地方へ 移 轉じ付 曰本紳 

± じ 質 渡 度し、 傑が は 委細 面談 又は _ 

新報 社へ 聞を された し 

一 寒 Straiford Brooklyn N . Y . 



許が 毯 

V す々 子 か 
•をみ づす 

ぶ 呼，^ 夕 


I 腿 
提 

端 


ま 目 本 食料品 何でる 有まず 

ご Wapping St - CJ.harlestown Ma を. ジ^^、/ 
ぶ Tel . 784 w . Cblt2vn 才 トシ 



▲每巧 十日 發巧 一部 捨邮 


S & 曰 本人 


The 2 な pon-Jin 化 
Gr 某 nwich , oonn . 


◄巧を 命 傑險赋 ► 
特別が 理人 
早 川 保次廊 I 


巧 4 含ゴ 160 一至 nger 巧 uildin 巧 

149 Broad ミ ay,N.Y.C ぎ 
T'el. 49 養 Fmn 夏 口 


〇 和洋 服 裁縫 〇 

御 婦人 用 洋服 一巧、 男女 用 和服 一が |夕 

边速 T 趣 じ 調製 仕 候 


P 货冷鬟 88888 议髮 8 一 

日本 御料 哩 

今 岡 左記の 處於 じて 巧 


を 儀 今般 左記の 巧 じ 於て 
新ね じ 御 下宿 開業 化り 萬 

事 親切 T 寧を 實 どし 大勉 

强化順 間 何を 御 引 立の 释 

奉 希 上 候 

巧 俄 古市 カップ ー ジ 
グ "1 ブ衔二 四 ニ ホ 

日の出 舘^ 

ご 一河 爲吉 I 

-Licmdcm Tame 
24 装 00 tta の e Grove A - ve . 



山 旧 

51 仪 \V. 1 揖を St. CJityTTel. 1 凑 


蘇 か 


巧 望なる 貸 地 

人物の 如何 じよら ては が當の 資本 I 一 

を 貸與ず 

撰 所は デラ ゥユャ がの 上流 じて 鹿 出； 

物を 大都會 じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 

ニニ ー英 巧 0 上 貸 輿し、 ブース は 一二 年 { 

或は 五 年 じても 可な b 、 おし 買な ホ i 

望の 人には 一英 师サ五 弗より 巧 五十 I 

弗 迄 じて 多少 じ 不拘賣 渡す、 農具は： 

相談 じより 貸 巧し、 果樹 植付、 養鶏; 

踞 飼養、 蹇 豚、 乳牛 等じ關 する 實 I 

地の 經驗 を敎授 す' 可し、 又 ± 地はイ 

ゴ裁培 じ 迸す 養 鷄ホ望 者 じは イ 

キュべ _ 夕！ を 貸 おす 希望を は 

新報 社へ 申这 みあれ 


魄 SIf た搜麗 

化ら 釋 々 

可 致 候 間服々 敷 御 ホ 巧 

奉 願 上 候 

§ 瓜 錫 かば 燒 ▲手 巧を ば ▲鍋 類 1 

^▲其他何でも御注文じ應じます 

こユ ー す ー ク衆 五十 九 

T 目 •百册 一番 地 



レネ シン ト ン衔 より 

一一 轟 目 二階 

電話 プラザ ー ニ參 一二 九 一 


0 本人 織 業 

周旋，， 

三ュ 131 ク巿 第み 

街 八 四 四を 電話 ブラ 

イアン トとと 〇 九 

まほ 谷 段 之 巧 



§巧米國最大の洋服お^^訓 
目 ホ 人の セ 1 人ス 

ブ ソ を鹰ひ おちまず から 諸君の 御 注文 じ 
ス こおし 特別の 注 患を 致します 
品赞の 上等なる VJ 仕 立の 入念なる どは 弊店の 
特 点で あらます 

ス ー ト ニ十 弗 0 上 
ォバ ！ n — 卜 ■二十 萊巧上 
燕尾服 己 十 弗な 上 

ゼ ユフビ 1 そユ ー が 服 店 

中 川 


を 服 並 じ 外 奪 御 注义被 下ません か 
服地 並 仕 立は 御を 知の 述ら 確實で 


ぶ 

堂’^ 


廿 弗です 

一 〇〇〇 〇 レ 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 

::悠 々洋服 巧け 

0 - 


、〇 0000000 公 0000 00 二 

な 8 W •な St 田來 T . IV . Y . 

PHON 齿〇 巧ち 田 尸 


新 育 巧 二十 一二 T 目 西 巧 云 十 丸 

會^ 御料 埋 

電話 モ！ニ ン クブィドぉ】 ぉ四 


靈繁議 糞 没？^^ 巧 煤 煤游！ 

念 陶遮肅 ぁ雜貨 

卸販賣 精々 勉强可 化 候 

'多 治 見廊會 

、一 ^ 宙 巧 叫 於 JTJ 夕 II 00. 

597 wroadway^ N. Y‘ 

TeJ • 襄 一一 化 priiig 

觀ぉ薑 なな ！ な拽 § が 養 S ぉ痛 规 

巧 留靑年 唯一の 機關 
圖書银 、運動 部 

夏人靑 年會' 

日賴 講演 談話を 
進 ホ靑年 理想の 圍體 

巧靜 じして 淸 潔なる 

乂貸室 ぞ湯胺 附マ 

Mrs. woshin 。 

132 Ldwrence St. 〇安 
op 可 t ち - 一 送を 望 - I'd 送 72 gornigsid 


TiB 

N 

A T 
R s 


; V バニ ー 

s 誦が食 巧 

がが ニユ ー ョ ー ク巧十 旧 巧 

則 4 

L 4 — 


目 巧 十四 番 

. '藤 


山 巧を 店 j 


苗 I 山 品 

C A £ 2 3 S I 

^.3 む。 M 州， け 

占 r I b 2 ?. 

T A ? んが 

J / t い s わ {3 ぶ 

んげむ w B M ^ 


查强じ 四 巧を 校ゐな 6 
じ學 をは 封 もじ 巧 巧す 
る 極 あな、 柯旣 '能で も 
おへ 巧 おにても ながょ； 
- b を较ネ . 

、'、 ' 1‘ 9 ッブ进 巧 
''ス •おを 校 
リ謝 はまて 廉な 6、 巧 
細 沿は 中越 巧 第 送 6 何 
巧で もを 触み 巧す’ 


御 下宿 吉旧 

泛占 liexin 於 ton Jwe . 夕 Y- tJHy 

nopr a 朵化 tr な ot 

'relepllone 巧 Isa 泛 な 5 
A ♦球 鶴 あら • 


か雜 貸た ろし 賣 

商品 目 錄御留 巧 第 無代 進呈 
巧 俄古ポ 

廳藤 小川 商店 

00^^^ 00. 

827 ム 81 W. Madisorl St. Chica ち Ilir 
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wdEts 鼓 S がジ i け 

A 化 阿； S が.. 化 § ■か d c ^ 

E な货 tjap 如 i*S 
巧； Ti 器 思け 


肖が 報定憤 (前金 郵我 共) 
□一部を 五 化 □六 ヶ月 か. 一 お 
□ーヶ 年を 金1 素 t i 

千 九な 十一 年 六月 廿 四日 郵 が； i 一 

殻 巧' ' : 

發巧 兼 編輯 人 甲斐 健 1 1 

發行巧 觀育 新帮社 一 

が 育 巧 第 六 お 二 一二 八 
電話 六 四と 一ニ チェ 八シイ ー 


早く 日 共 合併の 

議》」 みぞよ 


會員 


な 共を 財の 可： を じ 就て は 前 役 貴會の 

席上 じ 於て 充 かに 研 巧され、 役員 夕 

I 歎の 患 おはを 併ぶ 巧な り どす る 事 ど 

なつて 其 趣意 菩 なる ものを お 濟會員 1 

I 並 じ 一般 巧 留闽胞 じ 送る 事 じみした 

度 ふじを 趣意 截 はを 併の 可なる 事を I 

I 說明 する 上 じ 於て 遺據 みない もので 

ぶら ぅご 巧 像ず るが 吾輩は 一 釉の威 I 

精 じ 制せられて だ逊 する 人 や 或は 新 

|設^本人令發起をの呂のを誤解して 

I 赞 巧の 剩 斷じ踪 幾す る 人々 の爲 めじ 

截 言を 费し 度い V' 一思 ふ 

元 ホ u 本人 ホ 濟會を 設立し ね 動機な 

:る もぶ は單じ 病人を 歸國 せし むる ど 

お 又に 慕 地を 巧 入れる どい ふやぅな 

I 消極的の 率樂許 b でな く 巧の ぶ 礎が 

I 强固 どなる じ隨 つて 漸み化 留間胞 を 

かの 福巧增 進を 圖る どい ふ 目的で 二 

牢 前を 則な 化の 諮が 起つ た 際 じらな 

I 正會則 おじ 此举を 明記す 可し どのな 

I 見が 阳だ 位で みつた、 左れば 化が 間 

術を 体の 穂 掠 的 ホ 巧 じあ 利なる 事業 一 

一を 試ん どの 目のを な-て 生れん どす る I 

巧 H 本人 曾は 化り も おさ 中共 濟會設 I 

I 立當 時の 目 巧を 比敕の 急速に 逮 せし 

むる ので 此點じ 就て は 巧 人 も 间邁す 

る 巧と 思 ふ 

み じを 間 じ反對 する 人は 日 共 兩會の 

; 事業は お 本 じがて 其が 質を 奧 じする 

ごい ふが 吾輩は 左樣 思は ね、 柯 どな 

ればお 濟會が 從巧專 らお 力を 注いで 

1 巧た 慈善事業 も 新設 H 本人 會がお ホ^ 

爲 さんどず る 事業ぇ 穂 械消极 の 差別 

i こを あれ 同じく 巧 留闊胞 社 曾を 体の 

源 一的發 達を 目的 どす るる お 事業て 

ふ點じ 於て は 何等 異ならた る 所は な 

いので ある 

巧 じを 間の 利益 じ 就て 一言 せんじ、 

i 骄 日本人を の證お 者は 巧れ も あお 間 

巧 あ 濟會 のを 達に 努力した 人々 かお 


I 北ハ藥 業じ與 はる 人々 は 現な お濟 曾の 
役 貴 じ 有力なる 新を 子を 加へ ろ 事 VJ 

なる であらう、 然 らば 例 か H 共兩會 j 

がを 立して お 極 消極の 事業を み擔 す： 

る带 どな つても 両會の 幹部は 矢 張ら 

猪んで 問 一の 人々 じよつ て 巧 表せら 

事 どなら 總 てが 朔せ 中して 合間 
の 面影を 示す じ まるで あらう、 若し 
吾 冀の豫 想が 適 中して 卑晚 を闊の 磯一 

運じ逮 する ピ思 ふなら ば 尊ろ 此際新 
本人を 剣 立 發表ど W 時 じ： n 共を 词 
を發 をして 在留 叫胞 のを 共 事業を 統 

する 方針を みす i が 最も 策の 得た 

る ものでは あるまい か 

終ら じ尙 一言 化 巧のは 化な 上の ぶ 礎 I 

を 固く する に 円 おを 間は 一 H も ザ 

ホ 巧す るの 必要 ある 事で るる、 或 人 i 

は 現々 お 濟會の 化を 的 あ 礎を なて ホ 

常じ孽 固で あるかの やう じ 誤解して 

がる、 乍 併置： 円 や 千の ぶ 本を はがを 

の 樂紫じ 比較して 甚だ 僅少で ある ど 

をはねば ならぬ、 若し 不幸に してを 

員 中 じ 死亡者 义は 不治の病 じ播 つて 

歸國を 嬰す る 者が 数名 出 ホた ご ずれ 

ば 巧の 财 政の ぶ 礎なる ものは 忽 じし 

てを 赚じ歸 する であらう、 斯る媒 八 口 

じ 於て 最も 急速 じ 基本を の塡 補を 爲 

す 事は 頗る 阴難ど 云は ねばならぬ、 

然る じを じ冀 固なる 基礎を 背す る 口 

本乂會 がめ つて 緩急 相應 やる の 方 創 

じ 出 でたならば 共濟 事業は 遺槪 なく 

賞 巧せられ 之れ ど 同時 じ 巧 留間胞 の 

精 破 的を 共 事業 も發 速す る じ 至る で 

あらう、 徒ら じ 一硕の 感情 じ 制せら 

れて化 巧 機 食を 逸ず る やうな 事の な 

い 様 じ 巧 じを 望ず るみ 第で ある 


A 乍 併 何時を ち 放つ て 思く 譯 じは 參 


ら ず、 


ける 婦人 諸氏は 社を 上は 勿論 慈善 事 


青へ 別 じ 好い 工面 も 出 や 業 じ も 中々 渚 潑じ潘 動せられ 換 、お 


濟 をの 事業な では 婦人の 力を 借りて 

曆發 達せし わるを 得べ しど お 傾、 
如何の もの じ や 大方の 御意 見を ホめ 
おな 上 


巧し 紛れに 上院の 親父 共を 集めての 
栖談が だぅ 観 まつた かからね ど 多み i 

因 おを をめ て H 本を 泣 お入らし む 巧 

し 位が 關の 山なる ベ' く 候、 曰く じを 

晦通遇 料 問題、 曰く お 墨關係 ァン ャ 

ンャで 米鹽の 外を 關 係ら 中々 厄 か I 

じ 御座 慎 

A 墨國 をぉ領 <2 併す るは 米國じ 取ら 

て 朝飯前の 化带 、又國 はの ホ 望なる 其 時々 ぶ 藤夕郞 

可く 墨國人 ほの 爲 めじ もが 方が 結局 時 針の たし < 刻む 晉每じ 過 まを 殘し 


斷簡巧 墨 


卓 卸 

▲日米 問題は 又 候 頭を もたげて 參 

候 頭痛 鉢を は 單じ山 本 君 牧野 君の み 

ならず、 ウキ グツン 君も武 雷を を も 

閒穂じ 候 rH ホ 願 係は 親善なら」 ご 牧 

巧 おが お あを 濁せば 「がみ 近き じ 化 


は H 米 兩國の 平和 親善の ためじ 不~ ら」 ど武 君は こじ 胡 魔 化し 居ら 候へ 

共 也の 巾の 苦し さは 吾々 共が 借を 取 

ら じ言譯 をして 追 ひ歸す 所の 比 じ ホ 

ず、 巧 どじは や 御 氣の毒 千で じ 巧 校 


結 一身の 利盘を 犧牲ピ した 人々 であ 

る、 思 ふじ 新 H 本人を が 成立した 曉 

i きがな 員 どなつ てな 留胞鬧 を 化のを 


宜し かるべき や も 知れ ざれ ご 英佛獨 

の 墨國じ 有する 經濟的 勢力を 度外視 

I する 譯じも 行かず、 を 併 後是等 諸國一 

じ對 する 黃 ほを 如何 じする かを 思へ 

ば ウイ 八 ソン おの 態度 鬼 巧を へがら 

口 も 無理は 無 之、 左 bw は モン： 

ク トリンの 手前 も ぁ b 人間 をれ て 

大統領た る 勿れ どは 盎しゥ 君を 填の 

述懐 どが 候 

▲禪を 噴 化み 飛報 まる や 倦々 十五を 

の替 員を なて 成れる 亞ボ U 本人 會は 

罹災民 歡助 巧を が 弗 あ 附の議 を 速み 

をし 爸附を リストの 劈頭を 飾 b て 

寸 がを ッ子の 鼻先を 巧' り 中 候 流 巧に 

ホ おの 目を 拔< 夏热巧 おを の 電化を 

火 的英擧 どして 讚嘆 敬服の か 無么岐 

一宮 操ず 女 おのな 巧締人 招待 おは 

雨天 じだ 不拘 非常の 端を じて 五十 あ： 

近くのを 會 おぁり 而 かも 才貌 巧絕の 

御 締人ホ 許 ゎじて ょ < も コン ナじ揃 

つた もの かな ど 勘から ず感嚷 、斯る 

美しき 異性のを を獨 占して 恐 悅ま破 

じが せらる 方郞君 諸氏の 御身の 上を 

推し測 ゥて シミ----^ 獨身 が活の 恐を 

悟ら 申 候 

A 巧 巧 撼人方 も 殿方 ご 岡 じく 故國 

かける がかき 化を 上の 渝 かを 據 じせ 

る {能は ず從 つて 時 巧ら じは ホ 

シック も 起る 事なる べし ど 想像 致 

候、 一巧 夫人の 茶話を は ホ おの 婦人 

j ホ じを 遊の 機巧を 與へ岡 時 じ 巧留婦 

人 0 社を 機關を 作る 手 初め ども 可 相 

成 吾 社が 人は 尙化上 ども お 力 家の 御 

婦人 ホが 一宮 夫人の 撤を踏 わで 此柿 

の 曾を を 数々 せられん 事を 腑 b 中 候： 

A 婦人 會 じて 思 ひ 出し 候が 西部 じ 於 



接て は 起き、 おきては をし つ！ 

施を 命を 削つ て 巧 <0 

自 みの 巧禪じ はいつ どは なしに 渡米 

0 巧の 雜 をな 生活 狀 態が 蔭の 如く 通 

ふて 巧る、 蒂 やかな を 彩 も ぁれば 陰 

略い を も ぁる、 欣 避の 記憶ら ぁれば 

悲 あのを 憶 も ぁる 0 

趨 多の 巧 米 巧 胞は學 じ 業 じ 成 巧 せん 

ど ホ 巧 じ 獲いて 居る 時が 靑 年のを 命 

で、 やがては 純潔な 慕鄕の 涙が 洞れ 

追懐の 熱峭が 冷め か！ つた 刹那は 怖^ 

るべき 啥 落の 階段 じ 踏み 立つ た 時で 

は あるまい か、 感籍を ホ めん VJ して 

緣洒の 香 じ 惑 ひ、 な 澄の 影 じ 化み、 


•I 大統領の 對 一 

外誦 

ah 乂 問題が 主要 事項 
大統領 クキグ ソン 巧は 米國 外交 上の 
重要事項を 協證 せんが 爲 めまサ 六日 
巧 上院 外を 部委遺 一同を 招きた るが 
當 巧に 於け るゥ 氏の 報吿 な-^ ごて 新 
_ 紙の 傅 ふる 所を 要約 すれぶ 目下 米圃 
の 位置は 外を 上殆ん でが 立め 狀態じ 
あ b ど 云 ふを なて 適評なら VJ する を 
得 巧 けん、 例 せげ じ お 馬 運河 通過 巧 
_ 問題 じ 關 しお 才裁 巧に 抑す るの 議を一 

退けて 英 國の感 精を 害し、 猶太 人間 1 

題と 關聯 して 條 約を 破藥 したる 結 奥 

露國み 反感を 買 ひたる 外 獨佛が 巧 諸 

i 國 どの 關係も 兎角 圓滿 なら ホを 谣博 

寛會の 賛阅じ おし 列國は 巧せ ずして 

不餐 岡の ホ 調を 一 じせる 趣 あら 且つ 
じを 馬 地域 問題 じ 願す る n n ン ビャ 
哉が 國 どの 紛議は 巧 米諸國 をして 旨 _ 

然ホ固 じ 遠 かるの 傾きを 化せし めつ 
あり 就か 日本 VJ の關 係は 旣往 S 則 
の 大統領 時化を 述 じて 著し <國 をの 
不圓 涵を來 たせし 結 お 日本 政が はに 
衆の 反感を 飄 おする 必要 上： n ホを 涉 

の 不満足を を 言す るの 止むな きじ ま 

らしの みなら や、 米 墨 間の 衔 突は 
; 墨 雨 國い默 契を 慈翅し H 本は 人 ほ 保 

I 蓮を 口實 どして 軍濫を 派遣し ゥユグ 
夕吸府 は 異例なる 五 U 間のを 巧歡迦 

をを をして 出 雪の 艦 員を 待遇す る じ 

至 b、 岡國 官軍は 低廉なる 日本軍 器 

の 供給を 受けて 戰爭 を繼績 しおる 有 I 

一儀なら、 ウ 氏が 上院 外を 部 委員を 招 


が じは ホ だ 公表せられ ざる 一の 日 ホ 

凌 渉 記錄あ b 化 記録の 示す 所 じ徵ず 

れ ば米國 政が は 千 かな 十一 年 H 本 政 


龍 ^ い； 譜 織 sr 蘇 


品 
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誓 診察 嗦間 


の 法雜じ 異議を 增 ふべき や 巧 や ふの cl。 1 

てしたる じ H 本 政が は斷 か が 

:議ぞ ずと 答へ へ 且词國 も 亦 外 

人の 出 地所 巧權じ 願し 同一の 權 利を 一 

が おず 巧し ど 答へ た 6、 左れ ぶ 加州 

十一 地 案の 抗證 じ對し 化を 文 掌を 提供 

してを へな ば 率 件は 速 かは 解み する 

を 得 可き もが 組 おは H みのが 戰 孤を 

おらし め 巧 化の H 本巧閣 は顕縷 して 

武斷 派の 乘 やる 巧 どな bu ホ 願 係は 

举態 益々 脚 難に 蹈 入るべき が 故に ホ 
國 々おおは 化 際 殊史じ 化を 文 蓄を提 
おせざる な もを々、 事實 なら ごは 信 一 
じ 錐き も 一新 說 どして 茲じ譯 .載す 

♦日本 當お 者の 深憂 (廿化 日 東京 發) 

加州 ± 地 案の 解み じ 就て は 日米 雨國 

政が じ 於て 極力 腐必 しつ i ゐる 所な 

るが 肖 下背當 一? 者の まどして 憂な し 

つ i ぁる おは 巧し 將ホ 米國に 於て 史 

じ 化の 排 H 法案の お づるじ 於て は 日 

ホ両闕 S 觸 係は 頗る 危殆 じ賴ネ 巧し 

どい ふじな り、 只 加帅じ 於て 更に 化 

の排 H を 出で ざるべし どは 米國 政府 

みが 證 する 所なる も 中央な 地 ホ 政が 

の 政治的 瞬 剑は將 巧を 確保す るじ甚 

だ 西 難の 事情 あるべし と 信 せらる 

武 


化 日 幡日二 刖約ノ をを ュ限 

高見 豐彥 1 


基督 敎 修道 會 ！- 

窗宿 (舍巧 巧サ ーニ 了 目な 〇 二 茜) 
日隨日 集會. 午を 八時敎 を 內 じて 
聖專研 兜を‘ 日瞩 午后 一二 時 (修道 會) 
顽禱會 木曜 午后 八 時 一 舘じ て)， 

I 讀書會 第二 第 四を 晒 午后 八 時 
牧師 大掘 篤 

電話 八 一 化 S モ ー ニン ダナ イド 

ホ 靈_ 

西 巧 化 四 了 目 五一 八 電話 一一 一六 五 _ 

モ 1 ニン グ サイド 
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當 


が 


脫 却し 得べき かじな b しは 勿論な 

がウ氏 自身の 意見 どして 道路 傳 ふる 


所 じ 化れば 氏は 通過が 問題を なて 其 裝を疑 ふ 者な きじ 非ず 何 どなれば 斯 


ホホ國 自身 じがら どし、 コロン ビヤ 


おか 國じ おしては 賠償を 二す 五 巧で 武器 輸出の 蔡止じ 因らて 痛く ホ阔政 


弗を ま拂 ふべ し VJ なし 最も 晒 難な _ 


日米 間 題じ關 しては 依然 どして 解巧醉 禁じ よらて 利益す & 所大 なる ベ 


怒と な自 、.痴 VJ なら、 巧 どなり、 就 

どな 6 て淪 をの 淵 じ 旗 ひ、 之は ど氣 I きて 諮る 巧 ぁらしは ホ國が 外を 上 如 I 助 

一 かいて ご b 化め やぅ ど するど 深い 底 

のをを 沈んで 巧 <0 

殖 に 地 じ 永 化の 基礎を 造れ どは 先覺 

者の ま 言な るら、 家な く 妻な < 自然 

永住を 餘 儀な < せらる i とせば、 其 

賴 遇は 悲惨では ぁるまい か、 あ ひ 到 

れば氣 遣は しさの 念、 頻じ 脚の ぁた 

を 掠めて 來る〇 

- 〇 . . 

化が まわ 吾粪 3 きがめ 事を 
枕の. 中 じ 封 じて 寢 ねぬ 

〇 

抱<じはゐまらじ少さき寶か.^:^ 

命ょ 君が 化 上の 寫眞 

〇 

强烈の 挪戟脫 れん ど 巧を ま ^ て . 

.义 も銳く ある もの 戀 ふる 

-o' 

さら VJ ては 情けのう ずき 戀 なりき 

契 b し 巧の シヤン ペンの 泡 


の ホ 策じ窮 しつよ ある も 口 本の 墨 固^ 

じ 於け る 活動 じ對 しては ホ國 人の 武 

器 お出 (墨國 への) 禁制 法を 解除す 巧 

し VJ を ふじ 巧り ど' 


日本は 巧 ホ 邦人の 主 地所ち 權蔡止 

を 是認した る 事 あり どの 奇說 前項 一 

大統領 ゥ 巧の 對 外方 か 協議 じ 關し巧 

I 育 タィ ムスの 通信員は 奇なる 新事替 

としてす 新ら しき 報 導を 齋 せら 曰 

日 ホ 問題の 協畿中 謗說頻 々どして 繪 

出した るが 事件の 眞 がに 通せら ど自一 

信せ る 某氏の 談を閒 くじ、 米国々 お^ 
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♦武器 賴お 解禁 ど ゥ H グタ膊 単 ■ . 1— 

器 輸出の 解繫 じょら て 墨 國憲欧 軍を I I'***®*®*** 

I べし どの クキグ ソン 氏の 政策は 

何なる 方法を 巧て 化 孤立 的 位最ょ bl 不 H 赏 巧の 運びに まるべき 尝な るが 

多くの 上院議員は 化 政策に 寶 成し 居 

れるも 一部の 吸を 中 じは 却' つてな 劾 
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の 如き 欧 策は 時機 旣じ 湿れ 憲政 軍' 


膊じ巧 威を 抱き 店る のみ. ならず 例み I 


ら現 化の 勢力を 0 て 千 二 巧哪 'を 南下 

し 能 <ゥ H グタ 政府を 颜 覆し 爲 べき 一 

かは 接 だ 疑問なら どい ふじ 化ら 

ち 武器 輸出 解禁の 報 導 じ對し ゥユグ 

夕將 単の 言なら ィ」 云 ふを 間く じ、 ホ II 

國の 態度は 勿論 友を じ 背 < 巧爲 なる 

は 明かなる も 反軍は 從巧輔 々なる 手 

段を 用ゐて ホ國ょ b 武麗を 輸入した 

れば 輸出 解禁は 今 おら 驚く じあず 旦 

ウ 氏が を然 反軍を 邮く るの 態度を ホ 
すは 巧つ てま か 部下の 結 巧を 凿 固な 
らしむ る 所な な‘ り 云々 
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一天 皇畜 を 兩 陛下には 一日 午前 四時 
b が 御朝餐 御な 服の 上 渡邊宮 相の 山 

I 侍 化 武官 長廳 司倚從 を 其 他 か 從侍化 

I 武官 巧鐵 女官 等 よら 新年の 御 祝詞を 

受けさせられ お時化み 大騰職 よらを 

I 進せ る 晴の御 膳の 席に着か ゼられ 巧 

一-陛下 御 M 别 じて 新年め 御祀詞 ゐら閲 

j 十 時 よら 化 見を 貞 愛親 業、 閑 紹宮载 

I 仁 親王、 同が 智惠 子、. 义 通. 皆が 意 王 

_ 間 姐 も' かず、 化を 巧 お 博恭 王、 梨 本 

言 守 正 王、 间 がが 都す、 朝を を 鴻を 

，主、、 東义遇 宮穩彥 玉、 化 白 川 宮成久 

王、 おお 房 子 内親王、 巧 旧 宮恒乂 王 

M 化 島 子 巧 親で を 巧 殿下を 始め 奉 h 

が 藤九條 をを 爵乂巧 化 一 泣 0 下劍一 

I 等、 一等 官 侯爵、、 正 二位. 二等 官 

满巧 待遇 词夫 人並 じ 奏巧官 词辖 遇の 

人々 の 拜贺父 十 時化を よな 大山 松 ホ 

.德大 寺を 大 劇化 山 本せ 相な 下を 火な 

1 德川大 岡 兩院畿 技、 黑旧腳 俩院副 幾 

:をな 下の 巧贺 十一 時化を より 高等 

:官 二等、 藤を 間 祇候錦 鷄間化 お准獻 

巧 待遇 d 歷外國 人、 測 S 等な 上外國 

一一 人、 間夫 人、 紳滯を お 管を. 巧の 巧 賀^ 

I 午後 二 時より お 國义化 グブー ン氏づ 

; 夫人 凶 下を 國大 る使词 夫人 巧 舘員づ 

ホ 人 等の 拜贊を 受けさせられ たらを 

IU 天皇 階下には 大元帥の 御正 裝を 

j 召させられな 忌徑下 じは おなき 御大 上 

踏 服を. 乂 松を 恭巧 等の 學留院 優等 年ゴ 

一 じ 奉持され つ； お ホを 豐明 殿に 運ば 

I せられ 御一别 じて 巧 外 巧 僚 じ 御謁を 

-贼 はらたり 


♦濁 逸の 利益 獨 遮の 鐵道敌 設權獲 

I 将じ 關し內 情を 聞く じ 第二を 命の 際 I 

'じがて 獨逸 はを 力を 擧 けて 裳 世 跳を 

I 救け 典 報酬 どして 查國 軍隊 敎 育を 獨 

一 逸 お 校の 手 じ 引受けん どせ る も 日露 

の强 硬なる が議 のた め あさず 化處じ 

I 山 巧 隅 題 どなり 表面 支那に 利益 ある 

らの{如きもぉホ細目協をじは前例 

j なき 巧條 件を 濁 逸 侧じ與 ふる もみな 


♦前淸 ホの 巧學閒 題宣統 ホ (十 

ど カラ チン 主 女 (十二) VJ の 間 じ赌約 

I 成立の 啤 あるが カラ チンでは 皇ホ十 

ぶ歲 じあ ば； 濁 逸に 留學を 希望し 間 

1 宮 嗟は 悅ん で其敎 巧を 引受くべく 旣 

じ內 相談を 定めたち ど 


♦高齡 惟 族へ 恩賊 畏き邊 りじて は 

; 本年 八千歳 义 はと 千歳の 高齡じ 達せ 

I る 难族じ 對し思 おを なて をり 御款韋 I 

惭 御が 並 じ 御酒 料を 下贼 せらる； も 

^ な るが 八千歳は 井上 猶巧外 五 おと 十 

一歳は 元帥 お 取 大將ザ 上な 馨巧外 化 お 

なら ど 


、新 女流の 御 採用 皇を粧 下 じ 奉 化 

I せる 女官 9外 耕 智識 じ おめ る 女流 御 

I 採用の 思な を 巧て 遣 墨を 使 夫人を 逮 

; 纔子珍 田 大使み 雜貞 ず兩女 あを 御用 

I 掛じ御 ほが ゐ らしが 巧 じがが 淳 f 女： 

一を じ對 してら 叫 御用 掛の 御沙 化ゐら 

; たり： が 子は 故 外務省 通商 W 長 获原守 

M 氏の 未亡人 じして 枢密 類 閒官濱 を 

I 新 おのみ 女なら 佛語じ 堪能なる を 0 

て 今 巧御沙 化を 巧した るなら ど 

I ♦緻統 の 俸給 正副 総統の 年俸を 葵 

I 等は 國務 會議 じめ て 左の 如 < みせら 

お統 年俸 二十 四 お 元を 際を 五十 萬 

元を 壁： 日 五十 巧 元 


十二 萬 元を 際费 .二十 四 


副絕統 年俸 
お 元 

を费 目は 佛國の 先例 じ 照し 豫算中 じ 

編入す るも國 をの か 議を經 るの 必要 

なき 規定 どす る 由 


まし 巧 五月を 化て 引退の 答なら 


♦ま 邪の 新 暗殺 鹽露國 の 虚無 黨じ 

も 比すべき 暗殺 鹽 がち 那じ 起む 新 巧 

猫會 のをの 下 じ 秘密結社を 組織せ 

が 巧燕趙 悲歌の 徒の 該幽體 じ 加入 

する 者 数千 人の 夕 きじ 達し 會 員は 中 

こ 雨の 一二 部 じか も 巧 部 身 じは 月 棒 六 

竞こ部 貸は 词 四十を 両 部員 じは W 

二十 一 冗を 支給す るの おを じて 一一 一人 W 

の 有力 官 遊を 暗殺した もを は 年俸 

千ろ が 元を を涯給 輿し 二人を 暇 殺 

したる 者には 十 年間を 月 二な 元を 

人を 暗殺した る 者 じは 五 年間 每巧巧 

尤を給 典ず る 事 ごし 盛ん じ 岡 類の 裳 

集を 爲 しつ ミ あら 

领松田 氏に 授爵 

I 病氣 じて 巧 職の 傭 引 籠ら 請 養 中なら 

^->が旧正乂氏は十九円巧爵じおせら 

れた b 叫 氏の 病 氣は特 じ 巧 態 どい ふ 

1 おじ あらざる も 後 巧者の 巧 命な. iro じ 

一 あるが ためな らん ど 推測され おれ 6 

♦お 旧 巧の 後な が 田 男 退職 後な 後 

を 襲ぎ 法徊た 一るべき はを を 前文 部大 

I おを お據 純' 孝 氏な らん どの 呼聲 高し 

•兩 地へ 御 下 赐を東 化 化 州 お濟會 

へ 勒し廿 二 H 天 避 陛下より 御手 許み- 

-五 万圆の 御下赐 ありたら 


大食 二 お 圓あ附 富豪 大倉 喜八郞 

氏は 東 化 九州 両災舊 化へ) 萬 圓の義 

をを なせ も 

♦千秋 樂嘴力 十日 間の 圃技簡 春 煤 I 

所 慾々 千秋 樂ど なられる がを 勝は 太 

j 刀 山 ロハ ー人 じて 星は 西の ホ 九十 東の 

方と 十 云なら、 常 陸 山は 引ち 力を 濟 


豫戒み ど 議會國 民 黨は本 期議會 

じ豫 がか 廢化 法案を 提出した るが 同 

I かは 嘗てを 品 川 撕二郞 巧が 內相 ごし 

て ホの 明治 サ五 年の 趣 擧干涉 を 巧 ひ 

たる 當 時の 遺物 じして 爾來 今日を 六 

间議會 じ 其 廢止案 提出せられ たる も 

稻 々の 事情の ため 其 目的を 達し 得 ざ 

- しが 現じ 巧務當 局は 么を廢 止す る 

-差 まへ なし どの 窓 見なる のみなら 

I や 巧み じ おを せる 粗暴の 言論を 巧す 

^樂會 をが 窜 ずる 者 及び 他人の 自由 

を妨舊 する 署 のな 締じ就 ては 治夕警 I 

察 法、 蠻 察が 所 罰み 及 刑法 等の 法規 

じ 依らを 易 じを 共の 女攀 秩序を 維 侍 

1 し 得る をな て 同み 廢 立案は 愈々々 瑚 

; 議 をを 通過すべし 


♦藏秘 ど 政 友 會營業 お 織物 稅通巧 

I 稅の廬 止 強 等質 法の 廢止 案は み期證 

を 墳頭 國民屬 ょら 旣じ 衆議院 じ提お 

せられた るが 尙岡志 含 中正 會ょ らも 
I が 柿の 廢税 若く は截稅 案を 提出 せら 
ベく 政が も ホ 前期 議會の 契約 じ 基 
き 營業視 中 取引所 祗の輕 お 案を 摧出 
1 すべく 减秘 問趟は 今期 畿 富： •.振す ベ 
きが 之 じ 就き 政ぶ 食 代議 十： 中 じ も 織 
物稅 通が 稅の 一部 廢止 など 政府の 提 
I 案 0外 じ 减稅を ホ 張せ を どす る 者 勘； 

らず 何れを 等の 諸 案は 政務 調査 お 


許畫其 化は 本年度 計畫の ものを 链を 

し H 本は 露图 のが 位に をち たるが 露； 

國じ ては 更に 千 九 巧 二十 六 年 迄 じ 一一 

十八 隻 •を 起工 せん VJ の計晝 あら 又 米 

國は戰 鑑總數 四十 一隻と 十 云 萬と 千 

S 百 化 十六. 頗裝甲 巡洋艦 十二 隻 十五 

巧と モ 旧が 四十 五嚼 一等 巡洋 黯五隻 

四 萬 S 千 八な 巧を 有し 殊に 第二 線 じ 

一 潰くべき 戰艦及 巡洋艦のを 数を 有し 

巧て 戰圆 力を 補充す るの 便を 有する 

は 最も 注意すべき 颖 なるべし 


間 态會少 壯派產 起 立憲 的 志會が 
I 今回 役員を 指名す る じ 際し 例の 少壯 
派た る 大な閣 組 じ も名擧 幹事な で 振 
ら當て 0 て 管 口 策ど爲 さんごし ね 


よ 1 


じ も氣の 毒なら どし 同情の 餘ら 今回 
ニス 回のを 贈 ホを 陸軍省 じ 申 这み巧 

ら ねる がを 計 規則の 關係上 之が 受領 _ 

不可能 なれば 巧 返し 民間 飛 巧 事 案じ 

寄附 方を 慾 憑した る じ 某氏は 之を 甘 

諾 し無條 かじて 寄贈す る 事 ど だら 直 

じ 珍 田 駐米 大使 じ 差 出しれ るよ 6 岡 

大使は 外務省を 經て廿 五日が 團飛巧 

I 炼會舍 か同會 理事 じ 巧 付を 了したり 


- 今期 帝 國議會 ど 二重 國籍 問題 目 

東京 じ 滞 巧し 頻らじ 巧 ホ 間 胞間題 

の爲じ 奔走し つ i ある 某氏 よら 近 
I 貫 友人の 許 じ 達した る 書信 じ 化れば 
目下 開會 中の 第册 一議 會 じは) が 紛 
々ねる 議静 の中必 S なりたる 二重 國 


同派の 連中 ホ じ 激昂し 吾人が 結籍 問題を 根本的 じ 解 巧し 得べき 日本 


一 黛 0 前 ょら 侃々 誤々 の 議論を 爲ずも 

のを < 愛 黛の 誠意 じ 外なら ず 然る じ 

I 幹部は 之を 悟らず 依然を 倦のを 彩を j 

まらざる は 吾人の 解す る 能は ざる 所 

I 义吾乂 を 侮辱す るの 甚だしき ものな 

VJ て 甘と H 某所 じ 會し间 波の 役員 

同 解職す る じみし 委 貴を 選び 同 お 

が 自の辭 まを 一纏め ごし 乂滿 子を 訪 

問して 之を 提出せ 6 直つ 從 巧の 躍を 

運動の 眞 なにつ き縷述 する 所 ぁらし 

が 要する じ 大が閒 組のを 敦は ホ 政ぶ 

I 大岡盟 を 作らん ためじは 時 じ 國民黨 

中正 會等 ど步 調を 一 じず る必耍 ぁら 


■ , . — 1 _ / /ミ C ミ -** J ' 二 ^ v*— 

の 雖じ附 し 截議を 巧を する 當な るか 然る じ現狀 より すれば 外を 問題 じが 


本 間 趨じ關 する 世論 5 高潮 じ 鑑み 政 

がの 提絮 0 上 じ 減 稅の實 行を 强 要ず 

る じ まるべ 


則 强のド 級戰艦 最近 調签じ 化れ 

ば 海軍の ホ カた る 則强の ド級戰 艦の 

比較 左の 如し 

▲巧國 四十 八隻巧 十一 お嚼 

備他 四が 八 (十が 巧 上の み) 

A 獨逸 廿八隻 六十 八お嗯 備 

碰 二百と 十 . 

A ホ國 十六 隻 四十 萬 順備祕 

巧 四十 四 

A 佛國 十と 隻 一一 一十と 万 五千靖 

備砲 二百 子 一 

露國十 S 整-一二 十二 萬顿 備砲 

巧 六十 八 

▲日本 十隻 .二十 五 萬 嚼綿碰 

八十 八 (舊お 艦 河 お 攝津は 固ょ 

ら を藝薩 摩を もを む) 

A が 太 巧十隻 二十 五 万嗯備 

贿贾 

▲お 太 利八隻 十八 万 お備施 

四十 八 

をの 內露國 は 一昨年 即 も. 千 九 百 十 こ 

年度 計畫 、日 佛が昨 千 丸な 十一 一一 年度 I 


てが 藤 巧の 立 撰は 间 志を をして 中 里 

I をの シ 9 馬 じ 乗る を 難から しめ 义夕 

の 問題 じ 就て 五領 巧 ど 犬 養 氏 W 提 

I 携 する 事 困難なる な 上-二つの ホ黨は 
水 乂じ小 慾 どして 踞 塞し 遂に 大事を 

爲 すの 見这 なし 而も 是 等は 二 一二 領釉 

威 情の 疎隔が 原因 なれば 國お黨 よ 6 
巧れ る 五領 補を 當み 相談役 風 じ】 段 
高き 處じ 置き 若手 じ實 權を捏 らしめ 
て 中正を 國民黨 等 じ對し 攒縱旨 巧の 
妙を 發揮 せん 事を ち 張せ しも 容れら 
れず 徒ら じ r 結ぶ々々」 ど 稱 して 其 結 

あは 却て 墻璧を 离< し 外 よら 巧 ら投 

や も 者を も 排斥す るが かき 愚 じ陷る 

を 避けん どの 議論 じて 同 巧は 反覆 其 

I 眞 窓を 述べ 且つ 化 意 巧は 斷 じて 麵へ 

さで る 事を 言 巧したら 因 じ 同 會の役 

1 具の みならず 議院のを 委員を 振ら 常 

j てられね る 者 も 總花ホ 義の管 口 策 ど 

思は る-' 節 ある よら 同派の 連中は 併 

せて 是をも 悉<辭 巧す る 拳 じ ホを せ 

たら ど 

♦ホ 人我 飛行を じ 二 萬圓を 寄贈す 

来 國の三 苗 豪 某氏 ( 匿名) は 巧 國の飛 

I 巧 事業の 貧弱なる 現が を 見て お 所 目 


一 帝 國國籍 法の な 正 まどして 現は るべ 

|しど 云 ふが 該 樂じ爵 する 議會 の愤势 

一 か 何 ご 云 ふじ 貴族院に ては 現 政府 黨 

じして 夕數 黛ね るな を會を 代を して 
I 昨年 ホ 國を視 蔡し審 かじ 諸 補の 問題： 

を 発め て歸ら ねる 江 原素 六 氏 あら 衆 一 

議院 じて は 立憲 同志 會じ はょ < 在米 

I が胞を 知り 巧き 間 情を 有する 島 田 氏 
あら 政 ま 俱樂部 今の 中正 會 じは 彼の 
せ 越 氏 森 田 小 六 氏 等を 6 頗る 閒 威し 
I おれる 機樣 なれば 多を 難なく 通過す 
るな らん ど 云 ふ 今 該案の 巧を 如柯を 1 
考察し 見る じ 現在の 日本 國籍法 じ 日 
本人を 父 どせ るぶ 童は 其の 屆出づ る 
とがら ざるを 問は や 悉く 日本 臣民た 
るべ しご 血族 的じ規 をし 居る じ對し 
す國 にを か 正當じ 其の 圓の國 籍じ入 
たるを は 化 限ら じあらず ど 云 ふが 
j かき 窓 ホの な 書を 附加 する じを らん 

どの 說 或は 當れる ものな らん ご 

さ IM ミ I • ミ •M’sl • 乙 ■… 二 • 二 • た： ジら -II を 

♦寶永 山の 白烟當 古寶永 山には 白 

烟 盛ん じ 噴出し 居れる をな て 若し 噴 

I 火 啜を の 前 化 じは あらず や ご 附近を 

I 地 ホは 目で 戰 々悔 々た 
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• 慘蕃 第 S を 報 

I (一巧 廿乂 a 新 育 領事館 着 ) 
禪な 前電 後 時々 めい 動 地 驚を 起した 

るも危 隙は 旣じま b 被番 々き 部を じ 

| 化6 て は 避難者續 々 歸をし つ j ゐ る 

を岛の 一一み の - 乃至 S みの 二は が 

廢じ歸 したる ため 一 萬 乃至 一巧 五モ I 

の 島 巧は 他 地方 じ 移 化の 必要 ゐ ら、 

魔 腐は サ ー H 頃 避難 ほを 部歸 なしを 

部が 巧 職 じ 就きみ 巧间俊 せら、 今：：！ 

をの所禪島魔なををせ巧巧化 一 傷者 ^ 

一巧 五行 衔 不明 十八な り 

-問胞 自働車 じ 敷かる 西 五十 

六十 八を ド クタ ー、 . カ ー 巧を のクツ 

ク村上 某は まか 八日 朝 一二 時 頃 セン 

グバ ー クサ ウスを ホ 行中 巧が 疾走 I 

: し來 b し賴摇 ホ人リ ー ィリー 氏 所有 

の 自動 苹じ機 かれ 大腿骨を 淸 め身體 

の お 部 じ もを 傷し たれば 犀 上の リ氏 

は盧 もじ 飛 下 6 タキ シキ ヤップ じて 

グ ー ズべ グト 病院 じ 入院せ しめた 

わなり、 が おけての 外出は 危 隙 /. 


•瞬 唯を ずるな 近 巧 巧 内が 下宿 崖 

じ 於て 酒亂の 餘临嚷 或は 穏 かならぬ 

馬 庇を 盎 して 後悔す るお贼 からざる 

由 風が 上實に 萬々 しき か 第なる が排 

の 興 到る 所 じ 喧しく 巧乂間 胞は大 

じが 愼を 要ず る 今日 身 體八附 を毁僞 I 

じて 御上み の 厄 かじなる がかき は 親 

不孝の 祕 、恐の 骨頂 ご 知らす 夕 

合 共濟を 役負會 巧！ 二 H 夕刻 河 添 旅 

おじ 於て 開 継、 H ホを 併 問 遊 其 化 巧 

耍 事項を 餘識 すべし ピ 


参 ジャ^二* - ~ ス ナイト 巧る と H を 

换八 崎ょ も 巧な 十四 了 目 五 五 四 コス 

去 お リタ ン化樂 部 じめ て 開催、 日米 

人の 演說 、餘 興じは 禪 々なる H 本を 

樂ホ術 等 あるべく 總領 奉飯岛 副領事 

i 齊 藤氏 等の 出席 ゐる篱 

帝 年 會の靜 座を 實驗 前號 所載 靜 

座 法の 岡當義 一氏は 明 一 H 靑年會 じ 

一め てな 賞 驗を爲 す 帯なら 尙當 がは 會 

員 中が 巧 氏の 歸朝 送別を ある も 


• サム',、 ツト 基敎靑 年 食 年を のジヤ 

I バニ ー スナィ ト 去サ 四： n 開を メ！ 

ビー隙 七 飯な 總 領事 等の 满說 ゐり晚 1 

. 餐じ おおした る 人々 巧と 十五 名を 鮮 i 

し 非常の 雜尙 ならし か 常 巧の ダンナ 

! 1 がを 引を けたる 神帖 ：麵穀 商を は 

一 非な の 好韩を 博した るみ 

> 隙な 縣 人の 義 描を 游集 本が 曠吿 j 

面 通り 愈々 おを 裳 錐 じ 着手せ り 


: ♦一を 夫人の 巧な 婦人 招待 曾は 去 

I か 四 H リバ！ サイドなる 间邸じ 於て I 


催された ら、 當 H は 降雨 猛烈なら し 

も不巧 四十と あの 巧を を あ b 嚴が 

M 夫人の 挨 お、 巧を 者 緒 か 等 ありた 

るな 餘興 どして 森 山 氏の 薩耀 琵琶 增 

旧 巧の バィォリン 、天が. 常 子 摧のピ 

ャノ、 橋 爪 氏の 謠曲等 何れも 美事 じ 

て あ 築の 缕應 終らし 後巧賓 一巧が を j 

撤 影を 爲し 非を の盛會 じて 午後 六 時 j 

歌 曾し で b 、 當 H のがを 為眞 はみ 號 

じ揭 載すべし 


踰 引ち 人 巧 送別 食間 巧は あ々 西 

わ ど 巧した るを 0 て 知を 諸氏は ホ 
H ぞ後六 時 ザ 河 添 旅舘じ 於て 送別 晚 I 


礫 島 噴火 及 東 化 

mill 


發信 じよれば お 雲 艦長 お 山 大佐は 间 

日墨 國隧軍 大芭の 晝黎會 じ 招かれ 席 

上咎辭 どして 日墨 兩國の 親 おなる 願 I 

霜 じ 就き 陳 ぶる 所ゐら たら W 


お 化 伽 傭及禪 烏大喷 火は 從巧 故國じ 

於て 起ら し 變災中 最も 悲慘を 極めた 

る もの i 1 じして 化 際 吾等な な 同胞 

が 罹ぶ おの 救助 方法 じ 願し 満腔の 誠 

意 岡 情を 致すべき は 固ょ b 當 然の義 I 

がたり ど 確信 致 候， 化て 下記を 脚 化 

は 協講の h _ 巧留あ 諸彦ょ ら義梢 金を 

棠集 する 事 じ 决を致 候 間を 少 じす 拘 

ュ r ョ L クォ ー グ衙 五十 五番 

橫濱冗 金銀 巧 出張所 1 

jThe K 0 矿〇口 ama Jipoole Ba,nk 

器 Wall St . N . Y . C . 

i が じて 御 送を 被 下 度 此段得 货惹お 化 

をて 義 姑を は便實 上下 記を 脚 化へ 

御 送 脚 ぁる も 差 支へ 無之愼 

H 本人 共濟を 

某お敎 修道 食 

类 0 敎會 

新 巧 ミッション 

. 武 ホを 敎 靑伞會 

H 本人 靑 年を 

H 本 俱樂都 

H ホ 遇 報 社 

新脊 新報 祉 


餐脊を 催ず 當宵费 二弗參 會希學 をは 

同日 午後 一二 時 迄 じ 會據宛 申込を 乞 ふ 

ごの 事なら 


♦ お 木文恭 氏の 溃說 ま廿六 H ボ 

- チ！ 惕樂部 じがて 「正義」 なる 趣 

二 城の 溃說を 試み 加 卿 問題 じ 閥 1 

し 乂氣禍 を 化け 6 VJ 


♦驻 墨英を 使の 轉巧駐 塞英を 化々 

デン 卿は々 阿 ブラ ジグ 共が 國に轉 I 

巧の 命を をけ たるが 卿は クキ^ ソン 

氏の お 毀 方針 發裝當 時 大膽じ 义國の 

謬れ る 方針を 指械 したる 人なら 


♦を 國議會 の 加州 問題 
(二十と H 東京を 電) 

立 患 间志會 所感の 議員は 加州 間 題な 

海軍が 賄閒趨 じ關し 現內閱 をを 裝し 

たるが 島 巧 S 郞 巧は 牧野 外相の 溃說 

をが じ 願し 現內 閣は豫 めホ留 政府の 

藤諾を 受け 然る 後 之を 發 表せ 6 どの 

事なる が 巧の 如きは 國 家の 威信を 墅 

する 事大なる もの あら 果して 化 事 あ 

しや 否や ど 巧 巧した る じ 外相は 斷 

じて 然る ミな しど 答へ たら 尙 海を々 

お 藤 井 幸 一巧が おが 大使 舘附 武官 巧 
勤當 時が お 建造の ヨン ミッション ご 一 


覺島縣 人に 吿ク 

搜 島の 大喷乂 はを 巧 稀 おの 大慘带 じ 

して 罹災民 じ おする 內 外の 同情 翁然 ~ 有志の 巧學 を， 希望す る 由なら 
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格 岩の 爛を どし ホる 熱 火の 流 
- 脈々 は あど 揣 へて 家 も 巧ら 烧< 

をは 二 万 1 里の 鞭を 越へ て 

逃がる； じ おも 沸く 飛 座の 叙 

踐 たへ じ 迫る かじ 後ろ 髮燃ゆ 

迷 ひを る黑煙 進ち 刮の影 

照らしが る地谣 赤銅の ホら ど 

化み 馴れし 概 島山 神代ょり 

懸れる 雲の 動ぐ どもな く 义 ちの 態 じ 

聲か にも 相が J て 耕 やし； 物を 

嗚呼 册 上人 間柯處 かまき 

に飢 へて 凍る 化 海 ど 化 陸の 野に 

願は くは 吾が 想像ょ 走ら ざれ 戦し 

今宵 降る 華 ロハ だ此邊 b じを もて 

彼の地の おじ 太陽め 暖 きおを 殘せ 

.姐 牛げ すれば' 宰相 憂 ふ どか 

蒼生を 無き 國の 政事 じ 

震ね て 到る 巧の 慘禍 ロハ だ 天 どを はじ 

み 擢徳 くを 知らぬ 闕 族の 略 じ 

民 窓を 枯 る！ 巧の おど 戰ぐ 义 し 

僅か じ 此の 飢雜 洪水 哦 火の 螺發の 

熱を 地 称の 皆 じがる 大 叫喚 じ， 

始めて 化 天の 上 じ 昇し 得た る K の縣 

よ おれ'' 


外人 製を の戀 物語 b 神を 川の 大 

か 家から リ 子— ショ ンど云 ふ 外人 藝. 

をが 出た が あかを すぎる ので リネ— 

ど 縮めた 本名は ユ ー ゼン ァ ー クネ、 

スフ ヒ ー ケン (化 二) ど 云 ふ 父は 米 人 

巧は 英人千 八： 円と 十一 一 一年 じ をれ た A 

索 性は 洗ふ遂 もな く乂陸 的な 狹斜の 

化ご較 いた 海山 千年の 强め者 獲 まじ 

い 経歴を なて おる 即も游 的 盛から 摘 

裤 、化 京を 流れ 迴 つた 丈 じ お、 お、 

I ま、 鮮の 四ケ國 語は 勿論の 事 日本 題 

は 画 舘化幌 じ おむ ので 流暢な もの だ 


A 現 橫緒粧 化 お 网領带 どは を那 ‘じ诏 

た 時 通 譯を賴 まれた 事が める ので 知 

りを ひだ 座敷に 現は る； をを 見る 
紅 桃色の 女 お 服 だが 常ん 是れ では 化， 

まら ホな 九十 閒 でヶバ ^ い H 本 I 

服を お 幕じ銳 へた、 鑑 化は 外人 
ふので 巾々 大 さぅな 手間が か、 らや 
つど/. _下6 たがな 始末、 0 巧 「 
つもょ ろ まかせ」 を 十八 瑶ど しては 
たらいて がる A U 本へ ホた 理山 はま 
化で 云 ひを じムた J 本の 外を 官 じを I 

ひたい からどを うな、 常人が 名を が 

してが るめ でがらぬ が 外務が じご 座 

つて 枯 る^ イカ ラ じ 先生 だを うな 


役 普 龍 




ラ ッバ 節 か 古くな つたら 今度は 巧； 

をが 輪 入の ドンく-節が 巧た、 御師 

拉は松 木文恭 、ホ お 善み 邮 、林 エ聲 

十 掌の 名 十で 弟子み 中で も 巧ん どこ 
め隊 をな では 中々 上ず じ やさぅな】 
つ おかしやぅ 

絕 で、 がくのは た輕じ やない か、 
妾し や！！ 貸ら れて巧 く哩 いな 卜、， 
ん 、御 無事で 又 力、 さん も 共 じ 御 

無 率で 巧々 は 使 b を師 ひたら 閒か 

せた b ドン*'-^ 

見 だか、 見ました か あ 古 還の 城を 

丑虛や C らの絕 描 じを のし やら ほ 

こ 雨 啜らし！ 、ドン~'-- 
人は、 一代 名は 未 化、 流れ も淸き 

彌 巧の 飯 施 山上の 化が 薬、 十 巧 化 

人の 少年が 必 をを せて 國の ため、 

をの 巧め ごて 棄 てし 身を 思' へばを I 

れや 若松の 雪 じら がれめ ますら を 

の ホき むを ます 觀 ドンドン 

節は まつて シンプ^ 巧、 < 度い 人は を 

席を オゴ 怪戟亭 小僧 A オイ セ コン 

プロ フ ユサ） が ホ 常 じ 憤慨して 時 

たよ 化生は 腕力 家 じ やから 御用 也々 

々(歷 新頓 生) 


♦農業 家の が機會 

國 中西部に がける 諸禪 事業の 發漆 
は 實じ巧 驚 長足の 進 ホを 示し 其 結 お 
吾 词胞勢 働 者の 需要 俄然 激 おして、 
貸金の 如き 五 年 前の 二倍 どなら ス ク 
八ボ ー ィ さへ j 週 五 弗て ふ 高給を 
I 得る ち 磯 なれば 純 粹の勞 働を は I ヶ 

y 優畜弗 S 1 千 弗 I 

蓄し 得べき む 乂國を 少なき ど 禪立か 

業 家のを きため 勞慟 者の 供給 不 おな 

るを 還喊 どす るな な b、 旦農裝 を 堅 

者は 米國 人の 銀 巧 ょら 化 獲に 勒 する 

攤 な 低利 資本金 ：！ if 

く 現じ 昨年の 如き 間胞 農業》 は無資 

齡韓 作數千 弗の 純證 

を 収めたら 本年ら 豐 作の 見込 じて 良 

巧なる ± 地 数夕ゐ b、 農業 じ 成 巧せ 
ん どす る 人は 化 巧 機を 逸せず 調杳通 

信 製 金を 巧を 添へ 左へ 照會 ぁるべし 
Mr. H. Y. Takashi 呂 a ‘ 

G 巧 ごな r 己】 abcr ccutra-otol* iind buwllle 化 m 

一 ご fo『5atloll bur 巧 all 
p. 0. な ox 空！} env 巧 r, cokn-ado 


曾て 當舘內 じがら し靖年 食は 新じ讀 

舘を 創な 致 候へ お 常 館 じ 左の あおの 

下じ從 前の 湿 bT 寧 親切を 旨 VJ し營 j 

業 化 候 問 柯卒御 引 立の お 奉 ホ 上 お 

> 御 下宿 靑ザ舘 
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華 


山 巧 

512 W. 1 苦を 单 .径な T' 色. lb. ピ ピ庄 


大 井田 構み 
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巧 望なる 貸 地 

A 人物の 如何 じよ ては 相當の 資本 

を 貸 巧ず 

戚 所は デ グゥ ユャ がの 上流に てを 出 

物を 大 都を じ 送る 促を 夕 し、 一名に 

ニニ 吴 町な 上贷 巧し、 リーブ は 一二 年 一 

或は 五 年 じても 巧な b、 お』 買 取 希 

寧： の 人 じは 一英 町廿五 弗よ^: 白 五十 

弗 迄 じて 夕少じ 不拘賣 渡す j 農具は 

相談 じよら 貸 巧し、 果樹 植付、 養鷄 

を 蜂 飼養、 養豚、 筑牛等 じ. 熙 する 實 

化の 經驗を 敎授す 巧し、 义 i 地は ィ_ 

チ ゴ裁培 じ 適す 養 鷄ホ望 者 じは イ 

ンキュ.べ？ターを貸巧す 希望者は 

i 新報 社へ 申込み あれ 
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7 \ を 雇 ひ 居ります から 諸君の 御 注义じ 
スこ窗 し 特別の 注 窓を 致します 

品質の 上等なる VJ 化 立の 乂 をなる ごは 弊 巧の 
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ス 1 卜 
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を 埋に四 巧を 巧を な b; 
じ學を C 自 もじ 株 校す 
る 極を り、 巧 鞍が でも 一 
をへ 巧 巧 にても 政 かょ i 
b を おネ 

、く！ リブ ブ巧が 

り 謝は 索て 廉な b、 明^ 
細番は 中が 巧萊 送り 巧 一 
がで も 壑觀を 許す 
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.食が おを 憤 (前金 郵視 共) 
□一. 部を 五 化 □六ヶ 巧み 一 弗 
□ーヶ 年を 金 二 巧 1 
千 九 百 十一 年 ホ巧サ 四日 郵欧晓 一 1 
P 可 . I 
發巧兼 編輯 人 甲斐 健 n 


發巧所 新 育 新報 社 
紐 育 巧 鑽六巧 二 S 八. 


雷 話 六 四と 一ニ チ 玉グシ 


器の 輸 おを 禁ず どず る 法律は 一昨 ザ j 

一一 一月 十四 甘 ホ 國議會 じて 决議 せる- 


早く 南に 進め 


I 不法なる 亞細亞 乂排斤 法案は 去 一二 

-ホ圆 で 院じ 於て 否みされ た b、 吾人 

I は贊 巧なる 難 員 諸 巧が 黨間異 伐の 觀 

入 ふを まり、 善く H 米關 係の 大巧よ 

一 打算して. 一.' 部 政を の 巧 必じ乘 せらる 


之 則 も 流星 光 底を 蛇を 逸する もの 巧 I 

恐 や 遂に 及ぶ ベ か 'わ ざろ もの あらん^ 

吾人め おる 巧を なて すれば 化 際 化 時 

吾 國投の 西 ザ 球 大陸 じ 巧つ てが ふ y 

き 緊急 要 策は 從 巧の 遠ぶ 政策、 圓滿 _ 


を攀 挺す 巧 < 巧の 幕は カランず ど ブ 
イラ どの 權勢爭 を、 革命 踞 起、 を 固 
動 就 どなつ て 西半球の 支那を 巧演巧 
致は 必を ごが 候 

▲も ホ现お 主義の 政治家は 證 論じ 糊 


應巧 ま義を 放擲し、 化 米、 加を 陀じ 着して 實際じ 遠 かるの 顷き あら ウ氏 


掛 しては 保ず 的 態度を なて 旣 得の 巧 
權を雜 おする じ 止め、 墨國 0 巧の 諸ス 


なか b しを 贺せ ずを 非ず、 然 P じ 向つ てち 柬化面 南の 罹髮は 




ど雖 ら菩ん はげ 細 じ 事の む 巧を 熟 

1 思す る じ當も ホ國の 朝野 じ臟 まるを 

IH の 氣述が H を 追 ひ 月を 盡 ぬる じ隨 

ろて 溢々 が势 力を 還ぅ せんごず るの 

谐 向め るを 悲 ミざる 能は ず 

請み じ 該樂巧 ホ當時 じめ ける 議 曾の 

態度を 見れ ピ該 法楽み 通過は 目下 進 

だ 中なる H ホ兩屬 間の 交涉じ 甚だし 

1 き 隙 碍を與 へ、 H 本國 民の おおを 買 

I ひ兩國 間の 國際願 係を して 益々 危險 j 

な陷 入らし むる がな じ 否' 巧すべし ど 

いふじ 歸 者す、 哪も 該排巧 法 おの 不 

I を不 巧を 難 じて 之を-杏 决 すべし どな 

で 者 一人ら なく、 政策 上 おな の爲め 

.じ 巧么 をを みし 掃く 可し ど爲 すじ 

ありし 歌は 當时じ 於け る 名 ± の溃說 

じ徴 して 之を 知る を 得べ < 就中 ディ 

リン ボム 移 お 法案 VJ 殆ん で其內 をを 

商ぅ ゼ bvj 稱 せらる！ 移 ほ 法案のを 

お 者 じして 亟娜遥 人 排斥 案じ 反勒せ 

1 ネット 巧が 加州 議員へ 一 氏の 

窗間じ 答へ て r を も 亦 亞細亞 人の 絕 

對的 排斥 じは 賛が なれ でら」 ど 堅 弓 

せし が 如き、 をは 今期 議 をに 提出 さ 

れ たる 十六が の 移は 法を 中排 なを 人 

禪の 意を をまざる もの 少 きじ 徵 ずれ 

ばか 柯じホ 國の議 曾が 東洋人 乃至 H 

本人の 排斥 じ腐必 しつ i あるかを 察^ 

す 可き じ 非ず や、 乂國 民の 代を 者れ 

る 議會の 態度 旣じ 化の かし 如何 じ 粉 

一 黛万疊 して 「親善 圓滿」 一時を 糊塗せ 

ん ご 試む る もべ.ー ド 玉 ゼン トち 流の 

一筆 舌 じ化賴 して ± 地 案の 廢藥 を畫せ 

ん ごする も將义 テスト ケ！ ス 、宗敎 j 

的强か 等の 手 溢き ず 段 じょら て 吾が 

人の 歸化權 獲得を 巧 就 せんどす る も 

事 旣じ遵 み 薄し、 况ん やホ國 政が の 

巧 謂 誠 栽なる もめ じ信赖 して 事每じ 

おを する 所 ごなる がかき i ゐ らん か 


元よ 6 就職難し 窮 せる 無数の 靑 年を 

なつて、 藤 進を 願、 大 ひじ 吾 曰 東 民 

族の 駭漲 繁殖を 圆ら 、祠 が じ 太平洋 

沿岸の 一巧 じ 吾 勢力 舘齒を 作らな て 

巧る 巧き 巧 年後の 長 計じ備 ふる じ 在 I 

左れば 米國 '巧 じだら て 志を 得 や 

恨を をんで 厨房 じ 泣きな； ある 靑が 

のかき は 菊ら く 吾人の 化 守 南進 策を I 

敲 どし 不平す 滿 のか 鎌を 巧より 脫巧 

して おじ 南 ホの 天地 じを 自め新 運命 

を 開拓す る じ 巧るなら 、大力の 諸氏 

0 て 如何 どなす 〇 

•理想 外交の 弊 

卓郎 

A 大統領 クキグ ソン 氏の 對墨 政策 も 

御 本人の 御意 見よ 6 おれば 先づ‘ 

可なら じ 有 之 候 はんが 吾々 の 觀る所 

を 0 て すれば 愈々 出で！ 益々 拙な 

の 威を 之 候、 內政 干渉、 饿鬼 政策 麥 

巧抄 々しからざる 所 よら 今度は 武黑 

輸出 解禁を 0 て 憲政 軍 別名 山賊 軍擁 

護 政策 W 出掛け 候、 化 次ぎ 鬼が 出る 

か 蛇が 出る か 解らず、 御蔭を なて 塗 

がの 苦 じな < 者は 憐れなる 墨 國のぉ 

じ 有 之 候 

ゥ 氏は ゥ ユグタ さへ 行つ 付 くれば 

墨國 じがて を 平なる 選 擧を巧 ふ i が 

出 巧る と 信じ 居 腰、' 否 今 どなつ ては 

I 然ぅ 許り ども 思 はれね で 行 懸ら上 化 

ホの 方針を 變 へる も 何だか 嫌 やな 必 

持が 致す の も無瑰 ならず 候、 兎 じ 巧 

世の中は 成る やぅ じし か 成ら ホ'、 無 

理が 通れば 道理が 引 込む ミ じ 候 

▲武器 輸ぉ 解禁、 首ち 能 < 効を 奏し 

ク で グタが 軍 愈々 沒を どなれば 憲政 

軍の 大將 カラン ザ 化つ て 大統領 どな； 

6、 山賊の 頭よ b 常勝 軍の 隊長 じ 化 

けた ブイラが 陸を 總督 どなつ て兵槽 


のかき は 本 巧が 學者ホ じ デ ャス チ 

ブリン シグ グ なで. 云 ふ 言葉を 化 

ひ 度が り、 叛亂 相み ぐ 固 おの 义 化の 
精度を 何を 察せず して 米 國の典 和 政 
治は 之を 巧 藏じ巧 ふ も お 羅に巧 ふ も 
到處 可なら ざるな しご おひ 居る やぅ 
相 見へ 申 候 

殺伐 劫據を 霞ぶ ホ 開 巧蠻の 人間を j 

很赫 るに 最も 必要なる 人物は 所謂 ス 
ング バンドの 蒙 傑に 煩、 權巧 蒙！ 

おの 巧 物た る やを 解せ ざる 思 衆は を 

平 選擧だ ごか、 正義を 逆 だと か ホし 
た り ご て 何の 役に も 立も不 中、 却つ 
部 巧必豕 の不卒 を啜發 せし^る 
おお を生や る ろ 現巧墨勵 の 狀態 が 明 
かじ 之を 證明 致し 居ら 候 
▲夫 じが けても 墨國の 山賊 黨 共が 勝 

を 制 じて 一時 政 權を搔 る 事 どなら ば 

H 墨 願 係は か柯じ 成ら 巧く すき か、 

小生の 考を 0 て すれに H 本は 他列强 

ご 相談 一 ^ て ド チラ かがても 巧を ょ 

やう じ 計 ひ 横^ 例 か 何度 墨な がが 磯 

つても 大巧 よら 見た る 吾 民族の 發展 

差 {へ なきやう 機敏の 所 置を 爲ず 

事 巧 耍じお 候 0 上 


して 如何なる 影響 あるべき や VJ を ふ 

じ 提出 當時 S ' i 中 C は! 

權 なき 外國 人は 入 

鹽 y 蔡ず 但條約 又は アグ- 
1 メント じ 於て 特別の が約ゐ るら の 




獨 逸は 最も 綴を なる 注意を 嫌 ひ 居れ 一 

るが 斯は素 よら 膠 州 潰の 蔣 巧が H 本^ 


のなる がが 統領 ウ 巧は 對墨欧 策 上 憲の野 也 ど 深き 關係 ある 拳を 知る が 故 一 


陵 軍を 補奶 する の 必要を 訟めま 一二を 

武器 輪 出 解禁の 覚 言を 發 せら、 其 結 

果 どして 墨 都 じ 排米騷 動 ある や も 知 

れず VJ 豫 おされし も 今日 迄 何等の 異 
變 なし. 

♦ゥユ グタ氏 不屈が 項 武器 輸ぉ解 
禁じ 就き 當 地のを 新廟社 がな もじ 電^ 

報を 發 して 墨國 大統領の 窓 見を ホめ 
しじ 對しウ S グタ縣 軍は 返' 茜して 曰 
御 尋ねの 化 じ 蹄し をは 化 際 何等' 

の盧 見を 述べざる べし、 只 吾 政府は 


州 ± 地を どぶ 性質を 同ぅ せ* 日本人 

排巧 法なら、 勿論 記者は 該 法案を 楼 

手した る 上なら ではを 條 項の 有無を 

判じ 難き も 或 人は 日米 巧國 間の 國巧 

を 阻害ず べき 亞細亞 人 排斥 案の 巧 巧 

せられた る 今 H を お 同性 賓の條 件を' 

をめ る 排斥 案が 通過す る譯 なしを み 

右條 約は 削除し ゐ るべ しど 云 ひ义或 

人が 斯 のかき 重要なる 條 項を 削除せ 

る もの VJ ずれば 華府 電報 じ柯等 かの 

說明無 かる 可らず ど 疑 ひ 居れら、 何 

れ 確報を 待つ て 更に 報 導す る 處ゐる 


参 パ ー モット 移民 案 巧み 

旦議 會を述 巡した る も 時の 大統領 

タフト 巧の-を 認 する 巧 どならた る デ 

リン ダム 移民 排斥 まど 巧んで 其 性 

_ 質を 閒 ぅせら ど稱 せらる {パ ー ネッ 

移民法 案は 去 四日 下院を 通過し を 

ちじ 上院 じ迴附 せられた るが 今日の 

形 おょら 瓶れば 夕を 上院を 逾 過し 大 

統領の 著名を ホむ るの 運び じ まる 巧 

き 摸 様な 6、 化 移民法 まの 條巧 中が 

じ 注意ず べき 点は 「サ六 歳 0 上の 外 

國乂 じして 英語を くは 或 他の 國 語を！ 

諮み 能は ざる 者は 乂國 ずる 能は ず」 

ど 爲す もの じして おし 此を 禅が 實細 

せらる >> 華 どらら ば 第一 じ 打 擊を受 

くる 移民は 比 鞍 的 無敎育 者を き露國 

ぶ伊國 人なる べし おじ 吾 日本人 じお^ 


; 現 化の 常備 盡 十八 巧 化 千の 外： を じ 新 j 面會を 謝絕せ しら 彼等の 頑強なる 嬰！ 

ホ じ 敵し 難く 遂に 代表者 一ぶ じ 面 お 

せし が； 時は 中々 に騷摄 を楷め 巧衛一 


は 化 限り じ 非ず」 どす る條 項る り 悬ち五 萬を 增 加し 底ち じ 化 部 じ 於け る 

し 化條項 巧な しあり とすれば を お 加 お 軍の 討伐を 開始し 貴國の 新聞 通信 _ 


ベ 


員 十を の 觀戰を 請 ふて をず なる 批判 

じ訴 ふべ し 云々 

巧 細亞乂 排斥 案 否 决ご新 育 新聞 
同 案のを ホ じ 掛し當 地の サン、 タィ 

ス 、へ ラグ ド 其 他の 諸 新聞が は 筆 

を 揃へ て 簾會の 態度を 稱 嫁し 是れホ 

画人の 純潔なる 愛国 必をお 明せ る 
のなら VJ 評せり 

♦珍 巧 大使の 辯 明日 本 政が が墨國 

な府を 授けたら どの 世評 じ 關し珍 旧 

大使は ま 二.：：： お 氏を 訪 ふて 樂實 無根 

の 育を 明か じせら 


亞細亞 人 排斥 案 否か 國お卿 お 雷 

を 氏の 攀吿其 劾を 奏し ま 一一 1 H の 米 凰 

議を 下' 院は 加州 議員 ン ー カ 1、 へ 
両氏の 提出 じか i る 間 修正案を 乂 夕^ 

较 じて 巧みせ り 


巧 巧 領内に 居 化する 外国人の 夕 巧の 

間 じ 生れた る 子女は 單じ巧 民 權を得 

き 確證ど L て ホ國領 ±閒 じ お 生し 

だら ど 云 ふ 地 ホ 廳の證 明 書を あずる 

のみなる じょり をれ ながら じして 巧 

找權を 有する じ 非ず 從 つて ホ 國巧民 

どして 本國 の諸潘 ょり 入 固す る 能は 

で どの 法律 解释 じ， て 化 日華が 當碌ょ 

巧を 縣 書記長を モット ー、 ス i 

巧 じ 宛て 新 通牒 ぁらた b - 

領±內 の お 生 證明馨 は 巧 畦を がの 來 I 

丫 がされし もの じて 過去 十 年間の 下 

附數は 支那 人の 巧み 約 一千 名 ど 目 本' 

人の子 女 六千么 0 上 じ 達した るが 誰 

外國 人を を算 する じ 於て はお 數二萬 

人 じ 達ず ベ < 其 約 半 おた る 東洋人の 

乎み 約 一萬乂 はあく 巿民權 を 巧せ ざ 

る 事 どなるべし 


♦武器 輸出 解禁 ホ國 よも 墨 國へ武 


な り、 米 壓は比 利賓を 有し 東洋 じ 於 

て獨 逸く が剌 舊を树 ぅせる もの じし 

て 兩國の 友を 益々 密接を 要する や 論 

を 待たず 云々、 ホ 蠻吿じ 載し ホ剧當 j 

路 者の 一部は 不 お動かされ ねら ど 離 

麻 電報 じ 見へ たら 

巧 画 女 權黨員 等 倩 正を 普 わ 多数 

の 女 權黨員 等は 去 巧 かか 日々 ンタ 
- 僧正を 訪 ふて 官憲が 慈 員 乂獄老 

じ强 前が 食を 爲 さしむ る 事じ關 しが 

藍 見を 求めん としたる じ 初め 僧正は 


ぞュ リック 惜± の 移に 制限 お 見 
一京 都 帝 大敎授 シド-一 1 みグ が ュ 
ック購 ± は 過日 大統領 並に 固務獅 

を訪ひ 左の 移 段鄉限 意見を 挺 おし 谭 


府を府 はなもじ 之を 歳を の 移 お 部 委_ 

•巧 哇お 生兒に 市民 權 ぶし 貴に 迴送 せる 由な 


のが 

造 .i 


を 診察 時閒 


地 B . >自 午前 化 時至鬧 十二時 

T か W 自 午后 六 時 至 同 八 時 

じ 班ん を 日曜日' ィ 前約 ノ恵者 三 限 

通 g ドク 


r- 2 r / 
as トグ 


高見 豊彥 


ご 

- 


基督 敎修痛 食 

常宿 (を 西百廿 一一 下目な 〇 二番 ) j 
日曜日 集會 .午を 八時敎 巧. 内 じて I 
聖書 研究を 日幡 午を 一二 時 (お 道 會}: 
硫禱 貪木赌 午后 八 時 (缩 じて ゴ 
i 讀 書を 第二 第 四を 雕 午后 八 時' 
牧師 大挪 篤 一 
'電話 八'' 一' ホ ミモ ー ニ' ンゾ ナィ ド ー 

S 違瞥 寄宿 舍藍 特大 堀遍 

巧 巧 化 四 T 目 あ 一八 電話 二 H ハ 五 

モ！ ニンク サィド 
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の 肩に 擔 がれながら 手を 振 b 足を 動 

かして お 末 じ 了へ ざる 雲を 女 おも ぁ 

しど 


K 志 
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お 來入國 せし むべき 移 巧の 歎は 
現な 歸 化した る 者 及び 义國ぉ 生 弦 I 

童 おの 巧を の 五を 一年間の 限度 ど 
'す、 尤も 化 数は 化 歐の移 おじ 適滕 
し 南東 欧州 移投 は化數 0 下 じ 切 下 
げ塵 少なる 東泮 移民の 义國を 許す 


自動が ぶ電が 往生の 數 一年 云が 二. 
夕當地 通路が 讓協會 の報吿 じがれ 
ばみ 年 一巧 巾 常市內 じがけ る 輛が機 

死 數は緻 計 四十 四 名め 內モ供 十-! ハ-」 
て 自動車化 生を 遂げた る 若 二十 八 あ I 

の 巧ず 供 十二 電 巧に 敷かれて 死し ね 
る 巧 十一なら がに 自動 草の ため 垂傷 1 

る 蒙りた るち 十二月 中 じと 十二 名め 
新が 市外 じ 於け る 巧を は 一巧 巾 

自 働を お 電車 五 荷 率 一な 6 1 ど あじ 
過去 四 年間に がける 巿 巧に がける 巧 
祗統 計を ボ せじ 自働 車の 死傷と 巧ぶ 

十と 電車 四 だか 十九 靖 単よ 巧 一二 十 じ 
して 殊に 自甄 毕の爲 めじ 死傷す るを 
は 年々 お 加の 傾き ぁる も 加害者の 處 

剖 数は 至， つて 少なく 制 截上賞 じ 看 あ 

;ず 巧らざる 所なる を 巧て 近く 嚴 重な 

る 取締法を 制を すべく おを がは 運動 

中な な 
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^ ® 冉 人な 上ノ宴 曾 二 適 スグ大 横 間 アリみ 家具 一切 最兢一 
^ 式 室 巧 淸潔紳 ± 諸君 ノ 宿泊 二 適 ス @ 多を ノ經驗 ヲあブ 
グ 料理人 ヲなス @ 巧 外 書籍 雜誌諸 新聞 球 寒 樹お蔣 拱 等 一| 
/ 娛樂機 蘭 ヲ備フ 

^ W 河 添 旅館 W 
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ネ 巧^を 巧 {ftrr 幫な體 

煩を r 知 {驚 I 瑟錢 

機鑽 ぶを 銀行 親臂曲 ，響.. 

H 本人の 鄕里 送金は 邦貨 意圆 二が ホ 巧 五が 仙ノ 
割を (無手 數 がご ー テ當行 本 巧 ヲ經ブ をを ホ取圾 
申 候. 
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i ミ— ミミ 
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、を 民を じ 人拂的 差別を 置かず な 
て外國 政府を 満足せ しむべき 事 
，ネ博± は尙 附言して 曰くち をの 五が 
民 制限は ホ國が 十を じ 外を 移民を W 
化し 得べき 释 度な 上 じ 移 巧を 爲 さし 
めざる 良法 じして ホ 日 义閣題 解决の 
檐徑なりご云.へ 

义も 例の 伯が 電報 H ホ 間の 紛雞 

世上 じ 傅は る 度每じ 型の 如く 罷 らお 

で！ 巧國 民の 感情を 害せん ご 試む る 

者は 例の 伯が 電報な b 去 因： n 獨都發 

I 電じ 曰く、 日本の 陸海 軍凉張 じ對し 


新ち 巿官 を® おどか 內銀 巧を 巧 
巿內を 銀行は 新 巧 巧の 官を 預金 じ對 
し 年 ニ ホの 割 じて 金利を ま拂ひ 居た 

らが 競ず の 結果 遂に 年 一二み の 剌を附 
する じ 至れら ど 之れ か爲め 巧は 年 十 
一二 萬 弗の 利益を 得べ しど 云 ふ 


® 極め 白米 ® 山の 芋 
® 上等 化 かまぼこ 
@稷 もち ® 干 れんこん 
み 干 ごぼぅ® 木 白 巧醫视 


\vp 

WA 
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® 一二な 人の ホ 國ホ權 黨吾白 舘じ巧 寄 I 

す 米闕女 樵黨の 幹部 連は 一二 巧 人の 
婦人 勢 働 おを 隨へ去 二 H 白 縮 じ大統 
領 ウキグ ソン 巧を 誠いて 患 法な 正婦 
人 投票 じ 關し大 ひじ 氣 施を 化き たる 
らウ キグソ .ン 氏は 現今の 化 位 上厮- 
運動 じ 援助す る 能は 中と 排 ねつけた 一 


新 育巿巧 五十 化 了 目！ 自 十、 巧 十 二番 
電說 プラザ ー六と 八’ 

竹 田. 齋巧 

こ 5 C で . 》 ミ . ) 、ミ1 - 0 さ 
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夜 十 こ 時まで 
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な犧 今般 左記の 巧 じ 於て 
戴 新ね じ衙 下宿 開業 化り 萬 

事 親 巧 了 寧を 旨 どし 大勉 

; 强 化 お 間 柯を御 引 立の 稱 

顯奉希 上 候 -运 ''ム 
巿俄を 巧 カツ テー ジ 
グロ I ブ街二 四 二 六 
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日 ホ 人 職業 
周旋 奶 

ュュ！ ヨ ー クホ莖 ハ 

街 八 四 四を 電話 ブラ 

イアン トとと 〇 化 

ホ 任を 政 之 助 
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f_IUHn 
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の 農業 家の が 機 會 

ホ國 中部 じ 於け る 諸 鞠 事業の 發達 
は實じ 長を の 進 ホを 示し 其 結 あ 
吾 同胞 祭 働 者の 需要 俄然 激增 して、 
賃金の かき 五 年 前の 二倍と なら スク 
瓜ボ ー ィ さへ 一過 五 弗て ふ 高給を 
得る 有様 なれば 純粹 の勞慟 をは ーヶ 

? 優 八な 薰.- 
善し 将 べき も义國 者々 なき ご獨 ぶを 
業 家の 多き ため 勞働 者の 供输 不足な 
を 遺憾 VJ する をなら、 巧 農榮 を 聲 
をは ホ國 人の 銀 巧ょ b 化 獲じ對 する 

離な 低利 資本金 け難？ 

現じ 昨年の 如き 4 腹 農業 落は 脯？ 資 

鈍器が 數千 弗の 純證 

を 収めたり 本年 も豐 作の 見込 じて 良 
巧なる ± 地 數多ぁ b 、 農業 じ 成 巧せ 
んど ずる 人は 化 好機を 逸せ や 調资通 
信 整を 或 宛を 添へ 左へ 照 待 ぁるべし 

ぎ •. II. Y. 、r 己 ハミ hisa 

G なご eiral ia ご 0『 ccrjt ミ oto『 bi ミ me を 
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好望なる 貸 地 

A 人物の 如何 じよ 6 ては 相 當の賓 本 

を貨 巧ず 

攜 所は ザラゥ ユャ 河の 上流 じて を 出 

物を 大都會 じ 送る 便宜 多し、 一を じ 

二 一一 異巧 K 上貸與 し、 リーヌ は 一一 一年 

或は 五 年 じても 巧な ち、. 若し 買な 希 

望の 人 じは 一英 巧 サ五弗 よらな 五十 

弗 迄 じて 夕少 じす 巧賣 渡す、 農具は 

相談 じよら 貸 巧し、 果樹 植付、 養鷄 

を搔 飼養、 養豚、 乳牛 等に 蘭ず る 貪 

地の 經驗を 敎授す 可し、 又 ± 地はイ 

チ ゴ裁培 じ 適 V ' 養鷄 ホ 望 者 じは イ 

ンキュ ベ ー タ ー を 貸 輿す 希望を は 

新報 社へ 申这 みあれ 
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を闊じ S け か 校 化撤い I 
じ 巧を 二な 山 二稱 ほず 1 
る 砂 をり、 朽欧 'fs でも 一 ' 
をへ 何時 にても が 却ょ： 

b お較ネ . . I 

ぐ、 ，-. リブ ブな提 - 

ス . 紐學巧 
りが 口 まて 靡な 6 、 巧 一 
細 普は 中越 巧 第を 6 何 j 
膊 でら 壑概ホ 前ず - 


鄕 下宿 吉巧 

泛 4 I-exillgton Ave •ソ V . city 
ne ち。 一で reel 
TTeiepho ジ e Plazii 6255 

A ♦球蕉 をら • 


带：_ 


八 


I •紐 育の 曰 本ん 

I が ザ 張 目 生 
j A が 人' 势慟者 か 下宿屋な 6 或はぶ 目 
j のをな て 速で た 頗所じ 集つ て 遊ぶ ゲ 
下ム の 柿 類は セブン' ンブン 、ぼ 一 力 
II 、 .八々 等で 剑る處 中々 織ん ならの 
だ、 化 外 戈 那赋鹏 'のシ ー コ ー なる も 
みがるつ て 一昨年 新を 支那 衔赌膊 撰 I 

を撥擧 める 迄 ど 云 ふ おは 化 巧が 人勞 
墙 をの 収入 額の 約 四 刺は 確かに シン 

す ンの爲 めじ 吸 化された 位で あつた： 

1 が 當が谱 を 部の な 革 ご おじが み 赌贼一 

I 旗に おする ホ 針 か縣带 にな 6 なホネ 

j 化 術を ぶ 卿 ごして 人閒 5 巧测を 絞つ 

、拆た 奴 巧が ニユ ー ヮ ー クホじ 引越 1 

一して W 球！ 胞？ 义 W 街 r 出入ず る お i 

i ら漸 ホが々 した、 昨年 ホ 4 胞 間にが j 

I 财赫が 流が し， し ホた ど 云 ふ J は 州ら I 

-お 段に 流む 6 出した 譯 では；^ くて 從_ 

^ ホぶ 抓 街で やつ V 」 がわ 速 中が 思 ひ々 

々 - S 賜 所へ 巧つ て おつた 6 化 もれた 

り 化ハ悄 じれを がつ てるじ 過ぎ だいみ 

た、 ド； セ 取られる 位なら ま 邪 人よ 

>:::ネ 人 じ 化ら れた方 か ィクラ ヵ 

巧し かち 知れぬ が ドノ 道 取られる の 

だから 跋雕 ずる 韩 じは 巧 かの の だ 只 

戈耶 巧胳膊 所の 閒鎖 どが じ：^ 胞社衙 

が帘化 虫た る シャッ n 隊 (十 仙 除一閒 

; 下等が がへ て じくな つたのは 巧よ b 

一 結構の みお だ 

一 A かて U 本人の 赌贱 あを 語らぅ どす 

> の で は 4 ;^い 义語 つ た 所が 別段巧益 

; もなから ぅが 過去 ご 現 化 どを 比較し 

I てが 巧 円本 人 一部のを 巧が 態が 如何 

一 じ 錢轉し ホつ わか 带 たが 社を 的 組織 

I は 進 ホして 巧た がを ホして ホた か 於 

1 見る j 助 どもなら 一興 ど- £■ なる ど 思 

I ふから 一 寸 をじ紹 かずる 率 どす る 

一么 今よ b 十五 六 年 前の 巧留 邦人は 化 

- 救ら まつて 僅かで あつたし、 社 巧 的 

.秋 がら 立つ て朽 い* かつた から 會化貴 

一ら を 働 をら ぶ 巧 渡を でを じを 際ら し 

I 映樂も おにして リ た、 でめる から 一 

I 轩か二 軒 ある 料 5 ^^ 馬に 集つ て ダ！ ム 

を 遊ぶ どなる ど 勝敗を 赌 する 恭 鳥ら 

^然大き< 1 巧の 一 六勝貸がーニ巧五 

I なの 閒を 上でした、 をして ゲーム は 

军ッ 化ら 早い所の 了 ザが 最も 盛んで 

i 巧は 八々 で みつだ、 現が 相 當の地 泣 

じ 達して 居る 人々 の 中の 或 人が 巧 常 

時 M ハ、 五六、 五一 一、 四 一二、 ホ だ靑 I 

j だ冀ス だど骚 いだ 拳を 思 つたならば 

化留 邦人 社 會の變 遷じ對 して 轉た 今一 

普の 戚じ權 へぬ であらう. 

▲其 後 六 屯 年を 經 たおを も 一 六じ赌 

する をの 高は 中々 大き かつ か、 之は 


重 もじ ホ國 海軍 じ 奉職す る！ F 胞が夕 
数で ホつ た爲 でを るが 今 H の 胳赌は 
所謂 コケ 膊 チで 大した； はない、 だ 
が 赌踢夕 趣味は をの 夕少 じがつ て ホ 
しら 嫂らず、 五化赌 ける の も 巧弗賊 
ける の も；；？ 巧な 所か^ 化氣输 6 の靑 I 

ザが 親を 忘れ、 朋友ぶ おれ、 旨を ち I 

みを も おれて 熟 中す る 巧祿は 化で 本 
氣の 沙汰 どは 思 はれぬ の だ 


•母 國 訪問 蘭の 

解散に 就て 化 

が なず 

A 巧靑 のがが 叫 胞間じ ゆ 國訪間 脚： 
吸々 め帮を あげてから 旣 じ；-' お 霜を I 

鈴 過した、 募集人員の ザ較 にら 施た 
の小閒 体で* レゐ るが 幸 ひ 常 初め。’ 蕾 
を實 がし 化 吾々 一 7 は豫 ぶの 巧が 
を， i へ 恙なく 歸着 する 事を 得た のは 
ホ備 おた る 不巧僕 S 巧榮 どす る 所を 

惟れ. I 偏にが 育 •-胞 諸 巧が 時き W 精 

を帘 せられた 峨 であるから 解散に 隙 

しがく 感謝の 窓を 表し 吊く 0 

A 人は が 旨 相貌の 異なる が 如く 巧な 

志 巧 ホ も 亦す 词 であるから 夕數の 人 

を 集めて 吊 一の 軌道を 衍 かしむ る 蒂_ 

は 到 おぶ し 併ざる 事で おつて ぞくの 

人を 綺 卒する 鶴を じは ホ 化の 巧識德 _ 

望を 巧す るを でな けれ じが 巧に 當つ 

て滿 足なる 結 おを 奏する 事は 巧 巧な 

い、 之を 想へ に 傑の 如きは 餘 b じ大 I 

脫に 過ぎは せなかつ たか ご 思 ふ 0 

A 新 育 訪問 削は 幸 じして 當 地を 出 發 

してから 何等 世間の お 難を 受け 叉は 

嘲笑を 招く 稻の 失態 じな かつた、 而 

かも 夕數 集を すれば 必ず おるべき 愈 

志の 衝突 意見の 化 違ょ b 感情を ぎし 

相互の 間に 圓滿 を缺 ぐな での トラ ブ 

八 嘗て 起らず がか も 骨肉の 如く か氣 

薇々 の 御に 始終 憾 快なる 旅 巧を 綠け I 

たので 询に现 想 的 削 体で ある ごは 化 

閒 一般の 批評で るつ たみみ ならず 脚 

負を 旨 b 自信して 的る 所でめ つて 解 

散の 際 じら 幾废 どな < 巧言は 繰 退た 

A 昨年の 十二 巧で 甸 であつ た、 閒 員. 

の 一人なる 東 氏は 化 栽を の 知人ょ. 

寄越した る ものな- 〇 どて 日米 週報 紙 

じ 記載され た 新 育 訪間脚 じ 願す る 記 

事 「東京 彼 6 」 の 巧技き を 0 て 數十里 

の 所から 態々 侯の 宿所を 訪問され た 

をれ から 二 lllu して 又 閣員 中が 氏は 

问樣の 巧 おじ パ ー トホ ー が 「巧 京 便 

A 」 を 見て 吾々 猫 体の 旅 巧 中 じ 非 帝 

なる ツ ラブ グが あつた もの ど 想像し 
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廚を おへて 侯に 送つ て ホた、 をして 

両氏な 誰れ が涩 惜した もの か 知らぬ 
が 東 巧 傾 b の 記. 率は を 然事實 を 捏造 

した 中傷 的 報 導で ある ど 憤慨し 東 巧 

會 をの 際 じ 一可の 巧議を 婿て 巧 人が 
斯 る無黃 任の 通 おを 爲 せし-^ みか 僕 

じ 探 兜して くれ ど 云 ふ 巧が がるつ わ 
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で： r 
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A 觀光 脚を 独へ じ 巧つ た自 もずめ 親 
爺 口く、 ホん 携耶- 者 か 巧 山を る ど 云 
ふ 話 だつ たから 聞 具 駭が二 化 じな 
詳だご 思つ たに タッタ ー人 殖へ .たば 
か b ごけ 情けない ね {傍聰 巧 ) A U 
本人 會が 創ぶ される ピ云ふ 評！： は充 
か义し い i だ が を体柯時現實さ れ る 
みで ホ、 をが あらねば 僕が 十 獲が 間 
鍋の ヶッを 叩いて がめ たのが あるか 
ら みなぶ 附 をして 上げても をい- {當_ 

化 流} A 働 口 か 無い どいつて 下宿 

崖に 轉 々して 居る 速 中 諸君 一' 燕 飛 巧 

碟じ乘 つて 墨闕へ 0 A を I 買 b じ 巧 < 
奥氣 はない かゥ H 八夕か 成功したら 
ザ 速 ミリ ォー I ャだホ ニを 人】 ▲化 

朽円 米から 歸 つた 人い 談 じを 义 問題 

じ 力 癖を 乂れ るのは 東を を中必 ごず 
る 所謂 與論 製を 家 位の もので 毎ち 米 

國 から 夕额の 送金を 受け ごる 化 ホの 
家族 おはな お 年 U ホ戰 ず か 起らぬ や 
うじ；！ 託 じ 规を參 らど云 ふ 始末 だか 

らが 一般を 怒すべし 云々 (巧氣 を) 

A 化 頃の やうに 新 わの 新聞 じ デ ャッ 

プ 柿の ぞい 事は ない 曰/、： n 米 外を 口 

く 無规ょ 中口く 泥棒を して 一つ も 吾 

々じ词 情 的の 記事は ないた 互じ氣 を： 

付けたら ょから う (巧 憂) A ォ ィコ 

ラ径懲 をの 小僧つ まらん ラ ツバ 節 や 

ドン-^ 節の 稽 みなんで は 如何で も 

よいから を 術で も勉强 して 脇ツ 筋を 

たしか じして 厨かん WH 米戰 巧の 時 

じ 脚る ぞッ 「焼 園 山 濟ほ寺 和尙) 
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3 1 が 金 五 牠ロホ ヶ月み 一度- 
〕 ー ゲ年 かき 夷 

を ハ 巧 廿四曰 巧な 陵 


千 九 巧 十 
較可 

を 巧 兼 鶴 巧 人 甲斐 健. 一', 

お 巧 お が 育 新 巧 放 i 
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輿論 公 愚論.. 

I 世 じ 輿論 製造 家なる を あら、 人民の 

I 無智 じ乘じ 巧み じ 機 會を抵 へ、 殊更 

じ 所謂 輿論なる ものを 製造して 傲を 

; を ふ、 而 して 野 必政客 おくは 御用 蘭 一 

! 人め 徒は 一夜造りの 與論を 買 化しを 

じ 之を 粉飾 レて 政府な 紫、 證 員操縱 

の 具 じ おしを かじな て吾樂 成れら ど 
爲ずも 比々 皆 おらざる むし、 米國の 
I 暧 ホなる 政 客、 単 人 等 軍艦 製造' 家の 一 

_ 手先 どなりて u 乂戰 ずを 呼號 する は 

一 識考の 常に 遺が ごする 所なる が菩圍 

の 輿論 製造 叢 者の 言動に 至つ ては 巧 

t 之よ も 甚だしき もの あ b 、 离等遊 

ぶの 莖は 自己の 聲 をを 維持して あを 

を糧 どなす 必要 上 常に 民力 化 餐を唱 

; へ、 外を 刷新を 叫ぶ ピ雖ら をれ 畢竟 

; 一攘も ステー ジブ ラ' フじ 過ぎず、 荀 

にも 一巧び が 御の 眼前 じ 横け るを 見 

る や 取つ てな て 政府 攻擊 S 資巧 どな 

し、 白 T 〕 巧 巧必を 遂げん か 巧 じは 人 

を 傷け みを 焼く'^' 奴て 妨げ ホ ごな す 

'なり、 名 聲年ど おじ 脚を せる 鳥 田 一二 

郞 巧が ケチ なき コム；、 ッ シヨ ン間趙 

を 化へ て大 架を じ も 巧 觸禪劾 ホ 議案 

を 提出し 無镜裝 がなる 恐 衆を 诚 動し^ 

I てを 愚なる お 聲槐巧 策を がみた るが 

抓き は 巧 個の 適例 ご爲 すを 得べ く、 一 

- 彼等 一 輩を 仰 ひで 天下を 燦論 せんど 

: する 政黨お 物の 無能 無策を 表明した 

一る もの じ 非ず や 

お 艰収贿 が も 巧物ゲ 、軍艦 製 逆に 腳 

係せ る 二 一二の 十 官等が 製恶會 社よ 6 

一巧 か 二方 ル揣 たを を かつた おらぬ 

を 間 題 じ 過ぎず、 事 索よ. ゥ宮 ホ國海 

j 軍の 威信 じ 願す るが 故に おみ じ當路 

者を ベン 鞋し 、巧 寂 港を 激腳 して 事 

仲の 是ホ曲 烏を 正ず 可き は 鎌 會の正 

じ努 むべき 所 じして おしが 關 職ず も 

巧 意外に 廣く山 本 首相の かき 海軍 じ 

緣 かがき 人物 じ關 する もの あらん か 

巧 じ 初めで' を巧閣 'の不 倍 巧を いふ 

亦 巧げ ず、 而 かも 寧が 眞がホ だ孽ら 


ら ず、 常 じ留モ をな てなず る义菜 氏な かもし も大 ひじを 普 ぁる 巧 導 お 6 
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が 强劾聯 を じ 測み る 事を 禱幾 せる 所 

一ぶ の ものな て 這 股の 消息を がふ じを 

らん、 殊じ^彼等©使據じ巧れる日比 


ご 薇 也の 外な < 、米 國當 局ち も 中々 

ャグ を」 じ 御座 候 


▲巿民 巧な き外留 移民 どを へぶ 巧 洋本 經濟 ホの 摊れ なる 狀 態を 語ら、 

I 画 


咨 大食の かき 名は が 民 大會定 巧ず’ る 人 乃至 日本人の 排斥を 意み しがが + 

T . . 


其ち 巧を 巿中じ 散巧廿 る® 巧 民 
I をの 秦番な 言 じあぎ ホ、 化 下らなき- 

I ぶ番 巧言の あが 事を 外 画に 向つ てを 

I 图 民の 巧が々 るかの か < じ おかせら 

る i 夕數の 江 本 西 民は ぶじ' 迷惑 テマ 

ならずや、 をて^?^擁護運崩を 

民の がな 其 おじ 逢す ふや 曹 は 憲改 

のを 達を 化 進ずる 必を上 旌黨の 巧 現^ 

1 を 祝し なて 人民の 無 貴 巧なる モップ 

_ 的 巧 動を 巧む る 巧 ぁ > しが々 义巧ザ 

I 化 賄 事件 じ會 しづ あじ 化 威 切な. るを 

覺 へずん ば あらざる なら 

みな どるは 乎*、 外を S をはず、 巧を 

の反教 おが 力を おめ て 爲な當 おを の 

1 失態を な黎 する は欧治 家の 常道に し 

てを 素ょ も當 おじ 慮す、 而 かも 構 勢 

じ戀 々たるめ おら 愚 衆を お 陵して 與 

謀这 '一? 閒せ しみを じ 身き< 命 

I 助 產を毁 傷せ しむる がか さは 其罪斷 I 

じて をす 巧らざる 化 


福 化 2 移民と バ 

子 ブト 案 

卓 郞. 

A 過日 ホ 田 下 廃を 通 逆した ぇバ； •ホれ ては iit 

をぉ 法案*. 「歸 化の、 資 

格な き外國 移民が 

乂國 y 蔡 す、 巧し 傑 約が 一 

は アグ' リ ー メント にがて 猜 巧の 巧 一 

j 定 あるを は 化 限らに 非ず」 との 條巧 I 

わる や 巧 やじが ては 前 號巧上 疑を が 

一し 置ける が 小を 調査の 結を はを 條項 I 

は饲 法案 第二' 一條 じがて 明かに 特献 

ある 事を 確め 申 候、 同 法案が 上院を i 

通 あし 大統領 ウ 氏が 署名すべき や 否 


のみ ...''. 

'助 政 困難よ 6 脫 せんごす' る 日本 


與 力」 ご 題して 當ホ の < ミ グ ドは 


地 法 ど 何等の 速ぶ 所な き 差 巧 的 法律 

案じて 主 地 巧 ご 乂國權 のをが こを ぁ 

j れ 上米 固 民を 体の 排 oi 意見を 固 

I 法の 上に おて 巧 確なら しめんと ずる 

のぶ、 1 ¢# はがる 皮 あ 的なる おた 

~ を琢 的な え 法律案の 通邊を 見る よら 

みろ 愛 骨なる r 亞細巧 人が 斥 案」 め 

巧 遇を 罪 趣ろ しど 巧す もの じ 有 之 候 

'▲巧 細 巧 人が 斥 案の 否が じ 随喜の 淚 I 

を ' 3 .ポ ''シ ，たる 吾 當局者 ご マン 巧の 愛 

面 货演說 を 難 有し ど 感じた る 輕ホ骄 

巧屋 共は、 3 ブ 峻烈な. 0 排日 惹 をを 

藏 せる パ I ネット 案の 通 あじ 掛 して 

か 巧の 態度 じ巧づ べき か、 シ ャトグ 

の 一英 字 紙が、 盛細亞 人が 巧 案の 巧 

巧じ教 する 巧國极 をを の 笑顔を 吻け 

つて r 日本の 政治家は 化で 小 供な 
3 鉢し ねる もの 寸鐵 おんの 價值 をら 

どぞ候 

A か 巧 じ も 日本は 怪しげな るが ± 的 

協約に 轉られ て事實 上を 民を 斷禁致 

居榜 事を 米国が 巧を 移民 彿 斥を 國を 

と 义ずも 今更ら 仕方なし ど. 諭ら むる 

や も かれ ざれで、' 巧 < を 泣 面を かじ 

がされが 之け じ唤 n 曰を 化き か 味ら 

等 困の 体面‘ じ 願す 

が 領た有 之 巧 敷 や、 誠 窓、 親善、 圓 

お*. 解 巧、 ュ スサ 應巧サ 、を 巧項來 

嚼 伽が 來 、何 ごも、 i 巧 有 次第 じ 御 

座 おな 上 


化 地方め 訊 健が-思の 困難を ホた 

が だしき 所 じ 至らて み按 をを 繼績し 

得ざる のみならず 生徒が を 物に をし 

きため 通を し 得ぶ るの 理由を なて 帮 

I 校の 化むな き’ じ まら 其が 態 實じ 難れ 

瑞 まれる じ 問 情を まし* 此經濟 をめ 1 

阻 難が 曰を 戰 ず じ 始まら V ぶを 十慑 

方 巧の 負 债じ逊 する 利子の 拂 & よら 

I 引 緒き 巧備擴 張の 民 おじ 化賴 せられ 

一戰 後生 巧费の 高 昇 ど 共 じ 人民め をし 

みが 殆ん でぶ お 度 じ 達した るを 論じ 

おじ. 一月 サ 四な 東京 通信ぶ してぶ 橋 

大藏乂 段が 軍滿擴 張を 巧絕 ホし みみ 

^:*らホ、 ぉ搪ぉ丈制限を加へ：て民が 


▲を 晋 ► 

f 戰爭 か'. 感 なを ホれ 

シ タキ； ュ ー ス巿髓 田ボ郎 

世界が ホが じ 向つ て 進 ホし ク； ある 

f 一は 何人も 知一义 所なら、 或 人は 巧髓の 

猿 張を 0 てず かを がち 得る 信じ 或 


人は 軍備の 擴張 をが て巧蠻 どし を お 諮の 要領は 左の かし 


ゃは今：^じ於て豫言しぉきも米國議及道德じ依て平かをホめんどし、 或 


す 化' 人の 檢媛 今や 進が 巾なる 一 疑問 食の 東洋 移民 じ おする 態を 比 前號本 


を 粗へ て 徒ら じ昭 憩の 朝を なすが か 

きは 愼 重なるべき ホ國 立法 部の 態度 一 

どして 甚だ 轉卒 チ萬ピ 云は ざ もべ か 


I 誌 社 說の通 b なる は 疑 ふの 餘 地な < 

义諸 新聞紙が 殊更 じ 「巧 民權 る々'， I の 

一 かき 重要なる 事 巧 じ 巧て 云を す 私が 


I 人は 單じ敎 育 じめ み 盛を ぶ ホ、' 孰れ 

がぶ 巧者で ぁんかは 讀 をに 巧せ てな 

じ. 諭せず、 余は 只 軍 儀. 擴張 おは 限‘ ら' 

とる ふ ものる る ホが 一-言 せんとす る 
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人な を內勞 働は 婦人の 勞 働なる ど 手術は 逝 日武巧 カン バラン ド 病院 じ 
同時 じ家內 使用人 問題は 婦人の 問 於け 一 患者 じ 施された ゎ、 醫師は 同 
題なる 事を 侣 ずる ものなら 云々 院のド クタ ー、 シ ー 氏 じして 先づ一 

: ♦英帝 美 蘭た— 案 お 園 議會は 婦人 患を の 第と 雪の 馨を f お 
幸 日 馨」 董霊星 震 でら、 其 肋骨を 題 0 宮 代用 お;^ 由 

は 親しく 臨御 蘭囊襄 行は をれ C て 手術 時 閒二時 堅 主 ハを 基し 
たるが 當日麗 ま 0 勸語 1 靈下 たるが 手術 後の 經過極 さを 好 ミ 

は垂畜治案解度觸し甲御 も® ょか^^は^ 

i ホを り 変 A .? ら t こら まへ なく 外 觀上も 一見- 3 たる 許-- じ 
一 琴の? ’；' '述； i ';. れけ ては 別 じ 手術の 跡を 見を 難し 泛を 

>遙 ま' 一年間の 墨 苗'' 午 化な 十 S 年 患者は 四 年 前 頸部 じ癌禪 をを じ醫師 

}' 巧 化 a フエ ブブ クス、 ジア ス墨 都は I かを 化 止^る 必要 A 頸部の み 目を 一 

じ 巧 かを 起す* 同寸 九日 マデロ 政府— 助 取らた る もの - A 由 

一媒 覆ず、 同日 ゥエグ タ氏軍 除 繰統を ，’ ‘， 

祠廿四日叟統 マ デ n I |軍飛巧|務じ？ ホ圃聲 

も、 一一 頁 壬是 国大 統領 ゥ文 i 隊去置 チ Y 重 卜巧達 

ン_货墨 囊府 承認を あむ、 賓廿を S 州サい •いい ゴ 香识 
.目^ 國霞じ 靈を靈 す、 宾 《 5 ょり r を ^ 死 ら 
風自^墨ホ困を使へンリ！ ン 1 ン ♦珍らしきホ國の地震 ま十日午後 
ゥィ グソ' ン巧辭 威す、 同と 日 ゥ巧特 一時 逝ホ國 東部 一 帶じ小 地震 ぁら 新 
使 リンド 使 i る、 間 廿と日 ゥ巧巧 育 マン' ィッ タンは 震動 頗る 徵 弱な b 
呈ホ人 巧 退去を 勸 む、 十 巧 十一 百 ゥし爲 め 測候所 員の 外 知る を 無から し 

ェ 'グタ 巧 自ら 獨裁を どなる、 同廿 八が プグツ クリン、 ー イツは 稍や强 
日英 獨佛諸 國乂國 の 方針を 窥ひ 化て 威 じたる ものら し？ 一' 部の が おは' 何 

I の 行動を ま控 ふ、 十一 巧 五日 クオ， J 處 じか 吸 ああら しならん Vi 增 さしを i 
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役場を 事 係の 手 じ 達せざる 巧ら 乎 

おし 四月 十五 U を じ 徵兵官 の 手に 

蓮せ ざる 時は 如柯 なる 事 お める 

違犯を ど 認められ ーヶ月 0 上 一を 

な 下め 重禁 鍋の 上 じ 一二 圆 R 上 一 こ 十 

圓 0 下の 詩を じ處 せらる 可し 


ザ 乃 日‘. 俩 ..棠 郁 <拇 郁 船；^ 

巧.々'. 漸 お 觸敎 ちを が 某 殿 マ こ 
I 衍 .1> 谁豐 絮 豫を爲 L なぇを な琳格 

I 驗査 さ. 八. 通れ 甘が 锻無 しお‘^' でぇ 

可'-: 义化嫉 を 普通の 某 役 服ず ぶを 

都を 惡し ''{.と' す，* <? 潘 は滿廿 八 歲をじ 
一年 志願み を 韻 出づれ ばすな. ら .. r , 齡 

I 豫 顧は 每 年若. 出す ベ' う' もの ごす.." 

，寞 '幽 體絕留 乎： 襄扫 本秦陳 


がめ. 舊帶 をを 除きて は 何れも 今回 视 

尤鞠じ イ输國ぶ-^^帶した る^考 

な，々 尙 策 十-. 一ぶな 其 化. 精に 

古 柄 雌し 准 なぞ； ち 達な 巧而を 些ハ 

十一%® 殆ん でぶ 部^^^ をな も ご 

f 澈诣總 領事が じ 夫人 歓迎 會巧十 

六 H 午 塗へ 時半より ホ 本 慣樂铺 にが 

て 開催の 绪な らしが 延期 ご なれら 

ぶ 本人 脅 創ぶ を お 人 會 ..沫 十と 巧 


.內關 儀 償還 廣吿 

I 今般を 面 政府 じ' めて 臨時 事件を 僮 ( 

乂 阿本 帝國 政が 特別 五を 巧を 債證嘗 

) の. 內を寶 千万 圆化 本年 二. 巧 十二： 2 

抽鎌執 巧 1 1 1 巧廿 四日 償還 巧 相 成 侯を 

击 M 番號は 巧る 1 1 貝廿四 H 0 後當巧 

じ 就^ 御 承知 被 成 下 度 叉を を 債證聲 

所持の 御 ホ々 め 御便赏 を 計ら 右 S 巧 

か 四 H な後當 店に めて H 本 向 胃爲總 i 

巧 おを なて 御 買 受可申 候 

大正 S 年 ご 巧 


哨歸 ホな 國 あがに 就， き 語な て 曰く 

I 中央 削體 は . 今め. 所を < 絕遵 なみ 嘗て 

お國 ょちは 替を 費を ま 出す V : き 

I ホ 暨も ぁらたれ. で 今や お米閒 題じ專 

一をがくるを巧んど無ぐ新聞記者め.^^ 

きら 化 方' ょ b 招待して 奢つ で やれげ 
i 特別 おら ざれば 聞く を 無き 有 横な A 
從ク て戰爭 論で A すれば、-: 人の 親 目 
を蠻 動ずる じ 足れで キ ヤン ペン、 才 

ク 、エ ジユケ 1 ; シ ヨンな で. ミを 湿き 

事 じは 少 L も乘氣 じなる ものな ’ ぐ 光 I 

頃 抑 上淸巧 等が . 化 ホ 日本人 會 じよ， ち 

I 化 進 されん ィ」 する を滥 澤男咎 々謝 糖 
せえ は歸 罔ん ' て柯 等め' 希留を 得る 能 
はざる を豫 期し たれ' ばな々 を々 


橫濱 正金 銀 巧 

•紐 育 出張. 所. 

怨 " ^all St . Ne 与 York Ci す 


闹粧敕 郁 おみな 篤 太 郞氏ど 共 じ 過 ぉ 

欧州よ み 巧 着み テみ 予 ，スタ''--' た 在本 

数. 二 週巧滯 f 豫を - 

て 慕 職 適勝產 か 藤が 藏 氏‘'; み 

ぉ 本 煎に； 滯巧 中な 

桑望一;井苯惩實演曲嘶ぉ..姑韻札 

{獻州よ^^着-ホ テ>.て-タタ1じ巧^^,一 
帝 肖 中に ぉ發巧 地に 匙く ザし 

ち' $樂 が. めを 撰 旨'.， 象棋 好め'' 太 I 


修あ會 じ 於て 一 開催 イえ 管て 满嘉 天狗 类拥理 はま 十-百 晏俱樂 郁 


へ 巧け 卖巧 がを 養した 

>靑 年會 茶話 會； 來十立 日 午後 八 時 

蘭 催が 富が 巧の 巧國 誠問談 あるみ 

す 孫 座法寶 習灌績 33 ■■去 八 由靑 年會 I 

じて 岡 . 常 巧め 實驗 をら てょ 古 0 ホ數 

ぞ巧實 習者徹 出し 菜を 社 骨め 如きな 

旣 じぶ‘ 妙 境を がふぶ 得た ゎ ど- 

'♦ぶみ 愧± 儀 巧，'' 呵 巧は ブネみ..- 州 

嘴が メン フキ . け ホよ' 夕講 がの 蒋聘を 

受け 巧 十み 曰埋 發の尝 にて 約 j 迪間 

滞 蒙 上歸 おす 巧し ど 


•おか 千 巧な 戀 おひち 旧 文 雄 こを 

ふ 化 - H 娘 者 見た やうな 名前の 日本人 

j 君は 昨年。 ング アイランド^ 就倘中 输 腐を 丞 巧め 新を ホ 劇き 業ち 她經 


♦早 川 保 次郎氏 一時 歸辆 新脊 をを 

が餘會 社' め 同. 巧は が 用め 爲 めを か肚 

發歸 朝す る 由 じて 歸 ホの 膝は 新ら ■ 
义美 < しさ 同伴を あるべし ご 


も 

巧 

一二 

十 

四 

が 


|一 一一、 猶豫 願の 手 纔を爲 すじは 先づ總 

-領事 おじ 巧 留を錄 を 巧し 置きみ じ 

巧絕 現 化 所 (英文) 姪— 年月。 を _ 

:明犯 L 且ク徵 を猶豫 の爲め 在巧證 

r 的 違を 願 ふを の 谓®,^ 臘ム たえ 願 

I .を 差出ム ....；( 郵使 にで 可な 6、... をを 

j 出頭す るじ夕 ばず、 手數 十 化 

郵税. 一一 他を 添ょ.， ベム)' 辭巧 香ので 

I ’ 附 をを が 夕ば直 もじ 左の 猶豫願 ど 

一祠 おしで 巧 籍地边 町' 寝 撰 じ 送る 

I こど 

I 徴兵 衝豫願 

- • お經 、族籍 (止 族、 卒 民) > 職 

業 一' お まの、 身を (巧 ま 又は 

戶ち どの 關炼) 、姓名、 を お 

. 巧 曰 ' . . 

を お 儀 本年 觀集 じ應や ザき め處 目ず 

化 米 (現住所 日本 文) にが 留致 居候に 

か 徴集 御 猶豫相 成 度 別が 二. ユ ー ョ！ 

;ク おが 爭の 巧留證 明蓄相 添へ 化 段 奉 

矿ぉ化 ‘ ' 

I ' 右 一 


韦 をの 女 巾 じぶ けを がけ 化鐵 をな つ 

た 腹い せじを おが 圭 しぎ 蔡 敵に をん 

だ揚 巧み ダ 巧 間乂 織の'. 實 吿を受 がし 

'が 化 稍巧獄 ずるす 巧 や 物骚じ も凶麗 

を 携へ掛 手の 女を 突 < の 殺ず り どを 

I 迫す る ょら 女み ま 人 义るゲ ー ン ー 巧！ 

- 面倒の 餘ら 共濟會 .へ. 其處 をぶ を 願 

甫づる じ 至れ' ら 、'然る じ ラダク-レ 

ジ ー の當 人は ソン ナ事 じは 一切 構が 

す每 目-^ 舊ホ家 じ 巧 かけて 例の む 

でし 文 巧 4.^1^ ベる じぞ勤 '手め 則 溝 も 

堪 b かぶて 灌 综じ訴 .へ 巧で 有 旧は 义 

候奧い 御飯を たべる 事 ご なれ 

をる 物が 無ぃ：.' 山梨縣 人々 峽发會 j 

が 巡 ぉ 飛推轉 の， 御ぶ おが 蒙らた る黃 

ぶ 聞く じ 孤を 化 律 ご， ツソ '.ブ '覆み， i ? が 

は 這乂つ ホが 常で 審 どが 夕ゃも 麻な 

か. らは 'ずれ ダ， ィ .ャ巧 か」' 灼巧 星し さ 

品物 も おぃの 中 業々 案み t 鄉巧 ぶが 

♦0 やら スー ッヶ！ スを切 破. る や. 盤 

々い たづら をして 立 ま. 〇 た^ご、 泥 

棒、 巧 要 ふな 物を 持たぬ じ 限る-- 

、嫁 あ 6 成功 じ： ホ^'巧 扫 弟べ あ. 言 

ム；！45^^巧寺詔义冲餘をの.內一 宇.呈名 

ぶ 男子 及寸を 名み 妻女 おを 圃 マン チ 

'ャ满 じ： て辭 ホした. る’ かを 回歸ホ 


餐 法.' 新 常ち 命 お檢會 社な 間 氏おク 

ィス.. なン み今乂 擧お授 タパー タシ .. ダ 

I 博' ま お 著を 靜巧 爵 東を 成' 文閣 I 

寺發行 せら..、': 44^ め 巧を は 嫂造エ 

業？.' 會祖痛 織、. 應 '事* 卸ホ賣 、通信 

贩賣 、農 王荫 f 臻よぁ ，顯 係、. 寶 I 

掛 集を f : 溪吿等 ホ 辱 レ 巧げ る. ' 一切の 

實 鄉糖替 法を 網羅し な' る 新著に 
て譯义 叉ず あ明浙 な‘ てが 人ち 業 家 
一'®;!^ 框俾 ど' する たおる 

♦神 上满 巧を— 英文 「'在米 白 本人」 _ 

は’ 巧が 大が洋 沿。 加を 陀 、布 巧 

が 地 じがけ' も間胞 々實狀 を 踏 杳硏を 

'しが*^' が 都‘ を 本 どし 米國 人の 誤解 ，？ ii 

縣 かんど 試ん' た*? 新著な 

地 邱祗 の， 賞 膝を か'^' ん く がする 者な 

必ザ讀 支ざる. ベから ホを 偶 I 弗 五十 I 

補沐靖 じ 於て ぶ 巧ぐ‘ 

■ . • — 1 

.遷 泳节 讓演 ，.本なず 後 四時 ホ チ 

ァ 'タタ}」 しがす ぶ^ 14;^ 倉の 醒ほム 

一,: か. ク rf 講端 脅め. 却 家み 搏ホタ r 東 

I をよ‘ け 長 崎を しと 題す を 鶏話ゐ るべ 


ii 


異安の 蓬 


. . ’ 起！^ 肖を. 

ネ禮^ 著を 濁 特の輕 妙な 走 筆法を 3 

て 露骨 じ 男女の 性的 生活を 說明 せし 

談な 書' 養霉 だを 烈を綻 をし 紹 

常 證很巧 廣め發 質 祭と. ごな ぉし 物 化 

み 言® 巧费 棚藝邀 



Mi 



じ 集って 競技した るが お 颗懸赏 を 保 I 
た 人は ' S 鍋 田、、 一雪 夫 巧、 さ 等み 

色、 馨齊 藤、 暑 飯 島惹冀 な 霍篡が 樂觀霎 穀耀视 味 就 

ら 妻、 ホ も 初段の 格 ある 者は 天 野を ホ 喉 禁韭芭 な A む 論 ダを-がり 寧な b 

■ - 


のみ 餘 の'' へみ おは 何れも 飛 単 巧せ を 
I 単を にて 巧の 御め しらい を 受けた 謬 
な. 


/ホ 


廣 


爱. 


グ-. 

- yr 


豫- 歌口 

瓜 空 煎ホ義 犬 盛 

典郎 な滅鄭 観 

A 巧る 九月 卞巧常 拙巧發 ...翌年 二ぶ I 

吨為歸 ホの 訪則 脚眞を 募集ず- : 
おが 善、.. 黨お 人員 掌は 云. 月 一日 發 

表す.-- . 

紐 膏巧圓 訪閒鹽 本部 

.新 管 •巧 第 六 街： 二參八 
ょ權 者： .ホ.：： 富 平 


邊 sp 熱參 
ぶ 要ず 

篇眞 '業に. 趣 ホを？ も乂 K し. て 弊’ を 

巧 審業わ 補批發 建せ しむ，； 0 どが I がが； 

首 身- ら獨 立， ゆ 泉 礎を 化らん ご 中-る 款 

必 ，家な 巧談 みれ、'' 報酬は 人物め',^ 巧 

、-、 3 rl む 分‘ み 利 湛葡霉 さず を 作 巧げ なじん 

、味 國を蚕 mis 談‘の 上 


非赛 杰卷 


吉田义 學博十 講演 ネ日ギ 後よ 時 

ザ 修道 會に がず 巧 巧 ホの 謀演 あ； 〇 
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|:一 


ホ 舘 

..大 讲巧廣 か 

'..レ， キ' シ シ * ツ巧去 巧み 十义番 

. T applies ^ Yocngmens JHOme .. 

? 轰 Lexing ぶ 》 、 we •乂 。す さ rkCi ミ 

Tel . 送惡 Plaza - Pro ブ H.oldai 


が 黄！！ 爱' 


' r - 


を僧壹 .，戒 

本當帥 (を 殖器篇 一 生殖器 解 瑚た當 h 
巧 仏を 骨に 且つ 痒き 處じ ずの 插< が 
瓣き論 恐なる 筆法 じ 解々 說明 せじが 
かお 版と 胡 時に 幾 寅禁邱 されし； ら の 
にで を夕 無顏 1 寒な ち：''-'， 一 

施 人 



- ム潑賣 禁止，， ‘一 化歡 お® 






4 ^ 94 n 99 pi 4 m 

郁 

銷惹 




しぶ 階み 一 弗— 中 nil 弗 千 加 

煩 守な 卿ぶ が 味^ ホの 夫な 物た * 

-み 合す 胡 太な 閉め 速 載せし* 

の な' るが婦.<の-!®;^f¢ず迄' / な < 北 

带遷ち おを 横 樣ぞ驳 去 ま ザ ド 
稼せ し' 稀夕 衣％ 巧 傑作 どじで 
■蕾 寺 補んで なかさを もり ホ 也な k 

4 藍 鷄黃 一:‘.’ 一 


纔琪 み孫攀 ひ .. 


九十ぶ 化 




络肿二 版が ホを 僧. 一 弗 五十 仙 

8^^熬-樹'二叔0/. 

.S 
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一 



* BE お i/i 下 之 . SGHOur 
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H ミ rkm か !. ii.ch 343 . Le 打 ox Ave 
new !27th が re が ’ 

Bklvn. b け 打 ; h.? け し ; 、 かい ton.’St, 

時 細 H b 敎る じを 
'.で 密謝 ス^を へ 巧學恩 
■ •もは は '搜 巧を 生に 

i を かを リ ずが f ; に 四 
卜规 越て ッ に..、 貸な 
ホ巧廉 ブ で おも か 
苗黃な 進 も 段に 巧 
すを 6 紹巧坡 ii:' j 巧を 
b 、 ホ 却で 校换 

巧 明 校 よ もす: L 
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N.'Y.-'C;''',, 

Tel. 7154 Morningside 
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御 下宿 吉 .西 

浸 4 1/ 心 xing ぶ n 、 vve . ス Y. sty 
near 5 ち Street 
Tel さ ho 己で plaNa な 2 賓 

A • 禄場 あ ^ A 
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a が .' 

山 . 化 d 

W WC' 
が 姑 Y 
，的^ 次 
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恥が 


巧 留靑年 唯一め 機 願 
圖書舘 、運動 部 

を 人 ま 円 年 食； 

f 日曜 講演 談話 會 
L.' 進 ホち 畢趣 想の 圍體 . 


r- 陆靜 じしで 淸 潔なる - ■ 

.'..◄ 貸 室を 湯認 ▼ 

S を woshino 
132 Lawrenco か t. oity 
oli え tw-129' を St 台 el 运 s を ミ n 营 id 


r 


T 

N- /.« 
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T 5^ バニ.'，，' い 

圈餘 . 洋食； 店， 

: 化 二？ L クボ 十四 巧 . 
な 目 巧 十四 番 
- 1 , 125 ^ 
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」 * < > • t ご — I 


新 育ち ニ ホ ーニ了 目 西 島 一二 十 A • 

替^ 御 林 遮 若松 

. 電話 モ V 二： ソク サイト 毛 一 お 四 


iik 


案. 曰 本 食料 贏 何でを 有 をず 

21 \V ち芭 ng 穿 • oharl ま ミ wn g 爱 S. 々 < い ス ^/ 
吞 I.7S4 W. Ch 爸一蔓 写 n づ一 ^ 、 一 


t 巧米國 最大の 弹 服巧茄 

就？ 巧 本 火み； ぉ IV ス 

' す' ンを雇 ひ 居らまず から 諸を の 御を 文 じ 
づ > 勒 しが 別の 注意を 致し ま . す . 

品質の 上等なる ど 化 立の 义 をなる どは が 店の 
恃な であら おず . 

女 . ー ト ■ -こ 十 弗な 上 
ォバ ー コ ー トご ■こ卞 巧な 上 :. 
燕尾服 •ご 三卡 宛な し 一 

: ゼ エ - フビ！ キユ ー 洋服 巧 
- ■... 中 、' 川 


•巧國 訪問 團の 
解散に 就て 佩 

. . ’ 林 富 平 
▲r 巧を 巧ら」 の 記事 中 侯ーケ 人じ顆 I 

I する 事項 ど 新 育 新報 云々 はさて 置き： 

「吾々 ( 拳を) 新 育 じ 居れ 人々 じ 化つ 
て 組織せ る マン ッ タン 俱樂 部は 新 i 


を じて 雇いた 

A サ六 日の 朝日 ホ 見物 じ お獲し 其 巧 
は 闹地じ 一治した 〇 翌日 中 巧 寺 湖を 
見物したい 希望者が 巧 名る つねの. で 
結局ら 巧 日 tnm 由 巧 巧を 取る 事 じを 1 


をな つが かき 震 勘 巧へ て胳を 寒から 

しむ 余は 巧て 用意の 陳 灰^ バケツ 

硫酸ち 巧陈 けの のれ 手が を玻 つて 
進む 巧し も 二 頭の 馬 あら、 か 巧 じし 
て 生き残ら しか 余 等を 見る や 棲 しげ 


《度は 變围身 等 W 日を え S C ゐな 较日巧 為饿じ ホむ 力 


車 壌 じ 到着す る ご 前記 朝 屋糸永 巧 氏 一 


もな < 余 等を 見送る 樣 哀れなら、 十 


薑 々を 雲け をし Ti 六 時から 餘 了を 進み — n— 側 S す、 十 


タン 俱樂 がは 巧澤 巧の 經を 


す 訪問 倒を 獻迎 する 準衞旣 じがれ る 1 する 富* H 見樓じ 於て 新 育 訪巧圈 の 歎 

迎 をを 開傕 する 事 じ 决定し 巧 じ 其を 

1 備 なれら ど 巧 へられた、 時 じ 開會の 


も か 何せん 不統一なる 彼等は を じぶ 

計畫を 中止せ しむる じ 至れら」 r 圈員 j 


| 盡 < 不 ミラく」 の 一 一事は を お 事 I 期 じ 先つ ミ 僅： か . じ 一一 . 一， ^^, で‘ ぁつち 

隹 挺身 噴火口 y 
探る 

大巧 お 日 特派員 島赔 氏の がぶ 

I 余は 十四日な ホ 噴火口の 探 擦を なさ 
ん どて 出船を を涉 しねる も危晚 な ^ 

ごて ホ 誰す るを 無 < なじめて 萬 巧を 

胃して 决巧 せんどし 十五 日 早朝 本が 

特派 寫眞班 一一 一木 氏 ど 共 じ お 岸 じ 至た 

ば 恰もと 高 敎授を 伯を 外 學篷ハ 名は 

巧 巧 探 捻 隊を組 域し ホる じ會 ひを じ 

百方 船 夫を 說 ひて 辛ぅじて 

A 1 挺 権の 小 かを 出さし むる 事 ど 

ならた るれ iT 名の 船頭 かお じ 鬼胎ぶ 

抱き 引 船を 馈ひ 巧るべし どの 口實じ 

て 逃げ出し たれば 余 等 一巧と 名は 巧 1 

i /f) じ檐を 操ら 午前 化 時 十み 屋久 

島 波 止 填を 巧 港す、 暗れ 渡らた る 溝 

を 雜ホ灣 の 民 中じ樓 島は 蒙々 たる 煙 

械を巧 天 高く 嗔き 上げ 凄壯 言語 じ絕 I 


音の あ 相を 解せ ずィ i が臟じ 憶測し 

て 報 導せ る もの か 叉は 巧 か 吾々 一巧 I 

じあして 不 おを 抱 < 者の 中傷 的 通信 一 

でを つて 曲 員 諸君が 吾々 を お 辱せ る 

ものなら ど v * 憤慨した のは 當然 であ 

る、 巧は 如上 二 項 じ 就ての 事 實を紹 

みする 順を ごして ネ幽 の觀ホ 旅程 か 

ら 始める 

A 十月 サ 四日 菩 々一巧の 横漬じ 上陸 

する や 新 育 じ緣な ある ぞ數人 壬の 出 

迎を 受けた が 中 じ も 中が 嘉壽 氏は 本； 

巧の 爲ゆ一 そなら 《戟 旋め勞 を 執ら 

れ た、 其 時 マン、 ーッ タン 供樂 部は 本 I 

裡の爲 め 歓迎 會を 開催す る專 じみぶ 

せる 旨を 吿 げられ たか 東京 滯 化の 旅 

お 僅か じ. 二 あでは 到 お 其 準備を 完が 

する 違が 無い 何 どかして 滞在 H を 繰 

延す 事は 出 巧ぬ もの かど 僕 等 じ 相 

聚が あつたが 巧惡し < 半数な 上の 閒 

員が 外出し >」 阳 たので 確答す る 事が 

出 巧ず して 中が 巧 ど 別れた ので ある 

翌 H 東京 じて 郵船を 社の 招が じか 

るを おを 見物し 旅 舘じ歸 る ど 二 一一 

掛 員は 觀ホ旅 科 中い 巧 坂 地 その 或 鶏 一 

所を 除き 東京 滞 化を 增 加して はか 何 ^ 

どの 勸議が 出た から 最初の 規 まじ 寒 

き 一間に 協議した どころ 誰れ し'^ 異 

需を唱 ふる 者な く 削 座 じ 巧みされ た 

何 おなれ ば 二 U 間 じ 大殿伯 訪問、 乃 

木 神社 參拜 、柯 々の 招が 會 、曰 

巧 曰く 九 段ど豫 をめ 歴訪 巧 覽を二 一二 

H 間 じせん V 」 ずれぶ _ 煙草を 喫する 暇 

もない ばか b でな，、 嘗ては 海外 萬 里 

の 新 育に 巧つ て 一つ 塞の む 飯を 昧ぅ 

た 多 おが ± が 一堂 じ會 してが 白 胸襟 

を 開き 乂澗 をを し 蔣來を 語る ど 云 ふ 

畢は 吾々 新歸 朝を じ 取つ て 最も 偷快 

どず る 所で 义一 じは 此隣 相を じ 聯絡 I 

を 結び 內 外相 應 じて 利益を を 進ずべ 

き途を 講ずる 好機 會でゐ らうから 

を ふの が 繰 延を斷 巧した 最 要件で あ 

つた 〇で 僕は 當時其 席 じ 居られね 間 I 

俱樂部 县朝屋 糸 永 両氏 じまで 其 旨を 


I 數 町の 丘陵が も 難の 巢 のかく 暗褐を 

I 紫 白の 噴煙 蒙々 が もち 大 なる 烙潔證 I 

のかくな 岩は ダラ {ど轉 をし ホら 

ァ户ャ 下 あとな らん どす 危験 いふ ば 

からな し、 一巧 之を パブ ク じして が 

念の 採 影を なし あじ 

A 大曝發 口の 採換を 試みん どす、 

; 同行せ る 遺が の 健を 等 も大じ 准み 過 

じを を 止む る もを は敢が 先頭 じ ホ 心 

侮の 燒 山を 聲 ずれば 一巧 も襯き 巧る 

燒 木を はおの おを 辿る じ 異臭 紛 々ご 

して 鼻を 街 < 更に 外 奮を 脱し 淋漓た 

る 流 巧を は ひも あへ や約廿 町を をれ 

ば 小山の 頂き じ 達せら、 轟々 たる 護 

動は 百雷のを つるが かく 猛烈なる 勢 

を 0 て嗔き 上ぐ る 煙 施は 蒙々 幾ち ホ _ 

の 天 じがし あ 間 も あらん かど 思は 
{ 大巖 おも 礫の かく 噴き 上げ 互 じ 街 一 

突す る 響 實じ壯 お 凄 おを おむ、 焦熱 1 

地獄は これかど あはる i げか ゎな b 
がし も績 いて とち ^ 健 巧 登ら ホ 6 バ 
ロメー タ！ を 見れば 黄 じ 
▲ ニモと 巧 五十 眠 の离 さな- =^、 化 

大曝發 口の 化觀 を俯隨 したる ま 余を I 

なて 最初 どすべし なじを は 傍なる 燒 

木 じがを のた め ナイフを なて 「大お 

お H 煮 聞 化 鸠時新 太郞」 の 十二 宇を I 




参 農業 家の 巧機會 

米国 中部 じ 於け る 諸 稀 事業のを 達 
は 貪に 巧 驚 長足の 進 ホを 示し 其 結を 
j を 同胞 勞働 をの 需要 俄が 激 をして、 

I 賃金の かき 五 年 前の 二倍 どな b スク 
グボ I ィ さへ 一遇 五 弗て ふ裔 給を j 

1 得る 有樣 なれば 純 粹の勞 働を はーケ 

2 • 優 答 弗 § 1 千 弗 I 

蓄し 得べき も 入 西を 少なき ど 巧 立を 
粟を のをき ため 勞 働を の 供給 不足な 
るを 遺が ごする 位なら、 旦 農業を 望 

着は 米 固 人の 銀 巧ょ b 化 獲じ對 する _ 

禱0 低利 資本金 綿？ 

を じが 年の かき 同胞 農業を はお 資 タラ ザ 

鑛 $ 作 數千张 の 純益 

を 収めたら 本年 も 豊作の 見込に てを 
巧なる ± 化 數夕ぁ b 、 農業 じあ 巧せ 
んど する 人は 化が 機を 逸せず 調 查逆一 

信 豐金武 巧を 添へ をへ 照會 をるべし 
Y. l^akashisa 

Genend )a,bolr ocntraotoK and buss 巧 ms- 
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新開 業 
o 鍋 類ず 曼饒 
〇 うばし 3 粉 
ずし 

ぶ 午 十二 膊 より 
夜 十こ睁 まで 


が 育を 五十 九 T 

ご 一巧 二 十八番 
龟話 

五八 〇 六 


ず、 を 等は 曝 お 最もを 烈を炼 めしぶ 刻みよ 高 生ら 么じ馈 ふ、' これ じて 莖 


山 じ 至らん どし 裕 腰の 圓 丘を 目指し 

進みし じ 目前の 海中 じ當て 一大 淳洲； 

を 生じた るょ ど 見れば 驚くべし】 校 

をの 彼 じ 揉 かて 漂へ るなら を < じ從 I 

ひ膏旣 敵し く 

rc n.* 39 

A 煙揣 頭上 じ 蒙々 た 6 十 時 五十を 

格 腰の が 岸 じ 着し お 船を おぎて 上隆 

i す、 樹績圾 々ごして 茂 6 し 接 麼は樹 

木 あく 燒け 化れ 横 山小學 枝を 始め 軒 

を並べ し橫山の枯をは影 '<^> 止めず0 

擦 3 石 降 灰 じ 埋もれ 殘れる 垂木、 なは 

5 ら J のかし、 磊巧 たるな 岩を 履 I 

み 越へ-^ 進めば 牛馬 燒 爛れて 繁巧 

し 中 じは 降 岩の ため 背を 巧 腹を が 砕 

され 藏附を 露 おせる もの まだ 鲜化化 

漓 として 虫め 息なる も あら、 义燒 ご 

ならた る 豚諾所 じ轉が 6 當 時の 慘狀 

を あ ふべ し、 見渡ず 限 b 癸 岩 原を な 

し 中にはを 徑數 間じ宜 るを がからず 

A 靴 も 燒むぱ から じ 热< ホ 巧 困 お 一 

を 度め 而も 轟々 たる 鳴動 じ 時々 ち 砲 


減な く 採 おの 目的を 達した るを 祝し 

と 息を の 音頭 じて 先づ 大巧な 日の 萬 1 

歳を 云 唱し巧 じと 高の 萬 歲を唱 ふ 其 

I 聲 罵々 たる 曝 音 ど 相應じ 雄壯を 極め 

た ら、 ホ 餘を間 諸 補の 研究 採 影を な 

しあ々 下山の 途じ 就く、 一瀉千里の 

勞 じて 山を 走せ 下 b が 岩の おを 踏破 j 

し 二 時 船 おぎ なじまれば 干潮の ため 

船は 一 T 餘の 陸上 じな b 、 一同 挺 b 

飯の 中 食 じ元氣 をつ け 船を 海 じ 下さ 

んど する 刹那 忽ち 足下よ b 震動す よ 

ぶ 見れば 東方 一町 餘の 所 - fb 黒煙を 

吐きて 大曝 をを 始め あ險 いはん 方な 

し 辛 ふじて 船を でした る も 逆風 强ぐ 
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育が 裁を 償 (前金 致 お 共) - 
□一部を 五 仙 □六 ヶ月み 
□一作 ホみ 净二郑 
千化巧十 一 年六巧サ四日がを^ 
認可. 

'發行 乘縮輯 人 甲斐 健 
谐行所 新 育 新 巧祗 
が 育 巧® ハ 巧 二 一二 八 

電話 六 四と 一ニ チゴ グシイ 


餘日 本人 會の事 

業に 就て 

ユ ー ョ ー ク H 本人 會 創立 發 起人會 

は 愈々 去 十と 日を なて 開催 せられが 

方面を 化 表せる 發お人 諸 巧の 熱必な 

る 討議 ど樹讚 どは 吾 在留 閲胞お ホの 

一を おじ 對 して 一新 正面を 開かん どす^ 

るの 恵氣を 示せら、 を ふじ 巧るべき 

第二 圆發お 人會の 席上を 草 委員の ず 

じがれ る會 則の 承認 ど 呵時じ 新育最 

1 初の 有力 閒體は 新たに 實 現せられ 岡 

胞社會 の 統一的 進 ホ ど 礎を なる 改善 

方法 どは 么 じょら て 期待 をら る i を 

得 可 けん、 吾人は 滿 腔の 誠意を 巧て 

本 曾の 創設を 贊 するど おじ 其 抱を た 

ぇ 事業 じ腳 して 鄙見を 吐 藻す る 事の 

必ずしも 無益の 業 じ 非ざる を 信 せん 

ィ」 擎 

こユ； ョーク n 本人を の お稱ょ b す 

れぶ岡 曾 剣 設の目 化範剧 一見 頗る 狹 

一々 なる の 巧 あ 6 ご 雖 もが ホ 眼 どす る 

巧 H 米邮國 人間の 紙 踏 親和を 圖り在 

一 米を 地の 巧 隙 體ど氣 脈を 逆 じて 化 ホ 

j 同胞 全体の 利益を 圖ら 、殊に 新脊を 

. 4 . \ • 1 V 一 ^ 」 二 」 > f > : • . . 


究 して 間國 人を くは 同業者 相互の 利黃を 万能の 魔風 隅 まな < 吹き荒みて 

益を が 譲し つ！ あるを 巧る、 吾な ホ 近 ホは ホ 殊更 じ 甚だし < 、新 育の 贈 

邦人の紐域じ か ； る同業組を中最も 賄綠擧事仲じ當州がぉ部長グ ネデ》 


雑貨、 製靴、 食が な、 巧 花 業 等 じし 官化赌 の带踞 露して 電単燒 が、 人命 

_ _ 、 卜 Z > Ml し > blJUB-r 卜 こ C * 


成功せ る ものは 西部 じがけ る資 易、 


氏の 自殺 あら、 故國 じがて は 海を お 


て 同盟 又は 組を 組織の 結果 諸事 從巧 
の 小が 模 組織ょ ら一轉 して 大巧 模組 
織 どなら 目的 どす る 顧を は 槪ね米 人 
な りご いふに 至つ て 信用 乃至 同業 組 j 

合 組織の 劾 お 亦爭ふ 可き 餘地 なきな 
: な、 素 ょら 東部 巧 化の 巧 胞實業 家は 

巧 部 じ 比して 其數 少な <從 つてを だ 

I 岡 業 組合を 組織す る 程の 域 じ 達せず 

ど雖 諸. 補の 事業 じ從 事す る 者が 相 集 

つて】 補の 信用 組を を 設立す る 事 ご 

せは 假じ每 巧 一人 五 弗 宛の 積立金を 

森す も 五十人の 會 員を 有する 組を は 

每月 二： 白 五十 弗、 ー ケ年ー ニモ 十 

年の 後 じは S 萬 弗み ま 金を 得べ く更 

じ 化ぶ をの 流 巧を 滑 かなち しめば 諸 


毀傷の 慘 事を 溃 出を 候、 人間が 懊ふ 


一中 必 どして 太 西洋 沿岸 じ徽 化せる 閲法 じよ b てが 菩 せしめ 得べき か 又が 


君を 解す VJ 云へ ば 微笑み タンゴー 巧 

雜 費を 差 引 も 優 じ數萬 巧の 基本を を 舞こ亂 作て 亂れ 巧 らふ 

菩 穂し 得る じ 至る V 」 ■ 舞 t 資ゎ 寅れ お 

上記 情 巧 組を の 獎勵ど 相伴つ て 新 U 

本人 會の 硏究を 要する ものは 巧 留 ：： f 

胞 中の 最大 夕 歎を 占む るを 巧 的勞働 

者の お 巧の 化 入の 多を を 如何なる ホ 



雪 言 


タン コ — バナ、 

I 途 じして 捨身の 巧を 見た るょ ち 
君と 護れば 脈 じ 燕み 浮く 
タンゴー やを ミる 野 調の 夢の 譜じ 
危く 人を 抱かん どせ し 
I 曲は めぐる 樂の さかやぎ 譜の 飛躍 
流れ 流る！ タンゴ ー のが 
ステップ じ 絡ら む あの 組 づれや 
吾れ ごし も 無 < 騷ぐ必 よ 


I 胞じ對 しては がな 救濟の おを を 助長 

せし わる ホ 針を 採る の 外 起業 家の が 

伴侶 どな b 、 な 性 陶冶、 進 ホ 向上の 

指巧苹 たるに がるは 其 趣 惹嘗の 示す 

所 じ 化り て 明かなら、 只 吾人 かな じ 

述べん ど 欲する 所は 當面急 要の 問題 

として 雜 弱なる が留が 人社會 のが 力 I 

的 某 礎を 孽固 ならしむ る 事 之な 6、 

; 試み じ 吾人の 具体的 提案を 云は しい 

j れ ぶを 柿の 車 業じ從 事せ る 商人を し 

节 一の 「信用 組を」 を 組織せ しめ 嚴格 

でる 監對 制度ので じぶ をの 蒂賴を 一一 

飞 組を 貴は々 力なる が歸 巧く は擔化 

I を 提供して ぶを 流用の 便宜を 情る の 

I 途を 誰せ しむる がかき 新 巧 W 本火會 

I が 創設 當 頭の 事業 どして 最もが 時機 ： 

を 得た るら のじは 非ざる べき か、 も 

か化乂 外商 間には ビジネス アス ソン 

ェ ー シ lii ン 或は 叫 業 組を なる もの あ 

り、 を 自每月 一を の 金額を’ お立て 組 

k 口が もの； ぶ 礎を 葦 固なら しむる ご 


お蓄 したる 金額を 連用して 殖 巧の 途 

を 圖‘シ しむる じは 抑 も か 何なる 流 巧 

策を 講ずべき かの 問題な 6 どす、 化 

事 じ 願して は 吾人 も 嘗てち 有力 家 ど 

なじ 聊かが 究 する 所 ぁりし がを 一の 

ホ 法 じ 就て は夕 々具体的の 成案な き 

じ ホ やど 離ら が巧勞 働を 大約 一千 人 

の 給料を 善用して 涌 ホを 圖る 方法 じ 

就て は 巧お^ 胞の 現が じ 鑑み 未だ 發 

まする じぶ る ホの 成案 じ 達せざる を 

還 巧 どす るら の、 吾人は リ會 劍設發 

^ 趣 人 諸 巧が 化留间 胸の あ 度を 企畫す 

る 上 じがて 深く 如上 W 諸點じ 留意し 

H ホ 願 係の 研 兜 ご 共 じ 新たなる 適當 

の 措 摄じ出 でん 率を ホ 尊せ ざる 能は 

ず、 巧し 夫れ 慈善が の 經營义 巧 他の 

改善 方法 じ 願して は 他 H 稿を なめて 

巧 じ 論ずる 所 あるべし 


お 歌 

〇 五を 

いまは た - V 死して あら ば パ巧 ひ 出 や 

I 君が さいなむ 二十 五 5 戀 

0 

火 マン や サロメの 戀を 思は ずる 

十八の をん なょ が ミ、 燈の衔 

〇 

曜の 午後の かたら ひを もから じて 

I 丄ハ H のつ ど ゆは たし 終 ふせの 


® 々卓郞 

一，. 一 ▲をが 敵き の 化の 中 VJ 昔から 言ひ傳 心 i 一 tFfi 

亞ハじ ホ おの 消を 需要供給 のか 何を 研 _ へ おら 候 通 6、 普 天の下、 率 ± の濱 A 馬 T が 銀貨を 照し 新 閒賣の 小僧 ぺ 


〇 紫 

一 寂け さは 南の 圖の朝 巧の 

蓮 じ 消へ. 巧く アマゾンの 澤 

〇 

君ち ます 耶樹め 小島は 夕榮 わて 

眺 むる 人じ赫 々ご 照る 

〇 

j 天 ど 水つ なげる 糸め 亂れ ては 

巧，、 じ も 似たり 耶樹 め遠鹏 


星 


i 爲 じがつ ねを なる じ、 作られた をが 

作つ た 人間を 化つ て樣 々なる 猿 芝 お 

を 舆業致 お 争、 黒白 轉 が、 前後 矛盾 

の 极みじ 有 之、 化 体裁ら くじて は 文 

I 明 進 ホの 民、 萬 物の 窠良 か閒 ひて お 

れ返 b 可 中 候 


I 譲を 行れば 直 もじ 違蠻 罪の 處ぶ 

を 受け 候へ 共ホ會 議員 や官お 等が 巧 

一 商 ど 結 巧して 滿卻 巧ち め 豪 血を 絞る 
人 之を 怪 まざる は ホ國じ 於て 往か 
見 受< る 巧の 現を なる が 東洋の 君子 

國じ 於ても 較や么 じ 類した る ものず j 

勘、 資さして 人の 巧き 横 ザ 時 雄 君が 
二な か S 百の 目滅れ をを 精糖 會社か 
ら巧 付けられ たどて 可変 相 じ も 君，^ 

一社を 外 じ 葬ら まらた る吾國 おは 大巧 

大 おの 經お ある 人々 がち 万の 富を 擁 

一す るを 見て 敢て怪 まざる 事 じ 候 
▲ホれば おを の 逛產は 四ち 萬 じて ホ 

本 首 かも 約间 額の がを あゎ、 山縣九 
井上、 が 方 諸元を のが 逢は 或は 之な 

上な らん どの 傅 あら、 其 他 現が じが 

めく 諸 星 中な 万を 者の 巧 じ 化する 入 

I 中々 じを しどの 事 じて 大殿伯 さへ も 

一時は 元を 中の 最大 當 豪と 云 はれた 
る 事 有么俊 

▲假じ 先を 等が 八な 圆の 月給で 撼郑 

大店を 廿年 勤めね どして 其 給 巧總お 

I を算 ふれぶ 僅か じ 十 か 苗 ど 一一 千圓 
此 中から を 巧、 巧 際 費、 子み 操縱裝 I 

妻 君 化粧 黨 、ま 那飯 (正 巧) 代 等を を 
引けば ィクラ 年 お、 恩給、 役得 あわ 
ば どて 巧 萬 二： な 萬 どい ふ 大身 代の 胜 
京る 理由は 無と、 其 おが 挪も底 じ 底 
あ 6、 蓋：^ 签 ある 不可 お議の 世の ホ' 
お 巧の 中を 馬鹿正直 じ解釋 する 者が 
慷慨 家 どして 飯を 食 ひ、 化 方かない 
ど 諭む る 者は 凡人 どして 世を 送ら、 

大 頭の 弱点 じ 附け这 たでを 利を 獲る 

者は 巧 巧、 陣笠 どな b 、 是 等の 有！^ 

無 象を 縱橫自 巧 じ 欄 弄し.- お 愚を を 

じする ものを 英雄 豪傑 別 名大 泥棒 扛 

す 候 -- 

▲巧國 、义 固の かきは 近 ホに 至ら A 

民の 政治 思想 著し < を 達し 巧れ る お 

お 中央政府の 官吏 や 議員 等が 富 巧の 

犬 どなつ て お 脇を 肥やず かき 弊害 顯 

み 嫁 おせら ど雖 も吾國 のかき 國民か 

政治 思想 幼稚なる 國巧 じあり ては 徹 

化 補の 大 泥棒を 巧 化せし むる の 餘拙一 

ゐら從 つて 之を 退治 せんじは 勢 ほ ： i 

を國 おじ 向つ て充 みなる 政 おお 育を 

I 施す の 外な く 候 

をはを も 巧 も 今度の お 巧 収賄 骚働 

I を 目して、 


る 同あ會 孤の 役者 等を 聖人 VJ 思 ひ、 

一を 擊 せらる； 山 本 首相 等を 大惡黨 の 
やう じ 也 得る は 大變な 間違 じ 候、 過 
日當 化を 通過して 歸 朝の 途じ 就きた 
る 前 東京 府知事 柯部浩 氏 海軍を 擊じ 
顆し 巧を 日々 新聞記者 じ 語な て 曰 < 
元 來间志 會の大 浦が 不德義 じ や 何 
でも 軍艦 注文 事件 ごい ふのは 大浦か 
內閣じ 居た 頃の お 巧 事で 自身 か當路 
じ 居る 際は 臭い 物 じ 蓋を しながら 一 
度び 巧 じ 下る や 之を 極 じして 其 貴な 
無き 現 巧 閣攻擊 のせ 料 VJ するな.々」 は 
8 な大 浦の やら さうな 化 事 じ やが 
何でも 山 本 化がず 索大 浦を 評して ァ 
ノ逆査 上ら 奴が ご】 口 じ 罵倒す るの 
で 犬 浦 も 口惜しくて 堪らず 今度は 其 
敵 討を やる ねめ 晦田 をして 質 間溃說 
を やらせた ので 豫 てから 化' 組んだ を 
おださう だが 政 ホの 裏面 もこう 樂屋 
が 解る W 馬鹿-^,. -- ：> いもの さ 
ご、 誰か 鳥の 雌雄を 知らん、 ド！ 

I 臭い奴 等の 耻跟 らし じて 笑止 千で 
斯 かる 颂臭紛 々の 徒に 雷 間して 大騷 

ぎを や & 東を の 巧 ほは が 外' あ 鹿な 奴で 

共 じ 候 0 上 


♦移民 総監の 排 
日 諭 

政が 槪 A さる 
カミナ チ罷 鬼說. 

米國下 隣の 移民 部員は 過 H 巧秘 をを 
證を 開き 移 段 間 題 じ 駒し 凝講 する 所 
をら、 去 十一 二日は 印度を 民 じ 踊し お 
I を會 證を撤 してを 開會議 どなせ るが 
當 H 同會潑 じ 出席して 報吿の 巧じ當 
れる 移民 総 藍 クミ子 チ 巧は 巾央 政が 
の內 命を 無視して 盛ん じ大 々的の H 
本人 排斥 演說を 試み 剧お 委員を 驚か 
せし のん ならず 大統領 及國務 卿の な； 

らを買 ふじ 至れる 結架间 氏の 漲を あ 

きに 巧らん ごの 說を 生やる じ 至れ 
化 人の 熟知せ る 如 <國 務卿武 雷を 巧 
は 目下 懸案 中なる 王 地 間 題 じ 願し 化 
上に も U 本 政が 及 人民の 反 或を 激曾 
j ずるは 策の 得た るら のじ 非 中 どなし 
過日 をら 移民 委冒筒 じ 臨みて 亞細巧 
人 排巧じ 關ムザ 成 討縷せ ざらん 带を 
ホめ たる 外當 該官 をの 言動 じ 就て は 
特じ戒 飾す る 所を りし じ 移 お 總監た 
る カミ子 チ 氏が 大膽じ も不穩 の演說 

をを をした るた め 珍 旧 大使 どが 衔上 

を だしく 苦痛を 感ずる じ 至れる もの 

なら.、 今 力 巧 排日 論の 大要を 摘記せ 

んじ 曰く、 亞細亞 移民の 襲 巧は ホ國， 

を ホ じ 危害を 及ぼす もの じしで 特に 


內閣禪 劾の 芝 姑を 打 も お I 太平洋 沿岸ぶ 南部は 氣候並 諸 稱の狀 


態 彼等の 繫殖じ 適する が 故 じ甚し < 
危險を 威ず べし、 今や 支那 人は を 米 

國 じ墓延 せる か ジャップ スも化 例 じ 
-習 はん ど 巧め つ i るるの みなら や密 

かじ 法網を 犯し 國 おを 越へ て 侵入ん 
ホり 五六 年 前 じ 比すれば 正 じ 二倍の 
おじ 達せら、 吾人は 巧な じ S 億五モ 
萬の 巧 度 人に 對し 支那 人 ジャップ ス 
の 經驗を 踏襲せ ざる 可らざる かを々 
尙 巧は 日本人め 密乂國 を 杜絶し 爲眞 
結婚 女の 渡來を 禁止ず るれ め 適當の 
方法を 要すべ <總 ての 亞細西 人排巧 
を爲 すたみ 加を 陀间樣 の 排斥 法を 制 
I をすべし ど 論じた るか お 說中數 々侮 
一 辱 的なる r ジャップ ス」 S 語を 連發せ 
ど、 力 巧は 武巧か 排日* 地 ま 防 化 
のた め 西 巧せ し 當時武 巧の 化 命を 浦 
助せ し 巧 じよ 5 移 ほ 播監じ 任せられ 
I たる 人 じて 勞働卿 ど 同じ <械 端なる 
ユニオンの 同情者なら 

參珍田 大使の お 励縣じ 上院を 通過 

せんどの 形勢なる 移民を 案じ 願す る 

I や 否やは 不明なる も 珍 旧 大巧は ま 十 

ハ 日 飯晦 総領事 及 巧 巧を 港 領事を 大 

j 化絕じ 招きて 何等か 盡 要なる 炼謙を 

I 遂げた る 由なら、 巧バー ネット まじ 
I 關 しが 國 大使は 國 務卿武 巧を 訪 ふて 
I 協議ず る 所 みら たら ご 

♦支那の 審實 的み 御を 怖る 十九 日 
の 偷敦デ ー リ ー テレグラフ 通信員 發 

I 電は 曰く、 當化 御用 紙は おか 政府 か 
日本の 有力なる シンデ ィゲ ー トご契 
約し 大冶鐵 山^ 擔が V ' 一して モ ニな 巧 
I 弗を 借 入る； 事じ换 巧せ る 事を 報せ 
るか、 化 報 遵は袁 化 挪 のを 省 じ 輿へ 
j たる 警吿ご 共 じ 一般に 支那の 事實的 
.を 剧を錄 想す るの 觀 をを 深から しめ 
つ i あ ら、 袁の 鱗一吿 ごは、 支が か 現 
巧の 財 玫晒雞 よ 6 脫 がする じ ホ ざれ 
ばを 國の富 源は 化て 外國 人の 手中 じ 
歸し埃 及、 朝鮮の 攘额を 避んで 則强 

j 卞 が よら 延いてはを 削の 慘禍を 招 < 
にモ 'らん 云々 を 指す ものな り 

♦じ お 馬 迷 河 通過 稱 問題 英國 をが 

の 抗證を 受けた ろ词 問題は ま 十八 日 
ホ 國上裕 じめ て息彈 なく 討議され た 
り元來 大統領 ゥ氏 はは ホ 黨のバ 瓜 チ 
モァな 綱 じ 反する じ もす 巧 國際的 情 

宜を 重ん ホる が耍上 英國の 要求 じ應 

すべし VJ の 恵 見を 书張 しづ 黨の領 補 

ァン ダ ー ゥ ー ド 氏 ごな 駐の衔 突を 巧 
し语れ るかな 對漢 たるぶ か练の 領袖 

デ 巧は-^ 日の が 灑中大 馈說を 試 
みホ國 か别國 i の 國隙關 係 上 おで 孤 
立の 地位 じ 化る 带を 論じ 化 上述 過料 
I 問題 じよら て判强 のな 或を 激發 せし 
めな ば 遂には 戰 巧の 慘禍を 巧 < や も 
知る 可ら やどて 大 ひじ ゥ 氏の ち 張を 
辯議 せら 


I n 
放 政 

KB - 


41 s 


. L w 呂 午前 化 時 
TS W 自 午ち 六 時 


至 同 十二時 

化 日 瞄もク 前約 ノ 患者 >1 限 
ミ’ e _卜> 


C か 


2 
D 巧 


ク 

グ 


齒 


治療 目 午前 乂時至 十二時 
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Milwaukee & St. Paul R. R. Co. 


Thro な咨 h bill of Lading issued 



KATAGIRIBROS. 
224 狂 . mh St.' 
New York 
i I Telephone Plaza 5799 




ブしラ 
街 ザ 
二 五 


片 

桐 

兄 

弟 

商 

會 


曠 

ご 

熟 


間 

じ 

攘 


陸 

依 

な 


績 

ら 

る 

醜 

御 

a 

荷 


を 

今 

造 

達 

文 

一 

わ 

奉 

層 

人 

池 

願 

迅 

ど 

上 

速 

ホ 

速 

候 

な 

力 


る 

强 



發 

さ 



送 

白 



巧 

働 



化 

ホ 



台 r 


I ； OKA13A 

STf ； l>IO 

136 WEST 42ND ST.. N. Y. 
NearK 打 Ic お erbocker Hotel 
TeL 7678 TJryant 









o 御 下宿 

三ュ ー ョ； ク巿西 六十 四 T 目な サ 

一當 電話 コロンバス ーニ 00 と 

やまと & 館腸郎 

A 球 媒娛樂 の 室 設備 有义 候. 


ホ 幹 山 旧 鈍 牛 

II ドン チキ 

义國 唯一、 元祖、 金看板の 邦字 
滑稽 雜 誌なら、 讀み 度き 奴は 
拾 仙 おして 腹の 皮を 破れ 

シ ャトグ 、ドン チキ 社發巧 

が 肯化次 所 

- 新 育 新報 社 巧 を 狸 


武巿岡 野 <= 

' - . b itu9, 

:肖 由亭ぃ 

一'. 郞席 御料 輝 •並 御 下宿- 

器 Sands グ tset な rooklv コ N Y . 
Tel . Main 7475 
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大冗舘 i 

ド おおじ 即席 御が 理 

比 嘉盛榮 ^ 
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左記 六隻 じて シャ トグ； 
香港 間を 航 がし 隔週み： 
幡 H 午前 十時シ ャトグ 
を 出帆ず 
▲述賃 

シャ トグ橫 液帅巧 隅 
一等 -円十 巧 
二等と 十五 弗 
シャト^ 巧 司 間 
一等 巧 十 お 弗. 

I 二等 四十 111 弗 五十 抓. 

化し. ニユ ー ョ！ クは -ii 

化 H 恥ょ b 五日 前 ド 
御 出 發巧么 巧 候 i 
橫潜化 二 巧 十日！ 
阿 没 化 二月 廿 四： a ; 
靜岡化 一二 巧 十夕 

5 郵船 會 弛.^ 

シ f トン お- 提 巧^ 

切な 化み 新 育 新報 社； 


御 下宿 _ 

y 巧 六十 了 目 二な お 番地 一 

倉 巧 平 次 _ 

電話 ホ 八 〇五ブ 5 ザ 


乂魚 日本 雜貨参 ▼ 
本み たろ し賣参 ▼ 

茂 木 桃 ホ 組 

Mogi 03 さ oi &0P 

資 Bare 量 化 t , N . Y . City 
叫 色 召 hono 57 送 B ミ cl 写 

ボストン 巧 代埋店 
220 oevonshire 死 tr 惡 t B ミ ton , si 


旅館 . 

武巧 一八 四'- ィ スト yl 卜 

電話 lie み 屯 メイン 

184 H 岳 一で. だ rocEyn . N ' y . 


■苗 入 事務所 一 

萬 事 諸君の 懐が を 計ら 巧咯親 巧を 旨 I 

VJ 致す 可く お 間 陸緻御 申込 被 下 度 候！ 
電話 一二 〇 八 化 ブラィで ント ー 

爸 6 ま 产 Av 夕 Sr 47 th N . Y . C . I 
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词サ八 U i 二月 sn 

ご 1 W 六り 


I 手拭、 ずが 地、 ブ ー ブグ巧 等 
製造を 輸入 元 

目 本バい S 

乂 1 I ~ P 0 ン， こ UV GOOGS 00 
ご 21 p >3 a - dway ‘ x ‘ Y . 




基督 敎 修道 會 


を {をを 西な ホ ーニ 了 目な 0 二を) 
白 曜日 集會 .'.，午を 八 時 敎を巧 じて 

聖書 研 巧 食 H 嶋 午ち 111時{修 遺を) 

敵. 騰 會木幡 午后 八を 韻 じて} 

讀 .書會 第二 第 四を 鴨 午后 八 時 

A 英語 學校巧 火水 金 午後 八 時ょ 
牧師 大掘篤 

電話 八. 一 化 ー ニモ ー ニン ダサ イド 






西 育册四 T 目 五一 八 電話 二 一六 五 

ニンクす イ ，卜 




A 鴨 ザ义. ▽ 


A ' 巧 ^ V 

之 VV ' づィ /VVVVVVVV 


を 山晦ド ち 

空 号 ay 青 L 這 基 
47 ぷ 浸ち 己 PL 羣ご t 泛篇畜 

ミ|. 4 臺賽ミ 




大 

正 

.ミ 
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百 

一二 
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五 
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柬京 電 
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I •靑木 周藏す 

I 蘿 ま. 王 ハ 孤) 

_柩 あ 願 閒官す 巧 巧 木周藏 氏は お 俄か 
にぞ まら 本：：： 巧 巧の 自邸 じ 逝け 6、 

I 華 ザよ 十、 ず膊 はな 化 元年 四月 十五 
iu を U て 生る、 東京め 乂醫帥 一二 滞み 

I 冲 みを 巧 じして 後山 口の 簾 ± 辞 木 研 

I 藏の養 + どならが 牲を 科せら 明治 二 
I 年獨 な 留學を 被 命 歸朝後 外を 官ゴ な; 
1 ぶか、 獨を化 どして 数を の盡 をなる 

i 巧 術に 當 6外 お大 むたら し樂 前後 二 

I 脚、 千 化が 六^ 年 加州 學莲問 趙當時 

な 駐义大 化 どして 帶府じ 化り 兩幽の 

親 かじ 努力す るら の 多から しけ 今尙 

:世人の記憶に觀た^-ふる所なり、 夫人 

な 普を 西 曲が 爵 ボン、 ステ グン バ少 

グ がめ 息み、 長女 化 子は 獨逸 化爵 

;ッ フエ 片卜 、トラ ケンべ ググ巧 じ 嫁 

一 せら 

i 

I 参 東京 騷攫 電報 

一 4 政が 侧豫算 案じ 民 黨を惱 す 十 H 

: 政府 侧」 ては 豫巧 S お < 豫算を 員會 

を 開き 海が かち 费 S 千で 圆を 削除せ 

るの み じて 殆ん どを 谦政友 會のホ 張 

を 貫徹し 劈頭 巧 野 諸黨の 銳氣を 挫け 


誤 徒 御用 一二 新聞 棘を 襲擊 す衆滋 

お前 じ 於て 藻 巧の がをは おじ 政ぶ 脊 

機關紙 中央 新聞 祕 及び 政府に 對し加 

擔 のを おへた る每 H 巧 聞' 触 時 非 新報 

肿 の 三 社 襲 驚を かてた る も 逸り 十く 譬 

I 诚撫を 酸 b がた る營巧 3 擊 おする 所 

どなれり 

A 電が 等破樓 引き 續き 失敗を 重ね 

をる 鬻 惟を々 高じ激 なせる 攀集諸 所 

じ電 単を 番所 3 烧打 vT 父は 破 圾を試 

みたる ら么れ 亦替戒 巧き 准け るた め 
目的を おさず 

▲お隊 お 動す 現な 迄の 所殆 んど大 

I 裝じ 至らず して 止みた るかのを あ 
ら 事態 猶 ほが 易なら ざる もの あるを 

0 て. 政が は 遂に 兵ーヶ 大隊を 出動せ 
L め 雙戒に 任せし めた-^ 現な をの 所 

一 今巧騷 動の ため 負傷 ザる 者 十の ぷ檢 
I 擧巧 引せられ たる 者 巧 餘 あじ 及べ 6 

▲大 お辕動 東京の 騷 動は 谊 じ大 

玫じ 飛火し 十 一 H 午後 電毕の 妨害 焼 

を 監偕署 の 投巧燒 打と 化證 ±1 1 1 を 親 

秀 巧の 邸宅 並 じを 番 十数 ヶ 所の 襲擊 

I 破 壌 等を 見る じ まゎたる が 暴動め ホ 

一因は 營業税 廢止並 じ 一般 減稅の 要求 

じ 巧 b な 上の 事實 じょ 6 て 見る もを 

间の泌 動は 單じ非 政 友 並 じ 反政府の 

i 運動な 外 梅 度のを 活難 がは 衆を 娜ら 

て亂を 叫ば しめたる 眞 相を 察知し 得 

べし 


両軍 激烈なる 論徴 をを ふ 委貴會 

後ほ黨 速を 単は 愈ク 政ぶ 不信 ほ 決議 1 

一案を 提出し 簾 一 じ 义養毅 氏を 擅 氏 一 

鹿の 款嚴 なる 辯 舌を なて 海軍 じあず 

ぇ國 民の 疑惑を 招き 帝 固の 威信を 世 

I を じ 失 媛せ る 政府の 黃 を摘發 し殆ん 

一で を 腐な からしめ たるが 政府 黨 じて 

j は 之に 對し 政る 會縣澤 總明博 ホを 立 

たしめ 應戰せ L ぶたる をぶ て 民 軍 じ 

ては 島 田 一二 郞巧化 b 立 も長廣 をを 振 

な 政ぶ 會か奥 代議 ±么 じ 答へ 第 S じ 

民黨 じて は 席 崎 氏 じ 化ら 化 井 卓緣蹲 

± 出で； を繫の ホを 進めな 友 會め松 

I 田 源 治 氏 之を 駭し 討論 終ら 採 决じ移 

も おる が 贊成巧 四 要じ對 し反掛 二な 

一二 票の 結果 じて 不信任案は 遂に 否 巧 

I せられた b 

▲滿 都殺氣 横溢 一方 院外 有志は 國 

技舘じ 大會を 開き 一. 二を 雪嶺 博 ±黑 お 

巧 六 氏 其 他 政 前者の お 曲を 痛論した 

るが 激昂せ る巿 民は あじ 目 比 谷 じ 集 

り會 をを 開き お 集 二 巧 政府 黨の 通行！ 

1 をが 害し 警官が 舊 巧の 例 じ 鑑み 之を 

一高 腿し 騒動を 激發 せし むる を 避 < 

_ を 方針 どせ る じ 乗じ 遂に 衆議院 門前 

で 巧 帯せ ホ 議院を 巧を 破攘 せり 


A 义養 巧の 態度 國民 黨を領 义養毅 

巧は 海軍 収贈 問題 じ 願し ホ 厚 巧案提 I 

ぉ署 おの 一名たら しじ 不拘 海軍 渡 張 1 

案じ 賛成なら しため ホ 政 友 S 派の 聯 

香 破れ 化卜； 巧の 態度 じ 疑亂を 挟い も 

のな きじ 非 ざれで 巧は 元 巧 山 本 首相 

の國防計畫じ賛成せ る者否な巧の風^ 

一巧 政策を 實一 打す るは 山 本 內閣を 巧い 

て' 他 じな しど 言明し 居る 释 なる じ 依 

化贿問 趙と國 巧間趙 どを 別個の 問！ 

通 どして 解释 したる ものなる べし 

日本 最あ信 


♦豫 おか 膳 止 おを 顧 間官の 諮詢を 

經 たる 豫 戒み廢 化の 件は サ r 口颊か 

第 四號を 0 でを 巧せ b 左の 如し 

豫戒 かは 之を 廢 止す 

御名 御 蟹- 

大正 一一 一年 一巧 サ日 

內閣總 那大段 

内務大臣 


山 本 權兵衞 

巧 敬 


谓 二® の 如き 證最轉 くを 稱狹く 且つ 

高價 なる ものは 別な b ) の 如き 一部 

め 雷 要 おは 勿論 化 化雜 貨の输 出入は 

化 巧 蘇 i 迷. がを. 觀 山ず るか 巧く は大 

陸 銳道じ 化れ る もじな 馬 運河 開通の 

龄乂は 蘇ホ經 もじ 比しな H じがて 大陸 

蝴道給 もじ 比し 速 貧 じ 於，」 節約す る 

1 所 頗る 大な るを なて 是 等い 貨物は 專 j 

ら じが 揚を經 かずる 事 どなるべく が 

つてむ おおを 經 もして 轨育じ まるが 
路を 利用す るみ 巧 輸お乂 おめ® 否は 
口 本資 易に 甚大の 脚な あるを ' W Lft 
府は 他め 航路 じ對 する 補助 裳を 節約 
する 事 あを も呵 航路は 必や 補助す る 
じみし を當期 述會に 一を 提出す る も 

♦本年 開通 豫を撼 大正 二 一年 度 じが 
開通ず べき 豫 をの 毁道觀 お 如ぶ 
今 伞線兰 一 お 小 巧 新 町 間) ▲耕 お 
線 (おお 山鍛 をを 澤 間} ▲お 越 線 
巧 禪潍川 間) A か 川 線 ご 一巧 脇 本 間 

▲をが 線 (梨 鄉お井 間} ◄化條 線 
木 更渾湊 間) A が 上線 (新發 旧が 上 

問/ ▲夕度 雄 線. (観音 寺 川の 江 間) 
お 名 線. (小 田 太 旧 間 j ▲宮化 線、 熊 

本 下野 間 一 ▲位が 線 (大 み幸 瞬間) 

A 犬 御 線： 大か中 利 巧 間} A 淺削線 
(お 邊藥下 生 旧 お 間 一 A 足 お 線 (足 
お 本山 間) 

を 大臣の 災 寒が 附山本 首相 R 下 
I を大 おは 廿一 11 H 東 化 九が 災害地 じ お 

し 左み かく 翁附 申込を なしたり 

五が 腰 山 本 総理 大ゎ 一二む 圆宛國 

お大ぉ 

♦蓮帮 山の 梅 動 日本の ァ八 プスの 

j なる 蓮蒂山 (信 州 化 ま 曇挪化 小み 

I が). は I 月 五六 H 頃 ょら 時々 嗚動あ 

近 巧は 其 度 烈しくな 6 人 ふ 掏々 た 

る もの あり 

參 太平洋 じ 曝發宣 敎師ド ー ウイ ー 


く 秩が恢 なの 形 なれで 巧みに' も一溫 

間 も 拾て 廣 きたる 事 どて 何 處の家 も 

吹 含 入らた る 降 灰 じ 荒され 揃 除 じ 脚 I 

雖し ，もれり 

縣廳の 吿護吿 縣廳は 化 日朝 左の _ 

如き 諭 吿を發 せら . 
大お博 ± み談じ 化れば 禪島 噴火の 
模樣 はみ 第じ诚 少して •おる から 鳴 I 

動が ぁつても 亦 灰が 降ゥ てら 最阜 
大 なる 危險 はない、 禪 島の 避難を 一 

らお 野、 野 巧 ホ 面白 淺 、二 侯、 心 

滞 街道 筋の 黄 5 如き 煤 所は 歸 つて 
もょ ろしい 

*概 鳥 避難民 歸が縣 廳報吿 にょ b 
W 烏が； a 中 鼎强の 若者 等の みはみ 第 

じ歸 がしを がかの 整瑰雄 物の 修覆陈 I 

がの 化 除け 等 じ 巧め 居れで 到る が一 
化な 上堆抗 しおる 事 どて ホめ 着け や 
ぅなく 歸 がせし もの ミ 柯れも お然ぶ 

j してを 方 じ 草れ おれら. 

半 機巧 游 船み 航海 お まる 鹿 島 海 巧 

I を 江、 指 宿、 ホが お、 喜 乂巧滨 船は 
^ 十 化： n よら 父敏ク 爲巧氣 船は サ 日よ 

航海を 開始せ む 


て 巧し さて 流出せ る おおか 献 作を 爲 

し 得べき ±娥 どなる 迄 じは 数な 年 乃 
ま歎于 年を 嬰ず る もの なれば 今闽の 
横 山、 ホ 水 方面、. 巧が、 瀬 お、 黑神 
方面は をが の 地 どして 殆ん ど、 ぶ义じ 
を减 した るら のどい. ふ 可し 
▲蝶 烏揖壁 調査の 結果 〇 晒機爲 W 
I 赤本 二一: 白 五十) 戶を滅 〇橫山 四な 廿 
夕么媳 0 小 池一宫 廿互 夕を滅 U ホ ホ 
戚虽ハ 十九 夕を滅 Q 武 一宮と 十六 戶 
約 半 數烧失 〇 膝 巧 巧 立 十九 戶約 一二を 
磯 失 0 西遊な 廿と戶 中と 戶燒失 0 松 

爾八 十六 夕〇二 侯よ 十ー タ〇白 潰 二 
I 巧 サ化戶 0 焼鳥 五十一 巧な 上がを 
0 巧 禪島か 黑神二 巧よ 十 巧の 內約二 
円戶 焼失 〇徽戶 二： 白 八十 乂戶 查滅〇 

脇冉五 戶を嫉 〇 お 巧よ 戶 中元 湯 十 巧 

かが 外を 滅けを 里 巧 乂戶〇 湯が 二が 

八十と 戶巧 ジリが 六十 戶〇高 宛 五十 

す 夕 0 上 無事 巧な 
人. 口 西 樓爲と 千 八な サ 八、 萊禪島 

萬 二 干 五 も ニー 十五 人. 


A 柿す ヶ 島に 移 化樓島 罹ぶ 民の 務 

化 地 じ 願し を 口 知事は 氣候風 i ぶび 

彼等の 希望 じ 適する 農作 地は 禪子ゲ 
I 烏 じ 限る よら 移 化 地を 先づ 極ず ケ島 
どを め廿二 y 極ず ケ 島み をが 長を 召； 

集して 協議 おを 開きた るが 概島 罹篮 


'配 人が 萬圓 横領ぶ レ T を專閒 

L たる 結裝 どし _.」 シ ー バンス 會社 
本代 巧 化 支配人へ 八 マンが 造 艦に 關 

する 金員 二十 お闯を 横領せ る 事の 發 

; 覺 する じ まわ たれげ、 海が 贈賄 事件 
の 餘 波は 奇怪なる 事件を をみ つ i あ 
れ ども 是 かわめ 我 海軍 部內じ 不正 巧 
j 爲 無き を證明 しつ； あり 


技の 移住を 璧 者は 約 一一 千 お 人口-萬 

四 五千乂 ある 譯 なれば 族き 候補地を i 其 後の 謹飢 噴火 寄附を 

I 選ばざる ベから ず 柿ず ヶ 島の 化鞠モ I 十 お 河野滿 平、 五 巧 宛 i 生 巧太郞 

村ち ーヶ所の 候補地 ゐら间 が. 父 城 じ I 啊原淸 搞ま巧 四 郞藤化 司 馬 太：： を 

I モー 音 町 ホ 盡祠村 國上霊 8 四 巧 Ms 

I な' 町 ホ大峰 ごが 町 ホなる らおる 巧く 

ケ 所に 集めて 彼等を しで 自治が を 
一組 織せ しめ 現 化め ザ 長を 始か移 巧し I 

で 商 もじ 新 蝶 烏を 建設せ しめ 小舉お 
も 別 じ 建て'; 補ず ケ 島の 厄 かじなら 
I ざる 株 総 \ し 蝶 島の 自治体を 其 儘移概 


川を 太郞 、四 弗 小が 作お郞 、一二 弗 お 

化 田 政を お次郞 H 么モ 壽錄 、二戒 

巧 上巧德 を 小鸣化 五挪お 本が 二 一 

郞田 中欽を 曲； n 與ミ郞 大巧 長吉 

二 輿 五-十 仙 山 崎 端 一ご が、 • ‘一 弗 宛 岩ぶ 
ペン？— 湘が谢 '{? 河 本 (な 上よ ホ 
I 岡 盛を お 一/五 ホが 製 ま. 


巧は 太が 洋 アム ブリン 島 火山 躁發 のせし むる 针畫 なれば 先 づ鑽一 お 補 地 


|狀％ を 述べし か 之 じ 化る 時は を 山 順 

次 じ 噴 みし 遂に 十が の 火山 悉< 曝發 

I ずるに まら 疮岩 等を 盛ん じ 噴出せ A 

されで 二 千五ぜ 名の ± おは 格別 騷が 

ホ 多数は 逆を の 化 じ 避難せ む 巧を は^ 

巧 おじ 達せ もがを じ炼 おの 流れに お： 

b 或は 溺死 或は 沸騰せ るが 中 じ 陷れ： 

る ものなら ご. _ 


♦其 後の i 樓縣 

A 鹿島巿 の現狀 をち 概 市民は 一月 _ 

法 大臣，’ ，5 田 義人 千を 鬟 弗々 歸 ホし 爲を 停単媒 

♦じを 馬 航路 補助 ホ國 よら 巧 固に を 始め 巿中 到る 所 人を 鈴釋 どして 巾 

I 輸入す る 綿花 鐵類並 じ 巧國よ 扛米國 々の 混雑な b 只 老幼の み猶 伊集に ホ 

じ 輪 出ず る 廊眞田 陶磁器 漆器 (生糸 巧 方面 じ殘 おせる 者 ぞく 魔 島 巧は 漸 


のを 诚官お 山が 千 二が 町 ホじヴ 化せ 

したる 事 じみし 大 が院署 に 向つ てを 

涉を 進めた るが 夕か挪 下げ どなる ベ 

ム あよ 移住 確を の 上は 一 u も 早く 熙 

盤せ しめ 今春の 芋 作 6 より 耕が し稱 

る 速び どなえ 可し 

< 驚は殆 を- 烫を滅 

は 地質 學立 よら 巧 細 じ 之を 硏 兜せ 心 一 1-• 

W お 帥 曰く 「〇 本の 火山 系は 巧 化 4*1 

よら 漸次 巧勵を 開始し 西 じ 向 ひ遂」 

す 州に 入り 禪 島の 噴火 VJ なれら 碟島 I 

霧 島 阿蘇は W 火山 系 なれば 今後 晚 

乂 する 事な しど 云' ふ 巧らず されで ？ i 

泉ケ嶽 わみ はお 系統ぶ 異にし おれば 

0 上の 一二 火山 女は 多を 別の 巧 動を な 
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今般 ま 京審奠 書院 出版 じ 係る 眞を窝 

眞版 (盡帖 、を 物、 掛 物、 一お盡 等) 

夕數 着荷 杜 候、 な 上は 悉< 社寺 佛閣 

の寶 物、 蔚 豪紳潑 の秘藏 品を まどせ 
る H 本亩 巧の 稀 有 傑作 品 じて 數年前 

ホ歐 ホの 美術を じ 大巧 評を 蹲した る 
^ の、 今回 初めて 當閣じ 於て 試賣致 

候間不 拘夕少 御用 命 奉 願 上 候 尙な次 

贩質御 ホ 望の ホは 御 相談 被 下 度相當 
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1 ♦目 本人 ど 南 乂人巧 才が人 じて 羅 

I 馬 化 家 どして 义巧學 家 どして 知られ 

たる フェレ n 巧は お 巧の 「リブラ 
!—、 ダィ デュ スト」 誌 じ窗 ホし H 本人 

ど 南米の 關 係を 乂柿學 上ょ 6 論じ お 

6 るが が 要旨は H 本人 補 ど 南米 諸 画 j 

の人禪 どは 闷人 柿な りお じ早晚 H 本 1 

ど 之 等諸轉 どは 密接なる 閥 係を 結ぶ 

じ ま 6 遂に：！： 槛も 成ぶ すべ < 斯' 

て H 本の 苦しみが る 人口 遊剩 問題 か 

を 易く 解 巧 せらる； 时機 到が すべ 

ご 云 ふじ 化 もが 論者の 所 |阳 巧 米 人 十 

1 ど 云 ふ 中 じは 墨' 國 人を もを み 居る か 

I かし 


♦をす 巧 歸化事 化の 願 下げ 商 加州 

バサ T ド お 化を 子眞成 巧の 市民 權 

I 間趙は 一時 化' 人の 注目を おきた る 事 

i 件なら しが 過 HW 地 よら 某所への 電 

一報 じ 化れば 氏を 訴 へたる 中央政府 派 

造の 官 をは 都合 じょら- 應該 訴訟を 

ぶ 下ぐ る举 どした る ホなら、 元 ホ 巧 

で 一千 八な 九十 六 年 一二 月サ よ9 サン 

I ナ デナ 滞 规刷所 じがて 廣等栽 判 

肺 判事 ジョ ジォ ブス 氏 お 巧の 下 じ ホ 

! 國じ歸 化し 解を 完查じ 選擧投 累權を 

I 巧し 長男 錠 二 巧 も ホ 歸化認 を 有せる 

に 冲央政 巧 派遣の 巧官 をは 調が の お 

i お金 子 氏 巧 巧歸化 請の 無効を 訴ふ 

じ まらし ものなら ど 云 ふ、 巧 じ巧淪 

! 村 胞中歸 化證を 有せる 者は 單 じを 子 

をのみ ならず 他じ數 をの' 人々 ゐ b 

j 般か米 國歸化 法の 解释 上. 回 本人 じ歸 

一化權 なし ど 認め 居る 今 H 之 等 歸化證 I 

I 所有者の 硏究は 多少の 輿 ホ あ-り ど お 


ニユ ーョ ー ク H 本人 會 創な 發 超人 

會は旣 報め 如ぐ ま 十と 日修 避を じ 

がで 開 侮し ねら 巧 會を班 十と 夕、 

を 氏證良 おじ 就き 設立 趣な 書、 を 則 

草案 等に 關し討 幾を 凝した るか 結 時 

當巧熟 離の 要 巧を ぶ 礎 どせ る會 則を 
編制した る 上 遇く ども 二週間み じ 本 
會創 なをを まずる 事 どしたら 、凝 起 
I 人 諸氏の 推薦した るぶ 委屋の 氏名 左 
のろし 

會則 起草 委員長 高峰 譲 ま委具 高見 
一豊 度 化 ホ 延之助 一 お 鉛 太郞大 
掘 篤 中原み 一甲 裴健一 
會針一 宵 鉛太郞 瀬を 孝 之 肋 
一が 附を 募集 委員長 親 井領 一郞 委員 
嫩 古を 么助高 峯讓吉 牛 逢 鷄二郞 
商見豐 意地よ 延么巧 一ち 鉛义郞 
追て 曾 則 成案と 树時じ 第二. 间獲お 人 
^ 會を駒 / V 巧し ご 


♦ H 本人. 會ごお 濟會日 共を 間じ關 

しお 濟曾 じて は 回章を 0 て會員 の 息 

見を 徵 する 所 あらし じ 大夕數 は赞化 

の 模様 なれは 日會劍 ぶ發表 後間 もな 

を W する じ 至る' べし ど 


はる 


大がど 事務官 並 じ 工率 巧 政府 か 

j み 峨贊柯 はかせし 事は 旣電の 如くな- 

る か 農 商務省は 近々 曾 長な 下の 巧を 

一を なす V <目 下 巧 かしがる 人は 會長 _ 

をす 子爵、. 事務官 長 織 旧 1 、 事お皂 

か 山な 師 等な りご 尙時 H め 切迫し お 

る 今日 工事の 縮 かを 爲す やの 醇 あら 

て も 農荫键 省は 設計 萬 端の 準備を 爲 

し 建築 技師 並じ乂 か 檢 ぉの 計 盡等も 

旣じ 十を 盤 ひ 担れば 觀 巧豫算 のか 隙 I 

がらざる 限 b が模 を縮少 する か 如き 

^带 なか iw く、 乂が山 お 嘟化川 通 辯 

み來米 期は 一一 一巧 助 じて 織 田 事務官 量 

等の 一行は をみ 五月 下句 頃なる べし 


'•罹災は 裳 化を 締切が 脚 体 じめ て 其 

一 裳 集した る柬化 g 晦 罹災 義 巧を は總 I 

I 额旣じ 一千ー ニな 餘弗じ 達せし 由 じて 

去 十五 H 一旦 締切 どなした る も遲着 I す 

をを を 取媒め 第二 回送を のみに 繰 

.又る { 當なヴ ご 


♦新 井乂巧 巧歸巧 領一郞 氏み 息な 

る 岡 氏は 歸朝 中の 處猫 日を 港 着の 天 

一洋 义 じで 齡 米せ り 


♦福 澤骑ま 氏 桃 助 氏み 息の 同氏は 

巧 國留舉 の 途上 記 新 井 氏 耐巧當 地 着 

♦墙お 外 あ 省電價 課長 出 糞 艦搭乘 

一 墨國に 使した る词 巧は 西鄕 侯爵 ど 巧 
巧 じを 馬を 経て 巧 米 目下 带化滯 な 中 
一なら - 


廣 を 

小を 儀從來 々ネチ ヵット 州' ニュ^ — へ 
グン じて 旧 化 氏 ど 共 村 西洋 料理店 經 

營罷 化候處 今回 都を じょ b 全が を轴 

巧 じ讓渡 L 爾後 一切 關係 無么候 跡：^ 

な 麗吿致 候、 尙 水生は 當み 左記の 所 

へ滯な 罷化暧 ； 
三ュ ー ョ ー ク柬十 化 T 目 四十 一香 

. 大浦ホ 松^ 


•綿花 會社 まがお U 愚 お 雄 氏 テキ 
サス 地方 巧 張 中の 處 過日 歸巧 せり 


♦をが 季雄 氏の 部 夕年當 地 領事館 
書記 生 どして 髓勸の 閒へ高 か b し 間 
巧は 急性 腑炎 じて 過 U 巧跌が 中な り 
しが 去 十九 日 病 俄か じを まり 间 H 午 
後一 二 時半 遂に 接 逝 せら、 遠 族は み蝴 
並 じ當年 S 才 のみ 息 朝 雄 氏 あ 6 痛 巧 
の 情じ堪 へず 


參 マス' タ ー オ プア. 

々歸 朝の 笠なら 


'中がず 氏 近， 


新肯 ミッション 本 H は實業 研究 

W 志 曾、 明 H 幡 午後 十二時 喪 書硏お 

會 、間 H 午後 八 時ょり 淸水化 帥の r 苹 I 

碰頓の 精神 ど 現代 ホ國の 大勢」 なる 

誰 話 ゐる當 ，‘ 


类 0 敎 待の 音樂會 ま 十九 H 间會 

じがて 日本人ち をの 慈善を 幾會 あり 


た. 


•菊 水の ボャ 料を 菊 氷は ま 十一 一' 一目 

ッ チンよ b 火を 失し 將じ '大事 じ 至 

らん W せし かが 巧 夫の 手 遇し 敏速な 

りした め 僅か じ ダ ケン セラの 損 普の 

一み じて 消し止めたち 


♦ コ ッ がの 出沒近 來巿 巧を 所に n 

ソ 々々泥棒の 災‘ 難を き模樣 じて 鴨 井 

下 おじて は 止お乂 3 燕 お 服 お 化數點 

がえ し 犯人 ホが 人を かば ひし 奴 A 略 

げ が 巧し 居れら どの 增ゐら 、みやこ 

じても 手 提靴範 其 他が へみせ たる C 

なる か、 他人の 盗難 磯ぎ を 箸いて 居 

る 間 じ 本社 事務所 も 一寸 許ら 化を の 

I 御見舞を 蒙 も 外を、 ブボ 'ン 、スエ ー 

タ ー 其 他を 搔拂 はれたら、 每 年を 期 

じ 入る どを 下宿屋 じて コソ がの 出を 1 

し秦 かがなる も 商 買に 影響す る さ 

て 秘猴に 見逃ず 者 多け 托 で、 斯くて： 

は 却つ で 泥棒を 增 長せ L め 風紀を 害 I 

るの 怖 あれば ド シナ かで も 構は や 

I 見が けた も 引つ 捕へ て 痛々 しき 制魏 


を 加 ふべ し 


▲世界一周 巧球閒 目下 羅 馬に 化る 
训脚白 路軍か マ子 デャ ー なる コ ミス 
芋 1 氏は を 事 も 通せざる 揖の 大病 じ 
罹 b たもが 醫師は 恢彼後 じあら ざれ 
げ岀 立を 許さ 'V るた め 一巧 頗る 晒 報 

し 皆れ らど 


1 


I 季雄 儀病氣 の處卷 生が 
あ 叫 まる 二 巧 十九 H 午後 一二 時化 
かを じ 巧 ホ 致 候 間此段 村人を 前 
辱知 諸 おへ 誰吿化 候. 

追て 假 葬儀は 二月 廿 一 H 午後 
一時 自 まじ 於て か瞥 み、 本葬 一 
儀は 國許 にがて 執行 可 致、 生 1 

化 等 御 贈 典の 儀は 御 斷中上 喉： 

; ''二 巧 十九 H 

がち 西 一 戒一街 四 ーニー,番_ 

お お 村 朝 雄 
親戚 中 嗚堅ま 
ま 乂飯峭 龜太郞 
巧 桃 S 曲 
齊藤 か 
: i 巧 お‘ 要 


賣 物、 買物 欄. 

何 おじ 化らず 义其大 '少を 論せ や 

僅少の 手數料 じて 碎旋の 巧を 取 

る ザし、 ホ 劈 者は 本社へ 申込 ま 

る ザし - 


I 參新育 じ 居た 人々 (二) 馬 撰 恒菩君 

は タヤ パン タィ ムス 紙の 編 親 長 兼を 

お設者 ごして 魔 筆を揮 ひ A が元宗 

一 君は 間 社の が 業 部を 擔 巧し ▲を 雨中 I 

かおは 二 S 劇 煤 脚本 部の 巧 問 A 巧 が 

ぶ お 君は 萬 朝の が 派 記を 妻を はか 文 

で 後す めを ▲厘； 一 君は： 白方圓 の製藥 

曾 化を 組織して 藥九 唐' 倍の 廣吿 親ち 

勿 驚の 二 化 目 栽が 天狗 A ホ 鉢 直剛ホ 

が武 .一 扇 君は 為眞 島で 成功 A 朦お俊 

雄 若は タイプライタ ー でを を か 6 ▲ 

ザが をみ 郞 君は 舶巧 壁紙で 非常な を 

をす ▲福な 靑醬 をはが 州田邊 のがが 

が爾お (ホ 山を 1' 著 所有 だ 居る 


〇 .目 本人 I 入用 

I 怜例 じして 英語を 敲し 得る H 本- < 二 

十 あ 絹地が 染 職工 どして 入用、 雇 入 

當 H よわ J . 週 十 弗を 給し 化 事' を敎ゆ 

手腕 上達 ど 其 じあ 給す 時間 はん 時よ 

々時を ±曜8 は 五 時 迄 V 」 す 


D ま or を ar F / G . 00 . 36 E . 22 往 dst . 


豫 .常 

.第二 回 綱 育母國 
訪間闡 員 募集 
◄空 煎 未曾有 大成 皿 


■のた 


典 即位式 拜觀め 

▲ホる 九月 下旬 當地出 蔽密年 二ち 

ホ句歸 米の 訪問 脚 員を 裳 集す 
A 規則 馨 、募集人員 等は 一二 月 一 H 發 

装す 

紐 育巧國 訪問 鹽 本部 

新 育 巿第六 お 二參八 


ホ 催 者 


.棘 富 平 


寫眞業 熱ん 家>. 

夕 要^ 

1 為 眞業じ 趣 かを がする 人 じして 弊な 

の 事業を 補助 發 達せし むる ど 间時じ 

言み も 獨立か 慕 礎を 作らん とする 激 

必 家は 巧談 あれ、 報酬は 人物の か 巧 

によら 利益 配當 どす る も 巧げ なし 

I を 細® 銀の 上. 碑 西爲眞 館. 
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t な米勵 最大の 洋服 巧； 

那設麟 目 本人の も 1>ス 

? \ を 庵 ひ 居らます から 諸君の 御' 巧义じ 
ス 、一留 し 特別のを 愚を 致しまず 
品質の 上等なる ど 化 立の 入を なる どは 弊 巧の 
時点で あらます 

夕 I 二十 巧 0 上 
ォバ In 1 卜 二十 弗な と 
..燕尾服 S 十を ツ レー 

•セ ュ フ ビ； 辛 ュー洋 暇 巧 

1 中，— 川 — 
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舉願上 候 
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、‘ 



ンキ シン トン 帮 よら 

一二 辟 目 二潛 

電話 プラザ ー ニ參 S 九 i 

资養奠 货養鬟 88 


5 雜貨 たろ し賣 

巧 品目 錄御聲 次第 無代 進呈 
市が 古巿 

臟藤 小川 商 巧 

I ' A . 巧 rro . OCA 一 VA み 00 . 
泛ツ簽 1 W . Madison St . Chicago 111. 
oox & 尸於 巧ち 肉 RTY 
ち Park 2 a ミタ Y . 


新開 業 

〇 鍋 類ず 含燒. 
〇 うば しる 榜 
ずし 

ぶ 午 十二時より 

夜 十二時まで 


が 育 東 五十 九 了 
一二 音 子八番 
電話 

プラザ 五八 〇 六 


目 乂 A 

番 ■■1 


づ^ 


▲每月 十日 發巧 一部が 化 


,1 產 4 曰 本人 
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私儀 今般 左記の 所 じ 於て 
新た じ 御 下宿 開業 仕ら 萬 

事 親切 了 寧を 實 とし 大勉 

强化候 間 何を 御 引 盈の碑 

奉 希 上 候 .を；. 
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♦農業 家の 巧機會 

ホ國 中部 じがけ る諸禪 事業のを 凌 
は實じ 可 驚 長足の 進 ホを 示し 其 結 お 
吾 同胞 勞働 者の 需要 俄然 激增 して、 
賃金の 如き 五 年 前の 二倍と なら スク 
グボ •ーィ さへ 一遇 五 弗て ふ 高給を 
一得る 有樣 なれば 純 粹の勞 働を は； 

S 優 答 弗 S 1 千 弗 S 
善し 得べき も 入國者 少なき ご獨立 < 止 
業 家 のぞきた め勞働 者の 供給 不足な 
るを 遺 城 どす る 位な な、 旦農 藥ホ學 
者は 米國 人の 銀 巧ょ も 化 獲じ對 する 

顯な 低利 資本金 S 麵 f 

現じ 昨年の かき 同胞 農業 家は 無を 

純 器 作 數千乘 の純霖 

I を 化め たり 本年ら 豊作の 見这 じて 良 

巧なる ± 地數夕 あら、 農業 じ 成 巧せ 

んど する 人は 化が 機を 逸せず 調査-無 

信 糞を 或 巧を 添へ ぶへ 照 曾 あるべ 
ぎ. 巧. 一 Y . Takashima 
{general lab ミ S 口す ac す： r and business 
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巧 003 1601 Singer 巧 nilding 
149 Broadway , N . Y.Citv 
7^ 色. 爱 8 す an 冨 n 


〇 和が 服 裁縫 〇 

御 婦人 用 洋服 一巧、 巧 女 用 和服 一 巧 

るを 了 寧 じ 調製 化 候 

山 田 華 

512 W . 1 ぎを 穿. sty 、 reL 1 を》 rs 己 


巧 望なる 貸 地 

A 人物の 如何 じよら ては 相當の 資本 

を 貸 輿ず 

機 所は デラ ゥユャ 河の 上流 じて を お 

物を 大都會 じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 

二一一 一英 巧 0 上 貸 輿し、 リースは 一二 年 j 

或は 五 年 じても 巧な ぇ 若し 買 巧 ホ I 

望の 人 じは 一英 胖サ五 巧 よら 巧 五十 I 

巧 迄 じて 夕少じ 不拘賣 渡す、 農具は 

相談 じよら 貸 おし、. 果樹 植付、 養鷄 I 

密蜂 飼養、 養豚、 乳 や 等じ關 ずるが j 

地の 經驗を 敎授す 可し、 义± 地は ィ I 

チ ゴ裁培 じ 適す 養 鷄ホ望 者 じは ィ I 

ンキユ ベ ー タ ー を 貸 巧す 希 壁を は- 

新報 社へ 申込み あれ . 
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春 純 育の 曰 本人 W 

飛 耳 張 目 生 

賭 構が 弊 善 

一な ご ミ 事 新ら しく 嘗き 立つ る 必要 

0 ないやう だが 新 育 じ おる 日本人 靑 

一年が 如何なる 徑路 かふ 赌 博の 味を 解 

i す. る じ 至ら、 ソシテ 化 結果と して 旨 I 

I らおく 弊き VJ 祖貪じ 典 ふる 影響は 如 I か 

巧で あるかを 示す 爲に侯 即も飛 耳 張 

すを 自身の 經驗を 白 化し やう、. ィ 

雖れ なる 靑ザ 諸を よ、 傑 も 嘗て 一度 j 

巧は 諸を ど 巧 じく 下宿屋 龍 城のを 巧 

を 試み 义 つた 或 時は 「一二 巧洲 上の フ 

I エリ！ ボ！ 卜」 ごな つて 御先 眞ッ 暗- 

ら やみ 雲の ぶ浪を 巧を 送つ た あだ 

瓜 傑ら 今 こを 五十 S おのを 頭 爺、 不 

福の 齡を 越へ て ホ だじ獨 み、 舊友か 

は 社會の 落伍者 どして 侮蔑 まれて 

がるが 巧い 時み じ や 頗る 拖んな もの 

で 親戚 朋 るからは 天晴れ 未 巧の 成 巧 

をよ ど留 みを 頗 された 心んだ、 傑が 

I 當 時の 考 では 一体 人間 ど 云 ふ ものは 

I 意を の 力を なて 恼滋を 制し さへ すれ 

I ぱ吃 度ぶ 巧ず るら の だ ど 化つ てがた 

ピ からが 鄕时 代は 勿論 ぉ國じ ホて か 

らも 女 や赌晚 なでい ふ概 をは' あじ 無 

く、 樂務 の餘暇 じは す 絶を 今の 数 巧 

じお淑 して 大 ひじ 滞 神の 修赛を やつ 

おもんだ、 噓の やう だが 波 米 0 後 十 

置 年刀閒 どい ふら 

I ィ 様の 純潔な 生活を 送つ てがた 

主 今 よら 約 十五 年 S 巧 ど 記が する 篮 

I は 商用を 帶 び； し 或る 化 ホに 旅 巧した 

古 時不圖 途中で 一 人め：：： 本人に 出禽 

ひ、 U 本 飯のを ひ 度 さじが 人 じ 速れ 

られ てが 下宿 崖 にがつた のがが ま b 

ぞ滯化 中 一寸 ひ'^ 遊びに 巧く やう 

じな つた、 或 時 二階の 一 おじ 這 入つ 

I た 所が 数ぶ の；^ 胞が がを 脚んで 互 じ 

妙な 物を 轉ろ がして 不椒 舆じ乂 つて 

がる 機ず である、 元 ホ サィコ 曰なる 

一物は 運の 惡い妻 おの 苦勞 、邸ち 妻 苦 

I 勢 じ や 位 じし か 化つ てがない 侯の 事 

でから 一体 ソンけ 何で 御座る かと 尋 

なる ど、 之は セプン レブ ンど 申す も 

でで 索敵 じ 面白い もの、 货 君ら 一番 

ご 十五 仙を 就み て 御 錯ど云 ふじ 巧せ 


を 占めて るから 最 ぅ堪ら ぬ、 巧つ て 

一^る ど 取られる は. は 一遇 閒の 
一每 日の 级巧通 ひ、 バランスと 十五 仙 1 

じ臧 じて 一千一 二百 何 弗と いふ あの 
先生、 と 里 血 灰、 一瀉千里の 势 ほひ 

でな て 万劫 末代 永义じ 影を 沒 した、 
後で 或 親切. な 男 じ 聞いて 見る ご 僕は 

をけ たの じ やない、 ィカ 樣 物で 貧 か 

された どの 話しで あつた 

▲尤も 巧 かる 化縱な 生活を 送る 中 じ 

も 誰し もを 少の 良必は ある ご 見へ て 

’ふ可 笑 ひ 扉が ぁる、 或 時 僕は 

I 勝負 巧き のを 嫌い 連、 即ち 僕と 阔 好. 

め 薄馬鹿 五六 名 ど 共 じ お 扫終巧 
やつて 居た が 了 度 朝の 四時 頃ね 

仲間の 一人が 側で 見物を して 居た 义 

無し 君に 可愛 相 だ ど 云つ て 五十 仙银 I 按 

貨を 貸して やつ わ、 然る じ 其 文無し 

先生は 五十 仙の 資本から メキ， 

勝 も 这み御 化 舞 じは 吾黨 •五六 名の 懷 j 

巾を 總計巧 八十 巧を 化 こを ぎじして 

寸 失敬 左様なら、 敗軍の 將 兵を 語 

る興氣 もな く 狐 じ 摘ま i れ たやうな 

旧を 見を はして 「オイ 諸君 御 互は 隨 一 

か 腾鹿だ 子！」 ど 大笑 ひして 共々 じ 

愧乂 つた 巧 第で あつた 


日の 會 をは 只單じ 朝峨 巧の 獨斷 でぁ 

間スた 事が 明白 どなつ た、 

A r 東を 便 も」 の 通信ち が 何人なる か 

子 I を お 索 中中 村嘉壽 氏は 僕 じあて 「新 

一報 紙上 じ 其 執筆者が ま 樂榮次 巧な 
ど斷定 して あるが 夫れ は事實 無根の 


•母國 訪問 團の 

解散に 就で W 


林 嵩ず 

▲刚 固が 自も巧 動を おつて 居る 間 じ 

突如 マン- ッ タン 俱樂 部から 招待を I 

は 乂ッ巧 6 仙 AI 受け わ 我々 はがち のが 意ながら 之 じ 

應 ずる 事 か 出 巧な かつね、 何故 なれ 

ば 他所の 觀 ホを 除いてまでを 京 滞な 

の 目 救を 增 加した ホ 要の 目的は 俱樂 I 

部の 諸 巧 ど 日を 期して 一堂 じ會 をす 

る 事を 一閒が 熱哩： した 結 架で あるか 

ら である、 前記 朝 崖 糸永兩 氏は か 上 

の 事 棉ど成 巧を 考察し 到お當 初の 許 

塞が 實 巧され ぬ もめ ご斷 をし ホれ で 

は 出席 出來る 人々 丈で い； どの 要 ホ I 

であつ たが 僕の 立 壌 どして 二 一二 人と 

ホ ハ じ 臨席し 他の 痴 員を 失望せ しむる 

事が 出 巧る もので あらぅ か 

▲巧 巧 準備され た當 巧の 會 をは 斯の 

かき 事情の ため 遂に 同供樂 部の 随時 I 頼 

懇親 會ご 一友 ふ 名目 じ變 せし むる じ 至 

つた、 をを の歸途 吾々 の 旅 宿を 訪問 _ 

された 姬巧石 川 中 鉢 諸 巧は 前日 配付 

一寸 巧つ たが 身の 詰 b 辟た < 中 じ I ' をを けた 狱迎會 の 通知 狀じ發 お 者 ご 

して 朝 崖 氏】 人の 記名る るは をだ怪 

訝な 6 ど あ ひつ i 臨席した るじ果 し. 

て 巧の かき 觀 酷を 生じたら ど 云 はれ： 

をして 吾々 を 招待ず る 時日 じ關 して' 

は 巧供樂 部の 幹部 連へ もを 渉な く 其 


一 五十 弗を 失った 

去イヤ 飛んだ お 鹿を 見た ど 巧 買ら 巧 

一處 じ 切上げ 歸 がして 某 旅館 じ 御 

輿を 踞 へる ど おひき やを でも 亦 例の 

コロ'--- を 巧つ て 居る、 耐白 いど ホ I 




事と て 察する 巧 他 じ 何人 か 爲す所 あ 

て 通信せ しもの ならん 右 じが 間 氏 

は 非常 じ 迷惑して 居る 云々」 同樣の 
文意 じて 本社の 甲藥 氏に も嘗 面を 寄 

越された、 

A 如上の 記事 じよつて 讀 者は 其當恃 I 

の 事情を 悉知 する 事が 出 巧る でゐら 
をして 鹽 員が 不巧 タラ'' であ 
つたな どの 記事は 直接 諸を か 剧員じ I 

して 其實 否を 訊か ばを < 或 人 か 故 I 

意 じ 擅 造した ものである 事 かをる 0 
終 b じ 碟み斯 ぶ 事件 じ 關し大 ひじ 间- 
I 情を 寄せられた 諸を じ 感謝め 意み お 

す 0 ( 蹇 

(( @ き 雜 )) 

日本人 紳± 某は 侯の 働いて 居る ホ 

人 じ 招が され デン ナ ー に 臨む ベ’ 

メント 邸 宇に 至 もどを 鈍の 服 

裝嚴 めしき 昇 择器司 長) 見 「セィ 0 
ン」 をな はせ 奉を 人は 後方の ユ 

レべー タ ー を 使用せ よど 言つ たので 

件の 紳モ 立腹し 嚴談じ 及んだ が 日本 

人は を 体む サンを やる もの ど 思惟し 

て 居る の だから 結局ら は泣寢 入ら じ 

なつた (バ トラ ー) A ォィ 漸く 赃々 

の 聲を擧 げた 許 & の 靑年會 へな ひ 倒 j 

しじ 出掛げ る ながめる どは ヒドィ で 

はない か (一 會 員) A 靜座 法の 硏觉 

者續 出す るのは 賀 ずべき 事な り、 聞 

所 じ 依れば 初期の 呼吸 機 おは 阅法 

の 効果 じより 大 おを 治すべし ど而し 

て 我々 のかき 勞働 者は 其 實習じ 費用 

を 要せの おじが て 好 都を なる を 想 ふ 

(体育 生) A 新開 業の 千歲 はが 理の 

美が で大 繁昌、 慾を 注义 する なれば 

1 酌婦が ほしい、 白婦 でも ィ！ から 

むよ (ヒィ ち鄉) A 下宿屋 じ 遊ん 

で 居る 野郎 共働 口が ゐれげ 給料の 如 

何を 問は ず 働け (今 荷駄 目藏) A を 

過の 貴紙 じは 巧留 日本 婦人の 大爵寫 

j 舆力紹 かして あらまし たかが 育 日本 I 

人の お ああつ て 初めての 催 ふしで で 

里の一&^じ巧るま等共じは化位ひ巧 

盎の會 をは 化 じある まいど 存じます 

次會 じは 是非 まも 出席 さして 載き ね 

いものです (尝 が一 少女) 
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育 執 教を搜 (前金 教棵 お) 
□一部 金 五 仙 口み ヶ月み】 巧 
□ーヶ 年み 金 二 巧 I I 

千 化 巧 十) 重 ハ 巧サ 四日 巧 か院 1 

艇巧 _ 一 

發巧兼 編輯 人 甲斐 健 一 

發巧所 新 育 新 巧 お 

が 育 巧 莖ハ街 二 一二 八 一一 
電話 六 四と S チ 玉 グシィ ー— 


を 解 巧す るの 途 S あら、 米 K のゥ 
エグタ 政府を 認其 一一、 武力 的高販 
干 滞を 除ける 化ての 方法を 用 ゆる 
事 其 二、 ホ國の 武力 的 侵入 其 一一 一な 
ら 、若し 强 いて 第 四の ホ 法を ホめ 
しめ ぼ 米 國及列 强の聯 を干涉 なる 
巧き も斯は モン 曰 J ホ 義の範 騒を 
化す 事 多き じ 失する の 嫌 あらん、 
而も 第二の 外人 殺舊 起らん か 化の 


歸 ホの 途じ就 かんごしつ、 ある 同 困 

は去サ 六日 倫敦 チぶ グシ .—フ ー トボ 

1 グ グラゥンド じ 於て 猛烈なる 接戦 

を 試み 五對四 じて 白 踏 軍の 勝利 じ歸 

したる が當 H は英國 皇帝 ジョ！ デ 五 

世 陛下の 御觀覺 あり、 觀者 一一一 萬餘火 

- 非常の 盛况を 極めし 事 ごて プン} ヤ 

1 の 熱必意 氣这も 一層が はら マネ デ 

ャ 、マ グロ ー 巧め 通信に 化れば 巧る _ 


如き 提議は 濁 儲 ょら 提喝し 巧る や 
も 知るべからず 云々 
ポストは 維爾お 巧の 對墨政 巧の 誤 惑 I 

を 論じを つ 曰く' 

墨圃は モン ロ！ ま 義の數 力 範圃な 
ら ご 云ふ而 からか 化 政策は 內鄉、 
無政府の 情勢 外人の 暗殺を 谨爐す 

る もの じ 非ず や 若し 米國 じして 巧 

墨國 外人の 生命が をを が 誰し 能は 

ず VJ 云 はんか 列国は を々 自 商 民を 

が證 する 必要 上 礎 怠の 行勒 じおづ 
べき 理由を ちす 云々 
ダ ー リ ー テン グラフは® 政府の 調 
査報吿 を 待つべし ど 論じ 更に 曰く 
ホ國の 地位は 頗る 晒 難 £ なら 巧れ 
- ゥ ユグタ 氏の 罪惡の 如何 じ關 
せず 彼の ン n は墨國 叛徒の 眞 
の輔肋 者た る 人 よらら 巧罪輕 しど 
云 ふ 巧し 云々 

維 一 


盛觀は 周遊 中 曾て 經驗 なき 巧なら ど 


- 

\ 

- 

一 一 


I で 
^ か。 
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■# ■診察 膊間 

自 午前 九 時 ま 同 十二時 
旨 午后 六 時 至 同 八 時 
但日 曜日、 > 前約 ノ 患を 二 限 

高見 豊衰 


齒 科 . 一 

治. 療自 午前 八 時 至 十二時 W 
時間ち 午を 屏至五 時：： 

齒科醫 

か 8 \V. 108TII., CJiTV W 

访ち Colu 目 bu 拍 & Manhattan A ご 一. 如 
身 1 Rivel- side 赛赛 ^ 


むを 馬 課稅法 體棄案 通過 せん 
爾お乂 統領の ま 張れる M 樂じ 就きて 
院じ 於ても 反 對者少 からず 依て 巧 
は 間 案が 討議 じ附 せらる、 前な お 蔑 
一員 等を 白 館 じ 招き 懇 々說 得する 所 あ 
る 可く をを 難を を述媪 するな らん ど 

参 仲 栽 條約案 上院 通過 昨年を なて 
; 満期 どなれる 英 日が 西 備瑞諾 
瑞西諸 國どホ 固 問の か跋 條約繼 緩を^ 

は 去 什一 日米 國 上院を を 過せ り、 を 

條約中 最も 重要なる 條 項は 化 络 一條： 

じして 即も ぶの 如し 
法律問題 义は兩 締約 國間じ 現が す 

る條 約の 解釋じ 願し 兩 縮約 國間じ 

起 生し 外を 上の 手段 じ 化り 處理す 

る 事 能は ざる 紛讓は 千 八が 乂十化 

年と 巧廿 九日の 條約 じょり おす じ 

設置せられ たる 常設 伸战 々 巧 じ附 

せらる 者 どす、 巧を 等の 絲謙 じし 

て 兩條約 國の繫 切なる 巧 益、 獨立 

若く は 名 擧に關 し 义は络 一二 國の利 

益 じ關係 ある 塔を は 化 限ら じ 非 や 

カ ー デン 卿 米 國じ巧 ふ 强蜜 巧る I 

化は 廿ホ 日ウュ ラク グズ よりが 艦ェ 
セックス じ乘 じ々 グ ベスト ン巿へ 向^ 

け 出發せ b 


♦デ アス化 軍談 前年 革命を 起しで 

マ ザロ 政 巧を 倒し 巧年ゥ H グタの 避 

じ 追 はれで み 馬 じ 亡命 中なら しフ王 
リックス、 デ アス將 軍は 目下 當地じ 
滞が 中なる がが 程 巧訪の 新聞記者 じ 
語らて 曰く 墨國 じがて 實 際め 訓 線を i 

骚 たる 軍隊は 單ら政 巧 軍 あるの み - 
ブィラを し 幸 ひじして 勝を 欄ず る 事 1 

るる も 彼 じょり て墨國 のず 和は 斷じ i 

てが し 難く 彼は 义彼旨 身の 部下を 統 

御す る 事 さへ 能は ざるす し、 余は 目 

で 化爭の お 外 じ 巧る をな て 今度の 來 

i 遊は 何等を 治 上 0 意義な し、 余が 唯 

の ホ 望は 墨 國の平 かじ 化 b 化 目的 

を 達する 方法 じ 就て は 目下 思ち 中な 

るを 0 て 何事を も 語る 能は ずと 雖も 

墨國 じは 目下を 國を靜 隘じ歸 せし い 

る 丈の 有力なる 人物な し、 若し 之れ 

ゐらど すれば 余は 直 もじ 歸圓 して 之 

こ投 ずべ し凤 ウィ グ ソン 氏 じしで 早 

ウ H グタ 政府を 承設 したりし なら 

ば 吾墨國 はお じ 平 かを 克徑し 得， た 
しならん 
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グ 料理人 ヲ有ス @內 外 書籍 雜誌諸 新聞 球 臺圃幕 おお 等 
娛樂機 願 ヲ備フ 


J 河 添 旅館 


■べッ々1の巧裁巧 一昨年博徒 

ゼン タグ 謀殺の 首魁と して 巧 刑の 

甚吿を 巧け たる 前營視 ベ！々 1 は 其 
が 巧 潑现の 迷 動を がみし が 遂にが 目 
的を 達し 拽巧官 は 巧る 四月 巧び 同人 
の 謀殺 事件を 栽 判じ 附 する 事 V 」 せ b 
肉に 化 接 手を して 0 1 ゼン タグを 

銃殺し 死刑の 宣吿を 受けた る 囚人み 

惡漢は 巧 四 巧 刑の 執行を 受< 巧し 

おお 収贿 事件 局面 愈據大 館が 收 

峭歌 件の， 柯 面は 益々 馈大し 檢事府 じ 
ては 大巧 漸を がみ 居れる が 之 かため 
要路の 高官 じして が 筋ょ らおを 搜索 

をを けたる 者 かからず ホなる 者は 海 

ザ 艦 政 本部々 を お 軍 中 おお 本 か、 吳 

おが 工廠を 海軍 中膊 がと 格 一、 海 お 

敎巧 本部 第一 二部を お 軍機 願々 が武田 I 

を 雄、 目下 猶逸駐 化 中なる 海軍 中佐 一 

平 岡 善之披 等の 四 氏の 邸を なら 

大をじ 善けば かつ 消め 蕉の 輪の 
- あだなる 事 じ 過き し 四 どせ 



を 論破せ るは 明か じ ホ國】 部の 認者 

が窠 あせる 自國の 現狀じ 鑑み 大じ自 
覺 ずる 所を もし ど解驛 する を 得べ X 
をつ 將巧 じがけ る 米國現 政府の 掛外 


方 創 じ 多少の 變 化を ホたず や も 知る 羅 馬、 マド ブッド じがけ る 夫 等と 撰 


髮瞒の 外交. 

國當の 增大ど 黄金 萬 能の 思 おどは 

ホ國の 人民を して 一柿の 誇大 息 想 巧 

I たらしめ 其奪大 不遜なる 態度は 世人 

I をして 建國當 時め 精神 何處じ 巧る や 

j を 疑は しむる じ 至らたり、 蓋し 國力 I 

百 お 漲發腥 が、 一 國技必 の 消長に 幾 

多の 變 化を 輿へ、 時 じ 高調に 逸する 

の 結 柴稍も すれば 経 國濟ほ ゆ 事業 じ 

I 害を ぶ ぼす 拳 ぁるは おを の證 明ず， 

I 巧、 故て を どすべき じ 非 やど 雖 も、 

I 近時 乂國の 民必が 其斟外 政策 上 じ 茂 

なせる 影 變 のかき は 近代 稀 じ 見る 所 I 

を 現象 じして 一部の 識者が 自國 をし 

で 現 化の 孤立 的 地位ょ b ' 脫却 せしめ 

； んこ 努めつ 5 あるら の 亦 所な なし 

一せ ざるな り、 試み じ マツ キン レ！ 巧 

お從 巧の 中立 政策を 放擲して を國ち 

;義 を 採用した るな ホの ホ國を 外關巧 

卜を閱 する じ 非 島の 奪が、 巧 巧の 併を I 

な素ょ^ へ 一氏のぞ那獨立赏言じょ 

1 ゎて 别國 のた めじが 巧が ホ じ 太平が 

におす る 巧 ふを 疑 はれみ じ 擅 越 る 

I ノックス 氏の 東淸鐵 道中 立案 じょ b 

て n 露の な 感を赏 ひ、 巧に 加州 學竜 

問題、 H 本人 排 巧、 挑 地 案じよ 

j ら て巧國 どの 親を を拽 ひたる か、 お： 

hK 人 問題 じ關聯 せる 條 約の 破棄、 通 I あ もじを は黑乂 柿を 遇する の 態度な 


一 化 刺 面 人は 黒人の ためじ アブ サーブ I 

されず して 却て 善 < 彼等を アブ サ I 

ブ す、 か 論 首都 ブオじ 於け も 上流 社 
I 巧 界の紳 ±叔 女の 多数は 何れも じ 里 


ベから ず、 吾人は 固家择 立の おネ要 
義を 解す る 者の 一人 どして 米 國が自 
_國 の 利益を 圖る上 じ 於て あゆる 利己 
的 手段を 須 ゆるを みめん どす る じは 
非ず、 只 ホ 国が 概揣 なる 國瞭 無道 德 一 

論を お據 ごせる 街 外 政策の かずし も 

一國 富の 充實 じょら て 化ての 場を じ應 

^ 用し 得べ きものじ 非ざる 事を 自覺し 

異 蹄嫉國 ほを 遇する じ も 可成 間 郁 族 

I 國 民じ對 するど 岡樣の 態度を 0 てせ 

んミを望むど^:^ハじ、 吾當祠者亦深< 

义國現 時の が 勢 じ 省み ホ®、 墨 国 

I 巧 义等じ 於げ る留ほ 族の お 巧 じ關し 

緩急の 巧 蹈些の 謬ち なからん ミを 學 

いものなら、 吾人 豈單^ ホ 國の爲 じ 

のみ 言 はんや 

占 SMalr 己 ■二* ■ 17 <で 二 ■で tl 己 r 

S 西と 黒人 

左は グ ー ズべグ ト氏稿 「南米が 行」 

がの 一饰 じして 巧 お 族の 巧 ホを 展 I 

じ 願し 時節柄 特 補の お ホ あ 6 

人 あ b 余 じ 向つ て 伯 刺 西 どホ國 との 

特異点を みせよ ど 問 ふ 者 あれば 余は 


i 過料 間趙じ 願せ る 背信の 巧 為、 じを 

I お 地域 割 取の 狡 おなる 手段、 移は お 

育 稍 巧試驗 法案 等 じょり て 英蕊伊 及 

コロン ビヤ 諸 國の反 蛾を 招きた るが 

如き 一 ごしで 國 勢の 增大に 謗な せる 

乂國 はの 假教 な^ 態度を ホ さ ^ る も 

のな し、 斯の 如く お國は 過去 十数 年- 

間 9 唯巧獨 .巧の 對外 政策を 蹤 襲し 來： 

らし おお 外を 上を くが 立の 地位 じ お- 

入り たるの みならず、 實際 じ爐か 

且學带 的が 理 じぶ ける 維贿遜 氏の 對 

墨 政策 失敗 ど おじ 從ホ西 ザ 球 上の す 

父 憲法 ど 信じ 居たり し モン 0 1 ホ 義^ 

の 無 偕 化を 自白す るの 化むな きじ ま 

れら 、乂歐 唯一の 外を 盛 どしても ぶ 

なる 麗 をの 重鎭 P ツデ 氏が 自ら 現 内 

銷 のな 戰 黛なる 觀 をを 去. 9、 現 時の 

刈國關 係を 詳述して 維觀 孫を 辯 譲し 

たる 後 お 力 巧 國のホ 張じ應 ずべき 事 I 


ど 答 へん、 词：國 じ 於て はが かも 專 I 

オクラホマ 州 じがけ るが かく 開化せ 

る 亞乂剌 加‘ 印度人の 血脈を 有する 事 

は 一柿の 誇らと 稱 せ-^ れ 現じ 化 刺 巧 

大統領を 始め 余の 面接せ る数夕 めち 

ホぶ 中 化 柿の 系統 じ屬 せる 者 あら、 

乍 併 化 刺 兩闽の 人 柿 混を は軟羅 じ お 

くは 吾乂國 どを く 反對の 性質を 帶べ 

b とする は 非常の 誤謬を 巧す 基 じし 

て 伊太利 人ぶ 西班才 人の おを も甫モ 

佛 蘭® 乂义は 我 國の或 部 かじ 於て 巧 

はる！ もの 及 進 ホせ る 化 巧を 國 人間' 

の 混を も 「混合」 なる 意義 じ 於て 差 あ 

る じ 非ず 只 伯剩巧 ど米國 ごの 格段な^ 

る 相違は 黒人 柿を ァプザ ー ブ (血族 _ 

的 じ 化を 征服して 旨 己の ものと なす _ 

のを じして グ 氏は 「アブ サ I プ」 な 

る 用語を 0 て 自ら 適確なら ご 信 中 ど 

附言せ し) する 点なら どす 



ぶ 所な き 純白 輕禪 じして 政界の 有ぶ 

一家は 小数の 印度人 血脈を 散 おせる ぶ 

あるの 外 悉く 純白 人 補な 6、 而 かも 

黒 入 又は 白黒 あを 禪ど雖 も 其 才能の 

如何 じよら 何等の 故障な く 化ての 地 

あじ 達する 事を 得るなら、 をは 二人- 

の 黒人 代議 ± じ會 せし 外、 壬 官學校 

じがて 一人の 黒人 敎 巧を 見、 大實驗 一 
所 じ 於て 黒人 學者ど 語らた るが 是等 
の 人々 はを なの 賊 係を 涉上黑 人擁た 
るの 所 0 を 0 て 差別 的 待遇を 受 くる 
事な く、 何- < ど雖 もがる 考を抱 < お I 

なき 模樣な b き、 巧黑乂 、ザ 黒 火、 
クォ ー ドグ ー ン (白 四黑 一邮) の夕數 
は槪 して 裔 等なる 巧 置 じ 達せず 社を 

9 下級 じある のみ、 おは ホ 陸海 軍隊 I 

見た るか ぞくの 黒人 巧は 白人を ± 
どけをらてが视の業あじ從事しつ } 
ある もみして 差別 的 待遇を を < るを j 

見 ざ. 〇 き、 バヒラ 巧 じがけ る 勞働者 

の夕數 はお 人 じして 他 じは 猶 多数の 
黑人 ある 地方 あるべく、 首都 ブォぶ 
は 特に 多し ど 雖も菩 米國兩 部の. 都鸟 

のかく 甚 しから や 'I 

黒人の 勞慟 じよ 6 てぶ をし 其 結 おど 

して 喊 端な 兩 者の 離隔を 巧す は他國 

じがて 夕< 見受 くる 所の 現象なる が 

化 刺 西み 白人 補閒じ 於て 斯 るが 生 虫 

的 現象を 巧る 事な きは 间國 にど ゎて 

實じ幸 ひな b どを はぎるべからず、 

リォ 市 じがて さへ も 宏大なる 事業は 

- 白人 じよ b てが 就 さる ^ も 彼等は 黒 

乂を排 巧せ ざるの みならず、 下級 社 I 

會の雜 柿 結婚は 盛ん じが はれ 殊じ歐 ^ 

州 移 K ご 黒人の 姑婚は 最も 夕し 、中： 

等 社 會の雜 柿 結婚は 其 だ 稀れ なる が 

上流 祉 をに 於て 黒人の 系統 ある 巧 女 

は 見 受< る 事 難き も是等 上流 社會じ 

於て すら 白桃 化を 黒 柿 一み のち 女 VJ 

結婚す る 事は 別 じみ 思議 どせられ ざ 

るな り、 余の 親しくを 際した る 人々 

のぞく は 純然たる 白色 人な b しが 彼 j 

等は な 上の 事實を 是認す るじ蹟 磯せ 

ざり き (ホ 完) 


•洋聲 徘甸會 

A 雪 

初雪の 知らせ 四千 哩外 のがょ ら立峯 

後 朝の 別 かれぶ ごは じ 雪 ふれる 问 

韋の 巧を 默 想の々 濁じ衡 首る i 同 

一を 呵 成績 稿 物す 雪の 宵 岡 
不義の 虛說 なつ 日の 暮を雪 ふれる 岡 
_ 今し 放浪の 雪 じ フユ ブ！ も 旅情な 

ばな i 

辭し 度き 旧 舍枕じ 通 ふ 雪のを b 同 
力 • ー テンの 鳥 影ょ 嬰娑 どを の 窒默平 
惡摩 忌の S 千年の 雪 も猶ほ 同 
雪道を をら 一つ 巧く 夕邊哉 同 
擧が 出で； キジ 遂ふ山 や 雪 深 ミ 同 
一高 樓は窝 ± の 雪見る 法師 哉 同 
ジフ頰 じあて！ 雪除ける 人 動く 眼 

嘗天 

雪 じ 案出す 俊活の 一手 蔡巧冷 かじ 同； 

吹雪 幾 H を 燈じ其 あ も 疲れ 眼る 間 
A 火事 

對 岸の 火事 見へ て 過ぐ る 夜 滅車哉 

が 白 

山火事 じ おはぬ 岩の 見 ばへ して 默平 
背じ糜 るい 組の 龍が 消し 頭 同 
，ィャ ー、 チ ー フの輕 車 飛ぶ べグ 
街路を 拂 つて 嘗天 


ベントン 殺害事件 ど 英國の 輿論 
過日 憲政 軍の 大將 ブィラが 化 凑英人 

じして 大地 まなる ベントンを 雜 殺し 

たる 事が は 左 なきだ じ 紛糾せ る ホ 墨 

並墨國 お 諸 外 巧 ごの 關 係を 闲 難なら 

しめ 被害者の 本國 なる 英國の 朝 巧は 

，勿論 谁が 政が も該 事件の ためおか じ 

活氣 を呈し ホら ペン シグ パ ニア 州議 

員 アィネ ー 氏の かきは 去サ五 H 下院 

じ 於て 熱烈なる 大溃說 を 試み 補ん じ 

維爾孫 氏の 對墨 政策を 攻擊 したる が 

政府は ベントン 殺害事件 じ關 する 調 

査報吿 書類 一巧を 議會 じ或附 すべ し 

どの 决 議案を 提出せ る おなる が 今 商 

^ 事 かじ 對 ずる 倫敦諸 新聞の 論 full 

約 すれば 左の かし 

デ ー リ ー クロ ニク 八は 曰く 

ベントン 殺蓄 事件 じ 關し墨 國開趙 
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•御用商人 搏縛 

I 餘 ず 化 賄 率が は 審销の 結架篮 々お 

跑を 娘大し 巧ら ち あなる 云 人の お 軍 

一 用途 南乂は 本：：： 捕滯 されたら 

ぶ 遙川審 の藏寫 を 廓 

i 高等 海軍 當お 者が 不正なる 収贿 手段 

に 仏ら て 趣 •磁 をを せり どの 一壽を 朗 

讚し 且つ 一々 化 罪 者の 姑 名を 蘭み 卜_ 

f けたる が 衆議院は 巧 じ 向つ て該 書の 

記者を 明示 せん 率を 要 ホした る 

絕 せした めお^に 懲詞 委員 じ附 せら 

れた b (廿 su 後) 


♦潜航艇 沈沒 砲艦 平户 じ’ 附戚 せる 

^ 潜航艇は 過 U カク マな 附近：.： て 行 ホ _ 

I 不明 どならた る 一 水雷艇 彼を のた め 

派遣され たるま-過去 間 何等の 

が 息な < 多を 乘紐 員！ 脚 ご おじ 化沒 


したる もの ど 祭せ， シを 


海軍 収胎關 係を 陸 續を罪 お軍奔 

_ 間 委負倚 巧 問の おお 艦 政 本部の 澤喊 

I 觉お 大佐 尉た じ 軍法 會 講じ 迴 はされ 

た b 1 ホ 裁が 所 じても 着々 審 巧の ホ 

iss 0#^^00 

I 崎 大佐 岩 崎 大佐を 一一 


て 


A 首相の 舊惡 査閒會 ぶび 軍法を 諮 

じ 於け る 審理 進 巧の 結 お 山 本 首相が 

I 嘗 つて 海軍 大-臣 わらし 當 時の 舊惡が 

一如 何なる 方® ょり 曝露 さる {.や も 計 

難し どめ 風聞 あら 政府 巧對 新聞は 

速 日 じ 互 ^ 首相 ど 豫備雜 軍 中 將山內 

滿壽治 巧 どの 關係 じがき 辛 ラ ッの論 

f 評 及び 報道を なし 岩れ り' 


大岡 議長 巧 辭職畿 摸 不整 巧の 黃^ 

を 引いて 去 十二り 辭 表を 提出した る 

ホ 議院 議長 大岡 育造 氏は 政ぶ を 側の 

颗吿 じょり 一巧 辭 意を 驟 したる も議 I 

I 壌の 騷擾 益々 甚だしき じょら 巧び 辭 

表を 提出し' 斷が 留任の 意志な き 旨 言 I 

明せ*^ 


日本 最近 信 


•海軍 化 賄 事件 


一巧 

▲貴族院 侧 のお激 貴族院 側 じて は I 非' 

豫て 官紀 振肅 問題を 提出 せんどの 內 

議 あらし 矢先 シ ー メンス 事 か 勃蠻の 

わめ-屠 其氣 みを 高め ホり 同事 件の 


I 眞牺 まだ 判明せ ざるら 山 本を 相の 人 

格は 山 巧 疑 ふべき 點歡 から ざれば 化 

機 倚を 利用して お 巧み 一針を 巧 ふる 
は 政が の 淸巧劑 たるの みなら や 官紀 
9 振肅 どもなる ベく 殊に 昨今に 於け 
ろ 政 友 會の横 おじ 對 しても 反 堪を典 
ふる 事 どもなる ベく 先 づぶ第 I 着 チ 

ピ してを 赞廉逛 巧を 貴族院よ b 除夕 

せんど 研究 會 の々 化 おは 敦勘 きつ 
を もど 

少 マンの 逃亡 今 网の海 敢問趙 

^ 張本人 ど 固 せらる ミシ ） メンス 轉 

I おの 大が 支巧畏 (實 際は リ 本を かの 

I 會業 監督を 爲 せり 一へ^ マン' は 過般 

巧 東を じな 6 しか 自己み 關 係せ るが 

がが 大間趙 どならし よら 大じ侵 期し 

サ六 H 巧が かじ 柬 京を 出を して 獵化 

靑の邸 じ歸ら 妻を J 伴て し瞄 もじ 舞 

鶴 方 I 曲 じ ホ b たる もの： 如く 後 じは 

ックボ ー ィ のみ じて 「大 ホ國 へ' 歸 

~ 圖 したので しやぅ」 ど 云 ひがれ む 
A グ） レ！ 島 旧 氏を 吿訴 せん プ I 

— 巧に 謎を じて な 田 一二 郞 氏の ため 

じ 素 破 化かれ たる 卜； 刮巧 の談 なる も 

のを 新聞紙 じ 現 はれた るは 一身の 夕 

擧上按 て 憤き 難し どて 近：：： 諫 毁の吿 

訴を 提起す ベ < が 今 辯 譜± ど 化談中 

の由是 じて 巧が 一身の 黒白 明白 ど U 

らば 格が 然ら ざれば 词 氏が 會員 たる 

一 倒瞭新 問協轉 及び 東京 俱樂部 じても 

み 儘 じは 給て 窗か ざるべし ど 

ブヒブ 少持逃 始ま リヒブ グのシ 

メン .ス商 會じ遥 はれた る 時は 月給 

が 二十 あ圓な b き H 本の 事情を 知ら 

し 彼は 是 なれば 獨 逸の 二-百 五十 

マ ー クに當 る 率 ごて 大じ 十を な b 

て S 年の 契約に て：：！ 本 じ 渡 巧した 

が 巧て 兒れば 物 做の 高き H 本 どて 迎 

も 之れ のみ じて は 十を の 生 針を 立つ 

る 事 能は 中 夫れ がた め 魔 東を のま 配 

人 ウィ^へ 八 ム氏じ 迫らて 增 俸を 求 

めた る も旣じ 契約 濟 みの 上め 事 なれ 

ば々 巧ら 如何 どもす る 能は ず どて ホ 

むる 每じ 跳ねつ けられ ブ ヒテ グも大 

じ氣を 腐らし おた る 巧へ 機よ く H 本 

の某會 社よ な 電氣機 槐じ關 する ち 額 

の 注义を 受けた るよ b 彼は 化 注文書 

を竊 かじ 持ち出して 白. 本の 某荫巧 ( 

大倉 組なら ども 云 ふ) へ携へ 巧き シ 

メンスが をけ たる 注文を 横を よら 

右の 廚巧じ 引き受け しめて 其の 間 じ 

奇 利を 憐 せんどせ しが 件の 巧 店 じて _ 

な斯る 不正の 注文 横 化を 爲 すべき じ 

ず ごて 體 よく 巧絕 したら 化 事 巧 時 

しか シ' ~ メンス 商 會の耳 じ 入らが る 

不都 をを 働 < をはせ 時 も麗い 置き 難 

どて 直 もじ 解 薇し わるより リ ヒテ 


し 


八は 巧 掛けの 駄賃 じどて ま配乂 ゥィ 

少 べホム 巧の 抽斗ょり 例の が 密書 類 

を 持 出した るな り ど 云 ふ 斯くて 書面 

一を H 本の 某 新聞記者 じ 示して 賣り付 

けん ど 企し かぶ 記者は 確ぶ 其內 をを 

見ず して 頭から か 手 じせ ざら しため 

おじ 閒趟の 某外國 通信員 じ 持 も 巧 
たるな b ごぞ； 3 ら么 ょりな 前じ両 |一- 

网某國 大使 舘じ此 帥 類の 書面を 持 込 

I みて 實 付けん VJ 企てた るら の あら ホ 

れ がシー メンスの 者な. £> や 又は リ 
ブ瓜 むなし や 今 巧 巧せ ず 兎 じ 巧 孤る 

I 貸 か 方が 到る' 所 じ 巧 はれ 短る 事は 明 

かなら 忌まは しき 限らな り 
♦艦 政ネ 部は 海： 本の 腥物 シ！ ノン 
シユッ ヶか卜 歌 件は 是を いろ々 
々化 間じ增 されて 居た おがの 収贿沙 

I ホを 一時に さらけ出 したお 軍 中 特に 
目 おれる のはを 巧 製 艦 事業 じ 輿 かる 
艦 政 本部で ある、 某 海軍 胳 校は 同 部 
のが 息を 語つ て 曰く 遽 かじ 勃を した 
^ が 軍の 收贿 率が じついて 思ひ當 るの 
は 艦 政 本部の 腐敗で ある 帝國 海軍を 
人間の 身 體じ譬 へる ど 艦を 本部は 夫 
れじ出 ホた 腫物み やぅなら ので ある 
が ザの 巧い 腿 ホは 必ず 化處 から 出る 
A 貧乏 + 官で 叩き あげた おを々 人 
が 相當の 地位を 得て 一度び 贈 政み 部 
に籍を 置く ど 一朝 じして 其 邸宅を 飾 

ら餘 化を 萬へ るの かず ふべ から ざ 
j 實例だ シヵ モ今 U の 艦 吸 本部 畏が知 

I 地中 將 閣下は あを 後 H 巧 澄 < て をれ 

程 化 問から も 惡聲を 聞かぬ が 前の 本 

部長で 現 巧の 棠鎭守 府司か 長官 ど 巧 

I たら 權を衞 伯 じ 劣らの 溜め込み 還 だ 

つた 中將が 本部 長 時化 じ 

A 媒介 部' 長の ァダ をを 取つ た ソン 

は 中 おが 中將の 部下の 結婚 媒介を ァ 

わがき じ 過ぎた からで ある 中將 

の 媒介の 數旣じ 五十 餘 6、 日 繁戰お 

の 製 艦 じは 香 取 鹿爲を 除いて 最近の 

ち おを 剛じ 至る を 化 人の 時代 じ 注文 

I した ものであるから 製 艦上の ィサク 

サの數 も 頗る 多い、 戰 後め 海軍 大憐 

張での 十 年から 四十 二 年 じかけ 長 崎 

I 川 崎を 造船所 大 が鹽エ 所滞贊 船渠 會 

社 及びを 軍港で 驅逐 艦を 作つ たが 常 

時を 軍港を 除いた 四會 社は 何れ. 

隻 S 十萬圆 平均で 四隻 乃至 六 隻を請 j 

負 ふた、 化 頃の 製 艦じ關 はつた 人は 

なか {福々 だつ た當 時を エ攘を 巡 

遇して 巧た 造船 中監の 如きは 

A 顔が 大黒天 の やぅ じ 福々 した さ 

うで ある 其 他 一二 菱 造船所で 製 艦した 

I 矢が、 霧 鸣等じ も 補々 話 か 多い、 英 

國ア ー ム 'スト 0 ング其 他 造船 會 社へ 

I 注文した 艦 か 竣成して 迴 おのを 中ス 


ェズ 運河を 歌る ど會 おからは 必ず 編ス 高等 遊民 二 萬 人 サ 四日 門 司發渡 I 


I 摸 副 長 機 願 長 袍術長 位 じ 宛てを が 計 

を 送つ て 巧る ど 1 K ふの がま 例だった 
さうな 云々 

•對ホ かを 質閒 


中正 宵 所 趨化谣 十 
一石 楠 爲么巧 氏は お 蜗行雄 氏 外 餘 

名の 贊 成を 得て 對ホ みを じ 隅す 么質 

間を サ八 H 衆議 探 じ 提出せ りおの 趣 

意す 左の 如し 

政府は 吾國 民を なて 米國 のか お 


滴した る 巧が 滿鐵操 栽め 許へ 化 際 使^ 

用 せられん 事を 申 おた る 者 旣じ二 萬 j 

人 じ 達し がれる む 如何 じ 高等 遊 ほの 

夕 きかを 察する じ 足る 

减稅 運動 東京 市 巧實業 組を 巧 八 

I 十 餘閒体 ょら 成る 實業 聯合 會も廿 四 i 

HH 本 橋 供樂部 じがて を 組を 代表を 

ミ 百 餘名集 會し營 業 秘を廢 をみ 議し 

て 巧 委員を 選び 貴 衆 雨 おが 政黨 及び 

I 巧 業を 講 所を 訪閒 し陳睛 する 事 どな 


5ホ 醇 郵便 發着表 〇 御 下宿 


ユ i 3 

|船名 ^ 

H 本 化 

シカゴ 义 




ク本巧 締切 午後 六 時が 
經由地 發送〇 

を 港 サ ー 1 U 1 

タコマ 廿さ 


ュ 

當 


モン ゴリャ 藥港 


ョ！ ク巧西 六十 四 T 目な 甘 

電話 n 0 ン バス ーニ 00 と 

やまと 豁 « 'が 

球 携狱樂 のを 設備 巧 之 候 


一二 月 


どなり 得ざる 外 國人ど 解し， わな や 

、巧し 再國 おを なて 米國巧 ほピな I れ るか 巧 業を 講 巧が 依が 實業 家の 輿 


得ざる 外國乂 と 解し 居る どと ば 

解釋の 化據は 米国 I 一法の 如何なる 

條巧じ 基け る や 

、化 巧 外務大臣は-月 廿四 H み 靡 

院議 機 じがて 加州の 外人 ± 地所ち 

殺 化 法に ホ國 政が のが 諮した な理 

もどして 該 法の H 本 .< じ對し 化の 

外 國人じ 比して 差別 的 お 极を鸦 す 

所 0^:>ら ど 述べた ゎ 挟 府は何 かじ 

吾齒 ほが 米國巧 ほどなら 得 ざな 差 

別 的 取扱に 勘して 巧雜 甘ざる や 
、 H 本人が 米鹽ホ 技 どなら 得ブる 
外 瞬 人な b やを や ホ だホ國 じがて 
も 解释一 ぶせ 中 どち へば 政府は 何， 

故に 此解释 を お 利 じ 一を する の 手 
段を 取ら ざ る や 


• H 本ょ. 
二月 十八 日 
岡 廿八 H 
一二 巧 六 H 


，到着 H 
間 だ 六り 
二 一月 一二 H 


-淺間 山の 噴火 岡 山は か 六日 お前 

六 時 四十み 墳大 噴火を な L 乂禍巧 じ 

冲 して 壌慘の 狀を呈 せし が 鮮馬縣 下 

を 郡 じ 降 灰 あ b 尙引樹 き 黑禍を 化き 

つ^ある も 鳴動な きため 山麓の 化 民 

I はを 必 しおれり 


♦化 筵 化を 昨年 十一. 巧乂國 關税の 

改正 さる や 巧 輪 出 化 筵は 一卷 じか 八 

十錢 方の 化 威 どなりし を 0 て 其 巧の 

一 幾み は 本邦 製造 家の 納 むる 處 ごむり 

~ 延て相 機 騰貴す るなる べし どは 一般 

じ豫 想され たる 處 なる も爾巧 相瑞は 
却て 化を の ホ 調を 示しが 春 じ 入ろ も 

商势不 おど 相 埃つ て乂氣 ：史じ 引せ た 
や 然るに 本 月は 舊正巧 の關係 じム神 

夕巧炼 への 入荷は 例年の 如く 夕< 

てが ホは 兎巧賣 急ぎ 摸を に 依つ エ 

なげ 賣 りじ おでん かの 態 巧を 持 ホる 

向き さへ ホる を 何時ら の 事 乍ら 白ら 

相褚の 化を を 招致し 目下の 神 戶ホ僧 

は 岡 山 並 機械 注文品よ 圆化品 六^ 四 

I 十ぶ 錢 じあ 6 


し 

主 


•無線電信 隊 新設 今回 陸軍 答：^ て 

は應急 施設 どして 無線電信 隊 をお設 

I 電信 隊じ 增廣 ずる 事 どし 明年度 Jb 

ニヶ 年間 避 結 どし 一二 年度 じ 於て 該経 

I 冀四萬 千餘圆 を耍ホ せら VJ . 


「論を 無視して S 割 臧じ滿 を ホるなら 

ば閒盟 して 會議 所の 豐 用を'，、 拂はざ 

るべ しどの 議論 盛ん じして 會 議巧議 

I 員 中 じ も 化 際を 廢を 要求す るを 得策 

する ち 漸く 夕 ければ 近 H 中 じ 鶴 時 

1 會議を 閒き前 議を纖 してを 廢 をみ 議 

する じ まる' べき 形势 なら 尙を 國の實 

業 化を じ徽を 飛して 大 々的 國民大 運 
動を 起すべく 端 じ 活動 中 なれば ー ホ 
畿會じ 於け る全廢 案の 進行 じ 伴ひ活 
巧を 呈 する じ 至るべし、 尙を 國寶業 _ 
家聯 をの 營業 稅廢止 運動は H 々数 巧 
どなれる が廿 六日は H 本 橋 お 樂部じ 
おを 巧を 赔の實 業家參 集し サと 日大一 
會を U 比を が 本樓じ 開き 更に 化 日國 

民 大會を H 比 谷を 圆じ關 きて 天下の 

间情じ 訴へ豫 ての 希嚷を 貫徹 せん 意 

氣 '込みな り ど 
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拾邮 出して 腹の 巧を 破れ 

シャト 火、 ドン チキ 社發巧 

が肯 化み 所 
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左記 ホ變 じて シャト 年 I 
巧 港 問を 航海し 臨 週 火 
鴨り 午前 十 巧 シャト ご 
を 出帆す. 1 
▲述賃 I 
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河 上淸氏 近着 

◄巧 ホ 日本人 

を 惟！ 弗 五十 化 

紐 育 新報 神 


基督 敎 修道 會 

が 宿 (を 两苗化 一一 了 目 百 0 二を) 
耀日集 食 午后 八 巧 敎會內 じて 
聖書 琉究售 H 赌 午を 己時~ 修道 會) 
祝禱 を木嗯 午后 八 時 {館 じて} 
I 讀書會 第二 第 四を 曜 午を 八 時 
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タコマの 大慘劇 


一一 君の 间胞 を慘 殺して 
屍體を 埋沒す 

ホ 曾 おの 慘事带 卿 タコマの 田を 

ーゥ ォビ^ 製が 巧 社 じ 就 働サる 溢な 縣 

X 出口 互吉 なる 巧 昨年 十' 巧 十六 H 突- 

I がが 方 不明 どならた るが 今よ-^ 十 H 

P 附近の 山中よ ら柯署 じが 銃殺され 

I ねる 婉體を お 姑し 驚くべき 大 惨事 驗 

:慶 する じ 至れら 

▲兑 巧の 巧 因 M 巧祉 にはが 人餘の 

で 本人 就 働せ るが 目下 歸朝 中なる 高 j 

I 知縣人 一一 弃健二 一なる 人 ホを は 化 児 巧 

! の 首謀者 じして 賭が のず よら S 巧は 

i 自 をの 部下 小山なる 恶 澳を敎 唆して 

擊の下 じ 前前 出口を 銃殺せ しめ 附 

j 近の 太 おが じ 地下 一二 尺の 巧を 掘 6 て 

I 屍體 を埋沒 したら 其 後 下手人 小山は 

吉 井の 弱 おじ 乘じ てを 錢の無 ふじ 出 

攝け ピスト グを 0 て 脅喝した るに 厢 

I じ 化 b し 一二が の 乾み 中島め ためじ 却 _ 

つて 擊 殺され S 井 等 ど おに 烧 .体を 附 

I 近の 山中 じ埋 沒憾隆 した b 

一 ▲中な 亦繼 さるが るに 中島な 白人 

i め 女郎を 情婦 どなした るた め 輿大の 

I 巧 用を 要しが 都度 自發 のぶ 達なる 一二 

I が お 川 等の キャンプ じ 出掛けて は 無 

也せ るが 一一 一井は 之を 五 巧 娜思 ひを 川 

I を 化 做 - ^ 殺 古せし めん VJ 企み 居る 内 

i 十 巧廿と H 中島は 一ニ ザ {巧 川の 居る 所 

，へ ピヌト 作を 機へ 巧 弗の 無 ふじお か 

けを 蜗 したれ じが A 擊 もを ひの おお 

宮 川は 中な を繫 すに 至ら 屍体は 鷄小 I 振 

おの 傍 b じ 埋め ねら . 

▲鬼 巧愁々 0 上は 補緋 された る 兜 

.巧者 宮川 及び 一二 井の 情婦む 兼 及び 屍 

1 体埋沒 ず傳人 等の 自白 證言 する 所 じ 

で 斯る兜 行は 該地じ 於て 尙 幾が ぁる I 此： 

j や圖も 知ら 中、 其 化 中島-^ 山 出口 ご 

I が じく キャンプを 迴ら ホき ては ボ I 

I ィスを を 蜗威 迫し ちね る 者 じして 巧 I 祟 

I 銜不巧 VJ なりたる を 段々 ぁれ ど 結 お 

おか 拂 ひを 爲 したら どて 毒び 居る 巧 

1 なれば 或は 兜が の 事情を 知 b 哲ゎて 

1 も 知らざる 顔ぶ 爲し 居る 者なる 可 < 

I 其 附近の 地下 じは 無吿 の樹麗 埋めら 

I れ巧靜 かじ 媒乂 人を 驚かし 鬼 哭愁々 

たる もの あるべし ど 

，▲兰 井 捕縛 せられん-日本 じ歸 6 お 

:る 一ニ ホは 僞名 じて 本名は 答 地 楠龜な 

i る おじして ホ國官 恵は 彼じ勒 して か 

I 何なる 方法を 取るべき かは 一般の 知 I む 

らん どす る 所なる がを み沙雜 領事の 

手を 經て 外務省 じ 打電し 彼の 械縛方 

を 依頼す るな らん 


I ♦布哇 移民 局內の 口 本 婦人 

侮辱 

今回 ホ ノグ^ 移民 巧 巧 じて 嘗< もを 

はしき H 本 婦人 侮辱 事 か 發 生した 
顚 未を 間く じ 廚岛縣 人 旧ホ淸 助の 妻 

菊 江 (サ こは 過：：： の 天洋化 じて 着 市 

ラ コマ 病の 嫌疑を をけ てを ほが 

に留： おされ おる 內ま八 H の 外出 時間 

じ 他の 締乂等 ど 共 じみ 出せ b 然るに 

不阔 ンカテ J フを 忘れ 恐き たる 事， 

I を 思 ひ 出で を 中ょり 引き返し 巧び 巧 

外 じ 出 でん どす る 際 移 ほ 廚のゥ 
チマンを 勤む るス チ— ブンス なる 巧 

I おが 菊 江の 前 じ 立裘が 6 尙 腕力を 巧； 

ひて 無理 じ柯 人を 狹き 為眞 部屋に 理 

送ん 不旌 なる 所業 じ 及ばん どし わる 

じぞ 菊な は 必死 ごな りて 抵抗し 悲嗚 I 

を がげ て 救を ホめ し毕斐 あり 何人 か 

輒け ホる 足音 じス チー ブンス は總い 

て 逃げ去 b たり、 化 奉じ 關 しては 最 

初 菊な は 恥し がらて 口外せ ざら しが 

遂に おみ がれす 一 伍一 かを 时 巧の 人 

々じ 物語らし じぞ 之を 聞きた る留愚 

I 中の 間胞 等は 大 ひじが ほ-:' 不都合な 

る 移 巧 局員 じ 手痛き 制裁を 加 ふ 可し 

敦陶 きが 嘗 婦人 監 お 山內 をず 女 あ 

は 事を 穏便 じ濟 まさん ごして 仲裁を^ 

爲 しおる 內を 衆國攒 事い 巧に 入 1 

1 ブンス は 直 もじ 巧 引せられ たら 

ご 云 ふ 


緣 おの 黑姬 .ッィ ーニ ニ H 前の 寒空 

の 深が 或る 賭 爆で 給を ををから 左へ 

取られた 業 晒し じ緣 おかけを 思 

岀 した 一人の サィコロ 爺 六十 T 目 邊 I 

の 印度 町へ ど 繰这ん だ、 巧 柄ら 隆 

しきる 雪の 中を 負け 酒の 一が 機嫌で 

引手を き黑姬 をから かひ 乍ら 彼 地ら 

地ら ど グン 弼 いて 居る 所へ 頗るつ 

きの 白姬が 逆り か、 り 馴れ 

接を したの じ 爺さん 忽も 恵馬必 猿の 

じ緣 おを をれ 言は る、 儘 じ途め 

る アバ ー トメ ント じ乂ら 見 化物の 熊 j 

ょろしく 十 匹 ばからの お 姬がズ ラ 

ど 並ん どる 室 じ 通つ たが 當の 白姬は 

ア撰取 b 見取ら お前さんの 巧き な 

めを 聘べど 云 ふから 爺さん 落 贈らし 

てを んな當 では 無 かつた ど 文句を 並 

ベた が 白を 辄 食で 黑じ引 掛けられた 

の だ どを おして 見れば 仕方がない 

ィ祕ょ 之が 巧つ て緣起 じなる だら ぅ 

ど 勝手な 理屈を つけて 早速 型の 通 

ライ じ掛る VJ 驛 伽の 御利益 忽ち 

現 はれ 不思議 や 眼前 じかけ て ある 自^ 

かの お 類が 段々 消へ 巧 < のじ氣 がつ 

き 薄暗 幽 のなか じ* キヨ ロ 


脈 玉の 正体を 捕へ て 見れば なは を 

I 如柯じ 豚の やぅな 二百 斤大 の黑姬 

: 彼奴 も 失策つ たど 思つ たか 居直 りお 

つての 凄义 句、 五 弗 ばから 入らの 叢 j 

口 ど 天敍羅 時計は 醉挪 ひじ 巧せ ては 

I 物騷 だから 當方じ 巧ら 思く ど ボッケ 

ットの 中を 拔取 つて あ 類を おげ つけ 

ゲット. アゥトを なは せた ので 爺さん 

I 繪 じは 隣る もの、 何み 黑姬の 權幕毒 

々しいの じ怖氣 がつ き 戶外じ 逃げ だ 

したが ピユ！ ど 吹 < 筆 風 じ 首を縮め 

寒ぶ い 
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-1 ユ ー ョ！ ク實業 供 樂郁發 起 人 巧 

東部な 化 實業家 じ 組を おくは 摩 固 

なる 脚 体 組織の 必要なる 事は 本紙の 
をて 諭せる 所なる が當 市の 菊 地 巧 陽 

佐々 壽外 お氏發 おどなり 明 一二 巧 一 H 
掛亭朝 H に 於て 發起 A 會を 開く 由 


.飢襲 火 寄附 金 

み 吿報算 

I 總 収入 额千 四-百 八十 一典よ 十五 仙 


巧 

支出 额兩 新聞 媒吿料 四十 弗 
郵便 電話 其他雜 製と 巧 
差 引 殘额千 四な S 十四 弗よ 十五 仙 
右のを お ニ バサ日 寄附 人名簿を 添へ 
外務省 會計認 長 藤 旧 敏郎巧 宛 送 速 化 
I 候 化 

•二月 サ五 リ會計 一宮 餘太郞 
お附 巧を 位 


♦慶應 野球 劇 渡 ホ 確定 ス クン オフ 

_1 ド大學 野球 勘の 招待 じ應じ 近々 渡 

反する 事 じ巧定 したる ホ じて 一巧は 

I 巧る 四 巧 四 H を 港 着の 尝 なる チ ヤィ 

ナ號 じて 來 ホし 太平洋 沿岸 じて 十二 

I 固の 競技を なし 東部が 地方に 於ても 

十數 回の 競 巧を 巧すべく 尙當 地方 哪 

I 巧 日数 巧浩 等は 確を せず ご 一 

ユ ー ヨ ー ク敎會 の 集會本 H 午 
後 八 時ょ 6 文 學會る 6 コ ロン ビヤ 大 

舉生乂 がな 氏の r 營 養化學 J ど 題す る 

雜 話ゐら 、明日は 例の 通 6 聖善硏 が 

禮拜 及淸氷 牧師の 「感化 力ど權 力」 ど 

題す る說お ある 尝 じて 同胞の 巧聽を 

望む VJ 


♦宮 がまむ 人歸朝 一子 朝 雄 氏閒伴 

前記 ザ 岡 氏 夫妻 ど 共 じ歸執 せら 


，参 横 衡の當 豪 佐々 木 萬 藏巧靡 物 店 

越 萬が 會」 ホ 人なる 岡 氏は 去サ 六日 

巧 着 當み目 本俱樂 部じ滯 巧の 堂なら 

巧 お 省 技師 後藤 運 ホ 巧 ± 木 1 水 

道視 嫁の ため 滯化 中な りし 间 氏お廿 

六 U 出發歸 朝せ り 


早 川が 巧 郞氏餘 朝 期は をみ ホ 巧 

I 中 巧なる べし ど 


を S 一 弗 三十 山 
ー ネ谨は 著者 獨特 の輕 妙なる 拳を を U 
て 露ち じ 男女の 性的 生活を 說明 せし 
も ' のなる が內を 甚だ 猛烈を がめ しお ^ 
お 遂に 其 筋のを 資禁化 どならし 物 也 

▲發賣 載 化 ，：； 葡 柳® 證 


小柴讓 を 巧の 名擧詞 巧は 遊 H フ 
オダム お院 附醫邮 の試驗 じて 及第者 

西 名の 中窮 一位を もめて 及第せ 全 冗 

_ 來词 病院の 採用 制 巧は 普通の 醫挪開 

I 業試驗 ょり 一曆 六ヶ数 < 特じ嚴 格な I 

る 採用 驗驗を 巧 ふ 山 じて 今间の 如き 

も廿 名のを 驗者中 僅か じ 四 名のぶ 煞 

I 者 あらたる のみ、 ザ 人の 名擧ど いふ 
べし 


を 惟 四十 山 

本書は 風俗 壊亂 安樂 秩序を 飢 の下以 
發賣 禁止 どならし 奇 々珍 狄の畫 なら 

▲發賣 ，樂 ，化 — ，： 藝 r , 蜜 著 ，，，.1 


间胞の 巧 化 お 逆 石 狩郡當 別が の 
大ホ骗 平なる 人は 夕年パ ド ソン 沿岸 
バ ダ！ 八の ミ^ バンク 氏 ホ じ 孰 働 
I せし がま 廿 S 日 肺病 じて 死去 サ 五日 
埋葬せ b. 


試 ま 下宿屋 賣 渡し 

あみ 一切 新調、 球 攘電詔 
の 設備 あら 

を 現 化の 儘大 至を 賓 渡し 希望の 人は 
本社へ 御ホ談 あるべし 


一時 か 業 

今回 移轉じ 就き 暫時 休業 致候蹈 
左が 御 承知の 上 追て 新巧閒 業の 
際は 不桐變 御 変 顧 奉 希 上 お 

ザ 筒 


▲發賣 禁止 揃 ひ 

I 發質 禁止 お 野 幸擦蕃 
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I 本書が ( を满 器 痛 ) 生殖器 解剖 じ當 6 

すは 露骨 じ 且つ 巧き 髮じ 手の 国く が 

如き 猛烈なる 筆を じ 巧り 說 明せ しが 

か 岀版ど 巧 時 じ發賣 禁止され しもの 

でて 世界 無類の 珍書なら 

A 發賣禁 化 柱. 視祕芳 



▲を賣 禁止 化 澤正怜 菊 


弗 


▲: い； 生命 保險齡 ▼ 
特別 化理人 
早 川が 次齋 


巧 003 1G01 Sing ミ 巧 ui】ding 
149 Broadway ^.Y-citv 
Tel. 惹 § すジ昏亨 _ 


tn 

チぶ ブ！ 街 一四 お 半 

ohps 乂 fika 於 awa - 

■Phone 1 8 1 》 orchard 




- 1 1 
:0s 


wh ' 地 

G 刖ち 

A 5 2 

晋ふ 

T ^ 的 2 

s が 




品 

Bp 


度) (那 ) ( 料)- i ) 

扇) (味) 岳) (皂 


遠 東 茶園 

西 五十 九 街 


寫奠業 熱ん 家 

》」 要^ 

為 眞業じ 趣 ホを をす る 人 じして 弊 巧 

ろ 事業を 補助 發 達せし むる ど 巧 時 じ 一 

I 自身 も獨 立の ぶ 礎を 作らん どす る激 j 

一也 家は 巧談 かれ、 報酬は 人物の 如何 

じよ b 利益 配當 どず る も 妨げな し 
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瑚學巧 ± 佐滕昌 か 氏は 目下 ホ テ 

ア スタ ー じ滯な 中なる が ホ. 一 日出 

I 發新英 州 地方へ 谣演の ためおくべし 

♦守 岡を 仲 氏 並 夫人 歸朝 ま廿六 H 


ホる 大 I 出を 歸 朝の 途じ就 きたな 
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第二 回 細 育巧闕 

訪問 〇 員麵 

乂 空前 未曾有 大盛 I 

典郞化 式拜觀 


のた 

▲巧る 化を み當 恥が 歡：點 知 二ち 

冲旬餘 ホの 訪問 脚 員を 裳 集す 
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特点 であらます 
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填 所は デラ ゥユャ 河の 上流 じて 康出 

物を 大 都を じ 送る 便宜 多し、】 を じ 
ニニ ー英 巧な 上 貸 典し、 リース は 一二 年 

或は 五 年 じても 可なら、' 若し 買 お 希 
望の 人 じは 一英 胖サ五 弗よ b 巧 五十 
弗 迄 じて 夕少じ 不拘賣 渡す、 農具は 
相談 じよら 貸 巧し、 お樹 植付、 養鷄 
密蜂 飼養、 養豚、 乳牛 等じ關 する 貸 
地の 經驗を 敎授す 可し、 义王 地は イ 
チ ゴ裁培 じ 適す 養 鷄ホ暨 者 じは イ 
ンキュ ベ， 夕 1 を 貸與す 希望を は 
新報 社へ 申込み あれ 
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化も粮 々夕兔 題 

可 致 候 間 腺々 敷 御 ホ 巧 
を 願 上 候 

A 罐 かば 燒血 手れ を ば ▲鍋 類 
▲巧 化 何でも 御 注文 じ應 じます 
>1 ュ ー ョーク 東 五十 化 
了 目な 化】 翁 地 
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i るかと 思へ ば ホれ は 人の 妻の 聲 だ、' 

「ア t 宜 かも 巧え 利 加 じ來る 前じア 
ィモが アンナ じ 言って 类れれ 事 か あ 
つ わつ ケ」 など i 考 へみむ、 書物 

看 紐 育® 良 本人 W 熱み 條 ひた 活動 寫みも 見 厭ぃ ねし 




受ご 


飛 耳 狼を お 

赌烁の 弊 叢 

息 其 後み ィキ サッは をくなる から 止' 
す どして 兎 じ 巧 「人間の 成功は 健剛 
なる 意志の 力を なて 情欲の 發 がを 抑 

化すん になん」 じ僖 じた 遇、 而も ホ 

|卿應6の邸十巧でを へ，^骄の颁心で 

I ぁる 化ん や惡 魔の 誘惑に 陷 入らみ い 

靑 年に あてを やで 比ない か、 龙ら杳 

輩め お 化 化は 今 じして 之を 思へ ぶた 

ひじ 問 違つ て おた じ 化 違ない、 隨つ 

て 僕 旨み め經驗 をな' 1 他を 禅す る譯 

じは 巧かぬ であらう が 要する じ 船が 一 

でる もめが 靑 ザの お 上、 むを 破壞 ずる 

だ她 桃に 級 太なる 成 力を なず るかは 

乏じ 化て 略ぼ艘 像が お ホ もで わらう 

A を 今萊 晒を 脚は ホ 避ぃ 事は 何 略で 

ぇ 太陽の ホ b め おかむ 化が て 巧は 

れ る、 巧 育 H 本人 か賦憐 i 艾其述 b 

藤 H の 働きを 終つ て おびじ 出る ホ や 

j 巧 庵 巡问委 負の 役を 勤めて 本 城即も 

下お’码じ 歸づ た 速中 の 問 に 巧 は る t 

夕 I ムも 矢-娘 b が だ 

て 巧 だから 勢 ほひが ふかしを ずる、 

一四 方を 稲 籠め た 小さな が おのみ じ蜡 

孽の煙 ど 炭 階ぶ 新です 潔に なつた が 

-氣を 吸 ひながら 化 ふかしを する から 

I か柯 じみ 化 W 强壯 なお ど雖ら 化魄化 

; を 帯す るが は 赏じ膠 だしい、 がわ 化 

巧靑 ザ中帅 掏じ播 りぶ 乂や閒 体の 補 

邮 をず けて 歸朝 する おべ 比恢 的に 夕 

一い のけ 賊愧 らお 放 閑の 一つ だゴ いふ 

ー ミが 出が るの だ - 

^ ぶみ ぎり 弊 おは 化 歌を 乂 ボィ グす 

る 事 だ、 がふ かしを 緻 くれじ 自然み 

かの 具なら 惡 るく 祕神も 甚だし < が 

鶴して ホる から 一 ir した ホ 人め 命 か 

も 何 どなく K 巧 化 巧 <な6 眞面 巧な 

化 歌を する 孽 がみな じ 詰らなくなる 

殊に 速微速 敗の 餘給 巧の 前借を し惜 

杏： で 首 か 遇ら。 くなる ご自か 勝ず じ 

!击 家を 娘び 出し 一. 懼 千金の 胳隙 にょ 

ろて あを を 得 やう どず るを に跑 をず 

1 ミ 

i ▲ホな 比較的 純 おな 靑 年が 不知 不識 

扩中じ 捲 & まれて 親す 争の 罪を 重を 

一る やう じ* る樂 だ、. 元 ホ 下宿屋の ホ 

语 はが 郞 ばか b の 合 お 所で お 事 殺 風 _ 

を じ 出 ホて がるから ホ ー ムの慰 緒を 

感ずるな でい ふ i は 夢にも おる 譯じ 

: 巧かぬ、 偶々 優 さしい 女の 製が 閒へ 


をを々 ち へれ ホ じフト 伽を 見る ご鬧 
碗め 篆傑 速が 藝中 じな つて ダ ー ムを 
れつて 居 も、 初めの 程は 馬鹿な 奴等 
だど輕 蔑' した 心が 計な あ吿を 試む る 
が、. 何時の間にか 自み もお^ 么 ょれ 
て御夕をじ洩れぬ斯道のエネスパー 
卜じ變ずるから不思諮だ、 現じ ー ニ 
伞 施を 化 鞍 的 細 良な 靑年集 會所ど 目 
ざされ た 慕 所の マオ ジャが ブブ錢 を 
收 る既晚 をな て 滕稱を 始めた 爲 めじ 
其 常が ろ 純を 靑伞 はお お 到 おの 赌博 
所で おを け 4 夾躲 である 

前 じ も 述べた やぅ じ 彼等と 雖ら賊 I 

巧の 弊 舊は充 を じ 知つ て おる、 健皇 

じ番の ある 事 も、 化 閲じ對 して® 目 
ない 事 も、 义は 勝つ てら 化けても 結 

巧 之 じ 化て 獨 立の 人間 どなる 丈め 資 I 

本は お 巧ない 事は. 円らを 點二ぼ も ホ 

如して 巧る の だ、 只姻 るのは) 度靑 I 

をが 滕 階の 惡 癖を 閑ひ覺 へる と 了 巧 

定那 人み 巧 千 片ど词 棟で 中々 其 習慣 か 

ち 遊れ るが が六ヶ しひ 窜 だ、 二 巧 典： 

互が 弗 どい ふ大 をを 化ら れた 時を 膽 

かりして 化 舞つ て、 今度 こを 愈々 化 

めじ」 ど 云 ふが 借て 少 々ホ 遣が お來 

て' ホる ど 父 始める 

A 新 巧の ぞくの 靑 をは 大要 右の 如 含 

胤 裝ず规 則な ホ活を 線け て 無 趣 ホ、 

無な 化な ソシテ 憐れ 裳ない 慎 遇の す 

に 白髪の 殖へ るのを 知ら やじ 担る、 

或が 力 ぷは此 可憐 化が 靑 年の 現狀を 

巧槪 して 寧ろ 化 際 妍巧巧 簿が署 のず 

を 借りて おら ゆるり 本人み 赌巧瑞 を 

强 制のに が 鎖したなら じ少 くご も 腐 

敝靑年 等の 惡寢 を纔 めて 風が 覺瞄の 

一巧 どす る带 が出來 やぅ どち 張す る 

か 侯 S 省では ソン ナ 手段は 徒ら じ游 

夕 く-- n し 効々 なく 却つ て 彼等の 前を I 

を脚稱 する の惡 おおを 巧 さや ども 限 

ら のど 巧 ふ 


が 背. 


锁 爭の感 なを まれ 

シラ キユ I ス巿 滥 扭巿郎 

@ 米 國は戰 ずを 欲する か (承前) 

巧乂利 加を 衆國 はおの 國 化、 皆の 國 

な b、 を 儲 ど 云 ふ 事の 外に 殆んど 巧 I 

必の 無き 國 なら、 「弗」 ど 云ふ咸 念は 

ホ國 人の 脈管を 通じて 腦中じ 沸騰せ 

られて おる、 堆賴じ 堆積な 重ねた る 

を 町は が 婿 限を 知らず して 十が な 倍の 


势 ほひを なて 新たは 维蹟 せられん と 

じ 富豪は 其適當 なる 支出 じ 向つ て 苦^ 

み 琶る稻 なら、 金儲けて ふ もの i 外 

じ野必 あら どせば 結婚 ど 離婚の み 
か 斯は今 H 化 ホを 衆國 一般の 狀態曲 

彼等は 「弗」 じ 向つ て 巧く 夕化 な’ るが 
故戰爭 等の 太き じあ 考を 迴ら すの 暇 i 

をし 「ナチ ユラ 八、 ンソ ー ス」 じ 富め 
も 本 國は化 闕じ領 ± を ホめ て 英國か 
巧 蘭 やが 度 じ おする 如き 巧 酷なる 賦 
稅を每 擔せ しむる の 要 もな き 化、 を 
衆國じ 於け る 軍 滿の撥 張は 日本 じが 
ける 軍備 擬張じ 伴 ひつ i あらて かし 
て 夫れ な 上 じ おでん ごせざる は 明か 
なら、 日本は 本國じ 向つ てよ b も 露 
西亞 のな 酬じ 向つ て 用意せ る もの i 
一^きが 孰れ じ もせよ 米國が 3 本 じ 向 
つで 否 他國じ 向つ て 自ら 進んで 戰電 

を 企てん どす るか 如きは 毛頭 あり 得 
ベから ざる 爭は 吾人のを 易 じ 解し 得 
べき 事實 ならず や 
◎U 本のち 力 

U 本の 實 力は 資榮じ 化 6、 殊に 工業 
I 义巧樂 じ 巧 b、 戦ず じ 化て 得る は 一 
等國 たる あ齊 のみ、 其 名擧も 一時の 
み 輝きて 今： n は 排斥 閲 趣の 中 じ 深く 
I 规樂 されて 居る、 「一等 回」 何の 惹 ホ 
を 有する も のぞ、 今：！ 一巧 解释に 苦む 
I 今日の 日本は 戰爭 等を 感を じ嚴 かや 
してを 樂じ 向つ て 巧 力すべき の 時 じ 
あらざる か、 鐵 艦を 作る よら も鐵管 

を がれ、 軍艦 一, 變を 作る を 見を せて 

其 僧を H 本 銀 巧 じ おけて 五を の 巧 子 

を 得、 其 巧の 十 かの 一を 新 育！！ 円ザ會 

に送つておれ！ば每ず二十人の有學 

a る靑年 じ 五 巧 巧 宛 おへて 大 學じ营 

る带 かお ホるな b (單じ 利で ホで 併 I 

0 な 十を の ー ホで) 四 年後 じは 每年 

r 白人の ホ國學 ±かリ 本の 爲 めじ 働 

きつ {ある わけ じて 十 年な じ 二 千 人 

而 して 之 等の 學± が 十' 連より 生る： 

當は針 b 知る ベから や 

化 界は平 かじ 向つ て 進 ホし つ t あり 

巧娜獨 露の 軍備 擴張じ 向 クて傲 

をなら や、 ホ 國は戰 巧の 舰 をを おせ 

ず、 日本 何故 じ實 力の 修養 じ 巧め ざ 

るか 〇 


新 育 じ おた- <々.(111) 芝の 町 端れ 

じ类 しい 新 嫁を 何處 からか 頂 載して 

スゥィ1トホ*— ム をホ ひ つ J あ る は 

她谷治 郞と君 A 生 稻氣は マン、 ーッ 

タン 俱樂 部の 熱、 むな 貧 成 者 どして チ 

ョイ {岡 所 じ 見受け A 中が、 遠 

騰 、武井 君 等は 同俱樂 部の 首腦を 

▲蘇 峰 志 知 君は 淺 草、 鴻池 政治を は 

帝 島で 兩君共 夏 撰の 餘錄で 送を の 生 1( 


靖 、▲巧 頭 翁 朝 屋源ま 君は 洋を 巧の 

ま 人 A 蒲 地 利 夫君は 萬 年 筆、 ィン 
ザ ー、 を 銀細工 店の ま 人妻 も‘ は H 本 

一の 美人 A ホが 義一 君は あを 崖 森 

が 組 A 時 技 誠 之 君は 大坂 正を 則 ま 

配 人 どして 例の 國 字な な研维 ▲松 

島 君は 不日 結婚 ▲姫 巧理ま 君は 自 

動 車會社 ▲林 愛が をは 不相 變ホ國 

ホ ブグの マ子 デャ 1 で藝者 崖からは 

外人 おかの 劇 巧 じよら 神樣じ 巧ら れ 

A 小が 藤太郞 をは 東を ゴグフ 棋樂部 

の 支配人 £ なら 巧獨特 の 手腕を おひ 
居られ A 巧 川、 中 巧 政 五郎、 山 本 

耕、 大蘇番 お 等の 諸君は 化證 乃を 一 
ヵラの 妻 君を 迎へ巧 立經摩 义は大 

商店 じ 勤 お ▲小が をを は 白木 厘 デ 
トメ ント ストアの 二を々 頭、 0 

上 諸を は 皆ん な 相當下 やつち よるし 
义 結婚して 夥 だしぅ 恐悅 がつ チョ グ 
から 芽出度い-^ 

(( ほ S 销 )) 

参 曹 

A 某 講論家 ど 新ら しい 女 ピ出轉 ひ 男 

み問權 論じ 熱を を 飛ばした ピ思 がせ 
女 曰く、 新 育 じ 居る H 本 男女 じ 就て 
も御覚 遊ばせ 婦女子は 相當じ 旨活の 
途を謙 じつ j あるじ 反し 衣食 じすら _ 

I 窮 する 夕子が 多數 では あ b ません か 
どやつた ので、 某 をれ は 社を の-非で 
す (苦 志 宴 ▲奥 紙じ實 らもの 貨ひ 

もの 欄を 設けた のは 吾々 讀 をのた め 

非常なる 便宜 有益を 供す る もの 舆 
は 成るべく 廣 、吿 料の ま 値を 願います 

二讀 者} ah 本から 直輸入の お 家 

の 〇 中、 バ ー クで海 巧ち じ 曾つ たど 
I 樂 見て 妙な 架を 飮ん だ爲じ 腹痛を 起 

し、 朋輩の々 格氣 して 奥樣 じを 細 言 

上 じ あびれる 大骚勸 、委細は 歷 がの 
峭藥師 が 知つ チョ グ 、峭 どは 誰れ の 
I 事 か 知つ チョ グヵ (驰巧 ま】 Al.l 人 
でよ-^ 徽 ホした 〇 図の 梅 も 昨今 漸- < 
おき 綻び かめ 一入 當 時を 追懐して 戀 I 

しさ じ 遣る瀬な くが じまいら せ 候 ど 

が 巧を 呼が す篱 じな つて おる 儀の 妻 

からのを 信 (懐鄕 生) A H 本人 巧が 

設立され る ど 巧 時 じ H 本人 間の 風が 

を廊淸 する 事 じ 活動して もら ひ 巧い 

現下の H 本人 社會は 賭愧瞎 唾を 通が I 

棒な での 不道徳 的 結 触で 一見 傑然た 

るの 想 ぁらし^ (慷嘆 生 一 ▲化 巧 五 

十九 T 目で 小男の 日本人が 其 妻女と 

も 思 はれる 一二 倍大の 女 じな 氣の やぅ 

じな つて 襟を つかまれ カム ホ 1 ム々- 

々とな 鳴られ 乍ら 引 摺れて 居た ので 

:界巧 一面の 見物人 山の かしで あつた 

見を 共 無】 





M. KAWASOE 

が K 19 th. St. N.Y.G. 
Phone. Gram げ cy 3 が 9 




The ASAHI 

が W.3 か h. St. N. Y. Ci け 
Tel. 2798 Greeley 


NO . は 了 VO し . 


@ゎた 31 なが ut た 巧た SEuuf 巧 


SATURDAY, Mar. 7 化 1914 



@ ® な 人な 上ノ 裳會二 適スグ 大廣間 アリ® 家具 一切 最新 
^ 式 室 內淸潔 紳± 諸君 ノ宿沿 二 適 ス @ 多年/ 經驗 ヲ有ス 
グ巧理 乂ヲ有 ス @內 外 醬籍雜 誌 諸 新聞 球蘇圃 慕が 棋等 
/ 娛 樂機關 ヲ備フ 


の 

特 

B 


河 添 旅館 




ネ 巧^ 女 鱗 戴％ 牺 If お？ 一な 韓 

.巧を r 知 I 驗 13 難. 

機鑽 出金 銀 巧 紐 — f 張 所 

日本人の 鄕巧 送を は 邦貨 意 圆二付 米貨 五が 邮ノ 
削を (無手 数 巧 ご テ 常 巧 本 巧ヲ經 テを を 方 取扱 
中 慎 


♦診察 時間 


见 •！ n 

A d 

M 自 午前 化 時 ま 同 十二時 
TS W 自 午后 六 時 至 同乂時 
じか 2 巧日廳 日、 > 前約 ノ 患者ユ 
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p か 防： she が 脚 

茲思 皆. it | 洁 i 

E 化 我^ IA Jiw 

欄 ^ S ^ E ^ ^ 


化 刺 西と 黑人 (承前) 

グ ー ズべグ ト氏稿 

. r ゥトグ ック誌 所載 

側西國 上下の 黒人を 遇する 態废 を^ 

景ら 明か じを 明せ る ものは 余 等の 見 

たるリォホ美術館巧の 一 繪盡；：* 

化繪は 黒人の 祖父 どザ黑 人の子 ご 純 

白人の 孫 どを 蠢 ける ものなる が 謗 家 I 

面目 的は 黑 人が 血族 的じ變 形され て 

|白乂ど成ら得'べ き^のホ望ど確信ど 

み J 表象 せんど 試みた る ものなる や 疑 

でし、 索ょ ゎ 叫 国人が 今後 如 柯じ成 

下行くべき やじ 就て 的確 じ豫 言し 難 一 

I きは か 論な b ど雖ら 余の 信 やる ど 

ろじ 化れば 叫國の 上流 祉會 は始ん 

^ 純な 人を 0 て 依然 占領 さるべく、 中 

流 社衙は 些少の 黒人 血統を 加 睐し下 

^ 流社會 r 至つ ては 黒人の 血統を 吸入 

';お化する〜巧じ大なるものわる ベ し 

I な 上の かく 觀蔡し ホれば 黒人の 待 

; 遇 じ 離して 乂國ど 化 刺西ピ はを 然相 

致なる るを おるな らん、 每米國 巧 じ 


ど 


るよ らも 叟じ夕 く 欧羅巴 人のを 彩を I 

掘は すじ 至るべし 

余の 會 見した る 伯 綱 西の 政治 巧豈 

_ 業が 及 學者社 食の 紳±叔 ホ' 中黨 人の 
血脈を 有する A は歐羅 じ 諸國め 首都 
じ 於て 見し よら も 少な < 且つ 或 階級 I 

じ 於て は 黒人 化 脈の 侵 潤 溃大し 巧 b 
て純黑 A みずの 消滅すべき 傾向 ある 
じ も不拘 、此 現を ば 間國の 思ぶ 深き 

jl 者 じよら て 是認 さる、 みは 是等識 

者の 恵 見が 吾等の ホれ どを しき 懸嗯 

ある主を證せんがため施白傳輔じし 

て 間 固め 一 政治家た る 某氏の 直話を 一 

がか せん 曰く 

「勿論 黒人の が 巧は 吾 伯 观西じ 於て 

も 巧 國ど印 じく 極めて 重要なる 問題 I 

な 6 、 な 雜制废 は閒題 解み じ 看過す 

ザらざる ものごして 絕滅 された るが 

闕觸 夫れ 自身は 棠 人の おな ど 共 じ 依 

I 然 どして 殘 がせり、 斯 は畢感 祖先よ 

b 奴 鎌を 化 綾せ る 奴 鎌 所有者の 罪 じ 

は 非ず して、 を じ 黒人 補の みならず 

香 等 白人 视の上 じ 恐る 巧き 大典 虔 を； 

; 齋ら せる 奴 鎌賛買 業者 等の 罪な- 

昔 等は 货君 等ど树 じく 單に閒 題の 相 


がける 黑白兩 柿 族 中め 識者は 結婚 じ 

^ 就て じ 彼 おょりし 兩稱 族の 間じ规 I 織 人な り、 が說吾 巧は 此閒 題の 解み 

'然 たる 協 割を 載く 可き を 信 やど 刊時 i を 試む る じ 何等かの 策を 潍 せざる 巧 

ら す、 な圃 (米 國} の 人々 は 黒人を 0 

てを が お 別き るべき かす ごな しぶ 待； 

遇 方法. は 聊か も 彼等の 自信を 涵養せ 

しむる 事を 爲 さや、 念 ふじ 彼 巧は 貴 I 

闊の 文化 じが 蒂 なるみす どして 永义^ 

じ殘 がず 巧く 恐らくは 年 ど 共に 其 寒 


だ 巧 巧め 黑 なを 論が ホ社會 上の地位 

I はを 侧 人の 才能と か適應 して 之を 猶 

I 得し 得べき 充 かみ 機 何を 與へ おれ b 

I 然る じ 伯 測 西 じがて は么ど 正が おじ 

I 黒人の 袍滅じ 依らて お 人 問題を 消滅 

せしめん ごす、 郞ち黑 人 化 脈を 吸入 I 

漸 化して 白 あ 人 郁の 血脈に 沒乂 せん 

どす るなら 

乍 併斯は 必ずしも 葵 ホ 佛諸國 の 人 

々がを へりし 如く 伯观西 人は 雜混视 

_ たるべし どの 严 'が じは 非ず、 村闕人 

は 地中海 视じ廬 せる 白 哲人 補 じして 

|ぃハ 巧班才 人、 が 太 利 人の かき 條大な 

る 歷お的 過去を おず る 化 方の 种族ピ 

幕る 所 ぁるの み、 印度人の 血脈を 加 

朵 せる 結 柴は 頗る. 投巧 じして 欧州ょ 

6 渡 巧す る 夕數の 移 ほは 年を 經るじ 

從ひ漸 巧 化 社會じ 黒人の 化を ヨリ々 

からし わるの が 向を 帶 ぶ、 なじ 將ホ 

の伯鄉 巧は 敎 化に 於で 化ホピ 異なる 

外邱 族て ふなより ずれば 過 おじ 於け 


でも 問題 解 巧の 策、 最良の 手段 どし 

て 右 じ 巧づる ものな きなら、 吾等は 

黑 人を 待つ じ 義ら區 別ず る 巧な くが 

等の 才幹、 力量、 お 性じ應 じて 白ん. こ 

词 等の 祉會的 報酬を 輿 ふるが 故 じ 彼 I 

一等の 向上 > むはみ 第 じ 誘引 徵發 され 吾 _ 

等の 巧 遇じ應 ずる 事 亦 速 かなり、 营 I なお 

國の 上流 社を じは 黒人 又は ザ 黒人 ど 
結婚す るま絕 へて 無き が、 下 殺社會 

殊に 移民 間 じは 化 風 盛ん じ 巧は る 
而 して 純 黒人は 數じ 於て 漸巧减 少し 
つ！ ぁるの みなら や 二 代 0 上の 血族 I 

おを は體 質的、 精神的 及 道徳的 じ 黒 

人禪 族の 消滅を 思は しむる もの ゐ り' 

1 化 おを 禪は國 家の 高等 補 族たら 得難 I 

かる 可き も少 くど も 比較的 認 がす 
じを る 巧き を 子》」 してを 人口の S を- 

一を 占め 自餘 S みの 二は 純な 嘗人柿 

たる じ 至らん、 假らじ 化 現象は を 人 

口の S をの 一を 虚弱なら しむる どす 一 

る も、 農 後の 結果は 完 をなる 一二を の 

二の 人口と 上述せ る S みの 一の 人口 

をな て 吾 國找を 形成す る 事 VJ なら 之 

ど W 時 じ 黒 A 問題は 永久 じ 絕滅す 可 

し、 がる じ 巧 國は么 じ 反し 白 巧 人 柿 

は 依然 どして 其 本 巧を 失は ざる 可き 

ら黑 人々 口の 增加 する じ從ひ 黨白兩 

者み 反感は おじ 数 思し、 難問題の 範 

圃は今 H な 上 じ曠大 せらる！ じ 至る 

べし、 余は 素 よら 吾等の 解み 力 法を I 

なて 完 をな b どは 言は ず、 只貴菌 

吾國も 黒人 問題 解决 方法 中な 上 二者 I 

の 巧 一を 撰ばざる 巧らざる 今日、 吾^ 


j るれ でも 搁ら山 本 伯 じ 至つ 可は 比較 一 

的 化 芋 的氣戚 を脫し 居る もの； かく 
撰 山 伯 高 島 子の 如きち 雄 等は がが 鄕 
黨を扶 鞭ず る 事の 薄き を 惟 ほ々 伯 じ 
執して 每 じ爲聲 を不锁 ど 聞ぶ び 候 
; A 薩闕 、長 脚、 官 f の 文 宇は 天爵、 

I 刑爵 、等の 用語 ど 聲音相 類似し、 巧； 

:猶上 一見 不 化の 威を 生せ しむる も夕 

ン 事件 じ 付て はま じ宮 しき 立み るる も靜 かが 人間^ 會 の實;^ を 鑑ふ| 

じ 居る 賽 て— の 醫上 ロィ 人間 到蠢の 起る は 裏の 勢け 

，デ 巧を 覆て 白身の 批奮 錄を矿ど 可申愼 、政界 じ黨弼 あら 窦じ 

を 表す f も 脚 難な 暴 情 言、 お |證ホら囊 是宗鷄 をる 力 かく 
じ？ る 霞 Q 雲 もを つて 慕 心 趣麾蟲 をげ つし 還 性癖 殆んで が 
るの 傾き 無き 12 非ず、 基じ氣 8 に 1 等しき 者 等が 互 じ 巧 引し、 共 じ 進退 I 
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辱 j 

發巧兼 編輯 人 甲斐 健 こ 

殺 巧 巧 新 育 新 巧社| 
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洋聲 佛か會 
寒 雀 I 

窓を 絡 b ずょ 乏 をの 雀 我 病める 默平 
寒を を 孝子の 黨じ 鳴く 雀 同 
I 貨 革の 下を 何 あさるらん 寒崔 紅白 一 

道端の 地 藏の肩 じ 寒 雀 同 
じ 向いて 鳴いて 居る らしを 雀 同 


靑 をのを する みずた る や も 知る 可ら 圍の 採用. せる ホ 法は 貴國の 夫れ じ 比 

や、 乍 併 吾 伯 測 巧 じがて は化雜 問題 I し迦が じ危險 少な < 且つ 好 お 多 かる 

は 漸次が 滅 せんどす るの 倾 あら、 然 I 可し ど 信ずる 者な 6 」 (.了】 

ら赏下 (八 氏) の 言は る 文 如く 吾 因に 

は夕 数の 恶乂 あるじ 相違な しど 雖も 

今後 約 一世紀を 經なば 貴 國じ二 千 萬 j 

赏 くは 一二 千 巧め 黒人を 荷す るの 時冉 

:伯刺 西 じは をく 黒人の 隻駭 をが めざ 


る じ 至らん、 を 下は 义化結 おを 0 て 

一视不 をなる お 質 混合 化 策に 化る も 

のどし 從て 純白 巧 人 稲め 血脈を 弱 か 

らしむ る もの ど 言は る、 をは 化 おじ 

翻し 貴下の 言を： を定 せず、 恐らく 晋 I 

國 人口の 約 二 一を) は 货說の 如くなる 

I 巧し をは 勿論 期る 結 あを 遺が ど すれ 


斷 政界の 人物 I 

卓 副 

海軍 化贿 事件の 赌露减 親 運動、 

國防 諭、 がみ 黨の 御茶を じて な國の 

政が も 近ホ顿 じ活氣 立ら て 相 見 わ 就 I 

中 政 友會の 結束 溢々 孽 固なる ど、 立 

I 患 間 志 會の態 巧 ご、 舊 官僚 系の 暗中 _ 

飛雜 ごけ お 外 ホた る 吾々 の觀 測を し 

て興陳 益々 深から しいる 巧络じ 御座 

候 

▲現 內閣の 曾 化 山 本 伯 も コム ミツ シ 



1 する は 巧して 惟むべき 事 じは 非ず 只 

之を 亂 用し 惡 用した る 結果 r 闕 L は 一 
禪の 罪惡を 表は す 文字なる かの か/' 
じ 世人が 誤解し 居を は 基だ不 都を じ 
一^間」 は 巧の 左の なじて 昔ょ ら君迴 

じ 巧 勞夕き 家柄を 稱 する 言 菜じ极 
即も爵 被 b の 「詩」 どは 正 反對の 文字 1 

じが、 兎-」 巧 山 本 おが 十年嗚 かず 飛 

ばず、 自誠宜 重して 徐ろに 時勢の 潑一 

遷を 窺び、 山縣 系の 失贱 、民論の 勃 

輿じ乘 じて 巧み じ 機を を モヤ ツチし 

浄 たるの おは 储 かじが 棘の 手腕家 ど 


扱 ひ 加州 ± 地を か 日本人の 利益 i 

に 反する ご 否 どじ 不拘 中央政府は 該 I 

法律の 實 施を 抑 化する 能は ず どの 意 I 

诗をホ 張す る 等 旁々 巧 職 じ 止ら 難き 

I 率 情の がする もの あら 遂じ辭 職す る 

じ 至らた る 次第なら ど、 尙 巧は 遠 か 

らず前 職た る當地 n 曰ム ビヤを 授ご 

して 同大 學じ 渡歸 ずべ しど 

ゴ ー ザ 八 大佐 歡迎 シ ブック フォ 
ラムは ま 四 H 惦じ奈 馬 運河 逮設 技師 
長 VJ して 近々 同 運河 地域の 知 带じ巧 
命 さるべき 间 大佐の 歡迎 をを々 1 子 
ギ ー ホ ー 八 じがて 閒 催せら 當 巧の 巧 

I 會 をは 市 廣 ミツ チェ グ 氏を 始めが ゆ 
る 上流の 名 ホを 網羅し が あ ± の頌德 

I 演說あ b 最 巧に 同大 佐 じ シブ イツ 
フオ ー ラムの 名蠻 章を 贈呈せ り ど 


が じ 巧れ 聪冀じ 巧く も 太陽を が < 寒 一 

雀 裏 

雁 じは 思鄉今 ねれ こめて を 雀 ばな 


等 腹を 醫 してを 腹 や寒稚 同- 

を 雀 朝 渡の 巧 や 明かき 窓 梁 ホ 

門 じ 立つ を 藝物懐 ふを 雀： 间 

電線の 巧る じ 寒崔 同 

A 植爲 

炼 かれて 偉人の 碑 徒 おじ 霜 じ瘦す 

おを j 

牧 煤の おの 破れ目 や爲 かれて 阀 

佛 誌を 蔽ふ 枯篇雨 じぬ るを 旅僧 や 

同 

な 姑れ て 孝 碑の 文 宇の 讀 みあき 蓉 |一 靈關係 じ 就て は 今一 曆 覆な 


して 敬服の 外無么 おな 上 

♦國務 省 顧問 ム ー ァ氏辭 職 タフ 
巧關 0 來氷 阅國務 省の 願 問たり、 外 

巧 界のォ ソリチ ー ごして 內外じ 蕾き 

を爲 せる バセット、 ム！ ァ巧 はま 四 

H 現職を 去ら 大統領 クキグ ソン 巧の 

:ホ 詔を おた も、 巧辭 職の 理由 じ 就て 

一は 世上 補々 なる 浮說 ぁり §化 がは 

一々 么を 否認し 居れる か 信ずべき 報 I 

海に 化れば 元巧ム ー ア 氏は 現 政府の 

對外 政策 じ 願し ウイが ソン、 ブライ 

アン 兩巧ど 其 愚見を 異にし 枯らて 海 


巧 巧の 吾じ歸 るなる 烏の 高鳴けば 

同 

傳說のナ ィ ト の lii ^む古城慕枯れて 

嘗天 

篇 姑る i をら し 御堂の 雨の 痕梁ホ 

相愛の あも樹 ほごを ひたり 枯 る；. 基 

ばな 

I 俾じ 讀む牢 もぶ 建國 のな 枯れて 同 

ながれて 夕陽 じ 赤き がぶ 壁 梁 ホ 


▲乍 併 山 本 巧 閣め國 政 じ 對すも 忠誠 

のな 慮は 聊か も 疑 ふの 餘 化な < 候 

^ 化 人は 薩闡 の 跳 幾 どか 芋 組の 級-おど 

か樣 々なる 用語 じて 攻擊致 候へ 典此 

のかき は攻 擊の说 めの 攻樂 じて が 

巧みる じ 不足 候、 元來罐 人は 到處間 

I 閣 人相 化 b 鶴を 樹て闕 を 成す の 習な 


一 態度を 採 b 英人 •ヘン トン 殺 寒を 件 じ 

化ら て英 國じ乘 せらる！ か 如き 方钟 

を ホ どし、 窠 二通 過料 問題 じ 就て は 

初めょ b 前 巧 頗の國 驚 卿 ノックス 氏 

かお 政が じ應 へし 通ら じ 糸 解 通過 料 

はへ！、 バ ゥン スフ ォ ー ト條約 じ 其 

き 本 劇 欧府じ 自由め 權利 あら どし、 

第ー ニ U 米 問題に 關 しては 舉 仲の 根本 

巧 解 巧を 職 る 必要 上、' 蒙へ 切 

ら ざる 交涉の 結果 

U 本人を して 白 時人 柿ど閱 等の 待遇 

を 受け 得べ し VJ の曖 かなる ホ 黑を抱 

かしむ る-;」 なく 斷然 人種 

問題と して 之 y 取 I 


一 参 無職 業 黨の亂 暴-ィンダストリ 

グ 、ゥオ カ 1 ス 〇オブ 、クオ •ーグ ド 

稱 する 勞慟黨 み タン 子ン バムなる 巧 

首魁 VJ なら 巿內の 無職 業を 約 二 だを： 

を 引 述れ過 H 巧を 巧の 敎會 じ亂 入し 

す 飲を 宿 治を 强 要し 或は 不穩 なぶ' 無 

化が 的 言動に 戊び 辑 たちし がま 旧'’ 日 

のが 「當 等は 手當ら 次第 じ 吾等の 欲 一 

する 物を 化る 權利 あら」 ど 速 呼し つ 

隊列を 組む で 下 晒を がら ホき 隨ひ 

ホる 野 巧 馬 約 六な 名を 算せ るが 彼は 

闲志 W 共じゥ 'エス トプ 日-- ドゥエ 
街なる 加特利 寺院 じか 入 b が お 巾の 

が侣等 じを りて 宿泊を ホめ 大騷 ぎを 

爲 したる よ 6 治まが 常の 廉 じて 拘引 

されたり 


♦獨國 軍 巧 探偵 捕は る ダ ー グド 

稱 する シガ I 荫乂 夫妻は 軍事 採 偵の 

嫌疑を 受け あ H 倫敦じ 於て 茹國 官寇 

の爲じ 逮捕され たるが 问人 所持の 靴 

跑を 捻め たる じ 英國お 軍の 機を じ關 

する 醬類 あらし ど 


參粧墨 英を使 ヵ ー デン 卿出發 す- 
H ゥキグ ソン 氏 じを 見した る 同 巧- 
1 去 四 H ォリン ビック 號 じて 歸英 の- 
じ 就けら 旧發じ 臨み 氏は ホ訪の 新！ 
記者 じ 語りて 曰く、 墨國 の現狀 は： 
だ險惡 なら 余は 米 國が円 卜< ゥエグ 
_ 政府を ホ認せ ざら L 率を 遇 城 どず- 
々尙 氏は 倫敦じ 於け る 用 向 終 下が： 
歸 巧すべし ど 

武 蕾を 氏の 南米 巧 巧は 智利國 の 
招待 じ' 数 I じ 巧る 八ち 巧 發づ國 じ ま b 
ア グ ゼ ン チ ン 〇ゥ ^ ダ10バ ラ ダ1巧 
ブラ ジグ 諸 國を訪 ひ 十二月 灘會 開を 
前じ歸 米の 豫定な りご 
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'♦ お 巧 相 引 寅案ネ H が 內務大 も 引 
I 责案 下院 じ 提出せられ わり 辯 ± は 何 
れも 巧手 速 じて 過般の 汾 搔じ關 して I 
警を官 のが 劍 おがを 論せ 6、 巧閒問 

I 黃案 はを つて 提出 せらるべし 


お 


I 参 郵船 援護 案 

; 目 本 郵船 會 社が じ 泉 お 航路を 開 < じ 
.就ての が議 法案は 二 巧 萬圓の 豫算な 
了' 化案議 食を 通過す る じ まら ば化卞 

み 灌の一 时會お 船 おを 嚴止 する じ まる 

ス <從 つて 大お 商船 食 社に 大じ 喜ぶ 

I 所 なれ お 巧が お 船 宵祉は 大巧 擊を繁 

え 事 どなる を 0 て 他に を おの 策を 講 

ずるな らん どの 說 みら 


•皇太子殿下 補 

導 職 東 鄕大將 

一ま鄕 元 ' 帥は 本 H を 25 て 皇太子殿下の 

一 補導 職 じ 巧せられ 阅時 じ大迫 大將其 
他を 敎育巧 じな かせら るぺし 

(0 上 一二 項 か 五日 東ず 絕) 


日本 最お信 


♦齊藤 海相 お 職 說ど松 下 軍 治 拘引 說 

囊じ 偶々 リヒブ 八 事 仲 じょり て 瞬 

; 露せ しお 軍部 內 の； f 正 事 化は 幸 じが I 

_ 友會の 援助 じょ 6 て 衆議院 じ 於け る 

I 反 お 黛 聯合 軍の 與內 閒彈劾 案は 不成 

I 立 じあ 6 しも 一方 リヒ テグ 事 仲ぶ 駒 j 

係を たる お 崎 藤が 兩 々おぶ 澤崎大 を I 

査問の おお 旣じお 罪 ど决定 する じ 至 

I らし 0 上を 藤 海相は お 貴 巧 到な 逆れ 

難き もの ぁら 近く 或は 辭表於 闕下じ 

一 捧呈す る じ まらん ど 俾ふ而 して 今 阿 

の騷擾 じ關し 盛ん じ 現 巧簡ど 政ぶ を 

の 橫辕を 詰る ど 间時じ 暴 巧を 諷歐し 

暴民を- 敎 陵す るか 如き 筆致を 用な し 

立憲 同志を 機 關紙ャ マト 新聞社々 長 

が 下 軍 治 巧 も ホ 巧 筋 じ拉を せらる； 

じ 至るべし どの 說ゐ ら驗 がの 火の手 

は 何れの ホ 面 じ 巧ぶ や も 知る 可ら ざ： 

る模樣 じあら 


♦お內 相の 出現 か 大 坂の 菊 地化議 

壬は 語 b て 曰 <十日 の 政が 彈劾 まは 

S 派 結 東して 立つ ものな-^ ど 雖も素 

ょら 四十 名 ほでの 少数 なれば 講據じ 

がて W 必や しも 勝利を 期す ベから ざ 

る もこれ じよら て 山本內 隅の 化な じ 

痛擊を 加へ 化て なて 遠からず 崩辭を 

化すべき は 疑 ふべ からず 愈々 薩頤か 

政 あよら 葬らる； 曉じ 巧び 頭を をし 


巧る は長閱 ならん どの 懸念 無き じが 

j ざる も 最早 長 閥なる ものは ヨシ 蘇 ホ 

I するどし てら 到底を のか 脈を 維 待ず 
ベく も あらず されげ 巧る 可き け 原 巧 
を首腦 VJ する 政る 會 内閣なる べきが 
何れに もせょ 山 本内閒 の永統 すべが 
てざる は 期して 俟つ ベく 兎に角 今 避 
の 政が け 巧 目して 見るべし 云々 

參 軍艦 建造の 

巧 情 

I 某海眾 通の 談じ 軍器 獨立巧 地 製艦キ 

一義の 名 じ 隱れて 海軍 當巧 をが 專橫を 

逞しぅ しつ ミ ある 實 現は 宰蘭 製翅所 

である W 所は 

A 資本 モ 五な 萬圓 でが 挑这 額よ 巧 

五十 萬 圆の中 S 旨と 十五 巧圆 はプィ 

ツヤ — ス、 ア— ムスト ロング か 引を 

け殘 b の ザを は 山 本 首相 山 內中將 蟹 
U 本 資本家 かがず けなぶ の 合資 じな 
つてが るが 是れ だけでは 所期 通らの 

設備 か 出 巧ぬ ど 云 ふ 巧 かち おじ 前記 
兩 社の 周旋で 一千で 圓を借 入れ 尙憔 
械 - をは 両 社から 持ち出して 二 互年 - 

前から 化 事 じ 化 巧つ たらの； 

A 每年 か揖績 きで 昨今 全 件 業機顯 

め S み 通らし か 働いて 居ない それで 

がて 資金の みが 機械 やら 技師 迄 持 お 

した 両 社が 默 つて 码る のかず 思議で 

あるが を こが 所謂 底 も あれば 器 も あ 

所で お 社ご當 局との 問 じ おを 契約 

ある 切も兩 社の 出資 じ對 しては か 

損 ど 否 どに す關每 年よ 朱の 利子を 附 

，する 事、 軍艦 慮 村 及 諸 機械は 一切 

A 兩 社を 通じて 注文ず る 拳 じな つ 

て 居る、 これは 兩 社が 西 班 サ伊お 利 

柄國 でも 問 様の 契約を して 诘 るので 

I 製鄉所 創立 當時外 國雜誌 じ 明白 じ 記 

載して あつた 事 だから 當府か 何 VJ 辯 

解しても ず ふの 餘船 はない、 製 柳 所 

は 一 冗 巧 鑄锁專 巧の 會祉で 鋪锁极 砲塔 

砲身 スチ ー グ シャフト 等の 製作を 腿 

I 目 ど して 居る の だから 每年 軍艦 j 二 

隻 のな 文を 取らねば 到底 立 も おかの 

道理で ある 其 おお 九 千 s 巧 万 圓の海 I 

I 単 補充 案が ~ 億 六 千 萬 圓の充 實案や 

二一 億 五 千で 圓乃ま 五 億 四千で 圆の大 

婚張案 どなつ て 巧る ので 

艦艇 建造の 眞 底の 理由は 賓 あの 

獎獅で 4 移民の 保護で も國 威の 發揚 

でも 柯 でもない 畢竟 こんな 巧 所の が 

をから ホて 居る ので 前記 ー モ萬圓 9 

i 外資を 借 入れた 時の かき も 其の コン 

シヨ ンニ 巧で 圓の內 と 十 巧圓ホ 

は 兩祉の 代表者が 確 じ 受取つ た證據 I 


が あるか 殘 6 の 百 1 1 1 十 萬 圓のわ 方が 

I 今 だに どんく み':;' ない をれ は 云は ず 

ど 知れた 蝴係諸 巧の ポグ ットじ 入つ 

て 招る ので ある、 製 御所が 抑 もこん 

I な機關 から 成立つ て 巧る ので あるか 

I ら襄 面で VJ れ おの 不 都を を 頓 いて 居 

るかは 想像 かお ホる、 一体 H 本人は 

造船所 ど 云 へげ ブィ ッヵ！ ク 、ァー 

ム ス ト 日 ン グ両社の外じ無いやぅ；^ 

思つ て おる か 巧 園 じは 之ど词 等め 能 

I 力 ぁ b 义資 をの あるを 社 か 十 社 も あ 

つて 巧闕 海軍の 如きは 0 上の 十二 神 

じ 萬遍な < 軍艦の な 文を 出して 担る 

I 位で あるろ 

A 巧が 眾 のみ 獨 b 化 二 社 じ おつて 

注文す るの か 抑 も 怪しい 所で 此 3 両 

^ は 錢细を やつて 巧ない 所から 之は 

が ジョス 〇 ブラゥン 等の S 四祉の 

供給 ダを くる かなく ブィ、 ァ兩 社は 

が 當の逊 をはね て 之を U 本 じ 取み ぎ 

么を川 崎 U ら S 藻な りの 造船所で 糾 

立つ るので 愈々 巧 地で 一戰顆 かお 巧 

る 迄 じは 化 間 じ 二 雷 S 重の コム 
シ ョンが がいて がろ ； じなる、 をれ 

や これ やで 途中で 消へ て 無くなる を 

額は 實じ 驚く ^ へき 夕额の もので 結局 

をモ ー グを腕 じ 捲 付けた 速 中の 腹を 

I 肥す じある どは おれた 話 だ 云々 

♦廢親 質 巧 どなぶ を 議員の 狼 おを 
I 図 商工業者め 驚 業 おを 朦運 動機 願 ど 
して 十二 日 成立した る H 本巧エ 協を 
は 大巧の ホ 誰 じ 基き をが 縣實巧 特別 

I 委員 會を巧 京 荫業會 議巧じ 開き 前 U 

巧の 速動經 過を 報吿 しおじ々 後の 運 

動じつ き 打合せを 爲 したる が 今一!: め 

連動 方法は 實巧を 巧す る 上に 於て 最 1 


♦軍艦の 新 鳥 訪問 軍艦 高 千 穂の 調 

盎じ 依れば 南滿 黃島附 あじ 噴出せ る 

I 新を の 位 罵は 南 硫黄 島め 北 二十 度联 

一 お 叫の 地 おじして 高さ 約 四 巧 尺 巧 

I 齒 二海哩 盛んなる 噴火 あ b 、 新 島が 
化 二十 ご 一度 東 二海峭 九の 所 じ 於て 水 
深 十尋の 疑は しき 淺 難を b 同 艦は 首 

I 接を < 視察を 終ら 小を 瓶に 向 へら 


の 代 諮 ± じ おしては 今後 斷 じて 巧 選 

せ •さる 事 並 じを 化のを 際を 斷絶 する 

拳ぶ 他の 事 巧を 確 實に實 巧す るた め 

を國 数十 方の 鲁裴稅 納我者 か 謙 寄 じ 


たる もじて な 友を 代講 十； 連 八 狼お】 

I 方なら ず ご 

仙 萬所澤 五な 哩大飛 巧 所 渾飛巧 

I 嫉じ ては 昨年 十月 頃ょ b 十 時間 ' yh 

速 續大飛 巧の 計畫 あら 昨今 漸く 一二な 

五十 ブット^の 大納槽 完成し モ ー リ 

スフ ァー マン 第二 號じ据 へつ けたる 

i ょらを じ 愈 大勇 猛必を 起し 近 < 所澤 

一 化臺間 往復 五な 哩大飛 巧を 途中 一巧 

-著 陸せ 中して ホ 行す る 事 VJ なら 近 

-其 期日 於發 まする 當な るが 操縱者 

は 長澤巾 尉なら ご 


國 間に 假 調印を 了した る滿蒙 五鐵潜 

敷設の かは 其 後 細目 じ 直らて 山 座を 

破 どま 那當厨 者との 間 じ 折衝を 重ね 

たる 結 欺 大体の 資金 引受 巧が 料 供給 

_ 技師 監督 等じ關 する 協を を 終 6 寶 を 

融通の 道も义 引受 銀行 及 村 料 並 じ お 

邮長等 も 夫々 確を し 目下 尙を涉 み じ 

みるは 建設 塞 •務の ホ 法 及 帳 薄 記入 革 

の 細目 じ： 化 るら の U れば 今後 意外の 
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I 政ぶ 曾の おお 卓 一氏は 二 助 一千一' 票 I 


ホ義じ 傾いて 居る 連中は 勿論 良 也が 

マ b して ゐ るから I 向 何の 刺钱 なし 

I じ 平氣で 手を つけて 巧た S かも 知れ 

1 ない ょ 山 巧滿壽 治の 豪遊 振ら ご 云つ 

たら 大した もの さ實じ 不思議で なら 

ない が吳じ 巧つ て 見れば すぐを 和ょ 

自 をは 首は 要らない 何時でも 差し お 

すから をめ て此 首を かけても 高等 審 

查會講 を 開いて 海軍を 廓淸 して 欲し 

い 今の 杳閒 委員を などでは 何も 出 巧 

る譯 かない 云々 
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狸が する 事 どし 旣じ其 手攒じ 着手し I を おた シ ー メンス. 會 社じ關 ずる 今度 


の お 巧 化贿の 如きは 朝飯前の 化事ピ 

A 斤 桐 ま 計大監 曰く、 本 巧 お 巧 
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最も 必要で あるの じ 山 本 權店ハ 衞化練 
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を 兵廠ゃ 製剛所 等へ 許ら をを 懸て ts 

る 練 巧を は 現じ 年々 册 二万圓 位を 限 

I 度 ィ」 して 居る から やつ ど 遣ら 繰り 飞 

て 大溃巧 費 じ 充て i 居る をで ある ィ 

一朝 有事の 際な 影響は 夕大 であ ふ I 

う ▲ 鶴 旧 造を 大監曰 < 、海軍 部內で 

は 正直 律義け おて めか だから 硬骨の 

卡 ，は 虐めら れ て追拂 はれの 運命 じ 階 I 
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♦义 田大 をの 决な去 一二 H 巧 神田靑 

年會 縮の 海軍 問題 馈說會 じ 於て 太 旧 

I 海軍 大佐 か 海軍の 腐敗 じ 關し熟 辯を 

滞 ひたる が 海軍 侧じ ては 之 かため ホ 

1 常の 恐 焼を 巧た し大 をの 處 かじっき 

自 下を 畿 中なら ど 云 ふ 之 じ 就き 太 旧 

大佐は 曰く 自 をが 海 單廓淸 を 叫んだ 

5 は 今に 始まつ た 事 じ やない 現役 時 

一巧からの 事で 常時 旣 じぶ 醜 化を る 表 

て 世の 裁が をと はん どした が 柿々 な 

„ 巧番じ 遺馈 乍ら 目的を 遂行す る 

一事が 出來 なんだ、 其 後 豫備じ 編入せ 
られ稍 自由の 身體 じな つてからは 海 P 由 

一 ぉ 硏兜會 め 講 演を を おめ 大 おお 日 新 
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で 其 一端を 驗 繁し盧 もじ 化 人の 注意^ 

を惹 くやぅ じな ったので 化って 非常 餐 
の 確信を 0 て廓淸 運動 じ當 つて 居る 
ので ある 海軍の 醜 事實は 化を 海軍 じ 
経を 嚴< おの 者で 带れ からぬ をはな 

ロハ 旨 己を 犠牲 じ 供して を ぶつご 云 

ふ 舆氣の ある 人がない のでを る 今 巧 

自 をの 演說じ 就て 海軍 侧 では 何ん な 

調 杏を して 居る か 知ら 归か少 くど も 

齊藤 海相 だけは 疾 くの 普から 自 かが 
る 言動を 爲 すべき 事を 覺 悟して 
おた 篱 である 自 をが 退職に 離み 齊藤 

海が じ對し 海軍の 腐敗を 語ら 閒 下が 
廓淸 せざる じ 於て は不巧 乍ら 自をか 
廓淸の 急え 鋒たら んど斷 言して 嚴た 
からでみ る、 こんな 諮で 今後 ど雖も 
I 當 初の 熱必を 織さず 倒る； 迄 やる を 
である 云々 
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て 化の 中 じ 化 舞 ひ 度き たる じ 魔 島 I 

の 大變化 あ b 神 一が じ 化れば 神夕ど 
あらたる も 小生の 不信 神の 点 あ 
て 魔 島の 間違な b しや 否や 明かな 

ら ずおもを じ 巧 御 巧 じがても 一應 I 

御 蠻が有 么樣致 度 取 急ぎ ホ進极 

ザ 々 

大正 S 年 ) 巧 十四 H 

巧 ホ 固 田 中隆祐 

神 お 巧を 殿 


野 じ 下ら 西 倒 寺を 堅 等 ど おじず 洋自 > ぶ C 

か 新聞を 起」 て 減ん じ - £ 01 度 權を嗯 ® 新 日 ホ 乂會巧 立 


導 せら 後 魔爲造 ± 舘 長、 义部 省を 事 i 

I 官等の 官歷 を經て 巧び が じ 下り 跨 崎 

條縣會 議員 及 諮を たる 事 數 _ 年、 明治 

サ S 年 衆 諮 院麗員 どして 佐 寶縣ょ J 

撰 出さる、 巧 册年患 政 黛內閣 の大藏 j 

大巧 どなり 問 化 一二 年が 藤を の 政 友 辟 

巧觸じ 义部大 なじ ほせられ 同年 五月 

離職 後 衆議院 難 おた る 事 数年、 日露； 

戰 ずの 巧 じょら 潮 一等 化 H 大絞窜 を 

I 赐 はを、 册九年 厢園寺 內閒の 词法大 1 

おどな 6 、 昨年 巧 山 本 巧飽の 司法 大 

I にどして を砖陶 化の 大斧饿 をが ひし 

: 事は 今猶化 A の 記憶 じ 新たなる どこ 

ろなら 


• 懼な 噴火 どが 巧 育 閲胞へ 神託 噓 1 

か赏か 知らね で 近着の 大お朝 H じ 左 

のをき 記事 あら、 「他の 一 ' 通」 なる も 

のは 十二 H 楼 烏喷乂 後に 認めた る も 

の ご 見 ゆれば 聊か 妙な 6 韻 おの 一興 

ど 思ひ轉 載す 

五 H の 朝 鹿 島神戶 巧を が 幾を 到 巧の 

普 信を 整理 中米 國が 育の 消即 ある お； 

简ゐ 6 挺き 見れば おの 如き 二通の 霉 

面 あら 差 出入は 田中隆 前と いふ 人な 

る も 雄を 巿 をは 其 差出人の 記憶な 

されで 巧 巧の い たづら どら 見へ ず 何； 

れは 迷信家 かな 人 かなるべき も碟島 

! 嗔 火の 神託が 巧 米の 邦 A じあつ たな 

どは 噓 どしても だを じは かし 旱 かる 

く 信 嘗の內 巧は 左の かきものな 

諫を 神託 じょり 御 市の 全滅 じ 近 全 

大化災 ある 事を 知な 巧 じ 通 吿致板 

問 十を 御注意 有 之 おて ホ然 じがぐ 

が 相 成 度 候 敬み 

. 巧 時 HW 火災 か 地 露 かから 難く 

お 間み 取が 火の元 御用 ふ 專一ど 

が お 

をは 縣廳並 じ 凿察署 へ も 御 通知 か 

席惕 ては 人、 む穏 かならず どが 候 じ： 

が 單じ從 前よ も 一巧 义の用 也 致 一 

棟 一般 じ吿 示を 株 ホ 望 じ 不堪 お 


ぶ 


旣 報の 如 < ま廿 八日 午后よ 時半 修道 

會じ 於て 第二！ I ： 發お 人會を 開き 一. 宮 

鉛 太 郞氏講 を 席 じつき 起草 委員の 手 

じが 6 たる 曾が、 趣意書、 基本を 裳； 

集 方法 じ關し 熱、 むじ 討議を 凝らした 

るを 參 議員 化 名の 逃舉じ 移ら 右 終り 

て會を 副を を會 計を 互 逃し 左の 通ら 

當 選したら 

會跨高 お 譲を 氏 副會を 一を 鉛 太 

挪 氏を 計 瀬を ホ 么巧氏 

が 高峯會 長は 掘 巧 俊太郎 氏を 幹事 じ 

推游 せら 

役員 速 梨 終了後 高峰 食を は本會 剣ぶ 

骚 起な 巧 専ら 諸般の 事務 じ當 b 盡力 

おも 巧め た 6 し】 宮氏じ 威 謝する 爲 

め 巧の 萬歲を S 唱し 度し ど 提議し を 

負 么じ應 せり、 當 がは 會 則の 逐條討 

畿 、趣意 誉の 批評 等に て 出席者の 論 

I 潍 頗るを きじち りしね め 散會は 翌朝； 

一時 過ご なれり、 因 じを 則 じ 基け 

お 務部及 共 濟部其 他の 細則は 到底 

二回の 役員 會 じて 議了す るは 闲 難な 

れば會 をは 十二 名の 細則 お 草 ま 員を 

指名し を 委員のを 掌 起を したる もの 

を 吏 じ 役員 會の幾 じ 附し充 みなる 意 

見のを 换 をな したる 上 制を する 酱な 


報の 如 < 同 組を は發起 人の 間 じ 成立 
の相談擁ら居る 2 どてま四日巧び創 

立 委員 曾を 開き 規則 ホ か 等じ關 する 
i 重要事項を 協議した るが 遲< も ホる 
十日 迄には 發 をを 見々 じ まるべし ご 


か 旧 久吉氏 
由歸 朝の 由 


は 九 H 奧出發 を港經 


♦西 鄕化德 お 此程出 發渡綠 せら 

帝 大敎授 河 溯 善 太郎氏 
6 巧者 


ン ス^^ーブ ン 


卜 頻： 


日 十五 六 弗の 化 乂ゐる 洋食 店、 歸 
國 にが 大 中急賣 渡し、 夫婦 者に 適當 j 

賞 地 御 一 覺の上 相談 ゐ 6 たし 
7 》 West 巧 ミ ry St. 3 ew wal.k 


献ま 下宿屋 賣 渡し 

家具 一巧 新調、 巧 撰 電話 
の 設備 あら 

逝 U 歐 州； を現 化の 儘大 至急 I 買 渡し ホ 暨の 人は 
本社へ 御ホ談 あるべし 


摹 灣總督 覆審 院部 良法 學± 高 旧 か 田 
藏 巧は 米國 司法制度 視察の ため 退 
日 巧 着せ 6 


大 降雪 ま月サ 八日 0 ホ 大西洋 沿 

岸 一 帶じ猛 有の 大が雪 あら 殊に 風 さ 

へ 加 はら たれぶ 巧 通 樵 關じ故 降を 年 

じ 淚車電 単は 固ょ b 電信 電話 等 一時 _ 

不通の 姿 どな b し 備所徵 から や當ホ 

内の 雪 掃 ひじ 從事 しつ！ ゐ らし 人 ホ 

I 六 千 人は 猛烈なる 吹雪の ため 業務を 

^ 中止し、 ホ' 巧 じ耐 へずして 道路 じ 打 

倒る i 者 あら、 附近の 都屋も 市ご词 

様の 化 おじて 商業 上の 損 壁 多から し 

しが 今 巧の 大風 雪は 一千 八な 八十ん 

年 巧 曾て 經驗 なき 所な b しど 


♦ - 1 ュ ー ョ ー ク 日本人 窗業 組を 旣 


♦一 窝鉛太 郞氏渡 巧 去 巧 化の 
オブン ピック じて 渡英せ ら歸 期は ホ ; 

月 頃なる べし 


- 靑木 鶴 子の 婚約 H 本 女優 貞 かの 
おじして 米國 活動 寫眞曾 社じ遥 はれ 
活動 寫眞の 俳優 ごな b 居る 间 女は 引 
ホ 多 かる 中に 牛は でう せ 牛 速れ 鶴モ 
のか 役を 勤め 居る 早 川 蕾 州 ど 云 ふ 役 I 

を ど 婚約 成らし ど 


♦河 鳩 天涯 巧 近業 目下 南 加州 じぁ 

る 巧 氏は ジャパ ニ！ ス 、チ ー ザ！ ゲ 
ン なる 英文 起稿 中な b しか 此稍脫 稿 I 

し雜誌 カン トジ •— ライフ イン ア 
リカの 六巧號 よら 揭載 する， ^ どな 5 
しと 


•前 桑 灌げ會 書記長 乾淸ホ 巧は 

他界 平 お 旅 巧」 なる 英文 小册 ずを 蕃 I 

はし ザ トロ イトなる グレイ トン） キ 

萬 國伸戲 協會よ b 發巧 せな . 


どうぐう 氏じ吿 C 御 投稿を 謝す 

御 巧 倒な から 英文 お 稿を 御 送 附被下 

間 あや 


商業 欄 . 

本 過 ょら 新たに 商業 欄を 設け、 
個人 間の 寶 買、 商業 操 所の 選を 

等苟 くも 讀者 諸君の 利益 ごなる 

べき 專 巧を 最も 便を なる 方法 じ 

化って 取披ふ 

紐 育 新報 社 


一時 か 業 

々回 移轉じ 就き!！ 時化 業 致 候 間 
左様 御 承知の 上 故て 新 化 開業の 
際は ず 相變御 愛顧 奉 希 上 候 

ホ 筒 


乂發賣 禁止 揃 ひ 

▲發賣 骚止お 巧 幸德著 



を惯 . 一 弗 二十 仙 一 

ネ聲は 著ち 濁 特の輕 妙なる 筆を をが 

て 露骨 じ 男女の 性的 生活を 說明 せし 
ものなる が內を 甚だ 猛烈を 極めし 結 j 

お 遂に 其 筋の 發質禁 化 どならし 物 化 _ 

8 ® ’ ■■’ ’■1 


«li 


を 借 四十 仙 I 

本書は 風俗 縷就ま 寧 秩序 奈飢の 下 じ 
發賓 禁止 どな 6 し奇 々珍妙の 善な b 

發資銭 立肇塞 證 ： 



を憤壹 巧 一 

本書 ぉ ( 生殖器 篇) .を殖 器 解剖 じ當 
ては 遙骨じ 且つ 巧き 處に ずの 屉 くが 

^ 慶如き猛巧なる筆をじ化り說明せしか： 

? 挺 か岀版 ご 間 時 じ發賣 禁止され しもの 一 

じて 化 あ 無類の 珍書な 6 
A 發賣 禁止 白雨 樓ま人 


.吿 

第二 回 細 育母國 
. 訪問 團員募 驚 . 

乂 空前 未曾有 大盛 I 

典 即位式 拜觀 I た 

▲ホる 九月' 下旬 當地 おお 翌年 二ち 

ホ旬歸 ホの 訪問 脚 員を 慕 集ず 
▲ 规則 書、 慕 集 人員 等は 一二 巧 一日 あ 

をす 

紐 育巧國 訪問 鹽 本部 

新 育 ホ 第 六 街 二參八 

ホ 催 者 林 富 平 


謹吿 

小生 今囘 商用の ため 一時 歸朝致 候 じ 

付て は 小生 取扱の 生か 保 檢じ關 する 

用務は ホ巧中 ニ ユ ！ ョ ー ク 生命 巧險 

會社詰 柳 巧 資‘を 巧へ 懇輝 致蹈候 

追て 出發じ 際し 辱知 諸君へ I 々拜 

趨の止 御 お 搂可申 上 當の處 巧季勿 

々諸事 不巧意 乍 略儀 か 禮致候 

早 川 保 次 廊 _ 


本社 營業部 

含 本 巧 薇轰船 

切符 おか が WS 

乂 手紙 取次 手 ff き 1 ホ 

◄を 國 語顏譯 

▲通辨 

河 上淸巧 近着 

乂巧米 目 本人 

覆 一 奎十仙 

紐 育 新報 卽 


おケ 


女醫者 


御 下宿 
中爵 
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】受 K. U 7 空 . N. Y. oity. 
Phone 送簽一 larle ミ 
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ニユ！ 


尘命 保險齡 ► 


特別が 理人 
早 川 保次齋 
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^ むず め 諭 


A 發資 禁止 化 渾正悴 著 


，概壹 弗 _ 


を 情 思想 W 解剖 




▲ 謹？ 壽巧評 


巧. 客 子 


を 惜前一 弗 十 仙 中 一 弗 後一 弗 十 仙 

目下 故國 じがて 梨閣 ホの 大立 物た る 

なを子は 大坂每 日 新聞の 連載せ し 
のなる： a, 婦人の 髮は 申す 迄' な < ホ 

類 じ 迄 なを子 形の 模様を 取る までに 
流 巧せ しあ 化 稀なる 一 化 傑作 ごして 
ネ當を 讚んで 泣かざる ものは をな 


I 浪六 先生の 新著 


S 男女の 戰ひ 


を惯 上下を 化 十五 仙 j 

I 盧 化德篇 健み 郞暮； 



鑽册二 版 出 巧を 俄 一 弗 お 十 仙， 

霧 乘一衞 量 0 . I 

塵嚮黨 §1 

060 E- J'irst St. Los A.ngel ま 0 .fvL- 


o 和洋 服 裁縫 o 

御 婦人 用 洋服 一切、 男女 用 か 服 一 巧 

迅速 了 寧 じ 調製 化 候 
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を惡？ 复だ 巧ぶ、、 ぁへ 
み も ホ '^ 至た 4 部 '* t し r 
ぉクぶ哀」 >-^ す ム退割 、八 

み* 夕 送， でか 间轉、 /たイ 


當シ ャトグ 巧御經 由の 御 ホの 御 巧を 

じ 御 取扱 可 申 上 お 

藤 ホ 旅館 支店 

ホテ^ タコマ 

室 数 二 巧 什一、 冷 温 風 おおの 準備 ど」 

ス チ！ ムヒ ー ト 及を 室の 設備 械完を 

因 〇吕一 TTAOOMA 
だ 8 Jackson St., weattl. Was ド 
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■ 御 下宿 中 川 ^ 

ナ玉 リト衔 一四 セ ザ 

Chas 3 akaga 马 a, 

Ph な ミ ー ; 二 8 Orchard - 


寫眞業 熱ん 家 

y 要 It' 

篇眞樂 じ 趣 ホを なする 人 じして 弊店 

の 事業を 補助 發 •遠せ しむる ど 刮時じ 
自身 も獨 立の ぶ 礎を 作らん どす る 熱 
必 家は 巧談 あれ、 報酬は 人物の 如何 
じょら 剌 益配當 ごず る も 妨げな し 
委細 面談の 上 . 岡 田 寫眞滞 


参 争 參 

♦ 御 下宿 ホが* 舘 

大井 旧廣み 
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加州よ 


- 天涯 

チィ ド 在住の 歸化 邦人を 子 
I 眞 ぶを じ對 する 巿 民權擴 奪の 起訴 事 1 
件が 起つ て 一時は なか {喧 まし か 
つたが、 これ も 到頭 棄却 どなつ て 
て もじ 同胞が 曝 目し ね 事件 も 一先 づ 
一段を どなつ た、 然 かし. 是れは 目下 

の 要 仲た る 邦人の ホ民權 獲得 VJ は 巧 I 

んで 沒を涉 で、 之を 0 て ブス トヶ J 
ス など ミ 履き 違へ ては 大不覺 、をす 

I 巧の 旣得權 も 今 化訴認 棄却に 因つ て 

i 絕勒じ 確が せられた 譯 でもなければ 

I 唯 だ-時の 便を 上の 巧蔽 であれば 又 

1 化 後 仰 時 今 巧の やぅな 事件が 發す 

I から 知れぬ し 間胞の 歸化權 問題 も 今 

猶 前途 甚だ 欄黑 である ど すれば 吾等 

は實 じ撫然 たちざる を 得ぬ 巧 第で あ 

ら〇 


A 綱岛 牧師が 彼のへ ンブ ー、 ビ！ チ 

ャーの 至誠 敎 血を 感亨 して まだ じ お 

んで 解けざる 日 ホの 難問題を 宗敎的 

の 方面から 竭 力して、 一つ 宗敎の 力 

で 幾み の 解决を 試み やう ご して 遙々 

j 渡米され たのは 實じ威 公で 典 篤志は 

慶じ 吾人の 戚謝じ 償す るが、 果して 

I 成 巧す る や 否やは 巧 だ 疑問で ある 

冷血 死灰の かき 今の 物質的 ホ 人には 

化化擧 もを は 水泡 じ歸 しは せぬ かど 

覆 岡 はれる ので ある、 今の ャン キー 

は 六十 年 前の 熱血 あ b を储 であつ た 

击间化 戰巧當 巧の ホ 人 ど 餘が異 つてが 

て 彼等の 眼中には 一 も 刹 癌、 二 もが 

益、 をして が 利益が 自己の みの 巧め 

でみ して 他を 省る ミは ない、 彼等の 

本領は 准 巧 排他で が 郡 想遂巧 じは 服 

i 中を おもな けれに 人道；：；： では か 論 あ 

I る酱 はない、 故に 網 島 巧が 如何 じ 熟 

I 血を 注- •で 彼等 じ アッ ピ ー ^ i てん 

忘 巧の 巧は 甚だ々 いだら うご 思 はれ 

え、 がし 父ょ く考 へる ご、 今の 二. ユ 

ィングランド 人の 血 じも猶 彼の ビ 

ユリ タン 時化の 血が 殘 流し \」 居る し 

_今け の ペン シグ バこア 人 じは 矢 張. 〇 

曹の クユー ヵ！ の 面 おが 殘 つて 揭る 

I 處を おれに 父 巧の 努力は ああ 趣 啓-で 

I もない ど 思 はれるなら ある、 兎 じ 巧 

ぶ 口人は 氏を 助け 氏を 慰擲 してが 成 巧 

を實 現せし めねば ならぬ 0 

A 加 卿 人は 醜 •で 柯時も 傍若無人み 

盛戾を おにし 化淸 がが 麗の 天地 じが 

一巖 を頗揚 させて 居る が、 年若う して 

いつも 美しい 加州の 天地 自然は 目で 

一き わ 離 やか じ 生々 しい お 化粧を し 

てぶ 笑顔を おせて 号る、 東部では 昨 

I 今 恐ら ぐは 白雪 喔 々で、 减氣 肌を 裂 j 

うが かしで あらう が 加州の 天地は 春 


を黯蕩 山は ぞ< 野は 綠 じ、 梅花は 旣 

じ 散つ て々 は婉サ かな アモン ドが 才 

ンン デのを 色 どを を熬 ひ、 天下】 

カリホ八ニ アボピ1やバィオンット 

もを ろ {嬌 塞を 帶 びて 現 はれ 出し 

ね、 靑野 じな 絞る 乙女は！！ ン 'ダ 
n — の 詩境を 通 現し、 夕陽 西 じ 傾い 

て 慕鍾般 々勞 夫の 旧献を 傅ぅて ょ ぼ 

{ど 煙 立つ 巧 舍じ歸 る どころ 轉々 

ト ー マス、 グン 1 をし のばれ る、 嗟 

^ 乎 化 自然！ 天は 何故 じ化蠻 族に 授け 

たか 0 (二 巧 廿 一二 目羅府 よら) 


偶 感 

巧フ n リダ 州 

佐 藤巧嶺 

年な つて 舊 時を 想 ふ 0 

追憶 ど、 悔悟のを に堪 ゎません 0 

惦た > しく、 隙き ゆ < 駒の 驶せ 過ぎ 

ブ J 〇 

適 去の 生活は、 おおじは 空虚なる 0 

いみ じき 〇 生命の 流轉 でぁつ た 0 

をして、 を 糞なる 〇 生活の 岐路 じ 迷 一 

ふて 再ら ました 〇 

おおは 敬虔なる、 必 麗的幢 がに 疲れ 

おて た 0 

を 一能 的 享樂の 欲求の み 募 6 ゆく、 

銭 被し い、 現 實ホ活 でぁつ た 0 

おおじは 生活の 充實が 先み 問題で ぁ 

まずが 0 

化 共の 思慕 也は、 超 b なき 流 轉の欲 

求で あ b ます 0 

をして 我等の 生命は、 時間 的 じ 有限 

S' はかなき もので あらます 〇 

肯 みの 巧 力で、 己の 貨 在を 息識 して 

生活め 劍逛を 營みゆ < ほで 必 强き微 

苗 〔は あ b' ますまい 〇 

をして 自を的 じ、 高調なる 生の 興' 離： 

を 試みねば ならません 〇 

おは 曾て、 南國じ 旅した、 即象 派の 

スヶ チを}! 頭んだ 奉が ある 〇 

をの 人の 自あ义 を 今茲じ 再現す る や 

っな 跋 じが 致します 0 

おは 現じ フ 。リダ 州の バンビ ィチの 

近郊 ジユピ タァど 云 ふ 0 

をい 羅 馬の 神 寂び たやぅな 〇 孤城 巧 

を 驛じ〇 化び しい、 巧；：： を 過ごして 

培 .CN ます 0 

昨日は 滿 都の 巷 じさ すら ひて 0 

I 今日は 南國の 磯邊 じ 漂ょ ふ 0 

挪 子の 木蔭 じ 雅靑の 海 席を 挑め。 

I 帆影 漁が の 浦波 じ 寄す 0 

海 波搂巧 どして 〇 巌頭の 破を 嘴む 0 

疎 お 空努の 影を 倒して 江 水は 悠 々ど 

谎れて 居 6 ます 0 

瀬々 ら ぎの 小川の 水の 色 寂び て。 


澤瀉の 花が 水面 じ 浮動して おて 居り 

I ます 〇 

の ~ 星屑 閣 けて 水底の 蛙が 淸 韻を 晒む で 

ゐる〇 

水涯の 草が じは 壁 火がぬ うて 飛んで 

ゐ る。 

ィン デ ャン？ プァ ー の 沿岸 じは、 楊 I 

柳 水じ沒 して 聲を どして 居らます 0 
沙漠の やうな 平原の 砂地 じ擬葉 草の 

花や、 さ ふらんの あが 夕 暮じ唤 て 居 

る 0 

経度の 傾い ね〇 ずの 屈< やうな 靑空 

じ、 半を の 月が 栋挪の 木 じ 懸てゐ 
巧 路じ樓 の 花や 〇鬼蔬 の 化が 無必じ 

おき 亂れて 居らます 0 

をい 嘴の 胸禽 がかち を颤 はせ て ゴム 

樹の なじ 鳴て 居 b ます 0 
I をを は 甫帶圈 の 動植物の み 布を 熙め 

て 得 知らの 〇輿 ホを 感じて 居らます 

お 共は 漂 あの 旅 じさ すら ひて 〇纔か 

じ 生， かの 白ま ど 〇 休養を 營 みて 居 
ます 0 

執着む の 深い 近 化 人が 類廢 した 0 
不可 抗 なる 〇 をが 慾の 弛緩した 時- 
な は 自然の いを しみ じ 額 づきて 0 
森嚴 なる 靈威じ 打たれます 0 (未完) 


. > 桂 公の 遺産 

な 巧る が 大藏大 た 兼 巧 時化 じ 投機で 

莫大の 儲けを した どの 評が はを の 名 i 

をを 利用した 相撰師 のた めじ 誤 まら 

れ たの だ ど 巧 消して 案外 遺 產も少 い 

やぅ じ吹聽 された がを の 巧 遇を 整理 

の 進む じつれ て化づ な萬圓 ぐらい 

思つ たを の 財を は 窓外 じ も 四な 巧圓^ 

な 上 あつた これ じは 巧 上老 おはじめ 

整涨 委員 も 驚いた どは 結構な 話さ 

乍ら 化 間の手 前何處 迄ら 辛ぅじてを I 

辩 家を 維持す る 丈 どい ふ 事 じな つて 

ゐる 


•大江 卓 巧 得度 

時は お 巧の 名 ± ごして 噴々 の 名 あ 

たる 大江卓 氏は 今回み を 出で 妻子 

を 拾て 身を 雲水 じ 託して 專ら 帝國を I 

道 會の爲 め 貧民 部落の 改善 じ從 事す 

る專 ごなら 八日 午後 一時 東京 ボ本六 

目 萬 福 寺 じ 於て 曹洞を 管長 石 川 素 

黃師 を戒師 どして 得度を を 巧 ふ 旨を 

人 板 垣 伯 ょら 故舊の 人々 じ 通知を 發 

したら 尙 氏は 卓なる 俗名を なめ 今を 

天 化 どい ふ 法名を 名乗る 由 

化を の大 舞踏 會 五日 午後 九 時半 I 

ょら 迎賓 お (館は 現じ 准 巧 工事 借款 

に從举 せる 米國 技師 ゼ イム ソン 氏の 

I 建築な り) じ 孫 外を 總長 夫人の 舞踏 

會あ 6 當巧 集ま b し 者は 列 國を化 及 

び 夫人み 嫂を 初め どし 約 千 五な 餘名 I 


i 支那 側は 熊總理 夫妻な 下 夫人 數十名 i 

巧國側 夫人は な餘名 日本は 松 平 夫人 一 

代表し 巧んで 徹巧 舞踏せ ら當巧 最も 

人目を 惹 きしは 支那 夫人の 舞踏 じ堪 一 

能なら しこ どじて 民国 政府 稀 有の 舞 

踏會な b き々 やなが は 太平を 叢 歌し 

つ^あら 


巧當館 


巧 望なる 貸 地 


滞 稽の意 ホ じは 気障、 無 邪な、 生 _ 

意氣 など 段々 あるが 鼻眼纔 かけね さ 
じ 大金を をまず 隆妄 術を 施しね 結果 
索を の 餅を ク がけた やう じ 鼻筋が 猿： 

れ上 つた 醜 面を 饒じ 晒ら して 溜息を I 

被し どる 馬鹿が 百 二十 了 目 邊 じある 
之れ が眞の 淸の稽 でげ しやう (惡口 
崖】 ▲日本人 紳± 陆じヶ ー ン俱樂 ^ 

部が 組織され るを うです が其顏 あれ 
は 早 川、 大 橋、 中 村、 菊 地、 化 山、 圾野 

小 お 諸 若の 歴 々をは じめ 會員が 五十 _ 

名 じ 達する をう だ 巧 祝 (若 翁 速】 ▲ 

巧 事 還が 當 巧の H 本 締乂數 を 調べた 
ころな 六十 二人 其 中 未婚者は 夕 
夕 十四 名 をれ から 白人 妻 君は 二 巧 四 I 

十六 人、 美人 投票で もやつ たら 面白 I 

からうて (嗔 宜慢) A 在留 同胞の 惡 
口を つ < のみが 新聞 記を の 能事 じを 

ず 宜し < 间胞の ホが をる ホ 巧を も紹 I 

かして 眠れる 在留を の 眼を 覺 すべし 
例へばヵーポ ン ぺーバ ^じ巧ける大一 

橋 君を は 山 田 君の 田舍ホ テグ 等 塊々 
なる 成 巧 秘訣を 紹介せば 吾人を して 
奪 起せし レる の お奮劑 ごなる べし ( 

驚 劇 庵 ま 人) A 稀 有の 大雪で I 萬_ 

餘の 人夫が 晝巧兼 巧 雪 掃きを やつ ど 
る 最中 飛 雪の 烈し さじ 過半の 人夫が 
化 業した めで 監お をは 大 弱ら 日給を I 
おすから 誰れ でも 巧い ど 云つ たが 應 

やる 者が 無つ た ごか、 下宿屋で 陵 口 
を 凰んで ゴ n リ' 大 平の麥 を 貪つ 
どると 白の' 日本人は 巧な 雪 掃 じ 巧 か： 

ぬで あらう か 新を の 日本人は 巳 苗 お 
的の 氣 風が ある ど 云つ た 人が あるが_ 

梟 巧で ある (慨嗔 生) ▲五十 九衔の 
九 ー ジャズ ブは胡 魔 化しの 名人で 田 i 
を 者と 見る ど數 倍の 懸値 で賣 付ける j 
附 あの 猶太 さへ 洗足で 御を を 蒙る ど-: 
云 ふ 代物 だから 令 じ爵を 受ける だら 一^^ W . 

(化 一) ▲アッ ブタ クン じは 近頃! 

じな つて 離 雄した 夫婦 か 二 組 ある、； 一 
巧 ド チラ か 藤い かど 云へ ば 巧の 方が 一 

ヶチ なからで 仲裁に 這 入る 先を も餘 

ら賞 めた 遣 b 口で ない さうな (岡ち 

八 目 生) ▲投書家 諸君 可成 短文 じ 

願いが (係ら) 


A 人物の 如何 じよら ては 相當の 資本 

•を 貸 輿ず 

撰 所は デ ラウ H ヤ河の 上流に て產ぉ 

物を 大都會 じ 送る 便を 多し、 一名 じ 
二 一二 英和な 上 貸 巧し、^ ースは 一二 年 I 

或は 五 年 じても 可な も、 若し 貫か 希 

望の 人 じは 一英 町 什 お 弗 よらな 五十 I 

j 弗 迄 じて 夕少じ 不拘資 渡ず、 農具は 
相談 じよ b 貸 おし、 あ樹橄 付、 養鶏 
密路 飼養、 養豚、 を 牛 等じ關 する 貪 一 

地の 経 敷を 敎授す 可し、 义± 地は イ 
チ ゴ裁培 じ 適す 養鷄 ホ望惠 じは イ 
ンキュ ベ ー タ！ を 貸 輿す 希醫 者は 
新報 社へ 申这 みあれ 


甲 日 

怒 


8888888 養 83 

本 御 料理 

今回 左記の 處於 じて 巧 


禪店閱 業 大勉强 


化 b 精々 

可 致 候 間 帳々 お 御 ホ 巧 
奉 願上惧 

I 饋 かば 燒 A 手げ を ば ▲鍋が 
5 ▲が 他 何でも 御 注文 じ應 じます ； S 
ュュ ー ョ .-ク 東 五十 九 
了 目 巧 化 一を 地 

> 


二 し， 

ず 也る だみ み-^. ぃぶ H 





レキシントン 衔よ - C '' 

一二 幹 目 二， 階. 

電話 プラザ ー ニ參 一一 一九^ 

の 888^88 養货货 が 奠 



轉を A 

グ やさ’ が 
化す -5^® で 

藻 キ みが 



奠巧 を圭！ 襄透 与瑣 


, • 3 f J 1«, 。ィ ， . • ィ • ' ぐ 7 いろ>^ヤ I - 

解な^^%^ 勢 


U 蓋 


丈 主 


-郎別 


支 目 本 食料品 何でを 有まず 

JJLff S wapcing St . Charlestown ぎ SS . ぐ K /* 、 \ 
巧 Tel. 784 W. crrl— さ ホス トン 


▲每月 十 q 發巧 一部が 化 




IIP 目 本人 


"The Nippo 己 . Jin Sha 
Gre ぶ nwich " 00ml . 



な 儀 今般 左記の 所 じがて 

新た じ 御 下宿 開業 仕 6 萬 _ 

奉 親切 T 寧を 旨 VJ し大勉 I 

强化候 間 何卒 御 引 立の 程 

をを 上 お 

巿 俄を 巧 カッテ！ ジ 
グり ー ブ街二 四 一 H ハ 

目の 化舘事 I 

.ご 商爲を 

Jumdo ゴ r み me 

た襄 oottage Grove -A-ve. 
ohlop^o. ゴー . 



i 


•ク市 第 ホ 

お八 四 四を 電話 ブラ 

イアン トとと 〇 九 

ホ 任を 政么砂 


が雜貨 たろ し賣 

:品麵 I 無 化 驚 

髓藤 小川 商 巧 


TAICrro . OGAWA & OO . 

接 7-331 ジ\ Madison 泌 t ohica ち 111. 

00 X 於 尸 iVF 巧 巧 PTTY 
技 Park 巧 lace N . Y . 





メ— ルを 交け 
特に 了窜 A 
を 技む 


爲 々勉強 

巧 化 ま 


ご スサ I ス 

Bro adway. N '•ベ 


Tel. 兹 一〇 SpriNg 


RI 


〇 

G 

化が § 

• 11« 

3 h 
T が 

1 刪 

DD 9 

•が 
rr / 

8 
hn 

rn 


啡 店ホ國 最大の 洋服 巧 


て特 


A 55 


じ 日本人^ 日本人の セ 1 がス 


ちぶ‘ こめ こ 

/ を 雇 ひ 居 もます から 諸君の 御 注文 じ 
ス こおし 特別の 注意を 致します 
品質の 上等なる ご 仕 立の 入を な' る ごは 弊店の 
特点 であらます 

ス ■ — ^ 二十 乘 0 上 
■ォバ In— t 二十 巧な 上 
燕尾服 一一 一十 巧 0 上 

ゼ でフビ ー キュ！ 巧 服 巧 

中 川 



を 服 並 じ 外査御 注文 被 下ません か な 上 


服地 ホ 化 立は 御 承知の 通ら 確實で 


/ です 


0' 

00 

00 


0 0 0 0 


佐々 洋服 巧 S 

〇〇 000000 00000000 

G 8 w •なの Tii 龙 T . IV - Y . 

P 苗 〇乂巧 ci 巧 M 巧ヴ齿 Y お STB 


6 

d 


が 


• i 


w 

9 

3 


Y 

N* 


M 

4 

5 


新 育 巧 二十 一二 了 目 西 白-二て A 


會^御 料理 若松 




電話 モ ー ニン グ サイド-^ 一 立 四 


■it 




I ， 


■mh 


クタ - 


が 瀬九廊 I 

齒巧臀 岡 田 滿： 


新育巿 レキシントン 入 十六 番 

(廿六 了 目卜 什と 了 目ノ 間) 


ま. Lexi 己 gton ^ ve •夕 Y . Ci す 
I ' el . 4518 gadison S 公， 


■mh 


牛 


<1 が 陶碰譜 及雜貨 

卸販賣 精々 勉强可 仕 候 

多 治 見廊會 

- r 曲 巧 勺 A ， TI 沒 I 00. 


597 Broadway, N. Y. 
T'eL 681 一ぎ ring 


みが 
が 化 

芒 S 


6 t 
2 S 

9 过 

4 E 




が 


在留 靑年 唯一の 機關 
圖書舘 、運動 部 

日本人ち 円年會 

日曠 講演 談話 會 
進 ホ靑年 理想の 圍體 


閑靜 じして 淸 潔なる 

▲貸 室ち 湯巧附マ 

srs. Yoshlno 
132 JLawre 口 ce St. oity 
0 召 " t ミ. 一 接を St- TTei 兹 72 M ミ nigsid 


i 化ァ 


"化 

】 4 

u 1— 

が 紙 

An n 


洋 


目 巧 十四 需 
0 


ご y 一 

食 巧 I 

クホ 十四 町 ！ 

- - 

互' 洋 SI 


£ 


U '、 


を 詞じ凹 円か ほを な > 
じ學を じを 5 じ 襟 校す 
る 巧 あ b、 巧 段 品で も 
をへ 巧 巧 にても を かょ 
b を巧ネ ー 
、、,r け， ッブ驾 化 
こ a A- 能み 校 I 
け Ml? り 謝は まて 廉な 6、 明' 
柳 P’ 細 普は 中が 次第 送 b 何 
川 W が でら を觀を 許す 


御て 宿 を 西 

G24 Lexin 的 ton -Ave. N. Y. oity 

扫 epi ' 0 麻の tro 伍 t 

T^el さ hone Plaza 貧 55 

A •巧携 あら ♦ 


i 


V 





>0. 1：F VCl. 4 


なわた 31 なが me 巧た 妙 imp 巧 


SATURDAY. Mar. 14 化 1914 



I 


ft 

tkr ^ 

4^ 


ぶ 一 


i c ； ん 

I 扔 I 桃 g 
一 ！ 'SY 如 
- e T ^ 


み；！ か 

g d o 混 

•如-^ が r p 

ち r ぶ s 招 曲が 

N 

益 ll | 結 S | 涼 M 

E 載 ST 普 PII.S 

迂^ 3 、s で、 5 9 


w 犯 k .5 が OT $ が N か h 

盛が 化 6; 游 ||祇 




t 


育 お 我を 償 (前金 郵巧 お) 
口-部 金五侧 口々 ヶ月み 一茹： 

S ヶ年 みを 寅 i 

千 九 百 十】 ま ハ巧サ 四日 巧な 監 
薛可 一 

を 巧 兼 編輯 人 甲裴炼 一 i 

發巧巧 巧 育， 新 巧 社 一 

な 育巧菱 ハを 一一 二八 i 
電話 六 四と 一ニ チェ グシイ ー 


魏條 政策と 化剌西 

植 段り 將來 

: n ホず 議の 巧發 ご 共 じ 早 く" ® ぶ がを 

の 不得要領 じで るべき をを 看取した 

る 吾等は 今後 じ對 する 吾欧が 及を 米 

川胞の 方針 ごして 疾 くじ 化 守 南進 論 

を 唱導し、 化 ホを 衆 國找の 排日 的氧 

運に 逆つ て 事を ずはんょ b も 寧ろ 去 

つて お ホ， 大陸に 大 かお 族の 新 運命を 

隅祐 する じ 努めょ と绘懲 した、 時势 

の 推移は 漸を追 ふて 吾等の ま 張 じ 明 

罹なる 漠 書を 與へ吾 政府の 伯 刺 西 移 一 

お獎厕 減ん なる ど 典 じ 民間 賞 業 家の 

i 南米 じ 着目す る 者 次第 じ增 加し、 本 一 

紙の 讀者 中に さへ 俄か じ發 、むして 西 I 

才班 語の 研を じ 取掛ク たを 或は 巧々 

ピ して 資金の が 蒂じ辣 必ずる 者が で 

j 六に 止まらぬ 勢 ほひ どなつ た、 而し 

て 吾等は 化 勢 ほひを 廢一廢 猛烈なら 

巧れ もがた め 伯 刺 西 移民の 巧 留じ願 

巧 じ热 たなる が 巧を 提供ず る 事を 

大 ひじ 快し どす る 者で あ 


を 異にしれ 稱 族は ホ ホ 永劫 彼等 ご词 

等の 地位' じ 到り 難き もの だ ど 思' つて 

おる、 假 じ露國 人お殖 利じ獨 特の才 

能々 玄 猶太 人 じ 同等の 權利 とを 遇を 

興へ たどした なれば 彼等は ま 也して 

出生地 じ 留ま ゎ 自國の 當强じ 貫锁す 

る 巧 蓋し 多大なる ものが あるで あら ' I 

ぅ、 乍 併俗惡 なるお 敎じ鐘 毒され た 
露图 人は 左 棟に 賢くない、 英国人は 
1 自家の 麗 領地から 極端 じ異禪 族を 排 I 

巧し を だしきは 自國 民た る 巧 お 人を 

嫌恶 する や， ブな 沿稽を 巧つ て 居る が 

排 度大學 生や 新進の 敎 巧を 受けた 無 

数の 靑 年が 化 日 女 革命の 寵 斑た る覺 

悼を 0 て 暗運默 がの 間 每じ雲 礫龍變 

の大飛 離を 夢想し つ！ あるろ じがて 

は 安然 不知 顔で ある、 更に ホ 國は如 

柯ど 見る じグ I ズ ，へ 八卜 氏を 始め 闕 1 

人を かば 白妈 優位の 謬 想に 耽溺して 

ちを 人 郁を 米 固な 外 じな 逐せ ざれば 

北まず ミの 慨を がして 居る が錄は 

i 自國民 じして 渐み增 化の 傾 ある 約 一 

千 萬の 黨 人を 如何 じ處廣 せんどす る 


前々 號 をが 織 Q 本 f 證がだ 人は 嘶 わで 5 か、 米 5 人 5 從靈 
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大統領， 少—ゴ ベ^卜 氏 巧手 じ 成った 

r 黑人郁 ど 化 刺 晒」 を 見 逆さな かつた 

であらう、 がう して 理が 巧の 八 巧 か 

I 化 刺 西ほ府 9 逊蒸人 方 かじ 向つ て 何 

等贊 巧の 批評を 加へ ず、：^ 國化治 家 I 

i の 實詔其 極を 紹 かする じ 止めた どい 

一 ふのは 大ひ じかは ふべき 点で あつて 

I 氏は 少 くど も雄來 自家の 懷 抱し 巧つ 

一た 人 柿 論、 巧く は宜國 < の對あ 色 人 

1 補觀 をが 化 米を ホ 國の將 巧に 如何な 

- るが 嚮を 及ぼすべき かじ 就て 思想 上 

砂から ざる 動搖を 感じ、 従つ てボ政 

を W 賞說 をが 評ず るに. 禱藉 した ど 想 I 

像ず るら 强も 無理では ない ご 感じた 

でみ らう、 も ホ 白 暂人视 の異輔 族に 

帮 する が惡 のをは 頗る 强烈 であつ て 

就中 現 時 優勢の 抓 粒に ある ァン ダり 

す クソン 族 並 スラブ 族諸國 段の 間 じ 

一 特に 化が 向 がをだしい？ である、 彼 

:簿ど 雖も人 柿 的 偏見なる ものが 道理^ 

上 化が 人文の 發 逢じ大 なる 降 寒を 及 

^ ず； を 知つ て 居る、 而 かも 彼等は 

威 情の ためじ 自 巧の 大 威力を 仰ぐ の 

明を 懼 はれ 色の 違つ た 柿 族 乃至を 敎 I 


じ 移民の 乂國じ 化て 巧 加され た-^ の 

でぁる、 然る r 移民 制限 法の 胸を 

巧 じ お巧歐 州ょ 6 巧る 移民は 减 少し 

一方 じ 於て 黒人を々 增 加す るら のど 

すれ じが 年 二な 年の 後 お 等 黒人の 攀 

力は ホ國 々政 上の 重大問題 ど；：^ る や 

も 知れ 打ので も 

列強 國 民が 上記の か < 他 迄 白 族 優勝 

の 見地 じ 立 も 道理 じ 背反して 邦家： 肖 I 

年後の 大計を お 却せ るの 際獨 6 其 眼 

あを 太 じし、 其 胸襟を 寬澗 じして 異 

柿 族 おの 血族 的 同化を 圃ら 、两 難な 

る 黒人 問題を 消滅せ しむる ど おじ 偏 

狹 なる アン グ〇 民族の ぷ 夢を 打破し 

史じ世 ホ 文化の 進 ホを 化かす 先驅者 

たらん どす る 者は 羅典 民族の 國 なる 

I 伯 刺 西 おか 國 で：！^ 固 政府の ホ 針は 甫 

ホ 發肢じ 熱中せ る 吾等の 實じ看 巡す 

ベから ざる 破天荒の 快擧ど 云は ねば 

ならね、 吾輩が 巧 進 論の 新たなる 巧 

村稱を 提供ず る どい ふのは 即 も、 化 i 

I 化 族 混を を 恵 ホず るに 外なら のので 

ホる、 

片 氏の 親祭 談じ 化れば 伯 刺 西 國の下 


層 强會即 も歐如 移民 階級 じは 黒白 結 

婚 盛ん じ 巧 はれ、 上 中流 社 會ど雖 も 

化 傾 巧を 是認して 怪しまぬ ど ある、 

おして 然 らば 古^ > て 高等の 文明を 

: 有する 宮 大和民族が 巧 国 じ 移を する 

どら ホ國じ 在る をの かく 異性のを を 

I 缺ぎ孤 濁のを 渚 じ 倦怠の 意を 生ずる 

; もな く 異種 族 どの 結婚は 巧 第 じ 社 

會 上の 調節を 整へ 永住 不變 、繁殖を 

布して 西半球の！ 園 じ 動す 可から ざ 

る菩 民族の 根 藩を 据 ゆる じ 至る ベ 
は 蓋し 疑な き 所で ある 
西 比 巧亞ど 云は ホ巧洋 どい はず、 內 

茵じ 巧つ て 遊食の 民は 善惡 男女を 論 

せず 0 上の 化 ホ じ 開化し、 白人 ど 
黑 A ども 黃 A どもつ かぬ 多 敷の 混を I 

人 碑を 作らし め而 して 後是 等め 海を 

人 補を して 亞細亞 大陸 地ち じ 充滿せ 

しめょ ごは 吾 蛮が 豫 ての 持論で ある 

が化剌 巧の 瓶嫉 混を 政策は おんで 化 

持論 じを する もので 異人 補の なをな 

て 到る 處 排斥 さる： 吾 民族の 正じ乘 

やべき 巧機會 でを る、 故 じ ま 塞は 巧 

びを じ米國 じな つて 不本意の 職業 じ 

從 事し 又は 無意 ホの な浪 生活 じ 泣き 
つ i ある 人々 じ 向つ で 云 ひ 度い 事が 
ある 即 も】 時の 巧 痛を をんで 相 田の j 

資本を 作 b 賤し きか 練い 境 ホよ ら禪 

脫 して 南 ホの 新 天地 じ 自己の 新 運命 

を 開 巧す 可し ど 云 ふ 事で ゐる 


中よ らお 論め 代表者 ごして 木 堂、 愕 

堂、 鳥 山 等 ご 比肩す る じ 足る 丈み 靖 

進を 流を 出さず どは 聊か 物 足ら 《 也 

地 致 お 

A ル 生は 曾て 雜誌 「. a 本人」 じ 現 はれ 
たる 「選な の 巧 影」 なる もの じより 吾 

代議 壬 諸君 巧 八十 餘 名の 面影を 牌す 
るの 機 會を得 保が 謡めば 讀む糕 吾 政 
I 巧 じ 新進 名家を 出さ r るの 巧 因を 知 
浩歎 之を 义 うする もの 有 之 候、 一こ 
巧と 十 名の 巧 議± 中の ホ < は 経歴 じ 
がて は 曾てが 長たり 郡長たら 縣曾議 

一員 乃 ま 議長たり し 事 あるの み、 證量 


庸 一- 


す 


0 朝 岡節モ 
外函じ 化め ぶ 化び しらはら からの 
大か 男での 恐ろしければ 
澤解 する U を なごやか じ 泣き 居れば 

わざは ひの 烏む ねょり ぶ もみ つ 
ま むらす る 文の たはむ れ染 むる まら 

哲ょ 迷への 紫の 色 
がの 手を とらて 君は し 語らへ ど 
慰み まつる さ 口 葉 も 無く じ 
，おの 美 かは た 愚かしの いづれ を か 
眺め 居ます や 吾が 化の 赂じ 


て 巧 妓ど戲 れ相も 獲らぬ 那 長が 長の 
其 極 じて 議瘍じ お 席 致 時候、 彼等が 
新進の 學問 ぁらな 務の實 際 じ 經驗ぁ 
る 政が 委員 じ 愚弄され、 僅か じ r 填 

鹿 野郎 」「 默れ」 なでの 鄙 語を なつて 
餘 情を 洩らす じ 過ぎざる は當 然め義 I 

じ 候は ず や 

A 大凡を 議政擅 上 じ 立て 天下の 経麵 

を 論ん とする 者の 最も 緊® 一^る 資が 

は每じ 自家の 學問ど 見聞 どは あして 
時敦の 進步ど 平行し つ： るら や 杏 や 
を 省る 事 じして 殊に おみの 事情を 知 
悉す るが 腐め 新刊の 書籍、 欧米の 新 
陆雜誌 じは 不絕 目を通す 必要 有么お 

化點 じがて ホ國 のな お 家は 故國 のを 

れど 著しく 其 選を 異に 致が 候 
A 木 堂、 釋堂 両氏は 憲政の 神様なる 

おじて 兩 たの 演說は r 燃 犀」 「熱烈」 つ 

莊嚴」 などる ふ 形が 詞 じて 曾 稱 され 

;お6候 へ 典二十^:^間を通じて のを 

國議曾 議事 速記 錄中ホ 國潑會 上院の 

グ； 卜 、ロブ デ、 ベ ー コン 諸氏の. 破 

說じ 比すべき 程の 價値 ぁる 演說は 見 

當ら不 中 お、 世人は 烏 山の 辯を おし 

て 雄 辯 VJ 申 淚へお 抑揚な く 頓挫な き 

彼の 溃說 はおろ ノべッ 幕 無しの 南京 

を 居演說 ご託す ベ < 先プ 巧て 普 惑の 

能辯 じ 御座 腰 


倫敦巧 業會議 所のを を じ 臨み 「モン 

—ホ義 は 單じホ 國か歐 が 諸 國の米 
大陸 じ 於け る領王 占領を 望まざる 事 
を 患 ホす る じ 過ぎず 旦 をは 巴を 馬 運 
河め 建設を なて ホ國は 英國の 巧じ么 
を 建設 せら どは るは ず 然れホ 英國か 
該迷 河を 使用す る 上 じがて 最もを < 
利益す を 所 ぁるを 喜ぶ の 意が をを み 
おる ものな b 」 ど演說 せし 貫偷 敦電. 

報じ ょらて 當闽諸 新聞紙 上 じ 喧傳さ 
る {や ォレゴン 州 選出 上院議員 じし 
て 運河を 稅潑止 じ 反 f る チェン バ 
—ン 氏は 去 十二 日 一の 决 議案を 提 

巧し ぺ ー ジ 巧の 满說 筆記 及 あじ 關す 

一切の 報吿を 上院 じを 付ず' ベく 國 i 
務省じ 要求す る じ 至れら 


.眶 政界の 人物に 

卓郞 

A 今ょ ら你 二十 五 年 前即も 憲法を ホ 

時化 じがけ る 故 國ほ間 段を 中の 録々 

化る 人物は 自由 黨 じて 大 井馬 城、 里 

I 享 、河 野廣 中、 改進 黨じ ては 义養践 

崎 島 田 等の 諸氏 じを 之 候 ひしが 爾ホ 

吾を 界は幾 夕の變 遷を經 、黨 派の 施 

衰 、人物の 消長 あ 6 しじ も 不拘を 崎 

犬' 養、 島 旧の S 氏は 化然 わる 反對派 

の燒 お、' 彈劾 案の 演說 家と してな 巧 

政 客 中の 花形 役者 じ 御座 候 

A 今や 山縣 、井上、 松 方、 大 殿、 板 I 

垣 諸を の 時化は 化 じ 過ぎ ま b 朝野な 

巧の 雲 巧は 一 じ 山 本、 巧、 加 藤彎諸 

i 氏の 一霸 一笑 じより て 巧 せらる！ の 


のを 職を 赢も 得た る 理由は 其ん 格の 

棠 高なる じ 由る じ 非ず、 其學 問の 深 

速なる じ 由る じ 非ず、 將义巧 謡 見の 

特じ趋 化な b ごい ふじは ホず、 單に 

數十 年間 地 ホのを 共 事 菜じ盡 力せ る 

巧勞の 報酬. どして 議員で ふ 名 舉職じ 

有 b 付きた もとな すを 適當 どす 巧し 


堂、 愕 堂、 鳥 山た らん； を ホむ るは 

其 要が 聊か 重き じ 失する の 嫌 巧 之 お 

A 乍 併 馬鹿の 巧 も 己年 すれば 一二' つじ 

が 成 候、 巧し i じして 眞じ 奉を 盡 

忠の 赤誠を 有 ずるならば 数十を 間中 
央地 ホを 巧 ホす ろ 間 じ 於て 充發じ 国 
政の 批評を た 6、 攒察官 たる 資格を 

具備す るの 餘 おを 有した る ものに 御 j 

座暖 、然る じ 彼等は 不眞 面目なる 生 

活 がか 巧 じ 彼等を して 時代の 進 ホに 

じ 逆から しめつ； をる かを 知らず、 


推 若 原 謙 一二 巧 掏 

引 さる 

^ じ當地 一二が 物產巧 社 ま 巧を たら 目 

下-二 井 銀 わ 重役た る； r 氏は おお 化陈 

輩 化じ關 巧を b 本 H 拘引 さる 

•衆議院 議長 離 

八日 選夕の おお 前 义が大 なをみ 巧 細 
孝氏當 選せ b 

巧 上 二 項 十二。 發電 


_ 

护 4 診察 時間 

地 ^ M 自 午前 化 時 至 同 寸二時 

T か W 自 午后 六 時 至 同 八 時 
d か 2 巧 日曜日 ごが 約ノ 患者 二 限^ 

説 脚 パ こ 厨 見 豊彥^ 


ツ ■■■■// ■•■•ぶ 夕 

I 齒 科 


龍赚韓 ills お 1 


齒—が 與旧淸 吾 I 

か 8 W . 108 t 呂 .， Crrv i 

巧を 001 巨 nbus & 君 anhattan A - ve . j 
た sver si を 黄 (な j 


•露 図の お 備婚張 十二 n 暴 都發電 
じ 依れば 叫 國 政府は 今回 陸軍 擴張離 
I 時 費 六 千 萬 巧 か豫算 案を 議をじ 提出 
したる か 化 莫大なる 攒張费 は 昨年の 


お 國女權 黛 員の 亂巧證 々甚し 同 
|森を領バ ン ク I ス ト女あは化頃义 
もや 捕鷄 投獄され ねる か巧黨 員なる 

ブ チヤ ー ド ソン 女史な は國立 美術館 

内の 名議 r 。 ！ ク パイ、 ベ ナス」 (價 

ホ ーー 萬 五 千 弗) を 手斧 じて 毀 潰し 六 

ケ月巧 入獄 實 言を 受けれ な、 尙词黨 

貴等 の 狼籍 は U じ 益 々 黨文け き渝敦^ 

及が 化のを 寺淀圖 書舘薦 術舘中 じは j 

爲 めじ 一般の 入場を 中と せる もの あ. 

て 證會の 重要 問遞 たらん ごする 形 

勢 をら， こ 

♦ミ 耶强賊 宜敎師 を 殺害す 十 
化 京發電 じょれば 四な 乃 ま 五な の强 

賊は 胡化尝 リヨ-- コ ホー 市を 襲 ひを 

ホに 火を なつて 掠 餐を擅 じし 官設 武 I 

I 庫* 英ホ 人の 煙草 會社等 何れも 巧潍 1 

を まけ 巧 地 じな 住せる 諾 威敎會 のを 
な 師二么 は 殺 茜せられ たる か 强賊等 
は 二 千 名の ク ー ブ I に 掠奪 物を 持た 
せ悠 々どして 岡 ボを引 揚げたら VJ 
墨國 憲政 軍の 敗 化 二 千 五 五を を 
0 て 成る 憲げ 軍の 一隊は 過 H マ ザ 
ラン 港 じ 化る 玫が 軍を 襲 ふて 脆く も 

义 敗し 數 名を 徐 くの 外を ザを く 殺傷 I 

巧く は 捕 劈 どなれり 


Rl 朝 為 I 


巧 



左れば 足 等の 人々 じ 向つ て 等しく 木 軍事 费じ 比すれば 一二 御の 曾 加 じして 


勿論 普通 經常叟 な 外の ま 出なら ど 


時化 ご一變 したる じ 民間 出身の 人物 豫算 案の 研究を 爲 すべき タイム じめ 


•英國 ホ 曾 有の 海軍 擴張千 九な 十 
四 年ょり 間 十五 年に まる 迄の 巧 翻 海 
軍 豫算は 二 億 五 千と なと 十 おおが に 
て 前年 じ 比し 一千 S 百と 十で 一 こで 甫 
が 弗の 增加 じして ぷ のかき 大渡 張は 
同國 海軍の 歷史 中を て 無き 所な b W 

尙新 たじ 建造 さるべき 軍艦は 甲鐵お 

四、 小型 巡が 黯 四、 驅逐艦 十二な む ど 


♦米國 上院 どを 巧 ホを 使の モン ロ！ 

ま 義演說 駐英 ホ閱 大使 ぺ！ ジ氏か I 近 じ燒棄 したる 形跡 あら 


ブィラ 將 軍人 民の 郎產を お收ず 
山賊ょり 憲政 軍の 大 おじ 成らた るブ 
ィラは チ ワ \ 巧ち 領なホ 巧盧の あの 
手を 出して 入 民の 則庸 をを 化しつ 
あるか 首領 カラン ザは 化 巧爲 をな て 
一般 のな 威を 誘起す どなし 軍資 化 給 

の 目的 0外 漫 b じを 化す 可らず ごの 

命 かを 傳 ふるじま b しか プ イラが 首 i 

領の 命み じ 傾 事す る や 否やは 頗る 疑 

1 邸 じ 麗し 不遠兩 者の み 裂を 見る や も 

難 圆ご尙 ベントンの 巧體は 銃殺 後附 


§1 を自 人な 上 ノ宴會 二 適スグ 大廣間 アブ® を 具 一切 最新 
^ 式 室 內淸潔 紳± 諸を ノ宿治 二 適 ス @夕 年 ノ經驗 ヲだス 

の 

轉 

ド W 
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左記 六 造 じて シャ ト少 
巧 港 間を 航海し 隔遇化 
耀 U 午前 十 巧 シャト 八 
を 出 化ず 
▲述巧 

シャト 横洛 神巧閒 
一等が 十 弗 
1 二等と 十 お 巧 1 
が シャト^ 巧词間 i 
1 等 巧 十五 巧 \ 
TJ 二等 八十 弗' „ 
か 一一 專四 十二 粟 五十 邮 I 

•北 A 但し ニユ ー ョ ー ク は！ 

化 U 陳ょ b お H 前に 
T 御出發 がと 巧 お 一 
丹 波 化. 一二 巧せ 四 
をが 化 四 巧と を 
佐 渡 化 四月 廿 一 
橫淆化 ぶ 巧 五 円. 

5 郵船 會脯 I 

シャト^ 出張所 i 
切符 か 巧' お S が 社 


〇 御 下宿 

こユ ー ョ！ ク巧西 六十 四 了 目な 廿 

. 1 當 電話 コ 。ン バス SOO と 

やまと 觀藝財 

▲球 睹娛樂 の 塞 設備が 之淚 


武巿岡 野 8 

自曲 亭^ 


即席 御料 輝' 並 御 下宿 


ん 


ま 幹 山 困鋪牛 

II ドン チキ 

义國 唯一、 元祖、 を 看が の 邦を 
滞稽雜 誌なら、 讀み 度き 奴は 
が 仙 出して 腹の 皮を 破れ 

シャト 於、 ドン チキ 社發巧 

觀 なお 次 巧 

新 育 新報 社 巧 を 狸 




大 

正 

一二 
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I おぶ 電報 

.•海軍 贊讓 

な 族 おを 員會じ 於て ( 九 U 殺 ) 

ぶ 族招豫 舞を 易 食は 本 U 海軍 I 

省 豫算に 四千 方圓 

I の乂削 おを 巧 ふべ： み雜 したゎ 山 本 
けがる 大削 おを 0 て 阀巧計 

I 墓を 阻番 ずん ，大 なり-こし 搞 < が講 

てる 所 ぁらしら 目的を 達せ ざら き、 

k 滞 SS は 一二 千万 圓の 

削み - レて 遊 U 衆議院を 通過した る も 

I りなら 

1 •對米 問題 質問. 

r 議 類に 續發ず 

本 H の衆畿 院讓攘 じが V - 豫 をの 如く 

帮乂閒 题じ關 する 赞間 ぁり 大か 選出 

j の 石橋 爲之助 氏先づ 起って 化 ホが 人 

み歸化 樵を 論じ かいで 加州 リバ サィ 

I ド掉 住を 子眞成 氏の 歸化權 お消し 訴 

一 訟じ關 して 巧 閒を發 しず 嚴 しく 政府 

一當 おの ホ かぶ 总 見を 間 ひ 詰めた るか 

一ぶ じで 葉 親 選出の ホ冰勝 おを おって 

; 加 挪問趙 は 今り じて 旣 じを 着せる も 

，"なるやむ やを 問 ひじじ 最 おの 一 左 

荷 題た る 巧哇巧 童の 巧 民權を 否認せ 

ん VJ する ホ國 政が の 方針 ご 么じ おす 


•山 本 OTU^UJ 

ぶ ru は 最早 薩闕 海軍の 時化は 過ぎて 

椎を衔 が ザの 時化に 移つ た 灌兵衛 ご 
て も 筋ず ばか b で薩 隅の 命脈を 繫ぐ 
孽 のか 柯じ必 細き か 位は 疾 くの 昔 知 
n ないて 牌 . る、 を：- で 巧知 じ援 けた 
彼は 副官 時化から 部內の 誰れ 彼れ じ 

目星を つけて 竊 かじ 吻 色した 結般先 
なて お 腺、 山 巧 松 本、 岩 崎、 み 四 人 者 
の 引立て じ勉 めた、 之れ か 世間で 啥 
しく 言 ふ 權を衞 $ 四 天： 一定み あ 
勸海 をした おでなければ 解を じ 吁 
ねの が 不义悼 どなつ て 巧る じ 拘らホ 
化四乂 者は みを 聪 籍じ路 ぃてから ザ 

をな 上 も 陸上の 勤 おじか 6 して 巧た 
巧で あるか 自み S 都合の 好ぃ 所がら 
拔 樵して 自 かの 退任 後齊藤 をが 後ち 
に 山 内を お 長官に 松 本を 艦 政 本部に 
拋へお 崎を 英國じ 留めて 海軍 鑑政本 
部吳 工廠 ビ、 ァ雨祉 間の 聯絡を な b 
i 自 みは 蔭から 糸を 繰つ 1 懷を 肥やす 
方を を 化る ピ耐時 じが 巧を を も自巧 

切ら 诞 はす 道み じ 化つ たらので を ^ 

藤は 骗 岡、 山 內は廣 島、 松 本は 鶴 幕： 

お 崎は 食が ど 云つ た 工合 じ お 身 地が 

飛び離れて 居て 薩願 どの 柯の關 係 も 

なく 且つ 四 人 ども 相當 S ' 才幹 あるを 

で裴 巧は 何處を もを ず 無 蓝の樣 じ 見 

へる が - r ; おか 權兵衛 の 一筋繩で 巧 か 

の 所で 一' 减 人の 菊 点た 知ら 拔 いて 居 

る 彼が 巧み じ 世間 體を裝 ひ 殺 內の不 

: 牛を 巧ぐ 巧手 段 じ 外ならぬ、 海軍 將 


I 議 おにを き 正副 鎭を义 び營藥 稅廢化 i を歐 打し たれば 加 贺化識 十の 面 上よ 後は 巧總理 大臣 0 下 じ 政 ま 貪 內閣を 

を 提お者 等 じ 右の 經 逝を 陳晴 じあび i ら 卞ット が 化 染み おでが はつみを な 形つ くる ど云ム 相談 繼らた 6 : 
たるし 持 獲 巧 じ 引返し 巧を の 演說る 1 つて お 田 化 麗± の 頭上 じ も-つ 鐵を 

ら 何れら ホ 巧のを 氣达 じて 暧稅の 目 i 見舞 はれた 6 化樂 巧に ザ 衛な大 じ 驚 i 


的を 赏 徹せん 樂を 申を せ 二 時 散 巧せ 


る 外が 當が のぶ 見を 質 間し かじ 神が おの お 擢振じ 就き 兎 巧の 非難 もない 

川縣選 おの 小 泉 父二郞 巧は お 巧 外相! 

が 外を 方針 演說の 巧 おを 豫め國 を 卿 

一武 常を 氏 じ 巧 本 せら ど 傅 へらる； 拳 j なつて 居る VJ 某 將官は 語れら 

:實の 有無 じ 就き 猛 恐なる 質 間を なし 

たる か あ 巧 外相は な 上 一二 巧の 質閒じ 

勤し 何れら 普® をな て 回答すべし ご 

の 答 辯を なし ホう じて 議谣 みむ 茶を ; 

濁せ b 


ではない がが 点は 用意周到を 極めた 

もので を 易 じ禮樓 が岀ぬ 出ぬ 仕組 じ 


•廢 稅を鹽 有志 

會大 


營樂 巧を 廳じ關 ずるを 國 をを 犬 曾は 

. 九 H 午前 十一 時 精 養 巧 じ 開宵當 U は 

♦ 鈴 木 ホ 計 中 監化獄 さを お 軍部 巧 I を 地方 化を 者を 併せ 出席 . 若-二が 余を 


爾惡 事件の 粮源 頗る 深 きらの i かく 

_ 飛火 四 力 じ 到り 鈴 木 ま 針 ホ監も 本日 

I 軍職を 媽 奪され 獄に投 せられた b 

•閣員 曼迭 .ホ 日璧 

な 旧 司法大臣 驚 去の おお 踰時 司法 大 i 

お 兼 巧な b し 义部大 困 法學傅 ± 奥 田 

義人 巧は 周 法 大巧 舉巧 どなら 其 後 巧 

して 衆議 院議を 大 岡脊增 一 

巧 親 巧され たり 


ご 


J4 


本 最近 信 


じ 及び 中 野 武營氏 座長 席に着き 大喝 

巧の 內じ ぶの 决 議案を 可决す 

决 '.議 

營樂稅 は 最大 惡稅な 6 を國 ち志大 

會は盟 つて 之が を廢を 期す 

尙 中を せどして 

一、 吾人 關 志は 營業 稅を廢 案じ 反對 

する 代講 ± を 再選せ ざる 事を 體ふ 

二、 右の 趣 恵 じ 基き を國を 代表者は 

其 地 選擧區 じがて 之が 實 行を 期す 

る 之 

滿谋 一致 之を 可 巧せ えど 同時 じ 有志 

をな 數十 名は 盛が 錫 氏の 先導 じて 衆 


きな じ 兜漢を 第二 一を 員 おじ 种し 込め 
一' ぶ據爭 商に 急報し たれば 攒 事は 刑 

掌を 隨へ 自動 单 じて 離け つけ 赚 調べ 
め 上檢事 おへ 讓 送せ しが 化 者は 神 旧 

S 崎即 み ミ ^ ク ホ）^ の击人 じて 政 

ぶ 會の壯 ± 大野 重 次 ( 化) どる ひ檢事 

の 審問 じ おしてな を會 から 賴 まれ ま 

した ど朋言 ゼらピ いふされ ば 一岛ホ 

憩 後め 委員 會は層 一 唐の 汾 機を 祕め 
奥委貴 長の 顔色は 蒼白 どなら ブグ々 
一々 とふる へ 油げ み 流し 乍ら 態 ど 素 知 

らの 顔を して 講 事を 進 巧せ しめん ど 
する も 化黨議 吾は 决 巧の 窓を 壤 まじ 
< 藏 原 巧の 如きは 巧 棒 4 点 室 じ 入 
れる どは 奇怪 千万なら 斷 じて 斯る不 
神畢 なる 議攘 にて みを 取る 巧らず ど 
いひ 泥棒は を 骨 長 自身が 入れた ど 舌 
ふ 話 ピど委 具 長の 卓を 叩いて 詰めを 

れじ才 お 氏は 權兵銜 の 外 じが 棒 ぁら 
ど 絕 叫す 紛然 騷然委 貴を が 職し ろご 
お嗚 るを 腹を 巧れ —- ど. 血を を變ず 


らご 

♦御 救恤 を下赐 

ース！ 二で 厨 な城縣 
一萬圓 福 ■な縣 
一 さ辛圆 巖モ縣 
二萬圆 化 お 道 
二方 圆 靑森縣 
六 千圓. 山形 縣 
化. 千圓 秋田縣 
右 を 歳 凶作の 尴聞 巧され 嚷 上皇 
を 兩陛 •下より 救濟の 資じ充 つべき 巧 
御沙 化々- りせられ 十 H 渡邊 か：！ 化を 經 
を縣 かおへ 恩贼 をを 傅を したり 

♦南方 派 旗舉げ のぉ肢 陳が萊 、載 I 

天 化は 一巧 未より 大速化 ホ じ 侵入し 
ちた るか 化 巧 じ まら 部下 一二 十 あを 窃- 

か じあ 滿を地 じみ 彼し 大ホ を擧 げん 
ごした るより 巧官 おは H 专國 巧を 審 
し 且つ 我 勢力 飽 踏みを 媛 亂 ずる もの 

ピ 認 め て 該ー ニ 十ぁをを-:^-車驛或は冀 る 者ぉ然^^を內は 戰擒の 如く貴巧院 

よらら 殺を 聞いて 驢ら みむ おみ b 本： 

議をじ 入ら •さる 前旣 じ殺氣 なじ 満も 

たら. 


印 じて 巧 ホし 义 我がな 民 中の 銃 施 商 I 

におし 一巧の 取引を 停 化せし 社る 等 

高壓ホ 段を 0 て 一擧の 下た が 計 墓を I 

擊滅 したり 化を 叢の 大略は 巧 柬縣を 

も領 するど 巧 じを ホ領ぶ 化ょ b ) 時 

じちを 起ず じなりた る もの； 如 <陳 

載 等は 頗る 激昂せ る も 別 じ 取る ザき 

手段な < 近々 再び H 本 じむ 命ずる の 

外な からん 

♦山縣 るな さる 小 田 按を稀 庵じ靜 

を 中なる 山 縣柩を 院議を じ對し 十五 

を 中 よら 特化を 發 せられた る やじ 

をは 近目 餘巧參 巧の 上 時 « 問題 じ 

踞 する 御 下閒じ 奉答し が瞎 なじよ b 

は 山 本替が VJ も會 見すべし ど 


♦が 桐 大盛殖 職 海軍 部. 内の 硬骨漢 

どして 名 ある 海軍 ホ 計 大監が 桐 酉 次 

郞 巧は 收胳 問題 勃 發なホ 絕へ中 某 ホ 


面 よら 裔赃を 受け 居らし が 遂に 本職 

をを せられたら ’ 


壯ホ 委員 會じ閥 入す 十 •立 日 衆議 

おじ 於け る 騒 挺は 未曾有の 事な 6 盤 

が 案 委貴會 じ 於て 討論 じ 入らざる じ 

旣じ 討論 あ 結の 動議を 巧し あ 委員長 I 

は 之が 採 ホを 取らん どせ しため 大紛 

摄を釀 し 民黨の 高木 一益 ) 藏 原、 才贺： 

黒須 、高 柳 氏 等は お 委員長の 許 じ 詰 

めかけ) 方 政ぶ 會 議員は みを 員 長を 

擁護して 殺氣 立も喀 々滞々 何が 何 や 

ら をらず < 1 しも 奥 委員長の テ ー ブグ 

が顕 覆せん どせ る 一刹那 政黨 事務員 

の 徽章を 巧べ る 身の ホ 六尺 じ 近ら ち 

おの 男鐵 拳を がつ て 同を 會化簾 ± 加 

資卯么 をの 右手を ムン ズど化 b 顏面 I 


♦本願 寺の 大 改革' 役僧 五を 拘引 さ 

れて拭 ホ 未 前の 大 疑獄-」 して 紛搔を 

重ね ホれ る 本 派 本願 ホな 革 間 題は 巧 

後 着々 進行し 新內 厨の 組織 じょ b 穂 

弊の 一掃 じ從お 中なら 

♦政界の 觀測海 粟 腐敗 問題 二度 お 

て 山 ネ內閣 はを く 其 威信を 唔 しま 

只 首相 山 本 化は 喃 b 附ホ繁 ー ホの 

人なら 是 まで 腿 迫じ應 迫を 加へ たる 

政ぶ 轉を 今は 宫己只 一の が 譲 者. ど賴 

み 近頃は 大凡 政 友會大 おの 要求 どい 

へば 下 じも賴 かずして 么 をなる！ 

いふ 現を 沙ホ G ら 、某 大臣は 伯は 流 

おは 現を をの 開祖な b ど 霸 藍し 居 b 

I 併な から 化 期 じ 及びての 見を しき 嘴 

附き ホ義か 巧を 奏す 可き や 否やは 

疑 間なら ど 語れ b 

兩 一一 一日 巧 山 本 伯 ど お 氏との おじ 巧 か 

の 重要なる 率 柄を 協議せ られつ i あ 

るは お ふ 可から ざる 事實 なら 或 人は 

一 伯は 豫算の 通過を 機 どして お 職し せ； 


斯る媒 を じ 於て 必や 引を じ 出さる 

は寺內 伯、 後藤 巧 及 巧を の强黨 なれ 

で」 も是は 世評 だけ じて 實際 彼等は 愚 

早 政治 阐內の 人 じあら や寺內 伯は 固 

ご 政 ま 曾 ど 多少の 緣故あ b たれ お 
昨年の 陸 取 問題な 來お巧 等 どは みお 

相容れ ざるの 間柄 こなり 本巧狹 費な 

る 伯は 昨今 益々 非 政 ま 曾 熱を 高め 辟 

れ b 後藤 巧 じ ま 6 ては：！ ハ 之れ 疎な の 
をお大 のみ' 厥 巧 もが 藤氏 も 化 人 じは 
_餐 つまみなら 

只 巧 じ 近き 縣 巧め 問題 どら 見る 可き 

は 山 本 おの 退却の 態度なら 正 當の贿 

巧 よら 云へ ば 其 政る たる お 巧 じ內闢 

を 譲ら 渡して まるす き 常 なれ ども 原 
氏 よらは 寧ろ 加 藤 男じプ n バ ビブ チ 
をし ど 語れ 6 眞僞は ホ だ 知ら ざれ 
でも 山 本 伯 ご 加 藤 男 どの 間 じ も何络 
かの 消息が する 事は 確かなら 

♦ 温泉 ヶ嶽 の嗚勸 十五 U 稷隨 よら 
灰 降 b 巧 曇 6 肥 前國温 お激頻 らじ嗚 1 

動して 絕 へず 微震 あら どの 電報 あ b 
後藤 長 崎測极 所長は 十五 a が 急行せ 
ホ だ 差しね る變 動な きも 島 巧 地 ホ 
人 > む 掏々 た 6 A 別報 肥 前 闕高ホ 郡 
小 慾 村 じて は 十四： a 午後 十 時 頃よ b 
十五 U の 夕 劾 じ 甚ら數 回の 鳴動 及邮 
f 霞 あらが 踪 おじても 十五 日 午後と 時 
頃 動搖を 感じた るが 異狀 なし 縣廳。 
ては 瞥察邸 役所が 役 煤 じ 注意 馨が中 
じて 化を 課よ b 蠻 部長 崎 測 お 所よ b 
所を 十六 日間 地 じ 急巧溫 泉嶽じ 上れ 
( お 崎 電報 ) 
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赢 日本 巧 纔車觀 船 
切符 取次 黏細 i 


て 十四 H ゥ巿を 去 b ブロ ピザ ンスブ 
ラ クン 大學じ 二週間の 講溃を 試みら 
れ イエ！ グを經 て 御 地 コ 日ン ビア 大 I 

學 じても 潍演 さる 御豫 をの もじ 候 ( 
ラ！ ク大學 よ b ) 


シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 
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、ナンデーゴ愧覺會特許權 明年) 

IH 1 H 午前 零時 お年^ 號 巧を を閒じ 

I 南 加 サン デ I ゴ渚 じがて 開 傭す る 岡 

; 博 覽曾宵 社は 豫て 日本 政 巧 ホ じ實業 

家 じ 向つ て おお 勤 誘 中なら しもを 隣 

じ對 する H 本の 輿論が 悲舰 的なる よ 

到 お 其 目的を 達し 轉 ざるべし ど 巧 

越し、 今回 H 本 出な、 賣 巧を 店を 始 

め ダ— ム類 一切の コン セッションを 

I 凌 潘大挪 商 旨 化柴旧 德巧郞 及び 前沙 
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j 渡邊四 郎の兩 巧に 树を およらが 輿 ず- 

る おどなら たる も、 肉に 衬憐 覺會は 
I 中々 の大 仕掛 じして 桑诞大 がよ b 僅 
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i が 乃 弗、 乂燒 者豫算 お八 百 萬 乂化ご 
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巧 券を 受け 過般 五： 円 巧の が 證を じて 

释 放された る 印度人 化 五名は ま 十一' 
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の お 間 便所 じ 這 入る や 不恵じ 四 人の 
が 太を 現 はれち 無を 云は せず 背後ょ 
b 身勸 きも 出 ホぬ 巧 抱きを み ピスト 
グを 差し向ける 代-^ じ 前の 媛を 搁み 
金を 出さ わじ 挺 6 潰ず どを かした る 
が、 が 太を 等 じげ 永 流して 儲けた を 
をム ず---^ 奪ら れ るのは 淺 なな b ど 
思 ひし も 兩を持 もの 雪隱詰 じは 遊げ 

據 なく 終に 廿弗 ばから 入の 財布を な 

げ おしてな 摸 入ら じならし どか、 聞 

が 如ん 任 近頃 下町 邊 b じは 化禪の 

新案 雪隱 詰が 大み流 巧し がる 樣 ずな 

れば將 お好きの わ ホは お 要必— 


♦山 巧浩次 君は 繁 一二 怔過 H ホ 巧 俄 I 

を じて 競技 中な b しビ リヤド コンテ I 

ストめ 結果は ホ ッピ！ 氏 第ー サツ ト 
ン氏 第二 山 旧 氏 第ー ニス n ソン 氏 第 四 
ブ マン スト 氏 第五 じて あを 吿げ たも 


♦懲 領事が 夫人 歡迎會 目 本 お樂が 

員の 權 ほし じか {る 词會は 去 十一 

開 値された るが 最初 じ 髙峯會 長の 微 

迎の辭 、飯 烏 総領 举の 咎辭あ b 次 じ 

餘興 どして ホ 人手な 師 'の 妙技、 假聲 

を 等め 6 出席者な 餘あ 非常の 盛 巧な 


々'厄 か拖 まる 社を 的 動物な- 


大審院 巧畢 磯を、 司法 省 输掌地 旧 
あみ 郎 両氏は 過日 欧州よ 6 來着滯 
化 中な りし か 本！：： 出 發歸朝 せら 


ご 結婚したら 

•巧 胞の巧 生 ± 開骗 ずに 止宿が* 
b し 巧 上 信巧郞 なる 人は ニユ モこァ 
じて 二 カ ボカ 病院 じ 入院 中なら しか 
去 十一 目 巧 十二時 遂に 巧ぶ せ b ご 

• H 本 乂大义 資本 紙廣吿 じある 通 
ゥォ！ ス衔の 岩 田 氏は 泣 本 义の大 
々的を！* 買を 開始 せら 


よ 


主 


東京 第一 中學 校を 川 旧 正徵氏 
過 H 歐 州ょ b 來着 

山中 商會支 巧を 牛 逢 第が 郞氏 
去 十二 日出 發歸 朝のを じ 就け b 

♦大お 朝 H 社員 高沒 氏は 豫て獨 逸 

じ滯巧 中な 6 しか 歸 朝のを 過 U ホ 寿 


が 本， 


參 一一 一井 物產會 社員 小柴饒 氏を 巧す 
刊 巧は 前 月 ホ 社用を 帶び墨 都に 挪巧 

中 急性 肺が じ 罹ら 去 五日 間 地 じがて 
を 死 せら 


大安 賣 

A 五 千 優 着荷 
ち 斤 じ 付 四 弗 サ五仙 化 
四 巧 化 

一二 弗よ 十五 仙 化 I 

.一二 弗 ホ 十五 化 

をを 禪 大贩賣 、巿 '巧は 御 一報み 第 早 i 

速 御 送 附可申 上、 巿 外は 運送料 申受 
け お 岩 田. 

一 萬 Worth 空. 夕 Y . 、 rel . 马弓 th 14; ま I 


ンス トタン 


k 賣 

ド 渡し 


商業 欄 


一日 十五 六 弗の 収入 ある 巧を 巧、 歸 
面 じが 大 卡急賣 渡し、 夫婦 者に 適當 I 


二 時間 じして 達する 夏 裝にま 那抖一 實化御 一寛の 上 相談 あらたし 

叫 》 ^vest 巧 さ ry 望 . New Wei rk 


♦お 藤 博 壬 消息を お 教授 佐 藤 博 十 

は アマ ー ス大學 じ 講演を 終らと 日夕 

六 時秘馨 ヘック グ マン 氏を 随 へて 入 

巧、 クラ ー ク大學 大學院 學生义 巧、 

i 掘、 影 山の 云 文 學± ホに 同大 學院學 I 

蛋ロ ー ランド 氏じ迎 へられ ホテ片 

ーンク C フトじ 投宿、 去 化 H 築 一巧の 

i 講演を 終ら おは 搂長 ホ！ グが ± の 邸 

宅 じ 開かれし 必禪 學のモ ミナ ー じ 出 

席され 廿餘年 前 ジョン ッ ホプキンス 

大學じ ホ ー グが ± め 下じ學 生た b 

おめ 檢舊談 をせられ 慎 巧 二网は 水曜 

じ 第ー ニ网 はを 曜じ講 おさるべく あつ 


靑 年を 雜 話が 十四 H 午後 八 時ょ- 
日本 鐵道院 技師 笠 松眞郞 氏の 「實_ 

業 じ 就て」 及 帝 大お巧 佐 野 陳± の ru 

本の 近 現」 ど 題す る 講話 ある 由 

@ ダユ 3 ック博 十， の 講演 五み 移 段 _ 

乂國 謀を 0 て 有名なる 帝大及 巧都词 

を 社敎授 の词博 ± は 巧 十四日 午後 八 

時間 腕の ため 修道 會じ 於て 一 煤の 諸 _ 

演を 爲す尝 なら 


视 及洗灌 所を 開業す る 巧 適地 ぁ b ホ 
だ 同業者な し (姓名な 社- 
A 家 其 一切 講 入した し (化 社ユ ムヶ) 
•雜貨 化を 關業 ずる 有 聲夏褚 を网旋 j 

被 成 下 度 御 面 會の上 相 當の御 禮可化 
候 (巧 神 中 某). 

紐 育 新報 社 


g 至 下宿屋 賣 渡し 

家具 一切 お 調、 球據 電話 
の 設備 あ b . 

を 現 化の 儘大 ま急賣 渡し ホ 望の 人は 

本社へ 御巧談 あるべ L 


高見 ド クタ ー の 慶聲岡 夫人 じは 

過日 女子み 娩巧子 共 じ ま 極 健を 


化かな 舒 恵の 少い男 大行寺 某な 

る 巧は 過日 巧 お 領事館 じ 巧ら 飯 かを 

へね から 日本へ 送ら 還して 吳れピ 迫^ 

り舘員 諸君ょり 飯げ 廿五侧 宛を 徵 を 

して 歸^巧 < 事每 日の か < なら しか 

館員 諸君 も 五 巧姗 くて や b 切れず 化 

程大眼 玉を むき 出して 追挪 ひたる じ 

二 一二 U 經 つてから 圖 々しく も ノホホ 

ン どやつて ホたら 「貸は 警察 著の キ 

ャ プブン じ® 會し 大使 舘か 領事館 じ 

電話して 歸國出 巧る やぅ 化 話を 賴む 

ど 言 ひし じ ゲド アゥトを 頂 載せ b 併 I 

し自 をは 何 處迄も 日本. 臣民 なれば 總' 

領事 舘の手 じて 是非 歸國 さして 吳れ 

ど」 申出で 更に 新ら しい ゲド アウ 

ヒヤ をを つて 立 ホり たら どは さて々 


大 倉紐當 地？ おを 高木 闕 一氏 歸朝 

氏は 今 固 東京 本店 機械 部長に 轉巧急 

遊歸 朝を 命せられ ホち 初甸げ S 地 出を 

十一 日を 灌發 地洋义 にて 夫人 词伴歸 

跑 す々 尝な bw 


矢 島、 福 井 巧 氏は 六ち 頃 歸朝當 1 

地 掘 越 商 曾 支 巧 支配人 矢 島 俊 ま 氏 並 

高峰 隙 ホ 事務所の 福 井 氏は 柯れも 家 _ 

族 词伴六 巧頃歸 朝す る 街なる が 福 井 

巧は 東を 一一 五 ハ 株 ま會社 詰と なる' ぺ 'く 

矢 島 氏は 巧び ホ义 する ホな b 


. 豫吿 
第二 回 新. 育母國 
訪問 團員 募集 
畫前ホ 曾 有大盛 

典郞 化ぶ 拜觀 ㈱ 

A ホる かち 下句 當地 お發 翌年 二月 

ホ巧歸 米の 訪問 脚 員を 装 集す 
▲規則書、 裳 集 人員ぎ は S 月 一 H 發 

表す 

紐 育姆國 訪問 團 本部 

’ 新ち ホ 第 六 街二參 八. 

キ催者 林 富 平 


♦數爲 君 じ吿ぐ 君の 勞働 組を なる 

もの じ 願す る 投書は 面白く 巧讀 した 

9 ロハ 巧が 餘 ゎじ 猛烈 露骨を 極め 殊に 
他人の 名 擧を損 ふの 怖れ あるを 0 て 一 

此値じ 巧 載す る 能は やを じ 巧が は自： 

己の 貴 任を 明か じする 必要 上 直接 巧 

社 事. 貨 のな 無を 證巧 ずるの 要 あら 


►度 巧鑛氏 お婿逊 H 髓が テイ子 女 _ 


.謹吿 

小生 今回 巧 用の ため 一時 歸朝致 候に 

付て はか 生お圾 のを 命が 險じ關 する 
用務は 不巧 巾ニユ ー ョ ー クを 命保齡 
會社誌 柳お賓 不一 巧へ 器 曠致辑 お 

追て 出發じ 際し 辱知 諸 若へ 一々 巧 

趨の上 御 お 楼巧ホ 上绪の 處行季 が 

々諸事 不任宽 乍 略儀 欠 瞒をお 

早 川 保次廊 



■.■..ド K . い. 卜 CC 卜 一 賢 も お ド！ iu 養. k 良 h 茜 去 ミ 早 飞-が 良を L 一'.- 良 こ-'. . r ら .トト- ら 
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A 人物の 如何 じよら ては 相當の 資本 
を 貸 巧ず 

攘 巧は デラ ゥユャ 河の 上流に て康出 
物を 大都會 じ 送る 便宜 多し、 一名 じ 
ニニ ー英 巧な 上 貸 巧し、 リース は S 年 
或は 五 年 じても 巧なら、 若し 買 化 ホ 
望の 人 じは 一英 町 サ五弗 よらな 五十 
弗 迄 じて 多少 じ 不拘貴 渡す、 農具は 
相談 じより 貸 巧し、 お樹 植付、 養鷄 
密嗦 飼養、 養豚、 現 牛 等 じ 願す る實 
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チ ゴ裁培 じ 適す 蹇鷄 ホ 望を じは イ 

ンキュ ベ ー タ！ を 貸 巧す 希望を は 
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ご 一 

年 

hi 

巧 


四 


黏 


青 


觀 



巧 

二- 

十 

A 

號 


稱 感 

巧フ n ブダ州 

佐 藤巧嶺 

承 前 

さぅ した 鶴を じ、 純な 必祷で 自然の 

を 眺めて 0 

やる 綱な きせ ホの 嘟 もを、 一' をのな 

らぎ 一水の 流れ じ 託して、 咏 嗜が啸 j 

を やる 〇 

をは 詩人の 愚 巧で あぇ ど 云 ふか も 知 

ら 0、 然しな 共の 詩境の お 象は 爾 'か 

I -.-- 貧 菊なる、 超 世間 的の ものでは 

なぃ 0 

我等が 眞實 なる、 生活の なょ 6 叫ぶ 

複 まじい、 現實 生活の お嗚 である、 

I 假ら にも 〇巧 等が 詩 輿は H 常 ホ活を 

1 お 離 じた、' を带 たる 〇遊戲 的を 樂で 

なぃ。 

H 外 や 〇田卷 五 慕 君の 御說 では ホら 

ますが 〇 

乂藝は 高等 遊 おの 遊戲 である ご〇斷 

言され たけれ でら 0 

をん なお 想は 過去の 因 巧 じ 旧 はれた 

ホい 頭の 人達で ある 0 

ザ {巧 新年 號の 紙面を 締 つた (罪の 吿 

: CE ) け 〇假初 じら、 遊戯的 脯 俄の 吿 I 

白では ゐ るまい 〇 

b 考が 淡い 過 まのを 憶に 化み 難き、 

; 身 じつ まさる；、 悲 おを 搞 威して、 

僞ら ざる 罪の 吿 白で、 J あるまい 欺 0 

i 释が どし；」、 過去の 罪業を 悔悟す る 

一 ど 云 ふ 華は 0 

骨き 生かの 自覺 である.、、、、 を 

して 尤も 巧ら しき、 態 巧で ある 0 

さるに し. しら、 五 梁 巧が 從 ホの 半： 張 

:の 如く 〇义藝 を遊戲 のじ 巧ぶ、 む々 

; しい 虐 爲の吿 白で あつたなら じ 0 

|巧 が 文藝觀上 の す眞面目；；*る 態巧じ 

比 叫 威す る 歌は 出 巧ない 0 

常 じ 化物め 觀 照は、 作者め 幾 術 的 ぉ 

V むの 倒 彩が なけれ にならぬ 0 

:义 藝は决 し； し、 槪 念に 阿 はれた お戯 

ではない 0 

ぶ藝は 我等が 眞 賞なる 生活の 吹ぶ き 

，ご 戚潍 を淺術 化した、 建辑 であら わ 

ななら の 〇 

I を こじ、 我等 か 見逃す 事の 出 巧ない 

を 巧 剣 造を 齋らす 唯一の 詩 おが ある 

のでけ ホるまい 獄〇 


囚人 閑 誰 


カ ホ チ カ州ゥ ユ ザ1フキ！グド巧の 

監獄 じて は 巧々 囚火等 じ 彼等が 物せ 

る咸想 錄樣の もめを 集めた るみ 雜誌 I 


i を發巧 頒附し 彼等 只 一の 精神的 娛樂 

じ充 つる 由、 化閒じ 知られざる 化 巧 

I 行 物み じは 流石 じ街氣 がきの、 をは 

I 眞 率、 あるは 唯必磊 々有らの 儘の あ 

をを 發 まされ、 一讀！ 一一 嚷じ 俺す る 
め 稀なら ずと 云 ふ、 左じ褐 ぐるは を 

婆 じ 强の絕 へたる 終み 慾 役 ーニ〇 と 
を 囚 ど 云へ るが 「誰かの 言舉 J VJ 題し 

此 頃の 閲 誌上 じ 載せた るら のじして 

化转ふ ィレ 新 育 サン 紙上 じ 現 はれし を 

譯 おせる ものな り 

年は 一二； 白 六十. 五 H な りご い へら 
我等は ク< {义を 信す る 者な 
I 自 がの 化を は圓 ろし w 聞く 

人間の 世を も 正方なる もの じ 非 じ 

一 洒場春 煤は 機嫌 所なる じ 白 測 許 b は 

i 危换 所-こか や 

巧 等は 最前 踏み 過ぎ 巧れ ら 
ペン (筆) は劍 ょりも 威 あ b どや 
化處 なる ペン {監'} も 正しく 然も 

愚す る时 をは 錠前 郁 VJ 人は 言 傅ぶ 

我等 間 志は 錦 前 司な ど大ぶ 姻らの 

機 b もど 笑 ふ 

ンは 命の 揺なら ど 人 あ ふ 

我等は パンの みな ひて なけら 

一#-^ ホ おお もめは やが t 1 が 芽 おを 

しど 診 言 ふ 

我等の 終期な 巧れ じ 化 b や 

♦大學 卒業の 大賊乂 お南隔 天で 寺 

悲 旧に 町 S 八 一 II 一巧が 巧 次 ホの 摘す 

窓を 破ら 奥座敷 じが 入 6 ぶ 類 十五 お 

I を 時計 一 伽 雜品廿 八な (が 巧 八な 餘 

I 圆) を 巧 取した る賊 あら 天 モホ署 は 

一日 朝ィ 府下 天て 寺が 宇 天下 花屋を 

が 六を 衞方 じて 化 人を 捕 雑したら 此 

かは 岡 山縣勝 田碰錢 田が 大字 王ず 旧 

村 俊‘ 1 if サ 六} ごてを 稻旧太 S 科を 

I 卒業し 前記 六兵衛 養ず どな b た 

も か 六を 衔は 元' 円 巧圓の 財を 家た b 

しらが 裳に 矢 敗し 目下は 朝鮮 じ 渡 b 

高が 貸を 爲 しお b 目下は 陵 二 夫 婿が. 

ら じて 妻は 天 王 寺 師範 出身 化條 第二 

小學 校に 敎師を 巧し がれ も 然るにを 

I 庭 常 じ 不和 じて 蜗 蹲め 絕へ 間な <爲 

めに 離緣 話しを 持 も 上ら 居た るか 元 

が 俊 二は 虛榮 也に 常め る 巧 じて 賊を 

働きて 一儲け せん もの ど 蒙 家の み じ 

をび 入り 回 必中 千圆 あくの 物品を 巧 

取し お 物は 化 隔豊崎 町 池 度 富 藏外三 

おじ 巧し あ <巿 巧が 町 じ 入質し 其を 

I 額 約 二 巧 圓じ上 6 之を を部篆 おお 璧 i 

I したる 旨 自白した bvj 


獨身と 非獨身 

A が 計に 現 はれれ 利害 

濁 身を は 不幸で 巧る ど 云 ふは 生物 學 j 


者の 研 兜 上 じを-- 證 巧で ゥィ グ 
卜敎授 は 最近 更に 統計の 結果 じよつ 
て 動かすべからざる 論據を 固めた ど 

一 彼 自身は 信じて 居る らしい 是れじ 依 

れば 結婚し ね 者は 獨身者 よら 緩ての 
顏 じがて 巧 じ 率 か 少ない 例を 擧 ぐれ 
ば 化歲よ 6 四十 歲 迄の 者で 巧 じ 率を I 

調査す るに 結婚を は 巧みの 九、 五で 
あ クて獨 身 者は 巧みの 十二、 五 じ 逢 

して 居る 去れば 獨身 まは 好んで 自己 

の 生みを 颊 縮し 巧び 子な 繁殖を 杜絕 
する おじが て國 家のを 命を も 短縮せ 
ん ごする は 解し かぬ る事储 である ど 
云 ふの か 非獨身 主義者の 言說 であ 
慶か 一方 じがて を學的 研究を 爲す者 
は化の生物學者の論證じ服從するを^ 

宵せ ない 更に 反 勒の惹 見を が 持し 結 I 

豬 なる 者は ぶ やし も 人類の 幸福で な 

事を ま 張して 居る 其 理由は 試みに 
獨 身ま義 者に 向つ て 「巧な じ 生物 學 
者 か論證 する におつ て 貴下は 結婚せ i 
ぬか」 ど 巧 ふじ 其 答へは 「併し 拙を 

はみ して 結婚し まい 何 ご なれば 拙者 

は 幸福なる 生活を 遂げたい からで あ 

る 結婚の 中 じ 幸 趣なる 生活は 見出さ 

れ ない 結婚は 家庭の 中 じな なせざる 

ものである 然 らば 何な 拙者は 結婚す 

べき ぞ」 どを ふじ 相違ない さて 濁み I 

主義者は 化 結論 じ俾 ふべき 反 おの 例 

證を擧 ぐる じ禱 機し ない 長 日月を 費 I 

して 細を な 調査に なつた 例證 じよれ 

ば 一千 こ 族 じがけ る 生活 狀 態は 下の 

かくを 類され る 

最 劣等 家庭 

劣等 同 

下等 同 

可 不可な きらの 

表面的 幸福 

比較的 幸福 

眞正 幸福 

眞正じ 幸福な 家庭は 之 じよる ど 皆無 

である 吾人は 轉< 此両說 を おかす 

じ 止々 樣ど思 ふか 漸次 生活難の 加は 

る じ 化つ て 家庭的 幸福 か贼 少して 獨 

身ホ義 者か殖 へる のは 事實 である 


▲若宮 顯既氏 當巧今 成巧會 (茂 太 

桃 ザ 組 支 巧) 店員なる 同 R は 昨か餘 

朝 去 一一 一ち 二日 無事 歸 巧せられ た h 
▲山 田 馬 輔嘉伯 有名なる 间書 化は 

去 一月 初旬 ミ子 ャポ ブス ホよ ら當巧 

じ ホら れ爾巧 其 假寓じ 巧て 濁 特の麗 

- 筆を揮 ひ 居られし 處不日 シン シナ チ 

—0 ビ 'ッバ 1 ク 、ボストン、 ユユ 

1 ク 、費府 、ヮシントン 等のを 巧 

じがて エキス ヒ ピット さる！ も 切 じ 

成功を 祈る 

んが 氏の 慶事 林 鐵み氏 夫人は 去 一 
月 十一 •一日 巧兒を 娩を子 共 健を じて裝 

をは 陣 ど 命名せられ ねら 


巧 •香链 
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参 アト ラン チック 通信 白 崎 子 

茶話 會當市 H 本人 會ホ催 じて ホ 

八 H 午后と 時半ょ 6 大を政 ま 氏 私宅 

じ 於て 茶話 會を開 < 、出席者 十と 人 

が專任 幹事 備 短なる 開 會の挨 がを 爲 I 

し 若宮 巧め を 國觀ホ 談山田 馬 輔蕾お _ 

懐舊談 蓄音機の 餘興等 ぁら 大を夫 

人の 懇篤なる あ菓の 蠻應を 受けを 自 i 

の 失敗 談等 じて 談笑 狱樂 時の がるを i 

謡らず あ 巧 稀なる 盛を じて 散會 せし I 

は 十二時 頃なら しどい ふ 


▲日本人 會 設立 じ 街して 實業 組を ま 

た 新た じ 組織され しごか 之れ 東部 同 

胞の 進ホ發 達の 象徵 どして 吾人の 慶 

賀 する 所冀 くは 運用 其 途じ適 ひ 永久 

じ ま 人の 發展じ 資する の 有力 樵熙ね 

らん 事を 叙 望 家； ォィ 居 顔 先生 あ 

んな佛 様の 様な 男ろ 妻女を 引 張ら 迴_ 

I すは 止し 給へ ホょ 6 腕 か あるなら ゥ 

メィ 事を やつて シコ タマが め 込んで 

る をん ジょ巧 あらの 巧 婦を引 懸け 
かィ 、(矯 瓜 生) ▲某 新 巧の 一赫 A 

な 巧 巧胞の 腐敗が 態を 實 見し 「當地 

じは 立派な ホ ばから ぶ留 して 居られ 

るから 妾風靖 のまは 第一た が義 から 

潛 はねば ならぬ VJ 思つ て 居ました の 

ょ 併しを つて 見て ね 一 あなた ォホ 
、 、」 大ホユ10 ミー黨ばからの巧 

を 巡回した の だら ぅ、 次回の 婦人を 

なじは 是非 お 席す る 必要 か ある (あ 

满】 ▲化 頃 當ボの 酌界で 面白ぃ 歌 か 
流行つ どるから 紹 かしやぅ、 權 丘ハ衞 

が コム ミッション 取 b や 議員 かほ じ 

くる n 1 ナリヤ ザみ は 出さねば な 

まい ズン ベラ-^ 〇寵じ 出る のは 稱 I 

はぬけれ ど、 先方は 妻ず の ある 身ぞ 

へ、 おしや かれたら、 又 乂ォド ー 

おじ 異國 で耻顺 し、 記者さん々 しは 

遠慮して ドン {(化 歌 生) A あ 股 

お 巧に 滯巧 中なら し 沼 巧 領事の 歸凌 

止產じ 曰く、 新設 さる！ 新 育 H 本人 

會の 趣意書は 乂國獨 立 覚言書 じ 比す 

べき 堂々 たるら のな b 云々、 何時 趣 

意 書を 御覽 じならし もの か、 ホ ' ivj 

前後し 堪お 書記官は 桑 港 日本人 じ 向 

つて 務お 總監 カム ミ テが 議會 じがて 

H 本人 排斥 論を 唱導 せら どは 跡 方 も 

なき 虛 報な bw 辯 明 甘ら、 0 てを 時 

の 外を 官 一流の ダ n 1 ま 養の 好- 對 

どす (良を 生) 
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育 新報ぶ 憤 (前金 郵稅 共) 1 
□一部を 五 仙 凸ホヶ 巧を 一巧 j 
□ーヶ 年み を 二 巧 一 

千乂巧 十一 年 六巧サ 四日 郵を廣 I 
殻 巧 - 

發行 兼髓輯 人巧裴 健' 1 I 

發巧所 お 育 新 巧 唾 

が 育 巿窒ハ お 二 一二 八 i 
電話 六 四と 一ニ チ 玉 グシイ I 


立憲 關 民の 態度 

巧 日 佛國巧 閣乂藏 大臣 カ ィヨ ー 氏の 

I 夫人、 夫の 政敵た る フィ ダ 曰紙キ .筆 i 

一々 グ メット 氏を 銃殺した る 珍事 あ 

一而して 此 珍事は 延 いてむ 里 ホ おの 動 

搖 、带隊 の 配 巧、- も 黨の晴 中飛 離と 

なら、 現 巧閱么 がた め 遂に 冗 解ず る 

じ をれ も、 大藏 大巧の 高 職 じ 化る 久 

み 夫人が 娜國鍛 一. 流め 新聞 記 若を 銃 

_ 殺した b ど 云 ふ、 事は あじ 黄色 新閒 

: 紙の 社會 糊を 飾る ための 巧が ぞ どし 

夕 おの 讀 をを 映 集ず る じ 足る 可 

殊に 政 巧の 涧中じ 巾觸嫌 人を 觀 綴し 

て 一 煤の 悲劇を 演せ しむる 所、 活動 

窝眞の 好 題目 どして 確か じ夕數 がが 

か ホ 着を がふせ しむる じ おるべきな 

ら 、觀れ でもが かじ お. ホの 咪绍を 巧 

ふれぶ 樂必 やし も 政 おの 消長 じ 影 雌：： 

すべき 稍の 大ホ忡 じが 乎躁じ ヒス テ 

リ ー 性の 一 婦人が 前後み 窜も なく 威 

棉 のまる じほせ て 人命を 絕 もたる じ 

止ま 6、 兜 巧の 動機 ょら すれぶ が 庭 

班の 煤 暗殺に 比すべ/-' ら あらず、 熟 I 

化し おきじ 化が が - k 常、 羅典- ム 族の 

'特性を 現は して 常道を 逸し、 固 柄を 

挺れ る 人々 か 擁して 典 じ 倒る： の お 

むな きじ ま b しらの；、 天下 棒腮絶 

，がの 率 之 じ 逝ぎ たる もの あらん や 

I 熱しが くな め 易き 事 羅典 比 族に 類せ 

スど稱 甘ら る； 苗國民 も". 化々 じして 

一 化 稀の な 態を お出し 必 める おを して 

I 潑’蜡 せし むる もの.' 巧 じして 止まら 

和が 中 政事を 一 育雄し 與論の 指導を 職 

IV 」 ず' る 潜 のぞ/、 が 當照者 じを する グ 

一 態ぶ じ 巧て 殊に 其し きを 苗る は 吾ん 

わを じ邀城 どす る 所たら やん ば ホず 

i 試み じ吾國 化が か 治滚妓 ぶじ 常"？ ず 

i る 所謂 輿論 製を® のを" 励を なる じ 

I 彼等は 自ら 當路 おか 家め を ホなる 化 

j 評 家たら、 峻厳 G る愁視 巧た る 位 お 

i をな 批樂每 じ 政が の 施 セッを 攻撃ず 

るを 0\ し 化が 政 お滚の 能率 丫れ" = 'ど 

'-爲 ず 者の 如く、 中央が がの 機微に 述' 

香ざる 地 ホ 9 巧 脚が 么じ 晒が して 能 I 

I 娘 激越の 言論を 逞 うずる がた めじを 

_闡 お. S . なを じあす'" 觀 念は 次窠 じす^ 

一谣 をなる 精 態 じがき、 を ホ 曲 おを 問 


ふの 暇な く、 一 小 些事を 捉 へて 所謂の 話し ど 相 成ら おて け 卸 おなじらの 


志 ±藥 ご 共 じ 巧 政 泉の 行動を 非難す 

る 事 恰も 巧を の 初年 白 由民權 論者が 

『巡査 黑燒 溃說」 を爲 せし 當時 ど 異る 

事な く、 時 じ 變調じ そす るの 餘 、電 i 

卓を 烧き 人命を 損 ふの が 態を 露 おず 

るに 至れら、 吾人は かて 官僚を 歐歌 j 

し、 時の 政府を 辯讓 ずる 者 じ ホ やと 

離 も おを の政黨 組織 どな じ 薩長 元ち 

の 湖 落 どな b、' 政 黨じ據 る じ ホ ざれ 

ばな 治 得て 成ず 巧らず どの 思想 朝 巧 

に充滿 せる の 今 U が 野 政 客の 進退は 

巧く 化々 を々 たる 可く を留 はの 態 巧 

亦 正じ愼 重なるを 巧す、 卵 も 時じ爲 

化の 大 網を 摇げ て當路 ちを 躁链 し、 

かつて 化る の機會 ホら ば乘 じて 0 て 

自 がの 抱 貸 ど經输 どを ホく ちくが じ 


自 をの 襟懐を 示ず べきな 6 


り， 


ドら 方 等 常 一様の 騷ぎ巧 じは 無 之が 

A 巧め かく 男子が 女の 話 じ 恍惚 どな 
靑ま 紙、 ホ 表紙を 投げ 棄 て！ デ 
ンと相 成候迎 由は 何かと 申す じ 
化を 男ず じなりて おの 中 じ女释 難が 

乂を けない ものは 無い から じ 御座 候 
常义 々巧 男の 言 ふ 事、 爲す ホを 難を 

且 つ おけなし ど 思ひ吳 る ！ もか は無' 

いから じ 御座 候 

▲異 6 たる 特殊の ま敎 、敎 荷、 風俗 

お惯じ 養が された る 巧が の 女 ど 两巧 

の 女 どは あ 想 上 著しき 相違 あるは か 

諭の 儀 じ 候が お ホ 世界を 通のを 逮ど 

おじ 東晒兩 がが がの 接觸は 益々 密巧 

ごな b 殊じ敎 をの 進 ホは あ西渝 人の 

社を 巧 地位 じ 急激なる 變 化を 巧す の 


威 じたる 情 緖を優 さしく 又 雅びやか 
じ 示す の 要 あらず た' く 中せば 諸君の 
i 自が 美を 發揮 する 事に 候、 ホら 之は 


どは 思は ず、 が ± はきた る 春モ夫 
人の 埋を 美を レ スペクトし 己れ じ媚 
び 己れ を 豪ら しど 仰ぎ 吳れ しォソ 々 I 

の睛性 美を ホめ ねる もの どが 慎 
A 要する じ 女 じが かれる 秘法は 思 ひ 
遣- 即ち 親切なる 事 じて 巧 じが かれ 
る 秘訣は 女子 獨特の 巧を 美を 遺が な 
<發 揮して 男子の、 ィ ー トを わぐ る じ 


I お 勢 頭 じ 振は ず較も すれば 官軍の た 

めじ 逆冀 せらる •、の 傾 あら、 夫 か あ 


ら ぬが 米 國はゥ H ? 政府 5 を涉 。 ■§ ■診察 暗 間 

じ 着手した る もの、 如 <轉 使 リンデ 心 g —fluf 

並 じ 曇 外務 卿。 デヤ 巧は ご ラク ‘ At A 享前か 時 


术ッじ 於て 巧 率 か 協商 中なる が談巧 

の 內をじ 至つ ては 知る じ ホな し 


> 米墨阅 境の 巧嚴 みあ 日ち 加州 ホ 


化ら、 人間の 作つ た敎 育な どじて 巧國國 横の 墨領內 じ騷勸 起ら < 我關、 


をし-^ に 敷き、 命 か 的 じ 異性の 愛を 
渔ま i じせん どす るが かを け大變 な 


諸君 じがても 先刻 御 承知の 儀に て 小 了見 違 ひじ 御座 涙 0 上 


生が かき ホ 入る 綻 励には 有 之 おお お 
▲元 ホ 人間は 巧 女 じ 限らず 己れ じ媚： 

:ぶ るを 即ち 己れ を 豪ら しど 仰ぎ 吳る 
をを 愛する の 癖 あり、 就中 東洋の 
男子 じがて 特に 巧 だしき 者な 之 お、 


成は 反 お 巧 觸の旋 セツを 軸け て大じ 一條 あら、 從巧 ザず 優勝 權の繼 ホ おな 


'どき 障し おたらし 背 巧ず 繫は所 離 


規的 米国 おぁ黨 のお領 等が ぶじ 敵黨 「がしき 女」 諸 おの 自覺諭 じ 曾して 狼 j 

口る 維 树お內 隅の 巧 外げ 策を 非 どし I が おく 所を 知らざる を樣じ 御座 候 

。がら 表面 之を 助けて 國 論ろ 統一を 一 ▲乍 併ホ國 無を 府ホ義 者の 領础ゴ ！ 

脚り、 自重 自 巧して 徐ろに 機を 货到八 ド マン 礫の お婚 論じ 類せ る 平 塚 明 

るを 待つ がかき、. 或は 政治 敎 をの 凝 _ ず、 別 あ 雷鳥 女史の 亂躲 なる 言 勤を 

逸せる ホ國 おが 大統領、 州 知事 等の _ 評して 取る じ ぶらず ど爲 すは 新 時化 

速歡じ 際しを 事を 朦 b て 時 じ 敵 黛の j の 吾等が 黨 どして 聊か 狹语じ 失する 

お 補 者 じな 票す る 事め るが かきは 共の 嫌い 有 之 お、 小生が てち 黛の 先取 

にぶ 惠國 技の お 巧と してな 敬す る じ I 權 を毀镇 さる！ の 口惜しき 点じ 於て 

をるべく、 吾 圃化巧 化を 及國 民' 如を 黛 貴 諸君 ど 異な あるじ 非 ホ 將父所 誰 

巧ぶべき 所 じ 非ず や、 収贿樂 件の I 新し ひ 女め 黄色な 戟 じが 化された る 

愉巧 .叫な り、 巧閒 不信 巧お^ 提出 亦 請に 非 ざれ ども、 近 ホの か < 女が 年 _ 


荒む’ げな i 
をき 石の リング かくれぬ 薄絹の 
白き グロ ー ブ のび も' 乂む皴 
，酔へ げこを 舞 ひて 見せた る 反抗 ひや 

つらき 命の 乙女に や ゐら扣 
グィ ォン I の 香 高き 姻に 巧を こめて 

乙女 氣を 巧く クリム テフ ユ ッチ.. 
リム ソン' の 熱 あるを も 吾が 酒を 
染めし は 君が クリム デ メンッ 
タム / ^ を 吸 ふ スト 円！ の 中折れて 

かけぶ 小さき 樂め國 浮く 
猫は 贈 じ 度 氏の 波の つや ホる 
玉の 盎手じ もた b す ど 
弱き者を わがしへ たげ しょ ベの 夢 
お あ る 朝を 缉降 b L でね 


巧げ 中、 巧は 只 じ 出 じ 於け る 一筛人 


ど おじ 吾 黨の繩 張 巧 じ 踏 义」 み 巧り 銀 


の 銃殺 单 かじが へる が 如き 牌 舉鲁動 _ 行 、脅 社員、 雜師 、を換 手 どして ホ 

を憐 み、 攻擊の 巧め じ攻擊 する い 葱が 上 獨な獨 ホの 地 巧を 獲得す るの 時 

を繰おすザ ^:^く、 辭かじ政おの 趨向 化 じ だ A て は 吾等 は 避をな が ら 彼幾 

を 誘して 眞 止なる 與論の 實 現を 期す j の智誦 の 進步を 認め、 少 くどら 撤人 

る じがる 而己 j の 社會的 地位は 男す ピ间 等な ゎとの 

C .も.^^ 叫 1 I 槪 念を 抱く の餘 儀な き 次雜じ 有么隨 

みの 講い ろ^^^-て 新し ひ 女の 自覺論 乃至 亂嫉 諭は 跟 

卓 郞 蚕され C る 女ず の 巧び どして あじ 巧 


病を きが 治の 話は 巧い 加 减に切 上 _ 聞き 歷 くのを おち 之 お 

げて 聊か 化 詔 じがけ よごの 某氏み お ▲ 0 上の 如く 小生は 巧な の 社 曾 的 加 

，かを ぶ植じ 今间は 小生 獨特の 婦人 談 位を ¥ 等なら ど' 課む る 者 じ 候が とど 


を 試み 候、 を.、 某氏 御 忠吿め 通ら 化 i 村 時 じみ 半 諸 巧は 小生が 前 じ 中 - M げ 


じ 女の 話 精 罪な きらのは 撫么 、一巧を. 一た る 「巧す お 女ず の 言 ふ 事 巧ず ホを 

ならし 眉を 擧げて 天下の 政治を 諭 じ ~ 難 巧く 叉を けなし VJ 思 ふを なし」 く 


痛 ふ 殿方 も、 誰猶 じ揖嚴 めしく 倫理 


の 觀か啤 を 忘却 せられず おじ 巧で じ勒 


明 おを 說き給 ふ學者 先を も. 一' 巧び 女， レて 自を 自らの 難 巧く 添. くを 嬉し ど 



ク 


愛蘭 十 首を 案 ごクグ スタ ー の 動 搖_ 

英國 謠會じ 於け る 政府 提出のを 蘭 

十一 篇治策 はんし < 憑 案 中 じて 尙ホだ 

みを じ モらホ 赞否巧 黨の間 じ 激烈な 

る 討 難を 繼續 しちれ をが 自治を 苗 ば 

r さる 愛蘭 化 部ゥグ スタ！ 州の 人民は 

右 自治 法 じして 實巧 せらる、 じがて 

は 十五 萬の 精を を 募 b て 巧亂を おす 

w しご 威赫 する のみなら ホ數 をの 壯- 

了 所 巧 相 集つ てを ま訓 線を 巧すな ど 

事態 甚だな 巧なら ざる もの あな、 ま 

十九 日の 議殘 じがて 反 教派の 領确こ 

1氏'は政府じ向ひ ン フ ン ン ダ ム の方 

を じょ 6 て 自治 案の 可 巧を 固 民じ訴 

ふ 可 1 どの 提案を 爲 したる 後 「若し 

首俯ァ K キス 巧 じしで 此摧 案を 拒絕 

せ ば 政府は 投 葉ょ らも 寧ろ お 力 じが 

へて 本 間 題を 解が サん ごする ものな 
な、 が 隊抑も 何物 ぞ や、 軍隊は 政が 
の 命み じ 服を する ものなら ご雖 もが 
人 も 亦晋等 VJ 閒 じく 巧 ほたら、 一朝 一 

拳變 じ際會 せば英 風の 陸軍は 兩 みせ 
る 可し」 ど 激語す る じ 至れ b 


.商店、 ホ國 郵便 姑を 燒き昂 をは 慘殺 

せられし もじて 其 結果 國巧じ 戒礙み I 

を 布く じ 至れら 一. 

♦りッ クヒグ 氏ザ那 政府 外交 巧閒 ど 

なる 前 化 京 ホ 圃を化 館 書記官た 

後 新 政府の 賴問 じ巧聰 された る 同氏 

は 今回 支那 外務省の 顧 間 どなれち 

♦爾 をキ ユポン じを 親米 國 下院 豫 

I 算 委員を は 煙を ネユポ ンじ對 し殆ん 

で禁絕 的め 甫 親を 課すべき 議案を 通 _ 

過した b ホ じつき 證人 どして 出頭し 

だる 爐草荫 人の 申 ホを 聞 < じ ネュが I 

ンはュ 1 ナイ テツ トシ ダ.ー ストアを 

社が 他の 營 業者 等を 腿 倒す るが 為の 

り ハ ー武 器なら ど 



..t ま间* r - i 一時 
心 S W 宮 午后 六 時 至 同 八 時 
じか 2 但 日曜日' ィ 前約 ノ 患者 ュ 


自 午前 八 時 ま 十二時 
自 午後 二 時 ま 五 時 


r 
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高見 藍 彥 ~6 ホ yv . 一一 柔 OFTY I 

ノ 7_ 一 Bet Columhiis & Manhattan Ave . 《 

IT た Riv ミで icie 赛霉 




義 


朝臣 


® 巧 人な 上 ノ宴會 二 適スグ 大廣閒 アブ® を 具 一切を 新 
を 室 內淸お 紳± 諸君 ノ 宿泊 ュ適ス @夕 年 ノ經藏 ヲをス 
グ巧理 乂ブ巧 ス @內 外 蕃籍雜 誌 諸 新聞 球裹閣 がな お 等 
ノ娛 樂機關 ヲ備フ 

W 河 添 旅館 W 


♦倫敦 飛 巧ぶ の 大を儲 飛 巧 器轉陳 

巧乘 6(' グー プグ ーブ) をな てち あな 

るへ ー メ八 巧は 每 B 數 十を の乘 客ぶ 

がせて 飛が し 一 人 一峭の 飛が 巧 一二 巧 一 

と 十ぶ 仙を をげ おれる が 一 か 間 じ 
峭を飛 巧ず るは 極めてが 易 なれば 
崎 間 じ 一二が 五十 弗の 収入 ぁ b 天 氣暗一 

朋 なる H 幡の 午后 じは 約 一千 ホの 化 i 

入 ある 事 珍しから ず ど 

故 飛行家 一 


k 

1 T 5 

Afl IL Y J 

3 Is 

加 A nb 

糧的蟲 

お 州 7. 


.六な 一 


C W 


6 ^ 
11 AG 

or 


巧 1 利息 年 六を ご ニケ 年な 巧 
知，^ を 或 お 置 巧な 上 


¥ 


年 四を 一二 厘 八 毛 

撥 獲ぶ 金銀 巧が 脊 出張所 

日本人の 鄉お 送を は 邦貨 壹圆ュ が ホ貨あ 拾仙ノ 
剧を (無手 數 巧) >1 チ 當巧ネ 巧 ヲ經テ 送を 力 取な 
申 お 


ぶれば 人の 妻た b スゥ キ ー ト戶— 

たるみが 自 をは 立 弧な 智識を ら敎巧 

める がな じ 男ず 自 みを レス ぺク 

す 可き 義 あぁ り。 でい ふ 態 巧を 示す 

時は 巧 巧 巧の ン スペクトを 受け 乍ら 

且ハ 愛を ホむ るの 資格を おひ 候 

般 の巧洋 人は 巧々 間の 戀 愛は 相 一 

をの レ スペクト 郎も巧 敬ょ b 成立す^ 

ご 中 极が化 見解 も レ スペクト W 解 

释な何 じょる おじて 又 旣谣者 ど宋昭 

者 ごの 間には 乂別 補の 解释を 施す ベ 

き鴻 をが ' ム 、'巧 おご ラブ どは を二樣 

の慟 をな て 巧み 間の 聯 鎖を 爲 す事查 

么 憤、 鸠山 春す 女史は ちぷ なる 贊婦 

人に おが 流石の 夫人 も ホ 若の が 生 中 

j 自らが をを 獨巧 する 巧が のなから し 

どが 見へ 峨山博 ± の オメ カ 談は有 あ 一 

な るら のじ お、 化 人 或は 槐± のが 爲 

をな \ しを 巧 慾 じ 基く ど 爲ずや も 知れ 

ざれで 小生の 解釋よ 6 すれば 强も签 


♦ 大藏 卿 夫人の 铅者 殺蒂佛 國大？ 

卿 カィ' ヨ 7- 巧 夫人は 去 十六 U フキが 
新聞の ホ 筆カ グメ ツト 氏を 其蒂務 
所に 訪 ひがし 持たる 短銃を 速發 して 
^ 氏を 殺蒂 しな もじ 牢獄に 巧せられ た 
るが 之が ためじ 化 市中の 騷摄一 そな 

らや 夫君 カ ィヨ ー 巧は 辭 職し ホいで 
を 巧關つ 崩壊を 見る じ 至ら 政府は み 
巿 のを 寧を 保つ 必要 上带陈 をが 觀す 
る じ まれ 6、 事の 起ら は 本を 一巧が 

巧 フキ ガ〇 紙が 速 目の 紙- 筆を 械め 
て カ イヨ ー 氏を を擊 せる じ 某 a 八. 〇 
もの じして 殊に 頃日の 紙上 カ イヨ ー 
巧？ 巧を 上に 於て 顺廬 的な 度を ホ 難 
する 目的を 巧て 呵 氏が あ 婦人 f 現 ホ 


♦飛朽 家 海が 氏 近く 歸朝 

武巧巧 波 氏め 化 弟 じ 常る 靑年 飛行家 _ 

海 巧 幾 一二郎 氏は を 港 クリストファ 

ソン 氏め 經營 せる 飛が 學校 をを おじ 
t 卒業し 目下 間 校 助手 ごして 研が 怠 
b なき 本 巧 末 巧ぐ は ホ 巧 上甸中 じは 
歸 朝のを じ 就 < 茜な b 而 して 氏の 携一 

へ 行く 飛 巧 機は ク會社 じ 於で 製遥さ 
れ たる 水陸 兩 用の ボ ー ト型 じて お 嘴 

四. ゎ 八十 牢ぶ択 重量 一千 お 巧 斤を 巧 一 
する 五人乘 なら 歸 朝の 上は H 本を 都 
巧に 於て ーヶ月 間の 飛 巧を 試み おじ _ 

艾那 大陸 じ 渡 b 大飛巧 をなず 巧く 两 
じ 巧-巧は 化 颖ヒ巧 機 じ 促 6 自み自 な 
に 巧 巾を 高 翔' し宙 退ら 逆 飛び 等 あら 
仰る 妙 巧を 溃 やる も 


人を な 味す) じ 巧へ. たるな 信な るら 

のをる 表した。 は 著しく カ ィヨ ー 夫 

人を 怒らしめ 遂に 化 慘蒂を おき 起し 

たる ものなる' べし W 

参 ホ 墨の 巧を 渉 を 巧 墨 圃憲欧 軍の 


> 伯 刺 西の 戒嚴か 阅圓の スト ライ 


キ離摄 は ホ だ じ 鎭靜じ まら ゃ戒 殿み 一 

は 依然 どして 執行 中なる が當 がをは 

恃 じ新閒 紙の 報霉を 厳重 じ 感視し 政 

府反對 派の 一新 聞は 爲じ騷 巧を 惇化 
-る ミ じ 至れら 


@秘 上白 ホ ® 山の 芋 
度 上等 化 かまぼこ 
み 蝶 もち ® 干 れんこん 
史 ず ごぼうみ 木な が 驛油 
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参 銭® 九 千万 圓 

女 放 防は 本 H 游 'が 省豫算 uM 二 干 巧 職 
5 削 おを 巧 ひ 製 艦を どして 播 ，お 九 千 
お圆 支出 5 難を 巧ぶ L たら、 議樂採 
化 じ 先* りな 巧 雨 者み 間に 数烈 なる 討 
論 あ り、 化贿 がかに 對し當 局 者は ず 
貼き 攻擊を 巧け しか お-知 赞成 二な 四 1 
十 反 お 四十の じ'」 な 上 0 如く 譲み し 
に b 树贵 族お雜 員が 旧が 巧は 化贿事 

忡じ 醜す る赏い 者み 態废 をが 槪 して 

辭 職した b {十 I ニリ お) 


参 じ 化躁 補助 裳 じが 馬航が 補巧歡 なて がの 立 巧を 朋 じする どぶ じ 他な 

- .」 は 愈み ぶ 蔑 おの 討論 じ 附せ該 袖 ホ じ 對し鐵 道 お 他 諸般の 經營を 

が VJ なれり 該 航路は 沙 渚を 綻 進み 漸次 巧が 利 滿の度 張を 期しつ、 


^ 關， 
らる 


て釋 むを 0 てあム ごな すらの じし _ J 

八ケ のな 船を なて 組織 さるに 至らろ 


® 松 尾 i 中 將掏引 


♦大 飛が の 成功 陸张 飛が 隊 のを 距 

^ 離 おが 演辩は 二 U をな て辭姑 甘ら れ 

二隻 3 飛 巧 機 ぉ 巧 巧 飛 巧 撰ょ b 蠻し 

て 裔崎ホ じ 飛が したる 後 統途に 就 
無が 所 巧 じ下路 .し幣 巧 第 ー リ は乂ぉ 

_ 巧を 化め た b 

り 本 最近 倩 


をり 

♦を 潘な貫 問題 政府 じ，」 はを 港阳 

I を 巧に おす ' る赞 T をな r - 席業贸 あの 

j 方面ょりも ホ ど' して 岡を な 善の ぶ而 


J - < • ，.•二 ^1 » 一 H 

じが 用した しどの ホ舆 をが しお ホ お I 年の 大曝發 狀巧等 じ 鑑み 假 み！！ お 嶽 

? 巧 おじ 當ら しむる ためが が 大お爪 

化が ホ 氏を 擧げ 該跋臀 わな 屈 中の 

~ 柩 要なる 邮位じ 超く 事 じ おを し 居れ 

ど 云 ふこは 山 本せ がの 發 息なる 事 


♦ な 患 ■ 志 おん', 搂觀 ょる 舞 多の 
異を | をな \ 」成れ る；；？ 貪は成开なホ | けょし ど云 ふホ ；^'' 

. を 巧け 巧の 統一を 欠ける . 馈 きがり 巧 I 違な きも 遊 般ホ巧 命中 じて あ 巧 ふ 平 

I 前 おがを 船 總監豫 施が 中中 お 化 お 鶴 I のか 赃劾绝 提出 當 H さへ 十：'' の 乂贿 ■ 


I み 論なる が 瓜 ホ 大將じ 乂踢を もに し 

て該 地方の 奉 情 じ 通じ ホ國侧 の氣巧 

面の 側 f 山 じは 相 


太郞氏 置 王は 收 ザ. かの 嫌 姑 者 ど 

一して 本 H 拘引され たり、 氏 * J 明治 廿 

I 九 ザの ホ大 機械 巧 幸 業 じして 海带お 

I 奉踞な 巧な々！ あの 命を 帶 びて 海外 

じ 化した る おも 6 豫備役 縮 入 後 じ 獨 

立して お 業 じ從爭 しおた る 人な 

• 松 化む 善 巧 拘引 W じく 収贿 事件 

I じ顆係 あゎ H 本 銀巧销 おた る刮 巧は 

一過 日 拘引され たり ど 一英 字 紙の 衆を 

雷 報は 報 せら 

参 秋旧縣 の大迦 

一 flS A 淺 間む 曠發 

I 十五 H 巧 田縣じ 猛烈なる 地 裳 あら 家 

屋が攘 、乂菩 死傷 鞍から ず、 横 寒は 

大霎 左の かくなる が錢道 電信 等 不通 

I みため まだが 詳細を 知る じ もな しご 

I 秋 旧 市 数が の 死を めら、 家 短の 

倒壊 破損 数から ず 

ォ モノ 河附巧 一二 宵 二十 戶み滅 し 

六十 名の 死 體を掘 出 

せ な、 キタ メモが は烧 失せら 

ッ瓜 ダト 鑛山 ( 電义 不明} 强震 のた 

め 巧 道 唆を し、 坑中 じな b し 坑夫 

一二 巧を 足 女 否 不明 

なら 

信 州淺間 山は 減を 喷 

乂 しつ {あ b て 附近の 化 氏は 著し 

< 恐怖の なじ 薬は れつ： もら 

( 十五 H 後 ) 

•非闕 民の 發覺 

軍用が を化圆 をを み 出さん がた め 巧 

艦 H 進の 乂樂渾 じ 火を 放 も 艦 巧の 騒 

I ぎじ 紛れ 事を 爲 さんど 恐るべき 化 非 

I を かてた るを ある 事 發覺 せら 


; 巧を 生せ しおなる がが を異 かす ' 5 社 

雜 益々 おしか ゎし おお 幹部み 大沛兼 

武 、大巧 正 己、 河が 嗔 中、 島 旧 一二郎 

巧挪勝 人の' お 領袖 快を 速ね て 加膝絕 

埋の 手な じ辭 をを 提出ず る じ まらし 

-留 ほ擲吿 効を 奏し 恕歸 々々の 禪 

紛搂は 一 先づ おを 結べら ど 最近 殺 

見へ た b 

藝山縣 をを 狀小旧 お古 稀 庵なる 山 

縣 をは 近巧搁 あなる やじ 傅へ られつ 

、.める-か 公 じ 昵懇なる 人 じ 就き 聞く ■ 

I 所に よればを は 敷 U 前ら 家人 词俾郊 

外 饿ホじ 出掛けた るな じて 巧 後 十と 

H 微恙 の氣ホ あ- => しも—; 化 どて 些 々わ 

る 風氣じ 過ぎず 十九 日 午前中を 衙別 


か， ら ざるに 對 する 慰撫の 盧味 をち 

をみ がれ b ホら 化 带め內 をせ しは 一 
巧 中 かの 事 じして じ當 時までは 祿軍 

間 題 も 起る じ まらず 巧るな みの 方 お 

り 人を 礙 ぐる じ 何み 踪幾 する 所 も 

^:* か 6 しかど今にしてはホがに がて 
I 幾を 氣 兼の 氣 がるる ベければ 或は 巧 

をの ま： 葬ら ホら る； 爭 なしと も 限 
られ 中と 云 ふ 


► 賴壁 ー ホぶ だ 越後 國萬瓣 お i | 蘇 


所 豫燕巧 掌の 囑託 じょら 久な 米院裁 

辆所 じて は廿 四：：： 午前ょ 6 家を 搜雜 

を 行 ひ 書類を が収 した. 〇 右は るふを 

もな く騷擾 事が じ關 してなら 

♦ 溫礙 嶽と大 お 憐 ± 大な . 博；！^ は谢 

U 大 鳴動を おした るを 帖縣 温泉 嶽じ 

おず る 恵 見を お表して 日く、 ぶ 政 四 


橫额贊 工廠の 狼 お 海が 化赌 問題 

發 生な 巧營戒 怠りな き 橫瑣赞 おが H 
廠 じて は澤崎 大佐 拘引 ど おじ 一曆狼 
奶 ホる 樣子 じて 關 工廠 巧 テ レ フンケ 
ンま 無線電信 職工 じ 對し瀬 戶を巧 綴 
1 監よ b I 切 工廠 巧の 模 城を 化 人 じ 語 

ら ざる やう 殊に 新聞 通信員 巧 じは 此 

際 かして おを すべから ず どみ 譬吿を 


認 .郵便 發着 表. 

こュ I 9 — ク 本局 締切 午後 六 時半 


か曝發 ずる も 盤 稀 山の 如き 急激の も 巧へ 同地 新聞 項 信 貴の 巧 動を 監視し 

り- じ あ らざ る ベ く嗚動軸 震等距 H の つ { あ b 

_ 前 化 あらん、 俄に 啜發 のを 險は ある A 太の 大佐 じ！？ 情 官泣剝 奪の お あ 

ミ じど 化は るれ どち 朋を 四十 二 年 一 b て よら 巧 巧 M 大佐 じ對 する 化 人の 


船を 

火シャ 

香港 化 

パ グン ' 

丹 波 丸 


經も地 
晚 波を 
を 港 
同 

沙潘 


發送 H 
ご 一巧と H 

一二 月 十二 
ご 一月 十五 H 

一 こ 月 十 化 


〇 御 下宿 


お 活劇の 化 ホ 6 し 巧-* れ ば媛發 なし 

どは 闽 よら 云 はれす おに 注な を 怠る 

ベから ず ど 


•H 本ょ b 到着 H 
一二 月 十一 R 阀十函 H 
閒十ホ 円 ' M 十ん H 


岡 鹿 門 翁 逝く 仙 道 お 身の 硕儒岡 
干が 翁は 巡般 巧病氣 療養中な b しが 
樂石 巧な <ま巧 十八り 東を にがて 逝 

けら 亨年 八十 一一 

•本 派 本願 寺 お 上 內關お 解 本 派 本 
願 奇執巧 長梅卜 •臂融 、卜 洲鐵 化、 を 
川默識 ホに 轴巧 所贊事 をが 田 了哲の 

凹 氏は 今时 突を せる 大 疑獄 事件の た 

めな を 弓 L て辭 表を 提出し 待命 中の 

所 法 ホ大谷 光瑞 化は 本日を 0 て 遂に 

解 表を 聽 許せ b 斯 てげ 年 一二 月： 日 成 


町村 大字 巧ケ ずみ 面は 巧 壁 ー ホ 五 だぶな ホ y 数を 終る 事 十ー ケ巧間 じ 什 


じ 上り 農家を く： 普の 下 じ. 瞪れ糊 木を 

なて 漸くが をの 目標 どなず のみ ホが 

おの 大谭な b 

•對 米が お 幾 一二 H 十五 U を 港眷の 


邸 出入が 臀邮に 就きを の 動歸を 聞き 天洋化 じて 渡米せ る 邦人'^ 等 船客 十 


て も ホ だ 往診 等を なせし 事な し V 」 近 

巧な を 等の 誠 間者 絶てな くまつ て 寂 

I 寥 を ' 掠めつ； あら 目下 W 處今 巧の 政 

-界 どは を <沒 を ホの が樣な b ご 

滿蒙 政策 答 辯が 毅陸 巧の 滿讓政 

j 策に 願す る 巧 問の 答 辯 左の 如し 

東部の 篆 古は 地理 上 巧滿州 どを 

i 離すべからざる 一地 位を お成し 旦時 

I を 上 巧 政 上 經濟並 じを 通 トー 互 じを 楼 

むる 關 係を 巧す るを なて 帝 國は甫 お 

i 州 じ おする 關係上 村 州 力じ對 しても 

I 自ら 特 補の 地位を ちす るみ 第な 6 

二、 巧 固 資本家 化を あを して 六 園が 

体を 麗錄中 じ 口 本 銀行 幽 ょらな を惜 

歎じ 願す る 事項は あ 滿州及 東部 巧 装 

I 古 じ 於て 日本のを する 特殊 確 利 及び 

利. 益 じ 何等 不利益の 影響を及ぼす 幕 

あるべからず ごの f 解の 下 じ 叫借談 

じ參 加す る ものなる 事を 化留 せしめ 

嚴 きたり 

S 、 政腊は 一面 磯會 ある 毎じ關 係を 

i 國じ對 しが 國 'が 南 滿州及 東部 內絮古 

じ 於て 特殊 地位を 有する 襄を 誓言し _ 


'一名 (巧 巧 渡米 お数％ あら 一は 萌 通の 

上等 船を じある まじき 無購 なる 取扱 

を 受け 天使な 檢巧所 じ をら 扣^が 

ど 共じ嚴 み 概檢 をを された るを 

0 て 巧 政が はホ國 政が じを しを が說 

明を ホめ たる じ 中央 歧府 じて は 少し 

も關 かする 所。/‘、 U 本ん じ 對し柯 故 

特に 右の 如き 無 腿なる 化が を爲 した 

るかを 解ず る 能は 中 ど S ホな りしが 

巧 政府は 重ねて ぉ國 政府 じ 對し何 化 

じちめ かき 巧 逸を ホ じたる かの 說明 

を 求め 併せて お 巧の 化 扱 じ腳し 深く 

砖：吿 ずる 所 あ 6 たる も米國 がは 監は 

從巧 どても 日本人 じ 對し跌 米 人ど異 

な 6 を だ無藏 なる 化 調を なし 掉ら林 

田 翰長の かき 曾て 非常 じ激靖 せる 事 

らあ b 此機會 を 利用し 円本 人の 化 扱 

じ 願し 化 本 的解决 を要ポ する 必要 ゐ 

ど說 くを あら 


福 岡 志 ± の 家を 搜奄 過般 時事 じ 

I 憤慨し 上京した る 板 お太郞 入道を 德 

江 口文吉 、中 山 己之吉、 巧 旧が ホ郞 

河 巧 喜 一の 五 あじ 對し巧 巧 地方が 巧 


寶 物の 奧 巧を 斷 巧し 化 政 整理 じ 努め 

を亂其 おじ 達せる 化 政を が收 してが 

ぶ 礎を 確立 せんどせ し 梅 上 巧 閣は跪 

もち 解し 巧 じ お 繼巧閣 成立ず る 一 
まれら — 

•海軍 化 賄 事件 

A 巧， 日澤谨 な監が 軍艦 政 本な 第 
部員 遣を 中を 正 六な 劇 四 等 功五 毅鈴 

一木 周 一; 巧は 海が 部 巧の 不正事件 じ 願 

ぷ筋じ 収監 せらる、、 广 まらたら 鈴 

水中 監は濫 政 本， 嫌 第一 部 項た る 巧ら 

海ず 大をお 官を莱 ね電氣 機械に 關す 

る 事項を な 巧 どし 靈 じみを 搜お をず 

けたる 吳鎭守 府司か 底 官松本 か 中 お 

部下の 一人たら 又義 じな 問の おお 有 

雜 VJ 巧し 带法宵 歲じ姻 はされ たる 深 

崎 大佐 ど！^ 鄉め神 糸 川縣乂 じして 肖 

一 下は 小石 川が 町 化 二 じ廣き 庭を 化 入 

れ たる 石 門 構へ 二階 造らのを々 たる 

棘を を 格へ 居れら 

A ゥィ ヵ！ ス 社の 關係卞 面 海軍 率 

I 件の 檢蔡 範陶 益々 腺 大して シ ーメン 

ス會 社な と 海軍 どの 願 係 深き 词社夕 

取引 モ面じ も 及ぶべき 形勢る る ょら 

多年 ゥ祉ご 密接め 關 係を なせる 束 巧 

の 某 大會社 じて は大じ 恐慌を 巧じ教 

H 前ょ b 諸 帳簿の 繫裡じ 化 事し 證據 

_ 煙滅じ 巧め 居れ b どの 說 あ々 ' 


词 情は 益々 化 はら 大お每 U がの 如き 

は 態々 義 をの 裝集 じお掛 ゎたる 巧な 

るが を じつき 词 大佐は 語-^ て 曰 <0 
j 自 かは 貼を もな く 何等 是 どいつて を 

ょつ た 収入は ない が 併し 世の中 じは 

I 自 みな 上の 晒窮 者が 澤山 あるから ぶ 

方を 先 じして もらは ねばならね 自み 

のを 族は まだ 人 機から をを もらは ね 
ば 食 ふ 事が 出 ホない 程の こご もな 
から 金の 贈 送 だけは 止めて もらは ね 
ばなら ぬ 中正を 蠻 起の 奇附を も實は 

就ら たいど 思つ て 手紙を 出して 雇き 

ました、 云々 ご 

▲別して 別 じが 軍ず 正 間 題 じつき 
歳を じ 於て 放たる； 質問の 矢は 猛激 
なら 么じ對 し 山 本 首相 柯時 も惜 々し 
き體 たらく じて を着拂 つた 秘ら でを 

辯は して 居れで 言葉の 寫眞の 速記 錄 

は 正 商なら 最近 着の ものを おじ 引が 

いて 事實を 館す 

若の 此の 拳 巧の ♦所謂 眞 相を 待つ て 
- 自らを る ホで ござらます、 をれ じ 化 
つて あおして 么じ掛 して 相當 なる を‘ 
へを 起す どい ふ 事は 其 時に 起る ので 
ございま すから (記者 云 ふ 巧の 事 か 
が b まず か) おの 閒じ がき ましてが 
S 事は 哪も ァナ タの 御講 論で、 是に 
斟 して 別して 別に 御 答へ ずる 必要 も 
ございませ ぬが 栄じ 己じ宜 巧した 如 
其 他 じ 御 答へ ずる 限らで ないど 思 
ひます I 



ニユ ーョ！ ク巿巧 六十 四 T 目： 円せ j 

i 當 電話 n 日 ン バス ーニ 〇〇よ 

やまと 觀藝が 

▲球 撫娛樂 の 室 設備 お 之 候 
キー 幹 山® 鈍 牛 

■黯 I ドン チネ 

ホ國 唯一、 元祖、 を 看 おの 邦字 
お稽雜 誌な b 、 讀み 巧き 奴は 
が 仙 出して 腹の 巧を 破れ 

シャト ^ 、 ドン チキ 社發巧 - 

親 巧 取ぶ 巧 

.新 巧 新報 社内 を 狸 

武ホ岡 野 8 

自由 亭 i 

即席 御料 邵並御 下宿 


技 


d 

t 

し 


n 



左記 六隻 じ-.」 シャト 方 
ホ 港閒を おおし 隔 遇み 
鴨り 午前 十 時 シャトル 
を 巧 帆す 
▲運 巧 

シャトル 橫あ神 口 間 
一等 バ十弗 
二等と 十で 巧 
化 シャト 八 巧词間 
一等 円 十 お 弗 
二等 八十が 
- I 二 巧 四十 二靠 五十 地 

A 巧し 一ー ユ 1 ョ ー クは 
化 U 眺 ょら ' 五 H 前 じ 
御 お發お 么巧棋 
丹彼义 一二 巧廿四 H 
巧藝化 四月と H 
佐 波 化 曲 巧廿 
橫娩化 お 巧 五ぶ 

?郵 が會脯 

シヤト 八ぶ 娘 所 

5 裤 取次 綱 椅新薇 則 
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5 ッ 。ミ kI 化な ミ 立な 3 Q 己 y コ ^ 

Tei •ぎ in 7475 


Y. 




•長な 瘍 I 猜篤 

が 巧 衆議院 讓畏 長を 據 純を 氏 病氣お 

I 篤 じ 迫ら 本日 中 六 かし からん ご 傅へ 


b 手拭、 ずが 地 、' テ ー ブグ巧 等 
製造な 輸入 元 

目 本 だ •パ 蘭 會_ 

‘\ 1 PF 0 K DHY G 00 ご ；！^ 00 
ご な まご 己 巧 av‘ X. Y. ■ 


i 修內 閣総雜 職の 時機 刻 

々切迫す 

I 貴族院 じて 大巧 擊を 蒙りね る 山本內 

I 蹲は 或條 件を 提供し 上院の 譲 ホを ホ 

めん どを 涉 開始の 準備中なる も 上院 

の 大勢は 少しも 動か 中 結局 內 陋繳辭 
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之 じ 何等の 彭 響を 及ぼ 中ら のど 解 

释ず ベから 中 

1 あ項條 こ關聯 しでな 正 我 率實施 0 後 
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1! Km 二 Is mils 死傷 带 かを くは 
足 お 某の 實ホ殺 善事が 等 ぁりて 一 股 
乂 人ょり 三 二 3 田-.、 化 間 じ 化ら て 前 
一記 上 町方 面の 諸氏 か 學生會 を 中必- 
一し 諸方 面 じ 活動 就中 H 乂 人の 接近 じ 
つどめ つく あるは 多 どず べし 


商業 欄 

二が 間 じして 達する 夏 燦じ支 邪 巧 

巧 及洗灌 所を 開業す る 好適 地 あらま 

だ 巧 業者な し (姓么 巧 社) 

▲家具 一が 講乂 したし {化 祉 ユムヶ 
•雜貨 巧を 關業 する 有 挫 夏 煤を 周旋 

被 成で 巧 御 面 會の上 相 當の御 體可化 

候 (巧 社中 某】 

紐 育 新報 社 


哪位ま 巧觀の 目的 じて 細 織され た 
る當地 訪問 刚の 規則 善を おされた . 

^ 申込み 第 進呈す ど 


費 府逆信 

I 當 巧ぶ びな 附を 巧留 のが 人は 目下ん 

云な あ 内外 じて 學 校が 巧會社 製蝴造 

™ 船ぶ 染織 等のを 工場-」 ある ニニ ー十 お 

を除くの外は槪ね家巧的勞働者及船 

貸 等 じして 學生間 じは 熟 也なる 研带 

多き ためが 巧 年 じ 見し 如き 盛なる 

化を 的 巧 動な きらが 自 皆若實 じ勉强 

せられつ i あら 

目下 ペン シ於バ こ ア大を じは 商 巧 じ 

I 佐 藤 小 林の 二巧窗 おじ 潑本鉛 木 大巧 

山の 一一 一氏 あ 6 I バ ー フォー ド大學 

じ 新 渡戶巧 ゾリ ンマ 女よ 大學じ 岡 旧 

I 礫 フキ ラゲ グフ キア 帥 學校じ 山崎吟 

本の 二 氏 ぁ b 學校 出身者 じは 山 崎 氏 

— ド悔 なじ 深 堀 氏の マト ロ！ 

グリ ツジ 商 會じド クタ！ 波を 江 氏の 

クブ ブォロ ジー硏 兜の ためじ ペン 

-學じ 化る ゐり 

此外 山川 巧の 博物 舘じ ホ 刹 筆 邦 巧の 

I な 市 よら 巧ら れて H 本畫の 揮毫 せら 

るミぁら雜貨化じは六十街じ口み氏 


I ♦ 日本人 曾 細則 委？ ^ 會を巧 か 二 g 

{ 日 確 ) 午を . 一時 H 本 お 樂 部じ會 をの 
上を 委員の 手 じ 成れる 細則を 討議み 
I 龙 ずる 篱な b 

共 濟宵寿 期 大會巧 四 巧 五 H (日 
鴨 ) 午後 二時武 巧' ー ィス トリ ー トー 
八 二 高見 貪を 宅 じ 於て 開 曾、 H 本ん 
會 ごを 併の 化 じ 付 協議す る もなる が 
I を R サバ 合併に 付て は 豫て當 巧を 0 て 
を 員の 盧巧替 をを 問 ふ巧ゐ もしも 巧 
を 雷 要 事項なる を 0 て 今回 なめてを 
一會 員め 出席を 求む る 事 己なら たる ホ 
I 第。 らど 


♦長 略 高 商敎巧 田け 巧 

よら 來着ホ テグ ア スタ . 


は 化 巧歐邮 
■じ 化な 


♦帝劇 劇 據ぞ配 人山 ネ义 太郞巧 け 
劇 煤 取調 ごして 過 U 歐 州ょ b を ホ テ 

グァ スタ * — じ 化り 

• 一 當鉛お 郞氏ま 十 一 y 偷敦に 割 
I 莫 せる 旨 ホ電 あらたら 

多 治な 商會の 小が 正 一氏は 十 A 
H 出發歸 朝のを じ 就けり 

♦早 川が 巧 郞氏去 十五 日出 發歸軸 


お 川 節郞氏 ニ ュ I ョ ー ク 大學ぶ 

I 業 後觸化 商會ホ 俄を まな ホ 巧 どして 

去 十と H 出 發强巧 

♦大商 巧 俄 古ぉ龄 所を が 旧 省 一二 氏 
な病氣 のた め歸 朝す る 率 どな 6 當抓 

出張所の 掘 新 氏 其 後任 どなれり 

小 蘇 錄郞氏 巧 渡米 昨年 巧歸 朝み 

1 ならし 词 氏は 夫人 サダす 呵伴ホ 着せ 

ら 近々 醫術 開業の 尝 なら ど 

東京 S 共 株 ま# 社の 打 井 邦 武> ザ 

i 田 縫 巧、 田 中 善 互郞の 一二 巧は 化. お ホ 

I ホした b 






仁 b ‘ん 
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屋へ 一二 里 豆腐屋へ 五 里 浮世 離れて 奥 

山 住ゐ金 も戀も 忘れて ロハ ー人、 優し 

きは 猫の 足跡 梅の 化 ( 黒 旋風】 ▲靜 

座 法が 紹介され た 0 巧 熱 & 硏を 家の 
- 殖 へたのは 結構の 事で をる が 夜中 實 I 

おしてむ 隣ら の 安眠が 害じ劍 突を な I 

ひ 街路を ホきながら 眼 玉を 白黒 じし 
て 綴 涧持ど 間違 へられた 連中が 大み I 

ある さぅ だ ( 應ホ 生) ▲シャ ト少で 
は 昨秋な ホ幽が 幾く つも 組織され た 
ので 預金者が 一時 じ 金を 引出した 爲 

め ) 邦人 銀 巧は 破產 する じ 至つ た 巧 I 

が 画 員は 大巧 妻女を 間 伴して 歸 巧す 

るので あるから 却つ て閒胞 社' 會は健 
實 どなる べきを 見越して 他の 銀 巧が 
をれ を 買 化した をぅな ( 經 濟學 者 ) 

A 化 ー ジャップ ど 云 はれた 巧 家の 雷 
贿 君は 彼の 投書 じつき 一々 辯が して 
遇る どは ナカ^^-^ 健脚家み 巧の マラ 
ン競巧 じ 選手 どなつ たらよ か ( 同】 


が 望なる 貸 地 

A 人物の か 巧 じよら ては 相當の 資本 
を 貸 おず 

場 巧は デラ ゥユャ 河の 上流 じて 產ぉ 
物を 大都會 じ 送る 便を 夕 し、】 名 じ 
二 一一 一英 巧な 上 貸 輿し、 リース は 一二 年 
或は 五 年 じても すなら、 若し 買 取 ホ 
望の A じは 一英 町 ホ 五 弗よ らぽ 五十 
弗を じて 多少 じ 不拘賣 渡す、 農具は 
相談 じよら 貸 巧し、 果樹 植付、 養鷄 
を 蜂 飼養、 養豚、 乳牛 等 じ 願す るち 一 
地の 經驗を 敎授す 可し、 叉 ± 地はイ 

チ ゴ裁培 じ 迸す 養鶏 ホ 望 者 じは イ 

ンキュ V , 夕 1 を 貸 輿す 希-望を は 

新報 就へ ホ 这 みあれ 


が 本 大ち賣 

A 五千傻 着荷 

•巧 斤 じ 付 四 弗 十と ぶ 仙 
四 弗 サ五他 一二 弗と 十五 他 
一一 夷 五十 化 一二 弗 一二 十五 仙 
右を 稱大販 I 货 、甫內 は 御 一報み 第を ^ 

速 御 送 附巧申 上、 巿 外は 運送 お申受 1 
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. 家具 一巧 新調、 球 撰 電話 

の 設備 ゐら 

あ 現 巧の 儘大 至急 賣 渡し 希望の 人は I 

本社へ 御ホ談 あるべし 


日本人 職業 

周旋 所 
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街 八 四 四を 電話 ブラ 

イアン トとと 〇 化 
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を 威に 巧な か 校ゐな > 
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る 便 あり、 朽斷泌 でも 
をへ 巧 巧 じても おな ょ 
b 奴粉卞 

、s 1 リ ジブな が 
\ 結を 校 
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閑靜 じして 淸 潔なる 

▲貸 室を 湯 巧附マ 

Mrs’ foshlno 
一 82 Lfa 马 re 日 ce St. oity 
opp 、 t ろ - 一授を 泌で 0^31 迄 7 に 忌ミ瓦巧吉 | 


御 下宿 吉西 

024 Lexington A-ve. N. Y. CJHy 
seal: 5^ Street 
Telepho 口 e Plaza な挨 5 

、♦巧 煤 あら ♦ 


なし. てを あ 巧を 股 じか けんごす るを 

計 蕾 あらを め 後 あさん VJ 云 ふは 加 抑 

の ゥユグ ドン ホ 己 人 VJ 云 ふ ものなる 

が 日頃を 踏の 嗜 みある 巧から を 港邊 

の あ 連 や 若 夫人 速 じ 之が 敎 巧を なし 

斯くて 樣ぎ 得た る 金 じて 息を 加州 大 

學じ學 ば しめつょ あ b しじ 悄ど 化が 

一周の 事 声 思 ひ 立 も 巧々 の 旅を を お 

へる ためじ 舞踏の 傳授 を爲す こを よ 

からめ ど先づ 息子 じ 舞踏を 化を み 呼 

乎 二人 じて 若い 巧 女を おめ て 最あ流 

巧の タンゴ 踊ら なれ か 精々 範 めかし 

巧を 敎へォ ー クラン ド 市 及び アラ 
メダ巧 じがて 大成功を 化め 得た るを 

なて あ々 世界一周 のをに 上 b 巧 座を 

經て H 本 じ 向 ひ 若な 連 じ タンゴ 踊を 

敎 立べ しどは 風 變らの 化 あ 一周 ご 
を 申す 可 けれ 

♦化 墨 巧な 閲胞 西部 じ 移 化' せん 國 

務卿武 雷を 巧は 本 H 珍 田 大使の 要 ホ 

を をれ テキ ナス 州ユ グバソ よら 墨國 

ソノ ラ 州 加州々 おの カン キ シコ じ 至 

らん ごする 化 墨な 住の 日本人 約な 丑 
十 あじ 對し ホ國領 ± 逝 適の 許 巧を 爲 
す 可き 爵 承諾せ b 化 等の 日本人は 巧 
地 ホ戰亂 のた め 職業を 失 ひたる をな- 
S し 巧 部 じを 化し 输 化の 输 採じ從 事せ 
んど する 者 じして 大使よ ら植 技的卽 
藍の 下 じ 移 断す る あじ 非ゴる 事を 說_ 

明し たらと 


•ザ 川 爲ホ郎 氏 昨年 夫人を 喪ひ自 

かも 亦 重き 眼病 じ 罹らて 歸朗 せる 閲 

巧は をを 崖 病院 じて 視神經 赛縮ど 診 

謝されし 旨 村 瀬 ド クタ ' — に 通知 あら 

た b 氣の 毒の 率 ど 云 ふべ し' 


A 巧 岡が を 巧 晒 喉 結核 病 じて 歸朝 

の 巧 巧は 去 二月 十一 1 H 橫潑着 


参 坂 巧 洋服 巧 ホの 蘆 事 岡 夫人 じは 

ま 十九 日 玉の 如き 男子 出生、 萬歲 


▲.海軍 化胞 事件 じ關 しか 国 新聞 筆を I 

滿 へて 首相 山 本は 巧ち 魁なら、 天下 

め大 泥棒なら ど 痛罵を がせ VJ る、 巧 

し 之れ が舊幕 時化な b どせば 差 詰め 

山 本な 下 一が 徒 窯は 切腹して 天下 じ 

謝罪す べきなる じ 却つ て 居直ら 的 態 I 

度 じ 巧で 椅子に 嚼 付 < ど はが ズ ー 

\ しさ 加 おあれて 物が 言への、 飮 

酒した VJ 云 はれて 名擧 毀損の 訴認を 

提起し 對手 をして 謝罪せ しめた グ 氏- 

の ルの おでら 煎じて 飮 ませたい (大 

正武 子) ▲萬 目蹈 々の 雪の 野 じ 酒 
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ill 

巧 
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ご 一 
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號 


一 ♦社吿 「新 巧み H 本人」 績稿 すべ 
b 巧 故 國あ倩 巧 化 記事 幅倏 のね め 止 
むな く次號 よら 捣載 する え ごせら 


游 两 


I 憂 ふ 可き 現象 

^ 轉地 療養の ため 西部 じを く 
I 人を 送る じ 際して チ ー を 
i ▲十數 年の 放浪を 活を 新ち じ 送らた 

て 知人ぶ 巧 化 巧‘ 摘 魔の 裝ム所 どなつ 

たが キ治醫 は斷然 西部 じ 轉化お 養す 

べきの 巌 命を 赏吿 した、 巧 部 じ 巧 化 

爆 養、 今 巧ら 事 新ら しく 詳述す る を I 

I もな < 備單 なる 化 一句は 識者を して 

戰 燥せ しむべき 深遠の 巧 ホ じ 於て 神 

i 經を 過敏なら しむる であらぅ、 閒< 

あ 時の 當地 H 本人 問には な疊巧 風の 

如/、 馳せ ホる 電ザじ 突進して 白 殺を 

廚ら cfW せし 精神病 者、 不 をの 病 痛 

じがされ 孤彭俏 々病 狼を 携 へて 歸鄕 

せる 者、 曰く 何 曰く 何 ど 聞く も 傷は 

しき 情 橄锐岀 しつ、、 あるを 見る 

A 無限の 抱を ど ホ雜を 擁した 靑 が 気 

銳の 若を がで 里の 異鄕 じめつて 辛髓 

幾が まだ 瑚 想の 道 おじ ぁつて 一度び 

がの 如き 迷 かじ 遭遇し 冷 かなる 移 お 

地 じ 化から 拾 てられた 形骸を はげ 巧 

した 時の 感想は 如何、 愛を のぶ 巧を i 

厮 b つ！ 夢寐 巧の 間 も 息れ 巧ね 慈を 

なき父ゅ、 幾お霜後の ス ゥ ] ト ホ ー 

j ムを 則した 戀 人が 溢る 精緖を こめた 

韦 寒、 暗 今は 巧つ てな なきみ の述命 

を 化 ふみ 巧 どなつ た、 人生の 悲够こ 

ょ b 甚だしき ものは みるまい、' 刮じ 

仪 族の 化を をけ じ異鄉 3 樓の 余は 化 

褒 ふべき 悲 いべき 現 あじ おし 最もが 

切じ褒 慮す る 一人でみ る、 をく け 化 

一際 荷 患 諸君 ど 巧に 化 お 闽が邊 じなる 

かを 硏 兜し 禍を 宋搂に 防ぐ のぶを 满 

じたい 

左 聞くな 州五侧 所で 滅攒 病な じ 化が 

され おる 化 者は 約 己で 人 年々 一一 r 円 お- 

I 弗の 敕巧搜 にが 不足を かじを 額 W 雖 

番口 をを 聴 集して 培る さぅ でむる、 を 

してを になな すべき ー ホは を 巧感い 

べき 夕數 患者の 大部み は外國 移は に 

して 巧す ぶ A 剧を もめ おる 事で ある 

然りど せげ おを の 病が はお 鄕じ化 b 

て 終 H の勞 巧を 慰す るに 何擎溫 情な 

るぷ庭^;?>く趁ふものは物巧的幼おぁ 

る のみでが 間 一の 棉卿 的娛 樂を享 く^ 

る餘搭 なき おお 動もすれば 陰 酵愛愁 一 

で 巧され 終 じ 精神が 態じ異 がをお ス 

か 左 もな けれに 健康を 茜 ふじ まるの I 

である ど雜 悟す る 

泉 東部に おる 約 二一 千の H 本人 中と 御； 


は 終日 陰 爵の家 巧 的勞働 者、 をして 

九 刺が 獨身巧 子なる を 想へ ば 彼等は 

最 t 危儉 なる 狀態 じある ものなら 
云は ねじなら 3、 . 劇しき 勞 働を 終 
たる 血 氣め靑 年が ゥッを 散 じ 懐を 患 

ぶる 只 一の 壌 所は 市 巧を 巧 じ 散 巧す 

る 下宿屋 位の ものである 、之を 彼の 

四觸人 柿的壓 迫に 充てら ごを はれて 

がる 巧 海岸 詞胞じ 比する に 彼等の 身 

邊じ はが 倚る ベ. ri； 间 族の 集 樹 、相 親 

むべき 家庭の 閒繁 あらて 怡 々たる 温 

情 其 間 じ 充溢す るを 見る、 ホれ がた 

め 時 じ 或は 白人 等の 緋 斥が 暴 擧じ虐 

めら れ 感情を 激昂せ しむる 事 あぇ も 

其處 じ慰籍 ごる ふ大 なる 緩和 力の た 
め 却つ て 精神を 奪 起せし むる 媒 ごな 

るので ある、 西部 H 本人が 常 じ穩か 
G ら ざろ 排斥 騷の中 じな つて 一. ホ々 
々鬼く 健實 なる 發展 のぶ 礎を 築きよ 

けつ i ある 巧の なし どせ ずで みる 

四 倒の 事怡墙 遇の 岡 一なら ざる 巧 I 

曲 間 胸を 一巧して 論斷 する は 早計で 

める 併し乍ら 現下 當 地方な 留岡胞 の 

肺を 的狀 態の かき 狗に憂 ふべき 現象 

を 星し つ！ ある ど お ふ、，.， がくて ~ 二 年 

逝き 五 年 過ぎ 双镜 霜を 見る じ 及んで 

何を 焉 ぶの 資 なく ーヶ 巧勞 働して は 

ニヶ 巧 徒を し 溫お赏 靈のホ 陰を をら 

つ： ある 人が 多い、 斯 のかき な浪ホ 

巧 じがる 歌を 知る むな き鄉 里の 親み 

は 切 h に絲 朝を 促して 巧る、 巧 想 現 

實 のか 巧せ るが 梁 じ失敕 者の 群 伍 ど 

。る 者 じ 取つ て 此の 位い 煩 問の 郁 ど^ 

;::^るものは他じぁるまぃ(ホ完) 


♦太 乃 山來ホ せん 數填所 十 U 間の 

勝な じ 常 じみ 勝を 巧 天下 無敵の 稱を 

稱 たる 巧 巧 大相撲 東 ホ橫網 太？：^ 山 峰 

あ衞 巧は 豫て 見物を々 巧を 巡業のを 

望を 檢き蜗 らし 事と て 過般 岡 地 好 巧 

牌 じが かを 潑し興 巧の 時 湖 並 じ 小 崖 

み 設備 乂機料 及 グ朽泊 巧 等 じつき 詳 

細の 閒を せを なし 巧れ る もなる が 出 

お 人数のを 込は 太 乃 山大關 風、 張 出 

大願 伊勢の お、 小結 巧戶 、前頭 大蛇 

瀉 、黑徽 川、 ± 州 山、 年の 巧、 御 ホ 

お、 加 勝 山、 莱 '玉 半 外 約 一二 十 人の 見 

込 じて 總 人数 六十 お あじて 時期は か 

論 置け 操 所な 後 じして 布を 滞な は 二 

二週間 なるべし どの 事なる が 沿岸を 

地 じて 巡 輿の 見込 十を ならば 少 くも 

一巧 中め 一部は がを なて 象 港 始めを 

地に 巡 輿す V しどな b 

♦化が 舞踏 旅行 化が 一巧 旅 巧に も j 

数々 ぁれで 么は义 珍ら し < も 化 セの j 

美しい 後が さんど 加州 大學 の學 生な I 

る廿 おの おいな 芋 どが 舞踏の お授を 
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_ 平 九 巧 十一 - IH ハ 月廿 四日 郵政 院 
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發巧兼 編輯 人 甲斐 健 一 
發巧所 お 育 新巧耻 

紐を 巧 第み 巧 二 一二 八 
疆詰六 四と 云 チ M グシィ ー： 


山 本內觸 瓦解と 

後 繼內願 

お 齒議會 開爵な 巧が 単 収賄 問題を 導 

火線 どして 民 歎 總を擊 の 焦た じ 立 も 

し山本內闊は遂じお解した-^、 電報 

じよら て 闊內關 が 撼辭職 ご 岡 時じ發 

ザる 赏 言なる ものを 見る じを 解の 巧 

ホは 海 带化贿 事件 ごは 何等の 關 係な 

I くを < 巧 お兩 院豫算 委貴會 のを 議を 

I 經 たる 本年度 豫算 案が 不成立 じ f 

一た る じぶ < ど なせら、 素よ 6 豫算の 

一 不成立は 議 轉の爲 政當路 者じ對 する 

不信 巧を 證明 する もじして、 山本內 

1 閒あ 解の な 接 理由は、 化じ實 言の 如 

了なる 可く、 直つ 理論 上 よら ずれば 

豫算案 ど 収贿事 化 どは 自ら 別個の 間 

趨 なる ど おじ、 證 貧の お 度は 如上 二 

: 問題 じ 向つ て、 を 異なる 所な かる 可 

らず ど解驛 する を ま 常なら ミず 可し 

，然れ でも 硏 兜を 1 派を 除く の 外 曾て 

な黨 らしき 政懲 なく 常 じ 一ぶ のホ義 i 

'が 見を 荷せ ホして 懐ら すれば 時の な 

心ぶ を迎 をず るの 徒 夕き巧 族 院わ一 お 

一 衆議院 じがて 修正 削 おされた る 像 弊 I 

じ 向つ て： あじ 新たなる 大削賊 を 加へ 

I 所謂 山 本 首相の 海 ホ陵從 政策を 化 底 

り 破壊し まらん ご 試みた る 巧 0 は 

决 して 單 純なる 理 もじ 藻け b ど 云 ふ 

ザ， ら ず、 試み じ 赏巧悦 じ 化ける 政が 

1 な 對演說 の 重なる もの どして 電文の 

一 傅 ふる 所を 見る に 政府 提出め 豫算案 

は 園 防 上 不必要の お 軍機. 張を 爲 すが 

j おじ 非なら ど 云 ふよ b も 寧ろ 収贿事 一 

^ 件 じ 綱す る當 おちめ 失政を 非難を 擊 

し 此の 如き 不信用なる 政が の 豫算窠 

だは 協 赞を與 ふる 能は ず どなせ るの 

谓 あら、 郞も か' は 族 おは お德閒 題を な 

一て な 治 問 趣を 解釋 したる もの じして 

I 愤言 すれば 化脾爭 がよ ら豫黨 の不成 


去る 廿 四日の 東京 發電は 後 お 內閣の 

I 組織 者を なて 西 園 寺 侯 者 < は 加 藤 高 

I 明 男なる V しと 報じたら、 若し 這圃 

の 政 獲が 政黨 政治の 發 達した る 英国 

じがて をら しもの なな どせば 加 藤 男 

な 反 お 黨の黨 首 ど して 進む で 新內閣 

を 組織し、 自黨の ホ 張 じして 夕較黨 

わるが 友 會の排 巧す る 所 どなら ば 
且議會 を 解散して 巧て 國 民の 輿論に 

問 ふべ. きが 順序なら ど 雖 も藩闕 元を 

政を 逝 ひて ホ だ 幾何なら ず、 貴族院 

は 依然 どして 長 補 者 流の 隱 居所たら 

I 國 K 一般の 政治 思 あ 甚だ 幼稚 じして 

I 權 利、 義務の 觀を 明かなら ざる 吾 国 I 

じがて は 到底 議會 じ夕 歎を 制する の 

^ 望みな きのみ ならず 例み 圃民 黨の义 

I 養 巧 一派 及 中正 破の 尾瞄氏 一派 ど 手 

を携 へて 內觸を 組織す るょ をる も異 

をす の赖 立內閣 はがせず して 施攻 k 

のが'! .を 化ぎ、 -,^ i ^に.段る¢!^$~^^ず ろ 

巧 どなりて 憲政 黨巧關 の 故 做を 繰 お 

すじ 過ぎざる すし、 之れ 贊 明なる 加 

藤 巧が 輕々 數內閒 組織の 大命を 拜す 

るに 禱践し 得 可き 邵由 ごして 充 をな 

らん、 を じ 於て か 吾人は 巧鹽寺 おの 

爾を 最も 導ん 多き を 思は ずん ば 非 や 

反 お 黛は 政 友 食の 行動を 目して 多 

I 歎 黛の 橫藻ど 罵ら 巧會 所感の) 代議 十 

をな て 一 稱の愧 備に 過ぎず ご 巧せ で 

もな じら 角に も吾國 政界の 現狀 ょら _ 

見れば 蚊を 會は 最も 勢力 ぁる 一大 政 

黨 じして 之を 率 ゆる 者は 正 じ 内閣 組 

織ろ 大命を 拜す るの 僧 値 ぁん 人物と 

せざる 巧ら 中、 現な の 黨首お 氏の 如 I 

きみが 率 的 手腕 ど、 朋敏 なる 頭腦ど 

は 確か じ 辜 隅の 首位を 贏 も 巧べき 資 

I 格 ぁり ど雖も 目下の 情 態け 巧を して 

が 野 瓜を 逞 うせし レる を 許さ や、 然 

る じ 西 聞 寺 おじ 至- ては 今上陛下 

の 御 親巧惇 きのみ ならが 政ぶ 會 どを _ 

1 をの 閥 係 あら 就中ぶ 淸廉ど 雅懐 ピは 


立を 巧た し、 豫算 のす 成立は 山 本 巧 

I 閒お 解の 商を 巧 网を爲 せ 6 どい ふ 可 I 現 時 政が の 人物 中 他 じが 比を ホむ 可 


j | 見 給へ、 巧 癒 持の 巧い お爺さんよ、 
ij 兀 ホが 手腕家 ホ じ 敵が 澤山ゐ る 
オイを、 一言 貴を じ 言つ ごくが 赏 


: く、 結 お 山 本 巧 間の 致命傷 的 最大が 

因は お 取収お 問題 じ 閥す る 一般の 反 j 

威なら ピ いふを 得べ し、 然 らば 後繼 I 

內閣は 抑 も 柯人じ 化ら' て 組織 せらる 

巧き か 之れ 颇る魄 'ホ 巧き 問題な わ 0 


からざる を 0 て 侯 じして 一巧び 起ん 

か 人 必の歸 向は 山 本內閣 にを す るら 

の. こ 反比例な るら のゐ らん、 吾人は 

泼き 興味を なて 今後の 形勢 じ 注目せ 

んど 欲す 0 


國击 放言 

ホ 巧め 大臣 
ャ I 先生 乂振 6 じ やつて ホた ね、 

ナ こみ 閣 落城 じ 就て 何か饒 巧れ だ、— 

ァ 、- 、 、 だう しても 政治 外を 問題 ~ んだ 
ごなる ご 流 巧の 新 閒崖も 图± たる 吾 

輩の 意見を ホめ ねば ケリが がかのと 

見 b るな、 ィャ をく 吾 餐 は 猫 じ やな 

正 お 正 節の 國± だ、 貴を の 口調 

を眞 似る じ やない が、 ホ ホの 天で を 

I 経输 する 所の 國±樣 だ、 隨て言 ふ 奉； 

が眞 面目で るるから 其 赖らで 閒くサ 

郎位 まの 御大 禮を 目前 じ 捲へ て 本 

城を 明け 波す の だか も 山 本さん も嚇 

辛ら かつたら う、 况んや 子爵 男爵 正 

何 位 動 何等と いふ 棚 がら ボタ 餅を 峻 

ひは づ して ォメ {別 退が る 諸君 ど 
j 巧ち や 賞際氣 5 毒な もん さ 

併し 克<考 へて 見る ど おお 收贿拳 

件は ホ おじか 派な 敎訓を ホ 進の 政治 

一 あじ 輿へ た、 貴を は 知つ ごる かもが 

I ら のが 山 本と いふ 人は なが ホ 正 どい 

ふ點に 就て はが 藤、 山縣 、井上、 巧 

なでの 及ぶ 所じ沪 中で、 政を じ 熱必； 

な ミ も歷 巧の ザ 相 中 稀 じ 見る 巧の 人 I 
物 だ 

▲然る じだ タッタ ーつの コム ミッ シ 

ン巧 越の 爲じ 其み は 化 賄の 元 兜 VJ 

I 呼ばれが 角 物 じ 仕掛けた 巧 閣を明 渡 

さねば 納まらの 破目 じ蹈 入つ たど 

ふのは 一鶴 何の 爲だご 思 ふ、 貴を 等 

I 後進 子弟の 大 ひじ 考ふ 巧き 所だぞ 

元 巧を 錢ご 名擧を 二つ乍ら 併せ 得 

I やう どす るのは 非常な 必得違 ひで 無 

埋じ 巧ら うごす る こ、. 巧 謂 二 兎を 追 

ふ 者は 一 兎 をら 獲ず の おおじ 蹈 入る 

ので 下手 間 誤 付き や ホい ベが を 着 じ 

やならん の だ 

A 敢て 慷慨 家を 氣取 つて 言 ふじ やな 

いが 近頃の 巧い をは 才が餘 b じ 走 b 

過ぎて 智惠が お b ない、 だから 千 か 

二 千の 目腐れを を 儲かる どか 或 ば 相 

I 當 の名擧 職を 得る 段 じ，；^ る ご 幼い 時 

學 校の 先生 じ敎 はつた 正義 正道の 

觀 念を 义 つて 化 舞 ふから 實 に！； るの 

ご 

A 成码 人間は 矢 張 6 人間 だから 時 じ 


I 事ら する、 併し 惡い事 も 品 じ 由り け 

で 軍鑑の コム ミッションを 取った 

ら 、御用商人の 頭を 八 子た 6 する の 
は 取ら も 直さ や國 民の 稅 をを をむ 事 

じなる ので 本 巧 性質の よくない ホな 


馨 言 


讓甫ぉ 風 . 

佐 藏巧嶺 
海-原 吹いて ホる 風は、 

で こから 吹いて ホる 風 か、 

沙漠を 踰 b て 名いて ホる 0 


遠 < 南 じがを なす、 
邀 通れる、、、、、 < 

ュ ー カ水 都の 聖典は < 


お 等を 生 ほが 巧裔 の、 
血 湖 じ お < 、お 族の、 
な觀 ひたす、 义款あ n 


I 貴 お 達を 望むならば 第一 じ 正な な 事 内閣のを 解は H 本國 段が 贵族 政治を 


第二 じ 一本道を 辿る 事、' 第二 だ淺い 
所で 小さい 魚を 釣る よら も 深い 巧で 

大きな のを 釣る 考を する 事、 第 四は 

I を錢の 貴き ど 其 麗しき を 悟る 事 だ 解 

つた か 


•山 本 内閣 總辭 

. 職 (廿 四日 東を 發) 

一山 本 內閣は 本日 總 解職を 巧したら. 

間 巧閣は 総辭職 VJ 同時 じ I の葺 言を 

をし 總辭 職の 理 をは 海軍 化赌審 件と 
一柯 等の 關 係な < 貴衆兩 院豫算 委員 會 j 

にがて 本年 巧 豫算が 不あ立 じ 了ら た 
じ 基く となし、 雜時講 をの 開催 ぁ 

る じ 非 ざれば 政府は 不巧止 前年 巧の 

读 算を熙 襲せ ざる ザから ず VJ 云へ 
妳を 宣言は 巧賊あ 解の 原 巧 海軍 化随 

にあら しなら ば 綴 解職は 事件を 生當 

瞭 旣じ實 巧せられ たるす しど 附言せ 

もど 雖も反 對派諸 新 簡は巧 解の 理由 

i を 巧て 收贿 事件 じなら VJ なせ A 


靑 きごげ ある、 木精の、 
核子 阴 きて、 慘 毒の、 
おめし 餐 給を 弛 張して < 


族を 願ら し、 忍び 矢の， 
ゆづるを 截 もて、 鉢 倒し、 
酉を の黨 畔、、 、 、、 

橄攪の 雄、、、、 散る 0 


♦曾 巧 子め お號 

了 疑を 巧祂準 巧は 本日を 族院 じがて 

巧對 派の 代表的 意見を お說 し、 お带 

极贿 事件は ホ 國 海軍の 訓娥を 破を し 

下級 將卒 をして 上官を 輕 侮せ しむる 
じ 巧れ らど 論せ じたる がを 我す の 巧 
j 說じ 巧で 躁巧謙 論 沸騰し 豫算 の大削 
I おは 収赌を 件ぶ 政府が 陸軍 じ 向って 
が 軍擴 張を W 间 额の 豫算を 計上せ ざ 
^ しが 爲め な^ごな せり 


傑が 巧し 総理 大 を だつ たら ヶチ臭 

n ム ミッション なでを 取ら 中 じ 高 

I 刺 貸から ゥン トおを 借ら 这 むで 盛ん 

じ 相攜を やる ね、 運が 惡< て 損を す 

れや借 便し の 御 巧し 下され どして 义 

I 儲かった 時 じ 沸ふサ 、撒って ホだ殘 

つたら 妻 じ 着物を 買つ て やる、 子を 

を 恵んで やる、 おまで なて す おの 爲 

じ 黄 田を 貫 ふなでは 愚の 骨 巧 だょ 

A 巧 君 か、 あの人ら 豪い 人物 さ、 政 

I を 宵の やぅな 歴大な 政 黨をピ シャン 

ど 統率して 巧く 所な どは 到底 鱗 かの 

族では やれない 藻當 だょ、 惜し ひ 事 

じは 相棒の 松 田 君が 死んだ ので 黨內 

の 調和 じ不數 不便を 威ず るで をら ぅ 
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A 西 園 寺 侯 召さる 

一 內閣絕 お 職 ど おじ 踏 ドは 西 阁寺侯 

I が 化の 諸 元老を 御前 じ 巧され 後繼內 

I 闕じ付 御 諮 間 遊ばされ たるが 兩閣寺 

: 候は 夕を 新巧閣 組織の 大命を みする 

I じ 至る 可く、 尙ホ 患け 志を 総 姑-加 藤： 

I 高 明 巧 も後繼 をめ 候補た る 可し ど 傅 

へらる 

•巧對 派の 歡 喜. 

なお 黨は山 本 內閒& 巧 解を 0 て 隅が 
I 與治 じを か 的 大打攀 をが へたる もの 

し 今 巧の な 變は 薩甚幕 脚の 化が を 

渡へ す ど おじ 恵 かな おのぶ 巧を 化^ 

るの 結果を 生ず 可し ど歡當 しおれ 6 


めた る もの； 如し、 元 巧 當厨じ 立 も 
たる 山 本 內閣は 陸軍 孤の 反 避た る お 
軍 派を 代表せ る もみなる が 桂 山本兩 


倒 ほし、 陸海 軍內 じ縣觸 せる 潜势力 

を虛 弱なら しめん どの 目的を 惹 ホす 

る もの じして 日本 じ 於け る藩闕 なお 
の 命 派は 旣じ絕 へたら W 言 ふを 至當 
な も ごすべし、 而 して 山 本 巧 閣じ栽 
する 人民の 巧 感は昨 夏の 加州 止 地 法 
通過に 伴へ る H ホを 涉ど 殆んで 時を 
向ぅ して 起 6、 間 巧 隅は 輿論の 應迫 
迫られた る 結果ち 米 國じ勒 しては 
普通な 上の 嚴乘 なる 態度を 0 てを 渉 
を纔 縮し 珍 旧 大使の 如き 本 園な 府の 
I 厳かを 奉じて 最も 强 硬なる 談 巧を 試 
みた b 、 然る じ 長々 しき 雨國 のを 沸 
遂に 何等の 解决的 成案を 得ず 昨年 
I 秋の 談巧 不調な 來今日 じ まる も尙 せ： 

1 解み を 見ざる 巧 潔なる が 化 事た る や 
H 本な 府だ對 派 じ 好個の 娜擊を 巧へ 
彼等は 山 本內閱 をな て國 家の 體 面を 
維持す るの 能な く、 化 外 邦人を 巧驢 
する のな 格な き^の と して 極力 政が 
I 反 對の氣 おを 高む る じ まれら、 當 、時 
H 本國 民の 排义 招を お 如何 じ 磯烈な 
しかは 到底 吾等 ホ 人の 想像し 得る 
所 じは ホ ざら き 

I 右の 如き 巧 惟なる を 巧て 新巧觸 をが 
I 織ず るかす は夕 少なら ごも 加州 王 加 
I 法 じ 願して 旣 なの 巧閣を 攻擊 した K 
者を をむ じ まるべ <隨 て 新 巧賴は n 
来 問 趣の が 巧 じ 向って 前 岡 樣の强 麻 
i なる を涉を 開が せざる ベから ざる 抓 
|位じ立っ；ごならん、 而かも現化じ 
於け る H 米 兩國の 立 煤は 當が VJ 聊か 
ち 異なる 所な く 吾 ホ 國の立 嗦は口 お 
におして 巧 率を も 為す 能は ざる 化げ 
巧ち 旁々 山み 巧 偶のを 解は 米國じ 
I 取り 甚だ 好まし からざる 時期 じ 於で 
が はれたら ど詳 せらる 


春巧闡 瓦解 ど 米 

國 (サ四 U 帮府 發】. 

山本內 踢總辭 職の 電報は 帮施頓 政が 


«大 蝶 巧關說 

(廿 六日 おを 發) 

大殴 化を して 新內 隅を 組織せ しむ な 
しど 械力 逃勸 する 者 あ 6、 大腿み 閣 
ホ哨お 等は 呵伯目 T の 戟醫は 有力 t 
る 職 ホみ 脚を 組織ず る じ 甚だ 巧 都 A 
なるべく、 ホるべき 御朋位 式の 朔閒 
じ 於ても 一 船 國投の 気受けな 好な， < 
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j 化衙 中なら しが 本 H (廿六 H 更じ輔 
會の A 閉會の 化講を 通過せ ゎ 、 $ 
一巧 再び 稠を さるべし 
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- 苦しき 立 壤じ陷 入るべき はち 乂航 

霜を 唯一の 生命 ごせる 柬洋衡 船な 

べし 元 ホ じ 祭馬述 河の 細 通は おろ 义 

I 巧が 化 路じ對 する 一柿のを 命を 起し 


• しもの 


本 郵骄の 一?^; ぁるの み-^ をで 歐州大 1 文が 麻 接 じを 民の 賦 因と^ 

I \」 思は—— 願」 て蟲 H 讚 

一省の 巧 喚 じ 化り て 出頭した る 際が 間 

口带務 村長み 困 司法 局長が 口 副官の 

S 氏ょ b 眞僞か 何の 谭問ぁ b をは 之 
『户 ^ぉり ‘ I じ對 してを 部 余の 蘇 見 じ 相 達な し ミ 

船を 社を 加 ふれば 巧 力なる 四 線 新た 確を したれば 海 巧-省の サ-縣 どして をの 經 遊は 大電 左の 如し 

卜 '''こ 3 ,.vl :、； 事なる ベ A 巧ん 派の 化 抗蓮動 お 動 準備の 內 

じ' 至らし 命が はる や 陸 带將校 間 じ 巧 力なる 反 


:陀 ょゎ 東延 b 又は 巧 網. りを 取りて じ 

糸 お ホ 巧に 航路を 開 < ベ きお 船は a 

下の 巧大を 社の み じても 獨の ンプ 

グツク アメブ カン、 英 山ブグ 1 ファ 

子 ‘张の ェムェ ム療船 あら 之じ郵 


♦趙秉 釣 逝く ま 那が線 綴 替の巧 氏 
は 二 H かと 日 巧 死した b 氏は 河南 省 

I を 州 . < 1 兵卒ょ b 适ち たる も袁® 凱 

のか 遇を 受けて 漸巧 昇進し 革命 0 前 

ら爱随 r の 股 化 どして 今 円 じ 巧べ 
すを 五十 化歲 

♦ 白 狼を 二ち 化 人を 屠る サ五 H 叱 

I を發電 じょれば 强 賊白痕 軍は 巧 後篇 

奪掠を 潜 主*; じし 過日の かきは 峻 

两省 ランチ ユチ ャィ 巧を 襲 ふて 化 民 

二 巧 一一 一十 あを 殺戮せ b く 

@浩 氣に滿 てる 英國政 巧 
I 堤 國議會 じがけ る 愛蘭 十' 首 治疆は 

南 韶諸州 V 」 巧 お 岡 自治を 喜ばざる 化 

I 韶ウグ スター 州 民の 勸搖を 招きな が 

は 万一の 事 變じ備 へんかた め 陸海 軍 

巧 勘 準備の 內 命を 傅へ、 ウグ スタ 

1 州 民の 戰備 ご 相辖 つて お 勢 頗る 除 


甘當局 者の 砍 弱なる 態 巧を 攻擊 マる 

| のみならず英帝陳下：^,憲を上の大權 

を 越へ て 自治 まじ 卞涉 したる を 巧ぶ 

じ ま 6 議會の 討論、 諸 新聞の 論調 頗 

る 峻烈を 極めたら 

首相の 辯 巧 ど 陸相 命 かの 化が し 
ァス キスを 相は まる サ荒日 下院 じが 
て英皇 陛下の 爲じ辯 明し 且つ 政 暗の 
な 襟を 巧 かじず るた め 陸相の 軍. 人 じ 
典へ たる 保證を 取消し、 陸相は 旨ら 
賠じ 臨みて 直 裁じ自 丘の 失錯を を 
I 旨す る ど 共 じ 一切の 貴を を ふて 辭表 
を提 おせら、 がる じ 要人 派は 朝 H 祟 
1® がな ち 政府の 態度を げし どせ.' ず 降 
相シ ー リー氏 ど 共 じ ダフ 中將じ 巧へ 
たる 蕾衞じ 連を せる 陸軍を 謀 總長ジ 
ン フレンチ 卿 及ゥァ ー ト中將 は 典 

じ辭 をを 提 おし、 當局 者の 立 攘は篇 

々旧 難と なれ 

I 今日 迄の 經 逆は 大要 上記の かくなる 
がァス ネスみ 閣がゥ 'グ スタ ー 州を の 

不 孕を 剌用 せる 反 お黨じ 乗せ れ忠 
人を して 政治 じ干與 せしめし は化垂 

かを して 豫想 外の 大事 件たら しめね 

る もの じして 內 靴を々 のかき 報道は 

I 餘ら 盡要視 する 程の 事 じは あら ざ 


三ユ ー 3 1 ク 本局 婦化午 お 六 時半 

船 名 經を地 發送日 

巧藝化 沙潘 四 巧 二日 

タコマ タコマ 四 巧 一二 目 

K ンダ 晚波香 四月 四 U 

地洋化 を潘 四月 香 i 


じ 開航を 見る 露なる じ 勒しホ 國の氣 をを {良した るは 寧ろ 常然の 事なる へ 
I 船み 社な 無論 之を 默視 する じ ホ ざれ^ 

ばあじ 化 上 何 線 かを 增 がず ベく 夫れ 

口外 じ尙 所謂み 閱 社外 船の お 乂帘谣 


はを 前 ょら 蒂く增 加すべき 理 なれば 

化 閒じ處 し 東が 漁船が 非常なる 惦迫 

を受 くべき は 當然の 事 じして 殊に 同 

社は 所有 療賊じ おする 减惯 借が も 十 

かこ 巧き 盾き 居らざる を 0 て ー ホ 

於て ち 額の 蹟立 おを 有しを つ 船 憎の 

割を なる 郵船が じを 馬を 相 並行して 

勢 ひ么じ 競ず 的 態度を 取る 事 どなれ 

ば间 社は をく 腹背 耐時じ 巧 擊を受 

る譯 じて 今後 如何なる 經營 方法を 化 

ごも 化 致命傷は 恢 なする 餘地 なか 

るべ く 思は る 一ぶ々 ど 說く巧 あ b 

参 先 ホの 御製 十二 巧を 明治天皇 隅 

下 御 巧 世 中 朝な 夕な の 御 感興を 曠み 

出で 遊ばされし 御製の 總數は 約 八 巧 

餘首ど 承り 病 6 し 所 御製 整理 掛ら仰 


べし 

♦トン オン 巿戰現 憲政 軍の 首領 ブ 

ィラ 將 軍は 過 H 巧手を 五 千を 率ひ窠 

画 化 部の トレオン 巿を 包圍攻 舉し顶 

_惡 どな b し； お 報の かくなる が 某な 日間の 激戰 のを 一擧 してを ホを 占領 

せんごす る势 ほひを 示せし か 政府 お 

の顏强 なる 抵抗 じ會 せしめみ なら ホ 

首 およら 到着せ る官 原援を ハの が 面 あ 

擊を 受けて 手締き 打擊を 蒙ら 一旦 お 

頭した る 對择の ュ メズ、 バラ シロ ホ 

I を秦 て： を ホ じ 退却せ 


一し をが お 恶廓淸 の 志を 懐 、 

は 彼の ブ ヒテ^ 樂 かじよ b て 碼蕊せ I 勒 運動 おも 濟 蘭-^ ザ備 隊長 パゼッ 

られ たる 最 をの 海 お収贿 問題 ごは 願 I 中 おを 始め 五十 餘 名の 十 官等は 快を 

聯 せす 實に 一二 四 年な 前じ始 ib たる 

のじして 余は 其 爲め最 あ 二 年な 來 

I が雨豫 算じ關 係せ る萌 政の 批蔚 を擊- 

じ 着ず しおく 雜誌新 H 本紙 上 じ 連載 

する 事 どな b 居れ b 海 雨 腐敗の 龄み 

は 賞 じ 世人の 想像な 上 じして 某 腐敗 

の 稍 巧は 陸軍 じ敎惜 せる 事を 確信す 

I 彼のが あ 所 間 題の 如き 制度の 不 巧を 

ど 云 はんよ b 樂 々或 醜 目的の ため 故 

I 意 じ 彼の 如き 組織と なせ るら のど！^ 一 

せらる をは 今な ど 雖も海 策 廓 構の た 

め 益々 巧 力す ベ <當 局み 离雁 手段の 

一 かきは 固よ ゎ 意 どす る 所 じ 非 ホ尙を I 

の 執るべき 廓淸 方針は 巧ら じ 高言 放 

語 せんよりは 專 ‘，- 海軍の 經 ま豫算 の . ，，' 

實情じ 就て 綿密なる 解剖を なし 最も 見 じな 抗 ずる 者を 滕迫 せんぶ 满め化 I 報 せら 


I 連ねて 辭 表を 差 おし、 若し 政 巧が ゥ 

方 スタ ー 挪 民を 膝を する かため じ 兵 

j 力を 用 ゆる 事 あら ば喪圃 陸軍は 二み 

せらる v< 、巧 亂の慘 禍立七 巧 じを 

るべ しと 威嚇す る じ 至れら 

A 陸宽犬 巧の 失錯 置 人 派の 威嚇は 

I 宮中 巧 中 じ 甚大なる を 樵を 巧へ ジ 

II ジ五化 隣では 御前 會講を 開 令て 文 

请大官 ご 凝議す る 所 あらしが ホに 

陸軍 大巧 シ！ リ ー 巧は 大 ひじ 猿 狼し 

憂 蘭 ザ備隊 司み 官 ダフ 中 おじ 書を を 

で ■、政 麻は を蘭± ど 否 どを 閒 はや 


こュ ー ョ！ ク巧西 六十 四 了 目な 廿 
-當 電話 コ〇ン バス ーニ 00 と 

やまと 旅館 齡 .姑 
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黃白 結婚は 不可 

羅府お 住 倉 永 照 一二郎 氏の 離婚訴訟の 

事情 じ關し 左の かき 報道 あ b た ゎ 

倉 永 夫人 ンォナ は當年 十歲の 小屏を 

携 へて 化 部 加州 じめ ける 親族み 下 じ 

家出を 爲し間 時 じ 離婚 訴說を 提起し 

たるが 両人の 結婚は 今よ b 十二 年 前 
I 倉 永 氏が 巧 力なる H 本人 事業家たり 
レ當 時の 事 じして レォナ 糜 と共に ン 
ノ 巧を 驅 けを もの 上 結婚式を 擧 げた 
る ものなる が 倉 永 氏は 巧 後 震災 的た 
め大ぶ 害を 潔ら 加 ふる じ‘》 庭の 情 態 

が 頗る 不愉快なら しご 見 わ 遂に 今回 

の 離婚 沙汰を 見る じ まれるな り 巧 事 
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にあら ざれば 下すなら 是れ ホ國婦 
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j は 目下を が 中な b ど 


ニアの ォ' ― フグノ 1 ド ヌメア 會神 
の 間 じ 巧 島 ニック グ鑛採 細を 目的 i 

ずる 移民 八‘ 百 名 送致の 契約を* せ 
る もなる か 巧 巧 上旬を なて お發 のを 
じ 就か L むる 豫 まじて 契約 年限は 滿 
四ヶ年 じして 最 巧ーヶ 年は を 巧 百 法 
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崖、 骨 兼修 淺 、縫 淸邮、 輕業邮 等で 

化 中 比較の じ 成功して おる のは 奠術 

家 ど 輕樂師 ごで みら う、 尤も 縫浴師 

骨董 修襟 なでで 相當な 助產を 作つ た 

ま 又は 普通な 上の 生活を 營んで 居る 

I 者 或な 電氣 、製圆 等の 職業 じ從 奉す _ 


▲ニュ 1 ワワ ツシ ヨンの 蠢ェ中 普通 
I 諮 ェのフ オ^ス トクラスと 云 はれて. 

一 最も 収入の ぞいのは 佐々 木を、 蘆 巧 ~ して 普通の 事で 無い 事は 當然た 
吾等で ある、' ピ！ スオ ー ク即も 貧た 


中 


じ 築ぎ 上げた 身上 か 如何 かは 第】 
おの 素性を 洗つ て 見る が 早道 だ、 

体 山內の 素を は 彼れ 自身な 外に 精確 

じ 知つ て 居る 人が 無い が 傅 へらる 
I 所 じ 化る と 啤將は 曾て 福 山邊の 神官 

鳳を の 家で 下 稚か下 侯を して 居た 事 

は 明かで 巧る 然る じ 中 おは 幼時 頗 

I が 倒で あつて 鳳 巧は 深 < 其 才氣を 愛 


し 之を 東 巧の 近 旅眞琴 翁の 藝 (今の 

攻 玉を】 じ 託して 教育を 受けさせ 
事 じした、 化 藤裝じ 於け る 山 巧は 又 

頗る 才気を なて 頭 巧を 現は した 其處 

で 典 琴 翁 も 遂に 娘を 嫁は す 事 じした 

I 化 事は 何人も 知る 處 である 之で 0 て 

j 何 巧万圓 の資產 をが る ど 云 ふのは み 


I 事 じ從 事す る 者は 上中下を 問は ず 一 

ケ年約 約 一手 巧 乃至 一二 千 弗の ず巧収 

入を 得て おる から 兎に角 普通 0 上の 


る をら ある： a 何を 之は 一二の 人 じ 止 生活が 出 巧、 本人の 必得 次第 じ 依て 


を 


0 



.まるので が じ 述べる が耍 はない 

A が說 をの 巾 比較的 じ 成功して 居る 

类術家 ば 一が 何を して 转 るか ピ いふ 


化 當の貯 菩を爲 ず こども 出來 るので 

志る 

A 此 かじ 下 烏 若は 新脊 博物 箱の 生物 


に 名 こを 美術家で 名颗の 表て じは 麗爲ホ 家 どして、 离峰 邸の 建築 圖ま家 


巧 

四 

十 

號 


- 々しく ィラスト レ ィター な で t 次い 

すは 居る： か 其實は 歌、 術 家の 宋成 風、 

1 眞の英 術 家の 般 から 軒 八^が 中の 俗 

をる もので 所謂 「繪 尹を さん」 の ホ 

I である、 化 おは 新 流 巧 品 哪も嫌 入の 

橋モ やぶ 類の 給を 最 ぃて 雪き 貸を 取 

I るので もる がぶ 語き 贷 なる ものが 流 

I おじ 海門の 職 策なる ホ じ 高ぃ ので あ 

ぇから を も 湿る 譯 である 

: ▲ U 本人 it . 最初 じ 化 職 叢を 見 化けた 

者は 二 年 前 L ： 歸 朝した 河邊 •岡 部 S 

君で あるが 巧な 追々 其 数が 殖 へて 

がて 目今の 所 約-: 十 名のが 人が 之に 

I 從苹し 比較的 じ 成功し \」 括る、 繪エ 

; 諸君の 出身は 巫 もじ 東 巧 京都の 巧 術 

一學 校で 本 巧から 云へ ば眞 ので 術 家 ど 

: なる 爲じ 渡米した おじは 相違ない が 

i 四邊 のが 態 や自み 巧の 性格が 眞の巧 

術 家た る じ 適せぬ 所から ずつ 取 b を 

一く 巧 巧 道を 踏んで ぅまい 飯のを へる 

ニユー フワ ッシ ヨンの 盡エ VJ なつた 

舞で ある 

,4 併し 厮 巧の U 本人 壽エ 諸君は 實じ 

でを 知る の 明 あるを で 其 悟 b 方の 円 卜 

いおじ 於て 傑 も大に 敬服ず る 次络だ 

I 元 ホ 人間は 丘れ の畏所 短所を 知る 奉 

I が條 めて 肝要で あって 就中 美術家の 

I 如き 天才に 待つ もの じ 巧つ ては 特に 

: 化、 む 掛けが 切要で ある、 生半可の ア 

j ! チ スト' レな わ裝の 毛を をく して 貧： 

一 乏を巧 じ 甘ん 中る よらえ、 一寸 くら j 


グ 


た b し牧巧 君の 女 セイが 山を は 

クフ エラ— インス チチユ 1 卜のを 巧 

篇 生家 どして 何れも 勤務 中で あるが 

之れ 等は 先づ 美術家で 給 巧は 普通で 

ある 

な 上は リ 本人 講エの 化 入で 岡 階級 

の 米 人 葦 エ VJ 比肩して がて 遜色な き 

I 手腕 ある ものであるが がみ じ 义人議 I 

了の 特別 階級 じ屬 する ち ど 比較 すれ 

ば 非常の 左異が ある、 米 人の ス ペシ 

ャ八 クラスは ーヶ 年と 千 一二 巧 ホから 

巧 お 千 巧の 給 巧を 得て 居る 者 も あ 

るな で 巧 夕な霸 家-リン ン 、フ イッ 

シャ ー 氏 ライン、 デ ッカ！ 巧の かき 

も 元は 渺 たる 流 巧 品の 盡ェ であつ た 

H 本人 議ェ 諸君ち 現が じ 甘ん ずる 事 

なく 大 ひじ 驚 薇して 天下 第一 等の 書 

で冢 、肅ェ じ 成つ て 欲しい 


•山 内' 中 將索性 問題の 人山 巧中將 

が おじ 赴任した のは ホ だ 其 造を ク監 

時化で 現今 じ 比する VJ 實じ微 々たる 

I 者で ぁつたが 巧 巧 巧 中 じ 造ら 上げた 

批 をは 化 間 じは 五十 萬 どか 十万 どか 

云つ て 居る けれ お窜蘭 製鋼所の 株 や 

巧 蘭が 巧の 預金 や 糸 崎、 一二 お 地 ホで 

お 地 や 寺地完 工廠 書記) の 名義で r 

昨年 迄 吳じ化 おし 御用 商 A どして 大 

じ 羽 振を 利かして 居た あ藤輔 をの 名 I 

I 義で 活用して 居ね 資金 其 他 おを すれ 

ば 一一な 五十 萬圆は 動かぬ ど 云 はれて 

I 居る 化が まは 果して 官巧 どして 眞亞 I 供 二 A 連れで チャ 


\ 

(( 


投蓄雜 


日本人は 何時までも 皿ぶ かり 化つ ご 

のは 能で ない、 何でも ィ ょから 
I 軒の 巧娜を 持つ 必掛を 涵養して 欲し 

、日本人が 外 画で 比較的 成功し ど 

のは 巧髪邮 である、 淸潔 巧な ホ 先 

の 器用な 日本 散髮 歷は當 地な ではが 

適地 ど 思 ふ、 尤も 創業 當 時は 絕營 
困難す るで ゐ らぅが 少し 巧耐せ ばを _ 

度繁 冒す る、 實業 紐を け 巧 方面 じ活 

動しても らい 度い (經世 家 一 ▲漢語の 

發 音は 中々 闲 難で 其 道の 大家 じして 

I 尙ほ 間違 ひは をれ ない' が 巧 外相は 化 

京を ホツ キン 現象を ゲン ゾ t ど 云 ひ 

一久 巧 田 巧は 愼 重を シンデ ウ橋 本次宫 

は 之を チン チョ ー ど發 音し み 元帥は 

I 拘 はら 中を 力、 ラは 中 どい ふ 或が 巧 

は根據 地を 子 ショ チ どを ふを ぅだ 常 

I 巿歷 々の 中 じ も 破綻を：； ジョウ 造詣 

をゾ ウシ 唯一. を タグ ィツ 機 張を コウ 

ウ 夫れ から 振る チヨる のは 某會 

一社 員 「君秘 島の 義 ソンを を 幾何 出し 

I たか」 ど 巧た もんだ (抱 腹を】 

ィ 投書家 諸君 他人の かお ばか 6 摘み 

一 出さず じ當 欄を 借ら 吾々 のを お 向 h 

j すべき 途 をを 換的じ 巧 兜して はか 何 

(眞 面目) A 近頃 歸朝サ し 一を 人の 

I 近 信じ 「ー キヤ ロット 位の ダィヤ お 

I 翰を はめ 居れば 千圓位 撒き もらす ち 

よら も遙じ モテ グ樣 子な て U 本人 巧 

般 がか 何 じ 浮难を •の 風 じ 流れつ 

あるかが 巧 はれ 申候哀 々(通信 生) 

日本人の 集を する 巧で 手遊びを や 

る 痛 所が 巧 中 幾 巧 あるか 正確に 當て 

I た 人 じは 千 弗を 典 ふ (矯風 生) ▲ン 

一！ Z 1 I 1 の 或 家を と 年間 夫婦 じ 小 

デして 居た 水夫 


上らの 某 先生は 自ら' ま人氣 取ら 縱横 

j 無盡 じと を 振 b 自を 等の 输化 迄ち 人 

のバ トラ ー じさせ 某 料理店の 給 化 女 i 

でを らし 曠がセ クン. タリ 1 ご 巧い！！！ 

ご なつて 星 an も 知ら 乎 じ ゎしの た 

かみさんを ま 人 同樣じ マダム ど肆稱 

てて 吳れど 勿体 おつて 居た が 今 国 

じデ ス チ ャ1ジ され新育じ歸るのは 

i 面目ない W の 事 じで ニユ！ ブ！ クじ 

足を 留め ビ 1 ナブ スタンドを おす ど 

I て お備中 どの 事 (バ トラ ー 生) 
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I 米闡歸 りと 故國 

; の 新聞 雜誌 

I 明治の 初年 泰西 文物の 盛ん じ徐 入せ 

られ 政治 上じ稱 する 肖み 段權 論の 部 

巧を 風靡せ る 時化 じ 於て は 新 閒雜誌 

の 如き 巧 巧 物は 一柿 お 別の 權 威を あ 

'する 政治のを 共 機 願たり き、 故に 部 

閒雜 誌の 經懲 をた b 巧く はホ宰 をた 

I る もの： 巧 中を て營 巧的觀 をの 往ホ 

する ものな く 自家の 勞 働じ對 する 報 

，醜は 單じ社 食の 先覺者 どして 化 人の 

.曾 敬を をく るを 0 て滿 足す る じ 止よ 

らしが 爾來社 禽經潇 上の 變遷ど おじ 

娇間雜 誌 お 業'^ 自家の が ホの 必要 じ 

なられ 漸み特 柿の 蠻利的 色彩を 帶び 

ざるべからざる じ 至ら 其經锋 者た ろ 

ものは 一般 じ 向つ-可成 夕く讀 ま （ 

め 自己は ザ 成 多くの 化 入を 得て なて 

.词樂 者を 凌 麓す るの 必 巧を 威が る じ 

至れら、 巧の 如きは 畢 なやる じ 社を 

進 ホの 自然 的 現象に して 索よ 6 怪む 

を須ゐ やど 雖も而 かも 斯業 經を おが 

利じ馳 する の餘 、化ゥ じして' 自己の 

天職た る 「社な の 木 錫」 父は 「輿論の 

指導を」 たる 地 化を 忠れ懼 じ 孟浪れ 

一 撰の 記事を 摘げ て 得々 たるの みなら 

- 中、 數 々狡 浴 稀 まる 野師 的鼠裴 のた 

I めじ 惡 用せられ て 不知 不識の 間 化を 

j 誤ら 後進す 弟を 欺く の 結 おを 化 じ 就 

中 r 米闕歸 ら—方 所謂 r 成功を」 なる 者 

に對 し故國 新開 雜 誌の 態 巧 頗る 醉忽 

て 失する の 傾 あるは 吾人の おじ 遼械 

とする 所たら ずん ば あらず、 曾て 東 

京の 某 實策雜 誌は 「巧 ホよ ゎ 起 6 て 

親 巧な 万を 者の ま 配 人 どなる」 ど顏 

し當 地の 某 寓豪じ 下 侯 ど L て 働き 居 

だる 謗 大巧 的 一が 人の 經歷を ば 魔々 

しく 誇張して 薰き 立,. た b しが 誘 記 

率は 崎 じ < 巧 家 じ 下 償 どし-'','- 働き 辟 

たる 某が 餘國 後該 一が 人の 貯蕃 をを 

捲 上げん かため 特に 巧 誌を 利用した 

るら のじ 巧なら ざ b き、 巧 じ 化 お H 

本 唯一の 書籍な よりを 巧せ る 某女學 

雜 誌は r 歐 米の 劇 おを 震愕 せしめた 

る 某 娘」 ど 題し 歐乂 じて は 鶴 未の 帘 


を 天晴れの 天才なる かの かくじ 紹か I 圃歸 り」 を 巧し 祟离の 人格を 有する 

せり 化が 名ら かれぬ 大學 よら 通信 敎巧乂 成 巧者 乃 ま 巧 萬 長者なる かの 如 


I 授の博 ±學± 蘇を 賞 取らて 歸國し 或 

は 著を の 大學じ 名前 ホ籍を 賢き て歸 
1 國 したる おな 者 共を 大 梁を じか 聽し 
し r ホ園歸 bj の 無能 無償 俯を 曝露す 

るの みならず、 ホ國に 於て 眞面目 じ 
一皆學 したる 篤學の ± じを 惑を 感 せし 
め延 ひて は 其を 校のを 擧を殼 損する 
の惡結 あを をず る おあり 〇巧 のかき 
はな 國の 新聞 雜 誌が ホ國歸 b の耿法 

蝶 じ 吹き飛ばされ たるを くの 事例 じ 

して 化 4 .寒す るの お 度を だ大 ならず 

どす る も 新聞 雜 誌の 營利的 弱点 じ乘 

じ 之を 通じて 巧み じな 國嵩 豪家の 懐 

中を 絞らん ど ずるの 徒 巧じ關 しては 

お 人は 特に 吾 巧 お 者の 注な を 促さん 

ご 欲する もの あら 

1 此巧 故國の 朋友ょ b 、 地 ホの 都會じ 

於て を 巧 せらる i 1 部の 雜 誌を 送 6 

巧れ b 、 開いて 之を をる じを 稲の 記 

ホ雜 錄中最 ちん 目を 惹 ける ものは ホ 

脚ぶ 會社じ 願 係 ある 某の 化巧談 じし 

一し 記事の 配合、 辄 盡の厢 序、 廣吿の 

化 裁 等 一見 恰 かも 某の ためじ 發 巧せ 

られ たる ものなる かの 如ぐ 就み 梟 も 

滞 おなる は あ 記者が 某の 人格の 高き 

どが 审棠の 盛大なる を證 せんどして 

，殊 巧に 某の 羊頭狗 あ的廬 見を 揚げ ホ 

國 高官 及びな ホ 有力 家の 霄衡 (英义 

''游 通 ー ホの 者) を ヵット どし 之 

じ— 肆 文を 附 加して 巧 入し、 巧 じぶ の 

力を なて ホ圖 某が の 州 法を な 正せし 

めた b どなせ る 事 じして 疑 ひ 深き 者 

をして 見せし むれば あは 某 雑誌の 雜 

I 驚 者じ狹 はす じ 利を なて し 補ん じ 旨 

むを 巧吿 して 巧み じ 詐欺 的 慾’ 海を 達 

せんどが みたる じは 非ざる かどの 感 

を 抱かし むる じ充 みなら、 吾人は 索 

ょら 某 じ おして 何等の 恩怨 ある 者 じ 

1 ホや义 がて をの 氏名を を 表する を 好： 

むを じ 非ず ど 雖も抑 も 某なる おは！ 一一| 

1 寸の 舌頭を 0 てな 國な 豪じ义 國お資 I 

の 有利なる 事を 懲恕 し、 自己の 怪し I 


じ 吹 聽し應 面 もな く 米國某 州の 州 
j 法を 獨力 もてな 正せ しめたる 偉人な 
ど！ 紹 かする じ 至つ. ては 例み 乂國の 
事情 じ 暗き ちの 言 どして 之を 間く も 
其 世を 誤 まるの 罪斷 じて 者す ベから 
ざる 所たら、 吾人は 换國の 新聞 雑誌 

記者 諸君が 所謂 「ホ 國歸 6」 の 人物を 

紹 かする じ漫に 彼等の 廿言じ 織 弄せ 
られて 其 天職を 辱が しむるな からん 

をを を 望じ堪 へざる ものなら 


fsl 淸浦 長顏子 

ホ來の 大度 

I ャ ー 隊長、 其 後 まだ 電報は 巧ん か 
、、愈々 淸 浦が やる さぅ だね、 ィャ 
I がてば 甚繁の 日和で、 化の 中は ミッ 
チ 9 ど 時節を 待つ て 居る ど 何時か 幸 

運が 砸 つて ホる もんじ や、 だから 乃 

をの 如 5 ホ ホの 大朽は 期 ふを ふを 様 

で 新 育の 有象無象を 坂庞 話を 績 けて 

音る 譯じ や' 

A 元 巧淸滿 どい ふ 男は 馬鹿に 頭の 巧 

巧で 其 系統から いふ ど 別 じ 語る ベ 

き價化 もない が 經歷は 正 じ 立志 傅か 

の 人で ある 彼は 肥 後 熊 本の 巧を 寺の 

み 僧から、 小學 を 師 、巡 巧、 最後 じ 司 

I 法 あの 腰辨 じな b 遂ぅ {觸 巧ら に 

I 出® して 司を ホ官 、司法、 農 商務 大 

'‘ いどな つたの だ、 巧 前の 小僧 留 はの 

解を 蘭んだ ためしは あるが 旧を 小學 

校の 敎師 かも 昔の 關白樣 、今の 巧閒 

驗巧 大臣 どい ふ 天下 第一の 人間 じ 出 

化した 者は 淸 浦を 除 < の 外 例の 少い 

話しで ある 

底 彼は 大學 どころ か ル學校 じさへ 這 

入つ た i もない 巧 だが 夫れ でな て 法 

I 律 じ 精し く 佛闡両 語 じ 巧みな の だか 

ら驚 < の 多は ないじ やない か、 彼が 

せて 蕃 はした 法制を は 今で こを 化 間 

じ 知られて 居ない が 巧 常時は 稀 巧の 

I を 謹 どして 法曹 巧の 洪 仰に おじ 貧 芝 


一な 彼は 夫が ためじ 相當 なが 康を 作つ 

げ なる 信用を 誇張して お 問 じ 裳 利を j たもんだ 


I 貧らん どす る 者に 外なら ざる 率は 彼 

が 從巧じ 於け る 巧 郵じ徵 してと を 知 


彼が 法雜 上の 知識 V . 外國 語の 素養 

を 作つ た 時化は 巧 法 巧 じ 於け る 腰 巧 


I 席 じさへ ホ じて 岀演し 得る 巧の 某 女 I るを 得べ けん、 斯る 怪しげなる 「ホ _ 時代で 當時岡 省の 顧問で あつた ボア 


ソナ ー ド 博 ± じ 就て 勉强 した 事が 彼 
が 今日の 地位を 作る 藻を 成した みで 
ある、 學校萬 能の 舊夢じ 襲 はれて 巧 

子 號や マスタ！ ォブァ ー ■ッの デ プロ 

マを 欲し かる やうな 連中は チト 淸流 

I を眞 似たら ょから う 

A 淸 浦は 頭臘が 明晰で、 体格が ホ 派 

である 上 じ 音聲が 太いから 司法み 官 

I 時代 じを 府 委員 どして 議員の 質 間 じ 

一 答へ た 時の 態度な では 中々 立派む も 

ので 當 時の 代議 ± 中 彼の 明快なる 答 
辯を 野次 6 返す ホの 雄 辯 家は 僅か じ 
蟹 甲 井の 巧 位な もので あつた 

淸 浦の 政治 上 じがけ る 系統を 尋ね 
ど 伊藤 垂盛 時代 じは 酒 人的 關係か 
ら 伊藤の イみ どして 働きが 藤沒 後山 
縣を 盛時 代 どなる じ 及んで 漸 み山縣 
を 載 < やうに なら、 前年 山縣の 失脚 
巧 全盛の 時代 どなる や忽焉 どして 身 
I を 政ず の 陶外じ 逸する じ 至つ た、 彼 
が 尋常 一穂の 凡 クラで ない ミは をを 
I を 中じ狎 込めた 者は 山縣じ ホず して 
一 實は淸 滞で るる どの 評 巧を をけ たの 
で大槪 知れる であらう 
▲を 族院 じがて 彼は 研 免 會じ屬 して 
がる、 貴族院の 反抗 じ 依て 倒れた 山 
東み 関の ホ 磯を どして 德川 をが 彼を 
I 推薦した 巧 おは 慕し 此處じ 鑑みる 所 
が あつた じは 相違ない、 併し 衆講院 
1 を か 何 じ 化め て 巧 <が、：：5 甚だ 疑 聞 だ 
超然み 閣は 今の 時化では 义义錢 にも 

値 ひせぬ から 結 巧の 所 立憲 同志み 又 

な 政ぶ 貪を 两悶樓 ヮィフと しで 気 嫌 

をな， つた b 取られ ねらす るの だら， っ 

▲彼は 官を として 國務じ 執 掌す る の 

傍らが ホ 面のを 共閒体 じも關 係ず る 

男で 東亞 岡 文を などに 對 しては 最も 

古き を 員 どして 熱 >む じ韶 力した もん 

ご 

A 淸浦じ 城を が あるか ッテ 、馬鹿を 

いふな 巧が をが あらさう で、 彼は 東 

I 京 じ 居る と ーヶ月で ホ 巧费少 < ども 

平 五 巧圆を 要すぇ から 鬼ても 巧ら 巧 

みない ごいつて 今は 茅ヶ 腺の 則 おじ 

j 引这 わで 居る、 別莊 とい つても ホン 

のを 計ら、 た 爺さん 羊 第 色の 巧 織を 

I 着て テク----^ ホいて 御座る 所は 實じ 

可を 相な もん さ、 わ も 化 淸貪じ 甘ん 


でる 巧が 即ち 靖 浦の 美よ であつ て 時 j 

節 柄 世間の 氛 受け も滿更 でな からぅ 

VJ 思 ふ、 ナンダ 最ぅ歸 るの かい， ァ 

一寸 斷 つて 置く が 淸滞じ 長 顔の 劈 
滞を 巧へ たのは 彼の 馬面ら じ對 して 
力を が 勝手 じ 命を したので 彼の 雅號 
ど 思つ たら 間違 ひだせ 


@ 英獨 近親 說 

久しく脫みをひ、 ーニ年前の如きは今 

にも 國巧 破裂 せんか じあ はれし 英獨 

願 係 も、 靡して 而 して 羅ず ども 云 ふ 

べき か、 爾巧漸 巧 緩 かの 度を がへ つ 
! ある もの i 如し、 元 ょら 二 I 國間盟 

ど 一二 國協 巧の ぜ だは 依然た る も、 巧 

東慑東 若く は ぁ ホ閒題 等の 變 遜は 最 

旱を 前の か < シリ ヤスなる 對抗を 許 

さ ザる に 似たら、 尤も 其 緩和 策は 毎 

じち 國 側ょ 6 提唱せられ、 一昨年 ゥ 
キン ストン、 チヤ！ チ グの獨 逸 巧は 

其 第一 着 ホ どして 知 ろれ しが、 遂に 

昨年 末 あ然當 地が 聞は 英獨の 對ホ提 1 

携を傳 ふる じ まれら、 然れ でも 犬 横 

の 間柄なる 英獨 間の 事 じ も あ- 單 

じ英獨 がを 港大 階覽會 じ不參 加の か 


I する 人物は、 意志 强 固、 頭腦 明晰、 

巧斷力 じを み、 调 人が 虛榮 度び あな 

感倘ょ b 超越した る 大人物なら ざ 

ベから ず、 巧し 兩圃 じ斯る 大人 称 
を 得た らん じは 化 理想の 實 現は 巧し 
て ユトピ アンの 言 どなすべからず ：| 

I を ま 拳は 伯が 大學か 溶 あの 大家 シ ー 

ン搏 ± じして、 博 ± は 伯林の 高攀 
一巧 界じ緊 巧の 願 係を る 人、 ょし 今を 
の 風說が 風說じ 終る どす る も、 獨银 
じ 於 てら 旣じ斯 る 有力者の 講論ぁ b 
要 獨のあ 親が 漸次 步を 進め 巧れ るシ 
知るべし、 然れ でも 協約の 實 現じは 
一先 づ最ら 利益の 一致す る點ょ 6 せら 
るべ < 、今やが の ボィ ントは 先づ巧 
阿 どせられ つ ミ あるが、 次 じ 巧る ベ 
きは ホ 大陸 か、 極東 か、 巧は 近東 か 
; 何れ じしても 經® 家の 等 巧じ赃 すべ 
からざる 大 問題なる べし 


•むを ぉ述 河を 稅廢止 案 下院 通過 
I 過 目 巧 討 講中な b し ウキ^ ソン 提巧 

の词 案は 下院 講を クラ ー ク巧院 巧ち 
I も 黨療巧 アン ダ ー ゥ ー ド 氏 等め 反 お 
あらしが 替化二 四 八反對 一六 一郞も 


をな て 巧る 說を なすは 根 據餘ら に潘八 六の 過半数を なて ま册 一日 ホ团下 


I 弱 じして、 ホ 人 自ら 疑 必に暗 鬼を ホ 

がる もの 思 はれし が、 今を 巧々 化 
の 度び は偷敦 ょら 傅說ィ 'ら 、兩國 間 
じは 馈領 阿弗利加 をを 割贸収 する 條 
钓 巧れ て化谅 約は 兩轉の おお 力を お 
じ 巧る 点じが てを 深の 意義 あ り W 附 
言 せら、' 即も對 ホが お 南阿 じ變 6 巧 
ぶ ホけ 人を 信せ しむる じ 力 あら、 或 
は然 らん かと 思は しめしが、 が 後 ホ 
どして 柯等 消息な く 0 て 今 H じ 巧べ 
ら 、がる じ 最近 おが じがて を 巧 さる 
週刊 じして 伯が 政が じ 駒係淺 から 
一ざる クロィツ アィシングは、 英獨の 
一巧 阿 協約を 批評し、 尙ー ホを 進めて 
巧の 如く 論 せら 

「南阿 じ 於け る 如くを 世界 じ 於ても 
ホ英獨 協約の 十み 可能なる を認 む、 
細な はを まれ 一般 じ sb て 相互の 利 
益 あるべ ければ な 6、 之に 反對 する 
根據は 兵ホ義 上の お鹿氣 たる 相違 誤 
I 解 じ 過ぎず、 巧し 化 馬鹿 氣 たる 相瑶 
一 誤解 じして 巧然 了解 せんじは、 間 額 
は 刃を 向へ ずし \ い 自ら 解けん 化-- な 
じ 両國じ 之を 激腳 する の 人物を 得ん 
か 兩國の 威 情を ず お 一致に 向は しむ 

るは 决 して 不可能 じは あら じ、 而し 

て 兩阅瓦 じ 化 ホ 針を なて 進まん か、 

巧備の 競ず は 元よ 6 延 いて 濁 佛の铸 

膝、 露 國の贩 おどを 避け 得べ しご 信 

や、 然れ でも 口 (其の 之を 激腳 する 人 

物を 何が 問題な り、 化大 問題を 解 ホ 


なを 述 逝し 政府の 勝利 じ 補 せら、 ゥ 

氏が^ 案を 提出した る 巧 もは 英國 •か 

墨 固 じがけ る ホ 國め媛 勝 滞を 認 むる 

化 6 じ 米 國は逆 通 巧 剧鹽じ 閥し 吳励 

の お講じを ふべ しどの 巧換條 件に ょ 
両 政府の 間 じを 涉ぁ b たる 結 梁な 
b ど寶 さる 

♦巧 首相の 陸相 兼任を 蘭 自治 索 じ 
.對 する ゥグ スタ ー 州は の 反抗は 巧 励 
めな ホを して 近 巧 じな き 動 擦を 威 ホ 
しめたる 事 旣粮の 细< なる が 陸軍 ホ 
シ ー リ ー 氏は 政府の 威信を 巧した 
るを 逛減 どし をじ辭 職せ しを 0 てァ 
ス キス 首相は 旨ら 進んで 陸相を 兼げ 
し 軍人 派 じ對し 頗る 强 硬の 態度を ホ 
すじ 至れ b 尙 自治 案の 討 溝は 今 尙繼 
絞 巾なる も おかの 落着を 見る をはみ 
後少 からざる 時 U を耍 ずるなる ベ し 

♦ n 翁の が附金 一億 八 千万 弗 常 策 

ロック フェラ 1 か 洞は 今回 ロック フエ 

ラ ー 研 兜 所じ對 し動顿 病の 研 维資を 
ごして を 巧 巧 鬼を あ附 したる が-之 じ 
て n 翁の イ硏究 所じ投 せし 資 をけ 操 
を 一中 おおじ 上る 謂 じて 尙翁 がを 巧 
衔生巧 他の 奉 案じが 附 したる を 額は 
撫計 一億 八 千 0 六十 ホ 苗 二 千 巧の 口 
需じ逮 したら ど、 

'巧 じ 宿篆ゼ T ムス、 ゼ 1 ヒグ氏 
も 右 動物 お硏巧 所へ を-五 方 弗を 寄附 
せら 
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讀書會 裝二第 四あ聰 午后 八 時 
A 英語 學校 ■巧み 水 か 午後 八贿ょ 6 
な師 大掘療 


電話 八 一を ニモ ー ニン グ サイド 


5 獄滅驚 寄精舍 馨大穩 
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来を 電報 

: •皇太后 陛下 御 

W 卿 魔 

MW 

吾皇 太を 陳下御 巧 體の赴 さは 過 H ホ 
_ 電報 じょり 辞 ホせ しが 今本國 政府ょ 
lb 雌 府大化 館 じ 達せる を電 左み かし 
f 八 H 巧電 

皇太后 陛下 廿六 H 、 わ臟狹 を 祕狀を 
獲せられ 漸次 御輕 か、 廿と H 御が 

態御贩 中等 大 、輕 調に してんを お 

十、 御 呼吸ん をが、 御 体溫化 六を 

乃至 册六度 四み、 甘 八 H 午前 九 時 

，御 体溫 化と 度 御 脈 六十 御が. 吸廿六 

御を 慾 少しく おさせられ 御 胸痛 大 

じ 御 輕か遊 さる 

サ九 H ホ電 

廿九 H 午前 九げ 巧 診 臺夫后 陛下 

御 お 態 昨が 御体溫 最高 册と 度と 御 

瞄眠御 好し き 方、 今朝 化 時 御体縱 

化よ 搜御脈 四十 六 御 呼吸 稍 不騰御 

を滋昨 U じ 比し 少し < 出 ざ せらる 

巧 化 乂 化の 御を 態は 昨り ど 大差な 

し、 午後 五 巧 御体溫 化と 度 御 脈は 

整調 じして 御 呼吸 尙 不整、 本 リタ 

しく 御 如 痛を 訴 へる せらる 御を 慾' 

は 今朝 御鬧樣 にあら せらる 

湛加册 日 巧電 

! ホ 九 U が 御 髓溫最 鳥 か A を 二 お 御 I 

を販遊 さる、 化 H 午前 八 時 キ拜渗 

一 御體溫 化よ 些一御 脈よ 十二 御げ 吸 i 

約 二 一十 じして 少し < 不繫额 頭痛は 

御 輕快遊 さる、 サ九 H の摄 御を 蘆 一 

牛乳 五 五 0 グラム 重湯 H ハ 0 ダラ 

ム 御菜 顧少 々づ t 逼 外を かお 1 二 〇 

0. グラム 御を 慾は 昨：：！ じ 比 L 少し 

< 御 がしき ホな 上 

.•淸 浦 子 巧觸組 

..織の 大命》」 拜 

ず (化 - H 莖 巧發) 

後 繼內閣 紙 織の 大命は 最初 赏激 院議 一 

N 1 川 家 達を じ 下 

がをは 御が 退 申 上げた る 後ず を 坐；^ _ 

ijE 圭吾 氏を 推蕊 したる を 0 てな め 

淸 浦ず の參巧 どな b 子は 新 內閱組 

_ 織の 大命を!^^ 风义 した b 

♦义 國臀 姉な 人の 爲じ 銃殺 さる ブ 

グッ クブン の醫師 モット、 スト ラィ 

々1 氏は 朝鮮 平 薇 附近なる ホ 八 コ 八 


齋山 じがて 一が 人 ( U 本人) のな じ統 

殺された るな 间 夫人ょ b 宜 をへ 带報 
あ b た b - 


•九州 東北の 兩 
火山 义 々喷火 

九州の 南 ホ 十 蒋恥巧 島中の 弧 哉の 術 
烏廿 ー ニ H 猛烈なる 巧 かを 巧し 乂 縮は 
山上 約 一二な 趴の窩 きじ 峨 出した るか 
島內 じは 二 巧. 八十 おのな お 化 おし 的 
る じよら 魔 島よ-口 應る救 化 船を 派.' 

被蒂 巧の 救雜じ 巧手せ b とれ ど r 
時 じ 久しく 化 死め 狀 おじ 化 h ' L か 的 
山 お兩縣 培の 烏 海山 も 亦 突然 喷 火し 
たる じ i ゎ 酒 田 港 初め 附近 一 帶の化 
おは ほ下戰 々競々 のが 態に 化 6 
諷訪め 瀬 島は 魔な を 駆る 巧 立 十が 
.の 南 ホ 海上に 化ら" おお 島中の 島の 
島中 間 じがら 周 閱巧四 あのみ 島 じ 
して 腾 島よ 6 お 期 航路の 巧 俊る b 
烏 海山は 巧の 縣の 西南 おじな b 高 I 

さ 四 巧 サ四巧 山上 じ 大物 息の 祠ぁ 

ら山 下には 惟ず 川 內商根 H 向觀音 

寺 等の 諸が を ぁら 义 しく 死火山の 

狀 おじ 化 6 しむ 心ち 突 巧の 巧 ホ じ 

て 圧 おはの 驚愕せ るら 道 巧な も 

♦巧 閒亮解 祝な 提 な巧别 新聞 雜誌 

記を 聯 をを 及びが 巧發 一二 派は 山み み 

聞の 類 壌を 祝し 去 か 八 U 聯 をを をの 

下 じ髓大 なる 提灯 巧 列を 催した わ 


叫を 社は ホ ホに 恐 樵を 巧し あ般ホ 
諸 帳 瓣の聽 理じお 带し證 破の 煙滅じ 
巧め つ： あ A しごみ 說あ ^斯< て 海 
が 率 仲は 愈猶大 ずる 模 ななり 


■らた - 


•目 本の 秘密を 艦 打ぶ 政府 じて け 

目す 答 級 型 戰大艦 四 隻ど词 湛注廳 1 1 1 

隻パ 築造 計冀中 •るが 0 上のを 表；. が 

畫 なみ 目下み 戳翻 艦互隻 のがを 築造 

じ 着手し つ：， あ b 而 して 謀戳 艦のを； 

おば 永久 福 骚じ附 して 絕掛 じを をせ 

ざるの ホ 針な ち ど 巧 ふ 

衡 船を 神'. 苦い 豫算 ます あ ホの 热 i 

あ 航路 補 巧餐も 自然み ホ 化み どなれ 

る 爲め諸 お 船 會社巧 < も 難髓の お 色 

を 示せり 

慶應巧 球 脚 出發岡 牌は 一二. 巧廿 

出帆の。 シア じて 渡 ホの 途じ 就く 

H 本 最を爲 


♦海軍 奉 化 ご S 井 物を の 恐慌 靈じ 

1 メンスを 社じ關 する 海軍 化赌が 

件 曝露して 巧 巧ぶ 撥 舉範剧 益々 曠大 i 

すべき 模泼 あらし かおが 词會 社よ b 

も 更にを 軍 じを おなる 願 係を 有する 

ウイ ツカ ー スを社 じ 波る し岡會 社の 

U 本代 翔 巧 己 井 物を 株式を 社 重役の 

を 巧 謙 造 氏の 拘引を 見る じ 至らて よ 


東京 巧 お 祝 計 書 御大 禮 終結 後 東 
巧が キ備の 奉祝 會し對 し兩踏 での 
御 織 幸 あるべき おを み 巧 よら 化に 御 
W をの 巧 傅 達 あ b たるに よ b 巧當お 
ては 巧覺お 建築を 利用し を 祝 曾を 
閒 かんた め 今よ 6:;,. 普が 施 中なら 

對ま權 利 獲 おを ホ 化 巧お^ I 夕 
1 社 眷電じ 口く H ぶな がは 福 建、 路 
西、 湖南を 堪 を橫斷 する 鐵道 敷設 樵 
を 獲得す ベ < 目下ち 那な おじ 對し弥 
硬の お 度を な-てを がを 試みつ！ ホ b 
义 H 本 政府は 中网 興業 留社劍 立に 願 
ずる 正 ま 認可の 耍 ホを 爲 したる か夕 
を 東京 じ 於て 巧 記せら るべ しど おじ 
中 聞 お業會 社け お 遊 他ぶ ホ 唱じ化 h 
創立され しもの じて ま那を ± じ 於け 
る鱗进 、鑛 山、 工業 等の 利 樵 獲得の 止 
に 特別 5 化を を おする ものな b 

獨 ま協會 成立 伯林 潑電じ 口く 豫 
てち 那 じがけ ろ獨 逸の 經濟的 刺權お 
進の 君が をな て 化 林 じめ て計莖 中な 
し獨ち 協を はを 问濁遮 工業界、 が 
が 及び 巧 巧學 術が 緯をそ おにが ける 
夕歎お 力 者の 協赞の f じ お まじ 成 ホ 
を吿 げたら 同 協を は 先づ棄 なる 事業： 

了」 し て ま那 じ巧干 の 獨ま 語學お及 
_ 焕蔡 院を劍 ホ經餐 しぶ 那小學 めじ 獨 
逸の 教 御を 稱 載し 瓦つ 獨逸 じがけ る 

:ま 那巧學 まじ 便當を 輿へ 巧て 兩 .翔 親 

; をの 實 をを げんどす る‘ っのな みこ 

•露 紙の U 本 時 お 評 

凉博 新欄少 1 ス 3 エ、 ス。！ クエ 

巧は 危險 なる H 本 周は 性の 題 下 じ 

左の 如き 論評を 爲 せち 

戰後 日本 政府は あ視 耽々 楠 巧 地經發 1 

策に のみ 腐必し 一ぶ 阀み民 也の お 趣 

じ おひを 致さず 徒ら じ彌键 糊塗を' 3 

て 能ず T れ ちごな せし 結おネ や耻圃 

区 おおじ 一大 變 化を 巧へ 虎 験 巧 色 お 

を帶 ぶる じ まれ b 化危險 なる 廟民巧 

の發 露は 遠 < 巧 端を H 露戰巧 踞か條 

视 締結め 際 じ發し 當時不 ホす 滿な b 

しな 本 翻 民の 聲が 化して ホ 都 じ 一大 1 

修羅 煤を 現 巧せ し 寧は 吾人の 尙 記憶 一 

じ 新なる 巧な も爾巧 年々 歳々 蹄め て 

撤 細なる 動機よ らして 群を の 職 驚を I 

巧た し 遂に 化 新 做 向は 國民性 ど變化 

する じ 至れら 化危檢 なる 留民 狸は 現 

梅 世界の 耳 眉を 婪動 せしめつ！ ある 

日本 お 軍 収賄 蒂件 曝露 ど 共に 义 一段 


の 化 彩を 放 七ぬ 吾人は 化 危餘挣 的 色 
彩を 帶 ベる 國民 性の H 本國 家の ため 


じ慶 すべき やが た悲 むべき やを 知ら 1外 國じ 赴任すな 株な、 む 地は なく 恰 


彼 陸萬與 巧の 談 なら 精 請 じ 化 ひず 
I 自 をは 自 本を 巧を 大 ひじ 喜んで 盾' 


ム〇 も 


ざる も 兎 じ 巧 H 本の 所謂 サ < ラィ 時 
化の 國は あおじ 一段の 進 ホを 加へ た 
るは 疑を なれざる 所なる が 只 吾人の 
沒じ 記さん ごする 所は 化國ほ 牌の 我 
畏敬せ る 明治 天 宴 崩御ょ b 蔬 々其 あ 
隙的色おを帶び巧れるやの聽ぁる； 

是な b をは 此國民 精神を 達の 結 おは 
U 本を 國政髓 じ一變 化を 輿 A べき や 
ら钟 るべ からざる な b 云々 

♦加 藤 高 明 巧の が 田巧談 をぶ 會領 
袖 松 旧 男が 宿 掏の ため 遂 r 白玉 樓中 
のん どな 6 しは 誠 じ痛嚷 のを b なち 
巧は 温 瞎着實 能く 人 ご 語つ て 城府を 
設け 中 一巧 ぷ 編を じ 接する 時は 知ら 
す 謡らず 敬畏 のをを 迄 さしめ たら ネ 
年 政界を 馳驅 して 辛酸を 嘗めた る爭 1 

どて か柯 なる 難關じ 遭遇す る も决し 
- L 狼賴 する 奉な <愼 重 熟ぶ が じ 之を 
巧 巧ず るの あん b あ 言 すれば 模略縱 
横の ず 腕を 0 てを を 服せ しむる の 長 I 

所は なから しも 重厚 能 < 德聲を 0 て 
衆を 率ゐ るめ 人な b き 加 之 頗る 巧耐 
の 性 じ窝み 义晴宜 じ' 脖く 政友會 をし 
てを H あらしめ たるは 實じ 巧の カタ 
きじ あみど 云 ふも决 して 適資 じあら 
や辣じ 男の 启ら勞 して 其 巧を 他に 譲 
ど 乏ふ先 露を 樂の実 おにを もてな 
固 ± どしても ホ黨を ど しても 眞じ得 
難き ち 人な b 々や 政が 夕 難の 際此夕 
そを 喪ふ國 家の ため 义 政を 谭 のた め 
痛惜 措 < 能 はざる ど 鬧時じ 会 どして 
な眞 じを 箸の 嘆じ堪 へざる ものを b 


♦智巧 漁業 令 社 創立 東が 播衞の 岡； 

十郞 氏は 滥澤 'あ 藤 巧 巧 淺巧縷 一郎 中 

野 趙資氏 等の 貧 成を 得賓 本み肯 万调 I 

を 巧て 程 利 瑜業會 社を 剣かず るに ホ 

し 東を じ お 測 ホ蒂務 所を 語谓 したる 

が 間 化の 百 的 どす る 巧は 南 ホ 智利じ 
於て 水を 物の 採な ホ じ 製造 販賣 を爲 

すを 巧て 百が ごし 本社を 東を じ ま 神 

を 智利簡 サン デ アゴ じ 巧き お 剌園じ 

於て 巧樣の 雲を 巧す 他のを 社 じ も 

巧 資する ものなる が 棟 まは 大麻を 發 

起 人 じて 引受け 巧く 創立 綴を を 欄く 

笠なる が窮 業は まどして 鮮 をを 漁獲 

して 呵國巿 镑じ販 賣し货 せて 織 族を 

巧し 魚栅な 肥を 製し 烏賊を 巧 可鹤を 

梨を し 又 お 草の 笼集 供給 じか もる 計 

畫 なち ど 


口 そ 誤解の お彻 VJ 新な 支那を 化の 

意 息 

i あは 今 间我留 じ 新 巧し ホれ えま 那を I 


1 巧 翊じ餘 る やぅな 懷 かしみ を覺 へる 

おは 十五 年 前 じを 稻旧 專巧學 校を 革 

業し ましたが 後一 网は ± 木窮業 及鎮： 

暴 軌度視 をのた めじ 一回は ホ 屬へ巧 

を 中で 一寸 東京 じ立游 らました H 
本 じは 夕< の 友人 ゐ b 現じ 化 京 じ 巧 
る 円本 人の 四を の 一二は 十 年 巧の 朋友 
である 旨を は秘 力両國 の經濟 的か辅 
のた めじ 出來 得る 限らの 力を 注ぐ お 
でず、 H を 雨 園の 新聞を 見る じ 辟 
々兩國 の 誤解が 潜んで 居る 様 じ 見へ 
尤も 兩國の 圃巧じ 於て 實際 S 誤解 
はない が 棟々 の 誤解は 大巧 一二 のん 
の 瓶 察 違 ひ 或は 刪 A どしての 利害 彌 
がから 見た 観察が 廻 6 迴 つて 變 なが 
情の 巧 違 ひを 生じた もの ど 思 ひま 寸 
假 かば 這般の 化を の議 。ぶの 騷 ぎの 時 
でも 或る 支那の 議貴 がが 人の ぶ踞た 
らを 總統の 措置に 潛 する 不平を 日 木 
人じ訴 へる ど 此れ じ词 情した 目 本人 
は 「ぞれ は 怪し がらぬ」 ど 直 もじ 本圃 
じ 打電ず る これが 新 閒じ發 をせられ 
る 更に 進んで 袁 巧じ對 する を裝 文： ^ 
現 はれる、 之を 見た ま那 人は 円本 か 
I 支那の 惡 U をい つて 居る ど 誤解す る 
夫れ が擴 まつ あ 化 舞 じは 簡 交を 寒寸 
る 事がない ごも 碟ら ない、 をし 現存' 
の 誤解 か あれげ をの 姑き 根據の 無い 
事 じ 相違ない VJ 思 はれる、 をの 様な 
事 かを しあら ビ すれば た 瓦 兩國民 巧 
方の 不利益で ホる、 殊に ま那は 風る 
I 併し 旧 本人の 對 支那 觀 をが 或 煤を に 
於て は 外 國人即 も 第 S 者 どしての ホ 
I 煤よ おじ 進んで ま 那涵內 の 事 巧に 
熱中し 過ぎ 可 個 A おくは 一部 じ 間 お 
したお お 遂に 大局を 見る 事の 巧來な 
い壤を がない' とも 雌らぬ、 ま 那は戎 
愈 味 じがて 泡 裁が むの がで ある、 ホ 
典 あ 的 どか 啊 どか 批 詳かゐ るかち 知 
れ《 が 實際じ 於て は化藉 をが の ホ 法 
が 最良 ホを である をが ある、 前の 岡 
お 黛 溝習閒 題で もを 大緩統 め お 思は 
廣君 的で みる V - 云 はれた が實 際は さ 
ぅでない、 云々 

♦一二 菱ま 巧の 家宅 搜索長 崎 地方 裁 
判 所の 判换 事は 蠻官 をが ひま 月 二 旧 
S 菱を資 食 社を 職 支が じ ま b 嚴 重に 
居 張を つけ 他人の 巧 入を 禁じて 家を 

搜索 をが ひたる か 事 巧は 海を 取 賄 狸 

題 じ關し 中央 よらの 囑巧 じよる もの 
:か しど——— 

着 鉛 木造 兵中監 をち. 海軍 化 贿閒鹽 

じ關 しま 巧 一二 日を 官 された も 
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も 化を すの の. 報 
の 傑な 迄 速大後 
はかる 載 立 一 
鬼 どまな せ 物 弗 
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血 日本 巧 纔車鑛 船 

切符 取次 點 g 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

ji . ヒ ャが他東部柯れの地ホょ 

ら御 出立の 煤を も 取次 可 中 お 

▲ 手紙 取次 手 ff?,, 

乂を國 語麵譯 

: ▲缠辨 

巧 上淸巧 近着 

乂な米 目 本人 寞芝 

定 僧！ 弗 五十 化 

總脊 新報 神 

◄即化 式 拜觀溫 

. 團員 募集 - 

瓜を 員 化 五名 . 

▲九 巧 お < は 十月 上旬 出發 

▲ H 本滯化 巧を 二 叶 日間 

':泰 詳細ぶ 則審 じあら 申这 次第 進呈 

一 @ を窓迦 妻 又は 家族 御 間 傅 ホ 

: 留の 方は 至を 問を せを 要す 

▲飛 巧 家、 寫あ師 を々 一. 名のが 

入 あを 募集す、 委細 面談 

紐 育巧國 訪問 鹽 本部 

新 育 巧 第 六 衔二參 八 

..ホ 懼あ林 富 乎' 


( ほ )' 廓 ) ( 巧 ( 懼 ) 
慮 } ( 诚 ) 谊 ) { を } 

遠 東 茶園 

巧 五十 化 お 


を 憤 四十 仙 I 

本書は 風俗 壊鄉 安寧 お 巧 案 飢の下 じ 
娛寶禁 北 どなりし 奇 々珍が の 書な b 

A 發資 禁止が 琴 女 化を ，；‘- 


置戀 愛 間 答 


..ホ ケ 


女醫 ，肴 


を 價壹を 

本書 中 (生殖器 篇) 生殖器 解剖 じ當ら 

ては 壺 骨に 直つ 痒き 處じ 手の 屆 くが 

かき 猛烈なる 筆法 じ 化り 說明 せし 故 

か 出版 ど树 時じ發 賣禁 化されし もの 

じて 化が 無類の 珍書なら 

發黃 禁止 白雨 樓ま人 
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I' ▲ 謹 si ? 譯 


自： 备丰 


•服郭 綾雄 巧 逝 

前 化 麗± 服 部 綾雄 氏は 今朝 滯巧 中の 
ホ テ 八 居室 內 じて 死ましたら 原因は 
'急 お咯 化な b ご (二日を 渚を 電】 

服 部 巧は 靜岡縣 沼 津の人 某 米國神 

舉校 出身 じして 歸朝 後長を 敎會の 
牧師た る事數 ザ、 明治 化 年ょ b 同 j 

册五 年を 岡 山縣立 中學校 おた b 、 . 
退職 後 シャト 八 古ぶ 巧な 總ま配 人 
どな b 間 地 じ 巧 まる 事 約 五 年間 間 
四十 一年 岡 山 市ょり 衆講 院議 皂じ 
選出せられ 爾ホ國 民黨の 有力 家 ど 
して 國事じ 奔走ず る 所 あ b しがが 

年 加卿排 H 間 題の 起る じ 際し 耐潑 
の 代表者 どして 政を をの 江 巧 素 六 
氏 ご 化 ハ じ 波 ホし が 後 米 國を地 加を 
陀墨國 ぎの 視察を 了へ て歸 朝のを 
を 渚に 滯 巧み 死去した る ものな b 
亨年 五十 五、 痛惜 じ堪 へず 


♦巧 外が 人数 日本 政府 最 をの 調を 

じょれば 大正 二 年 六月 ホな 海外が 抓 

巧留 本が^ 總 数は 册つ一 萬で 二十 六十 

二人 じして 前年 呵期じ 比し 二で 八千^ 

六な 化か 人前々 年 十二月 末に 比し 約 

五 萬 人 お 加 じて とを を國別 じすれ ぶ I 

化 ホを 衆國 (布 唾を をむ) じなる 者最 

もを < が數 十六 万 五 千な 八十 六 人 じ 

達しを 邪の 十一 萬化モ ーニ 巧と 十六ん 

么じ亞 ぎ 南洋 方面は 一 萬九モ ーニ： 日 お 

十六 人中 南米 一 お 六 + 人 加を 陀一巧 

二 干 二 巧 五十二 人繁領 亞細亞 四千 六 

巧 九十 人 歐州千 二 巧 二人な^ ご 


ユ ー ョ！ ク大學 々ホ 討論 會ま 
サ八日 靑年禽 じがて 開假 「日本人 拂 
_ 斥の 可否」 なる 題 下 じ贊巧 巧者の 激 
烈 なる 論戰ぁ b たぶ 後審 が 官 諸氏の 
批評み b をき ホ 常の 盤菩 を化繁 して 
散會 したる もな り、 俄 記 若 巧の 投書 
，討論 會 詳報」 は 次號じ 譲る 

■ H 本 協 會の晚 餐會ホ 化 一 ぉが 藤； 

| 博 ± をま酱とせる一般會員晚餐をは； 

ホ ブ 八 ァ ス ターじめて開催されたら^ 
刊を 者は エブ ォット 博 十 じて 席上が 
藤 随± 'パリス 博 その 溃說ぁ ら、 前 ホ 
國檢窜 摇長ゥ ィツ々！ シャム 氏 はん 
禪的お 惑のを は 巧が 底 頗る 深 {米 國 
人の 偏見 一掃 せらる 5 の 日は 前途 頗 
る 遼遠なら ど說 き、 家 永 博 ± は 日米 
兩 圈の歷 を 巧 刷 係を 述べた る 後 資本 
がの 巧 策 及黃を 紙の 無黃 巧なる 毒筆 I 

は 疑ら な： 曰ホ國 をを 蘇 毒す る もの 
なら どて 得 怠の 熱 辯を 雖へ b 


常 陸 山 r 行は 加 如 方面 じ 巡業 太 

刀 山 等 六十 あの 力 ± 脚は 巧る 六 巧 ホ 

哇じ 巡業す る 率は 晚 報の 通らなる が 

今 圆常陸 山を 銀 どず る一酬 六十を は 

ホ ホ 月を じ 加州 ホ 面 じ 巡業すべく 化 

宠 せり ど 

り 本人を 參事會 け去册 1HH 龙 

供 樂部じ 於て 開 惟し 宵 則 中 ホ 國のホ 

律じ隨 つて 修正すべき 僚條及 起草を 

員の 手に 成 b たる 細則 、' 創立 趣度睾 

共 濟會ょ 6 提供され たるを 併 條件等 

I を 承認し 尙ぶ月 開 倦すべき 大會の 時 

H を攝員 の 巧 命じ 關 しては 窺 長 高を 

巧 ± じ 一巧せ ら尙 議長の 指名せ るを 

具 諸氏は 左の かし 

大會 準備 委身菊 地 東 陽、 鴨巧义 

お 巧 ホ兒 、甲 裴健一 

j 重役な 選 指を を員獵 古を 之 巧、 天 

巧 重 巧 巧田爲 一二、 中 お 斗 一 

j お 附お裳 集 委員 新 井領 一郞 ~ 宮 

餘 太が . 瀬 . 古を 之 助' 高見 聲慧 

地 ま延么 助 ' 菊 地を 暢 


參共濟會を巧大鲁 旣報のかくホ五 
日 おが ィ街 一八 一一 离見會 長 邸 じが 
て 開催し n 典を 併の 件 じ 付協證 する 
I 尝 なれば 會員 諸氏は 瘡 て參會 あるべ 


♦皇太后 陛下 御 容態 

iH 午前 化 時巧彰 

昨 お ホ 御が 溫 S 十六 度 八を 乃 ま 一二 
十よ 度 一二み 御 脈 六十 八 乃至よ 十 御 
ゆ 吸 二十 二 乃至 1 . 1 十六 御 呼吸は 稍 
不整 昨 巧 ホ 御 興 黯の氣 ホ じして 御 

嘘 眼 少な < 御を氣 は々 し/- 振は 甘 

られず 


♦愛を を 取 おさん どす 橋 本元 五郎 

U る 人は ホ 四 年 前 ペン シグ バ ニアが 

9 ぶが じ 妻女 ど 共 じ就慟 中二 人の 巾 

じ ホ 供出を しねる が 當時岡 夫妻は 都 

を 上 ま 人の 望み じ 巧 甘て 右 小 供を ば 

ホ 家の 養 麵モじ 遣は した 6 、 然る じ 

み 後 小 供は 無事 じあ 長して 今年 了 度 I 

四歲 のいたい け 盛 り、 義 をの 兩親 

化 世な きもの ご 愛でい つ ^ む もを； 

風の 便ら じ 聞きた る 橋 本 夫妻は 俄か 

じ 吾兒が 欲しくな b あして 吳れど 無 

理な請 ホ じ 及びた るに ぞ 養母な るん 

は大 ひじ 巧 驚き 化 お當地 領事 語 じを 

巧呵伴 出頭の b 巧 どかして 化を をキ 

I プお 巧る やう 取 討 ひ 下され 度し と 

申出で たる 由なら 


♦ 日本人の 子供が 欲しい 费府ョ - 

ク銀 巧の 會計 役なる クラフト 氏 夫妻 

は相當 の資產 をを する 人め 由なる が 

々回 日本の す 供 じて よ歲よ b 九歲な 
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當シ ャトグ 巧御豁 もの 御 ホの 御 傾を 


じ 御 取扱 巧 中 上 膜 

藤 常 旅館 ま 巧 

■ ホテ^ タコマ 

塞 験 |一 なサ ー、 冷溫 風呂場の 準脯ご 

!卜 ぶを をの 設備 協を を 

IT 0 、 rE、J IrACCMA 
孩 8 Jackso 。 wr Se ミ tl 一 ' wash- 


ス チ！ 




舰 I 男女の 戳ひ 


を 傑 上下を 化 十五 他 

I 蘆 化 德當健 巧郞著 


於た はとと 


. 第 册二版 出 巧を 槽 一. 弗 五十 仙 


震 索 一望 迅〇 

i 饒 烫 鐘 
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の ものを 養 モじ赞 ひ 受けた しどて 之 
ら常 地の 領事館 じ 化 頼し 越せ 6 ど 

♦ 願 取熊ヶ 嶽じブ ー ブ 八掛 赌 '輿 欄 
引 組の ち 力 一行 じ 加 はら 目下 當化滞 
巧 中なる 常 陸 山 巧 下の 同 力 壬は 雲 入 
をの 指南を 受けて 桃 中 軒を を ユ巧ど 
號し 巧み じ 狼 化 節を 語る もな' るが 今 
间當地 0 お 田、 闽 本、 を W 其 他の 巧 
志よ も 美事なる ブ ー ブ 八掛を 送れ 6 

•願が 商を 巧 俄を 歹 巧の ァドレス 
ホが ホノ I ス 、デ ヤボ 1 ン巧 一 〇 八 
じて ホ 巧に を 川節郞 氏な b 

I ♦巧 ホ巧學 校の 無 巧 敎巧開 姑當巧 
I 東 化 乂了目 二 S 二需 なる 巧 立 徒 嘴を 
一校 じ 於て は 每過月 確 日よ b 木 曠じま 
る 四日 間 おが 製圖 、設 針、 大工、 サ 
ィン、 電氣 、リソ 。グラフ、 ど ヤノ 職 
ブラ マ ー 等の 巧 目を 無料 じ V 教授す 
る 由な 6 時間は 午後と 時 四十 五を よ 
b 化 時 四十 五み をを 巧 一一 時間 

参 飯岛總 領事々 嫂のを 快適 日 おち 

中の 自動 単 じ 觸れて 微傷を 受けた る 
正子 娥は化 おを 快せ b 

•旅 順 工科 學笠敎 授長濱 重 旗 氏は 
過日 巧 着、 H 業視豁 どして ー グ年巧 
^ 滞 巧の 豫を なり 

• 満锁 化 員 两部巧 過 H 來巧黃 を 滞 

化た る 由 

♦ 近 滕靜雄 氏 トレ 1 ドジ 3 ナ \. 發 | 

わの か畫を 0 て 近々 當巿じ 事務所を 

閒始 する もなる か 目下 ホ ー ランド ''^ 
クス じ滯化 中な 6 '‘ 

♦ が府 大使 縮 外を 官聽手 巧當地 お： 

領事 舘じホ 任すべき 加 藤を》」 間 船 じ 

巧乂 する 由 

♦齊藤 副領事 轉任 今回 上海 總 領事 

館へ 轉 巧を 命 ぞられ た b ■ 

参が 任 副領事 加 藤氏を 藤氏 じが b 
て 巧 任の 笠なる 同 巧は 本 巧 十五 日 横 

濱 をお發 すべし 

•新な 講部 生渡邊 淺が郞 氏が 皆が 

巧の 後任 どして を々 求 着の 當 なら . 
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夏場 じ 働きた し 夏期 ニケ 巧 間 

常巧附 をの 玉據 又は 料理な じ 丈 

確 U 雌の 兩 H ホ 働きた し 十敕ザ 

の經驗 あら 姓名 化 社 

お脊 新報 就 
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さう 思 ふの よ、 男み は ロ ー 權ピ もの 

婦人 だつ て棋樂 部位 あつたら 巧 さを 

うな もんだ ナニ豐 用 だつ て 乍 極ま 半 

み 位 ひ おすわ (輪 壺) 
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なお 南 名 今般 歸朝致 事く 相 成 お處！ 
巧 中は 碰 々御 厚情を 賜 6 奉 鳴 謝 候 
】 々巧趨 御 禮巧申 上 答のを おを 匆々 
諸事 不巧お 乍 略儀 0 紙上 御 暇 乞 申 お 

巧 巧 鐵太廊 

全 とき子 j 


〇 日本人 入用 

怜糊 じして 英語を 話し 得る 日本人 

數名 絹地 擦 染磯エ として 入用、 雇 入 
當 u よら I 過 十 巧を 給し 仕事を 敎ゆ 
手腕 上達 どが じ 巧 給す 時間は 八 時よ 
.六 時を ± 耀自は 五 時を どず 
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好望なる 貸 地 

A 人物の か 巧 じよら ては 枯當の 資本 

を 貸與卞 

，燒 所は デラ ゥユャ 河の 上流 じて 產出 

職を 大都會 じ 送る 巧宜夕 し、 一名 じ 

二 S 英 巧な 上 貸 巧し、 リ ー'' スは 一二 年 

或は 五 年 じても 可なら、 若し 買 取 ホ 

望の 人 じは 一英 町 サ五弗 よら 巧 五十 I 

1 弗を じて 多少 じ 不拘貴 渡す、 農具は 

相談 じよら 貸 巧し、 あ樹帷 付、 養鶏 

を 蜂 飼養、 養豚、 乳牛 等じ荫 する ち I 

化の 經驗 を敎 撰す 巧し、 又 ± 化はイ 
チ ゴ裁培 じ 適す 蹇鷄 ホ 塾 者 じは イ 
ンキュ V 1 タ ー を 貸 輿す 希望者は 

新報 化へ 申这 みあれ 


誦目本 御 料理 

今回ぶ 記の 處が にて 巧 

鱗‘ if 大勉强 

巧 致 候 間 腺々 敷 御 ホ 巧 
奉顿上 巧 

? ◄銀 かば 焼 A ホ 打を ば ▲鍋 通 
^ ▲其 他 何でも 御 注 义じ赚 じます； 

三 ユ f ョ ！ ク東五十九 

了 目 巧册一 蕃地 


がぶ 安賣 

▲五 千 侯 着荷 

. 巧 斤 じ 付 四 弗 十と 五 化 
四 弗せ 五 仙' 一二 弗と 十五 仙 
一一 夷 五十 他 一こ盡 二十 お 化 
右を 禪大 販賣 、巿內 は 御 一報み 第を 

速 御 送 附可中 上、 巧 外は 運送料 申 受_ 

け 候 岩 田' 
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お 現な の儘大 至急 賣 渡し 希望の 人は 

本社へ 御巧談 あるべし 



.本 雜貨 たろ し賣 

巧 品目 錄御堅 次第 無代 進呈 

臟藤 小川 商店 

I^VJKrro. 00^ づ、 A み 00. 

327-331 \V. 公 adisbn St. ohica ち 己 L 
00 X & J 」 A 巧 巧 巧 RTY 
25 Park Place N. Y. 



1111111 tm . 

' ' J . 


こ ■ホ おぜ 瓜ぶ 爱 3 て， を 巧 巧 今；;^ _ 

解 な^^ク 

ぶ そ；； 夕_ •ぶ丐 V が； ぶち：； 


夫 支 


幾 I 雷 




支 日本 食料品 何でを 有まず 

-lif T 21 一 Vapping St . Charlestown ぎ SS . ぐ,、、 

Tel . 客 W . chilrlestsvn ホ タトン 


ンキ シン トン 衙ょ b 

電話 プラザ！ こ參 |二 九； 

養が 奠囊货 8 養》- 
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海軍 制服 も 調進 可 化 候 
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奉 ホ 上 候 
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街 八 四四番 電話 ブラ 
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ま 巧を 政 之 巧 
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を 强じ凹 巧みな わな b 
にみ ふ . ミ'? 山 こお 巧ず 
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をへ 何 巧に て なかょ i 
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W ぅ リジッ . ic 化 I 

-ノ 错を巧 1 
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てち 繁じ 大佐 も 面白から ず 飲みつ け 

ね 酒 じ醋を 借つ て 人知れ 口不渝 化を 

忍ぶ じ 至らね 

▲吉 旧の 巧手 段斯 るが 梢 隣 化し 居 

たらし 例の ま 巧化吉 が 大佐 じ 取 入る 

手段 どして 化 づを澤 じての 知己を 緣 

I なじ 繫 子を 誠ね て 入 b 注み 巧ら しは 

抑 も 大佐が 一を の 不運 ま 田は 苦 もな 

繁モを 掌中 じ圆め 巧じ剌 用し 大枚 

一二 千圆の 小切手を 何時の間にか 繁モ 

©帯の 間 心 を ばせ わら こ S じ 於て 繫 

子は 持病の 虛榮が むら-- 起ら 不 

相應の 綺羅を 飾-* Mil 越 白木屋 又はを 

居 遊山 じ 出かく る じ ま > たれば ま 旧 

は竊 かじ 微笑み 巧 事 なれ 6 と 尙も繁 

子を 深淵 じ 葬め 又もや 五 千 凰の ルが 

手を 忌は しぎ 忡 かの 料 どなし ね 
< 4 不 覺の自 装酒繁 すが 怪しき 擧動 

の 重なる じつれ 大佐 も 薄々 必 せき 磯 

し <繁 子を 寶 めた 4 じ 反掛じ 若し こ 

の 事が 表向き じ なれば 貴郎 どても 恥 

の 上塗 b 彼のを はお 一人 使つ た譯で 

は あ b ませぬ ご 逆 じ 出られ 大佐 も 今 

要らず が 着 げられ ず 夫れ な 巧 巧つ て 

變 つて 自棄 氣ホじ 酒なら 進めば 秀才 

どい はれた 才能 も 疲れ じ惱 みて 衰へ 
巧き 卷 みの 巧傢 じも怪 まる： 释 なれ 

で 繁予は 更じ产 どせ ずして 却つ てち i 

田を あ づげる 機 食 のぞき じ 至 b 最後 一 

じ吉 旧が 大佐の 面前へ 炎き づけ だ お I 

千圓の 小切手は 蒂晦 はげ 皿 迄ど鋪 

らボ ケットに 納めて 鄉か 一巧 五 千 圓_ 

のをで どを 擧ご をを 換 したら 大佐が 

生の 破滅の 稱 すは 巧 < して 妻の 手 

おかれたら 


▲抱 腹 君は 漢音の 間違を 披露され た 

が 甚だ 有益なる 投書 ど 思 ふ、 最高の 

育を をけ た 人 じして 間違の あるの 

は 不知 不識の 間 じ 巧 僧を ごな つて ゐ i 

るので 化 人 じ 注意され た 位で 巧 易 じ； 

正誤され る もので ないし かし 新聞紙 

上で 一度 やられる ご 巧 びを 衆の 前で 

赤化を か < やぅな 事は ない ので ある 

囑 巧、 殺を、 出納な どを 間違つ とる 

人 か ぞい、 甚 しいのは 僕の スィ ー ト 

パ ー トは目 下 ホ* キン ごして 消息 をら 

ずなん て 云つ でる 人 か ある (わ 仲間 

▲ Icmil ® 11111 じ シコ タマ 播め 

込んだ 某締 人を 脯を 吐いて 曰く、、 

、、、、、ね、 チョ イト 殿モ は供樂 

部な でか あるので ヨ イカが 出 巧て イ 

: のね、 しかし 婦人は 留守 時 どを ま 

つどる から 詰らない わ、 まし 何時も 


紐 育の 目 本人 ミ ー) 

飛 耳 張 目を 
輕業 .師 ’ 

A 單じ新 育 どい はず ホ國 中で 最 ''。を 

I き 歷史を 有し 又 最も 成 巧した のは 輕 

I 一 業師で ある 之 等の 目 本人 輕 業師は を 

I もじ 新脊を 本陣 ミし' て ホ國み 地々 は 

元ょ々 加お陀 、驟州 じ お稼ぎず るの 

みで なく 新 育は を國じ 於け る 演劇、 

曲藝 、巧 動萬眞 等の 本場で あるから 

輕樂師 めを 活が態 一般を . r 新脊め H 

本人」 の】 部 どして 話す の も 强も無 

用の 事では あるまい ど 思ん 

A 抑； ホ 國じ輕 業の 紹 かされた 始め 

は 何でら 明治 二 一二 年の 頃で 長 崎 のん 

i 通谣 「廃 摩」 なる 人 じ 巧て 紹介され た 

巧 話で ある'、 化 人は 幕 ホの 際 或 お 

國人じ 誘 巧され て 偷敦に 巧き を々 な 

一 境界を 綴た 後 遂に ホ國じ 渡つ て 濁な 

の 輕業帥 ごな つたので るか 今よ 


-の數 も 至つ て 少な <隨 つてが 地の 劇 

壌 じボ！ ィスを 供給す る 所の ポス 邸 

も 親 ホは 少 くど も 五 ホ 人 一組の ッグ 

1 プ ーニ 四を 有し 夕 きは 十 組な 上を 持 

つて 居た から 其 化 乂も隨 つて 莫大な 

もので あつた 所が 巧後當 時の ボ t ィ 

スは 段々 成長して 一人前の 男 一疋 じ 

む' な、 多年の 經 おから 自 みは 親 ホの 

I をい 物 じ 過ぎな かつた 事を 覺る じち 

つて 旨然 一本ぶ もじなら 度い ごの 觀 

I をを 生じ、 追々 ど 親 ホに 對 して 叛施 

を纖す やぅ じな つた 結果 今 H では お 

一六 人 一組 宛の ッグ ー ブニ ご一を 有す 
み ボスが 到る 所 じ 散な し斯 がの 薇て 

どして 大 をを 傭け る ポスは 無くなつ 

ク J 

A 併し 小 ボス ご 雖も其 収入は 家巧络 

御者 ゃ雜 貨小賣 巧な での 及ぶ 所でな 

目下 輕 業師の 給 巧は 巧技 惑の 巧 

祀如种 じ 依つ て 上で あるは 無論で あ 

るがず 巧 r 週間 一人め 給料と 十五 骗 

であるから 五六 人 一組の ツグ ー プニ 

一一の ボスた るを が數夕 のボ！ イス か 

I ら はねる 所の 頭なる ものは 中々 大し 


約と 年 前 じ 巧 亡した、 明 お 五 年 お倉た を 高に な A 、 化か ボスの 下 じ 働か 


大使 一巧 か 當地じ 巧た 時 r 薩哦」 は 他 

の 词胞兩 S 名 ど 共じ掩 、羽織のを で 

j 游お術 じ ± 下座を しあし く！^ 一巧を 

迎へ たど 云 ふ 奇談は み」 おを 株の 話 

おじ 上る 所で あるか 當げの 化留 闽帷， 

取 倦 かじ S 四夕じ 過ぎな かつた ご 閒^ 

: くご 齊じ今 巧 $ 感じ 堪 へない 

ん餘談 はお 殺いて 巧 後 H 本の 輕樂は 


ホ特 满の藝 能を 巧して を 地の 劇場を 

~ 稼ぎ 廻る 旅が 君 的の 日本 入 も ある 化 

种藝 人の 給料は 最化 一週間 四 五十 弗 

j . ょ b 最高 巧 ホよ 十 弗 位の 者が ある ぺ 

ン マン シブ プで巧 名な 粮山 某の かき 

は 旅役者 中の 高給を 得る 一人で ある 

A ボ ー イスの 頭を はねて を 偽け をす 

る 親 ホ 共が 飯の がた るボー イスを H 


立な み じら ネ阅ん め歡迎 をず け H 淸役 一本から 呼を せ 又は 巧 常せ たおを 待遇 


知ら H 瀑 役へ 掛けで 溢々 雄ん どなつ 

た、 轉 業師 か大 儲けを したのは 化 時 

一代で あつて 機を 見る じ敏 なる 化が 組 

のち 人な 福が 巧み 如き ば 化 機 迷じ乘 

I じて トン {がで じ 十五 万 巧から ご； 

; 十 お 弗の み 巧を がつ た、 が 巧 常時の 

業者 か 儲けた の も 無 巧の ない 謡で 

な 本 か'. おんど 

、て 巧たず 化を、- 週間ぶ 十 巧 六十 

I 弗の 高給で なて黃 込む のどから 否や 

お應 でもを か 儲かつ た譯だ 

がるに 今 U ど なつて はり 本 ホ 巧の 

轉業 もホ國 人じ對 しては 聊か 巧 並の 

I 跋 じを 典へ る やぅに な 6 戰役當 時の 

かく 狱迎は 受けぬ が 左ら ど 一し 不評.！： 

じな つた ど 云ふ譯 でもな < 給料は I 

; 遇 間-人 平均よ 十五 弗で ある、 と 十 

I 五 弗 ど 云へ ば 日本を のな 五十 圆で淺 

I を やモ = 前の 「ァィ*^ 左 横で ご座 

I い」 おの 夢にも 見る 事の 出 巧ない 高 

; 給で ある 

I ◄今 ょら 十四 五 年 前 迄は d 本輕 業師 i 


I ずる じ 如何なる ホ 法を 掷 るかと いふ 

じ 昔 ご 今 と は非常な楠違 あ つ て 今 

は 中々 面倒で ある 


卷 犯罪の 裏には 女 

みは 堂々 たる ホ國が 軍の 带人 たる じ 

淺猿 しき 罪の 人 VJ な b し 大佐 澤喊货 

一 猛は輒 炎の ため 橫巧贊 大津の 病院に 


く-*-- < < 1. ここ— _ , 

'呵 がの 貨 をで 歷 I をされ 今や 病魔 ど 良む ごじ 责 めら る 


:再闊 の横涯 、自ら 招ける 業 乍ら ク 

には 夫人 繁子 どい へる々 性の 魔力の 

; 潜めるな り 

A 1 : 是の萍 が 娘 大佐は 元 巧 お 人 じ 

一はのを はの 蒲柳の質 夫れ が 肺を じ お 

はれて ょら) 層 憂愁 じ 沈み あ 剛健の 

I 氣 はを < 失せたら 之 じ 反して 夫人 繁 

_ 子 はを 澤の 小學校 時代 ょら 評 巧の 巧 

潑屋 寧ろ 跳ね返 b のた 俠ピ L で 美人 

どじは あらね で 人目を 惹 けばを くも 

近所の 評判 娘 どな b 大佐 じ 取りても 

戀女房 どして 迎 へられし が繁 モは大 

佐の 氣 質を 异 がき 忽も 家庭は 女 天下 

どなり 繁 子が 思 ひの 儘 じ 振舞 ふを 見 
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□一部 金 五 化 口六ヶ 巧を 一巧 

□ ーヶ 年み を 壳 ■ 

千 九な 十 一 年 ホ 巧 什 四日 郵政 院一 

駭可 

發巧兼 樵輯乂 甲斐 健 一 
發巧所 薪 育 新 巧 社 

一 攀裏六 巧 ニ ミ 八 

電 雪 ハ 四と S ナでグ シイ： 


號ピ致 候 



み 奉る 

I 申ず も畏 けれど、 化の 二た 年 一二と せ 

かなれば 斯 くは 天の 我が 闕じ禍 ず 

る 事の 多 かる ぞ 、大巧 山の しぐれ 秀 

やう やう 巧も蕃 れつる 閒も あらな < 

じ、 今は しも 巧が 皇 太巧陛 . 下 神 か < 

れ ましぬ どは、 承る だ じせき 巧る 淚 

化め も あへ ず 0 

皇太后 陛下の 御 病ひ垂 しィ」 は 聞きけ 

I る も、 神ながら ます 巧が 皇太后 陛下 

天つ もの 神 守るべく、 くじ 民の 硫 b 

どが きて、 こん 秋め 御大 禮 じは、 廬 

はしの ぶの 御を 拜 せん もの ご 喜びけ 

るか ひもな や、 日は 照らながら 大巧 

I 山は 又もや 巧 もし ぐれぬ、 あ { 、號 

て £ も 悲し。 

を 太后 赃 下の 大た大 慈に ましえ せし 

I は 中す も 賢し、 おを を ぁはれん 玉 ふ 

御 仁徳は、 ホ 十字め 事に 深 かく 御が 

™ を 寄せ 毛 ひし じて 巧し まるら すべ 

挪戰の 巧び にょ U 畏くも 御 ホ づ から 

一うたい をみ そ， なは せし ど さへ 波れ ホ 

はる、 まのを 年、 万 固 ホ 十字 社の 筵 

ひじ、 ホ 十 宇は ひご b 戰の爲 めなら 

や - ホ かの 巧に も盡 くすべし ごて、 

御内 巧ょ b 十 巧 おを 赌は b し大 御が 

の 巧が たさ、 化が の 民を も * 9 共疫へ 

じ 御た 德を 仰ぎ まつる 所、 义 嘗ては 

御阅 のを 業 御携娜 S 御 思 只 ごて、 畏 

くら 御ホづ か，， り 大诞じ 讚を 飼は せら 

れし事 もたけ しき、. ほ 草を いを しみ 

す ふ 大御必 、げじ 巧し 奉る だ じ 涙 こ 

る. 〇 

まして や御親らずらせら る ！ 御坤德 

の彌や 高く た li せし 事は、 巾ず も あ 

ろなら、 U じ 巧を つぎて 先が 陛下 

の 御 病 ひを 看 玉 ひしな ど、 坤敎 のす 

たれ 行く 化 じ、 まこ VJ 瞬の 呼て ふ 御 

敎を 垂れさせ 玉へ b 、 時 じふれ て 示 

し 玉 ひし 御 歌の 數 かづは、 一 どして 

I 段 草を いを しみ 蜘げ まし 主 ふ 巧が た 

き大 御む を脊せ させ 玉は ざるは あら 

す、 皇太后 陳下 かつて 御 歌 じ おせて 

のた まは く 

をし どてせ けば あ ふる： 川 化の 

• こ： ろ や 民の & なる^む 

一に草を御化巧さ る ； 大御 > む "^ ほで、 


いかじ 畏くも 亦 あらが たからず や 0 
乾 あら 坤 あら、 陰陽は 化 助く £ かや 
隙 じ 明治 大帝 陛下の 御大 業は、 陰 じ 
は 皇太后 陛下の 御大 業 どや 申さ まし 
しかも 斯の皇 太 居 階下、 今は しも 神 
がくれ ましの VJ 承る、 あはれ、 御麗 1 

しの 玉の 御を、 もはや 拜 すべく も あ 

ら 中なら ぬ どは、 あ！ 0 實に思 ふ も 

言 ふ も 悲しき 事の 限 かな、 巧 外の 
が あ、 かしこみ 謠み 恭しく 遙 かじ 惊 

み 奉る 0 


時論 一束 

▲故國 政界の 新 陳化謝 

お 浦 芋 後 繼巧觸 組織の 大命を 拜 すご 

S 電報 到る や、 ま 人は な國 政界の 現 

が じ 鑑み 子が 化 大命を 拜ず せし 5 の 

餘 b じ 速 かなる じ 蘇かざる 能は ざ b 

き、 巧 ミ なれば 子は 窄山縣 系の 有力 

者 どして 宫僚 派に 重きを 成し、 巧を 

々髓 時期 じ 於て) 度び 化 巧の 阔外じ 

巡せ るの 人、 貴族院の 一觸 体た る 研 

端會じ 巧賴を 巧の るの 外 兎に角 ほ 巧 

を 化を せるな 黨ど 何等の 願な じき 人 
物 なれば なり、 今や 蛇操視 せられ だ 

る ホを 政治、 閥巧橫 梁の 時化は 旣じ 

逝き 民論を 化 策せ る 大政 黨の 後援 ぁ 

る じ ホ やん げ到 巧當 巧者と してな 觀 

の 币 用を 滞 かなら しむる の堪 みなき 

が 化なる をな て 巧 じ もが. 繼み閒 組織 

の 大命を 拜受 せん 巧の 者は が 大命を 

持まず るな 前 じがて 府中 豫め 十二み 

の 成算な かる 可から ざる やか 論な b 

然る じ 去月 化 一円の 東を を 電は 超然 

內 開殆ん 一 / 」 將じ 成らん V ,- す ど 報じ 閣 

一員の 顏 あさへ 列ね たる じ拘ら や、 次 

で 到 b し 電報は 海が 間 題、 新み 閣紐 

織 じ 一頭 槛を 巧せ b ど 傅へ、 巧 じ ホ 

と 日の 電報は 淸 浦み 閣じ對 する 輿論 

の 反抗は 遂に 淸滿 子を して 一日 一巧ず 

したる 大命を 返上す るの 止むな きじ 

至らし めたら VJ 報せ b 、 斯 のかき は 

竟畢 ホる じ淸 浦す が 陳腐なる ワン マ 

政 洽の舊 思想 じ 糊 着し、 爵然 ごし 

て 東西 兩 大陸の 天地 じ 充溢せ る デモ 

ラシー み 氣 運を 看取す るの 巧を ぃん 


きたる 結果 じして 即ち 子は 憲政 國家 

の 宰相 どして 其 無能 無 傾がを 證 明し 

偏狹 頑を なる 篇輿じ 向つ て 好 简覺醋 一 

の 敎訓を 輿へ たる もの じ 非 中して 何 

ぞ や、 證し 新陳代謝は 宜然の 大法 じ 

して 經把濟 ほの 耍訣は 國ほ思 おの 權 

避を 察して 內 外の 施政ょ < 其 中庸を 

ミは ざる じ 巧ら、 吾人は な國锁 巧の 

人 ± が 深く 化 點じ巧 窓し 一 H も 早 
憲政 有終の 英艰を 化 めん ミを 慾 愈す 

A 家 永 博 ± の演說 

親善 圓滿 ならざる じ 親善 圆滿 なら ど 

おぶ を 濁ず は 慰問 化 どして ホら、 を 

換敎授 どして 巧ら、 贸恼 視察 ごして 

來る 所謂 名 ± 連の 常套語な 6、 彼 笛 

は 加州 上 地 法 や、 ホ國議 をの 移民 安 

や、 諸新閒 紙の 排日 筆絳 がか 巧 じ n 

米兩 國の國 をを して 不 親善なら しめ 

'不 圆滿 ならしめ つ！ あるかを 充 をに 

知悉し 時 乍ら をを の 席上 白々 しく 
親善 圆滿を 速 潑し必 ある ホ 人を して 

ぶ 僞善的 態度 じ 一柿が 蔑の なを 抱か 

しむる i あるは 再 人の 常 じ邀憾 どす 

る 所なる が 過日 家 永 傅 十； の n 本協衙 

晚餐お 席上に がける 演說は 正 じ 吾ん 


れ新脊 口 本人 會の 設立 成ら、 實業組 1 

を、 實業硏 究を等 をら たる 外 あくは 

H お両 をを 併の おぁら 化 巧のを 蝴往 

も漸か 面目を 改む るの 倾向等 御 巧樣一 

大慶 ま攝 じだ 候 

▲脚 体を して 令 力なら しむる 一大 要- 

素は 幽かの 首腦 おくは 幹部 どして 盏 

力す る 人の 人物 か 巧 じぁる は 勿論の 

儀 じ おが 新 脊闹胞 社 會は流 巧 じを 其 

如の 强き 人物の ぞ數 'を 有し 居 义惧て 

大 ひじ 喜ばしき 次第 じ 有么校 
瓜 併し 利 蕃てふ およら 打算 すれば 世 

の 中の 有 あ 家 巧馬應 奥き ものは 無么 

やぅなる が 之 A 1 補の 道 築、 よく 評 

すれば を 人の 趣 ホの 向 ふ 所 じて 一 お 

じ 堪鹿吳 しご 申す 譯じも 參ら中 亦 社 

會の爲 じは 無くて かなは ぬ 高 尙な逍 

具に 候、 巧 志を 棟を 道具 巧 は b する 

は尖禮 なら ご 御 化ら も 如何 なれで 
道具 も おじ よらけ 6、 社會の 高尙な 

道具 ごして 新 閉じ 時々 名前を 出され 

ると 惡 ひ* 持は をさぬ 當 小生 も 昔は 

隨を道 其 じ 使 はれた もの じ お 
A ち 巧 有を ぶなる ものは がの 底から 

ん 間は 社會の ためじ 盎 すらの なら' ピ 


顧 御 遊ばさる 

(化 日 東を 發電 j 

頃日 巧 御 重髓じ 渡らせられ たる 皇 

太后 輕下 じは 御 養生 相 巧は せられず 

本日 沼津 御用邸 じがて 御 崩御 遊ばさ 

れ たら、 御 永眠の 際は 今上天皇 陛 

皇后陛下を 始めを b が 皇族 方 化 じ 

が 殿下 等玉體 じを がし をら せられ 御^ 

一巧 御 永別の 御を しみ じ 晒せば せ 給 

へ 6、 御 崩御の 次第は 憤 例 じ 基き 明 _ 

日 御 遺 驅を巧 京 じ 移し 舉 6 たる t 獲 

表 相 がるべし 

皇太后 陛 f 、 御名は 美モ 、な 化 
化 一條 忠 香を 第一 一一の 御 女 じな まし 

嘉永 S 年 四ち 十と 日 (陽曆 立ち 廿 

八日 ) 御を 誕 、明 お 元年 十二 巧 ホ 

八 H 御入內 、化 日當 を赏下 あらせ 

られ 、大正 一一 一年 四 巧 九 H 御 崩御 遊^ 

ば さる、 御寶算 六十 四 


の 持說ど 相を せる のみなら ホ 殊に 陆！ の 卞義觀 をを なて をを 家た るの みに 


十が、 目义兩 國の關 係を 論じて、 み 

の 日本は ホ晋 H の 日ぶ じ ホず ごい ひ 

H ホ 巧 國の關 係が 今後* ぃお 師弟の 關 

^ 係を 持 續し得 ザし V 一な すは 大 なる 認 

をなら ご 論じ、 U ホは ホ闕を 見る じ I 

を ザを 0 てし 义國じ 日本み 遇する じ I 

鮮 等の 地位を なて 4 ざる 可らず、 ど - 

喝破せ しが かきは 例の 謙譲 圆滿 を) 

锥じ斟 する 巧 儀の 淸 一が 劑 じして 驼て 

义 吾人の 溫飮 一二み じ 値 ひすべ S 大氣 

揃な b 、 諸 新聞紙： 攀を 揃へ V ゼ、 

フリン シパ八 スピ！ チォ ブゼィ 

ソニン ク ナツ トデ リバ*— ドバイ 

ピゲ スト ォブ ォーナ I バット 

バィ ド クタ I 家 永 ど 報せ しもの 實 

じ ヤン キ ー の 蘆氣ご 嗜好 どを お 明し 

たる もの じ 非ず や 


.細 育の 有志 家 

を 郎 

j 新 育 日本 久 赴を 長が 巧者の 巧 加 ど お 

じ 秩序 ある 社 會の紐 織の 必要 じあら 


非ず、 前 ホす 通 b 1 郁の 趣 化 乃ま渔 

樂 、申さげ 人の 化 詔を する 事が 巧き 

お 質から 有志 家 VJ なる 燦合夕 < お 

尤も 数 ぁるち 志 家の 巾 じは 中々 のち 

狸 ぁ 6 て自 をのぶ 業の 利害から 巧 尊 

してを ま 衆た るら の 巧を 惕 、勿論が 

育には ソン ナを期 狗肉 的 巧 志 家は 一 

人ら 無么懷 

A な 巧 でら 町人で も赎が でら 巧ん々 

の 趣が 巧竊 じて 自 をの 氣じ 向いた 化 

おは 河で も 面白 きものじ 候、 巧 藤を 

は 維新の 元 励、 患を の 制を 者 ごしで 

國家じ 大巧 誇を b し 人 なれ どもを け 

嫌々；：* がら 國家 じす 锁 L た 譯じホ や 

をの 趣み 乃 ま 嗜好 道樂か 政治 じ 適 常 i 

しおた b しな アン 巧の 功業を 速て だ 
るみ 巧 じ 巧 之 候 

A 却說新 巧の 巧 志 家 ごして. が卞 面の 

を お 率 業に あさは るん 物は 如何なる 

人々 なる か 之から ボナ--^ 紹か可 致 

ご 化處を 巧き なぐら お 處縮輯 ホ 任よ 


•皇太后 御 


巧 ませし 事は ず 更ら 申す も 畳き 巧 第 j 

なる が 陛下 じは 時 じ 國風じ 琪能じ 

j 渡らせられ 御を 前の 御製は どくじ 

巧 じ 上 b たら ど 拜 あし 奉れら、 

は 陛下が を 國ホ學 生徒の 爲め ごて 
物し 給 ひし 曜 歌なら 
を 熙巧も 磨かず ば 
玉の ホら は 添は ざらん 
人 も擧 び-てな じこを 
眞 どの 德 はを はるれ 
時 針の かの 絕へ 間な 
遇る がかく 時の 間 も 
a 蔭惜 みて 潮み な ば 
かがなる わざ か 成ら ざらん 


•皇垄 霞 下 御 

危篤を 報^ 

當地爆 領带館 着電 化 日 午後 二 時 四 

十を 着 

皇 太を 陛下 御な 體化 H 午前 一時 五十 一 

みお 然 激烈なる 狹 、むな 御巧發 遊ぶ さ 

れ 御を 態 じ 巧ら せらる、 を じか 九 
钥雨踏 下 巧 津へ巧 幸 巧 ぁらせ 'b 
九日 午を S 時 (おを 時間 一發た 
皇 ぶ后牒 f ホ 後 巧 病 脅 益々 御 巧 進 越 

ぷ され 刻々 御 危篤の 御 狀態じ お入ら 

せら ) 

記 若 因く、 別項 東京 電報 じぁる が 

如く、 御 崩御の かなは 惯例 じよ 6 

御 遺骸 東京 御 到着の 上を を か 成る 

笠 なれば 本 公電は 階下 御 崩御のを 

電と 見て 差 支へ なかるべし 


•皇太后 陛下 御 崩御 別報. 

( 化 H 東京 發電 ) 

雌 下 御 崩御 ご 共 じ 1 般 人民は 歌舞 音 

曲を 停止し を 劇琪は 閉鎖した 6、 

天 普、 萬 后 両陛下は 本日 巧が ょら 御 

歸還相 お b たる か、 本年 十一 巧玻巧 

さるべき 御郎位 まは 夕 をが 則せ こ 
ならん 

頭 挫を 來 せし 後 繼み閣 組織は 烏 太 

i 后 陛下 御 崩御の ため 華然 閑却され た 

るか 如し 


皇后陛下の 御製 


'が おなし ごのむ 小言 じ 巧し 巧 下み 百 北 太后 陛下の 御 樂德彌 が 上 じ も 高 . 
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お w 自 午前 九 時 至 同 十二時 
W 自 午后 六 時 ま 同. 八 時 


ぶか 2 但 日曜日 ' ィ 前約 ノ 患を 三 限 

1 薩抓 •ぃ 二廚見 璧彥 


治療 自 午前 八 時 至 十二時 
時間 自 午を 二 時 至 五 時 

齒科臀 露苗淸 吾！ I 

南の w . 一〇 で T 苗 •• City 

切を 001113 be 巧 & Manha^ttan .\ ve . 

T ： el Riv さたを 簽奠 


参 郞化式 延期， 

( 十日 東を 發電 ) 

蟲 太后 陛下 御 崩御の ため 御挪 位の 大 

典は 大正 笠 年を 延期され たら、 延期 

の 理由は 新 嘗をじ 用 るら るべき 新 セ 

ン ホは 御大 喪中 じ 成熟し ねる ものを 

化 用せ ず どの ffi 例 じ 基く じを る 

•大殿 内閣 成ん 

冗ち 會證 はを 繼 内閣 組織 者 ごして 大 I 

隙 伯を 推 選した 6 

ホ 哥兩网 のず 幾を 着 グ ー ズべグ 

氏の 巧 謂 「じ 巧 馬 獲得」 0 ホ 適 ま 十 1 

ザ 間 ホ國设 中米 コ曰ン ピア 両國 間に 

起ら しず 議は 巧な タフト 巧閣 時化ょ： 

巧 渉を 潑績し 巧 b 今 円を 紛讓 解み 

じ 至ら ざ b しか 今 巧 愈々 兩國の 談判 

j 罐ま.：^、 .ホ國はす西じ對しお二千お 

が 巧 宛を 支 沸 ふ i ご なれり 

ホ 翊お带 の 巧 酒み かお 電卿ダ こ 

グ 氏は 過 H 1 般お带 々んじ 向つ て 

ボ渡巧 じめ ける 將 校を 卒の飮 酒を 巧 I 

止す る诗據 かを 發 したる か隆 甫卿ボ 

ソン 巧 もを々 词樣の 命 かを 猿す 
ならん ごの 曠 傅は b 海陸 雨 人化會 r 

大恐 傑を 放 ハへ た b 、 ' 若し 實巧お 巧 得 I 

るら の VJ せ ば 幸なら 

参ホプ ソン 大佐の 败戰 H 米 開戰論 

お VJ して 黃を 紙の 煽動 的 記 弔 じ 好が 

巧を 化しつ： あ b し呵 大佐は 逝 日 巧 I 

- バマ 州に がける ホ团卜 •院講 員の 

補 化 選 礙じ愼 浦 者 どして 下院の ザ靖 I 

说內谣埋ア ン ダーゥード氏ど競ず中 | 

な b しか 開票の 結おア 氏の ため 脆 - 
も 化 化 L たら 右 じ付當 巧の ィブ 三ン 

グ サン 紙は 去と 日の 巧卜 長文の 評論 I 

を 巧げ 黄禍 論を 引 ひて ホプ ソン 巧の 

過 ま 及 現 化か 上院議員 たる じ 適せ ざ 

る 巧を 械言 するど 共じア 氏の 人格を I 

巧 楊して 其當 逃を 祝せ 6 
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'善 巧關 組織の 
頓挫. 

ホ徊 滿怕閒 組織は ホと H じ まり 一大 頓 

一 挫を 巧し 淸滿 で じ 不面目 じも义 命を 

を 上す る じ まれり ごの 巧電ホ h しか 

ム r 去 巧 末 H な 巧の あ 巧 電報を 綜合す 

るじ淸 術よ じ 大命 巧を 後 連 H を 方面 

:じ鈴 化を 試み 略ぼ顏 おれ もを ま b 子 

一とを おめ 隅 保 ぁる 闕民 規閒 はが 關員 

一 ごし V - 巧 おお 像 政、 外務 珍 田、 大藏 

__ 荒 ザ 朝鮮. 哎 支が 次を) 词をホ 巧 礫 

I 郞 、農が 巧 卿則吉 、遞 信せ 巧 碗を、 

I 陸軍 本鄉 房太邮 、海 货加藤 ま 兰郞諸 

ち 最も 巧學ピ 傅へ、 化な の 聯合 通信 

'は 外相は 巧 田 廉巧氏 じみせ 6 なで 報 

I じたる もが 巧 入閣の 姬廉 をず けた 

j 词 をの 政治家 中 じ 於て すら 現下 四を 

五 梨の 化诗じ 投じて は 遂に 自家の 政 

.を 的縣 巧を 失 ふの 危險ぁ 6 ど 悲觀す 

る 者 あるの みなら 中 政ぶ、 立憲 村 志 

圓民 避；、 中正 化は 素 よら 諸 新聞紙 も 

.保守の 色彩を 帶 ベる 淸 滞み 關 及び 之 

: を椎游 せる 元を じ對 し不贊 成の 息を 


; 表 しおつ 新 内 隅は 無論 貴族院ち 發を 賞--」 お區を 0 て 化檀じ 起つ ものな 

践藥 して 增馨師 並じ囊 霞を 行で 余は 前 横說者 Q かく 問題を 奮 


肺に 資 らしめ 其の 間 じ 於て 十数を 圓 法廷 じ， 神明 せんどは せざる 余， て 

い 補助を 得ん ど 計 刺しを 官も么 じ 同 云ぶ 閣下には 進んで 法廷 じ 出ん か閣 


总 をが へ該社 をし 子 模範的 營林 事業 i 

を爲 さしむ どの 口實 ので じ W の廳議 _ 

を 縄め 近 H 雪融けを 待つ て ぜ賞地 調 

j を じ 着ず せんどし 今や 準備中なら ご 

之を 閒く 者皆ぜ ' 邮 謀 じ 驚かざる なく， 

紫別國 あがの 如 > は 化 海道が が調杳 

お 策 じょ 6 固を 國 巧が どして 數ザ前 

眺に 確を し 居れる がみ じし \ '化の 如 

きは お 林調杳 をが 木 的 じ破壞 さる 
ら のむ 6 どし 又 此の かき 顆大 なるお 

做を 一 待 社 じ 巧 お 甘 る お如きけ 

I 縣巧該 抓 方の 發展 A じ！、 隙 聯を巧 ふ 

のなら ごて ホ 錦夕し 


G 航 が‘ 灌 追加が 續聯 をを はじを 

梅が 班が 港 地 じ ゲグぺ ストン 港を 加 

へられた しど ホを が じ 請願 齊を捉 巧 

こ ホ 政 友 禽巧講 十 巧 卜_ 篤 太 抓 巧 

の 手を 通じ 遞信 大巧に 陳情した る 結 

お遞 かは 縮-化 お狮 季節 中 ダ 八ぺス 

ンを廊 時 お 港 化 V しなす ベぐ 词 航路 補 

雨 案じ 追加すべき 肯を 内示せ b VJ 


@ 村 巧 保 氏の 演說 

毒は が 带閒題 勃を 3 來祿 々夜 も 眠ら 

ホ國 あのた め 眞必じ 耕へ ざるを のて 


主事 明かなる べし どて 國民 一般の 不 

; 人學 甚だしく 遂にと n 電報の かく 淸 

.滿 ず のが 巧 ごな 6 たる ものなる 可し 

: ご 察せら る 


♦春 新な 勒遇 議員 前が お 大お牧 巧 

; 你顯前 内閣 書記官 長 山 巧 一 次、 法學 

祕そ 磯部 四 郎等な 族院簾 員じ觀 選せ 

i らる 


る' ら のな 

ご先づ なて 政府 席を 威嚇し 海軍の 所 

所謂 八 年 計畫を 壌し 始めた るは 衆 謙 

I 阮な 6 赁族院 か 斬らん どす るのは 手 

をな b ど 頭 ど 弧を 嘶ら しは 衆議院 じ 

ホなら 中 ごて 巧 じ带艦 水常艇 補充 巧 

帝 か 巧 業 獎剛ぶ おじ 巧變 b したる を 


H 本 最近 信 


韻 じて 「現 內閣は 政を 會 のか 嫌なら」 無き 位辭は 巧のを 際範 鼠を 蘇 避から 


i ■帝 まの 大稱裳 ホる 十一 巧ょ b を 

一都に 御藥行 めら せらる 可き 蝴を 卜禮 

ぶび 大 なを 等の 御 整 用は おに 國 報ょ 

|ら五巧餘萬圓をえ出する樂どな6ホ- 

一議院を通あした る ：^^が右國巧まおな 

.外 ホを 御資 部よ b ま 出さるべき 恩典 

一惠 恤旌 を 養老 記を 等のを を 目は 目下 

I を 內繪巧 藏寮じ 於て 調査 中なる が 約 

1 五 巧 巧圓じ 上る 由なら 


i ♦國お 林挪下 非難. 政る を 化 海道 ま 

一が じ 於て 昨年 中が 長官 就 巧な 巧巧內 

相を 經て 長官を 鹏 迫し 補々 の 問題を 

I 提供し t 利益を 耀 得せん ど 劇 策し 居 

16 しがを にを み魄閔 附近に がて 二 お 

I 四千 町 ホ 上 川を 別 かじが て S 万 二 千 

巧 ホの 國が がを 巧た じ 解除し 製紙 會 


下の 一み 猛與 卵の 危 きじ 終らん 大雨 

鄕は 有司' じして 苟も 國 ほの 疑惑を を 

けたる 者は 巧腺サ しいべ しご 云へ 
山 本 樵を 衔伯閒 下よ を じして 大西鄉 


I 翁の ある あら ば 蘭 下 t 亦 巧 膽か强 ひら 呵鄕の 有を 講淸會 を 紐 織すべし ど 


ら るべき. 一 A な 6 今や S 尺の 時 重 ど 

雖も 閣下を ぃがを 獸の如 < じか 下せ 

をは n ぶホ國 のた めじと を 悲ゎ齡 

IF け 過去 じがて 巧 海軍の たお じぶ さ 

れた 6 され ども 又 閣下は みを 変し 錢 

を 変し 雨して 國 をの 垂^を 知らず 
I 急なる 海 雨 豫算の 削 嫁 せらる 
れ ダる も 閣下 一み の 進退に 係れ 6 錫 

ドは おぞ擺 張を 後 じする！、 尙 現職 じ 

硬ょ らん ごする かど 述べ 「昨 口 余の 

ちじ 無を め 投裝あ b たち」 どて 山 本 

伯は 叛お 云々 の ホ 紙を 朗讀 しみは ち 

座の 前に 於て 神 梁なる 議棋 じて 諫み 

て 山本總 巧じ辭 職を 勤 吿すど 結論せ 


好 お 謙 S 巧のを 立 

^ おお 化胳を 件の 餘波 一二 井 物を じぶ び 

_ 巧 事を 巧 巧の 拘引 VJ . なりたる 魄電 

巧 如 < G るか 氏は 巧川縣 A 族 お 巧を 

^ 氏の 畏 おじしみ 敷へ 年の ぶ 十！ 歳 

す b 南 船舉校 出身 じして 明を 十二 年 


ユ b 諭せず 表面よ 6 論議 せんど 欲す 巧 S 井顿 をに 入 b しが 物 產も创 業 常す 鑛業 摩のを 軍役まで 一柿み をのを 


姆の上 じ 巧め 才氣 は忽ぢ 頭を 上げ 間 

サ 年頃 W 大おま 巧 じ ま 巧 長 次席 ごし 

て 移ら 数年の 後 じは 新 おち 巧 長 じが 

j 雍 されて あ 巧し 流 巧の ヤン キ ー 忡間 

も 才人 どして 評判 商 か b し 巧な b 

It ど 化の 才幹 じ 加へ て 海外 じ 遊ぶ 本 

I 邦人が を 民の 別な く 殆んで 訪ねの 者 


ご 罵倒し、 大藏大 段は 茵し 紛れ じ 二 

j 歌を を 使 へらを 業獎颇 某を は 欧友會 


破 張 おを な 6 政府は 政ぶ 食の ぶ 敷を 

憑んで 巧 と して 辭職 せざる も 人必は 

视 じを < をみ 簡を 去れ b 化 時 じ 際し 

作 貝 族院か 膺懲め 任 K 常ら ざれば 卸 底 

廊淸 する のをを 知らざる なら ご 論じ 

叟じ久 保 困 男の 國民大 會慕倒 じ對し 

て 一矢を 酬ひ 如何なる 横 藤なる 政 巧 

じ も 直 おする か 如を 國 ほは 駄目な b 

ど 述べ、」 照る じつけ 降る じつ けても 

思 ふかな 巧が 民を の 上は 如何 じご」 

ど 云 ふ 先帝の 御製を 蘭み 上げ 斯る難 

I 有 準： 旨じ對 して 山 本 伯は 何を S て 答 

へんどす るか ご 獅子吼し、 山 本伯閲 

I 下は 廉 化をから る； や化閒 じて は闢 

i 下を 稱 して 國贼な b ごいへ b 巧國じ 

は 刑法 あら 閲 下は 何故 一身の 潔白を 


參 のぶたき する 飛 巧 機巧 朝が 廣島一 

縣人松 浦 巧 夫なる 人 敷 年巧硏 巧め 結 

おが 浦 ま 飛 巧 機を を 巧した るかぶ 特 I 

をは 單葉じ も 猿 葉 じ も 非ず 自 働の 兩 

現を 巧し 鳥の 翼の 如 < 巧 ばた きして 
飛翔す る もの じして 試驗の 成績 じよ 


云 ふ 


♦本願 寺 執 巧 長のを 巧僞造 京都 本 
派 本願 巧 執が 長 日 野 曾 寶は去 九 H 太 

一谷 絲ぉ氏 名義の 實巧 及び 一千 圓の約 j 

一ぶ 手形を 館 遮し 小 お 熊 次郞藤 旧覺の 

南 人 じ 示して をを 端な せんどして 遂 1 

I げざら し廉じ 依ら 十二 U 端 川署の ま j 

じ 捕 へられて 監獄 じ 送られたら 
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當 電話 コ日ン パス 11100 と 

夕 まと 脉館祕 財 
球褚娛 築の 书 設備 有 之が 


参が 决 文を 捏 b 潰す リ ヒテ 八 事件 

のを おがみ 文は 前日の 貴族院 じ 於で 

I を 藤 海相は 其 取を せは 不可能 じ 巧せ 

もど 巧言した る もがか 全文は 旣は外 

I おおを 經て巧 藤 海相の 手許 じ 達し 辟 

るら 之が 發 表は 却て 時局を 碟大す る 

の虜ぁ b どて 巧く はな 寄せす 巧 能の 

述 もの 下 じを 表せざる 事 じ なれら ミ 

傅 ふるもの をり 


ゐ らまは' 法を な 上 五を どか' 一割 どか iifiin 

の 装 街 契約 ある や 否やは 裏 者 寮 —、*" ■響 

の 细る限 b じあらず ゥ社對 ご 一巧は 單 了 -Jp 

じ 契約の コム ミッション 0 外 何等の 
爾 係は ある まじ <從 つて 閒 題は 一一 弄 

を 海忠間 じして 物を 常 巧の 兹厢‘ 氏 じ 
にて若し化罪巧爲め-^どすれば世間 
は 贈賄罪を 0 て 目す るな らん、 聞'- 
巧 じょれば ゥ ィブ ヵ！ プ '社のを 剛艦一 

逮遥 引を じ關 して S 巧の 化 得せし コ 
ム ミッションは 二百 化巧圓 どい ふか 
i 確かなら、 尙 一二が 物產の 計算 課長に 
. L お 巧 謙 S 唯一の 子を なる 松 巧德哉 

は 十四 . H 午前 十 時 潮 豫審制 事 じな 喚 

され 帳簿 其 他じ關 する 収 調を 受 たろ 

♦ブィラ 將軍两 が 牙 人を 放 遂ず逊 
U ホ 頒强じ 巧 巧を 纔け 居た る 墨國卜 
ン 氏は 過日 遂じ隨 落した るか 太 I 
將プ イラは 同地を 化め スペイン 乂 
閲じ 放逐の 命み を發 しわる 結果 六 巧 

尿を の 避難民は 止むな < 国境を 越へ 
了 ホ 國じ乂 込みた 6 
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あ 一一 弄顿 巧の 巧た る 「を 削」 の' コム 

ツシ ヨン ニな 册巧圓 一二 井 物 產棄巧 

す お 謙 S 巧 拘引 後の 1 1 弃は 上下 擧っ 


戰 々競々 たるを 様 じて S 井 銀行 一二ぶ ナマ 化' 夕 


しめが 海萊 がい. 巧 运瓜ホ 氏とは 親戚 

の 關係ぁ b 海费 問題 じ綠 故み る 郡 ホ 

無し ご t 思 はれず 巧の 面長の が貌か 

和 どなく 馬 じ 似て おる とて 一一 一井の お 

なる 渾 をは 物 鹿み 部 じがて 滞 鶴の 語 

呂の 利に 奔馬の 如き 氏のを 渡なる 才 

をを 暗じ沁 めかせし もの じて 某朋茂 

が戯霜 じせし 事 ぁ b しの ホ ー層 タホ g | 

く ub しど 斯< て 四十 年 山 本 條太郎 

I 氏 ど 相 前後して 本 巧の 抑 事 じ 榮轉し 

たるが 山 本 氏の 勢力 か 伸ぶ る じおぅ. 

て デリ*-^ 頭を 抑へ つけられ わる 傾 

ぁるじ 反し 氏は 上の ホょ b 引伸ばさ 

れて思 ふが ま！ じを をを ぎ 終には 山 

本 氏を 拔 かんどす る じ まれ b 物康內 

が じ 二綺の 暗流が 漂へ b ど 云 ふは 化 

の兩 氏の 勢力を 指して 云 ふ ものな 6 

ごの 說あ b 


|を抱きつ J ぁぇもの {か< 十ーニ日の 

方 例. 重役 會は 化の 軍 大事 お ホの たか 

节れも 定刻 前を 難 おじ 參 集し 長 時' 聞 

^ を 密議を 凝し おた b を： 邮侧 じて 叫 

を 解の 消息 じ 願し 一巧 口を 線して 語 I 

ら ざる も 間 社の 內悔じ 通せる 某氏の 

I 讓じ 化れば 一二 井 物を は 海軍 よら ゥィ 

K - み I ス へのを 义 おじ 對 しては ず教 

料 ご して 必ず 注文 懼 がの 巧を の 一一 半 

-を 収得す るら のじて 戰 避. 一. 隻の n 

.ミツ シ ヨンは 實 じ奠大 なる ものな 

されば S 井 物康か 自社の 大 利益の た 

めがおの ま路じ おし 械力 運動を 試み 

るは 常 巧の 事 じして 敬て 怪しむ を お 

せず 或は お 带廓淸 の 幾多が 料 か 岩 巧 

I 氏よ 6 引出さ わ 得べ し VJ の說 ある ' i 

如 柯じ成 巧 < べき か々： H よら 豫 

j おする 能は や 事件 か 如何 じ 馬 蘭す る 

ども 思 ふじを 煩 巧は 資を 自己 一身 お 
I 引受けて 累を 一二 井 物を じ 及ぼ すがお 

きミはなさ "るべし云々义革蘭製进 

所 取締役 腐浑 を次郞 化の 談 じよれ ザ 

巧 巧 業者 か コム ミッションを 取る を 

は 何も 不思議は な < 法定 二を 半の' |1 

ン ミツ シ m ンは 巧理 おどして I こ 井を 

一田 其 他 何れの 社 じ 於ても 化 得しつ 
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本流 類の 巧 目 

赛 行に なが 下を 
を ザ 迄る ず故與 
讀 しがが は國が 
みおを 婦乂に 一 
で 巧す 人が が 弗 
を橄 形の 每 .て 十 
かなの 髮を梨 卿 
ざる 模は 新聞み 
る 綠申聞 巧 ■一.' 
も 化を すの の 巧 
の 傑 化を 速大挺 
は 巧る ，載 立一 
鬼 どまな せ 物 弗 
なしで < した 十 
らてじ 衣 もる 化! 
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定偕壹 ■ホ I 

一本 書 ぉ ( 生雜 器篇 } 生殖器 解剖 じ當 b 

，ては を 骨 じ 且つ 巧き 虔じ 手の 屈く が 

かきな 烈 なる 拳法 じ 依み 說 明せ しな 

か 出 滕ど词 時 じを 實禁 化されし もの 

じて 化を 無類の 珍書なら ’ 

占 發資禁 . 丘 白雨 搬 まん ：.. 


きかず め 諭 


定憤登 弗 一 

I あ質禁 化 ' 化澤 正停是 I, 
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oha 扣 Nakaga 与 a ‘ 

phonn 18 】 S orchard 


寫眞業 熱ん 家 

ツ」 要ず 

篇眞樂 じ 趣踩を 有する 乂 じして 弊 巧 一 

の 樂樂を 础巧 發逮 せし むる ど 閲時じ 
自 みら 獨 立の 某 礎を 作. らん どす る 熱 
也 藻は ホ談 みれ、 報酬は 人物の 如何 
じょり 利益 配當 ごする も 妨げな し 
細 お 談の上 岡 旧 為眞舘 
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森 野は るず 
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東京 館 
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巧 諸君の 御 便を を 謀 6 巧 記の 處じ 
營業仕 候 閒御引 立の 巧 奉を 上 お 


中原 修吉諸 白 

Ja.pa 己 nso 历 oa 立 in 的 ， ： Hollme 

》0 man を St. Brooklyn 
phi W 707 ぎ in i 



美陳 じして 淸潔 

W 一誠 料 i 贏南樓 


sf 




璋シヤ トグ巧 御 経由の 御 方の 御巧官 


じ 御 取扱 可 申 上 候 

藤蘿 '館 支店 

ホ テ 人 タコマ 

室 數二巧 ホ ー、 冷溫 風呂 操の 準備 

ス チー ムヒ ー ト ぶを 垂巧 設施祕 おを j 

曲 01 ' 苗 J ， rA 003 VI.A 
《を Jacikson St., Se ミニ . W ミ h. 
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巧 
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本社 營業新 
I 日本 巧 薇 車纔船 
切符 取次 か S® 


シカゴ* ボストン 


，キラ デ 


八 ヒヤ其 他 東部 何れの 地方ょ 

り 御 出立の 嫉をも 取次 可 お 候 


瓜 手紙 取次ず ff?i 


主 久口國 語顏譯 


▲通辨 

河 上淸巧 近着 

A 在米 日本人 寞芝 

を 償！ 巧 五十 仙 

紐 育 新報 沛 


乂郞 化ぶ 拜觀 i 酬 

團員 募集 

乂を員 册お夕 

A 九月 お < は 十月' 上 甸ぉ發 

A H 本挪巧 約な 二十げ 間 

▲詳細 規則 醬 にぁら 申込 次第 進呈 

® 注意 迎妻 又はを 族 御！？ が ホ 

巧の 方は まを 閒を せを 要す 

A 飛が が、 寫眞師 を々 一名の 加 

入を をぶ 集す、 委細 面談 

紐 靑巧國 訪問 觀 木部 

骄 育 市 第 六 街 二參八 

キ權を 林. 富 平 


I ♦お 濟會 春季 大をど H お兩 をの 合併 

間を は 去 五 H 高を 會を邸 じ 於て 關 

催せら、 最巧 高見 替 技は 衞短 じ閒會 

る辭を 述べみ じが 邦、 事務 報吿 、を 

^^の赞閒等ゐもたる後、 本9のホ要 

j 雜趙 たる：： n 本人を ど 合併の かじ 付 討 

I 潘 したる が 結 お 本 含 役 滑を ょ 6 日本 

I 人 貪 じ 提供して 巧 承諾を 得た るを 併： 

條 仰を 是認す る 事 じか 講し 夫れ ょら 

U 巧 巧の 提案に 某き お濟 會の發 起を 

I どして 劍 ホな ホ 間 會の發 旗 じ 特別の 

一巧 勞 ぁなし 高見 豐意氏 じ 随謝狀 並 じ 

ー ラブ ィング カップを 赔呈 する 事 じみ 

I しあを 县这 して 天 巧、 中 お、 ザ 裴の 

j 二 巧を お 熊した 6、 因じ當 日の 决議 

に 化 b 從ホ おが 待々 道た 6 し 人々 は 

共を がが 立 ど 共 じ 日本人を々 具わ. 

i る 拳 どなれら 


♦ H 本 A 巧大を 準備 委員 食は 去み 

H ロ ー タス 巧樂部 じがて 開催し 柿々 

協 誰す る 所 あ 6 しが 結 巧 巧み 巧サ Z ； 


日 午後 八 時 ょら カ ー 子，* 1 音 樂堂じ 

I がて 開催す る舉 じかせ らプ甘 グラム 

は 左め かくじて 入 煤 券は- 般會 員へ 

I 郵送す ど 

1'、 攘 所、 時 H 西ぶ 十と 了 目樂ぶ 

巧 角カ ー ネ ♦辛— 音榮 堂、 四 巧 
廿よ H 午後 八 時ょ 6 

第一 式 巧會を 高峯博 ± 

一 奏樂ど おじが 員 着席 
一' 開 巧の 實吿 巧を 高峯牌 ± 
一閒會 のが 高見 豐彥 
一 率 お 巧み 報吿 

淵を 會 計掘內 幹事 

一役 進逃擧 
,1 議事 

第二 式 巧 會者高 お 博 ± 

葵樂 

一祈瞧 -ヴス 博 壬 
T 搞說 閒 
一間 T 公 餘太郞 

品 郝胁隙 ± 

一同 飯岛總 領事 

一問' 珍 田 大使 

一問 .朝 河 巧 ± 

- P チ ー デン 憐± 


♦ こユ ■- ョ I ク敎會 近 奉 W 會內な 

る 實業研 兜會は 本日 午が 八 時 開 ▼菊 

I 地 束 陽 氏の 寫眞 術じ關 する 溃說あ 6 

翌 日曜 じは 淸 化が 邮の 「キリストの 

I 復活 こ 人 ホの 希望」 ど 題す る 說敎み 

べし 


靑年會のィースター視會 岡旧氏 

の筑 前錯琶 、默 平氏のを 談 落語 其 他 

I 巧 志の 飛 乂餘興 あるよ し 


服 部 絵 雄 氏 頓死 詳報 巧 氏 お まの 

趣は 前號 紙上 不取敢 巧 電の儘 報道せ 

I しか 今 西部ょ 6 到着せ る 新 間 じ 化れ 

ツ 氏は 死去の 前 巧 小川 亨 にて 東泮窺 j 

船の 佐 藤氏 外 二 一二 名の 有志 ど 晚餐を 

おじし 後 . ハ！ ラ ー じて 视 々 W 胞 間の 

事 及び 日本を 局の 事な ど縱論 横議し 

十一 時旅舘 なる 帝國 ホブ^ じ歸 らま； 

配 As ± ザ巧护 ：一 時 頃まで 圃 燕を 岡 

なし 平常 ど 異なる 所な < 就眠し わ 

がる じ 翌日 午前 九 時 ザ 栗 山が 氏訪間 

したる じ 岡 ホテ^の 弯務賢 山 巧 巧 服 

郁 巧の 室 じ 到ち ノックし たる も 返事 

なか 6 しお 多を 熟睡せ るな らん どて 

其 備に 巧 過ぎた る處巧 日は 正午 小川 

亭 じて 化 崖 紐を の 大巧、 义飼巧 等 ど 

午餐を 共 じする 約束 あ b しため 犬 飼 

巧十 一 時頃訪巧したる膝山巧巧巧 ？^ 

ノックし たれ ども 豁 なく 其 時 も夕か 

前 巧の 疲 がなら なと 其 儘 遂に 午後 j 

I 時 - 頃よ で 打 過ぎた るか ま お 人の ±井 


I 氏 巧な 一時 頃 迄寢る 萬な し 或は 病氣 I 

なるや も 知れず ゴ て無禪 'じを 鍵ら て 

戶を關 けて 這 入ら 見れば n 、 一 か 何 じ 

安 靜じ寢 巧の 主に 仰臥せ る 株ず 常 ど 

毫も 異なる 無き も 唯 顔色は 蒼然 どし 

て 旣じ化 化の 乂 どは 思 はれ や 驚き ま 

傅 b て 挺 b たる 手は 鱗の かく 冷 か 

に 息ら を < 絶へ 垣た 6 死闲は 驟師診 

1 劇の 結お腦 溢血なる 事 巧 明せ し ホな 

るか 化を 巧 志が 一 W は 委員を 選び 葬 

I 儀が 他 後事 巧 端を 處巧 する 事 ご なれ 


♦ S 菱を 化々 員が 圃 造酒 一 こ 氏 は 製 

I 紙 業 視察の ため 巡 日巧巿 


•何 かの 間違 ひじ や 近着の 两部新 

聞 じ 「新靑 日本人 會は 今间蒂 蕾を ど 

して 著を なる クラ ー ク 巧を H 本へ 派 

I 遣す るに ホし： r 氏は 化：： 2 巧を 十 】 H 

の 地が 化 じて： n 本へ 向ふ豫 をなる か 

叫 氏を H 本へ 派遣す る 目が は 巧 じ H 

本の 實惰 を硏 巧し ねる 上歸 ホして ホ 

國人じ 之を 紹 かせし むる 目的 化」 ど 

あら 近頃 漸< 成立した る H 本人 會か 

がる 重大 事が を轉 々しく 實 がする 篱 

I なし 多み 何 かの 間違なる べし 


一森が 納山本 正半郞 氏は 去 九 H 無 
一事 歸 巧したり 


参 中 村繁化 氏のを 快 祝 ひ 九死 じ 一 

生を 得た る间 たは 去 化 自料亨 千凉じ 

知を あ 十 名を 招きを 快 祝を 備 した り 


靑年 館の 代替 卜 > 從巧大 井田が 次 
氏の 經替 せし 时 下宿は々 回 小川 俊 一一 
郞氏譲 受け 大勉强 じて 營 業ず るか - 


♦間胞 商人 じ 注な 昨年 中央 誰 食を 

j 通 逝した る米國 度量衡 法は 愈 去 四ち 

H ょ b 實 施さる！ 事 どな b しかを 

販賣巧 じ 於て をの 前 じて 載 6 て 質 も 
ざる 品 桃 じ 限らて はが 正眯の お點を 

ッダ ー ジ のか 表 じ 明記すべく 义察 

を面前じて賣る旗をじはセ！^ ス ス 

プ リップへ 巧 品目 巧 金を 記 救した る 

r じを 人へ を附 する を 要すべし 

目 本 米じ對 しては お圖ょ h 糕乂 せる 

もの 5かきはを裳を引きホ6正ホ何 

I 斤乂 6 ど 記すべき ものなる が 巧し 化 

等の おを じ 違なず る もの あれぶ 罰を 

が 弗 义は化 H 間蔡 鍋の 刑 じ おせらる 


« 六月で 句練留 艦隊 巧 航帝閣 練 巧 

I 艦隊は ホる 六月 下がを 港 じ 迴航し 巧 

る 旨 岡峭總 領事館 じ 通知 あらた 6 艦 

1 除は 巡が 艦 煙閒及 吾妻ょ b 成 6 旗艦 

此淺 間な b 巧みを はがが々 おお 井が 

み郞氏 じして 强 間の 艦長は 巧 帶府大 

使 館 附が官 た 6 し 海軍 大佐 牢赞德 太 

邮氏 吾妻 艦長は 海軍 大佐 佐 藤を 藏氏 

な 6 淺 問の 乘 化人數 はを 計と ぜ 九十 

を じして 化內 候補生は 六十 名なら 

义吾 きの 粟 組人數 はを 針よ 十六 十 一- 

名 じして お 補を は 直 十 化 名なら ど 


后 陛下の 御 崩御 じ 對し吊 電傅達 ホを 

當地撼 領樂舘 じ 化 頼し 巧れ 6 


♦が留 民の 遠慮 皇太后 陛下 御 崩御 

1 の 悲報に 接する ど 时時じ 一 股 諸愼の 

I 誠 息を 表し 居れら 


山 本 海軍み 佐 山 本 前を 巧の 才 
なる 词中 化は 豫て獨 逸巧學 中の 處鋪 

I 朝の 途去九 R 巧 着 ホ テ^ア スタ ー じ 

を b 


•茂 水 桃 ザ 紐の 大勉强 夏媒物 一が 

I 新 荷 着 特別 廉 僧を 0 て販貸 する 绪化 


|<^ 巧 業 擱夏墙 事業 經營者 じは 見通 

I ず 可らざる 緊要 鬟吿 あら 


讓 受廣吿 

お 儀々 般大井 旧 廣み氏 經營じ 保る を 

年 縮 下宿 幾を け 諸事な をの 上な 前の 

通 6 左記の 名義 じて 營樂化 候 間す 姑 

權御引 立の 巧 奉 ホと 候’ 

千 九が 十四 年 四' 巧 一 n ; 

お 巧 £t 

膏 .句 鋒 

小川 俊 II 一郎 




♦日本人 會 委員 曾 間 會脊附 を おお 

委員は 去 十 H をを め 今後の 方 かじ 

願し 協 諮す る 所 あらたら 


.商業 欄 

I あ 撰じ慟 きたし 夏が' ニケ 月間 當ホ 

附近の 玉 撰 又は 料 巧ぶ じ ± 倦《 赠の 

兩リホ 働 言た し 十数 年の 経験 あら 

姓を 巧 社 

を 撰が を 物 巧の ッ ー K 讓鞭 、をけ 

子1 ア ィラ ン ドじなる巧望なる補 

I 挡 なり ( 姓名な 社 )；. 

せんべい 形 大中小を おせて 一二 十 お 

I ? 質 もの あら ( 閲 上】 

了ぶ 麗 叉は 雜貨 店の 殘 お臓乂 したし 

( 間 上 ) 

をを 一巧を チ ー プ じて 賣 渡。 同 上 

▲が强 なる 玉 馬 向きの 震 接を 周旋た 

I て さるん じは 五十 弗の 報 柳を 呈す 

(同上) 

二が 間 じして 速す る 夏 撰 じ ま那抖 

观及洗 嫌 巧を 開業す る 好適 她ゐ 6 ホ 

だ 崎 業者な し ( 姓名な 社 )' 


♦亞巿 日本人を の お 進 同を は 赏义 


Witt 
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Tel . 4926 Plaza 
が 5 East 57th St . 
N . Y . C . 


BEkUT ス ..SCHOOL 
OF LANGUAGES 
'Day け Evening 
Msdbon Sq. U22 区 roacU.av 
Harlem か rn.ch 343 Lenox Av« 
near 127 か かがみ 
BWyn. Branch. ?18 Liv けがい n St, 

時 細り ，ベ、!) おる じを 
: で帯 謝 ス^ おへ 巧學菌 
もは は 1 较何あ 生じ 
を 中 索 9 卞時 (） に 凹 
视 越て ッ ' じ 、岛巧 
\ を巧廉 •ブ て 何 由 か 
を 第 7 ぶ进 も 挟に 校 
す 送 •) 錠が 鼓 泌巧あ 
わ' ホ 巧で 校な 

巧 巧 校 よもす •) 
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Miyako Rotci 
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Hie Bridge な ilor 
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Tel . 7154 Mornin が ide 
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巧 溜靑年 唯一の 機關 
圖害舘 、運動 部 

日本人 靑年會 

日曜 講演 談話 曾 
.進 ホ 靑年巧 あの 圍體 



を 服 並 じ 外食 御 注文 被 下ません か U : 上 
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〇〇 


廿 弗" 
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佐々 洋服 巧 S 


服地 並 化 立は 御 承知の 通 6 確實で 

3000 OUOO COOO 〇 


00 0 0 00 0 0 CO 〇 0-0 < 

〇 の 3 の Ta ST . Iv - Y ， 

巧な。 IV 因 GRH 因 产 因 YS 本 TS 


巧靜 じして 淸 あなる 

▲貸 室を 裝ぉ V 

Mrs . \ 0 巧 hlno 
132 Lawrence St . Ci す 
opp"t ろ* 一 送 th S で 穿一 窠 s sonligpid 


J 御 下宿 吉巧 

^泛 ^ Lexing を n S 户 ve . N . Y - sty 
near 54 S す eet 
一 " 巴 ephone Plaza な 接 5 

•球 撰 あら • 


; だ ヴヴヴ だ？ & 


目 本 御 料理 

今回 左記の 處於 じて 巧 

側 大勉强 

す 致 慑間娠 々敷 御 光 ホ 



一二 軒 目 一 一臂 

電話 プラザ！ 二 寒 一二 九 苗 

588 巧奠 888888 袋 


か雜貨 たろ し 

商な 目錄 御望 巧 第 無代 進呈 
ホ 俄 古 ホ 

廳藤 小川 商 巧 

I'A 巧 Fro. OGiv-W.A 於 0 ? 

327 - 簽 1 \v. Ma 氏 son 資 . Chicago wl 尸 
0 0:K & ：LAFF 巧 RTY 
25 Park Place N. Y. 


日本 雛貨 
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森が ブ委 


54615 を扣 roadway ，巧. パ 
Tel. 饥 810 誓 riN 巧 
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クタ-が 瀬九廊 

齒巧醫 岡 巧 纖 I 

新 育 市 レキシントン A 十六 番 

(サ六 了 目 卜廿と T 目ノ 間) 

か 6 Lexi 呂 ミ 11 户 ve. N, Y. 0 导 
Tel. を一 .8 IVIa 色 son 化 公， 


中 
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一組 拾 八跟堂 

プン ス^ メンデン グ 

は 時 別の 注意 巧化磅 

海軍 制服 も 調進 巧な 候 


新 育 巧 二十 一二 了 目 西ち 一一 一十 化 

會^御 料理 若松 

電話 モ I ニン グ サィドと 一 五 四 


tmxcs- z f > -'■■•、、、.-* .く*.. • 

が 望なる 貸 地 

A 人物の か 巧 じよら ては 相當の 資本 
を 貸 巧ず 

填 巧は デラ ゥユャ 河の 上流 じて 產お 
I 物を 大都會 じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 
二 一二 英町 0 上 貸 輿し、 リース は 一一 一年 
或は 五 年 じても 可なら、 若し 買耿希 
暨の人 じは 一英 町 サ五弗 よらな 五十 
弗を じて 多少 じ 不拘賣 渡す、 農具は 
相談 じよら 貸 輿し、 果樹 楠 付、 養鷄 
密蜂 飼養、 養豚、 乳牛 等 じ 願す る 貴 

地の 經 横を 敎授す 可し、 义± 地は イ 
ナゴ裁 培 じ 適す 養鷄 ホ 望考 じは イ 
ンキュ ベ！ タ ー を 貸 輿す ホ 望を は 

新 親 社へ 申这 みあれ 


▲お 月 十 ヨ發巧 一部 抢仙 


IS! を 本人 


The Nippon. Jin mha 

G 『 ee 口ち 10h _ Co ロロ. 


な 儀 今般 左記の 巧 じ 於て 
新た じ 御 下宿 開業 化り 萬 

事 親が 了 寧を 旨 どし 大勉 

强化展 閒巧ネ 御 引 立の 巧 

奉 希 上 候 

巿俄 を巿 カツ テー ジ 
グ りー ブ街二 四 一 一六 

H の 出舘事 

•一二 河爲ま 

IJOndoll IJalne 
24 装 oottage Gr 6 ve - As . 
ohicago . IlL 




日 ホ 人 職業 

周旋 所 

こュ ー ョ； ク巧第 六 

街 八 四四番 電話 プラ 

イアン トとと 〇 九 

ま 巧を 换之巧 


大 

正 

一二 

年 

四 

月 


敍 


す 


新 

を 

韩 


巧 

四 


二 

號 


四 


寄 


菁 


最近 廣吿じ 就て 

酒 井 嚴鹿堂 

I 最近 廣を どい ふ ど 何だか 大變奇 おな 

一廣 吿 法で •、も ある 樣じ 聞へ るが 巧 じ 

:ら 左樣な 苛が 突飛な 遣 方で も ホを で 

も 無い ので、 化の 述べん どす る 浸 あ 

嘴吿 どは 廣吿 が顿が 最近 思想 じ 化て 

著 巧、 構成せられ たちを、 云は •、解： 

剖して 其の 狀 態の 巧拙を 摘 おし、 を 

巧した 最を 廣吿の 變遷を 諸君 じ紹か 

す & と共に 必巧學 上 ょらの 廣吿 解說 

を昭 加して 最近 旗吿の 性質を 述べん 

ごする ので ある 

最近 蘭 業の 發達進 ホ じ 伴 ふ t あ巧販 

貴 術 どか、 販賣巧 進 法 どか 又は 爾吿 

術と か 云 ふ 補々 樣 々な 書， 籍 印刷物が 

發巧 せられて 居る が、 化 等の々 法は 一 

要する じ 自家 製造品な b 自ぷ 販賣を 

な b を 世間の が费者 じ、 よ b 多く I 賞 

ら附 くる ホを はかが じす 巧き ゃどき 

I ふ 題目に 歸替 ずるので ある、 即も廣 I 

吿げて 物な 製造の 需用を 經潘 的に 




~ 屠 だ ど 放擲して 了 まぅ* 即も 廣吿が 

I 價 がない のでな < 遣ら ホが 拙な ので 

ある、 廣吿 を硏究 する 順序 ごして 先 

づ 大略 左記の 題目に 化て 申 述べ やぅ 

一 胺頗吿 小 賣廚吿 
新聞 雜誌 廣吿 通信 販資 廣吿 
(宋菱 


(寄 


'蕾) 


統育 大學生 討論 會 

俄 記者 

-米國 を 立脚地 どし 「 H 本 移ほ排 巧の 

可否」 ど 題し 新ち 大學 同胞 學生 がま 
て 鴨： n 靑年會 おじ 於て 討論 會を 開い 
た、 傍 聽隨廬 ど ぁる、 乂し < 巧胞學 

I ホの 振は ざるを 慨 せる 記者は、 いざ 
を惰瞄 を覺す 曉の鍾 VJ 巧手を をげ 
て 畜んで 出かけね、 食堂は 整然 どし 
て 辩± はを ホ 張 じ 化つ て 左右 兩側じ 

I 威儀を 正しが 然挑戰 の 勇 ± を 見る が 

I かく 幡 、培 巧、 增 深の 一二 審お 着席す 

る、 やがて 諮 長を 兼ねた る增 澤氏宣 

i 言の 下に 論戰は 始まれら、 第 一番と 


一して 擅 上 じ 現 はれし お 崎 巧 化づ 一一 咳 

I 增進 する 蕾で ある、 で 化の ホ 法渾巧 I 敵手を 眼魄 越し じ見砸 はして 靑 巧は 


を 計る じは 中す を もな < 廣吿 どい ふ 

者 じ 化ら ざれば 巧の 卞 酷を 左を する 

事は 出來 な、 巧 株 じ 的を といん おは 

一鹰裳 缺く ベから ざろ 苗で 旦つ义 巧 I 

を 著作の 巧拙で 物な 販黃 め增 進は 左 

右 せらる！ をで ぁ义 、然る じ 一般化： 

人は 比較的 こんな 弔には す 案内で 糜： 

を 口 どい へば 阿んでも を 化な 蒂を して^ 

i 世人を 驚かせ 而 して 化 人の 跋 興じが： 

ひすれ じ おむ 携な考 へで 魔を 突飛な 

I 腾 吿ル逍 ホを ずる 人か夕 々あるが 彼 

株な) 時の 出 ホ、 むで 慈 器 的に チ ラリ 

ご 姿を 兑 せる やうな 遣 b ホでは か 巧 


_ 排斥を 可 どす る 諭を の 一人で ある ィ」 

化據を 經濟上 じ睛き 且つ 黄白 雜婚は 

人 柿を して 劣等なら しいる どい ひ 正 

義人 道 じまで 說き 入つ て 遂に 加州 排 

U 法を 是認し な时 H 本人の 渡 巧は 經 

濟 を攪亂 するど 結論せ b ホは 內藤君 

立て 腕力で も 何でも 巧い ど 云 はんみ 

の 武者 お 6 じ 排斥 論の おる 所を お 

I 摘して 悉 /. 論 殺し 日本人の 巧 化せ ざ 

るは をく ザ國 人の 罪なら ご 說き旦 つ 

人 郁の 偏見よ b 排 巧す るじ淺 薄なる 

議論 どし なしく 吾等 ホ 人は 建 國の綺 

神に 鑑み 眞の クリス チ ヤニチ！ の 股 


じ 巧 巧な 巧吿 でも 殆ん ベ」 其 巧を の 目! 化を なて 之 じ おず べきな b 化て 米國 


I 的の ち 体から 見た‘'. 少しの 偕 値ら な 

い 無駄な 單じ 瞒吿ど 名の 附く 飾ら も 


が 頂ける ず 和の 巧 持 冠を 世界 じ 示す 

べきら のな り ど 說き遵 を 下る や 上が 


のじ 巡ぎ ない、 夫れ で 先 づ廣吿 ど 云 一巧 おじ 蹤へ ざるが かきが をを 連び 巧 

ふらのは 何處 まで も贩賛 商略の な 頭 

を 0 て、 豫 め廣吿 すべき 目的のを 見 

ど 豫算を 混いて から 始め--'- 巧 稱がじ 

; 着手し ない" 巧 巧 多大な を 用を 豐し 


議長 ビ 巧び かけた 時 記者は 首を ± 

I げた、 ふ ど 思 ふ ど 眼鏡の 先生 初め か 

1 ら これで 一二 人' 目で 化で 古 井戶の 端へ 

I 蛙の 集ぶ ごもい へや 一 苦笑して 居る 


たザ斐 がない、 じれなら 上等、 立派 一間 じ講 論は 進 巧す る 曰く、 日本人は 


すらんだ どが.； b がの 腐吿の 著作者と 

觸吿じ 目が 化む 棟では 到底な の廣吿 I 

は 作ら 上げる 事は 出 ホぬ、 义おホ 得 

たどし てらぶ の 巧 能は 少しも 得られ 

ぬ、 斯様な 者は 瞒吿 が瞒吿 たるが 質 

I をた つた もので 化 間の 威 興を 引く 一 

柿の 感興 見 化物 どなつ て 柯んの 目的 

で廣吿 したの やち 一向 じ 要領を 得 中 

j 歸 する 所は 瞒吿 どい ふを はつ まらん 


社を 的で ない クラ ィムの 多い 國 民で 

j ある 結黨 する 傾が ゐるホ 人の 勞働口 

_ を 奪 ふご U 本人の かおを 擧げ 米國現 

I 巧 移民法を 引照し 辯 誰 十' 的の 口吻を 

なて 排斥を ホ 張せ b 、 淸水 君は 溫を 

一を 現は して 而も 岩 崎 上が 兩 巧の 姐擊 

I を 始め 終ら じ H 本人の 農工 業は 貢献 

せる 實 例を 引きな て 排斥の 否を ま 張 

I する や 松が 氏は 何を 卿 等が とい ふ 態 


化 口 大きな 口を 開けて 理論 上 I しけら や 九 


度で 人 一 

排一 でせ ざるべ がらざる 者 あら ご 一矢 I 

を 放 もてを ろ-'. ィ」 突貫を 始めた 
閣家學 を 盾 じ 取ら 國あ 衛生上 時化の 
要 ホを 說き モン n 1 ホ 義を擔 ぎ 出し 

デ ヤップ マスト ゴ ー を 巧び て 時間の 
制する 巧 ごな b 下 壇す、 森 君む 徐兼 

ねと 登 擅し 乂賴 學の說 明ょ b 先づ人 

類 成 生を 說き雜 婿の 巧は る！ は 人 稲 

I をして 優良なら しむる VJ いひ 岩嘛巧 

の 議論 じ 逆ね ぢを增 はせ 日米 文明の 
比 鞍を がみ 大じ 日本 移 巧を 歡迦 ベ 
しど 結論す る や 上 村 巧は 之を をせ 返 

さんど 試みたら しも 潑 長の 制する 所 

なら 又 巧 か 云 はん どす る や 词黨な 
る 前 川 氏 取つ て 化つ て 日 ホ 巧 國の义 
明を 比較 じ アィリ シユ 、ボ J 卜の例 
を 引き デ ヤッ プポ^ — ^ を 出す じ 至ら 
ば 政 沿を 攪亂 してな て 巧が はま 政体 
を危 くす ど 論じ 日本は 實し <滿 州ぶ 

面 じ 向 ふべ しごを ふや 才^ キニォ セ 
ヮご云 ふ聲か 起る 潑 語を 賴 ぎて 人靖 

風俗 蕉敎の 比較を 試みを 國興廢 の お 
_ 史じ說 き 入 6 巧 米國は 排日の 爲 めじ 
I 或は 干戈を を ゆる も齋 みず ど 論じ 是 
れ亦 時間の 刺す ろ 所 どなれら 加 藤 君 
は 乃を が 一番 好 巧 子で ある ど 云ふ樣 
な 風 彩で 徐ろに 乂圆建 國の國 是を說 
き 且つ 經濟的 發歷の 問題 じ 入ら 乂國 
か R 本 W 牺反目 ずるは 東洋 じがけ る 
ぎ國の 利益 じ 願し 不得策なら ど 論じ 

直つ 颊州務 民を 引照して 對を 國の圃 

i をを 維持す るな 上 日本人の みを が 巧 

する は ホ 道 不を理 なる を 0 て宫 しく 

視词 仁たら ざるべ からす 然 らば 吾 

か 米 國は眞 のず 和 VJ 自 ホの 月 陆 冠を 

をへ じ 頂きて 血を を 中して 牢 かの 强_ 

ホた るを 得べ し 宜し < 憂 國の志 ± た 

る 者を じ 留意すべし どて 論戦を 結べ 

ら (ま兀 一- 


巧 溝 


链 


三ユ ー ョ^ — ク H 本人 靑年會 のお简 

じは デヤ バニ 1 ス アメブ カン、 ヤン 

グ メンス、 アツ ソ シエ 1 シ ョン ど あ 

るか ホ國 人で 呵會 のを 召 か ぁるの か 

ね、 ソン カラ 幹事 增澤 君は 本名 おを 

ェ門 だの じ ホ 巧 だなん て バタ 奧ひ名 

煎じ 變へ てる 之 も 巧 だが 可 笑 ひだ や 

ないか、 夫 巧 洋化化 度 けれ やお 右ェ 

巧 君は 巧 今 拭 後日 本 飯は 食は ぬが 可 

いや ( H 本 おを ュ 門) ah 本人が 巧 一 

胞を羡 わのは 惡ひ 習慣で ある 其ん な 

一 奴は 甲斐性な しの 意氣 地な しご 云 ふ 

を だ 兎ち 化の 世は をの 化の 中を か 欲 


一の 眞似 でも L て 見やが 

れ (投書家) ▲ビ リャド 教授な {て 

エラ さぅな 着 板を 掛ける はよ し、 お 

日 博奕め 敎授 をして 浪人の 小 遣錢を 

I をき 上げる ミホは 止した か 可い せ ( 

プ ー が 巧) A ォィ 中 戚の源 もやん 

I 嗔じ愛 巧を 盡 かされた からつ て才 
'泣きながら 白みの 恥を 世間 じ搔 

ちす やぇな ホ 練が ましい ソシテ 馬鹿 

ちわ 事は 止し 給へ 第一 君の 身を じ飄 

する ぢ やない か、 イクラ 女旱 でら の 

アメブ カ でら 新し ひの が澤山 あるか 

て 也 配し 給 ふな (舊道 曾) 


〇 日本人 入用 

が 例 じして 巽 語を 話し 得る 日本人 

數名 絹地 擦染 職工 どして 入 巧、 雇 入 
當日よ b I 過 十 ホを 給し 化 事を 敎ゆ 
手腕 上達 ど 巧じ增 給す 時間は 八 時よ 
みが 迄 ±瞩 日は 立 時を ごず 
口き ミき 岩ぶ' 00 .冀 E . た lid 化 t . 


S 本 大を賣 

▲五 千 後 着荷 
巧 斤 じ 付 四 巧 十と ぶ 仙 
四 巧 廿五化 一二 弗と 十五 他 
一一 窠 五十 仙 一 こ 弗 一 こ 十五 仙 
右を 禪大 販資 、巿內 は 御 一報み 第 早 I 

逮御送 附可か 上、 巧‘ 外は 運送料 申受 
け 候 岩 田 
56 worth St . N . Y ' 、 rel . づ ，ミを】 たを 


夏 

場 


廉 價販賣 
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種類 麗 M 


@メー グ 注文は 恃 

じ 了 寧 じ 取 极申お 

多 治 見商會 

叟 7 巧 roadway- N 

Tel. 委ご泌 prin 

ボストン 支店 

亡 JP ミ rl St. Bo 苦 0 己 
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品は 例を よ 6 もが 適、 優 
秀な b 
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大 蝶內閣 成る 

左し も 難を ならし 後 繰 内閣は 遂じ大 

殿 伯 じ 化 6 て 組織せられ たる J 別項 

巧を ホ： 電 のかし、 試み じ兢内 閱の顏 

觸れ ょら 其 組成を 子を 察する じが 巧 

觸は ホ患时 志を を 中堅 どし 國 民、 中 

正兩 黛を 左あ敦 どなせ',' 聯合' 内閲な 

り どを ふを 得べ < 、及 閣員 中 國ほ鶴 

I を 化 表せる 人物な きは 聊か 物 化らぬ 

を 地す ど 離 もを ふじ 斯は屬 防 闕题巧 

內相 問題 等 じ 願し 大殴伯 ど 犬 養 巧 ど 

の 間 じ柯等 かの 默契ゐ る や も 知れず 

ど 想像す る も强も 臆測に 過ぐ どは 言 

ひ難からん、 吾人は索^^ゎ親內閣の 

麻 巧 じ 願して 輕 々しく 豫 言す るの 暇 

U なし ど 雖も兎 じ も 巧 じ も 時化の 要 ホ 

が大隙 伯の 所 部 「が 中の がを 殘骸 J 

たる 元 お 諸を をして 平を 拡蝴の 如く 

じ 忌み嫌へ る 化を 後繼 内閲の 首 かじ 

报媳 せし むる の 己むな きじ 至らし め 

t 所な は、 別官 すれば 諸を が 自家の 

政洽悄 生命の 沒を終 爲を自 なせる じ 

外な でざる ど おじ 夕年勵 ほの 巧 待せ 

る政黨 巧閒搜 現の 第 一朔を 翻せる の 

が必 事たら ご 言 ふを 禪ら ざるなら 

I 然 らば 大 殿巧閱 は々 を 如何なる ホ 針 

をな て 雜をじ 臨むべき やどい ふじ 衆 

雖院 じがて 二 巧 五名 郎も 過半 數 

を 擁する 政 まを じ對 する じは 立憲 间 

态 をの 八十 五名、 國民黨 の 四十 五夕 I 

中正 派の 約 二十 お 化 外 中立 派 ょら 十 

數 名を 拉し來 b て 一 化 どなす もま だ 

0 て識 煤じ夕 数を 制する の與 'なきが 

紋じ 新內閣 は化臘 事件、 お 稅閔趣 等 

じ關 する 政薩兩 者の 係累 ど 國 ほの 反 

雨じ乘 じて 巧み じ 政ぶ 會の頭 敎を减 

せんが 爲め 本年 末の 畿を 開會 後間 も 

なく 一旦 議 宵を 解散して 國 民の 輿論 

じ訴 ふるじまらん、 乍 併假じ 吾人の 

想像 當れ b どす る も 新 內閣は 對選擧 一 

方針 ど 其內 部の 統一 どじ 對し 非常の 

雞關 ある 事を 覺悟 せざる ベから ず、 

盎し政 友會が 反對派 じ攻擊 のがが 料 

を與 へたる 所 0 は 巧懸上 化む を魄ホ 

山 本 巧 閒を扶 けたる 結 あじ 過ぎず、 

原 氏の 人權 跋测閒 趣の かきは 單じ反 j 


お 黨の乗 取 策 じ 利用せられ たる 小事 

件の み、 內閣巧 解の 巧闪 たる 化贿事 

件 どは 何等の 關 巧な きのん ならず 
夕年 地力 じが 滩 しねる 地盤は 中々 じ 

侮 6難< 且つ 黨內 の領釉 巧は お 巧が 

ず 寄を 世 滞の 新 內閣を 倒す の 機を 播 

からざる 巧き を 見越して 益々 黨 員の 

結 巧を 葦 固なら しむる の 手段 じ出づ 

べきは がが たも、 加么新 內關の 前途 

じは 外を 闕題 どして デリ ヶ ー トなる 

が 上じ而 かも 早急の 解 ホを 要する n 

ホ 問題 ぁ b 、 爆 横なる 對ま 問題 ぁ b 

巧 政 問題 どして は 陸海 軍 增帥擴 張を 

ぁ 6、 が 政 間題ゐ b 、 之 等の 難問 顆 

じ 閥して S 派を 化 表せる 階 員の 惹を 

を 統一し、 ホ熟不 鍛練なる ホ 派陳が 

を操縱 して 事 無き を 得せし むる の 策 

豈お あの 業な らん や、 吾人は 只が 枯 

殿 おじ 向つ て 伯 平生の 豪語を 實 現せ 

ん窜を 聲むど おじを ホの 興がを 巧て 

入 r 後の 政局 じ對 せんど 欲す 

の 鑛巧閣 瓦解 評 

一口に 武十 道を 唱へ 白黃を 盗を 爲ず 

者 憲法を 無視して 白 リを人 おじ 加 ふ 

るを 等 道義 上の 賊子を なて 充 たされ 

たる 內 隅が 輿論の 攻 擊じ堪 へずして 

倒潰した るは 當然の 運命な 6 憲法 發 

I ホの 常時 武臣 中の 或 者は 之を なて が 

: 巧の 納め 時なら ご 嘴 戳を洩 したる 巧 

ぁら 彼等 か 如柯じ 憲政を 呪 化した る 

か 化 一事 じ ょらても 知るべし 長 VJ 云 

ひ 薩ど云 ひ 隅 旅の 巧 か 今日まで 餘命 

を 化ち たるは をく 二 大戦 役の た 陵な 

戰 勝の 餘 榮じ醉 ひて 彼等の 跳梁 跋 

居を 助畏 したる じ 就て は國 はも 亦が 

黃を かたざる ベから や 就中 政黨 はぶ 

巧の 大半を 貸は ざるべからず 而ち天 

巡 まを の 理は炳 どして 日 巧の か <赖 

惡の餘 みは 遂に 彼等を して 自滅の が 

: 命に 陷ら しめれら 香 輩は 彼等の 最巧 

を 見て か 威を 巧 じ 得ざる ど おじ おじ 

曆の輸 快を 覺ゅ是 れ單じ 魔を ご 云 

ふ 0外 じ 一指を も 加 ふる 事 能は ざら 

し 陸海 軍 じ 向つ て國 ほの 勞 力の 及び 

たる 一事な 6 陸軍 ど 云は ず 海軍 ど 云 

はず 苟< も 固 ほのを 志 じ 反する をは 

片つ 端よ 6 叩き 源す を 得る じ 至れを 


一事 是れ なら 只 併し 彼等の 執 糊なる 事 

は 蛇の か <柯 時文 顚を 止げ 巧る や も 

知-'' ず 困 民は 之 じ 對し充 をの 注意を； 

j 怠るべからず 

▲元を 何を ぞ啦繰 巧閣の 組織 じつ 
き义俊 元老 會議の 開かる べきを 豫お 

ずる 者 あり 元を 抑 もが おぞ 吾輩は 之 
を 口 じする も 不快 どす る 者なら 山縣 

どい ひ 井上 ごい ひ 大山 どい ふ 何れも 
お 中の お 骨の み殘 嵌の み 今日 じ まら 
ても尙 彼等の 助力を 得 ざれば か閣の 
組織を 見る 事 能は ざぇ か 如 < 思惟ず 
るは 國民 旨ら 輕ん ずる 巧な じして 斯 
の 如き 國 ほは 遂に 何事を か 巧し 得ん 
▲固 民 的內閣 御大 禮を 差しを へ 箱 

れば 成るべく 事を！！ 便じせ よどは 政 
が 濟もあ 黛を も 共 じ 利用す る 所な b 
御酣化 式は 元よ b 一圓の 大典 其の 雷 
ん ずべき は 吾 叢の 言を 巧たず 然れで 
之を 古例 じ 照せば を 中の 御 儀 巧な 
政が 政發者 流の 口吻を なて すれば 
戦ず 中 じは 御 削な 式を 巧 ふべ から ざ 
る 結論 どなる をれ 多ぐ も 先帝 蝶 下 
は 店 ハ お 俊 さぅ 中に 御 脚 位 まを 行は せ 

給へ 6 政を は 一日 も廢 すべから ず 御 I 

柳 位 式 前 じ 解散を おる もが 他 政治 上 
じ紛 ずを おる どす る も 何 か あらん 吾 I 

がは 化の 千載の 一遇 じ 於て 內閒 後繼 j 

おを 0 て自 されつ i みる 淸 滞、 平 旧 

がを 其の 他 官條の 餘子並 じ 其の 走狗 

たりし 玫 黛を 破搂 一掃し 國民 的內閒 _ 

の 樹立を 見ん 事を 切 聲す是 等の 閑人 

酱 人を 询汰 ずると 巧 どは 國民旨 身の 

化 必如町 じ 巧 b 吾 叢は 果して 國 ちじ 

化の 自 を 的 かが あらや 薩長の 舊 劇よ 

轉 して 國お的 新廣の 幕を 開く を 

得る やを や 大正の 維新 憲政の 前 涂一懸 

つて 化 機會じ 巧ら 吾 巧は 異常の 興趣 

を 0 て 之を 近き 將巧 じ卜 せんど 欲す 

云々 

参大 殿內關 成立 

を 報 

(十六 日带府 大使館 着電 j 

後 繼內觸 は 本日を 0 て あ 成立した 

首相 巧 下 閣員 左の か < 巧 命され た 

內 閣總埋 大臣^. 


内務大臣 

大殿重 信 

務加藤 高所 
藏 若® 禮次廊 

軍 11 八 代六廊 
軍體岡 巿么が 
法 尾 崎 巧 雄 


外 

大 

海 

陸 

司 

憑 


信' 


武 富- 

i 農 商務 大浦 兼武 

文部 一 木 喜德廊 

山 本を 相 0 下を 大巧は 本 H 巧れ も 化 
願を 官 どなれら 


♦靈廟 は 桃 山 御陵の 左側に 宴 太后 
陛下の 御 築廟は 京都 桃 山なる 化が 階 
下 御睹の 左侧じ 建立 せらるべし ど拜 
間す 尙閑院 を 殿下は 大喪 化 お 裁 じ 巧 
命 あら せらるべく 大喪 じ關 ずる 番般 
の 事縣を 管掌し 給 ふべ し 


•御大 喪は 五月 十日な らん 皇太后 
陛下の 御大 葬は 五 巧 十 H じ擧行 せら 
るべ しどの 報確赏 なる か 如し 


•臨時 議貪巧 集 费用ま 出 乎 おし 巧 
礎 なれば 化 膝 臨時 議會を 巧 集す ベ- 
御大 葬 じ 要する 餐 用は 巧 二 一 こ 十万 圓 
ならん ど 


•東京を 巿 閑寂 死る かかし 東京 巧 

は 陛下の 崩御 じ會し 人の 化の 悲しみ 

の 極を 盡 して 人 も 物も肅 どして 聲無 

< 今やを 京を 巿 閑寂 どして 巧せ るか 

かし 

み墨國 遂に 屈ず 

逊 H 墨國 タム ピ ユ 港 じ旋治 巾なる ホ 
国軍 渡の 乘組遏 は あが リンち 入れ か 
ため 上陸した る じ 岡潘駐 巧の 墨國軍 

はを 米国 海員を 拘引し 取調の 上 か 還 

したち か 間 灌米國 艦隊の 司 か官メ ー 

1 々將 はおち じ 抗議し、 右は 米圃 

々旗を 侮辱せ る 不法の 巧爲 なる を 0 

て 墨 國は事 仲の 族 因 どな b し 將卒夕 


嚴 割、 謝罪 並 じ サー發 の 謝罪 砲を 要 1 

ホした ら、 がる じ墨國 官憲は ゥエグ 
夕 政府の 命 かじ あき 第 一繁 二の 要 ホ 
じ應 じたる も 最後の 要 ホじ應 せず ゥ 
'エグ タお軍 も斷乎 どして 米國 代理を 
化の 談 おじ 傾 耳せ ざり しを なて 拳 態 
益々 重大 ご なれら 
▲軍艦 派遣、 港灣 封鎖 大統領 ゥ 
グ ソン 氏は 謝罪 砲懸 がの 要 ホを 貫徹 
せんかため 一大 威嚇 手段を 執る のが 
要を 感じ ま 十四日 墨闕 東海岸 諸难お 

锁の命 かを 發 して 大西洋 艦隊を 急 巧 I 

あ 下せし め翌 十五 曰 更に 大平泮 艦隊 

じ おつて 雨 海岸 封鎖の 命 かを 傅へ 兩 

艦隊は 今や 念 行の 途 じぁり 
▲ゥ H グタ將 軍 屈すが る じ ま 十六 
H じ 至り クエ グタ將 軍は 墨國 上院の 
忠言 じょら 止を 得ず 米 國の要 ホじ應 
る 事 どならた る 旨 巧 墨 ホ 國化珊 を 化 
へ通吿 せし を 0 て 形勢は 俄然 一獲. 
ホが は 速 かじを 着すべき 模樣 じて 南 I 

下のを じぁる 巧が 艦 除は お 喚 さる！' 
ならん ご 

♦ n 0 ム ビャ 共が 國の 運河 特權今 

0 米す 両國間 じ 取 結ばれた る 條約じ 
よら n n ン ビヤ おお 固の 軍鑑 、船舶 
兵 ± 糖を 述送船 等 一が 無税 じて じを， 

お 運. 側を 通過す る 拳を 得る I どな- 
たら. 


日本ょ b ち那へ 償を-化を お電じ 
攸れば H ま両國 政府 間 じ ま 渉 中なら 
し 島黎宰 化は 今度 双を の炼を 纏ま 6 
H 本 政府は 被害 支那 人の 還 族 じ おし 

墨 銀 二 巧 六 千 弗の 償金を ま 拂ふ事 ど 
なれら ど 


を 命 黨補緋 さる 日本 ょらを かじ 
上海 じ歸 巧せ る 革命 黨眉 等は お 十五 
日官 患の 爲じ 捕縛され ねる が 巧 化せ 
る 物 お 中よ b 孫 逸 化の 署名せ る叛亂 1 

巧擧の 書類を 發 見せり ど 


♦中央 基を 銀行の 設立 地を まる 過 
般 大統領の 著名 ご おじ 實 施さる！ 事 
どなりた るを 融制废 は 第一 着 ど して 
を 地 中央ぶ を 銀行 設立 地 及ぶ をを 確 
をす る 事 どなら 化巧發 表されむ るが 
右を を 銀 巧は を國 著名の 都會 郁を 十 
ニケ 所 じ 設立 さるべき 壁 じて を 巧の 
準備ぶ をは 所 じょら' て 差等 あら 純 育 
の 基金は 二 千 0 六十 八 おと 千み 巧 十 
八 ホ じて が 巧 基 おを を すれば 一, 億 化 
巧 餘巧弗 じ 上るべし と 

♦曰 1 ゼン タグ 惨殺 化 人の 死邢 先 

年膊徒 nl ゼン タグ 謀殺 事件の 下手 

人 どして 滿 都の 人 也を 戦 燥せ しめた 

る ピスト グ 組の 兜漢四 名は 審现の 結 


お 巧 刑の 宣吿を 受け 禪ホ 収監 中なら 
しか ま 十一 一一 凸 早朝 巧れ も 巧の 執 巧を 
受けたら 


せ 木モ逝 < 米 國せ木 王 ド-して あ 

あなり しフ .レ デ リツ クウ A ヤグホ 

サ！ 巧 八十 歲の 高齡を 0 てま 四 H 
加州 バサ ゲナの 自邸 じ 逝ける が 氏の 
道 康は總 計 六 億 一力 弗なら ご 


•二重 國籍 子女の 
主 地 厥 有 問題 

A 巧 口 顧 間 辯 藩 ± の 窓 見 
西が 政靑、 卖本與 ホ、 ま川武 善の S 
あが 先年 共词 じて 加州 グ ー ミス じ 六 
十 英听の - H 地を 購入し) 年餘 を經遍 
したる じ お 同 者の 一人を 本 巧 ホ义藥 
驗發の ためおが 慘 死せ り 之は 加州 -H 
地法實 施な 前なら しため 正規の 手績 
み 化ら 其 所が 權を 故闕 じなる を 本の 
實兄彌 一二が じ 譲渡した む 然る じ 故 閥 


轉 別廣吿 

播 巧 力！ 子 •辛ー チャンバ！ 
tf 1 ジック ホ！ グ 

が 日 四月 かと 日 (巧 幡 H } 午後 八 
時 開 〇 - 

雄 M 第一 回總會 

一、 巧 具 ホ 曾 貴を 間は ずな 留 巧の 
巧 おを 徹迎す 

二、 入場券は を 脚 体 又は 下宿屋 じ 
て 無 巧 進呈すべし 

ご 一、 入谣券 じは かや 化 所 姓名を 記 
せらぇ べし 


じな つて 渡 ホの 出 ホざる 蛾 S 郞 かが 
王 地を 所有し 居る は 何 かど 不便 あ A 
故 じ 之を® が 政 まのを 女 ッグ H (よ 

歳) じ讓ら 渡さん ど 欲す' る も ツグ 
は ホ 國の巧 民權を 有する ど 间時じ 日 
本 じ も 國籍を 履 < ものなら 即も 一一 寬 

闊籍 のモそ なれば 完をじ ± 地 を纔ず 

け 之を 所有し 得る や 否や おし 出 巧 得 

ごせば 無論 後見人を 要するな らん 
かな 兩 親は 矢張り 岡 地所の 所有者の 
一人なる か 夫 じて ま 差へ なきや 御意 
見を 乞 ふ VJ の 書面 ま 巧 化 日 八 1 ミス 
日本人を ム らを灌 H 本人 傅 じ 化賴し 
巧れ るが 顧 閒辯謙 ± の 窓 見に 化れば 
二ず 國經 のず々 た bvj も 米 國の寇 法 
が 之を 乂國甫 お V 」 認め 居るな 上は 何 
專差 支へ なく 常 然± 地所 巧權を 巧す 
る ものな も 

(第二 面じ攒 く) . 
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New York 
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自由 亭 川 
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T た .： Main 7475 


御 下 お 

巧み 十 T 目 二な 五を 地 

倉 田ず 次 

電謡六 八 〇 五 プラプ 
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武*} E 1 八 四 パィス トブ！ 卜 

電話 二 0 み V メィン 
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ホ國 唯一、 元祖、 を 看板の 邦字 
滑稽 雜 誌なら、 讀み 度き 奴は 
拾 仙ぶ して 腹の 巧を 破れ 
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東京 電報 
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•渡 邊宮 が驭賄 

じて 辭 職す 宮內 大臣 お 二位 

瓢】 等被邊 千秋 伯は 本ち 八日 解職し 

東宮職 侍 從を從 一二な 潮 一等 波 旧 巧 敬 

を 興 後任 じ决 せる が 渡邊當 相の 辭職 

じ 願して は 西本願寺ょりの 化贿 事件 

じ關 係した る 結 あなら ど 傅說 されつ 

ぶ あら 

♦飯 島 総領事 轉巧說 

外務省 巧の 一大 猶 動は 近 <發 表さる 

べきが 今 確聞す る 所 じ 化れば を 港の 

沼野總 領事は 上海 じ轉巧 天津 駐浏 

ホ 幡烏ま 氏は を 港に 來る ベく 上海の 

有 巧 氏は 紐 脊じ轉 ずべ < 紐靑 の飯岛 

:總 領事は 加を 陀オッ タワ じ 赴/、 ベ 

味せ じ 在つ ては 永 井 籌記官 は 駐佛大 

视館詰 どなな あ 巧 外務 次官は 巧 巧た 

る V L ど 云 ふ 


日本 最お情 


^ •總辭 職顚末 

成が 衆 両院 協 雜會じ 於 V 」 巧據 成立せ ダ 

しよ む 山 本 内閣の 運命は 己 じかし 

たる も 薩派ご 政ぶ を どは を 欲する 所 

を おじし、 薩派じ 於て は豫算 の不お 

立が が 願 係 ぁろが 刚じ化 b て 死活の 

問趨 たるよ b 秘力 挽问の 策を 講じが 

b じ 山 本 首 化を 强耍 したる よ b 首相 

の化必^^ゆらぎ勝にて锁乎だ る歸を 

點じ 速せ ホ、 なぶ 侧に 於て， は 內必旣 

に 現 w 間に 見 がらを つけ 乍ら 首相の 

態度 ホみ のた めぶれ 亦 進退 去就を ホ 

する； 能は ざるを なて サニ H 朝吗待 

領袖 速は 首相を 郎ふ てがみ 必を啡 く 

どぶ じ 巧し 首相 じして 此嘘 じが 切ら 

ん どの 巧氣 ぁら ば 政 友 をら 相 當の傑 

邮を惜 まざる V き诗 を勸吿 したる ^ 

首 梢 も 流 巧 じ 化 勸吿を 受容す るに 鶴 

; 雑し 却て 豫算不 成 ホに あ b たる 上. は 

斷然辭 職の 外な しごの 意を 示しれ る 

I をな て 形勢 採 じ 急轉が 下の 勢を なて 

:變轉 したら 

^ 総辭 職閣講 斯くて か lllH お' 午よ 

ら院 内大お 蛮に 於て 關潍を 開く 事〜」 

なゎが 大ぉ參 集した るが を 相は 時 財 

I の 殻 難を 述べて 化 上は 辭 職の 外な き 

I 事 其 結果 どして 難 會停會 の 己む を游 

ぶる 趣を 述べて 閣條の 决惹を 促 かし 

I 更じサ 四日 午前 おめ て 閣議を 開き 殘 

おの 處理 を爲 したる 上辭 表を 取纏め 

曾 相 よら 願 下 じ 捧呈したり 

▲政 礎の 關係兩 をの 關 係が 近時 益 


々乖離し ホれ るは をく 事實 なる もを 

はま ごして 山 本 伯の 巧圍 じある 末派 

~ 處派 ごを 友會の 誤解 よらを りね る も 

のじて 伯 自身は 孜友會 じ對し 怨嗟の 

念を なする じ 非ず、 原 氏が ま 相じ掛 

する 惡威 よら 辭 職を 决 しねら との 風 

評は 當ら ず、 お 氏の 辭 意は 昨年 六ち 

松 巧 氏の 病氣 重態 どなられる 當 時よ 

をし 現職を 辭 して 外部 よら 內閣を 

かけ 度し どを ひたる 由 じて 最近 人權 

問題の 起る や あじ 其 意を 切 じむ 農々 

首 おじ をら を 相 よら 慰 諭せられ て 止 


みたる 事情 あら、 內 閣撼辭 職の み定 I 化 及 赤 お ( 廣 を ) 巧澤 ( 漢 口 ) み滿 (ホ 


は 政 薩關係 じ 起因す どい ふょ b も 盛 

ろ 首相の ホ必 のみ じょり てを ま 6 た 

るら のど 察せら 

A 政ぶ 會の 態废政 友を が 後 繼內閒 

の 相談 じ 輿 からん ど 欲せる は 率實な 

る も領巧 連は ホ壯 派の な族院 攻擊說 

の 進言を 採用せ ず 橘め て 大事を 取 

轉 々しく 動く をを 爲 さず 只 政 友會ど 

を 然反對 の內觸 組織 せらる i じ 於て 

は 其 砕 こを 大げ擊 を 加 ふ 巧し ど 揚言 I 

し 苗れ らど 


鐵道院 の 大淘化 錢道院 じて はみ 

回 雷なる 現業員 四百 名を 罷を する じ 

一み し 本 巧 中じ發 ますべく 間 時 じみ 驛 

でを 村 助役を ホな 等の 大更 をを 巧 ふ ホ 


首 化 W しての 煽 氏 某 政を 會領補 

め談じ 口く、 族 巧は 如何 ど 云 ふじが 

1 器た る じ 相違な からん も是 まで 長く 

山 本 伯 S 道連れを なし 巧 b 今一!: おじ 

巧 巧を 引きて 辭 職し 乍ら 商 もじ 其 後 

を ホけ てみ 閒を 組織 せん 輩は 徳義 上 

政略 上 一若すべき 必要 あら 或はが て^ 

巧を 他よ b がし 巧つ て 一時 聯立 巧； 


閒を逍 b 適 営なる 時期 じ 於て お 氏を する 模樣な 


総理 どなす 带朦 巧の ためじ も 政ぶ 會 

のた め-レ もを 巧なる べし ィ」 思は る 若 

L 政 友 矫な外 じ 適 常なる ものを ホ 〇 


んも おしてが 豁 起を おる を 得べき や 

は 頗る 疑問な り 要する じ 幹部 じても 

如何なる 人物を 物を してな 友會 のた 

めじ 便 せんどす るか 恐ら < 芭 ふ慘憔 

の 裡じゐ るべ し ， 


命じ 併せて 卿等劍 精の 勞 を嘉獎 
I 畢 つて 首相は 颊語 書を 德川 貴族院 謀 


を じ奉授 して 十】 時 式を 終り 一同 退 j ちる じ をるべし 是を增 せられし 海軍 


j 散 せら、 辭表 奉呈 中の 巧 閣總巧 大臣 

が 閉院 まの 频 語を 捧讀 したる は實じ 

I ホ 凰議 開會設 0 ホ ホ 曾 有の 事 じ屬し 

巧 どなく 張を のな き 閉院 まな 

|@ 外を をを をな 外を 化 大使 又は 總 

領事 じして 目下 歸朝 中の ものは 待命 

中の 秋 巧 大使 及 伊集院を 化を 始め 鍋 

な駐 白を 化 香田粧 遜を 化 荒川强 西を 


ノ 


グ、) 小幡 (天津) の四總 領事な 
が 四 巧 上旬を なて 是 等外を 官 の大更 

をを 巧 ひ 同時 じ 本省 巧 じ も 夕少の 移， 

動 あるべし ご 




♦が 部 次官 化 調 宛然 海軍 王の 觀ぁ 

る 山 本 備兵衔 伯の 女せ いじして 今 固 

の 海軍 化贿 事が じ 就ても 一般 國 おょ 

醜類の ち 魁 < して 目され つ！ ある 

I おがみ 官 が 部彪 氏は 四ち； ) 日が 如 ィ」 

I しで 牽识化 ホ 栽 倒 巧驗事 巧ょ も巧曠 I 

を 受け 檢事 小腹 直 氏の 訊 間を ずけ た 

るな 歸 宅を 許さる {じ まわね るが 右 

はがが 擧 かに 關 ずる 事 勿論 じして 檢 

I 擧の 火の手は 漸み大 頭株 じ 及ばん ど 


♦颗選 雑 具 五名 お 時み 踏のを を ど 

おじ 颊選證 員の 任命を 見る 例なる が 

今 间の山 本 內閣を 解 じ 際して は 法 削 


れ故德 川 議長の かきは 最適 巧者なら j 姑 長官 倉 常 巧 S 郎內閱 嘗記官 長 山內 


ぶ蠻が 局を 岡 窝と郞 政ぶ 貪 所谣化 

一 維 ホ 礎 部四郞 及び 一一 1 蒙 前垂 役 お 旧 平 

五郎の 五 巧 巧 かせられた 

あじ 一大 秘密 曝露 せん 山 本內閒 

は 今や 婚機じ 願し シャィホ ストック 

I 型の 呼吸を 績 けつ-^ るが 端 じ) 新 

I 事實現 はれて 其 止めを 刺さん どしつ 

あるな b をは 前 造兵 總監が 尾 鶴 太 


あ 國難貪 閉院 ま第册 一回 ホ 國證 

禽閒院 式は サ ー日 貴族院に て 巧は せ 

られた 6、 午前 十 時 五十み お 鈴の 響 

ど おじ 貴 衆 両院 證身 ま谤じ 着席す る I 郞 氏の 収監 じ 引續き 海軍 頭目に 闕す 


I 両氏の な 調を 遷延せ しめ 居れる 事實 

じ徵 しても か 何 じ此兩 巧の 拘引が 現 

I 內 々クじ 取つ て 致命傷の 一なる かを 


の 頭目 じ關 する 醜 事ち はを < 昔の事 I 

I 實 じして 時効 じ 係れる ものなら しが 

5 お巧巧 ょらが 愿 氏を 述 じて 贈 賭せし 

事 實は最 おの 新造 艦 じ 期す る 事 どて 

山 本 化か 部 巧 官が本 中 お 等に おつて 

何 よらの 痛棒 ごい ふべ く 取調 じして 

進 渉 せんか 勢 ひ 海軍 頭目 じ累を 及ぼ 

し尙 S ザの 外 じ 一二 麦 じ も乂の 手の 及 

ぶな からん かどの 辱 あな 


♦プ ーン ー が释プ ー ン I は ニモ 圃 

の保釋 金を 0 て 二十日が 釋詳巧 ごな 

间 H 直ち じ 其 運を 了る 當 ならし 

-午獲 五 時邀じ 至ら 保释 許可の 旨 言 

か 渡され 旣じ銀 巧の 營業 時間を 過ぎ 

I たるた め ニモ 圆の 巧釋 をを 納 むる 能 

はず 己むな <廿 一目 該 をを 調達して 

午後 十二時 化 五み お 獄自働 車 じで 靈 

南 巧の 自宅 じ 歸れら これ よら 先橫濱 

强御 英國總 領事 二十日 午後 四時 菜を 

地 ホ 裁が 所を 訪ひ 牧野 栽 制 所を 中州 

檢事正 及 ホ 巧 檢事じ 會巧約 一時間 じ 
及び 未だ ブ I ン ー が释の 許可な きは 
乂權 を躁哪 する 所爲な b ごの 說な留 

I 吳 人間 じ 巧は れつ-- るる 旨を ホ 述べ 
一し ど 


飛 巧 機 ± 人を 驚かす 巧 島 銀 巧 
の 早 應號飛 巧は 廿 一日 豫 をの 如 一 裏 
-化嫌 兵 煤 じて 午前 二回 午後 一回 擧巧 
I し其內 一回は 長距離 じて 冀化 市街を 
周し 成功せ り 殊に 過日 來參觀 かた 
め來 化せる が 地虫 人を 驚かした 义事 
一 非常なら 當地 じて は 始めての 飛朽运 
てを 地ょ 6 の 見物人 夕< 左し も廣き 
I 據巧も 立鍾の 地な き 盛 巧なら き 化 一一 
日 も# 巧し 夫 ょら 莲中臺 南 じ 赴く 豫 

是な など 


誘 郵便 發着表 


ニユ I 3 - 

牆名 

ィン デャ 
一 滿州號 
赏橫化 

シア 义 
ナイ グ 


.ク 本局 締が 午後 六 時半 


經由地 

香晚波 

を潘 

沙潘 

晚香波 

を潘 

メキ シ 3 丸夕 3 マ 


發送日 

四 巧 十八 口 
■四 巧 廿 111円 
五 巧 一 
五 巧 一一 H 
五月 四日 
五月 十 お 目 


♦日本 よら 到着 日 
同 十八 日 同廿 一日 
同 什 二 H 同サ 九日 
同 5 H 五 さ 日 


尋 人 

愛知 縣 ちを 屋乂 服 部 錠 も 

巧 じ 面會を ホむ 

前 旧 平 次 

た East 1 資 h mt . 夕 Y. Ci な 

間宮錄 一，、 lliStI 相 

巧 午前 己 時 住を じがて 巧 去致愼 
間 化 段 辱知 諸 おへ 謀 吿化も 候 
追て 葬儀は 巧 十九 日 (日 願 白) 1 
午后 一時 ロング r ィラン ドス I 
タィン ゥユ！ 街 十二 疆 化を じ I 
て 執行 致 候， 

乂 0. 12 S を in 马ち Ij I.'ci な 
大正 一一 一年 四月 十六 H 

. ぶ 乂旧中 明か 郞 
ホ 桐智博 
島康親 
を澤 丈な 


飯旧義 一氏の 家宅 搜索 十六 巧 午 

後 二 時を 京 地方裁判所の 矢 部 豫審お 

事は S 井 物 產會社 重役た る 麻 ホ瞄龍 

王 巧 十九 飯田義 一巧 方 じ 赴き 家を 搜 

一索を 爲 したり 


え 柄 


I や 山 本 首相は を 大巧 及びな 巧 委員 等 

を隨 へて 願哦 し先づ 玉座 じ 向つ で最 

I 敬 禮を巧 ひたる 上本大 居は 帝网議 を 

閒お 式の 觀 語を 捧讀 する のぶをを 荷 

ふ ど 述べを 員 最敬瞒 S 裡じ 恭しく 左 

の剌 語を お 謎せ り 

お 語 . 

朕赏 族院义 衆議院の が 員 じ吿ぐ 

换本 日を 巧て ホ 國議會 の 閉會を 


る 或 犯罪 事を の 曝露 せんごす る 事 之 

れ なら 彼の 一二 井の 岩 お 謙 一一 一氏の 収藍 

一は 海軍 侧と S 井 側の 大風 縱を巧 さし I 

めた る も 實は栽 原 巧は 人質 的 じ收監 

されし もの じて 海軍への 贈賄 相談 じ 

! は 典 か 6 たれ 實際じ 之を 謀ら 之を 巧 

ひしは が 巧 氏なら 平な 檢事總 長が 松 

一尾 岩巧兩 氏を 檢舉 せし は餘 程の 英斷 

じして み 旧法 相が 泣き付き 氣 ホじ此 


♦ 二通 國籍モ 女の ± 地 所有 問題 

( 一巧ょ b ) 斯 かる 閒 題は 國 際な 法 上 
のす 備 ょら 生ずる コンフリクト にて 

何れの 國 じも夕 くの 例 あら 併し 實 

際閒 題*」 しては 其 子女が ホ 了 年 おの 

携を じは 必ず 後見人を 要すべき もの 

なる が 後見人 ホ 認權は n 1 卜 じがる 

をな てあして 當 ホの 希望 通 6 之を 許 

; 巧す る や 巧 やは 絳閱 ならん どなり 




左記 六隻 じて ンャ トグ 
香 渚 間を 航海し 隔週 化 
曜日 午前 十時シ ャトグ 
を 出帆す 
▲運 貧 

シャト グ橫潑 神 芦間 
一等 巧 十 巧 
二等と 十五 弗 
シャト グ巧司 邸 
一等な 十五 巧 
二等 八十 弗 
. 1 二等 四十 111 弗 五十 仙 

A 巧し ニユ ー ョ ー クは 

化 H 附ょ 6 五日 前 じ 
御 出 發有之 度 候 
巧 波 化 一一 一月 廿 四日 
ま 惑 化 旧 月と 日 
佐 渡 化 四月 廿 一巧 
横淺化 五月 五日 

が 郵船 會祖 

シ ャトグ 出張所 
切符 おが 新 育 新報 祉 


、 


一 


I 


背手热 、手 お 地、 ブ ー プグ掛 等 
製造 底 踰乂元 

. B 本 n 蘭を 

DRY GOOD 泌 0 C 
621 Broadway, N. Y. 


基督 敎 修道を 

が 宿 ( 舍 西： 白サ ill 了 目 百 〇一 一番 ) 
H 曜日 集會 午后 八 時 敎會內 じて 
聖蕾 研究を 日曜 午ち 一二 時 ( 修道 會 } 
祖禱會 木 限 午ち 八 時 ( 館 じて ) 
爾蕾會 窠二第 四を？ 后 八 時 
I 巧 語 學校巧 乂水金 午後 八 時 ょら 

化師 大掘篤 
電話 八 一を ニモーニン グ サイド 


毅誠當 寄宿 舍馨大 I 

西： 白 化 四 了 目 お 一八 電話！ 二 六 五 

モ 1 ニン グ サイド 


^ 鴨が 久^ 

么 V V VV V VV VVV V V 

元 山 崎 下宿 

含 夏 y 至 LL ち 岩 ’ 
互ぶ 這呈 PL 羣 Is を 2 呈 を8 
0 二 E . ちを 尝呈 






BeemNom Low 
が 0-6 祀 Ave. '' 
Cor. 29 St. I 

御 支 ^ 
ぞ午 お " 美 ！ 
前前 理那が I 

六十 R じ： 
時時 PFt し I 

4 f 南 5^ 
遷樓^ 


浪 

-ム 

劣 

生 

の 

新 

著 


本流 類の な 目 

書が になを 下を 
をせ をる ず 故 憤 
讀 しなが は國前 
ん近合 婦大じ 一 
で 代 子 人が が 巧 
泣 稀 形の 每て十 
かなの 髮日梨 仙 
ざる 模は 新閣中 
る 一棟 申 閒界一 
も 化を ずの の 弗 
の 傑 取 迄 述大後 
は 作る b 栽 立 一 
鬼 ごまな せ 物 巧 
なしで 〈. した 十 
らてじ 衣 もる 仙 


M. M. SAKAN0. む ilor 

6 お Broadway New ork のけ 
Near 4th St. Phone 8460 Spring 

をに 處の記 上き 就に 狹手巧 おの ホ從 
の 舊倍間 候 仕業 營々 通の 前從 し致轉 


候 上を 奉 度 下 被 立 引 御 






FAR EAST TEA GARDEN 
Chinese Restaurant 
Brodway 皮 59 化 • St. 
Phone 2472 Col. 


L 棠も て 本 

t 遂の 露 書 
f じな 骨は 
を 其る じ 著 
:! 筋が 男 者 
! の 內安瘤 
H 激 毎の 特 
Pi 費甚 牲の 
fi 搔だ 的輕を 
El 止 猛生妙 値 
ど 烈活な 
なをを を ‘ 

り 幡說筆 弗 
しめ 明 法 二 
物し せを 十 


薪育甫パ ー ク ロ I 

巧 四十 化 

01 li 

森 巧は る 子 

電話 


W1 易 儀 湯 

一切 諸君の 御 便宜を なら 左記のを じ 
替業仕 お 間 御 引 立の 程 奉 希 上 候 

. 中 旗 修吉證 台 

Ja 巧 an 惡 e 巧 oadlng— 110 use 
望 Sands St. を ooklyii 
巧 hone 3707 gain 


I 御 下宿 中 川 

チゴリ ー 街】 四と 半 

ohas Nakaga/wa," 
jPhone 1318 Orchard 


寫眞業 熱ん 家 

篇眞 業に 趣 ホを 有する 人 じして 弊店 

の 事業を 補助 敬 達せし むる ご 同時に 

ち 身ら 獨 立の 基礎を 作らん ごする 熱 

必 家は 巧談 ぁれ、 報酬は 人物の 如何 

じよら 利益 お當 どす る も 妨げな し 

を 細 面談の 上 岡田寫 眞舘' 


參参 • 

鲁御 下宿 帛* ぉ 

小川 俊 II 一郎 j 

ンキ シン トン 巧と 巧 化 十八番 

■ J"apa 口 ese Yolmgme 扫 m Home 
- 7 菱 Lexin 於 ton Ave. New Y ミ k Ci す 
eL2 赛 9 PI み Prop. S. ogawa. 


is^i. 



日本人 職業 周旋 所 

A A A A 

貸 室ゐら 

紐 育 V ネシ トン 衔巧十 一番 

森 喜が 潜 

Japan 蛋 eDO 吕 est 另 因艮づ loy 区 entAgency 

一 ご： Lex. 扛 ve. bet. 27 & 2 寡 h St. 

New York sty 一 

_ ジー •器累 sadison 化夕 


巧 合 子 


妾) 系) 呑) (碧 

/(\ /v /v /v 

贏) 襄 )( 隻 夏) 

遠 東 茶園 

西 五十 化 巧 


を 瞬 四十 仙 
本書は 風俗 壌 就を を 秩序 索 飢の下 じ 
發賣 禁止 どならし ホ々 珍が の 書なら 

案 曇 山：，， 藝去塞 


を價善 あ 

本書 ぉ ( 生殖器 篇) 生殖器 解剖 じ當ら 

ては 塞 肾じ 且つを き處じ 手の 畐 くが 

如き 猛 効なる 筆を じ 化り 說 明せ しな 

か 出版 ど 同時 じを 賣 禁止され しも か 

じて 世 あ 無類の 珍書な り. 

▲ 發 寶禁 化':: 曲爾拽 おん 



ポケ 


女醫者 


きかず め 諭 


▲を賓 到—^ 惊逆 I 


を 情 思想 0 解 割 


を懷 九十 五 仙 


御 下宿 
中島 實 

108 因. ご 7 wt. 夕 Y. City. 
Phone 2935 田 arle 吕 



〇 が 洋服 裁縫 〇 


御締人 用泮服 一切* 巧 女 用 和服 一切 j 

迅速 了 寧 じ 調製 化 お 

'山 田 華^ 

己 2 W. 135を St. City ジー. 1 ま RTs を 



み、 を ホ：；：；； •ミを 来 巧-* 1-3 r 
を々 か-"、 户ぃ^ す 遠 動、 へ 
みた 夕 違〜"， ホ. 月 非、、 だイ 



當シ ャトグ 巿御經 由の 御 方の 御 便宜 


じ 御 お 披可巧 上 候 

藤 ホ 旅館 支庙 

ホテ^ タコマ 

莖數 二な サ ー、 冷溫 風呂 攜の 準備 ご 

タチ ー ムヒ I 卜 及を 塞の 設觸 極完を 

一 苗 0T 吕 TACOMA 
一援 8 Jackson St., Seattl, 一 vash. 


い： 片 - ，？ 心 一..- :l,.r 


細謹 揃 ひ 


男女の 生活 


職獄 男女の 戰ひ 


を 憤 上下み 化 十五 仙 

A 盧化德 ，當健 次郞著 


於た はとと 


第 化 二 版 お ホを 償 一 弗 五十 仙 

羅囊 I 衔二冗 〇 

書な 體黨 畫 

。50 因 • First 化 t. Los Arig 色惡 0AL. 


か 器な 


た 中， 


. * 房。- 




す 





念 


.'ぷ 

r んが 


-も 


f 啤 

ゴ .一. 

を 


东 

巧 

四 


一二 

規 


本社 營業 部， 
含 本 巧 纔車鑛 船 

切符 取次が が 商船 


シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 其 他 巧 部 何れの 地方' よ 
ら御 おな の 撰を も 取み ザ 申 お 


本手 紙 取次 手 f パき 虽 


去を 國 語顏譯 

▲通辨 

河 上淸氏 近着 

瓜を 米 日本人 襄ミ 

を 僧 一 弗 五十 仙 

紐 育 新報 純 


は殖 日ま締 ! パ ー ト 夫人を 銃殺し 
大膽じ も 自身の 寢室じ 睡眠 中 捕縛 じ 
而 ひたる 蠻官の 足音 じ 目を 覺 まし 其 
儘べ 1 スメント じ 飛び 降 b て 蠻官じ 
向 ひ ピスト 八を 發 がした るが 遂じ譬 j 

官の ためじ 胸膜を が 貫かれて 即死し 
たり 間 < 所 じよれば 同人は 瓣人 化に 
て 八 年間 監獄の 飯を を ひたる 前 過 者 
ならし ど、 時節 巧 苦々 しき 珍事な . CV 
しど 云 ふべ し 


♦故 服 部 氏 葬儀 ど 記を 碑な 服部綻 
雄 巧の 葬儀は 去と 日を 潘じ 於て 執 巧 I 

されを 葬 者 數モ名 じ 及びたら どが 同 
地な ホ 日本人 會は 故人の 功績を 後世 
じ 傅 へんどて 一大 記を 碑を 建設す る 
I 事 じ 决畿せ b ど 


乂母國 訪問 團員 


.乂を 員# 五名 

▲九 巧 おくは 十月 上 巧出發 

A 日本 滯巧お 百 二十日 間 

▲詳細 規則 普 じあ b 中 込 次第 進呈 

® 注 お 迎妻义 は 家族 御村 伴 希 

留の ホは 至を 巧を せを 要す 

A 飛 巧 家、 篇あ師 を々 一を め 加 

乂 者を 裳 集す、 委細 面談 

紐 育巧國 訪閒團 本部 

新 育 巧 第 六 巧 二參乂 

キ催あ 林 富 平 


♦慶應義塾 野球 脚 晚香波 著 慶應義 j 

蠻大學 野球 蝴はグ シア じて 去 八日 午 

後 晚を波 じ 着せら 一行は 船中 じ 於て 

ュ ニ ホームじ着換へ上陸後なもじ直 

働 単を 飛ばして 競技 襟 じ 至わプ n 

シヨ ナグぶ 球地ビ I バース 組 ど 競 I 

瑕を 開始したり 


加を陀リ^學盖離隔間題 晚香波な^ 

化の 一ち 那人學 鶴は ま 四： 3 书 嫌なる 

ミラ ー 夫人を 殺 普し' 罪跡を 蹈 まさん 

か 巧め 死骸を フワ ー ホス じ 投じて 燒 

楽て たるが 化大慘 學は閒 巧々 民 一般 

じ 夕大の 恐 樵を 與へ 市遂歌 貧は 之を 

動機 ふして 危險の 性情を 有する 東が 

乂學壺 を 白人 學校 よら 隔離すべし VJ 

の 愈 見を 提出す る じ 至れら 右 じ付晚 

ボ領ホ 掘義贵 氏は 巧當 巧者の 態度に 

向つ て 特に 注意を 拂 ひつ i ゐら ど 


I 崩御 じ 付當地 日本人 曾 及び 西巿 日本 I 

乂會其 化ょり 誠惶奉 悼の なを ましぶ 

れるじ おし 飯島總 領事は 外務大臣 宛 

じて おの 帛電 を發 せら 

皇 太を 陛下 崩御の 報じ 接しを 內 を 

留 邦人 一同 深く 恐懼、 離で 哀悼の I 

窓を 致 度 旨 願 出た る じ 付 可然御 取； 

計 相 成 度 候 化 
大正 一一 一年 巧 月 十一 日 

■紐 育總 領事 飯 島 龜太郞 
外務大臣 宛 



•皇太后 


飯 島 總領渾 轉巧說 は 多を 虛報 別： 

項 所載 電報の 轉巧說 じ付總 領事館 員 
の 語る 所を 聞 < じ あほ 後日が 淺き飯 
: 島 巧の 如き ホは を 任 後 僅か じ 一ニ ヶ月 j 

じ滿 たざる オプ タワ 總頒事 矢 部 氏の 一 
かきが 蹲 巧 さる i 篱 なし、 尤も 巧栖， 

一官 補は 本牢 十二月 頃轉巧 VJ なるや も - 

かれず ど 


•邦人の 白 減 人殺蒂 加州 ス クラン 

トン 巿 の、 J 1 バ ー ト氏方 じ クック ど 

して 慟き 居る 目 本人 巧 おがなる 兜漢 j 


崩御を 電 

を 田 大使を 経て 當地總 領事 舘じ 逢せ 

し 雲 

皇 太を 陛下 四月 十一 自 午前 二 時 十 

み靑山 御所 じがて 崩御 あらせら る 

巧 十二 日 ょら 一二 日間 廢朝仰 おさる 

御大 輿じ關 する を電ま 十一 U 當 

地總 領事 縮 じ 達せる 御大 喪を 電 左の 

かし 

大喪 じ 願し 左の 通ゎ 來電 ち么 候に 付 

茲じ及 通報 候 

四 巧 十一 H 巧電 

即位の 禮 あび 大嘗 巧は 登 秘か 第十乂 

條 じょ b 薬 じがを の 朔日じ 於て は 之 

をれ はせ、 われず 

登 破み 第 十乂條 

敲關 中は 郎 位の 概 及大嘗 をを 巧は 

岡 U ホ電 

前略) 觀 草は 大正 元年 閣か 第二 號じ 

化る、 今回の 敲閒け 巧 間 ーヶ年 じし 

て 一二 期 じみ も游 一期 第二 期は を 五十； 

日 どし 殘 b し； n 救を 0 て 第 S 期 ごす 

大喪 じは 皇族 及 臣民 共 じ 喪に 服す 

閒か 第二 號 

皇室 喪服 おを 其 他 別段の 定ゐ るち 

のを 徐く外 大喪 中の 輿專 左の 通 6 

巧を む 

か 服、 あ 服の 左 胸 じ 蝶 形 結の 黒 布 

を附す 

洋服 ィ 左腕に 黒 布 ぉ總ふ 

大ぶ 元年 八月 一 H 

內閣 總理大 お西闕 寺を 望 

大正 一二 年 四 巧 十一 二日 

化 紐 育 ホ國總 領事 舘 

<§> お 領事の 舘吊電 


「何 かの 間違に や」 の 記事 じ 就て 
前號 紙上 「巧 かの 間違 じ や」 ど 題し 蓝 

部 新聞の 記 歌 じ 閥し 記す る 所み りし 
がをは' 先般 細ち サン 紙の 化囑を 受け 
て 日本 視察のを じ 就ける ゼ ー アィ 
シ！ 、クラ ー ク巧の 事 じて 氏は クオ i 

— グド 紙劍巧 時化ょり が 補の 新聞 事 I 

業 じ 典は ゎ 記者 ごして 將た 詩人 文學一 

豕 どして か 名 あら 曾て 謠化 「鉢の 木 j 

を 英詩 じ 作らて 髙 評を 博した る 事 あ 
る 人 じて 巧の 日本 通信は サン 紙の み 

一二 十餘 穂の 新聞紙 じ揭載 さる 尝 なれ 

ば 巧が 故國 朝野の 名 ± じ 食し 又は 實； 

情を 硏究 して 得た る 結 おを ホ國人 

解かしな ば U 米 國巧上 碑 益す る所大 I 

なるべし どて 巧の 親ぶな る 高 梁 梅 そ 

はだ 邦 朝野の 名 ± じ 宛て 夫々 紹か狀 1 

を發 したる も、 西部 新聞の 記事は 右 

樂實を 聞き 誤 b たる ものな らん 


:± 子 かぅ いぅい しく 育つ じつけ 橋ぶ 

をの 妻女は 先方が 欲しがる 程 取り 逛 

した さのを はおし 「列な 巧巧厮 巧い 
て も 子供は 決して やり ませぬ」 ど ロハ 
I を 化 事を 苦 じ 巧みて 健康 じさへ 差 降 I 

らん どす る 時 も 時、 國許じ 逆し 置き 一 

たる 長男の 岩四郞 よら 「御 巧 あさん 
I 富 壬 子 じ會い 度くて なり ませぬ 養女 
など じ 遣つ ては 下さ b ますな」 ど覺 

萊 なき 筆ら て 言 ひ 越し ホら しじ ぞ橋 

本 氏 夫妻は 矢も循 もた まらず 先 月央 
ば アダムソン 夫人を 巧 化 宇 じ 訪ひ富 

± 子を 返して 下さい ご 頼みた る じ ホ 
人は 其 日 よら 四日 目 じ 引渡す W 約 巧 
し 置き 其 足 じて 當地總 領拳舘 に 出頭 i 

の 上、 橋 本は】 旦 養女の 件を を諾し 
痕 きながら 無理 じ 返せ ど 申す 故 何 ど 

か 妾 じ 都を よき 樣取計 ひ 下され どな 

かぬ ばかり じ 嘆願 じ 巧び たるが 第な 

話は 後 じ 房ら て 橘 本 巧は 約束の 
四日 もを ち たれば 夫人 止宿 中 Q 裳が I 

溝 一の ホ テグ、 べグ ビユ！ 、スト 
ッ トフ ォ！ ド じ 出向き 約 巧 履 巧を あ 

たる じ 夫人は 寓主子 欲し やのを じ 
ヶ 半を とな b 雜も 跪ら じ 「ッ ンナ 
ラむ 前は 宮 モモを 裸體の 儘に 持つて 
巧く か」 ど 言 ひ おせし じ ぞ橋本 氏は 

夫れ でを お御座らます ど 答へ たれで 
夫人は 酸の 截貌 のど 言 ひ 張らて 返さ 

ず 遂に 今日 じ 及びた るみ 第なら ど、 
をく 氣の 毒な 樣 じて 义 美しき 話な、 


♦巧 愛くて 堪ら ぬから 無 巧 じ 子 巧を 1 

おれ 前々 號の 紙上 「巧 兒を取 返さ 

ん W す J VJ 題せ る 記事は 事實 相違の 

点 3 れば 正誤を なめて 報冯 せんじ 子 

供の 兩 親なる 橋 本 お 五郎 氏 夫妻は 目 

I 下當 巧ょ ら稻 逆から ぬ旧舍 じて 農業 

を 經營し 居る 人 じて 四 年 前 巧が 附近 

の常蔡 ァダムソン 氏 宅 じ 就 働 中 一子 

西 苗 ± '( 四 オーを らうけ たら 然る じア 

ダムソンを じは 不幸 じ も 夫婦の 間 じ 

子供な き 所 よら 間夫 人は 富 ±モ を 可 

をぎ る 事 一方ならず お居 飮 をで 揣實 I 


ぞも 及ばぬ おじ 取投ひ おて は 橋 本 夫 I 

事 じ 向つ て 養女 じ吳れ よご 申出 づる 

じ 至ら 同 夫妻が 昨年 鬧 家を 辭 する 際 

じ も 今々 しの 間 化 儘 じど 無理往生 じ 


皇太后 陛下 御 I 預け 昭か しめね るか 第なる が 其 後宮 一 


一を 鉛 太 挪巧靜 養の ため 去 十四 

アト ランチ ツク巧 じ 巧け - o '、 一遇 

間 稍 閒地滯 なの 上歸 巿の當 


♦襄 潰總瞥 府專賣 巧 欧米 駐巧貴 一二 好 

重を 氏 け 過日 ホ 巧 ニケ 年 許 b 滯巧 

す 巧し 


♦間 宵錄二 氏の 部 片桐巧 店み 同 君 

は ホ 十六 H 急性、 む臟 痛が じて 巧ます 


讓 受廣吿 

な 儀 今般 大井旧 廣次巧 經營じ 係る 靑 

年舘 下宿 譲 受け 諸事な をの 上 お前の 

一通ら 左記のを 義じ てを 業 化 候 閒不相 

壊 御 引 立の 碍奉 ホ 上 候 

千 九な 十四 年 四月 一 a 

靑 ..年 館 

，.小川 俊 S 郎 


商業 欄 

友 マ 宿屋 讓 渡しね し 御 希望の 方は 本 

社へ 問を せられた し 

紐臂 新報 社 








.:s をら こ 


た J 巳！.:^ 良... 巳 もて ド 片良 一昏 を，：. 





6 樓巧 都で 巧實 闆を營 み<「 では 口】 ホ 

人間で 有を な 成功 家と して 隨 を 巧 お 

-を 利かして 辟る 人 ださう で 本 入の 

雨 親は と 年 前から を 京で 黨 して 居る 

どの 事で あ b ます、 まの 兩 親は 此ま 

紙 じ 接してから 二 一二 巧 化 ホへ も 照 か 

I しまの ためじは 化 上 もない 良 緣だど 

いふので 兩親も 非常 じ 進み 姿， h 亦淮 

んで 嫁ぐ 氣 じなら ま' した、 氷國 ，お 

1 巧 家' 自働 車、 ホ 菜、 大きな 家、 庶 

かな 町、 これ 等の 想像が 巧 勸寫眞 の 

やう じ 麻 じ 映 6 まして 化を の 幸福が 

自を 一人に 集まつ たやうな 氣が 致し 

ました 

愈篇眞 のを お 先 力の 身元 ゃ親賴 

一關係 等を あじ 調べた 上 じ愈寫 巧のを 

I おどな b まの 良人た るべき 人の 篇意 

は篇て 妾のを じ 着きました、 見る ど 

I 奇麗な 自働 単の 橫じ 微笑た へて ホ 

つて 居る 紳± 、いょ-結 雄の 相談 

も 纏ま 6 熊 本を 出變 して 一 應東巧 じ 
おる 兩 親の 家 じ 巧き ホ 園では を 際 も 
廣 くせねば なら 打 どい ふので 歲化師 
じ 就 1 巧 巧の 禮式ゃ 英語の 會 話を 磅 
をす る 事 じなら 轉< 両親の 家 じ 滞な 
して 樂 しひ H を 送つ て 巧ら ました ホ 
闕の 良人の 許からは 廣 い-^ あ實鬧 
I 寫眞や 事務所の 篇眞 などを 送つ て來 
て 妾の むを を ミつ て廣 ましね、 妾は 
餘ら の樂さ うれし さじ 知る 限らの 友 
達 じ 妾の 错婚の 事を 吹聽 して 友人間 
の聚 盛の 的 どなつ て おました 


▲新聞 やさんは 目が 刺く やぅで 案が 

を 淵な もん さ、 おを つけて 探' せ ば ホ 

巧 到る 處じ 怪しからん S 面 補が あ" 

ます、 曰く 某 桂庵 曰 < 某 クラブ 曰/ 

某 旅館 曰く 某々 を ッ コラ*'^ (ホ 

人 探偵】 ▲每週 二 一二 度 態々 氣を住 

を遣つて ニ ユ ー ジ ャ ージ）下んだ.£ 

の 某 純 十 宅へ 張 b じ 出かける 溝 先 4 

御 苦 勞樣ョ ィショ (見て 巧た 生) ▲が 

々結婚 ださぅ おや ネ鑽 一女の ホ か'^ 

邊つ てるんだ からせ々 かない 今 じ マ 

ノ 色魔から 棄 でられて メッ 泣/ 

か VJ 思へ ば 可哀想 だょ (八十 何 T 白 

生) A 欲張らの 鬼婆 〇〇 も 年貢の 細 

め 時 か ホた く 見へ てト ー ト！ 棄て t 

れ たげ な ド I セ 法律違反を やつて 雜 

巧 呂男じ 一が なは せる 位の 婆 だが 亡 

化 位の 天罰は 當ら前 だ、 たも 棄てわ 

巧 も 其 親類 も 餘んま 6 威 & しね 方で 

もない ょ 
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大を賣 


百 斤 じが 四 弗 十と ぶ 仙 
四 弗 サ五化 一二 弗と 十 置 他 
洗 灌石驗 一猫サ 四箇乂 一二 巧サ仙 

同 スタ ー チー ボンド 五攀 

石驗及 スタ ー チは 六十 H 掛 じて 販賣 _ 

i ホを 桃 御 一報み 第 早速 御 送 附可申 上 

ホ 外は 運送料 申 受け 候 

岩 巧 

一赛 づ 、ミ th 穿. M . Y ' 、 rel . Wor さ 一た 去 


巧 望なる 貸 地 

A 人物の か 何 じよら ては 相當の 資本 

を貨 巧ず 

撰 所は デラ クユャ 河の 上流 じて 蕉出 

一物を 大 都を じ 送る 便宜 夕 し、' 一名 じ 
二 一二 契 町 0 上 貸 輿し、 リース は 一二 年 

或は 五 年 じても 巧なら、 おし 買 取 ホ 

I 望の 人 じは 一英 咕サ五 弗 よらな 五十 

I 弗 迄 じて 夕少じ 不拘資 渡す、 農具は 
相談 じよら 貸 輿し、 お樹 植付、 養鷄 
密蜂 飼養、， 養豚、 乳牛 等 じ 隅ず る實 
地の 經 験を 敎 巧す 可し、 又 ± 地はイ 
チ ゴ裁培 じ 適す 養鷄 希望者 じは イ 
ンキュ ベ ー タ ー を 貸 巧す 希望者は I 
I 新報 社へ ホ 込み あれ 


裕沒舅 货髮蹇 がが 養 i 

日本 御 料理 

今回 左記の 處於 じて 巧 

倘 S|f 大勉强 

可 致 候閒娠 々徽 御を 巧 
奉 願 上 候 

^4錫かば燒 ム手がをば ▲鍋. 


ニユ I ョ！ ク東 五十 九 
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、 



レキシントン 5^ょ- 

一二 軒 目 二階 
電請 プラザ！ 】 一 參一 


^ n 

菊 


® メーグ 注文は 特 
じ 了 礙じ取 扳中換 

多 治 見商會 

597 wro ミ i 写 ay - ISr Y 

. 赛】 •委 ご Spring 
ボストン 支な 

41 Pearl St - Bost さ 




大 割引 賣 出し 

夏 墙向殊 じ 玉 違 向き 適當. 
品 出揃 ひ-^ こ® 凡义 

ど 相 成ら 赞 ~ 化畏 

も當 年は 大黯發 、ま 橘を 
值じ差 上 巧 申 候 じが 品 切 
前 じ 御 一覚 被で 度 希 上 候 

森が 

ブ タザ* ^ ス 

546 Broadway 夕 Y . CUy 
Tfel •冀 10 ぎ ring 
® 御 注文品は 御 随意 御 入用の 
節 積 出し 申すべく 候 . 
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: !S 奉强事 新を 

; g グホ希 化 親ね 儀 

ごで 上暢 切に 今 

ぎを き. ，を暧間了御般 

も ミ g n 少惡 巧 寧 下 左 
S 二 こ お J 突 卒をぉ 記 
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喊化 ア ^=^バ ニ1 

食 巧 

占ユ ー ml クホ 十四 町 
目 巧 十四を 

藤 西洋を 店 I 


] 5 

16 6 

T 4 


在留 靑年 唯一の 機關 
圖書舘 、運動 部 

是人 靑年會 

日購 講演 談話 會 
進 ホ 靑年巧 おの 圃體 


を圆 じが： 白 か 巧 あを > 
じを 生は 自 をに 构 校す 
る 巧 あ >、 巧換視 でら 
をへ 巧拇 にても おかょ 
b を较卞 
、く J リッッ 巧が 
VX 能を 校 
リ謝口 至て 廉な 6、 巧 i 
細 普は 中越 巧を 送 b 巧 
時で もを 觀 をを す 


(宵 


書) 


紐 育 太學ホ 討論 會采 前}. 

锻 記を 

第一 辯 ± は 五を 間の 剰陈 時間を 得て 
滿單 じ國是 たら ども 憲法たら ども 腺 
化の 要求す る處 麻ち になむ るの 巧知 
說き飽 < を 排斥す べきを キ 張す、 而 
して 甲 論こ驳 口角 化を 飛ばし 舞 龍 嘯 
おの 有様 鳴らち 止まざる 2 駭刻 じし 
て 時 お 十 時半を 報 やる や 夕立の 過 保 
を 思は しむ、 之ょ も 審判の 批 ，部 じ 入 
る、 化 づ幡氏 起ちて 討論の 出 ホぶ へ 
を 賞し 併せて 今後の 硏 がを 希熙 す、 
巧で 增巧氏 巧否兩 側の 燕 おを 批評— 
議論の 政治 上 じ 及ぶ 事 少なき をい ひ 

併せてを 巧を 寶 ず、 增澤 氏み 後 じ 
破が 人道 正義 じ 偏せ るを 評し 經濟上 

じ 外を じ當® の 稱题じ 留意せ ざら し 

を惜 めら、 茲じ 於て か 化 息 中 十み の 

時間を 0 て 審判役の S 氏は 別 番じ至 

つて デシジョンを 爲 しわる 結果 增澤； 

i 巧は だ對 論の 要 おを 指摘して 

一、 圃隙上 對等國 ごして 日本 移民 も 

欧州 移民 ど 一視 間 仁たら ざる 不可 

一、 日本人は 事實 上米 厨のを 產業じ 

巧献 あら 

一、 ホ國の 東洋 じがけ る 發展は H 本 

ど 好を 通せざる-へから 中 

排斥 派の 要 おこして 比 

異人 稀の 集を は國 家の ぶ 礎を 衙 

からしむ 

低廉なる 勞働 者は 米國 民の 勞を 

を 下落せ しむ 

—、 米國は 白人の ± 地なら 國 家の 自 

銜 k , 黄を 人稱を をるべからず 
ち ふる じ 吾等 ホ國 ほは 日本 裕民 の排 

斥を 望む 之れ 乂國の 民意なら 國法上 

を 論 即もほ 意の 向 ふ 所じ歸 せざる ベ 

から ホ而 かも 國聚 旨衔上 排斥す ベ S 

は 理論の 示す 處 化て 審 巧は 排斥す る 

をな て 巧 VJ がみす、 を じがて 一岡 糧 

手して 茶話の 輿 じ 入る 記者は 偶々 增 

澤 氏の 注目す る 所 ごな b 記 着の 嚴命 

じて 己むな < 見聞の ま；. を 記せし じ 

過ぎず (終) 

♦•♦參 ♦ ■ • 

妾の 吿白 W 

寫眞 結婚 失敗の ユ スモ' 

◄巧を な 成功 家 妾 か 熊 本の 某 裁縫 

等 巧の 女を 校を を 業した のは 一昨年 I 

の 凹 巧で あらます 卒業後 間 もな < 父 

の 友人で 東京 じ 居る 人から 妻の 緣談 _ 

の 事 じ 就て 父 宛 じ 手紙が ホました 其 


相手く いふのは 熊本縣 ▲郡 ▲がの 出 

身で 二十 年前實 弟を つれて 乂國じ 渡 
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最近 廣吿じ 就て 

酒 井 殿 鹿 堂 

第一 一圓. 

▲一般 廣吿 
般廣吿 どい ふご 廣吿 ぶのを がみ 励 

般じ昔 及す る棟稱 成ず る、 义或猜 

ホ じ 於て 化 巧 的を ぶら をんで 居る 则 

て 一般 腐吿 とは 或る 一を の 物 晶を小 

賈 巧の 手を 經て 販®; する の 目的を 3 

一^ 國 一般 じ廣吿 する 性質の 者を 指 

をす るので 巧 姨吿の 逍方も ホ；； 贸廣吿 

の樣 直接的が 質を 持たず、 何れ かど 

云 ふご 間を のな 惟 贺を帶 びて 居る、 

雨て 小賣 商は 一般 朦吿 巧の 廣吿 ザし 

物品を 巧 頭 じ 飾 b 部戚 顧が じ 販®; す 

之れ を 例 かて 見る ど' 一般 腐吿は 物な 

廣吿の 機械 裹で索 巧 巧吿は 機械の 输 

齒の樣 な 者で ぁる、 

是じ 化て 見る ど 一般 腐吿 のホ臘 目の 

は 其の 廣吿 物な のな 名なら、 特色な 

り、 盧 競な b を 一般を 衆の 港な お識 

じ叩茲 み、 彼等が 買 ひ 物の 必要 じ 迫 _ 

られた 隙 じ 夫れ を 思 ひ 出せる 樣じ構 

质 記述す るの が大ま 目で をつ 又 常に 

を ホの 目前 じ 罹いて 化' 人の 腦裹 にが 

刻して 彼等の 記憶から 去ち ぬ 樣じお 

むる ので ぁる、、 斯 棟な 方法は 物な 需 I 

j 用 者の 数を あし 旦っ 巧吿 者は 瞒吿の 

巧 能 じ 化ら 制逍 力を 經濟的 じ 進めを 

つ夕 大の费 用を 巧酱 する じ も おらず 

胥幾大 の 利益 酷當を 収得し つ-" ぁら 

■記憶法 

経 族 ぁる 商業 家が こめ 記憶法 ど 云 ふ 

事 じ 依て 必巧 上廣吿 作製 じ應 用ず る 

場を 先づ 巧の 様な 巧 案を 提出す る も 

のとす 

如何 じして 自 をの 記憶力を 增進 

せし むる か 

如何 じして 自家製 品を 廣吿 して 

を 衆の 記憶 じが 巧せ しむる か 

記憶の が 巧、 不ぜ など 云 ふ 事は、 最 I 

もこの 留怠 どい ふ 事 じ 依る ので、 例 

み不 記憶の 人 ど 雖も好 記憶力を あ 進 I 

I する 事が 出 巧 得る、 其の 單 賞は 諸を 

も 御 承 かの 通ら 當ホ國 及び H 本 じ も 

I 記憶法を をへ る 著名の ± が 所々 じぁ 

彼樣じ 記憶 ど 云 ふ ものは A をの 

本能で 無くを 自ホ 法の 如何 じ 化って 

な蕃し 直つ 培 進す る 事が 出 巧 得る の 

でぁる、 今を じを 涩 一般を ホ ょら 言 

ひ傳 へられん 例 こ 必理上 ょらの 解釋 

じ 化る 四つの ホ 法を 記述して 見る ど 

第】 反 化 第二 强恵签 二聯お 

第 四 巧 必の法 
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至る ベければ なら VJ 、 鬼 じ 角 米國の 
潘潑お 鎖は 疑 もな き戰爭 的巧爲 なら 

目 本と 米 墨係關 

▲ァ！ サ I 、 ディ ォシ ー 氏の 惹見 

米墨關 係の 破裂 じ 乗じ 日本が 何事 か 
爲す あらん ど 巧みざる すきや ごは 目 
下 英國諸 新聞紙 上 じ 於て 揣 摩しつ i 
ある 巧なる が 右 じつき 日本 通 ごして 
有名なる ディ ォシ ー 氏は 曰く、 ホ 墨 

願 係 じを し 日本 か 多大の 典 ホを 巧 
注意し つ 一 あるは 勿論なら ど 雖も 
瞭日 义両 國の關 係を 阻隔す るが かき 

手段 じ おでざる べきは 疑 ふを 要せ や 

夕併 日本 國民の 同情は 墨國 のま 權者 

若く は 大統領の 地位を 希望す る野必 

家の 何人た るじ關 せず 墨國 全体 じ 向 

ひ 居る 事は 記憶せ ざる 巧らず、 何 ど 
一 なれば 墨 國は有 ゆる 機會を 0 て 日本 

じ 好' 患を 表せし のみならず 日本人は 

身 移民た る ど 商人た る运を 問は ず 一 
一般 じがて 歡迎 ザら れ 、時 じチ个 パス 
_ 畑の 如きは 夕數の H 本人 移 化を あ h 


k 霉章巨 

1 I 昼 ■こ 腸 も 沿 


説 i 診察 時間 

自 午前 化 時 至 間 11 時 
T ’ s 如自 午后 六 時 ま 同 八が 
C か 2 但 日曜日、 一前 巧ノ 患者 ユ限 J 

説^ •ぃ 二廚見 豊彥 


^<夕|*, ，ぶ/,^ ぞ さ _ 


齒 




I 隱證蠢 お I 


が 與旧淸 吾 

、•一 08 t 苗.- Orrv ^ 


齒科醫 

な 8 W, . 

巧を colusbs & lvEanhpt;tan . A . ミ • 《 
Tel Riv ミ side 寮 68 


E c •巧 

t ’ • 6 
o Y 3 - 


特別 廣吿 

蹲 所 力！ 子 チャンバ I 

ユ？ジツク ホ1^ 

時日 四月 廿と日 (巧 喔日) 午後 八 f 

時開會 /_ 

雄 M 第一 回總會 - 

一、 會 具非會 貴を 間は ず 巧留民 諸 一 

君の 巧會を 歡迎す . 

二、 入镇 券は を 鹽体义 は 下宿屋 じ 
て 無が 進呈すべし 

一二、 乂煤券 じは 必ず 住所 姓名を 記 

せらるべし 


^ ® 唐人な 上 ノ宴會 二 適スグ 大糜間 ァブ® を 具 一が 最新 
^ 式 室 內淸お 紳± 諸君 ノ宿治 ュ適ス ® 多年 ノ經驗 ヲをス 
> グ巧理 人 ヲ有ス @內 外 書籍 雜誌諸 新聞 球 薑围藏 がが 等； 
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お 乃 

帕 が 巧 W 

T 补昔 


お だ ここ 巧 i 金 戴が 五 ホな 上 こ ハケ巧 0 上 
ネ 山^を 》 一 剌息年 六を ご ニケ 年议巧 

巧 金 r 知瓷雜 画雞 

機鑽ぶ 金銀 巧が 育 出張所 

H 本人の 鄕里 送金は 邦貨 壹圓 三が 米貨 五 拾化ノ 
割を (無手 數 巧 ごー テ 當巧本 お ヲ經ブ 送を ホ取圾 
申惕 


て ± 地を 所 あし 農業 じ從 事す るのを 一 

I 樣 なれば なら、 斯の 如く 歓迎 せらる 
{日本人が 米國 西部の 惜態ど 比較し 
て 墨 國じ岡 情す るのを なを 生ずる じ 
I まるは 自然の 勢 ほひなら どを は ざ 
ベから ず、 墨 園 民のを 本 じ おする 好 
窓が 排ホ觀 をの 結 あなる やを やは 俄 
かじ 斷じ 難き 巧なる もを 數の 墨圃人 
は 米 墨 戰爭の 起る 填を、 日本は 憂國 

の 有力なる ホ ホなる べし ィ」 の 空簿を 

抱き 殊に H ホ關 係の 危殆を 叫ぶ 無責 

ほなる 黃 色紙の 謬れ る 報 導は 如上の 
视 なをして 一曆离 からしむ るの 傾 あ 
•素 ょら 目 ホ 巧國間 じは 早晚 解み 
を 要する 重大る る 懸案 あり ど 雖も而 
-巧國 間 じ戰爭 の慘禍 あるべし どな 
すが 如きは 今 H の 攘か倒 底 思量の 外 

K るの みならず きじ も兩 國の識 まは 

敞力兩 者の 平和的を 情を が 持す るに 
游め 居る がな じ 上記 墨國 人のを 導が 
結局 水泡 じ歸 すべきは 言 ふまで も 無 

き 所な 6 云々 
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夏 壌 玉 崖 向き 品は 弊庙の 
膊色^:*ら、 殊じ本年の物 
品は 例年ょ b も 好適、 優 
秀な b 

巧 木 桃 ホ 紐 

接 BarcLiy 芳.， K . づ cit )- 
l ^ elephone 。7 冀 Barclay 

ボストン ホ 代理店 

援 0 Devo 夏 hire S す eet 

巧〇沒〇口， sa 累. 


メ ， i ル ホ ^ „ ダ ^ _ は 

迅聋 親切を. り 



一一 別 りん パ爲 i 

赢 sells 誠 


esT s Lp 
epp - k 8 t ^ a ^ 

ra ^ が 如. § i 


I 龍 ll 


育 新 おを 便 (前を 郵巧 共) 
□一部を 五 仙 □六ケ 巧み 一 弗 
□ーケ 年み 金1 亮 


千 九 百 十一 重 ハ 月 ホ 四日 郵を院 一 
輕可 ' 1 
發巧兼 縮輯乂 甲斐 健 三 

發巧所 新 育 新 S 

お 育巧莖 ハを 一一 二八 ' ij 

话詰六 四と S チ 玉 グン イ 


ての 眞巧目 を 自ら 侮辱した る もの じ' 

して 其ケチ 臭き 島國 化生を 臆® なし 

I 罐爱 し、. 西 人の 所謂 「ビッグ ヘッド _ 

子 イシ ヨン」 の 諷刺 巧惡 罵を 甘受し 


がな して ウ 氏の 政策を 貧 同し 居る 中 
獨ら イブニング ポスト 紙が 昂然 どし 
可忌碟 なき 批評を 試み 居候 どころ 方 
辕養 中な 一点の 觀ち之 お 


I たる もの じ ホず や、 日露 戰役 な來巧 ▲大 殴が ど 犬蹇氏 どの 間 じ 何等かの 


細 盛大 陸じ國 する 諸 民族が 勃然 どし 

て覺 離の 機運を 釀 成し、 H 東 帝國を 

I 仰 ひで 白禍の 轻枯 よら 脫 せんと 試む 

る じ 至らし もの 一 じ菩國 民の 熱烈な 

る 幾牲的 精神 ど 哉 祖先よ ら享 け來れ 

る 雄々 しき 仁俠 、勇武の 氣象 じ化賴 


せんくす る じ 外なら ホ、 巧谅巧 班す 稍 も すれば 辩 俗の 戚觸を 害し、 扁俠 


I 人な 其揀 盛時 化 じがて 殖ほ 地の ±玲 

を 遇する じ 棟 端なる 抑腿玫 策を なて 

I したら しが、 せハ餘 弊は 延 ひて が化モ 

なじな び、 征服な ホ 約 四を 紀を經 も 

も猶且 所感 領民の 親 服を 得る 能は ホ 

~ 遂に 今日の 衰運を 馴致す る じ 至れ 

一巧し 再 厨 投じして 所謂 國巧 外を のが 

諭を 看 化する の 巧な く 漫然な 構無購 

なる 窩雌的 政策の 舊 夢を 繰 返す おか 

き 事 ぁらん かぜ 猎 潰のを ぶ 所 ホ摇化 

I すべ がらざる じ 至 6、 隣邦 巧 國の信 

賴は遂 じ 靈散霧 消す る じ まらん な 


卓郞 


擒把一 東 

四 巧 大の轨 聞 じ論說 、雜 報、 日本 お 

信、 人 乘化來 等を チヤン おン する 盡 

族が 巧 載せ 巧 L と 思 ふ 記事 さへ 差 巧 

姑' る 奉 ぁ 6、 殊に 近 巧の かく 祗國の 

政變 、米 黨翩 係の 巧 迫等讀 をの 注意 

じ 値する 事件の 続發 する 今日 化 頃 じ 

あらては 流 おじ 曾 ィ」 き 小生の 名論を 

說 (？) も搞 載す る餘 白な き 儘 不得巳 

が 把 一巧ら げ VJ して 時事 短評を 試み 

巧 申 お 

A を々 出で ミ 益々 拙なる ものは ゥィ 

グ ソン 氏の 對墨 政策 じ お、 •キヤ K 

ン 購入の 爲め 上陸した 水を が】 寸の 

間 拘引され た 位の 出來 事を 國が 侮廣 

だな で 一 大架袋 じ 言 ひ 立て 破れ 砲縣 

の 二 一一 一艘し か 持つ てない 弱 園 じ おつ 

て大据 除の 出動を 命ずるな での あ番 

巧言は 貧乏 國の H 本な でが 到底 眞似 

の 出 巧ない 幾當 じて、 鐵 施の 彈 化の 

啓らない 戰爭 なれば 大學 生や 食 詰 者 

郑 が® 白 半を が お' 志願を 中 出 づるも 一 

無理なら やお、 歡 ある 紐 育の 巧閒紙 I 


默契 ある 巧き かどの 吾 社の 想像は 不 

幸 じして 申.‘'' ず、 最近の 電報 じ 化れ 
ば犬袭 巧の 態度は 新 內閣じ おし 頗る 
明 隙を 欲ぎ 國お黨 は 殆んで 洒を五 裂 

の 化 態な 相 見へ 換 、犬 養 氏の 精 

梓なる 氣 魄は夕 どすべき も 機を 峻峭 


1 固執 時 じ 千載' 一遇の 機を を 逸する の 

巧 ぁるは 遺 減 千 巧 じ 候 

日本人 曾 總會も 愈々 一巧 日の 間 じ 
I き あ 6 候、 な 留巧胞 社を の堅實 なる 
發展を 割 せんどして 新た じ 起 b し 巧 

I 會が 今後 如何なる 方針に 依らて 巧 目 
的を 遂巧 せんごす るかは 實じ 吾等の 
を 目 じ 化 ひする どころ じて 幹部 役 項 

I 諸氏の 貴 巧 も 頗る 蒂大 VJ 砖磅 、序な 

がら 小生は 間を 事業の ず 始め 夕 しして 

~ 家 巧 的 勞慟じ 化る 可き 邦人の 實棠若 

は 職 裳を 硏兜 調杳 せん 窜 をを 遵致 

I 候、 若し 硏兜調 查の結 あな 好なる ホ 


法な き J を發 見せば 日本人を は 適 常 か ウイ グ ソン 氏は 翌サ日 午後 兰時自 


I 國 政府のを 涉遂じ 不調 じ 了ら 米 厨を 

府は 止むを得ず 兵力 千涉の 手段に お 

マる のかな きじ まれら、 即ち ま 十八 

日 黑國は 米 画の 最後 通 碟じ對 し、 お 

墨 聞が ホ 國の要 ホを をれ サー發 の 

謝罪 砲を 發 かする じがて は ホ 國も同 

數の答 砲を 發 がす 可 < 趣 藻 ホ 固を 化 

ぇ！0 シ ョ モ ッ シ！巧は右じ關する 

議を 馨じ馨 名すべき やどの 新 提案を 

巧した るが 米國 政府は 言下 じ 之を お 

一け ま 十九 H 午な 六 時を 巧し 要 ホ 誰； 海 

の 確答を 爲 すべき 旨を 0 てしたり、 

ー ホ 國换府 が 蟹 固の 新 提案を 拒絕 せ， 
理由は、 墨國の 謝罪 砲じ對 しを 施を 

I 敬が ホる は 取 らもな さず ゥユ グタな 

I 府を 承認した る 事 どなる 可き を 化て 
一な ゎ 

A 談 が 破裂 新 提案の 拒絕を 受けた 
る 菊 日 藻菌政 巧は 斷然 ホ國の 要求を 

I 許 おせざる じかし 外務 大 段"！ デ 
ス巧は 一般人 民 じ 向つ て 嵐 家の 概面 

上無條 か 屈服の 不可能なる 事を 絮說 

I し旦 つな 墨乂人 じ對し 不法 危險 のが 

一為を る 可らざる 旨を 巧 飾したら 
▲ホ國 下院の 承認 ご戰 俯を じ 於て 


なる 人物を 選んで 化 じち 尊なる 巧發 

I お 地を あめし め 家內の 勞慟者 中相當 

の貯蒂 ある 者を 導 ひて 獨立獨 巧 のん 

間たら しむる の 手段を 誰 やる は盎し 

策の 得た る もの かど 掉 候、 家 巧 的 誇 

働は 靑 年の 向上が を 滅却し、 發 驚み 

を杜絕 する 職業 中の 最も 不 をなる 職 

I 業 じ 御座 お 

A 西洋 婦人 ど 結婚した る 友' 人を 訪間 

したる 時は す 成 會請じ 英語を 用ゐ円 

束 語を 話さぬ やぅ 必掛 くろ 奉が 肝要 

じ 候、 又ち 人た る 者も來 をじ對 して 

は 可 お 英語 じて 應對 し、 巧みの タィ 

ムを 利用して ホ 妻 じ 普通の 日本語を 

巧 得さす る 必要 有 之 候、 然ら ざれに 

I 夫妻の 間 じが々 なる 誤解を ホ じあく 

VJ も すれば 夫が 原因 どな 6 て 破鏡の 

|嘆を招く； なし ィ」 も不限候 


•米 墨談剩 破裂 

A 蟹國 政府が 强 一時 平和的の 解み 

を吿 ぐべ く 見へ し タム ピコ 奉 牢は両 


から 議會じ 臨みて 敎醬 を朗讀 し、 ザ 
化の 發 端、 を 渉の 經 過を 述べた る 後 
を 力 干渉の 炼儀 なき 所な を說 き、 巧 
じホ國 は墨國 を 其 人民 じ對し 秋毫の 


敏意 むく 只篡を 者た る ウユ^ 夕政時 I 狀 勢よ b 見れ げ米 國は疾 くじ 此事あ 


I 患な 軍じ掛 ずる 態度を を擊 したる 後 

別じ新ゎ な るみ議案を提巧し グ ー ト 

氏の 同案赞 成演說 あらし もサ ニ日 午 

前 S 時が 論 終 ホ、 が 票の 結果 委員 脅 

修正案を 採用す る 事じ决 せら 


•べ巿 占領 . 

I ぺホ封 f み 上院 じがけ る决議 
I 案 討議 中、 ウイ グッン 巧は 墨國 じが 
米國 艦隊 司 か 長を フレッチャー 巧 
じ 向つ て 直ち じべ え クグズ 淺封鑛 の 
命 かを 發 せら、 斯はウ H グタ 政府の 
獨國 ょら 騰乂 せる 野 碰二巧 門 小銳一 
万挺彈 丸一 千 五 百万 個を 搭載して サ 

一日べ 港 じ 到着の 豫 をなる ジャマン 

り イド ライン 窥船イ ピランガ 號を取 

I 押 へんが ための 必要 じ あられた る も 

のなら、 イビ ランガ 號は 同日 到着 フ 

I 司 か 長官の 命 かの 下 じべ 灌 々外 じ旋 
沾 中な b 

▲米會 陸戰隊 上陸、 占領 お鑛 命み 

をを けたる フ 司み 長を は廿 一口を ち 

じ 陸戦隊を 上陸せ しめ 稅關 、郵便 電 

I 信 局、 停車 鶴 其 他の 官衙を 占領した 
るが 所 巧 じ 散布せ る 墨 兵 等の 不規律 

I な 小 抵抗 あらたる のみ じて ホ 軍は 髓 

I なくべ 巿の 大半を 占領 せら、 ホ 兵の 
巧者 僅か じ 四 名 傷者 サ 名、 墨 をの 巧 
者 二 巧ぶ ど驻 せらる 


@ 在 お墨澡 國總領 夢の 氣揃 

|墨剧総領事 マ ヌ エ デ エ ス テ バ 皮 

一新 聞 記を の 米 還 戦ず じ關 する 甥 問に 

I 答へ て 曰く、 マ デ。 政が 頗 透の 際 米 

I 國ょ b 實 情調 をのた め 墨國じ 派した 

る 陸軍 將 校は 余 じ 語 6 て ホ 墨 開戰の 

I 曉き ホ圃は S 十 萬 乃至 五十 萬の 兵員 

ど 五ぽ巧 弗の 添 壁を 要すべ <戰 ずは 

五ヶ 年を 要すべし ご 云へ な、 現 時の 


ら 


の 巧 爲じ反 おす ご 言ひ蔬 を じ 向つ て 

一兵 カー わ施權 のを 諾を ホめ たるが 下 枕 

は 一一 二 こと 對 S との 過半 敷 じて 之を ホ 

露し 决簾 案は 直 もじ 上院 じを 巧され 

たり 

と院 の討講 、修正案 通過 下院ょ 

凌がされ たる お 案は 上院 外を 委員 i 

I をの 修正を 經て繼 事 じ 上らた るが 

サチ ユ！ セット 州 選出 議員 ロ ッデ巧 

は々 数 波を 化まして 有力なる 演說を 

承み ゥィ グツン 巧の 出兵 巧 由 VJ する 

一巧は 其 根お嚴 めて 薄弱 じして 兵力ず 

ー ホの 理由 ど 為す じ をら 中、 殊に 其 日 

称 どす る 巧 ウュが ター 巧 人に 化 まら 

兜惡攪 瀑ホ國 人の ホ 命 財を を 殺傷が 

壊して 顧みぶ る山贼 巧を 除外す る：^ 

かきは を だ不 巧なら どて 稻じ 政な の 


るを 豫 期しれ る もの！ 如きが 大統領 

の 精 使 リンド 氏は ゥ玉 グタ將 軍ょ 
豫 巧の 如き 诗 遇を 受げず 非常の 反感 

を 巧て 歸國 せし が爲め 米墨關 係を し 

て 一層 除惡 ならしめ たら、 吾等 墨 励 

人民は 巧 敵手の 巧 人た るを 間は ホ h 

I 下 一致して 旨 由の ためじ 戰ふ 巧く 就 

中 メキシコが 度 人は 天 停の 圆± なれ 

ば 巧 じ 至る 迄が 服せ ざるべし、 をの 

I 信ずる 巧 じ 化れば カラン デ、 ビィヤ 

等は 中立の 態度を 採る 可く ゥ H グタ 

お萊は 彼等の 援助を 受< るの 必要を 

:感せ •さらん、 某將 校は み じ 語らて 曰 

ゥ エグタ が乂國 々旗 じ對 して 謝 

I 罪 砲を 發 がする は 無用なら 巧 w なれ 

ば 今日 之を 巧す も 米國は 明日 更に 新 

I たなる 口實を 巧て 墨國を 苦し わるに 


1 

一 



T 


依然た る 小島 
國民 

j 外 巧 無能、 外 蚊 刷新を 連呼す るは 常 

路 巧が 家を 賴糖 激獅 する K ホ 法 ごし 

て 巧 野な を 及 一般 画 おの 役目な らん 

』而 かも 吾國 民が 擧じ當 厨を を 攀じ巧 

m みなる のみ じして 所謂 「阔 を 外を」 な 

m る ものに 就て はを お 自省 白 戒の觀 な 

M を 缺ぎ就 申 隣邦ち 那及 朝鮮、 裏 潰： 

W の 人は を 遇する 態度 じ 於て 殊に 巧 某 

™ だしき もの ぁるは 識者の 常 じ お 嘴し 

I て 化まざる 所なる が 多年ぶ 那大 陵を 

I 地 じな b たる官 を 新聞記者の 語る 所 

I を 間 < じ、 ま 那じ化 巧す る 日本人は 

I {巨 お、 實 業が、 浪人を 間は ず' 一般 こ 

I 支那 人は をな て 一 郁 あ 等の 人 稀な 

» かの 如 < じ 蔑視し、 彼我め をが 化 引 

I は 素ょ む U 常の 言語 働 作 じ 至る を 著 

I しく 假皴 不遜の 巧齋 々5、 なじま 那 

W の 有力者は 朝野 おじ 巧 > む歐米 A の跋 

I ; 居を 憤 ほり 機禽 だじゐ らば H 本 VJ 提 

I 携 して 巧 力 萊漸の 勢 ほひを 挫かん ど 

のな なき じ 非ざる も 一般人 お 及 化な 

じ 逸 やる を 生 等の 日本人に 對 するな 

威は 巧 識者の 企黨じ 一大 略蒂 VJ な 

め 傾き ぁり、 旦つ 日本 じ遊學 せる 禪 

生 等は 威 情 上 ょら ずれば 少< どら 

本を 貸の 支那 人た るべき 帯なる じ 朱 

P じ歸ら たるな 後の 彼等の 夕< は 再 

I 國じ對 し 巧て 反對の 言勵じ おづる Mj | 

1 勘から ざるが ため 吾 政府の ま那 政府 

じ對 する 巧 意の 提 誰もな々 にして 對 

手 ル 誤解を 招き 狡猶 なる 第二 一 者じ乘 

せらる！、 となき じし も 非や實 じ遺樹 

i ま 極な ち、 尙巧灣 じ 化る 邦人 も殆ん 

で 岡 株の 態废を 0 て 新附の 人民 じ 接 

する が 様 なれげ 烏を の 反 威は 益々 激 

をし 遂にを ななる 隆謀舉 件を 發を甘 

しめたる が、 朝鮮は 巧 じ 其 だしくな 

巧が 人の 暴慢は 言語 間斷 じして 日本 

人 巧层は 顧客なる 解 人が 巧 品の 僧 格 

をが 切る 煤を、 亂暴じ も 拳を 擧げて 

I をを 歐巧 するな ではを しからず VJ 云 

へ' り 

如上の 事實 は、 あ國た 化を 憬榜 する 

「日莱 君子 固」 乃至 「武 ± 道闕」 民 どし 
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•御大 葬を 報 

I " サ ー 〇總領お絡着電 ). 

I 里 义 を 陛下 御大 葬は ホー i か 四 j 

lu 、 ホを H 、 廿六 H じ-巧は せられ 父 

i 御陵 巧は 京 鄰桃山 どを めさせら る 化 

I し 御大 葬の 虽 なる 儀式は ホ 四 H 化々 
乂 じがて 巧は る； み 第 じて ホ 五：：！ 廿 

I 六 U じ 甘； ら ては 桃 山 じて 御 埋葬を 巧 

は せらる 

I 蠻 § 其 他 任命 

I 巧關親 巧を ご おじ 左の 任命め ゎ 

i 巧 務み宫 下 樹忠治 

I 内觸萬 記官を な木潭 

I 馨 視總監 が 巧 夕蓄男 

i 猜 中正 简の领 補 化 井 卓 造 氏は 法制 お 

一展を じ推游 ゼられ たれで も固靜 して I 
をけ す . 


ら向ふ 二 一 u 間 じして 費 太を 踏 下 御大 

葬式が 豫算 を議 せんか 爲 なら 尙其我 

巧は 約' 円 巧圓 なり 


•御 即位 S 明年 
御擧巧 

が 北 太 お 陛下 崩御の ため 當お おおか じ 
ょ 6 諭 蝴中即 らーク 年は 御础位 まを 

擧げ させぶ はざる を 0 てーヶ 年間 延 I 

則し 明年 十一月 頃 御擧巧 ムら せらる 
7 しど 巧す 

•大 隣. 內閣 ど經濟 がの 振興 大殿巧 
隅じ對 する を國 3 人氣は 梅め てが お 

じして 經濟が も 影響を をけ て 娘 興し 
株式ら 一般 じ 高がを 示し 來れ b 


、非 政ぶ 一二 お聯 をの 一頓 挫 ホ 殿 巧 

偶を お 助す るた め ホ 政を 云 お 職を の 

I 運 励は 過般 巧 進 巧 中なら しが 國民黨 1 

は 飽くまで 濁 立の 態度を 持して 大腰 

內觸を 援助すべし ど 稱し始 るた め 化 

運動は 一頓 挫を 巧した 6 ホれ でを 國 

なみ 與論は 城ん じ 岡 內閣の お 現を 歡 

迪 しおれら ’ 


参 犬 養 木堂辕 A 

國お黨 領袖 义蓉毅 巧は 入觸を 拒絶せ 

ち 是れ旣 じ 政ぶ 會 ごの 默契ゐ りての 

義禪 立な- ご觀測 せらる 


♦齒民 中正み々 不平 化 加 藤 高 明 巧 

が大腰 伯の 總參謀 ごして 一が を掌枢 j 

I する は 面白から ず，、」 闡民 中正 両派じ 

すずを 唱 ふる 者 あ b 


i •陛下の 御 狡を 慕 ふて 自殺 曾て 奪 

太を 陛下の 御所 じ 奉 化せし： 象 農 藤 旧 

一 德巧郞 は 陛下の 御 危篤なる を 洩れ 巧 

補す るや忡 々め 志 幾 ホる 能は ず眞ぉ 

I 装柬じ 身を 固めぶ お 山上め 寺院 じ 入 

6 て】 週間 ばから 祈り 續け偏 じ 陛下 I 

の 御 か 痛を 酣 願せ るが 一遇 閒の願 終 I 

へて 山 ょら 下 6 隣 かに 巧り 陛下め 御 

を 態を 尋ねた るに 旣じ 崩御され たも 

ごの 事に 氣も轉 倒せん ばから じ 驚き 

j 悲しみ 其 御 後を 慕 ふて 十四日 自殺せ 

ど 云 ふ 
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j 臨時 ホ 凰 簾を 巧 集の 颊 みは 本 月 十と _ 

H お 巧せられ たら 開 期は 五月 一二 日よ 


•政ぶ 會賴 6 じ 動 搖を始 むがぶな 
は 松 田を を 摸 雨 巧を 失 ひたる じ 加へ 
す 巧大隙 伯の 瘡起 じょ もー ニ 派を 词成 
らた 4 ため 黨巧 頻らじ 動搖し 一， 部の 
一 お 解 をれ 難し ど觀測 さる 

♦勘 ヶ嶽の 葬儀は 巧 前の 盛儀 ま 十 

H 突然 急病 じて 死去せ る 巧 方 張 巧し 

大關駒 ケ嶽の 葬儀 營 まれた るか 說闇 I 

啤じ も拘ら やを 數の會 葬 者 めら 巧 巧^ 

を 前の 盛 倦なら き 


♦大殴 巧觸じ 於け る 一木 幕 德郞氏 

五人組 中獨 b 武當時 お 氏の み 义閱し 

て大 おの 椅子に ありつき しじ も拘ら 

や 突如 1 木 赛德郞 巧 か 贵族院 ょら 入 

觸 したる は 化 上 乂じ再 目を 聲 動した 

る 次 おなる か 今 政が め 消息通の 語る 

所 じょれ に 一木 氏は 一時 间志 曾に 政 

織を 挺き し事ゐ b しかで 表面 じて は 

左 お活勸 せざる じ 似たら しが 冀 面に 

於て は 關患會 の 重なる 策 十； じして 大 I 

滞ず が 巧お大 お時化 じな 巧 務巧官 ど 

して 其 信 巧を 得た るの みならず 桂を j 

じ も 山縣を じも少 から 中信賴 され 居 

る 故 巧し 大殴 内閣 じ內 紅め 起る 煤を I 

をら どせば 1 木 氏が 山縣 をの 巧 命を I 

受け 且つ 大 浦す じ化嫉 せられし 牌な 

るべ し 氏は 元々 憲法 學 者を なて 間 ゆ 

る もを 早 官僚化し たるを 0 て 寧ろ 非 

政黨 内閣を 喜ぶ の 徒な ちな にち 僚の 

j 臭 ホを 脫 したる 政黨 内閣を 喜ばず 岡 

志 巧 じ 化て 官僚 黨を 網羅し 優勢 ムな 

たる 媛を じは からの 顏 して 山縣を 

や大沛 ずは 一木 氏を 使嚇 して 大螺內 I 

一 閣の巧 訂を發 ホせ し， ^ る じ 至らん ご： 

云 ふ 

•米 墨戰爭 #8^ 

A 宣戰 巧を ウュ k 夕政 がは サ ーー ー旦 

巧墨乂代理を陡ォー、 ショネッシ1 ^ 


巧 じ 旅 巧を 化を 巧附 せら、 墨が 府の 

化が 巧は 賞 際 的 じを 戰 をが 吿 した 
ら のじして ホ化翊 を 化は 间 U 义は翌 

U 巧 朝 墨 都を 出發 したる 篱な b 
A ヵラン ザ乂 兵の 撤退を 要 ホす 策 

な軍總 ，將 ヵラン ザは 米閱 のべ 港ち 

飯を なて 戟 巧巧爲 どなし 栽し 速 じ ホ 

をを 撤退す‘^ じ 非 ざれば 墨國 患政带 
は ホ 國に斯 しを 戰を がか 口ず べし どを 

言 せら、 を じつき お府政 巧は 陌 もに 
武器 撫出 禁止み 歡活の 命 かを おす & 
ど 典じ跟 '法 お 雜を閒 き 料 蟹 作 戰計帯 

じつき 協議す る 巧を b たり 
A ゥ 立^ 夕 吸の 蹲 言 •墨 岡は 最後 ま 

で戰ふ 可し 、' 國威毁 披の化 償を なて 
ホみ を購 はんょ らも 寧ろ 死す る じ 如 

か 中 どは ゥて グタ將 がのを 語なら 
乂水國遮辫の取^ちお巧ホ 下院 
はま サニ U 政が の 奥 求 じか {る 軍お^ 

费お巧 S 十万 巧 ま 出の 化を すみ せら 
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羅廝 索！ 樹二冗 〇 

>ぉ 驚 象 論 

另 0 E . First St . JLos A 运 el ま 0 A 1、 


本社 營業部 
乂 日本 巧 纔車纔 船 

切符 取次が 財 S 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラダ 

八 ヒャ其 他 東部 何れの 地方ょ 

b 御 出立の 攘をも 取次 可 申 お 

▲手紙 取次 手 き一乘 

_ ◄を 國 語顏譯 

▲通辨 

河 上淸巧 近着 

乂をホ 日本人 憂 ミ 

’ 定俄一 弗 五十 仙 

紐 育 新報 飾 


の5かくちへ貴重の時日 を鸯し て 其 

H を 待 も 巧る か 或は 顿 がを 割引して 

他 じ誕る 等の 事を 爲 しおた る樣 すな 

る も 東洋 衡船會 化を 港 支 巧 じて 語る 

_ 所に 化れば 化 旗 合に 於て 東洋 激船會 

社の 船 切な ど替 ふる 事は 間會 社に て 
I 化 計ひ决 して 一义 仙の 損を も爲 さず j 

してす む 事なる をな て 早速が 會社じ 

申出 づべ しどの 事なら 尙义 をの 爲じ 

ど同會 化の 語る 所 じ 依れば 通しが 符 

じて はみ して 柯 々會社 船 ど 確を し 置 

かずして パ シフ キック メ ー グの船 或 

は 東 萍な船 會祉の 船 ど 記し 暦く 方便 

利な- どの 事なら 


乂巧國 訪問 團員 
募集 

乂 を員册 五名‘ 

A 九 巧 若 < は 十 巧 上 甸お發 

A 日本 滯化 約自 二十 H 間 

A 詳細 规則書 じあ 6 申込 次第 進單 

® 注意 迎妻义 は 家族 御讨伴 ホ 

望の ホは 至急 間を せを 要す 

▲飛 巧 家、 寫眞 帥を々 一名の 加 

乂 者を 募集す、 '委細 お談 

紐 育巧國 訪問 鹽 本部 

新ち 巧 第 六 お 二參八 

ホ 備をホ 富 




W 亞巧 便ら 白昭子 

- アト ランチ ジク 市もィ I スタ！ 前後 

よ b 天お间 おど おじ ホ 遊を 頭 じ增加 

てが 邦人 巧 巧も大 ひじ 繁昌し おれ 6 

江 本人を 臨時 總會は 去 四 巧 十九 H 開 

I 會 、近 藤を 長の 開會 9 おじ 次ぎが 專 

:ほ幹 拳の 峯務會 計 報吿 をら、 幹事 手 

1 塚 ホ ー、 內山 萬巧郞 、氷が 涉 一二、 林 

截ホ 四氏轉 住の ため 辭 巧を 申出で し 

; じつき 阿れ もを 認 せら、 夫よ b 會則 

j 修正、 討雜 、役員 補 か 選擧等 るら 午 

I 後 十一 時 散 貪した るか 專任 幹蒂 じは 

諸 川ぶ 氏當 逃せら 

宮 餘太郞 氏は 目下 近 藤氏 宅 じな 6 

一手が ホ ー氏は 紐 背な 藤 支 巧 ま配乂 と. 

して 勸 お、 赤 羽 雪邦截 伯は 葵 府岡本 

巧巧內 じて 揮 塞 中なら しか 化 程歸ホ 

•乘 船客 じ おず る 注 盧從來 化 ホよ 

6 H 本 じ歸る A か 太平を 演船食 化の 

盛し 切符を 賞 ふて を潘 におで ホる も 

I 何等かの 差 支へ あらて 該會 社の 船 じ 

I 乗 b をみ 得ざる 時 か 期 じ 出帆す る 同 

一脊 社の 船なら では 乘ら 込み 得ざる も 


歸朝者 ど 橫演の 惡截頭 昨年 當巧 

ら歸 朝した る 和歌 山 縣乂鉛 木を 太 
一郞 氏は 船中 じて 偕 格 二‘ 百 弗餘の ダィ 

モンド 指輪を チヨ ロマ カされ しか 

其 後 再 渡米の 際 橫澄お 化 換町一 了 目 
旅乂宿大港舘の番頭小林嘉藏じ モ？ 
タ ー サィ クグ ー輔を 日本化 じ 蹟み这 

I み吳れ ょど 化賴 したる じを を 頭の 嘉 

藏 はを 人 ど 共謀して 横着 じも间 なを 

失敬し 岡 市の 自轉単 商 森 川 淺次郞 へ 

白 九十 圓 じて W ； ら 飛した る 事 化 巧を 

覺じ 及びな- じ 投獄され たる も、 尙 
嘉藏 はな 布 巧の 廣島縣 人ょり 送 b 越 一 

せる 縮 縮 類を 横領し 又 止宿 人 よら 六 

十餘圓 をま乂 じがして が 裳せ る等不 

邵 をなる 惡 番頭な 6 ど、 歸固 者は 注 

愚すべし 


詐欺の 吿 訴を爲 したる ため 水 谷は 船 

I 中 ょら 拘引され 目すな 調を ずけ 居れ _ 

るが 蝴を巧 引の ため 觀ホ闡 一巧は】 

I 方なら す 狼 おを 被め 居れ ぼ (中央 紙) 

♦ H 本人 會總 脅は 豫 報の 如く 愈 巧 化 

と H 午後 八 時 力！ 子 •キ ー ホ ー 产音樂 

堂 じがて 開を ずる 當 にて 會攜委 貴の 
囑託其 他の 準 樵 も 己に 整 ひ おれ 6 ど 
尙當 U は 例の 日本時間を 採ら や 例 か 

數 名の お 席 者 あるら 正 八 時 じは 必ず 
j 開を の 上 十一 時の 舘則時 問まで じは 
I 諸般の 事 巧を 諮 T するどの 事な 會員 
非會 員を 問は ずを 刻まで じは 間違な 
出席 あるべし 


參 高見 豐彥巧 へがを お 贈呈 窩お豐 

I を 氏が H 本人 共 濟會の 創設者 どして 

I おた 閒會 々畏 どして 多年 化留 同胞の 

ため 盡力 せし 事は 世人の 普く 知る 所 

なる が間會 は今阅 H 本人 會 どを 併ず 


夏 煤 向 商 お 一切 本年 じ 限 b 特別を 假 

じ販賣 する 由 じて 籠 欄の 下を あれば 

本當 じまい 上等の 品を 買は のちは 馬 

應 なり どのを かおる、 茂 木 桃 井 巧 巧 

破天荒 寶出 しも 其 通り、 ミセ タマ' 1 

セグ の ダンシング 敎授じ 至つ ては ち 円 

1 年 諸君の 見逃すべからざる 巧、 挺な 

i 仍而 かか 


•近 膝賤巧 氏の 事務所 開始 同氏は 

j 々回 當市 チャー デ 街 五十 番 じがて エ 

デア チック トン イ •トビ ュロ 1 なる 事 

I お 所を 開始 せら、 本 巧は 大 おじ 巧 6 

てェ 榮の大 H 本、 電氣 評論の 兩雜誌 

を發 巧ず 


•をが 協資會 中止を 潘大 蹲の 目 本 

部 引受を 目的 どして 起れ る 同地 巧留 

が 志の 協賛 待 設立 針畫 は故閱 政府の 

-方か 態度 不明なる のな をな て 一先 中 

j 化する 带 どなれる も U るが だ 桑 同胞 

I 中 じは 巧が 總 領事の 態度を R て 甚だ 

不親 巧なら ど 評ず る 向 多し 

參 觀ホ蝴 長の 遊 輿 費 踏 倒し 昨年 十 

月歸國 が地觀 ホ. 中ない し釋府 觀ホ剧 

員 四十 一一 一名の) 行は 十一 一 1 H 午後 二 時 

j 横 潰が 攪の サィべ リア 號 じで 歸 米す 

る 事 どなら 何れも 午前 八崎乘 船した 

ら 然る じ】 巧 中の 團を 水を 萬嶽 がげ 

j 年 十二 巧 十四 H 巧 森 田 代議 ± め紹か 

じて 東京を 橋-験 お 莖巧九 待を 臺 蒙を 

I 事 服 部 カツ ホ じ 遊び 兰 十四 圓 八十 銭 

の 遊 輿を 爲し たるが 巧 後ち 一二 催促を 

受けた る も支挪 はざる ため カツょ b 

京 橋署じ 詐欺の 吿訴を 起され 間署の 

構を 刑事の 口 巧 じて 一先 吿訴は 取 

下げられ しも 相 獲ら やま 拂ふ模 棟な 

く 遂に 該遊说 ハ 蜜を 踏 倒して 歸ホ せん 

どした るを 巧 じした る カジは 非常 じ 

I 憤ら 十一 11 H 朝横濱 水上 遷じ到 b 巧び 


舊共 濟會' 

會員 諸君 

liii^ 

るた め本替 より 記念品 どして ラ， フィ 
ング カップ 贈呈の 仲 本 轉静期 大會じ 
I 於て み 雜相成 候 所、 駕會員 有志 諸君 
は 右 贈呈な 滕 入費 どして 左記の 條々 
御 也 得の 上應 みの 御 寄 おか 成 巧 化 段 
御 娜誘申 上 候 化 

一、 祭を は 一人を 二 弗な 下 どす 
一、 送を 所 クオ ー グ衔五 五橫お 
正を 銀行 岀張所 
ま W 己一 本 t . N . Y . 0 ぞ 

高を 會を巧 勞を頌 費 慕 集 委員 

■天 巧を み 

中‘ 巧泮 一 

甲斐 健 一 


♦菊 地 氏 東 陽の 新 化を 西 九十 T 邑 
ニニ おじ 移轉せ 6 電話 番號 元の 通ら 

♦な 化が 福が 巧 一周忌 サ五口 河 添 
旅が じがて 一周忌の 追善供養 あるを 

♦セォ ドラ 淸水君 君の 爲じ 好き 事 一 

めら 大 至急が 所をから せょ、 巧し 確 I 

I たる 返事 サ ざる じがて はを けの 手を; 

煩は すべ < 君は 反 對じ 非常の 迷惑を， 

I を < るに 至るべし 

•古田 ±雅 堂 巧の 慶事な が 組の 岡 
I 氏み 閱 じは 化 程 男 予み娩 、巧 子共键 
をなら 萬歲 


る 事' どならし を 0 て お濟會 よらは 词 

氏 穂 年の功 勞じ酬 るた めが を どして 

ラ ブィ X カップを 贈呈す る 事 じ ホし 

f 委員 諸氏は 本紙 特別 廣吿 じぁる 通 b 

曾 員 有志ょ 6 をが を 品 臓 入費の 募集 

じ 着手を り、 が附 金は 二 巧 0 下 どす 

♦東京 電氣株 ま 會社營 業 部長 綾井 正 

彥 氏は 過 百 巧 巧 H 本 俱樂部 じ 巧 b 

♦林 巧 巧巧郞 氏. がか 甫兵衔 化の 甥 

一なる 间 氏は 銀行業 硏绳 のた め 過日 巧 

巧 一年間 滯 巧の 豫 まなり ' 

笠 井 お 野が 服 巧の 共同、 移轉、 概萊： 

本紙第一一一面の鬧店廣吿をおれば春^ 

I 服で も 夏服で も 上等 舶 巧の なを 憤 じ I 

て 調製ず る氛 持が 起る、 ぶ 同店 も 渡 

張匆 々の 事な 人氣 なりに 勉强 ずるの 

は 知れ 巧つ た 事なら 

•新 廣吿の 巧 目 かをる か 森が 組は I 


•皇 太を 陛下 御大 葬 遙巧式 五月 廿 
六 H 總領举 ホ 催の 下 じ U 本 俱樂部 じ 
てな 留問胞 の遙拜 式を 巧 ふじ 巧せ b 

■ビ リヤド 競技 ど 山 田 氏去廿 U 3 
巧ホ テ ^ ア ス ターじて開催中な'る新 
ま ダ ー ム十 旧、】 ブロ クラインの チ 
ヤムピ ォン 競が 什 云 H 迄の 經 過は ホ 
表の 通らに して 山 旧 氏は サツ トン 氏 

じ 勝 も テマ レスト、 モ 1 ニン ダス々 

—雨氏 じ败を おれ 6 . 

務星 な虽 
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ボップ 

デマレ スト 
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讓 受廣吿 

私儀 今 殺 大井旧 廣巧氏 經蠻じ 係る 蒂 

年 箱 下宿 護 受け 諸 拳な 良の 上な 前の 

通-^ 左記の 名義に て 營業化 膜 間不お 

變御引 立の 稱奉希 上 候. 

千 九 巧 十四 年 四月 一 , a 

ゴ 替 

小川 後ー ニ 邸 
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ぶ 

一二 

年 

四 

巧 

廿 
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月 
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，が ® T 
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號 
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S 育の 目 本人？ ミ 

飛 耳 張 目 生 
.'輕 業師つ かき 

▲今ょ 6 約 十と 八 年 前を は 日本人 # I 

;斥も 口}々グクエ ッション どして饰 

巧の 一巧 じ 限られ 獨ら藝 人の みなら 

ホ 化ての 同胞は 極ィ！ デー じ 上陸 お 
I 出來 •目 本輕 業の 景氣も 素晴らしい 
もので あつたから 甘い ホを 占めた ボ 

ス 連中は 日本から と 八 ッの子 使を 澤 

山 化 入れて 巧て 隨を帯 酷な 待遇を し 

たもの だが 巧 後段々 排日 熱が 朱國を 

i じ 漲る やぅ じな つてな 巧 例の 紳十 

! が 協約が 成立 七藝人 仲間 もを 通勞働 

I 者 ど 見なさる i 事 じな つて ボス 諸君 

ぇ大 ひじ 巧を 垂れて 巧た 

玄 然るに だ、 人間 窮 すれば 逆自 から 

通ず、 况んや 生 おの 腿を がく 輕 業師 

一 じがて を やで、 を 港、 シャト 八 じと 

; 陸 巧 難 ご是て 化つ た 彼等は 巧を せる 

I 男女を ば 妻 じしたら 養ず じがつ わ b 

して 旅 巧鬼狀 を受げ 一旦 英國じ 渡ら 

しめて 夫から 比 鞍 的 h 陸の 巧 易な が 


じ おつて 寧を の 事 戴 人 じなり 給へ ど 
I 勸 める、 勿論 これは 不得要領 諸君 じ 

のみ 對 しての 忠吿 でぁつ て 苟じも 遠 

大の 希望を 藏 する 有 爲の靑 年 ごか 或 

な 比較的 眞面 目な 人間 どなつ て 俯仰 

I 天地 じ 弛かざる 生活を 送らん ど 望む 

人 じは 却つ て 壌 末の 藝 人な どじな 
一 給 ふな ど忠吿 する 

僕な どが み 供の 時を 即ち 舊幕 時代 ~ か 

じは 俳優、 藝 人は 河 お 乞を どいつて 

I 穂夕 非人 间 様社會 から 獸物 あび じさ 

れ たもの だ' •々優が ホ學 をの 虛を也 

j をを i り、 ブ チヤ 商 買の 藝者變 じて 

大臣 宰相の 奧そ どなる 今日の 世の中 

から 見れば 全 < 桑 巧 碧が の 感じは す 

るが 深 <考 へて 見る W ' 抑 巧 乞食 ど 轉 

蔑 ■た 時代の 反面 じは 暧嚴 じして 犯 

す 巧から ざる 遵德浄 、或 点から 云へ 

ば 一身の 利益の 腐 じを 事を ない がし 

ろじず る 今日の 時化 じは 見る 事の お 

巧ない 1 桃の 倫理的 權 威が 人 必のぁ 

底 じ 横は つて 居た 事が み- 〇、 巧 時 じ 

讓人巧 買なる ものは 時のを 今を 問は 

ず少 くと も 無垢の 靑を 少女を 魔道 じ 

誘な ふ階絳 ごな るら の だ ごい ふ ミ か 

知られる ので ある 

▲天才、 大截術 家 ごなる 人は 別》 」し| 裳 


节じ 連れて 來る やう じした、 尤も 今 1 て米阔 じがけ る 普通の 役者 藝 人なる 


jH では 垢 鹿 化 おな 當局者 •か ィャじ 八 

j をし く 化かす ので 流石の ボス 連も码 

巧つ て 居る 

A ホ國 じがけ る H 本 顿榮じ 就て 傑の 

i 感想を 云は しわれば 藝が餘 b じ 巧 化 

节 、足藝 にしで も、 逆立 じしても 

I 綱 渡 b じし 一し も、 化 切 b 巧 お前が' 檐 

の 物を 巧 クて咕 て あにな を 進 ホの 嘗 

を 現は して 居ない 樂 だ、 梅 鹿な でも 

|ー ニ年經 てば S つじなる どい ふ 該もあ 

る 通ら H 本 じ 於て さへ 巧 ホの 手な 魄 

1 業は 旧 舍の鎭 ザを 向 ご 相 撰が 械 まつ 

I た 今 U 別けて 新しい 物を 好む 米國人 

め 御 客樣じ 「御 目 巧 b ますれ ぶ」 流の 

i を 藝を御 目 じかけ た 所で 大化 巧は 思 

が おつきを のバ チ'--.^ さへ して 吳れ 

る 篤志家 もなくなる どい ふ もの だ、 

覆 现で巧 おは サ ー カスの 風 吿じも 出 

され S やぅに なつた し、 健 かじ 雜み 

も トミ をら、 枯木 も 化の 服は ひど 相 

I 煤が 段々 下落して 巧 < 巧 城で るる 

▲併し 流石は 黄を 國の强 ホ 利 加 丈 じ 

j 給料は 前 じ も 述べた やぅ じ 家内 的勞 

j 働 者 や 小 賣雜貨 巧な どのぶ ぶ 所でな 

い、 だから 傑は 化 留岡胞 中の 不裕要 j 

領 諸君 即も 借を をして は 働き、 働い' 

ては ホ 借を をし、 年が年中 下宿屋を 

る、 巧 庵常 超 委員 どなつ て 可惜 靑を 

I 時化を 無意が の 生活 じな 風す る 人達 


をは H 本の 驚 幕 時化 じ 於け る 河お么 

を どかし も 違つ た 事は ない、 就中 旅 

役を や壤 未の 者 じ 至る ご 後家を 欺 ま 

I してを を 取る、 娘を かつ 拂 つて 障' を I 成 

させる、 肉屋、 料 巧 屋を增 ひ 倒ず、 

俩 崖を 飮み 倒す、 吳服 搔隋モ 屋を路 

1 倒す、 柯 でも 彼で も 他人の 品物を 

で 頂 載す る 2 は 役署薇 人の 年中が 

事ど必 得て おる から 助らない の だ、 

斯様な 不巧千 萬な やぐ. ざ 者 ど 一所 じ I 抵 

^=*つて ) 巧不化のホ活を送る中じは 

自身 も 何時しか 本物の 河 巧た を こ 化 

けて 化 舞 ふ、‘ 巧 ホ U 本人の 鷄人 仲間 

じ 道德踏 固な 者が 澤山 あるか ど 聞 

者が あつたら 侯は 無い ど 答へ るじ禱 

機せ の 


妾の 吿 白！！ 

寫眞 結婚 失敗の ユス子 

一昨年 十一月の 渡米な なれ わ 日 

: 本を 去らて 愈々 米國へ 渡つ たのは 息 

れ もせの 一昨年の 十一 巧で あらます 

シスコのを 頭 じは まめ 良人た るべき 

人と 其 弟の 二人が 迎へじ 出て 居 まし 

た、 妾は 良人のを を 始めて 見ました 

時先づ 驚いた のは 寫眞で 見た よら も 

實 際の 歲か餘 精を けて 居ね 事で あら 

ます (か々 歲か 老けて 居る 位は 妾は 

一隅 題 どは をし ま ゼん) シ コス じ 着い I 學 


た 妾は 兄弟の 人と 共 じ 白 働 単で 脈 か 

な 街を 通ら 或る 大きな ホ ブグじ 着き 

一晚 治ち て サクラメントの 大きな ホ 

テグ じ 入- =^二 凹 旧 間は 巿 中の 見物 じ 

I 暮 しました を 人の 話 じ 依れば 兄弟で 

1 惩營 して 居る あ寶園 どい ふのは ホの 

附 あじある さらで 良人は 監 おのた 
週間 じ 二度 宛 顔を 出し 柯時 もは 弟 

一 人で 世話して 居る ど ホし ます 其 

桌實閣 へ， 巧 弟 二人 じ 伴は れ自働 革で 

I 見物 じ 巧き ましたのは、 サクラ メン 

じ 着いて から 十 旧 目 頃で あらまし 

2 


お 寄. 雜 


A 某 開 敎師其 ホを じか i る敎巧 止宿 

i 部の 經舊ホ かをる 葺 して 曰く、 なの 

巧 じ ホて あ 治を 舉む 者が あります 時 

は 社 會ホ義 者 ど 見たら 〇〇 君 巧へ 送 

クチ 打 もど 見たら 下宿屋 じ や 

ら 、信者 ど 見たら 宿泊を 許します 云 

体 紐 脊の敎 食は 信者の 御祝禱 

I 所 じ 止つ て惡 人を 善じ蔚 く 所ではな 

いど 見へ 至 侮 蕾 巧 ま； 近頃 柯處の 

;會 じ 巧つ てら 巧々 樣ど畜 いた 化を 

チャント 膳の 上に 置いて あるが アン 

皮 ま 人の 方から 旅 順で 御を 様の 社を 

雨 地位を をめ る 擅 越の お 舞 じ 見へ る 

から 甚だよ づ いど 萍 した 男が 居た、 

- おさう 云 はれて 見れ や アンは 一廉 I 

I おが 利いて 間の 化けた やら 方 じ や、 

ひどい のじ U る ご テン ボ^ — グの たや 

ぢ がま 配 人の 上席 じついて 居る (お 

探し 生) A 赤 冰の巧 ホは 執念深 < 今 

じた 系さん を附け 晩つ もよ るよ、 大 

じた' めた ホが 宜しう がん ひやうて 

ナ (廚 島な 姓) ▲ォィ コラ 馬鹿 爺アノ 

I 々から 無暗 じかを 借 b る ど わ 化 舞 じ 

はを も 尾 敷 も 親 も 子 も 取られる ぞ 

お屋 浪人) ▲紐 育チュ 所は 妙な 所 

で 蜂のを 手は 日本のを 娘よ らも 賣れ 

がい；、 所變れ ばお變 る、 一を 後家 

I 輸入 株式 會社 設立を やつて はだう だ 


い (ゥィ ド ー ァ) A が だ デュ ー を 巧 似 

ろ だ 大方 赏 穂は デュ ー の 番頭 だら 

I 惜を だらけで ちのを じ も两る やぅな 

一內 幕を してやが つて 眞 似ろ もない も 

ん だ、 貴様 達の やぅな けだ 物を 羡む 

位なら ホ國 一二 界 まで 來 て苦勞 はせ ぬ 

哑ザ ラ- •のかすな い 化 頓痴を 奴 ( 

五十 T 目 生) ▲奥さん--- 貴女の や 

うに ユキ サイトす る ご 逆賊の 八の 頭 

が 澤山じ 出て 两 らます、 神聖-- 

I 言は ないで 少し 閑靜じ 遊ばせな (大 

-生思 ひ 女) 


▲每月 十 g 發巧 一部 抢化 
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たらし 事は 世人の 疾< じ 熟知せ る 里 

ならしが 今や 賴ど せる 憲政 軍の 首領 

カラン ザの 實言 じょり て兩 氏の 希留- 

は 水泡 じ 歸し當 面の 事 貪は 击じ兩 氏 
の 不明を 證 して 餘ら あるじ 至れり、 
カラン デは 「ベ 渚の 占領は 深脖 なる 
」 て ふ武笛 安 巧の ド 
ク トリン. を お 仰す る 能は や 却て ホ國 
の 軍事的 巧 動を 巧て r 强權の 侵害」 な 
どし ホを じして 速 かじ 撒 退す るに 
ホ やん ばぶ 結 あは 前を ホを 有の 血 磯 

を 誘致すべし ど 暗示せ り、 を ふじ 艰！ 

盛 頓な府 が々 ラン ザの 化 威嚇 じ會ふ 

t カラン デ、 ブィラ どのを 涉じ關 し 

如何 じ 巧を 狼が せる かは 固 境 武器 輸 

出 禁止 條列 のが 活じ徵 して 之を かる 

ベく 且つ ゥィ グソ シ武雷 まの 兩 氏が 

今 じして 始めて 自家の 不明を 梧る 

おじ、 蒂變の 發揣な 巧 墨國及 墨國人 

はの 實情じ 通せる 人々 の 先見の明 あ _ 

り L が じ 想 割して 搜然 自失せ るが 貌 I 

を 想 見すべき じ 非ず や 

墨國じ 深き 利蒂融 係を 有する 加州 選 _ 

出議？^ヶ ン ト巧は去巧權日の識會じ| 

がける ゥユ 'グタ 膺懲の 動員 かを 認ホ I 

謎 案じ おし 簡短 にして 而 かも 有力な； 

るな 斟演說 を 試みた るが 氏が 溃說 中！ 

指摘した る豫 言は 一々 事實 ごならて 

I 今や 吾人の 眼前 じ展關 せられつ-- ホ 

るなら ケント 巧は H へら 

r 化み 難 案は 正 じ 戰爭を 意 ホす る I 

もの じして 决 してず かを 意陳 する も 

のじは 非ず、 而 して 斯は 必ずしも ウ 

ュグタ ー人を 敵と する 宜 戦の が吿じ 


ホ闕 

イブニング お スト 紙社說 

ぶは ホ 軍の ベ ラク グズ潘 ち 領じ掛 

し 患 政 軍滋狩 ヵラン ザが 乂 國の不 
法 巧 爲を 詰ち 米 兵の 撒 退を 嬰 ホせ ~ る 蹄の 装識な 
るな 言のを をされ たる 當 H 、 ゥイ 

グ ソン 巧の お 墨 政策 じな 對 なる ポ 

スト 紙の 紙上 じ 現 はれし 社說な b 

學究的 外を 論者に 對 ずる お 巧の 一 

卸 どい ふべ し 

陰謀 若く はが 聊の結 おごして 戦ず の 

起 6 し 壌を じ 於て 其當燃 者た るを は 

德義上 化 人の 非難 攻 锻を受 くるは 索 

よ' り 當 がな b ど雖ら 巧し 當が 者が 政 

策 上の 失敗よ らして 職ず を おおした 

る 媛 合に' 於て はが 巧 巧を な ふべき 當 i 

齢 者ぶ 人は を 人の 非難な 擊よ 6 も 寧 

ろぶ：！' 贈憐 欄を を < るを 常 どず、 即 

vC ' 彼は およりして 戟 ふの 患な く ロハ 蕾 I 

戦ず を 避けん ど 欲し \し 巧 力ず る 巧 あ 

ゥ しじ 不拘 、デリ ケイトなる 難閒 題： 

の 诗 グイを が摆 する の 能を 缺 き"^ 前- 

後の 形勢を 逮觀 するめ 明な きお お 誤 

b たる 政策を がて し 不知 不識 の閒遂 

じ 戰爭を 誘致した るが 故な な-若し 

化 じがの かき 事巧潑 ホす も 率 あらと 

すれば ツイ グ ソン 巧の 對墨 政策は 蕴 

し斯 がる 腐を じ該當 せる ものに 非 ホ 

して 何ぞや 

乂墨戰 爭の發 生じ 願して ウ 巧を 非難 

する 若の 言を 閒< じ 彼等は 巧 爭の巧 

因を 0 て义 しきな 前よ らか臺 中な b 

し 併を 策を 實 現せる もの どし、 且氏 I は 非 やして、 實 はを 墨 國 人民を 敵と 


が 晏國じ 多大め 資本を お 下せる 資本 

がの 手先くな 6 て 狡猶條 まる 權 略を^ 

ザした る ものなら となすな- 乍 併 

'期 かる 臆測は 如何なる ホ 面ょ b 解释 

せんと 試 わるら ゥ 氏の 現 化の 地位 ど 

み 人格 じ徵 して 到 庇 思 蘆し 得る 所 じ 

めらざる は 勿論 じして 吾人の 所見を 

なて すれば 戰 巧の お 因は 要する じ 香 

j 當路 をが 機-赴の 手段を 誤ら 些 々た 

阅旗 事件を 固執して ゥユグ タ政胞 の 

恐莽 する 所 どならた る 結果 じ 外なら 

ざるな b 

イグ ソン 武蕾 安の 兩 氏が 莖 闕問蹈 i 


せる 一大 實戰の 布告なる 事を 忘る す 

からず、 干ぶ 一度び 兩國 の閒じ 動か 

んか忌 わべき 人禪的 お。 おの 念 ご、 醫 

結せ る 藤を 的 翻爭の 破搂力 ごは 巧ぶ 

茲 じな 巧され、 菩國 はは 己むな < 墨' 

國を 征服して 之を ち 配せ ざるべ から 

ざる 運命を 招致ず る じ 至らん、 或 人 

をして 見せし むれぶ 化决講 案は ホ か 

の爲 のか 讓 案なら ご 見 ゆべ けん も、 

而 かも 藻國 じが 住して 其國 民の か 何 i 

じ 破 疑 深き 國 民なる かを 熟知せ るを 

の 見地よ b すれば 彼等は 吞 等の 巧 動 

を 目して 侵略の 野必じ 出で たら ど爲 


じ 隅して 著しく 的確の 見聞を 缺 きおす や 毫も 疑 ふ 巧らず、 而 して 吾等が 


虑懲 する の 懼値だ じな しどして を懿 

せ ざな しゥユ グタ】 人の 征伐を 遂一狂 

し 得た b し 時 じ 於て 悲 を、 傷 也、 恐 
怖、 戰 が、 な廢 、搜酱 等 ぁらゆる 戰 
爭の 慘禍を 甘受す るの 止むな き 事 こ 一 

なるべし、 なに 余 吾等が 化 兵カ モ 

涉巧 議案を 通過 甘し むる 拳は 別言す _ 

れば 幸福なる 天壽 をを ふし 得べき 吾一 

米 國巧民 じ 向つ て 死刑の 實吿 を與ふ 

ると 柳 かも 撰ぶ 所な きものなる 事ぶ 
堂く 信じで 疑は ざるなら」 

墨國 人を 知ら や. して 墨國 人を 轉 侮せ 
る 事は 吾 國の戰 墨 政策 中の 一大 罪惡 
ならき、 而 して 斯は ゥィ グジ ン武雷 I 

女 両氏 じ 始まれる じは 非ず 义 しく 吾^ 

をホ國 はの 間 じ 感染し 巧れ る 一 稲の 
病齒 な-^、 墨 國じ巧 化し 或は 旅行す 

る吾國 おはを 然墨國 おを 輕 蔑して 禪 

る 巧な く墨國 人を して 益々 其 排米觀 

なを 增 長せ しむを なら、 抓 么墨國 じ 
使す るを 使 等は 化狀 態を 見て 墨國お 

は 到底 巧し 難き 國 おじで 斯る下 おな 

る國 おの 態度に 向つ ては 何れの 圓技 

ど雖 らお 嫂み 餘劍 をが つて 飛が^ 可 

しどの 謬 想を 抱き 武 雷を 氏 さへ も 事 j 

件の ぶが 巧 や 明かなる 迄は 「ホ國 の 

ベ 港 占領は 化を 兒 ずして 止 わ 可し」 

どの 樂觀的 謬見を 抱き、 間 化の 化 お 

は菩 軍隊が 彼等の 財を を 差 巧 ゆるろ 一 

を 0 で 特別 じ 友情 的なる 宜 勿体なく 

難な 巧爲 どして 歡迎 ずるなら A ご豫^ 

又 期したら しもの： 如し 

乍 併 今や 斯るお 巧 ど 謬を どは 過去の 

一夢に 歸 し、 熱烈なる 墨國 人民の 愛 I 

圈必は 馆麻當 お 者を 驚かせり、 ゥィ 

グ ソン 巧の 所謂 「里 国人 お 及 墨國政 

府の區 別」 て ふ學究 的兩斷 論法は 彼 

じなら ては ツ！ マツ チなら、 敵手 

めか 何に 强大 なる かも 彼等の 顿 肴す 

る 所 じ 非 や、 只 彼等の 眼底 じ 映ず る 

所は 「國 權」 の 二 宇 ぁるの み、 念 ふじ 

彼等は を 力を 傾注して 其 擁護 じ努む 

る 事 六十と 年 前 ど 異なる 巧な かるべ 

し、 が 日べ 港 お 歌 十官學 校の 生徒 等 

は 目 じ 餘る大 軍 じ おおして 敢 へな 

プンア - 

ど 化せし が墨國 おは 戦ず 終る の 後地 

可憐 生徒 等の 無智の 勇 氣じ掛 して 一 


大 がを 碑を 建立し、 碑文の 未 おじ ィ 

ンゼ ノ 1 スア メリ カン イン ペイ 

ジョン (化 米を 衆國 侵入の 時) の 巧 ぞ_ 

を 刻して 0 て 彌難态 ± の 面影を な遥 

乎 おじ 傅 ふ 可き は、 蓋し 疑 ひ 無き 所 

。り 0 


巧 さ - V らしめ んど势 むる で をら こ 

る じても 一を 國權 の雜 護を 大言壯 - 
語した カラ ゾ ザが 山賊 ブイラの 戚蜗 I るなる 巧し 


閣の失 がをお 挺せん と 試む るの 方が 一 

じ 出 でたならば 巧 首相は が 政、 H ホ 

陸が 軍 等の 諸 間 題じ關 して 大 ひじ 新 

面目を 發が ずるの 必要に 迫られ、 與 

論の 向背 今 じがて 俄かに 逆 略し 易 か 

ら ざる ものが あるで ゐら '，っ 

紐 育の 京敎瞄 体は 下宿屋の 毛の 生 

へた 物で ゐ るとは 吾等の 常に 耳 じす 
るが である、 言 稍 や 矯激 じ ホす るの 
嫌は あつても 链中 多少の がふ 巧き 所 
なき じ 非ず と 信ずる、 が 稍組肯 巧な _ 

の京敎 家は 曾て 一度 も 儀 風演說 貧を 

試みた 例し なく 又 感化 事業に 就て 柯 

等の 企 畫を爲 した 事 も 聞かぬ、 か 論 

を 輩は 燈風威 化を 唱 ふる 資格な く 又 

み 功果の 極めて 薄’ 弱なる 事を 知る 
ので ゐ るが 苟じ も宗敎 家を なて 自 
任 やる をは 自身の 職責 上少 く. ども 之 

等の 事業 じ 對し費 面目なる 硏 をを 試 
みねば ならの、 あ 時 紐 脊敎會 の淸水 
牧師が 敎 を巧識 のを 新 統一を が 就し 
おじ 外部 じ 向つ て大 ひじ 勸 かんごす 
るの 意氣は 吾人の 特に 潔ょ しどす る 
所、 菩 薬は 羊 頭狗ぉ 的のへ ポク リッ 
をが む； 惡魔 外道 じ對 する ょらら 
を ごしき ものが ある 

カラン ザ忡裁 提議に 间盧 せら どの 
報知を 受取つ た あ. 蕾を 氏は 平 か 近き 

じな^ VJ 大 ひじ 悅じ乂 つた さう でゐ 
るが 雜 喜び-となら ずは 幸 ひで ホる 


編 範餘談 

卓 郞 

逝 H の紐脊 U 本人 總會 で、 間を 役 

貸の 選 擧じ關 し 化 巧 閲胞中 最もを 数 

を もむ る 勞働者 中ょり 一名の 化获者 

すら 指を し 非ざる がか 巧 じとの 質 码 

が おた、 一應 尤もの やぅに 聞へ て而 

かも 巧 ヶィを 穿つ て 居ない 質帮 ‘こ拜 

聽 したが 斯る 議論は 卜ち すれば 化 人 

が 日本人 會役 為め 誠意を 誤解す る媒 

かを 爲す 恐れ ぁら ど 思 ふ、 化 事 じ 就 _ 

ては 第 四面の 飛 巧 張 目 君が r 紐 宵の 

H 本人」 をが する 巧で じ大 ひじ 深劍一 

なる 批評を 試み やぅ ど 言つ て 括る、 

兎に 巧 化 お词胞 諸君は H 本人 會み 今一 

後の 巧 動を 監視 するど 共 じ 支離滅裂 

な 威 情 論を 遮け、 る华 じして 條肆整 I 

然 たる 質 間 議論を 試み 打 ばなら ぬ 
アグ ゼン チン、 伯 刺' 西、 智巧 S 固 

の 伸 裁は 米墨兩 政府のを る i 巧 こな 

つね、 •而 かも 其 仲裁 條 がなる ものが 

兩 者の 滿足議 ホを 買 ふじ や 否や 

は 疑問で ぁる、 ホ國は 飽迄ク ユグタ 

の 退職を あるで みら うし ウュ .ルタは 

何處 まで も顯 張つ て ホ國卞 渉の 端を I 下熱 必じ 運動 中なる が 仲裁 條 約の 內 

をは 一二 者の ホ 張を 纏めた る上發 表す 
る じ まるす く柯れ 相當み 時日を 要す 


じょれば 大統領 ゥ H グタ 巧が 閱外じ 

遁走の 目的を なて 目下 連ら じ 準備中 I 

なりく 傅へ た ら、 右 じ 就き 華府 じが 

て增 1 ^ 1 :/ る； 所を 聞く じゥ H 八 夕奔廚 I 

說は ゥィ グ ソン 氏の 時 使 リンド 氏が 
此頃歸 米の 際 政府 當爲 .者 じ 語 b し 所^ 

ど 解を し' 强 も虛說 なら どは 思 はれず 
即もゥ ユグタ は 化 政の 窮ま 旣じ 其极 一 

なじ 達し 周 園の 政敵は 不絕 陰謀を 迴一 

らしつ-^ あらて 彼は 万一の 時 變を慮 1 

む 里 じ 向つ て教 々送を したる 事實 

め b 旦つ 時運の 趨向 彼 じどりて 頗る 

小 可なる の 今 H 彼の 國外 逃避 說は事 j 

實 どな b て 現は る： や も 知る 巧らず 

ど、 尙 彼は 一二な 萬 弗の 私產を 蒂稅し 

盾れば 奔黨の 際は 一旦 太平げ 沿岸 じ 

出で 日本 じ趕 く'' ベ. しどの 說 あむ 
举府 政府の 善を ヵラン ザ 承諾の 
報 到る や 雖府當 局 寒は 一同 滿 足の 盧 I 
を 現は しク H グタ奔 類の 報じ 對 して 
は ホ 國は出 巧 得る ホの 巧 力を 與へ鄰 
を じ 依りて はゥエ >夕 の 乘禍を 供給 
する も 妨げな しどの 意見な もど、 ゥ 
エグタ はを めし 随喜の がを こぼす 事 _ 

ならん 
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•米 墨戳爭 

主エ ー、 と；、 シ 111 一圃の 伸 栽 提議 
南米 T グ ゼン チン、 伯 刺 巧、 を 利の 
一二 國は過 H ホ 墨が 憲政 軍總瞥 々ラン 
ザ じ 向つ て 平 か 調訂の 仲か濟 たらん 
といを 望を 致し 柯れ も無條 件を 諾の 
返を じを したる をな て 更に 休 戳の提 

議を おだし 霉あ駐 巧の 一二 國を 化は 目 


•日本を 使の 拒絕 

ゥ エグタ 巧は 乂墨談 が 破裂 當時 ホ國： 

代 巧を 化 ォシ ョ ネッシ ー 巧 じ 旅券を 

を附 する ご おじ n 本な 化 じか ひな ホ 

叢 おが 證の巧 じ 常らん 事を 化 頼した 
るが 安達を 使お體 能く 巧 化 頼を 斷は 

b 遂に 西 おすを 使の 承諾を をけ た 

み 煤 じて 日本 謝 絕の巧 因は お 雲 おじ 

搭乘 墨國じ 化した る虛巧 電信 課を の 

傑 命じぶ き 日本 政 巧が ホ 擧願係 じ對一 


を.'* ■'Ski - Jur * - -ィ • ， — - > n / • J - / -1 イ— • - . 1 - 

し絕對 的中 立。 方 かを 執らた る 結 お j @ 1!## 


じ會 ふて 猫の 如 < じ 縮み 上 つれ 陋劣 

の 態度は 流 巧 じ 墨國愕 迷が 0 親 かで 

ある、 コン ナ 下等動物を 賴み として 

销墨 政策の 成功を 期せん どず る、 學 1 

校敎員 こ媒說 使いは をく ド 蒙い 哉で 

める 

A 山 本が 齊藤前 海相の r 待命 被 仰 付」 

は 大螺新 首相の 英斷お 巧を 示し だ 

ので 二 大政 媒ホ義 を禪想 どす る 吾等 

の大 ひじ 渝快 どす る 所で ある、 只 政 

號 より 發 がせる 砲 彈の烟 定會が 機 速の 自黨じ 下 巧なる をぶ か 

'ら 世人の 豫期じ 反して 歲會の 解散を 

避け 巧て 大正 五 年の 總選舉 迄 じ 新內^ 


Alll 國英 佛獨の 助力を ホい ユ 、ピ 
シの ご 一圃は 英獨佛 の 一二 國じ請 ひ米閣 

をして 最 がの 要 ホた るゥ ユグタ 退職 

の條 件を お消さし むる ため ゥィ グソ 
ン氏 じ擲吿 せん i を依賴 した るら 一二 

强國は 直 もじ 謝絶した b 
A 遺墨 米軍の 上陸 フ フン ストン ク^ 

將の率 ゆる 九 千の 米軍は 去サ化 U ベ 
ラク グズ港 じ 到着 L 竟らじ 上陸を 終 

へたる が 占領 0 巧同巿 を攀備 中なら ■ 

し 海軍の 隆戰除 じ 代つ て 其 任じ 當る 

i 當な 

ウュ グタ奔 類說サ 九日べ 彼發 軍備 人廢 化の 二條 件な b 
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な’ 


コロラド 州の 大叫盟 罷友骚 動ち 
部 n . 0 ラ ド 州 鑛山じ 就 働 中な b し 化 
夫 等は 會社 じ對 すると ヶ條の 要 ホを 

貧 徹せん がた め 過般 巧) 岡 業務を か 

止せる も 食 社 側の 態度 頗る 强硬 じし 
て- 妃夫 等の ま 張を をれ ざら しょり ユ 
三 ォン 化 夫 等は ず じく じ 武器を 搔 

げ大擧 して 事務所を 繫ひ鑛 山 證備人 

等は 速が 砲を 巧て 防 嚮し遂 じは 義勇^ 

兵の 出動を' 見る じ ま b しも 柯をユ ニ 
ォン 側は 夕乂數 の 事 どて 鎭腿 する じ 

途 なく 遂じ帶 が 政が ょら 常備を を 派 I 
渔 ずる 稍の 太騷働 どなり 岡 地 ホは が 
かも 內 就め 狀態 じなら て 今 H をの 死 j 
j 傷者は 約； 白 名 じ 重ん とし 捆蒂 高旣 じ； 
ニモ 五が 巧 巧 じ 上りたら ど、® に 要！ 
求條件 中會社 伽の：^ 怠し 難き 條 件は 
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東京 電報 
•ミミ ミミ ミ ミ 

參臂米 問題 

首相 大殿 伯を 博 贊问の 事ょ b 日本間 j 

1 趙 じ宜ら 新聞記者 幽じ 意見を 發 まし 

て 曰く 「日 ホ 巧 題は 徐 々解 ホの 緒と 

開 < を 得べ し」 ど 更に 米 墨 葛藤 じ關 

して 語らて 曰 < r 今回の 事#: は 思 ふ 

じ大 なる あ 開な し從 つて 左程の 問題 I 

じなら ざるべし」 ど 

♦桑 博 賛間閣 諮 じて みを す 桑 港 ホ 

I 博 問題は 本 おの 閣議 じ 於て をが 贊间 

じ 確を し 遠からず 農 商務 當 ょら 官測 

の 發表ム るべ し 

♦大山 孩巧大 .匹 じほ 命 さるを 爵 ぶ 

山 巖氏本 H 內 大臣 じ 巧 命 せらる 


院大將 は 軍事 送 議官じ 任せられ 其 後 

店 じは 佐 世 保 鎭守府 司 か 長官ょ らお 

帯を ち 本部 長 兼 海軍 將官 會議 貴じ轉 

じたる 島が 中 將な擢 せられた b 即も 

本日 發 策の 移動ぶ のかし 
軍事 參議官 伊集院 置 郞 
軍 か 部長 島が 速 雄 


♦東京 ペスト 

巧 巧 巧內の ペストは 益々 猛烈 じ墓延 

しつ！ あら 巿當 巧者は 巿民ど 共 じ 熱 I 

必じ 之が 撲滅の 方法を 講じ 居れる が 

ホ だ 巧を 奏せず 

♦誌關 じつき 內務 省の 訓示 內務を I 

じて は 本 U 訓示を 發し 例み 認關 中な 

ご 雄 も患氣 阻喪して 事業の 停滯を I 

巧す が 如き 事な がるべし と 巧吿 せら 


♦高ぶ 右 飛 巧 ぷ人氣 盛んな 心沙港 I 

み 飛 巧 家 高 左右 氏 新た じ歸 朝し を ホ 

面 ょら 盛ん じ歡迎 され ホ 巧 大巧 じが 

て！ 大飛 巧を なす 當 

米 墨な 腾ど 日本 新 間の 論調 ホ 墨： 

輔係 危機 じ繳 をる じ關 しが 力の 新阅 I 

紙は 何れも 穏健なる 社 說を發 まし 巧 

範 燥じ宜 るが 如き 態度を ホ さ ' V れ 

'ミー ニニの 黄色 新聞は 例に ょらて 煽動 

的 意見を 發 表し： n 本 政 巧は 此際米 政 

がを 幢 迫し 日米を 涉の 上に 利益を が I 

めざるべ から やどの 怠 ホを 灰め かせ I 將 じがらん どせ か 淸滞 内閣が 突然 流 

たら 


す H 本は 义墨關 係 じ 固 外 中立 日本 

政が 當お 者は 本 H 午後 米墨關 係じ勒 

する U 本 政 巧の 態度を 聲 明して 曰 

u 本は 嚴正 中立の 態度を 巧るべく 目 

下墨國 ガイ マ， 港 じ 化る 常國 軍艦 出 

雲は 墨國 太平洋 沿岸 じだ， る H 本人を 

I 収が 避難せ しむる 事 ごなる べし 

(0 上と 項廿 二日 東京 發電) 


H 本 最近 信 

み 淸浦子 拜辭の 次第 


.(な 上廿 ホ電 r 

み 東京 府知事 鱗 

お內閣 成立の ため 本 H 左の 巧み ホら 

巧 東京 府知拳 乂保旧 政 周 

巧 軍み 部 跨 なが 速 雄 

巧敎 肯總監 b お 巧 作 

♦米 墨 戰ずど 外務省 米國あ 機巧 迫 

の叛 達し たれで 外務 雀 じて は 大事 じ 

まらざる べしと 豫 想し をつ 巧が 居留 

おのを をを 倍ず るが 故に 何等 焦慮の 

たもな く國お 一般 も 亦何警 大事 じ 至 

ら ざるべし ど豫 想せ も 

® 山 本大將 一派 


排斥 


大隣 内閣は 銳怠 海軍の 廊 淸じ從 事し 

短れ るが 先づず 始め じ 多年 海軍 部内 _ 

じ 勢力を 張ら 居た る 山 本 權丘ハ 衛大な 

一派を 斥ぐ も 事 ごなら 該】 派のを は 

1® 前 お 化が 部 前 海軍 次官な 下摄て 

海軍の 要 部 よら 巧 けられた るが 世論； 

な 么を攒 快なら ごして 微迎し 居れら 

I ♦海軍の 大巧 迭 海軍々々 部長が 集 


を じ 終らし 次媒 はな 留閲胞 の 切じ閒 

かんどせ し 所なる が 今最あ 着め な國 

親锁 じより て 其 大略を 詔せば 陸軍 大 

朽の愼 補 者に 就て は淸挪 ずは 山縣を I て贊 つげる 事 どならし か 

ごの 觸係上 大命 拜 をの 當 時よ 6 成算 I 

あ h 海が 大巧 じは 之 も か 本 伯の 內意 

を 得て 別 じ 也 配な しどの 目算を 有し 

等ら 化 方面み 人選を お急ぎた るが 愈 

々が 大臣の 候補を もを ま b 大上ホ ど 

あ ひを たる 矢先き、 豫想外 じ も 陸軍 

侧 よらの 要 ホ あらて 陸相 候補者た る 

岡中おの就巧禱幾どなれら尤<? 陸軍 

側は' 山縣 をの 魔力 あらて 遂じ陶 氏の 

; 承諾を をけ たるが 海相の 候補者た る 

加 藤 中 おは 調 杳を么 VJ して 海軍省 じ 

诲藤化 部 両氏と 密 簾を 重ぬ るの み じ 

てが あじ 諾巧を 明答せ ず、 四月 五日 

初めて 淸浦 子ど會 見し が 軍 補充 計晝 

じつき 惹見 をを 換し翌 口 か 答を 約し 

て 立 別れた も、 がるに 加 滕中蔣 が 蜜 

I 丄ハ 日の 會見 じがて 提出せ る 入閣 條件 

は實じ 下の 如き 至難の 條 かじらき 

一、 随時 議會を 開き 海軍 補充 針 塞 

が 度 割 九 百 五十で 圆の要 ホは 元よ 

b 新 要求 じか j る 補充 計畫じ 就て 

も此際 貫徹を 期 V する 事 


一、 若し 之を 不可能 どせば 實巧支 

おどして 九 百 五十 萬圆の 補を 整を 

ま辨 する 事 

I 右 要 あじ 掛し淸 浦 子は 旣じ豫 算不成 

一 立 どならし 補充 费じ勒 し 責ほ支 おを I 

巧 ふ どい ふが 如きは 非 法の 論を じし 

て 巧る ホ 法を 敢て せんか 世論の 大批一 

; 難を 抱き お內閣 はを 然 海軍の 巧 拭の 

爲じ 成立し 又崩壞 する の 愚を 演やざ 

る 可らず、 且 臨時 議會の 開會を 約す I 

るは 新 內顆が 死 巧を 約す るが かき も 

のなら、 VJ の 狸 由の 下 じ 顯然右 要を 

を 担絕し 到底 海軍を 體の 希望を 貫徹^ 

すべき 見' 込な きな 上 他 じ 適任者を 得 

るの 不可能を 認め 遂に 大命 拜 解の 化 

むな きじ 至らし 巧 第 じて 云は f 海 単 

のた めじ 巧攘 はされ たるみ 第な り ど 

@ 前 海相 五 •力圓 化賄說 

二月 化； n 問 趙の人 海軍 中 お 松 本 和 氏 
が 東を 地々 裁 倒巧檢 事局 よらな 喚を I 

受け お' 原 S 并物康 重役 及 松 尾總藍 VJ 
數 時間 對决の 上 終 じ 午後 十 時 平に ま 
監禁され たる 事は 旣 報の 如 < なる 
が お 本 海軍 中將が 収監 せらる i じ ま 
し 事 精を 聞く じ 中 將が濫 政 本部 長 I 

の 椅子 じ锐 きしは 五六を 前の 率 じて 
化 程 東を 監獄 じて 溢 死を 遂げ たるま I 

田收 まが 濁 遮より 歸 朝して シ 1 メン 
會 社の 海軍 御用 巧 ごして 同所に お 
入す る 頃よ ら吉 田は 岡 鄕の關 係 あ b 

澤崎 大佐 ホ じ 鈴 木中證 なで じ 計 b 巧 

會社 製作の' 電氣 機械 おじ 造船 用器 其^ 

化 非 機械を コム ミブシ ヨンの 契約に 

これ どて 一 

應艦政 本部 長た る 松 本 中が じ 計ら ざ 

るべ からざる よら 其 第 四 部長たら し 

藤 井 少將を かして 松 本 中 おじ 申を ね 

巧から 時の が 軍 大色齊 藤 實巧か 一 こ 

万 五 千圓の 借金 じて 償 鬼 じ 背し めら 

れ居 るを 海軍の 御 本 臂山本 權を衛 伯 一 

か 聞き込み 身 海軍 大度のを 職 じだら 

乍ら 償 鬼 じを め， シる i は 表面上を だ 

面白から や 何とか してや シ ねばなら 

などを ネ巾 おまで 夫れ となく 注意を 

おへし じ 间中將 は 海相の 御機嫌を お 

一る は 化 時なら ど 藤 井少將 よら 話 あ 

しを 幸 ひを 旧と 二 一二 回面會 して 取引 

じ關 ずるを 渉を 爲 したる 後を 五 萬圆^ 

をな 賄し 此 金の 殆んど 半を 齊 藤が 相 

じ 送れら 其 金員 贈賄の 事 賞は 查 くを 

田の ず 引 じ 出で たる もの なれで 巧 間 

の 事情を 知る や 知ら やず 齊藤 海相の 

巧 職 中は が 事 被吿人 としてが 本 中 お 

を化禁 する じ 落び ず單じ 本職を を じ 

て 巧 かを 仰 付く る じ 留め置きたら 然一 

れ でも 司法 當 局は 捨て置かれず 或る 


機 會を待 も 居る 巧が 尾 造船 總監並 じ 
爱原謙 一一 一氏を 収監 取調べの 結 お 意外 
じ もが 尾が 閥 係せ る 十 ーヶ所の 外國 

I 某々 會社 ょらな 尾の ずを 經 てと 巧 圓 

ウイ スカ 1 ス よら 數万圆 を 化 賄した 
る 事宜 曝露せ しじ ぞ取 調べの 結果 赫 
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妾の 吿 白の 

為眞 結婚 失敝の ユスす 
A 榮外千 巧な 話 まは が あ 實阁が U 
本で 見る 率の 出 巧ぬ お 規模の 大きな 
のじ 驚く VJ 共 じか 巧 じ 居て 化ん な大 
きなお 貫 閣を挽 答す る 人 じ 妻 ごして 
かしつぐ 妾の 身の上を を 福 だ ご おひ 
ました、 斯くて ニヶ 月 餘らは 夢の や 
うじ 過ぎました がす 思 儀な 事 じは 一 
週間-」 二 废宛監 がの ためお 實阅じ 巧 

<VJ 云つ て外岀 したな 人が ニヶ 巧 後 

じは 外出した きら 一過 間ら 二 過閒も 

をの 許へは 歸 つて 巧 や 策の A も 絶へ 

や 外 おして 一切が 附 かぬ やう じな b 

ました 妾は 不思悠 でなら ぬので 或 'H 

I 自働 車を 飛ばし お實 劇へ 化き 奉 お 所 

じついて な 人の おる 巧を 譚 ねて 巧る 

ど樂務 員は グ ゲンな 顔して 「一 體此 

巢寶簡 は 某 どい ふ 常聚の 人が 經營し 

て 居る ので ^ 一; 女の 尋ねられる やうな 

姪 名の 人は. 带務員 じも遥 つて 巧な け 

れげ 人夫に も 化つ て おません が じか 

め 間違 ひではありません か」 ど 申し 

ます、 妾は 化で 狐に つま 《れ たやう 

な、 わ 持 もで 其 儘 ホ テグへ 歸 らました 

A な 間の 舉 励が 二 lllH 經 つてなん 

も 良人の 弟 も ヒヨ ッ コリ 歸 もました 

のでを のみ 第を 話します ど 冗 弟の 人 

は 何 ども 返 解を ゼず說 を 外 じを らし 

I て 民 管 妾の 機嫌を 取ら 「々 u からみ . 

I 地 見物の ため 旅行す るから む 前 も 一 

一所 じ來 い」 ど 申します からを は 二人 

じ つれられて サクラメントの 宿を 出 

發 したを が 昨年の 一巧 末で あらまし 

たが 時までは をは 幾らかな 人の 擧動 

I じ 疑を 抱ぃて 居ながら お實 劇が 良人 

め 手で 經營 されて 朽る だけは 事實で 

をる ど 信じて 居ました 

身の 毛の ょだつ 發 見な 人 どな 人 

み 弟 ど 妾の 一二 人は が 年 一月 サク ラメ 

ント を岀發 I 、 てソ 1 トン I キど いふ 

一巿じ參らました化地じ數〇間滯化し 

て 居る 內じ巧 弟の 素 ぶら は愈ク 怪し 

な卜な 人が 終 H 宿 じ 引 籠つ て 居る 

j 時は 弟は 朝から 外出して 巧 あけ じな 

つても 歸らす 弟が 宿 じ 居る 時は 良人 

が 外 おして 何處 かへ 寢宿 b をな し 偶 

々一巧 じ 居れば 何事 かヒソ {巧 誠 

I 話を して 始終を 着の U ぃ 素 おが 見へ 

如何にも 不審で な b ません ので 妾 じ 

一斑へ ず 巧 おの 巧 動じ： 化ぃ 注 おを 拂つ 

て 居ろ ました、 を 等 一二 人は 間 もな 

レナ 巧 じ 赴き 夫より シヤ トト じ 入 

をみ ましたが をが 化 シャト 'グで 兄弟 

の 人物 じついて 身の 毛 もよ だつ や 

I な 恐ろしい 率を 發見 しました 
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幾网 となく 繰 b 返し-^ す、. 例み ば 

大聲を 止げ て 巧び 又は 紙 かじ 萬 留め 

て 後讀み 返す どい ふ 風 じあり ど おゆ 

る 反粮じ 化り 幾 巧 ごな： 繰 b 返ず 煤 I 

をは 自然と 自 かの、 お 庇 じ 巧 b 記檐し 

靜る 

A 强宴 第一 去 式) 

强當 どは 意を 强< 持つ 即も 言を 變じ 

て 言へ ば 注 窓を 拂ふ どい ふ 事で 総て 

記憶 拳 故 じ齡し < -强藍 的 じ、 む 思を 撕 

ふ 時は 弱 意識 じ わ ふ據を ょら か最ど 

記憶の がが 力を 有 劾に 爲し稱 る 例 か 

ば 等 ー ホ まの 繰 b 返す ピ いふ 際で も 

虛必無 息 じ 反 獲す るょりか 蘆 じ 力を 

.入れて 墙声 的に 巧 ふ 時は ミ 回の 反ぶ 

でが 化 力を 得る 所を 二回の 繰 b 返し 

で 記憶し 得る 且つ 永久が 化を がつ 

A 聯結 {第一 二方 ま) 

聯 結とは 記惚 せんどす る 事故を 組織 

み 類して 旣じ 記憶 じが 化して 居る 事 I 

化ど聯 おする 窓で ある 化の 遣 ホは 記 

憶を 衞 あじし 且つ 巧く 記 倦の が 巧を 

待る 事が 出 巧る、 一例を おげ ると 或 

る 小舉兒 電ぉ展 をの 科目の 時 じ敎師 

から 化 ホ 大陸は 千 凹な 化 十二 年コ日 

ン バスに 化て 發見 せられた 事を 敎へ 

られ たが 彼は 潑見 年を 記憶す る じ 稀； 

々苦* の 結果 自か也 意の 强 力を 0 て 

遂に 記憶 じがぶ せしめた 後は 如何な 

る年號 をら 化の 新ら しき 事故 ど聯結 

して 柯の皆 もな く 餘易じ 彼の 記憶 じ 

おか 得る に まつた 


じ樂 なく 大正 ま 萬 劇 結婚の 幕を 引き 

しもなる がせ 四 U 横慾义 じて 渡米し 

ホち レ 山 


® 奇拔 な寫眞 結婚 觀ホ閱 も ぞくな 

る じつれ て 一一：々 の 4 K 態を 演じ 居る 模 I 

ななる が 化稻沙 潘じ歸 着せる 觀ホ劇 

員 じ 錄木龜 ちなる 靑年 あら 歸 朝を 東 一 

京 山の ずなる 某 結婚 媒介 所に 至 6 巧 

収入 巧 五十 圓資を 四萬圓 等ご大 風呂 

敷を 擴げて 花の 様な 嫁 女を 世話して 

貨 ひた じご 許り 一圓げ 申 这をご 五十 

嫁の 會 見料 どを 挪ひ 巧：：！ 當の 相手の 

花嫁 愼補 者と 巧 所じ會 見した るが 先 I 

生は 一目 見る ょり マッカリ 相手 じ惚 

れ込 むで 了 ふ ど おじ 媒か巧 じ 手教巧 

を 出す のが 嫌 じなら 間 所へは 表面 何 

ん でもない 樣じ斷 はつて 禪面 よら コ 

ツソリ ど ホの 巧 じ 直接 談利 ご 出掛け 

話 も 都を よ ぐ 纏まつ て 愈々 黃 道ち 日 


投 普 


-韶 




私は家巧奉ををして居る者です：？, 
一二 年 前から 毛 おの 妻ち のみる 友逮ご 
知な 邊 じな. り 商 買の 元手 ピ してな 弗 
お貸しました、 巧 後を の 妻 君が 色々 
親切 じして 吳れる 所から 泣きつ かれ 
る 度每じ 貸した をは 千 弗を <じ なつ 
たが ィクラ 返して 吳れご 去つ てひ舉 

さや、 外の 友達 じ 聞いて 見れば も婦 .1 

は 正式 じ結赌 した もので ないどの 話！ 

で-近頃 妻 君は 僕 じ 宵 つても 知らぬ顔- 

の ザを 衛で 外の H 本人 ど 妙な 素 振を 
して おる、 なの 樣じ ひどい 目 じ會 は- 

の 様 皆様 じあ 吿 します 、ド I ゾ此事 I 
を 新聞 じ 出して でさい、 おの 名前を 
上げ 度い けれで 餘 らはづ だから 中し， 

ません (後悔を) ▲某 勞慟 紐を の規 
則が 非常 じぅ ま < 出 巧 もよ るから が 
白い 巧 ホ 知らせる、 第 一條 本 會は〇 

0000 勞働 紐を ど稱 す、 第 六條一 

I 度 納入した るを 费は 碑-もの 如何 じ 踊 

せ やかして： 泌濟せ や， 第と 條を 役員 

め消錢 したる を 貴 じ 就て は 曾 員'' 一雖^ 

卞渉 する 事を 得ず、 第ん 條勞働 白 

の 周旋料は 月額の 一' 御 どす、 六と A 

が最 ら 挤くお 腺を 肥やす やぅ じ 出ず 

てを て おまけ じ肾 的が 無い からず 拔 

だて { 麗愁； お 法螺 ど 寫眞で U 本の 

女を 釣 t のも惡 いが 兵虛榮 、むの ため 

じゥッ カリ 釣られる 女 も 女 だ、 自を 

の 事な 棚 じ 置いて 夫を 嫌つ た b 怨む 

だらず るなん てい ひ可减 じしろ よ 

ャッ チョ^を) ▲ H 本人 會の 總會は 

無事 じ濟 むだが 今後 间會 事業の 進が 

ど 共じ會 員は 大 ひじ 熱 & の 度を 高め 

る 必要が ぁる、 會 場で 巧 か b 巧い 人 

は 筋道の 立たぬ 理屈で 野次る 事を 化 

せ (愛を 生； 君よ 筋が 立つ て 居れば 

野み るので はない、 立て 居ない か 

野次る 事 じなる のさ (龍 係ら； 第 八 

街 VJ な 什ー ニ 了 目附 をの 一二 階柬 化の 隅 

の オフ イスは 非常 じ 夕忙で 〇〇 君內 

から キ ー を かけて 中で 讀 むだら 書い 

たらして 居た から 誰が 巧 つても 應接 
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千 九 巧 十一. ま ハ巧サ 四日 郵软院 一 
嚴巧 
潑行兼 編輯 人 


甲斐 健 一 

鞭 知 所 が 育 新琼社 

紐 育 巧 第 六 お 二 一二 八 ' 
電話 六 四と 己 チ 王 グシイ ，； 


る 人の 爲じ 形を くる 人を 得て 天 おの 

一惠 澤じ おする 事 じ 御座 候な 上 


を 朝が 戰兩黨 

に 望 か 

1:^ 外ょり おおして 甚だ 興陳 深く 威せ 

らる！ものはな國じがける吾政界の 

現狀 VJ 政黨の 態度で ゐん 、最近 東京 

带 報の 傅 ふる 所 じ 依る V 」 新 內閒の 中 

1 必 勢力 どして 加 藤、 大滿 、武 富、 若 
機み 四 大臣を 出した 立憲 词志 曾は 總 
巧 加 藤 巧の 專 横を 愤 ほつ て 排斥の 氣 






速 織烈を 加へ 巧り 郁 藤 夕は不 H 總巧 

I を辭 すべし どを る、 おし 之 か 事實で 

める VJ ずれば 間志會 のぶ 磯は 頗る 薄！ 

おでを 相大限 おは 中必 勢力の 維持 策 

ごして 大 ひじ 劈 力す る 所なくて はな 

ら ぬので ぁる、 元 巧 民間の 輿論が 大 

腿巧閣 を歡迦 した 巧 もは 巧 族 政を の 

橫 猿じ飽 じた 結柴 、な 虛政髓 の眞目 

i 的た る 興 論 政治の 實 巧を 望 ^ だか 

でを つて 伯 自身が 大命を 巧を した 巧 

'、を 謹 ； 沒 一 王 か 遊 と^ 


叫--,- 

'な 

it /- 




%Br 

巧 


が お 終の 菜 果を収 いる じ 化つ ねので 

める、 左れ ぶ 化た るを は 化 隙 新內閒 

め中必 勢力た る闊志 曾の 結束を 睡ふ 

1 する がた め賴 なじ 化つ ては 自ら 間 志 

I 曾の 總理 どなら 巧み じ踞 員を 繰縱し 

て 徐ろに 辩議を 策を 講 ホねば なみ 视 

ので ある、 が 巧し- 不幸 じして 伯が 

|化中也勢^^の 維轉策 じ 失胶す る や ぅ 

で 結果と もな つたならば 新內閣 はが 

が 黛のを 擊を 待たず して 先つ ぶ內部 

ょ b 崩 壌し 始め、 二 大政 黨 主義の 實 

與は 今後 幾年を 期すべき か 判らな 

なる であらぅ、 薛 輩は 大殿 化が 往年 

;遙 政 黨巧閣 の 失敗 じ 鑑み 大 ひじ 自殖 

ずる 所 あらん 歌を 嚷 むを である 

おら ば香藥 がが 野 縷じ望 わ 巧は 何で 

める かご 云 ふじ 其 態度を 今少し 上な 

にしたい 事で をる、 之 も 最近め 東京 

常 報じょ る ご 鹿 崎 法相は H 巧め 言動 

に反して 官僚 隅 員 ご 巧す るから 不都 

一を であると のが 難 昭レど ある、 化の 

如き 非難は 現內 間の が 隙じ乘 せん V 」 

するな ぶ 會機關 紙の 哨 ふる 所と 見ら 

ける が 吾 架を して 忌 梢な く 言は しむ 

y れば近 來冉巧 巧 政 客の 音 励は 頗る 巧 

I が じ 流れ、 背 U の 如く ホ義 政見の 異 


一岡 じ 化て お々 堂々 たる 辯 難を 擊 をが 

むる 事を 爲 さず、 稍 も すれば 極めて 
陋劣なる 人身を 擊の 手段を 政 權ず奪 

の 具 じ 供 せんどす る 鞭 あるは 甚だ 遇 
一 威で ある、 巧 巧 黨の機 願 紙は 加 藤、 

大 術、 一木 諸氏が 嘗て 薩長 關の 瓜才 
VJ な b 或はを 儉 どして 政府の 要職に 
化ら し 巧な をな て 之 等の 人々 の 列す 

る 新 内 関は を々 非な 憲 的なる 巧 動を 

みて 輿論を 無視 するど 爲す かも 知れ 
ぬが 斯る 筆鋒は 段 府を擊 の 手段 どし 

て 秘めて 拙劣 ピ云 はねば ならね、 如 

がに も 上說の 人々 け闕 族のを 狗 とな 

つて 民話を 滕 した 事ら ゐ らぅ、 乍 併 

I 元ち の 勢力は ぶ极 底から 覆され* 憲 

法 啤止說 の 張本人た b し大流 農相 

へな 黨 貴の. 一人 ごな つた 今： n お 巧な 

人物が 要路 じ 立 つても 輿論 じ 反す 

る 率は 到底 不巧 能で あるぶ いふ 事は 

旣 じを 國 ほの 認 むる 所で あるから、 

I 廃隅义 は官檢 なでの 古めかしい 文字 

.を， 能 ぺて群 俗の 瞒 巧を 博 せんどす る 

かかき は决 して 凰 民の 間 情を 巧 ふ 巧 

巧で なく ホな 野 大政 藏の 態度では な 

いので ある、 故 じ 吾 巧は 化 朝 巧巧両 

發か直 じ 自重して が莫結 来を 孽園じ 

し、' 憲玫 有終の おお、 二 大政 黨ち義 

の實 現じ 向つ て 其 ホを 進めん 事を ホ 

留 ずる ものである 


I れば 精神 特じ殘 忍 冷酷 ごなら 人を 愛 

i する 化ら じ 犬滿を 愛し、 変人の 巧 誠 

じ 接する 機會 なき 儘 下み 下男の 落度 

を 探しが めて 己れ の 寂寥を 慰めん ィ」 

I する じ 至 6 候、 ぶれば 吾々 普通の 化 

人は 是非 巧 結婚すべき 運命を 有す 

ものに て、 妻 帶は成 巧の 妨げなら な 

ど 申す 男は 畢覚 ずる じ 天下の 意氣地 

I 無し ども 可 申 例々 結婚せ ぬから W て 

が 巧す る 巧 じは 無 之 候 


の 端を 成さず》」 も 限らず、 老 ひた 

も 若き も 寶巧屢 の 窓を 眺き 度が るは 

一を しなべ て 世間の 人情 ごや 申す 巧き 

▲商業 じ從 事す る 人 皆 暫時 措きを 满 
の 職業 中 最も 妻帶 者じ恰 巧なる は 給 
みお 額、 位置 昇進の 見込 ある 專 巧の 
一 職業 じて 本人の 技倆み 第 じがら 大食 

化、 商店の 技師 長と もなら 义獨 立の 
1 商人 ごも 成-^ 得べき 前途を 有する が 



•米 墨關 係端狀 

A 調を 協 雨の 襟 巧け ナィヤガラ フォ 
グ H ! ビ； シ til 一圃は 米墨兩 
改府並 じ憲お 軍總統 カラン ザ じ 向つ 
て 調を 協荫じ 先立 も 一先 づ休戰 せん 
一事を なて し ホ墨兩 政府は ホ諾 せる も 

ホラン ボ は拒絕 せる をな て 一二 困を 化 

は 止を 得ず 憲お 巧への 勸 誘を 撤 まし 

一々 後の 形 势じ應 じ 適當の 方法を 講ず 

な 穂り にて な敢 へず 談斟 開始の 準備 

I 中なる か 嫌和會 議の谣 所は ホ 画 ナィ 

ヤガ ラフ ォ ー グじ 巧を、 巧 十八 日 愈 

々第一 回の 會見 をなず 可 < クニ グタ 

を 府の參 加 委負二 あは 一 兩日前 墨 都 
を出發 したる 尝 な-^. 

A ク ェグタ 政府の 攝和條 件 墨國な 


I 者と しては 巧 務卿ン ー ン 並じリ チヤ 

ドォグ ホ！ の 兩氏旣 じぶ 命され 
たる か兩 氏の 外尙 一二の 代を 者 不日 
巧が さるべ < 、墨國 政府 代表を は才 

1 カス チン ロド ブグズ 巧、 エミリオ 
ラバ サ 氏、 グイ スエ グダ ロ 氏の 云 巧 
と 決を せら 


誓 


蒙廟 


說臣 


♦活動 寫眞の 輸出 高 ど懼格 本年 一二 

I 巧まで 過去 化ケ 月間 ホ國よ らお 外が 

砸じ 向つ て お出した る活 勘篇眞 フイ 

グムは 一億 四千 丄 ハち 巧 吹の 多額 じ 上 丽げぉ 


; + 診察 時間 i 

之を 昨年 一二 月の 統計に 比すれば 四 I ^ B ’ M 自 午前 化き 

一 、.^*** * >4 L — J k 


齒 ，科 


—ま間 十二時 

. 抓 白 午后 六 時 至 同 八 時 
• ，」 -卜 k ， h こ 目 こ nn こ fc 一 C か 2 但 日曜日-前約 ノ 患者 三 
■ 卜た ^しす丸巧十ー ーを二巧1比し 取 お d 


倍の 增加 じして 從ホ輸 おの 最高 ン 


港 

ミ 

B - 


療 

間 


自 午後 一一 時 至 五.' 時 


一な じ 妻た る 者も將 巧を 樂み どして 現 

巧の 境遇 じ 甘ん ずる 事 も お ホ 得べ^ 厢ど 密接の 願 係る る 某 政治家 巡 曰 紐 
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聯佛を t 
をの 水 魚の目に 入る 毛赃哉 
ぬく VJ い 風が なぶる 芽 柳 
A A • A 
_ 山み もじ 熟の 臭 ふ 春の 雨 
御嶽の おじ 一筋の 滿 
A A A 
i 陽炎 や 猫の 死顏の 恐ろしき 
白い げんげの 化が おく/ 
A A A 
御陵め i も かゎかず 兼 雨 じ 

ぅつら ふ 花やを の 露け き 

A A A 

を 雨や颜 化の 顔の 面長き 


を 

幽 


遷 

石 


i 候、 夫の お 化、 妻の 幸福を 念じ 祈ら 

つ ！をじ溯み娜まさる~^夫婦共稼ぎ 
の 生活は 他所の 見る目 も麗 はしき も 

のじ 御座 煩 

A 面のを が黃 をい からと て 排日ぶ か 
雨 どかち ハグ 敷 事を 申せで 職業に 關 


_ して ホ 國巧 寬大 なる 國は 數少 く、 出 巧て 國內 の鎭靜 を圃り 秩序を 间 俊す 


落 

，山 


字 

画 


柳 

疎 


墟 


惟 蟹 


ち タィ ムスの 通信員 じ 語りて 口く、 

二 國化褒 者の 提お せんどす る 媳和條 

件の 內 をは ホ だ 知る を 得 ざれ 共 若し 

谅 商め おを 墨 國はホ 國じ讓 らてク .ェ 
グタ將 軍の 退職を 巧 ふ 事と ならば ホ 


; 約 11 庭の 培 加を 示せり、 懼 格は 漸次 I 化 

I 下落の 懐 向 ぁら、 郎も千 化 巧 十一 一年 一 

一み 常卸賣 値段 一巧 じが 十 化なら しも 

の 本年 じは 一二 他 五 厘 じ 下を せ も、 尙 
昨年までは 一旦 ホ國內 じがて 使用 
したる フイ グムを 更に 外 画 巿撰じ 向 
つて 輸出し 巧れ るか 昨を 一二 月の 蘇 お 
フイ グム ーニな 巧 吹 中 僅か じ 八 万ー ニモ 
取 ゆ 外は 化て 國內じ 於て なをの 觀覽一 
じ烘 せざ^ しもの なら ご、 フイ グム 
j 輸出 先 中 最も 多額の 需用を るは 輿 画 
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グ巧理 乂ヲ有 ス @內 外 書籍 お 誌 諸 新廚巧 臺圃慕 おお 等 
娛樂機 蘭 ヲ備ク . 

W 河 添 旅館 J 


巧は 旨 越め 軍隊を なて 墨 都を 占領し じして を 輸出 額の 十を W 化を 占め 十 


職業と 結婚 

, 卓 到 

家 W 的勞働 者の おがを 脫 して 薄 巧 

の 職業 あピ なら 输へィ J は 本紙 劍巧 U 

ー ホの ホ 張 じて 機會 ある 毎 じ 多 數化巧 

I 邦人 諸氏の 注な を 促が し來ら 慎が 今 

闽は 人生の 最大 要 化た る 結婚 ど 男子 

の 職業に 就て が 見を 陳じ卿 か 閲胞諸 

I かの 御高 慮を 仰ぎ 度 お 

麥を迎 へぬ ザ、 ホを 持ね ぬ 女は 樣 

々の禪 屈を 並べて 獨身 生活の 巧 能を 

說き 候へ お 斯るザ 女は 常識の 巧斷ょ 

すれば 一稱の 精神病 患者 じて 又 神 

おじ 逆ら ひ、 巧惠 の恩澤 じがず るの 

資が なき 巧 輪 者 ごも 可 ホ 候、 試みに 

氣を つけて 巧 く- ^么 等の 半病人を 

铜增 おへ，、 巧 なれば 日常の 起居 動作 

I 槐 めて 亂裳 不規則に 流れ 易 < 、女な 


蠻 輝の 聲を聞 きつ： 草む しる 斯人 

A A A 

を丽や 駄馬 じ縷 巧つ 巧 s 十 

水 じうな づ< 山吹の 化 


商 

露 


嶺 

伴 


A 乍 併 吾等 俗人が 結婚 じ 先立 も 第 

に考 へざる ベから ざる 要件は^ 自み 

の 現な 從事 する 職業は 經濟的 じ おし 

てょ < 妻子を まを 且つ 幸福 じ 生 巧せ 

しめ、 •自 みら 亦 共 じ スゥ キ 1 トホ 

ム のか 樂を亨 くる じを るべき やどの 

I 間 題 じ有么 お、 勿論 人は パンの み じ 

てを くる もの じ ホず、 夫婦の 愛情は 

I ホ 格別 じて 他人の 媒ひ 知る 惟は ざる 

所じ特 補の 精神的 幸福は がす， る もの 

じ 候へ 共 今 H の 如く 人間の 生活 狀態 

I がな 雜ど相 がら ー ザの 巧、 一惋 のが 

增ホ じさへ 月 ホの 溯 定を思 ふ 時節 梢 

どなりて はま 婦 のを 情 も單じ 精神 k 

の 慰ぶ のみ じて 繫 がれ 巧 巧し ごは 申 

し 難く、 他所 巧の ス カ！ 卜尖婦 岡 着 


をの 專巧 的學問 技能を おする ものは 

; 巧 腐の 黃 白に 論な く 何 入 じても 化の 

_ 巧 敬* . 0 技能に おする. 大枚の 報酬を を 

I け 中 板、 高楽稱 十' や 巧 口 蹲 ± の 如き 

I 化が 的大潑 明を ぶ 就せ る乂 々は 申ず 

も 恐 か、 ペン 州の 鑛山 監醉 たるが お 
一 技師、 ホ國廊 指の 篇眞師 たる 聖都留 

の梶山 君の 如きは 專 巧の 學間鷄 能 じ 
ょらて 成功せ る 巧 ホ 巧 人中の 最も 著 

おなる 人々 なる が 其 他、 寫ぶ師 、電 

氣 技師、 类 術壽エ 、縫 お 業 等 じて 相 

當の 成功を 遂げ 妻ず 諸共 幸福なる 生 

活を營 みつ！ ある 人々 はす 勘 候 

A 尤も 撫育に 巧留 する 多數の 词胞は 

^年齡も旣じーニ十歳前後の人々なれぶ 

么 等の 人々 じ 徒弟、 小僧 どなつ て專 

I 巧の 職業を 修得せ ょど 强 ゆるは 聊か 

無理なる 注义 なれ 共 少くィ J も 給料 增 

顯 、地位 昇進の 見这 なき 職業 じを 事 

する は 人生の 最大 耍 件れ る 巧 女の 错 

婚じ非常のディ ス アド バ ン テー ジ な 

る 事 丈は 申 上 置く の 必要 ゐ bvj な 候 

何 VJ 仰ら れても 諸君は 僕 ど 間 じ < 


女 巧き にて 义女か 欲しくて やら 切れ 驳巧彈 化 巧 巧 巧を 獲 取 せら と 


ない 人々 じ 候、 「欲しく ば やらぅ 働い 

て 取れ」 VJ はを き 昔の 廢 じて、 が 巧 

I 働いて 化つ た 女 じ 振られ まいご あは 

將來じ 望 多き 職業を 撰い ヤ眞® 

j 目じ勵 き、 懐中を 溫 かじし 〇其 巧す 


の 義務を なは ざる 可らず、 がら ざ 
れば墨 政府は 寧ろ 戰 ずを 撰 わならん 
i 夕 々、をが 客の 言は 鱗が 委員 どして 
ホ ホ せん VJ ずる 化を 者の 使命を お 示 
おる ものな り VJ 觀测 さる 
A 檢荫 不調 じ 了らん S 國調 訂じ關 
带府の 政界は 一般に 悲観的の 腹 測 
を 下しつ i あら 〇柯 どなれぶ 一二 國政 
I 痛の 代表者は々 ランデを 除外して ホ 
墨 兩國の 巧 表 若と 憐巧 會畿を 開かん 
をす る も 墨闊じ 於け る 官憲 兩 すの 現 

I 快一變 せざる な 上 到底 圓滿 なる 條牌 

にょらて 解み せらるべき 見込な きか 
ななら ご- 

A 憲政 軍の 進 擊ダユ ラン ゴ巧 乂國 

福 事ょ 6 國務 おじ 達せる を電じ 化れ 

ぶ 同地な び タン ォン じ 巧る 憲政 軍は 

テグ チ n ポ及び サカテカス ボ 略取の 

を 的を なて まと 日 進軍を 開始し、 尙 

々 ラ ン デょら^^^^滯巧中の憲な軍化 

表 者 じ 致せる 戰 報じ 化れば 閒 軍は ア 

キ ポ子 夕 じな おが も 一一 一千 六 巧の 宮お 

を擊 退し 一千と 巧 名を 補 魔 VJ し野滿 


かの 一は 東洋 苗 ホ濟溯 加を 陀 等へ 輸 f 

I 出す W 


3 


♦べッ 々 1 の 再審 関 始搏徒 C ! ゼ 
ン タグ 銃殺 事 仲の 張本人 どして 一る 
あ 刑の 宣吿 をを けたる 前 磬視べ 一 力 

の 再審は 去月 曜日よ ら補始 さる 

•コロラド 罷ェ騷 動の 其 後 常備 丘 ハ 

破 遣の ため 騷 媛は 旣じ鎭 靜じ歸 し 間 
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r 恭 一切を 取 上ぐ る 事 ご なれら、 鑛を 

◎: 大勉强 大安 賣バ ◎ 


乂 嫌が 臂議 委員 諸氏 お 刺 西 大使 ド 

ミ シオ ダボ マ 博 ± 0 題觀然 チンを 

一 使。 ミュロ エス ナオ ン憐モ 、智利 

を悚ュ デん ア \ ノエ スミ ュデカ 氏 


一 お 上 S 氏は 調 訂國を 代表し 米 酉 代表 一巧し 


帖 が W a 
T 卽 ih 


■嘗 


ネ巧 W を 巧 {織 或％ 蘇？ お 謗 判體 

S 金 r 知蠢謹 53 

橫鑽ぶ 金銀 巧 ぉ育曲 張 所 

， ， • > ^ >‘1 k ^ (» >11 ■ I ♦ > > I — • ■ • > I I 


日本人の 鄕里 送金は 邦貨 壺圓二 付 米貨 击 が他ゾ 
御を (無手 數巧ご テ 當行本 巧 ヲ經ブ 送を ホ 取な 
申 候 




ユニオン 坑夫 間の 協商は す 曰 開始す f 

る 事 どなる 可し 




000000000000 


♦グ 巧歸 ホのを じ 巧 b 昨年 ホ 化 刺 

曲め 巧 地を 探 見 中なら し 氏は 化释目 

的の 一部を 達して 目下 歸 ホの 途じ就 

けり ごの 事なる が 去 六日め 伯國 電報 

はグ 巧の 度 話 ごして 巧は 學術 上の 參 

巧 V 」 なるべき 珍品 數巧 稀の 齋ら せる 

ホ其蹤 破せ る 蠻地じ 於て 前人 ホ發の 
河流を 發 見せら ご 報せ り、 がる じ偷^ 
欢の 地理 學 をは 化 報 導 じ關し 頗る 疑 
を 抱き 居れら VJ 


夏場 

玉屋 向 


夏嫉 玉屋 向き 品は 弊 巧の 
特色^ら 、殊に 本年の 物 
おは 例年よ b もが 適、 徑 
秀 なら 


茂 木 擁ホ組 


嚇白 盛舘の 婚儀 大藏卿 マッカ デク 
氏と 大統領 ウイ グ ソン 巧の 第 S ホぶ 
ナ ー 攘芭の 婚儀は 豫定 のかく 去と 一 

;白 藍舘じ 於て 黎巧 された り、 新郎 
一 新婦は 相携 へて 新婚 旅 巧の 途じ 就く 


を 種 
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W ftMP 
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•釘 扼罪奠 が 

'獨逸 シ—メ ンヌ會 社 贈贿樂 件關 係を 一 

か豫審 はま 化 五 H をな てみ 定 したる 

一が间鲁祉化あ者 へ こ ン は證據茜が^ 

がを 煙滅 したる も 無線電信 据 かけ 

じ 際し 大佐 巧崎猛 党に 一巧 五 千圓の 

I 贈贿 をな し〇ィ テ八涩 信皂プ ー 
は 閲贈腑 逆 類を とな： 五十 圆 じて 買 ひ 

がら 海带當 なじ 向つ て廿 五万圓 のを 

I 咯强 あを なし 遂に 五 萬 圓を端 取し 前 

電報 通信 肺を 權膝震 一一を じ 九 千圆を 

一み 配した る 事贊あ <巧 明し 關係者 

1 が 有罪 じ决 をされ たり 


♦金剛 艦が 賄 P ? 醒た 


簿僞造 

-英國 ピッカ ス會 社の 金剛 艦 築造 じ 際 _ 

Li 之が 仲 請 貧の 任じ 當 6 たる S 井 物 
谨會社 重役を 頗謙 一二 山 本 條太郞 飯 旧 

I 義 一の 云 名は 英大の コム ミッション 

I を 受けが 本中將 及び 松を 總監じ 贈が 

をな し 帳簿の 僞造變 がを なした る 奉 1 

I 實制 明して 松 本中將 の収贿 額は；^ _ 

ぶ 万 W 刀 垂册五 方' ならん 

ご 償 へらる 


陸軍 次官 大島雜 一 A 海軍 巧 嘗錄木 I 

貫次郞 ▲農 商 •お ホ官 上み 滿之進 A 遞 1 

信 次官 中を 弘吉 ▲司法み を 鈴术甚 一一 
郎 ▲外務 文部 兩 次官 松が 慶四郞 、福 

腺 氏 等は 留任 ど决せ b 
を 謀 本部 次長 じは 朝鮮 お替 鱗： 務總を 

陸軍 中 お 明 お 元 次郞巧 命々 れ 、舞 鶴 

敏守府 司み お 官 じは 海联中 おが 本 
•氏 任命 さる 

神を 川 縣知學 巧 原 健 一 こ 
熊本縣 川上 親晴 
福脚縣 を 口な 五郎 
山 U 縣 赤 盛典 太 
新媒縣 が仲輔 
之 等を 數 へて 今回の 政 變の爲 じを 迭 j 

したる 縣 はを 計 十四 縣ゐり 法制： 5 長 I 

; 官 じは 法 學憐古 高 橋が 銜巧巧 命され 


せる が 本年は 東京に がて 第 
錦くべし ご 


樂會を 


な 崎 法相 聲言 非難の 聲 をが びせ 
られ 不評判を 被め 居れる 巧 法 大臣 堤 
崎 巧 雄 氏は、 をは 官儉 じ黨 したる 
あら ホ 現 內閒は 必中 政 黨ま義 を尘摹 

VJ すべく 余は をの 職责じ おつて 善戦 
すべし ど聲明 せら 


問せ し 次第なる かを 見の 節 井上 侯は 
を じ 時 胃紛亂 禍結义 しきじ 互る を 憂 
へ 刻下の 時弊を 救 ふ 着を おを 措いて 
他 じ 無し ど ホ 誠を 披歴して 腰 化のを 


I ♦お 崎々 おはを 然關 係な し. 化 賄 事 一 

仲 勃 發巧巧 有力の 願 係を こ 認められ 

朝鮮 よらな 喚され てんしく 訊 間を 受 

け 居 6 しお 崎逮人 巧は 何等 化 賄の 形 

跡な く 查然が 事件 じ無關 係なる 事が 

明せ り 


参 ザ阔大 おお ±庭 じ 巧 命 さる 海軍_ 

I 化赂事 か 罪 颇媳大 じクれ 海軍 杳閒 會； 

の 審理 も 着々 進行 中なる が 軍法 轉議 

一巧 ± 長 どして 軍事 參議官 海軍 大將片 

掏と 郎氏巧 かされたら 


皇太后 魄 下は 明治天皇 祖じ萬 太 

I 后 陛下の 御 辱靈は 近く 化々 木 じ 御 建 

設 あるべき 明治 天 盛 陛下の 御大 社 じ 

を祀 あるべし >」 巧 聞す 


•東宮 乂ホ及 傳從長 巧 命 東宮 大ホ ー 

兼侍從 長波 夕巧敬 直 男宮巧 大巧 じ轉 

じ わるた め 瞥< 東宮職 中 化 二 官缺員 

し 居らし が 左の 如く 巧 命 あらたち 

廉宮大 夫 帝 大あ擧 教授 お 尾 新 

间倚從 を 御 歌 御所 參候乂 化爲守 


a 線 お 艦隊 發が おが々 お 黒 井が 二 

郞 巧を 司み 長官 じ 載く 帝 騒が 巧 艦隊 

淺間 (艦長 ホ贊 大佐) 吾妻 (艦を 佐 藤 i 

大 を) 両 艦は 廿日 横 巧賀舉 港を が 錦 j 

し ホ 畦を 經て化 米 海岸 じ 向が 遠が お 

海のを じ 就く 菩 じて 巧 唾 着は ホ 巧 七 

H の豫定 なら 


•政ぶ 會の態 巧を ぶを 總禪お 敬 巧 

は 化野黨 たるを 辭 せず 後藤 新 平 ザの 

_ 如き 我が 黨じ乂 をす るの 外途 なかる 
; へく 巧 期議轉 はお 軍 豫算藥 陸苹墙 
帥 案の わめ 政府 ご議會 どの 衝突を 巧 I 

f さん 我 黨は議 貧の 解散を 恐る！' も 

S じ 非 やど 聲 言したら 


誌 郵便 發着表 

ユ I 3 1 ク 本局 締 初' 午後 六 時半 
船 名 經由地 を 送 日 

を質したり繼は深く震の壁蓄震'^^^ 沙 渚 賈 

謝した る後〇 をら 早 やと 十と 歲の 藏ユ シァ 九 晚香波 五 刊 二日 
齡 なら 今少し ィ 若手 じ 巧ら して 見で ナィ グ 榮港 五月 四日 
は 如何、 どて 暗に 同を 會 首領を 後繼 メキシコ 丸 タコマ 五月 十击目 
巧閣 組織 者じ搪 簾せ ん惹を 波した 


i 


〇 御 下宿 


ーュ ー ョ！ ク巧 西丄ハ 十四 了 目巧廿 
當 電話 コ り ン バス 11100 と 

やまと 豁祕貼 

I 球 操 娛樂の 室 設備 有之駭 


N 記 ド 誇^.;;,; 陡洋达 謹 謹 


.卜 、'‘ 


•桑 博 賛同を 表 

1 華府 大使館は な國 政府ょ 6 を 港大博 

I 實 同の 正式 述吿 をを け 珍 田 大使は あ 

日 國縣堪 じ 出頭の 上 吾 政府の 恵を 致 

1 したる 由なる が 去 四 3 の 東京 發電じ 

ょれば 藥 博の 役員は 左の 通-^ 决を發 I 

轰 された る 由な ゥ ■ 

_ 桑 港 大蹲總 裁 農 商務 大民大 滞兼武 j 

回 别爲裁 海軍 大將爪 生 外 ま 


を 省 次官 法制 府長官 及を 縣 知事の 

巧を 神を 川縣知 孽大島 义滿み 氏な I 

下 政ぶ を 所屬の 知事と 名は 巧く 其 職 

を罷 めら れ わら 0 て新內 賴の對 なぶ 

^會 態度を 見る じ をるべし VJ 


参 海軍 部內 大動爲 I 

海軍 收腑 事件の 調ぶ 進が ど 共 じ潑々 

どして 新 事實發 見せられ 前 首相 山 本： 
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♦紐 育：：！ 本人 會 維持 經常搜 はーヶ 

'年 約 四千 巧 弱を 要し 之 か 支出 法じ翩 

しては 同 巧が お 委胃協 講中なら しか 

，今 罔 あ々 をを 化が 巧の 年額ぶ 附じ 仰 

ぐ舉 じみし 夫々 を 涉の結 あを 食 社は 

左の か < ま 出を 承が せら 

を 一宮 六十 巧 S ザ 物産 會社 

考 一一ち ハ 十 巧 正を 銀が 

蚕 一二 巧 六十 巧 ■おが 新 ザ 組 

ぷご宫 六十 弗 おが 組 


•U 本人 會參 議貴當 選を は 左の 如 

< じて 貪 長 副を をの 選 擧は不 H 執が 

さる V しど 

一高 峯讓杳 '高見 豐を 一を 鉛太郎 

撇 をを 之 巧 新ザ領 一郎が 井が 岡 

柿 內常巧 郞牛蓮 第一 一郎 守 岡を 仲 

祀ま延 之 巧 矢 鳥 俊 ま 一二 上を 司 

楠 井赏一 商山當 一. 草 信 竹治大 

.思 供 佐 高 田 雄 稻义米 又を 家 永 

豊巧 葛西义 巧を 両龍 雄が 田乂 

をせ お 智隙菊 地 東泮お 田爲造 

大端篤 淸水宗 次 郎當川 益 巧 中 

戚ホ r . 甲斐 健 一 安 ザ 關治柳 族 I 

をを 谷 政 之巧增 澤ホ兒 ± を 巧 

太郎 鴨ザ乂 中原 修吉岡 野庄八 

j か 綱 九 郞掘內 俊太郞 

•飛 巧舉 枝の H 本人 生徒 曾で 靑年 

I 會じ 化ら し 就 巧咨造 氏は 化 お 加州 羅 

府 ょら 歸 市し 直ち じ n ング アィ ラン 

、ザ； デン シ チ— なる モ ノブレ 1 

ン飛 巧學校 じ乂學 せる が 巧 ょらの' 通 

信じ 化れば 间校 じは 目で 八 名の ホ お 

あ 6 中 一ニ タは 日本人 じて が 旧 巧 おじ 

i 巧ら し 室 新 ザ 小 巧の 己 巧 共 じ 熱 

也 じ勉强 中なら と 


♦サイべ リア 號沈 をはを々 虚報 阿 
號化沒 の 報は H 本の 無 級 電信 所 じ 於 

ける を 信の 間違 よら 生じた る もの じ 

て岡號 はま 二 H 無事 マ-ー ラじ戲 着せ 


新 歸朝飛 巧ぶ 幾 お 知 重 氏の 部 氏 

は 昨年 歸朝後 病 氣じ罹 6 鄉里 阿波 小 

一が 島に 於て 靜養 中なら しか ま 月 十 云 

H 死去したら ど 


奴 本 萬义己 巧の 發が廣 知 縣乂な 

间 氏は 商用 じて 南部 旅行 中 箱 神 じ 

I お 狀を呈 し 目下は をく 發な人 どなれ 

ど 巧 巧の ぶ 乂へ禁 信 あらたる か 氏 

I は 郡船會 社の お 州 船路 閒始 されし 際 

一止 佐 丸の 事務を たらし 事 あら 渡米 後 

を祁 のが 業 じ 化 事し 四 五 年 前 當地じ I 


♦紐 育大學 々生 會同會 はま 1H 料 

亭 おが じ 於て 列會を 兼ね 本年度 卒業 

I 生談 巧の 送別 會を催 ほし 午後 十-時^ 

散會 せり、 本年の 新 役員は 會を內 藤 

郎巧 幹事 淸 水を 一郎 巧 じして 大學 

I が 巧 卒業生は お 崎、 前 川、 が 藤、 巧 

i おの 巧 巧なら 

五一 會の 移轉® 巧 八十 S 街 五と 

置 じ移轉 せら 

善千歲 及び 橫濟舘 の 磯 時 休業 千歲 

は 本 月 十五 H よら 九月 上 巧を 橫濱舘 

は 本 巧 サ五 H よわ. 八月 上 巧まで 何れ 

ら 休業 


五月 サ六日 午後 八 時化を ょ 6 當 
巧 西 九十 一' 二 巧 巧 六十 一 露 日本化 
樂 部に 於て 皇太后 階下 御大 葬 
遙 巧 式 擧巧候 じつき 御を み 相 成 
度 化 段 及を 吿憤化 
ながち ■ 

帝國總 領事館 


大乂が 正を 副 ま 配 人家 族 夫人 ヮ 

キす はが 壌： 白を ずみ な 利を 家庭 敎師 

间巧蝶 乎 等を 件れ. 去 一 H 天泮丸 じて 

桑灌じ 着せら 

外を 官 を手嘉 雄、 同 加 藤 か 松 巧 氏 

柴が 大使 おじを 化すべき 栽ず 巧 及 

當地總 領事 おに 齊 藤氏の 後な どして 

巧 任すべき 加 藤 巧は ま 一 H 桑 潘じ着 

•正 岡 藝陽氏 小 田 俾藏巧 ど 間俾天 

ホ 丸 じて 巧 米、 漸時轰 潍じ滯 なの 卜， 

東部 じ 巧 遊し 六 ヶ月 詳 b 滯 紐の 豫を 

♦總 領事 飯 島氏轉 巧は 事ち どならん 

數 々蹲され ねる 间 氏の ォツ タブ 轉 

I 巧 說は夕 を事實 どなるべき 模様な b 

慶應 チ！ ム 監督 平 沼 見 11 j 氏は 化 

お巧巿 H 本 供樂部 じがら 

- ♦東 化 大學助 敎授半 澤汾一 一氏は 應 j 

I 用が 學硏 をのた め 過自歐 州ょり 巧 着 

ホ テ 八 モ ン テ セ ロ じな.<^^ 

♦鐵逆 時な 學 生接師 鹿な 龍 一二、 滿 山： 

與兩氏 は 化 精巧 着 

東を 電氣會 社 技師 四ホ來 一一 1 巧 氏 


な ホ テグ モンテ セ ロ じ 巧り 

-夕 、荫會 員 乂米又 一一 度 順 巧 同を 
は 偷敦支 化へ 轉任 すべ < 後 巧者は 席 
I 氏な り ど 

♦錫 遣 院監瞥 渡邊季 四郞氏 過日 ホ 


中 •厮勇 巧 自殺す 今 恭當地 じて 麻 
病 じ 罹な 傅 馬 おなる 齒ぶ 醫師ホ じて 
療養中な らし 閒 氏は 其 後 病勢み 鑽じ 
盡り行 < ょら 人生を 墓な みし もの か 
ホ ニ IT 巧 自殺を をげ たる 旨從 弟ず 野 
進 氏 ょら 通じ 越せ b 氣の 毒に 堪 へや 
書家 •西闽 秋草 巧 死去 晒 喉 結核な 

じて 昨年 歸國 せる 同氏は 去 巧 十四 U 

を お 病院 じて 巧 ませる 由 村 瀬 醫師へ 

一 逆 知 あらたり 

米 人 某 ピャ ノ敎授 VJ を換 じて H ぶ 

語を 習 ひたし 


移 轉廣吿 


從 巧の 壌 巧手が じっきぶ 記の 處へ務 

轉化 候、 不相變 御を 顧を 

事務所 

K003 102 穴 じ abe Bldg. 

な 7 Fihh Ave , 穿ミ Ycn-k c^uy 
巧 hone s array H 5 36 ご 

をを 西 九十 了 目な 化と 番 
電話 リバ サイド 六 八 〇 と 


寫眞 


師菊地 東 陽 


紐 育 口 本人 運動 大會 

顯日 五 巧 十：！！ {日曜} 午前 十 時 

脅 煤 ペラム •ヘィ パ I ク 

東 巧と 十と 街 じて クユ スト チェ ス 
タ ー、 アベ' ニユ} 、力！ をなら ベラ 
ムべ ー バ！ ク、 々1 じ 乘ゎ換 へ ぇ 

^食豐 弗 (中 食を を レ】 ’ 

一 競技 ベー ぇボ ，—グ 六巧ャ ー ド 

二人 一一 雨 又 一 脚 

載 藥競爭 スプ ー ン 競な 
相撲 八な ャ） ド 
提が 競ず スペリング 競 巧 
を 競技 二等賞までを 輿 ふ 
東 五と、 四 六 五 
事務所 日本人 靑年會 


商業 欄 


_ ▲六 室の フラットを 裝 節及設 隙し 堀 

べき 家具 什器 一が (代僧 僅 じ 巧 弗} の 

I 買物 あら、 御 ホ 舆の ホは 本社まで 細 

1 問を せ あらたし 

A y 宿屋 譲渡した し 御 希望の ホは 光 

一社へ 問を せられた し 


紐臂 新報 社 


移轉 開業 廣吿 

今般 左記の 巧へ 移轉 五月 一日ょ- 〇盟 

樂可 仕當の 處裝飾 準備 等の ため 手閒 

取 b 巧る 四日 ょらを 開業 致す 機 相 ホ 

候 間 何卒 從 前の 通ら 御 引 立の 巧秦肺 

上 候. 
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在留 靑年 唯】 の機關 
圖書舘 、運動 部 

日本人 靑年會 

日 眼 講演 談話 會 
進 ホ 靑年理 なの 国饋 
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紐 育の 目 本人 (十 面) 

飛す 張 目を 

口 入 業 

H 露戰ず 前後 迄は 紐 育 H 本人 間 じ 
は 桂庵なる ものが なかつ た、 夫れ で 
家巧勞 働の 口を 需め やう どす るを は 

が 下宿屋を 本诫 ごして 新 間 じ 廣吿を 

出し、 雇 まは み 廣吿を 見て 晚 搂じ處 

入れた 者で あるが 巧な 化 留同脑 の 数 

漸次 增 がする ど 共 じ 庵ち 被灌 者の 間 

じ 立つ お 庵 業 著なる をが 現 はれ、 現 

化に 於では 藤 蘇、 が、 凹み、 森、 が 

佐 等 郁を 五ヶ所の 巧 庵が お 巧て 何れ 

も 相當じ 繁昌して 居る 

一年中 じがて 巧廢の 最も 繁 化な 時 

翊は 家内 勢 働 者の 出入の 烈しい 時期 

郎も をは 立 月の 初めから 六 巧の 央を 

秋 ' U 化 巧の 初から 十 H の央 迄で あつ 

て 化 入も隨 つて 多い 譯 であるが 近 ホ 

U 本人 サ！ バントの 相煥 T 落 ど おじ 

化 巧 買で 巧て 大金 持 じ なれさうな 夕 

i 氣 模樣ら 見へ なくな づた 

▲併し 元 巧が 庵 梅 おょレ ォフ ィス 代 ど I 

電話 巧の 外 別に 資本を お ホる 必要が 

なく 稅を のか； らぬ親 旗ら の 口の 化 

で 儀 者被薦 者の 仲 か' を 化さへ すれば 

勞 せず してが 方から 都な 二 剖の コム 

ミッション、 軍艦の コム ミッション 

の やう じ棵 山は 化れ ぬ じしても 懲な 

に 遣られる、 む 配は なく、 五十 弗の 紛 

がをおる 料理人 乃至 バ * ラ ー を 一ん 

化 詔 すれに ホ 人の 方から お 弗が 歷 A 

から お 巧、 都を 十 弗 S 调旋 料、 をん 

Ik 口が 一日 苹巧四 人 ある どしても 一 

グ 月じ賴 つて 見れば U 聯 りを 差 引い 

，しサ 六：！ 一の 勘を は 四六サ 四、 二四ン 

ボ八娜 を 一千 四十 弗の 额 どなる が卜' 

じ 登記料 五十 仙を おつた b がらな か 

つた- 規則 通 b じ 返した b 退 さな 

かつたら する からかして 馬鹿 じ お 巧 

い 商 買で ある 

玉巧說 コン ナ了を じ 四 六サ四 二 四 

ン ダん、 我を のか： らぬ 口の 化き で 

ー ヶ巧じ 千 弗 0 上の 化 入と 海 車 便 巧 

幕 じ 勘を するど 自をも 一を 斬閒 崖を 

止めで 巧 庵 商 赏じ鞍 代へ も 一寸が だ 

など 思 ふが 靜 かじを へて 見る と商貿 

で單 純で も ホ 物の 人間を なお ふ 商 貝 

,1 で而 かも 背中に 甲 蝶のを へた 海山 千 

をの 紐 育 日本人を 對手 どす る 巧 巧 だ 

から 何時も かつ も 四六廿 四の ホ 巧 千 

壳 、'縮 手 じがの 楷み取 b ゴ いふ 虫の 

巧い 事は お ホない 

. ' • - — J 


A 何故か どい ふじ 登記料 も サッ サど一 

I 化拂ひ 一割の 手 數蛛も 前金で 納める 

やぅな 者は 大抵 お 部を 吉金 兜の 辛抱 
人で 一度 奉を じ 巧つ たが 最後 巧 じを 

ひ 付 ひても 半年 一 や 一年は 潮め るか 
隨 つて 巧 庵のを 得意 VJ はなら 《、 么 

ご 反對じ 例の 桂庵 常廣 委員 どが ばれ 

么速中は巧巧ょい口を世話してやつ 
て も、 ヤン 婆あ^ かシ ミッ タン だ ど 
か、 爺が クラン キ！ だ どか、 化 事が 
1 ド だ どか 銘 々自み 勝ず の 庇巧屆 

をつ けて 歸 つて 巧る ので 規則 通りの 
i 手數 料を 請求す る 譯じも 巧かず、 取 

るを もな し〇ま か-^ 間違へ ば 手數料 

所 か 小 使 錢を借 倒される やぅな 憂目 

じ會ふ 事な きじし も あらず、 加を け 
じ虛 生の ホから 成 散々 たみ 言を 巧 載 

した 結 お 天口錢 をを うする 勿れ、 ど 
I あおる 事 も 度々 あるの だ 


妾の 吿白側 

瀉眞 結婚 失敗の ユス子 

A 鬼の 様な 冗 弟 サクラメントめ 大 
一お赏 園^ 經營を ど 信じて 時た 妾め 良 

一人 ど 其 弟 どは 大あ 實鹽 の經懲 あどい 

ふのは 眞 ホな 嘘で 巧實 兄弟 ども じ 世' 

思ろ しい 惡漢で ホ 索 賭 憐や强 請 

や昭嗤 なでを して 化を 渡つ て おる 名 

; 高い 破を 漢だ つたので をら ます 化を 

ろしい 事實 をを 見した 時の 私の 驚き 

|がしみは何んなでをつねかリ惜しさ 

のがら 泣かう ご」 てら 涙 も 出で ず府 

i 樣 逃げ 歸 ろうと 思 つても 萬 里の？ 

距 てた 外 國でホ 巧 さへ も辨 へず 煩閣 

一 懊愼の 未危く 卒倒し やうと した 事が 

日 じ 幾度ら あ b . ました 巧 巧す る內じ 

一巧ら う 事 かな 人の 外出中 じ 良人の 弟 

なる 人は 妾を 手込めに して 遂に 貞操 

を 破らが な 兄弟で をる'-^ まを 慰み 

物に 致します 妾は 當時 幾度 か宜 殺し 

やう ピお ひました けれで 氣の 弱い を 

は 割 頭 自殺 もな し 得ず 散々 巧 弟の お 

弃物 じされ 其 無念 さ：：！ 惜し さは 到底 

筆 じ も 口 じ も あらは せられません 

A 總 領事 舘じ 駆这む 斯くて シャト 

心から ポ！ ト ランド じ 巧き が じ エン 

ャ ー じあき 間ら なく シスコ じ 巧く 

-雜 じは： n 本 巧め 薇 船が 煙ぶ 化いて 

おます 海岸の ぶ ホ テ' グじ滯 巧して 居 

た 妾は 兄弟の 隙を 見て 手提 ヵバン 

侧を手 じしれ ま i ホ ブグを 飛 出し 先 

づ 総領事 おじ 跑 送み 事情を 明かした 

上歸國 .が 出 巧る やう 御 願して 居る 所 

へを 人が 跡を 追 ふて 領事 箱へ かけ 着 

かました まは を 人から 柯んな 酷い 目 

じ 逢は される だら うご 縮み 上つ て 居 


一を々 ど 話を されを 人は 妾の 離 婿申达 

をが みく 承諾す る 事 じな 6 まして 旦 

つ 日本へ 歸る旅 费を吳 れて何 ども 言 
はず 立 去らました 

A 無慘な 失敗 船じ乘 込む まで 領事 
裙の保 諮を 願って 愈々 無事 乘 船が お 
巧た 巧は 實じ ぅれしく 思 ひました が 
游眞 結婚の ためじ 思は ぬ 失敗を して 
一生を 無慘 疵物 じされた 事を 思 
へば 生きて は 居られぬ 稱 苦しい ので 
I す 妾は 横 おじ 上陸して 一應 東京 じ 行 
き 知人 じら 斯<ィ」 話しましたら ホ' 常 
じ 氣の毒 がられ 「お 實圃の 寫眞や 巧 
々じょ こした 手紙 じも义 本人が 兩親 
へ 宛てた 手紙 じ も ホ 巧で 絮い 成功 家 
てな つて 居る やぅ じ馨 いて あるが マ 
サカ をん な 事 ごは 知らず ゥ ッカ プず 

I 紙を 信じた の' が惡 かつた」 ど 妾 じ M 
I 精して くれました 東京 じ 五六 日滯化 
してから 鄉 盤 熊 本じ歸 らま-- たが 見 
I ず ぼ、 りしい 姿を して 突が 歸 をした を 
を おて 兩 親は ヒ ドク 驚き 事情を 聞い 
て サメ なきました 年端の 行か 
の烛は 「姉さんの わ 歸らの 巧は 妾 じ 
を 指輪の お ± を かめる ど 思つ たじ」 
ど ニニ 1 U 間は 親す 打帮 ^ てな き眷し 
I ました 兩 親は 「述命 ど あきらめ ろが 
でも 中流 0 上の 家から 緣談 のか 込が 
澤 山を つたの じ 夫れ を拒絕 して ホ國 
へやつ たのが 一生の 不覺 だ」 £ 申し 一 

ます 妾は 兩親や 友人からは 冷たく 迦 

へられが 人 じは 後 指さ {れ ぶの 身は 

I 今 悲しみの 淵に 沈んで ちます 人な き 

所で 化身の 不幸を 泣く のは H に 幾 巧 I 

か 知れません (完) 


されね のは ブイ 化 頃 じ やかな 必 せん 
ァネャ ヘン ゾ (馨 ハを； 化释 妻女 
を 連れて 西部まで 再 渡米した 某馈の 
子 氏は 二 一一 一過 間 前を 巢の紐 育 じユッ 
ブホて例の5^人ごす供を働先から- 

連れ出し 岡 伴® 巧した、 知人 じ會ふ 
事を 避けて 秘密 化 事を やクね 所を 見 
ると 餘 稍の 魂膽か あるら しい 哩 (武_ 

ボ 生) A マン、^ ブタン 海岸の 大佛か 
嚴を沒 するど おじ 杳 ごして 消息のを j 

もなかつ わ、 記憶 術の 元祖が 田菊ク 
ンは大 お 博を 當て 达んで 美人 探 見 鳥 
ごか 去 ふ クン 式の 巧 巧 物を 經營 しど 
るか 大 繁昌 木 夕 は タック ーニ 錢 入らつ 
ru ^ ^ /) (見物 生) ォフィス 時間 

を 地下 嫂 道で お數 する 某 會社县 は 或 
朝 人 ごみの 中 じ 頗るせ の藥的 かな 姿 
を 見せな からを じ ブラ 下つ どるので 
氣を 利かして ホ國 まじ 檐 子を 败 つて 
了聲じ 席を 譲つ たを 端 顔を 見れば コ 
户がも 如何 じ 美人 ど 思つ ねのは 黒姬 

であつ たので 某の 梅ら の惡さ 顏を眞 

1 搬 じして コ ソ 逆げ おしれげ な 

I 自な 巧) 


が 望なる 貸 地 

L 人物の 如何 じよ-* ては 相當の 資本 

-を貸 巧ず 

I 攜 巧は デラ クユャ 河の 上流 じて 康お 

物を 大都會 じ 送る 便宜を し、 一名 じ： 

二一一 一英 町な 上貸與 し、 リース は 一二 年： 

或は 五 年 じても 巧なら、 若し 買が ホ 

望の 人 じは 一英 晒 ホ お 弗よ-^ 巧 五十 _ 

弗 迄 じて 夕少じ 不拘賣 渡す、 農具は 

相談 じより 貸 巧し、 果樹 橄 か、 養鷄 

密蜂尙 養、 養 厥、 乳牛 等じ關 する 資一 

地の 經驗を 敎授す 巧し、 义± 地は イ 

チ ゴ裁培 じ 適す 養 鷄ホ望 者 じは イ 
ンネュ ベ ー タ ー を 貸 典す 希 黛 者は 
帝 截祗へ 申込み あれ 
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じは カッ キブ がつ た 所ィ」 見へ る哩い 
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チャントの 眞拟 をして シ リッ おを 
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羅育經 賴拳飯 島 巧 ホ 巧 一 冒 どして 不 

遠が を 路ォプ タフ じ轉 任の みを 受く 

る じ 至るべし ごは な國 最近 僧の 傅 ふ 

る 所に して 且事實 どなな てを まさる 

i ならん どは 某 消息通の 敲る 所な b 

素ょ b 化外官 をの 任免は 外務 巧が 陪 

愿じ應 じ 人物の 適否を 比較 省摄 した 

る掉 あなる は 勿論なら ご 離 も 紐脊總 

谓 事の 巧を 數 々なる はを 方面の 利赛 

衞係 ょら 打算して かして 善ぶべき 現 

象 じ 非ざる i は當 地を 留 者の 輿論に 

して 高峯傑 ± 、兢 井領 一郎 一 一巧の 如 

き 常 じぶ 不可を 唱 海して 止まざる 巧 

化て 吾人は 飯 島綴領 おの 轉巧說 の 事 

I 實 たる どを ごじ 顯 せず をじ掛 する 吾 

人の 鄙見 二 ー ニを 陳じ 巧て 吾 外 巧當閣 

者の 參 をに 資する ホ 無用の 業 じ 非 ざ 

る 事を 信 せん VJ 欲す 

元ホ總 領事 巧く は領 おの 職 黃は化 

嫁官 たると 时時じ 事務官たら 、' 上官 一 

たる 大使を 使の 命を の 下 じ 驻化地 管 

霜 區域內 じ 於け る 輿論の 向背、 新聞 

がの 論調 等 一般が 治 上の 趟势 じ留恵 

する 外、 宜國 おくは 自國ど おを 重耍 

の關炼 ぁる 諸圃 どを 涉 なき 大會 社、 

人物 等の 巧 動を 硏究採 おしで 本國政 

雨の 對外 政策 じ 資し 或は 粧化 地の 官 

患 お 力者閒 じを 遊して 談笑 敞酬の 際 

巧みに 對手國 の 機を を 把握ず るが 贴 

きは 前 おじ 處 し、 重なる 自國 輸出 お 

の 需要供給、 偕 格の 變勸 、其 他 一般 

商業 貿易 上の 趨勢を 察して 自 國巧エ 

業 家の 參考じ 資し、 又は 巧 留自國 は 

を 巧 蔑し • 獎 卿し、 な鬻 しなて 彼等 

の 海外 發展を 指導す るが 如きは 後者 

に屬 す、 故 じ滿讓 支那 本 國露國 領 ±, 

I を 地み 如きな 治 上き 國ど 緊要、 密按 

の關係 ある 駐巧地 じあら ては 吾 領事 一 

總 領事は 事務官た るよりも 寧ろ 化 お： 

官 ごしての 職 责其夕 きをち め、 秦港 i 

沙 港、 晚を 波、 ホノグ 、地方の か 


政治 上の 關係 ぁも且 在留邦人の 数多 

き 駐在 地は 兩者 相央 ばす るの 趣きを 一 

がし、 其他歐 州を 國 、南米を 地の 如 

きは 領事、 摄 領事の 磯 務は重 もじ 事 一 

おを どして 吾 商工業の 發 達を 圖るじ 
あ-^、 を 地 何れも 人物の 巧を 時處じ 
應 じて 適せ 適所の 妙 用を 盡 さがる 巧 
ら ざるは 勿論なる が 吾 紐 育は 日米 埋 

趙の經 過、 日义 貿易の 發 達、 巧留邦 

人の 增加ご 共 じ 諸輔の 原因 相ず 錯し 
て、 如上を 地 じ 比しみ を 上一穗 特別 

の 位置と ちむ るに 至ら 總 領事の 職責 I 

も 昔日の 如 <悠 々関々 たる 館は ず、 

人物の 巧を、 巧 巧 巧の 長短 じ 蘭し 吾 

外務 當お 者は 特に 至大の 注意を 拂は 

ざる 可らざる を 見る、 試み じ 政治 

よら 觀察 せんか 紐 巧は 吾 大使館の 巧 

化 地た る^^ を瘦 つる； 遠から ざる 

が 故じ總 領事が 政務を VJ して 手 腺を 

がいる の餘地 較ゃ少 きが 如き も垂國 

切 輿論を 左を する の 力ゐる 新聞 雜誌 

の 所な 地 どして、 おた 有 ゆる 上下 人 

がの 測 獲 化 VJ して 日米 問題 じ 至大の 

關 係を 有し.、 殊に 日米 國 をを 目的と 

する H 本協會 あらて 其會 員の 如き も 

夕 < はぶ 本 じ 好意を まする 當 豪繪紳 

學者 、政治家な るかな じ當地 じ總領 

おた る 者は 不絕是 等の 人物 VJ 相往巧 

して 相互 間の 意志 疏 通を 圖 り、 漫ら 

じ 手腕 あを 氣 取らて 小 巧 替を莽 する 

^を愼み、 す成彼等の必を緩か融會 

せしめな て 所謂 磬發 運動、 國民 外を 

の 先鋒たら ざる 可ら や、 更に 商業 貿 j 

易 上よ ら觀 察せん か 吾 日米貿易 おの 

ホ 要 おた るを 糸、 絹織物の おき 近 巧 

著しく 其 輸出 額を 增 加し、 巧 需要 地 

は 紐 育は 元 よら ペン シグ バ ニア、 二 

ユージ ャシ I 等柯れ も當巿 を 中必ど 

せる のみなら 中 茶、 陶器な 他の 輸乂 

おぶ び 石 姐、 綿、 鐵道 用具、 が禪機 

械等 おんで 凡ての 取引は 一切 當地じ 

於て 巧は も； を 巧て 紐靑總 領事の 報 

吿 ご 故國 商工業 家 ごが か 巧 じ ま 重 至 

大の厮 係 あるかを 知る じを るべ' 

紹 育が 日义 貿易 上 最も 重要なる 地 盛 

じなる かは 敢て妓 じ絮說 する の 要な 

きなら、 次 じ 巧 留岡胞 の現狀 よら 考 

慮 せんじ 今 よら 一二 年 0 前を の 在留が 


人社會 は圣然 統一 ゐら孜 巧 ぁる 社會 

なら ごい ふ 巧ら ざら しも 共濟 をの 懲 

輿ィ J おじを 階級を 通せる 共通 的 利益 

機關の 組織を 促が し 日本人 會の 成立 

じ 至つ て 始めて 网胞 一般の 步 調を 整 I 

正す るを 得たら、 飯島總 領事が 日 お 
を 併 じ 巧 力し、 證哄書 下附ど 目會の 
職 絡を 大半 成就せ しめたる が 如き、 
組育總 領事の 職黃 がな 留 人の おが じ 
伴ひ權 利の お講 、風が 体面の 向上 等 
じ 深き 關 係を 有する じ 至れる は么ホ 

言は ずして 明かな も 
か斯觀 ホれば 紐育總 領事は 外を 上 

が稀棄 要の 地位を 占め 政務官 ごして 
日米 關 係の 調節を 圖ら 、事務官 ごし 

て 巧 工業 家の 顧問 ごなら、 同時 じ 巧 

留 同胞の 向上 發展じ 努めざる 可ら や 

斯る 重要なる 職 黃を遂 巧せ しめん VJ 
i する じは 總領 拳の な 巧 期間を 0 て々 

く》 一 も 凹 年 巧く は 五 年 どし、 を 人 
して 其 職 じ 巧め しむる の 外な 乂 どし 

て 巧 外人 ど 親し < 相搂觸 する 磯 會を一 

典へ ざる 可ら や、 之 じ 反し 從 巧の 如 

く總領 巧の 去來頻 々たる じ 於て は 就 

任し 來る綴 領事 巧 人も黃 巧を 藍ん ず 


おらの の だ 

▲併し 巧 ホ かを 官中 じは 中々 豪い 巧 

かくご も自 みで 豪 ひど 自巧 しふる 巧 

か澤山 居る ネ、 恐らくは 十 人が 十 人 
を さう 思つ てる だら う、 吾輩 も窠通 

貴る も 其 通ら、 ォット 吾 奪 ふ 
は 外を 官で なかつ たが、. マ I どち 
でも 可い サ 、人間は 自 みが 一番 豪い 
ど 自惚れて るが 代が 一等 面白い 時で 
I 家 もの 枠 奴は 中學で 一番 お ホます ナ 
ン テす 供の 自慢を ずる やう じな つも 

ゃ 世の 未だょ 

•4 華 盛頓の 大使 舘じ 居る 男ぶ 中で 
香 覇氛が ぁつて 將ホ 有望 だ ど 思 はれ 

るのは 松 岡洋を だら う、 彼は 米 園 出 

身で スク ー 八ボ！ ィの皿 洗 ひから 啡 

き 上げ、 小中學 校を 卒業した 後 ォン 
ゴンの 口 1 カン デ じ 這 入つ て 彼處を 

I 卒業した、 小 おの 時 H 本を 出た ので 

H 本學ど 巧たら 皆目 解ら なかつ たが 

威必な 彼は 小 學卒蒸 時を じ 或 巧に 就 

て 日本 文字を 習 ひ 出し、 ボ！ ト ラシ 
ド じ 居 じ 時み じは わ 伽 嘶を オ カシン 
ど 讀わ位 迄 じ進步 し、 今では 文章 も 

普通な 上、 上手 じ嘗 くやう じな つた 


の 天長節 祝 會を懼 ほした 時 じ-おは 

化 歲の時 旣じ將 巧 外を官 ごな つて 治 

外法 權を 撤去し やぅ どい ふ 目的を 抱： 

いた 者で あらます」 ご 溃說 して 巧 姓 I 

の 喝采を 博した 事が あぇ、 ょぐ 云へ 

ば 巧 じして 佛偽 大患 あり どで も 評す I 

巧き で 其 時から 一 禪の變 り 者で るつ 

こ 

▲が 岡の 巧 巧 有望な 少化 外を 官 でを 

る 事は 彼の 居た 所の 露 都， 化 京、 上 I 

海、 漢口等 何れも 吾 外を 上 最も 重要 I 


るの 熱誠を 缺ぎ 自他 おじな 惡が 響を 英語は スク ー ^ ボ ー イから 叩き上げ 


蒙る 可き は 蓋し 必然の 結 おたちん、 

常人は 吾 外務 當 巧が 深 <此 点じ 留意 

し、 香 ニユョ ー クを なて. 一 辖の炸 巧 

j 官 養ぶ 所たら しめ ざらん 事を ホ 望ず 

る もの 也 


巧 米 外交官 

ホ來の 大臣 

ホ 國大化 お 二等 專記官 松 岡洋を 

A 日本 銀 巧 支店の 柿 巧が み 傑、- ィボ 

1 グの泡 凄まじ < 、會ふ 度每 じ、 外 

をを の 人物 沸 底を 歎じて 連 b じ 得意 

の怪氣 縮を 吐いて るが 人 職の 沸 底は 

豈战じ 外を をのみ ならん やで、 政治 

ホなら、 經 巧が 然ら 、な 敎ホ 然ら、 

敎育 界然ら 、沼々 たる 天下 巧 ゆる 階 

級を 通じて 現代の 日本、 現 化の 世界 

は 平凡 無能の 牛 頭 馬頭を なて 充 たさ 

れて 居る の だ、 イヤ 夫れ でな て 円本 I 

乃至 世 ホは 満足して る譯 ではない が 

平凡 單 調なる 時化の 要 ホは 英雄 豪傑 

一 偉人 傑 ± の 出現を 祟む 迄 じが あして I 


及エデ ソン 電気 食 社 等 其 お 十一 個に 
てを 体の 投資 额二億 九 千 一一 音 餘萬弗 
义 昨年度の 總 収入は 五 五六 巧 餘万弗 
じて 純益は 二 千な 六十と 巧 四千と 巧 
と 十 弗な りしと、 而 して 之 等 諸會社 
I 中の 最大なる ものは ユデ ソン 電氣及 
。ン ソリ デー テッド 巧 斯の兩 社 じし 
てェデ ソン 電氣會 社の 資本 高は) 億 I 

二 千 六な 萬 弗 化 純益 九な 四十み 巧餘 
弗即も 資本 じ 掛し約 八を の 利益 あら 
- たるの みなる じ コン ソリデ 1 ブツド 


の 地位を 占めて る 事で も 自ら 明かな 定斯會 社は 資本 裔五千 四な 萬 弗じ對 

i 譯で 今の 蒂盛頓 もな 通り、 外務省を し 純益 八が 四十 乂萬餘 弗即も 一割 お 

上-役 等が か 巧 じ 彼の 前を じ赌 目し 一み をの 利益 ぁらたら ィ」 

つぶ ゐ をを '知ら，？ 思 ふなら— ヘラ 引 死者-^ 儀！ 米軍べ 
I 雲に Is て 辟 k て 暴 < ゥ ム丄蕾領0§ をた る羹 十と 名の 
I 妻は ぁるかつ て、 勿論 ゐるサ 天下 遺 おは 過日 到着し 去 王 日を なて 極 一 

の 美人 ぢ やない が溢柔 なしくて すを る 葬儀 執 巧を たるが 大統領 ゥ 
をら しいから 篇も大 ひじ 雲を 得ィ グッン 氏は 同日 臨場の 上 一 麓の 吊 

ご晃 へて ホク もの だよ、 ヤ ー 辭を蓝 ベスな 

例 じ 依つ て 失敬し ますが ネ キス トク. 

キじホ ミ 沼 野を 評して やる 一 拳夕厶 ピコ 陷落 


た ホ じ 立派な もので 少壯 外を {良 中 痛 

じ 見る 所 だ 

▲さう さ 子！ 年 瓣は下 度 化 五六な だ 

う、 が巧夕 辯で 一妙 時間 も 饒舌らず 

lT は 居られな いどい ふ 煎ら 豆 ど ホて 
るから 大槪 なをは 烟じ卷 かれて 化 舞 

ふ、 性質は 智者 ご いふょ b も 寧ろ 才 

卡の ホで 負けず 嫌 ひの 精力 ま義 、手 

當ら 次第 巧つ 付けて 無 遠ぶ じ お 舞 ふ 

からな々 じして 失敗す るが、 柯 しろ 

オモ だから ド ー ニ々 胡 魔 化して 化 舞 

ふ、 球 じ 庇を いへ ば 支那 じ 居た 加减 

でも ゐ らう 豪傑で も 何でもない 癖 じ 

T ャニ 豪傑を 氣 取ら、 無暗 矢 媛 ど 裹 

I 傑 笑 ひを 連發 する 癖の るる 事で 其氣 

一陈さ 加减ど 巧^ や、 ブンデ 見て 居ら 

れ子 1、 . 

A 松 岡は ォレゴン 時化から ホ 來の外 

お 大臣を なて 自ら 巧 じ、 自 をの 宿泊 一 

して 居た ミッションの グ ー ムの壁 じ I 

は 何時も ピ スマ ー クの宵 像を 懸けて 

居た、 今よ b 約 十四 年 前 岡 地を 留お 


- 英領 加を 陀新 總替の 任命 お國兽 
忘メ！ リ ー 經下の 弟を なる プリンス 
アンキ サンタ 1 ォプ ■テク 殿下は 今 
回 加を 陀總督 に 新 巧せられ 今年 十ち 
コン ノ ー ト 殿下の 御退織 ご 共 じ 思 巧 
せらる {善な b ご 

♦ H 本 癸 人の 自殺を を ょら 陳州じ 
胜き巡 巧 中なら し H ぶ輕 業師 一巧 中 
の靑 木た 龜 (十 么 なる 英 人は 伯が じ 
於て 戀中 じ陷 入らし 某 黄 術 家の >む 變 
ら じ失留 せし 結躬ゼ ノア 帘じ 於て 去 
巧サ SU ピスト グ往 をを 遂げたり ご 
偷敦 電報に 見へ たら 


参甲鐵 濫二隻 建進樂 ので 院 通過 あ 
ま 一| ゲ它夕 だを 項 違 •^ぷ ' f . 遜 倦 
で ！.. . ft 

どの： 

を 糖 

巧 為 

の 外驅逐 擬六隻 潜航艇 八隻み 建造 雙 
をを，^ ものなら ピ 

參 常備軍 礙張 ホ畿案 提出 ォレゴン 
州 上院 講員 チユム バン！ ン 氏は 過日 
ホ國巧 時の 常備軍を なて 萬 一の 事靖 
じ厢 ふる じ 不充を なりどし 更に 其 勘 
を 十二 万 五 千 人 ごな す 巧し どの ホ雜 
I 案を 提出 せら 

是斯な 電氣會 社の 収益 最 巧の 報 

吿じ 化れば 當地じ 於け る巧斯 及電氣 一 

曾社のまなるものは コ ン ジ ブデーブ 

ッ ド、 ニユ 1 アム スタ！ ダム、 ミユ 

1 チユァ 八、 ユニォン 等の 亮獻會 社 


逊去 五日 間 官革兩 軍の 間 じ 猛烈なる 

一戦 励を 繼績し 巧れ る タム ピコは 去 十 

ご一 はじ 至りて 遂じ陷 落し 宫 軍は 目下 

サン グ ィス、 ポトシ ホ 面' へ 向け 涅却 

中なる が 勝 も 誇られる と 千のを 軍は 

蛙 もに 巧 街を も 領し五 百 萬 巧の 憤 格 

ある 棉巧 をを 捕 b たり 

タム ビ n ホは 巧 地の 產巧 どして 英米 

1 资 本家の 剌害烦 係景ら 深き 巧な 6 憲 

が 軍は 同地の 占領 じ 化ら て熙 稅を徵 

化する の促ゐ b 巧带じ 非常なる 利益 

を 得べき もゥユ グタが 麻は 戰略 上大 
巧擊を 潔ら たる もの じて 前を 益々 旧 
雄な りごい ふべ し 
A 武器 输ぉ 禁止 かの 解除を 色 ふ 華 

府瓣巧 中なる 嘘が 軍 代表者は タム ピ 
\ 'がて 彈 化夕乏 のた めゥ ユグタ お 
!擊 する 能は ざら しを なて 速 か 
■ 一' 輸ぉ禁 化かを 解き 憲政 軍の 墨 都 
に 便 せん 事を ホ國 なが じ 要 ホせ 

A 米 闽の豐 したる 軍費 米 墨 談巧破 

裂な ホホ國 政府の 臀 したる 軍费 はな 
Li 六， 黃 一一 十六 巧 八 千 九な 化 二 弗サ四 

州に 達せり 

▲ 111 闕仰裁 H 1、 ビ t 、 シ 111 画の 
代 まを は 摧か貧 議じ觸 し 夫々 準備中 
どの 事なる が 時局の 紛糾 日 じ 益々 を 
だしき 今日 豫定の 結 梨は 到底 祟み 難 
かるべき 模様なら 


•ン 、リ！ な 大喷火 ユ トナ 火山 曝 
發し 附近： 帶 数十 部を を攒滅 じ歸せ 
しみ 死傷ち 一二： 白 じ 達せる 大慘 劇を 溃 
出せら さ- . 
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j 東を 電報 

j 二 2171 

_ ♦第二 離 時 議禽は 六巧节 H な も 
I 軍 製 髓我ま 出の 協 贊をホ レる ため 大 

_暖 内閣 ば 第二 臨時 議 をの 召集を 奏請 I 

.する じ 巧せ ゎ 期 H は 六 巧 サロ じして 

;會 期は 时廿と H 迄 一週間み 笠なる 
化た め 政 巧は 一 厨 勵搖サ り 

，♦力 ± の 巧 畦 及 米围興 巧な を 太で 

:山 等の 東を 力 ± 巧を 及 米賊じ 渡りが 

一地 巡業の 計盡に 都を じよら おを せら 

たたら 


_ ♦ホ ま 間盟 密約 成立 說米國 の勒ま 

みを お 巧 著し < 成功し 巧る ど おじを 

I 世 挪總統 の 援助 じを 力を 盡 しつ t 

'るが 帖 米ず 时盟 の密巧 成立せ b ど 東 

京 H 々新聞は 報 逆し 外を がは ホ おな 

る 恐慌を おせら 


♦大葬 费滿壤 一致 じて 通過ず 御大 I 

I 葬 雙豫算 •百 二十 万 圓は族 案 通り 滿攘 j 

ih 致 じて 下院を 通過せ-^ 


♦遣 义艦千 曲、 が 吹は 目下 修錢中 

G あお 開通 まじ 遂判 ずべき 遣 义艦千 

曲、 が 义の兩 艦は 目下 舞鶴潘 じな 

修緯 中なる が 結て み第粧 もじ 出發ず 

1 る尝 なら 


♦桑 博 事務官 其 他 役員 巧 命 旣電榮 I 

诺大博 正副 總 戴の 外 事務官 山 脇證樹 

でか 一同の 役 貴 昨 巧 念 遮 巧 命 せらる 


♦なみの 動 搖混亂 巧 極 じ 違す 路時 

讓會開 會し政 客 悉く' 帝都 じ 集まる VJ 

共 じを をの 動搖 甚だしくなら 巧 ±縱 

橫じ 活雜し 非な ぶ、 同志、 國 ち、 中 一す 

一正 S 派のを が 運動 あり •政ぶ、 國は 

! 黨 のを 闲運励 あ 6 紛 々搔 々直に 入 6 

媒れて 政界は 空前の 婚锐狀 態 じ陷乂 

一た-^ 


♦藤が 少縣の 化贿四 五十 ぁ圓 海軍 

収賄 事 かの 張本人た る 藤 井々 お (ホ 

五 都) はま 明治 四十 五 年 ホ 英國の 一二 

疆祗會 社 よら 四 五十 お 圆の收 赌を爲 j 

したる お 跡 あら 海軍省 じて 間 人の 靡 

i 跡 調査 中なる 旨を 表せ 6 


ン 


:〇 収賄 事が 連累 者の 罪名 

證據煙 滅並じ 贈 服罪 へ 八 

お物購貫並じ脅喝非 プ！ンー 

閒 プラン ダグ 

同 應藤震 二 

同 上 巧綱藏 

文 游爲造 巧 化 詐游並 贈賄罪 

山 本 條太郎 

同 岩 巧 謙 一二 

; 有 憎 證券 礙造巧 化 ホ じ 贈胳罪 




义萬爲 造 巧 使 罪 


松达鶴 太が 
鹿 野 
松が 德哉 


溢 巧 男ぶ 那巧 男爵 滥渾を 一氏の 

ミ邪慑 遊は 昨年 秋徵恙 じて おさ rb 

し 儘 今 H じ 及びた るが、 男爵が 曾て 

み 創立 じ 最も 力を 盡 せし 中 固 興業 株 

まを 社は 肋 じ去サ 五日を 巧 じがで 總 I 

會を 開き 化 京の 揚击奇 巧を 總裁じ 遇 I 

舉す るか 巧び 中 H 實 業を 社 どな 稱ず 

るの 件 等を 巧 了し 树會社 じ 願す る 諸 

.用 化が き t ため 溫澤 男は 廿八 『新橋 I 

おち 那樓 遊の 途じ 就きたら 


•飛 おお 校 惨死 飛 巧 將お重 松 中尉 

は 什 六 H 朝 所 澤飛巧 撰よ； 〇靑山 練を 

煤に 飛 巧し 成功した るが 歸航の 際 所 

淺 附近 じ 於て 克巧 暧發 のた め 高 巧よ 

巧 落し 邸 死を 遂げたら 


本 最近 信 


♦殿閣 ど 增師大 殿 首相 ど 隆軍厕 ど 

は意虽 十み じ疏 通し 旦巧閣 組織の 際 

をが ど 山縣を ごの 間に 默契 めら たる 

結果 岡 陸相は を 然無條 件 じて 入閣せ 

る もの、 > かく 岡、 大 島、 明 巧 等 巧れ 

お師 ど因緣 深き 顔 揃 ひどて 固のを I 
議じ 於て 海陸 お備 のを 衡 軍備 ど 助 政 _ 

の 調節を 如何 じする やは 別閒趙 どし 

一し 新 巧 聞の ホ 針が 頗る お 師認を じ 傾 

ける は 言を 埃たず 又 明 お 中 おめ 參謀 

みを じ 補せられ しな 跨 谷川 ホ おが ホ 

年を なて 停年 じ 達する より 寺 內總腎 

み 後を 冀 ふべき 前提 どら 見られ 結 お 

々回の おを は 度 閥の 俊 興なら ど觀測 

ぶ あり 


め S まあ 6 第一 案の 如 < 陸 海軍 兩當 ~ 豫 をなら VJ 
が 者の み じて 組織す る 時は 現在の 制 I 

度 ご 毫も 異なら 乎國防 會講の 組織は 

をく 儒 葱 がごなる ベぐ 义鑽 S 案た る 

瓜な 衆兩 院議 員を 加 ふる； は 廣く 意見 

を徵し 得る の 利 あれ ども 國巧 問題の 

化 本義た る 絕销秘 をて ふ 最大 要件を i 

银 くの 處な きじ 非ず 從て 第二 案 最も 

み 力なれば 結 姑國が 問題と 外を どは 

最もを 接の 願 係を 巧し 如何なる 嚷 を 

雖む兩 々相 孤立す るを 許さ y る ど 
向 時 じが 政 ご國巧 ども ホ斷 じて 別 側 

じ 論議ず ベ きものじ ホず どの 見地よ 

第二 案じ 决を するな らん ど 


♦を赞 博 ± 無罪 支那 紙帶 巧で 圓僞 I 

造 事件の 願 係 者と して 囊じ柬 巧 地方： 

魏が所 じがて 有罪 ど ホし 一年 六 ヶ月 

め 入獄を 實吿 せられた る 前營保 局長 

法學傅 ± を 贊廉造 巧は 菅呈じ 服せ ず 
して 控訴院に 上吿 中な b しが 過： n 其 
な吿る 6 證 據不充 みの 故を 0 て 無罪 j 

の 中波を 受け ねら 


•お 遊を 總 々ホる 春 漸く 暖かき 旅 

巧 季節 じ 入らて ょ b 船 每じ渡 巧す る j 

外人 漫遊を 非常 じを < 十と 日 r にが 

國鄰船 じて 比島 總替 ブス ホ 人 お マ 

ラ 軍 巧 か官タ マィ グ將眾 夫 赛墙斑 
赏巧ァ テ ス ヮ！ ク化を始め化’ 

骚客 神戶じ 上陸し 十ん：！！ じは モ 

ア じて マニラ 歸らの ホ國觀 ホ''.' 品 
だ廿名 あら. 内 六十 余 名は を 崎 じ. V - 
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中正を の 自由 巧勒 中正を 化 誰 ± 

會は 十み H 午後 一時 開會 おお 者 尾 崎 
行 雄花 井 卓 藏外サ 五 あじして 先 づ大一 

殴 内閣 じ 載し 村會 が々 後 執るべき 態- 
を ぶかを 議題 どした るが 前 U 巧論戰 I 陸せ しを なれで 殘餘な 六十 餘あ 
し盡 したる 事 どて 滿媳 一致を なて 差 

め 申を ゼを爲 したら 
申 を- 

本を の 本領に 則り 大啜 巧閣 にお 




政 あ 次官 新設の 議 新巧閣 のを お 

次官は 巧れ も 官僚を 巧 用し 政 黨巧閣 

どして 異様の 觀ゐ るが 內閣 巧を とお： 

じ 事務官の 更 をす るは 政務の 澀滯を 

ホす の處 あるを 0 て 新 内閣 W ち 制 じ 

大 改革を 斷 巧し 政務み 宮 ごも 稱す 

べきら のを 新設し 事務官 ど 政務官 ご 

をを が 職 別 せんどの 議 あら ど 


參國巧 會諸ま 政府は 國防間 題を 解 

ホ せんがた め國巧 會議を 組織す る ホー 

針 なれ どらな 組織の 形式 如何な 國巧 

の 完化上 じ 至大の 關 係を 有する を 營業 じて 御殿 携停華 煤 前を 基な どし 


しを 自旨も 巧 勘を 執る 事 

♦竹 越 代講 ±1 化 黛 代議 ± 竹越與 11 

郞 氏は 愈が 巧 常を エ巧氏 等の 紹 かじ 

て 政ぶ 會に 徑黨 せ--^ 

♦願 か 知 氏 脫黨國 ほ 黨化畿 十； 關が 

知 巧は 大殴內 願 成立 ど 共 じ 一身上の 

樂楷 义選擧 腐との 關係 上脫黨 する 事 i 

じかし 十八 H 國お黨 本部 じ脫黨 屈を 

提出せ b 多を 词を會 じ乂黨 すべく 同 

が じ 內務大 おが 萬 官じ巧 せらるべし 

尙國お 驚 巧 じは 化 外 二 己の 注意ん 物 

あらし も旣じ 黨講を 0 て大暧 內閣援 I 

助の 宣言を 爲 したるな 上脫黨 の口實 I 

を 失 ひたれば 化 上 黛の 動 搖をホ さ 

ベく 万一 脫黨者 あら どら 中正 會ょ 

ニニ ー名の 入 黛を あるべき 見込 なれ 

ば黨勢 じがを なかるべし ィ」 樂觀 しお 

*9 

當± 山 損へ 鐵道江 新み 巧み 息 化 

太 郞外六 名の 計晝 じて 御殿 谋 よら 常 

± 山頂まで 電単並 じ 索條鐵 遊を 帝嚴 

すべく 靜岡縣 駿東挪 役所 じ 出願 せら 

を 計晝じ 化れば 每年 夏を 二十 日間の 


半神 戶じ 上陸し 名所を 蹟を 採る'.. 
或は 開會 中の 共 進轉に 車を 馳 する も ~ 
多から しか' 一 兩日滯 巧の 上京 都を を- 

を 經て巧 上す る绪 じて 他 ば 橫濱じ 上 

陸し 日 ホ 見物ぶな すべし W 

生命 化 験 殻 盛 最近 じ 於け る 我 保 ~ 

一晚 巧の 活况は 實じ目 覺 しきちの' る. 

親 中生 命 お瞧の 如き 先月 並 じ 本月閒 

業の 大 .安 及び 高 砂の 兩 社を 加 ふる 時 

は 旣設を 化の 總數！ 二十 九 社のを きじ 

上ら 么じ發 お 認可 濟の己 社を 加 ふる j 

時は 合計 四十 二 社 じ 達すべく 而 して 

化驗 契約の 總额は 一' 頁 未 じがて 旣じ 

十億 四千と： 白 餘万圓 のち 額 じ 上らし 

をな て 如何 じ 殷盛を 極めつ i あるる 

を 知る に 巧るべし . 


て 軍事 當诗 者は 目下 調査 中 じして ホ I 

だ 賴議じ 上す 迄 じ 運び 居らず 而 して 

其 組織 じ 就て は 

繁 一、 軍事 當 巧者の みを なて 組織す 

る 事' • 

第二、 陸海 軍々 事當局 者な 外 じ大藏 I 

外務 両 省の 寅 任を を 加 ふる 事 

第 己、 貴 衆兩お 議員を も 加 ふる 事 


御殿 襟 口を 山道 馬返し 等を 經て大 H 

道 じがら 夫ょ 6 山麓を を 回し 東進し 

て須走 口の 登山道 じを し 山頂 じ まる 

計 塞 じて 大日 道を は 電車 線路 ごし 其 

最急句 配 十五み の】 夫れ な 上の 索條 

線路は 最 急が 配 二み の 一 じて 總延を 

十五 哩 四十 鎖 資本を 巧 六十 萬圆 のが 

_ 式糾織 どし 一人の 乘単 賃往俊 五圓の 


存 で ''::'. 
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謡啓每 々御 引 立を 藻^。 難 巧が 候陳 
を 今 0 夏向き 御を 卓用の 品々 及び. 日 
本藥子 類、 新刊 雜誌 等い ろ {新 荷 
到着 化候閒 些少 じ おらず 御用 向き 仰 
かけられた < 偏に 願 上 奉り 展 
'が 弊 巧な 正 巧 品目 錄は御 一報み 第 
御 呈送中 上 候 

新 育 ホ 東 五十 化 了 目 巧 十、. 巧 十二を 

I 赋竹 旧廊巧 

.電請 プラザ 】 六 とん 
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器 郵便 發着表 

ュユ I 3 1 ク 本局 締切 午後 丄ハ 時半 

船 名 經由地 發送日 

メキシコ 义タ コマ 五 巧 十五" 

シカゴ 亢 タコマ 五 巧 廿 一口 

を渚义 轰潘 五 巧 ホ 五 互 


• H 本よ. 
五 巧 サ ー日 


左記 六おう して シャ トグ 
を 港 間を が 海し 隔週 か 
曜日 午前 十時シ ャトグ 
を 巧 机す 
▲運賃 

シャト グ橫濱 神 お 間 
一等 巧 十 弗 
二等と 十五 弗 
シャ .トグ 巧 司 間 
一等な 十五 巧 
二等 八十 弗 
一一 一等 四十 一一 夷 五十 仙 1 

A 但し ニユ ー 3 1 クぶ 

此 H 恥 ょら 五日 前に 

御 ぉ 發有之 度 候 
丹波乂 一二 巧廿 四日 一 

安錫义 四 巧と 日 
を 渡ん 四 巧 サ ー日 
橫鑽化 五 巧 五日 

が 郵船 會 社. 

シャト グお嚴 巧 

切符 お 巧 新 育 新報 社 


曲 着目 

五月せ 六 t 



外交員 數 お- 

希望の 人は 至急 御 巧談. ？ ^れ 

闽田寫 眞一舘 

一ぎ W . 4 を d 穿. N . Y . C さ 


1 ミ . 1 ミ Jgg 

31 易 锋 
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切 諸君の 御 便宜を 謀ら 左記の 處じ 
I 營業仕 候 間 御 引 立の 程を ホ 上 候 

中原 修ま 謀 白 

flpa-nose Boaas 於’ 记 0C 泌 e 

80 sandm St . Brook ぎ 

Phone 8707 sain 
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閉 催された るか 競技の 結果 也 左の 如 
て じて 參觀 者は a 米 人を 合を 約 二 巧 
名 非常の 盛會 ならし ど 優 避 者への 
i 寄贈品は パンツ ー組 佐々 洋贩巧 子 
クタ イビン、 ガク プチ、 名姻乂 、香 _ 

西 商な 書籍 二册 、草糜 一 巧、 サ桐 
巧 店を 一等 優勝者は ぺ！ スボ ー グ 
_ 靑年會 スペリング レ 1 ス菊地 ス 
プ ー ン ン ！ ス 新巧， 載囊 ン ー ス 菊地 
一人 一二 脚 获旗化 山 一人 一 脚 大巧 
•ラ ソン レ I ス菊地 等の 諸 巧なら き 


要なる 電話 其 他の 設備 完 をし、 チ ー 

ット 、チョコ セット ケ ー ス十五 個 

の 外 前年の 殘品 四十 弗 許ら ゐ り、 大 

至急 賣 渡し、 希望者は 新報 社へ 御 相： 

談 をを ふ 


♦珍 田 大使 巧 巧 

J 歸華 せら 


十四日 ホ巧塑 十五 


大义保 巧 賢 氏 並 家族は 十一ぶ 藥 
港よ b を 着、 夏期 中の 住を は サム 
卜 なら 


今回 新た じ 開校、 飛 巧 法、 を 禪飛巧 

機 製が 術 等を 叮喀 親が じ敎授 す、 斯 

道 じ 成功 せんくす る 曰 本人ち 円 年 諸 若 


の來 校を 望む 

目 本人 飛 巧學校 I 


加 藤官補 十一 目 着 巧 せら 
慶應 撰ず 監督 平 お 巧は 十五 日出 


一 發桑港 じ 向へ 


拙 截執巧 五ち 化 日惯還 巧栖成 候、 右 

當龜 を 號は 巧る 五 巧 化 曰は 後當 巧に 

就き 御 承知 被 成 ド 度 父 右を 债證書 所 

持の 御 ホ々 の 御 便宜を 計らを 五 巧 化 

U な 後 當巧じ 於て H 本 お買爲 換相據 

を 0 て 御 巧 受可申 候 . 

大正 云 年 五 •巧 

橫濱 正を 銀 巧 

紐 育 お 張 所 

岩 Wall . 获 . KEew Y ミ Ik CUy 


I 氏 は 過： n ホ 着せ^、 井上 熊 s 郎巧 

は 近々 歸 朝すべし ど 


-齊藤 副領事 送別 曾 巧 二十日 當地 

I お数 上海へ を 巧の 蟹なる 闹 氏の わめ 
總 領事 舘貴 一同は 去 十二 一日 纔 領事 官 

宅 じて 加 藤を 補 巧 巧の 視 裳を 兼ぬ 別 
一 宴を 張 b 、 十四日 じは 正を 銀 巧 ま 催 

の 別 裳を りたる か 本 夕は 日本 俱樂部 

じ 於て 俱樂 部員ょりの 送別 曾 ある 當 I 

な*^ 


•淺 野な 郞巧お 刺 西 巧 おが 組 社員 

なる 間 氏は 今圃 同社を 滞し 化 測西視 

I 装の 途じ 就けり 


お 澤丈巧 殿 

靈魂 不滅なら じ 早速 懐かしき 

1 ョ ー ク 見物 じを かんかな 


され どを きて バチグ スを薛 くの 罪 も 

はを 然該 がを じ 拘束され や 巧 證を並 I 亦大な 6 自あ搞 着 幸 じ 許せ 釉摺ら や 


-三 




目 本人 食 役員 選 擧會同 曾 參議旨 

は 巧 十九 日 午后よ 時 河 添族舘 じを を 

し會 をな 下役 為、 委員の 選 擧を巧 ひ 

基本を 預乂銀 巧の 撰擇 、奉務 所 新設 

I 等の 滿證 をな したる 後 懇親 會を 催ず 

I 尝 なら 


♦ H 本人 飛 巧 機學校 開始 飛行 術 及 

I 飛げ 機 製作 術を 日本人 じ敎巧 せんか 

ため 木 下 國太郞 氏 及 某氏 兩を じて 憬 

i 題の かき 學 校を 開始せ ら躁 巧は，'、 子 

ラ じて 支那 人' の受敎 希望を 數あゐ 


♦乂運動を模部 豫報のかく靑年を 

並 じ 五一を の 聯合 尴し じか 一 る述動 


森 岡 移 お會社 重役 巧が 巧" 心 田地に 
あ 6 しみ 息 同伴 近々 伯 刺 西へ 向て 出 

後 S 


♦新 育 日. 本 評論 五月 お はま 十四日 

お 巧 中橋德 ぶ 郞 氏の 支が の お ホ、 ジ 

1 ャ ー 巧の 新 育 じ 巧け る 日本人 ミブ 

ヨン 舉業等 其 他 例 じ 依て 趣味 深し 

参 進 ホ 第二 號過 H 發巧淸 ホ 牧師の) 

'掩 はれた る 自我の お 現」 吉田博 ± の 

' H 米 社 待 紐 織 比較 あら 


五 巧 廿六 H 午後 八膊册 をょ b 當 

巧 西 九十 一二 街： 自 々十】 番 日本 俱 

樂部 じがて 皇太后 陛下 御大 葬 

遙巧 式擧行 候に クき御 參お相 成 

度 化 段 及を 吿候化 

巧が 巧 

帝國總 領事館 


廚業欄 
◄婦 夏瘍賣 渡し 一一 


飛 巧 學校闢 妾 


理事 木 下 國太廊 

片ミ ation Fi と d 客 ineola L . I . N . Y . 


纖 中原 勇 isis 請 


上旬 0 巧 國ぶ醫 姉の 非常なる 词 
情 じょら 當地じ 於て 療養中の 處 
藥お 効な くま 五月 一二 日 巧 ま 致 候 
じか 化 段な 紐 中御择 情を がせら 
れし 辱知 諸君へ 御 通知が 上 お 化 
五 巧 I 二日 

な 傅嚴巿 

化 弟 ホ 巧 進 


巧舍 貸間 


ゥェスト フキ 1 ザ ドゴグ フ供樂 部へ' 

電せ f じて せを じて をす る H 本人 化 宅 

じ淸潔 じして 閑靜 なる 貨間一 一室 あら 

御 希望の 方は 下名へ 林 まき 

S 5 oasino A . ve . oranfor 占 N . J . 


移 轉廣吿 


iiiss ^ 


事が 巧 

巧 001 ゴ 100】 .Knabe 夏 dg . 

货 7 『ifth Av 夕 Now Y ミ k C；Uy 
Phone IVIiirray Hill 装ゴ 


住 


を 巧 九十 了 目 巧 化と 發 
電話 リバ サイド 六 八 〇 と 


寫眞 師^*^* 一^® 


移 蹲 開業 廣吿 

i 今般 左記の 所へ 移 轉五巧 一: n ょ-^ 開 

業 可 仕當の 處裝飾 準備 等の ため 手間 

耿 b ホる 四日 よら あ 開業 致す 様相 成 

換閒 何卒 從 前の 通ら 御 引 立の 稻を頤 

上磅 

新育巿 一二 十九 了 目 巧 四 八 


| ソが5 .^: 1 朝日亭 
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す 
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四 
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と 
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，して 居る お だが 官盧を 蔑 规し地 ホに 

I を慘蒂 して 居る のは 决 して 白浪 一ん 

ではない 一寸 白浪の 向 ふを 張 るら の 

じは 湖 化 じ 載 守 仁、 福 建じ黃 漉な ど 

いふ 豪の もの も ある、 其 化 数十 人 巧 


事を おした ものら しい、 鹏飛 太郞か 

を那 人で ぁるか ドゥ か 或は 支那 人で 

あむな から ワザど 妙な 名前を つけた 

のか ツユは をらない か 白浪 軍の 中 

じは 3 ゥ いふみ 變らの 人間 か 居る か I だ、 

も 知れない 


^ *^^*^^ょるん ，勺：、 
Jvvwftl 


泥棒の 天下 

，ち 那衙 巧の 中部 地 ホ じ 白 汲 ごい ふ 

壬醒が ぁつて 千 名 近くの 部下を 率 ひ 

てを 地を 荒し 廻つ て 居る とい ふ 事を 

大巧 每 u 新聞が 初めて 日本 じ 紹介し 

たのは 昨年の 今 巧 かど 思 ふが 爾巧 
j ホ經 つか 經 たない 間 じ 白浪は メキ 
VJ 泥棒 振を 上げて 湖 化、 河南、 を 

j 徽 、峽 西の 四 省を 跨 じかけ て 到る 所 

お 風の 枯葉を 捲く が 如 <菩 物 顔に ぞ 

那の中 煤を 横行して 席る、 現な 支那 

め大官 ゃじは 泥棒 上りのを は少 くな 

いが 白浪 ほで 臨を 利かした 者は 未だ 

人 もない、 白浪は 正 じ是れ 支那が 

j 棒を の レコ！ ド 破- 〇でゐ る、 泥棒 て 

- 白浪の 様 じ 堂々 ど 天下を 横 巧ず る 

敢は绍 か ■し コム ミッションを 取つ て 

口を拭 ふて 居る 連中な どよりは 遙が 

じちら しく 旦小氣 味よ い 

kr の處 白浪 一人で 支那の 泥棒を 巧を I 排巧 だご您 にもつかぬ 庇 理屈を 捏ね 


K も ゴ 取 こ 

紐 育の 扫 本人 (十五) 

飛す 張 目 生 
黄白 結婚 

▲餘ら 職業の 事 や 商 買の 事 許 b 書い 

て も 面白くな いから 今度は ホ 面を 變 

へて、 僕の 一番 嫌いな 女じ關 係み る 

I 事を 書かぅ、 だぅ も 化の 中は 女^ 話 j 

を をん ど歡迎 せられな いど 見へ て 卓 

_郞 若な どは 何時も 戀 愛、 結婚、 ッ 
キ ！ ト ホ ？ ム の 鋪寶を や つ て 居 る 
ャレ 人種的 漏 見 だ、 をれ ジャップ 


た 所で 戀 じと 下の 經て なく 紐 育な 巧 

を 中の 巧 白 結婚 歎を 調べて 見る どか 

驚二ぽ 餘組〇 アイラ プュ '—、 ューラ 

グミ！、 可愛らしい 一二 界の首 がせ 迄 

も 製造して 永化植 巧の 溫 かき あ 庭を 


で 有 一す 


ま 千 人 近くのを をを がして 山 澤じ割 ~ 陳は つて 居る ご 聞いたら 驚かれず じ 

辕 して 居る 線 林の 俠 雄は 一省 每に双 

手を 寒^る おの 数は 確 じある 

日浪 の軍势 はず ット三 萬 六 千 人 ど 言 

はれて 居る、 白浪は 么を 十八 隊 じを： 

つて 一 豫每じ 巧み 官を附 して 居る 化. 

二方 六 千 人が 化て をく 訓淡 める 兵 十 

では 勿論ない が 武器み 比較的 豊 常な 

る ご 解 敵を が 加つ て 居る ので 官 おじ 

化つ ては 實じ 恐るべき 敏 なので ある 

白浪 軍の 中 じ外圃 人が 短る か ドウ か 

I 白浪が 革命 黨 ど 密接の 關 係が ぁ も か 

ドウ か 今の 處歷 どした 證 おは 擧 つて 

おない が 第二 革命の 際な 西 軍の 禱お 

た 6 し 林が、 河南の 矮 越、 湖南 柳聘 

農 等が 白 あの 軍師 じな つて 居る ごい 

ふ 所から 考へ をせ るぶ 白 おの 中 じは 

桃々 機々 の 人物が 集まつ て 居る 奉は 

疑ない 

化弼四 W あのを お 縣じ紅 燈會郎 が 勃 

おしてを 遠 縣を陷 入れた 事が ある、 

戈那 新聞で 見る ど化騷 勸も閒 もな く 

撤 をしたら しいか 化な 燈 曾の 頭目は 

馬學 仁、 韦 球、 何 殿中の 一二 人で 化 外 

じ鹏 飛太郎 ごい ふで 那 人く しては 變 j 

な 名前の 副 巧 かか 居た、 此 おか ドウ 

モま那 人ら し < ないどい ふので 支那 

I 官 をの 中 じは 或國を 疑つ て 居る 者ら 

ある さう だ、 馬 學仁 等は 巧 取を 淮甫 

I 化を おど 稱し鹏 飛太郞 をを 謀 どして 


は 居.''- れ まい 

當 地で 黄白 結婚は 普通で ぁる どい 

つたなら リ 本人は 獸類 呀樣じ あはれ 

'一し る 西部な 住の 人々 は、 へ J さう で 

すかね！、 ど 不思儀 じ 思 ふか も かれ 

ぬか 事實 をく 其 通りで 理由は 斯う だ 

A 東部 地 ホは 化 留閲胞 の數も 比較的 

.しかな < 、其 職業 もを 稱か 方面 じち 

ら ず、 實際巧 方面 じがで ホ 國乂义 は 

外 巧 移民 ど 利害の おおを 來 すがな く 

殊に 人口 六が 万を 有する ニユ！ ョ 

クは 所謂 J スモ ポリ タン シチ 1 

ゆる 世界が 國の人 補 か 集まつ た 所で 

ぁるから 一二 千 や 五 千の 日本人 か ホ 巧 

ひて おた 所で 別 じ 目立 ももせ や隨っ 

て 一般から 排斥され る 理をか 起らぬ 

ご帮 うなる 

A 然 らば ニユ！ ョ ー クの H 本人は 西 

部 どぶ 反 對じ米 人から 好かれて 居る 

かど 云 ふじが うでは ない 〇 大して 嫌 

はれて 睹 ない 化ら じ 巧 かれても 居な 

いごい ふ 迄の 事、 をはげ 巧き ごか 嫌 

ひど か 云 はれる 迄 じ 巧 留間胞 か發達 

して 居ない ごい ふ譯だ 

ッン ナラ 人禪巧 偏見なる ものは 皆 

I 目が なせぬ かごい ふじ、 大 ひじ ゐる 

琢じ 結婚 ど 云 ふ 一生の 大事 じなる ど 

I 勢 ほひ 巧 親 や 親類の 當 おか 沸 ひて 巧 

て 目 本なら ば 生ま 木を 割く やうな 罪 


Ta 


作らを する 事 も 夕る當 だか 難 有い 事 


じ 米國は 自由結婚の 國 だから 惚れて 


晴れたら 最後の 巧、 結局 ドン 底まで 

やつ 付けなければ 承知せ 《 から 豪 氣 I 

尤も ホれ かため 結 婿 後の 新婦の 

を 巧は 結婚 前 ご 違つ て氣の 毒な 程 寂 

しい もの じなる から 可愛 相 だ 
S ぶべ 

口は 禍の門 ごか 申 候 か 小を 儀を ホ 如 

何なる なじ やを 人 諸君の 感情を 害す 

る事駭 しく 過去 二週間の 間に 〇 藤 君 

〇 元 君© 宮君南 嶺君モ 本木 君 林 君 等 

をなら せ 申 候、 之れ を < 小生 夕辯不 I 

纔の 致す 所 V > 深く 渐愧じ 不堪を じな 

めて 謝罪 致 候、. 巧な から 何人 じ てら 

今後 小生 W 御 巧會の 節は 在留 同胞、 
日本人 會 、投書、 家 內的勞 働 等 四ち I 

張つ た 諸問題 じ 願して は 一切 論題を I 

提供 被 下 間 敷、 罪^ない 女の 話、 を 

話しに 會 話の 題目を 御 制限 被 下度自 

静め 話題 じ 就て は 一巧 言 貴を 不負候 

'飛 耳 張 目 生 

(( ^ 畜 IS ピ 


玉 慰泰紛 一を じ對し 五を の 水を 加 

へ 粥 どした る ものは 朝餐 、畫は ホ 豆 

紛 ご 豆腐 巧を 練ら 固めて 國子 ご なし 

たる もの、 廣東ホ じ 馬 鈴藥を 鹽冀じ 

したる ものは 上等の 夕飯 じして 吾々 

の 咽喉を 鳴らしめ 居候 どは 東 化の 觀 

攘じ 苦め られ 居る 知己からの 情報 在 

米 目 本人の 一讀を 要すべき 事 ど 思 ふ 

轰化 人) ▲夏 瘍撰定 の 旅巧叟 S 巧 弗 

を消豐 した 某 玉屋 先を の 氣施じ シヵ 

ゴ 0 をの 夏 燒娛樂 壌 ど 名のつ < 所に 

は 必ず H 本 玉屋 か ぁる 夫れ か 五 巧 巧 

ど槪算 してみ て 孕 巧 千 五な 弗め 商 買 

れ ばと 十五 巧 弗、 最近 十 年の 間 

H 本 雜貨か ホ 國み津 々滞々 ジ 3 ンチ 

ン ー の家庭じまで紹かさ る ^じ至 

つたのは 玉屋の 力與 つて 大 なら だ 玉 

崖 も 馬鹿 じな らんて (ぺ ドラ ！) ▲ホ 

^國 移民 總 盛は 桑 博じ來 る外國 出品人 

輿 業師の 被 雇 者 等の 入國じ 蘭し 嚴酷 

なる 規則を 發 表せ 6 をれ】 補の 排日 

法案 ど 見て 差 支へ なし、 吾々 贷常じ 

反復ず る 事 乍ら 米 國じ對 ずる 日本を 

府み紳 ± 的 態度は 如何なる 爲度 にが 

日 ホ 親善の 實を擧 げらるべき もの 

なら や識 着の 救を 乞 ふ (憤慨 生) ▲が 

當の 地位 ぁら 身を ゐる人 じして 離婚 I 

騒を やつて 居る、 をして 京敎家 大學； 

を舊 新聞記者 をれ から 巧 i 夫人な で 

か關 職して 事が を遮大 ならし めん ど 

るから 面白い (見物 樓) 


しピ - 


'か 雜貨 たろ し； 
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遠 東 茶園 


西 五十 义街 


〇 和 ザ 服 裁縫 〇 

御 婦人 用 洋服 一巧、 巧 ホ 用 和服 一切 

恐 速 了 寧 じ 調製 化 候 

山 田 華 

512 \V. 一教を 資 . di す ジ 1. 188 g 由 d 


御 下宿 

巧 六十 了 目 二 巧 おを 地 

倉 巧 平 次^ 

電話 六 八 〇 五 プラザ 


巧 望なる 貸 地 

▲人物の 如何 じよ b ては 相當の 資本 

を 貸舆ず 

^はプラゥ ユ ャ河の上流じて產ぉ 

I 物を 大都會 じ 送る 便宜 多し、 一名に 

二 己英巧 0 上貸與 し、 リース は S 年 

或は 击年 じても 可なら、 若し 買 取 希 
望の 人には 一英 町 サ五巧 よら 巧 五十 
萊を じて 多少 じ 不拘賣 渡ず、 農具は 
相談 じよら 貸 おし、 あ樹植 せ、 養鷄 
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ンキュ ベ 1 夕 1 を 貸 典ず 希望を は 
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穀覃 


發行兼 編輯 人 甲斐 健 一: 

を 行 所 新 育 新巧社^ 

が 育 ボ第六 お 二 一二 八 I 
葡話ホ 四と 一ニ チで グシイ I 


もの じして へ ー メグ 氏は 他 じ 一名の 

助ず ご 共 じち 斯 リン ーニ 百廿辛 ヤりン 

ィ ^^宜五十ザ ヤ ロ ン を赖込む當な 
れば總 計 重景は 四千 五 百 斤じ逮 する 
ならん ご 


君民の 親和と 

大權 の發動 

吾參謀 本部は あ師 問題 じ關し 「トー 

i が 法學博 ± の所說 じよれば、 大權發 

動じ よれる 增師並 じ 其結柴 VJ して お 

I す 巧き 豫算の 如きは 化 ハに 必ずしも 講 

をの 協 赞を經 るを 要せす」 ごい ふな 

ホの 印刷物を を 國を師 糊 じ おつて お 

一 付 せら どは 故國を 信の 傅 ふる 所なら 

I 上が 博 ± どは 國體 擁議を 標榜す る 桶 

化會の 首哨者 どして 將た 「敎 脊颊語 

の權 威」 の 筆者 どして 國ほ 思想の 自 

由 討 巧を 批難せ る學 者なら、 化 人 じ 

して 此言 ある 固よ ら怪 むじ 足らざる 

巧なら ご 雖も而 かも 带 人を 流が 旨 家 

薄 門の 職掌 0外 國民 思潮の 推移 じ 踊 

して 巧 等 顔 慮す る 所な く漫 6 じ一懦 

者の 憲法 解释を 引用し なて 增師 案の 

I 赏 行を 鹽 らんと する じ 至つ ては 巧 無 

智 寧ろ 可憐 じ ホず や、 嘗て 自由 投难 

j か 黛 政を の 幾 論を 國を 風靡し々 壯嬌 

殺の 徒軟も すれば 立憲政治の 眞髓を 

敵ら 巧 へんどす るの 顿 .向 ある や穗 

傅 i り が 該博なる 薇 蓄を悔 倒して 

を 憲法の 大 繁を閱 巧し 東西 歴 あの 靡 

^を辨 じて 香國 おのの 酿す 巧き 立 恵： 

制度の 大 精神を 明か じせんと 努めた I 

ら 、吾人は)々 傑 古の 巧說じ 敬服ず： 

る もの じ 非ず ご 雖も及 博 ± が 一身 一 i 

ぶの 毁擧褒 化を 顧みず、 堂々 自 ぶの： 

所 哉を 表明して おる 所な からしな 熱 

誠 VJ 勇氣 ごじ 至らて は 讚嚷せ ざらん 

ご 欲す るら 得べ からざる も 0 あるな 

、然る じ 未派學 兜の 徒往 々じして 

爲 政‘ 滚の 走狗 どな も大 權の發 動を 云 

おして 画 民の 化を 機 願た る讓 曾の 樵 

能を 蔑視し、 患 法 上の 解 釋を應 用し 

て實際 政治の 運用を 赃巧 する のみな 

ら 中、 期せず して 君、 ほの 間 じ 一大 

濁 滞を 畫 せん 这 ずるが かき 者 あるは 

を 人の 常に 浩嘴 して 止まざる 所なら 

統治 權のホ 體が君 まじめ ゎ やなた 

人 おに あらやを やて ふ 盛 法 上の 議論 一 

な轉時 措き 吾 國體の 精带は 若、 ほ淨 

爾の歷 化 じみ ホせ る歐 州を 國の制 巧 

ど 異な b 、 一ニ モザ繼 巧を し 巧れ る 君 


臣巧 変の 美風を 基礎 ごし、 加 ふるに 

一餘ホ 文明 諸国の 長が をな てしたる 点 

じ 在ら、 左れば 從ホ 嘗て 政治 じを 唆- 

す るの 權 なから しな 姓 町人が 國會開 

設ご 共じ議 政じ參 加す る 事と ならし 

國 民の 皇室 じ對 する 敬変渴 仰のを 

は增す ども 减 ずる 事な < 、言を の 旨 

由、 人 お 思想の 度 開 愈々 益々 織ん な 

るに 随て 君、 民の 接 觸更じ 一層 密を 

を 加へ ホ 6、 一二 權み 立の 應 用は 民論 

S 勃興 じょら て 調節を を ふせん VJ す 

るの 傾向を 帶 ぶ、 化の かきは 畢竟ず 

る じを 國を統 をし めし 給 ふ菩皇 家の 

御 精神が 民の 截を本 どし、 「商き 家 じ 

をむ て 見れば 題 6 立つ 民の 疆 もじぎ 

は ひじけ b 」 てぶ 農 祖遵宗 の 御 遺訓 

を經 とし 絳 ごし 給 ふが 故 じ ホ やや 

時勢を 洞察す るの 明な き學 兜 等は 祖 

泥 燕 巧、 家長制度の 文明 じ 非 ざれば 

皆遵 家の 繁榮 ご吾國 をの 隆盛を 期し 

雞 しどな し、 常じ皇 あじを 近す る综 

政 常 巧者を 錬縫 ずる 人 おの 戦の 增大 

し 巧る を 見て 人 ほは 基 家に 掛 ずる 服 

從の 类德を 喪失せ るかの 如 < じ 巧 愚； 

し大 權の搂 動を 云 毎して 國 ほの 代表 I 


の危 きじ 類して 居る ので ある 

▲神 出 鬼沒の 計は 白浪 軍の 特色で 木 

るが 彼 か 部下を を ホ 面 じ 派 巧して 軍 

器 や 物資を 購入ず る 手段は 實じ 巧妙 j 

を 極めた ものである、 其 一例を 擧げ 

る ど 一二 巧廿 六日 じ 白浪は 二人の 部下 

を 鷄巧人 じ變裝 せしめて お 陽に 义り 

& ましめ た、 二人は ぶ卞の 軍器を 購 

入した から 二人の 擔 夫を 歷 ひて 之を 

擔 がせ 道を 急がせた が 荷か餘 b 重 逆 

ぎる もの だから 巧 夫は 中々 思ぶ 通ら 

じ 足を 運ばない のみなら や 二 壓は战 

るべ < 人の 居ない 所でを 事を 取つ た 

りか 息したら する ので 絡 じ 衝突を 起 

したから 堪らない、 二人 ども 向 ふ 見 

ずの が 棒 だから おじ 刀を 取 おして 一 
人を 巧つ た擔 ホの) 人は 附近の が ホ 

じ馳 せて 急を 吿 げた _ から 忽ち 五六 十 

人の がおかな 園し 來ら 二人とも 衆寡 

敵せ ず 補廢 どなつ た其處 でが 巧は 荷 

物を 解いて 巧る ど 駿裂彈 か 巧た、 無 

智の 野人は 恐るべき 験裂彈 なる 事を 

知らず 之を 路上 じ 抛つ たから 忽だ縣 j 

發 して 二 一二 人の 死傷を を ホ じた、 が 

- ii は 怒るまい 事 か 二人を ぐる 卷 


されて 居る 事は 巧 巧 動じ 徵 しても 明 

である、 ま那の 軍隊 じよく ある ョボ 

.腰のを 爺よ b 向 ふ 見ず の 少牟の 
方が 變化 自在の 活動 じ 都を かよろ し 

い、 通ら 魔の 樣 じが 地を 荒し 姻 つて 
おる 白浪 軍の 進退は 實際活 氣じ滿 も 

て 居る 

A 白浪の 部下には 五な 人の 馬 除哪も 

騎 丘ハ隊 かあつて 邮 満堂、 張を 天、 巧 

一を 天 等と を 統率して 居る、 季鴻 、宋 

老年 等は を 一千 人の 部下を 率 ひ 王 振 

淸 はな 壬 傅、 むの 部下 五な 人を 引率し 

でを 填 白浪の 部 てじなつ た 化 外 小頭 

卵 も 五な 人 隊の中 じ 著名の 署 は陳阐 

子、 季を 六、 張 大麻、 陳を 九、 劉 十 

一等 か ある、 軍瞥 じは 吳 某、 明 某、 
.上 某の 一三 人る る 化 二 一人は を 命 幾の 孫： 

黄 等と 秘密 通信の 役目を 帶 びて おる 


機 願た る 帝闕 議會を 侮辱 せんご 試 わ 一 じして 樹上に 吊し 溢ら 殺した ^ めを 


ど 雖も而 i 斯は 人民 あ 想の 趨勢を 察 

せず、 すす 化皇家 統治の 大權 じすが 

らて 宮中 府中を 混を せし むる の惡結 

裝を 呼ぶ 恐 論の み、 試み じ 制度の 不 

備ょ b して 國民 監視の 及ばざる 陸 あ 

觸 腐敗の 現狀じ 見ょ、 盤し 思 ザ ば 

過ぐ る もりを らん 

國は 統一の 速 鎖た る吾皇 家の 貧嚴 

を 永 速に 維持し、 き 立憲 政 體の逮 用 

を溫 かなら しむる じは 可成 人は の题 

を 太なら しめ 帝國議 をを 湿 じて 化く 

一般の 機能を 監視せ しむる じなる な 

b 、 大 權の發 動覺忽 じす 可き ものな 

らん や 


泥棒の 天下^ 



▲白浪 軍が 峻西 省に 攻め入つ てから 

まだ 一月 も經 ぬが 峽面 がは 今や 彼の 

ぶ 下に 躁舰 されん どして 居る、 白浪； 

は 今や 體な 縣を鹰 つて 西 安 じ お 薄し 


て 居る、 峻 西の 古都 長 まも 今やを 卵 


患の 耳 じ 入ら 白浪の ず先ピ ごい ふ乘 

かみつた が コゥい ふ 白浪の 秘密の ホ 

先は を 方面 じ 派遣され て 居る の だ 

▲晚香 巧 化 住の 支那 人が 白浪 じ對し 

おか じ 武器 禪藥を 供給した 事が 最近 

じ ま 6 發覺 してち 那 役人 巧は 大騷を 

して 居る が お 膝下の 上 滞 ぁたらは 白 

浪 どの 間 じ 軍器の 擦 質 買が 巧 はれて 

巧る の だ、 •先 逮も莖 か 棲 等十餘 をが 

上海で 捕縛され ねが 彼等は 白浪の 森 

命を 帶 びて 上 おを 軍器の 巧 込に 出か 

けて 巧た ので 某外國 商館 ど 武器 巧 入 

谎 送の ホ 法が チャント 付けて ぁつた 

どい ふ 之を 聞いた 向 ふ 見ず の 長江 巡 

閱使 張戲も 彼等の 大膽じ 怖氣を おつ 

たさう だ 

▲白浪 部下の 靖銳は 十五 歲 よら 廿歳 

じ 至る 少年 隊で化 血氣じ 逸る お武若 

じは 一寸 手の つけ やうが 無い ごま 耶 


♦社 會黨 議員 獨 帝を 侮辱ず 獨遮帝 

國議會 は 關會當 目 總講貧 起立の 上 力 

ィゼグ 階下 じ 敬 息を るする 慣浏 なる 

か去サ 目議會 開を の 際 就會等 議員 摩 

は 別室 じ 化り て 敬 滿を巧 ふ 模樣な < 

羅 長の 注 盧じ對 し 「ソ 'ィ 吾等 勝手の 

仕事 ぶら、 とて 一向 取を はず ホを 踏 

み 口笛を 鳴らして 他識 為を 妨げん ど 

試み 一時 非常の 骚搔を 梅め たらと 


♦墨國 のた 富 源难府 化學協 會雜誌 

じょれば 疆國 じがて 大學 校の 創立せ 

られ たるは エ ー グ、 バ ー ド 0 前 

じる も 人民は 殆んで ルて 無敎育 じて 

病院の 如き 見る じ 足 るら のな く 憲法 

は 化の 文明 諸國じ おらざる 體 制なる 

ら 法律は 常 じま權 者の をげ なり、 又 

な 源 じ 就て 見る じを 銅紛 をを める 銀 

の 產お愼 はを 化 がをお 額の S をの 

を 占め 巧-が 巧 油の 千 化な 十 年 じがけ 

る產額 一億 一二 千ん な 巧 弗 デュラン ゴ 

地方の 鐵 山は 六 億 方 晒の ち 額を 藏し 

一 短れ ら VJ 

参 飛け 磯太 西が 綴斷計 靈偷效 著名 

の 飛行家 ダステ ブ 、へ.！ メグ 氏は 巧 

八月' 頃 英園殼 マ！ チン サイド、 モ 


グ ー ズ ペグ ト氏歸 る 伯 綱 巧探晦 

ょら 歸れる 氏は ま 十九 日着潍 、檢疫 
所ょり 直ち じ 虹 猶灣の 自邸 じ 入れる 
が蠻 地探綻 中る 傷した るを 脚の 瘡姨- 

ホ だを 快せ ず 重 貴 約 化 斤を 藏じ稍 や 
i 疲 巧の 体なる も 元 氣例じ 依て® 盛な 
るら の あり、 歸邸 0 ホは 進 ホ 黨領補 I 

1 ジパ ー キン ス氏其 他の 閒黨醉 
郡こ會 をの 上を 州 じ 於け る 上院 證員 
の 選# じ對 する 阅驚 今後の 方針に 關 
して 凝議す る 巧 あら、 尙 巧の 時事 巧 I 

題に 顆 する 談 がを 要約 すれば かぶ 
ホ 園が ュ 曰 シビ ャ 共和 國じ おつて 
二 下 五 百万 弗を 支 狐 ひしは 疑 もな く 
强 歳じ會 ひたる もの じて 恰 かも クエ 
グタ の後繼 者じ對 しべ ラグ グッ 港と 

領の 俄を をま拂 ふご 異ならず、 む お- 

お 遷河 通過 料 § 案撤廢 問題は か 栽 

々剖 じ 酌す べきら のじして 沿岸 航路 

じ從樂 する ホ闕船 じを 稅の搪 ぶを お 

ふる ど 否 どは ホ 國の權 巧なら、 ペン 
シグ バニ ァ則 上院 證 員の 選 擧じ對 し 

おお 黨 為は 擧 つで 進 ホ黨の 候補者た 

る ピン ショット 巧. 心 グ氏巧 瞄め時 山 

林 局を) を 推すべし 云々、 (グ 巧の 化 

言は 舉じぺ 州を な ホす るの みなら 

ずを 國の逃 舉じ對 し 且つ 巧 旨 身の お： 

巧 じ 向つ てを せる ものな b ピ 察せら 


•織 かを 議 ど々 ラン ザの 條件總 和 
會畿じ おする カラン ザの 態度 どして 
傳 へらる、 . V 巧 じょれば 、第一を 命の 
目的は 結 巧を 巧せられ ざる 可らず 而 
して 政治 上 一切の なをを 施し 巧 目を 
一新す、 海 二 秩序の 回 後 其 化の な萃 
は 化て 墨國人 自身の 手 じよ 6 て 成さ 
れ ざる 巧らず、 第一 一一 墨 國の內 政 問題 一 

は化國 のを 曝を 許さず、 ナイヤガラ 
才！ グ雜 利會議 どは 何等の 願 係な 


1 富ぶ 

F 蠢 章ち^ 


し、 第 四 米 闕及ウ ュグタ 代表者は 憲^げ h 

な 軍 じ 願し 去爲 する の權 なし、 第五-一！ a 


♦墙 和會畿 開かる 仲 嫌國ユ ー、 ピ 
—、 シ 翻 委員 及 ホ 墨兩か 巧の 化 

ま おはま 廿 H ナィ ャダ ラフ ォ ー グじ 

がて 第一 會 見を 遂げ 爾巧凝 講中な 
が 會議の 巧容は 極めて 秘密 じ おせら 

れ 居る をな て窥ひ 知ら 難 きら 墨國化 

おを はウュ グタ將 舉は條 化の 如 巧 じ 

よら 退職すべし、 どの 使命を 帶びお 

る も の J 如し ご 


ブン ー ンじ乘 じ 大西洋 上を 飛揚 橫斷一 

の 新聞が 嘆息して 居る 勿論 白浪 軍は I する 普なる が 目下 繫作 中の 間 飛 巧 機^ 


I をの 如き 少年 除 ばからで はない が 軍 


のま 力が 血氣 盛んの おを じ 化て 組織 


は 二な 斤 乃を 二な 一二 十 斤の ユン デン 


を 0 て 一時間 八十 哩の 速力を 有する 


♦改 府谁の 連敗 患な 軍の タム ピコ 
占領な ホ膊卒 の意氣 頓じ衰 へたる も 

りか 官带 は剑處 自らの 備を 捨て： 霉 

都 方面 じ 退却し つ： ぁ b 豫て 一大を 

戦 あるべし く 傅 へられた る サグチ 
ホ さへ 一 砲乂を 交へ ずして 憲政 軍の 

占領 じ 委し、 サン グィ ス ポトシ 巿の 

一形 數も 頗る 危殆 じ满 せら ど 傅 へらる 

じ 反し 勝ち 路 りたる 惠政 軍は 諸方 而 

めを 力を 巧て 一丸と なしを 顆藤 進な 

もじ 墨 都を 衝 かんごす るの 氣敏を 示 

しつ ミ ^ J 


ホ圃は 藻國の 占領し おくは ぶ 平が を _ 

國 るの 權 なし、 第 六憲改 軍は 總和 會： 

潑 W 結 おじ 巧 縛せられ ざるべし 

プィャ 官軍 お 校 化 一名を 殺す ブ 
ィャは 得 患の 獸 をを 發 揮し 脯虜お 校 

を ば 一々 銃殺し つ々 ある 由 じて サグ 
チロ 附近 じ 於て 生擒 したる 官軍の 將 

校 化 一名は ま 廿日 無慘 にも 同 樣の運 I 

命じ 會 へら 

翁の 奧大 な琼 をクリ -ブラン 

ド 市の 誠 稅杳を 委員は 曰 翁の 同化 方 

じがけ る 助 產を额 を 义盧巧 巧 ど見稽 1 

其 S をの 一耶 も 一二 億 萬 弗に 對し 課- 

親す る 事じ决 をし 其 旨 氣じ通 速 甘ら 

ミる ふ 

♦內 閣德巧 大度 改 綱十ヶ 'おを 發 表ず 

(ホ q 東京 發電) 

大腿 總理大 おは 地 ホ 長を 會議 席上 じ 

於て 新 巧 閣の逐 巧を 期せる 暖爾 ごし 

て 左の 十ヶ 儀を 發 表し 大 じが 評を が 

したら 

東洋 孕が の 維持を 努 わる 事 
二、 を 方面の 輿論を 耸亟 する 事 
一二、 官紀 振肅を 計る 奉 
巧 官制な をを 潮 巧す る 事 

五、 财换ホ じ 外を 上み 緩急を 愈 
國 巧の 巧實を 期す ぇ 奉 

六、 を濃發 展を搪 翻す る 事 

と、 選擧 をを なめ 選擧 灌の權 張を 計 _ 

る 事 

八、 敎育 制度の 刷新を 計る 弔 
几、 がみの 繼 巧じ势 いる 事 
十、 鑛じ てを 踐を裳 集せ ざる 事 
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玉屋 


•ホ 人 殺 蒂の鮮 人 死刑 朝鮮 ホグ 
ン 病院を ユ 、スト ライカ ー 博 ± を 殺 

巻した る 朝鮮人 渡邊な 太郞は 本日 怪 
訴院 じて 死刑の 實吿 をを けた b 同人 _ 

は 始め 地 ホ 滅啊所 じて 無期 徒刑の 赏 
吿を 受けた る も 之を 不當 どし 控訴し 
たる ものな 6 彼は 此宣吿 を まくる ど 
词 時に 自作 辭 世の 詩を 反復 朗吟し 時 
た 



夏場 玉屋 向き 品は 弊 巧 & 
楷 色’ よ 6、 ずた 本年の 職 
品は 例年よ らもが 適、 媛 
秀 なら • 
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KATAGIRI BROS, 
224 E . が 化 St. 
New York 
Telephone Plaza 5791) 


GillBW な L & COi 

Foreign Freight Contractors and 
防 RW’APiDi.NG AGENTS 
26 BROADWAY 
New York 
and 

3 ぶ Ruilw が Exchai ] が 
CHICAGO, ILL. 
Soliciting A が ]: Ug 
Osaka 別 10 が n Kaisha, Ltd. 

X かが m Yusen Kaieha 
Sailing weekly bom Tacoma わ 
ports hi Chiira, Japan and が 打 台 

Island^ in connection wi 比 Chicago, 
みむむ v;fuk が 成 SL Paul R. R.-Co. 

Through bill of Lading issued 


I. OKADA 

お TU わ lO 

136 WEST 42ND ST. ， N* Y. 
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Tel. 7673 Kryanlt 

響 '^^ 善 '*^ 参 *^^ 拳 ^^ 参 '^*^ 參 ♦ '^'♦ づ！ 
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新 荷 着案內 

經鋪 辛〇燒 叢丹〇 五む く擴〇 小鳥つ ぐみ 照 燒〇錫 嫌游} 

.烏 具 照燒〇 あなご 蒲燒 、わ こ 足 水榮口 貝は 水 漠〇か 離 一 

水冀 。ホ 芋 水 装。 朝鮮 あち 化 あられ。 辅 せん い へ^: 

強 豆 0 - 衆た こし 0 八ッ橋 せんべい 〇ソ ーメン 〇卞ソ 
バ新巧 庵 0 紅， 姜 •梅干 〇甘樂 久〇干 午 旁 

電 領ごフ ザぶ' 化化ム 


が 貨物輸送 

进速化 廉を旨 ごし 

な 较申お 

方グ ドウ ェグ 




iiiisliilll 98811 

〇鄉 '下宿 

こユ ー ョ！ ク巧西 六十 四 了 目 だ 廿 

一當 電話 n n ン バス ーニ 〇〇 セ 

や i と 赋齡睐 S 

A 球 お 娛樂の 室 設備を たお 

iimiflilii 


武巿岡 野^ 

自出亭 r 


郎懈獅 料 郡 並" 御 下宿 

ん 

妾 穿 inds Street Brooklyn N Y . 
叫 el . sain 7475 


ホ 幹ん 邸 鈍 牛 

歸 I ドン チキ 

乂闕 唯一、 元祖、 を 看板の 邦字 
滞稻雜 誌なら、 讚み 度き なは 
が 仙 出して 腹の 巧を 破れ 

シ ヤ ト—じ ドン チキ 社發行 
部が 仙 
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づ一な NippcmIJin 泌 ha 
Green 马 ich , 00 口 百. 


違 入 事務所 


萬 事 諮を の 便が を 討ら 巧 寧 親 巧を 昔 

ご 致す 巧 < 候 間陸績 御み 込截 •下 巧 お 
電詔 一二 〇 八 化 ブライアント 

苦 G 寅 h . A / Ve . oor ちを N Y.C 
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架壽 研究 食 H 幡 午ち 云時 {修道 脅 一 
航禱會 木權午 お八 時 i 縮 じて } 
頭譽を 第二 繁 四を 耀午 お八 時 
A 英語 學校巧 火水を 午後 八' 時 よら 
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- -tisnt# 三 IMSMI>M75 ■占 

_ .•膜 化 外交 聲巧 

I ( 十 化 口 東を 發 ) 

，乂 殿を かは 本 H 巧 外新閒 記を の 聯 を： 

_ おじ 臨み 如 左 外を 溃說 をが みたら 
誤解 ど躺疑 どは おが か 平和を 阻酱す 
; る 事 最も 大 なら、 而 かも 現 時の 列强 

■ 翩係 じは 「人 あの あの 頰を批 たは ホ 

' ほかの 颊 をも轉 らして 之 じ 向けょ」 
でふ篡 巧の 柴訓を 適用す るの 時期に 

速せ ず、 故 じ 吾等は 益々 國 家の 强稱 

; を圆ら なて 吾等の ぶ當 なる 權 利に お 

し 列 國め翁 敬を 期が せざる ベから 中 

綴れる 相ぶ 間の お 疑は 濟测 、ニユ 

- ' 

_ ジ； ランドの 如き 無事なる 慰々 をし 

て砲蔡 を 建築せ しめたる が 余は 敵を I 

: お ザざる 米 國が柯 S 爲に匹 祭 馬 運 測 

で 碰漠を 建築ず るかを 辭 せず 云々 

一巧 去 十： n の 電報 じょれ ピ 化は 新聞 記 

お茶 話を の 席上 排 B 間 題 じ 願し 愤が 

; どして 左の 抓く 語り 列席者 何れもが 

I 言を 化 こし 新內閣 治： 卜じ 於て 外を の 

刷新を 希望せ るむ 

一 滿州あ ホ 國の排 a は歸 する 所 日本人 

; を 交 巧人視 せざる じだ も是れ 日本 及 

が 日本 A を 知らざる の 甚だしき ど宜 

一っ 白人 磬偏狹 S 人種 觀 

にお 因す る じよ 6 將來必 ホ地證 見を 

一れ 破せ ざる すらず 


，♦大成 化ホ國 沿岸 じ廻航 せん 商船 

I 學校 練習船 大成 丸は 六月 上 巧 お 川 潜 

1 を 出帆し 遠洋 船 海の 途じ 就く 笠なる 

お前 回の 世界一周 じ 失 放した る 結果 

廚 面を 縮 少して 南 义約利 じ 向 ひ歸を I 

濟 洲じ窜 港す を當 ならしが 今！ 一 更に 

豫 をを 變 お-. を 港 及 太平げ 沿岸 諸谣 

でら 寄港すべく 橫渡歸 港は 十月 下 か 

で ちん . 

_ ♦じ 峽參列 艦め 巧を は 十月 巧を じ 

を 馬 運河 開通式 じ參 列すべき か炊筑 

礫の 兩 艦は ホる 十月 中 か橫お 賀な锁 

; 歐巧 航路を 經て參 列の 途じ 就く 尝 


♦帆 部を 務 局を 暗殺ち の處刑 昨年 I 

乂巧五 H 外務省 政務を 長 阿部 守太郞 

j 氏を 暗殺し 阅十 S 日夕 おじて 捕縛 さ 

れ たるを 本 千代 松 VJ 岡 十六 H 巧を じ 

て 自首した る 岩 田 変を 兩 名の 謀殺 事 I 

，件は 東京 地方裁判所 じ 於て 審理 中の 

所 本 H 無期 徒刑を 實吿 されたら 


♦日米 救 濟條約 通過す 日米 救鞭條 

i 約 本 a 樞密 おを 通過せ り 


> 法 ま 位記 返上 東 派 本願 寺 前 法ち 


大 みあ 端 伯は 十一 二日 馈位縣 退を たし 

轨 をち ホ 明 姉は 泣 記を お上し 松が 琢 1 

卿 等を 長 率， 縣化 巧を 命 せらる 

♦太刀 山先發 渡が 太刀 山 一巧の 化 

がくして わ 司 及び 年 巧 一一 名 お 洋化じ 
てが 哇じ 出發 せら 


♦ 海軍 化 脱 事件の 餘 波. 前總禪 大臣 
山 本 權を衔 伯 前 海軍 大 たお 藤 貪 男は 
おじ 海軍の 現職 ょら 豫備じ 編-入 せら 
れ抽 部前游 軍が 官は 待命 仰 付ら る 

♦を 關製鐵 所の 調 杳お軍 化 贿率件 一 

はを々 面 じ 火の手を 揚げ 化 海道を 蘭 
W 製锁所 内部に 付ても 着な 調杳 を爲； 

しお b しが 旣じ 之を 結 T した b 

♦ を 巧 事， 掠 開始 桑 港で 魏大 憐覽轉 1 

に關 する 带 おは 愈々 開始され 茶 業 紐 
をに ては 巧く も おお 準備に か； 6 た 
b 山 脇 事務官み 一巧は 旌 くも 八月 迄 
じは 巧 獲す る 事 どなるべし 

♦ み陈 敷地 H 本閣を 碟の爲 じプン 
シデ ォ兵營 敷地の ) 部 じ 築を する H 

本 庭圓は 本年 十 巧 化 盛らを な」 鞠々 

なる 植物の 植へ这 みは 二 巧 迄 じ終丫 

せし むべき 計盡な b 

i 

• 珍 田 大使 昇進 ホ國踩 劉の 珍 田 大 ^ 

使は 位階を 進められぶ 二. 一位 じあせ ふ 

れ じり 

♦ 大博 使用 外人な 婦法 W n 本の 惡彰 

I が 過般を お總監 ょも 發衷 された る 

乂憐 使用 外國 人化输 法は 餘 6 じ苛酪 I 

な も VJ て 一般 H 本人 じ惡 印象を 輿へ 

巧 ましから ざる 疆 影響を 輿へ たむ 然： 

れ -./」 も 外 嫁 省は 么じ對 し 辯 明 擧を發 I 

し 31 本 おお 人の 遥乂 はを ホ じ 取扱は I 

べきを 疑は ず VJ 斷言 せら 一 

H 本 最近 信 


一 國両黨 の合關 をを るに をらん か 驚せ 1 

どして は 一昨年の 違 棘問驢 0 來京都 

旧 中が の 別邸 じ退隱 してを く 政治 舞 

裹を去 6 居る 西 願 寺 巧の お歸を 促が 
し 侯を 總威 ミし 巧义 養の 兩氏 專ら之 

を 補佐す る 事と なるべく 政ぶ 會 内の 
奋蝴體 は旣じ 夫れ {劇 お獲 歸ホ销 
のみ 議を なしたら 

♦' 上が 大將 左遷 海軍 大膊 t がを 之 
银 氏が 後備 役 じ 編入され たるは 年齡 
の關係 じあらず して 一柿の 左 遊なる 
I 事殆ん でを 然の 秘密なら ちは 山本權 
ち衛 化の 一 かどして おお 廓 滞の 犧牠 

じ 供せられ たるなら 


参政 ま 國ぉ両 黛を 阅の 軒嘉 立憲 W 

志會 、中 お 曾、 圈民黨 ill 派聯 を計晝 

が 國民黨 首領 犬 養 氏の 反 おじ 會 いて 

巧惱 みの 姿に 陷 入れる 眞 最中 突如 ど 

して 持 上らし をを 會國 投黨 のを 閒計 

叢は 目下 着々 ごしで 進 巧し つ： あ b 

之ょ b 先き 政を 會に あらては. 闲志中 

正國 民の I 二波聯 を計菁 おる や 由々 敷 

大事なら どし 蠻戒怠 ゎなから し所圖 

投黨じ 子は 代議 ± をを 開き 其 席上 犬 

1 養 巧の 一一 一派 職を 反 對を聲 巧す る 所 あ 

らした め 政 友 會は化 期 逸すべ から や 

VJ なし 國民黨 じ 凿し政 國兩黨 を间の 

巧 渉を 開始し ねる が 今日 迄の 經過じ 

徴 する じ 間 計畫は 都を よく 成立す る 

み 見込 あら 両黨當 事 者 間のを 渉は 着 

々が ホを 進めつ！ あるじ よら 愈々 政 
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高 田愼藏 召喚 輸出入 諸 機械 販賣 I 

業を 餐み 暦れ る 高 旧 商 會ホ高 旧愼藏 

は 靈のお 軍 収赌專 かじ 關聯 ホる 嫌錄 

じて 本 巧 五 H ぶ 筋 じ 召喚 せられた b 


6 を 派操縱 、、一政 友會の 態度 

A 掛 政黨關 係の 頗る 面白から ざるを 
看取した る新內 隅は 貴族院 操 縱策じ 
力を 注ぐ V 」 叫 時 じ非换 ぶを 孤 じ 向つ 
て も 新た じ 運動を 開始せ る 模樣あ 6 
同忠會 中正 會は 勿論 國は黨 じ も 窃か 
じ 手を 姻し 居る やじて 是 等が 派の 反 
内閣 熱は 多少 緩が された る もの！ 如 
崎 志 曾の 內紛も 中正を 內 一派の 新 
迷 動 もを 然鋒先 鈍り ホは) 時 立が へ 
を おんとす るが あ b 無論が 巧の 政界 
は 政 友を がを 然內 閣反韵 運動を おす - 

の 時 じ 於て 柿々 の變 調を 巧すべき も 

を じ 角 叫を をな び 巾正爵 一部の 反歧 

がが 氣縦も 漸く 屏息の 傾 おを 示し 巧 

ー ホ 國民黨 じが てら 同を 會 一派 ど 

モを 握る 事は 絕對じ 下 可能なる ら大 

腰 おごの 巧 惹的關 係 上 巧觸巧 おの 巧 

動じ おで 難き もの あら 隨て非 政 友を 

W 熱は 或 お 度まで 化 進 さるべく 政が 

の爲 じは 頗る 巧 都合なる が 如し 而し 

て 化 新 傾 おじ 對し 政ぶ 會は 警戒 頗 

怠らず 飽迄國 お 驚を 向か 中立み 地位 

じ 置きて 一一 一派の 聯繫を 巧 害するなら 

んが 巧れ じしても 內閣の 操縱其 巧を i 

奏し 呵志 會沒び 中正 爵の 不牢 みずを 

織撫 して 非 政 友 熱を 勃 輿せ しむる じ 

まるべく 觀測 せらる 

又 內閣ピ 貴族院と め剛 巧は 幸憤樂 

部を 中 & として 研究 會 及び i 曜會じ 

當ら をつ け タト ヒ 衆議院が 派 ごの 關 

係 じ 面白から ざる 成 巧を ホず ごも 貴 一 

族院 を化據 どして 內闡の 地 ホを 固く 

せんご 巧め つ i ゐる もの！ 如く 內閣 I 

組織の 當巧じ 於て 吉川 男を 遞 相に お 

したる を 始め 最近 研究 曾に 對 して 頻 

もじが 意を 袭せ るは 如上の 方寸 じ 巧 


づ るら のなら どを 傲され つ r あら 海 j 

が 充實計 藍の 如き も 化 際 铅當じ 海軍 

I 廓淸の 實を擧 ぐる じがて は 直 じ 貴族 j 

院の贊 成を 得べ しど 樂觀し 居る じ 似 

たら 

A 政 友會の 對內閣 態度 衆證 院議 長： 

お繁 一二郎 氏は 語ブて 曰く、 大 陛內閱 

の 政綱は まだみ ちじ 至らざる が 幸 じ 
赏 面の 諸問題を 辛くも かがけ てみ 期 
谣 會じ踰 みぶ る 時 じ 於て 政を 曾の 態^ 

度 如 巧 ごい ふじをし 巧閣 じして 前期 
號會 じめ て 政を 會 のま 張した る ど 間 

樣若 くは 夫な 上の 政策を 提げ 巧ら ば 

細 屈の 上ょ 6 してな 友 會は么 じ 岡 意 

すべき 當 なら 併し 同志 會が 前期 簾を 

じ 於て 海軍 避 張 じは 贊成 なれで も 山 

本 內閣を 信用せ ざるを なて 反對 すべ j 

しご ま 張した る 筆法は 繼て政 友會の 
學ぶ巧 どなら 政策は 政を 會み 意見 ど 
致ず る ども 大 隣み 閣を 信任せ ざる 
を 0 て 之 じ反對 する やもおれ ず而し 
て 政る 曾 じして 愈々 反對 すれば 議耸 

は 當然解 敗を をれ ざるべき が 解散の 
鶴を じがけ る 政 友會の 勢力 か 柯ご見 
じ 現な 巧屬 議員 啤 なわ 十を は 地盤 
擊 固なる 人々 なれば 巧 一 落選 奢 あら 
ど すれば 近 幾、 東海、 中國じ 於け る 
二 四十 名 じ 遜ぎ ざるべく がて 黨勢上 
何等 懸 をすべき ものな しを々 

郡ょり 博 十一 十一 人 今回 論文 擾 

出 じよ b 醫學博 ± をが與 せられし 近 I 

滕を郞 巧は 愛知 縣碧お 都 化が の乂 な^ 

るか 岡 郡は 近 藤 巧を 加へ て 都を 十】 
人の 醫學傅 ± を 巧したら ど 


移. 
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家 写 York dity 
" Tel . 98 累 sadison Sq . 

， r 已巧惡 •君 84 IVIurray Hi ご 


多年の 實驗を 宵し a 本人 諸君 じは 轉 

別げ 嘻親 ぶじ 教授す、 授業料は 

一巧 プ方 イぺ！ 卜 、レッスン 】 弗 

六闽 プライべ ！^ ンッ スン 五 輿 

一 si ま . Alice Ivlal-Bhel 
1寡5 巧 way bet 異 r 広 ミ 乙 Mthst . 

一 。 hone oolumb 養赛 84 


•岡 忠會の 大遊說 闊志會 は 六 巧 四 

ぶ： n 頃ょ ゎ 東 化、 東海、 近畿、 關舉 

のが 地方 じ遊說 員を 派して 第邢 I 議 j 

曾の 報吿を 兼ねて 大遊說 を 試む るか j 

な -^ 


♦化 議ナ •當 選函館 郡部の 衆議院 畿^ 

員 補 缺遇擧 は 政ぶ 會お 補を 鹽旧 實德 

氏當選 せら 
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ク 本局 締切 午後 六 時半 


船 名 經ぉ地 發送扫 

を潘化 桑潘 击巧サ 五日 

靜岡化 沙港 お 巧 サ化日 

♦ ♦ ち »-^. wl /> l > 

♦ B 本ょ 6 到着ぶ . 

五月 サ六日 五 巧 廿セ H 


御 下宿. 

中島 
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常 一 
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左記 六！！ ろして シャト が 
香港 間を 航海し 隔週 ル 
曠 H ぞ前 十時シ ャトグ 
を 出帆す 
▲運 貧 

シャト^ 横 濱神戶 間 
一等 罔 十 弗 
二等と 十五 弗 
シャト^ 巧 司 間 
一等な 十五 弗 
二等 八十 弗 
一二 等 四十 一二 弗 五十 仙 
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化 日' 限ょ b お 日 前 じ 
御 ぉ 發ち之 度 お 
靜岡化 六ち 二日 
か 波 化 六ち 十六 日 
を蠻化 六ち 互 十日 
を渡义 と 巧 十四 扫 

.5 郵 瓣會祗 

シャト 八. 出張所 
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參業 化 懷間御 引 立の 释奉希 上 候 

中原 修吉謹 白 
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寒 Sands St . Brooklyn 

Phone 3707 Main 


t 

、 

> 

\ 


1 

一一 



號八 卜 四巧堯 


み > « 


ti S か 巧 五年兰 正大 （ S ) 


! 應質 
i 答 疑 

! 戀 



OI^KN FROM 11. な 0 TO な A. M. 

CII ] [巧 ] ES 坟 KGULAR DIXIVKR ^OC 

15 H Eest 29 th か. New York City 



FIRST CLASS CHINESE RESTAURANT . 


DUKY 000 IV YIIVC ] 


TOVO KIKUCHl 
PORTRAiTS STUDIO 


L KN'ABE 1 化 I>CJ 


48 / 6 th A が. N ’. Y . 


槪 

I 

n 


み —A 

まに 顯 



思 現 
潮 化 

男 

み 

の 

戦 

ひ 


み [; 




, ぶが 

をぶ 


.’-左-'-' 一み T 、 -- トヴ^ 込 : T - .■，方 ご。 占.''' 


; ぶ'； 撫 
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本社 營業部 
血日本巧薇^^^船 
切符 取次 & 卿 贈 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ： 

グヒャ 其 化 東部 何れの 地方ょ； 

ら御 出立の 煤を も 取み 可 申 候 

◄手紙 取次 手 If き 一 弗 

◄蠢語 麵譯' 

▲通辨 

河 上 巧 巧 近着 

▲巧 ホ 日本人 裹ミ 


を 爲し岡 甘 六日 岡地發 八月 十四日 墨 

國 サリナ ク グジ 着の 上 徳川家 康閒秀 

あ、 巧禪 寺を 地院祟 傅、 伊達 政滨化 

節、 ぶ 州 蝶 巧 人 等 じ 願す るを 蹟を揀 

をし 九月 初 巧 ホ國じ 入ら、 词巧 十：：！ 

^着、 十巧初句を議出席、 十巧中， 

か 太平洋 沿お視 祭、 十一月 中 巧び 布： 

を ホ ノググ じて 讓溃 を爲 す豫定 のか i 


定傾一 弗 五十 仙 

-ス t 


J Jr / ■ - J こ -- « 

紐 育 新報 ■ 


乂巧闕 訪問 團員 

▲を 員册 五名 

A 九 巧 お < は 十月 上句 出發 

A H 本滯が 約な 二十日 間 

▲詳細 規則 萬 じぁ 6 中 込み 築進旱 

@ 注 恵迎妻 父は 家族 御 づ伴ホ 

望の 方は ま 急 間を せを 要す 

▲飛行' 豕、 寫あ師 を々 一名の 加 

入 おを 冀 がす、 委細® 談 

紐 脊巧關 訪問 幽 木部 

新 肯ホ第 六 お 二參八 

ま 樵 者 林 富 平 


紐 育 H 本人 會參畿 員 會は豫 報み 

如く ま 十九 H 河 添 旅館 じ 於て 開耀せ I 

ポ席 參講貴 化】 名、 事務な 會 剖の 
報吿 をを 認 したる 後會を 0 下役 貴の 
逃 爆を 巧 ひたる がが おおは 左の 如く 
じて 柯れも 巧： 逃せられ た b 
向 投高峯 讓ち氏 副會を 一當鈴 太 
郞氏间 高見 豊唐巧 會計瀬 ホ 者 
么巧氏 

ち 終 b て高峯 食を は貌務 部長 じ H 写 

氏を、 お濟 部を じ裔見 巧を、 幹舉じ 
掘內 氏を 椎薦 し、 高見 共濟 部長は 岡 
鄉 慰問 委員 其 化の 指名を なし、 總務 


一 ♦を憐 どを 國 が 艦を 潘 のじ 祭 垢運 

棘 關通式 じ 送 加すべき が 國単濫 は 左 I 

; のかく じて 吾國 ょりの かか 筑が二 艦 

は 本年 十 巧 中 か橫巧 貧 拔繩の 上- 

r フ トン。！ ドに 向 ふ 笠なら 尙来國 海 

I 軍 じて は少 くど も サ艘の 第一 穀戰 翻^ 

! 艦ど數 筵の 巡洋艦を 派遣すべく を 巧 

轉 頭は 一大 化 觀を呈 するな る 巧し 

英國お 一 披戰お 四 艘佛國 二艘乃 

垂 一艘 菊國 一艘 お國第 一二を 

戰關 艦四艘 ..アグ ゼン チシ ー艘 乃 

i ま 二艘獨 逸、 伊太利、 お國、 ± 

-ザ 古、 ホ 臘 、'晒が ザ 諸 齒は參 巧を； 

; 承諾し 居れで 艦數 ホを 


: ♦練潛 艦隊が 哇着去 巧 十九 日 横須一 

: おを お 帆せ る 綠習艦 除 背 妻、 淺 間の 

i 兩 艦は 將卒 一千 六 巧 名を 搭載して 去 

i 八： n ホ ノ八グ じ 入潘し 内外 モ 巧の 盛 

^ なる 微迎 をを けたる もじて 同诞出 

酌 後の 巧勒は ホを な b ど 

、をな 甫 巧氏來 らん-問 巧は 巧 十月 

:带府 じて 開 懼の篱 なるお 國 地理 學 を^ 


威せ ざる やぅ 注意 あら 度 ものなら ど 

は 某氏の 談話な b 

♦雜貨 商の 排日 ィ」 商業を 講 所沙潘 I 

白人 雜貨巧 化を の排 H 運勒じ 對し沙 I 

港 商業 脊講 所は 起て 調停 運動を 開始- 

した b 巧會灘 所の 巧 表 おは 掛 U 雜貨 
卸商 ど會 3: 路懿 する 巧 ありし が 十九 
U 小賣 商ご會 見すべし 英字新聞 紙の 
報ずる 所 じょれば 白人 雜貨 荫小賣 組^ 

をは 円本 人を 排巧 せざる 巧らざる 邵- 

もを 提げ 何故 じ 巧 組合が 曰 本人 雑貨 
商を 贩迫 する じ まらた るかを 說き一 
般巿 はじ 對し大 運動を 開始すべし ィ J 

♦同胞 靑年密 入圈を 企て 遂に 溺死す 
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少 スオブ クライ 號じ 料理人 どして 
乘組 居た る 田 代 (サ ニ) なる 靑 年は 巧 

を かじ 同船を 化け 出で S 海中 じ 飛込 
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フ舍 社は 前約 あるの 故を 0 て一應 
謝絕せ るら たつての 懇請 も だし 難 < 
山 田 皮が 歐卿 巡業 中は 一切 同會 ft の 
製 おを 使用すべし ごの 條件 0 下 じを 
諾 する 事 どなり 氏は 俄か じ 西 行を 中 j 

止し 近々 渡歐 する 尝な b 


內國債 償還 廣を 

々般帝 國 か 麻 じがて 臨時 事件を 償 
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すの 化 二、 舊 共濟會 のを 會じ 於て 
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高見、 一を、 地 まの 五名、 會計盛 管 
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ならき 
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十ー ニ 巧 一六 一日 本 识樂が じがて 執 巧 

せらる； 溝 なれば な 留阅胞 蔑 君は 巧： 

く 參拜ゐ るべ 


) の 內を煮 千萬圓 化、 本年 五 巧 五日 

抽錶執 巧 五月 化扫 償還 巧 相 成 お、 右 

當鐵番 號は來 る 置 巧册 H な 後 當巧じ 

i 就き 御 承知 被 成 ド度义 をを 償 證誉所 

持の 御 方々 の 御 便宜を 計らを 五巧册 
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をを 親 織した し VJ の說 起ら たる かな 

るか 當 地には 嘗て 一度び 岡樣の 目的 

をな てが 脊 下宿屋 組合なる もの 設立 

された る 事 ゐるも 紐を 規約 じ 'i の 

点 あらし もの か、 义は當 本 者の が攪 

巧を なら ざら しもの か 遂に 消滅した 

る 事 あり、々 同の 企 塞は 豫め此 等の 

おじ 注 窓す る所ゐ るは か 論な らん も 
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セット、 チョコ. セット ケ ー ス 十五 個 

の 外 前年の 媛 品 四十 弗 許ら あら、 大 I 
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は旣じ 委員の 手 じて 購入せ るが 词 
おはを 製 じて ホ 巧 さ 十 化时ぁ b 頗る 美 
事 のらの なゎ ど 

高が 氏 妻女 蕾 患 じか {る 曾て 當^ 

地 じならしを 樂家 高が 間 一 氏 妻女 藝 

I る マダム スミ子は 目下 肺を じ 罹 b 東 

京 じて 靜養 中な り ど氣の 毒なら どい 
ふべ し 


岡 


♦巧 地篇眞 おの 移轉ど 業務 擴張 

胞竊 眞師の 親玉 どして 近 巧 メキ 

頭を もたげ ホれ る 巧舘け 事業の 發愚 I 

ど 共じ從 巧の 所は 手 狹を威 やる よら 
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て 露骨 じ 男た の 性的 生活を 説明せ し 
ものなる が 巧を を だ 猛烈を 祕 めし 結 

お 遂に 其 筋の 發賣 禁止 どなりし 物 化 

▲發 賣蔡 お',, 一巧 穀萊寒 




灰發賣 禁止 揃 ひ 

底發賣 禁止 お 野幸德 著— 


男女の 生活 


を 腹 四十 化 

本書は 風俗 壞 就を 寧 秩序 奈飢の 下 じ 

發賣 禁止 どならし 奇 々珍妙の 蕾な b 

▲蠢賣 ，熟， 止 か 琴 女 お 著，‘： 


..'擊賴製造' - 

一當社製造の フ'ァンシ？ ケ，乂ぉ日 

1 本 雜貸店 及び 玉 尾 等 じ缺く ベから ざ 
る 必要品なら 


を惜壹 を 

本書 中 (生殖器 篇) を殖器 解剖 じ當 
ては 露骨 じ 且つ 巧き 處じ 手の 屑 < が 

如き 猛烈なる 筆を じがり 說明 せし 故 

か 出版 ど词時 じ發賣 禁止され しもの 

じて 世 ホ 無類の 珍書なら ■ 

A 發 I 買 禁止 白雨 樓ホ人 


み藥港 指して 泳ぎ 居る 內冷 きを 流に 

がし 流され 遂に 溺死せ しもの ど 見へ 

天使 島 附近 じ •死體 漂着した る もなる 

が 水夫 仲間の 語る 所 じょれば 旧 化は 

; 豫 てょ b 當 地に 上陸した しど 云 ひ 居 

たる も なれば 密入國 の 目的 じて 脫船 

し 遂に 今 固の 悲惨なる 溺死を 遂ぐ 

じ 至 b しもの ならん ど 察せら る 

ち 船 バア タ ー ランドの 入 渚 パ 

プグク アメリカン 曾 社 新造船 バア タ 

—えン ド 號は其 お々 脱 海 どして 昨 二 

十 一 H 無事 入滩 せら、 岡 船は イシ ぺ 


ン ー タ ー み， H 船— 畏 化で 五 

十が 福 巧 眠、 五 巧 乂モ觸 めち 船 じし 

て 船渠に 入る じご 一艘め 引 船 於 要した 

らど云 ふ 

♦山 旧浩次 巧の 巧 巧 見を せ 氏は 豫 一 

て 太平が 沿岸を 巡業の 約 あら シヤ 

グ桑 港邊の 好球 家は 鶴首して 氏の® 

巧を 徐 七つ： め b し 巧が 氏を 鸡庵 


♦一橋 敎授 の歸朝 スタン フォ ー 
大學に 於て H 本文 明 史の讓 座を 擔巧 
サられ たる 词 巧は 今 巧- 1 パ ー ドぶ 

學 よる ドク ト グォプ フキ ロソヒ 

の學 をを 得 目下 當地 じ滯巧 中なる が 

お々 歸 朝の 由 

姉 崎 博 ± 日米を 換敎授 どして' ク 
! バ J ド 大學じ 於で 證演 中な A し閲 
晚± は巧廿 五日 當地 岀發歸 朝すべし 
正を 銀 巧 本が ま お 人 鈴 木島杳 、同 
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豐 間が 両氏 ど 共 じ ホ テグ ア スタ ー に 
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:一 受 第は ポサ仙 付づ玉 

^ け 早み ソ四 戈 

? お 速 十 产綺云 巧 ® 

一 御 曰 入 弗 弗 胃 

き洽 琴播 とと 

ミ i に f 十 十 

ブ ザて 五 巧 お： を 

ご 旧 ホ あ仙廿 仙* 他 

ま 上 專半他 

i —— 

1 • 

1. を 廣震閉 宿 下 御 

1 ^ を强事 新な 

* 1 ゾホぁ 化 親た 儀 

言 1 上 极柳こ 今 
lill f 堡換間 了 御 娘 

お！ ifii 

M sii? 


ァ乃 バニ . 

^ fe ち 



が 望なる 貸 地 

▲人物の 如 巧 じよら ては 相當の 資本 

を 貸 輿す 

撰 巧は デラ ゥユャ 河の 上流 じで 產お 

物を 大都會 じ 送る 便宜 多し、 一名 じ 
二 一二 英巧 0 上 貸 典し、 リースは 一二 牟 

をは 五 年 じても 可なら、 若し 買 取 ホ 

望の 人 じは 一 異町サ 五 弗 よら 巧 五十 

弗 迄 じて 夕少じ 不拘資 渡す、 農具は 
相談 じよら' 貸與 し、 あ樹 植付、 養鷄 

を絳 飼養、 養豚、 乳牛 等じ闕 するな 

地の 經驗 を敎授 すすし、 又と 地は イ 
チ ゴ裁培 じ 適す 養鶏 ホ 望 者 じは イ 
ンキュ ベ！ 夕 I を 貸 巧ず 希望を は 
新報 社へ 申这 みあれ 


复 


參參 ••••♦♦ 

廉 價販賣 


玉粟抚 



》メー グを 文は 特 
じ 了 寧 じ 取 あを お 


新 多 治 見商會 

荷 


送 7 Broadway, N\ Y 
Tel • 奚 一一ぎ rin 

ボストン ま 巧 

食 巧 earl st.Boston 


が雜貨 たろ し賣 

商品目録 御望み 第 無代 進呈 - 
巧 俄を 甫 

臟藤 小川 商店 

一 巧 Fro. み 0 0. 

327 - 结 1 W. sadison St. Chica ち I ご - 
0 & IjVFF 巧 RTY 
‘ 25 Park Place N.Y. 


‘巧舍 貸間 

ゥェスト フネ-- グ ドゴグ フ俱樂 部へ 

電車 じて せを じて 達する 日本人 住宅 

じ淸潔 じして 巧靜 なる 貸間 二 室 あら 
御を 望の 方は 下名へ がまき 
接む oasino 扛 <6. CmniEord N. J. 



倉 旧 平 次 

電話 六 八 〇 五 プラザ 


旅舘 

武巧 一八 四 ^ ィス トブ 1 卜 

電話 二 C 丸 V. メィン 
及 4 空 gh St. Br§klyn. N. Y. 


•御卞 宿 .靑年 館 

小川 俊 一二郎 

レキシントン 街と 巧 九十 八を 

」 apa 口 e 扣 e wocngmenTO 110 me 

"798 Lexington 、 \ve. 2ew Y ミ k CUy 
Teh 送受 Plaza J 】 ro 夕 S. 0 ち w な 

• • • 


が 襄 货 養》 8 養 養 88 遂 

3 暑中 九呈甸 迄が 業 丕 



§ ユユ 1 ョ—ク 巧 
$ ■ 東 五十 化 下目な 化 一 _ 

を鬟 巧！ 舅 養 舅 g 





- 化成ろ 1 

も當 年は 大奪發 、至極 安 
值じ差 上 可申懷 じが 品 切 
前 じ 御 一覚 被 T 度を 上 候 


\ が デ. 


ス 


巧 46 Broad 马 ay N. Y • 貧 y 

T 巴 . 漠 10 Spring 

度 御注义 品は 御 随意 御 入用の 

節 横 出し 申すべく 傾 



- 



を服並 じ 夏服御注义被下ま せ ん か t ^ 

服地 並 化 立は 御 承知の 通ら 確赏 で- ‘む上 

00000 レ OOCOOOOOOC 

: r 佐々 洋服 巧 ^ 

00000 9 00 COO ご 。 0 or 

G で W/ な 8 t 田 來 T’ ス‘ Y- 

巧 苗 02 田 〇 巧 田 苗 尸 因 V •レ® T 策 


新 育ぎ 一十ー ニ 了 目 巧 さ 二十 化 . j 

會^鄕 料理 若松 I 

電話 モ 1 ユング ブイ ドと 一 五 西 i 


中 


+ 


r クタ， が 瀬九廊 I 

窗ぉ醫 岡 ffl 纔 i 

新育ボ レキシントン A 十六 番 

(か 六 了 目 卜廿よ 了 目ノ 間 ) j 

86 JLexington .夕 Y. oity 
ジー • -451》 Madison 化 q. 


中 



有つ て 一巧 日本人 どを 際せの 者は 別てて 居た 所が 川上の ホむ 人貞 奴は 其 


ごして 普通 日本人 又は 日本 商店 等に 
關係 あるを は 之 も ホ 妻 君 同樣の 苦痛 

を 感じ、 バチユ ラ 1 時化に 比する ご 
友達の 歎も滅 じて 巧る、 第一 妻を じ 
對 する 「氣 兼」 どい ふ ものが 一通ら で 
ないかみ ならず 其务 兼は 單じ妻 君 じ 
割して 必要で ある 許ら でない 同族た 
る a 本 A じまで せねば ならぬ から 厄 

か 千 巧で ある 

▲例 かばる 達の 訪問を 受けた 攘 をの 
如き、 ま 人た る 人は 巧 客の 必を樂 ま 
しむる ご 词時じ 日頃 寂 奠巧生 渡， を續 
けて 居る 妻 君 も 化 ま 人の 巧訪 じょら 
て夕少 ども 慰籍を 感じて 吳れ ょかし 
ご 必の中 じ 麻つ て 居る、 がる じ來客 

たる 化 日 通の 日本人は 入の 也 も 知らな 
ぃで 無暗 矢 媛と 日本語を 饒を < b 、 
ま 客 打 揃 ふて 晚餐 のかを 共 じする 時 

でも 罪のない 子供 & 話 や 寄席を 居の 

增を する 化ら じ 大きな 涧羅聲 を 張り 

上げて 物騷 な墨國 問題を 擔ぎ おし 或 

は 白浪 軍の 猎概 を說 いて 其 殺 思 揉な 

-る事 夥しい、 巧 巧な を 入れて がへ さ 

L た 料理を 賞め て 賞は ふ ど 思つ て 時 

た 妻ち の 失望 综 ずる じ餘り ありで デ 

ィン ナは滅 茶 { 

▲ディン ナが濟 わ ど パ！ ラー じ 巧く 

巧 客た る 者禮儀 作法を 知るならば 下 

ネな妻 君の ピ ヤノで も 或は プ チヤ、 

グロ ッサ 1 .じ對 する 不平で も 聞い. て 

やれば いひ 事 じ、 磬盤 やお 某 盤を 引 

こ擢な 出して パ チ-^、 夫れ もま だ： 

勸辨 する ごして 甚 しいの じなる ご菩 

.昔 機を 擦ぎ 出して デ デ ー ン デン' から 

御 入 ホ、 家 客じ輸 かを おへて 歸 すの 

がホ婦 たる 者の 役目 どはいへ $ 人を 

の 身 じな つて 考 へて 見る ど 聊か 辛い 

ベ だ 

今史じ 一つ 黃白結 婿 夫婦 間の 難問題 

どして 解 决じ两 難を 威ず るら のが あ 

る、 夫れ は 夫婦 相な の 愛 精を 現は す 

巧 憤 ホを が 東西 著しくが 趣を 異にす 

る 所がら 生やる 兩者 間の 誤解で あつ 

て 流石に 戀 愛哲 學ホ 家を 巧て 巧 中る 

乃を 自身 も 其 解 巧の な ホ 法を お 見す 

; るに 窮 して 居る 巧 第 だ 

@ 貞 がの 報吿祭 

な 川 トー 音み 郞が 曾て 神 里 二 崎 町 じ 川 

上座を 設立した 時其資 をの 大部を は 

神 田で 有名の 高利 貸 山 崎 武を銜 の 手 

から 岀 たもので ゐ つたが 其 借を の 引 

殘 611 一千 圓を 返さずに 川上は 此 化を 

去つ てし まつた か 山 崎の ホで も 利 じ 

利を 加へ てが うじ 元を は 取 返した 上 

少 からぬ 利み さへ あつたので 其 儘 じ 


後 女優 どして 濁 立し ち 力なる 後媚さ 
へ ある ど 聞いで 慾 じ 目の ない 山 崎は 
例の 一二 千 圓を思 ひ 出し 無 欺 どは 思 ひ 
乍ら 代人を なて 貞奴 じ談 巧す る VJ 千 

圓じ まけるなら 證义 ご 引換へ る ど 耳 

ょ 6 の 話 じ 山 崎は 暮んで 件のを 證义 

を 持を て やる ど 貞 奴は ホの 間 じ 丘 夫 

音 巧 郎の寫 巧を 飾ら 其 前 じ 千 _圓 の 紙 

帶を 横んで かのを 證 文を 受 化ら 寫眞 

の 前 じ 恭しく 額いて 貴郎か 御が 命中 

御氣 じか けられた 山 崎の 償竊 もん 「日 
只今 綺麗 薩 張ら 片付き ましたから 御 

必夕く御成儲を ご た芝お巧ま { の報 

吿巧 よろし <ゐ つて こ i じ 多年の 借 
をの サを つけたが サブ 化を の 出處は 
抑 も 何處か 何れは 例の 福 桃さん あた 
'- CV であらう ごい ふ 評 お 



A 0 島對某 女の 城 巧 事 化は 奇 々怪々 
を 巧 無類 上等 舶巧飛 切 破天荒で 裁 お 
をが 某 女 じ 向つ て シャト アップを 峨 

ました 所なん ぞは 馬鹿 じ 振つ も よら 
ますよ、 六な 巧の 美人局 お峻 つた 上 
じ橫戀 慕の 訴認を 受ける 鼻 垂れ も 鼻 

垂れ ぢ やけんで 簿速 女の 厚顔 じら 才 

ッ たまげた もんで がす (大 評判) ▲時 

々貴紙 じボ 巧劇爐 のぞき 又は 劇韩を 

揚 載ん て 岡胞間 じ高尙 なる 趣 ホを 皴 

吹して はか 巧 じ 職業 論も少 々かびを 

生じ 巧れ 主愛識 生； を 潘大 博の 開 

催 も 追々 あつて 巧た が 育で 其 職 じ 迷 

ふ 人は 大 ひじ ホ ふして 巧つ て 見る ち 

よから ぅ (袭博 生) ah 本人 曾 じは な 

留 岡胞擧 つて 入會の 義務 をら ご おひ 

よず 僕は 一二 千 雜の貯 をが ぁつて 死ん 

でも 他人 じを 惑を かけぬ 積 b 乍ら 入 

會 しました 、人の 生命は はかられ ま 

せぬ 又 同 會じ乂 をす るの' は 間 胞問相 

をの 義務です (軍艦 乘組 巧； 黨國事 

變じ确 難せ し 十と 輿 古の 固 葬 口には 

巧 ほ VJ 齊 しくみ 國な留 巧 も 哀悼の 慮 

をを すべきなる も歐 挪巧留 民は 甚だ 

冷淡な 態度で ゐ つた.。 しい 然る じ 我 

總 領事 舘が 半旗を 揚げて 深刻なる 吊 

窓を をした のは 機宜 じ 適した 處潭で 

あつたの みならず 近 ホ じない 機敏な 

逍 ホで ぁつた ( U 本人) ▲廣吿 の 効能 

は 碗 新ず 披 じあり ど 承知して 居る が 

先週 新報の 飛 巧 學校巧 吿じ賴 妾 ご ぁ 

つたが 之は 少 々奇 巧を 通 越し VJ るか 

9 知れん (戚船 玉) ▲愈々 玉 煤の 氣節 

どなつ たが 納巧會 でも 組織す る 篤志 

家が 無い のか 知 ちん (太陰 巧) 





妄ご • 


紐 育の 0 本人 (十六) 


大 

亞 

一二 

年 

五 

巧 

サ 

一二 

曰 



す 


輪 



巧 

の 


八 

號 


四 


飛 再 張 目を 
黄白 結 雄 

黃白 結婚は 巧婦 をして 生活 上孤獨 

寂奠の 或を をせ しむと いふ 理由は 何 

かごい ふじ ホ國人 又は 歐羅 じから ホ 

た 白 婦人が 日本人 ど 結婚 するど 結婚 

前の 友達が 一乂獄 り 二人 減つ てた 仕 

舞 じは 化つ 巧ら 一人 ボ ッチ じなる 事 

だ、 天上 天下い どし 懐かしの 郎君 ど 

氷 入らず の 差 向 ひ 朝から 晚 まで 撫で 

たら、 摩つ たらして 賞へ ば 人生の 快 

樂之じ 過ぎね ものは あるまい ごも 思 

はれる が、 ザブ 巧みし い スプリング 

チキン も 一二 度'-...- をべ' させられ ては 

鼻 じつ < 、偶には サンピ ゥイ チ じ お 

あ ー バイが 却つ て 甘い ど 同様 じ、' > 

ス バンドが ォフ イスに 巧つたり 働き 

じ おかけた 留守中 じ忡の 好い ぶ 達が 

i 熟ね て 巧て 吳れ てを じ 夫の 惚氣 をい 

I つたら 聞かされた 6 化 度い のは 人情 

j で t 

七 所が U 本人 V 」 結婚 するどぶ 逢が な 

くな つて 親類 又は 词族 間の 乱を じは 

j 全然 沒を渉 どなる が 上 じ 夫の 呵國 A 

I たる 扫 本人 どのを 際さへ 鬼 巧 怠ら 勝 

じなる ので あるから 新婦た る もの 一 

I 苦痛は 結婚 前 曾て 夢にも 思は なかつ 

た 程度の 苦痛で ぁる、 尤も 黃 おお 踏 

ら其 結婚す る 入々 の 社 會的地 泣、 名 

盛、 批產 等の 相違に ょつ て 生活 上 神 

々なる 差別を をず るから 英白 結婚は 

新婦の 境遇を 一槪に アン パ ッビ！ じ 

すると 評し 去る 譯 じは 巧かぬ が 少< 

ごも 同 國人ご 結婚す る ごは 旨然 異な 

I つた 化涯 でぁ も 事は 確で ぁる 

i ◄試み じ 新年 宴 曾 VJ か 送別 爵 などの 

I やぅな 社を 巧 翁を の 倦され る 煤を を 

I 見 給へ 出席者 中り 本人の 妻 おた る义 

一 婦人は 殆んど 無い ご 言 つても ょい 化 

す 偶々 御つ きをで 出席す る ニニ j のん 

r かる つても 元 ホ 日本人：！！ をの 集を で 

める から 溃說 、會 詔、 酒を、 餘 興じ 

まるまで H 本 巧の ォッ 通し、 滿 座め 

I 衆を 手を 拍も聲 をが つて 笑 ひ 興づれ 

I でも U 本 語を 知らぬ 御 本人は 巧が 柯 

I やら 薩 張ら 解らず、 一 不お儀 さぅ じ 眼 

をバ チつ かせ 乍ら なか じ 夫の 础を引 


みて ン ッッゴ？ホ1ム の哀願を爲ず 


とい ふ 夫れ は-^ 側で 見る の も氣の 

すな 位で るる 

jA 然 らば ホ 婦人を 妻 じを つ H 本人は 

か 何 かごい， ふじ 或 特禪專 巧の 職業を 


で 
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こ 


育 新報を 價 (前金 致 巧 共 こ 
□一部を 五 他 口み ヶ月み 一巧 I 
□ーヶ 年を 金 二 巧 一 

千 九な 十一 重 ハ 巧サ 四日 趙を院 i 
載 可 i 

お 行 兼 縮輯入 甲斐 健 1- 

發巧巧 新 育 新報 社 1 

が 育巧莖 ハを 一一 二八 

電話 六 四と 一ニ チ 王 グシイ J 


關係 なき 憲改軍 同情 若 じして ゥエ 
グタが 軍は 之を 外務大臣 じ 任命す I 

べし、 而 して 憲法 上の 規をじ 基き 
ゥエグ タ將軍 退職 後代って 臨時 大 
統領た るべ ぎ 事 

二、 凡ての 間 題は 上記 委員の 過半 お 
じょら 决 ませら るべ < 職 時 大統領 
は 自餘の 委負ど 同じ < 1 個の 投票 
權を 有する 事 

因、 ホ國は 臨時 お 巧を 承認し クエラ 
クグ ス駐巧 軍を 撤去ず る 事 
五、 が 委員は 查圃 おの 選を じ 成る 
义 政府 組 磯 せらる i 迄 其 職 じ 巧る 
可き 事 

な 上は クイ グソシ 大統領 並ウ ュグタ 
麟 軍のを 意を 經 たる もの じして 化 結 I 

ぉゥ H グタ巧は現職を退く事どなる 
べきは 勿論なら 


…… . K か 

頭 朝 遵 


+ 診察 時間 

; 

，.吟 L & 旨 午前 化 時 至 同 十二時 

T‘s W 自午后 六 時 至 同 八 時 
轴 2 但 日照 日^前 約ノ患 濟ユ限 


夸 タタ 
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5 齒 科 

一 J5i TTV* 

治療 自午前 八 時 至 十二時 
時間 旨 午を 一時 ま 五 時 

箇 — が 輿 巧淸吾 I 

かぶ' W . 一〇 ぶ T 占 ； Crrv 

- W を CIOluBb 占 本 & J1; 旨 hattan 片 V で . 

Tel River side ぎ奠 


•クユ グタの 武器 输乂成 巧 、ー ンブ 

グク 、アメリカン ラィン 巧 有 瓣ィピ 
ランダ、 ババリアの 両船 はま 二十と 

曰ポ？トメキ シ n じがてゥ H グタを 

府 の臓乂 じか i る彈化 S 百 一二 十で 個： 

速が 砲 二な 五十 巧 其 他の 上陸を 了 
たる か 元來ィ ピラン ボ號か 墨な 巧の 
武器を 満載し 巧れ る 事は 明白に して 
米 劇は 問號 のべ 潘 到着を 豫想 した. る 
上 開 地の 占領を 急ぎた る ホ 第なる‘ じ 
今 巧ら お 鎖 中の 武器 搭載 船を 释 なす， 

るは ベ 港ち 領の 目的を 沒 巧した る も 

のじ あらや やぶの 攻繫 おら 殊に 惠政 

軍 伽の 不平 連ら なれぶ も 察する じ該 

舉 件は 雜か會 諮の 經過 ど 關聯し ホ 国： 

か 宮患兩 軍の 勢力を 平衡なら しめん 

どす る I 政條 なら ど 見る ぺし 


じじの 

§ 為 

SN - W 

•^51 t が 

r 8 Q 


h 



當 @ な 人な 上 ノ宴會 二 適スグ 大廣間 アリ® を 具 一切 敏を 

^ 式 室 內淸潔 紳± 諸君 ノ宿 沿-一 適 ス® をを ノ経截 ヲ有ス 
rN グ 料理人 ヴ巧ス 参內外 書籍 雜誌諸 新聞 球臺圖 をが 巧 等 I 

特 

戶 一, 

を 


.娛 樊機顆 ヲ備フ 


河 添 旅館 


♦ 


カラン ダ 雜命會 議じ參 加 せん 磯 
か 會 諮の 討議は 儀 政 軍 ご 柯 等の 關係 _ 

なし ご^一が語し居た る カ ラ ン デはふ機 
轉 したら ィ」 見へ 華が の 化を をを； > 
て 總が會 講じ 代表 委員を 送るべき 旨 

申 越し 來れゎ ど 朝變暮 なは 彼の 得 色 

VJ 見 ゆ 

女權蕊 の亂驚 巧し 英國女 權鐵の 
橫誤近 ホ 殊に 基し < 名 書を 殿ち 寺院 

の燒 却を 企つ る 事 一巧なら ず 過日は 
バッ キン ムを殿 じ 押 掛け 直訴を 試 

みし か 彼等は ま 二十 八日 更に 同を 展 

を 製 ひ 石を 投じて 二つの 窓を 滅 茶々 
々じ 破壊せ b ど 




♦ n 本 お 船を 疑 ふ H 本 漁船 西洋化 I 

は搞油 及び ビ やを 搭載して マンダニ 
り 雄に 到着せ るか 武器 彈藥 は往 々荷； 

物 船の 体裁 じて 墨國じ 輸入 さる ど 
ブ ー ド少將 よら 雖府 敕府 へ報吿 しね 
る 南なら 


0 0 0 0 0\0 0 0 0 0 0 0 
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夏據 玉屋 巧き おは 弊ぶ® 

特色 T*b、 巧 じ 本年の 物 
品は 例年ょ らもが 適、 優. 

秀 なら 

茂 木 桃ホ總 

ち 。 ar 巳 ay N. Y. city 
Tele を one - ぶ 70* パ B 弓产 -1 さ 

ボストン 巧化理 店. 

81 巧 edsord street 

巧 © stc ご j Ma み s. 


如 ホ^^ „ ダ ， — は 

迅速 親切な - 




悼 水 縣辭香 巧 

俗 儲 

▲化 京を 使舘 一等 書記官 氷 巧 幸を 君 
が 巧んだ どい ふ 電報を 新聞で 見ね が 
育の 內 外人は 其 突然 じして 意外なる 
兜 報じ 驚かざる を 得な かつね、 而し 
て 水 野 君の 當 地な 勸中一 補 特別なる 
事情から して 醉 香水 巧なる 名は 常 じ 
吾記 臆を 去る J の 出 巧な かつた 自を 
は 更に 一層の 驚き ご 悲しみを 禁じ 得 

なかつ た 

A 紐脊 新報の 第一 競からの 讀 者は 良 

く 知らる ミ當 でぁるが 水 巧 君は 自を 

が 巧 か 善いて 下さい VJ 賴ん だの じ對 

し r 餘 計な 事」 ご 題して 散々 憩 口を 苔 

いて 吳れ 、念入り じ も 

橋 詰 や 爱じも 一つ 化 巧 
ど 冷 かして 吳れ た、 總 領事と いふ 肩 

普から するど 新聞記者 じ對 しては 聊 

か 不離 愼の やぅ じ も 見へ 難 お 頂 栽し 

て 之を 新報 初號煞 一面に おげ た 僕 も 

餘ら面むくは威じはしなかったらの 

{物じ屈せぬ水野君め滿々たる端な 

じは 蔭ながら 威服した 事で あつた 


おつて ン 3 ! ド 破 b を やつね やう じ 

も 見へ 节 から 化 態度は 万事 じ 惜淡洒 

をを 善ぶ ホ 人の 惹氣じ 投じ 义妻君 
交際上 手な 方で、 爲じ 化留內 外人 間 

の 耽を はま 極圓滿 でぁつ た 
▲自を ど 水 野 君の 間柄は 其 後 尘地案 

じ對 する H ホ 兩國の 間柄 VJ 間 様で 親 

善 どもつ かや 圓滿 どもつ かず 不得要 

領で 過き た、 併し 君が 化 京へ 赴任す 
る ivj なつて グ！ ドバィの 运手 をす 

る 時 例の 豪傑 流を 發播 して 「ド ー セ 
I 新聞は 駄目な もんだ から」 どやつた 
のじは 自 かは 不 かのを を爲 すを 禁じ 

得な かつた r 化 野郎 無 禮な奴 だ、 今 

後 機 會^る おじ 彼の 教慢な 鼻 おを 秘 

ひて プンス の 力の 如何 じ强大 なる か 
を 知らして やらう、 而 うして 自 かが 

他日 天下 じを を 得る の 時化が 來 たら 

一本 彼奴 じ， キヤ フンを 哦 まして 其 h 

で】 所じ飮 むで やらう」 とは 自をか 

、むか 切 かじ 期した 巧で ぁつた、 渺 たる 

一外 巧 官對手 じ 憤 ほ- をを むな では 

小人の 化 業と 人は いふか も 知れぬ が 

I 男子の 意氣 ごして は然う もい かぬ 
A 水 巧替が 新報を 惡く 言つ たのは 白 


明治 五 年初め て 紐 育 じ 領事 潍が 嚴东 を激鄕 する 爲の苔 言で あつた ミ艇 

j 釋 する ホが 自ホ自 身の ホ殘 ごして 害 

て穏當 であつ たで あらぅ、 ホ も自み 

は然 ぅ解釋 はして おなかつ たけれ で 

I 新報 紙面の 態度は 君のを が 中 君 及び 

I 世間 じ對 して 極めて 紳± 的で あら 据 

じ r 餘 計な 物」 ごならの 樣じ 巧め て <r 

H じ まつた と 言 ふのは 取ら も 直さず 

一水 弊 おの 惡 口が 實 際上自 をを 勵 ます 

I 苗 言 どしての 効果を 現は したと いふ 

もので 自發は 君の郭 音 じ 接し 威慨縱 

I 横、 世人 VJ おじ 水 野 幸 まなる 巧爲の 

外を をを 喪つ た 事を 悲しい ど 共に 

雨 香 大人なる 宮 かの 先輩が 自 發の疏 

j 途を 見る 迄 生きて 居て 吳れ なかつ ゎ 

I 事を を悲 み、 遺族の 人々 の 哀痛 悲條 

思へ ぱ 君の 死を 惜み掉 むの 情 巧 じ 一 

I 巧 巧なる を覺 ゆる 


かれて 0 ホ 領率總 領事 どして 巧 ほし 

た 人夕は 十八 名で 巧 化の 富 田 鐵么巧 

君、 高牢ホ 五郎 お、 島が 久 君、 內困 

定礎 哲 、小 池 張 S を、 沼 野を 太 郎君 

など 現な 著名な 人々 も あるが 化中最 I 

ら 廣く內 外人 間 じ 異彩を 放つ たを は I 

化 野 若で あつむ 

A 水 野 君の 巧 巧 期は 明治 四十を 十 1 r 

巧から 同 四十 四を 十二月 迄 即も离 ホ 

內旧兩 巧の 大使 脾 化で 目 ホ 間の 國を 

は餘 b 圓滿 でな く 當地總 領事の 手 腐 

如何は 兩國閒 のをが じ 影響す る 巧 欺 

からざる 時代で あつね がぅ して 水 野 

おは 巧 國の國 を 親善. を 目的 ごせる H 

本 協 會の爲 じは 特じ盡 力した から ホ 

國 人からは 非常 じが 詳 をを けた 

巧 語溃說 なで 非常に 巧みな 方で も 

無 かつた のじを が 柯故ホ 國人じ 好か 

れ たかと いふじ 元 巧 性質が ブ キ戶キ 

して 居た 上 じ 思つ た 事は 遠慮 會釋な 

■ザック バラ' ンじ 言つ て 化 舞 どい ふ 

方で あつて 歷代總 領事の 遠慮 政略 じ 


•御大 葬め 御 儀 了 A 

一 皇太后 陛下 御大 葬の 御 儀は 豫定の 如 

'ま 甘 四日 午後 八 時 東を 化々 木 喪 化 

殿 じがて 萬 お遲愁 の禪じ 御舉巧 相が 


御 靈柩は 即夜 新橋ょり 特別 則を じて 
京 滞へ 御 西 下、 サ 五日 桃 山 御遊 操 着 
二十 六日を じて 滯ら なく 御 埋葬の 御 i 

式 一切を 終了せられ ねる 旨 電報 あら 
たら 


恩赦 娠化仰 巧 さる 御大 葬 じつ - 
を ® 徒 じ掛し 刑期 半を 乃至 四を の 
の 輕减仰 おされ 尙振恤 の爲め 六十で 
圓 下賜の 恩 か あらたら 


•山 座を 使 逝 

( サ 八日 おを 電報 ) 

化 化を 駐 御を 使 山 座 圆み郞 巧は 本日 

突然が 臟織摔 じて 逝ました る 旨 外務 

省へ 電報 あらた 

記を 曰 < 山 座 圓灾郞 巧は 慶應二 年 一 

福 岡 じ 生る、 明治 一一 十五 年 帝 國犬擧 1 

j 卒業 翌年 外 餘省じ 入らを 山、 上海 等 

I の 駐巧官 たらし 後！ 一二 十八 年 倫敦を 

化舘當 記官じ 任命、 柯化二 年 巧 城る I 

化舘 書記を じほ 命、 间册四 年 外務省 

通商 『姑 長た ら、 同 四十 一 牟偷敦 大使 

箱 參事舘 を 命せられ 昨年が 集 院る化 

の 後を 襲 ふて ミ那を 使 ィ」 な 6 なて が 

日 じ ちれら 巧 かポ！ ツマ クス U 露擁 

和談 がの 際 小が 大使 じ隨 巧して 罚會 

恣じ浏 席せ しは 世人の 記 腹 じ 新たな 

る 巧 * 1 辖達ホ ホの 妹 相 ごして 化 

人の 囑目 せる 有爲の 人物なら しか 今 

化 討を じを す 痛惜に 堪 'へざる 巧な 




ii 


•水 邸 幸 吉が逝 

(廿 S 円化亮 電報) 

巧 化 おを 化 お 一等 書記を 水 巧 幸 ま 巧 
はサ S 日 突然 急病 じて 逝 ませら 
な 上の 如く ホ 野 巧 死去のを 一逊 H を 

經 ざるに 今义山 座を 使の 部 音を 傅へ 

しょり 當地總 領事 箱 じがて は悲觀 的， 

なる 支那の 現狀じ 鑑み 化 京 じがて 何 一 

かの 異邀 をせ しじは 非 やや ご 憂慮し 

居れり 

み 仲裁 談判が 望 

伯、 巧、 皆の ご 扇 委員 並 じ 米 墨 兩國化 

をを 貫 等の 秘密 嫌 和會議 は今尙 ナィ 
ヤガ ラフ オ 1 八 じ 於て 繼緻 中なる か 

談 がの 横様は 前恣 極めてが 學 なる が 

如く 今 目 迄の 所を 委員の 怠 見 一致し 

たる 雜 項は 大要 左の お < ならと 

一、 墨國 臨時政府を 組織す るた め 仲 

戴會 離は 協約 嘗を なて 五を の 委員 

を 指名し 是 等の 委員は 內聞 員の 椅 

す お 占む る 事 

二、 五 おのを 員 中 一名は 革命 じ 度 お 


cm 

Lp 一 




國民 思想の 變遷 

「斯の 如く 鹿は しきを おの 文明を 有 

する 日本 國 民が 今後 幾年 間 個人を 本 

位 どし、 弱あ强 食、 をが 競爭 をま義 と 

する 欧米 文明の 脈 あじ 堪へ 得' べき や 

巧 や」 どは 日本 义 明の 紹介者、 鼓 巧者 

た b し 故 ラフ デォ^ I ン 氏の 豫 言な 

もき、 吾人は 化 巧 命 詩人の 欺かざる 

麻 中の 琴線を 懐 願し 巧 じ故剧 お、 むの 

現が じを 割して 感興 切 じ 深から ざる 

一を 得ざる もの あるな b 、 盤し 若君た 

ら 、臣臣 たら、 親 親たら、 子 子た る 

は 祖先 崇拜 、.家長制度の 巧 離なる ど 

共 じ 二 千年 巧吾屬 巧が 繼 承し ホれ る 

偷辄 思想の 极 本義 じして 目淸 、日 薦 

の兩 役は 遣 城な く 化 偏 務的贱 なま 義 

の 綺谭を 驚が し香國 民を して 滔 々た 

る 西 力を 漸の 濁流 じ 巧 おする を 得 ザ 

しめたら、 を じ 於て か 剣戟の 力 能く 

吾圓 運の 隆祥を 期し 得べ しど 信せ る 

j 數夕の 迷媳を 流を を じ、 服を 0 黄德 

ご 富 服の 害靑 己を 識別す るの 明な 

彼等は お界 思潮の 趨勢が 如何 じ 暗 運 j 

默 夥しつ！ あるかを 知る 能は 乎、 民 

i 也の 統一は 一 じ 祖先 黑拜 、あを 制度 

の 倫 巧 思想を 維持す る じなり ど爲す 

もの； かし、 然れ でも 時々 刻々 じ顯 

なれ 巧る 常 面の 事 實は一 も 二 もな く 

の 迷 想 ど ホ 盾 するめみ なら や 吾 

國 おは 化偏務 的なる 服 從ホ義 を 千ち 

不磨の 玉條 VJ して 到底 欄 人の 獨立獨 

わを 信條 どせ る 欧米 諸國巧 どの 競 巧 

た 媛 勝の 地位を ちむ るの 黨 みなき 事 

を證 巧す るを 如何せん や 

ま那 は化界 則强廚 民が が 國投的 精 

華を 傾倒して 輸藏を かせんと する 好 

順 巧 競ず 舞 萬たら なに 巧國 はを 其 勢 

力を 集中して 利權め 獲得 じ 腐 公し 就 

审歐ホ 資本家の 巧 動は 特に 造し きを 

おるな り、 巧據獨 娜諸國 おが 支那 じ 

I 於て 利權の 獲得 じ 若々 どして 成功し 

夕 j あるは 索ょ ゎ、 ホ 園 資本家の か 

き白國 政府の 對外 政策は 無能 木 おぶ 

おせられ ゥィ グ ソン 巧み 六閱 惜欽脫 

おじ よらて 其 前途 じ 一時 悲觀 的の 觀 

をを 下せる もの あわし じす 拘近巧 じ 

於け る 彼等の 活動は 特に 著しき もの 

あり、 スタンダ1ドぉ社の巧油が掘 


I 權 獲得、 某會 社の 馬 尾 借欽の 如き 何 

れも歓 州 資本家 じ 遜らざる の 手腕を 
'現は し 吾人を して 其銳敏 なる 巧 動じ 
I 驚し むぇ もの 抑 も 何の 故ぞ や、 政が 
I を擊を 職業と ふ 得 居る 曠 々着 流を し 
て 言は しむれば 支那 じがて 吾 實業家 I 

の 振は ざる 所な は 一に 香 外を 家の 無 
1 能 じ もる どま はん、 而 かも 吾人を し 
て忌禪 なく 言は し 社れば 斯は 畢覚ず 
る じ吾國 民が 陳 蒼なる 舊 思想に 槪は 
れ 獨立獨 巧、 進取 活動の 気象を 次き 

I 外を 貿易 其 じ 御上の 指導 じ 依頼す る 

じ 非 ざれば 巧 事 成す すからず と なす 

音な ま義 、パィ^ ^ 思想が 癖ら 和る 

I 產物じ 外なら ざるなら、 祖先 祟 巧、 

ぷ接制 巧の 文明が 硕親嘗 族は 元ょ > 

神の 外 じは 仰ぐ じ ぶら 中 VJ なす 個人 

I ち 義の欧 ホ 文明 じ掛 して 幾多の 長所 

を 有する は 論を またず、 をし 吾國段 

じして 今尙 封建の 膊化 じあら しめた 

らん じは 此麗 は. しき 文明の 祝福の 下 

じ悠 々自 的の お 的を 活を 送ら 巧べ か 

らしな らん、 而 かも 時は 進み 世は 務 

りて 吾 國找は 苛酷なる 西洋 义 明の 襲 

j 擊じ曾 ひ、 左 なきだ じ世智 辛き 人と 

人 ごの 競 巧を 攒 張して、 國ど剧 ごの 

誘 巧 じ 加 はらざる 可から ざる 5 どな 

れ な、 一二 從 とまを 先天的の 命 かなら 

を 信せ し 女ず さへ も、 女工の 词盟罷 

I エてふ 柿ろ しき かてを なし、 年若き 

娘は 自ホ 糖婚 、戀 愛の神 盤を 叫ぶ じ 

至 6、 靑 年は 必靈的 慰を の 欠乏 じ お 

老年は 經濟的 自然の 壓 なじ •呀を 

の 苦 鄭を發 する 世 どなれら、 時勢の 

I 變避亦 可 驚 じ 非ず や、 斯の 如き 國民 

の 思想を 訓練し、 統一し、 なて 世が 

i 列 强國巧 どの 競 爭じ堪 へ 得べ からし 

わるには 到底 化 巧の 傳留 あくは ホ義 

のみ じょら てが 目的を 遂巧 せし むる 

ろ 礎は ざるな b 

異彿 族、 異齒 おが 义才 錯綜して 其を 

な 競ず の 目的を 達せん どしつ i ある 

現 化 にがては 世を 思潮の 大勢は を 一 

國 おを してが 潮流の 阐外じ 逸せし む 

るを 許さず、 經世濟 ほじ 志ず あ豈鑑 

みる 所な かる 可 けんや 




I 




iu* 




乂 

正 

一二 

年 

五 

巧 

一二 

十 

曰 


rst7 を 

東京 電報 


_ ♦を 牌 お 4 ザ務 着々 進 巧ず を幡樂 

蘇 村 開始され を 諫控巧 命され たるた 

; め 出品 擲誘お 他の 諸般 事務 着'々 どし 

t 進が し評麗 貴の 候補を どして 
一岡 志 巧 淺洞靖 巧 川鐵治 
- 中正を 森 田 小六郞 
:國民 谋な水 益 太 郞石旧 仁太郞 

_ 等の詣 巧を 窺よ 6 推 藤され たら 
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♦が 法 巧議小 H お决を 下さん が 十 

接 おの 大解 審理の 下 じ 開設され つ 

みる 海軍 ホ 件 単 法禽議 はが 本 中 お W 

下の 燕 现大そ 結 .J せる によ 6 不 U が 

みを 下す じ 至るべし ど傳 へらる 


参 义那ホ 國待社 ょら I 二 千 巧 顧 借 歎. 

上海 お 報に ょればを が 政府 じて はべ 

チン ヘム 製 嫂 會社ど 契約 成 ホし 武扫 

で おがが 據地及 舶渠を 築を しを つ該 

ゴ おじは ホ國 技師ぶ び米國 が 料を 化 

.用す る條 かにて S 千 萬 弗め 借な お ホ 

j し 中！ 千-力 弗は 両 ー ニヶ 巧 中 契約 馨調 

I 印の H をな て 現を 受渡を なし 該み额 

なが 用途を 义那 あがの 巧 おどな し殘 

I 額 二 千. 力 弗は 悉く 船渠 築造 费 VJ して 
|使用さ る^错な每 


I •! •: ••■一-こ I ::*-;;, 

I ♦西本願寺な ホは ホ 昭師じ 略决を 

^ お 本願 巧 法 モ大を 光瑞 お辭 職し 後繼 I 

_ '者な く ホ 明 師も巧 も 師も辭 して 受け 

ホ 引 繼き閔 奢* 中なら しが 今间 おの 光 

一昭 師じ略 かを したる をなら が 前法キ 

光瑞 化の 辭憐は 許され ざるべし どの 

歌な b 


fl-i-n-t ; i - • レ —- * .. - -- imt— 

を亞 細® 人 祕じ帶 をす るを 要すを 細！！ 倒 巧 黨献鄰 立 濁が sa 開 會の國 
亞 はぶ 典 词巧備 じ 就て：：： 本 ど 協力ず は 評雜 貸、 化畿十 聯合を を 上 じが 

るの 準備を をさざる 可ら や 云々」 口る 义養總 嫁み 演說 要領 左の かし 

、首相 大腰化 時 巧を 樂觀 すが 相大 近時 政 國兩發 聯合を 云爲 しな 他 巧 

一 殿 化は 就霖 ょな 罢 張を 囘持 し睹黨 じ對す &離閒 中傷を 試む る ものち 
お 軍の 調和 闕防そ 針の 統一 尘活難 《る も蠢じ 政國壓 S 合を 策す る 
緩和 等には 化 然樂觀 をな し、 海軍 概ら のじ 非ず 只 現 時の 政局 じ 鑑みる 所 
張は えづ 海が 部み 廊淸の 後。 ら ざるを b 國莲の 發展を 期せん か爲じ 政治 
ベから ず、 どの 盧見 におき 山 本 前 首 的中 松 勢力を 掌摇 する じ 足るべき 露 
相 齊藤前 海 か 其 他 じ 懲戒 的の 處 分を 固なる 大政 黛を 組織す るの 必要 ゐ h 

爲し 巧るべき 縱二踰 時講會 じは と 巧 どす るち のじして 之を 組織す る じは 

お 圆のお 巧 柿 あ 案を 提岀し 着々 袍を 政友會 の！ 部、 舊自も 黨の健 垂を子 

々針の 進 巧を 計 b おれ 6 及舊 改進 黨 員を 0 て 組織す る じ 巧 か 

大が內 H: 离モ よ、： ず どす るは 是れ從 巧よ なをの 巧 想 ど 

けけ 只い‘ 串{; 媛す 大韩 する 所なる ち 政る 倚 自ら 
反の 入閣に 就て は覽屁 崎麗 Qf 合す り 

f 始め 5 の 反£し かとね め？？ 故 じ 政— へ^ い^ 

1 内相 舊を 避けて 廢楚椅 すを 與て爲 さざる ふ算 な'。 又に ょ 二 
ふる じ f たを 政 蠢马— のを 職 合を 策す るら 0 めら：:^」。 

W 成ぞ g 愈々 S なる じ f T も 数次を 涉 t たれ ど^- 革- 

は^ 爵を 巧努馨 じ轉 任 甘し 《對大 殿- む 

^ !!:1 蟲引す る に？ ベ し をした る通6なれな^— 

< —— からざる は 勿論 じして 我 黨ば飽 くを 

大相摸 耕 露 照 東京 兩國國 技 館 大協ガ ー致して 獨立 獨ホ嚴 正中 立を 圆 

I 相撲 悬據所 新 齊惭は 愈々 ぶ 9 如く 發 執し 現巧賴 をして 卜腰 伯め 持論を 實 

表 甘ら れ たを 巧せ しわる 事を 慾遞 する じ 努力し S 
おの 方 西の ホ 派 聯合 會 じは 斷ず どして 加盟せ ざる 

駒， ヶ嶽 (死). が 勢ヶ璋 ぉ 

H 巧の 要求 化 京巧電 じょれば H 



I に對 しては 化 木 游巧ン 社じ戳 しては 

一を 島 驚み 郞氏 なな 
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•挪 長大 更迭 地方 長官 叟 を じ 伴 ひ 

が 縣下じ 於け る挪 長の ホ； あを を騎巧 

すべく 目下 夫々 調 杏中の ホなる かせ 

の' 数が —v 十 餘名じ 達すべし ど 

乐 外交 宫 をを 期 外を 官め 異動は 愈 

一々 ネ巧 ，ザ 旬を ぶて 發 ませら るべ <歸_ 

朝啼 のか 月 換太巧 大使は 引 おすべ 
大使 餘參 事を 蓄記官 及び ミ 那を地 輝 

な 領舉總 領事は 殆 んど查 部の 異動 あ 
るべ し 


r 、 一 '、 ■ ... ■ ,.*•{ 1 »}■ 11 ——mV- ; 

挪 下宿 中 


チぶ リ！ ，街 

Chas Nakagawa, 
Pho 夏 1318 ををミべ一 



•せ 禍前ホ 計 總監の 立候補 海軍 化 

I 賄 事が の禪 劾を ごして 太 旧 乂をご 共^ 

に 海軍の 刷新 じ 巧 力せ る片欄 巧は 過 

U 逝去した る 中正を 所 崩 巧 能 十 中 烏 _ 

巧 孝 氏の 補 か 選 擧を認 候補者と して 

一起つべし ど 


移 

森 職業 周旋 所 


Japan ミ ODOSest 另试 m 二 oy 呂 entA 巧 en ミ 

ー ミ Le ド、 vve- bet. 31 & 援 ndSt. 
New Y ミ k C 3 Uy 

1*61. 9 谭 8 忌 adiaon 8 应. 

「 rel R ま . 致 34 IVlurray 妄 ご 


で f ゴ .一 二. r ; 

- 参. 博 

j 六月 一 H ょ 6 左記の 巧へ お 轉 諸事な 

良の 上從前 通ら 營業 化お閒 不相變 御： 

一 引 立の お 希 上 候 • ^ 

夕 まと 旅館.. が 本 
157 W. ま th な t. N' Y. ご ty 

ム .'.望 07 001 己 nhl:; 

A 读感娛 樂り蚕 設備 おと 候 

々巧 



拳 人造 バタの 取締 農 商が 省 じて は 

I 今回 人造 バタ 化疏め 省を をを 布した 

人造 バタ ご稱 する は 牛 豚 油 及び 锦 

I 實等 ょら 製造した る もの じして 獨瓜 

具 他に 於て 非常 じ 多額 じ 之を を おし 

一本が への 輸入 も少 から や、 昨今 當觀 

の獎腳 じよ ク乳製 パタの 製造 發 達し 

巧り し 際 人 遣 バタ か 其價額 半額 泣に 


— ‘，ゴ（_,コ，； して 索 入の 知らざる じ 乘じ恶 商人, 一； 

本を 化は 廣莱ょ 6 潮贿福 州を 經て南 か 之を 眞正パ タど稱 して 販賣 する i 

t • a 产 f f 》 * , 1 •..■こ’’ ， /*V 、—一 X ^^*3 ^ ? I — 一 >• 


去 化を 保な 黛 員め 倒袁 陰謀 說化巧 

電報 じょれば 頤 務總理 が® 昌暗 じ淸 

朝 皇族 慶 親王 ど 逾じ宗 社黨ぷ び保皇 I 

黛 聯立 じて 新政 治を がくの 計 蓋を か 

て袁世 凱討滅 のた め 目下 極 方 運動 中 

一なる じょ ^ 化を 政が 迅巧 暗中の 動搖 j 

甚 しどの 說 あち 廣東じ ては 龍 濟化ホ 

政の おお 連 H 紙 潜の 化を 甚だし < を 

換 券は 約 ザが じ 下落せ るた め 情勢 溢 

不穏を 加へ 乂也轉 た恐擺 たら 

一 

I ♦窠洋 諸闕の 聯合 防備を 發をす 過 

般バミ 火 トン 卿が ニユ！ デ； ランド 

じ 於て 巧 白 兩人禪 が 大が洋 の 海上 權 I 

を 掌握す るた めじな 巧大 衝突を 起す 

べし ど 述べた る 事じ對 して 東京 3 1々 

新聞は 左の おがの 論文を 揭 載した、 ゥ 

|3本人はお巧おる べ.き白乂械どの 

爭じ掛 し 矢面 じな つ 霞 おを 巧て 之が 

準備を なすべし 而 して 白人 補の 英を 

人 禪じ對 する 偏 おど 不當 なる 態度 ど 

ごよ 6 巧るべき なるべき 結 あじ 就て 


呂に 達する 錢 道の 敷 說權を 要 あし 英 

國を 化は 鐵 道が 料 取扱 商 ビヤー ソン 

巧 貧の ためじ 巧 H 扫よ b 廣 東省韶 がに 

至る 賴 道を 要 ホ ザら 兩者共 じを 渉 進 

み 近 U 决 をせ.-'- るべ しど 


目 本 最を信 


►と 月の 議會 解散 說大殿 內閣は 本 


今一: の堪 かる 巧を 見た る 次第 じて 
外留 おど 巧國製 どを 朗 はず 邦字を 化 

て 「人を バタ」 の 表示を なさし むる 爭 

どなれるなら 


•ホ まなず. 词體說 .東京 印々 新 邸げ 
I 發 表せる 該 說じ關 しでは 當が雷 文の 


► i ‘， L 、 • ィ \ J と' 夕 <尘<! 》 づ妾 震畫 

國—曾更蕃巧ふべしとの雲巧政累 一 部じ傅へ 

こ! - なぉ； 反を 驾政遽 かじ 信を 措き 難き 12 似た，， C， かを ょ 

どを 2 して— 氏 現内閣 か 進んで 國技 § 巧を 問 ミ 

ょ >を2"^^をィ^^る-。。靈を進《ミ どする歐州政治_」其お據を有す互ハ 

じ現巧—で筆此變蔚通常議 

...忘 轰しネ をを ねて 脫黨 する じを 會 じ こを て 

ら賣 黛は f を 裂を 見る じ？ た S かちび— い ベい;^ 

- I i , . 軍 そ 面の 要望 じ 基く 結果なら ど躲挪 

善 具 央經濟 同盟 說 せられ つ， U ら 

大隙昔 相は タィ ムス 通信員 じ 對し日 ♦海軍 事件 審理 東京 地 そ 雜お所 刑 


- ( I こを f BS： f ^ 一 -习 う まを 註 ♦接 ■ む 神技ぶな 巧 タグ ー 

年と 月 巧を 期し 巧如議 曾の が 敬を 巧 儘 不取敢 額 導せ るが々 剧故國 より 最 
ムこ ご。— <5 , .... f あ 葛の 新聞に も ば 


ンス 

ごフ ィタ が會を 

ベ I 最近 流 巧 

舞蹈^^ ダン 

多年の 實驗を 巧し 9 本人 諸君 じは が 

別 可 峰 親な じ敎授 す、 授業 巧は - 

一個 ブライ ぺ^ — * £-、 レッスン 1 燕！ 

六 画 プライべ！ 卜 .レツ ヌン 五帮 

JVliss. と ice JVIarmh な 一 
一で 器. 巧 与 ay ber 累 d ミ 己 芝 th 斬 t. 

-t- phone 00 ご 3】 b 受资 84 
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左記 お變 じて シャ トグ 
を港間を航游し隔週ホ|^ 
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; I • . ■ ; ブイ 妻 - -- ^ E 4 お『手だ ^^ お | 為一ぶな 夕逼 宇す す 

がぉ盟 をして 將巧 I 乂那 じがけ る 両國事 第 S 部 じて 審議 せらるべき 海軍 事 

堅 擎 T?r 巧 正 ミ‘ 9 ン <1-... > > /"V f ご .，... I , r - ~ .hr ) ••广 J 二 


f 經 溝が 盛たら しむる の 必霎ム 6 ど說 

きたる 率 じ 就き 是非の 評論 英國巧 

起ら たる 模 機なる が大 蹈總理 が該說 

を 抱 持す る 拳は 旣じ义 しきもの じて 

井上 侯 も 亦 熱 也なる 經 濟间盟 論を じ 

して U 英水電 ぶ 社 設立 じ掛し 非常な 

る 幹旋を 試みた る 稍な ちき 


件の 審理の 記錄は 紙数 非常 じ 夕くシ 

1 メンス 會 社のを セ 畳 二十 餘枚 I こ 井 

杨產 のを モニ r 百餘 枚を 計 二 千餘が じ' 

速し を 辯 讓± は 之を 騰寫 したる 後を 

巧を 開^ * "のぶれば 從 てを 御 期 H は 

本 巧 下旬 或は 六 巧 上 巧 どなるべし 义 

I 旣じ辯 護の 厢 巧 あらたる お 云 井物產 


本證 約は 經濟 的、 軍事的 及び 敕治 的； 

I を ホを をみ を义 二十 六ヶ條 ょらが 
萬 骨子 ど 云 ふべき は 

ま 那の助 政は 當を 順境 じ 達し 難 

! ければ ホ國 資本の 流入を 圆る ため 米 

兩國は 其 ホを を講 兜す る 事 

一、 支那を 岸 巧 儒の 完成を 期す るた 

め 軍港を 修築す る 拳 

一一 1、 H 本 支那 兩國 事ゐ るの 曰え 國は 

一 其 海軍 力を なて ぞ那の 巧 じを のの 貴 j 

じ 任ずる 事 

四、 ホ 國源隊 は 支那 柯れの 軍摧を 

策源地 どなし 米 支兩圃 海軍は 共词動 

作を 爲す奉 


幡 ロタ 前 十 时シャ 
を岀 化ず .、 . 
▲運賃 

シャト 八橫濱 神戶間 
一等 を 十 巧 
二等と 十五 弗 

シャト 火 巧 巧廊 

一等 巧 十五 巧 
二等 八十 弗 
一二 等 四十 一二 兜 五十 翁 

A 但し ニユ •ーョ ー クは 

化 日限 よら 五 円 前 じ 

御 お 發有之 度 お 
靜岡乂 ホ 巧 lid 

丹波义 六月 十ろ H 

を鐵ん 六月 一三 十日 
佐渡义 、.と 巧 十 迎 H 

難馨祇 

'-シ ャトグ 出張所 

巧符 おか 新 育 新報 社 


^ 手が、 ず 拭 地、 ブ ー ブグ掛 等 
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おお 船 ストァ ス タッド 號ど 濃： 霧中に 

セントロ I レ ン ス河ファ！ザ？ポィ 

ント沖 じて 衝突し 船體は 十九み 間 じ 

j 沈沒せ 6 、 船を 船員 千 一二 巧 名の 巧 四 

な 二十 あは あ 助せられ たる A 殘餘の 

よ 巧 八十 あは あく 海底の 藻 原 ど 化し 

去らね る も タィ タニ ジク號 0 巧 稀 有 

0 惨事なら どい ふべ し 詳細は 次號じ 

♦ダク ブック 博 击の岡 化 論' 五 かお 

I 氏說 のま 昭 をた るを 大ぶ間 志 就敎お 

ザ 博 ± の 亞細盛 移民 同化 論は ま 二十 

四日の タイ ムス 紙上 じ褐 載され た bj 

一所 論は A 輔問數 、黃白 結婚 其 他 諸 ホ 
ぶよ わ觀 察を 下した る もの じして 興 

I ホ 頗る 深し 詳細は 巧號じ 護る 


の 言質を 得ね り どか 尙亦二 千 六 巧 有 I 

餘の都 巧の 白人 事業 おか 所 VJ 連絡を 

なで 途方 もな き 事を 記し 通信 鸯十 

一圓を 封入 啦 送，^ べし ど 記し 日本を 地 

送附 しわら ど 


當社 製造み フアン シ！ ケ^ — スは 〇 

本雜貨 巧ぶ び 玉屋 等じ缺 くべ から ざ 


♦山 座を 他 逝去のを 電 サン 蛾 かの 

新聞 じ 現 ばれ ざら しため 當地總 領事 

，館よ 6 黎府 大使館へ 實 否を 間を せた 

る じ 直ら じ 返電 あら、 山 座 戊 逝去の 

一 輩は 倫 敎經由 じて 確報し がれり ど 


- 誘拐罪 じて 投獄 さる 例ぶ 誇大 育 

想 巧へ ンリ！ 山 口は を 難から ぬ 御 面 

I 巧を プラ 下げて 居乍ら 寧 かまし < 

I 女の 巧を 臭 含姻ら 度々 馬鹿を見し； 1 

あら、 今は 某 米 入よ b 了 年 ホ 滿の少 

女を 誘拐したら ごの 吿訴を 受けて 監 

獄じ 巧る か 過日 氣の 毒な り どて 訪趙 

一し ねる 一 篤ぶ あじ 對 し、 世界を 動か 


' .す 超め 技 佩 ある 僕ち 之では 脚る、 今一 

♦結 雄 ど 巧 民 權ホ圈 出生が 思權を 一 轉 時は 大嬰 じを るして 猜 かぅな で 
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♦巧 國錐員 日本 評議 簿巧 閣議を 日 

本 閔班會 B 本 蝴中じ 日 ホ委貴 廓を 設^ 

け 時々 彼我 兩國 じがて 妾 員 曾を 關け 

ば 國際關 係ぶ じ も 巧 おを 得べ しごの 

說 起り ホ國畿 貴闕 へを 渉し 蒼 間を 巧 

たる 結 お 四月 二十日 衆講 院議を 官舍 

て 評議員 會を 開き 左の かく 潑 みす 

、を 派 申を せの 上議 員を 部 議員 劇 

じ 加入の 事 

二、 H 本 瓣員圈 中 じ H ホ委貸 部を 唐 
.'く 事 、 

一二、 日本 鹽議 貸を 部 日米 委貴 部々 員 

たる 事 

四、 ストック ホ グムの 别國議 會關盟 

曾議 0 前が 東を 日米 委貸會 を 開く I 事 
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お b ホる 四日ょ 6 愈 開業 致す 棟 相が 
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泥棒の 天下 


▲ 白 猿 軍 か 刺 紫關を 越へ たどい ふ 飛 _ 

報 か 西 安 じ 達する ど 西を の 商 民の 驚 

、た. きは 一方で なか' つた、 满 水な 南は 盤 

^フ祥 傳皇表 S 君は 奮ら 取し T 蓋 寒で 讓衰 少ない から 


組むべき 巧 八 人の 豪傑が 数 萬の 部下 

を 擁して 梁 山 治 じ 立髓ら 官軍を 驅け 

惱 ましつ i 我物顔 じ 夫 下を 横 巧した 

ごい ふ 怪奇の 物 驚 6. じ 驚かれた じ 相 

違 ひ， ない、 水 餅 傅は 施耐 庵のを 想の 

結晶 じ 過ぎない か、 をれ ごも 率實を 

ぶ 礎 どした 實錄 あの もの ど 見る ベ 

みは こょ じ斷 をす る 撰を ではない が 

I 水滸傳 がの 大 泥棒は 支那の 古今を 殖 

じて 来 だ 曾て 絕滅 した 事は ないどい 

つても 差 支へ ない、 染山泊 ご 云 ふ 地 

名は 現じ 山 巧 省の 曹州 附近 じな つて 

環い をい 草の葉を 產す るを 0 て 著名 

である 事から 考 へる ど 水 滸傳は 万 吏 

虛 構の 物語りで ないか も 知れぬ、 

巧 八 人は 噓 だが 互十餘 人の 藻 傑が を 

歎の 部下を 擁して 梁 山 治 じ 立 館つ ね 

事 じ 事 賞で ホを 本 傅 じ チャント 書い 


レは 巧な 


まだ 蘭んだ 事がない から 

じして 霞く 

詔が 横道 じ をれ たが 白 狼は 本名を 

一一 どか， り 喫： ^ の. をれ でめ 

元は 贼廳の ホ 化で あつた ごい ふ 

說も をれば 夕少 資產 ある 家 じ をれ た 

ごい ふ說も ある、 白朗が 何時しか 白： 

狼に 變つ わのは 附近 基 おが 猿。， や 


も 稱し自 巧ら 呼ぶ 樣じ なつた どい ふ 

I 說 どな 狼が 愛 讚せ る 小說の 中に 巧 退 

ピ しふ 泥棒の 大親 かが あつて 彼は 么 

I を 0 て 自己の 理想の 人物 どなし 自ら 

I 白 狼と あ 乘つて f ご 云 ふ 二說が ぁ . 

兎 も 巧 彼の 率 ゆる 一阐 はぶし 

1 支雕現 時の 梁山泊で々 る 

▲ 彼が ホ だ 峡西じ 巧め 入る 前の！ 二月 . 

の 中-頃 部下を 集めて 軍事 會雜 を閒い 

た 事が ある、 其 時 集まら 巧つ た 数十 

; 人の 中 親み、 小 親を 等の 中には 檢要 

地 じ根據 地を 構 ふる 事 梁山泊の 

1 如 < すべし ィ J ま 張す る ものが 大をゐ 

つた、 之 じ反對 する ものは 流微 して 

ずらず 到る 所 掠奪を 造ぅ すべし ど說 

いた 論戰乂 しき.」 理 つたが みを しな 

力つ たもの ど 見へ る 化 時 彼等は 白展 

じを 銃の 稱號 を呈 する 事 じした どま 

那の 新聞 じ 書いで ある、 巧 阻に 入つ 

I てからの 彼の 巧 動を 見 もじ 根據 地を 

I 得ん どやる が 如く 從 前の 流 戰ホ義 を 

I 繼績 せんどす ろか 如 < 少しも お斷か 

I つかの 恐らく 彼 自身 も 一定の そが か 

j ない のか も 知れん ' 


白 軍は 必中 渭 水の 化 じ 巧を せて 來る 

じ 違 ひない サァ大 瘦だど 言つ た 調子 

で 官軍 じ 信頼し ない 人民 等は 忽ち 傑 

へ 上って 了った、 米を の 憤 か 一み じ 

ついて 二な 文 も 激騰し 大恐條 を呈し 

: たさう である 




f ま ミ 


一です ょ、 柯 故ち 人は まど 一所 じ步く 

のを 嫌ぅ のでし やぅ、 まは 度々 
ナ 事を されまず ごを くい やじな つち 

I まい ま ょ」 

▲某 白 妻 君の 化 不平は まじ 尤もな 話 

しで 乃を も大 ひじ 同情して を々 說明 

一を 巧みた 譯 だが 結局 アィ ドント アン 

ク！ スタンド じ やど レつ て 居ね、 

じ 角 愛の 表顯じ コ ソ泥 まを 用 ゆべ 
敎 へられた 吾々 じは、 雜 集の 面前で 

妻 じ 温た か I い ネスを 巧へ る やうな 

事を するど 何だか 極まらが 惡い樣 じ 

も 見へ、 賊 組みを はして 人 巾を ホ 巧 


飛 耳 張 目を 

黄白 結婚 其 一二 

A 夫は 妻を 愛し、 妻は 夫を 愛する の 

は -K ： 今 東西 少しも 異 つね 所は ないか 

サブ 其 可を かつたら、 がられた-^ す 

ホ 法 じ 就て H 本 VJ 歐义の 習慣は 天 

が 黒白のを を 示す、 隨て軟 ホ 婦人を 


I で. ある ど L ふ考 古家 も あるが 記を は畫 ごする H 本人の 家庭 じは 較も すれ 


に 時なら ぬ 風波が 起る 

A 西洋の 男は を じ 巧る 時は 兎ら 巧 ど 

I して 來 客のを る 煤を 文は 夫婦 共々 外 

出した 時には 巧が 旨み の 妻 じ 勤す る 

I を 精を おはして 第一 二者た る 世人 じ 見 

せ やう どす るし 妻た る 者 も 亦 夫から 

さう せられる のを 非常な 誇ら ど必得 

て 居る か n 本の 習 償で 見る ど 人の 見 


一 踰更じ 揚らず 會ふ乂 おじ 商 買 不景氣 _ 

を n ポ して 居る が ソン ナ 元気の 無い 

; だ や 南京袋が 淚を おし 朝鮮 黯が眞 

白 じなる ぞ - ィ ( 矢 巧黨) ▲貸が 五 千 

東 も' ゐ つて 巧 巧のを じ 西る なんて 义 

でた 話 じなら ません 之 だから 日本人 

對 手の 巧 買は 欺 目です よごは 某 商 巧 

兎 一 ま 人の 泣 言、 いつをの 事 巧 買を 止し 

たら 可いだら う ( 親が 男 ) 


正 、のさへ 變じ 感ずる が、 鄕じ 入て は 

紐 育の 日本人 ( 十ち？ 從 はわ ば 万事 事が 納まらぬ を 


じ 彼を 恐れる 所から 自然に 渡 ピムない 所では 水ら 波 さのを の 要領を を 


換 して 居乍ら® 間へ 巧る どイ ャじ濟 

まし 込 レで 知らぶ 顔の 半 兵 銜を祕 め 

る、 之を 巧 棒じ誉 へて 見る ご 西洋の 

は 罪の無い 白 晝强盜 流、 目 本のは 性 

屬の惡 い コ ソ がの 錄盜流 VJ も 云へ る 

I 譯だ 

A 御名 前 ホは 一寸 御 巧 もどず るが 日 

本人を 夫 ごする 某 白 妻 君 化 摇僕じ 愚 

痴 つて 曰 < だ 「 '' 、スタ-- 張 目 まあ 聞 

ひて 頂 載、 ッイ 化 間 まは ま 人 W 1 所 

じ 買物 じ おかけたん でし やう、 をを 

出てから プロ ー ドゥ ニ I じを b まし 

た、 所 か 非常な 入 込みです からまは 

I 夫の 腕 じすが クてホ 巧 かう どし ます 

どち 人は 妾の ずを 挪ひ 退けて 「アイ 

ゲ ォ 1 ク デ ス ナ イ ド 、 ユ ブ ド ベ 

夕 1 ゥォ！ クゼ アダ！ サイド ーつて 

言 ふんで しやう、 妾は お氣じ なられ 

た 許 もぢや あらません 腹が立つ て 泣 

きた < な 6 ましたから 買物 もせず じ 

ぶ儘歸 つて 化 舞 ひました 、ま乂 はを 

じ 居 b ます 時は 非常 じ 親切で L て 本 

I 當じ 妾を 可変が つて 吳れ るんで すが 

才 一巧 じ 外 おしまず ど 何時も {不 

思 儀な 擧勸ら をして 妾を 泣かせる み 


A 東西 爾 俗の 相違から 自夫白 妻の 家 

庭 じ 起ら 易き 相互の 誤解 トラ プグは 

中々 をじ擧 • けね 實例許 b ではない 、‘ 

此外 妻の 親戚 朋友を 訪ふ 場を、 友人 

の訪 間を 受ける 場を 等 書けば 幾ら も 

あるが 要する じ 西洋 婦人を 妻 こする 

人は 輔 々なる ぶ 面から 考 へて 可成を 

て 挺の ホ 和を 圖ら 、妻た る 若 じは 可成 

多くの 慰籍を 輿へ る やぅに 努めねば 

ななぬ、 僕の 日 ホ 白 妻のを 庭 じ對す 

る盡 もなる サダ ゼッシ ヨンは 左の 通 

^ であ 

地位の 离下じ 從ひ結 婿 するど 問 時 

じ 二 千 弗な 上 五 巧 弗 迄の 生かが 險 

じ加乂 する 事 

家庭 じがけ る 一切の 談話は 化て 英 

語を 用ゐ 、白 妻 じ 日本語を 敎 ゆる 

-j 學 

節約を 旨と し每月 若干 宛の 貯蓄を 

爲す事 

職業は ザ 成 地な 上進の 見送 ある も 

のを 撰ぶ 事 

亂 酒を 憤み 巧 ふか：】 をせ ぬ 事 

夫婦 間 伴 一週間 じ少 くど も 一巧は 

觀劇じ 巧く 事 

虛を & 深く 夫の 収入 如何を 顧み や 

して 衣食の 美 じ 誇らん どす る 女 じ 

就て は 一寸 葛へ て 見る 事 

妻の 親戚 朋ぶ ご 可成 親密 じを 際し 

目 本人の 美点を アン ダ ー スタン 

せし わる 事 

I 妻子 じ 慰 籍を與 ふる 最新を 法は み號， 

じ 於て 述べ 
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A 黄白 結婚 中々 面白 < 拜 ぶ 致 候が 紐 

育 じがげ る 日本 婦人 並 じ 呼 寄 妻 ホの 

內愤も 中々 巧 巧すべき もの 夕 しど 存 

せられ 候 じ 付 r 黃白 結婚」 濟み 次第 是 

i 非 飛 耳 張 目 君の 御意 見を 伺 度 候 (濁 
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妾】 兼 ). ( 稱 ) ( 理 ) 
怠 ) 寡 ) ( 隻 夏 ) 

遠 東 茶園 


▲乂愤 の 如何により ては 相當の 資本 

を 貸 輿ず 

旗 所は ダラゥ ユャ 河の 上流 じて 產お 

杨を犬 都會じ 送る 便宜を し、 一名 じ 

二 一一 夷 巧な 上 貸 巧し、 リースは S 年 

或は 五を じても すなら、 若し 買 取 ホ 

望の 人 じは 一英 町 サ五弗 よらな 五十 

弗 迄 じて 夕少じ 不拘賣 渡ず、 農具は 
相談 じよら 貸 巧し、 果樹 植付、 養鷄 

をが 飼養、 養豚、 乳牛 等じ關 する ぎ- 
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同化 問題は 人種 

どを 然區 別せ ざる 巧らず 

京大 及 同 患 社敎授 

• キユ リック 博 ± 

米國は 教育、 同化、 巧 民 樵の 親を を 

設けて 漸次 じ 亞細醒 人を 入國 せし 社 

る 政策 じよら 白禍、 黃 禍の危 險を减 

I 殺し 得 巧き のみならず 延 ひて 東西 両 

津 文明の 靖带 をを 換し得 V し、. 若し 

_ 或 論者の か < 東洋人 殊に 日本人は 到 

窓祠 化せざる 留 民なら どな さぶ 同化 

轉鎭じ 誦する 化ての 解み ホ 法は を然 

I 無用 じ屬 すべきな な 

k 穂の 社會的 同化は 彼等の 雜婚 じよ 

て 漸次 單獨 じ實 がせら るべき が ホ 

j 國の國 語、 ァィデ ィャを ぉ得し 其 民 

I まが 生 巧 ごか 適應 する 所 能 じ 就て は 

I 年若き 日本人 及支郷 A け 露 西 延乂义 

がぶ 神人で 摩ら 舆 なる . 所な し、 を 

一に ロハ 米图 人が 前者 じ對 してを 者と W 

等の 磯を を 巧 ふる VJ - を ご じぁる めみ 

I 巧細亞 人の 巧 重は 歐羅 G の 班 童が ぞ 

I 那語 乃至 日本語を 巧 ふ 巧 難よ らもよ 

j ら凶 上ず 順を 感ずる の 地な じ 巧な' 乍 

I らお 园 生れの 日本を 重は 巧兩 親が 絕 

掛 巧じ吳 語を 語ら 能は ざる じ不 巧、 

自 もじ 英語を 繰り、 巧を S かき 夕教 

U 本人の 巧 住せる 十一 地 じがて すら 话 

; 童の 用語は 化て 英語な り、 且つ 加州 

j ぶ 化の 日本人は 近時 大 ひじ 米國 化し 

来 ゎ 就中 米國 生れの 目 本人 兒薰 じが 

I て 特に 化 現象を しきもの ぁるは 彼等 

をち 情を 踏を したる 者の 一驚を 喫す 

； る 巧 じして H 本人の 社を 的间 化は 最 j 

bf 疑 ふの 餘 地を がせざる じ 至 ゎたら 

白 朽人蹄 ど 亞細亞 入の 雜谣 じ顆し 

j ては 潔が なる 獨斷說 巧 はれ、 人が 的 

I 悄 おの 編 見は 某 だ 盛んなる も 化 問題 

たる や ホ だ 嘗て 硏 兜を 經 たるら のじ 

: 非 ホず、 且つ 異人 满 間の 雜婚問 趣は 

現な じがて 頗る 姑 問 じ おする が おじ 

顧て 雜婚の おお 如何との 疑問は 亞細 

を 人の 岡 化 問題に ぉつて 巧 等の 傾 値 I 

1 を 寄 典す る もの じ ホざる なり、 左れ 

承 吾等は 化 城閔じ 就て は ホ 物を を 化 

I をを 者 等が 輔專間 家め 研究に 待 も、 

i 雜 がのを 巧 的 結果を からざる 可らず 


を 一個の 意見を なて すれば 夫婦 間 じ 
I 生ずる 權利 義務の 關係 東西 著しき 懸 
隔 ぁるを 0 て 白 暂乂補 ど 日本人 ごの 
羅婚を 不可なら とし 隨 つて H 本人 ど 
I 米國人 ごの 結诞は 極めて 貿險 なりと 
なす 者なら、 ロハ 斯る 雑婚の 結 あは 巧 
をの 所を だ 明白なら ず ど雖も 多くの 
論者は 一般 じ 雜婚を 不可 ごする がか 
.エブ ォ ブト 博 立の 如きは 純粹 なる 
人 禪は他 じ 比して 一层 優良なら ごの 

I 見地 じ 立 も、 日本人は 槪 して 雜 婿せ 

や VJ いひ 且つ 「幾夕 の 異なれる 人 鞠 

は永乂 じを 異なれる 特 稀の 領± じ 巧 

I 純が を 維持すべく 决 して 移民 問題 VJ 

ス禪 問題 ィ」 を 混を す 可ら や」 どい へ 

'、前 じ も 述べた る 如く 異人 補間の 
I 姑 婿 問題は 專巧 家の 研究すべき 所 じ 
して 人禪的 偏見 じを きたる 無智の 獨 

献若 くは 一時 Q 咸情じ 制せられ ねる 

I 憶測 的巧斷 じょら てみ を せらる ベ 

1 閒題じ 非ず、 をし 雜 贈の 結果 愈々 不 

ザな りご 確を せぶ 吾人は 適當 のをが 

を 設けて 其 幾 止を 命 やれば 可なる じ 

非ず や、 要は 只 黄白 結婚の 閒題 ど 間 

化 間 題 どを を然區 別せ ざる 可から ざ 

る 事 之な り ( ホ 完 ) 


弟よ 


卓郞 


第一 信 

A 二度目の 御手 紙は 嬉しく 拜見 しま 

した、 最 巧のは 何だか 吨られ る やう 

な ホの ない 手紙 だ ど おひ ましたが 今 I 

度のは お 身の. 巧樣 から 巧れ 手紙 だ ど 

つくぐ 感じ入つ て讀 てらました、 

I 化 様の やうな が 巧で 自信 力の 强い活 

励 家の 眼 じは を 如き 愚かな 者は 木 偶 

ども 見へ るで あらう ピ嗔 愈で たま 

i ません、 化 頃は 义錢が 無い ので 一曆 I 

意氣 消化の 體 、漸く 生て 居る 位です 

を 皆を が お 巧たら 一番 高利 貸に なつ 

て 鬼 權式じ 痛快な おつた 所を 行つ て 

I 見やう ご 思つ て 巧ます、 をく をは 欲 

しいです、 柯 なを ごい ふ 物は コン ナ 

じ 人を 苦しめる でし やう 

A を ど 申せぶ 数年 前の 衆議院 逃擧な 

I 來鄕お 一般の 空氣は 銅臭の ためじ 腐 

つてれ 舞 ひました、 嘗ては 一文の 運 j 

琶费 すら 要せず じ 議員に 出られね 時 


化 も あらまし たが、 素撲 簡潔の 魔は 
一し ひ 美風は 巧樣 御在鄕 時化を 最後と 
して 失せて 仕舞 ひ 、' 正義 もを 論 もを 
の 前 じは 麗錢 一枚の 値が もない ので 

I ず、 何しろ 昨をから 今年 じかけ てぶ 
I 中央 政界の 動搖を 薄々 でも 知つ て 居 
るを は 二十 人の 中】 人位な もので せ 
う、 新聞は 讀 まず、 化 間の 事は ホら 
や、 离等官 や 貪 社の 重役を した 者は 

誰でも 豪 < て 議為様 じたの めばやう 

♦ • ♦ • ♦ 

ぐわん せう と あつて 居る のです、 鄉 
里 地力ろ 人民は 豫算 だの 國防 など！ 
いつた 所で 何の 拳か薩 張ら 解ら ませ 
ん 、只 終日 働いて 御上 じ稅 をを 上納 

I する】 褲の 機械 どで も ホ L まし やう 
か、 n . ンナ 連中を 選擧 運動 屋ご云 ふ 
| 一 1 音 化 言が だま くら かして 巧 品の や 
-じ賣 買す るの だから 耐ら ません 
愈々 選擧 運動が 始ま b ますと 郡會 

I 議員 やが 會議 員のを 參か巧 越へ 山 越 

へ ホき 迴 るのを 見受けます、 な 前は 

さう でも あらませんで したが お 頃は 

帝 部の 方 からら 巧ら' 込む で來る やう 

じなら まして 化 前の 選擧の 時には 肥 

田 派 ご 巧 本 派が 參 りました、 運動が 
|がく利か ぬ の間趣はホ義ホ張でなく 
をの 夕少じ 化て みれ るので す、 材長 

は 表面 ホ柯も 化ない 風を して 语 ます 

が 蔭では 3 ッソブ 巧つ たさう です、 

I 併し 化み ぎじは 硬を のな 崎さん が 選 

嚷 法を 潮 巧す る さう ですから 溃說の 

~ が 目 も あらまし やう、 递動 屋は議 を 

の 解散を 見越して 才齒を 磨いで 待つ 

て 居ます 

A 兄樣 、未だ 御歸國 はお ホょ せんか 

何時ぞや 御歸國 どの 御から せが ぁつ 

じ 時 父 も 巧 も ホ 常じ蓄 びました、 西 

I ホの 孝道は が じ ませね が、 父は もう 

よ 十です、 巧は 六十 五才 です、 を ホ 

きは 巧 成を 樂じ慕 さして 死なし 皮 ひ 

です、 父上は 理屈 もを ^ 新聞 も讀ま 

れ 、大巧 物の 酒も續 ひて やつて 琶ら 

れ 、を じ 角 若い 時から 世間 じ 出られ 

I たから 貧乏 乍ら も 幾を か 「普」 の 中 じ 

も 反對の 「樂 J ごい ふ 事を ホは つて 居 

られ ますが、 母上と 來 ては 股 じ 一 了 

字な < 、旅と いつ だら 延 岡から 槐を： 

迄、 放逸なる 父上 じ從 ひ、 巧る が も 


ホる 秋 も ホの 倭ら 一つ さい も ぁつね 

了の ない 窒 所に 暮 される 事 巧んで 爱 

一二 十 年、 をの 普が 骨 じ 迄泌み 通つ 
て 六十 五歲の 今日 も 依然た る 一 冗の 境 

界 です 

A 巧 様、 巧 上は 神樣の やうな 人です 

髮は眞 白 じ なられました、 ぁなたの 
話が おる VJ. バラ^^^ ご 涙を こぼされ 
ます •大義 滅 親と いふ 事 も あらまし 

やうが 父 巧を 省 するとい ふ 事 も惡い 
事では ぁらませ ぬ、 不平を いふ 様で 
すが 何も 巧 ホ 利 加を 巧つ て 借 錢持じ 
I なられな < ごも 善いで は あらません 

か、 をまで 巧で 巧ました 所へ せがを 

ばし ひわ あを 入れて 持つ て ホて 吳れ 

I ました、 巧樣 、巧 上は 本當じ 難を い 

てです 

A 野 も 山 も 巧 綠の裝 ほひ、 見る から 

じ必も 浮き立つ 樣 です、 紐 巧は 善い 
I 所でせ うが 森から 夏へ かけての 鄕あ 

のを 氣 は又裕 巧です、 人の 必は濁 b 

じ 濁 つても 大師 山の頂から 五ヶ瀬の 
淸 流を 俯 敵ろ す 天が の 風 嵩は 巧 上 御 

化 鄉の當 時 ご 少しも 違 ひませ ぬ、 父 

上 ど 巧 上を た 速れ 申して 乂 師參 りじ 
巧 かう では ぁ b ませね か 

五月 十二 目 長四郞 ょら 
巧 紐 育 
化 上樣へ 

♦タム ビコ 巧 鎖 巧 題 フ ー ドラ ィン 

所有 船 アンチ ラ號は 患な 軍が 紐 巧 じ 

て 買 入れた る禪义 一二 巧で 欄を 搭載し 

て 一両 H 巧 じ タム ピコ 港 じ 到着の 篱 

なる がゥ ユグタ 巧は ぞ禪 化の 陸揚を 

j 抑 化する ため 備艦 H 一隻を 派遣して 巧 

港を 封鎖 せんどし、 窜府蛟 がは 强墨 

巧 軍 司 か官メ ー ョ ー 氏 じ 命じて 墨絕 

の 目 も 巧 動を 巧 拒 せんごす る 等 形勢 

I 産 だ 不穏な t もの ぁり、 がるに 元 巧 

冲 栽を 潑の 成立せ る 巧 ぉは 兩國 のが 

I 戰词 なじを ける ものなる をな て 若し 

タム ピコ じがけ る 武器 陸 場に 關し兩 

j 阅が 巧の 祇突 ぁる 時は 嫌和談 巧は 勢 _ 

ほひ 捲 類す すく 目下 碟か曾 議及谁 舟 

一政が どの 間 じ 電報のを 換 頗る 頻繁な 

，、ビ ー、 シ ！ 三國 委員は アンチ ラ 

I 號の紐 靑拔瓣 お前 何等の 巧 動を 採ら 


^ に ピー . 


ざ もしも 間 影の 武器 輸入は 雜か談 巧 

じ 盤し 不徵瞭 碍を巧 ふべ し VJ 褒 ぶせ 

る もの！ 如 < 察せら る、 總か 會議は 
I 盡を軍 化 ま 委員の 問題に 關し カラン 
デ お 軍の 返電を 待 つれめ 目下が 止 中 
I なら 


♦ホ 權黨員 宮庭を 驚かず 

去 I 二日が バッキング パム 宮殿 じ 巧て 

I 晚 をを の御懼 しぁら 皇 ホ 摩后兩 陛下 

は 一々 參會 の-人々 じ 御挨が 中なら し 
じ 巧 時 一 婦人は 突然 ジョ ー ジ 五世 陛 
下の 御 足下 じ 跪き 乍ら 「皇帝 陛下ょ 
願く は 腺 力を 巧 ひ 給 ふかれ」 く离戟 
じ 叫びつ！ 尙 何事 か 言 はん-^ せし 所 
を 直 もじを 殿 外 じ 運び去られたら、 

I 當 巧の 珍事 じ關 する 倫 敦諸颠 聞の 報 
導は區々 じして同じか^-^^^ど雖もを 
婦人 中宮 庭の 御 獲 ほし じ參 を 0 榜權 
をち する ホ權黨 同情者が 特 じか 爲し 
たを 巧 業なる べし ご 傅 へらる、 尙當 
がは 印度 王族、 を國 外を 宮* 陸海 軍 

人 等 約 九な 名の 參會者 ぁらん 程の 大 

晚 変を ならし 事ィ J て 両陛下は 右の 珍 

j 事の ため 御 驚愕 一方なら ざ 6 し 由 じ 

て お 何なる 手段を なて 一た 權瀑員 
I 宮庭 じ 入 込む を 得た るか じ 就て は 目 

下 取調 中なら ご 

み灌黨 古刹を 燒 < . 英 西べ 11 

グじ 在る ノ！ マン 時 K 建築のを 寺 

給は 去 四日 燒失 したな 失火の 頗旧じ 

付て は 直接の 證跡 なく 夕み女 權勞員 

か 例の 曝裂彈 じて 点火した る ものな 

らん ご、 を 寺 路じ巧 おさ れゐら し嘗 

重の 寶物チ ユ ！ン ド パィブ グ 有名な 

る ダ ー ウイン 博 ± の 祖父 隸人ュ ラス 
マス、 ダ ー ウイン 巧の がを 像 及 其 他 

の國 貧は 么 かため 悉 < 烏 巧じ歸 せら 

どい ム 


やる、 ソシテ 貴 樣の身 體をば 烏の 
節食 じして やる から 然ぅ 思へ 

ク みグタ 

やつて ホい - — 己れ も 化間ィ ピナ 
ガ 、パパ ブャ兩 船から 澤山 彈义を 
夕取 つたから 貴樣か 巧たら 烟贿下 I 

物 じ 勘 子の 巧 だ や 

ブイ ャの獸 性、 ウェグ タの教 岸灌か 
して 言々 句々 の 間 じ 現は る 


トラスト 取締法 案 通過 ウイ グ ソン 
j 巧の 發怠 じょる 同 まは 昨日 一ー セ お 對 
舌 四 じて 下院を 通過 せら、 上院の 討 
I 兜、 修正、 承認を 經 大統領 署名の 渾 
びじ まるには 今後 尙 云四グ 月を 要す 

こご ‘ 


化が 第一のを 船 巧る 英國 最大の 
を 船 r キタ ュア號 は 昨 H 巧處 女が お 

を 了へ て 紐 育 港 じ 入れら 词 船は 旧 萬 

ぶ モ峨の 長 船 じして 一時間 甘！ こ 唯 五 

六の 化 速力を をす 


コ "ン ビァ 大學卒 裴生千 化 百 十ん 
る 巧大學 じて はま 一二 H を榮 巧を 巧 
ひたる か當 をの 卒業生は を 科を 通じ 
て 千 化な 十八 名 じ 上ら 化の ホ 國諸大 
學じ 比し 最大 多 致を 出し 化 中 ま那人 

卒業を サ ーニ ああり しご 

参 プィャ とゥユ グタの 電信 間 答 

ブイ ブ 

オイ 人殺しの ウ ュ八夕 、雄げ ず じ 

がつ とれよ、 六十 H な內 じは 己れ 

が 巧って 貴様の 二枚舌を 引な ひて 


• 無を 府黨員 n 翁の 住宅を 襲 はん 
コロラド 鑛山 騷摄事 か 0 巧 當巿の 無 
か 府藏員 等は 夕！ ブ タウンなる 口 
クフ ユラ J 翁の 邸宅 じ 向つ て屢 々妨 

I 舊を 試み 同 邸宅は 數十 名の 護衛を し 
て不 絕磬備 L つ i るるが 數遇前 ょら 
j ホ內じ 無な 巧的亂 巧を 績け 巧ら し 例 
の 万 留勞働 組、 意 敷 社 會黨身 等 五な 
I 餘 名は 無政府 黨 首領 ゴ ー グ ドマ ン壤 

_ の 情夫 バ！ ク マン 指揮の 下じ大 をし 
て夕 1 ブータゥ ンじ向ひ大々的示威 

^ 連動を 試みん ごの 計 畫ゐら 、同 ホの 
I 官民は 暴漢の 襲 ホに 備 ふるね め協證 

の 上 消防 夫を して 水道 じ大 パィプを 

速攒 せしめ 事態 不穏の 傾 ある 壤をは 

夕數の 暴漢を ぬれ 鼠 ごな す計畫 な ‘ 
尙日翁 邸 じて は邸內 雇人 中寨 漢じ內 

I 應す るを あらん 事を 怖れ I 部を 解雇 

せら ご - 


♦ 冀領 ニ ュ ！ ジ ！ ラ ン ド のを泮を民 

I 撰 止を 偷敦日 巧乂！ グ 、クリス ナ 

ヤ！ チ 發電じ 化れ ぱ英 頭ニュ ー ジー 


ラン ドな がは 療 州を 地 じがけ る 居ち 

白人の ホ 遵を なれ 巧る 六 巧を 期し 間 

維を じ 東洋 移民の 入 圃禁化 法案を 提 

出す る じかせ り ど傳ふ 

• <• . 1■:-■■ !| 

ぶ憐 おお 規を 本日を なて 發 まさ れ 
じる かぶ 要 お 左の 如し 
お 品の 美術品は と 月末 日まで じ 大巧 
勘 時事 あ 巧 じ 持參ず ベし 
ぶ 他の 出品は 十一月 十五 日まで じ輸 
雨の 手緩を 爲 すべし 

大滿總 裁の 大博關 係 者 招待 大博 
_ 總魏大 浦ず 爵は去 一二 日が 農 商務 大臣 
I 官邸 じ ホ 松 謙 澄 中 野 東京 商業 會議巧 
を 頭の 兩 氏を 始め 朝野 大を渚 大博關 
I 係 者 一同を 招待して 晚餐會 を 開き 大一 

I 悔 出品 じ顆 して 郁々 熟議を 遂げたら 一 

ごい ふ 
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•殿 支を 傑 新な 


I 黎 きじが 義智 利を 化た 6 し U 扔益氏 

'I は 本 パ ニ日 駐 まを 使 じ 巧 命され た b 


T 4 


恕 


_ 參己 大 お 船を 化を 柯 成る H 本 郵船 

策が 從 船、 大お 商船り 二大を 社は 今 

I 间を W する 事 どなら 柯れ もを 巧榮 か 

に閒 なした る 旨 ロンドン シプ ピン グ 

ー ガゼットは おせり 

I . 

一一 ♦お 軍 収贿奉 か 處爵 .お 本 中將は 帝. 

I 禁麵 II i 年 じ おし 四十 巧 個の 追徴を 命 

せられ 巧崎乂 をは 盛禁麵 一年 一万 圓 

.の 追徵を かせられたら 

i ♦新 巧ぶ 巧 進吳游 常エ赖 をた 

: おお 中 おが 上 格-氏 新た じ 艦 政 本部 

長 じ 巧 やられ、 目下 練留 艦隊 词か長 

官 どして ホ國 太平が 沿 偉 じを る黑 ホ 

悚巧郞 巧は 海軍 中 將じ屏 進せ 


-もし 


す 


• 鑽 一期 喪 おる 第一 期 喪は サよ H 

じて 終了せ る じより 一般人 民は 服裝 

I 巧 化の 喪章を 悉 < 取 去れ 6 


|± 中島 巧 孝 化の 補 义選舉 じ 推され 中 

正會 より 候補 どして 打て おでし ホ 計 

大監サ 桐 酉み 郞 巧は 當 選せ b 


り 本 最あ信 


@宮 み 省 廓 靖の急 

渡 邊前宮 相 VJ 西本願寺 ごの 翩係一 度 _ 

化 間じ路 露し 之 じがつ て扭中 尤顯化 

の大ぉ 待遇 辭退 ぁらしな ホ 化 人の 視 

聽は 海軍 事 かど おじ 宵 內ぷ擲 敝闽媒 

偶け る觀 みら 渡 邊前冉 相 か 辭巧じ 
义 いで 隱 がを なし 巧 じ 化 間の 視聽を 

逆 < る こどに 努めした め 却て 化 間よ 
益々 おの 過去 じ 於け る 巧 爲ご當 巧 
堪巧 部に 對 する 疑惑の などを がから 


Mbu お 達 肇寡擊 if I • 森が ^ 然;; 起 つ 


-、-.を 



の茲 をを 菩 ずる 字を I 字づミ 撰擇さ 

れ たので あるから 蕭昭 と しても 詞意 

悚 ごなる 昭鑛 どは 與性 でも ホ 性で 
な i 


i 調査を 巧 ふべ 


ic 


ど 
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_ しめし もの あ b 而も 化み 行動 か 今 円 力を とひ 飽く迄 所期を 賞 徹すべき 旨 

じ まらて まだ 具體 的に 露顯 する じ ま ri cr . 

らざ A しは 或は 本人の ためじは 宰福 
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す 葬 煤 殿 巧觀お 化々 木 葬 煤 殿は 廿 或る 部面のを 化を 巧 ひ 旧 中 渡 邊兩氏 

ーヒ jkN 1 *?ぇ，’く屯.^^5.441..を —’Ff i ，_ . 心 ためこち rS . N をを を 口り た.！ を fiij * ゎ- 


なる かは 知ら ざれ でら 世人は 其 かた 

め 宵み 蠻じ 對し少 くで も 困 中、 渡邊 

一兩前 宮相當 時ょり 柿々 がを のか 化せ 

もの あらしな‘ シん どの 推を を 深 か 
らしい る じ 至るべく この 際 备巧堪 は 
:: r も 速 かじ 部 內の廓 淸を斷 巧し を 

年 化 人よ 6 疑惑の 中 必点ど 目され し 


を 中を せ 散會せ 
♦巧 用 か 改正 間 題 


森が 組頭 取に して 當世 稀なる 潔白 無 

® 又ら 佐 化 保で 佐 世巧巿 ドぶ 町 ホ 巧の 眞實 業家當 年と 十八 歲の 高齡な 六月 I 日!; 記^へ 移，， ^ 

良の 上 化 常 おり 營業化 候 間 不相變 ，巧 
引 立の 程 希上廣 ； 一 



I -VH 巧 一 おお 衆の 拜觀を 許可され た 

るが 拜觀者 H 々十 萬 人な 上を 奠し附 

巧は 時なら ぬ雜杳 をな せゎ 



- ...... 

I ♦米 國會が 員 峽西视 巧の 踏査 開始- 

|| 化 <峽 東 油 旧 採取 權を 獲得せ る スタ 

j ン ダ； ドを 祉狼 遣の 技師 一巧は トー お 

I じがて 同地 ホ路 をの 準滿 中なる が 準 

備酪 々を f せる をな て ~ 兩 日中 じを 

那 內地额 山地 ホ 踏を の途じ 上る 事 ど 

!|な れり 


I •東 京大 相 摸は ホ 九 


皇 太を 


みために 失 ひたる 威信の 恢復を 講せ 

一ざる すら や 巡を 傳 ふる 所 じ 依れげ 波 

一邊 化かを 相のを 職 じ 就 巧す る 迄の 間 

を 年 巧 藏强兼 御料 おおどして 恩威を ^ 

施せし 窩簿 をぶ び 巧 巧 宫の數 は 年 ホ 
お 加し 現 かの 內藏を 及び ホを が野監 

埋 巧の 高等官 判任官の 大部を はおす 

I を もな < お 他のを 部局 じて は 词鄉又 

は 因緣を 巧せ る 渡 邊闕は 甚だ 勘から 

中 ご、 を內當 じは み 巧 香 川 闕を卿 隅 

大名 閥の 情 弊 巧 はれ 短る も 渡 邊闢の 

前 じは 比較 どなら ざるなら 現 宮相波 
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陛下 崩御の ため 閒 撰を 延期した る 圃夕巧 男は 部內廓 淸の蔥 見を 有せら ど 
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ごなる略蠻どょ省をごも女ホでも < 一 <<, をリお 1 ちせ 朽巧 f ぶ 町 ホ； C-J 一 至 ぅ？ 夕 <,*-4 -r - - ノ ろり 一氏 离 す - 

い 賞 じ 奥床しい 文 皇ぶ is お 下を 荫曾和 輝 まぶび 島 田 長ま兩 ホは おる 森材ホ 左エ門 翁は お 留社會 風敎の 
の 御を 德は 遺馈な < を 二ぞめ 上。 然 海軍々 をを 議 じな 喚せられ 猫いて 顚廢 'を おで 憤慨 己み 難 かりし か此程 一 

i れて揖 る ‘ を 藤ホ理 両人 ホ じ 出張 家を 搜潘 をな 巧知 事警が 巧を 等 諸 大官め 疑獄 あら 

: し 帳簿 信書な 他を 巧収し 一一 面 お 軍 建 海軍 大お 0 下の 収赂閒 題ぶ 宮巧 大臣 

稱制ど 實業ぞ おを が 業を 講 所に 築 課の 筆生 小川 郷上兩 名を 引を したの 急遽 引退 等 汚は しき 事 巧の 總 出す 

. け九リ役貞脅を閒き中巧會頌ょら ^ 事： ^ は灌築謀の保管なを竊あし不 る J .:^をじ堪へ兼ねて舊然をホ面淸 

け 殴 昔 相 並 じ讓藏 相を 訪問し T 祿 用お沪 下げ S じ 奮して 8 ひ廉 Q 人 十-を 說き迴 は 四月 化 口 
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に 博 響 用務の 濟む蓋 ハに 謹す るは 同 男歸朝 後に ' なず？ して 一先 '.^ 

< パ是 をを 賈 弗の 入國散 f 及び J か 時節 愛 手を 擧げ 

化證 をを 徵 ずるを 例と し 而も 黑航 易て 喜ぶべき 事なら 

I 沙 港ゼ； ムス タゥン 等を 博 覽會じ 同 
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木 翰長を して 下 調査を なさし めつ々 

，ゐ 6 ホ だ 成案を 見る じ 至らざる も 今 

凹な 冗の ホ爵 はか 人の r 像 どは 大じ 

1 異なれる もの あるが 如し 今间 のな ぶ 

が畫は 政務み をを 設攪 する じなる ど 
云ら ソ '一 與 化の 巧 巧 かじ 於け る 特別 
任用の 範圃を 巧じ馈 張す るを 目的 ど 
する もの じは あらす して 政務官 事務 


• i •<*；：* じ しけ : も ち一 . 口.巧 J 

官の 轟を 明 曾す SS ぶ— を じ對」 て菁 弗を— し 辛 ふを 入 

E 窗りを .nr ご ’ ご ‘ 」， を， 主 廷 E 皆 3 
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離 啓 お々 御 引 立を 蒙 b 館 有が 候陳 
を 今回 夏向き 御を 卓用の 品々 及び 日 
ネ築子 類、 親 巧雜誌 等い ろ {新 荷 
割 着 化 候閒些 かじ おら ホ 御用 おき 仰 
付けられ たく 偏に 麵上 奉な 核 
的 お 巧な 正 商 お 目 凝は 御 . I 報が 第 
御 呈送中 上 お 

新 育 巧 巧 五十 九 了 目な 十、 な 十二 带 

お 輸入 ^ 嫌 S 竹 旧酶巧 

電話 プラザ H ハ 七' 八 
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一樣の 規則を 發 布し 巧 おお 港は 巧 職工 


第 

巧 

五 


I お舘 大化撲 はま 廿日 齋 付を 發 表し 廿 

八日ょ ら觸れ 太鼓を 廻は しか 九 U 花 

々し < 弱 嘴せ 
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I ♦高 右左 巧 飛 巧ず 米國 ょも 歸 朝せ 

I る 飛 巧 家膚 ぶを 巧は か ー ニ H 姬路に 於 

I て 飛 巧し 火 成 巧大賜 巧を 受< 


號 


♦を 憐評簾 員み をを 港大懐 評講員 

は 學者闕 曾 議真實 業 家 等 ょら 選が し 

を 計と 十 名 本 H ホを 發お されたら 

- 自米 仲 魏條約 批准を おさる H 米 

仲栽條 約は 先 さじ 樞密院 を 通過した 

. しが サ 批准 結了の 貴 H 本 政が 

I じがて 發 表されたら 


1 ♦ホ 桐 大盛當 選す ま 四月が 一二 日 巧 _ 

I 潰瘡 じて 死去した る あを 巧 逃 出 代議 I 


I 聞けで 男は 就 巧 曰 尙淺く 特に 御大 喪 I 

中の 事 どて 是か實 巧の 機 會じ礙 をせ 

ざる 趣なる が 男に して 若し 御大 喪 黛 

期 後 じ 於ても 尙 依然 どし で 厳淸の 

斷巧 じ遲 疑す る 如き あら ば. 難 疑は 必 

や省巧ょち勃發しお白からざる現象 ^ 

を 見る じ まる や も 測ら 難 < 化の 際 新 

I 宮 相は 省 巧 正義の ± ィ」 共 じ多伞 幾を 

の惜 弊じ捉 はれた る 部下の 刷新 じ 巧 

为 しなて 省內 のを 氣を 一新し 祟を 宵 

庭の 避嚴じ 及ぼさ ざらん 事を 圖 るべ 

しご 某ち 伯は 憤慨し つ J 語れら 

♦ 御 追號じ 就て 文學博 ± 1 二 島 中洲 

I 翁め 誰 話 じ、 昭义憲 どい ふ 字は 支那 

のを 典に 澤山使 はれて おる 字で 昭憲 

どは 德昭 じして 其爲 される 事 も 法 じ 


も 面の 禪 もどして 歌 實は現 化の 範廚 

は诲 ろ縮少 せんどす るの 傾向な き 
一 非ず ど 


• 萬國 U 曜窜 お' 大會 準備 昨年 瑞西 五な ホの お靜を 提供を 特を する 寧 ど 

* t -fw* ミミ h ’ I ^ If tn 


j 醫 せしめた る 例 も あら 今回 初め^ 轉 

じ黃 酷なる 規則を 發 表した る譯 しは， 
1 あらや 今回は 日本 政渝の 保證を 巧て 
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ザン ライス W 

ぞん ベい I 


に 開催 サる萬 屬日赠 學校乂 をの 决議 j 

じよら 巧 巧は 明 後大た 五を 十月 十八 

U 柬京じ 開催す る 事 ごなら 巧を をは 

化 米 よら 千 二な を歐 州よ ち 六が をの 

像を なる が 我 画 じは 風俗 習 階を 異に 

せる 是 等を 數 のが 客を 一. 時 じ 化 癖す 

べき ホ ブ少復 船 等の 設備な きよ. 〇 を 

^ 頸 大腰伯 副 宵 頭擺巧 男が を 巧 中野武 

營巧も 聊か 持て あましね る模樣 じて 

九 打會議 所、 曰邢 、巧 篤、 あ簡ホ テグ 

ストの 化 表 奢は ぶ潮會 頭の 波 

i 賴 じよら 會議巧 じ 集會し 基が 窄備じ 

つき 熟議す る巧ゐ ちた-^ 

一 ♦火の手 窠蘭繫 鐵所じ 及ぶ 囊 

1 內滿 壽治夕 井上 巧五郞 氏引績 きを 巧 

地方 裁が 所攒事 がの 喚問を 受け 今や 

海軍 問趙の 火の手は 漸< ぎ 蘭製鐵 巧 

を裴 はん どず る 形勢 顯 著なる が該事 

I 件 就 彈の衝 じ當れ る間檢 事局 じて は 

兩氏巧 喚 じえ だ もて 室蘭瞄 裁が 所 ど 

連絡を 通じ 製鐵 所の 家を 搜 索を 巧 ひ 

たる もの； 如 < 巧季二 個に 滿 てる 書 
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したる 次第 ぶれば 寧ろ 巧 意 ごこを 吾 口 j 
ふべ けれどが あ當局 者な 語れ も 


♦化 米へ 密航 囊じ化 ホに 密航を 還 

されし が 豫西宇 和 郡 川 之 おか 蒲 化 勘 

左エ 巧は 巧び 密航を 企て 两ぞ 和咨多 

郡 じて 十數 名のが 間を 送ら 歎 比が 前 

川 之 あが ょら クタ セ 船 じで をな ガ L 

事 發覺し 其 筋に ではを 中 じ 取 巧 へん 

のどを 方 おへ 通牒し ねを ' 
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♦阿 ホ 禁絕實 が. ま 那編建 省 じユは 

I 阿 か 戴 お 禁止 さ 共 じ 英國を 使は 棘を 

じがけ. る 巧度阱 ザの 輸入を 禁止 一'*' 

で间 恵し 五月 一' 日ょ も實 行か ろれ ね 

阿 化 禁絕協 爵は當 U 紀 をめ ため 五 

巧 弗の 阿 ホ 及び 贿麗 おを を 衆の 前に 

て 燒拂ひ盛大な る祝賀會を開け .5^ 

'♦妙 窩山大 鳴動 信越 國擒 じを. き 越 

後の 妙 高山は 十と a 突然 大鳴 敷を 起 

一し 山麓の 化 投 をして 歡 から ダる 不を 

夕裡じ 一巧を 明した るが 十八な. 朝よ 

上を 所の 大地に 龜 裂を 生じて 盛ん； 

I 熱 裝を噴 班す る じ まれ も 
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本社 嘗業部 
乂 日本 巧觀 船； 

I 切符 取次が si 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 其 他 東部 がれの 地方ょ 

ら御 出立め 撰 合 も 取み 可 中 慎 

叙 巧 夕ーヶ き 
◄各國 語離譯 

I ◄通辨 

j 河 上淸氏 近着 

!乂 在米 曰 本人 (英文.) 

_ を惯 一聖 十 他 


? '户 

心 


紐臂 新報 社 

II 乂母闡 訪問 圈 niT 

募集 

乂 を員册 五名， 


_ 更に 新たなる 自 働が 强盜 事件の 報吿 

じを せら 即ち ブ " I ドゥ ユ ー 千 巧 ホ 

ニ マ ッ ヶ ン デ 1 會社の會計モブ ン 
巧は 千ぶな 弗を 一二 包 ごして 懐中し 责 

食を 濟 ましての 歸ら がけ 昇降機 じ 乗 

たる か 巧 ご 典；^ 乘り 込み 居た る 五 

人 連れの 怪しの 巧 等 ぁり 態 ど 途中 じ 
て 巧の 崎で を 巧 落 ごし 巧 か何必 なく 
- 幡 子を が ひ 化らん どず る スキを 脫 .つ 
て 五： 円 巧の 包を 播っ拂 ひ 其 儘 自働車 
じて 巧處 どもな く 消へ むせた る 急報 

ぁゎ、 採 偵の 報吿じ 化れば を 一二 俾典 

间一早 ヤングの 化 業なる べし さ、 な 

一が 繁き紐 育の 町の 眞中 にて 左 り W 
1 大 脆なる 所業なる か 白 盡强盜 一日 兰 
俾 どは 参らし 


要件 巧 巧せ ざる 限 b 夏期 中化會 すべ 

i しご 


♦横 金 まほ 員の 上陸 お経 事が 間 行 

布を ま 店員 川上 宗太郞 巧は ま 巧 十八 

H 香港 九 一等 船客 ごして ホノグ 、港 

じ 到着せ る じ. 閲地 移を 官は 氏め 上陸 

_ を 枢絕し 巧は 目下 移民 昂じ留 潰 申 VJ 


•修道 會の講 お 會本目 午後 八 時 朝 

鮮總を 府學お 局長 關崖貞 二一 郞 氏の 「 
朝鮮 じ 於け る敎育 J. W 題す る 講演 あ 

をを 家の ホ聽を 望む ご 

• 小 柴讓ま 巧の 名壤 ■フ ォダム 大學 

じて は來 九け 卒業式を 巧ふ篱 なる か 

変 知 縣乂小 架讓ま 巧は 卒業 者 ホの 優 1 

位を もめ 醫學 ± の學 位を 受領す る當 

を擧 どい ふべ し ’ 


高見 毁彥 巧の 謝狀氏 多年の 巧勞 

を頌 する ため H 本人 會 ょら 巧 じ 贈呈 
したる 銀盃 じ對し 高見 tij は 左の かき 
_ 謝 がを 送り 越せら 
謹を 不 宵が 育 お濟會 々長 どして 
過 まと 年間 微力を 致す を 得た るは 


二 商 商な 授中嗚 武太郞 氏 
よら 巧 着 滯化中 


過 ins 卡宿中 川； 


樽 山海 軍 中佐 大使館 附 武官み 同 

I 巧は 册 一日 ホ 巧 四日 ボヌ頓 じ 向 < 


井 物產員 中旧傳 一郎 巧 
I 詰 どなら 不日 歸 朝すべし 


は 本店 


「都」 旅 おめ 開業 一周年 視會去 一一 

B じ權 せら 


♦間 胞の巧 お 旧 旅館 じ 在らし 山中 

I 龜吉 なる 人は あ 日ボ立 病院 じて 巧 去 

日本人 會共濟 部 じて 葬 まを 營 めら 

早 川 葛 巧郞氏 病が 今春 歸朝 後名 

I ホ崖巿 じがけ る專巧 大家の 診察を 受 

けたる が 巧れ も不 あの 眼病 ミ 診斷せ 
し 由 


時事 新報 祉員成 滞 義洽氏 過ぎ 二 


j , 3 二 J ノ ■HTT- 二 —. S 1—■ 一 ** ミ V 、 • イ ブこ ■ I - J 

偏へ じ會員 諸を の 指 海 示を じ 出る 年間 歐 州を 國 加歲陀 等の 新聞業を 視 


然る じ 今阅日 共兩會 合間 じ 勝し お 

じがを 品 並 じ 頌辭を 寄せられ たる 


， » を一寶る晏 ホ K す一 

の なる 力 上陸* 絕 のま 由は 發？ は 

* 。 1 ♦? 己 ら良卜柔£た聖シじ ホ とリ r .ィ タ f - r * を PY 


られ ざるら ホみ 最近 大雜院 かか 太 利 

人 ラビナ 事 仲 じ對し 「ずを 用 ゆる 職 

ど 頭を 用 ゆる 職 どを 問は や 雇 入 契約 

をな して 入圃 せんどす る 者は 契納巧 

I 働 覆な 6 」 - どの 新 判 ホ 例を 檐 どして 


▲ 九月 若 < は 十月 上旬 出發 

A 日本 離が 約 巧 二十 H 間 r 

k 詳細 规如 書に る もを 这次鑛 進呈 一が 上 巧の 上陸を 拒みた る ものな らん 

も . iJ も . fi ¥ c-c 1 ptj.jr f j , 


みを 


J -.i ' ) - - / IJ - -i こ； 

@ 注な 迎妻父 はを 族 御刮俘 ホ 

姿の 方は 至急 間を せを 要す 

▲娘が が、 寫お邮 を々； をの 如 

入を を 裳 集す、 委細 ぜ談 

統 靑巧國 訪問 鹽 本部 

渐巧ホ 第 六 巧 二參乂 

ま懼者 林， 富 平 


ツ 

教 


も 

巧 

五 

•卜 

號 


一 ♦大膽 なる 白中自 働 単强盜 一日 じ I こ 

I か 昨朝 午前 十！： 時 廿を西 十四 街 四 

ji 四 ァメブ カンカン 會 社應乂 ボナ ビエ 

■卜 (五 九) は 年若き 閲 像と 共 じ 給料 

J して 支挪 ふべき 二 千 八： 白 弗 入のを I 

裳を 携へ會 社 よら ザ 了 許 b の 所を ホ 

I 巧 中二 A の 强盗背 獲よ 6 顯 はれ ィキ 

|| なら 例の プ ラック ジャキ をな て兩乂 

I の 頭を ぶちのめ したる 上 ホのを 袋を 

I 引 さら ひが 儘を 働 单じ飛 乘らて 上 町 

I ホ おへ 逃 去せ り、 然る じ 此兜巧 あ 

I たる 約 一時 閔前即 も 午前 九 時 五十を 

_武巧ぺ ！ ン ト製を會社の會計員兩名 

j は 銀 巧 よら 引 おした る S 千 ホのを を 

一携へ おじ 會 社の 巧 内 じ 這 入らん どす 

一る 化へ 二 名の 强盜 ピスト グを差 向け 

，金を 薪クて 之ホ自 働が じて 逃む せり 

ぶ 上 二 件の 兜 行者を 输縛 する ため 常 I 

; 巧の瞥 察は 大 々的 活動を 開始し が 人 

一み 乗 居た る宜慟 毕の番 紫を おなめ 遂 j 

じ ブ订ン クス じて 其 自働苹 の 運轉手 


との 事な 6、 る じ 就き 村 巧 里を 支配 

I 人 靑木お 太 郞お其 他は 川上 巧の 事よ 


じ會 員を 位め 深學 なる 同 おじ 對し 

誰んで 感謝の 意を 表す 
大正 一二 年 六月 一日 

高見 豐彥 
前 お濟會 々員を 位 

_ 原 旧 棘 一 郎巧 送別 會ま二 H 知ぶ 

I 相 會し河 お 旅絕じ 於て 盛んなる 送別 


らお 巧じ惡 例を 逆 をん 事を 恐れ 極力 會を 開き 且つ 氏 ど 貧が 關 係み らし 人 


々はがを のた め 美事なる 金時計 一個 j 

を 送れら、 巧け 五 H 午前 十 時 セン’ 

グィ ス號 じて 踩 が 經由歸 をに 就け‘ 

鲁鈴 木、 藤ず 兩巧 高峯博 ± は 去 一 

: n 鈴 木 膝平兩 氏を ま賓 どし 巿巧 有を 

一 あを 招きて 晚餐 會を懼 ほし、 總領奉 

帝 島 氏は 去 一 H 间じ <兩 巧を ま資ど 

奋る晚 餐會を 催せら 

横潑 化を 本な ま お 人 鈴 木 氏 及び 巧 

等を 經歸 がの 途じ就 ~ 朽精 查貴豊 間が 両氏は 六日 出發歸 

I 朝し を 懲支巧 長 藤 平氏は 一二 日歸 をせ 


I お 巧すべく 磅を じよら ては 國 隙間 題 j 

どして 爭 はんみ 必 なる も、 注 惹じ値 

ひすを 事件なら ごる ふべ し 

♦淺 間〇 吾妻の 二鑑 到着 去 一日の 

羅府 電報 じあれば 吾 練 巧 艦隊 淺間菩 

妻の 二 巡洋艦は 去月 化 一日 布哇 よら 

無事 卸 看、 を 港 緩 領事 代理 沼 巧 氏、 

羅巧巿 長ぶ 同 巧の 巧 か 人 よら 盛なる 

歡迎を 受けた る 由 じて 間 濫隊は 五 j 

间地出 發を滩 じ おひ 夫よ- <>晚 香波ブ 

タツ トサ ウン 

. 豫 をな 6 ど 

- 柳巧 氏 若 米國實 業實地 經營法 豫 _ 

て紹 かし 置きた る 紐 育生 命 保 險會社 

I 員柳澤 氏の. 著書は 巡 日本 社 じ 到着せ 

しじ 付 希 摩 者は 金 j 弗 お 入が 込 ぁれ 

本書は ウィスコンシン 大學 敎巧ス 

ブング 巧の 原著を 本 ど し編述 した 

る ものにして 製造、 卸 I 貝、 小賣、 ' 廣： 

吿法 等が 工業 じ 願す る I がの 貴地 堅 

簿 法を 網羅 せら、 な 米實業 家の 巧假 

伴 どして 座を 不可 か 參考藝 なら 

H 本人 會參 議員 窝來九 目 午を 六 

時 ザ 河 添 旅館 じがて 開催 諸般の 奉 項 


- 京大 敎授 たが 法學搏 ± 

I 着 日本 供 樂部じ 在ら 


は 六日 巧 


L を 速 補 — しする かを 一凉 探査 中 昨 iK 協議すべし、 尙 同を 役員 會は 臨時 1 巧歸巿 せら 

^^mmnn 


は ホ ブ作プ ラダ じ 化ら 

♦ 手 嫁 森が 組' 支配人 歸着去 四 目 無 

事歸 着せり、 不日 歸觀め 堂なら し 同 

店員を 達 竹馬 巧 か 出 發は延 巧され た 

る 由 

•松 ホぶ 熊 氏 夫人の お餘 b 新 ホ 領 

郞 氏の 長々 松 ホ 夫人は 手が 氏と 岡 I 


j 祭して 化释巧 巧した る 巧は 目下 當地 

じあら 去 五 H は 紐脊へ ラグ ド 社を 訪 


参を が 要 巧 領事 舘 書記 生の 同 巧は 
<r 回 紐 育大學 法治 棘 卒業 H ムュ I の 

1 學 位を 受く 
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叢 i 造 

I 當化 製造の フアン シ ー ケ！ スは目 

本 雜貨巧 及び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 

る 必要品な 


•日本ょ- 
'六月 九日 


，到着 H 
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左樣 なら 御機嫌 夕「 
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機 製が 術 等を 叮嘻 親切 じ敎 巧す、 斯 
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▲處 で峽西 都督 張 鳳は 小 醜 輿し 易き 

かみ 盧じ かする じ 足らず ど 多寡を お I 

つて 陳嚴卿 どい ふ 一 武官 じ、 然るべ 

防 猫の 策を 講ずべ しごの 命を 輿へ 

た 許 b で进 速なる 作戰計 塞を 立てな 

かつた 內じ巧 縣が陷 落された ので 張 j 

は大じ 狼狱し 俄か じ 一旅閣 のをを 出 

し 藍關の 驗を扼 さしめ た、 化 藍關は 

帯 退 之の 「雲 橫秦嶺 家 何を、 雪擁藍 

關 お个刖 一 9 1 がで 有 あな 處 でぁ 

A 藍 閥の 官 おは 黒 龍 溝 ごい ふ 處で皂 

狼 軍の 先鋒 隊ご 一戰を 試みて 敗 化し 

始めて 白 猿 軍の 戰爭 振の 恐るべきを 

悟ら 更に 重砲 兵を 派して 一' 戰 せしめ 

しか 白 猿は 賞を 避け 虛を衝 < の 計 じ 

出で 軍を 轉 じて 山陽を 礙 れ-氣 じを 

義縣を 屠て 其 一隊は 西を を 化 じ ホる 

僅 じ 二十 ま那 里の 大 を 口 じ 肉薄した 

ので ゐる 

是じ 巧て 西 まは 上へ 下への 大騷勸 

だ 雨 化 方を 證 II 樵して 巧た 軍隊は 悉く 

西を 城 巧 じな 集した から-西 化 方面の 

ザ 赌は殆 んど虛 を じな つてし まつわ 

西ず 城內の 义 狼 化を 做 かした 白 狼は 

巧必會 & の 笑を もらしつ； 忽然 どし 

て 秦嶺を 接ぎら 子 午を を 廻つ て郭を 

1 じ 現 はれ 破 巧の 勢 ほひで 之を を 階し 

1 勢 ほひ じ乘 じて 眉 縣を取 6 酒 水を 渡 

つて 扶風岐 山 じ 現 はれ I' を じ 巧巧縣 

を乘 取つ たが 禮 泉、 戒暢 、経 隔もお 

が 倒し じ 白 狼の 手じ歸 してし まつた 

即ら西 まの 東から 化 ホを ダ グリと 省- 

城を 一巧を をを してし まつた 

事茲じ まつて は 張 鳳 か 如何 じ 狼 お 

してら 追 付かない 結局 辭 職の 止む 可 

ら ざる じ まら 中央政府が 陸 建 章を 後 

任じ 擬 する じ まつた の も 當然の 事で 

ある 

斷 つて 薦< が 白 狼 軍が 通過ず る ご 

城巿 林を 一 どして 慘狀 を呈せ •さ 左は 

ない が ソンは 悉< 白 狼の 化 業で なな 

い、 白 軍は か實を 奪つ たら サッ ナど 

I 巧つ てし まぅ、 巧 後 こ 止 地 W 小 泥棒 

か 現 はれて 强 をしたり が义 した’ 

手な 眞 似を する ソ n で 住民 等は 卜が I 

棒の ためじな 乂 されん 事を 恐れ 屋外 

でが を 明かす ものが 夕い處 から 惡 を 

が 流 巧して 居る さぅ だ 化 も 白 喂も强 

1 を もやれば が 火 もやる のは 勿論 だ 

▲白 狼の 遣 口は か 巧 じ も 惨酷で ゐ も； 

がか 一縣 を陪れ 一州を 襲 ふや 直 もじ-輿 

民家を 燒き 良民を お蕃 しを お 化物 一 

空じ歸 する を 常 どす る、 ご 支 邪夕官 


は 官憲 や 富豪を 襲擊 して 大金を 掠 取 

ち 貧民 じ對 しては 疆力撫 恤を巧 ふか 

了 貧民の 間 じ 非常 じ歡迎 されて 居る 

どい ふを も ぁる、 彼の あは 袁世凯 を 

I 倒す じゐ る、 今や 一 かの 切 取 强盜じ 

をらず して 其 勢力 屑然 どして 天下を 

震據 する じ 至つ た 彼は 無益の 殺生を 

巧つ て 怨をぉ 乂じ受 くるは 蓋し 其 避 

る 所 じ 違 ひない 其 代 も 反抗したら 

と 堪 らもない 野獸 のかき 鄉暴 者の 

集を だから 人を 殺す 位は 庇 ども おつ 

て 居ない のでを る 

▲彼が 河南 省の 巧 川 附近の 一城 巧を 

陷 落した 時の 話 だが を じは を 卞の守 

備が 立籠つ て 頑强じ 抵抗 しれから 白 

軍は 之を 乘 取る や 否や 非常なる 大虐 

潑を 巧 ひ 民家 云 巧よ 十餘戶 採く 間 じ 

灰じ歸 してし まつた ソコで 白 狼は 其 

腹必 おみの 宋 一眼 じ數巧 の 兵を 附し 

て 十 里 ばから 離れた 一城 巧を な擊さ 


した 處が住 お 等は 巧 j 脈の 來 るを 聞 I 色々 爲 すべき 事 も 多から うどお ふか 


き 之を 途中 じ お 迎へ銀 S 万兩を 送つ 

ト ー かた 手柔 かじ ごいた 調 モで之 

I を歡迎 しねから 宋 一脈は 一品の お 奪 I 

を 試み ホな 儘 引 還へ した 


憲 は報吿 して 居る が一說 じよる ど 彼 體の仕 拳 どして はを 自 共通の が 益を 



を ミ < 


紐 育み 日本人 (十ん) 

飛 耳 張 目を 

黃白 結婚 其 四 

A 本稿を 書き 始め やづ どす る 所へ 某 I 

君から 一寸 面白い が 料を 送つ て 巧た 


田. 


I 圖る ご ホじ會 員の 家族 一间は 時々 集 

つて 娛樂を 共 じする 方法を 講ずる 事 j 

I か 肝要で ぁる、 其方 法 どして 差當 
I 傑の ちを 述べて 見る ど 

社を 幽体 組織 じ贊 成の 有志は 最初 

集會 して 內 相談を 遂げ 一般 黄白 結 

婿 者の 乂會 を勸誘 するど 典 じ 先輩 

雜婚 者の 後援 同情を 仰ぎ 又 其の 巧 

言を ホ わる 事 

細體 成立の 上は をを 員は 每 月を 干 

の 横 立を をな し 之を 確實 なる 銀 巧 

じ 預け入れ 會員中 不時の ぶ 厄 じ 罹 

ら たる 者を 救 巧す る 事 
會員 家族 じ 社を 及 娛樂の 機 會を輿 

ふるため 每月二 一回 ダンシング バ 
1 チ ー ( 舞踏 會) を 開催す る 事 
時機を見討ひ 一 大ホ1グを借乂れ 

舞踏 會用じ 供し 平時は 一般の ホめ 

.じ應 じ 貸貨 する 事 
I 幽體か 愈 成立 すれば 其發逮 じが ふて 


巧 上述べ ね 所は 黄白 結婚 者の 家族 じ 

娛樂を 巧へ たいどい ふ 見地からの 思 

ひ 付で ぁる、 を お 家を 敎家 等の 如き 

を 共 的 事業 じ おはる 人々 は 略 度倏の 

一 怠 見 じ 阿 意して 巧势 する じ 違いない 

ご 駐ふ 


j \ 

(( 


リ 


巧 窗 


寵 


/1. 

ピ 


小生は 昨 H 巿廳へ 參ら獨 逸生れ の 

婦人 VJ 結婚 致した る 者 じ 候が 當局 

着の 話 じょれば 近 巧 曰 本人の ホ國 

婦人を 娶 るを を < 1 ヶ月 平ち 一二 組 

の 結婚 者ゐ りごの 事 じ 候、 貴君 じ 

は黃白 結婚 じ 付 色々 御必 配の 由 あ 

り條 ま； j 寸 御知らせ 申上淚 

ァ事 だ、 巧 留间胞 僅かに 一二 千じ滿 

たざる 組 脊巿內 及 附近 じあて ーヶ月 

じ S 組の 黃白 結婚を り ど すれば 

I 年 じ 册丄ハ 組 十 年じ稷 つて S 畳 ハ 十 組 

之 じ 今日 迄の 二百 餘 組を 加へ てを々 

I 夫れ 相 當じ子 お 繫椎の 義務を 怠らの 

ど すれば 愈々 なて 黄白 結婚 者の あ 庭 

I を 温か じする 方法を 講ずる 必要 かを 

じて 巧る 

如何 じして 雑婚 者の 家庭 じ 慰籍を 

へる かじ 就て 僕の 考を 言は しむれ 

ば 先づホ 婦人を 妻 VJ する 日本人 同志 

i か 集つ て 一つの 社を 劇 体を 作り 其勵 


A これ だから H 本人 相手の が 買は 絕 

對 じダメ ご 云つ て コボスの では ぁろ 

ません 諸を の德義 ごを ふ 事を 少しを 

ベて 頂きたい のです 、，^ ( 商店 ホ} 瓜 

加州 サクラメントでは 擬國會 を 紐 織 
して 大じ靑 年の 志気を 鼓舞して 居る 

か化處 でも 秋 じな つたら 一つ 試みて 

は 如何 ( 傍 聽シ タィ 生) ▲君ん 巧の 先 

至は ホの 事 ばから 書いて 屠る 大力 例 

のドラィ組の 】 人で女か欲しくて權 

I らんの だ やらう 他人の む おを しない 

で自 かの 事を 考へ 給へ (妻帶 者) A 頭 

の 大き ひ 體覺サ 五 貫 も ぁらさうな 某 一 

化 長 先生 ィクラ 幡モで 胡 魔 仏 さう ど 

しても 君 か 十九' 番の橄 ず 段を 降ら か 

けね 所を 拙者は ち やん ど 見 止を ねだ 

I 年の なら 甲斐 もない 屢お屋 の 腹下し 

みた いじま 那 町の 上つ たら 下' つた 

I は 化し 給へ (' ゴザ ブ 生) ▲肺病で 冗ん 

でお濟 部の 厄 かじなる 者は 年 か 年中 

I 略 巧を して 働かぬ 者 ばか b ぢや 、ソ 

ンジ ヨソユ イラ じ も 5^ 山 一 じか こな 

さうな 者 かをる、 チト 葛へ たらす か 

らう ( 勞働 者 ) 
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▲人物の 如何 じよら ては 栖當の 資本 

を 貸與ず 

I 場所は デ ラウ H ヤ 河の 上流 じて 產出 

I 概を大 都會じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 

，二 一一 莫 町な 上 貸 輿し、 リース は S 年 

或は 五 年 じても 可なら、 若し 買 化 希 

望の 乂 じは 一英 吼什五 弗 よら 巧 五十 
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育 新教 定價 (前金 郵我 共) 一 
口-部 金 五 他 □ホ ヶ月 サ ー巧 j 
□】ヶ 年を を 二 巧 一 

_ 千 九な 十一 重 ハ 巧 か 四日 趙 おを 
駭可 

發巧兼 縮 お 人 甲斐 健 一一 
潑巧巧 新 育 新報 化 I 
な 育 巧 莖ハ街 二一 二八 

谭墅ハ 四と 一ニ チゴ グシイ 


同化 問題*」 人種 問 


I どを 然區 別せ ざる 可から ず 

(承前) 


京大 及 同志 社を 授 

* キユ リック 博 ± 

論者 或は 言 はん、 而 かも 之を 白 哲人 

種の 立 接よ ち 觀んか 「黄 離」 は 單じ移 

民 若く は 軍事的 侵入を 窓 ホす るの み 

ならず 更に 深刻なる お 濟的競 爭を意 

ホす、 生活費 低廉 じして 手工 じ熟綠 

なる 無 歎の 亞細亞 入勞働 者が 現な 吾 

等が 彼等 じ 向つ て 供給し つ t ぁる 物 

品を、 吾 商工業 おが 爲 すよりも あじ 

曆化廉 じ 嫂 作して 彼等 自身の 需要 

を充 たす じ 至ら ば 吾 國の對 外資 易 ど 

お口勞 働 者の 狀 態は 如 巧 じ 成 巧 < べき 

か、 或豫 言を の 言へ らし 如く 再 頭上 

じは 黒雲 漲ら 菩 等の 幸福なる 生活 巧 

I 度は 現 化 じ 於け る 亞細亞 人の ホの 如 

化ドせらも；；なきや否や、- 

j 然れ でも 吾人は 轉 じて 循のザ 面 よら 

I 亞挪亞 人の 立 爆 か 巧を 考察せ ざる ザ 

ら や、 過 ま 四な 年間 世界を ± を席裕 

しを 道義 じ も 他の 領 虫を 奪 ひ、 人を 

殺し、 家を 燒 き、 則を がめ て 毫も 愧 

らざ b し 者は 實じ 吾等 白 巧 人 補なら 

き、 而 して 二な 五十 年間 其國を 鎖せ 

し 日本 も 遂に 沼々 たる 化 大勢に 按抗 

する 能は ざる じ 至れ b 、 を洋 じがけ 

る 「白禍な 單 純なる お 事 的 おた 經濟 

的 じ 止まらず 實は 文明 的、 倫理の 

奈敎 的の 一大 問題な りき、 おじ H 本 

な 化 怖るべき 白禍 Q 殺 倒 じ 堪へ得 V 

さ 必要 じ 迫られ、 新欧 略を 採用し 白 

倡 人 補の 長所を 把提 し、 が閱民 的を 

活を 根本的 じな 善した るの みならず 

.おじ 進む でか 然么じ 伴隨し 巧れ る闲 

j 化と 難 願 どじ 祝へ 得たら、 然ら而 し 

I て 隣國の 支那は 今や H 本の 前 徹じ做 

はんごして 縣じ其 道途じ 巧ら 

I 支那 どホ國 ごの 國 巧は 現 巧 じ 於て 械 


一 係は 支那' 人が 日本人 若 < は 印度人 VJ 

间じ < 化界の 事情 じ通曉 する じ 至ら 

深刻なる 白人の 西 細 巧 人が 巧 成 情、 


人の 巧 おたり 得る 資格な き 率 等 巧 じ 


I 人の 手前を 棒 b て 其 身の 品 巧を 愼む度 $靑 年間 じて 名を 知らる J マ 三 


I やう 可 相 成、 斯は 單ら獨 身の 靑 年の 

みならず ホ 婿の 婦人 じ 取 b て も 同 塗し 

VJ 巧 侯 


其 本國の 威嚴を 損し 之ど融 をし 難 I 

きものた る 奉を 該會し 得たら し 時 じ 
_ めて 彼等は あして 將巧 ご雖も 今日の 
如き 親密なる 國 巧を 持續し 得る や 否 
I や、 頑强 なる 排亞觀 念じ 對 して 極端 
なる 排白觀 念 お ら、 陸海 軍费 の增大 

を 通じて 巧 巧 巧を の 經濟界 を 攪亂し 
衙エ資 易を 阻隔し、 白禍 黃視 の罪惡 

は あじ 酷烈を 加 ふる 事 無き や 否や 
I なじ 巧し ホ國人 じして、 正義、 謙遜 

親切の 觀 をを なて 日本人ぶ 支那 人を 

愚し、 白暂 乂は少 くど も 彼等を 輕視 
せホ义 彼等の 利益を 掠奪す るの 意な 
却つ て 誠ち じ 彼我の 繁榮 福利を 學 

む 者なる 事を 證明 しれらん じは 彼等 

が 從巧怖 もす きものな り VJ 信 サし白 

I 禍は 却て 彼等の 幸福を お 進すべき も 

かなる； を發 見す るに まら、 化 思想 

上の 轉迴 は忽 じして 黃 禍じ對 する 現 

巧の 恐怖、 むを 雲散霧消 せし わるに 至 

一らん なら 

記者 曰く 巧 ± の 巧 說は黃 白雜谣 

論 ど 同化 間 題 並 じ 移民 問題 ごの 關 

係 じ 對しホ だを 然 敬服し 難き 所 あ 

らご雖 も 其を 平なる 誠意と 截必 ど 

じ 向つ ては 感謝せ ざる 巧らず 


A を 菁 ▼ 


黃白 結婚 者と 家 

庭の 慰籍 


黃白 結婚 者の 一人 

▲前 過御發 巧の 新報 紙上 「黄白 結婚 

者の 家庭 じ 慰 籍をおへ 兼ねて 在留 同 

胞中 家叛を 有する 人々 の 社を を獎 卿- 

す るが ため 一 劇體を 組織し 第' 一着の 

寧 業と して 舞踏 會を權 す 可し」 の 

張 目 生の 新 提案は 巿內 到處巧 評懷々 

じて 殊に 小を 及 小生の 友人 兩 S 名は 

一進む で陋体 組織の 內 相談 じ參 がし 度 

あ 學：を 有し、 進歩的 思想を おず る 某 

I を敎 家は 巧手を 擧げて 賛同す 巧し ご 


めて 良 巧なら、 然れ でも 化 溢 かき 顆を言 被 致 候、 願く は 貴社の 御 發議を 


0 て 一 H も 早く 拙を 鹽体 組織 じ 着 ホ 

せられ 度 もの じ 御座 候 

A 張 目 生は お 白 結婚 者の 家庭の 慰籍 


加 卿 ± 地 法 乃 ま ホ國を ± じ 於て 東洋を ホ 眼 どして 立 ませられ たる ものな 


らんが 小生の 考じ ては 化擧は 單じ黃 


一白 結婚 者 じ胶ら ず、 日本人を 妻 ごす： 

る 乂及獨 身 じて 趣 ホ 薄き 生涯を 遇 ご 
しつ i ある 靑年巧 女 諸君 じ ならても 
稗 益ず る所夕 かる 可く 且つ 彼等の お 
性を 髙 むる およら 見る も 効果 不敏 VJ 
存 候. 

▲西洋人 ど 日本人 ごを 間は ず 頑固な 

る 人々 の 中 じは ダンシング' パ ー チ！ 

じ掛し r 稀の 偏見を 有する 人 もち 之 

I 候へ 共 小生の 寶驗 よら すれば 舞踏は 

社を 上が 人の 是非共 習得し 廣< 可き 

I 巧藝 じて 殊に ホ 固 人との 巧 機上 舞蹈 

を 知らざる 者は 如柯 なる 旗 所 じがて 

も 顧みられず、 却て 己れ 一人の 屬め 

じを 集會 者の 輿 ホを 削ぐ 事 勘から ず 

义自 みみが ホ じ 利益 ぁる 先輩 知名の 

人々 ごを 際の 機 會を取 遊が す 事有么 

候’ 

▲申す を も無么 候へ 共 欧米人の 舞蹈 

を 好む 事は 實に クン！ ジ！ ども 可 申 

上は 巧 巧 長者の 紳± 貴婦人よ 6 では 

蕩巧じ フラィ バン 叩 < 下女下男 じを 

るを 同樣じ 候、 家々 の 妻 君 速が ス 

ブ！ 卜を 流が し 姻らて 一仙 二 他の 袖 

を ひする が 太 利ち をの 音樂 じさへ 調 

芋を をせ て 思は ず も 足蹈み 鳴らす は 

吾々 の 常 じ見受 くる 所なる が 近頃 流 

巧の 新式 無蹈 ヮンステップのへ 

シ 'ヨン、 マキ シス 等じ對 する 彼等 

の 熱、 むは 凄まじき もの 有 么义之 等の 

ダンスは 梟 どじ 高尙 、グン 1 スフ 

グじ 御座 愼 一 

A 張 目 生の 仰せの 通り H 本人の 妻 ど 

なれる 白 婦人の 友を ホむ るの 化けが 

かも 渴 ける 者の 水を あむる が 如きち 

のゐら 小を の 妻 も 其 一人 じ 有 之 候、 

I 家な 上の 郡を じて 充 をの 慰 籍をお ふ 

る 機會を 得難く 常々 遺 減じが 琶お巧 

柄 張' 目 生の 新 提案 じ 接しを {破天荒 

の快擧 VJ ふ中大 ひじ 必强く 相 感申候 

A 舞蹈は 一見 六 ヶ敷樣 なれ ども 實化 

じ 巧つて 見れば 左 释じも 非ず、 最初 

ゴブ たりし 足は 修業 日を 稽 むじ 

隨ひ 漸次 ヤン フ らくなら 轉回 縱橫自 

由自 だの 域 じ 進み 申 候、 先日 ホブグ 

プラザ じ 於て 新式 ダンスの コン ブス 

(競技) ありた る 際 S 井 物を の 井上 

なる 人は 數巧乂 中の 優位を 占められ 


慎 由 承ら 候が 新式 ダンス じ 上達せ る 

IH 本人は 氏の 外 じ澤山 あら 東京 府の 

i 人 鉛 木 東 馬 氏の かき 中々 上手 ど 聞 あ 

び 候、 舞蹈 じ 不案內 なる 人は ブー 

ドウ H ! 三 ハ 化 マ ー セ グ罐其 他の 舞 

I 蹈學校 じ 巧 < も 宜敷义 な 上 日本人 誰 


ラ 巧 化 印度人 クマ ー は】 日を 渚を を 

て 急遽 マニラ じ歸 還した るか 英領 
I 晚香波 じがけ る 駒 おか 渡航の 同圃人 一 


I お 上は 口< 張 目を の 御 提議 じ 接し 不 抑留 じ 願し 直ち じ英國 首相 アス キス 


取敢思 付きた る 儘を 申 述べた る 迄 じ 


氏 及び 加奈陀を が 要路 ご 即度 總酱府 


て祖 を簡體 組織の 上を 自 のが 益す る 宛に てが 證 電報を をし 若し 加 路陀じ 





噫 か 野 醉香君 

吉田嘗 天 
、ィド ソン じ 巧は むせび 
詩情 湧き 
B 水會 成る 

醉 を、 奢 陽、 一念、 か倉濱 
春 樽、 勿 巧、 竹酥 、白 芙蓉 
天外、 芋 葉、 綠 子、 隅 山 
靜 巧、 酌嶺 、嘗天 
を 酒の 泡を 吹き 
德 刺を 倒に し. 

一 二更 猶ほ蟲 きず 

天狗の お擺 

嗟、 君 去つ て五歲 

紐 育の 徘擅 寂を 

英談 じ、 义 讚し 

獨 論じ、 佛 語り 

露默 して 動く 

混滩 ねる 外を 界 

君が 得意の 舞 蜜 じ 巧つ て 

焦悶 せる 頭腦を 詩に 洗 ふ 暫時 

r 徵醉ゃ 銀 鞍 白馬を の 風」 

君が 會必の 句を が じ 

玉盃 をを み 

傾けし 蘭 猿の 莫 おじ 

旗 毒の 無から しや 否や 

'悲 藤幽靜 

桃を 欄 じ 散る 化 京の 春宵 


所は 化 外 多く 可有么 煩が 此擧 じょら 

で巧留 者の 家族が 社を の 機會を 得る 
事 丈は 勘體化 織の) 大ま眼 どが 候、 
貴重の 紙面を 潰が し 候 段 其の 罪輕か 
らず模 巧々 

娜國新 巧 顧 成立 娜國 新巧閣 はお 

一九 日を 成立し フ玉 タケ クス、 プ ボブ 
巧 首相 兼 司法 卿 じ 就任 せら 

@ 米 國外來 移民 數 

移民 局の 巧吿 じがれば お 年 六ち 

0 降 本年 四月 迄十グ 月間 じ外國 ょら 

ス國 したる 移民の 總數は 巧 吉巧八 千 

_ 九な 五十々 人 じして 一過 間 平均 二 千 

化な 人の 御を なる か 若し 五六 巧 月間 

六月は 規定 年度の 終なら だ 於て 前 

年闽 様の 移民 渡 巧せば 摄數直 二十 五 

1 巧 一千 人 じ 達すべ <從 巧の ン 3 
中 最大 多 おなりと 稱 せられし 千 化 巧 

:と 年の 外 巧 移民 數百廿 五 万 八 千 S 巧 

四十 か 人を 凌纔 する 見込なら ご、 尙 

な-^ 本年 四 巧 迄の が ほ 統計を 乂稀別 

ごすれば 左の 如く じして 乂國を 拒 渥 

された る 者は 二で ホモ ニな 化 十一 人 

なら 

j 南な 伊太利 人 ニニ 〇 ニニ ーー 化 部が 

太 利 一二 八 一二 化と 猶太. 人】 一九 六 一一 
四ポ J ト ランド 人 一 〇 五 五と 四 
姻遮人 ホ 六 0 と 一二 お 國人四 二よ 0 

，五 露 國乂四 〇〇 八 一二 埃 太 利及ス 

ラプ乂 1111 ニニ ー九 六 壤領露 人 S 二 〇 

_と丄 ハ ス 々ンチ 子 ビヤ 人 二 九 五 四 六 

日本人と 四 云 二 支那 人 二 〇一 


- 加奈陀 移 ほご 支那 政府ち 那 人の 

j 加を 陀じ 入國 する 者は 一人 じ 付 五な 

乘の 人頭 稅を 納付す る規 をなる かま 

I 那 ながは 加 茶化 政府に 對し 日本 政府 

ど 問 樣の條 かを なて 協約を 取 結ぶ 

く 目下を 涉 中なら ど 


♦駒 お 化の 印度 移民 目下 晚香波 港 

じ旋治 中の 駒 形 化 じ 搭載せ る 印度 移 


君じ賴 みて 習 巧す る も 宜敷候 

A 巧 留岡胞 中の 獨身靑 年は 胸中 問々 
の 情 遺る じ 所な く、 かならず も 賭博 

、酒を くは 遊女 買 じて 切 めても め 慰 

露と をし おり 實じ氣 の 毒 じ 巧 お、' 是 

I 等の 靑 年が 一度 舞蹈 じ 興 ホを 持つ 様 

I 相 成 候へ ばを を じ 出席ず る 度 每じ異 

性の 眞の 高尙 なる 截 めは 巧して 殺 風 

景 なる 醜窟 なで じな せざる 事を 覺ゆ 一 

た 至り 又を 際も廣 くなる じ 連れ 友 I ♦英領 巧 度に 內 锐勃發 せんとす 


ク句僻 UL 恐 妻 づ孩 ； b L 皆 .： 2 ■■ 

-良を ミ 乳り a 一廣 b ら 自夕前 化 時 至 同 十二時 

を 命 反鄭の 準備を る 事を T み W 自が這 ハ 時 至 同 八 時 

C •か 2 但 日曜に パ 前巧ノ 患を ュ 

點 - • ぃ 二廚 見豊彥 I 


がて 今回 渡航の 同國 人を 乂國 せしめ 

ざ も 瞭巧度 人は 斷然 英國の 統治 下を 

脫サん かためぎ 命 戰亂を 起す の 外な 

_ しご 馨吿 し香潘 守備 印度を 聯隊 及び 

ンン ガボ！ グ 守備 印波 兵大嫁 じて は 

巧 時 じて 

I 確言せ b 

紐 育巿の 巧已及 ぉを 統計 當巧衔 I 

I 生 局の 報吿 じょれば 巧內 じがて 前 遇 

中死己した る者は1千お巧四十とぉ 

を兒 童の 歎は ニモ々 百 九 じして 之れ 

を 昨年の 今日 じ 比すれば 稍や增 がの 

一 傾を ら即も 昨年の 死む 者は ー モじ對 

1 し 十二 人 八 おな 卜 しも 今年は 十 巧 人 

四 ホの 割を なち 

無線電話の 試験 無 綿 電話の 實地 

I 試 驗は當 巧へ ラグ ド 無線電信 厨 員 
I 發明者 マツ々— 巧 及を 府派遺 委員な 

曾の 上 ま 十日 執が したら 最初. マツ々 

巧は 阅日當 港を 出帆した る オーグ 

ド、 ドミニ オン 線の タィラ ー 號じ乗 

达み約 S 十哩 沖の 海上 ょらへ ラグ 
無線電信 局 じ 巧つ て碰 々なる 談話を I 

試み 最後 じ 船中なる 音樂 手の 奏樂を 

I 電說 したる じ 柯れも 巧 確 じ 聞 取る 事 

を 得たら W 尙發明 者の 言 ふ 巧 じ 依れ 

ば 無線電話 のぶ 巧は 海上 じがけ る 船 

一舶の 危難を 敷 助す るじ特 穂の 効力 あ 
るべ しく 
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日本人の 鄕里 送を は 邦貨 壹圓二 付 米貨 おが 他'- 
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運河 通過が 特を法 應棄案 上院 通過 
じ お 馬 運河 條約中 r ホ國 沿岸が 海 

じ從 事す る 自國船 じ 對し通 逝 巧を 特 

j をず」 ごを る條 項を 做廢す どの 議案 

は 去 111 巧廿 一日 下院を 通 撒し 爾巧乂 
I しく 上院 じ 於て 討議 中なら しが 數夕 
の 修正案 否 巧され たるを シモン、 ノ 
リス 兩 巧の 妥協案 即も 「此條 項の 撤 
I 廢はホ 國の條 約權の 棄却な b ど 解釋 
さるべ きものじ 非 中」 どの 修正 决議 
I 案を 採用し 貧が 五十 反對化 五を 0 て 
: 十一 日夕 上院を 通過し 巧び 下院 じを 


曼入國 問題は 別項 所載 《'如き 反蠻 I 附 された b、 .s 玄形势 よら 觀 察す 

れば 下院の 通過け 寸 毫も 疑 ふべき 餘 


ある 裏なる かを 移民 立地な く 遠から や 大統領 ウイ ミ 巧 I 


をゅ ，びつ i 

の 中 嘗てが を陀じ 在住した る 印度人 

サ ニ人は 去 十 H 上陸を 詳 され 餘の新 

一巧 移 おじ 願して は 今 尙ゴブ 中な 


の 署名を 經 たる 上を 布 さる i じ 至る 

守し 

♦乂國 の 暑熱 メンフィスな 八 度 マ 
ス コ VJ 巧】 度 セント グイ スか 十と _ 

I 度 ナツ シプイ グ巧六 度 


特別 廣吿 

新稍續 々者 貪 库不充 みのた め 六 パ中定 
記の お々 特別 見切 値段 じて 販寶化 候 

A チ 1 セ ブト^ チヨ コン 1 卜 七ット 

盛べ リセット A カップ ジ！ ず！ 

A な 他鄰戶 物數祁 
▲化 瓶十时 ょら 十八 巧を お 柿 

御 要求 じ應じ 明細 蕾を 送る 
ボク トン 支店 

巧 00 W 叟 8-9 Bedsord 8tr ミ t 巧 oston, JVI; 一， 乎. 
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•御大 禮 が 巧 年 

一 即位式 御大 穂は 明年 十一月 御舉 巧の 
I 御內 をむ る やじ 濟れ傳 へらる 

♦大滞 巧 記 覆 削 お 待 大滿大 憐總裁 
j は 四 目 巧 農 商 お 大ぉ 官邸 じ 都下 新聞： 

I 記者 翻を お 待し を港大 晒の 出 おじ 願 
し 熟 諮の 巧ら が聲 綾を 依賴 せし あ 

， ♦ 國 化 會議の 巧 日 確定す 大殴 内閣 I 

み 一’ 大事 業 ど 目せられ たる 國巧會 葬 

な 巧る サ日 第二 踞時識 をみ 開 會じ先 

:立 もて 開を せらるべく 海軍 案 討議 前 一 

! じ 於て 先 づ陸お 軍の 備を荫 量し 其完 

I をを 巧す えの 方針なら ど 博 ふ 


山 座を 化の 死 お 判明す 中 维お固 

I 化京駐 御山 座を 使の 死因 じ 就て は 氏 I 
は豫て ょら 肋 脂 也 肺 氣衝隅 節 リウ マ 

j チスの 疾患 ありた る處五 巧サと H 午 

! 後一 一巧 半 官邸 じがて 突然 惡寒發 熱 脈 

_一 踐 軟弱 不整 じ陷 らか乂 H 午前 舉時旧 

一十を 必臟躲 巧 じょら 遂に 逝去せ るな 

y と 

i ■■■■■■■ 

t 滤澤榮 一男 支那よ ら歸 巧す 日 ま 

典業會 社の ため 支那 じ 於け る 投資 事 

業 視察の ため 渡 支 漫遊 中な りし 盤 深 I 

1 巧は 六日 歸 をしたら 


、な 米 同胞 狀態 報吿 活動 篇眞 歡迎さ 

古 成 深を 兵銜 巧が 持 も 歸れる 大和 

I 活動 瀉眞を 社 採 影の 巧 米 H 本人 生活 

I 狀態 報吿の フイ グムは 藍なる 郡會じ 

I がて 映 為され 口！ サン ゼグス 间胞の 

1 株 影せ る 同胞 じ關 する フイ こは 大： 

1 ぶ 階 覺會內 じて 映篇 きれつ-^ をる が 

ぶ ハ じ 徽迎を 受け 居れら 


本 大霧風 日本 ® 南部 ( 熊 巧灘 I 

j 王 佐 沖 よら 化 如 じかけ てな らん ) 

I 體じ 互ら て 猛烈なる 殿总製 巧し 漁 か 

I 帆船の 難破 數巧じ 達し 沿岸を 湿 じて 

數な あの 溺死を りし ご 信 せらる ホ國 

太ず 洋窺船 皆 社の モン ゴリア 號は庶 

1 ちじ お 巧 じ お 事し 多數の 水夫を 救へ 

ら長畴 ホ じがて は 家屋の 倒壊せ るを 

巧 戶を算 す 


日本 最近 信 


參 首相の 政綱 潑表 

需君 先帝の 陵 止ま だを かや 郎 位の 

大禮求 だ 行は せられざる じ 巧び を然 

大 なじ 會す 此の間 じ 際しす 巧 重信揣 ~ せん 事を 期ず 

でず も 大命を 拜 しを じ 諸君 ご 相 見 ゆ 

るに 至らた るは まこ どじ 恐 體じ堪 へ 


ざる 所な な 

一、 帝國 ど列國 どのを 際は 益々 親を i 

じして 曰英 閒盟、 n 棘 、： = 繁の兩 協 

約は 巧 基礎 愈 葦 固な り 政府は 東が 永 一 

遠の 平 おを 確 化し 列國 ごの 親を を敦 I 

ぅする ど 鬧時じ ホ 國の地 ホを 固く す 

る じ 巧むべし 

一、 近時 お 治 上 柿々 の 弊 寒を 生じ 普： 

く 中央 並 じ 地 ホの 巧 政 敎请實 業等鹽 

家並 じ 化を の 諸般の 施爲じ 浸潤 せん 

どす るの 虜 あら 政府は 與論の 趨向 じ 

從ひ 諸般の 弊 蕾を 化 除し 憲 をの 本義 

を發掷 せん 事を 期す 
一、 官巧 服務の 事 其測備 はらざる K 

あらす ご 離ち 近時 漸や < 弛緩 じ 就か 

ん ごする の 虞 あ 6 官吏は 宜較 服務の 

規律を 巧 守し 廉 恥を 重んじ 勤勉 懇が 

を 巧 どすべく 黃じ統 瞥の巧 じ ゐる或 

なしく を 紀を 振肅し 賞罰を 嚴明 にし 

なて 庶僚 をして 戒愼 する 巧を 知らし 

バし 

惑 政の 運用 尙 未だ 查 からず 政務 

おび 恒义 官職の 區を等 未だ 明確なら 

ず 爲じ國 家の 常務を して 動ら すれば 

を 正を をはし む 政府は 國務の 精確 繼 I 

一續 を保證 しなつ 憲政の 運用を 圓 滑な 

らしむ るた め適當 なる 官制の； あなを 
施し 直つ 適が 化 用の 道を 講 せん 事ぶ 

則す 

國 巧は 國家 輿廢の 係る 所 固 ょら 

I 惠が 弛緩を 許さず 而 して 其 施設は 外 

夕 財政 W 調和を がたざる 巧ら す 政が 

は 深く 內 外の 储势を 察し 調を 精 免の 

道を 設けな て 必要なる 試 畫を 立てん 

どす 

言論 集會 結社の自由は 憲跌の 保 

隙す る 重要なる 權 利なら 政 巧は 社 貪 

の現狀 じ適應 すべき 方法を なて 是 等； 

の自 わを 耸重 する 所な の 道を 誰 せん 

事を 則す 

康 業の 輿廢は 直接 鹽家實 力の 消 一 

長 ご 相 關聯す 政府は を 業の 興 振 じ 願 - 

し 適當 なる 計 塞を 立て 旦 つを 國農商 I 

工業 者 じ對し 懇篤なる 觀獎を 輿へ が 

て其發 達を 企圖 せんどす 

選 擧じ伴 ふ 諸般の 弊 窜は近 巧 あ 

繁 きを 加 ふるが かし 政府は 選 擧じ關 

する 法規を 蜘巧 する ご 间時じ 必要な 

るな 正を 圖ら 0 て憲 をの 運用を 完 

せん 事を 期す 

敎 育の 改善 刷新は 朝野 多年の 整 

趙 たり 政府は 銳恵 之が 調査を 進が し 1 

適當 なる 解决 をな し 特じ忠 をなる 立 

軒 诚固民 じ 必要の 思想 及び 德 なをが 養 I 


♦環 夫人の 洋行 一二 浦 環 夫人は を 人 


レ 


所たら ど將 軍は 馬 ホ 諸 州の な 巧なる 望す る 者 多数なる よら ホ 旧、 奥 田 、，^ 

人 # か 賃銀 低廉の 苦力 勞働 まめた め 奥の ご 一氏を 特使 VJ して 侯の 靜養地 巧 g 
に 倒され 又ち 那か將 じを 梨め 徴候を 磨 じ 西 下せし め 侯 じ 向つ てが じが 復 t 
巧せ るを 指摘し 是 等は 根本的 變 動の 歸を 懇請せ しめたる も 侯は 巧び 政が 
貨 例なら とし 外國 人は 英國領 ± じ 侵 じ 入る の靑 なきを 吿げ 之を 拒絕 した ^ 

入し ホを 食 ふて 生活し 諸 础の商 買を -.: 

栅占 せら 是れ眞 實の危 隙な むご 言 巧 

th. -臀學 .± ど おじか 日 午後と 時數 多の 人 
♦地方を 第二次 あを 大腰 首相は 黨 々じを 送られ 新橋を 發し渡 歐の途 じむ 
雖 打破の 先み 間 題 どして 旣じ 第一み 就けり 途中を 人の 鄉里じ 立 をら たる 
地方 長 { 旨の 更迭を 斷巧 しわる か 其 後後 什 神戶ぉ 帆の 熱 田 化じ乘 込む 了 c/i 
典に詳細なる調査をなしわる結果巧尝じて彼地じては當を伯林じ滯巧し-勺丈 2 〇 
H 中 じ 先づ平 岡權太 長官、 川 島 烏 取 後佛國 伊太利 じ 出向く ベ <滯 化 約 一一 ^ W 了 
I 縣 知事を ホ 職 どなし 綾いて 大喪 儀 後年の 豫 をなら ^ n 

的 


信用を 雜實 じし 顯 庵の がまを 改善し 

财 政經濟 のぶ 礎を 輩 固 じする は 目下 

の 急務たら 政府は 化 目的を 化て 巧 化 
义助 政の 整理を 施 こし 且つ 國段 貧擔 
の 輕减を 計ら 大正 四 年度な 降の 巧が j 

計 靈 VJ 相壤 つて 是が實 巧を 期す ベ 
I 政府み 又る 償 又は 借 入を に 資源を ホ 
むる 歳 おを 成るべく 减少 するど お 
N 外 巧褚じ 向つ てを 廣み游 集を 爲 
ざるべく をつ 大正 四 年度 化 政 計盡ど 
化 埃つ てる 償 整 埋のホ 法を 改む べし 

な 婿は 地ホ镇 の濫發 をが ぎ 其 他 一 

地方が 政の 整瑚 をな すべ 
な 上は 政が が實 巧を 期せん どす る も 
9 : 要綱な り 其の 外 時 じ 臨み 訓示す 
る 所 あるべし 諸君を く 政 麻の 恣の化 


磯 i 貪 則 じ 於て 震 手、 長 井高 知 •大 殿內 相の 訓示 大羅任 內相か 

所を 體 し忠實 勤勉 fQ 進 f 圖 j 小 旧 還 縣璧療 知事を 化？ し 鳥 十六げ Q 地 ホ 長官 塞！.： 於て なした I > 

田 岐阜 ssslil 二 氏を 更迭ず 5 璋小 8 QS 体 的に を 德じ關 を 
べし ど 或は 地方 黨 弊の 實精じ 駒して 述べた 

♦大 演潛ど 飛が 機 本年の 陸軍 大溃 る處は 第一 - ィべ 
お 地を 大 がを 中 & どす る 攝河泉 じが A 道德巧 題じ關 しては 日露 戰役巧 I 
て 巧は せらる； ミ じが 定 しわる 一の 巧 お 巧 則强は 深く 目本國 民の 道德 
狸 由は 昨年の 大演習 じ 初めて 化 用せ じ戰し 尊敬せ しか 最 あじ 至 b ては 却 
し 飛 巧 機 じ 願す る 研究 ホ だ 十を ならつ て跌 氷人を して 目本國 民の 道 作 3 を I 
ざる ものみ b 本年の 大演習を 機 ごし 疑は しむる じ 至らを きは 海軍 部內の 
て 一 層 周を なる 研究を 爲す尝 なる も 醜聞め 如き 勇武を 巧て 聞へ たを 軍 除 
播州 地 ホは 飛行機® 操縱 上霸 なら 0 閱 fes 奉 件を 重した るは を 
ざる もの あるじ 反し 攝河裝 ごすれ でしぐ 諸み 國 人の 感情を 菊擊 したら 殊 
伏 見 練兵場 •大が 城ち 練兵 锡 、裔 槪に該 事件 わる 國內 の譬察 おくは 司法 
雜丘 ハ驗等 あらて 最も 便利 なれば を々 の 力に 化れ る じ 非ず して 海外 じ 於て 
演替 地を 嘘 卿よ b 攝河凝 じ 機 おされ 曝露され ねを の 一事は 遺 械此上 もな 



'巧 政 刷新め 効を 収めん 事を 望む 



國巧會 議の實 質 あ 國防會 證の設 _ 

抵ご决 せし 事は 現 巧閣の 政綱 じ 化る 

疑な き 所なる が 右は 組織 大髓 にが 

て か 太 利の 國 防會講 (顧の 愚 高聯を 

- 委員 會) じ 似た るみ あるら 巧實 質に 
がて は兩者 頗る 其 趣を 異にし 伊太利 

は 千 八‘ 因 九十 八 年 創設な 巧 しあ 
るら 背國 のは 一時的 のらの じして 其 
を稱 のかき も國 巧會議 どい はず 圓化 
調査 審 兜の 機關ど 陸海 電備の 均衡 於 _ 
軍備 どが 政の 調節を 圖ら旣 を 罰畫賞 i 
お 方法を 解 ホイる じ 在 6 て】 部 論者 
の 期待す るが 如き 固 巧の 大本を 確 
ずるた めの 國巧 會議に 非ず 随て 陸海 

軍部み じは 强 いて 之 じ 反 對を昭 ふる 

若な き 化 b 餘ら 之を 重視ず る 者な， •■ n ； 

が 內閒侧 は 其 組織 等 じがぎ ホ だ お 化 

のの 成案を 有し 居らざる じ 似 たれば 

是か 設攪を 見る 迄 じは 多少の 膊 U を 

要すべし 


左記 六隻 にて シ 
香港 間を 航 がし 隔週 火 

曜 U 午前 十 時 シャト 
を 出帆す 
▲謹賃 

シャ r- ^ 横 お 神 口 間 
一等 百 十 弗 
二等と 十 お 弗 
シャト^ 巧 司 間 
.一等な 十五が 
二等 八十 巧 .. 

^ 1 二等 四十 一 一晃 五十 仙 i 

A 但し ニユ- —ョ！ 夕は 
化 H 蹤 ょも 五！！！ 前 じ 
御 ぉ 發を之 度 候’ 
.靜岡 化 六月 11 U 
舟波乂 ■ ホ 巧 十六 日 
を 錫义 六月 一二 十日 
を渡义 と 巧 十四 H 

'難船 會斌 

シャト 火 出張所 
切符な み 新ち 新報が 


謙啓每 々御 引 立を 蒙り 難 有 お候陳 
者 今回 夏向き 御を 卓用の 品々 巧び H 
本 菓子 類、 新刊 雜誌 等い ろ {新 荷 
到着 仕お閒 些少 じ 巧らず 御用 向き 仰 
が けられた < 偏 じ 願 上 奉ら 淚 
尙弊 巧な 正 巧 品目 錄は御 一報 次第 
御 呈送申 上 お 

新 省 帝を 五十 九 了 旨な 十、 巧 十 二番 

輯竹 巧廊巧 

電話 プラザ ー六と 八 


Hi 


■ミ, ミ ：；； i 


♦ 衆議院を 派 別 臨時 議會巧 集 H じ 

於け る 衆議院を 派 別ぶ 9 かし 


•戰後 民力の が 養 未だ 十み ならず 

が 政 經濟の 調節 未だ 完 からすを 僮の 


政審 一 

巧を 會 

國民黨 ' 

中正 脊 

無靈 

を 計 云な 乂 十一. 名 


.音 〇 六 名 

九十 二 名 

一二 十九 名 

一二 十よ 名 

屯 名 


♦お 殖民 地の 排外 思想 療洲ゥ 王 

ン トン 巧 電英國 殖民 地 陸軍 檢閱官 

户ミ八 トン 將 軍は 國 巧の 徽迎會 じ 臨 

みお 說 して 曰 < 豪洲 及ニユ ー ジ ー ラ 

ン ドの 戰爭 警戒は 電気 飛行機 及大曝 

j 裂 物の 實 現の ねめ 距離 短縮した るに 

起因す 乂牢洋 は 世界の 運命を 描 導す 

る 者 か 亞細亞 人なる かおた 歐州 人な 

るかの 問 趣を ホすべき 両 大陸の 出會 


たるぶ たて 馨畫 一二 雙壌 をき 所な も ミ？ 支那 8 靈 ょら 
化て 飛 — SIS 充てら る V S 事件 じ 遇 名官囊 ® — 廢類 i 
しご の事實 を指擲 して 極 方を を 吏の 品性ん 

向上を 說 きお じ轉 じて 地 ホ 政を じが 

• 代議 壬 重役 兼 巧 禁止 代議 ± じ しけ - 

て 政府 保護 S' 下に 巧る 特禪 銀行 會 社 ム繼 脚晴愁 寡 憂なる 所な を說 
の 重役を 兼ぬ るは 會 社を を黨の ためき 一陛 体一黨 娘の 混 巧を 圖 るが 祂會 
じ 巧 巧す る惡 弊の 原因 なれば 何れ か靈 みが 雪 儀 湾ず るら のじして 
.方を 禁せ ざるべからず どは 現巧閣 


手拭、 手が 地、 ブ I プグ掛 等 
'製造 お 輸乂元 

目 本バい •：滿 食^ 

iNIP て PN 養 Y G 00 養 00 
泛 1 Broadw ち-巧. Y. 


夕 を？ を 一 
基督 敎 修道 食 

常宿 (舍 西な サ ST 目 百 〇 二 蕾； 
曜日 集會 午后 八 時 敎會内 じて 
聖書 研究 食 日曜 午を S 巧 (修遵 會} 

を こ ミ.：，，； 1' -を 一 其 由 ホす る 所 飯 じ 久しく' 白 治の 精神 祈禱會 .木曜 午を 八 時 磊じ王 
旣 をの ナ劍 なる 力 么力實 行 手段 どし 团 もを ば 導 派の ねめ じ 破 敏ゼを 讀書貪 第二 第 四 金曜 午が 八 時 
て 法 禅赫か 等の 改正を 爲す 0 前 一應ん とす 諸君 宜しく この 情带を 打破す A 英語 学校 月 火水 金 午な 八 時 ょら 
一 當人等 じ馨吿 を お へ 其 自决を 化が すで 又 彼の 縣塞 事會貝 おくは 縣 を 化師 大掘篤 
べし どの 事 じて 近くむ 本な 閣 時化 じのを おを なて す 正を 强 要する か 如き 電話 八 I .化 I ニモ！ ユング サィド 
巧 命る たる 滿 S 震 伊藤 大八氏 じ對」 ては 斷 じて 義 ff ざら 是八 審寿舍 

I ち洋 が補會 S 讓 S 嬰冀 等え 雪 S を ミ」 S 下 0 馨 馨人會 香宿舍 馨大堀 篤 
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ホを 辭職 じ對 して 馨 S 吿し尙 進んで 地方 經豐の 
す V き旨內 々を 涉勤吿 すべし. ど. 蠢 論じ 入らて 說く所 最も 謡を 稀 

日本 布哇 間る 無線電信を おぶ 早め 夫れ ょら 神會な 策の 根 本義 じ對し 
晚 開始 せらる： 當 じて 遞信省 じて はては 歐 ホの 實 例を 列擧 して 救 巧 策を 
旣じ 本年度 豫算じ 計上した るも豫 算静述 し內務 大臣 か 地方 長を 會議じ 巧 
不成立の ため 實巧 する じ 至ら ざら しける 溃 誌と しては 實じ 前代 ホ 閒の活 
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Jri 爲南樓 
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午前 六 待まで 開な 
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當シ ャトグ 市御經 もの 御 ホの 御 便宜 

じ 御 耿披可 中上淚 

藤 弗 旅館 支庙 

ホテ^ クコ マ 

莖歎 一一ち 什一、 冷 温 風呂 墙の 準備 ど 
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.本社 營業部 
瓜 曰 本巧澈 船^ 

切符 取次 黏觸 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラダ 

八 ヒャ其 化 東部 何れの 地方ょ 

ら御 出立の 煤を も 取 巧 可 申 候 

瓜 手紙 取次 手 ff き 一 

◄蠢 語麵譯 

赢通辨 

河 上贿氏 お着 

A 在米 日本人 奚芝 

定 償】 弗 五十 仙 

柳 巧 貧‘ ホ 氏 著 

i 實業 經營法 

を 僧 一冊を 衰弗 

紐脊 新報 純 


I 巧は 五十 脚 株 一巧 五 千を なが 间胞間 

じて 冀猿 せん々 針 じて か 島 H 本人を _ 

長の 許を 其 巧 恵を 吿げ 巧れ る もなる 

かかな 氏は 加 抑 9 銀 巧 法 且つ 叉が 米 

^閲胞 間の 經濟 力に 就て 熟考し 尙 亦を 

一 銀 巧の 性 巧 じ 就て 充みじ 取調べた 
上 若し 奥 じな ホ 巧 胞のお 融械願 ども 

I 成ら 得べき ものなら ば碳力 奔走して 
一！ i 胞間 よら 株 慕 集じ應 中る が 周旋す' 
る考 なら ど 


乂巧關 訪問 團員 

募集 

瓜を 員が 五名‘ 

A か 巧 おくは 十 巧 上 巧出發 

A リネ滯 化 約 巧 二十 U 間 

▲詳細が 則 读じゐ なみ 注み 巧 進呈 

@ なお迎 娑义 はを 族 御刮が ホ 

堪め 方は ま 急 間を せを 巧ず 

▲飛が 家、 お 巧師 が々 一 あの 加 

入 者を 裳 集す、 委細 面談 

紐 育巧國 訪問 鹽 本部 

新 巧 巧 第 六 街 二參八 

ホ 礎を が 富 平 


— — • — I 1 - — _ : 

て內 五十 万圆の 拂这の ホなる か該銀 I 破目 じ陷 b し 結果 メキ シ 


太刀 山の じ里乘 込み 横 網 太刀 山 
のがを 巡業は 旣じ 巧を L で 夏 旗 所 打 
上げ 後 直 もじ 出發 する 準備中な るか 
一亟 じ 义佛國 じ 里ょ ^ もを 渉を 巧け 巧 
陡 が 業 後渡佛 ずる や も 知れず く いふ 
化 巧 涉じ當 6 居れる は H 本 巧 化の 某 
1 獨 逸人 じして 相談 經ま らば 太刀は 巧 
驻 よら 一旦 歸 朝の 上 鳳、 が 勢 濱外數 

I 名の 媽强の 力 ± のみを 引率して じ 里 


へ 巧 < 


I 稱 して 何處 かへ ド 曰ンを 極め、 四 本 

I 傑 巧 おが 他が 人へ 株の なみを 頼んで 

な 万 長者の がを 樂 しみつ i あらし 連 

I 中は 目下 頭痛 鉢卷の 体裁ら く 慾の ほ 

を 引つ 被らて クナ ラン 許 もな もどは 

本當か 知らね ど 小 林め ぶ 人 等は 親が 

じ^を 干のを を 出しを つて 同人 か 迷 

I 惑を 懸け 置きた る 慾張屋 おへ 夫々 申 

I 譯を なし 若し 再び 當人 か歸 紐した な 

; らば 又が 上 じ 資本を 出して やる ど 意 

氣 捲き 居る 由、 左ら とは 御 親切 様、 
世の中は をく 廣 いものなら 


魔島縣 人へ 謝 狀稷島 巧 火の 節當 

ホな 住の 岡 縣人四 本 後 巧、 波 江 巧 喜 

么亟 、井口 眞一郞 、がを 田 喜 么肋氏 

I 等ま哨 なら 同 縣人諸 巧 よら 裳 集の 

罹災' ほお 巧 嫂 どして を 二百 九十 四 

j 圓 を送附 したる か 過日 鹿高縣 知事よ 

領収 菁じ 左の 臧 がを 添へ 窗金者 諸 


じ乘这 み拳關 競技 會じ も岀 で！ 大じ 巧へ す 然傅言 ホを 化賴し 越せら ど 

本 力 ± の 偉大なる 力を を 示すべし 拜を傑 者 今回 禪 高大 喷乂 じつき 深 


ど 云 ふ 


♦商船 あ 船 せん 加を 陀化 船長 山 本 

一巧め 富 ふ 巧 じょれば 大 坂' 商 祗曾祖 I せら 

にて は ホる とみょを 一巧 嗯の 船二隻 

兵 JH ホ閲 航路 じ 編入し 從巧 のか 速力 

船ね る H ム プレス 姬ど 競ず せし むべ 

てご該 船は 目下 神戶 及び お腑 じて 建 

を 中なる か 始めには 目今 六 裝の內 二 

一隻を 他 航路 じ 廻は して 該一 寓喊 船を 

航路 じ 持 巧 去ち ならし か 山 本 氏の 

一談 じよれば 六隻 はが 儘 じて 巧に ぶ 上 

じ 新造船を 運轉 せし いるか 


♦フォ ） ダム 大學 のを 業 式 去 化 U 

を、 務 巧の 學 を授與 まあら たら、 同 

神 校 出身 じして 現 紐 育 州 知事た る 

マ ！ テ ン ぶ チ グ リ ン 氏の^5}-^をじ 

對 する 訓諭 猶說は 頗る 一間の 注蔥を 

:惹 けら、 因 じ々 回 間巧醫 科を 優等 じ I 

てを 業せ る 小 粟讓を 氏は 満堂 拍手の 

I 中 じ ド クタ 1 ォプメ デシンの 學位 

j を 巧たら 

日本人 食を 鷄員會 は 去 化 H 极’柯 

添旅舘 じて 開催され 死む 者 遺言書、 

婦人 部 新設、 がを 欄 度 取調 其 他 重要 

I 華 巧數件 じ關し 熟議す る 所を らき尙 

が會は 夏が 中 例 曾を 休止す る 事じ决 


♦ H 义 通商 銀行 どな お 间胞化 米を 

! 衆國 太平げ 沿岸を じあ ホの 一般 通商 I 

貧 易み ため 特に 义巧米 同胞のを 融械 

一 願たら しめん 目的を なて’ 中 巧 武を淺 

ザ總 一郎が 藤が 一白 お 元 巧 郎今巧 兼 

亩が新 ま 等の 諸氏を 始めな 剧經濟 

养 じがて あ 巧 ある 人々 か 設立した る 


が ホ 通 巧が 巧は を 本 金 二な 巧 脚 じし _ かう 皆な く 二進 も S 進 もを の 姻らぬ 


参 投械熱 じ 注 慈せ よ巧內 著名の 株 

式 仲 巧荫の 邸を じ 働き 居る 二 一二の 同 

胞 かま 人のへ グプ じよら 株式 じて 二 

千 か S 千の 金を 儲けた る 者 あるよ ゎ 

近 巧 巧 內が人 勞働者 間に 一满の 投機 一 

熱發 をし H スメ ン應巧 五を も 八 年 も 

か： つてが 巧が 巻し 得た る 虎の すを 

一朝 じして 蕩盡 する を歡 からず、 現 

じ 某 ミブシ ヨン じ 出 這 入らし 居た る 

小が なは ゥォ ー グ巧 じて マグレ 當 

I じ少 々許ら の 金を 儲けた る よら 俄か 

じ】 廉 のが 屢樣 じな b 濟 まし 小 やか 

なる オフ イスを ブロ ー ドウ ュ！ 衔じ 

I 開いで 株の 仲買を がめ たる か (記憶 

せよ 日本人は を然 巧の 取 巧を 爲ず資 

格な し) 慨れぬ 事 どて だう せ 甘 < 巧 


厚なる 御 閲情被 下 罹災民 救助の た 
め 別紙 領収 證の 通ら 御を 晰被 下感 

謝の 至ら じ 御座 候、 夫々 救助 じ充 
當可 致右不 取が 御 禮申述 巧 か斯じ 
御座 候 

大正 一二 年 四月 

魔 廣縣知 奉を 口 留五郞 

♦志 賀盡昂 巧と 乃 木大が 筆蹟の 配が 
を 贺 氏は 本を 十月 ザ 府じ關 催の 锥 

I なる 萬 國亞米 刺 加を 畿じ 出席し y 米 

關 係の 歷史 、义 人の 日本 じ對 せし 貢 

欲、 日本人の ホ 國じ對 せし 巧献 等を 

I 麗满 する 绘な るか 氏の 旅碍 はと 月 十 

四日 ホノグ 、着の 上 一二 固の 講满 を爲 

て 夫ょり 墨國じ 入りて が 達 政を、 德 

I 川家康 、撰の 商人 等じ關 する 遺跡を I 

探ら 化 巧 初 巧ホ國 サンアントニオ 巧 

じ 巧 b て H 本 古風の 碑 おを 建立し 十 

巧 十 H 1 着の 豫 をなる か 0 上 碑 お 

め 建立、 歐义諸 大家 どのを 際 じ 要す 

る 要用を 巧ず るた め 乃ネ大 おか 載 中 

ょらを を 稿め 祕忠贷 巧 じを ゎたる 爾 

i 靈 山の 詩の 原作 (寫眞 版) じ 巧 か 嘴 和 

I したる 古詩 (患 贺氏巧 筆 一を 定惯) 弗 

にて 配が しあ 取纏め 十 枚を 中 込む 者 

に 對し氏 ど 親を ぁるが 旧 水を 翁の 巧 

筆 組 地 一 故を 無 巧 じて 進呈す るが 旅 

順役兩 英雄の がを H 、 ーダキ ー組を を 

偕 十 仙 じて 配付す る 旨 本社へ 巧狀ぁ 

ら中込 所は 难府 大彼舘 、を 港 キヤ リ 

ボグ -1 ア衔丄 ハ ーニ 小川 亨ぶ 布® ホノ 

八、 郵便. 函 四と 四 氣付お 赞重巧 巧 宛 

参ナィャザラ フォ！^^ ス伸栽を雜は 


_ 墨國 臨時政府の 組織ぶ 大統領の 人選 

じ 願し ホ タ刻 0 巧 商議 中 じて 墨國化 
表 者は 伸 戴 會議の 指名せ るが 巧を は 
墨國 憲法の 規をじ 基き 形式 上 ゥエグ 

夕氏 之を 巧 命すべし どま 張し 米國侧 

は 右 ま 張 じ 同意 t る 時は 米 國か當 が 

ゥ エグタ 政が を 承認した もど 同様な 

どの 理 をを 0 て反對 したる か 本 目 

午前 ホ國 代表者 最离法 院が事 ラマ I 

氏のを 言せ る 巧 じ 化れば ほ權 授受の 
^窠 一手 線じ關 しては 双 モの慮 見を < 
致したり ど ゐら尙 信ず 巧き 電報 じ 
よれば 政 樵 授受は 樓宵 上墨國 憲法の 
手績を 省ぶ き 後任 者は 墨 固 最高 法院 

I 長の 前じ宜 誓を 爲す じよら て 大統領 I 

の 職 じ 就く 事じ両 著のを 意が 立した 
る ものょ 如し、 臨時政府の 委員は 都 
人口 五名を 措 あし 何れも 要路の 首班た 
る 只くな 中 外務 卿 じ 措 名され たる 者 

か 大統領た る 可き‘ 事は 過日を 化を 者 

のを 怠せ し 所 VJ 異なる 巧な し 
々ラン ザ將 軍は 昨が サグ チ。 じがて 
仲裁 會 講じ 參 加せ しわる ねめ 憲政 軍 

の 代表者を 派遣す 可き 事を 聲 明し 豆 
つかして 化戰 せざる 可し どを 言 せら 
を じ對し 仲裁 會議 は飽 まで 當初 のち 
張を 固持し おし 間將を かか 戰を 背せ 
ざるに 於では を然 仲裁 會畿 じを 加せ 
しめず ごの 態度を 明か じした る も ホ 
I 國 側の 代を 港は 非を まじ 患 政 軍の 化 
を 若を を 加せ しめん i を提畿 した b 
尤も 化提 講拒絕 せらる！ 操を は米國 

代 ま 者は 代つ て 憲政 軍の 意 巧を 仰 裁 

晉議じ 提供すべく、 今後 會畿か 如何 

一なる ホ 法 じ 化り て 進 巧 せらる i じ 論 

なく 蔑 政 軍の 代表ち 派遣は 仲裁 會議 

の 進 巧 じ 前途 良 巧なる 結果を 齋ら ず 

すし どは 一 船の お 測 一致ず る 巧な 
♦た 保 法學憐 ± 巧 十八 日 セ ドリ 
ク號 じて 渡 歐の當 

♦祂戶 關西學 院長を 岡美轉 氏は 數 

日 前 巧 ホ、 目下 ホブ八 チユグ シア 

最沾 

•を 河 合 あ 食 社員が が龜太 郞氏歐 

I 脚より ホ 着 日本 慎 樂巧じ 巧ら 十旧截 

滞な の豫定 

み關崖 朝鮮 總督 が學務 局長 華が じ 

是 けら 


一 發の尝 なる か大博 終了 期 迄滯藥 すべ 

しど 


巧 巧 流 川 氏 前 常が 円本 人會 書記 

長たり しを は 逝 日 巧滯巧 中；： f りし か 

十二 甘 出 發歓州 經由歸 を じ 就けり 

參お菊 忠良 氏 S ホ物產 支店 機械 部 
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i 機 製が 術 等を 叮嗜 親切 じ敎授 中、 斯 

1 道 じ 成功 せんごす る H 本人 主 巧 年諸哲 

の來 校を- 埋； む 

目本人飛巧攀校^ 

理事. 木 下 國太廊 

A.via.tion FieW JVIhieola L. I. N. Y. 


I 革 箱 製造 

_當 社 製造の フアン シ！ ケ 1 スは日 

一本 雜货巧 及び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 

る 必要品なら 


•飯 裔總 領事は 昨 十二 日ニユ ー ジ 

ヤ*— シ*— 子 ザウブ ドリ^— ラント ア 

てニュ ー 八 八 I じが 轉 せら 


♦がを 默氏 クオ ー グド紙 記者なる 

一祠 氏は 本社よ な秦 谣大愧 特派 通信 貴 

どして 派遣 せらる！ 事 じ 巧し 近々 出 i 
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乂發賣 禁止 揃 ひ 

咳 質 禁止 海 巧 幸 梅 著 


男女の 生活 


ぶ带 一 弗 二十 他 

I 本書は 著者 濁 特の輕 妙なる 筆法を 0 

て 露骨に 巧 女の性 的 ホ 活を說 明せ し 

も呵な るが 內を其 だ 猛烈を 極めし 結 

^果 遂に 其 筋の' 發質禁 化 ごならし 物 化 

▲發 賣® ‘，，，' 带棚 将类を 



を 傾 四十 化 

本書は 風俗 壞 就を 寧 秩序を 飢の下 じ 
1 發賣蔡 止 どならし 奇 々珍げ の 書な 6 

A 發費— 燥， 化，！ 狄掉も 塞；，：‘ 



を 僧赛弗 

本書み (生殖器 德) 生殖器 解剖 じ當 

ては 露骨 じ 且つを き處じ 手の 屈く が 

如き 猛 巧なる 筆法 じ 化り 說明 せし 故 

か 出版 ど 巧 時 じ發賣 禁止され しもの 

じて 世み 無類の 珍書なら 

‘發賣 禁止 白雨 機 ま 人'' 


きわず め输 


I 靈 禁止 


I を借壹 
化 深 正悚著 
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を 情 思想。 解剖 


を. 段 化 十 巧 か 

ミ sg M * さ tw ii s ■■■• を •••s ssssv 

iT 空前の 大 傑作 益々 好評 

▲菊 地幽 巧の 作 愈々 完が 


百合 子 


を 槽前一 弗 十 化 中 一 弗 後一 弗 十 化 
_ 目下 故 國 じがて 梨 劇界の 大立 物た る 
百を モは大 がな 日 新聞の 連載せ しも 
るなる が 婦人の 髮は 申す を.'- な < あ 
I 類 じ 迄な 合ず 形の 模様を 化る までに 
I 流 巧せ し 近代 稀なる 一代 傑が ごして 
I 本書を 讀ん でが かざる ものは あなら 

-お六 先生の 新著 . 
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巧舍 貸間 

エス トフ キ ドゴグ フ俱樂 部へ 

電卑 じて サ かじて 達する 日本人 住宅 
じ淸潔 じして 巧靜 なる 貧 間 一一 室 をら 
御 希望の ホは 下名へ 林 まき 
205 oasino - A . さ. Cran す ！ 'd NV 」• 


御 下宿 

を 六十 了 目 二 巧 お發地 

倉 巧 平 次 I 
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一！！ 御 下宿 中 川 

チ 玄ブ！ 街 一四と 半 

ohas な aka 巧 a さ〇 .- 

Phone i 31 8 Orchard 


御 下宿 
中島 

108 巧 • ご 7 窜 N. Y. City. 
Phone 璧 苗 } iarle 3 



CM * ミミ ■ミミ ミ 


御 注文のを 少じ 不狗早 
速 配達す 化 候 

ちま 密養 E GAKE 夏. 

一客》 Ave.-y?L N. Y. C ぞ 
Telen ご one 3aza r > 2i8 


移 
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巧 望なる 貸 地 

A 人物の 如何 じよ ゎて は 相當の 資本 

を 貸 輿ず 

場所は デラ ゥユャ 河の 上流 じて 產お I 

物を 大都會 じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 

二 一一 裹 町な 上 貸 おし、 ブー 义は S 年 I 

威は 五 年 じても 可なら、 若し 買な 希 

望の 人 じは 一英 町 廿五巧 よらな 五十 I 

巧を じて 夕少じ 不拘賣 渡す、 農具は 

相談 じよら 貸 巧し、 を樹 植付、 養鶏 

密踞 飼養、 養豚、 乳牛 等 じ 願す る資 I 

地の 經驗 を敎 巧す 可し、 又 ± 地は イ 

ナゴ裁 培 じ 適す 養 鷄ホ望 者 じは イ 

ンキュ VI 夕 J を 貸 巧す ホ 望まは 

新報 社へ 申遂 みあれ 
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泥棒の 天下 嗤 



最 おの 漢口 電報 じよる ど 峽甫】 帶 

:を揉 醜した のは 白痕じ るら ホして 洪 

江を 匪で 白 狼は ヤッ ト化頃 荆紫關 を I 

越へ たば がら だ ど ある、 著名な 匪徒 I 

の 秘密結社 じは 洪江 をの 外にな 熟會 

ごい ふ もの も あれば 哥 ちを ど 云 ふの 

も ある 义靑な 轿會ど 云 ふの も あるが 

日！ の 食醒が ~ 閣 どなつ たおで 南崇 I 

中央を I 氣じ礫 醜し 盡す おの 機敏の 

巧 動か 巧 ホ 得* へし ども おはれぬ 從つ 

て 今の 處峽 西に 荒れ 廻つ て 居る のは 

白 狼 軍で あぇ ど 斷を する よら 外 じ 化 

方かない、 洪江會 醒ど云 ふは 蓋し 間 

I 違で あらぅ、 间會の 一頭 目 錢祥輿 

ふ 男 か 江 西 省で 亂を をし 梧桐 樹地 

一 そで 相當じ 勢力を 伸ばした 例 も ある 

か 其き か 非常な 淫亂 女で 部下の 某々 

ど赛 通し 錢の巧 家を 官憲 じ密吿 した 

一 爲め閒 もな < 補 縛され てし まつた 今 

H の處 ァレ 程の 大巧 動を 試みる 泥 俸 

I 随は白 狼の かじは ない 當だ 

▲白 狼は 峡西じ 入つ てから 政治を 命 

ど 乂 裤 せる 旗を 滿し 自ら 中 族 か漢軍 

I 大總 '宵と 裁し 盛ん じ ホ 吿を發 して 商 

ほの 慰撫 じ 努めて 居る、 峽両じ 居 化 

せる を 外 園 人からの 近 報じよ る ど 白 

狼は 其 軍を 二 一隊に 發 けが 一を なて 盛 _ 

關め官 兵 じ對抗 せしめ 一つは 孝義か 

巧を を 腿 迫せ しめ 而 して 他の 一 嫁 

をな て漢 中の 奪取 じ 向は しめた どぶ 

j る、 白 狼 軍の 巧 動に 關す るを 柿の 報 


を 易じ岀 ホる もので ない 

▲尤も 還 屋の戰 では 官軍は 案外 頑强； 

じ 抵抗し 大隊 長の 委王 林は 戰巧 しか 

事の 騰忡 黄は 九 冗 じ 一生を 得て 逃む 

した 御蔭で 白 軍は 閒 巧を 部を 燒 却し 

てし まつた 

A 白 軍じ對 する ち 軍の 陣立 はを 軍を 

をして 約 六 万人 ぁる 外 じ 陸 建 章が 拱 I 

銜軍 十營を 率ゐて 討伐 じ お ふ 箸で 白 1 

軍を 包圍し 一孽じ 揉み 潰さぅ とい ふ 

の だが 注文 通ら 巧く かどぅ か 
▲白痕 は 一縣を 取り】 がを 略ず ど 直 

もじ 郵使 局を 占領して 封筒の 上 じ 白 一 

I 狼の 二字を 擦 巧せ しめる 從っ てま 那 

I 官 をが 白 狼 騒動を 掩薇 しやう どして 
も 其 手紙が を 地 じ送附 される と共に 
其 主 地が 白 狼の 手じ歸 した 事は 直ぐ 

確かめられ るので ゐる 


♦記憶の 巧い 森义お 代議 ± 

東京が 選出 代議 ± お义 保作藏 をの 記 

憶 ど 巧て は 一 補 奇跡 ども 云 ふ V き藝 

當 でぁる 記憶 術の 秘傳 でもを るか ど 

あへ ば さぅ でもない お 年 化の 啤 じか 

聽 される 記憶 術な で； は トン ト沒 を^ 

渉で 先生のは をく 天性 ど 努力 どじ 基 

いて 居る t も 自然の 經を上 自家 自得： 

の 職 想を は應 用され て 居る らしい が 

巧を はな まじつ かの 物識は 巧つ て 事 

業め 邪魔 じなる どい ふので 一二 十年來 

讀普 ごい ふ ものは 経てした； がない 

▲ネ 記憶せ るは 夕< は 少年 時化 じ 

覺 へたら のじ 係つ て 居る チヨ ジトな 

項目を 擧げて 見る ご四舊 、日本 外を 一 

日本 政 記、 平家物語 、太ず 記、 文章 一 


今の 間 じは をはぬ ごて 相手 じせぬ、 
先生 笑 ひ 乍ら 本は 己が 持つ て 居るな 

し 頭の 中 じ 置いて あるの だが 必要 ど 

あれば 讀 んで聽 かさぅ ど 咳) 咳して 
^ 新 ザ 白 石 傅を 息 もつ かずじ 讀み 立て 
たので 一座の 面々 あれ 驚いた ィ J いふ 
話 も ある、 ィヤ 驚いた 許ら でな く 化 

運 中の 某々 は 其を 畏敬のを をな て 同 

君 じ 對し特 じ 宴席を をけ てな 乂保君 
招待 ごい ふ 事 じな つた か 其 席上では 
H 本 外 あの 或 部を ご 巧を を衔 物語の 
少年 國 ょも 色慾 國 までが つ 通し じ 請 

ん だもの だ、 义加波 山 事件の 豫審調 

書な では 本件に 駒 係した ホ 乂保喜 セ 

ち すら 細かい 事は 記憶して 居ない の 
じ蘇义 がをは これを を 部 記憶 辆 讚し 
て ル乂保 君を 驚かした 事 も ある さぅ 
だ、 前言つ た 通り これ 等は 昨今の 記 
i 憶で なく 一二 十 年 巧 人 も 知る 如く 讀舊 
を廢 して 居る 其な 前の 記憶 だから 先 
づを跡 どいつても 巧い くらい ならの 
だ、 猫 や 犬の 聲 色を 使つ て 大挙で 解 

剖した 落語 あ も あるから な义巧 君な 

年の 後 もまた 解剖 もの かも 知れぬ 


導を 綜を して 見る V 此觀 測は 適 中し ~ 軌範、 霜 記、 八犬傳 、夢想 兵衛物 

て 居る らしく 腺 はれる 


▲支那の 官憲は 岀來 得る 限ら 白 狼の 

勢力を 小さぐ 報吿 して 居る 從 つて 島 

邊 のが 息は 白 おおの 敗 化を 傅へ ぬ も 

のはない 現じ 官 をの 敗 化を 眞正 おじ 

發 表した： めを 職され たを を も ある 

1 而 して 是 巧の 大脈か 横 巧して 居る じ 

拘らや 官贼め 間 じみ 戰ご いふ 程の も 

のは ホ だ 一® もない ご 云 つても 差 ま 

へない、 之は 不思 儀め 様で あるか 事 I 

I 實を閒 いて 見る ご 不思儀 でら 巧で も 

ない 是れ 一つは 白 狼 軍め 巧 動 神速な 

るか 爲め官 兵 か 奔命 じ 疲れる どい ふ 

理 おも あるか まどして 官兵か 態ど戰 

1 爭を 避ける ためで ある 

▲官 兵は な 狼 軍を 恐る 一 事を だしく 

いつ^ 遠 < から 白 軍の 掠奪を 望見し 

白 猿 軍が 掠奪を 終つ てお發 した 後 じ 

堂々 ど乘 込レ而 して 報吿 して 曰 < だ 

「白 軍 某々 方面 じ逃窥 せら」 ど コン ナ 

有様 だから 白 狼 軍の 討滅 などは 中々 


語、 伊 赞越化 討、 佛蘭西 革命 あ 等ょ 

6 短文の ものでは を 文の 類 及び 正氣 i 

の歌、 長恨歌、 琵琶歌其化加波山事^ 

化の 豫審 調書 巧 他人の 溃說じ 至る 迄 

を部お< は 大部を暗記した ま { 立板'| 

じ 水を 流す が 如く 辆讀 する 化れば 貿 

頭から 順を 正して 結尾 迄 やる のは 何 

でもない が 中から 請んだら 結尾から 

讀ん だら 順序 不間 じいろ- ^ VJ 讀み 

ホを 變 へて、 サテ 試み じこれ を 筆記 

させて 接ぎを せて 見る ご 書物 じある 

通り 完 をな ものが 出 巧 上る ごい ふ夕 

だから 驚く、 同 君が こんな 記憶力を I 

持つ て 居た 事は 一一 一十 年 巧の 知 巳ぶ 人 j 

等 も 近牟迄 知らな かつた さぅ である^ 

が 或 集き の 席で 端な く 

A 新 ホ 白 お 傳じ關 する 議論が おて 

一 納まらが つかぬ ので 化れ を 見た 森久 1 

保 君は をれ は 本を 見ら や 直ぐみ るぢ 

やない かど 云 ふ ど、 本を 見れば をる 

じ 極つ て 居る が 巧 じは 本がない から 


4 \ 

(( 


巧曹韶 


)) 

ぃ» 


德義 どか 道徳 どか 實じ 恐れ入 6 まし 

た、 山は燒けてら山鳥た^ぬど云ふ 

ではない か、 子供の 一二 四 人. もんる 妻 

子を 打 もがて 他の 若い 美しい の 乘 

おふるは あれは 近世 道德 じは 毫も 

抵觸 せの ので 何 かなし じ 夏が 巧た の 

でを 服 ご 取ら 換 ふるどい ふま 意即ら 

1 ダンナ チユ ラブ ズム どで もる ふ 

意 じ や、 ィャ- ャ偷巧 も 道理 も解释 

の 致し ホでは 盜賊も 一二 をの 理 ごか、 

ス コン ユ」 が ィタ チの カツ チンベの 

点を 笑 ふかな、 兎角を ひ 逃げ 着 逃げ 

持ち逃げは 國の 東西 異らは あるまい 

尝 夫れ 日本人の みならん やじ や 併し 

子供の ひも 逃げ じ 至らて は 吾輩の 知 

る 巧 じあらず 丢 々逸を； 每日 夕刻 

じなる ご 五衔ゐ たりを 一二 二人の 美人 

を鬧乗 させて 威勢ょ く自働 車を 馳せ 

ど. る 日本人のを 男が をる から 內 々身 i 

元を 探つ て 見る ど 一二 年間 シム ミリ 田 

をで 稼ぎ 蓄 めて 久し 振ら じな 塵裡じ 

出て 大じ 要領を 巧 どるの だどサ (誰 

歇郞) ▲前 共濟會 幹事で ゐ つたせ 山 I 

君の 消息を 探し どる 連中が 大 みある 

さぅ だが 同 君は 梅田驛 前な 葉屋 どい 一 

ふ 貸自働 車屋を 經營し 中々 盛ん じ や 

つ ごる (新歸 米 者) 夺ド ー モ 巧ぅ 熱く 

ち ややら 巧れ ね 誰か ビャの キヶ ー ス 

を 持て 巧 ひ ( A 參 生) 
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育 新報を 借 (前金 致稅 共) 一 
□一部 金 五 他 □六 ヶ月み 一巧 
□ーヶ 年み を壳 

千 化 巧 十一を ハ 巧 サ四曰 郵が院 _ 
駭巧 

發巧兼 縮輯人 甲斐 健 一 
發巧巧 お 育 新 お 社 
お 育 巧 第 六 巧 二 一二 八 

窜詰丄 ハ 四と 一ニ チ H グシイ 


た 道 外交の ぶ體 

ナイ ヤ ボラ フオ！ グス じがけ る 仲裁- 

I 會議は 今や 墨國 大統領の 巧 繼者逃 巧 

問題 じ 就て 米墨兩 者の 意見を を 致せ 

てむ る 能は ず 更に ザ カ テ カス じ 於け 

る 患 あ 軍の 大敗、々 ラン ザ 代表者と 

|米圓化表者ど の バ フ フ 《 1 會見及力 

ランデ、 ブイ ヤ兩將 軍み 裂の 事ゐる 

じ 及んで を 渉 調停の 進が じ 著しき 不 

極を 感ずる じ 至らたら、 吾人は 伸规 

會議の 前途に 勒 して 輕 々しく 巧 成否 

を卜 する を 巧まず ご 雖も而 から 徐ろ 

じ 旣往約 ーヶ月 間 じ 渉れる 乂國 なが 

の 態度を 考察 すれば 米國 はか 裁貪議 

の開權 によらて 其對 墨な 策の 眞目的 

! を 自白す るの 化 わなき じ まりた る 事 

j を 看な せざる 能は ざるなら 

蕃し米 國の對 墨 政策の ホ 眼 どす る 所 

は锁を モン 曰 1 ま義の 見地 じ 立 も H 

が 及 歐挪列 强の势 力の 墨恼內 1 じ擺招 

一す る 事を がげ 岡が じ自 國の敦 力を 滞 

1 張 扶殖し 0 てを 晚 じを 馬 0 化の 地を 

.一星 驚 旗下の 數力範 園たら しめん ごす 

る じ 巧ら 故に ホ國じ 大統領た る あは 

巧ら < 此方 かじ 則ら 煤を じより ては 

をがを力をなて 墨國查 4 ^を化服す る 

の大覺 悟な かる 可から ざる や 勿論な 

6 、 ウイ 八 ソン 氏の 學究的 推理 じ 藻 

I ける 巧 墨 方針が ゥユ； 政府の 不承 

認 じよら て化づ 其た 敗の 端を 發し辩 

1 ホ 事 かの 絡 簡擴大 し ホる 每じ 其惡お 

1 を激增 して 世界の 嗤 をを おきつ {ゐ 

る 所な の もの 一 じ 如上の 大方 針 じ 背 I 

娜 したる が爲じ 外なら ず、 玩 其じ词 

じき 鶴 ま 軍艦 一二 隻を 威魄 する じ 六十 

I 隻の大 艦隊を 派遣す る 程の 勢澤 なる 

I 國民じ 取りて は 一' 學 発の 錯誤 固 よら 

期の 茶番 事 じ 過ぎざる ザ けんら 多 

年戰亂 の慘禍 じな ける 墨喊 にじ おら 

ずは 實じ 迷惑 千 萬なら ず や、 ウイ グ 

ソ ン氏は就任 0 巧內外の施設等し< 

正義を 道 じ準據 すべき 事を 徵明 しみ I 

猶ホ國 は 墨 國じ對 して 些の巧 也を 抱 

藏 せず VJ 言 ふ ど 雖も斯 のかき は 一巧 

じがて 都を よく 自國の 刺 權を捣 張し 

化 巧 じ 於て 自家のを 究的 理想を 實現 


せしめん どす る 謬 想 愚論 じして 偶 ま 

米 困が 其 巧必を 巧み じ 陰蔽 せんどす 

る 羊 頭狗巧 的が 策の みと 評せら る！ 
も 一言 辯 解の 餘地 なきなら、 巧み じ 
をな 當 面の 事 實じ徵 すろ じ ゥイ グソ 
ン 氏は 其 初め じがて 墨 固の 實情じ 通 
せ ざり し 結 あゥユ グタが 軍を なて を 

平に 選擧 されれ る 大統領なら ざるが 
故 じ ま認せ ホど稱 しながら 今やべ 港 

の 占領 じ 反對せ ざら し ホを 围 をの 典 

型 山賊の 張 本た る ブイ ヤじ 秋波を 送 

り ブイ ャ じして 成功 せんか 嫂を 認め 

て墨國 大統領たら しめん ごの 態度を 

て 巧し、 憲政 軍の 事實的 代を 者 どなら 

且つ 仲 栽 會議を 通じて ゥエ グタ なが 

I 頗 覆の 目的を 達せん ごす、 即ち ホ國 

极 がの 限 申には 墨國の 平和な く唯自 

I 家の 利益 あるの み、 を 平なる 選擧を 

巧 ふとい ふが かきは 畢覚 ずるに 織を 

の 一顧 だ じ 値 ひせざる 所、 吾人が 仲 

魏會議 は米圃 政府を して 對墨 政策の 

卯 も 之な な、 要する じ クイ グ ソン 巧 

-は其 理想的 外を 政策 じ 失敗して 實際 I 

的欧治 家の 妙 諭を 學 習し 得たら どい 

ふ ザく、 化物が たる ホ圖の 正義 仁 道 

すを は 茲じ其 正体を 曝露し たらと 云 

ふを 得べ けん 

A 寄 嘗 ▼ 


一: 蹈會の 組織に 

就て 

チ！、 ユスを 

A 顧れ ば 1<^<年前 正 を銀 巧 の 今巧氏 

を 始め どし 紐 脊化留 者 間 じ 舞蹈 會紐 

織の 計畫 をり しが 不幸 じして 日露 關 

戰の事 あら 其 儘 立 消 •口 どなれ^、 當^ 

年み は舊式 ダン' 足 じ 熟練し 居た らし 

も 之を 爲 すの 機會 なく、 數 年後 じ 至 

り 狩 機會多 かりし をな てる 人間 じ勸 

1 誘を 怠ら ざら き 

A 然る じ 今や 舞蹈 界の 傾向は 一獲し 

て 新式 ダ ソスの 世 ごなら、 S 年前ィ 

.-キ ー ツ ロット どして 世じ顯 はれ 巧 

I 巧の 世評を 受けね るら 昨秋な ホは を 

然 なをし 形 ま 頃る 優美 どならて 夕； 

1 ッ〇ッ '卜 のかき は 世人の 口 じさ 


へ 上ら や隨 つて 舞蹈 攻擊 の聲 はを く 
其 跡を 絶つ じ まれり、 斯る間 じ 余は 
_ お かじ 斯界の 氣 運を 觀 望し 居らし が 
I 今や 酱 式の ッ 1 スブ ップ 、ゥ ォグブ 
の 如きは 何 あにても を廢 ご rA ら ダン 
ス ご 云へ ば 恋 < 新 まじ 變じお ホ 必ず 
一永 織す V き 挫 由 ある 事を 蠻 見し 直 も 

じ 練習 じ 取掛ら 僅かの 日 歎を 經て悉 

上達 せら 

A 新式 グン 乂が蔣 ホ永續 すべき 理由 

W は舊巧 ダンスは 單 調なる のみなら 

j や 何れら 滿 をの 會 衆は 悉く 同じ ホ 調 

じて 踊る を 要する じ 反し 新式は 變化 

じ當み 化つ 十 組 ぁれば 其 十 組は を異 

ら たる ホ 調 じて 蹄 b 得べ く 且つ 7 ン 

ス ブツフ 、ぺ ジブ！ シ ヨン、 マキシ 

ッセ、 タンゴ； 等 巧れ にも 應 巧し 得 

られ 、お "式の ものょ らも 練習 じを 易 

じ 疲勞を 感ず も 事 欺な ぐ、 優美 高尙 

觀 者の 眼を 專 ぶしむ、 みか ダンス 線 

智を觀 誘す る Jji 由は ダンプは 健康 じ 

巧し < 义 社を にじ 必娶 a . るが 故な が. 

▲义固 じだ 住 > る 同胞の 多くは 旣谣 

ホ婚 のがな < 井 化 ヵグタ 遊び 等 じて 

無聊を 慰めつ i ホる が 如し、 元ょ. 〇 
究 化は 特じ啼 •しから ざるべき も燈乂 
の 下數人 j を じ 集ら 終が 么じ 耽溺す 

るが かきけで 識 不知の 間 健康を 嶺ふ 

一事 ゐりポ — 々1、 サィ n n 亦 不健康 

がの 遊戯-なるお じがて 同様なら 化 外 

お 里 じ 出入し 暴食 藤飮 する 等 も 病魔 

の ホら 擎を 待つ ど 同じ 思は ざるの 

一 甚だし— のどい ふ 巧し. 

A 專間胞 は 鬼 巧 巧 达ま義 じて 不健康 

の娛樂 をが わ 事よ 記の か < な るが 實 

瞭上 化み 雜 靖 あら どず る も、 义 

人 じ對し 「円本 人は 到底 吾等 ど 饲化 

し 難き 國お なり」 との 口 實を興 ふる 

のじ 一」 なホ乂 人間 じ 醫岡胞 を 非難 I 

I するめ 聲巧 まら 巧ら しも 强ち 彼等の 

みを がめ ふす る 能は ず网胞 自ら 抱き 

し 罪 あるか も 知る 可らず 义妻 帶を殊 

じ 白人を 巧 W する 間胞が 社を 上米 人 

の 爲す可 拿を 爲 さず 暇 さ， ロムれば 

日本人の 遊 ィ>炼 所 じ 赴き 偶 ま 妻ず が 

满 劇、 活動 巧眞 じがかん ど だ ふ も 河 

I 等 かの 逆辭シ 設けて 同 巧せ ず、 家 じ 

化ら て 茶話が、 力！ ド パ ー チ ー を 催： 


さんど すれば 私 かじ 逃げ おし 妻が 親 

|戚朋ぶを集め て ダ ン シ ン グ パ I チ； 

を爲 さんど すれば 己れ の 知らざる を 

理由 どして 之を 許さず、 斯 くして 宮 

I 然 不快 不 がの 輔を薛 き 終 じは 破鏡の 
I 嘆を ホす が 如き 例は 往 々じして 見を 

る 所なら、 か； る 同 抱は 他 鄕じ白 





口 時 

海 尼 

ラブ々 ウエ •ー ビ！ チ 

み 男の子 
稍々 沖 じ 
さぶ めく 女 
波打つ 陈じ 
水が 緣 しの 戀な るか 
0 0 0 
波が あやで る 

碎 けて 散る か 
じかし ほの 
晒 喉を こわて 

唇は 紫を じ わな-^ きぬ 
0 〇 0 
辛き 化の ためしを 
しら Q ぅ ふむ 
戀 すて ふ 人の 名を 呼 ふ- 

ス す w "** ト ゾ 卜 

户 子！ ム ゥンの 甘き 极を 夢む- 

靑 春の 血が は 湧きて 

0 0 0 

世相は 夢 か 巧 か 

泡沫の 管なら ぬ 人生 

常 巧の 戀じ あこがれて 

淨樂の 衾に 

身を 橫 わんと 

藻搔く 人の子 年を き 


婦人を 妻 どして 居ながら、 鄉じ 入て 

I 鄕じ從 ふを 知ら や、 無理 じ 自國の 僧 

をを 巧 はん どして 家庭の 不和を 招.. 

を 知らざる 人々 な- 1 :' 

A 聞< 巧 じ 化れば 化 留鬧胞 中 白婦ん 

を 妻 どし 居る 人 二百 五十 餘名 をら て 

I 尙每お |二 組の 新 結婚ち あら VJ 、 みは 

是 等の 諸氏 じ 向 ひ 米 人 VJ の 社を じ最： 


も 必要なる 舞蹈 會を 興さん 事を 望 わ 約 違反なら とし ホ國 ながは 然らず ご 


者なら 且つ 是 等の 人な が 家族 友人を j 


ま 張し 居る 次第 じて 何 かの 方法を 諸 


堂 じ 集む ごせば 千 名 じ 近き 日米 男 やる じ 非 ざれば 到底 問題 解决の 運び 


女の 集を 出 巧る 譯 なら、 舞踏 會 組織 

は 余 多年の 持論 じて 從巧屢 々ぶ 人間 

じ勸 誘し 居た b しど ころ 近 ホ 漸く 吾. 

說じ 傾す する 若 出て ホら しは 大 ひじ 

余の 意を 得た る ものなら (ホ 完)- 

を 帝 暗殺 おを る 露巧ユ n ラス 陛 
下は 御 一族 S 共 じ 過：：！ グ ー マニア 國 
王を 訪問 あらま 十と 日 御 歸路キ シネ 
市 ょら 露 都へ 向は せらる ~ '途中 何 一 

をを を 知れず 强 効なる 曝 裂 彈を斬 上 

じ 装置した る もの あらと 見へ 前衛の 
列車は 曝發の 爲じ紛 塵せられ 數 名の 
、負傷者を おした る も 陛下の 御 一巧 じ 
は 無事 御 歸還相 成らたり ど 


じ まる まじく 一說じ 化れば 珍 旧 大使 

は兩國 間の 爭議 を海才 仲裁々 がの お 

I 决じ委 す 可ぐ 提講せ b ど 傅 へらる 


►希 主兩國 の戰雲 群島 所屬 問題 じ 


善 仲裁 會議經 過 

ナィヤガラ フォ ー グスの 仲裁を 議は 

I 過日 巧 墨國新 大統領の 人選 問題 じ 就 I 

き 討議しつつ ぁらて 墨國 代表者は 
H グタ 巧の 後 ほ 者は 飽迄 中立の 地 
じ 巧る 人物なら ざる 可らず ど ホ 張し 

米國 側は 現ぶ 憲政 軍 中の 有力なる 人 

物を 推さん ごし 巧 ホ 共を 然正 反勒の 
態度を 取つ て でらず 目下 巧 ホが 問答 

の 姿なら、 彼て 墨國 代表を は 一般の 

を ホなる が 斷じ訴 ふるが ため 去 十 お 

篇 のを 開が を發 表し 憲な 軍の 現' 一 



i 雇 1| 言 察 時間 


•ゴイ - I j ミ' njirt n/ll/ l - ■ tTA — 
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巧 柄 亞細亞 主 ザ 古の 住民 同地 じ 巧る 
ホ 臓 人 男み， 旨餘 名を 惨殺せ るを 事’ 助 1 

ホし 両国は 目下 織ん じ 戰備を 整め つ 
i を^ . 

アグ バこア 首都を 擊回 々敎 徒の 
叛軍は 去 十六 日 午前 六 時 ょら 嫌ん じ 
砲陣を 列ね て間國 を 都 デュ ラツゾ I 
巧のを 擊を 開始し 國王ゥ ィブ アム 殿 
す 自ら おで i 之 じ應戰 せら、 反徒の 
巧 也は 頗る 頑强 じして 亞國は 結局 巧 
々敎の 統治者を 仰が ゴる 可らず とる 
言 せら， 

里の 洪水 佛都化 おじ 過日 巧大 
條 雨を b 巧內を 所は 水道 破裂の ため 
I 街路に 大欠陷 をを じ十數 名の 死者を 一 

山 3 すじ 至らたら ど 


» 旨 午前 九 時 ま 同 十 こ 時 
T け W 自 午后 丄ハ時 至 同 八 時 IJ 

C か 2 但 日曜日' ィ 前約 ノ 患者 ュ限 

て ご •バ 高見 豊彥‘ 


壁蠢 お輯 


け i 巧 K 琵が 1 


i/0000 


目 米 交涉再 開始 

珍 田 大使は 過日 巧 加州 王 地 法 じ關し 
ホ 國欧府 じ 向つ て 新ね じを 渉を 開始 
したる もの： 如くを じ 對し國 務卿武 

雷を 氏は 曰く 

昨年 八月 廿 六日 附 H 本 政が の 最終 

抗議 じ對 する 米 政府の 回答、 或 他 

の 解が 法を 講ずる ため 遲延 せる が 

確定 次 遠からず 回答の 運び じ ま 

るで 

ど、 巧の 所謂 或 他の 方法 どは 條約上 

H 本人の 權 利を 保護す るた め 議會の 

承認を ホむべく 意が せる ものな らん 

VJ 觀測 るる J も 大平洋 沿岸 州 選 出講 

貧の 態度 ょら すれば 本 巧議會 閒會中 

日米 問題の 議場に 上る かかき は豫勘 

し 難く 華府 政が も 頗る 其が 嚴じ 苦し 

み 居れら ご、 一 冗巧兩 國爭議 のち おは 

H 本 政府は 加州 止 地 法を なて 飽迄條 


の 誤 まれる 事を 指摘し 直つ 黑國 おめ 

一 實愤は 立憲 孜治じ 熟練せ る 欧米 諸國 

民 ど 同じく をず 選 擧を巧 ふ 事 能は ざ 

る 旨を 述べ 仲裁 委員の 提議せ るが か 
ぐ 官憲 兩者じ 願 係な き 中立 者を 推擧 j 
I すべし ごま 張せ-^、 を じ掛し 乂圃側 

は翌 十九 日 同じく を 開 狀を發 表して 
玄じ應 じ 憲政 軍の 代表者を して 後な 

者と 爲 すじ 非 ざれば 到底 事局の ま 厳 
を 期す る 能は ざる 巧を 縷述 せら 

♦憲を 軍 總統は ブイ ヤ ブイ ヤは 
十と H カラン ザの 巧 命せ る官定 'が 校 
I 數十 名を 縛して 獄じ 投じ 部下に 命じ 
て稅關 電信 巧 巧 他の 官衙を 占領せ し 
めた る 後サグ チロ じ 巧る カラン ザ じ 
I 巧つ て 左の 要求 馨を發 しおし 應せざ 
る じ 於て は 白身は 斷然辭 職して チフ 
ワじ 退くべし ご 威嚇した るが 武力を 

ちせ ざる カラン ダは す 本 窓に も 要求 

の 全部を がれ 自 個は 一稱名 目上の 頭 

-首 どして ザん せざる 巧らざる じ ま. 〇 

憲政 軍 總統の 權は斯 く- て ブイ ャの 

掌中 じ歸 せり 

ブイ ヤは 軍隊を 統率し 凡ての 軍 

略を 巧 ふす く々 ランダは 巧 政 外を じ 

ほず る 事 二、 ブイ ヤは カラン ザを 

總統 どして 認わ べし 化 後を は 前を を 

軍 除の 最裔 總統 どして 認 むる 事 
一二、 お 校の 賞 詩 軍隊の 配置は ブイ ャ 

之を 司る、々 ラン ザは プイャ の 軍事 

巧 動じ おし 巧して 干渉せ ざる 事 


K d W 

0 ^ 

S ん巧一 

^ g 

W 日 側 

八 也^ 

^9 G 


^ @ な 人な 上 ノ宴會 ュ適ス グ大靖 間 r ブ@ を あ J 切最ぉ 
ま 室內淸 お 紳± 諸君 ノ 宿泊 ュ適ス @ 多年 ノ経驗 プ有ス 
〇 グ巧理 乂ブ有 ス@內 外 書 8 誌 諸 新聞 球臺蹟 募み が 等 
^ ゾ娛幾 機 顆ブ備 'フ 

0 


W 河 添 旅館 


6 C 

お 巧 
TH <■-*- 


U - II - * 巧-定期 { ff 篇廷齊 錦 加 

巧を^ 艾鑛 I 謹 譜- 

横濱ぶ 金銀 巧 紐 曲 張 所 

日本人の 鄕里 送を は 邦ち 壹圆 二が 米貨 五 お抑ノ 
割が (無 ぞ數料 ご テ實け 本な ヲ經ブ 送を ホ 取 巧 
.申 巧 


W W n 

巧 e a 

加 ANH 
1 ^ 3 ^ 

扣 fis 飾 


I 巧 別 


^^0 1 3 J 


I 


SCY / 特別 廣吿 

新荷續 々着 倉庫 不充分の ため 六 巧 中 ホ 
記の 品々 特別 見切 値段に て販 賣化辕 


お 敬 巧 總裁政 友會總 裁は 園 侵 柏 

絕の 結果 長く 頭目な くして 結束し 能 

tf さる 現狀じ 鑑み 愈々 巧 敬 氏を 総裁 

たらし わる 事 じみ 定 したる 替十己 日 
東京 發電じ 見へ たら 
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鳥 具 照燒〇 あなご 蒲燒 、たこ 足 水を 〇ちな 水ぶ 〇小喻 t 

水 费〇小 芋 水冀〇 朝鮮 あめ 〇 化 あられ 〇縷 せんべ か •一 
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巧 五十 九 街 二 お 四 t 

- f f am 


巧 禍 兄弟 商會 


i おぶ 電報 

- ミミ ミ‘ ミミ ■ミミ • ミ • 

一 ♦大巧 お 品 事 お着々 進 巧ず 大殴首 j 

化 始め 乂祂總 规化他 大巧 闕係 者は 銳 
をを も 出品 勸誘じ 盤 力の 結 あを 地 常 
業を の 窓 氣达み 漸く 盛ん じなら たる 
が 八 B 大滿總 戴は みぶ 縣 理事 官を講 
をな 集し 出な 觀誘 じ關 する 訓示を な 
し 互つ 投票に ょ b を ホ 巧の 部署 專巧 
奢を 人選せ^ ど 

I * 大憐 事務官 ホ 巧 上旬 お 任 大博举 
I 務官長 山 脇誰樹 巧ぶ 掌が 官技帥 技ず 

一巧 八を はと 巧 上句を 港 じ 向け お 巧 

のをに 就く ベ < 副總裁 瓜を 中 將のお 

巧は 多み 本年 ホ 或は 巧 年 巧々 大博開 

衙閒際の事ど^:*るべし 


^ を 權大憐 おお 物の】 窠彩 H 本 お 

j お 物 じを 部 珊瑚 及眞巧 じて 裝 飾した 

衣 神殿の 一 摸 型 加 へられし が 其の 教 

1 を盡 せる 技巧 どかが も厮然 出品物 中 

场一 異彩たら を 失は ざるべし 


1 ♦五 巧燒 所のを 勝 力 +! ■東 巧 大か撲 一 

立月據 所のを 勝 力 ± は両闊 じして 優 

勝 旗は 東方 じ歸 せら 

! 

♦河が 當 巧みを 化 願を 官 どなる 

I 巧み i 民 河 村を でが 巧 d 九 U おじ 

一が 官 をを がられたら 


I 名じ對 する ) ょら 巧み 正文を を大時 

の 手許 じ 進 達し 大臣ょり 巧 じと じ惹 

I 見 普を 附し 内閣を 經て上 葵の 手 城 ピ^ 

しわる 所 去月： 九 口を なて 御 裁可 

あ 4 なじ 巧 ± をは 被 吿松本 澤崎鈴 木 

の 一二 名を 法廷 じな 喚し 巧 ±0 下 特に 

I 許された る 傍聽人 列席の 下 じ 實吿の 

电 渡しを 巧へ b 

邸 もが 本が 中將を 懲役 S 年に、 澤崎 

ぶ猛 大佐を 懲役 一を む處し 兩名ィ しも 

I 钢官 動巧祗 奪を 赏吿 せられた るが 鉛 
水 逛兵中 監は化 贿の张 跡 明かなる も 
I 犯罪 後旣 じ十ケ 年を 經 過し がるを W 
て 時効 無 架を 中 渡された b 
がて 刑の 實吿 をを けたろ 松 本 巧 崎の 
'前名は 底 もに 係ち 理の手 じて 下古銜 


1 補助 整理の 目啊 をな て米國 が路統 

論を 嗯 へられ；； る 事を り當時 一部 じ 

は 是非の 譜 ちき 可な 6 論を せられ 
たる も 其 後 ホー 雜 をは 海軍 盤閒 題の 
ためす 旨然か 巧を を餘 儀な くせられ 
川 間 趙は遂 i 1 先 づあ耶 無耶じ 葬り 
去られた る； 端な くも 最近 じ まら 村 
閒 趣は 一 補') 形 まを 巧て 稍み 休 的 じ 
進 嫂し 來 らしら の i 如く ホ こして 政 
が 者め々 塔ょ らして あ 統一 じ 醜し 幾 
か 巧 成す るな 化 ぁるじ 對し當 事を ね 
一二 親船 會站の 間 じも默 々の 間 じ ホ 

捂 度のを 涉を 遂げた る もの ミ 如し 而 

して 其み おは I 而じ 於て 東洋 觀船會 

趾の窮 おを あ濟 ずる 事を 銘-義 ど 
が じ 一二 社が み 離して 經餐 せる ためち 


一なる 黨務 を兒 るを 許さず どて 暗に 拒 

I 否の 慮を 源ら せる ょ 6 今一 應巧總 巧 

I をし で 重ねて 侯 じ 懇請せ しめ 尙 をれ 

られ ざる じがて は 現 巧の 黨 則を 更め 
画 阁寺悅 を お 巧の 總栽じ 戴き 新 じ 副 

總 ぶを 超き て お 敬 氏を 推す 事 じ 最高 

幹部の 評 難內定 しおれば 結局 巧 氏が 
事實 上の 總激 V 」 して 從 巧の 如く 黨の 
實權を 掌 挺する じ 至る すしく 


兵監證の下じ语所じ引か る J 羊の如 觀を要す石が搜其化の經費を節約し 

-東巧 監獄 じ 護送せられ 强盜 巧盜巧 么 じ稍鑛 ら；； ^ る 柳 助を (少 < も 五な 

の 罪人 等 ど 伍して あ々 本 H よら 服役 力圓) を 得し I 二大 游赔會 社み ホ國航 


する じ まれ 

j 右 云 名じ關 する 商 等 軍を 貧畿 の！： み 

正义 はが 被 吿じ對 し 宣吿の 申 渡し あ 

る ど 共 じ 海軍省よ りを 表せられたら 


を 


C 海軍 化 贿带仲 及が 開廷 游軍お 賄 

一事#: のを 巧は 昨目閒 をせられ へ 八 マ 

ては 巧 H 取調を 受け ブ ン ー は 今 十 

| 一 H 裁剩 どなれる が 傍聽者 非常 じ夕 

I し 


> 明治 大學 野球 脚巧榮 せん 明治 大 

一舉 野球 脚は 佐 渡 化 じて 沙潘じ 向 ひ 渡 

来を 雜を繞 て おじ 巧が じあき 靜岡 化^ 

i じ乘 りて 歸朝 する 順 巧な り 


日本 最を信 


み 軍法を 議 完結 

|英閱ク ィ ッ ヵ ー ス を社じがて建造せ 

られ ねも眾 艦を 哪の 建造 じ 願し ゥ會 

社ろ H 本化狎 巧た る S が 物を 株式 會 

祉 よら 夥しき n ム ミッションを 取 6 

たる 前 お 錦 巧 府司か 長官が 本 和 巾 お 

じ掛 する 高等 带法會 講は千 葉 縣船概 

胖じ 建設せ る おお 無線電信 巧の 請 貧 

じ 關し獨 逸シ！ メンス、 シユ ッグ グ 

卜曾社 - i ら収贿 せし 前 お 軍艦が 本部 

第一 部員 澤崎 览猛 大佐 及び 閒 じく 化 

がの 嫌疑を 受けた る豫備 造兵 中監鈴 

木 罔 二 兩名じ 駒す る 軍法 會諮ご おに 

おおしお ナ- 長せ 岡大將 (松 本 中 おじ 

對 する) 及び 名 和 中 お (巧 崎 鉛木兩 


♦山 座る 使 頓死な 報 昨年 九月 ホ诚 

-閒题 の 沸騰せ し際强 硬なる 態度を 持 

して 巧對ぞ 外' をの 衡じ立 も 踪雜遠 巡 

せる 袁 政府を して 遂 じあ 巧 奉 化の 當 

みおな おわる 张频を 罰を すべく 渝儀 

でからし めて 軟弱なる 巧 外を 當が者 

中異 がを かもて おがの 耳目を 蠻 動せ 
し 駐支 H 本 特命を 權を使 山 座 劇巧郞 

I 氏の 頓死 じ 就て 閒き 得た る じ 

A 水 巧 夫人 出迎么 ょら 化 化 京 H 本 

を 使 舘送事 舘水巧 幸ち 氏 任地 じ疯み 

て 危篤 じ緻 せらとの 報 東京 じ 達せる 

や 當時柬 巧なる 本邸 じ 巧ら し 水 巧 ホ 

人は 急 じ 旅装を 整へ て 化 京 じ おひが 

j を 日じ續 いで かと U 午前 化 京 じ 到着 

したる が 水 野を 奉官は 夫人 枕頭に ホ 

る數 H 前 旣じ化 ホの 人 どなら たれば 

山 座を 化は 夫人 じ 太 < 岡 情し ホ 人出 

迎 へめ ため 態々 停 革谤じ 趣け ち 

息を 吹き 退ず がる じる 化は 停 巧 

j 携の 構内 じがて 氣色 媛れ ざる 模 機な 

しがが かじ & 臟麻潘 を あしお 場 じ 

I 倒れ 人事不省 どな 6 し騷 ぎじ 間 巧の 

人々 は 驚愕 例 ふる じ 物な く 鹿ち じ 瞬 

j を迎 へて 應急 手當を 請び たる じ 巧 ま 

せりと あはれ しを 使は 巧び 息を 吹き 

返し 一が 蘇生せ しか ば 一 ど 先 づを化 

舘じ 連れ 歸 ^ て か 抱乂じ 力めた る も 

お 熊 剔々 險惡 のがを 示し か 八 H 午前 

I 卷時 遂にを 逝したら 

@ 米が 統一 計畫 


路を 統一 甘ん VJ する じなる が假 りじ 

現な 使用な がを 標準 どせば 郵船の 六 

隻霜慨 お ホち 立 十 方圆轰 が窥船 一二 

隻 {船 僧 約 八 巧な 十 お圓) 大 がが 船み 

隻 (船概 約 六が _ ふ 十萬圓 '.概算 一一 千 萬 

圓を をして 一 裔祇會 社 若 < は シン 

グ ー トを納 織す'^ 計畫 なる もの： か 

東 泮衡船 はげ I 必死 どなら 成立 じ 
~ 奔 をし 過日 宇治山 電氣の 用務を 帶び 
て ホ おゼる 東洋な 船 取 織 役 乂倉暮 八 
郎 氏は 巧 間 題に 關し中 橋 商船 會 社長 
ィ」 懇談す る 所 ぁ b がぶ 後 東 京大が 間 

じ 於て 秘密 掘 じな 岡のを 渉を 進めた 

る 結 お 中 橘 拙を は 何 かの 便を 上 まる 

サ ー日ょ b ふ 京し 東泮 、郵船ぶ 政府 

I 筋の 二 S 赌官 どの 間 じか 切 かじ 往復せ 

る 事實ゐ b 且鬧 社の 骗副化 長ら な電 

じ 接しが ぶ H 東上の 途じ 就きた るは 

即ち 化の 裳 面の 巧 渉の 進 巧を 意が す 

る もの なれば 或はを 數 日中 じは 何等 

か 其 片影を ホす 輩 ど もな らん か 但し 

閒閒 題の 前途 レは 閲志會 ど 政る 會系 

どの 街 突ら ぁり 或は 一部 策 ± 連の 魂 

膽も かなせ るを 0 て 急 じ 云 着のを 词 

成立す •へし ども 思は た ざれで 一二 祉冲 

某々 二 社の 間に 可なら々 一入ら てを 渉 

進み 居れる は蔽ふ 可らざる 事實 なれ 

ば ホ 闕航骄 の 統一は 竟舉 時期の 閒題 

ど 見るべく 追々 巧 治 期 節の 接 あど 共； 

じ _當 面の 一問 題を 挺 供す る じ 至る ベ 

一し 因 じ新ン ンジゲ ー ト成 立の. 上は 政 

I が じ 於て じを 馬 航路の 開始を 命み せ 

ん內常 L ある 由 


• H 巧 間の】 間 趣 印度 沿岸 じ 於け 
H 本 郵船 對ブリ チシユ ィン デァの 
I 巧 働 者 輸送 間 趨は英 國議會 の】 問題 1 
なら 居れる か 右 じ關し 外務 當 がは： 

霖 つて 曰く 電報 中の モン チ； ス 巧の j 

I 東を 訪閒ど ぁるは プ會 社の 化 表ち 
仁て u 本 郵船 じ 抗議を 中这 みたる 
のじして 柯 等の 關係も なきものな 
されで 英國 政が か 囊じ則 じ 巧 政府に' 

I 向つ て 同 問題 じ關 する を 渉を なし 巧 

なが じても 目下 觀考中 なれば 今が 

I 內 おを 語る 能は ざる もがの 內何 ごか 
巧ず る 巧 ある 可し 


I 然 大喷她 をな し 其 額 一巧 おじ 及べ 

が 之を 貯 ふる タンクな きため お 油は 

悉く 旧 細 じ 流れ 附近は 宛然 池の 海を I 

現じたり 同會社 技師の 談 じよれ ぶ 巧 

め 如き 現み は ホ だ U 本 じ 於て あ らし 

爭 なく 十 年 前ホ國 じを b しのみ な 
云々 どて 驚攀し 居れり . 


•魔 島 大火 

去月 廿よ H 午前 一時 间易 ザ 町 大が商 i 

I 船 會社仲 化 速 あ 鶴よ b 出火し 巧 柄 吹 


@ 飛行 界近化 

卒業 飛 巧 第二 期 飛 巧 お 校の 卒業 

飛 巧は 巧 月 上が ょら 中 かじ 至る まで 

水戶 •宇都を、 离 崎を 方面 じ 於て 擧 

わせら る i 事 じ 內定し 愈々 航空 巧夕 

i 忙の時 巧 どなれる が 昨年 四月 お円山 じ 

於け る 大破 損 0 來乂し < 其 雄 葵を 現 

はさ ざら し パ ー セ グ飛巧 船は と 月頃 

ょら 飛 巧し 得べ < 

お濱 海軍 飛行 操 じて は 目下 飛 巧 

胳校 十二 名 飛 巧 機十襄 をち する か眞一 

滿 をを 部に ては 歐 卿を 國の 最近 機を 

參考 として お 難の 禪じ 俊秀の 飛 巧 機 

か 考案し 現じ 海軍を ど おする 五臺の 

I 號巧 機を 製作し つ i ぁ 
A 海聲 飛行 學生 資格 今回 其 資格を 

施術 水雷 學 校の 普 逆 巧 卒樂を じして 

海軍 大學 おこ 禪學 をた る 者 じ 留し尙 

現じ 妻子な く 織 巧の 期間 中 じは 絕對 


きつけた る萊化 風は 忽ら乂 の 手を 煽 ' 

立て 瞬 < 間 じ 八方 じ 燃. り廣 からた I じ 結婚せ ざえ 事を 誓約せ し 者 じ 限る 

れば 非番 巡査 消防 紐を 繰ち 出し 市外 

がおかょり 第 四十 五 踰隊の 一部 ぉ勸 

應援 して 消防 じ 努めた る も 巧を 風 勢 

|强< して 鑛火 せず 同町 及 生 產町總 計 

-巧化 十ー タ をを 燒 したる 後 午後 S 

時頃漸 やく 鑛 火せ b 燒失 建物の 重な 

る ものは 鞠. 江學を 幼稚園 九州 日々 新 

聞ち 巧 等 じて 礎 域の 名刹 不斷 化院魔 

島 稅務署 は】 時 危殆 じ额 しが 火勢の 

最も 織なら し 時は 火の ず乂 ぶじ 飛散 

易 巧 町じ屬 する 巧 立 商業 學 業、 名 

山 尋常 小學 お、 專 I 貸 局み 室、 南薩鐵 

道會 社、 何れも 危險云 はん ホな く 又 

海 捧通も 魔 島 郵船 會社 背面 迄 延燒せ 


所は 細 星 1 M 十 名 じ I し 焚 出を な ' i 具は サ 六® 宮 棟け^^ 

せらぶ 

- ミグ トン 將舉の 辯膺岡 お带は 

旣 報の 黄白 人 柿 銜お溃 說じ關 し說明 

を 試み 义を 常食 どせ る 亞細亞 人 稲が 

英國の 領± じ 巧り 職業を 濁 占し 云々 


軍 どせ り 

善 六 殿下の 游宿舍 生活 I 心 

A 一二 圆み御 ル 遣の 中 じは 絹の 手 雀 

かで！^ ナ をかん でる 紳± も ある？ ぅ- 

だが 學習院 の 若を 様 方は 木綿の 手 ホ 1^ 

一を 幾度 も 洗罐- 御 使用 じなる、 神 

旧 や 本 鄉邊の 下宿 じ陣 化つ てる 學ホ 

の 中 じは 廿獨 の電燈 でさへ 巧 直つ 赔 

ピ赞澤 をい つてる のが ゐる さぅ だ 

|| か 學習院 の 殿. 下方は 僅か 十獨 のらの 

じ 御ず 平 もな く 居らせられる 巧 じ 五 

I 励十圃 のみ 遣を 化ふ學 をか歡 くない 
世の中 じ 學灣院 の宮棟 方は 一日 十錢 

柳ち 巧 一二 圆の 御み 遣の みで ある 


极四閒 四十 二錢の 毛布 四 五 枚 ど 一 枚 

五十 五 錢の數 布 四 枚 ど) 画と 十と 錢 

の 包 巧 一枚 ど 四十 一二 錢の枕 一個 どサ 

錢五随 の 枕を ひ 二 枚 ど 即も寢 具の 
~ 總僧格 か 二十 六圆 お十錢 をれ じ お 辜 

どい ふのは 施を 工廠 製の 極めて 粗末 


ど 述べし は 日 ま及即 度よ > 輸入せ しな 物で ある 「上の 爲す所 下 之を 做 ふ」 


政 友 會總裁 問題 

I 政る 食は 西 阁寺侯 じ 對し總 裁 俊 任の 


I 苦力を 指させし もの じして 該溃說 中 

じは 毫ら日 本 じ 言及せ ざるな わど述 

パ' だり 


. :, 噴 油 一で おか 旧 縣南秋 巧 郡黑川 

本を 第 册一講 を じがて 航路 補 肋 問題 請した る も 侯は 未だ 確答を おなる H 本 石油 會社 第五 坑 01 タブ リ 

へどる のみならず 其 健康 狀 態は 繁雜 1 式 石油 坑 じて 廿五 H 午前 十二時 俄 


の八签 しからし 赏時 同志 會案 VJ して 


どい ふのは々 の 化の 賛澤な 様を 見て 
i 所謂 上流 人 ± の 所業を 黃 いる 言 菜で 

みるが 眞に 上の 爲す 所を 做 ふなら ば 

一巧して 親 蒲 脚で なければ 身体が 痛ん 

ヤ 寢られ ないどい ふ 棟な を 侈 教雜の 

矿巧 たもので ない 
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左記 六隻 にて シャ トグ 

r,L を 港 間を 航海し 隔週み 

J 職 お 午前 十時シ ャト少 

A . を 語す 
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V - U 化 H 恥ょ 6 五 H 前 じ 
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Q 靜岡义 ホち 二日 
な 舟 波 丸 ホ 巧 十六 n 
で P を 藝义 六 巧兰十 H 
を 波 化 .と 巧 十四日 

が 郵船 會祖 

シャト グお張 所 
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讓 啓な々 御 引 立を 蒙. り 難を が お陳 . 
者 今 巧 夏向き 御を 単 用の 品々 及び 日 
本 築 子 類、 新刊 雜誌 等い ろ {新 荷 
割 着 化候禪 些少 じ 拘らず 御用 巧み k 仰 
が けられた < 偏に 願- H 攀 6 演 
が 弊 庇な 冗 巧 品目 錄は御 一報 巧 第 
御 星を 申上懷 
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定僧壹 弗 

本馨を (生殖器 衞) 生殖器 解剖 じ當 6 
ては 繁 骨に 旦つ 巧き 處じ 手の 屆 くが 
如き 猛烈なる 筆法 じ 依ウ說 明せ しが 
か 出版 ど 岡 時 じ懸賣 禁止され しもの 
じて 化を 無類の 珍霄 なり 
▲發賣 禁止 白雨 樓ま乂 


定俄壹 巧 

A 發賣 禁止 化 澤正悼 著 ‘ 


を 情 思想。 j 解 割. 一 


を 偕 九十 五 仙 f 
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■空前の 大 傑作 益々 巧 評 

A 菊 地 細 巧の 作 愈々 完成 


巧 合 子 


定階前 一 弗 十 仙 中 一 弗 後一 弗 十 仙 
目下 故國じ 於て 梨闕界 の大ホ 物た る 
なを子は 大お每 円 新關の 連載せ しも 
のなる が 婦人の 髮は 中す 迄 .な< ぶ 
類 じ 迄 巧を す 形の 模様を 取る までに 
流 巧せ し 近代 稀なる 一代 傑作 どして 
本書を 讀ん でな かざる もめは をなら 

-浪丄 ハ 先生の 新著 


臟獄男 夕の戳 ひ 




溝 册二版 出 ホを 慨一弗 五十 仙 
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250 因 • Fir 器 化 t . Tbs An り eles 0 AL 


御で 侣苦里 歪 早 
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I 當シ ャトが 巧御經 みの 御 ホの 御 iu 目' 

じ 御 取扱 巧 申 上 候 

藤 井 旅館 支 巧 

ホテ^ タコマ 

室數 二な サ ー、 冷 溫 風呂 撫の 準備 ど 

チ ー ムヒ 及を 莖の 設備 極完み 
巧 CTT 巧 、 I 

228 Tackson 資.， Seattl , Wash . 



きかず め 諭 


を 僧 一 弗 二十 仙 
本書は 著者 獨特 の輕 妙なる 筆法を 0 
て 露骨 じ 男な の 性的 化 活を說 明せ し 
ものなる が 巧 お 甚だ 猛烈を 裕 めし 钻 
あ 遂じ其 筋の 發寶 禁止 どならし 物 化 

▲發賣 驚 化，， '，帝 娜お带 著 ；；， 


▲發賣 蔡止揃 ひ 

▲發賣 禁止 海 巧 幸德著 I 


男女の 生活 


を惜 四十 他 
本馨は 風俗 攘亂姿 寧 秩巧義 飢の下 じ 
發賣 禁止 どな 6 し奇 々珍妙の 薄な b 

▲靈 質， 畿お藝 r 女 化證 .‘ ：， 


ホク 


女醫者 


體戀愛 問答 


参 H 本ょ な 到着 H 
六 巧せ 一日 六 巧 か 一二 H 


▲法律 顧問 乂 

民事 及 刑事訴訟 一切 

契約ぶ 化の 書類 編成、 貴 金 取 立 等 化 
て法雜 上の 依 賴じ應 ず、 鑑を 無料を 
望 者は 新報 社へ 申込 まれ 度し 


辨護 まい 


マン、 ア ....八、 

文 

田 一： MLA 1 V R ， 度 wo > I > 
JVTTT ' OR な EY Al, LAW 
接 。 wroachvay INnw "Yohk 


擎雜 製造 


當社製造の ファンシー ケ！スは日 

本 雜貨巧 及び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 

る 必要品な b 



御一额 次第 カタ n 1 グ御劃 逸 巧 仕 お 

CA 1 SW As CO . 

ま " Warr 呂 空.， K 室. York ; City 


Tel . まを war 己ち 


ダンス 敎授 

.... 


が會 なび 
最近 流行 

ダンス 


多年の 實驗を おし H 本人 諸を じは 特 

別叮臀 親が じ敎授 す、 授業料は 

一回 ブラィべ 1 卜 、レッスン ー 弗 

ホ回プ ラィべ？ト ンッ スン 五 巧 

Miss . Alice sa ち hel 

一妄巧 B 一 弓ち bet . 寶 rd aiid か 4 二 si . 

Phone 001 nmbu 8 8 赛 4 


本社 營業部 

A 日本 巧 薇 裏 船 


切符 取次 か 5 飾 諸 


シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

八 ヒャ其 他 巧が 巧れ の 地方ょ 
b 御 出立の 巧を らおみ 可 中 候 

A 翻® 1 ヶき桌 

◄を 國 語顏譯 

血通辨 

河 上淸氏 近着 . 

血を 米 目 本人 桑 芝 

を 惟一 弗 五十 化 

柳-原を 不民著 

主 S 實業 經營法 

定傾 一冊を 蘇 弗 

紐脊 新報 神 


ごして 都を 百 家族を 化を する じ 足る 

可し ど尙 詳細は 照 貪 じ應じ 喜んで 间 

一 答す る も 

♦夫 祿昭嚷 の 仲 栽な あ學 のをみ 窩 

な 巧を 翁の 一 おず 兒 玉を 象 氏は 去 巧 

布 畦を 經 てを 港 じ ホ 6 總 領事け 禪巧 

が 氏 始め 牛 島を 麗等銘 一 流 紳± の紹 
I かを 0 て おが 卜遼 じ從 事し つ {ある 
か 巧の 所說じ 化れば 烈しい 夫婦 崎. 哦 
のがぶ 口ぶ 中 じが 入' つた 人 か 又は 夫输 
の 中 其 一人 か 早 <氣 を 利かして 火 雷 
I 盛 滞々 陰 略 かを (ク ヮラ ィピ ィゴ； 
ゴ！ ィン ヨ！ フゴ _) ど |一 一遍 宛昭へ 
る 時は 了 度 龍の 嗚 つた 後の やぅ じ 何 
i 赛 .もな < 納まな 义 女が 銜が 差込む で 
1 闲る 時は が々 の 後ょ ら靜 かじ 其體を 
抱き ジワ {ど 締め 乍ら 己れ の 左の 
j 食 おを なて 香 巧を がへ 天地人 木 火 ± 

I な 水と 必中 じて 一二 過唱へ 最後に 背中 

口を 當で乂 蕾 礎 嫌々 ろ 二遍唱 ふれ 


な b 、 誰か 夫婦 嗔嗦を やつて 吳れ るを せ b どい ふ 因 じあの 中モ！ 夕！ サ 


乂母國 訪問 團貫 

募集 

全ぶ 員册五 名 


娘は ないか 


A 化 巧 おくは 十月 上旬 ぉ發 

A R 本滯 なのむ 二十け 間 

A 詳挪 化が 巧に ゎ 6 中 込み 第 進呈 

@ 注を 迎妻 又はみ 族 御 词俘ホ 

绍の 方は ま急閒 合せを' をす 

A 飛行が、 寫巧師 が々 一名の 加 

入 者を お 集ず、 委細 面 淡 


紐 育呀闕 訪閒幽 本部 

新 育 ボ第六 街 二參八 


ホ 値 お 


林 富 平 


•日本人の 移 巧 

I 民 y 望 か 

1 ニユ ー メキシコ 州 じて 

i ピッ ッバ！ クゥ エス チンダ^ クス 電 

氣會 棘は 電職 力發 生の 必要 上三ュ ー 

- I ゴ幸 シコ 州户 1 ぶべ 八卜 郡なる お！ 

夕 心.. スブ ブン！ を鄭を 買れ 過去 數ザ 

間 水力 電氣 の馀 みを 用 ゐて蹤 近じ灌 

I 慨の 便利を lib しお あ 非常に 製饒な 

言 農地を がする じ まれる もなる が關 

:脊 社は 今 圆閒地 じ H 本人を 移 化せし 

; め 一が をを 齡營 せしめん との 計廣を 

立て 當地 緩領舉 おへ 向け ホ 望 溝の 擲 

- 誘を 從赖し 越せ 6、 岡な 社を の游 面， 

にがれに 該腥 地は 灌槪及 耕 化の 準備 

h 切 整 ひ 居らて 化 ホは 加州 ど 大差な 

牧 萬化ボ テト ー、 葡苟 、アニ オン 


取滩 じ出迎 へを おすべし ど 語り お - 

肝 面白き 乂轉閒 題 ど 云 ふべ し 


I な 再 渡航 入 國の陈 は 何等かの 問題 起 I 計 じ 計上せられ ざる 間接 或は 密輸入 


べき じ废 6 養父 ゴンバ ー 氏は 其 際 じよら て 建 實巿旗 じ 現 はれ ホる 日本 


♦沙港 領事 舘ご觀 化 倒 

本年 出發 する は 九 組 
昨年 沙港 領事 舘所 轉內 ょり 十 幾 組の 
ホ 數觀化 脚 組織され がち 催 者は 有 ゆ 
る 競ず をな て 劇 員を 裳 集した るが 某 
脚の かき 如何 じ 見 橫るも 受巧ひ 能は 
ざる 低廉なる 經 裳の 下 じ 加入せ こめ 
たる 結 あが 契約 條 巧を 賞 巧し 能は ず 
して 中途 大 悶着を 惹起した るな ど 一 
I 娘の 風評 甚だ 宜しから ざる もの あり 
一し をな て 同 巿の高 橋 領事は ネ 年初め 
之れ か 取締法を 發 表し 豫め其 濫潑を 
I 溝 巧す る 巧 あらし か 過般が ホ 倦 者 じ 
I 向つ て 其 組織に 關 する 明細なる 嘗 .類 一 

を 提出せ しめ 補々 取調べた る t 出願 


袁を針 十四 人み 中 まら 合併 又は 刷 限 

ばみ 第 じが 痛氣か 緩んで 巧る どの 事 ~ をが へて 都を 九 組を 許 巧す る 事 じ 巧 


者は ないか、' 漓を 起して 吳れる 若い 


参 商木德 もやんで はない か最 おの 

倫 致 逝 信じょ る W ;、 ス 「蕾び の 化 J 本 

あ 商よ f 十八) VJ いふ ホ 國化达 の 大和 

撫ずか 偷敦の 料享ッ '口々 ザ。 じ顯は 

れ蘭裝 じは 樓巧 じ戯 るが 蝶の かん ざ 

しを がみ 可 巧い 口下に 微笑を 满 へて 

~ 亂舞 する 彼女の ダンス 振ら じは 流 巧 I 

の 偷敦ッ 芋ら 腦 殺され、 餘興 ごして 

I 倫 敦を近 流 巧の 俗 謠を歌 ふぶ 聲は調 


イ 


クグ 隅は ホザ册 U 安藝 化 じて 出 發學を 卒業せ 


i 巧 品は 優じ該 統計 额の 一二 倍 じ 達す 巧 

し而 して 當國じ 輸入 さるる U 本荫品 I 

はが 柿 類 頗るを きら 紹手 巾、 羽二重 

實ノ细 、扇子、 陶器、 花筵の 如きは 其 

^盡 要なる もの ごす 


朝鮮人と 白少み 結婚 過日 沙 港の 
! 卜^ ウスを 蒸した る 朝鮮人 ゐら 
約 人は 加州 羅府の キム どる ふ 地 じ ホ 
ブグを 營む者 じして 女は 羅が イス 
ク I グを 卒業せ る考 じて 二人 通學せ 
る 內じ互 じ 惟から ず 思 はれて 云 ひ 巧 
一はす 忡 どならた る も 野暮な か 州で 結！ 

I 婚 かお 巧ず 相携 へて 沙港じ 來りラ 
セ S スを 得た る と 男は ホと 女は 
ホ 凹なら ご 

外 園 直 一氏 來市傳 馬 唯一の 事業 
一家なる*!? 氏は 商用の ため 過日 ホ 着 
遇 間 詳ら滯 化の 篱 なり 


♦岸 波 帯 藏巧遇 日 プブン ストンみ 


する を 


•なが 猫澤兩 巧の 矯風 運動 じ 就て 
は 旣じ報 菊を てが 森が 巧は 二十 万 劇 
I 縮澤 氏は 十^*'- 出を して 愈々 運動 
じ 着手せ る 心 じて ぶホ蔥 は、 歐 米の 
お 思潮 じ對 巧し U ホを ホの 國お的 精 
神を な活 せしめ 自资自 巧 自巧自 巫 ど 

I が 時 じ 化 人じ對 よる 巧 敬と 謙 讓の策 

I 德を蕃 成し 商 樂な诗 政治を ホ® じ. 互 

て 德義の 振興を 針ら 圃お綺 人の お 


•「朝 口」 ま 人の 死去 同 巧ち 新を 才 

I 德巧 はを らく 病 おじて 旧 舍じ靜 養 中 

I な b しが 去 十一 二日 遂に 死去し 翌 十四 

日ぶ 人 諸 巧の 手 じて 葬儀を 執行せ わ 


♦あ學 大家 巧 お 呑 象 巧は ホ ホ 五み 

I 巧- 阳部 出發 東部に ホる 可し ご- 


す、 よき 音 樂的美 製なら どの 大評 剩歐 I 性を 淘 ホす るぶ 目的 どなし、 協を の 


I 州 じ 於け る 最初の U 本 截をど あつて 

を 劇 撰 まの 引 張ら 赋じ なつて 居る 巧 

から 當人も 今や 得意 絶頂で ある さぅ 

す、 本夕 「高」 は离 木から おた のでは 

な' いか、 而 かも 一一 頁 末ホ國 から 巧て 

與 製が 毛 嫌がの する 鄭だ ごい ふ 巧 か 

i ら 見る VJ で ぅやら 守 やん のア フキ ニ 

チ ー 「料聲 大和の わ德 もやん」 どい 八' 

て 紐 鳥の ドライ 紐を うならした 本 巧 

一様では ないかよ 


~ を 巧を 實踐 協を (セ グフ 、レ ライア 

ンス 、リ！ ごご 稱し X 國 おの 稱神救 

濟」 を信條 どなし 一大 蓮 動を 閒始す 

る當 なち ど 


♦白人の 餘ずじ 日本" A 岡山縣 御津 

i 郡 お 身武田 二巧藏 (廿 と) ごい ふは 

モソタ 州を 地の 羅蹈 天ホ敎 僧侶た る 

一 米 人の 養モ这 なら 其を もビ クタ 

ゴンバ ー どなめ 同 师神學 校通學 中な 

るか 今回 夏期 ホ 暇を 利用し 义 しおじ 

vJ お 國じ齡 あする じ 際し 領事 縮の 證 

明霉も 取らず 過 H 沙灌 出帆の 靜岡化 一 

じて 歸國 したる かを 子た るか 爲 めか 

民傕を 绿ら么 べき じ も あらず されで 

ー ホ よら 云 < ば 養子 ごして ホ 國に入 


に 適し 一家 族に 四十 英町 宛を 與 ふる 籍 せるな 上 日本 轉 おじ も あら 中 兎に 


♦ホ 道家 高が 氏の 重態を 道家 どし 

て 西部 じ 歎夕の 知己を ちす る閲巧 

j 化 巧 痛 じ 罹ら 高見 ド クタ ー の 治療を 

I ずげ 居た るが 肖下武 巧ナ！ ジカグ す 

ニ タリ ヤムじ 巧ら 餘 程の 重態な 


ゥィ グ ソン 氏 大濫隊 を 率ゐん 明 

年 ミち 開 推すべき じを お 運河 大憐じ 

套 則す. ベ ミホ 國大 艦隊は 大統領 自ら 

之を 率ゐ 毛 尝 じて 巧は ムプ .トン 

II ド軍潘 じて 旗牆 ォレゴン じ 座乗し 

间潍出 § コ P ツニ至 b てを 式 運河 

銷通式 r ' 臨み' ぶじ 運河を 通過した 

上 輿を を々 お 巧灣じ 至る 事 じかを し 

たる 旨逊 .日 海帶卿 ダニ エ グ 氏 じょ 

一る 表 ザ b れ たり 尙 を 樓じ 於て 海軍 朽 

列 じ 避かのを 誰を なせる を 園は アグ 

ゼン ブン、 キュバ 、英佛 獨伊露 滿及因 

本の ルケ 圃 な- <= 'ど 


•巧 慟然 T じ 輸入す る 日本の 商品 

j 最 をの アグ ゼン チン 貿易 統計 じょれ 

ば常國 じがけ る U 本 商品の 盧お 輸入 

I ' 额は年 おがな 六十 萬圓 なる も 化他統 


ご 


到着 

一六 巧號雜 誌册餘 柿を 部 到着、' 而 かも 

▲太陽 ▲實 業の H 本 
I 諸が 社會 じが 巧を 探 ら、 諸ち 階級め 

一作 物を 集め、 新ら しき 吸 治、 新ら し 

き 思想、 新しき 文藝 、新しき 氣 かを 

10 て充 されたら、 請 ふ 速 じ赌買 をれ 

大正 一二 年 六月 十八 日 

か 桐 巧 弟が 會雜誌 部 

が 育巿東 五十 化 巧 ニニ 四 


S 郵便 發着表 

1.1 ク 本局 締切 午後 六 時半 


ユ I 3 

船 名 

ィン デャ 

を 塾 化 

チヤ ィナ 

アジ ヤ 

i 滿州號 


'經由 地 

晚香波 

沙港 

桑 雄 

晚香波 

を 港 


發送 H 

六 巧 二十日 

六月 サ五 U 

六月 サ八日 

お 巧 四日 

お 月 九 ： n 











(四） 號二 十五な 


報 新す 窥 


い 


曰 


一 巧 六 お -!^ TP + 








f だ ミ 

紐 育の 目 本人 ( 二十 ) 

- 飛 耳 張 目 生 
下 お 崖 

近 巧 一般ろ 不景氣 と共にを 下宿屋 

真影 響を ずけ て ニーを 除 < の 外 貼 

政 上 頗る 函難 である ごの 評 巧を 聞い 

て 見る ご 同情 也の 深い 僕な ではを 

氣の毒 どご 感ずる 譯 だが 下宿屋の 巧 

幕 外 幕を 充をじ 見 拔き聽 なき 嗔 ぎな 

なた 斯道のを 狸 君 じ 聞いて 見る ど不 

景氣 不如意の 巧 因は 單じ シ！ グンの 

終ら、 例 じ 化て 例の 如し ご 見遁 がす 

譯じ 巧々 なぐなる、 平たく 言へ ば 下 

宿屋 營 業者の 從 巧の 遣な ホが 甚だ 不 

眞巧 目で 自ら 不景氣 不如意を おひた 

やうな 傾きが ある 

A で 宿屋は マン-ブタン 武留乂 林を 

^ せ て 都を十六 軒其中會席巧 理を兼_ 

業して を季 にはみ と 十 名の 止宿 人を 

置 < じ 足る 丈め 家 も あら 义ル ジン. マ 

ど自 をの 親しい 沒達 のみを 爾をご 

て 瓜 I ム貸 的の 下宿 業を 懲 わで 居る 

I を も あるが 兎 じ 巧 巧 巧の 下宿 遅め や 

一う じユ キス トラの 化 入 即も勞 働を 周 

旋の コム ミッション や 術が 巧 手数料 

のか きらの が 無い から 収入 も 比較の 

じ 勘な < 、下宿屋で 倒れた 者 か 無い 

i 化ら じ 下宿 崖で 成功した 者 もない を 

1 づ都を ょぐ 巧つ てと 八 年の 間 じ 一 萬 

一 弗ら 巧 ゆれに 成 巧で をら う 

▲い <ら エキストラの 収入 か 無い か 

i ら ごいつて 一つの 瓜 1 ムじ I 二人 乃 ま 

去 人を 歴ら せ、 をはせ る赖 どいつた 

I ら ラィス じ 菜ツ葉 香の物 じ袁ざ かな 

i 鹽 ホの ー パィら 副へ て やれば 澤 山で 

週間 I 人の ド 宿料 五 弗 も頂载 して 

S 四十 人の わを さんご すれぶ 一寸 巧 

外 者の 見當 では 惡い商 買で も 無 さ； 

うじ 見へ るが 请贊 際に 巧つ て 見る ご 

I 策 外 じ 難 有なぃ 事が ある 

體紐育 日本人 下宿屋の 巧ら ホ じ 

I 就て 甚だ 感服 出 巧 無ぃ 事は 下な 人 じ 

對 して 一 鞠の 倩 用 制度 ごも 云 ふべき 

惡巧慣 を 作つ た 事で 夫れ が 下宿屋 自 

ら禍を 招く のみなら すなお 靑 年の 大 

部 巧を 旗 落せし め累を H 本を 巧 品 巧 

迄 及ぼす じ 至つ た 事は 單じ 下宿屋 

の 爲じ不 或 服 どい ふ 許りで ない、 巧 

I 留 同胞を 體の 利害 閔題 どして 差當も 

H 本人を の研觉 すべき 問題で ゐる 

▲ ホ國まの下宿崖义は貸 グ I ム じ 巧 

す ば 一週間 かの 下宿 化は キ チン-.,.- 

j ど 前を じま拂 はねば ならぬ が 日本人 


の 下宿屋 じ 巧け ぼ 一ニ ヶ月で も 六 ヶ月 

; でも 貸して 吳れ るし 憐れ ッぽ い聲で 

泣きを 入れる ど 小 遣 迄 貸して 吳れる j 

チ ヤンス も ある、 夫れ のみならず 言 

葉は 親 譲らの 日本語で 事 か 足ら 遊び 

事の 巧き な 者は 球を 突いたり 將 募を 

差したら して 日 墳の爵 憤を 晴らす 機 

會も をる 所から、 グ？ム か 臭くても 

食ひ顿 か不悚 .くても 我慢して 邦人 下 

宿屋を 尊； むの かな 留獨身 宵 年の 常で 

をる 


豕庭 こを あはれ とも あはれ である 


4S 

(( 


巧ま铺 


と 


I 張 日 生 君 何を ~ 日 も 早 < ダンシング 

ホ 


爹涙痕 繁き新 愁の兩 家庭 

-山座 氏の 家庭 山 座を 使 ホむ 人賤 

香 (册 六) はな あの 名 ± な 神梗知 常 氏 

のが 藏 娘で あつた、 當時ー ィカ ラの 

陶淵明 ご 呼ばれた 若き 外を 官は化 愛 

i 壊を 得て 爾巧 朝鮮 支那 英國ピ 化を の 

I を 地じ樂 しき 家庭を 作 b つ i あつた 

ので ある、 只 夫人が 始終 思れ 得ぬ 深 

憂は 良人の 飲酒癖で あつた、 をれ で 

露戰爭 當時畫 夜を みたぬ 劇務の 間 

ホ 酒を 煽る のを 見て は 日常 從 順な 

夫人 も堪も かねて 度々 禁酒を 巧 謙し 

た爲 めさし も强 精な 山 座 巧 も 遂に ホ 

I 人の 懇請を 巧み 難く 醫 姉の 彰斷 をを 

I ける 事 ごな つた 併し 該斷の 結 お醫師 

は滔 のた か 巧 等の な 障 もを けて 居ら 

ぬ 氏の 體 格の 强健 さじ 驚いて 强 いて 

I 禁酒を 命じな かつた ので 夫人 も 稍 ま 

也した、 化 話は ょ < 夫人の 江から 語 

|らる；所であつたが何時か健康は襲 

はれて 今 巧の 事を る じ まつた じ 就て 

は 夫人の 遺 城は ピ」 れ稱 であつ たらぅ 

を 使の 喧 好は 音樂ど 犬と である 犬は 

I 偷敦 から 連れ 歸 つた プリンス どい ふ 

を 始め 化 京を 使絕巧 じは 四 五頭のを 

I 火 か 飼養され て 居た 

A 水 巧 氏め 家庭 水 野 參奉官 夫人み 

ねず {册 五) は 京都の 人で 水 野 氏 か 111 

I 高な 學中じ 婚約した 相思のを 情で あ 

る 外を 官の 細に 育 も 乍ら 酵 香の 雅名 

をな て 俳句 じを 頭し 小說も 作つ たど 

いふ 氏が 見 染めた 丈 じ 夫人の 立 優れ 

j たを 色 ご 淸楚 なる 風麥 ごは 藥 をを 0 

て名ゐ るみを 官夫 人中 じ もを の尤ぶ 

る もので るつ た、 を 人 ど 共 じが 育 

長 <駐 化して 居た のでを の 精練され I 

た應接 振は 實 にも 一を の 隙 さへ なく 

を 色 どい ひ 才能 どい ひがぶ もの さへ 

なし ごさへ 稱 さかて 居る 水 野 參事官 

も 山 座る 使 程の 大酒では ない が 酒は 

j 巧む ホで 談論 風發四 隙を 驚かす もの 

が あつたが 夫人 じは 一目置いて 居た 

I 泣であった 、あじは 山 東 子、 悠萊王 

の 二 女 ど 一巧 ごか ゐ る、 さる じても 

I 新ら し < 無限のを 愁じ 包まれた る兩一 


片を御 賴始じ 御盡力 願ます フイ 
フを 連れて 每± 昭日必 す ダンシング 
じ 巧と す 又 フイ フ のを 人が 深山 あら 
すすから 諸君へ 御 紹介 致します 左す 
れば 今一 请黃白 結婚 か殖 ゆる VJ 共 じ 
|が 方 おで 同胞の 發展 する 譯で 結構で 
I 快樂 でが々 は 大じ悅 ぶ 者です (ミ子 

ォラ 白渝 持 ) A n バ漢野 郞君じ 申す 

君の 投妻 はを だ 不得要領で 何だか 薩 

張ら 解 いモ ブト 要領を 得たら の 

一を 頼 わ (链掛 6 ) A 柄に もない 道德の 

I 潘釋は 索 町人 典の する 事では 御座ら 

ぬ、 理屈け 止して を. 相應 なを 儲けを 

やら 給へ ジシ テを 共 事業 じ 出す をは 

I 槐 金を 納める の だ VJ あつて おれ ぱ稼 

I 多が まの 態度を 取らなくても 濟 わょ 

(上 町を) ▲洋服の 御注义 をな さる 時 

じは 弊店へ 御 おしを 願 ひます 化し 可 

一成 人間 並のから だを 御 持參願 ひます 

(ヘイが 服 農) A ダンシング バ ー チ ー 

な 小生 も 大貧成 じ 宿屋 じゴ曰 {す 

る 隙じ大 ひじ 研 巧して 腰の 細い のど 

踊つては如巧じ(ダ ン ス ク ン 1 デ 1 ) 

舞蹈を 巧 ふじ 何 處の學 校 かを しき 

ゃ义 & 好く 口 本ん を槪迎 ホる 舞蹈 壤 一 

を 御示敎 下さい (新米) A 舞蹈 會 組織 

I 相 成 候へ ばみ 生まの 大廣 間を 無 科 じ 

て 御 貸 申しょ す ど 言 ふを は 河 添 旅館 

ご 都の 親父 だら ぅ (河袭 ホ； 巧中大 

きな 聲を 出し」 騷 ぐから 向 II 1 軒兩隣 

の 普 情が おる 陳增醬 油の 奥 ひを さす 

のさへ や ^ 切れない のじが 中寢 させ 

ないから 西洋人が 怒る の だ、 少しは 

間 胞の體 面を ちへ て貨 はう (浪人) ▲ 

I 黃白 結婚を 盛ん じ やつて 欲しい、 何 

れ弊 善は 生やる であらう がを んな爭 

を 顧慮して る 時代で ない (永 化を) 
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移 轉 

ハ 月 一 H ょらぶ 記の 巧へ 移轉 諸事な 

をの 上 化 前 通ら 營業仕 お 間 不相變 御 

引 立の 稱希上 候 
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巧 望なる 貸 地 

A 人物の 如何 じよら ては 相當の 資本 

を 貸 巧ず 

場所は デ ラゥ H ャ 河の 上流 じて 產ぉ 

物を 大都會 じ 送る 便宜 多し、 一名 じ 

二ー ニ英 町な 上 貸 巧し、 リースは 一 こ 年 

I 或は 五 年 じても すなら、' 若し 買 取 希 

豐の人 じは 一英 和 サ五巧 よらな 五十 

I 弗ち じて 夕少じ 不拘賣 渡す、 農具は 

相談 じよら 貸 巧し、 ま樹植 か、 養鷄 

I 密蜂 飼養、 養豚、 な 牛 等じ關 ずる 資； 

逊の 經驗を 敎授す 可し、 又 ± 地はィ 

チ ゴ裁培 じ 迸す 養 鷄ホ望 者 じは ィ 

ンキユ V 1 夕 I を 貸 おず 希望を は 
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巧舍 貸間 
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I 電車 じて 廿 かじて 達する 日本人 住を 

一じ淸 潔に して 巧靜 なる 貸間 二 室 あら 
1 御 希望の ホは 下を へ がまき 
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育 新 截を價 (前金 敎稅 共). 三 
□一 郁 金 五 仙 口六ケ 巧み 一 弗 |!i 
□ーケ 年み 金 二 巧 


千 九な 十一 重 ハ巧サ 四日 敎を院 I 
胺可 ' i 

潑行兼 縮輯人 甲斐 健 こ 
数が 所 恭育新 巧 社 一 

が 育 裏 六？ ミ 八 I 

窗話六 四と 一ニ チゴ グシイ 


米 國指學 問 V* 際 

髙峯研 発 所 技師 上中齊 一二 

A 學 術を 重の 機運 ホ國は 商業の 國 

じして 學問技 藝じ畏 じたる 人 無し VJ 

雖も實 は 然らず クユス チン グ ブス 

エデ ソン、 フランク ブン 、ラン フオ 

1 ド、 トムソン 等の 發明家 あ b 而も 

ぶ 自の發 明 じか ミる ものを 實 際じ應 

用して 世が じ大 なる 貫 欲を なせら 殊 

じ 近 巧 じがけ る ホ 圃の學 術 おは 驚 < 

べき 進 ホを 遂げ 而も 學術 ど實 際との 

按 近を 計れる 樣は 極めて 目醒 しき も 

みあら、 今 其 等の 例を】々 擧 げんじ 

ぶ 殆ど ぷ煩 じ堪へ ざるら のをれ どを 

閒 したる もの じ 就き あ ひ 就ける もの 

二 ご 一一を 談 らんと ず、 人 も 知る 如く 米 

國は 世界の 常を 集めて 荷 及ぶ ざるの 

I 當國 じして 馬鹿で 送れる ならが じ實 

てなら ず ごも 可し ご 云 ふ 俗 診さへ ホ 

ぇ國柄 なれで 競爭 激し < なる じ 速れ 

顏ゎ學 術 技 藝を等 関じ附 する 能は ず 

I 盛ん じ學 術の 研 兜 巧び 其 獎擲を 計 

I じ まれら、 石油、 鑛山 等は 其 叠殆ん 

I で 世界 じ 冠 たれで 今 H 迄は 其 精練の 

すを 當を得 ざら し爲め 損失せ る所脾 

I から ざら しが！^ 報 業を 等は 政府 ィ 

協が して 學閔 的じ硏 巧を 遂げた る お 

お 遂に 奧大 なる 刺 益を 得る じ まれ b 

其 他 學術研 兜を 盛ん じした る 結果 利 

益を 生ずる じ 至らし 實 例殆ん で枚嚷 

じ 違 あらず 

A 當ご學 術の 獎溯 富豪 又は 實業家 

の 學術硏 究の爲 じ熱必 なる は 化 人の 

知る 通り じして 一二 四 年 前旣じ ホ國を 

大學は 千 萬 巧の 寄附を 受け 居れ- = "彼 

等は が 地の たを じ學 術獎勵 をを 寄晰 1 

しを は學校 VJ 契約して 硏究费 用を 出 

し 時 鴻の硏 究じ當 らしめ 目的の 効 あ 

を 奏すれば 更に 幾許 かの 報酬 ぉ與ふ 

例へ ぶ キャン サ ス大學 じは 同地 方 

は 小を を 夕く產 する じ 波ら 小を の應一 

舟に 關 する 研究 じ當 らしめ ピッツ プ 

火 ク大學 じは 其 地方に 製 鐵瘍夕 きを 

0 て 工業 じ關 する 研 兜を 遂げし むる 

が 如し、 ホ國は 紐脊の 電話機 だけ じ 

て も 四十 五 萬 じして 倫敦の ホれ じ 比 

し 一二 巧じ當 る、 ロス アン ゼグス は 五 


万の 市民なる がを の 四 乂じ對 し 一 
個の 電話機を 有する 割合な b 化の 如 
電話機の 多き 事ち 即も 米國の 富の 
稍 度の 嵩き を 意味す、 元 ホが 源の 無 
き獨 逸す，。 も 學術研 宛を 實隙 じ應巧 
したる 結を 近 巧 著しく 當を墳 すじ ま 
れら况 んや富 源 多き 义國の $；! •なゎ 化 
上學 術の 研 兜を して 盛ん じすれば す 

る 丈 一巧の 富を 成す や 論な きなら 
A 科 學の研 觉ご彰 ま 近時 パグ キン 
基を ミ 云 ふ もの じ 依らて 學 術を じ 賞 

献 しねる 人々 じ 賞牌を 典へ て 其德を _ 

彰 表する 事 どなれら 化の バグ キン あ 

を どい ふは 今よ b 六十 年前獨 逸の ホ 


程 W なれ' 


.編 範局雜 話 

韋 郞 

歐 ホの 新聞で も 日本の 新聞で も 近 
: 頃の やぅ じ 際は 立つ て 面白 <讀 まれ 
る 時代は 殺から ぅ、 英國 はを 蘭 自治 
案と 女 權黨の 就簇じ 弱つ て 居 6 殊に . I 

印度人の 加を 陀乂勵 柜絕閒 題は 巧 度 一 

本 國の民 必 を動搖 させ、 さなき だ じ 
爵結 せる 排英觀 念を 激 巧せ しわる 傾 

が ある、 言 ふ 迄 もな く 印度は 英國の 

寶 庫で あつて 之を 失つ たら ば 英國の 

命 歎は 强じ盡 きた ご 云は るすき 巧の 


氏が 巧 磯を 素即も 人工を 素を 重大問題で 巧國の 政治家が 如何 じ內 


巧が ブ t グ よら 採' 事を 發 見した る 

が 巧 弟子 英人 バグ キン 之を 完成し 始 

めて 實用上 じ 巧 ゆべき 色素たら しめ 

たり、 其の 五十 年 じ 際して 一は 之を 

記を し 一は 學術獎 勵の爲 'めじ 基 おじ 

でメ 'タグを 作々 有ぶな る 學者じ 送る 

i どなれら々 自迄隨 を 之を 受領した 

る 人々 あるが 中 じは 彼の アデ ソン 巧 

あら 巧は々 アポ ランダムを 發 明した 

る 人なら 又.' ア八 ミニ ュ ー ム の發朋 者， 

たる ホ 氏 も あら 巧は パ ー パ， 

大學 生じして 九十 年 前 じ ゥョラ ー 氏 

の認めた る ア グ ミ ニ ュ ー ム を金感ど 

して 製 出す る じ まれる 人なら みは フ 

ラブ シュ巧 じして 巧は フラッシュを 

即も駿 化额じ 化り て ォパョ ー の 石油 

が 重油 どしての み 使 はれね る 精製を 

を筹 案し ペン シグ パ ニア 卿の 巧她词 

樣の もの どなす 事を 發 見した る 人な 

6 巧は 素 VJ 獨 逸人 じして 幼少の 時よ 

らホ國 じ 渡 6 をじ歸 化した る 人なる 

が橄 めて ホ 國式か 人間な り而 して 又 

ホ國は 元日 本 义はシ 、リよ 6 硫黃を 

入れる よら 外じ途 なから しが 石油 熱： 

協ん ならし 際グ 'ィジ ニアの 地下 千 尺 

を 掘りし が 其 處じ大 なる 硫黃 層が あ 

ら たれで 之を 掘る じ 術な くして 寶の 

持 腐れなら しが フ ラブ ジュ 氏は ボン 

ブを 0 て 過熱 水 蒸氣を 地下に 送ら 地 

下の 硫黄を 溶かして 地上に 吸 ひ 上ぐ 

る 事を 發 明し 其のた め 一日 じ 四な 五 

十 嗔の多 藍を 產 出せし め 遂に 輸入は 

を 絶せ しのみ なら や 却つ て 輸出す る 


外の 施な じ腐必 焦慮し つ； あるかが 

，窺 はれ、 隨て是 等諸閒 題じ關 する 新 

聞 記事を 見る ど 典ホ津 々盡 くる 所を 

知らざる 思 ひが ゐる 
獨敦 じがけ る 社 會黨の 勢力 巧 長 じ 

端て 此閒 一な 人 ど 語つ た 時 僕は ぶじ 

向つ て 「獨 逸の 祗會黨 は あれ 丈の 勢 

力が あつて カィ ゼグ じ對 する 反诚は 

: 頗る 猛烈で あるの じ 別段 暗殺 陰謀 だ 

の 曝 裂彈騷 ぎな ど 起つ た 事を 聞かな 
いのみなら 中獨 逸' 帝 國の國 勢は カィ 
どグの 理想 通り 外 じ 向つ てドシ . ^ 

仰 張され て 巧く のは 大 ひじ 研 兜す ベ 
き 所 だ」 ど 言つ たらぶ は 「夫れ は 一 
般 人民の 學 間が 進 わで 居る 結果 獨逸 

ホ國內 の社會 が健實 なる 基礎の 上 じ 

置かれて j る證據 だ」 ど 語つ わ、 如 

何 じ もさう であらう 、支那. 通の 談じ 

據る どま 那じ 巧る 英米が なか 番頭は 

支那 語の 研究を 予グ レクトす る 傾向 

あるじ 反し 獨逸 商店の 番頭は 先づ络 j 

一にち 那の ± 語を 覺 へて 成る ベ < 人 

民 ど接觸 せんと 努める さう で 巧つ た 

寧 問を 實 地に 應用 せんどす る おじ 於 

て獨 逸人が か 柯じ熱 必な國 おで ある 

かが 解 b 义英 國が獨 遮を 恐れる 巧 曲 

は 單じ獨 逸 皇帝の 海軍 擴張 許りでは 

ない 事が 知られる、 現じ 獨 逸から 米 

I 國じ 輸入され るな 具 品の 如き でら 手 j 

じ 持てば 直ぐに 毁 はれる やうな 日本 

なごは 違つ て實じ 立派なら の、 巧圃 

摸造の 自本 陶器で も 素人 眼では 其眞 

I 僞を 見かけ 難い 巧 巧が じ 出 巧て 居る 


實じ 獨逸國 おは ホ 面目な 豪ら い闕民 

でゐる 

▲グ ー ズ べグト 巧は 歸 つて 巧た、 劈- 

頭 鑽一 意見書を 發 まして クィ グ ソン 

巧の 外を 政策を な擊 するど 共 じ コロ 

ン ビァ 共お國 ごのお 衝 及びむ 奈馬運 

河じ勒し自をの採つたあ策を辯^ 

る 事 頗る 詳挪を 極めて 居る、 B を 馬 

じ 一挨を 起こさして 運河 地帶を 

ン ビァから ふんだ くつた グ 氏め 怪脑 

の 凄 さ 加が は 君子 人た るク氏 ょら 見 

れば 如何にも 非人 道 じ 見へ る だら 
が密 圆ま義 活動 宗の本 曾た る グ巧か 

ら 見れば ク 巧の 理巧 外を は窗が < て 

堪ら のじ 牺 違ない、 僕は グ巧 じ大替 

成で ある 

▲化 潰 銀 巧の 岩下淸 周君大 {八を 明け 

銀 巧は 癖 じ 倒を の 悲運に 陷 入らう ど 

した 時 重役の®々 は 一座 ロハ 顏を蔚 を 

はず 許ら であつ たが 化 時 猛然と して 

起っ たのは を 口 房 藏君太 ひ 銅 羅釋を 

張ら 上げて 愈々 最後 どなれば 化 ホが 

ない、 おじは 二な 巧圓 許ら のがを が 

あぇと をを 麗じ岩 下を じ 進呈し やう 

化は 化激銀 巧の 化か じ もな つたが 夫 

れょ らも 岩 下 若の 厄 かじな つてを H 

の 位展を 作る ミが 出 巧た の だ」 ごや 

つた さうな、 かじ 包 わ 策の 黒白は 兎 

も 角 化 立 波な 口 がらは 惟然げ おつた 

座の 化獸を 破る じ 巧を の 力が あつ 

て乂林 組の 頭領ず 五郎 君 も r 私 も 一二 

なお 圓許 b ある 矢 張ら 若 下 君の 後援 

じ 化つ て 得た もの だから 提供し やう^ 

ど 言 ひ 出し、 お 下 君は 涙を 流しす 兩 

おの 惇 慮を 謝し 「然 らば おもを が產 

を 提供す る」 VJ 言つ たさうな、 岩 下 

君は 故 鳥 尾 得 庵 子の 知遇を 巧け た禪 j 

巧ち 的の 人物で 大 がの 實 業界 じ 於て 

異彩を かつて おる、 銀 巧は 大殴總 巧 

大义化 知事、 藤 田 巧 等の 幹旋 じょら 

H 本 銀 巧の 後援を 得て 無事 じ 化 大難 1 

願を 切が けたが、 を 口、 大林両 君の 

思 ひ 切つ た 態度は r 赞六侮 どる 可ら _ 

乎 L ごの 威を 發 せしめ 义兩 君を して 

化 言 あらしむ る じ 至つ たお 下 君の 人 

物を も 想像ず る； が 出 巧る、 乂ホ意 

氣じ 威ず 功名 ホ 誰か 諭せん、 子み 養 

成 じ 志す をの 大 ひじ 學ぶ 可き 所で あ 


大太 西洋 橫斷の 飛 巧 機が を 成した 
.猿 軍の 勢 ほひ 益々 猎緻を 極め、 が 
政の 棄亂 、巧圓 の刺權 獲得 益々 甚だ 
しくして 支那け 今や 大诞础 大迷亂 の 
有様、 亦 もや バグ ゲン 半島 じ 戦雲 棚 

引く、 日义 問題の 巧 問題 ホ 始まる、 
議會の 解散は 確か ど ぁつて 故国の な 

ホは懲氣巧溢、 スタンフォード の齋 

豪 殺し、 ホ 墨 仲裁を 議 、舞蹈 會 組織 

i 運動と おへ ホつ て詳 かじ 報游 し忌蜡 

なく 評論して 讀を 諸君 ホを の 厚意に 

酬い 度い 事は 山ヶき ぁるが 四 貢大の 

紙面では か 巧 ごも 仕 ホがない 「柯な 

紙面を おさぬ か」 ご 理由を 乱された 

ら 曰く 言 ひ 難し 請 ふ 吾 意が ある 巧を 

巧め である 


TH 

r ’ 2 
D ぶ 


一} ル 氏の 大氣離 

作 1 ズ ベ グト 巧は サ四凸 午後 八 時歇- 

巧ょり 歸米 せち 健康は ブラ ジグ 探檢 

中ず けたる 風 ± 病を だ 痛へ ず 船中 じ 

がて 二回の 發熱 あらした め 聊か 疲謗 

の體 ならし も 元 氣は咧 じ 化て 旺盛な 

氏は 着船 ど 同時 じ 劈頭 第一 豫て 
一 用意し 置きた るを 文の 窓を 酱 を發发 
i し 筆を 極めて 現 化が の 外を ホ 針を 攻 

擊 せ.^、 曰く、 クィ グ ソン 武窜 を兩 

巧の 外を な 策は 從巧 世が 别國 笑話の 
巧 題目なる が コロンビア 典が 國じ尚 

クて二 千 五な 巧 巧を ち 拂ひ更 じ 謝罪 

的 文書を おへん とする は即 もを 迫 者 

の强 奪じ應 じたる もめ じして 若し 上 

院 じがて ホ認 されな ぶ ホ國は 化み 則 

强國の 侮辱 的 卿 笑を 招くべし ど 喝破 

し、 n 甘シ ビヤは 余が 化 職 當時じ 0 

千万 弗の 强奪 脅迫を 試みて 跳ねつ け 
i られ たるが 僻に 現 政 巧の 方 かを 可な 

VJ すれば n 國は現 巧 じ 於ても を额 

四千 方 弗を 要 ホす る權巧 あら、 現 政 

府は 何も 千 五 巧 萬 巧を 値切て お來の 


なり 

@日 ホ 巧涉顚 末の 發 表. 

日 ホ兩國 政府は を涉 の結柴 加州 ± 地 

法 じ 離す る 一 聞の お 國を涉 類 末を 今 

一週 中じ發 まする 事 どしたら、 右じ對 i 

し國務 省の 一貴は. 語らて 曰く'、 を义 

聲め發 表は お 人. をして 事件の 解决じ 

努力した らし 經 過をから しむる じ 北 

敢て 重大 事 か ゾ J 認む 巧らず どが 

すィグ ソン 巧は 殖狂載 聞 疵上じ 現は 
れ たる 仰魏 々おじ 交 おを々 ぶ說を 01 ぶ 曲 

て 特に 帶猩 された る譯じ 非ず ごな し 

み 日本は 新條 "が 締結の 新を 渉を 開始 

する も 可な らん ごの 提畿 あらし じ不 

逊ど說 巧せ も. 

•を 敎が 体の 日米 親善 運動 一一 一十の 

I 異 りたる 祟 派と ±1 畜六 千の 寺院 ご 

j 千 おなでの 信徒を 代表せ る义國 がを 

派 申央聯 を會は 今间巧 日本 ホ 國赏敎 

師 一同の 要請を 入れ、 目 ホ 兩國投 の 

I 親を 顯 がを 誠 舞す るの 目的を な、 てげ 
I ホ 間 趣を 充 みに 研を する 事を 决議 'し 
I ブ .ラえ ン 博ち セン クス 敎授 片 
ホグト 諸氏を 始め 十五 名の 委 負を 
I 選びた るが 目下 滞米 褲溃 中なる ゲユ. 
ックが + はを 葵 員 會監稱 の 下にが 

一地を i すに ： 

♦一二 万の ま 弧 人 本 國を藥 はん 十八 
巧 化を 發请 じょれば シン. ダ お！ が. に 
I なる ちがを 命黨賃 一一 r 万人は 游船 S 雙 

じを 乗して 杳港 マカォを 經スブ 
じ 上 建し 树 化に 巧る 四千の 精 おを を 

I して 本 國を藥 はん どしつ {ある 旨ち 

I 化を 府ょ b 巧 國を使 縮 じ 通吿し 巧れ 
bw 、 お 白 狼 軍の 勢威 益 嫌ん じして 
I 到處 掠奪を 脏 じし 某 市 じめ ては 過 ：： n 
一巧 人のを 幼 巧 女を 慘 殺したら どの 
報を ら乂闊 政府は ぞ那 ながに おしを 

化宣敎 姉の 保 藩 方を 要求せ^ ど 


養 


可 .. 
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I 吾當局 者 じ 軟弱 外を の惡 例を 還ず 必 I 退せ し ザ カ テ カス 要 慕の 宫軍 まか S 

をな きじ 非ず や攀ろ 其を 额 をち 沸 ふ 

の 賢な もじす か、 むを 嫁 地峡 避 得に 

I 輿 斷お决 を 要せし 當 時を じして 若ゥ 

ィグツ ン武蕾 ま 式の 外を 方針を 探ら' 

しなら ば 間 地峡は 永く 歐州舊 國の所 
頑 VJ なら ホ 固は 天 與の機 會を失 ひ、 

蓮 河 開 繫は實 行され ざり しならん を 
I は 大統領 どして 米國 をを 迫 者の 瓣< 技 
たら L めざ b き ど 云 ひ 述河地 帶獲据 

の 歷史を 述べた るを 自家の 採りね る 
I 巧 動は 俯仰 天地 じ 不愧ど 辯 護せ ら尙 

I 氏は 現欧 がの お 墨 政策を 朝變 幕な 巧 

と 罵倒した り、 氏は 斷然が 育 州 知事 

の お 補 者たら ずど聲 明せ る も 進步黨 


日 彼 軍 ご 四日 問の 激戰 を诗 したる 後 
間 地を なおして 後 ホ じ 退 巧せ b 死傷 
錄四 子' 叛軍のを 縣 一名 戰 死し 二 名は 
重傷を 溪 6 た b ご 

•カラン. 'ザ 逃亡 か カラン ザ 將萊は 
サ 置 日が 本據 地た るナグ チ〇 巧を お 
後し ホ國 々挽に 接 あせぇ ラ ー ンド巧 

じ まる 堂なる か ブィ ヤ將軍 どの 內な 
をら し當節 柄が々 なる 淳說巧 はれ 力 
一氏の 旅 巧は ホ國逃 ごの 準備なら ピい 
ふ もの をら 

♦海軍 事件 ど朦店 ハを 願 着の 减か聞 
I 事件 發 をな 巧を 願 者は ズジト がみせ 



@ な 人な 上ノ 宴會ュ 適スグ 大演閒 ァリ @ 家 兵 一切な 载 一 ! 
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* 巧^ を 期 為 透 透黄 舞 I 

ぉ を^ 隻鑛 議經 ^ 

:陵鑽 ぶ 金銀 巧 粧脊度 張 辨豐 

^ム 人の 鄉里 送金ぶ 邦貨 養圓 二が 米貨 五が 饥 7 
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瑞 
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> ザ カブ々 ス陷を 1 度 患な あを 锻 





特別 廣吿 

.新 靖續 々幕 倉 庵 不充分の たも 六 乃 山 
記の 轟々 特別 見切 値段に て贩 をが ゎ 於 1 1 

瓜 チ 1 セット^ チョコ レ 1 トセ ジト f 、； ： .： 
A ベタ セ ブト A カツ プジ 1 ダ！ 

A が 化徽戶 物敷邵 
A 化 瓶 十が ょ b 十八 巧な' 一教が 

明細書は 御 要求 じ應 じ送附 可れ お 

ボストン 支店 

Bedf (ミ 1 S ご . St を ごこ 一. ソ r リ 
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東京 電報 

•加 藤 外相 鎭說 

(が 四： n 東京 發) 

I 加 藤 外相は H 乂問 趙じ關 し. 證會 にが 

てが 說 せら 曰 < 、加州 止 地 法に 掛す 

る U 米兩國 政が のを 涉 はホピ 解み じ 
至らず、 をは 就 ほな 巧 事件 解 巧の 手 

一段を 講じ 目' 卜乂凰 政が め滿 ぶなる 间 

蓉を 期待し つ！ ある ホ 第なら 云々 


j ♦臨が 溝會 隅を 踰時 帝國證 會は廿 

ご U 閒 をせ b 尙吾 政府は 米國 政府 ど 

を涉 のお果 加州 止 地 案じ 關 ずる H ホ 

兩國 政府の-切のを 涉 書類を- 迴間 

I 內 じを 表する 常な 6 ( 一 面參 照】 

i 

一 ♦外を 官大 がを 近々 の內じ 化外大 

I 化を 化な ドの 外を官 じを 救 更迭 あら 

I 飯 島 純 育 総領事は I 
南米 智利圃 のを 使 

たるべ < ホ 國駐御 珍 田 拾 己ず 及び 桑 

雜 総領事 箱の^® 領事は 變 動ず 

る 事な し 

•ホが がの 回答 どを 國の 輿論 出 地 

法 抗議 じ對 する ホ 政府の 阿 答 遠から 

ずを 附 さるべし どの 電報 到着せ るた 

め 朝野 一般 巧び 注 怠を W 問題 じ 集注 

しつ： あるが 當 巧の 豫想 じて は國務 

卿 プライ アン 巧の 提案 か 到底 歸化權 

間 題 迄 言及せ ざるべき を豫 測し 居れ _ 

I るが 子なら 


を ホの 盛儀なら き. 

♦兩 野球 幽の去 巧ホ國 沿岸 一巡 後 I 

布哇を^?球幽ど競技をなせ る慶應野一 

巧 脚は 十六 H のを 港 化 じて 横 濱じ歸 

着し 盛ん* る歡迎 あら 明治 大學 野球 

軸は 之れ ど 入ら 化り 十六 n 出帆め 郵 
船 佐 渡 化に て 沙港じ 向け 岀發 でら 


♦中 巧 巧が 會證投 たらん 柬 京が 巧 
紛搔め おお 冻义化 一派の 常 盤 曾 おど 
を 滅に陷 入らた るた め 中 野 武營氏 巧 
會議接 じ 推 選され 缺じ 承諾の 色を 堀 
らした る じょり 遠からず 其 任 逃を を 
べし 

出 地 間 趙經過 ど 瞄時講 會加藤 外 j 
相は 第二 離 時 畿會じ 於て 加州 止 化 間 
题經過 じ 願し 委細 發 あを 爲す绪 なる 
もホ闊 電報の 報じ ホれ る- 地所ち 貸 1 
借 權あ認 或は U 米新條 約の 締結 ご 云 

ふか 如きを ず虛 構の 流說 なる にょら 

現が の両 國を涉 じは 餘 'ら ぞくを 期 裸 

一すべからず どい ベら 


Hi * 


の 地盤を 有せし 煞义保 一派の 常盤會 ~ 第 
大敗を 讓ら 革新派 實業 をの 大姿じ 期 

したる か！ ニタ嗦 派を 中陛 とかし 常 盤. 

曾は 基亨 0 巧 政 友會ど 密接の 關係ぁ 

り 紐ち 市が 上 じがけ る タマ 三！ 

间樣み 暴威を 振 ひ ホれ る じ 係ら や斯 




- 脆き 敝 化を なせる は入必 漸く 政ぶ I 指定した る 物に 限る 事 


曾を まらん ビ する のが 向を 示せる も 

のなる じょり 現內 閣は强 硬なる 對議 

會 方針を；！^ めかし 時化 じょ 6 ては 離 

會 解散を 斷お ずるの 愁氣 込を ホし 枯 

れ で-ホ 政ぶ をに が b ては 第二 臨時 

議 おの 違憲を 責 むる のみ じて 豫算を 

にはを だしき 追 窮を爲 さざる べし ど 

の說 あら 


I ♦第二 臨時 講會 はぶを 無事 第二 臨 

I 時議 曾の 開 食 期 H 切迫せ るた め 政 友 

I お 忘 兩黨典 俄か じ活氣 を呈し 政界】 

一部 じ 於て は 頻らじ 解散 說を哨 ふる も 

I のをれ で 海軍 案は 前 潑會の 巧 懸ら上 

1 無事 逝 過すべく 従つ てみ 期 臨時 議會 

i はま 外 じ靜穏 ならん ど概測 さる 


•山 座る 化の 遺 お着 ま月サ 八日 化 

_ 京 じて を 死せ る 前 ま 那駐荆 る 化 山 座 

圓ホ郞 巧め 遣繫は 軍艦 明 巧に 搭載 さ 

れ十屯 U 横 演じ 巧 着した るが 葬儀は 

サ H 東京 じて 執 巧の 堂なら 


♦米 國講 員の 渡 H ホ 巧 上 か 開催 さ 

るべき 巧國講 員會議 U 米を 員 會に觸 

しべ ンシ八 バニ ア贿 選出 アィ子！ 巧 

- 列席め 通吿 あり 十 化 目 n シア 號 じて 

橫後 到着の 當 なる じょ b がそ® じて 

盛大なる 歡迎 あるべく 日 ホを 員を 簾 

じは 兩國 々を じ 關し熏 要の 議案 提出 

さるべし ど 


; 参 天皇 體下 大正 博 じ 巧 幸 桃 山御梭 

i ょ 6 御 還 幸 あらし 天皇陛下には 十； 

I 六 H 大正 傅 覺會じ 巧 幸 仰せ 出 3 れが 

i 館 御 巡 覽の上 稀々 の 御 買 上等 あら 

1 C 瓜な 副總 裁の 桑 隙 出品 勸 誘を 陳 

1 副 纔栽瓜 生 中 おはを が 出品 勸誘 のた 

一め 十六 H 名を 虽じ 向け 出發 したる か； 

約 二週間を お 方面 巡 廻の 上を ホ 巧の _ 

一實 業が じ對し 直接 出な の槪 誘を 爲 す； 

舊 なら 


j ♦故 氷 巧 遂事官 葬儀 去月 廿五 H 化 

京 じを 死せ る 水 巧 參事官 の 葬儀は 十 I 

六日 東京に 於て 擧 巧され たるが を國^ 

|大を化並 じ 朝巧顯巧多數の 食葬ぁ 


參 太刀 山-巧 波布の 準備 太刀 山 一 

行 ホ 十六を は 來るサ よ U 天洋化 じて 

布 唾 巡業み ため 出潑 じつき 目下 頻ら 

じ 其 準備中な るかを 方 おめ 送別 會願 

る 盛大 じして 巧 色を 巧なら しめつ 

あら 


♦朝が 張 出 大願 東方の 中 おじして 

I 技量 秀拔 成績が がなら し 朝 巧は 巧ち 

張 出 大關じ 昇進 せら 


•常 陸 引退 相撲 常 陸 山 引退が 撲は 

十一 U よら 十一 二日を 一二 H 間 國な館 じ 

て 興行され たるが 非常の 人氣大 入な 


本 最近 信 


參 大腿み 閣の對 臨時 議 

會策 

東京 巿會證 員 總選擧 じ 巧て 年 巧 堅固 


一一 後藤 男 政談 

A 政 巧の お 巧 第二 臨時 議會は 平穏 

なら 化 も 通常 講會は 確に 波 欄 宽疊す 

るで あらぅ 夫を じは 政が は 巧 謂大蹈 

まじ 巧 化しね もみを が b 上げ 戰圃準 

-備を 整. へる であらう 而 して 大 殴內閒 j 

の 評 巧は ドウ かどい ふじ ま 輩は 漸巧 

がくな つて 巧 < だら うど 思 はれる 第一 

-じ 吾輩の 感服す るのは 大醒 首相 か 


ノ身體 で 日々 繁劇なる 政務 じ 勉强校 じて は 昨年 十 1 月例の 巧 お 大學を 


する 事で 伯は 兎 も 巧 大巧 面目 だ 加 之 

大殿巧 隅は 風敎を 維持 ホる おじ 於て 

山 本 內閣の 止 じあろ 事は いふ 迄 もな 

事で 巧れ の おから 見ても 前 內閱ょ 

も 俊つ て 居る ご 思 ふ 化 間 じは 腰ぶ 

從 巧の 言質を 捉 へて 兎や角 言 ふ 者 も 

あるか をれ は 無 稍な 諮 論で 吾人は， 邦 

論 家 どしての 言論.‘/ 政黨 首領 どして 

の 言論 ど 推が しては ならない 今後の 

政府に がける. 

A 吾輩の 立 賭は 御 承知の 遠-^ 政治 

巧で 身代 限らした 吾 巧で あるから 當 I 

をは 整埋 中で ナカ-^ 開 巧の 運びに 

至らぬ から 暫く 識愼を 表し 形勢を 觀 

鹽 する よら 外じ途 かないの である ナ 

こ 吾輩 か 大殴內 閒の爲 めに 政を 會の 

切 崩しを する かも 知れぬ ど ソン ナ藝 

當か 吾輩 じ 出 ホる もの か 現内閣の 當 

お 者 どして は 議會を 巧 おける 上 じが 

て 政 黛の 切 崩し も 必要で あらぅ が 今 I 

日 おを じ 於け る H 本の 地位は 實じ大 I 

がな 時化で 內政 問題で グイ 騷い 

で 居る 時化では ゐ るまい 四 五 年 前 VJ 

ずを の形势 どは をく 變 化して 居る の 

であるから 國 おは 今後 巧國 蓮の 發 展^ 

じ 就て 眞面目 じ考 へて 貨 はなくて は 

ならぬ 云々 

を 博 出 お 規則を 港 あ國憐 寛會出 I 

お规 則は 本 月 一日の 官報を 0 てる 布 I 

されたら 典 要領 左の かし 


I 併 問題 あら 爲 じ大騷 動を 起し 十二月 I 

の學期 試を も わ 流れ どなら. たるは 世外國 在留の 支那 人 數は 五な 四十 萬 人 


巧な し 得る 物晶は 明治 化乂年 

0 後に 採取、 產 出、 加工、 製作 父は 

製造した る ものなる 事 じて 二 S の條 

件 をら 

第二 撰 業、 園藝 、林業、 鑛業 ぷ び 

ぶ產 業じ感 する 出品は 事務 おじ 巧て 


攀二 出 お 願書は 美術品を 除き セち 

十五 H を じ 地 そを 官じ差 出す 巧き 拳 

第 旧 美術品 じ關 する お 願は 八月 册 I 

U 迄 じ 事務 巧 じ 差 おす 事 
第五 类術 出品は 監 杳を受 くるた め 

十 巧 廿六 H ょら 同 未 日 迄 じ 事務 损お 

をの 場所 じ 搬入す る 事 
お ムハ出 お 物の 輸出は 美術品の 外 十 

一巧 十五 H なる 事 ’ 


•帝国を 道會と 稱す游 が 澀澤兩 巧 

企盡 の社會 矯風 迷 動じ 就て は 豫て報 j 

導す る 所 あ-^ しかを 蓮 動は 帝 國を道 

曾の あ 稱の下 じ 巧 ふ 事と しま 月と 日 

東 巧 商業 貪講所 じて 劍立會 を 開き ホ 

殴 首相、. あ 垣 伯 等の 溃說ぁ b ねる 堂 

な-^ 


♦東 巧 高 商の 紛擾 東京 离等 商業 學 I 


A 同を ザ 線 梨 鄕長巧 間 岡 船 川 j 

線 一二 田 脇 本 間 (な 上 一二 年度 開 i 

通) A 间潑田 線幷崎 円か 間 A 巧 

宮地線 大萍町上野間^同犬飼線^ 

中 牟田巧 中間 (化 上 四 年度 關 通) 


•載 i 飛； な大會 

過般 米國 ょり 高 左を、 お 巧、 が 本の 

己 巧獨逸 ょら 磯部 佛國ょ b が 旧 等の 

飛 巧 家せ 期ず して 歸朝 しを 国を 逝 じ 

てが 旨獨特 の大飛 巧を 試み 大 ひじ 歡 

迎 されつ ^ あるが 今回が 國飛巧 協を； 

じて は此 好期 じ 際して 聯を飛 巧大會 i 

を擧 巧して 大 ひじ 巧 間 飛 巧の 覺醒じ 

資せん ど 計 畫し從 ホ 斯業 獎勵 じ盡力 

勘から ざる 大お朝 H 新聞社の 後援を 

仰ぎた る 所 幸 ひ 快諾を 得れれば 十 I こ 

十四の 兩 H 嬰棠 、お葉、 水上 飛行 儀 

等を 式の 異なれる 數臺を 打を せ 鳴 尾 1 

西を の 空を 縱橫じ 飛 巧せ しむる の大 

計 畫をホ 巧す る 事 どなれら ど、 西 じ 

右は 巧國じ 於け る 飛 巧 大會の 嚼矢じ 

して 長く 記念 どすべき は 云 ふを もぶ 

とじ 因て 巧 巧 巧 飛 巧を じ 一大ぎ 新 
を 喚起す るな らん 

♦な 外 支那 乂數 最近の 調查 じよ 





n 



ぶ 記六隻 じて ンャ トグ 

香港 巧を が 巧し 隔週 か 1 

曜日 午前 十 時ぶ ャトグ 
を 巧 化ず 
▲運 貸 

ンャト グ橫濱 神 巧 間 
一等 巧 十 巧 
二等 セ 十五 巧 
は シャト グ巧司 間 

一等ち 十击 巧- 

二等 军巧 

一二 等 四十 一一 夷 五十 化 
A 但し ニユ 1 3 ! クは 
〇 化 日附 ょら 五日 前 じ 
御 お 發有之 度 お 
靜岡化 六月 二目 
サ波义 ホ 月 十六 日 
を酱化 ホ 月 一二 十日 
佐渡义 .と 巧 十四日 

郵船 會祂 

シャト グお張 巧 

切符 化み 渐育新 巧 か 




謹啓 每 々御 引 立を 蒙ら 難 有 存磅陳 
者々 巧 夏 响き巧 食卓 用の 品々 及び 日 
本 菓子 療 、新刊 お 誌 掌い ろ {新 衛. 
到着 仕 核 間 些少 じあらず 御用 向き 仰 
付けられた < 偏 じ 願 上 奉ら お 
尙窮 巧な 正 巧 品目 錄は御 一報み 窠 
御 呈送申 上 お 

新 育 巧 巧 五十 九 了 目 百 十、 な 十二を 
日本食 管 g 巧す*^ W ® 


直輸入 巧會社 
電話 


プラザ ー六と' 八 




人の 熟 かする 巧なる かお じ 最近 じ ま 

敎授關 蹲 ± か 大が巧 助役 どなる た 

め辭 表を 提 巧した る 事 導火線と なら 

を 校 生徒の 運動 どなら おじ 福 旧が ± 

を 始め 佐 巧、 掘 其 他 諸 敎授の 辭裝騷 

ぎ どなら 間 題は 昨年の ホれ ょりも 大 

じして 日を 經る じ隨ひ 火の手 愈々 織 

ん ならん ごし ク i をら ど 


•鐵道 建設工事 鐵道院 の 本年度 建 

設费豫 算は千 五 巧 四十 万圓 じして 
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法 じて 再び 裔空 じぶ 勇 葵を 現は せし 

時は が集徽 けの 聲 海ら 覆らん ばから 
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I 從巧 じな きおを の 瓣行機 どい ふべ 


一太 两详 橫斷の 成功は 基 も 疑な しも 云 1 化 事は を 易な やうで 而 かも 六ケあ 


み 巧 氏の 造言 狀化水 野 參事官 の 
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飯島總 領事が 咎 利を 使に 昇進の 內 I 
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】 旦歸 朝の 上な めて あ 巧す る 事 こな 
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タワ 巧の 總 領事た b し 倫敦駐 なの 中 

I が銳氏 VJ 內 をし 居れら ど、 本紙が 豫 1 
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せ ば 當地總 領事の 日 义國を 上に 及ぼ 
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せし 所 「ィ 、ユお 共の 結婚 じは むか 

さん も 賛成な ので 今度を 灌じ 巧る 旅 

盤 もむ 巧さん から 賞つ て ホた のです 

にどの 申立て 兎 巧す る內 少女の 尊ぬ 
る當の戀人巧旧は出迎のゎ め フ ィー 
—ビ八 デン グ じがり 嬉しい 逢瀬は 
かない たれ ど 馨官の ホ じて は 法俾の 
がを 其磁 なをし 難く 少年 化を 所に 巧 
め 磨きの 上目 下 傅 馬の 親元に 紹介 中 
なる か 岡 所 係 b 員 か r 加州では 黄白 

結婚 か 禁止され てるから H 本人 ど 夫 

締 になる 譯 じは 行くまい」 ご 脅かし 

たる 巧 少女は 聊も必 配® 樣 子な <ナ 

こ 加州で 岀 巧ぬ なれば 何處 へなら 

巧つ て 結婚して ずるから 稱 ひません 

どの 返を じ 流 おの 人 精 係 6 員 等 もこ 

女 ふの 一筋なる 大膽 さじ 威、 わしを ひ 

短る 出 


♦を 中 じ 借金 逃げ ロ ー サン' ピグ 

の 邦人 ヒ巧家 抛 巧は ヒ巧 機化な 廿弗 I 生 

の 借を 取か來 たので 底 もじ ヒ巧機 じ 

乘 つて 雲の 中 じ 逃げ 这 みたら ど 過日 

问地 ょら 紐 育へ ラ 八 ドに 電報 あら 實 

際 か 判らず 

ベ ー ス ボ I グ 熱 ど 化留靑年 近 巧 

當化巧巧靑年間じ ベ ー ス ボ ー グ お權 

から 巧 じ 靑年會 じでは 第一' 第二の チ 

1 ムを 組織した る稱 なる が 森が 組 社 

一員 澤旧 君は 非常な 熱 松 家 ど 見へ 同化 

貴 巧 化の 有志 ど圖 b チー ムを 組織し 

て ホ國チ I ム じ對抗 せんど 意氣 裕^ 

居 b 記者 も餘 おして 大ひ じべ一 熱を 


_ 鼓吹せ よと © 事な り 兎 じ 巧が 外 速 動 I なれら ど 


I 熟は 在巧靑 年の 身 神を 活潑 ならしむ 

る 所 0 じて 壽 ぶべき 現象な り 


♦朝鮮人の 色 氣違ひ プリ ツデボ 
の 富豪 マグ カへ 一 夫人 方 じ 働き 居 

る ヤン ダなる 朝鮮人は 有らぅ 事 かを' 

々同 夫 入 じ 思 ひを 掛けが 人の やぅ じ 
附け纏 ふよら 夫人ら 薄 氣か惡 < なゎ 
昨年 十二月 ヤングを 解處 したる 上歐 
1 がへ 逃げが きたる か 色気 違 ひの ヤン 
ダは 其 後 執な < も ぁきらめず 或 時は 
I 當地 中央 停車 壌 じて 大騷 動を 起した 
る事ゐ 6 巧廿四 目は 夫人 邸を の 窓よ 
忍び & ろ 結婚せ ねば 夫人を 殺して 
自みも 巧ぬ ご 脅迫し 文句を あべた 上 
逃げ惑 ふ家內 中の 人々 を 二階 じ 追 ひ 
i 上げた る 中 夫人は 昔寢 室の ド ー アを 
堅 < 閉ざしつ j 室 巧備へ 付けの 電話 
じて 蠻官を 巧び 漸< 事 無を 得たら ど 

リ置駐 まる 彼は 來月 一 H 當地着 
の上歸 朝の 途じ就 <當 

> 飯 島新智 利を 化昨额 おか 到着 ご 一 
週間な じな なする 答 

栗補官 補榮轉 今回 新た じ巿 俄を 

I 領事 じ 昇進、 當地總 領事 代理， どして 
みが 新總 領事 巧 迄率務 を取圾 ひが 

る 上 新任 地た がくべし 

ホ松官補 目一^-^東領拳館じぁ 
I 柴栖 氏の 後任く して 當地巧 動を 命せ 

る 

巧 田が 一郎 氏 十一 一一 H 無事 倫 敦じ到 
着せる 旨 ホが^ り 氏は 本 顔よりの 急 
電じ おし 伊太， 利 視察を なき どして 歸 
朝す 和 由 间巧當 ボ岀發 後後 巧者 巧 紐 
迄大 朝の がを 湿 信は 本社の 甲斐 巧 之 
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紐 育の 日本人 (甘 こ 

飛ち 張 目を 
下宿屋 其 二 
▲下宿 崖の 信用 制度が 柯 なじ 一艘 巧； 

留 者じ不 都ん 口で あるか どい ふじ 止宿 
人は •下宿屋 じ 巧き さへ すれば 金は 無 I 

て も 鼻の 下 ホは 無事 じ 建立が おを 

る VJ 也 得て 居る から 働き 先が 少しで 

氣じ 食は ぬと 直ぐ じ お 暇を 賞つ て 

歸 つて 巧る し 働く 蕾の 嫌いな 怠惰が 

着 じ 至る ど 年が年中 働か やじ 下宿 属 

籠城を 極め、 借を の髙 磯り 積つ て 山 

どなれば 眞面目 な 働きでは 到底 も 返' 

せ さう じ もない 巧から 柄 じ もない 一 

攫 千金の 謀叛 氣を 出して 一 かば も か I 

の 勝 貧を 試み、. 不眞 面呂な 巧を 俳砸 

し眞 面目 じ 働 <靑 年を 誘惑して 鴨に 

一し やうな ど i 不 らもな 考を 抱ぐ 事 じ 

なる 

A ホから 甲の 下宿 じ 借 b が 出 ホる ど 

返す のが 嫌な 所から 乙の 下宿 崖！.^ じ 

移ら、 更に 其處 をを ひがして 巧 下宿 

星め 新しい お客様 どなる やうな 非ん 

間 も 生じて ホる、 勿論で 宿 崖 じ 巧く 

1 者 のぞ 數は眞 面目な 人間で 借らた も 

めは 必す 返さねば ならのと む 得て 居 

るので あるが 色々 惡 運か績 いて 巧る 

ごわ 客樣 であら 乍ら 借金の 爲じ 居候 

I 间樣の 待遇を 受け、 义自 かじ 掛 する 

が 宿 者の 態度 も 自然 冷やか じな つて 

I 來る 巧から 結局 燒け氣 味に なつて 可 

一惜有 爲の靑 年、 渡乂當 初の 目的 どが 

I 望 どは をく 沒を涉 の 人間 じ跑落 する 

▲素 ッ破拔 きど 怒られても 化 方が じ 

いが 拭み じを 下宿 崖の 帳面を 眺 ぃて 

見る ど 大きな をい 家 だ ど 四 五で 弗 小 

さな 家で も 千 五な 弗を の 貸が あつて： 

一而 かも 化 中 S みの 一は 取れる 兒 込の^ 

ない ものである、 さう して 此 貸しは 一 

i 夏の 終り 郎も 同胞が 市 內じ歸 つて 巧 

る 頃から 秋 じかけ て 半を 叉は 一二 みの 

一位 退つ ては ホる もの i を じむれ ぶ 

义 例の 通ら 貸さねば ならぬ から 自然 I 

巧 送ら じな つて 充 みの 現ナ マを 手許 

じ殘す 事は 出 ホなくなる、 ッマ リ千 

i 置な ホ 乃至 四 五 千 弗の 貸が 数年 巧 下 

一宿 營業 をして 巧た 純益 ど 見る ょ 'ゎか 

i 仕ガ がなぃ . 

A 止宿 人の 方から 見れば 旨み 達は 始 

絮 働いて 下宿屋の 親父を 食は しごる 『 

御客様 だ どち へて るか 知らぬ が 親父 

の ホで 見る ど 信用貸しで 0 て飮 ませ 

j 食は せ、 寢 させ 加 之け じ トランクの 


世話 や 手紙の 取 巧ぎ、 場- 
は 小 遣の 面倒 迄 見て やる のじ、 頂く 
金は 一週た つた 五 弗、 運惡く 猫ばば 
でも 極められた 日 じや^ イ耐 つた も 
んぢや 御座らません の だ 


を じょつ て I 山 座て へ 男は 中々 話せる ご 知れ渡る 
じ 至つ た (ホ 完) . 


参議 疑 山 座を 使 


某 外 巧官談 

化 京 じを 巧せ る 特命を 權を使 山座圓 I 

次郎 巧は 福 岡巿の 人、 現じを の赃々 

の 聲を攒 げたる 邸宅は 地 巧 西 晒 じ 在 
6 て 「山 座.」 の標 化を 褐げ實 兄 山座亮 I 

太郞氏 どか 妹 ま 岡 ホむ 人 こ！ じ值む 
廿と日 「今回 歸 朝、 巧 京 ょらの 歸ら 
じ歸墙 すべし」 どの 手紙 着き 讀 みら 
終へ 0 じず 紙の まは 早 や 化 化の 人 じ 
あ， ずなら 口 如露 ホ如電 、今更 じ 人 
生のは かなき を 念は しむ、 を 氏の 鄕 
友 じして 現じ 職を 外務省 じ 奉ずる 某 j 

巧の 曰く 

少年 時化の 山 座 福 岡 お 身の 外を 

ちじは 巣野愼 一郎を 先輩 どして 高瀬 

経德 どま 人る の 山 座 圓み邮 巧 VJ の ご 一 

人 か ぁる、 山 座は 少年 時化から 喧雄 

がで ぁつたか をの 癖 普 潘の俄 鬼大將 

ではない 兎 じ 巧 友達 どいつ てら 多く 

は耸長者で ジ. ン を山厘か 率ゐ て一，一?|- 

どい ふの だから 偉 かつた、 一 體福岡 

人の 頭 臟はド チラ かごい へば 政治 ど 

か法雖 ごか じ 熱中す る 風で あるか 山 

旌は 少年 時化から 餘 ら勉强 もせの じ 

文章に 巧く 數學 かお ホる、 勿論 數學 

家の 寺尾享 なでは 福 岡 人か辆 外で ぁ 

る、 昭雖 がきの 山 座は 锐 暴は 亂 暴で 

あつたが 外を 官 としては あ 慮 綿密 時 

務を觀 る 事 快刀 亂 麻を 斷つ 底の 趣 か 

めつ た、 な葉舘 をたら で 盛ん じ酢拂 

て おる 時 什 も 外を 上の 重要 案件 か 

突發 した ど ある VJ 1 劍 前の お醉 藻は 

忽も 堂々 たる 外巧官 どして サ ッサ ど 

事務を 處理 した もの だ、 だから 間 僚 I 

等は 山 座が 斯ぅ L て 酒を 殺す のを 見 

て 贈 度 良 生きは 出 巧の ど增 して 居た 

A ん代海 化の 前 齒_ をが ろ山 座の 唁 

唾は 醫勃 たる 元 氣の發 露で ぁつた 殊 

じ 最も 喧 唾の 痛 かじし 今 じ 物語りの 

つ ご なつて 居る のは 室田義 文が た 

一川 領事 時代 彼は をの 配下の 一人で ぁ 

つたが 或 時 艦隊の 入港を 歡迎し 領事 I 

おじ 盛宴を 張つ た 時 八 巧 海軍大臣が 

彼に 劉して 外を 官を冷 かす 揉な 口顿 

を洩 ちした ので 下地は 巧き なり 嚇つ 

ど 怒つ た 勢 ほひ じ 任せ 拳骨を 固めて 

この 山 座 掘が 郎を 知らぬ か」 ど 叫び 

も托 へず 相手の 顔を なぐ b つけ 前齒 

一一 一枚を 叩きが つね コン よら 流 おじ 豪 I 

化 氛を負 ふ 偉 者 揃 ひの 海軍 部 內じも 



r 新乂 を」 じ 御 答し ます 

舞蹈の 敎師 どして は ブロ 1 ドク エ！ 
一六 化 五、 五十一 二' 街 ど 四 街の 間 ァリ 
ス 、マ！ セ グ攘か 宜しい ご 思 ふ 余 も 
一二 回 詳ら訪 間した る じ 嫂は 巧なる 人 
ご 二人 じて 敎へ 居ら 藝も 上手 じて 日 
本人の 窠子も 數夕あ ^ 授業料 も 高 
なし 义內所 じて 練習す る じは 妙 

なら (餘萊 を) A 在留 同胞 中の 黃白错 
婚家 庭を 慰む る じは 萬敎 家に 御盡力 
を 願 ふが をし いと 思 ひます、 敎會や 
ミッ シヨ' ンは學 生 又は 勞働 者の 世話 
をす る ホ じ 化め や 化 方面 じ も 活動せ 
らる i のか 必要で をら まし やう、 宗 
敎 家は 神樣 のを •基督のを を 上下の _ 
摘て なく 熱 >む じ傳 へねば な b ませ 口 
說敎 腑禱は 口の 先で 事足らます がち 

化 間の 蕾 男 善女 じ 傅 道す るには 足の 

先の 力を 借らねば なりません 二' 信 

者) A A 或 巧 料理店 じ 巧つ て テ ー プ 
グク n ス 'が 余ら 不潔い から 化へ て吳 

れ紛へ VJ 賴ん だら 「ヘィ 畏ま もまし 

た 併し 巧みな々 へ 御 おの 御客様は 補 

が 補で 御座 ひます から」 じは 恐れん 

つた、 をく ぞヤ フン ど參 つた^ 夕陽； 

生) A 著々 逸を じ 申す、 化 間 君の な 

書を 何の気なし じ褐 載せし 處ホホ 面 

じて 非常 じ氣を 痛めた る 人 ある 事を 

ザ じ レた ら、 餘ら 猛烈な 皮 巧ら はせ 

ぬ 事 じし や うぢ やない か (籠 巧) A 誇； 

大化ャ マの 少女 誘 招 事件は 巧 後 だう 

ならました、 巧 胸の 面汚しを する 淫 

化羅 をぶ ものめ してやら 給へ (憤慨 

を) A 弱き者ょ をは 女なら、 奇 しき 

運命 じ 補 はれて 浮世の 濁 狼 じ 漂 ひつ 

ある 某 女ょ 願く は 御身の 將巧 じさ 

も あれ (同情 生) 
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特別 廣吿 


新颗續 々着 倉 库不充 みみた め 六月 中ぶ 
記の お々 特別 見切 値段 じて 販資化 候 


看 


チ} セ ブト A チ 3 コン！ 卜 .セツ 屯 
ベリ セ ブト 瓜 カツ フソ 1 サ！ 

-其 他瀬戶 物數师 
A 花瓶 十が よら 十八 巧 迄. V ’ 

明細書は 御 嬰 ホに 應じ送 附巧化 候： 


道 
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ボストン 支店‘‘. 

11003 巧受，9 芭巧 ご 氏 ご rd 化 tr で et ニ ミ ー こご. 


^ @ 巧 人な 上 ノを會 二 適 スグ大 廣間ァ 9 @ 夕あ 一切を 視； 
^ 式室內 滴が 紳± 諸君 ノ宿沿 二 適 ス @ 多年 ノ經験 ヲだマ 
> グ巧理 人 ブ有ス @內 か 書 i 誌 諸 新規 球臺廣 燕な 巧す： 
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.ネ 巧^ 期 {| が拾蔚 なおが な賤 
ぉを r 知篇 II 識鞋 

橫鑽 正金銀行が 育 淺張所 

日本人の 鄕里 送を は 邦貨 ま 面 二が 米货 あが 谢ノ 
削を (無手 數巧ご ブ當行 本 巧ヲ秘 テを を ホな 投 
申 候- 







《戀療 自午煎 八 時ち 十二 巧 /"j 

J 時 巧 - 宜 午を 高ま おが || 

谊科 啓が 輿 西璧口 I 

か 8 W •一 〇 革 r 古.， City 成 

B を CJol 与 ab ミ & Manlifittan > v ま .1 
一已 Riverside 煮 霉 \ 








育 新 巧を 憤 (前 お趙稅 共) . 
□一部 金 五 化 □六 ヶ月み 一 弗 
□ーヶ 年み き 弄 

千 九 巧 十一 重 ハ月廿 四日が 段 院^ 
殺 巧 

を 巧 兼 鶴輯乂 甲斐 健 一 
おお 所 薪 育 新 巧 化； 

お 育 ボ黛六 巧 二 fii 八 一 
堪詰六 四 Anil チ* グシイ ー 


日 置を 使談 

新化駐 まを 巧 日廣 巧は 一 U 午前 巧 

地 ょら 當地じ 着し ホ テグ ァ スタ 

じ 入れら、 記者 はなもじ 剌を 通じ 

て 親しく 氏の 温を じ 接」 約 二 時間 

の 會談巾 大陸 政策、 H 义閒 題、 外 

を 政策 等 じ 願し 聊か 其み 騰を 叩く 

を 得たら、 只 現な じがて 之を 發を 

する の 白 由を ちせ ざるを 城み どす 

左は 南米 じ關 ずる 氏の 談話の 一節 I 

な^ 

I 智巧共 か國は 目下 至つ て 平穏 じて 內 

跋 上の 施設は 頗る 見るべき もの あら 

新 中 其 軍備の 整 頭せ る おは 南米 諸國 

中が 第一位を 占む、 同國首 要のを 物 

は 破 石 じして 一 國の财 源は 總て 巧輸 

出槐 じて 充を なれば 國 民は 殆んで 無 

j 稅を じて 生活し 居 るら のど 云 ふを 得 

i べし、 町’ 國化 部の 米闕 ベッレヘム 鋼 

I 城 曾な 所 あめ 魄 山は 元佛轉 タパ. 

:! を 社が 智利 政府 ょら 六 万ぺソ 

一ぺ ソはサ 鱗) じて 採掘 時 許 權を貝 取 

j ら を じ 製 鐵一觸 じつき ニ フランク 巧 

j のず 數 がを 受< るの 約を を 0 .でべ を 

化に 賣 渡した 4 ものなる がを 绒 量は 

殆ん でを 山の 九を を 占め ー ヶ年二 だ 

五十 萬喷を 採掘して 今後 巧 年間 繼敬 

する じ 足るべく 會 社は ホ 六 堡の激 船 

をな てボ絕 輸送 じを 事せ しめ、 佛人 

は 年々 二な 五十で フランの 純利を を 

けつ！あゎ、 錢鑛曰じ用ゆる燃巧は 

附 あの 森が 八 巧 町 ホの 挪 下を 受けて 

が 木を 化 用し 居れ-- > 

ボリ ビャ 固は 銅 及び 錫のを 出を なて 

を 名 じて 就中 錫は 化 巧吨の 需用を 充 

たす じ 足る ど稱 せらる、 巧國 大錫鑛 

の 持ち シモン バ チニユ ー 氏は 十を 前 

じ】 鑛 山を 發 3 r したる もみなる が 今 I 

U じ 於て は 一 U 六 万圆の 純益を 化め 

閲國歲 入の 數曆が じ 常る どい ふ、 ボ 

ーブ ビャの 首都は 海拔 一巧 二 千 尺 恰も 

吾 意 ± 山の 絶頂 ど 同じき 高地 じ 化 も 

を： 氣 極めて 稀潘 。るを 0 て新來 者の 

一を くは 病 じ 化さ るれ でも 利の 巧る 所 

I 人の お 住 じ 適せざる 所な しど 見へ 文 

I 明の 巧 器は 道 城な く備 はり 居れり、 

I 海 口 よら 首都 ナパ スじ 逢す る 锁道じ 


典ら て 旅 巧 ずれば 沿道の 谷間..^ じ； 

は 白雪の か 含 巧 塊を 0 て 埋めら るを 
見る 之 即も閔 國名產 のボー ラックス 
じして を 國のボ I ラックス 會社 まど 
して 輸出 お 營じ從 事し 居れ 6 
化 露の 名產 たる 銅山の ホ 要所 巧 地は 
海 拔一萬 六 千 巧の 所 じ 在ら 海 口ょ 6 
间地じ 達する 鐵 道は ジグザグ 形を 成 
し 運輸の 不便と 费 用の 多大なる どは 
想像 じ餘 b あち ごは 雖も 钢鑛 業者の 
細 益は 衙 且つ 化 困難を 相殺して 充み 

の餘 得る り、 飲 お 水の 僧 一が 約と 八 

十錢 なる も鑛山 支配人の 邸宅の かき 

は 起轻飮 をに 何等の 不便を 感 せざる 

らの i 如し 

智剌じ 就て 尙 一言 せんじ 岡國は 人口 

僅か じ 一二な 五十 万 ± 地廣漠 じして 天 

がの 富 源 じ窝む ど 雖 もを 通 不便 ど資 

本乂 乏し 居る をな て 特稱の 事業を 經 

營 する にも 先づ新 たじ 道路を 開通せ 

-4 みざる 可ら ホ 前 じも述 y しかくみ I 

佛鑛 物の 天 惠豊窗 む るら 之を 開を し 

て國 力の 增 進を 圖 るには 莫大なる 資 

本を 役せ ざる 可らず 且つ 人民 じ中產 

を 少なく 目 本 雜貨の 如き 中產 者を 目 


^ 東洋人の 排斥を 論ずる 者 あるの みな 

-ず 有力者 間の 意見 ホ 必ずしも 好绍 
なら ど 認め 難き 点な きじ 非 ざれば 專 

I 當 局を 及び 移民 業者 等は 充 みの 注 嵩 
を 0 て お 巧じ掛 する か 壺を爲 さざる 
j ザらず、 元 ホ 東洋人 排 斤の 根本-を 目- 

は 人 極 的 偏見 即も 感情 問題なる がか 

じ 道理を なて 之を 解 巧 せんどす るは 
I 甚だ 困難な り ど 云は ざる すら や 云々 
(を資 在 記を) 


大素ッ 破が . 

▲.新聞の 素ッ 破が きも 恼 人の 罪惡を 

I 索 ブ破拔 ひたら、 靑年巧 女の 不品巧 

I を素ッ 破な ひて 讀 者の 俗 目を 善 ばす； 

のは 甚だ 威必 せの が 革命 やを 就の 裏 

I 面じ橫 はる 資本家 や 政略家の 暗中 飛 

一 磯を 素ッ 破が き 或は 嚴 めしい 陸海 軍 I 

人の 養 面を 引 翔いて 腐敗した 腺た の 
谢臭紛 々を 素 ッ破披 くな どは 國家社 

I 脅の ため 貢献す る 所が 夕< 素 ツ破お 

- 中の 優の 最も 優なる ものである 

へ ラグ ド 紙が 素ッ破 おひた 墨國憲 

I が 軍 どホ國 資本家の 密約 願 係を クオ 

ーーグド紙なでじ云はせるご 「ナァー 


つぺ しだ 

▲尤も ビ ー 會社や 英國の ヵゥ ドン 1 
を祉 などが を 傭け の 爲じ官 革 巧 軍 じ 
軍費を 供給す るのは 溺で娜 を 釣る 山 

姉 或は 商 買 人の 當然の 所業で あつて 
吾 圍の處 業 家 連が 陸海 軍人の 鼻ッな 

じ キラ^^^,^ する の もの プラ 下げて 巧 

I 萬圆の コム ミッションを 取つ わ b 巧 

n で 入の 錐 詰を賣 '込む で國 民の 稅を 

1 を 泥棒す るの じ化較 すると 化 方は 却 

て 一段 男らし < て較や 話せる 譯 だが 

コン ナ內 幕が ゐる どは 知らず、 巧國 

仓 どか、 ず 和 どか、 人道 どか 八の 頭 

とかい ふ 怪しげな 美名の 下 じ 血琼お 

納 ホる 人民 こを 巧い 面の 皮では ない 

か、 抑 も亦夕 年の 戰亂じ 泣 < 墨國の 

人民は 巧 どす る 


あの 秘を 信書なる ものは 1 111 一遇 間 

的 どす る輸お 品の 贩路は ホめ 難し 斯 前から 紐 育 諸 新聞社の オ フイ. スを持 I 


は單 じ！^ 利の みならず 一般 南 乂諸國 

の 狀態ど 見て 差 まへ なかる 巧く 之 等 

蘇國 马吾國 どの 商業 貿 おが 非常のを 

连を 示す は 今な 幾多の 年月を 要する 

ならん、 日本 補餘會 赴の 岡十郞 氏は 

おが 巧 巧 中智利 政府ょ ら閒國 太平洋 

沿岸の 漁業 特許 權を 得たら、 巧將巧 

じ 就て はを は斷 言し 得る 限ら じ 非 ざ 

る も 頗る 有望 ど 察せら る 

1 巧 义諸國 を 形成す る 人 補は 巧 班才人 

の 子孫、 巧 乂ど止 人の お 血 稀、 主人 

ぶび 窺 火なる が 兩人及 ± 人の おなさ 

れ たる 者 夕數な 6、 東洋人 じ勒す 

般 南米 諸國 人の 人稱的 偏見は 旺お 

じして 堂々 たる 巧國の 代表者が 無智 

の 人民 ょら 侮辱 せらる i が 如きは 孩 

しから 中 殊に 支那 人は 人 巧 おされず 

I 黒人 迄が 黄色の 人間 ど 見れば 庇 もじ 

I 旨 かよわ も 劣等め 人 柿なら ご 必得輯 

るな b 、 伯 刺 西の H 本 移民 じ關 しを 

は ホ だ 其 後の 消息を 間く を 得 ざれ お 

i 閱國 政治家 間 じは をが 書を 著は して 


ら 廻られた もので 吾 社では 對手じ 仕 

I 無 かつた、 へ ラグ ド も 之が 爲じ乂 し 

た 人氣を 弓く 事は あるまい」 どを 

つてる けれで 巧 細 じ 急 謀 役の ホプキ 

ンス から カラン ザやビ I ヤス 貧社义 

は フリント 巧 他の 關係者 じ 送 クた肉 

I 筆の® 鶴 文書なる ものを 見る ご 從來 

表面 じ 現 はれた 憲政 眾化お 者 やホ國 

一 歧府當 局ち の 巧つ た 事が あら 

洁動 篇眞を 見を やぅ だから 頗る 面白 

夫れ に 索 ッ破拔 かれた 連中 何れ 

夫れ は 拙者の 手紙では 御 逆らぬ ど 打 

消さ 口から 不思儀 だ 

▲柯 しろ 大統領 維城 遜 巧の 特使 どし 

I て 墨國じ 出かけ 頑固 一点 張 b のゥエ 

八夕じ 油を絞られた リンド 君が 矢 張 

ら锁道屋、 油ら屋のセーグ ス マ ン VJ 

して 立 働き人 間 巧し の 維 惭遜君 やが 

和 卸問屋の 武雷 ま和尙 から 色々 な秘 

をを 聞いて 巧て は內 々を 儲けを 行ら 

うご 云 ふの だから 耐ら ない、 米國の 

一政 巧 結 巧 も なじまつ て 極まれ b ご 謂， 


叉 おた R 米 問題 

大 殴さん は ホ 國の人 鞠 的 偏見は お 

:を經 るじ隨 つて お滅 する、 恰度 昔し 

ホ國 人が 濁 逸人 ゃ 伊太利 人を 排斥し 

て 今は 排斥せ ぬと 同樣の 結果が ホる 

ど！ 一度 も S 度 も 繰り返して 居る、 勿 

論 當局者 どなれば お ふ 事 皆 迄 口 じは 

出せまい が 巧し々 迄の 內閒の やう じ 

H 米 問題の 巧 巧®、 眞 事情を かつた 
やうで 知らず、 3 ン ナ瓣ッ ペラな 愚 

論を 眞衙 目で 唔 へて 居る やうで あつ 
一たら 夫 こを 大變 である 
A だう も 不思講 でなら ない のは 是稱 

B 米 人の 往來巧 通が 頻繁な のじ 巧ら 

や、 故國の 人民は 米國乂 なる もの じ 

就て かる 巧が 甚だ 巧 薄で める 事 だ、 

勿論 西洋人 も 日本 じ觀 する 智識は 其 

た淺 薄で あるから 敢て故 國の人 許 b 

咎める 譯 じは 巧かぬ じしても を じ 角 

I 彼等が H 本 巧 日本人を 知らん ど 巧，：： 

る 熱 也の 程度 じ 於て は 香々 ょりも 條 

つた 所が あら 隨 つて 其 研究の 態度は 

稀め て眞 面目で ある 

▲吾 蜜 熟々 考 ふる じ大殿 伯は 座な が 

ら じして 化 巧の 大势を かる 巧の 傑物 

にはが 違ない が 智者の 一失 明 若 も お 

じは 巧者の 諮 言 じ 巧を 傾く； なきに 

非 やで 米國 から 歸 朝す る薄ツ ペラむ 

學 生や、 赤毛布で もが 往 々じして 化 

の 明を 疆ふ 事が 無い ども 言 はれね ど 


I 思 ふ、 何 诗ぞや ニュ！ 31 クで會 C 
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た 代議 ± 君而 かも 夕年 米國 じだ 留し 

わ ミの ある 先生が 「日本人 排斥は 人 

輔 問題では 無い 日本が 滿州 問題で ホ 

國を 巧した 罪 即ち 政略 問題で ゐ る」 

なで J 言つ わが コン ナ手 をが 代議 ±1 

様で 思 論み をき ッ シブ 得 窓が つてみ 

だから 直接 ホ國 をからぬ 大殿 
丈夫 VJ は 言へ ぬ 

▲ホ掛 人が 獨 逸人が 太 利 人を 排斥し 
わの W 今日日 本 A を 排斥す るの ごは 
時代ら 違へ ば 原因 じがて 大 なる 差 則 一 

が ある、 縱か 一せ の 御世 辭 どは 云へ 
胡 魔 化した ごは 云へ 餘らじ 突 お 子な 
お斷が おきじして 賞いたい 



•墨 國擾亂 梟 相 

墨國騷 就は 其實 英米 兩國 資本家の 利 

權 ず おじ 過ぎず どは 殆ん どを 然の秘 
密 ごして 豫て 世人の 認めた る 所な. 
しが 独 育へ ラグ ド 紙は ま ホ 八 H の 紙 

上 義國搔 就の 眞 相と 題し 憲政 軍 化を 

者 及び 關係 資本家 間の 聽密 電報 嘗信 

等を 巧 义の链 寫ホ板 どして 揭 載し 忌 

蜡 なをな 巧 幕を 曝簿 して 大 ひじ 化 人 

の 注 怠を 惹け 6、 岡 紙の 所說じ おれ 

ば 墨 幽の鐵 道 及び 巧 油 事業 じ 至大の 
關係 もを 當 地のへ ンリ！ クン！ ビ 
1 ャッ會 社は 議政 取總統 ごを 約を 結^ 

び§ 北部 全体の 鐵道權 を ま 配す る 
條 かの 下 じ 同 軍の 軍資を お 鈴し つ { 
ある もの じして 带盛 頭の 辯 譜± キヤ 
プテ 'ン 、ホプキンス 巧は 化 大計 晝の 
參謀 がごして 專ら巧 街の 巧 じ 當ら目 


I 頼す る リンド 巧が 直接を じ保證 せし 

所なら、' 國 務卿武 蕾を 氏は 化 論じ 媚 一 

びん どして 戰 ずを 避 < るが 爲 じは 凡 
ての 犧牲を 沸 はん どず る も ゥィ グソ 
ン 氏は 么じ反 おし 兩を 意見 一致せ ず^ 

ぶ 結 あ ブンド 巧は 米國 政が 及び 憲政 
軍 代を 者 間の 伸 か 者 どして 推 旗 せら 
れ たるみ 第なら、 みは か 何 じ 伸裁會 一 

講が 無益の 化 事なる かをから しむる 
ど おじ 間 會議が 可成 早く 岛く 体裁ょ 
閑を する や， っ 有 ゆるがを 運動を な 

しつ！ あ 6、 貴下が 化戰 を拒絕 しれ 
るは 非常 じ 巧 結 おを 示し ホれ 6、 ゥ 
グタ の陰檢 なる 態度が 化然 ごして 
繼綺 し、 ゥユ ラク グズ懲 駐お軍 じ 突 

然の 害を 與ぷ る； あらぶ ゥィ グッン 
I 氏は 商 もじ 武器 瑜 おを 許す 可き は 余 I 

の 堅く 信す る 巧な り 云々 

看じ關 し々 ランダ おを 患を 軍 代表を 1 

及び 關 係を 等は 何れも 軍 裳 供給の 事 I 

'實 なし ど 否認した る も ホプキンス 氏 

は r 墨圃じ 莫大の 投資を 巧し 居る を 

おが クユ グタ をが の 爲じ其 事 菜を 防 

番 せられ 今. 岡 憲政 軍の 媛 勢 ごならし 

結果 事業の 巧 俊を 圖 るは 當 なの 事な 
6」 ど 辯議し 且つ 自 みが 鐵 道の 處を 

じ 綱し カラン ザ じ 助言せ し 事 及び ピ 
1 を 社が 么じ 同意せ し 事 も 確かなら 
どい へ も、 尙ホ國 上院 外を 部委 貴は 
拳實の 調査 じ 着手し 下院は 国務省 じ 
對し右 事件 じ 願す る 一切の ^ をを 
がすず < 决議 せら、 へ ラグ ド 紙は 爾_ 

しつ i をら I 


下 带巧じ 化る 患な 軍 代表者は 巧赏ビ 

で 成 ~會 社の 利益を 化まして 帮酬を 


受け 辟る のみならず 巧 方策を 講じて 

現 政ぶ の卒和 政策を 化稱 しつ i ゐ 6 

巧 じピ！ ヤスを 髓 よら ホプキンス じ 
宛てた る 信書 じ 依る じ 現な 仲 栽を 議 

じ 列席 中なる ゥ ユ^夕 政府の 代表者 _ 

一二を は 么ホ墨 國の鐵 道 及び 巧 紙 事業 

に密 おの 離 係を 巧す る英 國の大 資本 

家 口 ！. ド ヵゥ ドレ！ 會 社め 利益を 化 

をし 居れら とい へら 
ヘラ 八 ド 紙が 更に 蟹 H の 紙上 教 貫を 

蟹し ゴ 秘密 信 奪を お載せる が 憲政 眾 

ぶビ！ 會 社の 葱 謀 役た る 辯 譲 ± ホプ 
キン 巧. 巧 よら カラン ザ將 軍 じ 宛てた 
る密 をの 大要 左の 如し 
大統^ ィグ ソン 氏は 仲裁 會議 開催 i 

中 武黑输 出 禁止を 許す じ禱路 すれ ど 

も必 巧の 武麗は 帆前船 じて 米國 よら 

一旦 キュ .パ じ 送 b 然る 後 メキシコの 

某々 难じ 送れば 巧を じして 華 盛 頭 政 

がは 何等の 干涉を 加へ ざる 巧く 斯は 

クイ 并 ソン 氏の 腹必 じして 吾等の 信 j 


ホ引綠 きおを 信菩 をを をし つ i あ' 


■ミ シボン 卿の 巧 人排巧 同 州 ラン 
シング ょらのを 電 じょれば 今回 四 巧 
るの 日本人 農 藥者移 化の 目的を なて 
アグ デ ヤ郡化 そじ 巧る 巧し どの 報 去 
A 、 右 じ 就き 巧贿 農を 官を 及び 勞働 

組を は 之れ 加州の 二の舞を 溃 ずる も 

のなら VJ て州會 をして 加州 ± 地 法 ど 
W 様の 法律を 制を せ しむべく をが 運 

勘を 駒始 すべき 模樣 ならと 巧 じが 人 

の 移住 地は を 頃 排水を 終らた る ± 地 

じて 野 架の 培養 じ 適す ど 

•黄白 結婚 排斥は 想 論 コロン ビヤ 
大學 敎授プ ランズ、 ボア ス 氏は 過日 
加州 大學 じがて 黃白 結婚 じ關 する 講 

話を 爲 せら 曰く、 白 哲人 碗 ど 日本人 
义は 他の 東巧乂 ごの 雜婚 をす 可と 爲 

すは 生物 學上 何等 お 媛 無き 愚說 なら 
総ての 歐羅 じの 人民は 最も 異 ちた 
各人 補の 混 化 柿 巧 じ 非ず や 云々 


♦デュゥェー大將輕か じ 向 ひたる 
をな て 大統領は 化 養の ため メ ー フラ 
ワ ー 號を 巧恵乘 用す るを 詳 せら 
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•小 松宮 大お賴 
； 子 殿下變 ま 

I 义し < 御 お 中なら しな 小 松を をた 親 

I 王が 赖 ず 殿 ド じは 御 强樂其 効 をら せ 

れ乎か 六 H 巧 巧 御 本邸 じて 御麗ホ 
おらせら る 

，:大 姐賴ず 殿下は なを 晦賴 成を の 第 

. 一々 じ まし まし 嘉永五 年み 月 十八 




參 防な 衙證の 給 織 確立を 戰 明す み 
j 間は サ兰 = 陸海 國 W ホ 針を 確を すべ 
-防 おが 講荆織 確立を 戟 明せ り 右會 
谦 はせ 化大 限が 幾を どなり 桐 陸相 八 1 
代 海相 加 藤 外 おお 概藏 柄を み 川蓉謀 

I 按長 烏が 海軍々 み 部長の 六夕を 0 て 
之を 組織 ホ' る 都を ；；* b 

•I 難 1 詳細 Y 發 
表 V ず. 

一 加州 ± 地閒 趣に 關 する H ホを 渉經逊 


I 崎 平 S 巧は を 港 總镇事 舘じホ 松官视 I 

はが 育總 領带舘 じ；！： れら轉 ほを 命せ 
られ たな 


御 生誕 ホ 十字 社ぶ 化のを 北 ハ' 樂 業は 去月 廿 六日 其 大要の み 疑を さわ た 


j じ 對し御 ホ蹟少 からず 

> おが 補 巧邀お 無事 通過す サ六 H 

I 午後 海軍 補充 巧 案が 煤 一致を U て 衆 

，謠院 を 通過せ b 會歳 中前 文化 政ぶ 派 
I 大岡 育遊閣 お 黨領巧 义養毅 If 志 會總； 
I 務な旧 S 郎 S 巧 雖て赞 成演說 をな せ 


-U 乂巧涉 颠ホ發 おご 與論 n ホ 問 

i 題を 涉顚 末サ六 U 發 表さる 米國の 無 

法 ど U 本 外を の 失敗は 磯 じ 評論され 

つ ミ をら 

今 靈議會 の渡爛 

I 什 ミ H 首相 大殿 伯は 帝 國講會 臨時 議 

:會じ 於て 長觸 巧を おつて 一般 施政ぶ 

j 針を が 說し乂 藏大ぉ 巧 棚 禮み邮 憐± 

一はが 政 方 かじ 就き お說せ b 鑛 相の 馈 

一說 終る や 待ち 構へ たる 反 對諸黨 派は 

I 八 ホ ょらを 繫の 矢を なら 猛烈 じ 政府 

I じ 巧 薄を 試みた るが 現 政府 じ もす る 

非難 攻繫 は乂殴 首相の 施政 ホ 針 又は 

若徽藏 化の 巧 政 ホ 針を 論難す る ょら 

寧ろ 巧な 大巧 巧 崎 行 雄 個人 じ對 ザる 

一 非難 じ 過ぎ ざら き 

反 お 諸 黛 波の 巧 崎な 相を 擊の お據は 

法相は 乂閒 0 前に 於て 進 ホが 純 立 患 

j 內賴 組織を 標镑し 而も 大殴 巧陋 成る 

ス 其の 官傑巧 願なる じ 巧らず 前日の 

一言 贸を おみず ザ々 之に 入ら 法 財义椅 

j すじ 就ける は 無節操 無 ホ義の 甚だし 

I きらの なら どい ふじ 巧した b き大隙 

巧 關前邀 の 巧 難は 豫 想な 上なる 事蟲 

早 疑ぶ 可から ざる もの あら 其 將巧こ 

對し阔 巧を 大の炮 怖のを を 抱く じ 似 

た b . 

踩を じがけ る 形勢は 急 じ 政ぶ 貧ど國 

技黨と 自然 反政府ぶ ホ 調を 一 じする 

じ 至ら 現 政が 爲 たる 间志 をはを 員 中 

總 迎加騰 おの 蘇 巧 獵官者 等の ホ 學を 

一滿 足せし むる 能は ざら しじを みお こ' 

I 內な 破を & 化 あら 爾 くして 政が はムロ 

んど 孤立の 巧 遇 じ 陷乂れ b 


るが：？ 化 日加 藤 外相は を 巧涉の 詳細 
なる 颜 末は ホ國 政府の 希望 じょ b 發 
装せ ざる 事 じみせ る 旨 議會じ 於て 報 
吿溃說 を*^ せり 

右 じ 勒し諸 新聞は 何れも ホ闕じ 向つ 

て不滿 おの 惹を 表せる も 外相の 方針 j 

じ 隨ル愼 重 じ該問 趣を ぶ 愚して 一般 

の 民 & を 激發せ ざらん ど 巧め 居れ 

も H 本の 要 ホは をな 失敗 じ歸 せら 

ごは 衆論の 一致ず る 所 じして ぶ 外が 

人の 身を を 確然たら しわる の 時期は 

到 巧せ b どの 觀を をを ずるの 倾 あら 

樂府 ホ電の 報ずる 所 じ 依れば 氷國政 

I 婿が 何 おじを 渉頗 末の 詳細を 發 表す 

るじ踪 機せ る やは 不明なる もを を涉 

み內 をは 條約 じょら て化乂 H 本人の 

不動 庞 所有 權 をが 護す る' 事 じ 願せ る 

もの じして 其を 渉は 遂に 不調 じ餘し 

たる もの ど 信 がらる 


♦佐 义間臺 潑總臀 霜 傷を を ふ サ化 

嘉化 發電じ 化れば 間總蒋 はを 藩 討 

I 伐 中 重傷を 蒙ら 目下 危篤の が 態 じあ 


♦大禮 使の 設招 ど大禮 使を {良の 人選 

明大 正 四 年 十一月 今 b 陛下 挪位大 

I 禮御擧 おの 事じ决 したる じ 就き 明年 

四月 十一 日 後大禮 彼を 製を 製を し 引 

I 磯き を 中 じ大禮 化を 糧< 奉 どなれら 

總裁 じは 伏見大 將宮； 仰 付けら るべ' し 

尙大禮 化 長官 じは 初め 大殴 内相 仰 

- 付け； る！ 绪 ならし も內 かじは 尙首 

相の 大巧 ぁらて •刹 抵兩 をを 兼ぬ る 事 

能は ず 今 旧は をを が I 川を 德大 寺を 
條 を化條 をめ 內ド 御沙汰 あるべく が 

ホ 野宮相 最も 適任 なれで も 御大 禮じ 

™ を 相 どして より 0, 上の 外 役 あれば 

れホ 如何 じ やどる へ f 


•ダユ ソン 氏 危篤 外務 當顧間 ホ 人 

ィラ ー ド、 デニ ソ' ン 巧は 滿淹瓶 じ 

罹ら 築地 セント グ カス 病院 じ 入院 中 

なる が 頗る 重態なら VJ 、 氏は 明治 S 

年 ホ ーニ 歲の時 菩國じ 巧ら 同 十四 年な 

巧 外務省 顧閒 ごして 今 H じ 至れり 當 

年 六十 八 

外を 官大 史迭廿 六日 外交官 大更 

1 をの 發 まあら 其 異動 左の 如し 

巧 填國を 化か 蘭を 化 お 藤愛應 

巧 白 巧 義を使 陸 お廣ま 

巧が 蘭る 便 幣巧 善重郞 

任巧國 大使 舘參事 {旨 岡 部！ 二郞 

巧 巧 領事は 現 巧の 儘なる も 官補熊 略 

恭 巧は ポ I トラ ンド 領事 じ 榮轉し 巧 I 

搁 一二郎 氏は 巧 俄 古 領事 じ 巧 旧 八郞氏 

(布 巧官 補) は ホノグ 、総領事 代理 じ 

:を轉 し阴部 お八 氏 (巧 俄を 領事) は晚 

j 杳波 じ轉任 飯島總 領事け 哲利 代理を 

化 じ 中が 魏巧 はが 脊總 領事 じ官補 山， 


♦ホ 國講會 の贊客 アィ子 1 氏 H ホ 
I 講員 協を の アィ子 1 氏 (米國 下院 講 I 

員) 目 ドな 京 中 じて ま 巧廿と H ホ國 
I 幾を の资を ごして 一 撰の 親善 满說を 
なみ 奥講 長の 答辭 ぁら、 同が 大腰化 
はア 氏を 正資 どして 閒遊爵 を 催 ほし 
夕數 議員の 出席み らしが 施 上 伯は 口 
米 間 題じ關 する 波說 をな し 乂國の 邦 
人 じ おする 人邱の 偏見は 嘗て 獨が兩 
I 國 人じ對 せる もの ど树 じく 漸次 消滅 
I すべ <、 目 すの 懸案は 今後のを 渉 じ 
よらて 解み すべし ご 言 へら ど 

H 本 最を信 


善 大腰 首相の 演說 

助 政の ぶ 針は 藥じ をを せる 如く 前 巧 

I 贼じ 比すれば 夕 みめ 變 巧を 巧せ b 化 

物の 變 化する 燒 .ムロ じは 之 じ 附隨し 

て 巧 じ 何等かの 動 搖を憂 ふる 者 ぁれ 

•さも 助 政 經濟の i 則途 じついて は 毫も 

I 楚 ふるを 要せず 我 國は過 ホ 数十 年の 

間 じがて 政治 上、 社會 上、 煎 楽 上 幾 

夕の 急變を 巧し 爲じ康 i 態 も變轉 

し 就中 H 露戰 後の 變化顯 著な b しは 

I 諸君の 親しく 經驗 せられた る 所なら 

ん 日露 徵後十 年間 じがけ る變 化を 戰 

丽 S 十 年の 夫れ に 比する じ實 じ霄壞 

も營 なら や' 朋 なは 敎化じ 猿 漲し 國償 

は钓 五倍の 增 がを 見た な 义戰 時稅は 

永义稅 どなち 數 十の 會社じ ょりて 經 

營 せられた る 鐵道も 之を 國有 どして 

統一せられ 民間の 藥業計 畫亦勃 輿し 

有 傑 離 券ら 暴騰す るの 带樣 じして 戰 

後 助を の 景氣は 實じ化 日の 勢ゐ りた 

.然る じ 巧る 景氣 は永續 する もの じ 

I ホ やして 今日は 變 動の 時化 じ 到達せ 

之 か 整理は 當然遂 巧せられ ざる 可 

_ら ず 郞も稅 制を 整理して 國 民の 資擔 


I を範獻 し又國 俊の 濫發を 防止す るの 

必要を ホ せら 或を は 外資 さへ 輸入す 

れば商 まの 殷 眼を 巧すべし ど 思惟す 

るが 如き も 外 償が を じて 入ら ホらず 

して 物品 じて 輸入 せらる ミ じ 於て は 

何等 劾な きのみ ならず 經濟界 け爲じ 

新たなる 苦痛を 加 ふべ し 成が をの 現 

狀は鄰 使 電信 電話を 始め 事業 計 墓の 

發 旗手 おを 換の增 加な ど柯れ も健實 

I なる 發 達を 巧た し 國力增 進の 速力は 

之を 英义獨 佛諸國 じ 比ず る も 毫も 遜 

一を なし 政府は 元 巧消雙 者の 立矯 じな 

る もの じして 生 康者じ 非 や 政が か 生 

~ をを どなれば 民業 ど 競ず する 事 どな 

るか 故 じか； る 政策は 排 すべきな 
尤も 政府は 間梭の 生産を 腐ず 事 あら 

例へ ば國 がの 如き もがな 接の 目的は 

無論 生 庵 事業 じ 非ず ど雖も 間接 じを 

-窟的 効 あを 生ずる 事な きじ 非ず 义囊 

に發 表せる がな 方針 中每 年る 債 五 千 

刀 圓の價 還を 遂巧 したる を 一二 千万 圓 

じ變 一を せんど する じ對し 柿々 議論す 

る 者 あら ど 雖も 之を 過 まじ 徵 すれば 

五 千 巧國を 償還す る 一方 じ 五 千万 圓 

一 乃 ま 六 千万 圓の 新を 馈を發 巧した る 

I 事 あら 化の かきは 今回 ホ 裳 債 方針の 

1 下' し S 千で 圓を確 實じ梅 還す る もの 

じ 比し 優劣 巧れ ぞや 


•海軍の 技術 審査 部 海軍 あじて は 

I 技術 審査 部を 新設す る じかを した 

か審を 部は 海軍 大括じ お 麗し 製 艦 か 

:料 及び 丘 ハ 器を 通じて 一切の 審 盎檢閱 

じ從ふ もの じして 艦 政 本部は 審査が 

め 同意を 經 ずして 單獨 じが 料を 麟ホ 

し 又は 艦船を 注文す る權 能な し從つ 

て収贿 等を 防. ぐの 一端 どなる すき も 

元 ホ 化 贿間趙 の 如きは を < 人格の 如 

巧 じ 化る もの なれば 技術的 專巧 智識 

ぁる 人物の 外 じ淸廉 なる 人物を 重要 

の 地 泣 じ 配す る ホ 針なら VJ 

eH ホ 難 員 會證お 國讓員 會識 日米 

議員 倘は 本年 八 巧 ストック ホ グムじ 

I 閒 く萬國 議員 會議前 じがて H ホ 議員 _ 

會 謙を 開く 事を 巧議 しが H 本人 幽長 I 

ょり 右の 趣を 米 國畿員 削 長 じ 照會せ I 


ゴ -1. 飞 U 

ヒリ 

J *—/ 






I 化 四 位 励 五 等 
I ほ 扼木縣 知事 

才寸 ケン 博 古 豫て巧 遊の 增ぁ b 

し 濁 巡の 哲學家 ォィケン 博 ± はが 後 

S 並 か 氏 どの 間 じ 再 一一 一番 面の 往な あ 

しお お 遂に 巧 九月を なて 來 朝し 巧 

西 両大學 を 始め 其 他の が 體の 抬聘じ 

應じ 'で 講演を 爲 すべし ど 


邦 - k の 醜業婦 シン ダポー グな廳 

ら退 まを 命せられ たるが 人 醜業 者 

五十 保 名は 化 巧 化 じて 四 H 內化じ 向 

ソ定 等の 連中は 女郎屋の ま 人 又は 

婦女' 誘 お 者 無 賴漢等 じて 英段廳 は 網 

I 巧 盡的じ 退 ませ しめたる なり 
祭 著 
舞蹈 举校じ 就て - 

チ ー、 ゴス 生 

I 舞蹈を 學ぶ乂 々のた めじ 學 校の 事を I 

一 述べて 見やぅ、 舊ま ダンスの 時化は 

廣き满 育 巿內じ も 舞蹈 學 校と いふ も 

のは' お 巧ら 數 へらる： 程で あつたが 

I 新 ま 流 巧の 化 どならて 化 等の 學 校の 

設立 せらる！ もの 非常の 歎で 試に 日 

雌 新聞を 一見 ずれば 直 じ 了解る であ 

-が是 等め 中 じは 隨を的 じなら ぬ 

j 巧 も & る 授業料 も 一回 五十 仙ょ 6 廿 

I 弗 じ おる 尤も 五十 化 や 一二 弗の 一卽 

どい ふのは いみの 事 なれで も 五 弗な' 

上 のらのは 十 描 一時間 位の もので あ 

お學の 著は 矢 張ら 最初は ブライ 

ベ ！卜敎授を受くるを必要ごす若し 

速成 知 遵まば 五 ホ 回 プライべ I 卜敎 

授を ずけ 然る 後 學校じ 入ら ば 敎師じ 
引かれ 乍ら 輔れ 得べ しされで 舊まダ 
ンス のむ 得 ある 人は 致て プライべ 一 

敎 授を受 くる じは 及ばず、 ブロ 
ウエ， 1 銜の アップ タウン じは 夕 
の學 极ゐれ でも 其 群 細は みら をく 知 

一ら ねで 中には 巧なら 巧 業 料. の 高い 所 

も あらん VJ 思は る 四十 二 了 目の ウイ 
グ ソン 氏の 所な ごは 卡 弗な 上 じて 四 
六 了 目の キヤ ッスグ 巧の 所は 廿五 
乘 なら 是 等は 當豪 連の 遊び 煤 所で 實 

際 授業 巧が 高い からどて を <覺 へる 
譯 でもなければ 叉お授 法が 特別 巧い 



左記 六隻 じて シャ トグ 
香港 間を 航 がし 隔週 乂 
曜日 午前 十時シ ャトグ 
を 出 化す 
▲運賃 

シャト 八 横 渚 神戶間 
.一等 な 十 巧 
二等 セ 十五 弗 
シャト 八 巧 司 間 
* 1 等诗 十五 巧 
".二等 八十 弗 
'一二 等 四十 一二 弗 五十 他 

◄但し ニユ ー ョ' —クは 
化； 2 限ょ b 五日 前 じ 
御 出 發有之 度 お 
靜岡化 ホち 二日 
か 波 化 ホ 巧 十六 日 
を藝化 ホち 一二 十日 
を 渡 化 と 巧 十四 H 

5 郵船 會祇. 

シャト グ出娘 巧 
切符な 巧 新 育 新報 祉 


離齊 毎々 御 引々 を 黎み雜 がが 校 陳’ 

お 今 罔な 向き 御を を 用の お々 及び：：：： 
本染ず 類、 新刊 雜誌 等い ろ { 新が 
到着 化候閒 些少 じ 拘らず 御用 向き 仰 
せ けられた < 偏 じ 願 上を 6 校 
巧 弊 巧な 正 おお 目 錄は御 一報 巧 巧 ■ 
御 呈送中 上 候 

新 育 ホ 巧 五十 九 了 目 百 十、 •円 十 二番 
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宵 お (舍 西百廿 一二 了 目を 〇一 蕃 j 
な 曜日 集會 午 お八. 時 敎會內 じて 
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しじ 二日 雖磕 頓發 電報を なて 米 國議ど 云ふ譯 でもない、 普通 プライべ 


口 貝 ぶ！ メ- 

たも ど 


.氏 よら か 諾の旨 通知 あ. 


憐 太を 官 巧を 五：：！ 左の かく 權太 

I 技官の： をを 發表 あらた b 

扼木縣 知事 岡 田 文治； 

1 巧 $廳 長を 

幡太廳 長官 平 岡ち 太郎： 

I 依願を 本官 


♦栃木 縣 知事 新 ほ 


ンッ スン ー回 一 弗 四 回 五 巧 又は 六 
I 回 五 弗な b 、 時 ク廣吿 じは 八 回 五 弗 j 

など； あるを 見受ける が 是は敎 巧 時 
j 間を 短縮 L た 結 梁で あらぅ、 マ斗シ 
セ、 タンゴは 二倍の 巧 業が をなる 

|所夕し、 新報の廣吿じゐ る マ ー シ ャ 

八 機は 一回 一 弗 六 巧 五 弗 じて マキシ 

ツセ も 二 化は 取らず お宅の 率 なれば 

初學 をの 學 ぶじは 何人 じ も 見ら る { 

事なく 义親巧じ で 好き所な 
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ものなる が內巧 甚だ 猛烈を 被め し 結 二 

お 遂に 巧 筋の 發寶禁 化 どならし 物 化 二 
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本社 營業部 
乂 日本 巧 纔囊船 

切符 取次 &S 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ が 他を 部 何れの 地方ょ 

ら御 おぶ の おを も 取次 巧 申 お 

▲ 手紙 取次ず f パ 年 一秀 

◄を國 語顏譯 

乂通辨 

河 上淸氏 近着 

瓜^ 米 目 本人 桑 ミ 

を 偕 一 弗 置 十 仙 

柳が 資ぶ 巧を . 

主 S 實業 經營法 

を慨 一冊を 寮 弗 

紐 肴 新報 神 


乂巧國 訪間團 員 . 

募集 

盖を 員が 五名 

A 化 巧 お < は 十 巧 上 巧ぉ發 

Am 本 滯が約 〇 二十 H 間 

▲詳細 规则煞 にゐら 中る 次第 進呈； 

@ 注な 迎妻 父は 家族 御 W 伴. ホ 

巧の 方は ま急閱 をせ を耍す 

A 飛け 家、 寫巧師 を々 一名の 加 

入 者を 慕染 す、 葵 娜巧談 

紐 育巧闕 訪閒瞄 本部 

新を 巧 第 六 お 二參八 . 

丰 "惟 者 林 富ず 


@ 飛が 機 製作 大家 秦野 

伊之吉 氏 

純 巧 唯一の 飛 巧 磯 エ撰ま 

I 近 巧 飛が 術の 進 ホ ど 共 じ 吾邦 人中 飛 一 

行 家を なて 巧を 興を 愧 せんどす る 者 I 

一統 おする じ 至りし は 化 人の 熟知せ る 

一 脱なる かが 飛 巧が を 載せて 髙 < 雲 際 I 

_ を渊瑚 せし わる 飛が 機の 製作 術 じ 於 

A し 非凡の あ 才を發 揮し 米國は 索ょり 

玻 がを 園の 飛 巧 機 製が 家を して 後へ 

に ■若たら しめん ごする 一間 胞 現は 

れた ら、 此乂は 目下 常 州" ング アィ 

ー ランド、：、 ネォ ラ 飛 巧 綠巧所 じ 製作 

ー エ棋を 巧 巧し 招る 索 巧が 么ま巧 じし 

で 氏は 十二 年 前 乂國じ ホ b 造船 技師 

一 どして を 地のを 船 所 じ 就職し おグ年 

前 飛行が を 递の 氣述を おして 自ら 閒 

一機の 製作 じみを 委〇る じ 至ら 紐 巧 飛 

i 行 協を よ b 特にが 摘せられ て 當化方 


I 唯一の ミモ ォラ 製作 煤を 引受けた る 

のなる か 快速 力を なて 著名なる 米 

劇 軍 觸带 盛 頓號の 推進器は 同氏の 設 

計 製作 じ 成らた る もの じて 巧る 獨立 
を當 H 飛 巧 家 スミス 氏の 試みん どす 
る 飛 巧 機 並 じ 人命 巧 全 装置 (髙 空よ 
ら 墜落し 機關 破裂す る も搭乘 者のを 

一を を 保つ 装置) は 氏 自身の 獨創 新案 I 

じ 出で 其 速力は 從 巧の レコ） ドを 破 
るな らん ど 想像 せらる 巧 巧 か 今 0 二 
I あの 巧 乂涨巧 生を 裳 集す る じま^し 
现 もは 决 して 學校 じみね る 事を 爲さ 
ん こする じは 非ず 實は 故國 より 氏の 
歸 朝を 化が し 巧ぶ 事 巧なる も 自身 歸 
朝せば 巧 巧從巧 築き上げ たる 苦必の 
おおを 外人の 手 じ 委ねざる 可ら や斯 
ては 巧胞 のを 蠻の わめ 如何にも 殘 
ぷ なれば どて 倩 こを 充み 意志のを： 固 
なる 靑年二 あを 選拔 ずる 事 どなりね 

るみ 络 じて 巧 成 五六 グ巧間 じ 極 巧を 

授け 岡 H 煤の ま 配を 囑 托する じ 足る 

j ホの 實力を 養は しめん 考 なる も、 因 

じ 練習生は 單じ プア-ー シユ のがら ホ 

を 修業ず るの み じても) 人前の 職業 

を覺 ゆる 事を 得べ く ホ 鹽 者は 石じ嚼 

j みかいても 目的を 逮 するどい ふ 慈 志 

の秘 固なる 人物 じ 限る 由な b 

を愧 評議員を 數巧命 せらる 滥澤 

榮 一巧 0 下 巧 偶を 省 次官、 議 身、 實 - 

業 家 及び 巧 米 邦人の 中 よらは 長澤鼎 

か 商 離 觀高梁 譲 まの 諸氏 <r 回を 雄大 

博 評議員 じほ 命せられ た b 事務官 長 

山 腺 春樹氏 事務官 お 井 廣吉氏 等 ホと 

月 四日 渡 ホの 途に 就くべし ど 

♦» 章 巧 破棄 さる 練習 艦隊 淺閒吾 

妻を 歡迎 すべく タコマ 在留 ほじ よら 

て髓裝 された る 歡迎船 じ米國 々巧を 

立てず 日章旗の みを ホて たる じ 巧 際 

が 女の 巧 じぁ b たる 巡査 ブラィアン 

は H 章 旗 目 懸げて 遮二無二 之を 引 破 

つてが 棄せ ゎ而 して ブラィアンは 曰 

をは 巧 も 本職 じ 巧るな 上自國 じが 

て歡迎 さる ィき 船舶 等 か 我本國 旗を 

立てず 獨 b 外國 々巧の みを 立つ るは 

本 國約法 じ 背 < ものなら 余は 愛國必 

の潑 ：？：： よ b 斯く せざる を 得 や 敢て日 

本國じ おし 惡患 ある もの じ 非ざる な 


オツタ ソ領奉 矢 田 巷 二 氏 
當巿滞 巧 中なら 


i 飯 島 氏へ 銀が 贈呈 當地 日本人 會は 

が會 組織、 H おを 併 等じ對 ずる 巧の 

功 勞じ酬 るた め 銀が を 贈る 事 ごせり 


♦ 井 •上 信 氏と 天 野 常ず 壌の 結婚 一二 
巧 物旌の 井上 氏く おが 組 天 巧 重 巧 巧 
のみ 猿 常半據 VJ の 婚約 成 6 たる 旨 逝 
日發 表された るが 結婚式は 九 巧 頃な 


翁 日本人 會 ご 莊明蓄 從巧總 領掌舘 

じて 化扱來 らし 巧 巧 同胞の 證巧 事務 

を间を じがて 取扱 ふ 件 じ 就て は豫て 

飯島總 領事ょ 6 外務 墙 じを 渉 巾なら 

しが 去 一 H 許 巧の 趣 通を あらしを 0_ 

て 今 巧 0 後の 證明 願は 同 食へ 中 & む 

べし 巧 誉ま手 總等從 前 ご 同じ 

•新 ほな 支を 化 y お 益 氏 着 巧 一日 


午前 着 ホ テグ ア巧タ ー じ 投宿 翌二 
1 午後 八 時晚香 波へ おけ 出發 せら 巧る 

化 円间地 發の亞 細亞號 じて 歸朝 ずる 
I をな り 巧の 南 ホ談は 載せて 本紙 第 
面 じなら 


♦牧師 網 島隹吉 氏宗敎 的啓發 運動 
のね め 渡 义し前 巧 巧 西部 巡 講中なら 
し树 氏は ホと 八日 頃當地 着の 當 


は 目下 


♦ 飯な 新智 利を 化出發 巧は 夕を十 I 

八日 - 


-填 國 皇太子 並が 殿下 暗殺 せらる 
晚國薑 太ず ヮ ラン シ ，ス 、ファー チナ 
レ ド 並が 殿下 じは 去月 サ 八日 新領よ 

ボス-ー ャ巿へ 行幸 化成む 鬧 ホの 摧し 
じか i る 歡迎會 へ御頗 席の 途中 突然 
殿下の 自働車 目 懸けて 强梨彈 を 投じ 
たる 兜漢ぁ b 殿下 じは 早速 手を 0 て 
之を 拂ひ 退け 曝 製彈は 供御の ±官 歎 I 

名を 傷け 殿下 じは 僅か じ 危難を をれ 
給 ひしが 歡迎會 お T 後 前記 負傷 ±官| 

を 見舞 はん どて 病院へ 御成の 途中 又 
もや 一人の 靑夕現 はれ 無 銃を なて 兩 
殿下を が 擊し二 發の彈 化は 菜 事 お 殿 
下の 急所を 賞いて 無惨の 死を 遂 けさ 
せられたり、 见 巧は 政治的 陰謀の 結 I 

おならと 


を 井 涙 泉 氏の 入學 前日 米 過 報 ホ： 

筆ね らし 岡 氏は 地方自治 並 都 巧 問 鍵- 

研究の ため 今圓 コロン ビヤ 大學じ 入 
校 せら . 

参 ダィク マシ 敎を の說敎 ダィク マ _ 

衔附 あじ 巧胞の 家庭 約 十 巧 人口 約 

四十 ぁ. 〇 牧師 巧 旧爲造 巧は 之 等の 词； 

胞じ蹄 神 上の 慰を を與 へんどの 目的 

を 0 て 間 巧と ブロ！ ドウ ェ I の 巧な _ 

ブ シン トン、 フン スビタ ジアン 敎： 

I 會じ 於て と 巧 五日 午後 四時よ も 說敎^ 

會を 開き 尙 時々 銷懼 ずる 當 


外國直 一氏 歸傳 まサみ 日出 發傅 

一馬 じ 歸れら 


♦野 浑逵巧 員 山 崎 信 藏氏死 ま 間 氏 

は去 一 : 3病死した -^ 


♦モ 本木 正 治 氏の 生命 保 險化巧 本 

社員 千 本木 君は 今回 紐肯 生命 保隙會 

社の 化 巧 人 どなれ b 化 < 被保檢 者を I 

蟲る 

♦森が 組府 真中 山 武夫 氏 新婚 问氏 

は 今 巧 一ー ユー プラィド 五な 子 巧俾過 

H 故國 ょら 歸 店、 兩 I 二日 巧 じ チカ ゴ 

ホ 店 ' へ あな、 氏の 巧 校なる 横 商 出身： 

の 入々 十四ぶ は 二 H 化ぉ亭 おが じが 

て 新婚 視赞の 宴を 惟せ b 

「朝日」 の 化が はら 高等 旅 箱 料を j 

一朝 日は 今 间早旧 兵藏氏 § 之を 譲り 

受け 諸 事大な を 大勉强 じて 千を 万 巧 I 

を 待つ ごの 事 じて 室 內の裝 飾が 化 商 _ 

目を 新た じせら 
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な 共 儀 今回 豫 々御 愛顧を 醇 ふせし 

|@0 を讓 受け、 塞の 裝 飾、 家 

み、 食器 等 新調の 上 全部 大 なをを 施 

し 候は 勿論 御 巧 理巧料 おは 時節柄 

尊ら 淸潔 新鮮を 貴 VJ び 化て 夏期 衛を 

じ 適する やぅ 大勉强 じて 御高 需じ應 
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飛 巧 練習生 

二 名 y 募る 

本 エ藉は 創立 0 巧 五ヶ 年間 世界が 國 

の異 6 たる 飛 巧 機 十八 臺を 製作した 

るが 今巧惹 志の 強固なる H 本人 二を 

を 限ら 實地練 密生 どして 慕 集す 
、飛 巧 機 製が 設計 
二、 飛 巧 船の 構造 
一二、 推進器の 作法 
四、 巧斯 リン 機關の 使用法 

化 上 無報酬に てを 授 す、 但し 衣食住 

切の 裝 用は 自 辯の 事 

希望者は ま 急申这 まれょ 

ロングアイランド* ミ子 オラ 

秦野飛 巧 機 製が ェ壌 

举船 技師 秦骄 が么吉 I 


化 祕品卸 賣廣を 


トィレット バウ 
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紐 育 ボ東第 十と 了 目 一二 
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A 法律 顧問 乂 
段事ぁ 刑事 訴說 一が 

契約 其 他の 馨頻 編が、 貴を な 立 等ん 
て 法 禅 上の 依 賴じ應 ず、 鑑定 無料 希 

望 者は 新辕 社へ 申达 まれ 度し 
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由 ' 田 ‘* SGAL 
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當社 製造の フアン シ {ケ 1 スは H 

本 雜货店 及び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 
る 必要品なら 
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淚 の隱々 


漁 父 

あ理學 着は 悲しい から 泣く のでは な I 

て 泣く から' 悲しい の だ ど 云 ふこ 
は 一 ' 寸 通常 人から ちへ る ど 道理 じ 叶 ' 

なぬ やぅ だか 學 者の 云 ふ J だから も 一 

やん ど 巧 屈 じ 叶つ て 居る さぅ だ 巧 ふ 

云 ふ ホ 面から 研究したら 淚 なぞは ホ 

じ も 僧 おのない もので ゐ らうが 間 じ 

顔から 出る 汁 でら 淚は淸 くて 情趣が 

湧 < 併し 女々 しい 噓 なれば カ タズを 

I 呑んで 巧 名手 じ 唾して をが 云って 非 


を フィ じする 處 でぁつ ねのを 小が 外： 

あ 大臣の 保證 じょつ て ャッ ト頸 をつ 

な ^ 事が お 巧た、 ル 村を は 平常から 

一山 座の せ静 を識ら 深く 信頼す る 所が 

ぶぁつね らしい 併し 政務 局長 時代は 恐 

ら < 余ら 得 患では なかつ たを 務 局長 I 

ごいへ ぶか 何にも 一 困 かを 上の 樞軸 

を 挺ら 思 ふが ま { じ 抱負を 巧 ふ 事 W 

出 ホる らし < 聞へ るか 實 際は 一個 刀 

筆の 吏先づ 電信 謀 長 ど 云 ふ 格 じ 過ぎ 

ない 


常 じ 巧ら しいが 淚を 流して とは 余ら 

で氣 がない、 デ あるから 武± は 涙を 

拂 つて 戦の 首 途ご云 ふ 女々 しいから 

女で も 悔み 深 <盧 をの 强 いものは 人 

の 前で なかの ものごしれ もの だ 西が 

9 貴 減 人が 哀情 禁じ 難く 巧知らず つ 

い 人の 前で 泣いた さう だが 直が、 むが 

いて 巧 ども 粗忽を 致しまして 誠 じ 失 

I 禮 でした ど 誰び たを うだ 涙は 裤 くて 

情趣が あるけれ でも 又大 ひじ 人の 輿 

を 削ぐ 褚合も ある 自 をが 悲しい から 

つて 巧して 人が 悲しい 譯の もので な 

い 泣いて 人の 巧 情を ホめ やうな で 

は尙 なて シミ ッ タンな 根性で 人の 前 

でな < ど いふ 事は ホ 常 じ 人 じ 不快の 

威を 典へ る 社を じ 立つ A は 例 か 一人 

一人 ど 相 對の燦 合で も爲 すべき お 

でない 况 なやを 人敏の 前では 併し 威 

情 どい ふ ものは さう 巧れ ぬず 生は 煮 

患の 力での へつ けても 時 じ 精の ホが 

打 勝つ てつい 人の 前 でら 悲しみ 極ま 

る 時にはな < ものである 我 しら 中つ 

い淚 はこ ぼした けれども 庶ぐ氣 がつ 

て說 びた のは 流 巧 じを 隙が の貴婦 

人で ゐ るが うした 譯の もので あるか 

ら膝じ まわつ て 人知れず ほ ろら どこ 

ぼず】 爭こ をは 一. 巧悄 趣の ある もの 

である 


i 雜山 座を 使 3 

某 外 巧官談 

▲伊藤を を 殺せ 彼の 外交官 生 巧は 

大巧して S 期 どす る； が 出 巧る 络 1 

I 期は せと 年 仁 川ょ 6 上海 じ 至ら 間 も 

I なく 彼の 洪鐘 宇のを 玉 巧 殺 お 事件を 一 

I 處理 して 初陣の 巧を を 蹲した る怕第 I 

ごは 政務 局 お 時代 第ー ニは ぞ那 を權を I 歷 

I 使 時代で める 政務 局長 時化 じは 伊藤 

I をめ 親 露 政策を 僧 慨し黑 旧 邸 じがて 

福岡縣 人の 裕待會 か 開かれた 席上 大一 

酷して 「膽 病なる 伊勝を を 殺して 化 

舞へ がら ば H 露 職爭の 乂證を 切る ベ 

し」 ご 大言化 語した もの だが 此 事が 

藤を の 耳 じ 乂ら危 く 政が 局長の 椅子 


こ 


失意 か 得意 か 支那を 權を化 ごし 

で 赴任 當時巧 生の か 事 どして 大 j 

抱負を 載せて 化 京 じ 赴いた じ 相違な 

い. か 相手は を 翁 極まれる 袁化凱 周 園 

じは 世が の 舞 臺で鍊 へ 上げね 則國の 

大使る 使が を々 自國 の巧權 ず 奪の 渦 

を卷 いて 居る 中へ 飛び' 込む だ 事 だか 

ら山 座の か 必敏逮 をな てしても ソ 
巧々 しき 成績を 擧 ぐる 事は 蓋し 画 難 

であつ たど 思 ふ 要する じかを の 事は 

を 巧め 手腕 力量 VJ いふ ょらは 其 背後 

控 へる 固 家の 實力 如何 じ 依つ てを 

まる もので をる から 彼の 隙夕滿 々た 

るみ 常 じ徵し 夫の 島黎の 謝罪 事件 ど 

いひ 最近 じ 於け るホ國 ど關聯 せる 廣 I 

東す 剌譲內 約 間 題と いひ 彼れ め頭腦 

を 刺戟し ねのは 尋常 一 樣で無 かつた 

攀ピ 信ずる 併し 彼れ か 今回の 歸 朝は 

加 藤 外相 じ對し 親し < 對 ま 外 巧 王の 

抱 貧を 披歷 して 其 進退を 赌 する じあ 

し 事は 疑な き 所で ある 

A 水 野 も 一個の 手腕 がげ 今 化 間は 

山 座 か 水 野を 奉 官ご巧 か 不和を 生じ 

て 居た かの 如 < 傳 ふる 者 も ある、 或 

は然 らん、 水 巧 も 去る もの、 日露 戰 

ずの 時は 旅 順を おへし チ ー フ ー じな 

て 面倒なる 國際顯 係の 街に 當ら I 

おのを 度 もなかっ た ホ 外 巧 省 じなる 

時な では 大手を 滨 つて 橫 が爛步 した 

どい ふ 勿論 化 巧 じ 巧ら ては 其 資格 じ I 振 

於て 彼は を權を 使たら 我は 參事官 だ 

ごい ふので 表面 服 從の義 おを 缺< か 

如き 衝突は 無かった が漢 口、 廣 東、 

蒂盛頓なでで修巧した ャ ン キ1仕込 

どて 萬事飽 迄ブモ 、ィキ 單ら つけねば 

承知せ ぬ 水 野の 事 だから 一々 富從じ 

のみ 甘ん ゼ無 かった の も 無理は ない 

义山 座の ホで も 元巧歐 ホの 大使 舘じ 

べき 參 ® H 旨を 化 京のを 使 舘へ持 I 

つて 巧た のは 聊か 異數だ ど 嫌 じ 思つ 

て 居る 殊に 乃を じあら ずん ば 對ま外 

巧を VJ の氣 位の ある 山 座 だからな じ 

不 化を 抱いた の も 無理は い 最初の 

稗は 水 巧の 才氣を 買つ て 仲好く •した 

もの！ 化 巧の 様に 立 接が グン.', マ績 

きどな つては 夕少の 街 突は ゐ つたら 


て < 考 へられる 、何にも ゼょ 一時 じ 

前途 有 爲の二 外を 官を失 ふたのは 惜 

みても 尙餘 b ある 事で ある { 終 ) 
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クリ ー ブラン ドボの 自働車 熱中 家の 

I 鈴 木 氏は 巧 伞開懼 のを 大强じ 出掛け 

ぺく 自用' のォ バラン ド自働 車で 米 

大陸 橫斷 する もぢ やが ジャップで ス 
ポ ー トの墙 矢で あらう ( スポ ー ト 生 ) 

▲飛 巧 術が 進步 して 大巧 洋橫斷 愈々 

々成 巧 ごは 萬 歲ぢや 吾々 日本人 も 西 

I が 人 じ 負けぬ やう 大じ 奪發 せん VJ 
j かん ( 高空 巧) ▲舞蹈 會大贊 成 同胞 諸 

I 君が 旧をから 歸る迄 じ 下相談を して 
は 如何、 舞蹈が； 〇 中 £ か 細 中 どか 
ふ 人の 離婚 騷ぎ はを や ぢのシ ミク 
タン も惡 いが 妻 君 じ も 蒼が 出 ホぬ 所 I 

が ある、 妻 君の バック じ 黒い 影 かお 

j をす るとは 夫れ や本當 かい ( 泥中 ホ ) 
A モ ー シ籠 里さん 何でら 構は やじ 皆 

ん なな 書を 出す からを 闕體 では 若を 

グ チ の や う じ 嫌 つ ち よ る よ 上 
晒 小僧 ) A - 曰 1' 君は 〇〇 君 か 
ン 宜しい 今晚 だね I 1 { 解つ 

ヨシ ヨシ 妻 君 じはだよ つもよ るよ 

\ \ \ 例の 八十 〇 了 目 か， 支那 
I 飯を 食つ てから だ、 才 ^ — ラィ、 グ ー 

バィ、 巧の 事か薩 張ら 僕 じは をら 
なかつ た、 之は 络五 街の 四十 T 目を 

で 赤ら顔の 巧の 電話で 御座い (餘滸 

生」 ▲領事さん が 矢 健 じ 化つ ては 两 

るぢ やない か、 が 脊の總 領事 舘お新 

らしい 顔の 人 許ら で 何もかも 旨 目滅 

法 ( 天服通 )^ 朝日じけ変<るしいォ 

もやん が 居る 上 じ 美人の 妻 君 美 喜 

-モ 々蔣が ダブ タップ ブ のを 爆を 

;薛 くさう だから 是が非でも 一寸が 

つて 見ねば やら 巧れ ぬ さうなら、 尤 

巧 * を 不可 起 ( 太锁 持の 龍 係ら ) 
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維爾遜 巧の 演說 

と 加州 尘地 問題 

ホ國 大統領 維爾遜 氏は 獨 立を 當 日を 一 

巧 獨立韶 じ 臨みて 一 煤の 大溃說 を 試^ 

み ホら、 館は 十ー ニ 州 ほのを 血 凝つ て 

一 劇 どな 6 今日 世が 唯一の 大 共か國 

E 一 どして 雜を世 巧じ稱 ふるじま らしめ 

I たるを を 開きし. 所、 擅 上の 人は 是れ 

I 展化 政治家の 蹈襲せ る 媛 勝 劣敗、 弱 _ 

rL |肉 强 をの 外を 政‘ 策 じ 化 ふるに 正義る^ 

證 不偏 不黨の 仁 道 外 巧を なて せんど 

; ずる 理想的 欧治 をたら、 一言一句 氏 

がを をの 獅 へる 度 每じ聽 者め 威 典 巧 

じ淸且 新なら しもの 蓋し おなら ごる 

はざる 可らず、 吾人は 愛國必 のを 義 

1 ；.! 就て 氏 《靈 Q 獲 f や 否やを 

文 ド ー知らず ご 雖ら其 r 此偉大 なる 勢力を 

かて 香 等が 靈露 吾等 自ら 耐へ難 

I し V 」 な 甘る 苦しみを 他 賣の頸 上 じ 

-! 节 へ； ん—辱 るは 斷 じて 不可な 6 」 

晉ひ 或は 「吾等は 建國の 精神を 正義 I 

:を道 じ 措き 異 P 族强國 おの 差別な 

ぜ 巧の 自由を 欲する をじ靑 門口を 闕 

放せら 濁 立は 载に 宵 ホ屬 おの 私慾を 

游 たす 爲 のみ じは ホ や」 ど 論せ しが I 

一 かき 氏が 巧® 政治を 實 際げ 治 じ應巧 

して 新た じ 仁 道 外を の 端を 銷き化 ホ 

k 口 衆國の 地位を して 世 巧 測國の 間に 

I 九 骗大呂 ょら 煮から しめん どす るの 

意氣を 示せ もイ J 言 ふ 可 < 殊に 「余は' 

化 人ょ も ポリ チ シアン (政略 あ) ご 誤 

; 解せられ しを 义 しく 满外發 おの 急 嬰 

を唔導 せら」 ど 言 ふに まつて 氏 白ら 

は權讓 機略を 弄する 世の 所 郎あ略 家 

たる 事を 耶 どし 费侧の ステイト マン 

(政治を) ごして 其资坐 姪を 一貫 せん 

とする の 抱負を 有すと 巧る 可く 巧. 尺 

格の 祟离 偉大なる おじが て畜 人は、 む 

j 私 かじ 敬仰畏 機のを を發せ ざらん ど 

ずる も 得 巧から ざるら のめら、 な 化 一 

敬 仰す る じ 足るべき 现想的 政治家が 

: ■人 補 的 偏見」 て ふ 人間の 威 怖じ 巧 端 _ 

をを せる 乂國 人の 排 東が 人間 题 にが 

つて 如何の 態度 じ 出べ 可き かおた 又 

i 「差別 的 待 巡」 をが 化 本 精神 ごな せ 

加州 ± 地 法の 處 みに 關 して か 柯の手 


段 方法を 講ずべき やは 吾人の 切 じ 聞 

かんど 欲する 所 わら ずん ば 非ざる な 

KV 

排 H 閒 題の 根本 お 巧を 解せ る 吾人が 

プラ クチ々 グの纔 論と して、 漫らじ 

:維解 遜 氏の 仁 道 論を 云爲 しなて 加州 

± 地 法 問題の ホ解决 をが めん ごする 
者 じは ホ やと 雖も而 かも 「化を 人類^ 

の 幸福 國家圃 おの 剌益 どの 調が」 
をな て 理想 どせ る化大 政治家は 少< 

ごも 化 ホじ對 ずる 吾 帝 國の體 面を 棄 I 

ん ずるの 義務 ある 事を 看な せざる 可 

ら す、 吾人は 地方を 權を 其ホ義 VJ せ 

る ほち 黨巧閣 が 加が 人民の 內事じ 干 

涉 する 事を好ま ざるを 知る、 吾人は 

排日 間 題は 道涨 をのて 判斷し 難き 人 

補 的 感情に 基け る ものなる を かる、 

吾人は 义維爾 遜、 が 雷を の 諸氏が 吾 

夜府 のが 識じ掛 して 巧必 加州 ± 化 法 

の 不法 ボ理を 知悉し 乍ら 一般人 民の 

與論を 化 表 甘る 爲政家 どして 表面上 

iir 肯 代言 的の 辯蔬を 試みつ i みるの 

苦 あを 摸せ ざる じ 非ず、 殊に 况んや 

凡ゆる 米樹 のな 治 家 等が 永义じ 彼等 1 

め 臘獎を 腐爛 せん ど する 黑人 問題 じ 


非ず、 諸君は 條約 遵守の 義務を ち 
れ國 家の 威信を 犧牲 ごして 通過 稚 
の 狩を を 望 わか、 去 ホの 偉大なる 
國 家は 約束を 誠實 じず る國 家なら 一 

ざる 巧ら 中、 余は 一個の 男子 ど レ 

て 化 約束を 守らん 

とを 言せ る 維爾遜 巧が 日义條 約、 ご 
加 抑 ± 地 法 どの 解释じ 於ても 同じく 
が 精神 じ 於て 錯誤な きを 期し 少 くと 
も、 I 條約じ 依- = 'て 歸化權 を 許す、 の 
ホ 法 じ おず るか、 化しは 其 他の 方法 一 

じ 依らて 加 贿尘地 法を 無効たら しめ 
吾が 國の體 巧を 立つ る ご おじ 自國の 

威信を 巧 持ず るじ努 むべき は 吾人の 

侣 じて 疑は ざる 巧、 おし 之れ 無くん 

ば 維爾遜 氏の た 道 論は 白人の 專用じ 
して 黄人の 師事す 巧 きものじ ホず、 
其 政策 や 畢竟ず るに 懸 羊頭資 狗肉の I 

鬚のぅ 

西の方より.. 

を 港 天を 浪人 

▲西の方 じは‘ 阿 彌陀如 ホ 様が 御座 

ので 極樂淨 主へ 巧け る*」 いふのは 東 I 


j 禅の こご、 费詳 アメリカでは をれ ど 

想 倒し おじ 新 だなる 黃人閒 題め 襲 ホ _ 反對 で加刊 占 云 ふ 地獄が ゐる 


を 思 ふて 胸中 轉た 悚然 たる もの ある 

は專 人の 疾 くじ 間 情に 堪へ ざら し 所 

なり、 斯の 如く 米國 政府の 化踞 如何 

を 知悉せ る 香 等は 「紳 ± 協約」 にが 

てが 义布哇 轉航蔡 化 法 じがて 堪へ難 

廓 辱を なび 藤 慢無禮 なる 滿鐵 中立- 

提案 じ會 して さへ も 胸に 無限の 恨を 

飲いで 表は じ r 日米 親善」 を唱 へ、 勝： 

手祕 まるを 博聊 誘を 受けて は 嫌々 な 

がらら 巢溯 誘に 應 じたら、 日本の ぶ 

許を 見遂 かし 替る グーズ べ少卜 式の 

乂國 政略家 等が 化意氣 地な き 吾等の 

態 巧を 願み て必 おか じ嗤 笑を 禁じ 得 

ざる もの 豈故 なし ごせん や、 而 かも 

之な 上の 屈肆を あが、 國 家の 威信を 

毀け、 世 莽列强 のを 笑を 受 くるは 化 

がち 色 A 禪の急 先 錐 ごして 白禍の 殺 

倒を 支へ つ i ぁる 吾等の 刹 底 堪へ能 I 

はざる 所なら、 英米む お 馬 條約じ 論 

ちして 

條 約は 威は 失敗な b しや も かる 可 

らず而 かも 其 精神 じがて は 失敗 じ 


A が 地獄からの 傑- と いふので 流 巧 j 

きかん 氣の紐 巧ッ 短の 諸君 も 恐ら < 

を 巧-^ ど喝 へらる、 > でからう が 時 

じは 地獄で 佛 どい ふこ ども ある、 で 

をる から 左程. いやな 加 抑 じで も隙覺 j 

をで もみる どい へば 諸君は 地獄へ 飛 

込み 巧る を辭 せね でがらう 

A さて 諸君の 聞き 度が つて 居らる 

を 渚の 大博も 愈々 物 じな つた、 U 本 

も 近 ホ 大乘氣 で や 6 岀し旣 じ ズン々 

々諸般の 準備 も 進 砂して 巧 < や うだ 

し 山 脇 事務長官 も 愈ょ 巧 巧 じは 巧航 

みら る i とい ふ 話し、 巧留が 人の 協 j 

を 食 も 目下め 商况 不振の 影響 VJ 諸 補 

の紛 ホした を 精の ため 一時 巧慨 みの 

風で ぁつたが 先覺の ± の幹旋 ごが 總 

支配人た る備引 巧の 盡 力で 漸く 纏ま 

6 最早 眷 々事務を 進搜し 大體の 規模 I 

設計は 旣 じを まつて 今や 愈よ 建築に 

がら 掛 らう どい ふ 勢 ひ、 先づ愧 ばし 

いみ 第で ある、. 巧で も 撤引君 化 御請 I 

ではず 度は 大み 破天荒な 化 掛けを し 


て 化を を 固 人を 驚 天せ しめる つも 
で 其 案旣じ 成つ て 居る ごの 事 
▲東部 じ 居る 事業家は モ！ ソ P / 
シブが を もがかの やう じな つて 巧た 

であらう がをだ バタ-.-^ する 必要は 

ない、 萬 事 ホ完の 今日る う周韋 て！ 

i 飛び込み 巧て、 不致氣 な 旗 所で 苦し 

わの 必要は なから うと 僕は 思 ふ 

A なじ 桑 港の H 本人 社會の 見聞の 一 

二を 記して 見やう 第】 他から 巧た を 1 

の 直ちに 威 想す るのは をを 邦人の 風 I 

I 巧の 小 ザ ツバ ブ V 一して 奇麗な 事煞 

評 倒の 惑い ± 地 柄なる と 反 おじ 市民 

般 案外 宗敎必 が强い 事、 R 本人の 

宗敎傅 道 事 樂の發 達し 信者の 多い 事 I 

浊も紐 育な での 追つ かぬ 事で ある 
巧 外 最も 驚 C のは 日本人が 震が 後 j 
巧の 重要 都 上流 おながへ 非常の 势力 
をな て 浸入し 甫中 到る 所 白人 化を の 
間 じ 混入し 播延 して 居る 事 

をれ から 意外の 感じ 堪へ ねのは】 
ホには 類 もじ 啓發 運動を 昭醬し 風 飯 

の 爆ち を皴 吹して 居る かごが ふ ど 一' 
方：！： 本の 料理屋が 上 和の レシ デン シ 
ャ 'グ 、クォ！ タ ー の 中央 じか 在む で 

相 も 變らホ 隣家の 迷惑 も 近所の 類 眉 
一. 切む 稱 ひなし じ 大聲な 歌、 云を 

連禪の 大亂娩 をを 悉 く-^ > て乂怪 まぬ 一 

ミ _ 

▲巧 一つは 相變ら やを 夕み巧 前 じ 無 一 

遠慮 じ墨黑 々ィ J 蛇の ノ タク ジタ やう- 

な 字を 密き 連ねた 大招 牌を ブラ 下げ 

て 平然 どして 居る 率、 をれ で 排斥 さ 

れ； ば •フ ップと 怒つ て 直ぐ じ 第 I 等 

國 ほや 戰 ずな でを 持 も おす、' 實 じを 

が' つけられ ぶい 

A 所謂 上流 社會の 班を どい へげ 矢ッ 

I 張 b 料理 尾 遺 入らの 亂化 態、. ~ も 酒 

二も猶 、薇迦 、送別、 懇親、 相談 會^ 

など も 畢覚は 一が 一一 一巧の 酒が 卓上 じ 

銀る ごい ふの 化 何等の 意が な < 、斯 

くして 一 そじは 問 化 說が化 酒 舆き恳 j 

から 化 出される、' 巧 サブ も 不可解の 

曰 本人 どは よくも 毛唐の 言 ひしよ な 


て 吾等 H 々の 業 おじ 適應 せしめざる 

一巧らず、 を 國必は 必ずしも 特 碰の谋 I 

合 じの み 限られず VJ 說 きおし、 國醇 

の耍は 終始一貫 正義、 を 道、 ち ホ、 

平等の】 大理谁 をを 揮ず る じなり ど 

結論せ るが 溃說 中外を ホ かじ 關 する 

もの 左の 如し 

化 儀 犬なる 米國 民の 勢力を 侵略 ホ義 

若く 比 物强的 利益 じ應 巧し 獨立首 言 i 

曹時 吾等 自ら 堪へ 難し ごな せる 苦み 

を化國 民の 頭上 じ 加 へんと する わ 如 

きは 離 じて 不可なら、 巧國務 省は 不 

絕 海外投資の 後援を 要 ホせられ】 時 

は r 巧 外を」 どして 此方 かじ 出 でれ 

事 ぁら、 を もホ义 しく 海外 發途の 急 

要を 嗜導し ホれ る も 化 そが じは 剩限 

なかる 巧らず、 吾等は 僅か じ S な 萬 

の 人. 口を ちせ し當 時の 方卦を 移して 

一 傅蒋の 人口を あする ホ 日 じ 適用し 

我等に 於が する の 力なき 弱が じ 加 ふ 

すらず、 吾等は 建 固の 精神を 正義を 

道 じ 巧き 異禪 族、 異國 民の. 差別な 
世界の 旨 もを 欲する 者 じ 菩巧夕 を 開 

放 甘ら 濁 立は 單じ 香ホ國 おの 私慾を 

滿 たす 爲 のみ じ 非 中、 をは 黄を を扮 
て かがなる ものを ら赌 ふじ 廢蔑 せず 
を々 氏は おに 墨國 じがけ る乂圃 人の 
被 蕾は 可悲 も墨國 人民の 慘 をを 思は 
ざる すらず ミ 云 ひ、 世界人 類の 幸福 
をす あ圃 旗は 化義自 かの 慑窜 なり ど 
威が ぞる 者は 眞の 愛國者 じあらず ど 
述べ. 萊ホ 運河 條約じ 論及して、. 條ぶ 
は 或は 失敗なら しや も かる 可らず 左 
れ どが 精神 じがて は 誤らな し、 諸 音 


ツグ トン 巧は 東京 ホ 長 坂み 巧よ b の 

^ 祝電を 請み 上げたら 

♦武 雷を 巧の 新卒巧 傑約武 巧のを 

I 案じ 成れる 巧ず が條 約の 內 をは 不日： 

上院 外を 部 委員 會じ 提出す る绪 なら 

而 して 其 巧 容の搜 槪を擧 ぐれば 該條 

おは 旣称ホ お 條約じ 左の 諸 傑 巧を 附 

加した る もめ じして 大 ルを 圖じ勒 し 

詞樣の 條义ピ 爲す豫 をなる も 單ゎ英 

i 國じ對 しては 姉を 陀 どの 縣係上 特別 

め條 約と なすな らん ご 

一、 兩嵐間 じがて 外を 上の 手段 じよ 

ら解决 し 難き 紛議のを じたる 媒を 

は 兩國は 之を 海才か 裁々 巧 じ附す 

る 0 前 巧 園 委貴會 落 じを 附 じな 審 

谊報吿 を ホめ、 商を 員會は ーケを 

'若く は 兩國の 岡 意した る 期/間 巧 じ 

審杳の 結 おを 報吿 すずき 事 

二、 爾國は 該委為 貧の 報 吿を受 < 
.巧 前赏 戰ボ吿 父は 軍事 巧 動を がら 

ざぇ 事、 あし 巧國 はを 報吿を 受け 

たる 後 紛議の 解み じ 關し宜 おが 動 

を 採ら 得べき 權 巧を 保 巧す る 事 
二 一、 委員は 都を 五名 どし、 兩國 よ々 
.を 一を、 擎園 よらが 一を、 兩闡 

..をぶ のを 蟲 したる 中立 國 よりも 
をを 椎應 すべし、 化 化 一を は兩國 
の 巧 巧れ の r そじ も 巧 國籍を 翁せ 
ざる 濟 たる 可き 事 
妃 外ち 効 朔閒を 五ケ 年 どす る蒂 、曹 j 

用 資擬め 事？ 繼纔 獵豫期 聞の "ipf 

るか 該 f . 納の ホ眼这 する 巧は 兩國巧 
じ热議 起ら 巧ホ國 ほの 鼻惹氣 高調 じ 
達せる 時 之を 鎭靜 する 爲め ーケ 年の 

ものな も 


看ち 盛 



、が 

姐 5 M 自 午前 九 時 ま 同 +二 時 

T‘s W 自 午を 六 時を 同 八が 

^^姊 2 巧 日 喔日パ 前約 ノ あが 三 

ミ，：：：： 二鼠爲 豊彥 I 


D 巧 


は條約 遵守の 義務を 忘れ、 题 家の 咸 j 思帮蘭 間を 載かん VJ ず 

一 3 ^ 犧牲 どして 通過 巧の 特免を 望い 

か、 世 ホの 偉大なる 國 家は 約 来を 誠 

實； i 巧る 國 みら な、 余は 一個の 巧す 

VJ して 化 約ぶ をず らん ど 欲すを々 




大統領 維慟遜 氏の 獨 なを 溃說 

大統領 維樹遜 氏は 去 四日 费府じ 巧ら 

獨立館 じがて 一旗の 溃說 を爲せ b 巧 

は 獨立覚 言齊の 目的 おじ 其 巧 巧を を I 


鲁グ巧アウトグック社を退く 巧は 

遇 日 アウト グック 記者を 辭し特 が 海 

劈を として 時々 讚 筆ず る ミ ど むれら 

グ巧が 同社を 退 < じ ま々 し 理由は 持 

ホア ボット 氏が 維爾 遜の な 巧に 岡 俯 I 

する じ 巧し グ 巧は 被 端なる 現 政が 反 

對黨 なる じ 基く ど穀 せらる 尙 巧は 巧 

期 納脊州 知事の 候補者 たるべく 進 ホ 

黨領郁 等の 擲吿 をを けつ： ぁるが ぶ 

の 態度は ホ だ 不明なら 

A 獨 ぶな 當 巧の 獨 立を 當 H はち 氣 

;晴 が 氣候频 めて な 好なら しを 0 て滿 

都の ボ民 悉く 到處 のを 閒じ雜 筵し 演 

說 、一 競 お、 音 樂等樣 々め 娛樂を 擅 じ 

して 目批度 社强の 万々 歲を 祝せ ら巿 

廳 前のを ま 祝贺貧 じがて は 例の 如 


• 獨帝赔 殺 陰謀 過 U 旗國 皇太子 並 

じ 化 殿下を 蜡 殺した る セグビ ャス 

プ '靑を 等の 破を 結 がげ お 巧に も ぁら 

なが じ獨 が 赔 殺の 計 盡を爲 しつ！ を 

々どの 報 當巧老 じ 逢し 伯が 巧の 驚规 
應は嚴 宿に 雙戒を 加へ 招れ^ ど 
♦ゥ八 スタ！ の 夢蝴摇 愛蘭 十， 自治 
まじ 離し 又もや 動搖を 始め 兵 义じ訴 
へで 趣を 之 じな 樹 せんどの 氣 勢を 示 
しおれら ど 

♦ホ圖々旗ど外人舉を 適〇ユユ； 
デャ ー ジ ー の 某小擧 おじ 於て】 を闽 i 

人の 少年は 米 顧々 旗 じ 敬瞧を 拒みた 
るた め 退校を 命せられ たる かお 少年 _ 

が 父は 之を 不 巧， として 吿訴じ 及びた 
る 所 裁判官は ル學 校は 單に ホ國 人の 
みを 敎巧 する 所 じ 非ず 凡ての 人間を 

を脊 する 所 なれば 葵 國じ國 籍をおず 
る 少年 じ國 旗の 敬 禮を强 ゆる 不能 ど 
の理 もじて 煩を の 申 ホを す どしたら 


巧あ自 午前 八 時 至 十 I 盈 苦 
時間 自 午を 一時 至 置な 

>68 w . 一〇 ぶ T 占 ； Crrv が 

巧を colusbs A Mai 二 mttau Av 莲 . f - 

iTel 泛 ver み kle 赛ミ 

も- 


おじの 

. つつ 

ひ Y 3 


な 

i 


u I 
が 


當 @巧乂 0 上 ノ宾會 二 適スグ - K 满間 アリ® 象 お！ 巧鸾貫 
^ を 室 內淸が 紳± 諸ち ノ 宿泊-- 適ス / 絶 黨ブが 

の'‘-— — ；，， ’.： 

轉 
を 


グ巧巧 人 ブ有ス @內 か 嘗燈雜 誌 諸 新 斌球霉 跌ぷ辨 ぶ 巧 
ノ娛樂 機 蘭 ヲ備フ 

t 河を 濡 
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賴鑽 正金 謙 抗鮮謹 骑養霸 

目 本人の 鄕虽禮 をは 邦貨 皆 間 こ.； 骂た瑞 罰、 ィ 
割を (無手 數 料) 一ー テ 常が 本 賄て 觀夕 凑贫声 r も 
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. 特別 廣 を . 

新靖鑛 々慕 倉 睡不充 かの ため 六月い 
記の 晶 々特別 見切 値段に て 販お化 お 

▲チ！ セタト A チ HI コン iv し r 
A V リセット A 々ブ プン ー ず？ 

▲ぶ 化锅巧 物數巧 - 
A 化 お十帖 ょゎ 十： 八 巧た 读巧 

明細書は 御 要 あに 應じ 送附可 化が 
ボストン 支店 
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おぶ 電 .報 


< 三 stl •• 二* <1 て ■て 二 


I •山 巧 海軍 中將 
I ^^自殺ホ遂 

; 海軍 収贿樂 かじ 願 係し 過 殷巧調 澄 進 
I 巧 中な りし 化 海道を 賴製銷 所々 授お 

I 軍中胳 山內滿 霜を 氏 吐血した 6 どの 
報は 過日 旣じ 世じ哈 僧され 家族は 絕 

對じ 之を 否認し 居た るが 事ち は 如何 j 

ごも だす 能は ず 岡 中 おは ピスト グを 

10 て 吾 ど 吾が 頭蓋を 打 も おきな 殺を 

j 引り て 遂げ ざり しもの どみ をされ た 

I ら旗 因は 製 鋪巧第 か 愈々 切を し印險 

のが 身 じ 迫 まれる を 恐れた るが 货め j 
で 6、 因 じ w 中 おは 山 本 權を衛 伯 R 
のを 话 なれば 闊中將 が 然の兑 報は 

「術く 上下の ザ 目を 聲動 しつ； あわ 


♦太刀 山 出 おど 巧 力の 海外 興巧义 
刀 山戚な 下の 大相撲 五十 餘 をはが 畦 
I 興 巧の ため サ 九日 ホノグ \ じ 向け 横 
I 街を 出帆すべく 黑 潮川ぷ 他は 蘭領ジ 
ャバ 、スマトラ ホ 面 じ 常 陸 山ぶ 梅ケ 
I をは 目下 滿韓方 お 巡 輿 中なら 


卸實 樂家大 含を 閒 くべ しど 


# 地方 官交迭 


1 突を 避けん どす ベ < をし 解散 どな 

て 總選擧 を 巧 ふに 常り ては をぶ 會は 
I 到底 巧 五十人を 維持し 難 かるべく 岡 


I — •- - • - 1 j .*"* / . : - ■ > • ' W -イ • ■ - i 

义 H 左の 如く 地方を 官の 巧を を發表 I を贫 は現狀 維持 中正 會並じ 大殿派 ど 


なる も 初年 度は 設備 其 他の 準備 成ら 

ざるを なて 先づ 二な 力 至 S 巧 家族を 

慕 集す る ホ 針なる 由 


本 最近 信 


♦ H 本 政府の お 米窮四 M お 謹 六ち 

i サ H 附を 0 て U 本 政が じ閒附 された 

る 如 帅± 化 法 間 題 じ 願ず る 义國政 か 

の 回を に 關し吾 政が は： あじな々 箭四 

1 回 抗議 嘗を發 送す る 事 じみを しね 


♦毒 潑生帶 征討 眾の 激戰 征服 最も 

j み 難ぶ り ど 傳 へられし 讓潜島 中の 綺 

湿なる タリ コ 討伐 じ おひた る 吾 巧 討 

j 軍は 頗る 激戰 をな しつ： ぁら ごの 報 

|二 日 飛電し 巧れ ら從巧 吾 政府は 少數 

か 征討 軍を 巧て 島内 征服の 巧に 充て 

居た る も 斯< ては 徒 じを 引 < のみに 

て 効 あの 舉ら ざるを 悟ら 今 间斷乎 ど 

して 大化掛 の 征討を かつじ まら しら 

をなら 


♦次期 州會じ 排日 案 おでな ばを 準 

開 期 中 じ關曾 さる！ 巧 期 师會じ 於て 

排日 的證 案附講 され 或は 排日 法め 制 

をを 見る 事を らん か 之れ 明か じ 招待 

せる 资 をに おし 慰 際 體鑛を 無視せ る 

横 おの 巧篇 なり どて 忽も國 おの 激憤 

窝調じ 達し 遂に 化が し 能は ざる じ ま 

らん VJ 


• 贈賄 外人は 雷禁溺 .東京 地方 魏お 

所據 事は 海軍 化贿 事件 じ關し 収監せ 

られ たる 元 八 1 タ ー 述倩趾 東京 支局 

ホ 任 英人プ ー レ） に掛し 一ニ ケ年シ ー 

メ ン ス シ ュ ケ 卜電機を &: 11本支巧 

I 緩 支配人 獨 逸人へ^ マン じ對 し六ケ 

I 巧の 盛禁 鋼宣吿 めらん 事を ホ 刑した 


政 齒をぉ 論の 巧 巧ら 政ぶ 會が巧 

敬 巧を 總薇 ごして 新た じ 結束を 固 
すぇ 掌 どな b しじつい ては 例の 政國 

合同 論の 楠 勢 じ 一變を 巧した るは 勿 

論じして 腐 氏は 犬 養 巧を 迎へ 國お黨 

をな なする の废 愚を 巧せ ず タト ヒ合 

闲の機 迷が 或 巧 度を 進 巧す る ィ」 ら么 

が 貸 現は 至難 じして 前途は からず 當 

おの樂 悄は 合！！！ の 打 巧ら ご 見る を 至 

I 當 どず ベ < 無論 政ぶ 會 はが 黨略上 依 

: がごして 阅 技 黨 じが 意を をし 非 政る 

ill 派のを 树 成らざる 事が 查然 明白 ご 

なれる 今 H 能 ふ 限ら 國お黨 の 巧 窓を 

蛋 けん VJ かてつ i あら 殊に 國ほ黨 の 

一 : 志 食 じ おする 反 威 著しき ため 地 ホ j 

に 依て は 旣じ政 國兩派 提携の 傾 おを 

示せる ゐら犬 養 氏の 阿を 會じ對 ずる 

俗 惡が政 友 會の附 け 送ん 所 じして お 

總 裁が 大 をの 演說 じがて 厨を の 丈 VJ 

提携し 决 してと を排 せず VJ 聲明 せる 

は此 間の 消息 じ逊し 豫め備 ふる 所 あ 

しじ かならず 更； .！ 巧 氏が 政府の ホ 

針を 難 じて 宫僚 政治の な 興を 說き政 

がの 態度が 挑戰 的なる が爲 じが 當の 

警戒を 加 ムぺき 事を 說け るを 見れば 

巧 じ 政 ま 會の新 結 廉を圖 る ご 同時 じ 

外は 闽ほ黨 をを 制して 政が 並 じ 岡 志 

會に當 らんと する 惹圈を 窺 ふじ 足る 

ベく 要する じ 政る 會の國 段 黨じ教 す 

る關 係は 今回の 總栽 更迭 じょら て頗 

る狹隘 とならた る感 あら どい ふ 

♦が 政が 密 のを 開 大藏省 じ 於け 

I 懸案 わらし 正 貸 準備 及 預金 部のを 開 

一は 义殴 伯の 持論たり しぶみ ならず 實 I 

I 業 家ぶ がを 記を 削め 嬰醬 する 巧と な 

近々 巾 じ 相 當のお まを なて 间窗理 

一站 巧よ をを おさるべし 


♦本願 寺 役 倩を 罪 巧 本願 ホ 疑獄 事 

件 中の 巧 巧を たる 赤松 速 城師巧 下の 


•第二が の 實業家 巧 集 政府は 今闽 

の實業 家が 集を 巧て 大体 成 巧した る 

もの ど 認めが るが 如く 今後 も 有 ゆる 

I 機會に 於て 實業冢 ど 巧觸 せん 方 巧な 

る やじて 旣 じ保險 業を 大貪 及び 商樂 

j 會議巧 聯合 會等 じら 關係大 お出 おし 

て 政府の 所見を 披 礎し 離を の 途を講 

じたる が史じ 臨時 謗を 後 じがて 他の 


な 僧を 部は 豫潇巧 じがて お 非 ピな吿 ホ 法 じよら を稱蕉 業者 ど 接 觸のホ 法 


慧 彰 


添 田 敬】 挪 


大が麟 平 


された 

化 職 大み縣 知 歌 
巧 埼玉縣 知事 

搁山縣 か 事 湯 淺倉率 
巧 靜岡縣 知事 

埼玉縣 知 率 
I 巧 山梨縣 知事 

宮城 縣み務 部を 佐騰 を ご一 郞 
I 任 福 井 縣知率 

を 四 位 動 己 等 
巧 嚴ず縣 知事 

废 商務 蕾記官 一二 松； 武夫 
を 鳥取縣 知事 . 

靜岡縣 知事を ザ-信 一 
を 岡 山 縣知聲 

香 川 縣知華 鹿ず 木 小 五郎 
:任 和歌 山縣 知事 ’ 

和歌 山 縣か事 川 か 竹 治 
I 巧 香川縣 知事 

大が 府內務 部長 十； 岐蟲卒 
I ほ 高知縣 知事 

山梁縣 知事 おが 賴藏 
I ほ 佐贊縣 知事 

山形 縣內嫁 部 長大が 义五 郞； 
を 沖繩縣 知事 

嚴手縣 か 事 
福 井縣閲 
烏 化縣同 
离知縣 間 

佐な 縣閒 

' '沖 繩縣间 

文官を 限み 第 十 一 條第 

じょ b 休職 破 仰せ 

尾 お 法 相談 第二' 瞄時 議會じ おず 

る 政府のを 望は 單じ 大正 一二 年 巧 所要 

の 海軍 補充 费 六： 白 五十二 お 六 千圓の 

通過 じなら 而 して 該耍 ホじ對 しては 

畿 おの 夕數 凝れる 政ぶ 會じ 於ても 何 

等反對 せざる べき 形勢なる をな て議 

會は 無事 終 T すべし 巧し 政 友を か 多 

數を おみて 徒ら じ反掛 する か 如き 事 

あらん か 諸會は 無論 解散の かなし 政 

府は假 み 政 まを か ホ 順なる 態度を 取 

る も 此礙敌 て 解散し 倒 おじ 對 して 信 

巧を 闽 はん VJ 欲するな なきに 非 や 併 

して 帝國 難を の 習 償 ごして は 格别の 

理由な く 只 信 巧を 飼 ふため じ 解散す 

る譯じ ゆかず おつて 解散は 今を の議 

I 會に 於て 大正 四 年度 豫算討 講じ 當 


^ 稱 すべき 講貸ぼ 名 内 かどな 6 國民黨 

I 中の 純 犬 養 派は 二十 人內外 どなる V 

き 見 ' 込な 6 云々 . 


一 ♦衆議な の 黨派別 臨時 議會 巧樂當 一 

日に がける 衆識 おの 黨派別 左の かし 

A がまを 一一: 白 六 A 鬧 志を 化 十 
A 网民黛 己 十五 A 中正を 111 十六 

▲無 所邀 十二' 

♦勞慟 黛 結社 禁止 十と 日 午前 辨視 

廳 ょら 結社 禁止の 命が を 受けた- 
ネ 勞働黨 むる ものは 最近 東を 巿の福 

旧を 外 二 |二 名の 般 出で じか i れる社 

會ホ義 着の 集闡 なる が 社員は 僅か じ 

I 數 名を おでざる 破め て 微力なる もの 

じて 特に 厢出 人の 如き 何等の 素養 あ 

る 者に 非す これを 放 化する も 別段 化 

に 惡影掛 首を 及ぼすべし どは 思 はれ ざ 

るも從 巧の 社 會ち義 を 取締の ホ 針 じ 

化ら 之を 禁止した る ものなら ご 內務 

一當 巧は 語れら ’ 


蹈 をみ 郞 

を 川 辉 

川 島 純 幹 

永 井を 次郞 

不 破彥腾 

裔橋琢 化 

巧 第四號 


恩 敵ぉ獄 をが 護 頃日 憲昭 皇太后 

_乂 なじ 化ら 滅刑 特赦 出獄 者の が 譲 じ 

關 し巧務 省は 旣じ當 が 地方 眞官 じ對 

して 失れ -'^ 先例 じ 基^ 適當 なる 巧 

j 原を 取るべき 替訓 々する 所 あらしが 

尙其後 多少な 善の 必要を 認め 文部 お 

どら 協議を 重ねし か 一二 成案を 得た 

るを なて 更にを 部 省 どを 涉 する 事 ど 

; なり 六 U ょ 6 該を涉 を 開始し たれば 

I 最を 何等かの 形式を 巧て 發表 さるべ 
しど 


參田西 移民 頓挫 

じ両 移ほ會 社は 東洋、 竹が 兩 おお 會 

社 じ おする 契約 停 化 ど 共 じ 一頓 挫を 

巧た し爾ホ 僅か じ自も 移民と して 欄 

々に 渡が する 外 何等の 途な きじ 至れ 

るが 今秋の が 植事樂 も 稲々 の 事情の 

ため 豫 をの 如 < 進 がせず 即も 今を 眷 マ 

手す る當 なゎし ぶ族殖 おの 慕 集ら 今 

巧 裳 集す る じ 至らざる 狀態 じて 蘭く 

所 じょれば 萊巧 移ほ禽 社は 囊じ サン 

バゥ 曰 州 ィク ヮぺ挪 じて 五 萬 町 ホの 

1外 じ 巧に 今春 海岸 か々 もの ジユ ププラ 

じ. 一千が ホの 地面を 無償 じて 借 受け 

栅视團 謗 働 者の 中よ もな 餘 名を 寇乂 

れ五 六十 町 ホを 開 幾し ホの 試作 巾な 

が 今な の 化 獲を が も 右 試作み 成績 I 


I をぶ 礎 ごして 大体の 方針を をめ 明春 

欧る 脅ょ 6 現 巧閒じ 反抗し ホる 機を ょ b み 族 移 ほの 募集を 爲す計 畫のも 

• ' • rf b < f 、 ‘ / k •• イ > ■- I I I ■ f • • I 



參大 丸吳服 店破產 

大お巿 巧路備 後町 二 T 目を 贷樂中 巧 
I 善と：^ 準 勞町二 下目 中が のぶの 兩人 
は 辯 護 十 地 旧 繁太郞 を 化 題 人 ごして 
I 京都 西 條窝倉 巧へ 入る 株 まを 資會祉 
大乂吳 服 ほじ おする iir 力圓の 償權の 
I ため 化 ホ 下が 亞太郞 巧 間 昇 之 助 和么一 
助の S 名 じ 向つ て 十 H 地 ホ 城 判 所へ 
破產中 請を 爲 せら 善との ぶの 俊權は 

本年 S ち セ H 附振 巧し の 約ず 手形 二 
枚 . 一一 巧 五千圓 施を 計 一一 r 力圓 じして ま 

I 挪猫 日の 六月 四日 じ おを 銀 巧 大が山 

伯 銀 巧 南支な じ 指示し ねる も 預金す 

i ぶの 理 もを 巧て ま拂 を巧絕 された る 
のなら 大化吳 服 おは 一般 經濟 ホの 
み 况じ伴 ひを 業 上の 成績 兎 巧 順調を 
义 きを 離 じ 熊」 たる 結 お 本年 お 月下 
巧よ ら支挪 停止の 餘儀 なき 狀態じ 也 
入ら たれば 一般 償 權者じ 向 ひ 目下 ま 
掷猜豫 を ホめ 居る 事實 あら どの 申立 
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左記 六隻 にて シャ トバ 
窗潘 間を 航 がし 隔遇火 
聰日 午前 十時シ ャト少 
を 巧 化す 

▲運 巧. 
シャト^ 横 攒神口 間 
一等 な 十 弗 
二等と 十五 弗 
シャト グ巧司 間 
一等な 十五 巧 
二等 八十 弗 
ル ーニ 等 ra 十ー ニ 弗 五十 仙 
{ A 但し-一 ユーョ ークは 
化 H 附 ょら 五日 前 じ 
御 出 發有之 度 候 
佐 渡 化 とち 十四日 
橫濱化 と 巧廿 八日 
安房 乂 八月 十一 日 
靜岡丸 八 巧 廿五 H 
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焚國 じめ け* 0 本が 醬 油の 需要 じ 就 

巧國製ッ ！ ス は其ま耍腐巧よ 
I み 猿して 獸ぁ性 お 巧 性 植物 性の S 補 I 

に 大別 せらる 換言 甘 ば獸肉 及な 肉 及 
I 植物 よらせる 磯 ホを ユッ センスと 爲 
一し 之 じ ホれ'^ 適當 なる 調 ホ 巧を 混 
かして 製を する ものなら 其 調 ホ 巧は 
醬 袖、 鹽 、酢、 魚肉、 巧 お 反ぶ 子等 
を まとして 使規 せらる ぶ もの >> 如し 
I 就中 縷 曲は 調 ホ 料 ど 云 ふよ 6 は 海ろ 
ま 要 元 巧 ど 稱す るの 適當 なる ほご 嗎 
巧 用せられ 與嵐 製ソ！ .ス じして 稱 
I 油を 混せ ざる もの 殆んど 稀な b と 云 
ふ も 過言 じ をらず 而 して 最ら廣 く 巧 
I 用 せらな； はを が锋 油なら ま 那轉池 

じ 比して 遙じ 優れる 本邦 替油 か銳す 

写ぉ是崎重み郞釀造山十印の バ J ミ ン 
ホ ビット マン 商を 製造 じか 一 
るへ！^ スフー トの 原料 じ 使用 せら 
事を 陈 きて はおんで 煩 巧 ごし 
て 使用され ず英國 じがけ る ソース 其 
他の 原料 じ 使用 せらる； 醬 細は ホく 
して 廣東產 じして 本が 醬 油の 微 々ど 
して 海外 じ 振は ざる じ おらず ま那 蹲- 

j 她か斯 る 優越なる 地位を 贏ち 得た る 
は廣 '東 じ 近を せる を 雞か英 傾 じ歸し 

一を < も 巧 人 じより て 本國に 輸入 せら； 

の 便を 有した る じ 依 もべ けん も I 

一 畢覚本 沸の 鹤油業 若の 倫し 姑息 じし 

て敢て 海外 輸 おを 企て ざら しもの が 

j を 日 あるを 致したら 
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本社 營業部 
含 本 巧 纔車纔 船 

巧符 取次 大縣卿 難 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 巧 他 東部 何れの 地方ょ 
b 御 出立の 踏を も 取次 可 申 憤 
、 ‘ 又^ 手數巧 

翻ぶ 夕； き 一 

◄を 闕 語顏譯 

乂通辨 

柳 族資ぶ 巧を 

血 I 細實業 經營法 

を慨 一冊を 清 弗 

紐脊 新報 神 


る 人 も 少しは あるか 多くは 半 歳 長い 

ど 一年 も か i つて やつ ど 渡米れ 出 巧 

る V いふ 閒をじ ホる 婦人では 矢 張ら 

四 國九如 中 國の人 や 東 化では 福烏縣 

め 人 かを いさぅ であるな 巧 ホ 巴人 か 

まごして 婦人の ホを 監臀し 現 巧 A 人 

酱 宿して 居る 化 等の 女は 英語を 研绳 

t ホ どして 基輕敎 信仰を 養 ひつ、 あ 

他日 渡米して 

ムお爲のホを助く るぶをつくつて巧 

る义 少しを い 事 だか ま 年 八月 頃佛國 

の 某 伯 巧、， 此 人は 頗る 付の 日本 猫な 

どて H 本 婦人 一人 欲しい ピて横 山 博 

じ依賴 したので 隙 そは 力 巧 會じ居 

た 福 井 縣人橋 本 正 化 (サ) ど 云 ふ 見目 

1 よき 输 人を 世話した ので 岡 ホは 佛； 

西 义學研 兜を 目的 ピし てあいた 處間 

I 伯爾は 態々 化 森から マが セイ ュ まで 

迎 ひじ 來て 居た VJ いふ 


の 成績を 示せる 飛 巧 機シユ ミツの 製 

露 者なる か 化稱お H 俊 等の 賞 どして 

~ 銀盎を 受けた る わなり 

♦を 旧 大使 ど 亞細亞 人 排斥 案 珍 旧 

大使は 目下 諮會じ 提出せられ さる 加 

|州選出講員 ン1ヵー巧の强純亞：11入 

勵お化 案は H 本人 じ 差別の 待遇を 輿 

へん VJ する ものな りと て 抗議を 申込 

み 前 H 巧 武當夕 巧 ごを 涉 中なる か レ 
ヵ ー 案は 勞慟堪 のを 意を 參 酌し 「 

I 旅 巧 券 じ關し 協約 ゐる國 は 化 限ら じ 

をらず」 と 修正 さる、 ならん VJ 

アラスカの 哎火 シ < — ブ -! ド巧雖 

I 觉 じよれば ア ミス カの 大 噴火山 力 
マイ 山は 目下 織ん じ蹟烟 しつ \ぁ 


•羅府 の 牧師 騷ぎ 加が P 1 サン ゼ 

グスボ H 本人 組を 敎倚 牧師 古を お 二 

が 氏は が 身 盤 破 じなら 乍ら 巧 撒的磬 

が畢 業に 關 係し 二 一二 會祉の 重役 どな 

て 自ら 株券を 賣買 する 等の 巧 爲ぁ 

二 年 前 同地のを 敎 あぶ 會 員は 牧師 

VJ しては 甚だ 不穏 赏の行 おな b どし 

i 齡 職を 御吿せ しも 氏は 斌 ごして 聞き 

入れず其後氏の關係せ る食祉は悉く 

I 失敗して をく の 闊胞じ 描 塞を 與 ふる 

じ まれら、 然る じ 氏は 巧る 逆焰 じな 

ゎがら 突然 おが 漫遊の 途じ 上りし か 

I 巧 守 中 批難の 聲四ホ じ 起ら 本年 五月 

I 中句を み 氏の 絲羅ど おじ 紛搔 愈々 お 

たし < 在留民 大會 新聞 記お會 學を會 

等は 氏踞 劾の 巧 潍を爲 すじ 至り 過 H 

は 問 地 組を 敎會の 正義 孤ど稱 する 一 

脚ょり 数 文を 巧が 同胞 間に 配 ホして 

天下のを 論じ 訴 へだり 

英乂ビ リヤ！ ド チヤン •ビ オン 競 巧 

1 英剧ビ プヤ ド チヤン ビ オンね る 倫を 

巧 メグ ボ！ ン 、ィンマン 氏は 今闷世 I 

I がの チヤン ビ オンた る當化 ウィ プヤ 

ボブ ピ ー 氏 ど 敵 技の 契約 成 ^ 本 

U 倫敦 巧を 渡 ホの 途じ 就く 堂な b ど 

I 愈ょ 競技の 曉じ はを めし 滿 都が 球 家 I 

のな 窓を 栽く 事なる べし 

ホ國 海が 舉 職の 恩給 収領者 川口 

乂五郞 氏は 過 まか 六 年間 米國 軍艦の 

が现ホ どして 奉職し 巧ら々 巧 化 暇を I 

得て 一時 歸朝 する 由なる か册 が巧勸 

綾のを はフ t グベン シ ヨン どして 一 

ホ涯お 月と 十 巧 宛を 巧領 する 規定な 

ご 

♦飛 巧 機 製作 家の 受賞 ミネオラの 


乂巧闕 訪間團 員 

募集 ，' 

乂を 員册 五名 

A か 巧 おくは 十 巧 上 か 巧 お 

▲ H 本 滯化約 白 二十 U 間 

▲詳細 規贴亞 じあ b 中 込み 第 進呈 

@ 注な 迦棄 父は あ 族 御词伴 ホ 

•挫の ホは ま急闽 合せを 喪' ず- 

▲飛 巧 家、 篇ぶ 帥が々 一名め 加 

入 おを み 集す、 委細 铜談 

紐 靑巧關 訪閒闡 本部 

親が 巧 第 六 お 二を 八 

-ホ催 者 林 富 平 

_ ___ ___ 

1 善 海外 媳 がの 婦人 

現々 では H 本から 化 乂を衆 凰へ 夕ず 

み渡がは全く不可帷ピなつた ど言つ 

でも 逊言 でない 位 だが 四 五 年な 巧婦 

_ 人の 渡 义 をは 益々 ぞくな つて 巧 だか 

I ななを もま 巧の 力 巧 曾 だけで もが じ 

ご 一四 十 名の 

▲女での 波が おが あつて 此 等は おん- 

どを 部が 結婚の ために おく お 様つ ま 一 

一 b 今ではな 米 間 胞か蒋 々おなして ぶ； 

I 礎を 盛 < する 必要に 迫られて 居る 化 

等の 女 そは 夕< は サミ 四から 册歲化 

ミで i おい 人は 比較的 少ない 而 して 

をくな-ルを 敎員 どか 巧 證硫 どかで 職 

; を 持て おたため が 期 か 遇れ 内地では 

自 をの 巧 巧の 人 じ 嫁げな < なつて 比 

較的 ょい A じがげ 得る 外國へ 巧く ご| 

いふ 率 情で ある 随 つて お 巧ら 化當に 

が b が 巧 も 大抵 巧 潑で眞 面目な 女達 

である 中 じは 

.A 巧 國の觀 ホ じ 巧た 人 か 力が を じ 巧 

ザな じ 夫人》」 なるべき 女を 巧 立て 速 

れ歸る ホ も あるから 巧く 聲を 速し 得 一閒機 製作 家 索 巧 氏は 觸 立な 當 H 傻等 


飯な 智 巧を 攸出 おが 同を 使の あ 

j 化 巧は 十八 日の 篱 むらし か 都を じょ 

り 繰ら 上げられ 十 お 日 家族 間 伴お發 

|& 奈馬経 も 巧 地に 向 ふ 事 どなれら 巧 

は 赴 ほ 期 H 繰 上げの ため 一 々化 維知 

人 諸氏 じ 换楼の 機會を 得ざる は 遺 城 

。り 何を 宜駿傳 嘗ゐら 度し ど 語れら 


♦旧 中 陸軍 少將蛇 川 法學博 ± の兩 

I 巧は 明 十二 日 雖府ょ 6 巧眷な もじ 

巧 俄を へを < べし 

中が 新總 領事は 本 月サ五 H グシ 

夕 こア號 じて 偷敦 よら 巧 任の 笛 

榮梢新 巧 ホ 俄ち 領事は 八月 初 巧 

I 赴 巧の 當な b 


♦ H 本 綿花 曾 社 ぉお 所長 日疆 保を 氏 

は 避 目 お 風ょ 6 歸締 

♦飯な 巧 送別 曾 H ネ供樂 部を 員 諸 

I 巧は 昨日 閒供樂 部 じ 於て 盛なる 別な 

を 張れり 

I : - - HI I I 

参 網 島 牧師 ホ 着. 氏は 過 H ホ 着せ. る 

か當 地を 敎會は 氏の ホ 紐を 機 ごし 奶 I 

十二 H •西 巧 四 了腎 グレィス チヤ ー チ 

内裴 0 敎會 々堂に 於て 連を 說敎會 を 

|開< 山、 一般の ホ聽 をが 留すど 

A ♦お 廚を ▲東京 電報 じ 飯 烏總領 

一 単は 少 期間 智 利查權 公使た る 可し ど 

あつたので 飯峭氏 不平 こぼして 曰く 

'「 ォィ 戲談 ぉやない、 政府 も 正巧馆 

姻 はし ぢや あるまい し 家族 词伴 でさ 

ぅク 八--^ 引砸 はされ もや 行ら がれ 

な い ▲ 某料亨の英人口 くホか罪惡を 

I 化すのは 皆ん な 巧か惡 ひんて すョ ー 

成程 さう です かね I ▲加州 潑 員の レ 

々 1 奴は 又もや 亞細亞 人排巧 まを 

出して 居る、 蹈 まれて 徽られ て唤嘛 

I を 化き かけられても：； イ-^ ヘイへ： 


ィ でを 隙 大贊が じは 恐れ入る、 ホ國 j 

人は々 の 馬應ピ 同じで 下から 出れば 

出る 释附け 上る のを 知らない か A 歐 

州の ホ 王 ど曰ツ クフ ユラ ー 翁は 無 政 

府黨 員の 曝 裂 彈じ嚇 かされて お =2每_ 

巧ダタ ぐ 傑 ひどい ふ始 未、 噫々 ん 

間 生れて 帝王 當豪 ごなる かれ か 


新 育 郵便 發着表 


日本間 

ri 

船 名 經由地 

シヤト 八化夕 = マ 

ジャパン 香晚波 
モン ラグ グ同 

: 2 本丸 壤淺 

メキシコ 化タ コ .マ 


ク 本局 織 巧 午後 六 時半 
發を日 
セ 巧 十六 日 
と 巧 十八 H 
と 巧 廿 四日 
と月廿 111 H 
と月册 一日 


参：！ 一本ょ- 

十五 H 
二十日 


'到着 H 
十と H 
サ 五り 


廣 


吿 


▲.養 酸 揃 ひ 


讓受御 披露 

な 共 儀 今回 豫 々御を 願を 辱 ふせし 

朝日を 譲 まけ、 を 堂の 裝 飾、 家 

其、 を 器 等 新調の 上 圣部大 改良を 施 

^ し！^^ 勿論 御 料理 原料 as は 時節柄 本書は 著者 獨特 ® 

専ら 淸潔 新鮮を 赏 どび 化て 夏期 衛生て 露骨 じ 巧 女' の 性的を 活を說 即せ； 3 


男ろ の 生活 


じ 適する やぅ 大勉强 じて 御高 需じ應 _ 

じ 可 申 候 間 何卒 お々 敷 御 巧 臨の ほで 

伏て 奈 ホ ト； 候 ■ 

お 育 巧 西 一二 十九 了 目 四 八- 

离 等旅舘 3 
會 席が 洋 御料 理^ £ 

早 田を 躁 

同 みさ 一： 

電話 グリ ー ブ ー ニと 化ん 


.飛行 練習 尘 

一香》」 募る 

本 H 藉は劍 ぶ 0 來 五ヶ 年間 世界を 園 

の異ら たる 飛 巧 機 十八 臺を製 化した 

るが 今 问意 忠の强 固なる 日本人 一一 名 

を 限ら 實地 練游生 どして 裳 集す 

•飛行機 製作 設計 
二、 飛 巧 船の 構造 
二、 推進器の 作法 
四、 あ斯 リン 磯關の 使用法 . 

な 上 無報酬 じて 敎授 す、 但し おを な 
ザ 切の 豐 用は 自 辯の 事 
ホ 學 若は 至急 申这 まれょ 

ジング アィ ランド* ミ子 

秦野飛 巧 機 製作 エ據 

懇讓秦 野が 之吉 I 
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化 祂品卸 賣廣吿 

香 氷、 トィレット パウ 

，ス ■"一 '夕. — 、サ シエ パ ウダ 1 

客 引の 商品なら 

御 試 おの 上 御高 評を 乞 ふ 

組 育 ホ 東 祭 十と 了 目 一二 

獅お陳 商會： 

■な E . 17 th 资： N . Y . 


二 一 熏縣人 一二 木を 吉. 

をの 者 人 どして ある まじき 行 爲ち之 

おじ 付 今间本 貪を 除 お 致候閒 化段廣 I 

苦 候 化 

紐 育同氣 を 


乂 法律 顧問 乂 

民事 及 刑事 訴一談 一が 

契約 其 他の 書頻 編成、 貴を 取 立 等 化 一 

てを 禅 上の 依 賴じ應 や、 鑑定 無料 希 j 

望 者は 新報 社へ 申込 まれ 度し 

JJ イマン、 ア 1 が、 

夢議 ゴシ！ ダグ 

迈 VAIAN 巧 •ぶ； KOAr . 

^ Trro 巧 N 巧 Y ATT IJlW 
2 蹇巧 roachvay zew York 


MMWi ま 


Imuwnng 一 


擊箱 製造- 

I 當社 製造の フアン シ I ケ 1 スは日 

本 雜货店 及び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 
必要品なら 



御】 報が 第 カタ n 1 グ御截 送 巧 化 候 

J OAJROW 》 CO 

が 5 \ V ち ren 資-, N ミ V Yor 片 City 
， rel . 良 Barela )、 


ダンス 敎授 

ラィ r » 


が會 及び 
最近 流 巧 

ダンス 


多年の 货驗を 有し 日本人 諸君 じは 特 

別叮喀 おが じ 教授ず、 授業料は 

回 プラィ ぺ ，卜 、レツ スン ー巧 

ホ 回 プライべ ー ト レッスン 五 巧 

IVIi る. とて n ぞ1ミ を 色 

ご. 立 5 巧 与 ay but . 结 己 and 54 養 t . 

phono Co ご一吕 hefj 资を 


のなる が內を 甚だ 猛烈を 輪々 し 結 

お 遂に 其 筋の 發資禁 とどなら し 物 化 

A 發資鶴 出 .：： 蒂 権が 跑暮 ..； ：' 



を 惟 四十 牠 I 

ホ 書^ 風俗 壞亂ぞ 诲秩巧 案 飢の下 じ 
發賣 禁止 どな b しを々 珍が の 蕾なら 

A 發 質， 棘 置， 藝去囊 ‘ 



を 僧 普を 

本書 中 (生殖器 篇) 生殖器 解剖 じ當ら 
ては 露骨 じ旦 つを き處じ 手の 留< が 
如き 猛激 なる 筆法 じ 依り 說明 せし 故 
か 出版 ど 同時 じ發賣 巧 止されし もの 
じて 化界 無類の 珍酱 なら 
▲發 賣蔡化 お 雨 機. 芳 



▲發資 禁止 


定巧壹 弗 _ 

化 澤正惇 著 ‘ 


を 情 思想。 解 割 


を 償 九十 五 仙 

• ミミ S ミミ • ミ 


謹發 好評 


巧 合 子 


を 楷前一 弗 十 化 中 一 弗 後一 弗 十 仙 
目 吓な國 じがて 梨 腐 巧の 大立 物た る 
なを子は 大 おお 日 新聞の 連載せ しも 
のなる が 婦人の 髪は 申す 迄‘ 一な < 衣 
類 じ 迄 巧を モ 形の 樸樣を かるまで じ 
流行せ し 近代 稀なる 一代 傑作 ごして 
本费を 讀んで 泣かざる ものは なな わ 

▲望 ハが 刻 抓!?‘ I, : !1 



A 盧化 線. 偉姥が ，弧を づ五曲 


なた はたと 


络册二 版 出 ホを 似 一 弗 お 十 仙 

.羅庶 索 I 銜 I 云 〇 
書な 驗熏變 

250 E ‘ First St •尸 OS - A^rlgeles 〇と- 


A : ぃ z 逢 命保臟 製す 

'代哩 人 

千 本木ぶ 治： 

だ 8 おこ r み V な. X . Y . City 
1 re 】‘ Ui rB oii 已丢 a 





JAPANESE GOODS 


(( 


役 普な 


つど まの 今の 境遇 ごを 考へ をはし まと 巧め ましれ (ま 完) 

して 男 どい ふ 者は 世 じ も 恐ろしい 者 • 参；：：：：； >• 

世間 VJ いふ ものは 思 ひの 外 冷淡な 
のじ どい ふ 事を つく 威 じました 

A まは 讽の 篇眞 結婚の 女です、 何年 i 

何月 VJ いふ 事は ホし ませね、 T 度 妾 

かシャ トグじ 上陸し まして 或 日本人 

経 營のホ テグ じ 投宿し ましね 翌朝の 

事です、 巧 ホ テグの ボ' — さんか ビ 

ュ ー ロ ー の 上 じ 飾つ て 置い ね 妾の ホ 

の 爲眞を ながめて 「貴女は 化 人を 御 I 

が じです か」 ど 尋ねる ぢや ホら ませ 

ん か、 まは ッィ 失禮な 人ね ど 思 ひま 一 

したから 「まが 知 クて语 やうが 知る 

まいが 何も 構つ て 下さらな < て も J 
ご申しましたらボ ！ィ さんは情然つ 

としれ 顏 がきで 「ソン ナじ 貴女の わ 

I 氣じ 障つ ねら 申し まし やう 化 巧は 何 

の 某が しど 云 ふ 無頼漢、 多 歎の 人を 

をし めて 姑 育へ 离 飛びし わ 曲者で 御 

座い まず」 

A 化 時の なの 驚き ど 失望 どは 如何で 

御座いまし わらう、 妾は 終日 終 お ま 1 

ん じら どらせ ず じ 泣き 慕し ました、 

ホ國 でが 巧した 巧 人、 親 じを を 送る 

を 巧者を ホ じ 持つ 吾 身は ドンナ 三々 

孽 福な 星の 下 じ 生れた もので あらう 

ょど 樂んで ホた 妾の 希望は 滅あ 滅々 

々じ 破 壌され ました 

▲まは 散々 泣き じ 泣いた 末 じ 一旦 化 

儘 お返さう ど考 へました が 又 巧び 考 

へな して 巧ます る ご 若し 妾が 化 儘 じ 

絲 つた 事なら 「ソン 見た 事 か 虛榮必 一 

じあ こがれた からだ」 と學校 朋輩は I ち 

下げす むで あらう、 親族 夕 人達は お； 

壌の 勝じ羡 やむ で 吳れた 言葉を 思 ひ 

起す でゐ らう ど筹 へました 時 じ まは' 

巧 <氣 じも歸 へる 氣じも なれず 口惜 

しい やら 哀しい やらで ロハ 譯も なく 二 

二：！！ を 幕ら しました 

A 稍や必 もを 付いて 巧ます る ど縱み j 

巧し は 無賴漢 でも 今は な仓 して 堅氣 I じ 

の 人 じ なられ' たから 知れぬ 「コチ ラ' 

も充 をみ 元を 調べな かつね 落度 も 

ゐ る」 ご の考も おゎまして、 ユ ー 儘 

ょ 何樂も 運命の 神の 御必 、化 上は 身 I 

の お 巧ぶ 諭め やう ど. 巧必 して 參 らま 

したの が 了 度 〇 巧の 初めで 御座：- ま- 

した 

▲為眞 ご 本人 どは 年恰好' も 案外 じ 違 

つて 居 b ました、 成稻 商人 ピは眞 赤 

な 僞らて ありました、 其 時は 旣じ眞 

面目な 働き人で あらました、 今 もさ' 

’ Is でを らます、 を も充み じお菩 して 

居らます、 一旦 運命と 諭め たまは 可 

成人の 妻 どして 夫の がを 善 ばせ やう 


■御 下宿 中 


tn 

rmmmmw 
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チ-で ブ 1 街 一四と 半 

ohps ス akaga wa - 
巧 hone 1818 Orclmrd 


A 傑は 白婦の 妻を 持つ て 房る 妻は 年 I 

も 若く 器量 も 良い 夫れ で 温順 だ、 同 I 

胞 へのを 際 も 上手 だ 只 ダンスを 巧め 
ども 傑 かお 巧ざる ため 巧の 一' ぉ"： 張で 
S 年を 経た 然る じ お 巧 新報 じ ダンス 
の 事 か 色々 おて 僕 も大じ 悟る 所 ぁ 6 
て窜じ 話 しれら 妻は 夫れ 見られょ 世 

間 じは 時勢を 見る じ 明かな 人 も ぁる 
をて 急 じ 僕 じ ダンスを 敎 へる 事 じな 
ら怪 げな麼 やを で 始めた、 姑め て 見 i 

れば 中々 面白い 記者の 盡 力で ダンス 
會 かお ホたら 早速 妻 やを 人を 速れ て 
出席すべし (ダンス 賛成者) A ま那巧 
で又シ ー n 1 か 始まつ た 一直 眞面目 

じな つれ シャコ 隊か出 巧ぬ やう 記 肴 1 

君の 盡 力を 願 かます 支那 人は 吾々 間 

胞 のを 血を 吸 ふ 動物です (情慨 生) ▲ 

化 おの 事 或發明 品で な 万 長 君 じなる 

大法 蝶を 吹き 廻ら 五六 人の 鬧胞を 痛 

I みた 男は 何處じ 消へ たか 或 巧 理屋は 

二な 五十 弗も唤 倒された さうな 弱い 

者 いぢめ をす る 奴は 片ッ 端から 素ク 

破 おいて やれ (憤慨を) ▲何時ぞや 地 

獄ホ V 」 酒屋で ピスト グ騷 ぎを やつね 

痛 書きは 近墳 結婚 間 題で 他人の み皇 

を惡萍 して 大難ぎ を 起した、 チト 靜 

かじ せんど 本名を 新 關社じ 通知す る 

ぞ 馬鹿 野郞 (繪 具屋) ▲籠 係 君 か大變 I 

目 ジリを すげ て 大太鼓を' 持つ から 拙 

寸ッ くら 朝 目 じ 出掛けて 見れ 

だう した もの か 近頃 间亭の 料理人は 

馬鹿 じ 甘くな つた、 尤 ちがの 巧い の 

は 二人のを 人が 薩旗守 只 のら 卿で 愛 

短を おな 瞧く ため かも 知れん、 J ィ 

小 太鼓 ) A r 聞 太 郎君」 じ 申 上げる 四 

面を 見て 吳れ給 こ 籠 係ら) ▲オイ 下 

宿屋 組を は ド i ナッタ 宿 ツ子の 働き 

出て 居る 今日 橋へ る ものなら おへ 

ないど 义 一年 有耶無耶 じ 過ぎる ぞ' 


日本 雛 貨 ■ 
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移. 轉 

巧 巧) H ょら 左記の 所へ 移轉 諸事な 

なの 上 從前逆 6 酱業化 候 間 不牺變 御 

引 立の 程 希 上 候 

今 まと 旅館 杉 本 

.一 57 w ‘ 64 を呢 t . N . Y . oity 
、reL 300 7 oohnn だ 黃 
A 球 撰 娛樂の 室 設備 有么候 
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巧 望なる 貸 地 


▲人物の 如 巧 じよら ては 相當の 資本 

を 貸 巧す 

攘 所は デラ ゥユャ 河の 上流 じて 產ぉ I 

物を 大部 會じ 送る 便宜 多し、 一名 じ 

ニニ ー英な な 上 貸 おし、 ブースは ご' 一年 

或は 五 年 じても 巧 むら、 をし 買な 希 

蟹の 人 じは 一英 巧廿里 巧よ らち 五十 

一巧 迄 じて 夕少じ 不巧資 渡す、 農具は 1 

相談 じよら 貸 巧し、 果掛 植付、 養鷄 

を縣 飼養、 養豚、 乳牛 等じ顯 ずる 货 

地の 經驗を 敎授す 巧し、 义± 地は イ 

チ ゴ裁培 じ 適す 養 鷄ホ遵 ちじは イ 

ンキュ VI タ ー を 貸が す ホ 望まは 

新報 社へ 申込み あれ 
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淚の樣 々 3 

漁 父 

I 侯の フレンド じ 加を 太の キング ス 

ンの クィン ユユバ 1 シ チ！ を 出て エ 

- デン バラ じ往 かん VJ して 居る 者が あ 

る 昨年の 夏俟 じを はんとて 關脊じ や 

つて 巧た 何ぶ かした ひょうし じ淚の 

議論が ぉた、 彼は 柯お迄 も學者 的で 

をる ホ じ 償が 情が 勝つ て 居る 代ゎ じ 

彼は 常じ理 をが 勝つて 居て 淚 U ぞは 

男 レじ< もない と】 口 じ 狐ね つけて 

終 まう、 葡葫が 熟した 月 おじ 農鐵を 

ホ ひて 見 給へ 鉛な ゎじな つた 粒々 は 

巧が 下界 じを す あはれ な爭 かど も 思 

はれる、 人の おはを の 棟じ淸 くぶし 

< 又 趣の ある もので ゐるぞ と 云つ た 

ら义 君は 軟义 派の 口ぶ 似み た 磯な を 

を云ぷ どを ク たが r 彼 時 ばかりは」 ど 

云 ふて 巧の 樣な 話を した、 一體 彼が 

クィ ン ユ ニ バ！シチーじ留學したの 

は 日本 じがて 英文 學の 講師なる 外ん 

I 某の 觀說 誘導 じ 化る もので H 本を 立 

つ 時 じ 彼の 講師から がの 家 放 じ 宛て 

を 一封の ず 紙を こ どづ かつた 彼は キ 

ング ストン じを < ど 彼の 外人の 家を 

尋ねて 其 手紙を 渡した、 娘は をれ を 

受取つ て 封を 巧つ て 半ば 讀 43 か 蘭 ま 

ぬ 中 じほろ-'-^ ご淚を こぼして 割頗 

I 讀み 終ら 得ないで 其 手紙を 巧 じ 渡し 

だせは ず 取つ た 施 請まないで おじ ほ 

ろく 泣いた 其 時 ばからは 彼れ は 何 

1 うして ょい 事 か 何 どもを へない 氣が 

した ど み事だ ファ 1 ィ！ス トなる：；： 

丰の 園から】 人の 靑年か 父なる 人の 

手紙を こ どづ かつて 巧た さう して 巧 

靑 年は 父なる 人か敎 鞭を 執つ て 居る 

某 大學の スチユ J デントで あつね フ 

ァーィ I ストの 樓黨る 日の出の 國ご 

I 云へ ぱ詩 A の 旅情を 促し さう む化鄉 

み處じ 永を 父なる 人 か 居て どつ 國の 

父 學を敎 へて 居る、 嶺般衡 がの 巧き 

旅 どはい ひ 乍ら 水陸 千万 哩を 渉り 山 

を 越へ して 父なる 人 かおへ わ靑年 か 

封の 手紙を 狩つ て 巧た、 何 ごて 心 

處じ 何等かの 威 情の 湧かざる を 得， 

や、 紀顏 二八 化の 如き •純潔な 處女 1 

I 藏 しい 眼 元から 淸 い一爭 を 落した 

寫眞 結婚 女の 吿白 

A 然 うです、 まは ホ ある 身で 愤 人を 

おへて 居ます、 世間 普通の 道德 どか 

ずす ものから 中し ます なれば 妾は 節- 

操の 無い、 不貞腐れな 女で せう、 ま 

も 滿更ら 妾の 今の 巧爲 が正當 で化閒 I 

の 攻擊は 無理 だ どは 思 ひません、 •で 

すが 妾は 必靜 かじ まの 巡 まの いきさ 
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Sll 我 llall 鶴 
脱醫 知ぶ 思 品 W 

か、 2^3 12 i ;- J 3 

慮 i 端 li 鑑 I 

2 进 i 茲 I ぃ其雜 

腫ぶ KgTIJ 就| 


來 るべ^ 吾國り 

總選舉 

I ま 巧 ホ ーニ 日 吾 臨時 帝 閱證會 の 開かる 

や 日本 唯一の 大政 黨 たる 政 ま 脅を 

1 代表して 質問 演說を 試みた る あは 词 

黨院 內驗理 元田舉 巧な 6、 氏は 一 わ 政 

整理、 經楚 節獄の 時機、 减稅の 方針 

非 募 償よ 義、 f 政務官 事を 良の 區別等 

じ 願し 恐 じ もつ かの' 質 間を 爲 した 

を且 曰く , 

現 內閣は 施 おの 當 初に 於て 夕數 9 

地 ホ官を おを せ 6 化は 蘆 政の 進 ホ 

なち や 退 ホなら や、 最後 じ 吾人の 

問 はん ど 欲する 所は 尾 瞬を 相は 某 

所 じ 於て 逃擧 が廓淸 のた め 違反を 

は假 借な <逮 補し 化を の 壌 巧な 

ば バラック じても 造るべし ご 溃說 

せし どの 說 ぁり 是れ毅 らく 道聽途 

說じ 過ぎざる V <而 かも 苟 くも 愿 

綺巧 じして 國務大 括の 一席 じ 連れ 

るな 上 貴 任 ある 答 辯を 聽 かんど 欲 

す 云々 

基れ 吾 ^ 1 の 大政 黛 領袖 か爐面 


の 巧 目を 一新せ しわる じだ も、 而し 

て 化 目的を 逮 する が爲じ ホる 可き 總 

:選 擧じ對 して 最も 重要の 職 じだる 地 


I 方 官を更 をし 依らて 巧て 自黨 員の 當 四な-! ハ 十な 對 一二 十五 じて を々 賛同 案 跡 るる 上 じ 一方 朝鮮人 申 じは を もす 


府の桑 巧 贊巧間 題は 八 H 下院 畿會の 

I 議事 U 程 じ 上ら 賛否の 討論 あらね る 

I 後 も 之を 夕數 みじかした <5； 結 架赞同 


選 じ 便宜み らし めんと する は 天下 じ 

自家の 經給 抱を を ホかん どす る 政事 

をの 當然巧 ふべき ホ 法なら、 殊に 尾 

略 法が の選擧 取締 じ關 する 聲明 のか 一 

j きは 吾人が 獲 手を 擧げて 賛意を ます 

るを 辭 せざる 所なら、 由 巧 吾 國選擧 

一が の 腐敗は、 無學 無節操 じして 虛榮 

、むじ 當 みたる 地方の 有 おが 人民のを 

I 治 的 訓練 巧らざる じ 乗じ、 黄白を 散 _ 

じ、 運動 盧を買 化して 選# 法の 精神 

を 無視した る じ 基き 慕 勢の 纔 張を 目 

I 的 VJ する 政略家 是 等の 輩を 利用した 

ろが 爲 じして 吾 國 現在の 議會は 巧し 

て吾國 ほのを 議 與論を 代表せ る もの 

ど 認め 難き もの あら、 故 じ ホる ベ 

總選擧 じ 於て は當局 若は 極 迄 選舉法 

の觸 巧に 巧め 苟も 之を 化ず 者 あらん 

か容 拾な < 牢獄 じ プチを みを 獄の數 

; 足らずん ば バラックは 愚か 地中 じ {八 

を 掘らて 之を 化を し、 峻嚴 、冷酷、 

I 違反者を して 與論る 議を忽 じする 者 


.な < 帝 圖議會 の 擅 上 じ 於て 爲 したる ~ の 當然受 くべき 天爵の か 何 じ 恐ろし 


質 間 横說な b 、 吾人は 化 詰らなき 思 

1 論 ど米國 現を 府巧 掛黨 たる 典 和黨領 

一袖グ ー ト、 。ッデ 巧 等の 堂々 たる お 

I 說 及び 其英ホ むを 馬 條約じ おず るを： 

j 平なる 態度 どじ 比歡 して 東西 政黨の 

J 等差 如何 じ 想到し、 必中 大 ひじ 化が 

たらずん はゐら ざるなら、 大暖 伯が 

「地方 {良 おを じ腳 しては 化 處じ别 せ 

> る {煤を も覺へ 居らる： 當 なり」 

どャユ 的を 辯を 與 へたる もの 蓋し 故 

なき じ 非ず、 殊にを 崎 氏の 選擧 取締 

じ 願す るを ずの 言說じ 向つ て 云爲す 

るが かきは 偶な て國 家の 爲 ，じせ やを 

I 擊の爲 じな 擊を爲 さんく する ホ 政治 

I 家、 野留 家の 態度 じして 苟じ も大歧 

请を化 表せる 元 旧 氏の 試むべき 所 じ 

で ホざる な ら、 吾人は 敬て 隣 伯の 化 

策を 辯 誰して 政府を 歐 歌す るを じ 非 

ず ど 雖ら現 政 巧の 立褚 よら すれば ホ 

る 可き 通お講 をを 解散して 與論の 趟 

敦 をを 察し、 夕年國 内 じ 嫌 屈せる 谎 i 

;弼 、黨 巧の 餘 弊を 洗 縦して 0 て 政界 


かをから しむる じ 化るなら、 思 ふ 

じ 畿會の 解散を なて 惡 魔の 如く じ 恐 

議員 おくは 黄白の 力 じ 依頼して 

愚民の 歓 V むを 買 はんとを 圖 ずる 野 & 

家に 化ら ては 吾人の 所論 聊か 矯激 じ 

夹 ずる S 爲 さんら 時代の 趨勢は 段 論 

勃興の 氣 運を 促せる 奉を 觀収 せる 識 

者 ど、 選を 函じ投 ずる 一票が か 何 じ 

自家 頭上の 利害に 至大の 願 係を 有す 

るかを 知る 善な の選擧 民は 昔 人の 所 

論じ 對 して. 赞 意を 表し、 俗惡 なる 投 

I 裹赏 化の 巧手 段に 弄せら る； 樂 無が 

る 可き なら 

♦中央な が 桑 傅 出品 巧 五十 万 弗 ホ 

國 中央政府のを 博 ぉな 费 五十 方 巧 ま 

は 八 H 上院 畿會を 無事 通過せ り 化を 

額は ち どして 政が 縮の 建築 婪じ充 つ 

る もの じて 化內 ょら 諸 外 國賓を 接待 

叟 どして 陸軍 卿の 流用し 得べき 金额 

は 五 万 巧を 超 巡す るを 許さず ど 

•佛閣 あが 贊同巧 五十 巧 弗佛國 政^ 


お 育 新 我を 懼 (前を 致稅 を^を おじ 於て 過般 發 ホの 框證 院會じ 

〕 一? 難 5 请ヶ 巧を 弗 一 i 反ぜ るね め 本 園 謹の 判决を 受け 

おる がー ホ 印度人 等は 之ょ b 進んで 

あじ オ タフ 大審院ぶ び 装本國 樞密院 I 

をに も上吿 せんとず るの 蘆氣 込を 示 

て 更に 加 ふる じ义 々東即 度ょり 直が 

じ ぞ同國 人 ミな 餘 名大 擧 渡航 中な 
ぶの 報 導 達せ-- 

ロハ 今の所 じて は 不明なる も 近時 日本 人 一一 音 五十 名の 莖覆航 班が 
じむ 命中なる ま 那をか 黨中繁 S 次を 激 船を 雇 入れ カグ 々ブタ を發 せら ど 


千 九ち 十一 重 ハ 巧サ 四日 截な 院： 
駭巧 

發巧兼 編 辟 人 甲斐 健 一 

殺が 巧 經曾 新報 社^ 

■紐 育 巧第ム ハを ご 二八 
巧 話 六 四と 一二 す 3 タン イ 


かの 計 藍を 於し 居る を 敏 からざる 形 


I 無事 通過 せら 巧 じ贊同 狸は 米貨 五十 

方 巧な bvj 

♦日本 じがけ る 生活難 ど 郵便が をの 

频少 昨年 八月の 郵便が 金は 總額二 

萬で 圓に 達した b しが 爾後 漸巧 嫁少 

して 現 巧の 総額は 一億 九 千で 圆じ减 

; 退 しねる が ー ホ じ 於て は 反 おじ 貯余 

員 數の增 がを 來 たし ホ 年 八月の 五十 

万人は々 H じがて 歎で 人の 增郝 とな 

郞 も' 一人 當 ての 貯金 額 著しく 嫁々 

せる の 結果 どならた るが 之 じは 工業 

I 諸會 社の 增加並 じ 保 險曾社 等の 駒 係 

ぁれ どまなる 凉 おは 生 巧の 困難 
屠 甚だしき じ 至れる 結 あ ど 見る ベ' 
東京 朝日が 聞は 獨 b 截 便が をの 满少 

のみならず 銀 巧 おを の職少 せる 事實 

一を 擧げ化 本 的に 事業 振 輿の 必要 あま 

れ るを 痛 諭せ b 

當 內省大 なを 豫て大 暇 首相 波 多 

I 野宮相 一木 文が 等 宵り*-- 協證 中な 

.し 宮內 省の 改革は 廿と 日を なて 發 I 

表せられ 巧 藏頸ま 困薛一 調度 圏を 腐 

省香兩 氏を せられ 大藏 省理朗 おを 山 

崎 四 巧 六 巧 巧藏頸 じを 內省考 を委貴 

馬 壁 一一郎 氏 調度 頭 じ 夫々 斬 巧 あり 塞^ 

后 宵 太夫は 前 皇后を 太 ホたり し喬川 

敬 一二 お任じ 長 崎 省 吾 皮は 式部官を も 
か 職を 命せられ た 


れば 陰謀を 旋 b さんどす るを ある 巧 

なれば 千 葉 縣下及 東を の譬 察は 其の 

I 蠻 戒を嚴 じする ど 共 じ 大巧 動を 開始 

せ 




f 至 ミ 


其 


時々 

'ング ビ • 




♦モ葉 町曝禪 事が》」 不穏 あ 說サ化 

日 千 葉 町 じがて 縣彈 破裂した めじ ま 

疵人 一を 康 傷を 貧 ふじ 至 ゎし 椿事 ぁ 

.蠻察 じて は 直 もじ 貧 偽を を 病院 じ 

移し 應急 手當を 加へ つ； ぁる も！！： し 

ろを 身殆ん でか 裂け 儀 かじ 虫の なを 

がず る 程の 愈 傷 なれぶ 晚接貸 傷 巧の 

口 ょら 椿事 發 生の 族 巧を 確む る 能は 

j ずを じ 願し を 傷ま 那 人は 南 淸ぞ命 派 

ど氣 脈を 逆 じ 第一 二次を 命を かてん ご 

I する ま那む 命を なるべし どもい ひ 又 

負傷者は で 那人じ 非ず 朝猶 人に して 

日本 政が の 某々 當路者 じ對し 危害を 

I 加 へんか 爲め 驗彈を 所持し 居た る も 

のなら どもい ひ 欺して 典 何れなる か 


チ じで 

を 藤太郞 

I 靜や かじ 雨は 上らの 蒼々 ど 

ホブグ のは づれ じ海廣 がれる 
〇 ■ 
ゎが おき 日の 數 々の 夢 じ 似る 
がき 小 おを おじが ふ 
〇 

I 轟々 VJ 遠 鳴 ^ のしで 沖の 閣 

燈 墓の なの 消 わて はと もる 

〇 

j 波 VJ 波 さ ざめ きを ふて 砂 白き 
萝 さながら じ 夕月 巧 ふ 

> 、 、 

「を 上」 

を じがし 
I おれな. るを 戀の子 じ も 似たら ず や 
釣鍾じ 眠る 五月雨の 蝶 
〇 

I 毒酒 一み をんで 詩を あす 其 おじ. . 
其 宵が 子 紫の 血を 
〇 

一流れ 巧く 巧 じ 向 ひて 嗯ふモ の 

手 じ 觸れて けら 胸 も. 口て けら 

〇 

ソン じ 流る i 夏の 巧 i 化し 

今 巧 時計を 人は 誰 

〇 

撫子を 詩歌の 君 じ 贈らむ ど 

をは 洞れ 易しを しから やや 

〇 

j 裳なら きをは 夢な りき 我 じ 巧て 

泣く 人 をれ は 君な 6 しかも 


站 過般 ホ屢 々風聞され たる 巧な もが 

風氣 船は 愈々 ま 四日を なて を 港を 發 

丄 太平が 横斷の 航程 じつけ b ごの 報 

道 ゐら耐 して 同船 到着の 礙は 「を 固 

ょも 直が すべし」 どい ふ 法 かじ 抵觸 

せざる だけ 裁 おは 一層の 紛爭を 巧た 

す ベ <殊じ斯< 多數の渡航じ就ては 

數 十万 弗の 資本を 要する 窜か 論なる 

が 其 資本は 悉<獨 逸 資本家の ずょ 
一 出づる もの じして 現じ 駒 形 丸の 如^ 

も 日本 療船 じは あらず して 濁 逸 漁船 

なら ごの 說わ b 此計畫 が おして 獨逸 

の權糜 にお づる もの ど すれば 背後 じ 

は. 印度 叛亂 をな て 英本國 を 威を す 
の' 貸 的 ゐる事 勿論なる ベく 尙 ォタヮ 

大審院の 巧 决は巧 か 月を の 時 目を 要 

する じよら 駒 お 化の 印度人 一二 巧と 十 

名が 今後 ニケち 餘ら 同船 內じ 抑留 さ 

れ祷る やを やは 姪觀 どい ふべ し.' 


♦東印度 人 又々 大藥 渡航 適 お巧晚 

を 波 抑留 中なる 駒 形 化の 東印度 人 じ 

就き 美诞 拴訴院 じて を 倒 ぁ々 是等印 

度 人は 

1 、 規定の 二な 弗を 所 巧せ ず 

一、 東印度よりの 度が じあらず 

is 、 特別の 技能を 有せず 


•ゥふ>. 夕敕府 
.顚覆 

I 昨年 二 巧な ホ 養 國の獨 戴 大統領と し 

て 共 威勢を 渾ひ 頒强じ 义國の 高滕政 

j 策に 對 がし 得ね 6 し墨國 大統領 ゥ 
グタ將 軍は 去 十五 日 午後 讓會じ おつ 
j て辭 表を 呈し 、同日 プランヶット 將^ 

I 軍な 下數 名の 股 化ぶ 共 じ 蟹 都を まれ 
而 して 同勵議 曾は 直 もじ ゥユグ '夕 
おおの 辭 職を 承認し、 遊 日 外相 じ 巧 

命せられ たる フランシスコ、 力 
ジャグ 巧 其 後を 繫 ふて 新た じ 臨時 大 

I 統領 どなれ b 

A 解職め ホ 形勢 遂に 支 ふ 巧らず ど 
祗 k るブ將 軍な 下ゥ H グタ巧 閣め闹 

儉 過日 ホ 速ら；^ ゥ H グタじ 退職を 

獅 をせ しも 頗 として 聞き入れず ブ將 

i 軍が 自ら 觀 おを 呈 したる 後醬 等の 諫 

言を 間 かやばが 隊を率 ひて 貴下を 捕 

I 鱗すべし ご 威嚇す る じ 至ら 火 統領 も 

j 止 屯を 得ず 辭職 ど决盧 せる ホ 第な b 

ど、 蟹鄰を 去れる 巧は 夕か今 H 頃メ 

キ；》 n 潘 じがて 乗船 歐烟じ 向へ る篱 

をち'' 

A 來國の 態度 


鞭は 十五 日が f じ 建し、 起 府部內 

义感政 軍 化 お 者 等は 大 ひじ 滿 足の 惹 

を衷 せる が 大統領 ゥィ グジ ン 巧は 十 I 

六 U サグチ 曰 姓な ホ國 領事を 通じて 

遙欧 軍總統 カラン ザ じ 打電し、 墨國 

臨が 乂 統領と ならし 力！ バジ ヤグ巧 

どを 協して ホ 和の 方裡を 講ずべ < を 

一し 力 巧が 外を 的 手段に ょち 紛爭を 中 一 

一止せ ず飽迄 武力を なて 璧 都に 入らん 

どの 窓 見を 固執す る じがて は ホ國は 

み 回の 法を 逃擧 期を 巧 承認を 延期し 

ベ 港 匙 巧 軍は 新 政府 確立 迄徹 退せ ざ 

るべ しど 警吿 せり、 墨國新 大統領の 

1 特使 一二 名は 力. ラン ザ將 軍と 直接を 涉 

のた め 旣じ墨 都を をして 目下 其途じ 

めら 

I ♦へグ マン、 プ 1 ン！ 等 巧 刑 さる 

I 瀉 軍化贿 事件 じ 蘭 係せ る お 聞 記ま英 

人プ ー ン ー はま 十 あ H 重禁麵 二伞爵 

を 二 巧 圓を申 渡され、 シ ー メンス 會 

社 東洋 支配人へ グ .マンは ーヶ 年、 新 

節 記 巧 プラン ダグは 十 ヶ月のを 刑を 

受け' しが 両名は 一二 年間 刑の 執 巧を 猶 

豫 されたら ど 同日の 東を 電報 じ 見 b 

た曼 

十四 億 巧 弗の 鐵道勞 役を 貧を 
I 今回 ホ 國玫が 商工 審査 會 ょり 潑 まさ 

れ たる 鐵道 統計 じ 依れば 米國 內の鐵 

I 道じ從 率し 居る 勞 役者の 總數 「千 九 

I ‘白お 互を 六月 現 化」 巧 八十 一万 お 千 

二 巧 化 九 人 じして 之 じま拂 ひたる 總 

I 贷 金は* じ 十一 一一 億と モー ニ百 八十 一一 一万 

0 置な 八十 九 巧© 長 額 じ 達せら ィ J 

I ♦修正を 賊± 自治 案 上院 通過 朝 巧 

め大閒 題た るを 蘭 十‘ 自治 まは ま 十ぶ 

目 上院に めて 修正の 上 通 逆され 直ち 

じ 下が じを 照され たら、 を 修正案は 

ー クグス '々-1 をを 然 除外し^ 皇帝は 柯 

I 時 じても 宜を 案を 槪廢 ずる 事を 得 ど 

なせる ものな 

を 廣吿網 島が 師 曰く、 ホ國 人は 

一 無遠慮な 國 ほで 化 方が 遠慮して 居る 

ど 馬鹿 じする、' 宗敎 家の 中で も 排日 

の 不法な 事を ホ かして 居る をが 澤山 

ぁるが 一般の 人 氣じ逆 ふから 巧 もる 

はない を々 A 長 吾子な どは 事件 勃雖 

の當 がから 遠慮 政策の 詰らない 事を 

が 言して ド シ-^ 云 ふまの 事は 言へ 

ど 潮め てるんだ がな 府當 をを や 例の 

親璧摇 共は マ 1-^ さぅ 言 ふ ど 向 ふ 
I が 怒る から 万事を 目 じ ナンて 不相織 
が 鹿 じされで る A だぅ だい 談判を 始 
めてから モ 1 彼是 一年 餘ら じなる が 
、ノイ , — ヘイ'-^^ グ 1 ダラべ！ 政银 


の 効能は 越 中 皆 山の 千を 丹 穂の 劾き 
ゥエ グタ氏 退職の 電 j 目 もな いぢ やない か' 一、 \、 
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雍誌ト シブ 今 

ホ國 唯一、 元祖、 を 看板の W 宇 
滑稽 雜 誌なら、 讀み 巧き かは- 
拾 仙 出して 腺の 皮を 破れ 

シ ャトグ 、ドン チ ♦祗 を— 朽 

4 おち 十 弓教巧 一巧が 化 

『 si; 4 貝 本人 I 

’ 香〇 Nippon-Jin 8h 》 
Greenwich, 003 n. 


1111 


巧 


謡啓每 々御 引 立を 篆 らお 有が お陳 
者 今回 夏向き 巧を 卓用の 口聚 及び 日 
本 菓子 お、 新 巧 おお 等い ろ'— 新 荷 
到を 化 候 間 避少じ 巧らず 御用 向き 仰 
付けられね < 偏 じ頗上 奉 も お 
■尙巧 店な 正 巧 お 目 錄は御 一報 か 第 
御 呈送申 上 候 

新 育 巧 巧 五十 化 了 目な 十、 な 十二 香 
日本を巧お が式 

直 翰 入商會 y 目 梧 巧 

電話 プラザ ー ホと 八 


ミ- - 1 ■ 
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電報 


參滿鐵 正副 總茲お 職 働吿が 絕鐵遊 
_ 院總棠 仙 お 巧 巧は 南 滿洲鐵 道を 社敏 

: 栽 巧が 龍 太郞巧 及び：！ 副總威 伊藤 大 

人 巧 じ おし 辭 職を 獅吿 したる： 兩巧 

iv 」 も NJ を雜 かず 政ぶ をの 後援を 巧ん 

そ辭 職を せせ 中 目下み 搔小 U るが 恐 

一ら く 政治問題 どならん 


: ♦を 港 大愧出 おはを 地 好 致を 降 正 

I 副總 裁を 巧縣 知事 おじが 雄 員 理事 官 

窜は大 博 ホ おお 員 等 ど おじを が 出 お 

I じ關 して 熱必じ 翻诱逾 力し つ！ ある 

一 おお 過般 巧の 形勢 一變 しを 地 諸方 而 

，めな 氣 頗るを 好なら. 、 


井 物を 重役が 論吿 さる 一二が 物 

I 產 を 社を 役 飯 旧義一 おお 謙 一二 山 本 候 

; 太 郎並じ 間 顧 閒化居 鶴太郞 針黨 誠を 

松 野 德哉岀 約 課長 加納 を！ 一一郎 反び H 

本 ペィント 曾 社 化締な 長な 川 的義の 

おお 収腑事 化に 關す るを がは 六 巧 十 

巧り な ホ 巧 京が 訴臨 第ー ニ號 大法 巧 じ 

て 引襯き 開を 中なら しが 小巧檢 事は 

泰み九 H 前記 セ 名に 對し兼 蘇 銅 二 年 

ーゲ巧 の諭吿 をな 甘ら 


♦大隣 お 銅像 建费だ 五十 巧 圆管贿 

大隣 化の 紀を额 像 雄 立は 朝野のを 力 

爱二冉 名 じ 化つ て發 おされ 東京 菜 術 

舉 校長 正木ぶ 唐 巧 お 製作ぶ 擔 ほした 

るか 設 針の ぷ大 なる 東洋 第一の 大溯 

像ど稱 せられ 建立 賓な算 巧 五十 万勵 

は 目下 一艘は 間- ^ り 裔附酸 集中なら 

•海軍 化 賄 事件 

新た じ 勃を す 

を 嚴製鐵 所の 不正 樂俾囉 露され たる 

ためお お 化 化 事件の 巧 面 益々 擴大さ 

れ 先き じ電氣 器具 据 かけの ため 捻擧一 

I 巧 引の 上 巧 訝され たるは 單じ 其) 小， 

I 部を じして 高 蜂 商 官の進 臣じ尙 多数 

の 踊 係を ゐり審 巧 進行の 結 おが 罪跡 

j 悉く 發覺 すべ < 朝擇 のす 目 巧び 閒事 

が じ 集注 甘ら 

♦黄 典 一巧は 十 云 H を 潘着ま 邪 第 

二を 命の 頭領 どして 滿州 朝廷を 破壊： 

せし 革命家 黄 興 一巧は 六ち か 111 日 横 j 

: 傑を の 天洋尤 じて 渡米の 途じ 就き 米 


戰の計 塞 じを 事す る ホ 針なる やじ 傳一 

へらる を 港 着は と 巧 十 云 H な b 

♦デニソン 氏の 葬儀 H 本 外務省の 

屬閒 じして 先頃 物故せ る ヘン ブ！、 

デニ ツン 氏の 葬儀は 六 H 磬 まれたり 

i 死 彼は 兵隊 じよら 陶繞 され 葬列の 如 


きも 天での を ±夕< 參 集して 非常な， 

る ものなら しが 死 被は 曾て デ三ソ 
巧' のをら 親るな b し 前 外相 ホが 壽太 

郎 氏の 巧 じ 埋葬され たら 

H 本 最近 信 


♦を國 が 工大を を幽商 工大 會餐業 

なを 磯 實巧委 貴 會は十 化： n 午前 十一 
时巧樂 曾 證所內 じ 開 會巧轉 者 ホ十餘 
おみ 野を 頭ょり 十九 H 朝大殴 首相 じ 
面 お陳悄 したる じ 首相は 餐棠 稅を廢 1 

地 视輕减 等じ關 しては 助 源を か 巧 じ 
すべき かど 目下 調杳中 なれば 卵 今ぶ 

言す る 事 館は ざる も 出 ホ 得る ホけ 實 
一打を 期した き 巧へ ならくの 脚 答を 得 1 

たりが じ 間 志を 骄部じ も 面談した る 
か餐萊 親は を廢 じ】 致し ちれで ホ だ 
確を 雜ご はなら おらざる 由聽 なせら 
ど 報告し みいで 協議の 上尙 一層を ホ^ 

面 じ 互 b 陳情すべき 事を 申を せ訪間 j 
部署を まめて 直 もじ 運動を 開始せ 


•孤 お 器を をを 調查 政府は 本 巧 下 

巧ょ りと 巧 上がに 直らを 府縣の 郡長 1 

並 じ 警蔡惡 長のを をを 斷 巧すべく 目 

で 調査 中な りご 

•首相の お總裁 評大隣 首相 曰 < 原 I 

お 君 か 政ぶ 會總裁 じ 巧ました ごい ふ 

のか 目岀度 事で ある 西 園 寺 侯 か病莖 

で 立たぬ ごい ふのを 何時を も 無理な 

爭 をして 騷 いで 長 ひくのは 宜しくな 

いお 君 か相纔 する のはみ つね 事で な 

ぶ 貧の 爲じも 目出度い 化 上は 憲政の 

爲じ 一致して 完全なる 勞 きか 肝臂で 

憲政の 進 ホ 發達じ 努めて 裳いたい も 

の だ 云々 

敎育巧 勞者推 獎旧巧 文部省 普通： 

學務 局を は 曰く 廿 H 剌 みを なて 文部 

省が 轉諸學 校の 敎 育に 願し 巧 勞顯著 1 

なる 者じサ がして は 文部 大度の 推薦 じ 

ぶき あ舉敎 巧の 名 稲を 巧 ふる i どヴ 

りし か從 巧名蕃 教授は 單じ帝 國大學 

のみ じして 爾餘の 直轄 學校じ 及ばず 

あ < ては 時勢の 進 ホ じ 伴は ざる 嫌ゐ 

ど おじ 學 がの 巧勞 若を 推獎 する じ 

は 蓋し 一廢敎 育を 巧を せし がる 所 0 

なれば 化め 漱 かの 發 巧を 見た る 巧 第一 

なら 左れ ぼ 文部 镇は 即日が 學 俊じ墳 

し 其 調査 方を 移牒した るが 就中 男女 I 


經濟科 專任學 長 じ擬 せられつ 、、あろ 

河 田 京都 大學助 敎授は 九月 迄 じ歸朝 

ずる 樂覺 巧な きじより 他 じ 適當な 
學 者を 物色して 專ほ學 長を 簡 くべ 
を 渉 中なる もじて 十と H 水 崎 崎 志 社 

敎 巧は 學生委 賞 じ 對し化 旨を 傅 へん 

どした 〇も學 生 侧は德 な 委負投 よら 

3 巧 答を 求めて 水晦 氏伽乂 ごしての 

I 談を閒 < を 欲せず 十八り じ 至ら 敎巧 

會委員 啤川飯 塚 兩敎授 よら 學ホじ お 

し 調停を 試み 又 米 旧教 巧 も 個人 ごし 

て 諸を のを 學は學 校 じても 之を 敲ィ J 

すれば 其 提出 案は 無條 かじて 撤 巧す 

べし V ’ 溯 吿し學 ホ 侧は米 旧 巧の 言 じ 

服從 する 如き 意向を 示し たれ おお 授 

侧 じて は學 生の 態度 不穏 當 なら どし 

謝罪を ホめ たら 是じ 於て 學生侧 は 十 

八日 深 あ 迄 協議の 未 謝罪す るの 巧 か 

な レとの 事 じ决し 一方 學校 側は 十九 

日 じ 至 6 校門を 閉鎖し 門前 じ 「本學 

がの 授業は 今 H 0 後 休業す 試験は 九 

月 じ 巧 ふ 事 どせ ち」 どの 怠 眯を褐 示 

し經濟 科は 勿論が 科 ども 圣部化 業の 
; 姿 ィ」 な b 事態を あならざる 形势な 6 

を じ 就き 间志社 校を 會大お 支部 じて 
は 十八 日よ も 集を を 權し禪 々條議 す 
る 巧 ぁ 6 巧 結果 十九 日 午前 问 支部 委 I 

員 化 あ 蘭 (大坂 高醫敎 諭) が 庭 菊二郞 
(梅花 女學 校長) が 山 か藏の 一二 巧 並 じ 
個人 どして 鈴 木 左 馬 巧 郎巧等 京都 じ 
をき 先づ 學生侧 じつき 事情を 聽 なし 
たる 後調 停の 意 ホを 巧て お 巧 間志祗 

々長 並 じ敎巧 等ど會 見し 長時間 協議 I 

j する 巧 あらたら VJ 


面を 地を 經て佛 國じ里 じを き 新 革命 离等 師範 學 校の 如きは 古き 歷史を 有 j 


し學 ホ じ 貢献せ る 点 殺から されば 兩 

校よ b 名 發敎授 の 特典 じ おる 者を 出 

i ず じ まるべし を々 


間 患 祉紛搔 再燃 同志 社經游 巧學一 

長 再任 問趙じ 願し 放 田 社長は 去 十五 

目 東上の 上 时大學 創立 委員 VJ 會 見し 


參义國 の 怪少が 

上海を 發し長 略 神戶四 U ホ淸 水のを 

港を 經て 十み 日 午前 六 時 五十み 横 溶 I 

に 着せる 鄰船佐 渡 化の 檢疫 終了を が I 

も 兼ね 1 乗船せ る 横 溶 地方裁判所の 

を 井 捻 事 化 島 豫審が 事 今 立逆譯 及び 

水上 特務 巡査の 一巧は 船を の 誰彼 か 

化 常なら ざる 訪閒 客を 驚く 間 もな < 

一同 船 襄室じ 入る ど 同時 じ 

A ヒ リブ ピン よら 乘船後 通し じて j 

鬧港迄 巧れ る 一等 船客 ダ プグユ ー エ 

ッ * 、ヮ ー レス ( サ 四) ど稱 する 米國 

靑 年を 船長室 じ 按しホ b 正服 巡 杏を 

戶前じ 配置し 船長 立會の 下に 約 二 時； 

間 訊 間を 續 けたる 後 四 名の 特務 巡査 - 

を フ ' — レスの 監視 ィ」 して 留め置きが 

拖 事述譯 ども じ 則 揚げた るが 

A お输 事は 取調べ を績 巧し つ！ ぁ 

採 聞す る 所 じ 依れば ワ ー ンスは 注 

目に 化する 重大なる 犯人 どの 事 じて 

旣じ 本船 か 神戶ゐ 寄港の 際 じ も數名 _ 

の 高等 刑事 本人 じち 巧し 萬一竊 かじ 


上陸の がは 即刻 證察 じを 吿 方を 間 船' 

負 じ 申 渡し 又 四日 巿 じが 巧 中は 横 溶 


裁 巧 巧 よら 無線電信を 0 て 特に 監視 |ー ニ か 口 巧 おは 歐 米に 於ても 民營が 


をた ふ寶 の化賴 あらたら どヮ ー 
ぶ 人は 白 リンネ グ背廣 じ パナマ 幌 を： 

臘き 身丈 普通 盾 毛 濃 < 眼光 銳き靑 年 j 

じして 巧 前 商船 じ乘組 (一一 一等 蓮轉 ホ^ 

を 勤務したら どい へる が 
A 米國 海軍 どの 願 係を ちせ るら し 
-- ま那 H 本の 國靖じ 通せる 奉ら 桑 動 
上 じ 明かなら 犯 粥の 稲 類は 軍事 探偵 
ならん どい ひ义潑 人なら ん脫 艦なら I 
ん なで 增路 々なる が脫 艦の 如き 小 化 

架く は 信ずべ から ホ 船客 名簿 じよる 

性を ワ ー レス も 亦 恐らく 僞名 ならん 

ど 云 ふ 


二 化 ホ 所謂 小口 保餘は 民間 會胜へ 

許 巧せ ざら し 事 


お 本 余 彌脫黨 岡山縣 選出 巧講 ± 

にして 立憲 問を 會じ 風す る树 氏は 同- 

會の現 內閣の 施政 ホ 針じ對 する 態度 I は 同 盛對プ 赴の 問題よ ち轉 化して 個 


が 巧し 官營の 成 巧せ ざら し 事 
四 現内閣め 民業 本位の 標準 じ 反す 
る畢 

五 ホロ 保 險じ關 して 民間 事業を 壓 
おする の 害 ある 事 

因 じ お反掛 意見は 直 じ 巧 巣 會議巧 銀 
巧お诗 所を 玫黨 等の 諸方 巧へ. 通牒 陳 
情 するど 同時に 大暧 首相 0 下を 大臣 
じ 建 溝す るの 運びなら ど 

♦米 お 動搖典 相ネ巧 製を 積 取に 閣 

しブ ユ！ フアン 子グ衡 船の 同盟 お_ 

一 船 脱退を 機 VJ して 髓な くも 同盟を 体 

じ 渡る 大動搖 を 惹起し 標準 運 貧の か 

きお，、 の 昔 じ破攘 されて 事 實上间 度 i 

は 四み 五 裂の が 態 ごなら々 や 其內託 


じ 不滿ゐ り廿四 H 决が どして 脫黨 眉； 

を树禽 幹部 じ 致せ も 


参 簇洲の 排日 運動 湊洲 じがて は 近^ 

巧 益々 東洋人 排斤熱 激烈 じなら タク 

ンス 卿な 留の勞 働 著 一千 名は 移 おお 

化か 發巧 前义國 せもじ 拘らず 縣じ排 1 

斥せられんどしつ^あら斯くのかき- 

排日 的 傾 おは 政治的を 彩を 帶 ベる も 

のじて 是れ瀑 谢人か 白人 瀑洲ホ 葵を 

焉榜し 軍備 充實の 口實じ 利用せ る お 

ご 又 地 ホ 等 か 輸入 糖 課 親を 渊議會 じ 

過せ しめん どす る魂赡 あるか 巧め 
なら 濛洲巧 留め 日本人は クイン スラ 
•贿 のモ么 こ 木曜 島の 眞球 採集 業 I 

者 五六 百 名なる か 化 上の H ネ 移民は 
j 絕對的 じ 不可能 ならと 觀 せらる 


參を準見物庚船割引 東が藏船翁社^ 

じて はを 港 大博當 時 H 本 ょらの 乗船， 

I 貸の 大 割引を なす おじて 一二 等 船賃 j 

の 如きは 殆ん で半减 じせん 計畫な 6 
ごのな 事る もま だ 其 体 的 じは 發 表せ 
られ やど 


♦宮 客が 險反掛 建議を 命保瞧 協を 

じて はみ 口 保險官 營間題 じ 駆し 巧 ホ 

ホ. 餘闽の 研究 調 查會を 重ねた る 結果 

を 然反對 め 態度を 取る じ 决しサ ニ 白 

ょら 炼會 外の 十八 巧檢會 社の 巧 表 者 

と 食 見して 一致の 貧 岡を 得 更に 閒條 j 

會會 館へ 巧 内を 新聞 雜誌 記者を 請が 

して 大要 左の 如き 官營 なお 意見書を j 

をを し 且つを 田協會 理事み 挨楼 じを 

ぎ 矢 野 恆太郞 巧ょ b 頗る 詳細なる 說 I 


巧 あ > りたり 

一 か 口保资 はな！ お。 S にす &巧 恐らく 典な ふ U 

保險じ ホざる をを 通 どす る ホ 、 


々窺 腊食社 間の 暗 嵐嫉滿 どな^ 其 結 I 

あを レネ 部 親船 會社掛 外留豫 船を 赴 
どの お 執を 腺 賄し ホれ A もの じして 
遇 目端ぶ 港に がて 大巧 商船 か 皮软的 _ 
を I 宝の 貨物を 得た る 事 もる 近 衝突の 

巧 因み お 勢し 庭れ b 去れば 同盟の 最， 

|古參ホたるシ1 ビ{ ァ1グ社口 
グ 郵船の 如き お 其 後引績 きて 同盟 _ 

脱 露お據 言し おらに お巧療 無を 社を 

I 脊 し话れ るが 如 巧に せん 補駄 をを 受 

けつ i ぁる 郵 継* 東洋、 巧般は 運賃が 

すげ に號 ては 別 じ § の 許 巧を 要ぞ 

ざる も 巧 巧 上げに 就て は 種々 めな 障 

ぁるな 實 はみ 属會 化に 取ち ては 本邦 
氣 船は-化かな るが 侣と 云は ざる 巧 も 
やを々 て機會 ぁる 巧ぃ t 紀緣 甘ん 公す 
る-をを を 巧し 同時 じ 何等かの 殿 從を 
本 巧 側に 强 いんと する もの じして 貪 

はみ' 回め 紛透も 畢竟が 種のを 蒼ず 段 
ごちぶ 巧う ものなる が 然し 近き お 巧 
じがけ.るお^の大みは'到を不あを 

をれ ざるべき を 巧て 瞬が じがけ 
ブク .マ；. ス ホが じ' がける プリ ユ 
ァ .ホ、 itM 船の お''- あじち 破が 岛遷貧 1 

5|||^|||<^1|^の虛を街 か ん とする 族船 

IBimi •二 nlr, .. 1 コ > 

る V ゾ- 謀 じじて 若し ホが 同盟の 
一が 外艇か プ*- グ許凳 其 化の ホ 法 じ 
て 本が 漁船 側に. 一次 截 厮 ずを 開始 
せんか さなき だに が 今 疲弊の 傾 お ぁ 
る 本が 一二 漁船 會 社の 葬る が 参は 蓋し 
I を 想な 上 じ をるべし ご 倡 せらる、 雨 I 

一二 日 爾大が 商船の 加 轟 遠洋 謀 長 か 急 
I 遠 上京した るは こぶ' 善後策 じ 就て 充！ 

を ゆ 攻究を 巧さん か 巧なら どの 說あ 
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左記 六隻 じて シャ トグ 
香潘 間を 航海し 隔週 火 
權日 午前 十時シ ャトグ 
大化鐵 道 横 橋ょ b 目 本 
及 ま那巧 左の通り 出帆 

を 渡 化 とち 十四 a 
橫沒义 と月廿 八日 
を房义 八 巧 十一 日 
靜隔义 八 巧廿 五日 
丹波义 九月 乂 B 
を藝化 九月 サニ日 
A 巧し-ー ユ！ 9 —クは 
化 日限 ょら 五日 前 じ 
御 出 發な之 度 候 
一一 一等 四十 一二 弗 五十 他 
▲逮賃 

シャト グ横濱 触戶間 
一等な 十 巧 
二等と 十五 巧 
V ャトグ 巧 司 間 
一等な 十五 巧 
二 掌ん 十 巧 
.1 一二 等 四十 一 一秀 五十 他 

巧 S 郵船 8 會祖 

V シャト グお張 巧 
乃 切符 取み 新 育 新琼社 


巨 I 

读 


备 


■ま 拭、 手拭 地、 ブ！ プグ掛 等 
'.巧 遣直 廉义元 

目 本 n 商會 一 

之 I 巧 巧 ON DRY GOODS 00 
G21 Broad 写 ay, N. Y. 


馨敎 修道を 

を お 吝西巧 ホ ーニ 了 0 巧 〇 二曼 
圧' お 日 集會 午ち 八恃 お會內 じて 
I 冀箸 日曜 キお 一二 持 (修道 會} 
が. 禱 會木歷 午后 八 時 (おじて) 
黄 書 會驚二 第 四を 確 午 お八 時 
A 英語 學校月 火水を 午後 八 時 ょら 

が師 大掘 篤 j 

電話 乂一か ー ニモ I -1 ング ナイ ド 


装 r 寄宿 舍— 大變 

苗 巧が 四 了 目 五一 八 電話 S 六 五 

モ 1 ニン グサ 'イド 
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舊巧 じな をで を 
をせ 迄る 子な 憤 
謎し ぎがは 國前 
ん近合 婦大じ 一 
で 化 子 人が が 弗 
泣 稀 おの 每て十 
かなのを 百 梨 仙 
ざる 模は新 画 中 
る 一樣申 聞を 一 
もけ: をす のの 巧 
の 傑 取を 連乂後 
は 作る 載 立 一 
あ这 まなせ 物 弗 
なしで < した 十 
ら てに 衣 もる 他 



▲おもて 本 

を遂の 露 書 
寅 じな 骨は 
窺 其る に 寒 
止 i 筋が 男‘ •ぞ 
のみ 女 巧 
帝 を容 め特 
m 賓甚 性の 
有 i 禁だ 的輕を 
藥 .お 患を 妙 僧 
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i な 系を る 一 
; ら構說 筆 弗 
しめ 明 法 二 
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巧尘 命傑擊 

化 狸人夕 

千 本木ぶ 治： 

お 8 害 1 Ave. N. Y. 0 ぞ 

I'd. 芝 7W 2 を ま ir 一 ’i'i 


當シ ャトグ 巧御經 由の 御 ホの 御 f 

じ 御 おを 巧 申 上 候 

藤蘿館 吏 巧 

ホテ^ タコマ， 

莖數 一音 ホ】、 冷沮 風身攘 備 く： 

ス チ！ ムヒ！ 卜 及が 室の 設備 極完垂 
苗 OT 巧 Li TA0O 这 ^ 

2 凑 JacksonSt •，穿 attl 夕 wash. 



- 

t . 

一一 


sf 1 


を 借 四十 仙 


^ は 風俗 壌 斯を寧 秋 麻を 飢 ので じ 

ど な ちし奇 々 珍 妙 の 書な 

▲を賣 禁止 巧 琴 かか 第，；，， 


ボケ 


夕醫賓 


を 假壹弗 

本書 申 丢殖器 篇垂殖 器 解剖 じ當 6 

ては を 骨 じ 且つを き處 じず の廬 くが 
I 如え を 恐なる 筆法 じ 巧り 說 明せ しあ 

か 巧 版 ど 同 持 じ 巧賣 禁止され しもの 

じで 化が 無鎮の 珍書なら 
▲を賣 禁止 白雨 樓ホ人 



▲お賓 禁止 化澤 ぶが 著 


，を 婚壹 弗 


を 情 思想 0 解剖 


を價化 4;;^ 化 

一— 塑 一一 切が 傑作 益々 好評 

◄.菊 地銷芳 のが あ々 完お 


巧を 子 




kii 揃 ひ 


男女の 化 巧 


を 僧 上下が 化 十五 他 
▲蘆 花 德當健 次郞を 


於た はとと 


第 册二版 出 巧を 僧 一. 弗 あ 十：^ 

羅廝 索一銜 二 冗 〇 . 

窒展 燃蒙攀 

•250 访 ； First St. Los ArlgAles OAi 


一二 

/ l \ 

大 

化 

一一 一 

年 

と 

巧 

十 
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類 


ち 


新 

長 

を 


お 

巧 

を 

4- 

み 

號 


本社 |良 業 部 
▲日本 巧 纔車纔 船 _ 

切符 取次 黏細餘 

シカゴ、 ボストン、 ブ キラ デ 

グヒャ 其 他 東が 何れの 地 ホょ 

り 御 出立の 踏を も 取次 巧 申 お， 

乂 手紙 取次 手 ft 年 一一 弗！ 

瓜を 國語 藏譯 

◄通辨 

柳 •原資 不一 氏を 

;车職 賴實業 經營法 

を價 一冊を 賣巧 

紐脊 新報 社 


^ 乂母闕 訪問 鹽員 

募集 . 

乂を員 册お名 

A 化 巧 おくは 十 巧 上 かお 發 

瓜 H 本滯化 約な 二十 H 間 

A 詳細 化 則 巧に あらお 込 次第 進呈 

@ 化 窓 迎葵义 は 家族 御对 がが 

望の 方は まを 閒を せを 要ず 

A 飛 巧が、 寫ぶ師 が々 一名の 加 

A 者を 裳 集ず、 ま挪 面談 

紐 育巧國 訪問 幽 本部 

新 育 ホ 第 六 巧 二參八 

撰 f 林 富 平 


ホ 


♦正誤. 前 お 巧 戦 「維助 遜獨 ホ然斌 

說 .乐 「をは おを を 0 で 如何なる もの 

をら 麟 ふじ 踪譜 せす」 ど あらしは 「を 

なを 頤 おめ ためおを をのて 正義を 道 

9外 如何な る^のを も滕 ふじ 暧雞せ 

ず」 の 誤が じかを じ 正誤す 

I 参 死因は 中毒 

一 4 逊日 突然 巧 こした る當 地巧澤 崖が， 

j 頂 山 お 信 欺を の 巧 巧 並 じ 目下 乂お瀬 

.巧の 武 おじ わ 6 阿 巧 員 腺' 煩 氏の 病‘ 厮 

じ顆 L 商兒ド クタ ー の 語 ゎし 所を 記 

をん じ、 山 お 巧は 藤 戚巧外 ー ニ 名 どか ハー 

にお ホ 巧 ホ H ち 巧 现化じ 至らて 夕を 

をした. > めた ふか 絲を 後が かじ 激烈 

なる 赂 が、 下 摘を 起し 巧 闽耐へ 錐き 

歷 附近の 乂乂踪 帥を おきて 診察を 請 

なしに 該醫師 .は 一時の 鎭 が 治據 どし 

でモグ ヒテ 注がを 巧 ひ 氏は 其が 眼 b 

じ 就きし も 蜜 朝に 至 6 脫搞 益々 を だ 

一し く 化む を裤ず 入院す るに まれら、 

lA 斯くて 高 お爵帥 あび 巧內 著名の 專 


飯 鳥 夫人の 萬々 歲を唱 へて 散會 、巧 

席 者 六十 餘名 非常の 盛を ならき 


の 順序は 散髪 床の 看板 的なら ず H 
ス プレスの 昇 隆機的 どなす 方針を 採： 

らん 事を 外務 おじ 望む と 述べみ じ 新 
弟】 宮兩 巧の 送辭 、飯 島 莱補巧 氏の 


♦巧 留證 明と 日本人 會 .日會 役員 會 

は 去 十一 二日 河 添 旅館 じがて 開會 、總 

領事 舘 ょり 引績 きたるな 留證明 手機： 

の 件 じ 付 協議す る 所 あな 結局 西部 地 

i ホの 經驗を 某 礎 どして 立案 甘る お ま 

じが 一少の 修正を 加へ て 承認 せら、々 

後の 巧 留證明 じ對し 日本人 會の夕 か 

は 可が 簡約を 速を 旨 どす る當な るら 
身元 調査の おはを 平直嚴 重の ホ 針 じ 
巧づ べしと 


ど 决し巧 方 治療 じ 手を 證せ しも 何を 一 

な 九 度 どい ふ 高度の 發熱 ぁら-なじ 豫 

て 故 陪ゐら たるな 膽じも 影響せ （事 

ごて 治 嫁が 巧裴 なくと 巧 二日 遂に 巧 

じ L たる かを じ 中毒の 徵證 どもい ふ 
巧き は 巧 か 息を 引取らた る 後 屍體の 
I 熱度 ぜ十 二度 ザを 示せる 拳なら と- 
然 らば 何 じ 中 てられし か どい ふ 
じ 當が山 崎 氏 外 S 名の 食 しれぇ 靖モ 
が进 、鷄 、蓮が じて 製せ し 料理 じぁ 
しちの： か'^ 不消化なら ど 思 ひて 
手を 贈け ざり し 河 上 巧 か 運 お < も 中 I 

毒を を かれ、】 需夕畳 じを したる 山 
崎 巧 苦悶 最ら甚 し < 且つ ブ ー ブグを 
共 じした る 人々 か 何れ^ 歸宅巧 時を 
间 ぅして 腹痛、 吐 機、 下疯 等を 起し 
たる 所 ょらを ずるら 夫れ じ 相違な か 
る 巧く 又が 茸の 中 じ 善 迸のを り 居た 
る じは 非ず や》」 も 察せら る 
藤 •瓶 氏の 病 狀經遜 如何と いふじ 
巧は 腹痛を 起 ザし な ホを 慾 更にな < 

時々 發熱惡 をを 覺へ身 體じ異 狀を感 

せる 故山の 巧の 遺 おを 送 b ての 歸途： 

面 見 氏を 訪 ひて 診察を 請 ひしに 同醫 

師は 聊か 手遲れ たら どは 思 ひ 乍ら 早- 

速 入院せ しめ 欺 巧 徹宵 詰からの 麥じ 

て 若 誰じ從 事し 居る ら經 過を だ不を 

じて を 熱 夥し < ま 十四日が は膽 ょら 

出血め b 、 身體 の攘勞 益々 加 はら 目 

危險の 化 態 じなる か、 中毒 後 ザ 速 

高見 醫師 じかけ かけ 罔を が 髓し赏 ひ 

一た る 某氏は 查 快したり、 す 消化なら 

ごて 右 料理 じず を觸れ ざら し 河 上 巧 

食べても 轟 じ 中ら ざら しお 巧 じ 引替 

i . へ山赔 藤原兩 氏は 實じ氣 の毒モ 萬な ♦な嚴 を 使の 日英 米 同盟 論 新な ま I 

な、 吳 々もな 意し 歷 きたき はが 洋食 I 那を化 目 澄 益 巧は 加 お 化 太ず 洋鐵道 I 


お 吾 同志 會の藏 原 惟 廓、 綾部 麽兵衛 I 

山道 譲 一、 中正 會のお 橋爲之 巧、 才 I 

贊滕吉 の 五 氏參别 する じ 决し國 民 藻 I 

の 增旧義 一 も 亦 歐州搜 遊の 巧を なて 


答が 等 あら 最後 じ】 商 起立 雨 氏 並 じ 间會議 じ ホを る 事 じか 定 せら 尙る五 


-網 島が 師の談 上記 日會役 貴會は 
_ を發 運動を 目的と して 巧乂 しねる 閒 
板 節の 滯 紐を 機 ごし 巧を 招待して 一 
I 旗の 談話を 請 ひれる か 巧は 宗敎 上の 
見地 よら 白 ホ 問題の 解 巧 じ 貫が する 
1 所 あらん どの 希 姿を 抱ける 人々 を 巧 
表して 渡米せ る理 をホ展 あび 西部 地 
方 じ 滞在中 南 加州のを 敎家大 會じ臨 
みて 溃說 したる 經驗 等を 語 6 巧 じが 

ホの 方が ど 背後 じ 巧 力なる 後援を 有 
する 事 等を 說き衞 潔 じして 直を 益な 
る 談話を 爲せ ^ 巧は 瑞巧國 じて 開 待 
かで 國萬敎 壤大會 じ 出席の ため 本 巧 

甘 八日 巧發 渡歐、 t ; 再び 歸 ホの 上 運動 

を繼 織'' する 考 ならと - 


みおを 賣る者 も 買 ふ 者ら、 をべ さす 

者も充 を‘ じがが 注意して 化 用せ ざれ 

ばァ タラ 貴 韻の 人 かを を ふじ まら 其 

み も 不測の 罪惡を 化す 事 VJ ならん ホ I 

上記の かき 不詳 事 あ^たら VJ てぅ 

まいが 理の 御馳走を 巧れ るな どは n 

モン センスの 無い 者と 知る V し 

〇注恵の事 六大專巧家の意見はが^ 

渾屋巧 貴 じ 中^た る 毒は 野を 物 中に 

をを せる h ! メ ントポ ィゾシ なる 事 I 

にお 見 一致せ るが ちは 例 か 熱 浜を が j 

て 沸き 詰む る も其赛 みを 除-- 能は ざ 

る释强 巧の ものなら ど 

♦.飯 岛を 彼、. 架 柄 新 領事 送別 會’旣 

報の 如 < a 本得樂 部員の 催 ほし じか 

る お 氏 送別 會 はま 十日 厨 所に がて 

開かれた るか 席上 司 貪ち なを 樓± は 

がな 巧 か 化 磯 中の 功績を 謝しね； る 後 I 


化留 ほの ホ 望を 代まして 當 地の 總領 

|巧 楼家六 名ぶ 會診斷 の おお 愈々 中毒 _ 事な 巧 則を 五 年 又な 十を 這し 其® 


にて 晚を渡 じ 到着し 堀 領事のを 邸 じ I 

投じた るが ま 那の將 ホ 並 じ H 英米の I 

國藤願 係 じ 就き 論じて 曰 < 

ま那 問題を 根本的 じ 解 巧せ ん爲 じは^ 

〇英ホのーニ國树盟を耍す巧く今な白 

然の成 巧 どして 其實 現を 見る や も 知 

れず而 して 支那 ば 今後 か义お 和國た 

る 事 か 論な もも 地方 豪族の 勒 立は 俄 

かじ 革む ベ < も ぁらず 從 つてが 共が 

な體 はお 米 諸國の 如き 傾向を 呈 すべ 

し是れ 余な 觀测 じして 且つ 余の ホ-導 

する 所な り 

•巧菌 議員 會議ぉ 席 お 乎 九な 十四 

j 年 八月 瑞典國 ストック ホグム じがて. 

開催み す國講 員會 證じ參 則の 事 じみ^ 

をし 居られを 政 友會の 鶴澤總 巧、 小一 

也を ぎ、' 中正， 會 のが 毅 陸、 菊 地 武徳 

は 其 後 衆講腐 事が 简へ 向は 參别 取消 j 

を 申出 ヤ たも あじ 就きが おじが て 其 

j 補 义を爲 るざる 煤を は欧 衣を の お 本 I 


をの 內 一名 位は 取消ず 者 あるべし 


•がが か 石 氏め ホ ホ 萬敎家 著述を I 

どして 有名なる おが か 石 巧は 巧 巧 中 j 

巧 木が 淸松巧 VJ 共 じ 布 畦を 港 巧 米す 

べし ご 

•巧' 口 巧 ± の名擧 ' 

ロック フユ ラ I * インス チ チユ！ 

の 野 口 英世博 ± が 諸 補巧學 上の お攀 

見を 爲 して 化 ホの 學界を 驚倒せ しめ 

たる 事は 世人の 普く 熟 かせる 巧なる 

が 厨巧學 研究所は 今 画 階 ± を 同所の 

正を 員に 推薦したら 

池 旧 和 巧を 尋の 元 顯鮮を か 港 じ 

ならし 岡 巧の 居所を 尋ねつ i ある 人 一 

あら 御存じの ホは 何 案 社まで 


譜家 懇親 會ま 十五 曰巧亭 朝日 じ 

て 開催 席上が 自 腺を 揮つ てが 念の 會 

- 霜を 物 せら 

飯 鳥 新 巧を 使 出發化 五日 正キぶ 

族 同が お發趣 巧の 途じ 就けら 

♦ホ 庭 善 S 郎氏歸 朝 十五 H ぉ發南 I 

方 諸 州經も シャト .グ發 にて 歸朝 

♦內務 書記を 赤 池 渡、 间拔師 眞旧秀 一 

か、 荒 井 駒 ま 二 一巧は 十六 日 西部よ み 
巧 着、 尘木拳 業 視察 ごして r 遇閒签 

滯 なめ 菩 、赤 尾 氏は 日本 俱樂 が兩巧 _ 

は ホ テグ マグセ 1 ュ じなら 


•中 川-下宿 移 轉と月 一 H マ デ ジン 

ストリ 1 卜 「マ デッン アベ ニユ！ お一 

i 非ず」 化 十六 番へ 移轉 せら 

A ぶ 人 諸氏へ 新聞 じ關 する 用 向の 

手紙は ジャ バンこ！ スタ ィム ス宛ど 一 

しお 用は おず ヶ 、ヵィ ご 上 封へ 御認 

め 歡下度 候 甲 業 I 


小生 儀 化 ホ 深 澤ポが 氏 ど 「ジャパン 

ダ ー デン」 なる 名目の 下 じ 營業致 居 

お 所 都を じょ もを 意む 上を 離を し 今 

後は 閒巧ど 商業 上の 關巧無 之 候條此 

段 廣吿化 候 

千 九 巧 十四 年と 月 十五 日 

數川左 二 


睹本 I 郵便 發着表 

ニユ t 3 1 ク 本局 婦が 午後 ムハ 時半 

船 名 經ぉ地 を 送 日 

ャ パン を晚波 と 月 十八 日 


'モン ラ ダグ 同 

日本 乂 榮巧 

ノ .キシュ 义夕 n マ 


と 丹せ 四日 

お月サ ーニ も 

と月册 一日 


参 日本ょ b 到着 日 
二十 自 サ 五日. 


化 硝谅紙 貴廣を 

契 香水、 トイ V ブト パウ 

斗 屑靠ダ 1、 サシ. ご ウダ， 

''を 引の 巧 席なら 
御 試 巧の 上 御 あ 巧を を ふ 

紹育裏 第卡李 昼 一一 

獅革 曝糜會 I 

3 . 的 . i7th Sr N. 


、 お、 ま 一 ''-! k 

Ass??: 賴夥 A 

民事 度 刑事 訴談 一切 

お 約 其 他め 書類 編成、 貴を お 立 等ん 

で 法律上め 依賴 に 厳ず， 蟹を 無が あ 

望 者は 新報 社 < "お' 这 まれ 度し 

ィ マ ン、 ァ，グ、 

髮誦ゴ シ主グ 

田 - VMAN 3 R . ic 3 A ; L . 

il . TI ' o 巧 NEY 片'『 
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離 革 箱 製造 

當紙お 造の フアン シ 1 ケ} ヌは日 

本 雜貨店 及び 玉屋 等 じ 敵 < •へから ざ 

る 必要品な b 
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巧を 及び 

最 i を 
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夕 年の 貸が を 有しな 本人 i ' じけ 特 I 

別 叮嘻蔡 巧 じ敎授 す、 授菜 巧は 

一回 プライ ぺ I 卜 、ド ツ スジ ー ホ 

六 回 プラィべ I ト ンツ スシ- 五报 

' 寒 蛋 . iuiee'-.MPrshel 

一星 5 巧 way bet い教を ミ i も 54 thst . 

巧 hone 001 ご 目 b 是赛芝 
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FAR EAST TEA GARDEN 
Chinese Restaurant 
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Phone 2472 Col. 
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淚 の樣盞 

漁 父 

すの 休んで 居た ボ ー デン ダ、 V ゥス じ 

千ち やん ど 呼ぶ 名物 男が ある 彼は わ 

大名の 息子 だと も 文字を 鼻 じかけ た 
I 書を さんだ ども 云は ぬが 己れ は 小 倩 

の 時から 繫や飽 を 持て 頭を W かれ 叩 

I かれ 育て上げられた 職人 だ ど 率直 じ 

云つ て 居る 千ち やん はお 宗 酒が 巧き 

ザ-がき こしな すを 其 處らじ 人が 居 

ないど 思つ て みら 大きな 事を 云 ひな 

さんな を 意 氣を云 ふ w 1 本まゐ らま 一 

ずで 正 萬は 巧れ 過ざる プ ラック アィ 

で澤 山で しやう ど タン カを がる 或 お 

祠じボ I デン グ八 ゥス じ お治らして 

I 猪る 巧 まを VJ つつか まへ てむ 前の お 

宗算は 觸宗か 新酒 か 知らね でも 己 等 

め 宗旨は 恵 載の よいを 雖だ 同じ ぉ释 I 

伽さん の 流れなら 大した かわら も あ 

ら はすまい 今年は 親父の 十ー ニ 年 じ' な 

るから 戒名を 一つ 截 いて おれと 賴ん 

だ 此巧ホ 法を 重んじ 人を 輕んじ 私の 

1 やうな 不徳な 人閒じ 頼まないで 外 じ 

j 人 か あるで あらう 其 人 じ賴ん だかよ 

からう ご 巧 S 辭退 したが 千 もやん の 

I 勘つ ての 賴みご 其處じ キットし ね 誠 

景か 見ら る ミので 遂に お諾 した さう 

して 千ち やん に 向つ てる ふじは 「は 

ろ-.^ ど 鳴く 山 烏の 聲 聞けば 再が 父 

かご ぞ思ひ 巧 かど ぞ思 ふ」 之れ は忠 

をを 子の 必賴を 表は した もの だ 「我 

ど 別れて 松原 化けば がの 露 やら 淚や 

古」 之れ は戀 人の & 精を 云つ たもの 

だむな じ 欺う して 入 間は 一生の 中 じ 

はでん な 境遇 じを るか も 解らぬ 日本 

索 一のを 滿家ど 云 はれる 3 お帖 彌太郎 

でも 猫 化を 越へ る 時 I 义の錢 か 無 < 

一し 畔 のを 屋 で燒ぞ のな ひ 逃げ 材 機な 

事を やつた 牌の 茶 崖で 烧 芋を 資 つて 

波 化して 居る 婆さん 金が無い ど 云つ 

ては 元よ ら晦 はして 吳れぬ 腹 か减つ 

て どうじ も 步く事 かお 巧ない 化ち か 

ないから 默 つて 晦 つて 脫を充 を じが 

へね 後で 時じ樂 さん 包に をを 持たぬ 

が 今から 十 年したら 此烧芋 化を 千 化 

にも 巧 化に もして 返へ ずから 堪 へて 

吳れど 賴んだ 選さん は 滅相 もな：^ ど 

火の やう じな つて 怒つ て そんな 夢の 

やうな 事を 云は ず じで うしても をつ 

; た ホけ のをを 挪 へど ャッサ モ ッサを 

つてる 時 じ 當の神 まが やつて ホて こ 

れ から をん な不必 得な 事を するな ご 

諭して 焼芋 代を 掷 つて やつた 其 後 岩 

崎は 十年經 つて 其灌 さんの 巧 命な の 

を 幸 ひじ 深 川 じ 家を 建て：‘ 迎 へれ VJ 

の 事 だ彌太 郞の必 じは 其當 時で すら 


かしてを ひ 逃げを しては ならね 今は 
致 ホかない が 蛇 度 返へ すから 巧け て 
吳れど 巧 ど 香 必の中 じ 固く 約束して 
居る 人間は 假 かでんな 境遇 じ 居らぅ 

ども 化必掛 がなくて はなら ね 君は を 
れ でも 感 むな 必掛だ ど 巧 まが 云つ た 
ら氣 の强い 千ち やんだ けれで も 眼 じ 
涙 をんだ 


寫眞 結婚 女の 吿白 

(承前) 

▲窓 地惡い 姑と め や、 宛モ 匹の ホ 姑 
めじ さいなまれる 必配 もな し、 柯は 
I 兎 も あれ 妻 どしての 義務を 盡さ うご 
旦は考 へました もの j 、 妾 か 上陸 
の 際 じ お 底 深 < 受けました 失 尊； 落膽^ 

の 手劑は 妾を 温順な ソ 1 - ^ てを かな 
I 妻 どならせる のじ 餘 b じ 惨酷で あら 
ました、 働き 先き のま 人の 若い 奥様 

かま ば ゆい 許' りの 着物を た 召し じな 

つて、 親切， さうな 旦那 樣の麟 じすが 

b 乍ら 散 ホ じ御岀 掛け じなる が、 巧 

じ 送ら おす 妾の 胸 じは 嫉 ましい、 羡 

ましい、 一日で もゐ んな樂 しい 墙遇 

なつて 見たい ごの 感を をさず じは 

I 居られませんでした、 學校 時代 じ 外 

をを を 理ぞの 夫 W して 居た 綾す さん 

から、々 度 緣がゐ つて 銀行 支配人の 

ぶじ 嫁く 事 じな つた、 化が 第) の大 

卻會じ 住む で 理想の の ホ！ ムを がつ 

1 居る あなたの 幸福 か 藻 ましい、 ご 

いふず 紙か參 b ました 時に 妾は 不思 

ぶ處 になき 御れ ました 

A 他人の きらびやかな 生涯を 羡 むの 

は 虛榮必 か强ょ 過ぎる からだ ど 御 さ 

I げすみ も 御座いまし やうが、 妾の 黨 

む ザは：： お 男ず でも あ b ません が產 ，家 

でもを らま 甘ん、 只 必か眞 直ぐで 勇 

I を か あ ツて縣 巧を 望な 親 巧な 人で ゐ 

らましたら、 ドンナ 戴 難 苔 勞も厭 ひ 

はしない のです、 無敎脊 で、 將來じ 

希望の ない、 が 之け じ 趣が の 違つ た 

人 ど だう して まか 幸福 じ 暮す事 かお 

_ 巧 まし やう か 

▲夫は 非常 じ 親切で ず、 ダィャの 指 

I 輪も薦 つて 吳れ ましれ、 洋服 も 立 紙 

なのを 佐々 さんの 御 店で 掩 へて 頂き 

ました、 併し 何故で 御座いま しかう 

I 夫 か斯ん なじ 親が じして 吳 るれば 

> 程 まの 夫 じ おする 愛恼は 氷の や 

: うじ 冷た ィ なる 許ら でしね、 ィトエ 

冷 じくな つた 許- ではを らま せん 勝 

氣 ながを のまは 夫の する 事 か 一 も 二 

もな く意氣 地の ないやら 方 じ 見へ n 

シナ 奴隸の やうな 人 じ 嫁いだ 自 をの 

一將 巧は でんな じ 成 行く であらう、 若 

し 化 人の 稀を 宿す やうな 事 かあつね 


ら 妾は ー ッの事 巧んだ ホ か 勝し でゐ 

らぅと 考 へました 時 じ 妾は つく户 

一 浮世 か 俯け なくなりました 
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A 今や 日本 國 民の 飛 巧 熱は 其 絕頂じ 
I 達す ども 云 ふべき なら 從 つて 歸朝飛 
巧 家 等の 狱迎 は殆ん どな 菩的大 持 じ 
して 逝般高 左右 飛 巧 家は 姬路巧 庭の 
み雜 ょり 化 環を 贈られたら どてを 國 
靑年 の羡 望を 集中せ らおかず 當 巧の 
靑年 名を 成さん ごせば 巧た 飛 巧 家ね 
ベし ( a 本ょ 主 A 1 時當池 酌みを 
撫 斬らした る爲め 奥様 速 をして 郞君 
が 誰 同盟 曾まで 組織せ しめん どした 
〇 子 磯の 近 况御蒋 じの ホは 御知らせ 
被 下 度御禮 ごして ン ヤツ】 巧 進呈 可 
致 磅二舊 知) ▲駐 ホ ホる 化 ゥィ リァ 
ム 巧は 慶傑 をく 巧 巧 信を 吐 溝して 歐 
州 外を ホを 論斷 批判せ しため ホ圈大 
統領 成 欧州な 策 上 止 打を 错 やを 使を 
^ な 還す る じ まれら ごか、 ちじ おする 
大統領の 巧 置は 巧當を 得れる と 否 ど 
は 暫く 措き ゥを 化の 爪の 垢を 煎じて 
飲ませれ い 連中 か澤山 ある (誰何； 
白 婦人 VJ 結婚して 二人の 小 供 迄 ある 
H 本人は 旧を の 働 先に おた. ホを 一 寸^ 

1 失敬した 詩が お 臟じ出 巧た ので おを 

なげ 首の 末 茂 人を 訪問す るから 二 遇； 

巧旅巧 するどて 妻 君を 欺し 搔き 件の 

女を 連れて 當巧 じ隱れ 込み 目下が 處 I 

み 考案 中 だ どは 不 都を な奴ぢ やない 

か (長 耳 生 ) A H 本人の 泮服 還は 駄目 

だ ィ」 いふ 評 おだから 一巧 才 I ダ ー せ 

なかつ た 然る じ 化 間を 井坂 野 巧の 親 

父に 働め られて 一着 注文したら 肩の 

具をから 胸の 所 迄 非常 じ 着必か 可い 

今後は おる 可く 日本人の 梅 じ 注文ず 
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紐 肯新帮 を 借 (前を 郵稅共 V 
□一都 金 五 仙 □六 ヶ月み-巧 
.□.ー ヶ 年み 金 こ 巧 I 

千 九ち 十一 重 ハ月サ 四日 郵政 院^ 
駭巧 

發朽兼 編輯 人 甲斐 健 一; 

潑巧所 紐 育 新额稚 

お 育 ホ 第 六 巧 二 hi 八 一 
堪敲六 四と 一ニ チ 1 グシイ 


して 最後の 决戰を 試み 誓て 城下の 盟 1 昨年 六月 一口ょ b 本年 六月まで じ ホ 

グ \ 巡迴 裁が 巧 じがて 離婚を 許可 
された る#: なと 十と か ホら 其 中日 本 
人の みはを も夕數 じして 八十 九 件を 
1 占め 即も半 數な上 るら たら 今 離婚を 
の乂禪 別を 報ずれば 左の かし 


總 育の 邦人 宗敎 

I 家と 日米 間 題 . 

| l ! 术敎 家の な 煤よ らして 日 ホ 間の 繫巧 

; 輩 件 じ貫献 する 巧 あらん ごして ホれ 

る 網島极 帥は 過日 销 催された るが 朽 

H 本人 食の 役員を じ 臨み) 機の 演說 

I を 試みたり、 吾人は 今な じぶ 溃說 の‘ 

1 を 部を 絡 かして 讀诸 のを 意を 惹 くの 

1 暇な し VJ 雄 も 飾が 直 裁 明 略、 自家の 

; 化 命の 如何なる 性質を 帶び たる もの 

; な るかを 說明 しなて 化 級 诚胞を 巧 表 I 

: せる 役 段 諸氏の U 米關 孫じ勒 ずる 熱 

ぶの 度を 高めた る 一事 じ 至つ ては 吾 

; 人は 衷 ふよ b して 帥の 勞じ 向つ て 威 

i 謝する の 義務め るを 思 ふご おじ 化留 

幕敎滚 諸氏の 義 おの おじ 3 リタき を 

相 心は ずん じ ホざる なら、 網な 牧が曰 

厂 . 

; 余は 化 速 動が 日米 間 越の 解 决じ向 

I つて 當 面を 接の 巧 裝を顯 はすべ 

I ど 信ず るら 巧 じ 非す、 只 吾等ぶ 敎 j 

家は 自家 職掌の 猫 翻 巧に 於て、 但 

しは 人類の 平和 幸福を 最後の 目的 

ご 信す る宗 おみの 見地よ らして H 

ー ホ間题 じ％】 何物 かを： 巧献 す巧丢 

は 吾等の 義搭 なら ど 信じ たれば な 

ら 、余が 嫂乂 0 ホの 經驗じ 償ず 

i じ米國 めを 叔が中 加 巧め 排 H 法を 

- なて 正義に 岸ら 人道 じ 背戾せ 

! 事 實を說 得 S る 人々 數夕あ >ど雖 

^ も四圈のをぶじ制せられて忌粮な 

; きぶ 義を 帯と 試む る じ 踪谱し 偶々 

i をの 使命を 巧く じ 及んで 始めて 典 

i 胸 おを 披瞬 S る濟 比々 皆然り 

|ど、 紐 育を おち 胞の靈 的擔導 者を 巧 

一て 宮ら巧 じ、 排の 子ィユ スの靈 巧に 

をして 鄙が な 5 ( 宗敎 衆の 見地よ ち 

i ずれぶ) 政を が 境域 じ 鶴 鮑す るの 人 

を 超越せ るが 當地萬 お 家 諸を は 網な 

牧師の 化が 說じ對 して 抑 も 如 巧の 咸 

; を爲す や、 吾人は 諸 岩が 結 神 的織籍 

じ おせるな 巧 若の 救濟じ 努力し ク； 

わる 巧を 夕 ごせ ざるに 非 や、 將义諸 

をが H 本人を 巧 他のを 共 事業 じ縣聯 

して 巧留 同胞の 犧牲 ご なら 進む でな 

發展ど 向上 どじ おつて； 巧饿 する 巧ゐ 


I らん どす る 誠 惑を 誠 ごせざる じ 非ず 

一而 かも 臓を 得て 蜀を 望む は 吾人を 事 

を論雜 する 者の 常 職たら、 吾人は H 
U ホ 兩國の 繫爭閒 題が 傑 約 上の 解释 
じ 於て おんどを く 日本の 敗 勢を 現は 


し* 


て 居る、 所が n 。 ン ビヤ 大を 出身で 
而 かも 紐 育 じ 知ら 人のを い 小山ち の 
許 巧が 餘 . b を ばし くない やう！.； 見へ 
るのは 聊か 殘 なの 也 地せ 《 でもない 
一本 月號の 「日本 及 日本人」 じ 出た 「選 


I 君が 人を 乂 ども 思は ぬ 大膽の 態度は 

I 惡 くない どしても 自 をの 價 がを 巧懷 


外を 上の お衙じ 於て 更 一層 失 I なのか 影」 の 小山 君を 見る ご 圣く巧 


なの 現象を 不し 巧れ る 今日、 諸を が 

正義を 道に おける ホ義ょ 張の 下 じ 四 

幽の 境遇に 郷 せらる 一 事义 く、 網 島 

牧師 ど 雁行して 善を なる ホ園巿 ちの 

.は、 むじ 訴 へ、 米 國 文明の バック ボ ー 

ン たる ピユリ クンの 精華を 發揮 せし 

めて なて 日 义間題 じ 貫 献 せん 事を ホ 

學 して 止まざる ものなら 


故國 人口の 增加 

米 殿 じがで 加を 陀じ 於て、 療洲じ 

がて 蛇螺 のかく じ 排斥 せらる j 日本 

人は 年々 五十 萬の 人口 增郝を 如何に I 

おかすべき かは 經世 家め 憂慮す る 所 

である、 乍 併 人！；！ の增 加は 國 勢の 隆 

I がを 示す ものる あつて かして 凌 ふる 

じ 足らぬ、''； 人 U 滅少の 傭 國が化 あじ 

二を ず ふが 國で あるじ も不 巧、 お 

の 力で 戦ず 出 巧る 世の中 じ、 獨 逸の 

す 勢 じ おつて あがす るの 力なき は 何 

のな でぁるか、 若し 目 本が 人口 巧少 

の鹽 .でを つたならば H 瀑戰役 じ 於て 

I だ 萬 じ 近き 軍隊を 繰ら 出す 事は 蓋し 

ホ 巧 能で あつたら ぅ、 化め 中は だぅ 

じかな も、’ 扫 本の 人口が 增 がして 化 

むじ 所な きを じな つねら、 排 巧も排 

日 もない、 晚の 力で 他人め 領± を お 

るので ある、 而 して 夫れ が 自然の 命 

I 令を 奉ずろ 巧 0.* ので 國隙道 德だど 

か 白禍、 黄禍な どい ふ 人間の 製造し 

た禪 掘は 义ッ 切ら 立たな < な るので 

るる ^ 

米國歸 耗議主 


あめ 平 

1 米 励から 歸 つて 代 畿± じな つれ 者の 

中、 をい ボ では 营お 傅、 根本 正、 日 

I 向が 武 、松 本 君 平等の 諸君が をる、 

一 何れも 相 當じ評 巧の 惡< ない 方、 新 

らしい 所ではな 服 部 綾雄、 絶 田 ル 六 

郞 、關か 知、 星 一、 小山を 藏 等の 諸 

をで 服 部 君は 巧に、 星 君は 製 藥事案 

をに 變じ餘 の S 名は 化然 代議 ± をし 


哀 想な 稻 叩かれて 居る 而もを の 叩き 
I 方が 殘忍冷 酪を极 めて 居る から 一 曆一 

i 同 憾じ堪 へぬ、 曰 < 

「ホ 山は 前回の 逃々 で 云は だ 向 見 

ず じ やつれ 爲め 却て 懷補 者を 脅かし 
最高点 當選 どい ふ 寧ろ 偽 俸を 得た が 
運動 费の出 所が 甚だ 怪しい、 政ぶ 供 1 

樂 部を 組織した 頃の 評 巧では 親氣じ 
富み 化 圖を藏 すご か、 機略 縱橫 、才 

氣喚發 どか 却々 のが 評で 一寸 新智魏 

も あら 满說も 相 當じ出 巧る 巧から 初 

めは 一寸 買 ひ 被る が 能くせ ハ實 甥を 整 

I 壁 するど 外 嫌 じ 露 おする 巧が 其を 部 

で內 部の が藏は 一つ もじい、 結局 見 

かけの がい 安 僧 お だ」 义曰 < 

▲「ホ 山は 大曝巧 簡の出 巧た 時が 稻 


|な上 じ^一興付け ん VJ し て 巧 き過ぎ る の 

は 一見 巧妙な ポリシ I らしく ゐ つて 
I 實 はなの 入ら 巡ぎ た 拙策で をる、 自 

みの オフ ィスのを る大 建築物の 績髓 

I 蕾を 送つ てな 姓を 驚かしたち 、 n 

ンヒヤ 、工^— 八、^^— バ* "— ド、 ミン 
ダンの エグ 五 グ ディ！、 ビ 1 H チ デ 

ィーを ひけら かして 當 豪の 娘を キヤ 
ッチす る 位は 先づ罪 薄し ごして：、 愤 

見 高い 而 かも 世評の 標的た る 議政擅 一 

上 じ 立つ の 人 どなつ ては さぅ ぅまく- 

は 閑 崖で 卸さぬ 

▲何も 吹 < 必要は ない、 自家の 學殖 

一 識見 乃 ま 抱る 經論 をち b の 儘 じ サラ 
ヶ 出して 人を 說き世 じ 間 ひ、 赤* を 

I 敵の 脇 中 じ 置いて がる 後 自家 じ對ず 

る 世論 か阳を 鑑みる がよ い、 栽し 世 

掠が 自身の 個 値を なて 取る じ 足ぶ 中 

ど爲 すなら ば 何も 世を 呪 ひ 人を がむ 

じあばぬ、 盤いて 靜 かじ 自家の 條養 


I 旧 邸 じ 洗足 參 6 をして が 謀官述 動を j じ 努め、- 巧 じ 巧び 政が の 陣頭 じ 立 も 

やつた、 今度 も 無論 政務官の 運動を て 鹿を 中 煩じ爭 ふのは 國± た b ステ 


-ト マンた らん ごする 男子の 本懐で 
あらねば ならぬ i- 


やる じ 違 ひない、 併しが 專官じ 

だぅ かど 思 はれる 化物 だから 到底 も 

叛目 だら ぅ、 いつをの 事 今から 思 ひ 

I 巧つ て 自己® じ 努める がいひ、 だ 

ぅも舊 政ぶ 俱樂 部の 連中は 自己の 眞て兩 若の ホ 張ゥユ グタ巧 退職 後 お 一 

偕を 知らぬ、 ホ 山の かきは 其 最もを 

にい 一人 だ」 义曰 < 


を 孫さず ど聲 明せ り 

▲ブイ グ ソン 巧 ご 憲政 軍の 巧乱ク 

I 氏は で 二日 巧 墨 固 自由 黨の領 巧 じし 

て 新 政府の 外が じ擬 せられつ i をる 

カ グダ 0 ン 氏を 白亞 おじ おきて 力が 

j 軍への 傅 言を 巧せ るが ゥ氏か 憲政 軍 

れ 表を ど 直接 會見 接衡 せる は 今回 か 

I 始めて なれば 不勘 世人の 注意を おけ 

す、々 グダ I ロン 氏は カラン ザ將軍 

のか じ 化ら 新な がの 親 相た る 可き 力 
ブンラ 氏と 同伴 モン トン ー 巧 じ 向け 
一お發 、同地 滞在中の ゥ フス n ンセロ 
ス巧 ど 合する 善なる か ホみ な 上 云 名 

は 雜和談 巧の 委員ね る 可し、 尙力將 

I 軍は 總和談 が 中 休戰の 意向を 有す 
百 白 孽府滞 だの 代表 着 じ通吿 せら ご 
▲ゥ H グタ巧 お 發同豁 軍 ば 家族が 

びじ 前 陸 化 ブランケット 將軍巧 下 十 

I 數 名の 幕下 ご 典じポ ー トメ ネ シコ 
乗船 歐がじ おつて 去れり 
▲米を 府の 磯和 策 カラン ザ、 ブ 
ヤ兩將 軍 間の 暗圃 依然た る もの ぁら 

I ホ 國を府 は 力めて 両者の 離 和を 圃る 

の 方針を 取ら ブイ ヤ將軍 じ 向つ て 例 

I か 间縣軍 か 叛旗を 雛す 事 ぁる もみし 

て 米 國の间 情を 得 可 がらざる 旨譬吿 一 

せる をな り 


•米 墨 事件 


たじ 臨時 大統領 どなれる 力！ バジヤ 

作 巧は 憲政 軍の 墨 郡 入城 及びな 務引 


▲「小山は 非常 じ 勘を 离い 男で 會費繼 ぎじ 關し カラン ザ 將軍ど 開城の 條 


の 出る 宴當 じは か 席す るが 招 巧を じ 

は 万 隙 差 繰つ て 出る、 氣降 どか 入 巧 

きがせぬ どかい ふ惡 聲は盡 もじ 闕民 

I 黨 方面 じ 多く 聞く が 酷 じ 過ぎる、 ケ 

チな のは 甚だ 不也 得の 次第で 巧 じ も 


件を 商議 せんた め S 名の 代を 著を 派 
遣す るじ决 しを 化 お 者は 今週中 力 お 

軍の 代表者 ど サグシ 0 じ 於て 糖お會 

畿を 開催す る 蟹なる が力將 軍の 黨與 

は ウイ グ ソン 氏が 新 政府 樹立な 舊な 


代議 ± ご なつた 拭 ' 上、 ソン ナ では 耿 がの 關係 者を 體じ 向つ て 大敵を 化 ふ 


i 目、 辛抱が 出 ホぬ 泣なら 代議 ± を や 

めて 政治 ホじ顏 出しせ のが ザい、 だ 

せ 少しの-間 じ 延びた イカ ラで あ 


るな 上、 大槪を アンナ 者 ど大觀 する ( ナポレオンの 親戚) の 巧 刑が 歐 測の 


が相當 では ゐ るまい か」 

た i くじ も 思 ひ 切つ てた ょい. たも 

の だが 例み 之が を 部： n 本 記 濟の惡 口 

じ 過ぎぬ ごして 少 くどら 小山 君の 評 

巧は 甚だ 宣 しび ごは 巧 像され ぬ、 拙 

I を あめ 平 熟々 按ずる じ 米國歸 b の 諸； 


I 可し との 怠 見を ぞ する じ 反し、 軍隊 

下級が 卒の お免じは 異論な きもえ. 八 

巧 六十 毛 年 じがけ る マキシミリアン 


I 干涉を 杜絶せ しじ 鑑み ゥ H グタ 政が 

の腹必 たらし 領袖 巧を 嚴詩 じ處 する 

は 新 政府の 威 嚴を眾 すがの なら ど 生 

|張し居れゎ、 然るに々 パ ー ジ ャ グ巧 

は 憲政 軍に して 平 お 的の 雜か 手段を 

I 欲せざる じ 於て は 凡ゆる 軍隊を 集中 


巧 

•葡 

支 
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人 

A 
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其 他の 人 稀 


八十 化 
二十 ホ 
A 
ホ 
二 

巧 十六 


參日 本統績 ごホ國 

口 本の ぉ績 事業 及 ま那賓 あの 實况を 

疆簇 する ため 米國 政府の かを 帶 びて 
1 久しく 吾 國じ滯 巧 中なら しグラ 
クラ-- ク 巧は まサ ー日 歸を せる が滿 
I 州 じがけ るホ國 製木締 類に 對 する 日 
本晶 どの 競ず 及 日露 戰役 後日 ネ 品が 
I 米 國晶を 凌 鶴ず る じ まれる 事が じ 日 
本紛 緩を 業の 近况 を瞎ら ねる 後 下の 
かく 語れら、 日本が 賴 業者は 米圃製 
造 家 ど 異なら 低廉 下等なる 厚が 描を 
少 許の ホ 品 じ 海 巧し 目 ホの 輕 きお 巧 
一を 用 ひて 太 さを 增 さんどす、 左れば 
品質は 米 品 じ 比較して 劣等なる もま 

那 人は 一般 じ 低廉なる 品物を 需要す 

れば吾 米颗の 製造を あ賓易 業者は 盛 

んじ 需要を S 接 觸し價 格 じ 於て H 本 

一品 ど競爭 する ため 製織 法を 一變 して 
日本 同様 低廉なる おおを 用 ゆる 事戍 

自 下の 最大 急務な 6 尙 日本は 過が 巧 

關琼 じがて 一二み の 一の 割引 ある 安を 

港 ょら 製品を 送らつ J みれば 米圓 
從 巧の 輸入港た らし 大連牛 おのかき I 

を 率の 關既を 謀 せらる！ 地を 避け ま 
東縣 よらすべし ど 語れち、 因 じ 巧は 

歎 H 間當地 稅關じ 止まら 極東 資易 業^ 

若の 諮問 じ應 やる 善な りご 


j 報吿中 其 他の 人禪 どして I 倒 どせ る 

もの あるは 大部を 米國 人なる 由 

参悲慘 なる 日本の 婦人 勞働 者と 頭 
I し英國 のみ 流 記を プア イオ レブ、 

マ ー カム 嫂は 自身 か 日本 じがて 親し 
く 視察した る實 况をク H スト ミ ニス 
夕 J 、 ガせッ ト雜誌 じ 寄せ、 日本の 
政治家が 歐米 諸國の 苦き 經驗じ 鑑み 
大 ひじな なせざる 可ら やど 目 本 婦人 
勞働者 及 子女 夕役 をのた め 巧 ホの 気 
掘を 化 がら、 觀察 頗る 周到なら 

支那の 新 借款 どホ國 支那 政府け 

中央 銀 巧の 新設 及馈 巧を 僮の 靖 巧に 

充 つる 目的を なて ホ國 資本家ょ b 細 

額と 千万 巧の 借 歎を 爲 さんどの ホ 邸 

を 有し 華府 政府 じ おつて 新 おじ 夕沸 

を 開始した る もの‘、 细 きが ウイ グソ 

ン は六國 借欽脫 退な 巧の ホ かを 固 被 

I し 右 巧 渉じ應 ずるの 色な しど 

♦填 太 利セグ ビヤ 國巧危 險瑣國 が 
I 府 はよ 廿 111 日セグ ビヤ 國 をが じ 向つ 
て ドの かき 要求を 爲し 本日 午後 六 時 
I 迄 じ 其 回答を ホめ たら、 化 要 あは 最 
I な 通牒 ども 見る を 得べ < 背後 じ お 画 
の 間盟國 たる 獨伊 兩圓の 有力なる 後 
I 援 をら セ國は 甘んじて 屈服す るの 外 
一な からん 一、 典國 皇太子を 殺害した 
犯人 及關係 ± 官を嚴 刑 じ 巧し、 反 
I が黨を 撲滅す る 事 二、 セ國 政府は 官 
I 報 第一 面に がて 有 ゆるな 填 運動を 許 
さや 化すを は嚴 詩を 受 くべき 事を 聲 
明し 又澳國 皇太子 暗殺 事が 連累 者を 
軍人 中よ b 巧した る 事を 遺械 ごする 
旨發 ます & 事、 因に 旗— 軍 參謀總 
をは セ國 侵入 準備の ねめ ラメ スバ ト 
じ 急 巧 せら W 


少巧訴 へらる 當州 共和 黨 領袖 バ 
11 ンス 巧は グ 氏が 自 をを 呼ぶ じ 腐敗 
. ボ ツスを 0 てしたる は 吾 名 舉を敷 損 
したる 巧 巧なら ごて 一昨 サ S 日名擧 
I 回 俊の 訴訟を 提起し を 五 巧 巧を 要求 

せるが、 グ巧曰<「ヤラセロヤラセ 
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謹當 お々 御 引 立を 蒙 3 難 巧を お陳 
港 今回 夏 巧き 巧を 卓用の お々 及び 口 
本 菓子 振、 新 巧雜誌 等い ろ — ^兢荷 
到着 化 侯 間 些少 じ 巧らず 割 用向き 仰 
付けられ たく 偏 じ 願 トー 奉、？ 候 
尙巧 巧な 正 商品目録は 御 一 帮巧第 
御 呈送ホ 上 候 ， 
'新 育 巧 東 五十 化 了 目な 十、 巧 十二 ま 

日 i 驚 i 濃 竹 旧 商店 

電話 プラザ ー六 セ 八 
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東京 電報 

♦支那 碰鑑 曝を ど 第 |二 を 命 お 逸 化 

の 第 S 革命 計 藍は 南洋 方面を お據 VJ 

して 巧 じ HIST 百万 圆 のが 豐を酸 集し 

第二を 命戰の 敗因が 海軍を 有せざる 

じならしを 認めた る お 逸 仙は 陳 巧を 

を 通じて 揚子江 じ 浮べ •る 施 艦 海を お 

I を 一隻を なじ 手中 じ 入れた るが 十二 

1 日 上 おじが て廊艦 採ず 號の 啜發ぁ 6 

一： ±を 候補を 一一 一十 名 即死し 重なる 機關 

j は 悉く 破裂した る じょら 装 政府は 嚴 

1 亟じ其 巧 因を 調を し 且つ fM 任 者じ關 

てて 百方 探偵 中なる が 一般の 瓶 測は 

一 無論を 命 裳の 手 じ 成れる もの ど 認め 

ず 命戰機 愈々 熟せら ど 見做し 居れ b 

、を 化 凱を 潘新閒 を 抑 腿す を 港 じ 

I てを 巧す るち 那字 新聞 及び 雜 誌が 袁 

; 巧が じ 反勒 して 過激の 言論を 發 する 

: .を 認め 昨 H 內務部 じ 通 吿を發 しが 省 

! 道 魔を して 該 新聞 雜 誌の 郵送 入 凰を 

脉撰 せら 

:春大 を 光瑞 伯の 

南米 發展 計畫. 

西本願寺 法 また- = 'し大 み ホ瑞 伯は 管 

一を を辭し 爵位を も お 退して 爾巧 風雲 

を 外 じな b しが 雄& 勃々 無 ずる 能は 

ず 遂に 南米 殖 おみ 針 蜜を 立て 巧 年の 

I おを なて 智巧 じあき 大 組織の 膜 業を 

始 むる 事 ど な b 目下 着々 巧 準備中な 


を'' 

巧 

置 


と 

號 


二 


参 談滿鐵 頭目 如 ほ 

ぶる 系統の 野 村 龍太郞 及びが 膝大八 

I 兩 巧は 十五 日罷を ごなら 後 巧 どして 

位 左の かき 巧 命を をたら 

- 後備 陸 觉中お 貴族院 溢 員 男爵 

^ 巧滿鐵總栽 中 か 雄み 郞 

I 巧 间副總 戴 ■長 巧 半ず 

I 化を 迭じ 就て は 輿論 甚だ 面白から や 

比を お 動の 隅你 を 處刑 本年 二 

i 月 山み 內 閣に對 して 海軍 化赌華 件の 

ぶ 信 巧蓮勒 をな し H 比み る阁 及び 盛 

i 會 或は 海軍が 前 じて 黎 動の 結 お 拘引 

された る蔡漢 九十 あは 社を のを 寧秩 1 

霄を窜 する もみ VJ して 十五 H 垂禁麵 

ケ年 乃至 九 ヶ月の 處刑 をな 吿 され 

たら 


瓜 生潮總 裁の 赴 ほど 滯ホ 期間 Mi 

すがは 遲< も 本を 末を < は 巧 年 巧々 

大跑闕 食前 じ お化しを 港磯內 じて 大一 

I 觀艦 式の 巧は る i 八 九月 頃を 滞 桑の 

を定な b ど 


閑 院を季 ず 女王 殿で 義ま 閑院宮 

第 云 王々 季子 女王 殿下 十五 H 早朝 鷄 I 

ま 遊ばさる 

季子 女王 殿下は 明治 化！ 年 十一ち， 

二日 御 誕生 本年 芳紀 正 じ 十と 歳 じ 

虫は す 


♦黒 ザ 中 巧な 米が 人を 激賞す 練習 

艦隊 司み を 黑巧中 おはな 义村 胞の褒 j 

励を 激賞した る 手紙を 寄せね るが 此 

错狀 東京な 化の 新聞紙 上 じ公關 せら 

れて大 評が となれ 6 


るの 外 策な かるべし VJ 巧 答 せら 


日本 最近 信 
参 ホ闡の 回答 ご當 巧. 

加が 主 地 巧 題じ關 する 帝 國の祭 一一 一回 I 

抗畿じ おしては 米墨關 係の 絲糾等 じ 
よ 6 ホ 國侧の 回答 遲延 せし か 化 精 ホ： 

幽 みがよ らお 化せる 結果 兎 じち 回答： 

はめ ^ たる も其內 をは 依然 不滿 足な 
ものなら 而 して 本 問題の 解み 策は 

歸化權 を 獲得す るか 又は 條約 じよ b 

が 人の 權剌 を保證 する かの 二途じ 

出で ざる じ加滕 外相の 怠 見は 餘化權 j 

5 摧 得は 解み 策 どして は 確 じ 有効な 

らん も國 家の 髓面 上がんで 之を 要 摩 

ずべき 性質の もの じ 非ず‘ どい ふじ ゐ 

て絕拱 じ反點 なれば を 渉は 自が他 

の 方を じ 局 眼 せらる i あ 第なる か 帝 I 

I 國 政府は を 巧の 回を の不滿 足なる じ 

ついて 化が 巧涉 を繼緣 する 豫 をなる 


大臣の 說< 巧は を < お 極ま b 文を じか ヒ 3戶3卜 一 き を舊 ミ ，, 固 3 巧 5 ホ-- ホ 

して 大 -> s 貿易を 盆 lit どぃ ふかを 午 一 B 十一 時よ 蠢替圆 書 I 靈 りた S 時は 該 印度 奮を 送還す 

じ^^ は i 府が獎 觸甘ゃ 室 じがて— お、—— な 下 S 一‘ —：' 

畜 べし 夫 よらら 望會じ 提出すべき 决讓 じつき 讓の 

業の舊どなれるホ囊をがずる盡 未蠢ーー霉を協を~^ず を 

^ 向 ミを 努力 芝 毒秦 s 一 曰 米^ 藝を f 霞なら と 

此 意が じ 於て 營業 稅を廢 じは を然替 二る^ T を こを 

をよ だ ■二を 年義議 R 會審 の埼後 じぶ 

巧 7 巧 て 日米 議員 凰は 其參列 員の 傑宜ど 

法科の 年限 短縮 東を' お 國大學 じ する 踞所 及び 時機に 於て 目 ホ 議員 

ては々 般閒 大學み 巧大學 通則、 入學 部會を 開く 事 


化 學退擧 規則 及び 法 巧 大學學 科 謀 稍 ニー 日 ホ 議員 部 じは 名 一名の 常 巧 幹， 

並 じ試驗 おを を 改正し 二 一日の 官報を. 事を 嚴く事 但しを 幹事は 日本 及び 

i 0 て發 表せら 而 して 法科 大學 じは 法： 


條 約の 改訂 若く は 追加 じ 化る 破 本 

的 解み は從 ホのを 涉じ 見て 巧んで 絕 

喀な るを なて 今後は 出 巧 得る 範画じ 

がて 巧 留词胞 の 利益を 保 誰す るのを^ 

がを 進い る 方針な もど 


•觀 民黨 の廢稅 

皴狄 

^國ぉぉはま巧サ ー 日營業稅廢止問題 

じ關 しを 國が 工業化 表を 約 五十 あを 

本 郁 じ 招待し 懇親 會を 関き ま 人 側ょ 

犬養總 おな 下が 餘をぉ 庵、 化づ 

營 樂稅廢 止じ關 する 同 慈の 調査 審類 

を】 同じ 配付し みで 犬養總 おは 左の 

如く 演說 せら 

營業 稅廢止 じついて は 昨年 ホ 吾黨の 

ホ唱 せる 所なる が 單じ同 祝め みなら 

ず 諸 稱の廢 減を 巧び て 生 鹿费の おみ 

商工業の 發 展を圖 るは 目下の 急務な 

とず 巧 業は 义國際 上 じも關 係す る 

i 樂大 じして 巧冀は 今を 大お 商工業者 

じ おし 巧國巧 工業を のをら 大切なる 

顧客は いふ 迄 もな く 支那 じして 支那 

ごの 通商 上 勃 海 巧 じ 一の 貴 あ 港を 獲： 


巧せ ざるべからざる を說 きたら 當 時を する じ 至らず わめ じ 結局 巧 用み を 

じ 巧ら ては 化 ホ 望の 現實も 巧して す 正 案 正 まは 樞巧じ 於て 握ら 潰し どな 

す 能 じは あら ざら しじ 惜しい かな 外る 模 がなら 

を 政策 宜しき を 得 ざち しため 扔§ @ ホ P 員鹽會 

巧機 を 逸し 去られら 大藏 大臣 膜 商務，'® ^ H 言 巨 一し J 育 


万 涵議會 同盟 日米 議 A 團 評議員を は 


籍を大 連 じがけ るが 巧 度 巧 外務省ょ 

ら 同船 まじ 向 ひ 同船の 貸 貸閒題 じつ 

き複雜 なる 事情を る 趣を 船 まは 之を 

ホ 知し 居る や 又 今後ら 間 様の 閱題發 

生すべき が 之に 對し船 ホの 覺悟 如何 

ご 諮閒し 巧ち たれば 船 まは 契約 じ 物 


ま 總統の 眼に 映ず る H 本人 袁大 

總統は 最近を な 間 じ おひ 余が H ま 雨 

國の 親善と 提携 どを ま義 どせ る 事は 

直隸 じ據督 たらし 時と 今日 VJ 變る事 

なし 只両固 のれめ 憂慮す べきは 日本 

b 留學 せる 支那 舉生 ご 日本の 所謂 浪 

人ぶ び ま 耶資易 じ 従事す る H 本實菜 

を 社な ろ ど 語れる 由 是れ實 じを 總統 

がを て 陸を 使 ど 謀らな 日 支那 學 生を 

致 府官を じが 用せ ず どを 一言し 日本 留 


律學お 政治 學巧疲 濟學お 商業 學 巧を 指揮の 下 じ 執務す る 事 じ 

植き從 巧 就學巧 四た 年なら しを 一二 年る の 外 本年の 議眞會 畿じ蠢 則すべき 

の就學 期夕」 な 正せら I 日 •本' 側 お 席 代議 击じ對 しと 巧 一 曰 衆 

講 員の 旅费モ グリ 巧 止な 議お議 議院 內 じがて 送別 午餐 脅を 開く 事 並 

員め 旅 整は な 巧 本籍地 若く は海留 地じ參 '别畿 員の 中より 闕長 及び 委員 二 

よ- 〇 のをを そを したる も 巧. 京 おくは あを 設 くる 事 どし 之を 奥幽長 及び 參 

其 本籍地 じな 住せる 講員 じして 寒 潑測貴 じ 一巧ず る 事 じみし 么 じて 評 畿 

權太 朝鮮 义は賴 東が じを 留の 手績を 員を を 巧 ぢ引績 き 曰 ホ 議員 部 會を開 

なし 巧 常な 地よ むの 旅瘦 をみ ス くるは き米國 議員 闡 代表を ユ ー ホ ー 氏 出席 

不正の おだしき ものな b どい ふ 會討奧 蝴長關 會の辭 を 述べ 前記 二 一項の 决 

擦查院の意見じ基き遇般の瞄時諮を 議案を提示ザしじ H 1 子 ^氏么じ替| 

じがて お 化 住 地 よらの 旅费 を支締 すがし 滿場 之を 可み せら 夫よ らユ {子 

る 事 じ變黃 したら がを の 解 驛を更 じ！ 巧は 起ちて 

唐嚴棠 ならし われば 東京に 化 住し 自み 等が 今 闽乂國 諭 員 倒を 代表して 

I ぶ 選擧超 よらの 旅费を 受か 居る 歲員 第一 凹 日 ホ 謙 員 郁食畿 委員 ごして 出 

じ對 しても 旅變 のま 給を 要せざる 藥席 する ため 口 本じ來 朝ず る 事 ごな 

どなるべく 其を 額ら 僅々 じあら ざ も接國 下院議長 クラ ー ク 巧は 大じ替 j 

べし がの 窓を 表し 其 任務の 重大なる 旨を 

•選擧 取締 腳行 內務 省に ては 目下 吿げ 且つ 化 機を ぉ 利用して 日本 畿員 I 

選擧 取締の 觸行ホ 法 じ おし 化 調 中な じ對し 敬を を 表せられた しごの 傳言一 

るが 化づ其 手段 どして ありた- 又 今. 间自 をの 巧 朝 じ 隙し 上 

候補者は 文書 叉は を 開演 說じ化 下兩院 がが の お 力なる 議員 諸君よ b 
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ホ 國を谢 長 じ 於て 之を 指名し 聊を學 生 撲滅 策を 採 b し 事の 事實な b し 


るの 外 選擧じ 際して 化の ず 段を 取 熱誠なる 傲迎を 受け 感謝 じ堪 へず 

る 蕾を 得ず ど 述べみ じが 議長ょ b H 1 子— 巧の 

二 候補者を 應援 せんどす る 者は 候 傅 言 どして 明年の 會議 はホ國 じがて 

補 者：：！ 樣义書 又は 溃說じ 化る の 外戶閒 がる！ を 0 て 日米 部議實 諸君は が 

別訪 間を 爲す 事を 微ず ホの かくなら や ヨリ 多 數の瑟 列 をら 

ごの 二 点を ま跟 ごな さん S の議 あらん 事を ホ 望せられ たる おを 銷陳 し潇 

ごる ふ 攘 巧手の 狸 じ 正午 散を 夫ょ も 院內を 

♦ほ 蓉蓋案 雲 おじて は大 隣を じ 於て 午馨を 開き T 子， 巧を 

內關の 文官 農靈是 關 i 川 副 主賓 どし 了 § 盡變 及び 響を 

議.をを特別委貢長12络8 伊藤 

す 塞 加 藤 $ 淸滞靈 覆. 更畿 長よ 蟲菱辭 么ド對 

のを 願閱官 を 委貴じ をげ おじ 數回特 TT 氏 露を 述べ sf の禪 

别 委員 會を 開きて 巧 用 かな 立 まの 逐 

一條 審畿 を爲 したる も 委員 間の 意見 


じ 二 時 散 脅せ-^ 

♦駒 形乂船 まの 覺悟 駐お义 は其姬 


を證 明す る ものなら 而 してを 總統は 
目 本 新聞紙の 事 じ 言及せ ざら しも 囊 

じ 溫澤巧 漫遊の 際 ま 那當局 者は U 本 

新聞紙が 袁總 統を爲 當し國 をを 害す 

る 事を 縷說 して 之を 戒めし も なれば 

を大 総督の 眼よ ら竟れ ばぶ 階 鞭の H 

本人は 悉< 日ち 外を を 害ず る ものな 

らん か 

♦同胞の 巧 油 王化 ホ じて は 加を 陀 
ャグ ダブ！ み大 油田 よら 純が のガ 
リン 噴 おし お 弗の 會社 がが 一耀 二 
1 千 弗 じ 騰貴して 巧 來當世 成を たらん 
どす を ものは お 独 坑を發 見せねば 映 
I 目 ごならた るが を じ 端な くも 化ホ鬧 
I 胞 間よ h 一大 成を の 巧 油 王を 巧せ b 
薪 瀉縣お 身 岸* H 口 松 巧と いふは 明治 册 
I 六 年の 商 商 出身 じして 日露 戰爭の 隙 
は 一年を 願 兵 じて 第二 師鹽權 飾 部 付 
等 ま 計 ごして 遠征せ し 人なる が 凱 
旋後閒 もな く テキサスが 化を 思 ひ 立 
も數巧 弗の 資本金を 携へ 巧り て 岡 脚 
:タ ー ン！ じ 大規模の な 煤を 計 靈し現 
巧の 所有地 一二 千 英巧じ 達し 居れ ど 
昨年 ホ 霜害 其 化の 災難 頻 まし 經臀 頗^ 

る 巧 難と なれる 巧 柄 巧ち 化內よ b 圖 

I らずも 石油の 博 出せる を發 見した る 

よら 白人 資本家 等は 巧つ て 之を 買 ひ 

入れん どし ねる も 岡 氏の 實 家は 鄕里 

にて お 牠棠じ 従事し 數 十での か產を 

をせ る 事 どて 飽迄獨 立 じて 經 摩する 

の 方 かを 立て i 、 同 巧は な 計を のた 

め 五月 下旬 歸國 したる が 其 準備つ き 

ー ホ 第 遲< も今巧 下旬まで じは 歸 米す 
ベ < 今後 事業の 進 巧 か 巧 じよ b ては 

一羅 して ミリ オ子 ヤ たる こど 易々 た 

るべ しどな ち 



▲果 もて 本 

發 遂の 露 書 
賣 じな 骨は 
窺 其る じ 著 
止 i 筋が 男 者 
i の 內女獨 
靑 i をが の特 
柳 i 賣甚 巧の 
巧禁だ 的輕を 
美 i 止 猛を妙 偕 
著 ! ご 烈话な 
! iff をみ る 一 

I ら極說 筆 弗 
しめ 巧 法 二 
愤 しせを 十 
__ 化 結 しなみ 



蠢賣 禁止 揃 ひ 

▲發 禁止 海 巧 幸 德著 

一男み の 生活 


を偈 四-十 他 
本書は 風俗 壌 亂ま寧 秩序 棄飢 のす じ 
發 賣禁此 どならし を々 珍妙の 書な- 

を實 禁止 巧 琴 女 か 著 ：： — 


を 價壹を 

本嘗中 (生殖器 篇) を殖器 解剖 じ 嘗- 

ては 聚营じ 且つを き處じ 手の 屆< が 

かき 益 恐なる 筆法 じ 巧 S 說明 せし 故 

か 出版 ど 同 持 じを 貴 禁止され しもの 

じて 粗が 無類の 珍書なら 

發賣 禁止 白雨 樓ま乂 


S 觀戀愛 問答 





I 發賣 禁止 化 澤正挣 著 


を 價壹巧 


を 情 思想 0 解 割 



を 僧 化 十 お 佩 

ミミ ミミ •■ ミミ ミミ ■ 1 ミミ i ミ s -l 

•空前の 大 傑が 益々 巧說 

A 菊 地 御 ぞの作 愈々 完成 



を 惟 前 一 弗 十 化 中 一巧 後一 弗 十 化 

目す 故國 じがて 梨園 界の大 化 f 
阿を ずは 大坡 を 材 新聞の 連載せ しも 

のなる が 婦人の 髪は 申す 迄 らな< あ 

類 じ 迄-百を 子 形の 模様， るまでに 
流 巧せ し 近 化 稀なる 一 化 傑作 ご して 

本営を 請んで なかざる ものは をな 


I お 六 先生の 新著 



纖纖 男女の 戰ひ 

を 俄 上下を 化 十五 仙^ 

A 盧化德 お 健み 郎裳 

^BaawHaB- 

於た はとと 


ぷ化 二. 版 出 巧を 惜】 巧 五十 仙 
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一當シ ャトグ 巧御經 由の 御 ホの 御懷宜 

じ 御な 粮ザ申 上 候 

f ii 

ホ テ 火 タコマ 

室數 こ巧廿 一、 冷溫風 資攘の 準備 ご 
【 ヒ1卜ぶが室の設備稱完ネ 


スチ 


巧 err 巧 I」 


たを Jackso 定 t. 一 weattl 夕 wash. 


▲巧 生命 傑險齡 ► 

た B 、 

〜 千 本木ぶ 淺； 

技 8 さ一一 As. -N‘ Y. Ci な 
- 、f 己-ご 47 .一 〇穿 一 ま P . i 


謎 




本社 營業部 
合本 巧 薇 車藏船 

切符 取次 か SS 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 其 他を 部 何れの 地方ょ 
ら御 出立の 琪をも 取み 可 申 煩 

-血 手紙 取次 手 t ? き壳 

人を 國 語類 譯 

◄通辨 

柳 原資 丕氏著 

血 M 麵實業 經營法 ^ 

を 僧 一冊を 寮 弗 

紐 肴 新報 純 


甚だし < 其 後内 聞の 更迭 ど おじ 一時 

I を 運動を 中止せ る 次第なら き、 がる 

じ最 あな 國通 信じ 化れば あ般 農荫務 

_當 じ 於け る 賞 業 家 お 集 會化じ 大殴お 

邸 午 發會の 席上 伯 及び 麗相 等は 何れ 

も化學 研究所 設立の 必要 じ 論な せる 

I 由 じて 斯は 高を 博 ± が 巧 京を 斯會化 


を 高 松 ェ學愧 ± ど 共 じ 溢澤巧 中野武 _一 官憲 じ對 する 屈 出の 一新 例を 開け 


赢第 二回 巧國訪 

.閒團 員 募集 

、御郎 位式廷 期の ため 

改正 

、經费 一- <一 一巧 四十 弗^ 

こ、 十 巧 上旬 出を H 本 滯巧約 四 ヶ月 

、 市 俄を 畫を する 一 艘 

岡胞 ょり 裳 集 

、 营る八 及び M 

の レ、^ を 巧 b 間が する 

婦人を 一名 《加入者を？ 

委細 照會 

_.1、|は改ぶ規則^- 

申 茲巧资 進呈す 

紐 育巧國 訪問 團 本部 

新 巧 巧 第 六 街 二參乂 

キ 倦を ホ.. 富 平 


營巧 等の 賛同を 經て 調杳の ホを 進め 

I 輿に 第 化 一議 會 じがても な 上 諸氏の 

1外 學者賞 業 家 連 おじて 請願 嘗を差 出， 

I し頻 なじ 政が 當 局を を勸說 したる じ _ 

I 基く もの じして 欧府 じがて は あして' 

; 如何なる 計晝 をな てち 巧 じ 着手す ベ 

き やは ホ だ 明かなら ず ど雖も ーグ年 

の 殺 费を約 十五 方圓ど 見て 約 一一 一巧 万 

一圓の 基金を 得化幽 法人を 組織し 巧 謂 

一自咕 研 巧 巧く して 發明 者を 待つ じだ 

左れば な 巧 じがて は 右は 最もち 力 

でる 參 を 資料なる ベく 而 して 巧 資金 
は 一部は 政府 ょら 補助し 他の 一部は 

i 民間ち 志の 寄附を 仰ぐ 事 ごなる べし 

どい ふ 


i •高 峯博壬 創意 

の 化を 研 兜 巧 成らん 

當 地の 高峯蹲 ± は豫 々吾國 じがて 歐 

乂諸固 じがけ るが かき 一の 化學 研究 

所な きを 遐威 ごし 昨年 歸 朝の 陈は糖 

じ 東京の 重なる 學 まな 業が を 築地 靜 


♦徵 を猶豫 ど. 電報 屆 出. の 有効 布哇 
7 ィラ ィ島お 化の 新 瀉縣入 鉛 水 由 次 
i 郞は去 四ち 徵 を猶豫 出願を 失を し 則 
日間 隙 じ 至ら 總 領事館に 出願して 電 
歌の 猶豫 顕を發 したる は 當時帮 道せ 
し 加くなる が 同 電報 猶豫 は徵丘 ハ官よ 
- 有効 じ 受理せられ たる じよら な國 


るか 間 地 支那 街の 革命 裳 為 等は 盛ん 
なる 獻迎 を爲 し、 同氏 着陸す る や 先 
k 爭 ふて 振 手を おめ たる 由、 氏は 暫 
時滯 米、 南が H 本 じ 巧る 同志 ご 相 呼 
藤して 第一 一軍 命の 準備を 爲 すべ i 冗 
氣 頗る 狂 盛なら ご 


• S 地球儀 發巧 

▲池 森 巧 十 年の 苦、 む 

I 紐 育 巧 ミユニ バグを 斯會 社の 社長 二 

ラィス 巧 ょら々 回 ホ 國慕醫 敎靑年 

會じ 提供した るホ鮮 地な 儀は 同社の 

雇人 ラィ 浊森 氏が 十 年間 苦 也 修檐の 

後發 明した る もの じして 地理 學上特 _ 

記すべき 發 明なら とい ふ 

▲ホ輝地球儀は今日巧用しっ^ぁ 

1 地球儀 ど 異なら 解が 自巧 じして 背を 

じ備 へつ けたる 電燈の 作用 主ら 單じ 

一 地球儀 上に 喬 かれた る 山川 國 丈を 知^ 

; らしむ る じ 化 まらず 地球儀の 內 部ょ 

解 巧した る 部を を 引出す 時は 一目 

I 直 もじ. をの 山川 國± じ爾巧 せる 他の 

王 地を 發見 ずる 事を 得る ものなら 

▲例み ばか 太が 及其懈 近の 島 峨を盡 

きたる 部み を 解 巧 地圖じ 照し あは さ 

んど 解が 郁を を 引出す 時は 羅 馬の 巿 

I 街は 忽も現 はれ ホら 南 强ホ利 加の 巧 

i 揣を 地球儀に がて お出し 難き 隙が 巧 


の VJ 認 むべ く 化 踊 新 例を 更じ廣 き 
I 飽 園じ聰 張し 徵兵 猶豫 0 外 じ も電帮 
盾 出を 許可す る 事 ごなら ば 化 外 お 化 
まの 便利 極めて 多 かるべし どなら 

■巧 ホ 同胞 ご 飛 巧 熱 過日 ミ子 ォラー 

帶巧機 製作 據ま秦 野 伊 之 ま 巧 ど 一 あ 
の 徒弟を 寡 集す るた め 本紙 上 じも廣 
I 吿し雜 報欄內 じても 間 氏 じ關し 記す 
る 所 あ 6 しが 過日 同氏 來 社の 際 お 話 

じ 依れば を 記事 及 廣吿を おて 徒弟た 
らんとの 希望を 申込 來れる 箸と 十餘 
名 じ 及び 中 お 名は 紐育附 あょら 其 他 
はかを 陀 、を 港、 シャト 八 及 南部 地 
方 等ょ ら應 寡を 申这 ホれ ら W B て 如 

何 じ 飛 巧 機 熱の な 米 鬧胞間 じ 高き か 
を 示す じ 巧らん、 おじ 巧の 篆藥 せし 
一名の 徒弟は 旣じ其 A 遇 ホを したる 
I をな-- 


船 名 經 を 地 

メキシコ 化夕 n マ' 


-駒お 化の が 度 人 警官を 擊 退す 閒 
I 船の 巧 度 人は 晚香波 當局者 ょら 退 ま 
を 命 やらる、 も 頑 ミして 應 せず 間 船 
々長を 威嚇して 暴狀 制し 難' きよら 巧' 

一當 おを はなと 十餘 名の 譬官を 派 遺し^ 

て 强制退 まを 命 せんごし たるに 船 巧 


トイ；：^ ブト. ハク 
サシ エ户ク ダ！ 


飛行 學校 卒業の 同胞 高 知 縣人武 

巧 正 俊 氏は 豫 てょ 6 當帅 'ソン モン ズ 
お ー ト なる 力！ チス飛 巧學校 じがて 
I 飛行 術 及び 飛 巧 機 製作 修案 中なら し 

か 過日 芽出度 卒業せ ち、 氏は 米國を 

I 地 じ 於て 尙 一層の 實 化 練が：： を おみ 叟 

じ 欧州に 渡らで 斯道 研究 じ 身を 委ぬ 

る考 なら ど 


♦卒業 證 當の僞 造敗賣 をな す 曲者 

目 本人 學 生じして 米國冀 をの 大をじ 

入 核 せん VJ する 者は 必ず H 本の 高等 

I 學 校、 私立 大學 又はが 補 專門學 校の 

卒業 證 書を 所有し 巧 外 領事館の 證明 

を 受けて 無 試 驗乂學 を 許 巧 せらる 

一規を なる が大 學入學 を 學者中 0 上の 

I 資格な く 又が 驗を受 くるまの 實 力む 

き 者夕數 あるを 奇禍ゴ しを を 栽氣地 


1 無し 共を 對手 じ裝 利を をらん どのが 

部を を 引出ず 時は 南端は 明か じ ホな j 必を 起し 村 胞 某なる 者ち 那人ど 結 巧^ 


I 経緯の 關 係を 知る 事を 得ぺし 此の か 

くが 來の 地球儀は を 半球を 畜< も 一 

々之を 回轉せ ざれば 西 ザ 球 どの 關係 

を 知る 事 能は ざる じ 反し ホが 姉 一が 儀 

な 回 縛の 勞を巧 やず 事な く おも じ 解 


養 巧に 招待して 其赞 同を 得、 一方 山 I 巧 部み じょ b て 東® 兩ギ 球の 關 係を 

本 內閣の 諸 大巧を 一々 歷訪 して 擲誘 かる ものに て 今 H 迄學校 じて 使用し 

する 所 あら、 結 荷 朝が 者を の 裳が を ~ たる 地球が 等 じは 卸 おを 見し 得ざる 

をけ て 霞 もじ 剣 ホに 着手ず る 手順 こ j 巧を 特徴 あ b て お 巧 地理 學敎授 上 じ 

'なら 君た るが、 時恰 かも 玫 がの 動 搖こ大 を 新を 與 へたる ものな 6 ご 


したる 上 ダウンタウンの 某 印刷 巧に 

: 於て 日本 諸學 校の 卒業を 狀を 僞を販 

I 質せら どの 增 あち 當地 總領聲 おは 閒 

き 捨てなら の 怪樂な bvj て 内々 調 巧 

じ 著 手ぶ b どい ふ 者ゐら 、奉 貧め お 

無は 別 どして 火い 無い 巧に がりは 立 

たず、 道 艘途說 もは々 じし-- し眞 巧を 

I 傳 ふる 率 あ もど 知るべし 

♦黃輿 氏の 巧 ホ 四を の吗 志を な •へ 


.特別 廣常 

左の 地 ホ じを 留 する 老あ 紐育領 
I 事 舘じ證 明を 求めん くす る 時は 必中 
I 純 育 日本人 食を 経て 出 顧すべし 

マサ チユ， f セット* 口 1 ド アイう 
ンド、 コ子クチカブト* ニユ 13 
* — ク 、ニユ 1 ジヤ！ ン！ 、ペン y 
グイ ニア、 メリ！ ランド、 プ アジ 
ニア、 フ ロブ ダ、 フシ ン トン ザ I 
シ 1 

•二‘ ユ ー ョ ー ク日 本人を の お證す 

べき 證 巧の 補 類 左の かし 
巧 留煎明 營業證 明 身を 證巧 
英义 身み 證明 

手數 巧は 従前の 通ら - 
請 明が 證 事務に 願ず る 細則は な 

fiJE 日本人 會 をして 么 をを めしむ 
一 右は 大正 一一 一年 八 巧 一日 ょら 之を 

添 行す 

大正 一一 一年と 巧サ五 H 

が 紐育總 領事 化理 

領事 來些蕭 


化 細 品 卸 賣廣吿 

本店 製 t 巧 

を 引の 巧 品な な 
I 御 試 おの 上 御 离舜を 乞 ふ 

紐 脊巧東 第 十と 了 目 一二 

飾 立 ホ廚會 

3 因. ーゴーー 史 r N ' Y - 


發送日 
と 巧册 
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參日本 ょら 到着 日 
二十日 サぉ日 


乂 法律 顧閒乂 

民事 ぁ 刑事 訴一訟 一-切 

I 契約 其 化の 菁類 編成、 貴を お 立 等 化 
て 法律上の 依頼 じ 鹿 や、 鑑定 無 巧を 

I 望 者は 新報 社へ 申込 まれ 度し 
掌囊 JJ 户 ィマン、 ア 1 グ、 
ゴシ 1 交 

だ V MAN 巧 - で： KOA1 、 

送 公 wroad-way 2ew Y ミ k 


擎矯 製造 

I 當社 製造の フアン シ！ ケ 1 スは H 

一本 雜貨 店ぶ び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 

る 必要品なら 


の 印度人 等は 索 船 せんどす る證官 に 

I 向つ て鐵 ホ、 お 灰 等 キ當り 次第 雨の 
如 < 投げせ け 数名の 負傷 券を おす じ 
至 b 僅み 良の 一巧は 止むを得ず 退却せ 
る も 同一 地よ な 發電ぁ b たら、 小氣が 

よき か 蘇 ぶら 

♦を 構躬お 官長山 脇静樹 ぉは シブ 

グ經由 十八 U を 港に 着せ b 

•中が 新 巧 総領 争 着任 期册 '1 U 着 

のグシ タニヤ 號 じて 巧 巧の 當 

•網み 歧郝 渡欧げ H アメブ 々ンタ 

ィンに て 谐憐せ b 

志 贊逝凉 氏よ ら巧狀 神を は 過 H 

I 當地 H 本ん 巧へ 向け、 氏の 事 榮じ對 

しを なを 請 ふげ 浓賴し 越せな ご 

•.一を 翰 太 郞氏避 落 夫人け 俾 ペン 

抑 デ ラウで ア 、シヨ！ ン へ引樓 をら 


御 一報 巧 第 カタ n I グ御 都を 可化淚 

... T - OAllcrw を CO . 
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最近 流が 
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I 多年の 實驗 をが し H 本人 請 おじ じ輔 

别巧晦 親切 じ敎授 ず、 撥 業糾け 
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1 ♦巧 万圓の 花嫁 W 

I ▲佛戚 配 お 人め 磯 物語 
▲相を は：：： 本の お學生 
巧' 力 励の 化嫁然 かも 花嫁 本人は おが 

I の荣 人で 何 おじ 一つの 点の 打 も ごこ 
ろ どて ピな < さ もどて 係累 もな け i 
じ 巧 倒 もない ロハ 嫁 じさへ おつて 吳む 
!ピ 巧 万瞄の 大巧 难じ あから 左へ が 

I 參 して 巧ょぅ ど 云 ふ 世 お ホい 世の か 

じな チトが 過ぎる 話題 か 巧 今な 放' 肺 
曾じ大 許が どなつ て 到る 所 增の挪 じ 

；；> つ て お る 怖 か も此化お閒題は 只 を 

哨 はか 6 でな < 立 汲な ホ赏 どなつ て I 
例々 子巧义 々巧 爵ィ^ いつた 速 中 かが 

力 圓ど絕 おの 美人を 两 ホに 郎 めて 天 

峭れ 一代め 醋觸濟 たらん どて 韻 起に 

娘强を 試みて 巧る 者 さへ 頗る ぞい ど 

傳 へられて がる 

I ▲何故の レ こ 趣み 抑 も 化 花嫁 どい 

ぶのは H 本人で なければ 夫 じ 持たぬ 
|ど いふ® じ もを がの 志を なて 韵 がみ 

お山遙 々ど 化の 郡の 佛翩 西は じがの 

をから 態々 口 本， へむ こ 遇み じ ホ じの 

である 名は ブ U ァン 娘 (ホみ) どいつ 

て 化 頃ホ猶 W 六を 町 じ 化を を 憐へ朝 i 

な 夕な H 本 風の 生活 じ 親しむ で 嫁御 

賓 の御稻 宵を 中で ある 抑ら がの 佛蘭 

巧 美人 かな 萬 M のが ホを 提供して 

本人 ど 結婚す ろ どい ふに まつた をの 

閒 じは 閒 くも 獲し い 血 も >ィ れ ばが も 

ぁる 鬧 情すべき ホ恼 かが 化して 居 

▲化， けこの ホ條件 化づブ "ァン 礫 

|9 夫を 求む る條件 どい ふのは 巧ぅ で 

るる】、 H 本人 じして お 族た る 巧 

二、 品が 方正 じして 四十 巧 節 後の ホ 

一二、 が 逢のを 配は； 二を の 一は 目 かの 

助產 どし 銭る 一ニ ホの 一は 世醒财 をに 

おて 獲ら の吉 をの 一は 夫め 化旌 どず 

画、 貴族 なれば ホな を ど 雖も嫩 はず 

お、 結婚の 騰は 新婚 旅 巧して じ おじ 

がく 巧き 奉 六、 居 化 地は まの 化 息た 

る舉 どい ふめで 化 ホ 傑 件を か備 せる 

あは 誰でも r 妾 ご 妾の 朋 ホは 總て晋 

則の もので み b ます」 どい ふ 彼女の I 


ななました、 セント ブ^バ ー クを化 I せめて 淡缉 どけぬ 間 ど、 神に 願を か 1 卞 かじ 何の 蘆 味 もむ しど 答 ふれば シ 


ん .ど-所 じ 散 ホし まする 时 に、 稱 6 

なつた まの 臘の 中を 化 人から 聞いて 

巧 C のはを じ 化つ ては 化 上 もない 樂 

みで 御迹 いました、 今から 考へ てを 

ますれ じ 妾は 氣化 じな つて 居た ので 

しやぅ、 妾は 只譯 もな く此乂 か懷か 
しくて、 慕は しくて 叶は ぬ 株 じな b 
ました、 或 晚の事 一 諸に パー ク のべ 
ンチじ 腰を 掛けて 诘 ました 時、 化 巧 _ 

の 右の 手 か 妾の 右め 層 じ觸れ ました 
時 じ 妾は 思は ホ 身 振 ひして 飛び 上 
ました、 巧 しら 妾 か 背の 姿で ありま 

した なれに コン ナ無遠 厳な. m がを す 
るので は あらません 
A をく 質 君の 仰め 通 6 叫悄 、むは 變じ 
て錢 じな b ます、 な等兩 人は 夫の 巧 
ザを 幸 ひじ 逃 己を 致し ましたが 〇〇 
00 の ホ テ 八 じ S 日閒潜 化して 居ら 
ました 中 じ 夫から 异 かけられまして 

無理 無體じ 速れ 歸られ ました、 御を 

一遊 ばせ、 化 lllH 間の ホ ブグ住 おはま 

の 一生涯 忘れ ごもない 嬉しい 夢で 御 

鑑 いました 

▲今 巧 憩痴を 中す 横です がまは おひ 

おしても 口惜 くて ならません、 巧く 

を 妾 かいどし 懐かし ご戀ひ 慕つ て 居 

た 化 友人は 世間の 色々 な 女を 誰かし 

て 其を 血を 妓ふ 色魔で 御座：. ました 

をは 化 奉を 確め てからな ホ 自を自 み 

の 性質 かス ッカ リ變 つたの じは 驚 

ます、 人様の、 とは 知ら ませぬ が 妾の 

股から 見 ますれば 化 閒の舆 は 皆ん な 

噓青 者で ず、 惡魔 でず、 コン ナ惡邀 

や 嘘 言 若の 氣嫌氣 棲を 化つ て 贊女だ 

か 貞女 だ ごか 云 はれる 必要は 御座 

ません、 成 ホ 若 < て 美し < て惹氣 

地わない 男を 持つ て 条隣氣 儘 じ樂し 

むの がまの 望みで 御座います (終ら) 


け まし やぅ か 〇 ヵナ ユ ^ — シャ 巧沒や 
別れの つら させめ て 义逢ム 夫れ をは 
词じ 姿で 居て たもれ 〇 ヵチユ ーシャ 
巧 変 や 別れの つら さ 今 巧 一が じふる 
掌の 明： n は' 巧 山の 道 か < せ 〇 ヵチユ 
1 ジャ 巧を や 別れの つら さつら い 別 
れの淚 め ひま じ 風は 巧を 吹く H はみ I 

れる〇 カ チュ！ シヤ 可愛 や 別れの つ 
らさ廣 い 巧 巧を ど ぼ*- _-ご 獨 b 出て 
巧 < 明 u の 旅 


ン サン 笑 ひ 乍ら 支那 人は 之を 女郎屋 
どが 斷す どて 笑 ひ 乍ら 立 去りた る じ 
巧の がの 松 岡旅舘 にても 糾 様の 張 化 
を 見た 他の 支那 人 「女は おる か」 「イ 
クラ ダ」。 で、 時な 緯 ねじ 巧た さう' 
だとを 鞭 賭 巧 閒化ど 云 ふ (南京を) 


投 海 


B 

累 

い A パ 


■♦日本で 盛ん じ 流 巧る 歌 

故國 お信じ 化る ど 四月 藝術 座で H 本 


▲料理屋を 擬いた 6、 が 嫁を 撥 ひた 

洋服屋を 擔 いだ ゎ 流石め 寵 居さ 
んも化 暑い のじ 汗の 出る コ ジ チャロ 

かい、 '^ィ{御を勞株擔ぎなは谦 

ら だね (張ら 扇ぎ) A ブン セン ブンボ 

1 八 入らつ しやい.-^ の 慾 張 速 中々 

し 雨模様 じなる ど 狗而を 下げて こぼ 

ずのは 可い かが 天氣が 線いて 人出 か 

をい H でら、 今年は 魔 張り 胁目 おや 

ピ こぼして 居る、 I 髓赏樣 等は コボ 

シ 度いた めじ ビジ 子スを やつ 七ょ る 

のかい (コー 子 1 巧 ホ) ▲君は 妻 君 か 

あるの じ 高等 內 侍を 連れて 大 ビラ 
豪遊を 棟め るのは 宜しくない、 第 
妻 君じ對 して 相 濟ぬじ やない か (他 

氣 持】 么を 腐の 窗科臀 で ダンスの お 

人 どは 誰の 事ぢや (不浪 生) A 西部の 

词胞 をを 驳 する ょら も當化 じなる 冀 1 

ベタ の 大义ぞ 看板を 取つ て もら 

度い 叉 お碗の 中へ 顔を 突を みて 箸 

じて 飯を さらへ 这い 所を な 巧から 洋 

人 か 見て 笑つ て 居た 或 下宿屋な どは 

少しを 怠し てらら い 度い、 南京の 洗 

濯屋 でも 漢字の 看板 や 飯を を ふ 所な 

では 泮人じ 見せない から {同) ▲日本 

人は 皆 南京さん ど巧毅 だよ 一度 家を 

借らたら 移轉 する か 义は廢 業す る 迄 


日本 雜貨盧 輸販寶 

親肯市 


菜 桃 井 組 


の 女 礙が井 すま子 か 諸つ た 俊 活の窓 拭きは ぬきだよ ダカ ラ洋 人から ケ 


欺は 下山を ず 田が どし 子な での お々 

か 彼 ホの 类 妙なる 嗔ひ 振ら じ 淚を流 


ぶの がな 嘗 葉を 閒 くの ホ榮 じがず るして を 威 勸赞嚷 した どい ふの が 動機 j 


のでを る 

'寫眞 結婚 女の 吿白 

杀 前) 

▲巧ぅ しで 不平 不滿じ 巧 H を 送つ て 

店ら ます 中に を じ 一人の 親ぶ か 出 巧 

主した、 英 能の 上ず な 富 葉つ きの 俊 I 

い、 同情 必 のがい、 人な が 格は 面， 

ホ 乂じも 勝つ たおの 男で じた、 申ず 

を もありません お 等の 初めの みの 巧 

際は 神 盤な ものでした、 化 神聖な 駐 

をのを 際は 巧 H の 殺つ ど おじ 蹈睁じ 


じな つて 今や 化 柳 巧は 勿論 高等 女聲 

お 中學校 女ず 大學 なごの 男女 學生あ 

ては 削 健で 嗚 つた 高等 學校 生徒の 口 

から 「カ チユ ー シャ巧 変 や 別れの キ- 

さ」 と 行く先で 盛ん じ 晒 ハ ふやぅ じな 

つたから 社 會風敎 問題の 領城じ 入つ 

て 巧 止な さへ 出る じ まつた さてを 國 

を戚 靡して ホ々 滿 々まで 綱蹈 しじを 

9 歌は 左の かき 近代的 靑年 男女の 琴 i 

線 じ 極め 下よ < 共鳴す る もので をる 

〇 カチュ ー シヤ 可を や 別 さの つら さ 


ィべッ される よ (同) ▲近 巧 所々 じて 

ダンスの 話が ゐる けれ でら ダンスで 

はを はモ ー 々ランを 備 けは ポヵ ど 靑 I 
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强國 の關係 

1 普 佛戰ず 0 來過ま 四十 巧 年間、 兵力 j 

1 權衡の 力に. 依て 辛くもが 少廉を 化 も 

; 得た 獻 州别强 國の關 巧は、 が 國黨儲 

该 暗殺事件 じ 巧 端を 發 したお 塞兩國 

を 戰爭じ 依て び危險 のが 態 じ蹈乂 

ら 、今 H 迄の 來谁を 綜合して 一見す 

れ ば英 外相 グンー 卿の 調 訂案失 化 じ 

i ホいで お 軍の べグ グン I ドみ 領 、露 

國の大 々的 戰備等 世人を して 欧 抑の 

天地は < r おじ 醒風血 雨の 修羅 煤た る 

おのかき 威を 抱かし ゎる じ 至つ わ、 

が 論 砲火 旣じ開 がれた々 日 判 强の態 I 

:度 如何 じ 化て 事態 甚だ お 易なら ざる 

な 明かで あるが 化隙此 時、' 所謂 歐脚 

の 大激な るら のは 新聞が の 報ずる が 

如く 而 かくが 迫し におる やを やを 鑑 


殺 巧 所 紐 育 新 巧 社 j 
お 脊ホ鑽 六 巧 二 S 八 ■ 

電話 丄ハ 四と 一ニ チ 玉 グシイ 


が 露 ホの 豫備 兵徵 集み を 聞 < も猶旦 

出 帥 準備 じ臀谱 する 所な は 蓋し 之が 

為め ではみ るまい か、 巧じ自 餘の歐 

卿 则强の 立壤か 何を 觀る じ英國 のが 

巧は 露國 ど 濁 逸で あるから 若し 

化戰 巧に 依て 兩國の 疲弊を 巧た す 
も あら ば 所謂 鷄畔 のず ひ 漁夫の利 ご 

なり、 現が 維持の 國是じ おして 稍 や 

々康を 得る の 利益は あるか も 知れぬ 
が而 かも 自家 自ら 戰亂の 渦 かじ 沒頭 

する の餘 儀な き 破目 じ陷 入ら、 立國 

の 大本た る 商工業の 上 じ 蒙る 甚 太め 

打 擊は固 ょら、 事 變の經 過 如何 じ 化 

つては 地中 游の欄 海權じ 影響を及ぼ 

し 械東じ 築き上げた 地盤の 動 搖を感 

せ や ごも 限らず、 結 厨 失 ふ 巧、 得る 

所 じ 優る の變 態を 生ずる かも 知れの 

ので ある、 储國ど 雖も其 通りで 化 機 I 

會を 利用して 積年の 恨を 晴 るう とし 

て もを 力は 遠く 獨逸じ 及ばず、 國巧 

じは 戰ず 無用を 唱 へ、 大ス 


みるのは 烦る 興が ある 閒题 であ'‘ 1!, 与 スー. ま づ；] 

假 りじ 獨 逸が 巧 慰を 助け、 繁齒が 藤 I の 巧 峨を蜗 けて 當路 者を 威縣 する 社 
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の關係 t がべ 國 じが ホし、 佛國 は蘇闊 

て應 じて 静面 ょら 濁を 幾 ひ、 英國は 

ゴー 國條 商の 黎務 どして、 おた 化戰亂 
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化' I て 儘 かじ 金貸國 どして 其 面目を 

化つ の 地位 じを つては 到 鹿 兵力 じ 化 

聰 して 利益す る 事は 不可能で ある、 


のが 態 じ 就て け 今 巧ら 述ぶ るを 要せ 
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如斯觀 ホれば 欧米 諸 國の地 化は 等し 
戰亂を 厭 ふの 現が じ 巧る ご 見て 差 

I 支へ ない ので あるが 欧州 大亂 がん 
さぅ で而 かも 無 さ！ ぅじ 見へ、 縱み 一 

あつても 永 親の 見这 ない 最も 重要の 
理由は 巧 かご 云よ に 兰千餘 万の 义軍 

ィ」 數巧隻 の 軍艦を 動かす 助 源は 抑 も， 

何 およ b 得 ホる かで ある J 若し 大亂 

起る ど すれば 軟 州を 髓 よら 生ずる 財 
为は 軍费の 爲じ溫 おされて が 國は破 
虚 のが おじ 降 入る であらう、 吾冀は 
如上の 見地から して 歐州乂 亂の期 ま 
るの 見 注 薄し ごな す 
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I イ ゼグ陛 ドは 急遽 巧が じ歸 還し、 露 


•歐州 大亂か 

前 號じ報 導し 置きた る 鴻國の 要 ホ じ 

對しセ ^ i /ヒ ャ國は去サ五日巧答を發^ 

し 旗閱皇 儲の 暗殺 隱謀 事件 調査 じ 願 

し 巧 國 のを 窓を 立會 はしむ' べし どの 

條 件を 除きを 部の ず おじ 應ず 可き 事 

を 0 てしたる か埃國 はを 巧を を 巧て 

; す 滿お旦 つ 誠 恵を 乂 ける ものぶ して 

ホ諾せ ゃ發廿 八日 態國じ 向つ て 宣戦 

を 巧吿し 二隻の 襄國滋 船を 捕獲す る 

じ まれら 


画訪閒 中の 佛闕 大統領 亦 巧々 巧季を ~ す譯 どなるな 

纏めて む 里 じ歸ら 、を國 元首 及び 特 

派 大使 間のを 渉 密議 どな 6、 别强の 
巧 じか 巧せ る 小 邦は が 戰備を 修めて 
中ぶ 嚴 ずの 醬 がを 爲し歐 州 株 ま 巧據； 

は 俄が 崩落して 數夕 の破產 者を 巧し 
暗雲 爵 どして 軟 州の 天を 覆 ふ 
A 巧齒の 調訂策 提案 英が相 グン！ 

卿は； 填 國の賞 戰布吿 な 前、 巧 園を 議 

を 開きて 巧ず を 平和 じ解决 せんど 試 

みたる か佛 かは 言下に 承諾し 露國又 

巧 患を 表せん も獨は 一二 國間盟 の 義務 

を理を どし 之を 拒絕 したる か爲 めを 

I 提案 ば 遂に 失敗 じ歸せ b ■ 

▲首都べ 八 グン！ ド 占領 填 画は 楽 

I 軍の 鐵橋 破壊 後 直 もじ 戰圆を 開始し 
まサ化日碰艦二隻をダ ニ ュ ーブ河じ 
浮べて 首都べ' グ グン； ドを 砲 擊し碰 
塞ぶ 大 建築物 じ 多少の 損害を 典へ た： 

のみ 何等の おがを も 受けず して 同 _ 


■■地を 占^^せ 

S 一^ ご A 議 の 大ク義 備韋を 露 都 


「鄉 雲」 


な 


八， 

力 


をは 夢な りき 明け 易き 巧の 
〇 


— 黑國據 和會議 .カラン ザが 巧は を < 

權引繼 條件じ 願し 力— ご 八政霉 雨の 巧を 君 ご 語 こ壽の 
を 者 VJ 會 見の ためず グシ n じを けら j 今 巧 もを ic 無名 锐の葉 じ 


どして、 少< ども 萬 園の 勢力を 之な 

了 じ增乂 せしめざる 範聯 じがて 器 國 

I を 助 < る もの どす る、 が じ 於て が 巧 

1 謂 歐 挪の大 就な るら のは 起る ので あ 

一る が 乍 併 佛國の 新聞が 言 ふやぅ に 化 

I 事 獲の 背後 じは 獨 逸が あつて 獨 逸は 

を國英國グ义-'? 邸漲了及びを蘭十一自 

治 案の 始ま じ おし、 懿 佛両闕 め戰備 

ホ だをから ざる じ 乘じ懊 國を敎 唆し 

て 事 端を 發 せしめた ご しても、 化 事 

變の骚 頭 人 ごもい ふ獨 逸は 歐 州の 大 

就じ浓 つて 益す る巧大 なら やどい ふ 

じがは 頗る 凝閒 である、 か 巧 じ國勢 

隆 々ヵィ ゼグろ 觀氣滿 々ごして 經じ 

五が 巧の 軍隊 ご、 一二が 餘隻の 滕髓を 

動かす 力が あつても、 腺 背 じ 潑佛の 

大敵を まへ 巧 じ 巧國の 侧面攻 がじ當 

る 事は 尋常一様の 業では ない、 况ん 

や 之 等の 大敵を 舉 破して 那 翁の 故 撤 

を蹈 まん どす るが かきは 每ろ思 霞の 

かなる じ 於て を やて ある、 獨逸 皇帝 


i 获戰 ずじ對 して 夕乂の 利害 願 係を 有 

せぬ のみなら すご 一 國间盟 の 義務 どし 

て 餘傻な <大 戰じ參 加しても 化時サ 

八 デニ ャ王國 たりし 時 英佛軍 じ隨つ 

て クリミ ャ戰爭 じ 寒 加した 時 稍の 巧 

I 溢を をく る 拳も覺 巧ない' 言は r 無 

益の 戰爭 をして 國 力を 蕩盡 する 事 ど 

なる ので 佛が 兩國が 先んじて 英 外相 

の 提案 じ赞 巧した のは 之が ためでは 

ホるまい か、 露 國が日 n 戰 役の 瘡凑 

ホ だ 癒へ ざぇ は 勿論の 事、 米 國と雖 

も軍恶 おくは をの 供給 じ 化て 多少 利 

: '益す る 所は あつても 歐 畑を 國 ょり 受 

けなる 與乂の 投資を 圆収 されて を輒 

事業の 縮少を おられ 最 重要 輸出な の 

質巧大 ひじ 减 退すべく、 一艘が がの 

不况を 惹起す る 事 どもなら ば 剌蒂の 

化 殺は 結 財 自家の 損を どなる かも 知 

たの、 事變の 火蓋を 巧つ た 巧 函に就 

ては 別項 所載 維那郭 化ホ國 領事の 報； 

j 吿で 明白で ぁるが 他 バグ だン 諸小關 I 


を 


•マ 州 新 運河 閒通或 マサ チュ 
ツト 州ゲ？ プ コッド 潑ど ブツザ 

灣を 連結す る 新 運河は 此巧 完成し ま 

廿九 H 其 開通 ホを 巧へ り 


〇 


作氏簽 見の 河 あ 八 巧が 化 國採險 

中發 見した る 「疑の 川」 に對し 巧國化 

がは グ 氏の 巧敏 をが なする ため ブオ 

セオド n と 命名した る肯逆 知し 巧れ 


参 カ イヨ ー 夫人 無罪む 巧 フイ ダ ロ 

I 紙 ホ 筆カ グメ ツト 巧を 銃殺せ る傭闽 I 

一大 藏 大臣 カ イヨー巧 夫人は 審理の 末 

まか 八 H 無罪 巧を さる 


ゥエ グタ將 軍談 過 口の 英ぞ 新聞 

紙は 加を 陀卜 n ント 電報 どして 同® 

じある デ ャス 巧が ゥユ '作 夕巧ゾ しおじ 

墨 國じ萃 命を 起すべし 在い へ b ご 傅 

へしが 目下 ジャメ ィカ キング タトン 

_ じだる ゥ將 軍は 語らて 曰く、 み 巧し 

I を 命を 起さ ば 旨を 一侧 じて 率を 起さ 

ん 、をは 墨阁 のた めよ かこ-スタ お 

一て 退職した るなら、 ウイ グ ソン 氏は 

吾良るな る も 帮盛頓 政府は 然ら ざる 

をら 云々 


手を のべて がら ば や 人は 罪の モ VJ 
巧 化 庭 じを るせ しかも 
〇 .. 

涵れを じ 化 遣らむ 願 ひ. 

君來 ませよ VJ 强ひ しも 化^- 
つ れ なしの 人 

〇 

つれな しや 昨日 巧 ひし；； ンケ チの； 

莖は あらや 君 どても ホ 


拙ち 約 二 千 二な 巧 萬 人の 大 軍を 勘 か 


ら 


A 集 王 首 邸を 退く 填 國の實 戰巧吿 

じ 先つ 事】 日 塞 王ピ 1 夕 1 は 國境じ 

一按 せる 首都べ グ グン ー ドを 引 沸び 化 

ての 政治 機 關及愈 要なる 財な 磯 願を 

をげ てせ 部を 南 じ 去る が 五十 哩の地 

ナプシ 市 じ 移す ど 共 じ ダニ ユ！ ブ河 

におせ る大鐵 橋を 破 巧せ しめを 圃じ 

I 向つ て動眞 かを 發 せ-^ 

A 别强國 の 態巧獨 逸は 一二 國刮盟 の 

關係上 壞國を おけて 络 S 國の 嚷國補 

I 巧を 巧審 すべき 義務 ぁら、 露國は W 

じ < スラブ 族なる セ 八 ビャ 王 留が壤 

I 國の ためじ 併を せらる； を 看 避ず る 

I 能は ざる 立攘に 巧ら、 英佛が 諸國ど 

の 願な は 云は や もがな 譬 報】 度び ま 

る や當時 地中海 上 じか 遊 中なら し 力 


ょ b の 最も 信賴 すべき 來電じ 化れば 

同嵐隆 楠は 填 露 間の 戰爭遂 じ 不可避 

ご 巧言せ し 由なる か 果せ ミ 哉 露國は 

お 國の賞 戦巧吿 VJ 典 じが 廿五 万の 常 

備 軍を 國墳じ 集中せ るの みならず あ 

じを 國じ おつて 豫 備兵徵 集の 命 かを 

I 發 せな 而 して 溝 國皇ホ 陛下は 親ら 海 

陡患總 摘揮官 どして を 軍を 綴 ベら る 

すく 從弟 三 n ラ ス 、 二 n ラ ユ ブ ィ チ 

太を 及び 陸軍 大を ソクホ ミリ ノフ縣 

軍は 副 總驚く して O ' 軍機を 词る べし 

尙獨 逸は. 露 閱の戰 髓じ應 ずるた 

め ま 化 目ょ ら戦圆 準備 じ 着 ホせ るが 
藤 獨雨皇 が 間の 親電は 今尙 頻繁 じを 

おされつ ミ ある も內 がは 發 表されず 
A 藤 州 大亂ど 兵力 比較 巧し 歐州太 

I 锐 起， りを S 圖 閲盟對 一二 岡 協約 闕 間の 
.— j 戰ず どなる VJ 假 をして 其 兵力を 比 絞 
‘—1 すれ-ば ぶの 如し 

麵境 伊吉 聞 同盟- 

陸軍 獨五巧 廿万懊 二な 巧が 巧 

せ 万を卽 八な 四十 万 
一海ぶ. 獨 S 巧 廿甫隻 おち 十四 隻 
が 巧 六十 九 裝を計 六な 八變 
‘英 游佛 一二 國 協約 

I 陸 带露お 巧 五十 万佛 四な 巧 お j 

AHH 二 萬 か 針 一千 廿 一二で 
お 滞 露 二 宵 せお 儲 四 巧 十九 隻 


.窠五 置 ハ 十 化を 合 かす 一な 八 婪亞ホ 利 加 村 志 お」 ご稱 したら 间俞 

をは 戰巧 陸海 軍のを なる か 巧し 化 大目 的 どせ る 所は 化 米を 衆 國がメ と 

こ*、 ♦•n _ I f 卜， ‘ . 


♦ホ 凰と 歐が 紛搔 のが 嚮 
A 大统領 が閒遜 氏の 與明ゥ 氏は 班 
樂両國 間の 紛爭じ 對し米 固は 其 平和 
的解决 手段 じ關 巧すべき やとの 質閒 
じ 答へ て、 巧 國は傅 統的玫 策を 維持 
し 西半球な 外め 諸國の 外交的 繫 ず ^ 
脚典する事なしどを言せ^、 之れ';^ 
巧が 曰滨總 和じ驟 係した る 前例を 蹈 
まざる 事を 戟 明した る ものなら 
A お國の 經濟み 不振と 米國 領事 報吿 
I 維 那駐巧 米國總 領事 デンビー 氏よ 6 
举が なが じ 達せる 報吿は 過日 發 表せ 
られ大 じ 世人の 注意を 惹け るが 巧は 
填國 じがけ る 目下の 經濟が 態は 過去 
一年間 極めて 不 おじして バグ ガン 戰 
爭の ため 多大の 影譬を 受けた る 織物 
エ まの 不振は 夕 数の 無職 業者を おし 
彼等は 銀 巧よ ら胖 をを 引出して まを 
费じ 宛て 居る の 化 態なら 云々 
株 ま 巧 煤の 影 懲歐抑 擾亂の 報 ま 
や 當地株 ま 巿據は 前週 0 巧 俄然 化 
をの 氣配 どなり、 欧州が 屬じ夕 おの 
株 生を おする が茶陀 太平が 銭 道が は 
; ホ 五 ポィントの 蟲 をを 示し ユニォン 
パシフィック 十と、 レップ ィング 兩 

I 鐵道 株サニ ポィント、 颁株サ r ホィ 
ントの 化を ミ なり 而て歐 畑大锐 じよ 
なて 夕 是の輸 おを なるべき 麥 はープ 
ブセグ じつき 一 H 九 仙 方 上騰せ る じ 
をし 棉は j 馆じ つき 一巧 五十 他簇を 
せり 因 じあ 去 五日 間ホ國 よら 流 巧 ザ 
るを 貨は 四千 五： 白 万 弗 じ 達す 


♦パナマ 述河閒 姐 期は と月廿 S 一 
I 陸 带乂恒 ダス リン 巧め 吿ボ じょり 一 
一 愈 巧 八月 十五 日 ィ ー確を したら 词 H ; 
後を 水 一二 十 映な 下の 船舶なら ば 化 一 
を 航を 許さる V し 化 一般 通 S 開げ 
が航 まの 爲 めじ ゲ王 タグ 地方 總 像： 
パ-^ マ 踐迸巧 社 じ 鶴せ し} 船 じし 一 
あ 今を 衆 凰々 巧なる ものを して 全； 
路じ瓦 b 恃じ菜 巧たら しいる 尊な _ 
が 巧 化'」 別段の 儀 まど 下は 無 かる 
しご 云 ふ 


♦羅甸 巧 ホ 利 加 叫 志 轉ブュ ノナ 

ス來带 と 巧 廿 四日 着 報じ 曰く 同地 

お 本 操を なせる 「赞墨 間を 曾」 即も 

I 米 W お 巧は 今度が あを 新 じし 「羅 


戰 じゾグ ダン 諸 國が參 加す る 事 ごな 

らば 陸軍 八！ マニア 五十 巧 ブグガ 

ャ化八 万 ホ 艦 ば お 十万 塞が 比 

I 强二巧 四十 巧 合計 巧サと 万 


コ 機ょり 化 中 南の 一二 亞ホ巧 加に 日 
て 懐 勢を 占め 骄 樵を 設を せんごせ 
大巧 必 じ掛抗 して 翻 はん 事を 盟へ 
のなら 这ぞ 


L 
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离奉 諸君の おがを 計ち 巧喀 親切を 旨 

と® す 巧く 咳 間 陵激街 申込 殺 下 度 お 
.窜誘 5 二 〇 八 化 プラィア ント 
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心ろ ^! 


中 お 修矿謀 白 


， Ja 巧 anes 巧 BO 巧 rdhv<- non 巧 e 

葵 Sands St. Brooklyn. 
巧 hone 驾 07 Main , 


ホ 幹 山 田 鈍 牛 

滑稽ぐ \ た t 

雜誌 トシ 責今 

ホ國 唯一、 元祖、 金看板の がを 
■ 滞 稽雜誌 むら、 讀み 巧き 奴は 
が 化 おして 腹の ぶを 破れ . 

シ ャトグ 、ドン チキ 祗を行 
人 毎月 十 司發巧 一部 拾 仙 


龍 細 cl 目 本人 


TPhe Nippoi 了 Jin Sha 
oreenwlch , oonn . 




謡 啓を々 御 引 立を 蒙ら 難ち が換陳 
者 今回 夏向き 御を 管 用の お々 なヴ H 
本襄モ 類 '' 巧 巧雜誌 等い ろ / \ 巧 巧 . 

到 畜化お 問 些少 じ 巧らず 街 巧. 巧き 抑 
せ けられた < 偏じ顕 上を-^ 慎 
瞄が 巧な あ 晒 品目 錄は御 一 おお 興 
御呈送 申上淚 

‘ 新 育ボ東 五十ん 了 目 巧 十、 な 十二を 


U 


SSS - I 就 $ 2 巧 蘭 巧 


電語 プラザ ー ホと 八 





暑中 御 伺 申 上 候 

巧 食 巧 口 m の 儀は 特にな 赞 . の. 稱墙 
旨 どし 絕體 ' じ P ミ- e ?oa Lis .じ 化ら ザ 

致 お ホ お 

荷澤山 入荷を 候へ ばが ネ 御を V わ 



趟 


す 



韓 


一 東を 電報 

I ス issM * •■■て* ぶ** <*•■，■■• 

: 日本と 歐 州擾亂 

I 化 H 東 巧發電 
睐 州の あ 磯じ對 する H 本の 態度は 巧 
部 i, 觀望歧 巧」 ごら 稱ず ベく、 若し 英 
願が 戰亂の 渦中 じ 巧き 込まれ 據を父 
なが 度 ホ 巧に 於て ぶ懼 利を 化さる、 


本 最近 信 


' 1 


I 參 と化驾 香かず 資美倉 紐 目で じ 力め 廣 東には シン— 睐烟 明の 一 h 官革兩 波の 腕み を 要する じ亨 

■ 本 己 命 - • ぶる 孫 逸 h 柯海島 等ょ 現 お 夕數歸 國し淺 口武昌 じは 季雨寐 の j 辜 被統ど 革命 黨 ごは 晩み を ひめを 

r A ft • > . f 、 w 、一 、 t • I. Id# «n . • •、こ 1* .1 ミ— 、 f • [こ / >Ily — 一 vr i 1#^ 

もさ 口 ふべ 


I 義靈 世 — fiLlif 部下 蠢 人込み ’t 湖南 一」 は黃菱 

I して 名 質 相伴 ふ 巧キ國 だら しめんた 

め 愈々 党云ぞ 命じ 着手し 龍ね てを が 
I 中なる 大倉苗 八郞 氏を 說 いて 联資借 

入れのを がを 取纖 めん ごせる 際 おお 


; 煤 をはけ お-^ 盟を遵 ザして 英 國；？ 爲實 端な くもを 相大腰 伯の 採 知す る 所 

: じ戰 ふべ きら、 幸 ひじ 戰 線の 院域歐 てな b 與 を針靈 をく 滿 被せる ため 亡 


を 

な 

五 

十 

八 

號 


州に 限らる \ にがては 嚴正 中立を ザ 

え 笛な ゥ 

谦 京め 諸 新聞紙は。 國 がが おぶ 面 S 

を 力を 轉 じて 踩 州に 向 し， びる i ど 

ならば 日本は 化 虛じ乘 じて 大陸 じ 某 

一势 力を 概 張す るを 得べ しご 論じ 义 n 

ぶ 両齒は 化際紛 機み 調 訂を爲 ず 可し 

と捉 淡せ る あめ 6 、 ホ國 第一 艦隊 U 

ち 下 東京 轉 にお 泊 中に： 媒 一一 縣隊は 
I 朝鮮な 游じ 於て 水银 おの お留 じ從事 

し 短れ ら 

♦を 博 觀ホ閣 那蕾ど 外務 違を 樽 開 

.貧 期 漸くが あせる ためを ホ 面 じて を 

'膊觀 ホ 脚のを 盛 ぁらお 洋滨 船を 社 じ 

では お 船 一一な あの 中等を を 準備し 化 

挺旅费 Ml な 圆を港 1 グ 月の 滯が豐 な 

的に . ； - 掠额 四な 脚の 觀ホ 脚を 組織 — 

み w 木 道 綱 山：：！ 熊お兩 氏ら 亦 別 じ觀化 

灯 3 のな 盡 中なる か 外務 ぷは 闊； 蜜に 

一斟 しても 亦 八を お 取締ら をな さんご - 

す る 様子な b 



一 ® S 井 垂な速 上吿の 準備中 過 りお 

_ 巧 — 陈の 巧みに 於て S が 物潇宵 祉蓝巧 

「おが 謙 S がが 鶴太郞 等は 敢 銭な 二を 

I 山 本條太 郎は间 一年の 宣吿 をを けた 

一る か茲 からす 卜； 吿の 迷び じ 巧づべ < 

呂下 其単備 中なら ご 摩 へらる 

ii __ ご ■ 二 .- 1- 

一 晚 をが 發お 廿二日 

: ♦東印度ん 恨を がんで 歸 がす 愈 今 

一戟五 時を なて 卜 ' 海 ：-! 向つ てが 鋪 せら 

I を 摇は晓 じ 昨 H 巧这を 終ら 巡が 髓ン 

は 本 U 灌外よ 十五 嗤の 海上を 


命な 等 円々 を處 じを 曾し 1 協 畿を遂 

げ つ'、. めら I 力 じぶ を 採の 暗中 飛 離 
益々 減ん じして 柬巧駐 湖 陸を 化は 十 

湖 長文 電報を 化 京 政が じ 發し宏 

I 政府は 目下が 方面 馨戒 中なら 

♦大 殴を か 言明を お 化 ホ 巡遊 中な 
る大隣 首相は ホ 巧 十一 一一 H 大が じがて 
膽 秘め 蔥志 なき 旨 言明せ しため 政ぶ 
待 じて は将た b 赞 しど ばから じ騷ぎ 
立てな が大じ 沸騰し つ！ ぁ b 

♦ち 那第兰 革命 あ 巧ち 那 じがけ る 

人む の 働 搖は築 一 第二を 命 命 前 じ 比 

し 一 恩 其 だしき もの あらを 命 黨貴か 

化閒 じがて 狼 I 二 革命を 實朽 せんど 晝 

策し つ； あるは 疑 ふ 巧らざる 事實な 

るか 併し お 運動は 世間 じ 傅 へらる！ 


V 


I お 鳴 等の 部下 夕跋驻 巧し 居らて 化 地 i の ホ國じ 歸國中 るか 如き 玲化運 励 一を 與げ をを なる 端を をな す 事 ミ 
を 策源地 どして を 省ぎ か姨 どの 聯絡 一の ためなら ど 云 ふ 借ず . べき 禪も あらな b た 6 委员大 がみ 唐 お"」 廿 ミ歲說 


果 し',」 がれの 剪 力 か 化を 
一派 旣じ 活動を 關 おしを 徽 じて じ納 I 腿 倒すべき やは 今の 處豫 富し 雞き次 
义 尉め 部下 旣じ岡 地 巧遵ご 聯絡せ る 第なる 今年を 江 一躍は が 化ぶ じ 水 
の 形跡 あ 6 ぶ 他山 東に 於て は陳 おを 1 寒 じよら て 収獲の 豫想 思は しから 中 


I 戴 天 化の 運動 効を 奏して 靑踪 じは 夕 

数の 巧 志 者 ぁり 今や 革命 黨 W 勢力は 

廣隸堪 を 除きて はお.，、」 ずの ぶばざる 
所な < 彼等は 巧 じ 探侦の 物色を 避け 
て 同を の糾をじ力めつ ：ぁ 
A 革命 ホ 略の 協 諮是ど 3 て 血氣の 
徒は 速が じ 事を 舉 げんど 逸 b 短 るら 

の少 からず 是か爲 めを か黨 領袖 連け 
目下 巧 慰撫 方 じ 困ら おる を 煤 じて ホ 
了 ハ 巧 中 甸を命 派ち 甄 速が ぶ處じ 待を 
せる は 革命 方略 時機 等を 協議 せんか 
j 爲 じて 其 隙な 逸 仙 一派の 理論 派を 興 
派の 武人 派 並 じ 陳其类 巧 海 嗚维の 
々壯 派との 間 じは 夕少感 見の 相違み 
しも 結局 第二 革命の ち 敗は が 領袖 
i 間 じ 於け る 意志の 軸 離に 化る 事少か 
ら ざれ 成 小異を 驗 て； 大刮を 採る ベ 
をつ 此次孽 命の 成否は 列强 との 離 
j 係 上 革命 黨將 巧の 立 撰 にお 響す る 所 
大 なれば 愼垂 事じ從 ふべ しごい ふじ 
^ 巧し 其 嵩ま 那巧地 じ 於け る閒志 おじ 


か 如く 目前の 間 じを まれる もの ごは ’ 

倩せられ ずが 盡 策は 僅 じ 巧 初期に 入 巧 宅す る VJ おじ 佛國 じがけ る 張繼ホ 

れるじ 過ぎず して 若し 其靈 策が 巧す 烈釣兩 氏に 勃して は歐 加の 官お をし 

るら 巧 磯げ 期は 早く も 本年の 秋なる 


I 殊じぞ 命の 本 機なる 湖南に お 年 稀な 

る 水 寒 なれば 巧 命の 勃踞 じは 魔へ 向 
きどい . ぶべ，、 本年 巧 じ 第； 二が 命の 勃 
發 すべきは 巧で 疑な きらの； 如/、 某 
I 革命 黨領础 は 記を じ對し 本年 內じ於 
て 支那 じ 何帛か 大歌 かの 轴 おすべき 
は斷 言し 得べ しど 語れり . 


ボ _ 


词 船を 見送る 萬なる が 間' I 巧の 首領 

おる ガ ー トシ シは 本國出 抓の 駭願係 

^ を 一岡 じ 嘗錄し 巧し 乂賴の 目的を を 

ぅし 将 ずん ば 歸國 後裝 陶じ對 して 反 

敵を 爲 すべし どの 契約を 爲サる 事 ど 

一て 恨怨深 <膽 じ 徹せる のが ホら 巧晚 

i 香 波が おの 東が 废 人よ あお-船 じ便乘 

一して 歸國 したる が是 等は 何れも 歸圃 

一を 革命 锁則齊 じを おすべき 局 育 明し 

馆ぬ 加奈陀 政 前 じ 於て を揣其 他是が 

ため 支出した るを 额は少 < も r 力 巧 

な h に 違せ b 


A 南ぶ 那の 革命 教 

な 化 方 じ 於け る藉 固投黨 員は 夕 

_ 上 おじ 避難し 爲じ化 ま那じ 於て は 泉 

總統反 掛の聲 は 殆んで 経へ しら 上海 

I ぶび. おな 一帶 にがては 化導 圖を 黛の 

運動み 第じ茄 ずを 發し是 れど共 じ 第： 

一を 命を 解散 せられし 兵 ± 等は 解 載 

I 當時 をけ たる 資金を 消 费し盡 して 窮 

乏の餘 b 亂をお ふの 徒 多く 加 之を 總 

統治す のが 政素亂 はを おじ 於て 濫發 

された る祗 常を 整理ず る 能は や 商工 

j 紫は ために 不振を 梅め 巧 おの 政が じ 

對 すろ 反感は 漸ホ增 進し 巧らん どす 

る 倾向ぁ も 殊に 白 狼め 娼獄ば 甚だし 

をが 府の縣 威を 失 酸せ しめを 命黨 

をして 益々 巧 勢力を 伸ばさし めを 命 

I 熱大 じ勃與 する じ 至れ 

A 举み黨 の 速 職 現今 革命 黛の 運動 

は 漸み赌 大して 白 狼 どの 聯銳 も完を 

I じ 成 巧し 白 狼め ち 魁 白 朗は其 腹必を I 

おして 上海 漢口 じ駐 巧せ しめ 革命 黨 

I 員と 策應 してち 単を を 制する じ 巧め 

主 海 じは お 黄兩領 補を 始め 陳其美 何 


て 革命 窺め な攘を 了解せ しむる じ 巧 

むべき 旨' を 打電し 乂圆官 民 じ おする 

が 年の ク ー ダタ I 運動の たみ じは 黄 興を 派逍 する お VJ 

^ な b 黃 氏は 之が 爲め 米國じ 出を せる 

I もの ~ 'かし 

◄を 總統の 豫防策 之に 對 しを 總統 

は 譬戒を さ '-.^ 怠^なくを ホ 巧なる 

都ボ じがて は 探偵の 綱を 張 b 海關じ 

一 藤 命して 武器 彈藥の 密輸入を 取締る 

ど 共 じを 椎 統一の 急を 威じ摄 近を 都 

がょ ら兵權 をを ひ腹必 段其瑞 、媽卽 

奪、 段を 貴 等を をれ 等の 指揮官 じ 巧 

と 革命 じ備 へつ： あら 併しを 總統か 

I 餘ら じを 確 集中 じ 急 じして 長な 一耶 

の 防備を 化 ま 那带隊 を 0 て せんごす 

るの 結果は 南ち 那最隊 をして 巧つ て 

革命 黨に 同情す るの 結果を 生じ 南を 

那 じがけ る 危機は 一廢 甚だしき を 加 

へたる もの： かし 义 今回 お 貧 傅 ± の 

歸國じ 隙し 袁總統 か大殴 首相 じ 革命 

歲じ 臨す る 傅 言を なせ 6 VJ は 化 巧電 
帶の 報ずる 所なる かを 緩 統か第 ご 豪 I 

命豫 巧の ため 欧米 諮 國卜蓮 動し つ： 

をる は 事 貪なる か 如く 總統 顧問 モブ 

ソン 氏の 歸國 及び 巧巧閒 ロッグ ヒ八 


♦おおが 池 所增愚 海軍は お 巧 重油 

j 燃料 じ おし 涯燒ホ 誇を 執ら 來れ るた 
め 自然 お 独椎の 設嚴夕 から や 僅か じ 
一 橫顯資 軍港に のみ 之 れゐら しか 遐般 

ネ 、寶 巧の 兩内 納會姊 じて は 叙む 
じ 佐 化が、 舞 鶴の 巧 軍 潘へ重 地 納入 

I 契約を 締始し 目 y 神 巧を 崎吳め S 造 

船 所 じがて 纔裝 I 丄率 中なる な 哪の綿 

蛛艦 擦ぶ、 « 島 及び 新 戰鑑扶 を 並に 
橫须潰 じて 縱 装を おじ 近き 親 巡な 髓 

比敏は 勿論 英佛 兩圃遮 船： 所 じ 於て 建 
1 を 4 なる 娛逐艦 潜水 艇を 二隻の 就役 
ど おじ 一 曆電她 の 使用 額增 加す るの 
みならず 尙甲魄 比較的を 數の 顆逐黯 
建造 就役を 必要 どず ベ/、 殊に 近時 則 
齒 海軍は 其戰黯 速力 お大じ 競ず 的 傾 
I 向 あるじ かれ 戰術用 常 じ戰經 じ對し 
I ては 少く VJ もホ哑 0 上み 快速 ガ をな 


ごな したを ホ 巧を 巧し 大な 陸軍 ホ官 
も 之を 説 どける もの‘、 如く なれば 結 
.叫に 化邊 にて 巧を ふべ く 最後の みを 
.じん 巧 中な なるべし ご ■ 

: • I 

♦航常 浦 助を 巧 年 巧 遞信省 豫算槪 - 

I 综。 *,1 巧に 大藏省 じ廻附 された るか 
j 航路 補助 じ 就て K 脚す る 巧に 化れば 
I 處盾 省よ ら槪算 萬に 計上した る もの 
は 大糖じ 於て 第 化 一 遂會じ 提出せ し 
み ご 大差な き 由ち なが 棠の 補助 總 
I 滞は 八 L りぶ 十で 画なら しじ 對し 政を ^ 

齊： 衆議 おにめ て 二 巧 五十で 圆を削 
'喊し 其 中 巧 五十 巧圓を じが 馬が 路じ 
一 振を 存萬圃 はを お 補助 裳より 臧额 

j する 事ぶ したる じ 商 志 曾は 右 八 巧 五 

™ 十 巧圆よ 61 二を 万' 圓 を削媒 する のみ 
ならず むお縣 航路 延期 說をホ 張せ る 
行 巧^ トー 势ひ現 內關の 閣議 どして は 
™ 遞僖 省の 耍あ额 をを 然認 がし 難き 立 

場になる はか 論藏廢 稅め閲 慰ら ゐ 
財源の 鄰を 上む 奈お 航路の 延觀說 ち^ 

ツを？ J して 現 ミべ く 大藏巧 じ 於 冷 

ける をを 如 巧は 巧 目の 必要 あるべし^ 

手な、 手找 地、 ブ！ プ 八掛 等 

•を 制な ぞ案敎 巧 調奄舒 にて さを 製 S を 歲义 一で 

H 牛を 庭より 栗 千 之 助 巧の 提お I 3 k •トラィ 穿 Ad 

に 係る S な 囊馨篇 《み 養^ E 寺 f •ッ 庭售一 

齊開會 出席を は 一木 副緻 栽な 下 小松^ 乂ち P 0 N nRY GOQDm 00 

巧、 あ 瀬、 鑽 化、 一一 一 - H 、 水 野、 な 木 一^ 房 一ぎ adw さ N . Y ' 

乂 唐、' を 旧、 高木、 山 崖め 請 氏に 一し 
一教な 上 か 席したり 小が おを 委員長 席^ 


屢 じゐら ては I 霊 辄燃瓷 si 時間 じ 互ら てな 蓋の 震 ~ を.‘ 

J ‘ ’ ■• 、 . I •一.** < ♦ h yt •ご 4 / 


嬰を 認められつ ミ あるょ b かね 
I が國 海軍は 化 時 連 じ 鑑み 明が 巧豫奠 
じ禮上 殺瞄を ごして 差 常， りを が 摧に 
少 / 、 どもが 一衛の 貯油 巧設睛 かがを； お 
上す る 由なる か 談豫算 通過め ム はお 

ちじ 卷 手し 更に 明年 巧 巧 後® 械 購入 

额も增 加 さるべし 


日本 及 ま挪巧 隔週 火曜 
日 午前 十 時シャ トグ大 
北 锁道お 橋ょ 6 左の 通 
b 出帆す 

を 渡义 と 月 十四日 
機 お 化 と 巧サ 八日 
阿波 化 八月 十 一 a 
靜岡化 乂巧廿 五日 
丹 波 化 九 巧 八日 
安强化 九月 廿 二日 

A 但し ニユ ー ョ ー クは 

此 H 限ょ 6 五 H 前 じ 
御 お 發有么 度 候 
A 運 貧 

シャト グ橫濱 神戶間 
一等 な 十 巧 
二等と 十五 お 
ご 一等 四十 一二 弗 五十 他 
ンャト グ巧司 間 
一等な 十五 巧 

二等 车弗 

ご專 四十 一二 弗 亞十仙 

雜船 I 會祇 

シ ャトグ 出張所 
切 巧 おみ 新 育 新報 ft 


♦役ち 猶豫 年限 協議 現わ 劍 じある 

巧國學化の徴お猶が最离年限は ^ 

歳 なれで 外 固の 例 じ 鑑み 狂つ 碑々 の 

举 精ょ b 改正の 餘 地を 認めが 方を 及 

び 形式 じつき 敎 育調杳 おじ 諮 閒し诞 

旧 前文 相當 時文 部 陸を 兩堪 まがめ お 

架 サ五歳 じ 則で ぐる 樂 ごし 本年 二 巧 

の 繰を じ附 したる も 求 だみ まじま 
I ホして み 脚め 巧を ピ なら 化つ 了す が： 


I 化を 述べた b ぶ 姑の 大耍 左の かし 

.嵩 等學 校'^ 煤す る 事 
當發の 巾 中學校 じーグ 年の 補 巧 
件を 殺く 事 

が 化補滸 科は 追て 中學 おの 完備を 
:巧 て潑 止す る 事 
中 舉校鄉 お 巧 ょら 進入ず る學校 
は大単 校郞も ヵレ ー ジゴす る 事 
大學 校の 修莱 年限は 一二 年 力 至 四 

お， ごする 事 

高を 學 おは 之を 年期 四 年の 大學一 

でしを 傲の' 學 科を 授 くる 事 
が 中を 校が 兜 おの 設嚴を 許す 事 I 

を、 野、 エ學 は學 磐大學 ニヶ 年の 

課 おを 終へ たる もの じ 入學を 許し 

ザ 限を 附 せざる 掌 

I あ 遊 盛 ぷめ总 を じ對 して 江 木 氏 よら 

心附. 巧に あ 一 わる 說明 不備の なを 補 巧し 


基督 敎修馨 

を 宿 (舍 西な サ云了 目な Q . 二番} 
日曜日 集を 午を 八 時 敎會內 じて 
聖書 研究 食 日 腿 午を 一二 時 (修道 會} 
I 祈禱 會木歷 午后 八 時 (館 じて) 
1 讀善會 第二 第 四を 曜 午を 八 時 
英語 學 校. 巧 火水を 午後 八 時ょ b 

が師 大掘篤 
電話 八 一九 ー ニモ 1 _1 ング サイド 


お pl¥s 1 ゐ！ 诀を 

誠を したる かを 案は 時期に 適せざる 子 章 ^ ; 阿 t - 

のみならず 化 撰が もを きを 0 てあ ^ 
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主日 本 巧 藏車藏 船 

切符 取次 茲 ii 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

八 ヒャ其 他萊鄭 巧れ。 地方ょ 
h 御 出立の 域 をら 取次 可ホ駭 

矣 手紙 取次ず f パき 一 を 

; ◄を 國 語纖譯 

乂通辨 

柳 巧 資巧氏 落 

乂鮮 賴實業 經營法 

定俄 一冊 金 寮 巧 

„ 總脊 新報 社 
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も 餘す所 僅か じ 六 セケ 巧、 協替 株式 I ま夕數 ある も 只 帝劇 女優の みを 選を 


乂第 二回 母闕訪 

.閒團 員 募集 

I'i 、 御卵位式廷期のため^5^ 

改正 

、經费 一人 一 ，一巧 四十 弗 I 

、十月 上が おを H 本 滯化約 四グ巧 

、 俄 ホ 票を する 】 般 

同胞ょ b 裳 集 

、- ホる*^ 及び^ 

のん， を 預り时 がする 

を 一名 Q 雙雪 ホむ 

委规照 貧 

一、 詳細は 改正 規則 ミ- 

中 込 次第 進呈す 

紐 育巧喊 訪閒觸 本部 

新 靑巧第 六 巧 二參八 

ホ 馨棘當 平 


を 社の 設立、 山 脇 事務官 長の 巧を 等 
で較や 人氣闽 鞭の 饭な きじ ホ や だか 

果してが 果を 結んで 永义 じだ 留 邦人 I 

の 天下 泰平を-お’ くじ 至る や 否やを だ 
疑 間で ぁる、 只 吾輩は 旨み の 立躁か 
らんても 糖 幕び たら ざらん 事を 訴み 

巧 第 だ 

耻脇樂 おを 官は過 H 巧を ホ 横 說そ拭 
みて 皆ん なを 靑 じせた、 熱む の稻は 
敬服の まら》」 しても 先生 か 日 ホ 親を 1 

じ 言及した 所な ごは 卿 か 云は ず もが 

なで ぁつた、 を 博 か 日米 親を のへ 八 
プじ G るな で {勿 體 ぶつて 言つ た 所 

で 茶は 沸かない、 子 1 を さぅ じ やな 

， > 

し 力 

剧の備 引 白 頭 君 協賛 會 社め 總 支配人 
ど ぁつて 元氣 旺盛 熱 也に 株を の 募集 

じ從 ホし つ i ある、々 度は 翁 もが 身 

の 勇を 鼓して シコ タマ 儲ける 計畫で 

あらぅ、 な 髮頭 まを 前後 左ち セ轉八 

圓 して 高談 雄 辯 四逛を 驚かす 所 巧 紐 

I 當時ど 異ならぬ 

蔚 らしき 女の 歌 川 若菜 ホを は 去 十八 

H クォ ー グ ドの 城を 替ど闊 がして ホ 

一管、 セント フランシス ホ テグ じ 陣取 

つて 劈頭 第 一 衆 港 新 蘭 記者を が じを 

いた、 新ら しき 女 ホに 樣 々の お 評は 

をれ まいが、 がの 彼の ど 云 つても 女 

をは 才媛 だ、 巧 冀も 聊か 思 巧な きじ 

非ず だが あ ふじ アンナ 女傑は 一所 じ 

化む ょ b も遙 かじ 郎 めて 憧憬した ホ 

がょ いか も 知れん、 化し 向 ふじ 思な 

あらやを やは 吾輩の 知る 所 じ 非ず だ 

I 城を 君は を槐 開催中が 肯ゥォ ー グ 

の 通信を する 篱 

おが 赤 尾 組の 赤 おさんは 歸 朝のを 過 

日 當地じ 立 巧ら 故 服 部經雄 巧の 黨送 

i やら 巧 禮を濟 まし 晚香 波から 乘 船の 

I 酱で本 a 出發 された、 化生の 駄ジヤ 

レ じは 吾 冀も大 ひじ 當 てられた、 サ 

1 ナラ ホ 御出で 


:し 他は 許可せ ざる 方針な b 云々 ご 云 I ホ 緋を幸 ひ 明 二日 {日 腿} 午後 八が 


るが 先頃め 日本 ょらの 報 海 ど 棚 埃 
つて ホ 劇 女優の 巧 ホすべき は 疑な き 
所な なべ < 巧 際は を 地 じら 巡業す ベ 
ければ 大層な 人騷 がせ ど 罪を 6 も あ 
べし 


•日本 VJ 自動車 需要 乂國製 自動 単 

^^日本へ輸出するの用件を帶びリ本 

へ 赴き 化 程歸乂 したる ベラ ー ス 氏は 

語らて 曰く 日本 じめ ける 自動 ザの 流 

|巧は漸巧盛况ご^;*ら巧|_貝巧らな好な 

るが 最も 需要の 多き は 下等 品 じして 

j おじ 上級の 人 ± は 最上 等の H 本を 一 


桑 港た ょり 

I 巧を 港を 巧 かが 

ャ ー 俗佛 がが、 久澗 多-罪、 償 巧 桑 0 

一巧な かじ 天下の 大勢を 難つ て おる が 

氣述ホ だ 熟せざる もの あるか 廣 張ら 

をの 降つ て 巧 さぅ。 天 氣模樣 も 見へ 

ない、 併しを 港は をて 吾 截か萬 丈の 

，氣搬 を 吐いて 居た 時 どは 違つ てを お 

なの 元氣も 著しく 哀 rl 居る やうな 

i 有様、 雜 巧が、 が お 業者、 わ理 崖、 


當籍巧 等 も氣勢 おじ 不 おでを 旧 碧が 

がう も 世の中 か變る もの かご 轉た懷 一 ♦ホ 劇 女優を 巧 米 せん 
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を 校 化を 者 賴獅猛 、川 澄明 敏爾 巧の 


特別 廣吿 

左の 地方 じな 留 する 者 在 雜脊領 

I 事 舘じ證 明を 求めん ごする 時は 必や 
一紳 育 日本人 會を經 て 出願すべし 
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ニュ^— ジヤー ■シ^—、 ペン シ 
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べき 證 明の 禪類 左の 如し 
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英文 身み 證明 

手な 料は 従前の 通ら 
證 明巧證 事務 じ 願ず る 細則は 紐 

1 肯日 本乂會 をして 之を をめ しむ 

をは 大正 S 年 八月 一 H ょ b 之を 

姬巧す 

大正 一一 一年と 巧サ 五日 

在 紐育總 領事 化理 

領事 來柄 S 識 


万圆 位の ものを 購 ホし 米 國 にて 最 

需要 多き 中等 品は 更じ賣 行かず 而し 

て么を 使用す るは 殆んで 都會じ 限を 

されつ N ゐら尙 H 本の 道路は 一般 じ 

すを なれば 自動 ザの 通 やる 據所 甚だ 
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の 規定を もを けたり ご 

、日本人 食の 保 證を耍 .する 諸證明 

願嘗は 必ず 日本人 會 規定の 颇馨用 

紙 じ 記入すべし 

、願 思 用紙 U 本人の 請 あじ 從ひ實 

を ( 二 枚 五 仙) をな て本會 より 巧附 

すべし 

な 上の 規定は 八月 一日よ わ實 がする 

I 尝 なり ど 


盛况を 見ざる ならん 殊じ 困難なる は 

東京 巿中じ 於ても 自動 本を 馳ら すを 

ある 時は 不良のを ホ 等が 態ご衡 突し 

し 措 傷を 輿へ 乍ら 損蒂を 要求す る も 

の あり 之が ため 華客へ 自動せ ザを 引渡 
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聯 を說敎 待を 催 ほし 一 殺み 巧 故を 
を 望す ご 

♦大が お H 記を 大願 格郞巧 は 近々 
を おの 篱 なゎ 

♦大が 朝： n 常 地 特狠員 化 山 幹ぶ 氏 
目下 巧化雜 地方 視を 中なる •か 晚裔が 
を經て お々 巧莫 すべし 
• : n 會幹拳 堀 巧 氏 お 張 氏は ボス ト 
费府 地方 U 本人 證明 率を、 聯統带 
i 項 じ關し 出張、' 八 巧 十五 々着手 
词巧を じ 終了す る豫 をに てが 巧々 面 
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常 晋 1 

大學令 改正 ご 私立 學校 

人 見 ■潤 

聞 < 所 じ 化れば が 巧 銳怠敎 育 巧欧の 

改善を 謀 ^ つ-^ をる 一木 文部 义 おは 

己で じ大學 みな 正の 爲 めじ ~ 通 b の 

調を を 了へ 專巧學 お 局長を して j を 

を 具せ しめ おじ 髙等敎 育 會雜じ 下し 

て 之を 諮問 せんどし つ あら ど 今 ザ 

新案なら VJ して 傅 へらる i ものを 見 

れば 要目 か 左 ‘ぅ 

を お 立 大學は 一巧 紫く は 二 科な 

上を なて 成立す る 載 

修業年限 はを 巧 一二 年 0 上 ごし 之 

じ 二 年 半な 上の 大學豫 科を 附設 

する 事 

大學豫 巧のを 巧 定員を I 學級四 

十 名の 下 ど する 事 
敎 員の 巧 巧 資格 じ 一定の 標準を 

設 くる 奉 

I 五を がの 月謝ぶ 之 ごを せて 其大學 

の 維持 じま陪 なき お 度の 一 収入を 

生ず V き 資虚を 巧す る 事 

卒業 著の 資格が 逝ぶ 學± の名稱 

等て 總てホ 國大學 卒業 あご 树 j 

なるべき 事 

をを 立 大學は 博 古の お 應權を 巧 

する 事 

を あ 立 大學お 通の 協雜 おを 設け 

博 モの推 廳を决 する 奉 

I 抑 現 巧 大學か (躍 じ 只 帝 國大學 々あ 

のみ) 改正の 必要 明なる は 勿論 じ 

I して か： る 事を 今 H の 間 題 どせ ざる 

がらざる 巧 こを 寧ろ 遺 城 どせ ざる 能 

はざる どころ なれ、 而 かも 率 固よ 


る ご お 人なる ごの 相異 じょら 其 設立 

の 認可 乃至を 楽 生の 資格 待遇 等 じ 差 

別を 立つ るか 如きは 甚だ 巧な なき 僻 

華 たるべし、 蓋し 大學の 事業た る や 
を 立 ごな 立と を閱 はず 固と 是巧 <圓 

家人 民の ためじす る ものな な 即ち 苟 
も 其 設備 じして 目的 じ 叶 ふ ホけ 完備 


も 御注吿 かぁつた ので 病氣 保養を 名 

じ歸 つて ホました 兎 じ 巧 私は 今一度 

ァノ乂 の 侧へ參 ります ょ ソンから ぁ 

の 人 じは 私の かじ 支那 婦人の 妾 か 四 

人 も をら ぷ上澤 山の 藝 者を 務 詰で 盛 

んな ものです をの 义四 人の 妾 ごの 閒 

I じ 八 人の子が をら 邸內で 別々 の 家に 


の 者た る 0 上 其 設立者の 資格のを を 住つ て兵烫 じな をれ て 用必嚴 重です 


^ か 巧 じよら て 異なる に るら ホ、 其 用 


己 じ间 じどせば 其備 ふる 所は 劃一な か 皆して 吳れ ます、 むま 間 志 か 顔を 


j らんよら は 寧ろ 多 槐夕樣 ならん 事を 


要する じ 非ず や、 余輩は 特に 之を をは 二 万人 位 居る でし やうを の 上 奉 天 


面 


寿 


と 


八 


ホの 劃一 的學 欄の 結 あじ 徵 して 化 言 

の 謬らざる 所な を 思は ずん ば をらず 

I なじ 今闽 文相の 改正案なる ものを 見 

る じ 化 おじ 於ても 之を 賛成す るを 棒 

-ら ず、 おし 夫れ 此な正 じ 伴 ふ 巧の 化 

て 設備 完全の 要 あ、 殊に 犬 學豫巧 じ 

I 充 みのを 限を 要する 條 かの 如きは を 

I 巧 之を をと せざる のみならず 巧 かじ 

ぶ 極めて 必要なる 所 0 を認 むる もの 

を 


參睡 ゆい ダィヤの 女 

般化霖 の 妾で 軍事 探偵との 嫌疑を 受 

けた 元の 奉 天藝妓 小錄事 宮家せ せ 

十 化) は 過日 兵庫凑 町の 自 まへ 一年 

叛で歸 つた 水色の 絕の羅 じ 對の夏 

を纏ひ ィカラ證じを緣跟纔左 

I 右の 兩 手は ダィヤの の < 純金の 指環 

を 四つ 迄は めて 身 邊まば ゆき 其 有様 

は 生さぬ仲の 淸 岡を 江を 生の もので 

なる ど 思へ ば 間違な く 化ポ チヤで ホ 

脚の おお 如柯 にも 支那 向の 美人 ど受 

I おられた、 姬路 よら 間 車の 記者 じ 向 

つて 語る、 よ < を りました ね、 をは 


一 お 共の 寢 具の 上げ下ろし などは 兵隊 


をはせ る 事は まあを らま せんよ 兵隊 


の 半み の 地所は 皆アノ 人の 所ち ださ 

-で すが 其 代り 二 万人の 兵隊は 皆ア 
ノ人か 養は ねばならず 化 京の 袁 さん 

の 方からは】 文 も 賞 ふの ぢやゐ らま 

せん 


巧 富 


韶 


あ < 理想的なる 能は ず實陈 補々 の带 去を の 今頃から 奉 天で 棲を 取つ て 居 


情 じ 基づきた る 現 巧大學 かに 就て は 

ぞく 之を 云 ふを 巧ゐ ざれで も 只么ど 

比較して はなで 案の 優 おじして な 進 

ホ 的なる 事 毫も 疑を 要せ 中、 余樂は 


たのです が 半季 ばから 經 つど 0 本人 

艾那 人を 併の 大裳會 じ 招かれて をの 

I 時 アノ人 襄作霖 だ 見 染められ たの 

です サ •、後 滿鐵の 佐 藤さん から お 語が 


速に 其み 定實 施の 運び じ まらん 带を ございま したが 彼 地では 支那 人を 客 


な 

五 


; ホ 望して 己まざる な 6、 今化义 相を 

じつき 簡 短に 其な 正のを あなる もの 

一 おを 指摘 せんか 第一、 從巧 文部が 

の ホ かどして 所謂 おを 大學 制を 撼榜 I 

I し 舉科觀 を 非 どせ しが 如きは が 巧 も _ 

する 所がを < 奉 實の見 常を 露 6 た 

る じ 過ぎ •さるもの あら、 余 冀は今 採 

じ 其 詳論 じぶ ぶの 煩を 化く も 果して 

I 文相 案の か < じを あな 大學は 一 科 お 

は 二 巧 0 上を なて 成立す る 事 どし 

视 jj 所謂 單碑 制を ら認 わる 事 どならん じ 

な 今更ら 乍ら じ是れ ホが 當を 得た 6 

云は ざる 巧ら や 第二、 をぶな^ 

I 別即も 設備 及な 結 載が 効 じよる じ 非 

j ずして 徒 じ 只 設立を の赞 がが を 人た 


A 

號 


じします ど人氣 じ障自 ますので 素氣 j 

な <斷 はらましたら 今度は 否應 なし 

じ 落籍され たのです それから 彼是れ 

五ヶ 巧 じな b ますが 近ち まが 軍 華 探 _ 

I 偵 だつ てね い 貴を、 大變な 評 巧なん 

です が一髓 誰が こんな 評判を 立てた 

かどい ふじ 通譯の 日本人が 妾が ァノ 

人 のげ じがたん では 他の 藝 者を をな 

I 持つ 事 か 出 巧ず 結局 懐中 勘を か 違 ふ 

ピ いふので をの 腹癒せ じ やつね ので 

す、 而も をれ を 總督の 所へ 吹つ こん 

だのです アノ 人は 大層 物の 解つ た贊 

い 人なん ですから テン デ 笑つ て 相手 

もしませんで したが 總瞥 からを 意 

1 をされ る..- s . f ク霞 島さん から 


グゥを 貧 ふ 虎 じ 非ず、 猫の 如く 手 

I 招きして 客を 呼ぶ やつ がれの 近狀自 

^ みながら 可哀想な b 、 瞻る事 左の 如 
-し (アス ベリ！ 仙人) 

夕を み 玉屋め を じ 顔 見られ 
淺ま しや 議の寢 巧 じな ヶ日 
例のを 男 昨 巧 玉屋を 辭 して 漂が 巧 < 
巧を 知らず ' ' 

短 俊 や 見果てぬ 夢の 懐かし < 
ガは燈 じ 集まら 男子は 美人の 許 じ 
I 集まる、 狗は をを 慕 ひ 人は 色 じ 腔る 

狗 W 人 ごは 化 点じが て ホ も銳敏 なる 
I 動物なら をの ある 所 千里 遠し ごせず 
繁 々 VJ 通 ふ 御信必 をは 0000 社長 

さんを 筆頭 ごして 〇〇 長の 叛 = 君. 八 

の 頭 君 其 他 善 男子 儀の 甘き じ 集まる 

が 如し、 をれ か あらぬ か 朝 H のを 堂 

何時 巧 きても を 席な し、 名 じし 數ふ 

I 新ら しき ◎ OA^l I 巧 機 逸せ 中大じ 

-發婚 し 給へ 斯く 中す 菩業 どてら 紐 育 

ライ 組の-員 岡燒 半を どで も 云 ふ 

甲斐'. 

厮燒 して さへ 浮 名が 立つ に 

おつたら 岀るじ やろ 新聞 じ 

(が 育 ドライ 組) A 赏 おか 何、 旅 巧 厭 

--、 ず 一 度大 苦悶 樓で 君の 氣揣 

が 聞きたい、 二週間 後は 口 本 じ 化る 

I 巧し、 明日から 西 比 利 亞鐵道 ど 思へ 

ばイャ じなる、 隊長 例の 如 < 朝夕の 

イロを やつて るかね、 早く 檢舞 

摹で やつて 貸い 度い (モス 3! ょら； 

お 旧) ▲寵屋 君シッ カリ 擔き絳 へ 

本人は 可成 日本人の 店で 買物を する 

のか 同胞 發 おの 爲 で、 日本 义 字の 新 

一 聞は 間胞 社會發 展の爲 じが 化する の 

では あらま せんか (上 町 小僧) 
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紐 育 新 我を 憤 (前金 郵镜 共} 
□一部を 五 仙 □六ヶ 巧み】 巧 一 
□ーヶ 年み き' 亮 

千 九な 十一を ハ 巧サ 四日 巧を 院一 
醒巧 

潑巧 兼縮輯 人' 甲斐 健 一 

骚巧所 拖育 新琼社 _ 

紐 育 甫第六 巧 二 I 二八 
理墅ハ 四と 一ニ チ 王 グン イ ； 


歐州 大亂爸 吾を 
國 のを 父 

大英 ホ國は 旣じ獨 國じ對 する 宣戰の 

巧 吿を發 しを 前 絶後 ども 云 ひ 得べ 

大戰爭 の 悲劇は 今 正に 吾人の 脈 前 じ 

I 其 序幕を 展開せ り、 戰 局範簡 の廣大 

1 なる 戰圃 員の 夥多なる、 旣じ 古人の 

夢想 だ もせ ざら し 巧、 就中 最を 巧學 

の 精髓を 極めて 巧み じ 訓練 せられた 

る 陸海め 猜 をが 軟 如ず 腐ぶ び 化 お 地 

中 海の 洋上 じ大 活劇を 演ずる の 光景 

は 更に々 人の 膽を 寒から しむる もの 

あら、 思 ふじ 化 戰亂の 結 あ、 勝敗の 

:數 何れ じ歸 する じ 論な < 世界 輿地 圖 

じ夕 少の變 なを 見る 可き は 明か じし 

て黃 族の 縣來お <は互 日 東 帝 國の立 

一镇 よら 考察し 霞 グ關當 局 着の 脚 中 幾 

I 多 運 露 奇策の な ホす るら の あるは 去 

一一 一 百の 東京 電報 じよ もて お 傑し 得べ 

一く ま 人 亦 飛電 蠻 鞭を々 到る 每じ 化大 

載 亂が吾 帝國の 外を どを 深 密接の 關 

_ 係 ある ミを 思は ずん ば あらざる な 

I 菩 人の 覺東 なき 見地 よら すれば 香 ホ 

園は 化際戰 局の 範齒 溢々 渡 張せられ 

| てお東じ及びホ國は0英词盟の義務 

S して 化 大戦 じ參姻 ' する を 0 で 得策 

どす るの みならず 吾當局 者は 進む で 

極東 じがけ るを 戰國の 無 突を 期す る 

事 じ 巧 力す るの 要 あり I なす、 哪も 

お 濁 艦隊の 衡 突を < は 英獨兵 十 

のず 圃ゐ らし 撰を は 拳が 大小を 顧慮 

する をな < 直 もじ 濁 國じ對 して 宣戰 

を布吿 し、 别强 國が夕 みめち 糜を雙 

ミざる 0 前 じ 於て 先づ 膠州變 をも領 

I せざる 可らず、 化 昔サグ デュァ 王國 

は ガブ！ グの欲 策を 用 ひて 何等の 利 

害關 係な き クリミ ャ戰巧 じ 加 はらむ 

おを 議じ がける 英佛の 後 按じ 化 . 

巧 じ 壤圖の 勢力を 挫き 0 て克 くが 太 

利 聯邦 統一の 基を 開き 得た b 、 况ん 

や々 H 吾 帝 國の位 超は 當 時の 一み が 

たらし サ グジ ニャが 敵み ホ義 をな て 

巧國 統一の 目的を 達せる が 如き じ 比 

すべ < も をらず、 世界 巧强の 一貫と 

して 優 じ 東 巧の 觀者 たるの 資格を ホ 

する じがて を や、 故 じ 此際歐 州大亂 I 


の 機會を 把握して 膠 州 潰を 占領す る 


は 近き 將巧じ 於て 必然 來 るべき 雜 和ず や 


ま義じ お 照せ しむる- 


會 議じ參 列して 强 者の 権利のを 配を 
一受 くべき 資格を 作る 所な なる と共に 
S 國 干渉、 遼東 還付 じ對 する 跌薪嘗 

膽の爵 憤を 晴らし、 更に 支那 大陸 じ 
向つ て 吾 勢力を 扶殘 する の 最良 手段 

なら どを はざる 可らず、 論者 或は 列 

强國が 吾 帝國の 大陸 發展を 善ばざる 
を あ ひ 直つ 戰爭 の滕敗 ホだ决 せざる 
今日 纔 お會議 を云爲 ずるの 早計を 唱 

へて 吾人の 所說を 批難す る や も 知れ 

ず VJ 雖も擁 和 會議の 開かる i 頃は を 

戰 國が旣 じ巧國 力を 蕩盡し 其 兵力の 

不 をを 威 じき ホ 園の ま 張を 拒 結す る 

の 力なき 時 じして 例み 之 をら ごする 

もき じして 巧みに 彼等 0 弱 おを 突か 

ん か犬才 錯綜せ る 彼等の 利 窜關係 お 

I 到底 吾を （て 屈服 甘し むる の 餘裕な 

かるべき なら 

がぎ じ 吾 巧國が 外を 上 歐州大 鄉こ願 

聯 して 最も 其手幡 を發渾 せざる 可ら 

ざる 重大 要 おは 斟支 外を の 刷新 おが 

VI す、 も 巧 吾が 圈の對 まかを が 地 

^ 人 批難の 標的たら ム 所 巧は 或は 多々 

當 .向 者の 措 展其當 を 失せる もの ぁ も 

しな らんら 其 根本 巧 因は 獨逸 ホ國の 

勢力を 世 凱の 背を にがらて 隱じ專 勢 

力の 浸潤を 遮 ぎら たる 結果に 外なら 

ざる 事は 袁世 凱が 避 日 獨米爾 問の 進 

言を おれて 海外 留學を 禁止 かを 發す 

の々 針を 發 表し 暗 じ 支那 學 生の 曰 

本留 華を 杜絕 せんど 試みつ； ぁるに 

徵 する も 明かなら、 故 じ 化膝獨 逸が 

八方 じ 敵を 受けて 棟 東を 顧ぶ ずるの 

: 暇な きじ 乗じを 化 凱 じ 向つ て 窩お的 

I 外を 方針を 加へ、 袁 じして 飽迄從 巧^ 

の排 H 態度を なめ ざらん かお 黃及白 

狼 等を 助けてを 換條 かじょ 一ら 第 S 革 

命を 成就せ しめ、 0 て袁 政が 顚 覆を 

謀る MJ 恰も 米國 が々 ランデを 助けて 

作夕 政が を 倒せる がかくす を も 

不妨 、殊に 日米 問題の 失敗は 旣じ覆 

ふ 可らざる 今 目、 膽 面な < 米國 のま 

I 那 じがげ る 事業を が 害し 彼等を して 

「ュ ジヤ 、フ オア* ェジ ヤチツ クス」 

の大 主義を 看取せ しめな て 彼等の 所 

I 謂 r 乂大 陸は 白人の ホ 大陸」 て ふ勝廳 j 


國 家な 年の 大計を 念 ひ、 東亞 民族の 

巧 ホじ對 して 其が 膽を碎 くの 人は 吾 

人 ど 共 じ 化 千 戴 一遇の 好機 會を 逸す 

る 事な かるす きなら 


歐洲動 爲靜觀 

脇 本 東 隅 

A 1 塞 衡比亞 兜 徒の む 填 皇太子 一族 

I 車馬 前の】 擧 手は、 今や 端な <歐 如 

の戰 雲を 捲き 起し、 陸に 幾な 万の 批 

魏を 動かし、 海 じ 幾 巧の 繼盧 を馳せ 
I しめ、 歷あ 有つ てな 巧 蓋し 例な き大 

々的 修羅場 劇は 刻を 逐 ふて 渾圓球 
のを 方面 じ演 おせら れんごす 
▲境 太 利 西の 恶爾比 亞じ與 へし 最後 

の 通牒 中 無禮の 一項を をむ ごから し 
I 露 西歴の 逸早く も 動員 VJ 巧 懸けし 弔 
機敏 なれば、 其 動員を 口 實じ我 化 
度の お 慕を 切 も 示せし 獨 進み 遣 口 も 
奇拔ご 謂 ふべ し 

A . 巧 カイ， セグが 頃を 見 計 ひて 北方 じ 

び、 事の 急を 聞き 驚き、 倉尝 どし 

て 歸途じ 就きし を裝 ひし _ご ころ 巧 等 


-ホ 巧なる じ 非 言は j 男らし からざる 振舞なる も、 

ほ必 向背の 巧す る 所 致 ホ^し 
▲伊を して 傭を 牽制せ しむる 嘗ての 
1外 づれ ては、 獨 填の 策 戰じ大 支 吾を 

まじたる 事 か 論に して、 吾人 亦二國 

對己 画の 少し < 權衡を 失 ふやの お 遣 

を も、 今獨 軍の 懸命 じ 骨 巧る 所は 疾_ 

j 電の如 <佛 軍を 其國 內じ擊 も、 大捷 

-を 得て 緩- 露 軍を 邀 へんと する じあ 

るべき も、 白ザ義 の雞關 をら、 國境 

义 幾多の 試戰 すれば、 カィ ゼ八 
の 巧つ 爭 J 巧 じ をら ぎるべし、 其頻 

ら じが じ 反省を 促す も 無理なら ず 
心 白 ザ 義の 小を 0 てして 中立 國の威 

臘を 害は る {を 欲せず、 敢然 VJ して 
獨の大 軍を 版み、 之を 遂か 退けん ご 
て頑强 じ對戰 する 狀ま天 脉じ巧 見 ゆ 

桑裹 


じ 隙み て 事局の 經 過を 祿吿 したる 後 

I 若し 防備な さ 佛闽ぷ 岸が 外國 のた め 

じ攻擊 せらる i 撰を 英國は 巧して 之 
を旅視 する 能は ず、 且白ぜ 義の獨 な 
I 權儀 害されな ば お 蘭の 獨 立を 危 ふす 
る 必然 じして 吾 ホ 英帝國 は 糊ず た 
る も 段じ扭 でざる すらず ど 述べ 舉國 
を 0 て國難 じを らん 事を 望めら 而 
一して をが は 之 ご 閒時じ 獨逸じ 向つ て 
最 i 朦を おし、' 中立 地帶 たる 少キ I 


歐洲の 大戰亂 

|_軟 脚 大郎ホ だ 華る ょぶ どの 吾人の 豫 

想は^ 张 しず ホら か 银廣對 英繁佛 

白の 乂锁 W ザは 旣 'じ 開始され 目 伊西 蘭 

I 等の 諸國ホ おじ 戰亂の 渦中 じを 頭せ 
ん どす るの 形 数を 成す じ まれ々、 即 


I ' ~ . /t 与扫 .TP 

の 愛嬌 か挪の 大統領 ども 會 ひ、 左 もち 濁 逸は 議 凰の 戰關# Sg 中止の 最後 塞み 死ず せる 白を ハは 豫 なじを し 目に 


を 和の 手段を 講中る じ 巧め し 如く 駐 

せ 鑄 ひしな では、 せを の 具眼 者を 應 

じし 居る まな 

▲由 巧 カィ ゼグの 乾坤一擲の 顆 騒を 

|懐< や 久し 矣 、見ょ 彼の 面魂を、 到 

'庇戰 國の將 帥が たるを をれ ホ、 而も 

ピ！ タ ー 大 ホの 蹟を學 び、 圈 力の 充 

I 實 をを ふせんが 爲 じは、 な々 爲好昭 

王の 名を さへ 得たち、 今次の 媛 好機 

會じ 際し 鶴 躍 措く 所を 知らず、 王を 

I 窓內 ょり 集 ほじ 向 ひ 「起て 巧 兄弟」 の 

演 說を爲 すじ 至 

姨獨 おじ 戰意 じ專ら なる の 餘巧輪 

のか 交じ 大 がか ちを 酸せ しは 巧國 

化 6 て殘 をの 事共なら、 をは 化 じ ホ 

す、 同强じ 巧なる 伊太 巧を して 異必 

なから し；^ る 前提 的 用感を 火き し 一 

事な り、 抑 もがの 填 じ赚ら ざる もの 

旣じ年 あら、 况んや 間 盟條約 文を 檐 j 

じ 取らぶ、 を戰じ 連なる 義務を 有せ 

すごて 逃げ 居る 餘地ゐ るを や、 但し 

伊め 中立 實明じ 至 つては、 個人 おで 


I 通牒 拒絶され しを なて み 巧 一 U 露國 

じ 向つ て 宣戰を 巧 吿し間 時 じ 佛國じ 
I 對 しても 域ず が 態 じ 入ら 茲じ 颖州大 

戰 ずの 序幕は 调 かれたら 
A 獨 遮の 進苹獨 逸の 戦 赂は化 方 じ 
j 於て 滋 國の请 下を 巧ぎ 露の 戰備を か 

ら ざるな 煎 一が なち じじ 里を 突かん 

どす る じ 巧ら'、 がれで も儲獨 をを を 

せる 所は 堅固なる 砲 疊速滿 し 居 > を 

易 じを を 進た る じ もな きを 0 て 逆を 

兩國 閒じ國 する 白な 義じ 取り R て 比 

轉 的の 備 薄^ 地 ホょ な滯 國じ攻 入る 

の 要 ぁ 6、 化て 獨 逸は 感戰布 吿ピお 

じ 兵を なつて 露 領ポー ランドを 化さ 

しめ 間 時 じ 十. 巧の 兵を 進めて 先づグ 

ゼン プ^グを 占領 せら、' グ國は 千 

八 吾 ハ 十と をめ 倫 敦餘約 じ 巧て 别國 

が 中立 地帶 .と 認めた る 名義 上の 獨立 

j 王國 なら 

▲英獨 開 戰お國 政府は 連 H の 閣議 

I を經 たる 俊 大陸 戰爭 じ關 する ホ 針を 


ゼン ブ グダよ ら撤 をせ ん睾を 要 ホし じが 閱員の 意見 I 致せ ざら し 結あモ 


j 危じ驗 なき 替發 表せを、 ロメ スロフ 

卜じ歸 巧せ る 一 漁 かは 獨 逸の 巡洋權 

が 二 隻の巧 艦 じ砲擊 され 火 縮を 上げ 
つぶみ るを 發 見せち ど 
▲英 艦の 沈 沒英艦 アム フキ オン 號 
はみ 日 戟嚴設 水雷 じ 罹らて 化沒 した 
るが 右水 雷を 敷設せ る 獨艦八 イヌ お- 

は お踞逐 おのた めじ 擊 化さる 

▲英 围巧賴 一部を 迭 軍隊を 大陸 じ 
I 派 遺して 白佛両 國を援 くべき や 否や 


四ぶ 午後 四時を 巧して 其 回答を ホめ 

た*^ も獨 逸は 么じ應 かず 化て 英國は 

同お獨 逸に 斟 し為戰 を巧吿 せち 

i 國の巧 外 中立 及 S 画 同盟 脫退 
が 福は 獨佛 開戰ど 同時 じ 局外中立を 

宣 一ぶ せる が獨 逸は 連 b じご 一 國间盟 の 

盟約を 守らん 事を 要 ホせ る も 頑 どし 

て應 せや獨 逸の 最後通牒を 受 くる や 

まち 日を なでを を拒絕 せる のみなら 

ずが 國領 ± 內 じを 潘 中なる 獨逸 軍濫 

はか 四時 間な 內じ立 退く 巧 <聽 かざ 


‘一 -I / ■ ■■ ミ 1} - 一 f ィ - utd XL 二" \ 

Lj がて は武麗 を解驗 すべし ご 回答 ごして 余は 該條約 第 I 二條 じよら 最 t 


す ふじ まれ- れ事實 上ゴ窗 巧盟脫 

退を な ホす る ものなら 

A 岛 獨開戰 、白を の 勇敢 濁 逸は お 

を 進めて 白 国 じ 侵入せ るが 白 耳義じ 

對ム ては 自國の 中立 罐 侵害を 認 たる 

-y 時 じ賠窗 の條件 じょ^ 佛國 棲ん 

をが 害せ ざらん を电ぷ でもえ V 白は 

一之に 應サ ず 直ら じ 抵抗を 聞 始し兩 を 

はリ ー ジ 要ぶ じがて 四日な ホ ホ だに 

1 猛 巧なる 戰 を繼錄 しつ i あら、 該巧 


1 餘る大 軍を 引受けて 濁 軍の な烈な 
裏 触で 耐 へが 勇 政なる 態懼 はす 戲化 

人を 驚かせら 、濁 軍は 苦閱の 後二鱼 

I 舊を 占領せ る も 六日 迄の 死傷 約 乂モ 

と 蓮せられ、 斌國の 援兵 到着す るを 

じる 砲 冀を陷 なせし むる は 不可能な 

らん ご 察せら る、 を 濁 軍の 失敗は を 

I 體の載 厨は 大變 化を 巧へ. かる もの じ 

して 獨 逸は をく 曰 本が 旅 順 要塞 じめ 

てが々 し 經驗を 繰ら 返せる じ 過ぎず 

ご 颖巧 タイ ムスは 評せら 

A 巧 國媒國 じ 宣戰を 布吿す 填國は 

濁 逝の 强 請に 耐へ 兼ね 六日 溝 國じ向 I 應を挪 ひつ i あら 最もが 度 人 今日 の 


つで 二直 戰巧吿 をな せら、 獨 はが 國の 


J — fll J. - r\ ■，イ 

耍 お拒絕 におつ てを もじ 宣戰お 吿をピ 難 かるべし ど雖も 過激派の 煽動な 


I 爲 すべき 模樣 じて 西 お 才も戰 励 準備 

じな 掛れら 

A 化 おの お 戦 おへ 國艦 像は 目下を 戰 


I 中なる もの*-' 如ぐ とげ 着電 じよれば I 事 明かなる じよら 鶴 稱を脫 する はが 


英溫隊 は 獨聰隊 を 和 蘭 沿岸 じ艇 をし 


つ i あらて 英國 海軍 避は 间國 東海岸 おめ 居れら ど 


决 をし、 外相 グン ー 卿は 一二 日の 議會 I の 敬 艦は 旣じ おを されし を 0 て 航海 I 


1 伯 並に バ ー ンス 氏お啸 せち 尙 

I 元帥 キチ ナ J 子爵は 新た じ 陸軍 乂芭 

じ 巧 命 さる 

A 獨絕 膠が 灣じ 封鎖 さると 日 まぶ 

を電じ 曰く、 信ずべき 所 報じ ょれば 

英國 東が 艦隊は 愿州 潑じ獨 艦隊を お 

鎖したら ご 

.▲米 國の仲 戴 提議 大統領 ウ巧 はま 

置 日露 填 铺を國 元首に 左の 意み の 書 

面を 送れら. _ 

海才 平和 條約じ 調印せ る 强强の 元を 


戴 貸なる 友證巧 精神 じがて 斯 言を か 

乎 事の 普转 補の 義務なら ど 感や现 た 

余は 現在を くは 他日 最 i 適當 なら 夕 
ぶ 惟 せらる i 時期 じがて 歐 がの 平 か 
の爲に 盛す の 機會を 得ん 事を 望む ザ 
なら 云々 尙國務 卿 ま 巧は を 提案を 化 
國 大巧に ず 照し 夫々 本 國へ傳 達 ホ。 
化賴 せら 然れ 共該 提議 か 化 際 巧强ド 
歡迎 せらるべし* V は 信せられ ざる* 
白 箱 じて はが々 てボ 和の 巧め 此手防 
を 執る ょら 外 じを なし ダ 思惟し 居れ 

♦米留 大統領 夫人 逝 ま 
ィ グ ソ ン 夫人は過日巧病氣中な^ 
しか 去 六日 病 俄か じ 革 まら 午後 五は 
I 白 館 じがて 逝去 せら、 を じか 上下 丽 
院は吊 窓を 袭 する ため 化會 せら 

•巧 巧 度じ叛 亂勃發 せんどす 東廊 
磯 局 切 あな 巧 印度の な英 思想 俄か r 
勃發し 何時を 命戰 就を 見る や も 測 h 
難き が おじ 在る ためが 度 化 留英國 を 
證は 事態 じ銳 意'' 注目を なし 多大の 赢 


狀態ご 脚 結 力 じて は 柯等大 運動を か 


ば 英國が 目下 內政 內爭じ 困難せ るに 

加へ： あじ 歐州大 センの 渦中 じ 巧ず も 

が 如き 事 あれば 印度 統治の 餘 力なを 


I 際 じ 化ら ご 論じ 盛ん じ 民衆の 搞 動じ 


(力が カツ タ化 一日を 電 
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謹啓 お々 御 引 立を 袭 b 猪 巧が 候陳 
者 今回 夏向きが をを 用の 品々 なび ぉ‘ 

ネ 菓子 類、 新 巧雜畔 おがい ろ/〜 新 巧 
到着 化 候 間 些少； らず额 用 おき 仰 
付けられ たく 願 上 舉> お 
尙お庙 を 正 廓 お 目 錄は御 一 お 巧 第 
御 呈送申 上！^ 5 

新 育 巧ち 立 十ん 了 目な 十、 巧 十二 巧 

日本を ぶ 品 巧ぶ* ® WI 
底 輸入 商會姑 y 0 リ 

'.電話 ■プラザ ー六と 八. 
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東を 電-報 

ミ •ミ •ミ •■ ミ •■>!* •ミミ 

•歐州 戰爭と 日 

.C 

I ◄東を が府 のな 言 發を歐 州 戰亂じ 
I 勒 する H 本の 立褚じ 離し 吾 政府は 本 

なを 巧を 發 まして 曰く、 日本は 歐帅 
をず か 速 かじ 回な せられん 事を 祈る 
はか 論なる も おし 戰 みの 範陶娘 娘せ 

られて 秘東じ 及び 巧 國亦么 じ 加 はら 

口 巧 问盟の 目的を 蕾す る據 合は 杳阅 

は 同盟 國 どしての 義 おを 柴 化すが た 

め 軍事行動を 採る め 必要を 随 やる や 

i も 知る 巧か^ す ど へら、 尙 核州鮮 

I じがけ る 獨逸腊 隊は旣 じ 活動を 閒始 

I し露國 漁船 一 おを 捕獲せ るか 若し 濁 

一 鑑隊か 碗 東方 面 じて 敗 化ず る檐 をは 

- • ，ま ' 


1 日本^ 膠 州灣を 占領 

に斯 く. _ i で 英恣佛 の 巧 巧鑑隊 をして 

を あじ 欧州 ホ 面 じ 回が こ一一 聞の ホ 望 

あれば) せしわるのをを閉くならん 

を 祭 せらる 

A 東京 市 おど 戰ず 巧を 巧は は 欧州 

一ょ らか戰 報じ 接せん どて 新聞 號 外の 

一出づ るを 巧 遠し く 威 じ おる 巧樣 なる 

! か自歐 間の 電 音は 甚だしき な 隙を 威 

じ 居る もの i 如く 政府 おの 電報 さへ 

ご 日間 遲 着し、 電文 义 秘めて 不確實 i 

一な む - 

I 帝國 巡が 艦モ化 旧は お 軍 雀の 命を 帶 

j び吳 港を 發 して 南ち 那じ向 へら 

1 ▲英佛 濁 東洋 繼隊の 動 靜お國 艦隊 

I はを 港 じ、 佛國瞧 隊は西 質に、 獨蓝 

陳は膠 如 機 じを々 まを 力を 集中し つ 

ぁらて 獨逸臆 除は 本日 銀 巧手 形を I 

み 銀 巧 じがて 正 巧 じな 換 .へた’ 

j ◄貿易 上の 影嚮戰 ずの ため 東洋 歐 

I 卿 間の 資 為は 爲巧 取扱 中 化の おお 殆 一 

んで 中絶のを じて H ホ 間の 貿易 も 著 

しく 影響を 受け 居れら {0 上 四日 寿】 

•大 殿總 哩の聲 

明 

曾 相 乂殿伯 じ 明 二日 參顯 の尝 なる か 

一 伯は 本 H の溃 說中歐 州の 危機 じ關し 

語りて 曰 < 、大 なる 平が を齋ら すか 

でめ大なる戰爭^^時じ避<可からや 

思 ふじ 巧の 跌州 大亂は 化が 最後の 

I 戰巧 ごして 永 义の平 かを 呼ぶ じ まら 

ん 云々 

A おおの 活動 吾 海軍は 巧 一の 事變： 

じ備 ふるため 活動を 開始し 第二 艦隊 

は 化 じを 化が じ 集中され たる か 八 化 


海が は 本：：！ 化 ホ 御 避 暴 中なる 陛下 

じ巧謁 仰から れ歐 州の 形勢 じ 駒し 親^ 

しく 言と する 所 あらたら 

お 外 中立 宣言の 手 控《 吾 政府は 
巧莱戰 爭じ對 する 中立 宣言を 手を へ 
目ート 巧國 政ぶ どの！ 一に 電報のを 換頗 
る 頻繁を 械め おれらな 上 ( 一 H 着) 

A 樞を願 間 官爵議 歐州戰 ず じ おす 
る H 本の 態度を 决 する ため 樞密院 は 
命じ 化な を講を 開け b 巧 踏- > じは 
岡 陸相を 御前 じ 巧され 吾 陸軍の 現狀 
じ關 して 御 諮問 相 成らた 6(一 二目 着】 

® 支 邢大動 儒の 

(ま那 電報 一束) 

A を化挪 政が の 前途 悲概 さる 大統 
領楚化 凱は 益々 窩膝 政策を お b 其橫 I 

お 巧淸朝 0 上 じして 殊に 革命 おじ お 
する 腮あ 過酷を 極め 蹄々 の 事愤 じて 
I を命潑 員ご往 換交述 せる 者 すら 一々 
擦擧の 上な 逐 又は 死刑 じ處 され 特に 

; 南方 人 ± じ對 ずる 腿 あ 甚だしく 秘密 

な 偵を 濫 巧す るの 結 架 人格 劣等なる 

晒 課 等は 一身の 利 善 願 係ょ ち 沖、 鶴陷 

擠を孽 ごし 虛僞の 報吿夕 きたみ 罪な 

して 斬 那じ處 せらる； もの 欺から^ 

す從 つて 袁 政府 兜 化の 锁は 今や まぷ 

を 尘じ縦 澄し お黃】 お 化際驟 起せげ 

袁 政府の 厳 覆を 易なる ベく 巧 留か人 

は柯れ もを 化挪の 前途 じ關し 悲觀的 

の觀 驚を 爲 すじ まれら 

A 白 狼頌領 大元帥 ど 稱す白 狼 脚の 

一 部隊は 河询 方面 じ 進入し 勢威 益々 

盛大を おめ ま廿六 U 頃 城縣を 攻略せ 

後敢ホ 自ら 大元帥 ど稱 して 襄化挪 

_ 討伐の 宣言を 發し袁 世 測 急報に 接し 一 

口 文 ホ じ 段を 貴 じ 電命を 發 して 鎭滕 

じを 事せ しめつ j をれ ど官 をの 賊軍 

じ投 ホる 者 益々 夕< 交戰 頗る 激烈な 


むれで 官軍 孽 々な戰 をなず じより 袁 I なが じ反勒 すれ 皆 解散を する し反對 I をな く 過 H の 總巧擊 の 陈援勢 二 巧の 


政府は 今や 多大の 恐 憐じ繫 はれつ 

I. 

支那 南 化を 離 遂に 避け 難し 揚子 

江な 南 諸 省 じ 於け る 袁化凱 反 對述動 

の 勃興 おんで 極度に 達し 第一 二を 命 曝 

をの 機運を々 切迫せ る じよ b 巧 息 姐 

は 何れも 巧 化ち 那兩 をの 機 近け り 
舰 察し 居れら (上海 サ八 H 獲) 


A 湖 商 湖 化 じ も 革命 起る 湖南 省 林 

挪 及な 賜 州の 軍隊 白狼幽 ど呼應 して 

顯 起し 第ー ニ 革命 並じ獨 立の 宣言を を 

しを 地に 於れ る 袁世跳 討伐の 聲 益々 

盛大 ピな b 湖 化 省 じがて は 漢陽裏 陽 一 

の 軍 除 亦 反旗を 欄し 連動 益々 猛烈 ど 

な b 武昌の お 势もホ 頗る 不穏 どなら 

i 廣萊の 軍隊) をに 微趣 せら (巧 日 着) 

ムぉ狠 俊 勢 袁世凱 溢々 恐 樵 河南 地 

じ進擊 せる 白 狼 脚は 旣じ 項が 縣を 

を 略し 前年の 革命 黛を 地 ょら 殿 起し 

武器 禪藥 を携へ 巧り て 白 狼の 群じ投 

じつ i をる か 嘗て 實戰 の經驗 をち せ 

る 事' ご. て 威勢 益々 甚だし < 漸次 化 京 

を膨 あせん ごする じよ b 大統領を 世 

凯は賴 もじ 討伐軍を 督 して 鑛壓じ 巧 i 


H 本 最近 信 

參加藤 外 相談 

對米交 涉の發 表 か外國 では 事 化 

の濟 みたる ものは ドシ 發 をし 居 

ら巧國 じて は化閒 おめ て 勤 米 交が じ 
關 ずるみ だけを 發 表せし かお 密 じし 
て 居れば 發 ましろ ど 迫 6 發表 ずれば 
無用の 事 だ ど反對 かみる 脚つ たもの 
なら、 今 巧 ば 君 等 か惡口 さへ 云 ひさ 
.りしなければ 一事 件のを 着 每じ發 表 
ずる 考 へなら、 前 外務大臣のを 擊む 
ん！ 云 ふので は决 して 無い 黛 派 間 壇 

どして は 餘らじ 大き 遊ぎ るな b 、 乂 
i 國 どの 談 おは 永 引くな らん 何しろが 
手の ホ 固の 裡あ 組織 か 極めて 小闡家 
の 時化 じ 出 巧た だけの 不完 をなる 組 一 

織 じして 傑 約の 締結 權 をち する 中央 I 

政が 其 もの か 地方 政廳 じ其實 施を を 

る 權能か 無い の だから、 本 ホ 苦へ ば 
中央政府 其 もの か條約 締結 權を をた 
ない 尝な も是れ じは H 本 ばからで な 
别國か 皆 弱 b 居れら 英圃の ニユ！ 

フ アゥン ドラン ド 漁業 權問麗 の 如き 

な 五十 年 か 二百 年も經 つて やつ ど 目 
吾の 附 いね 例 も あら 
A ま那 の關稅 問題は 先方の 申出に 

對 して 此方から 返答を 輿へ-て 歴 いた 

れば又 夫 じ對し 不承諾の 回答 あ 6 た 

ら 、あれは 現 巧 法は 我 國の巧 益で あ 

我國 民の 利害 も 現じ 支那 じ 化る も 

のと 內地じ 居る 商人 ど & 見解 じら 指 

なした こど あな 先ぶ か 吾 回答を ホ諾 

せの ごんれば 柯も取 急いで 解决 する 

必要 もな し、 山 座を 使の 遺書 ソン ナ 

もの かあつた か 無 かつた かは 知らぬ 

か夕 交は 外務 卷の ホ寸 じある 事で 驻 I 

外 使臣の 巧 酷すべき もので なし 滿鐵 

事 かも 永 引けば 圓際關 係じ惡 影響を 

及ぼすな らん 

▲國民 的 外を-なんて 新聞社の 製造 

語で 吾輩 じは 何の 意が だか みら かぬ 

る、 三振を 同て ならのは 巧 題 か 古い 

夫れ では 新ら しい 事で じを お 運河の 

巧 用 策 だつ て 是れは 非常な 大 問題で 

暫く 實 際の 成 行を 見た 上で 無 けれぶ 

が 斷 かつかず、 落會の 解散は 議會か 


しなければ 解散は せず 政府の 輿黨か 
少ない ごい ふか 反對 しない ものけ 皆 
政府の 费黨 なら 云々 

♦滿鐵 問題 ど 中 野 巧 中 巧武營 民は 
徵道院 じ 仙石總 栽を 訪問し 滿鐵間 題 1 

じつき 愈 見を を換 したる が 中 野 氏は 

語らて 曰く 

今 巧滿鐵 正副 總裁 じ對 する 辭職 勸吿 

は 聊か 穩當を かくの 嫌 あ b 何 どなれ 
ば 正副 總滅 の辭 職を お 嫁 理事の 辭職 
ど 村 時 じ 巧は しめ 昭雄兩 成敗の 如く 
爲 さんどす るは がの 當を 得た る もの 
じあらず 而も 其 辭職理 もどず る 所 薄 一 

弱 なれば 化 間 巧 かじ 政治的 意 ホ ある 
^^推測す る じ 難 か らず由來滿鐵 は吾 


を藩隊 はを 擊 軍の 機關统 じて 掃射 さ 
れ約牢 歎の 死傷者を 出しれ る じ拘ら 

ず尙反 巧を 繼續 する がかき あ 様 じて 
I 宛然 モ曰ツ コの西 班 才じ掛 する ご 等 一 

しくが 易く 討 滅の實 を擧げ 難き が 態： 

じだ 




« 外人 課 棍 問題 橫濱の 永代借地 じ 
於け る 外人 會祉の 課槐じ 開し 橫潭ボ _ 

管憲 ど 外人 VJ の 問じ紛 摄を釀 し英佛 

火 使ょり 外務省 じ說 明を 要 ホせ るを 

1 始 .め 關係大 を 使ょ ら續 々抗議 的 質問 i 

を爲し 巧れ るが 外人 側の ま 張は 永代 

借地 及び 其 地上の 建物は 課 焼す ベ か 
ら やどの 海ず 仲裁 所の 巧巧ゐ るを 01 

て 例 か H 本の 法律 じよる 曰 本の 法ん 
1 國 家を 巧 表せる もの じして 殊じ滿 蒙 j なら どても ホの 糖 權 をち する 營業じ 


經營の 巧 重大な 6 斯る會 社を をず の 

中じ投 やる は 遺 威 じ耐へ ざれば 余は 

出 巧 得べ くん ば圓滿 なる 解み を爲さ 

しめん ィ」 採じ眞 相を 確め 調 訂の巧 じ 

j 當 らんと 欲する ならる々 

♦山 內中將 の邀書 確かなる 筋-^ ら 


おし おた じ 課税 せん ィ」 する は 不都合 

ならと いふじ 巧ら 巧 外務 當局 者の 意 

をは 海才 仲裁 裁 制 巧の お 决 はお 化 借 

地 及び 其 地上 あ屋が 外人の 所 巧じ屬 

ずる 間 じして B 本の 法人 又は 個人へ み 

是等恃 權を附 輿ず べき じ 非ず 依て 是巧 


_還聲 ごして 遺さん どした る ものは 左 I 

の 一二 項 ょらが る ものな もど 

裁が 所 じ 出頭の 陈虛 儀の 陳述を 

なせし は 武人と して 如何にも 惭愧； 

じ堪 へや 

二自 をのた め 山 本が じ 迷惑を 及ぼ 
したる は 實じ氣 の 毒な り 
|二 自 をは 製 製 所の 創立 じ盡 力せ し 
じょら ぶ 報酬を ごして 十 萬 圓を賞 I 

ひ 受け 該 をの 巧 五で 圓 じて 大 森！ 

± 地 及び 家 雇を 買 入れたら 此のぶ 

醜を の 事は ホだ發 まし 居らざる も 

のなら- 


♦ a ホ 逾荫銀 巧 設立 日乂通 巧を 巧 

の 設立 じ 就て は 巧 ホが 人 も 大じ賛 間 

の 意を 表し 居る も 詳細のを 渉 じ 至 6 

ては 底 接 協議す る 必要 あるを なて 多 I 

を一爾 H 中 じ 代表者を 渡米せ しむべ 

しと 


大浦巧 H 露巧戰 論を 叫ぶ 目下 巧 _ 

化 地方 遊說 中なる 立憲 閲お會 領補大 一 

滞兼武 ずは 福 島 巧 じがす 演說中 朝鮮 

二箇 師闡增 設問 題 じ 論及し 日露 戰爭； 

i 巧 開の あ險 ぁら ご 言明した るた め 群 

議覇 々たる もの ぁりて 政 友 派の 諸 お 

聞は 一齊じ 巧の 失言を 論難し 居れら 

♦摹饌 ± 人 討伐 益々 岡 難を 極レ臺 

潑 總瞥府 じて は 過般 ホ ま 力を 擧げて 

を 藩 討伐 じを 事し 飛行機 並 じ 文明の 

利 黑を刺 用して を 方面よ-:' 攻擊 をな 

せで 兜惡 なる 十： 藩 等は 聊も 屈する の 


聞 く 巧 じよれば 山 內中游 か 自刃の 瞭 I 等の 法人 又は 個人が 永 巧 借地 又は 其 

I 地上 建物を 取得す る じがて は H 本の 

法 禅 じよら 所を 锥を 有し 同時 じ' 永 巧 

借地 じ 伴 ふ 特權を 失 ふ もの ねら 今 固 

課稅 せんどす るは 即も化 目 本の 法律 

じよる 日本の 法人 なれば 何等 苦情を j 

言ふ餘 地な き當 なら ィ J 

4 新進 船 十万 喷自本 郵船 及び 大坂 

荫船か 目で 長 崎、 川が、 大坂鐵 エ煤永 

巧の 四 造船所 及び 英國等 じて 建造し 

つ！ ある 新造船は 郵船 八 箸 ハ 万八モ 

嚼大が 巧 船十隻 一二 巧化于 击ち嗯 じし 

てな 內都 船の 八隻は 船價約 一 千 百 五 

十万 圓じ上 b 本年 內 じを お媛エ すべ 

又 商船の 十隻中 一千 巧 絞の 一一 一隻 及 
び 一二 千嚼 級の 一 一隻は 巧る 八 化 巧 中 じ 
竣 おし 义二千 五な 嗯 級の 一 一隻 一万 觸 I 

热の 二隻は 明年 六月 中 じ 尙五千 五ち 

觸級 一隻は 同じく 明年 二月 じを 媛が 

の豫定 じして 船 價を計 約 六 巧 方圓 
雷すべし ご 

A ' ホ國の 中立 宣言 大統領 ゥ 氏は 四 1 

U 歐州 セン 爭じ對 する 中立 宣言を 爲一 

したり 曰- > 、ホ圓 の 法 禅 並に 條 約は 

セン 爭じ 願す A 意見 感 精の きをな 
を 表 及 軍需品の 製造 販賣を 巧げ ず 
雄 も センず の繼續 ホる 間 ホ 國の領 ± 

I 內じ 於け る 凡ての 人は を ホなる 中立 

固の 義務を ずらざる 巧ら す S 云へ 


日本 じ 同盟を ホ わ 伯林 電報は 填 一 

國が佐 藤愛廣 巧を 訪 ふて 填 日 同盟を 

中 込めり ど 報 やら、 正 巧 


日本 及 支那 巧 隔週 火曜 
日 午前 十 時シャ トグ大 
化 鐵道踐 橋ょり 左の 通 
ら 出帆ず' 

阿波 义 八月 十一 日 
靜岡义 八ち サ 五日 
丹 波 兄 九 巧 八日 
を藝义 九月 サニ B 
r を 渡 九 十月み 日 
V 橫濱乂 十 巧 二十日 
^ ▲ぞ二 ユ ー 3 1 クは 
贿曰附 ょら 五目 前 じ 
If} 御 お 發有之 度 候 

P 含卜 ▲運賃 

シ卞ト グ橫濱 神戶間 
'K 一等 百 十 弗 

、二等 幸 五 巧 

一二 等 四十 一 一秀 五十 他 
V シャト 八 門 司 間 

0 で 一等 享五巧 

二 掌 八十 巧 
3 一二 等 四十 S 巧 五十 仙 

叩 慧蓄祇 

N 


シャト グお張 巧 
切 巧な 次 新 育 新 親 化 


一手 拭、 ず お 地、 ブ！ プグ掛 等 
. 製造 直輸入 元 

日本 パい； 商會 一 

21 巧で ON DRY 000 DS 00 
奠 1 Broadway , 2. Y ‘ 


基督 敎 修道を 

を 宿 (舍 西な サ云了 目 巧 〇 二を) 
日曜日 集會. 午后 八 時 敎會內 じて 
聖書 研究を 日曜 午ち 一二 時 (修道 會) 
祈禱會 I 木曜 午后 八 時 (舘 じて) 

I 讀善會 第. 二 第 四 金曜 午后 八 時 j 

A 英語 學校月 乂水金 午後 八 時 ょら 

が師 大麵 篤 

電話 八 一 化 ー ニモ ー ユング サィド 

S 競 §督 寄宿 舍 Is 篤 一 

西を 化 四 了 目 五一 八 電話 二 一六 五 

モ 1 ニン ダサ イド 
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本社 營業部 
含 本 巧 薇 蓋 船 j 

切符 取次 蘇 S 

シカゴ、 ポストン、 フキ ラブ 

グヒャ 其 他 東部 何れの 化 方ょ 
ら御 出立の 煤を も お 次 巧 申 候 

瓜 手紙 取次ず き 素 

◄各國 語類 譯 

◄通辨 

.柳 巧 資お氏 著 

去 I 麵實業 經營法 

をが) 冊な を 弗 

紐 嘉報神 


連り じ 白禍の 跳梁を 憤慨して 黃族間 ♦大が 朝日 紐 育 漸派員 义祉幹 治 氏 


强の 緊要なる 事を 語り 且つ 「大晦 さ 

んは 一本の 足 じて アン ホの 仕事を む 

る、 私は 二 本 あるから 栖當な 化 事 

をせ ねばな 6 ません」 ピ意氣 軒昂た 
ものを らし ど 

♦太刀 山 一巧の 大人 氣 目下 布 巧 輿 
巧 中の 太刀 山 一巧は まる 所 乂氣湧 < 
か 如く 旣じ 四ガ 弗の 収益を 得 一巧 巧 
ぶの ため 化 留柯胞 問に も活氣 を韋し 
特に 化 柳 あの 致氣 非常なる もの じて 
，就中 鳳、 黒 瀬 川、 ± が 山、 を 玉子 等 
のを 巧 連は 岡 島の な裙 連よ-^ 引 張ら 
1 を VJ なら 居る 由 


乂筆面 巧國訪 

問團員 

一、 御郞を 式を 期の ため ^^ 

改正 . 

一、 豁叟 一人 一 一巧 四十 张 I 

一、 十 巧 上 巧か發 日本 滯な約 四 ヶ月 

一、 巿俄ホ 害を する 一般 

閲胞ょ 6 裳 盤 

一、 じ i ホる "^ 及 び ^ 

名り .*-^ 鬼を 預 6 閒俾す る 

歸 人を 一 あ 。加入者を？ 

を 細 照 食 

一、 詳細は 改正 規則 じぁ 

申込が 第 進 潭卞 

紐 育博 適 訪閒閣 本部 

新 育が 第 六 巧 二參八 

ホ摧 者が 富 平 


黃 輿と 體お 3 る 化 山 巧の 談 支那 ^ 

^命黨 のせ 領巧興 巧が 巡 H 天 洋化じ 

I てを 港 じ 巧れ 6 事は 旣報 のか < な 

I か 氏 巧 着の 巧 間 地 ま 那人閒 じがけ る 

I 第ー ニを 命 熱は おか じが 氣 勢を 嵩め ホ 

矿を 派た る 總頓事 鎭撫化 どして 巧れ 

I る 某の かき 一身の 危 験を 威ず る 位 じ 

ぇ时 地の ちを なる を那人 六大曾 社は 

を援ピ ならて 軍 巧の 募集 じ 努力す 巧 

一き 模樣巧 b ど、 尙英巧 ご间船 じて 着 

一 桑し 化 程 當地じ 巧れ る 大朝當 地 特派 

!員 化 山 氏の 談じ 化れば 黃 巧は 相貌を 

々たる 紳 十； じして 其悠 々あらざる 態 

I 巧は 流 おじち 那 ぶ命蕉 のが 領 どして 

j 巧ぐ じ 巧るべく、 船中に ての 會談中 _ 巻のを 洋化 じて 來 米の 篱 


例 じ 依て 骨が b 損の 疲勞 びれ 儲け 
I 着を 後西 部が 地の 狀况 視察 中な b しとなら ねば 化を だ ど n 1 子 1、 ラッ 
同氏は 去 一二 日晚香 波よ b 巧 着 「细 日」 カビ ー チ邊 から ホる ブンボ ー グ 氏の 


♦誰 欺 廣吿の 犠牲 か 臺灣阿 喉なる 

西四郞 助なる 濟は當 州 曰 1 チユ スタ 

じ 下愼眠 術、 人力 穂 力 等の 通信 敎 

按を爲 すと いふ 「約 育理學 脅」 な - 
の ょらを 十二 弗の 取 戾を爲 すため 當 I 

地總 領事館 じ 向け、 ぶの かき 化賴狀 

を 送り 越せる 由なる が 右 理學會 なる 

のは 化く 日本の 新聞に 廣吿 を爲し 

是れ 

拜替 時節柄を 位御繁 化の 御 事 ど 奉 

が 候、 陳者 甚だ 中 上 兼た る 事 じは 

候へ 共 是非共 特別の 御を 議を 0 て 

御ず 數 おはし 度 御 願 ホ 上 候、 實は 

大正 二 年と 月 紐脊迪 學會じ 送金 化 

ら { 十二 圓) 傅 眼 術の 善籍 注文 致 候 

處 まだ 何等の 回答な きのみ ならず 

巧 云， 侮 促を 爲 換金 嫌 渡 調を 递 致し 

其 後 おを 方 辭ホ致 おへ 共 巧の： 返事 

も 無 御座 候 間 其 筋 じ 巧 渉し 詐僞お 

が どして 訴 へんど 申出で たる じ領一 


じ 投宿せ 

盛 岡 農林 學校 敎授 を六郞 氏は 前 
月 巧米國 果物の 實 狀蹈査 中なら しか 
kK 五日 歸 朝の 途じ 就けら 
♦树胞 の 死 修道 曾々 員なる 禮井春 
I 藏氏 はま 四日 死 ませら ど 

戰爭ご 紐 育 

を 新聞社 S センず 歐 州ょりの 電 
報頻 々として 至 ^ を 新聞社は 爭 ふて 
巧 外を 發巧 しおら を 赴の 電報 揭示旗 
は 常 じ 黒山の 如き 群集を 巧て 滿 され 
j 居れる がま 五日が のかき タィ ムス 社 
i 前の お 集 對ずじ 社 會ホ義 、女 權黨 、勞 
i 働黨等 欧州 大 センを 演說 のが おどし 
て 盛ん じ長廣 をを 揮 ひ 居ら 普佛 セン 
I ず じ從 軍した 6 どる ふ 一ち 翁は 涙を 
一を 流しつ； センを のか 巧じ慘 酷の も 
のなる かを 語る 等 非常 じ 雜蹈を 梅め 

宮れ b 

A な 义佛闊 豫備を 巧 發當國 じあら 

し佛國 豫備を 一千 名は 故 國の急 じ 赴 

かんごて 去 五日 當國を 出 化せる が 同 

國人 等は 國歌 マグ セ； ュを唱 ひつ 
化健氣 なる を國者 等を 阜頭じ 見送れ 


I 談話な り、 を 許 問屋 連中 大じ蠻 巧を 

要す 

_ 

♦ 单信 竹 治 氏の 日本人 會舘 設立 論； 

I 載せて 同會 々報 第二 一號 じめ り、 記者； 

ホ ー グ 設立は 賛 なじて 建設 後は お I 

說會 舞蹈 會 等じ贷 つくる 事 どせば 脈 

る 重 からん ど潭ふ 

♦ぶ 留證明 書と 日本人 會蕾ま 用紙 
一手 績等么 ホ 詳し < 載せて 間會 報じ 巧 

り 就て 見られよ 

が 育 日本 評論 よ 巧號 じは 記者の 
日米 融和 策、 金子 子爵の 吾 國民性 下 

I 田 歌 子の 流行 論 等 化 例 輿 ホを々 た 


貸間を り 

淸潔 じして 閉 蘇な *: 0 貸間 一一 一室 ゐら室 

代 一過 一一 一巧 よら 一二 弗 五十 仙を 室 じ ラ 

ン ニン グウ オト タ 1( 冷 温) あら 

H. A. Tii まを け 
历 7 Wes こ 送 th St N. Y. 
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日本間 1 


I 郵便 發着表 

ユ I 3 1 ク 本局 締が 午後 ムハ 時半 
I 船 名 經由地 發送目 

シカゴ 义 タコマ 八月 十一 二日 

X ンデァ 晚香波 八 巧 十五 日 
香褚化 桑 港 八月 十と 日 


Ky 


A 大 セン 當 地に 無職 業者を おす だ 

ホ 填 塞 獨圃人 等の 豫備を 等は 故國 
•な 集 かを 受けた る 結柴を 職を 失 ひ 

歸國の 方法 じ づき 所轄 領事 舘じ願 出 _ 

~ ずる も ホ ピ本國 よら 適當 の手續 命々 一 

なく、 懷中 無一物と な b て 止 わを 将 


誦 sn パ もの 


今回 御 貴缩ょ b 御 巧 渉 被 下 候は 

禪 々の：：！ 實を R て 書籍 發送濟 ち々 

ミ 申す かも 計られ や 候 併し 斷 じて 

蕃籍は 不着 じつき 柯を手 數お差 引 

の上殘 をは 返戾 ずも樣 是非 どら 御 

願 ホ 上 候 今 じ まら 書籍 發 送は 不必 

要 じ 候 义國惡 書籍 且託僞 食の 書籍 

は 一巧 不必要の 旨 御談巧 被が 下 度 

偏 じ 御 願 申 上 候 別紙 證お書 お 相 添 

御 願 ホ 上 候 化 

大正 S 年 六月 十六 日 

臺鱗阿 候 西 四郎巧 

が 育 激領奉 舘御ゃ 

♦お 栖ボ俄 古 領事の 婚約み 回 リッ 

グ跋ど 婚約 整 ひ 其旨發 表せり、 華觸 

の 盛典は 巧 十月 當地じ 於て 樂 げらる 

可し ごず 出度し 因 じ 氏は 本日 出發巿 I 

俄 古へ 赴任す 

♦ 新 巧 紐育領 ® 巨 補は ホ 十日を 渚 


夕し • 

A 商船 無 艦じ逐 はれて 引返す 獨商 

船 セ シグ 號は 過日】 モニ吾 离巧餘 の 

金貨を 搭載して 當湛を 出帆せ るが 洋 

上に 遊 戈せ る 佛艦じ 追 端せられ しも 

辛 ふじて 虎口を 遁 がれ 去 五日 メ ー ン 

I 州バ 八バ！ 港に 引 おせる、 尙キユ 

ナ？ド線のグ シ タ ニ ァ號もみ途ょ 

引返へ し 同 線の モン タニアは ホ 日 量 

期の 避難者を 載せて 入港 せら 

巧 ホ 巧 セン 固 人の 嗦釀 をつ てた 

かつて 獨逸 一圃を 虐める のは ひど ひ 

獨 逸人は コザ シ 、ざま ぁ 見や がれ 

く 英佛 人は 蘆 張る、 其 傅 典 西 白 等の 

化 米 外 人間の 喧嚷 結へ 間.， 心し 

センず ど 日本人 嫌 屋速中 不致氣 

一な 所へ 雨が 降ち くさつ て 主曜： =曜 の 

巧 買は ダラ 駄目、 加 之け じ 移民を 多 

數 VJ せる 下 曆社會 は 本國の センず で 

気が 氣 でな'^、 まか b 間違へ ば 今年 1 
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を 價一弗 二十 か _ 
本書は 著者 獨特 の輕 妙なる 筆法を な 
_ て 露骨 じ 男女の 性的 生活を 說明 せし 一 
_ ものなる が內を 甚だ 猛烈を 極め ム結 
I 果遂じ 其 筋の 發賣 禁止と ならし 物 也 
▲ あ 賣禁 出 . i , 蒂挪荀 葉 著 


を 價曲十 仙 
本書は 風俗 壌 锐ま寧 秩巧棄 飢の下 じ 
を賣 禁止 ごならし を々 珍妙の 書な も 

發實藏 化肇 女を 著 .：' 


◄法律 顧問 瓜 

一民 事な 巧 事訴說 5 

1 契約 其 他の 蕾 類 編成、 貴を 取 立 等 化 

j て 法律上の 化 賴じ應 ず、 鑑定 無 巧を 

一望 者は 新 巧 化へ 申込 まれ 度し 
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な 新を 才徳 君 跡始末 じ 就きて はず 一 

ホ 御 配慮 じ 巧ら 奉 鳴 謝 候、 御ず 志に 

ょり 小生 じがて 左記の 通ら 取 計 ひ 申 

候 閒御禮 を 兼れ 御 通知 申 上 候 化 

友人 渡 邊蜡が 

又ん を 註 卜と裝 化 

巧譯 香奠を 二十 弗 宛澤が 樣潑卯 _ 

太 郞樣を 十五 弗 柳 下 健 次 郞樣金 十 弗 一 

田 中 幸 造 樣を五 弗 宛 中島 實樣早 旧を 一 
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淺太郎 氏 金 一 弗 宛 川 本 友巧郞 樣藤內 

夕戴樣 岡が 源 太郞樣 
支 お金 巧 云 十八 乘 
內譯を 五十 巧 新を 君 薄 骨 ど 共 i 

て國 許へ 送附 、を 十五 弗 佐々 樣へ 御- 

禮 、金 五 弗 藤 ザ 様へ 御禮 、金み 十を 

お 碑 建立、 金 五 弗廣吿 が、 を 一二 弗雜 
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I 本書 中 (を难 器篇) 生殖器 解剖 じ當 

_ ては 塞 骨 じを つ 痒き 處じ 手の 屈 < が 
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紐 育の 日本人に 就て 

飛す 張 目 生 

▲r 紐 育の 日本人」 は 稿を 重ぬ る事サ 

回 じ 及んで 巧 留间胞 赴會の 半面を 

窥 ひ、 が碰專 巧を、 旅舘 業、 家內的 

勞働 者、 黃白 結婚 者 等の 現が 及び 其 

お 巧じ對 する 意見を 述べた み 第で 之 

からは 總領拳 お、 商人 階級、 を蝴體 

大小 會 化の 歷史 、： ：首臘 者、 社員 並 じ 

其を 巧 化 態、 社會的 位置 等 じ 及ぶ 順 

巧 ごな つて 居る、 所が 「歓 州の 大戰 

爭 J VJ いふ 前を ホを 有の 大騷 ぎが 始 

まら、 襟を じ 巧て は H 本 も 劍戟を 取 

つて 化 大戦 亂の 渦中 じ捲这 まれねば 

ならぬ かも 知れぬ 立褚 ごなら、 新聞 

記事の 編輯 上、 僕の 嘗い たものは 暫 

時 御預ら VJ の 編輯 長の 嚴命 でぁる、 

j 旣巧サ ー遇 間不歡 興がを 0 て 「紐 育 

の 日本人」 を讀 いで 下された 篤志家 

諸君 じ お-^ 一言 御 おがみ 中 上ぐ るは 

傑の 義務なら S 信じて 書 < の 如し、 

何れ 機を 見て 巧び 統 育な 留间 胞社會 

の 解剖 說明 をが みるで あらう 失を_ 


曉將 の未路 


参を で 女房を 貢 ふ 

楼府 通信 

I 前 月 ホの 巧 巧 事なる が當巿 リバ J サ 
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巧留豫 後備 軍人 諸を 一 小事 ホから 歐 


イド じて 養 鷄じ從 事し つ-^ ゐる熊 本 I 州 濟强の 混戰が 始まつ た 流 巧 じサ化 


♦薇 烏の 旦那. 

.スブ ッセ グ將 軍が 中風 じ 罹つ て 身 

體の白 曲を 失ひ恢 なの 見这 もない 

どい ふ 報销が あつ わがが-お 軍が お 

〇 までの 消息 じ. 就て 最近 着 講ぞ新 

聞 じ 左の やうな 事が 出て 居 わ 

莫巧 おょら 廿繫里 南み 片 旧を じ 能し 

い 庵を 結んで 悠 々風月を ぶ どし 晚年 

を 送つ て 居る 隱± が あつね、 巧を は 

屢< 口を 曝んで をは や 王 地の 巧 姓 典 

じは 機 鳥の 旦那 どい へばす ぐ 「ァノ 

H1 那だ ホ」 ごい ふ 拳が 知られて 居 わ 

が 誰 あらう これが 旅 順の 敗將 スブッ 

セグ將 軍で あつた、 彼が 偷 歎じが、 て 

不 さな 巧理屋 のま 人 ごな つてぶ ち 働 

いて 居る どい ふのは 眞 赤な 噓で 僅か 

四 五 巧 巧の ± 化を 陶んで 小 池を 掘 

楚 々たる 蓮のを じ觀 烏を がつ て 浮 化 

I を 外 じ 慕 L て 居た の だ、 風月の 外に 

は 純 かの 巧 姓 共 どし かを はらない な 

姓 共は 將軍じ 近づいて 親し < が をの 

I 樹ょ b 洩る i 莊 重な 聲 語を聽 いては 

あん 旦那 さま 一 は 旧を じ 惜しい 物 

知らい ごせへ やす」 ご餘稍 威， むして 

間 ふ 人每じ 語る、 若し 誰かが が 軍 じ 

戦 爭の話 どか 巧 治 外を どかの み 難 か 

しい 話で も 率 掛け やう ものなら 將軍 

一は 空啸 いて 巧を かさない お 軍の 唯 j 

の樂は 夫人み 嫂 ど 瀑西亞 のがた 馬 率^ 

1輕< ゆられて 時々 奠斯 おじ 買物 じ 

I 出掛ける 事 だけ だ、 其 時の 駭 をはい 

つもが 軍 親ら 勸 める、 をれ が 到頭 不 

j 自由な 病氣じ 取つ かれた、 噫當 年の 


縣人當 某 どい ふゐら 妻は おすけ どて 

今年 化 八の 媪樓 々よら 十を 程 前 姉む 

某 ど 名義 上の 夫婦 どならて 巧を じ 

渡らし が 現 夫の 富を ど 乳繰らを ひ 仲 

立つ 人の あらて 遂に 夫婦と. なら 程な 

く 亞ホ利 加 じ 巧ら 當巿の 曰 本 町 じて 

豆滕屋 を營み 居らし が もどよ な 身 持 

のよ からぬ 女の 事 どて 御亭の 目を 忍 

びて 化し 男と 善い 仲 じなら をれ から 

I をれ へピ 男の 選らを ひ疊 ど 亭主は 新 

しきじ 限る ご 飛んだ 該 譬を實 巧し 其 

後は 第 S 街 じ巧屋 ご 轉じ 表面は 夫婦 

j 共稼ぎを 裝ひ 居らし が 持て 生れし ホ 

淫の性 ホ ぃつしか 同 縣乂松 影 (化 八) 

ど 吾妻なら ぬ 穂 重ね 初めはを まや 化 

間の手 前を も 雌ら しか 逢 ふ 瀬の 度 重 

ならて は 深くな ^ 巧ぐ 化 道の 習 ひ W 

ていつ しか 人目 じ も VJ まら 蹲は 

卜廣 がら 知らぬな 亭ま ばから じて 何 

處 までら た 人 巧し の亭 をを 顯 めて 現 

I 時の 機 所に 引 移り 理屈を つけて 情 ホ 

松 影を 己が キャンプ じ 引 入れて 不義； 

のか 樂じ耽 6 しか ば必 ある 者は 眉を 

繫 めぬ はなく 巧 意 的 じを 吿 する 者 ホ 

れで飽 < 迄を 魔 じ 化けし 身の 人の 意 

I 兒もお ザ 東風 ど 聞き流し 居た るぞ箸 j 

にも 棒 じ も か J らぬ 化物なら 遂に 又 

按影 もが 影なら 如何 じ ホ 旱ら のァメ 

力なれば ごて 二人の 子まで ある 媪； 

独を かくまで 迷は すむ が 知れず ど 近 

所では 脊る ご 觸 ると 增 しを ひしが 先 

ち ホ 情夫が 影は 世話人を 伴 ひ ホ 富 某 

じ 向 ひたず け护宜 をの 女房 じ おれ ど 

み 手 詰の 談 が 流 巧の 亭主 も 契 驚 仰 太 

I 氣 でも 狂 ひは せぬ かご 曾し 相手の 顏 

を 眺め おた るが 何 處迄も 不貞腐れ 居 

る 妻 じは 少しの ホ 練 もな しごみ 必し 

I 鹽 みとを らば 譲ら < れん ど 長男 (十) 

は 自みじ 引受けみ 男 (と) どた すけ ど 

_ をを 五な 五十 弗の 手 切 金を 取 6 て 情 

|夫 じ 引渡せら どは 人間の 相棋 もず 千 

I 兩 とい ふ附物 あるじを きものなら ご 

て 人の 他氣を 頭痛 じ 病んだ 手を ひも 

ゐら どか 斯くて 情夫は たすけ ど 子供 

を 引取 b 程な < 菊 お ホ 面 じ 新婚 旅 巧 

ど猶 な这ん だら どは か柯じ 移民 地 ご 

は- > へ 斯る 非常 認の 人道の レコ！ ド 

破-=^じはぁきれて物が言はれぬ 一 伍 

什を 聞 < がま {一寸 摘まんで 書 < 

の 如し 


がの 奈 翁を なて 自任して 居る 皇帝を 

戴 <獨 逸人は 前面 おど 掉 がしを じ 露 I 

をつ き 左 じ佛を 挫き 龍權あ 職の 一大 
一 活劇を 開始した 其 雄が 豪實じ 一世の 
I かじ 値する、 戰 線は 世が じ鑛 まるの 
で 東洋の 重鎭 たる 吾 日本 帝國 は閲盟 
の 結 あごして 英を 授けて 獨ど戦 ふめ 
己い を 得ざる じ まを であらう、 敵と 
j して 不足な き 相手 どす るけ 吾々 軍人 
の本懊 である < 何日 柯時巧 集 令が 巧 I 

るか も 知れぬ、 苟も 籍を軍 除 じ 磨 < 
諸君 須 らく 其 準備を 整へ 霞き 巧集條 
かじ 從 つて 動員が！ 下サ 四時 間な 巧 
じ 出發し 得る 樣 >む 掛け 搔 くべき であ 
更 後備き ▲: 「日の 本は おを 神樂の 
I 昔よ も 女なら では 巧の 明けぬ 國」 歌 

はを 臭く 徽が 生へ て 居る けれで も 意 
ホは 千 萬 年の 後 も 同じ 事、 動かの 人 
情 か 歌つ て 居る どい へば 巧 か 厭や じ 
甘 ひやう じ閒 へる か 事實か チヤン 
をる から 仕方かない、 アグ バムの 美 

人の 繪じ 神必 恍惚 家を 忘れ 吾み を お 

れ 懐中物を 忘れても 現物を 見たい 
いよ 連中 ある" 聞けば 化文覺 上人 も 

必强し (飛 入ら ドラィ 組) 「ドラィ 君 

君のは 長過ぎる から 巧つ た、 籠 係ら 

日本人 相手の 商 買 人を 攒ぐ のはを 

しひです 併し 玉石 混合は 時節柄 身体 

で舊か あちます をれ からを 平 じ わ擔- 

ぎを 願 ひまず (正直 商人) ▲己 50 

■ n 君は in I 三已 5 の 内で ホ 

iu てて 得、 どして I てで 居つ わ 

が 僕の _ a 一を 渡した じ 就て は 剌诺關 

係 恩 怨共じ 君 じ 毫もな き 営 且つ 勝敗 

何れ じある じせよ 君の 知る 所 じ やな 

い 云は r 餘計 なた 話 じ やよ、 不得要 

I 領の 乂身攻 擊は餘 b 君の ため 策の 得 

たる ものでは なから う 君は 1 1J 

の 成功者の 一人 名望 ある：：： 主 U 本人 

|一 SB S ミ II ゐ るりが 吾 吾 如き 勞働 

者 無學文 育の 者を 相手が 1 1 一-も あら 

うじ I 〔で U てて 1 曰 n-llEi 

む、 あたら 紳± の體 面じ關 りは せぬ 

か 僕も^：： 一！ I IN んで 曲な を！！ 田議じ 

ずはん ごせし も：： I SOJhf 田 田里丄 
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が 望なる 貸 地 

▲人物の か 巧 じよら ては 相當の 資本 

を 貸 巧ず 

燦 巧は デ ラウ A ヤ 河の 上流 じて 蘆 お 

物を 大都會 じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 

二 11 一英 巧な 上 貸 巧し、 ブース は 一二' 年 

或は 五 年 じても 巧な b、 若し 買 取 希 

望の 人には 一英が サ五巧 よらな 五十 

弗を じて 夕少じ 不拘賣 渡ず、 農具は 

相談 じよら 貸 巧し、 果樹 植付、 養鷄 

密蜂 飼養* 養豚* 乳牛 等じ熙 するな 

地の 經 厳を 敎授す 可し、 义± 地は イ 

チゴ裁 培じ迹 す養鷄 希望 若には イ 

ンキュ V 1 夕 1 を 貸與ず ホ 望を は 

新報 社へ 申込み あれ： 


■■御 下宿 中 
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紐ち 觀帮を 巧 (お金 截お 共 】 i 
□一部 金 五 化 口六ヶ 巧み 一巧 
□ーヶ 年み を 二 巧 

千 九 巧 十一 ま ハ月化 四 目 巧欧 路^ 
度 巧 

發巧乘 纔巧乂 巧裴旌 一. 

發 ■巧 巧 紐 育 新热赴 

短 育 か 璧ハ巧 一三 二八 
電璧ハ 四と 一ニ チ* グシ イー 


米國 y 顧慮ず る 
y 止めょ 

吾人は 前號の 紙上 じがて 欧州 戰就ど 

吾 帝國の 外を 寺 諭 じ、 U 本は 此際ぞ 

が 大隧じ 於け る獨 米の 勢力を 排 拒し 

别 强が夕 みの 考 ぶを 費 さる！ な前此 

千 戴 一遇の 好機を 補へ て吾蹟 年の 抱 

負を 銳巧 せん 事を 0 てしたら、 が 

じ 之 ど 化 前後して まれる 化 京、 京 

電報は 袁世亂 政府が 巧が じがけ る 戦 

I 巧の 制限 じ關 しお 固 政府の お 巧を 得 

て 自國の 中立を がたん どす る 確報を i 

傅へ 驻 H 米國 大使は 某國化 ぉど 或窜 

を 商議 せんがた め 急遽 避游地 宵の 

ょも 歸 をせ りご 報じ おじが 後の 华麻 

電報は ダス リ ー 氏は 非を 式に 日本の 

意向を 知らん ごしつ： をら て 若し 

本が 戦 巧 じ S する 率 あれば ち 邪の 

T 中ち 搁韻边 1 勺 0 或 寻留を 取る やを 钟 

巧ず ど 云 へら、 例な ホ國 政府が 巧 詔 

をし 如く 曾て 歐州大 禪じ關 し：：： 本な 

麻へ 何等のを ま 通牒を 巧 さ，、 b しご 

ずる も 如上の 電報は ホ 支兩國 間の 外 

を 願 係 じ 鑑み 甚だ 興 棘 ホる 新 現像を： 

j 呈し 巧る やら 知る 巧ら ダるな り 

一 蓋し 强 者の 權 巧の 巧 化は 人類が 化を 

一 的 境域を 成し 國 家を 形 < る 必然の 結 

果 じして 國瞭 無道 德は現 時の 列國觸 

係を 說明 する 唯一の スィ ォブ！ たら 1 

故 じ 吾人は ホ國 がを しげなる 腺臓书 

義を稱 げて歐 州諸國 ぶび H 本め 蟹國 

南米 發 族を 巧 害し、 或は 「米 大陸は 

白お乂 稀の 米 大陸」 な b て ふ 非論规 

觀 まる 不文憲法を 提げて お 色 人秘を i 

j 排斥し 乍ら 盛んに ま那 大陸 じが 權の 

扶植を 圖 -- 义 は満擲 中立 窠提昭 の 如 

き 暴 機 無 赌の擧 じ出づ るを 非難す る 

を じ ホず、 然れ でら 陰 忍 持 雷. 义し < 

义 國の橫 藥じ耐 へたる 吾國は 機を じ 

! 應 じて 彼我 順逆の 化 泣を 轉 倒しな て 

I 彼を して 大 ひじ 白 省す る 所 あらし 社 

I るの 權ホ ある 事を 記 臆せざる 巧らず 

i 即も歐 州 大亂て ふ 天 輿の が 機を じ 化 

_ら て 把握し 得らるべき 吾 帝國の 「强 

者の 權 刺」 は 化 際 臆面な く极 東の 天 

地に 巧 化さ々 べき 速 命を 巧ず る もの 


じして 特に 日 ホ 間の 繫爭間 題が 外を 

談巧じ 於ても を 法 上の 解释 じがても； 

を然 巧の 不 おじ 歸 しだ 米 同胞は 歸化 
權 獲得、 上 化 所有 灌 おくは 社を 上の 

待遇 じがて 查 く特稱 劣等の 民族た る 

じ 甘ん せざる 可らざる 今日 「日 ホ 親 
善」 「啓發 運動」 なで {るふが 如き 常 

卷 語は 暫時 之を 架上の 一隅 じ委 ぬる 
を 嬰す、 宜し < 巧强の 極東を 嚴 慮す 

るの 暇な きじ 乗じ 吾 帝 園の 巧洋 じが 

ける 覇權を 確立し、 词時じ 支那 じが 

ける 袁 一派の 排日 黨 及びな 支 外人 顧 

閒 等を 追つ 掷 ふて 代 ふる じ 東亞 連衡 

の大ホ 溝を 奉 やる 人を なて ずる 事に 

劣 力せ ざる ザらず、 を洋は 東洋人の 

巧 巧 じして 西洋人の 東洋に 非ず、 帝 

立地 帶の 侵害は 賠償の 手段 じょれば 

事足る、 ホ國の 態度 豈 顧みる じ 足ら 

を 

おじ 本稿を 終らん VJ する 時 露 都 よら 

めら 曰く* 霞 本を 大 废は袭 到み. 


循 ご 連ら じ會 見を 續け 頗る 外 まみの 

ホ 盧を惹 きつ - A ぁら ど、 吾人は 両者 

を涉事 巧の 內 をを がる じ おなしと 雖； 

も あ ふじ 其 ま要閔 題は 膠 州灣の 永み 

お 領を條 件' どせ る 戰ず遂 が じを るか 

但しは 巧漠ホ 乃至 滿挪じ 於け るが 權 

f 巧 煥閒題 じ關聯 せる 事項 じは 非ざる 

w きか、 運送船 徵發の 東京 電報 ど 照 

をして 械柬の 形勢 更に 吾國 じすなる 

ものを るを 想 見す るじ不 難、 吾人は 

巧び 云 ふ、 ホ國鼓 顧慮す る じ 足らん 

や 


るべき 海の 大を觀 はお 易に 跪始 をら I 

る まじ I 

A 白 ぜ義リ - H デの 役 おの 死傷 無慮 二 

萬 五 千、 一巧 阔 記者の 戰報中 じ 曰ぐ 

堡璧じ 向 ふ 獨をや 戰± じあらず して 

羊 群の 如く 逐 はる； が 儘 じ 進むな り 

進めば 機關砲 悉く 么をサ せ < ご、 羊 i 

おなら •しかは 知ら ざれで 到頭 階れ た 

ら 、々ィ ゼグ のが 畜 度を 超へ 別 じで 

使を 派して 之を 都民に 傅 ふ、 巧 幕の 
一 擊じ斯 < VJ は 鼎の 鹤 亟や閒 はれむ 

之を 更らじ 組 育の 一 濁 紙の 戰 報じ 巧； 

I すじ 曰く、 獅 軍の 如き 獨 をの お迅め 
勢は 倏 しなんで 云 ふ ばから なく、 左 

じ もの 堅 轟ら 支 ふる じ 由な くして 遂' 

じ 潰 ゆ ど - 
A 幾許 もな くして 佛 軍サグ チス、 

1 レンスを 略す、 カイ ゼグ怒 變进を I 

構き 親ち 兵を 提げて 戰巧じ 臨まん と 

ずど傳 ふ、 ぶ 架して 然る V き やを 知 


y ,-- デ 巧 ホ領リ ー デ滿莖 の頑强 
なる 带巧じ 會ひ數 々擊 退せ、 りれ て 二 
ガ五 干の 巧 傷を 岀 せる' 獨 軍は 後方ょ 
の 狡 軍を 巧て ま 九 U 遂じリ I デ ホ 
街を ぶ領 したる も 跑鸾は 今巧陷 をす 
る じ まらず 獨 軍は 强 力なる を 城 砲を 
巧な H 盛ん じ 砲 紫を 繼 織し 居ら 速を 
軍の 中堅を 貫きて 白都フ ラッセ グを 
突かん ごす 

彿 がの 獨頭倭 入 ど 退却 佛 軍は 過 


じを 大の影 嚮を與 ふ V し 云々、 な 上 

は 武巧ご 親み なる 新ち ウオグ •卜祇 の 


'ら やと 雖 A 、 5 .長 帝」 度 盛が . d 谭が赏 報 ミが へ ラグ •卜紙 等府帶 たおて 獨歷 ぶ繫退 せら 要す ミ 目下 


脇 本 東 隅 

▲白 耳義の 中立を 腎 すかれの 譬吿が 

獨じをさる！の前、 英のホカ髓隊は 

旣に化 海の 要路を 扼 す、' おし 化際些 

の猶豫 をら たら VJ せょ、 想 ふじ 敷設： 

水雷の-化 じ 罹らし もの 單ら アン フ 3 

ン なる 一 巡洋艦 じ 止まら ざら しなら 

ん 

A 大海 戰 じは 未だ 間 ある 巧き 獻 、今！ 

獨 艦隊の キ ー 八 じ 影を 敍め 隙を 化 ひ 

虛を 突かん どす る じ 常り、 英佛 艦隊 

じして 輕笨其 勢 揃を をめ、 バグ チ 

クど化 おどを を監 せんごす るが 如 

危策じ 出で ざるが 上、 决 戦を なて 了 


/、になる 

A 儲軍國 おを 超 ゆるの 時、 個々 のを 

± は 宿怨 じ滿 らて强 きを 如へ しなら 

む、 ァ 、曰の 一一 卿 悚慨駭 おのが 題た 

るら の 四十 年 一び お 阿し 链て如 巧 じ 
を 昔の 威を 泼 ふしたら けむ 

▲巧獨 問の 海を 電線が 飘 せられて 戰 

事 通 倍 一々 裝视の 巌閱を 総る ょ 6 紙 

側は. み 巧 じして 巧侧 はが 巧の 報道ぶ 

く 到る ぞ是 ホな し、 义 H 尹 旣じ陷 b 

て猶す 落を 傅 ふるら の お 日なら しじ 

徴 する も、 今後の 戰报 一々 前减 して 

聞く を 要す 

▲戰悚 すべきは 實じ戰 巧 り、 然も 

人の 動 職 本能 性じ數 はるべき 圆 性の 

國お間 じ潑渾 せらる、、 は、 遠き ホ ホ 

の黃を 時代 じ 入る め 前， 避く ベ かち 

ざる 現象なら ど せげ、 慘 ti 慘 なれ ど 

も、 氣色 ょき 勝な 沙化 VJ 觀じ 得られ 

ざる じ ホず、 地上の 雄 や 限らな き領 

分を ちして 尙は 戦の ためじ 戰 ふ、 人 

の 限 局 其 巧を 加 ふる 地域 内の 巧顾の 

かき、 若し ぞ巧じ 漂 ふ 一 微ぜ： 上の 巧 

巧 事 ど 見 ば、 畢党お 贼の廚 じ 過ぎ ざ 

らんの み 

•米 國の 態度 S 着 

! 固 お 卿 武雷夕 氏は 去 化 H 隙 州 時む じ 


口 画境を 越へ て獨領 アグ サス じ傻入 j 巧し 留 る ものなる が 如き も 軍隊の 巧 1 


翩 し白韶 じがて 維 爾遜巧 ど 翁を の 上 
密滋 する 巧 あらしが 巧內 をは 發 表な 

きら 過日 ま 孤な 府 ょら 申込め- C ' た 

か 立 殺 巧 云々 の 問題 じつき 凝講 した 

る もめと 信 がらる、 が國務 避は 東を 

晋 新聞紙に 現 はれた る 「ホ國 ょ. 

本へ 潑牒 云々」 の說 はを 然お據 なし 

ど 否を せる も强日 ホを 使 ダス リ ー 巧 

が 敏卿時 巧じ對 ずる 日本 政が のな 向 一 

を 知らん ため 非を 式の 巧顿を 執りつ 

ゐ るは 明か じして 若し 目 本が 圆戰 

じ遂 がし 膠 州 潜を 砲 毀す る 事と もな 

らば ホ國な 麻は ち那の 中立 擁護の た 

め 或 手段を 執る じ まる や も 知る ザら 

ず、 を じ巧帶 がの 宫ホじ 於て は裕 東- 

の 形勢が 非常に 隸 ぬしが る ごは 唇が 

ざる も H 本の 態度 か 何は 米 國の方 制 j をを 艰 々て 十二 日 よら 速を 軍の ホ 腹 _ 


▲大 激戰进 からず 目下の 處 重なる 
戰は 白獨兩 軍の み じ 限られ 居る もの 
、かく 一勝 一敗 索 ょらを 局を 支配す 
る じ 巧らず 决戰 的大か 戦は ミュ^ — ス 
河 じ 沿へ る ナム グ要遙 及 アグ サス方 I 
面の 獨単及 連を 軍のを 戰じ 在る •へし^ 

▲該 軍の 秘密 策 戰計畫 世 ホの 視線 
は 等し < 白耳義 方面 じ 集中せられ 居 

る 中 n 國の策 戰計畫 は 蒼々 ごして 進 一 
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し瑞 西の 國 巧なる アグ ト カー チ 巧 及 

ユグ パク スンを ぉ領 しむ 盟ボ 民は 
化 溝して 化 勝報を 迎 へたる が 十一 1 1 H 
0 お 林 電報は 濁 軍が 兩 地を 闽 なして 
鄕廉を 國掩外 じ 放逐し-育 二十ぶ の將 I 

校 二 千のを をを 生擒 したるな 報サ 
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よどす るを 0 て將 校と 雖も其 巧 先 地 

を 知らざる 有様なら ど 

▲巧强 艦隊の 巧 動 前週 0 ホ 化 お 又 

は 地中海 ホ 巧 甚だしき はを 潘附 を じ 

於て 海戰あ b たる かか'^ 風說 せら ど 

雖も 何れも 虛 報なら、 獨 逸の 北海 鑑 

隊はキ ー グ 軍港 じ 集中され 居る もの I 

の 如し 
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滯顧 侵入の 目的を 達せん どす る じあ 

る 、 如し ご 雖 も白佛雄みお か 獨 

軍の k 一 倒じ堪 へつ \ ある 間 じ 巧 劇の 

媛审 一到む 露 國の大 軍 常 後ょ らして が. 

虛.^|^<じまらば獨眾の策戰針寬卜' 
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成立す る じ まら 中 尤も 日本の 要 ホは 
戰巧お 巧 後當が 巧るべき 歐挪 满か會 

議の條 かじ 觸れ たる' ものと 信 せらる 

(端を 円 < 、別項 本巧大 依め 活動’ が- 
一 電報を 照を して 輿 ホ 愈 深し) 
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恣都 外交が の 注 窓を おき 斯は fl 本； 

の辑獨 な戰布 吿を惠 がす ご託し おれ 

と十吉 H 露 郁 發電は 報 せら 


©獨 軍の 殺 倒 連 

合 軍の 會戰 

A 戰 線のを さ 速を 軍の 位抵 攻勢を 

既 りて I 琴佛 がをお 入れん ごする 雌 

をは其ホカをーニをじみも、 ^;キゼン 

ブ八 ダを 中堅 ごして 一は ブ！ デ ホ 面 

ょら 化は 巧 方 瑞西國 おょら 左を 班を 

巧して颁國じ攻乂らんごずるもめ！ 

:如 <戰 線のを さ實じ S 巧峭膀 をの 總 

数り 餘力 どなせられ 之 ど おおして 今^ 

d じ銷 戦中なる 白佛聯 をが のを 数 ホ 

巧ん ど措抗 のをに だ b 


左冀 だるら を どの 接戦は 十二：： 3 な 巧 

最も i 端 恐を 掠めた るが 巧が むる 白を 

は朔 のかく じがが せ ホる 獨軍 じ當 b 

て 二 阿を 么を锻 退した るの みならず 

旦 奪取され たる'^ ツヤ ブトを 巧模 1 
せ々 十 SU の戰は 頗る 懷烈な b し 


♦西 國化巧 艦 じ砲擊 さる 日本 療船 
阻國 化は 上 おへ 航巧 中が 柄 海上 
中なら し巧國 東が 艦 膝の 一 艦ょ b 航 
行中 化の 倍號を 受けた る も應せ ざら 一 

しじ よら S 發の 跑彈 をが び 船腹 じ 大_ 

破 おを 起した る 儘 辛 ふじて 上海 じ 入 
港せ り ど 巧 地 發電じ 見へ たら 


參 大統領 夫人の 葬儀 クィ グ ソン ホ 
人の 葬儀は 去 十 一 U 生地 ジヨ ー 
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一 •大 戰爭と 日本 

一 ▲ 速 送 船徴發 U 本 化が は 本日 歡夕 

を迷送船を馈發しつ：ぁら 
A 陛下 還 御 日光へ 御 避 お 中なる 
，天皂 陛下は 十二 H 巧 京へ 遊 御 遊ばさ 

る ' 、 罕： じて 米 阁大化 ガス リ！ 巧は 刹 

國大化 ど協雜 する ため 本 H 避兴 化な 

I る 箱 根な の y ょ 6 歸巧せ b 
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艇隊 は巧國 人を 乘せ たる 恣网游 船 
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しいる が 如き 威倘 的が みぶ び歲 論ぶ 

試み. で 親を 闽ご のぶをを がぐ る バザ仪 


せらる； や も難騎 をを ひ 過日 ホ國な 
がに 向 ひ 應按を 中 込み ホれ り 


■あ國 H 本に ぉ烦す 歐畑勸 亂じ掛 
する：：： 本の 巧 動は 露 國め戰 機 じ 甚大 

る關係を巧す る をなて 化づ 露國 
りお 巧の 現狀 維持 じ 關し豫 め 日本の 

4を をホ め 巧れ る じ 對し U 本は 么じ 

對 しを 諾を 巧へ た b 而 して 目； h の 形 

势に ては 今闽の 大戦の 猫脚は 歐她大 

陸の み じ 限られ 東泮 じは ぶばざる ベ 
谦想 さる 


A 納稅 拒絕じ ホ やを 國 商工 棠 ちは 一 化ず るの 狀態 じあら て 何等 之 か 禁止 I は廿 一二 おを 乂營 を猶豫 する 事を 得る 


じぷ揭 大巧 ど U 本の 岀お 日本の 
じを 馬大愧 におす る 態度は 例み 歐帅 
大戰の 形勢 如何 じ變 ずるら おお 見を 1 

せの 如き 事 就 じて なく 揀 をの 計 塞を 案 著め 蒙るべき 損 酱は言 ふべ から ざ 


を莱 税の廢 止を が 望し を 地方 じがて 

尙敍激 なる 運動を 停 化せず 又 中央 じ 

於ても 適當 の機會 じがて 激烈なる 雄 

励を 爲 すじ まるべき が 本 伴 じ 就て は 

化 止 誤解の おあるか 如く なれ' ごも 商 

工業を ごて 國ぷ じ掛し 納秘を 避けん 

どず る もの じ 非す 

A 鹿 お 制の 賭 止 吾人 か營業 稅の媳 

止を す 張す る 所 0 の ものに ぶ 制度 巧 

だ 不可なる を 0 て 現 巧 制度の 廢 化を 

ホ聲 ずる ものなる も 么じ化 ふる じ 善 

I 制度を 巧く じ 於て は 柯等異 雜ムる 
のじ 非ず 邱も現 巧 制度に 於て は稅を 

の 爲す所 甚だ 失當 にて 是か爲 めに を i 


備 をを 巧すべし ど 

• 乂勵 航路を 川： 莖 破る 


船 の 間にを が 進 嫂 中な ウし 米國 I 

航路を がな はを 當率 者の 蔥見 一致 

せざる ため 遂に 破れたら 


る もの あれで 此 制度の 根本的な 革を 

豫 てが 漁; 巧 ふは 固 難なる べき も 之を 媳 化し 適 
- 當 なる 稅 制を 制を し當 業者を して 些 I 


参 お 京 化 引 巧 巧 鎖 東京が 引 所は 歐 i 

州ホ據 恐慌の だめ 遂に 二日 巧 鎖 せら 


の 苦痛 もな く納 巧し 得る の 道を 誰せ のモ 


;お なきやぅな 窓せ るが をは ホ 國の巧 

; が逍 艦る々 の浮說 じぶ くもの じて 化 

比 最後 じ ホ國は 巧國じ おし 何等の 申 

a をが せし 華な < 化然 たるが ぶが な I び 

らピ云 へ -CN 

i ( 0 上ぶ 巧 十 H 萊京 を } 

主 U 本 獨逸じ おしな 戰ぶ 吿を爲 さん 

十 一 H の 化な 發 ' 瑕は：！！ く、 H 本は 不 

H 獨 逸じ對 しな 戰ホ 吿を爲 さんどす 

る 模様な b 

▲ .H 本の 陸を 輸送 上が じ 速せ る：：！ 

本说 船の 船を は 語 ゎて 曰く 四方 五 千 

の H 本 軍は 旣じ述 送 船 じ 搭載せられ 

其 筋の 命 かを 巧ち つ； ぁるが 巧 先 化 

は 膠州濟 ならん 云々、 尙 H 本 滿船装 

巧 等は 濁' 逸 束 巧 艦隊の 活動 じょら て 

一 受けつ {ぁる 巧 擊じ對 し 巧 議を中 出 

でた b 

! ▲お 幾 艦隊 速を 数多の 擦 州 殖民 地 

j 艦隊は 極 巧 方面 じて 巧 巧げ 猫 隊と诬 

I をせ り、 佛 艦隊は 巧 捕獲せ る' 一 一艘の 

一 獨逸筋 船を を ひて 遊义 しがる を も 巧 

けた b 、 因 じ簇州 殖找地 艦隊の 韦力 

は巧裝 巡げ 艦 お脚號 にして 嗯數 一方 

j 九 千 二が 峨 十二が 施 八 巧を 備ふ 

I ( 0 上 二 巧 十一 口上 お搂 ) 


♦ 民間 經濟じ 大巧 攀を ホさん 本年 I 

のを 激 はを 地 お 結 架な 巧なら しじ お i 

. らず お歐驟 巧が 迫 0 巧 生糸 化 引 中止 

W た.. めか 穂 巧な 技巧 谣 あに 太が がを I 

义ぼ せら 


-參 支那 政が 米國 じを を 乞 ふ ホ那は 

I 欧州 戰 « の 範關搬 張せられ て械 巧に 

i 及び 其 中立 地帶 がを 戰國の おじ 踐哪 ^ 


♦滿 抑鐵道 豫備が お引上げ をを 度 

八 ビン じめ ける 露國鐵 道の 豫備 

刈が は册 一 R を 0 てを 部 引上げを 爲. 

し' 慕 都 じ 向' けて 急 巧 輸送を 爲 甘^ 

♦H 本 西 比 利 亞歐州 航路 中止 日本 

の 洒比利 亞並じ 欺 州 航路は 二： nl^ 

b 全然 中 化 ごならた る じよ b を叛 楷^ 


ら れん 事を あ 望す る 次 篤なら 
▲當廚 をの 態度 廢减稅 じ 就て は當 I 

，如 者も銳 意之が 調を 研究を なしつ 
める かかく 靈 日を 相 か關西 じがて 资 1 

_ 業視晦 比は 不可能な 6 ど 言明した 
か 如く 傅 ふるもの ある も是れ 恐ら- 


の實を 収め 得ざる ち 様 なれば 言論の 

巧垂 をな すご 词 時じ國 家社會 のを 寧 

が 巧を 巧す るら のは か 諭 風俗を を亂 

^--るかか襄ゐるものは踞虛に取締^ 

り 如 k 單 にあ 義變 おど 閒 時に 威 質の 

な 善を 施さ！ る 時は 何 巧 にても 發巧 I 

を 化 樵を 追及す る 事 どなるべし. 


•陸 带ご飛 巧 研究 陸軍の 新 带業じ 

封し 某當材 者は 語て 曰 < 陸軍 當局か 

が 年度 ょら 十五 方 画の 經费を 0 て 飛 

わ 機試驗 横め 設備 じ 着ず する 窜 はま 

だ 間 知せ ざる も 元 來所澤 飛 巧 鴻は試 

敏所 どして 造られた るら のじして 若 

し 傅 ふるが 如く 單に 試驗 のみなら ば 
別 じ 新たなる 試験 所を 設 くる 要な か 
るべ く おし ニユ ー ポ な 上の 速力. 

ぁる 飛行船を 飛揚 するどせば 或は 狭 
隘を吿 ぐ る や も 知る 巧らず W 雖も彼 


ラ！ ヌ 、ソ ー 八 三 五の 如き 滞 ま 
を 要せざる 飛 巧 機 なれ ピ此儘 じて 差 
まへ なき 譯な b 但し 揀巧煤 どして 五 


もも 尙徵 を官 じがて 己 レを 得ざる 事 
ゐ b. ど 誠む & をは 巧 じ 四 年間 郞も廿 
と歲 迄と を猶豫 ずる 事を 得 どせ るを 

命を のをむ る 所 じょら だかな 學 生じ 
も鬧 穂の 待遇を 爲す事 じ 修正し 其链 
二は 外國 じ化留 する 者は 化と 歳 迄 御 
豫 を爲卞 事を 得 どせ るを 册二歲 を じ 
修正し 現行 規定に お活 したれば 化 外 
居留を じして い 二 歳を 過ざる 時は 檢 
査 を用ゐ 中して 國民 兵役 じ 編入 甘ら 
-ぶ ものな-^ 

徵を制 巧を 嫁して 入を 制度 どな 

むる 事 

六 週間 現役 制を 荐 度す も 事 
勤が 演習は 力めて 夏期 じがて 巧 

ふ 事 

乂營 則を 四月 十二 巧の 兩期 ど爲 

ず 事 

0 上 審裡の 結果 原案を 巧 巧し 六 時 散 

會 せゎ KV 


日本 及 支那 巧 隔週 火 鴨 
日 午前 十 時シャ トグ大 
化 鐵道巧 橘ょ b 左の 通 
ち 出帆ず 

靜岡丸 .八 巧サ 五日 
丹波义 九月 八日 
を藝凡 九巧廿 二目 
を 渡 化 十月み 日 
橫潑丸 十 巧 二十日 
阿波 义 十一月 一一 一日 

▲但し ニユ！ 3 ! クは 
化 H 敞ょ b 五日 前 じ 
御 お 發ち之 度 候 
▲連 貸 

シャト グ橫沒 神夕閒 
一等 百 十 巧 
二等と 十五 巧 
ご專 四十 一 一秀 五十 仙 
ンャト グ巧巧 間 . 

.'一等 巧 十五 巧 
二等 八十 弗 
. 1 二等 四十 一二 典 五十 仙 

誘 船蓄祗 

シ ャトグ 出張所 
切符な 次 新 育 新報 社 


郵梗巧 增設决 を 郵便局の 閱設電 

毒な 上み 飛 巧 機を 飛ぶ すじは 圆巧ぶ 信 事務の 開始 じ關 する 請願は 每 年の 


巧 米突 位の 所 巧 じて は 頗る 晒 難なら 

ど 云は ざる 可ら や 义飛巧 機の 緣蹤じ 

下 ± を 採用ず る 事は 欧州 剧强 じて は 


何等かめ 誤報なる ベく 词 志を か 同 衙相當 じ 研 兜し 旣じ 佛國 のかき 採用せ 


出を 當 りお 痛のを を じがて 猿 减稅の 
聲 明を 爲 したる は 思 ふじ 當局者 か 之 

を實 行す るの 巧を を 漉した るら のな 
るべ し 又 世の 一部 じがて は 營業稅 の 
賤 化は 論理 じ 於て 貫かざる 所 あ b 若 

し 之を 朦止 するどせば 地祖其 他の 枕 

じがても 廢 止すべき もの 甚だ 多し ど 

說< 者 あるが かきら 是れ 誤れる の甚 I 

だしき ものにして 固 よら 一顧の 偕 値 

だ じな し 議論は 別 どして 吾人 荫 工業 


會 社は 歐巧 S 葛 議じ思 計 叢 者は 雲に 磬を嫌 ふら® じあら ず- 

を 巧し 爲繁 5 屢 率は 戰時 保險現 S 度を 廢止」 更に 他 Q 響の 善 


'率ビ なれな 


♦歐巧 大戰ご 防 務曾讀 のち 師ま .去 

巧 ザ お H の 巧 務宵議 じお師 案の 提出 

めり 五ヶ 年 部盡を 成の 豫定 じて 總額 

二 千 あ 巧 万 励を 計上し 差當 6 明年 巧 I 

じがて 一二 十で 脚の ち 出を なす じ內定 

したる が 今 间歐卿 大戦の ため 目荡關 

係じ變 働を 巧た し 該增師 案じを 大の 

跡搖を 巧さん どす る樣モ なら 

♦な 日獨 人な 欺 日本な 留獨 逸人 じ 

しでが 議じ關 係を る ものは 至急 输國： 

すべき 明 お 集み を發 せられたら 


j 欄 度を 制を せられん 事を 冀ふ ものな 

るぶ を 繰 あず 巧 第なら 


H 本を あ 信 

@ 廢稅述 動の 現狀 

中野武 營巧談 


♦新聞紙 取締な 善 內お番 お 者め 談 

じ 曰く 新聞紙 法の 改正 じ關 しては 目 

下當省 じがて 英米 獨佛其 他を 國め制 

一度を 銳盘 調査し 居れ ども 事 憲法 上の 

が 證じ關 する 重大 嬰 件 じして な 正さ 

るべき 晋子 ごら なるべき ものは 曾て 

大殴 首相の 言明せ る 政綱 じぶ く 言論 

の自 むを 静 藍す る冀 じあれ でも】 ホ 

之が 取締ら の 方法を もな 正す る豫 を： 

なら 現今の 取締 6 はが 政處み どして I 

は 單じ發 巧せ る 新聞紙の 發賣 頒巧を - 

魏 止す る稱 度に 止まら 巧 法 處をど L 

ては 單じ發 巧せ る新關 紙の 發巧權 を 

装 やる 事を 得る じ 過ぎ やしで 名稱變 I 

吏を 爲す 時な 其實 質を なめ ざるら 放 


る國ら るれ ど 佛國 の下モ -、」 H 本の 下 _ 

± どは大 じが 制度を 異にし おる をな 

て 偵 お 繰縱を 兼ぬ る譯じ 巧かず ょし 
又で ± をして 操縱 せしめ 别じ 一人の 
侮‘ お將 校を 阅乘 せしめた る 煤を は 巧 
て烟窮 する 舉 .こなる ため ホ だ 俄か じ 
下 ± を 採用す るの 議ぶ 立すべし どら 
思 はれざる なら 

♦裘槐 ど 東洋 お 船 東洋 お 船 會社じ 
ては 明年のを 博への 邦人の 遊 覺者じ 
僧す ベ < 現 化のを 巧 船 天洋地 洋奢洋 I 

リ S 大觀 船な 外 其 則 間 じ椅横 お藥潘 
間の 臨時 船を 化 立て 同 巧 じ鹽員 五な 
夕內 外の 遊覺 脚を 組織し 桑 港 陸上の I 

遊 寛み 便 宵を 圆 ら旅费 凡を おち 圓前一 

後を 口て 化な 一切を おすべき 針 塞を 一 

ホて 目 ド 象 準會社 並に 礎 時博覺 會爭； 

お 巧と も內 交渉を 遂げつ！ ぁれば 近 

日該計 靈を發 おして 劇 員 踞集じ 着手 

すべし ご. 


•徵圧 ハ 猶豫問 遮敎荷 調杳會 の徵兵 j 

猶 豫じ關 する 特別委 員會は 十六 日 午 

後 二 時ょ ゎ 文相 官邸 じがて 遜 日關か 

れ たる ホ 委員を じ 於て 决 ませし 振 案 

じつき 二侧の 修正を なし 滿撰 一致 之 

を ザ ホしたら 修正の 第一は 何人も 適 

齡じ 達した る 時は 檢 杳を受 くべ く 之 

じを 格した。 者 じして 中 學校义 はを 

间 等な 上のを 校を 卒業した るを じ 


I 證 を じ數巧 通の 多き じ 達せる じ 巧ら 

ず 去 大正 元年な 巧 巧 間の 巧を 豫算ス 

が 立が 他 稀々 の 事情 じょら 之 じ應ホ 

る經盤 おで 皆無なる が 態 じて 懂じ灌 

信费に 1,' 部を 流用し r 面 地方の 游附 
おを なて 巳むな きらの！ みを 設置し- 

ホら しか 鐵 道の 延長 其 他 速輸巧 通の 
お 進す るに 随ひ 益々 之か鑛 曝の 必要^ 

を 威ず るを なて 遞信 省は 明年度 じがが 

て. 之' か 經巧册 で圓な 上を 從前 のかく ぺ 

地方の 衝附を 等を 相 埃つ て么か 施設 
を爲す 奉じ 决 しね b ど 


手 お、 手找 地、 ブ I ブグ掛 等 
製造 直輸入 ザ- 

/日 ホ n 商き 
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- ふぐ 漁業 開始 宮崎縣 の 沿 塔には 
海豚 か 非常に 多 < 回遊して ホを ごい 
ふ 所 じ 着目した 福 岡 熙化議 ホ 藏內が 
郎作 氏は 一番 該 事業を 経營 r て 見や 
ぅごて 巡般巧 調査 中で あつたか 愈々 
來巧上 巧 頃 よら 納入を 爲す 掌と なら 
目下 頻らじ 準備中 じ：， るかを はを 崎 
郡が 生を を 极據地 ごし 製を ェ攘 を設 
け まどして 肥料 じ 製造し 巧は 靴跑窠 
の お 巧に 製を すべし どい ふ 


基督 敎 修道 食 

窗宿 (舍 西巧廿 一二 T 巧ち 〇 こを) 
H 踏 日 集 食 す 后 八 時 敎會巧 じて 
蜜 專げ究 を 日 ^お 一二 時 {修道 會) 
祝橋會 .'.木曜 午后 八 時 (絕 じて) 
讀審曾 第二 第 四を 曜 午后 八 時 j 

英廃學 校 巧 火水を 午後 八 時ょ. 

お師 ホ 掘 篤 
電話 八 一 化 ー ニモ ー ユング サイド 


巧亞 じがけ る英獨 艦隊の 比較 
:巧圃 戰顚艦 一巡 洋臟四 砲艦 S 水雷 I 

驅逐八 潜航艇 I 二 水雷艇 四 河川 砲艦 
十 通報 艦 一軍 用船 二 
獨逸 装甲 巡洋艦 二 巡洋艦 一袍 艦と j 

水 蕾艇化 - 


•加 藤 ホ 將聯を 艦隊を おがす セン 

翻 艦 八隻を 巧て 本日 聯を 艦隊の 組織 

なら 第 1 艦隊 巧を 旨 加 藤ぶ 一二郎 中 巧 
指 挪の巧 じ當ら セン 圆 準備 完成せ 


穀 r 寄宿 舍 f 掘 篤 
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目下 故國 にがて 梨園 界の大 ホ 物た る 
なを子は 大圾 お. 日 新 巧の 連載せ しも 
のなる が 婦人のを は 申す を 已な< 衣 
類 じを 面を 子 形の 模樣を 取る までに 
流行せ し 巧 代 稀なる 一け 験 作 ごして 
本 蕾を 讀んで 泣かざる ものは なな も 
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本社 營業部 
血 日本 巧 薇 i 船 i 
切符 取次が si 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ が 化 巧 部 何れの 地方ょ 
ら御 出立の 煤を も 耿ホ可 申 候 

友 手紙 取次 
I ◄各國 語纖譯 

主通辨 ‘ 

j 柳城資 ぶ氏裘 

; 参 貸 業 經營法 

をが j 冊を を お 

; 總育 新報 純 


>巧 を 「千歲 J の 開店 夏 中は 熟う 御 


違着すべし<の豫あもホ6义巧がも細亞を 一 弗正十他な 

少 きため ホ 傑は 一斤 じつき 中等 品 二 ■巧 桑 港 邦人の 腰 遣 銀貨 嫌疑 轰潘 1 座い ますので 化 業し ました か 九月 

1 仙 ホ 等 品 己他內 外の 商が を 示し、 錫 
橋 おは 五 仙を 龄ぷは 四 仙 ホ 騰貴せ 
日本製 ブラ ッシ の競爭 者は 娜國 


;ゲ1リー街 こハ〇五じて竊眞機械を 

.營 業し がる 福 島 縣人佐 海廣事 實名緣 

~ 川廣 はを 貨蝶 造の 嫌疑を 受け 過 日が 


でる か戰 ずの ため 獨娜 兩國 よらの 瑜 I 筋へ 拘引 取監 せられし 冉 なる わ嘗官 

乂杜 結せ るを 巧て 吾 製品は 頗るを 利 

の 地位 じ 巧る も B 本 ブラ ッシ の庶料 

たる 豚 毛は 簾獨兩 固より 輸入し 居 


乂第 二回 母國訪 

間團員 募集 

一、 御即を 式を 期の ため ®^ 

改正 

; 1、 經费 一人 二 巧 四十 巫 

: 一、 十 巧 上甸 おお H み 滯な約 四ヶ巧 

n 、 巧 餓ホ畫 をす。) 般 

_ 巧胞 ょら 慕 集 

. 、 寫奠 C 露ゎ 4 人を^ 

j をの*-^ 斑を 預ら W けずる 

- 橋ん を 一を 9 加入？ 2 

I 委細 照を 

、詳細は 改化规 則に t 

中 込み 第繼否 す 

紐 育が 词 訪問 鹽 本部 

•烦巧 ホ 第 六 街 二參乂 

盡者沐 富ず 


ホ數巧 

グ年二 弗 了 r 间 セン 巧の ためおが 俄然 騰貴せ し 

を 巧て 乂國 ょらのを 义 V ： は 應じ潍 し 

どの 電報を せし 由 じて 當樂 者の 遺 城 

I 娛 する じ餘 b をら 
▲おみ 日本製 お 具は 到底 獨 逸品の 
I 敵 じ 非ざる か 之 ホ センず グーた め 日本 

品の 奠れ 巧き 甚だな 巧なる 模様 じて 
お 村 組雜麗 部み 如きは 非常 じ夕 化を 

一频め 居れら 

I 陶器 雜貨其 化は ホ國 一般の 人氣か 

巧 じ おる 次第 じて 軟州 セン 爭の 長引 

おお 乂國 の致氣 良好 じ 向は i 無論 

其 巧 巧ら 良好なる ベ < ホだ充 みの 豫 

想 立ち 難し どの 事な 


@歐 州 巧'、」 輸人 円木蟲 

1 獻卿 大亂の 巧て 樂 じな ばす が 懲の甚 

犬なる はか 論なる か 今 專國ょ 6 當國 

に 輸入し 巧れ •る 諸 品 じつき 當 化化留 

な 本人を 實 策； 琢の息 巧を 閒 くじ 

I 乂を 糸は 四视な 上め あを を ホし な 

製を 萊ぷ及 資本 滚 はで 化が とがの 

I 恐慌 時' 代 ごおんで：：？ 巧の 大打 豁を缓 

I るべき か當地 ホホ榮 をのが 貝は 目で 

裝外じ 幕が な 6 お 落の 巧 閑は 一般の 

ス おなら どい ふて 巧な らん VJ 

ム隶 U 本 あは 巧 換化組 じ 制限 もら 

且 戦げ 巧險 率の 眞 きど、 お出 じ闲雜 

I を 威 中る と 、戰夕 永 絹の 結 お あどが I を 


♦日 原を 化の 談十 二日 巧 京 發電じ 

ょれば 树を 化は 目下 急 巧 化 京な 巧ろ 

を じ 上- = 'つ i ある 由 じて 巧は U 本は 

を然 日英 树盟の 精神 じ 基き 概 東の ホ 

がぶ び 保を を 維持す る じだり ど 述べ 

たら ど 

♦だ 鄉の仲 戴 思 ひがら 支那を 府は 

本 政が の！： 答 不満足な b しため 當 

1 をの 中欧 如 センず 仲戳の 意向を 止め 

j たら. 

♦ U 獨開戰 ど おおが 留を生 目下 伯 

I が じが 學 中の H 本人 學 をは 其數約 一二 

巧 五十 夕な るかを し 日獨開 センす る 

事 も あらげ を學生 等は 直ら じ 歸國を 

巧 ホ せらる V < 中 じは 甚だ 烟 難を 威 

I 中る 者 も あるべし ど 


概間恶 信 不通 及 電信 會 化の 注惹 

H 本 及歐抑 間の 電信は 不通 どなら 

I 何時 開通 さるべき や 不明なる 旨 十 S 

日 巧電 'あ' 9 しか コンマ！ シ ャ八ヶ 1 

マ グ會趾 は 同 目下の 如き 廣吿 をな せ 

ら曰 < 

H 本 かを 國义び 東を 巧の 叢 信を 差 

止めたり VJ の 報道は 虛說 じして 日 

本は 却つ て お 領微羅 じ 巧 露 領亞細 

亞巧 きの 電信 開通 じ 努力し 居れら 

電信は を港經 '由 0 上の 地力 じ 達す 

べしと も 化て 陸軍 檢闊を 受< るを 

要し 用語は ホ 易なる 英猶佛 落語を 

用ひ范 おがは を潘 よら 歐羅 じ 藻國 

語 じ 付 一 弗 六十 仙 同じ < 證領西 


U から 開】 化 致します、 だぅ ど 御嶺負 _ 

-を願 ひます、 ご 

朝日 じ 上等 料 现乂着 二十 餘年巧 

の經驗 ある 本職の 料理人 か 日本から 

採 偵 等 か 家を 搜 索の 上が 化した る證 I 到着 致しました から 特 がたいし ひも 


據物 おじは 五十 他 照 造 銀貨. 一枚 並 じ 
圓 形の 銀せ と 八が 更に 腰 造 用い 機械 
もしき 物 等 じて 一說じ 依れば 閒 人は 
嚴 重なる 警官の 詰問 じ おし 一々 罪狀 
を吿白 せらと 傅 ベら る尙間 A の 素性 
I を 聞 < じと 八 年 前 桑潘新 演劇 刚じ加 
はらが 地 ホ じ 興行した る 事 あち ど 

太刀 山 巧らず 羅が 有志ょ ちを 巧 
嘘の 太刀 山 じ 渡米を 巧が したる じ 太 
1 刀 山ょ b 1 應歸國 したる 上 おら じ 計 
I 畫を新 じして 渡米 せん VJ の 事なら き 
1 尙同 一巧 のぶをで 幾ず の 純益を 得た 
であらう かどは 世人の 霸題 じな つて 
短る 先づ 算盤を 彈 かせて 見る ごホノ 
八グ じがけ る 六日の 化乂か 一巧 八 干 
弗其內 から 船賃 五 千 弗を 差が き 其 他 
雜豐 一二 千 弗 ど 見る も 手 化 女 純益 お- 
お 圓さ うする ど 下の 如き 數 字を 示す 
一万 巧 ホノグ \ 一 一手 お 昏弗巧 唾 
互 千 弗ぶ 巧、 二 千 弗 加を を 計 二 巧 五 
巧 巧 ごなる のでこう 儲かる ど 巧 年 あ 
ねらから ホを や 米 菌じ績 々角力 や 其 
他の 典 業物の 乂 ホを 見る 事で あらう _ 

♦早稻 旧大學 校る を來廿 二日 午後 I 

j と 時 よら 西巧廿 一二 下目ち 十九 當 地を 


のを 御を く 差 上げます、 ホ 
-禪賣 局あ師 高が 盛 基 氏は 當地滯 

I が 技師 どして 化 巧ず 着せら 
- 阿部 領事 シカゴ ょら 新た じ晚香 
波 領事 じ 任命され たる 閒 巧は 過 H ホ 
着 ホ ブ^ア スタ ー じを 6 明： 3 迄滯な I 

の 上ォツ タワ 經由赴 巧の 答なら 
♦鬼 怒 川 水 電會社 摄師素 木 羅治氏 
は 十一 日 ホ 着 

-寧鐵 製糖 會社 工務 部長 葦 鹿 化視ま 
I 巧 巧 一二 曰 前巧巿 
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急募 集ず 


貸間を り 

淸潔 じして 閉靜 なる 貸間 |一 一室 あら 室 

代 一遇 云 弗 ょら 一二 弗 五十 化を 室 じ ラ 

ン ニンク ゥォ 1 タ ー ( 冷 溢】 ゐら 
H. A. づ一 ま ton 
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化が 品 卸 賣廣を 

おち 製 香水、 トィレット パゥ 

巧 霎ダ 1、 サごパ ゥダ 1 

客 引の 商品な な 
御 試 族の 上 御 商 評を 乞 ふ 
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I 郡で な 萬圓の 送金 廣島縣 ま 佐 

I 郡ょ b 海外 じ 渡が せる 現 巧 人員は と 

千 六 巧 六十 S 人 じして 化 送金 高 五十 

一九 万 四千 一一 宵 サ乂圓 外 じ 持戾を 四十 
万ー ニモ 九な 一一 一圓 じして 取得を 計な 
す八モ ー-一巧が 一圓なら とい ふが 一' 郡 
じて 巧の かき 夕额の お 外ょ b 送を あ 
るは 化 じ 比類な かるべく 猶間 郡の 巧 
一が じて 最も 移民 夕 きは 一二 川が のと 
が じ 於て 旱稻 田大學 校友 會を 開き 今 ~ 百と 午 四 人 じして 六 万 四 モ圓を 歎へ 
凹 巧 ホせ る 校友 化 山 幹を、 氷を 搔 一次は 龜 山村の 西 巧 ホ 十み 名 じて と 萬 
武巧俊 一号 居の 歡迎會 を 權す事 ごな 1 储圓 巧は 川內 がのと 号 一十一 人 じて 


金 律 顧間乂 

民事 巧 刑事 訴 誘... 一切 

I 契約 其 化の 書類 編成、 貴 金 取 立 等 凡 
て 法律上の 化 頼じ應 ず、 鑑を無 巧 希 

望 者は 新報 触へ 申这 まれ 度し 
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I 當社 製造の フアン シ I ケ J スは日 

本雜貨 店ぶ び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 
る 必要 席なら 


れ ら尙當 巧は 巧ぶ 十四 H 巧 ホの 豫を 

i なる 島 田 博 ± 增田義 一氏 等 一行の 歡 

一 迎じ 就き 諸稱の 準備が をはせ をを も 

閒<當 ならが 义 出席の 有無は 關日正 

一す 迄 じ 若松を なる 夕井淚 お 氏 じ 報知 

せられた しご 云 ふ 

♦が ホ 保 固 氏 歸店歸 朝 中なら し閒 

找は撤日無事歸着せるか十ーニ：：：メー 

ン州ム ー ズ ヘッドの 避 著 地へ おけら 

♦巧 口英® 準 主へ 理學博 ± 巧は 兼 

て 日本 文部省へ 論义 提出 中な 6 しか 

今网 新たに 博 壬 どならし サ】 をの 一 

乂 ごな も 巧學博 ± の學 位を 受けたら 

« 日 本人 會へ 一千 弗を 附當地 n 本 

銀 巧 出張所は 今回を 一千 巧を：！ 一本 A 

を じ 寄附せ るかを は 巧-所を たる 柿み 

常 或郞 巧の 爵旋じ 由 るら のぞし ど 

參桑山 氏 妻み の 御 目出度 •(や こ 旅 

I 滞 まを 山 氏 妻 ホは ま 十 H 女子み 娩巧 

子 共 じ 健 巧なら. 


I とで 呈千餘 劇 其 他 ま 郡め 五： 白よ 十 人 

の 八す 一千み ち 四十 四圆 等は 最も 重 一 

一なる も 巧なる 由 
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♦日本ょ 6 到着 H 

八 巧 十一 日 同 十五 H 


上等 料理人 到着 

一巧々 御 引 立 じ 預> 難 有 御 禮申上 候 却 

說豫て 人選 中 じ 有 之 候 ひし 上等 料理 

人今间 U 本ょ 6 到着 致 候 じ 就て はか 

巧なる 御用 命じ も 可 相 應殊じ 夕人數 

なの 御集會 じは 特別 勉强精 撰 調理 可 

致 候 間 何卒 脈々 厳御來 鶴の 程 化て 奉 
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紐 育 日本人 會ミ 證明畫 

. 鱗 風 生 
▲が 育 目 本人 會は 從巧總 領事 おじが 

て 取扱 ひし 巧留 B 本人 じ 願す る諸證 

明 書は 自今 间 會の跌 掌す る； じなら 

たら どて 一般の 所轄 巧 巧 民 じ 向つ て 

發 表する 巧が るつ た、 西部の a 本ん 

をが 始めて 其 管 轉化留 はじ おすを 誘 

明替を 取扱 ふべ く 我な が じ 請 おして 

I 領事 箱から 繼 承した のは 数年 前の お 

モ ある み. 

日本 西 おの 海み 在留 地 じて は 巧 巧 

でも 辭明書 じ 就て 領事館と 化留 おど 

S 間 じを 巧 物議を < 夫れ か 爲め 巧を 

の 圓 痛を 欠ぎ 終 じは 領事の 貴 巧 問 鎖 

まで おを した 例は 麗 々吾人の 聞知ず 

る 所で ある、 ゃじ も 乂國は 他 外國の 

何れょ らも 其 弊の 祐 しきを 見る、 何 

どなれば 國 陈關炼 上ょり して H 本 化 

府 はを ホ H 本人を 一廢嚴 雷に お披ひ 

つ！ あるに 他方を 活の 容易に してち 

も 思 巧の 發 達せる ホ 國の國 風に 永 < 

促 はれた るを 留 民は 官 赛的氣 風の 裕 

溢せ る 日 本官を じ對 して 餘らじ ホ 民 

的で あるから してな 處じ 奇妙なる 哦 

巧の 巧 違 ひか 生ずる ので ある 

A 西が のが 日本人 會か證 明 萬を 領お 

薄から 繼 承す るに 至ら 領幕館 ご巧谓 

I おごの 巧 合 か 非常 じ 善くぶ つたと い 

ふ お 因は 柯持も 物 旗の 導み 線 ごな つ 

て 居た 證明書 じ對し 巧留民 どが 接の 

一 離 係を 有し 克< 彼等の 事情に 綺 通す 

る 月 本人を が 其 裏 萬す る， とどな つて 

な 巧 比 懷的正 旗を 巧る からで ある、 

が閣 のをなず ど 度 每じ領 樂舘員 じが 

顔を をる やぅな 有 樵では な留ほ VJ 间 

滿の關 係を お 持す る 事は 不巧 能なる 

めみ なら や 證巧满 出願を の實際 的み 

許 じつき をず なるな 解を 下ず は ホ 劈 

いべから ざる 事 ど 云は ねばならぬ 

化 おじ 於て 從巧 證明誉 じつき 巧留 

おの 間 じ 不平の 多 かりし 當地 じがて 

々巧 新た じ 日本人 衙か證 明 溝を おお 

ふ 事 じな つたのは 今が な 留が胞 じが 

を 利益を かるべく 吾人は が擧じ 向つ 

^ 大じ貧 辭於呈 する ものなる が、 化 

I 際 じ當ら みはを 員 どして 證明 蕾下附 

じつき 聊か 從 ホの 經驗政 びか 見を 述 

ベて 役 貴 並 じ 參幾員 諸君に 星 せんど 

する ものである (氷 完；； 

歎 我 霧中 

■を 友す 

オイ、、 一 體垂體 君は 何 お ソウ 寢て 

ばから 居る のか、 質に 超然たる をの 


だな あ、 サ 、起きて 熟 ど 股を 開き 泰 

I がごして 四方を 見 給へ 必ず 大悟す る 

おが あるよ 得る 所が あるよ 
如何にも 御 覽の涩 b な 目下の 狀 態で 
は 君の 氣じ 障る のも最 だ、 をれ を デ 
r 耐 へて 發 化し 來る猜 の 虫を 潰し 
f がら ユ ヘン ども 云は ず 慨一慨 、唯 

I 盃ど いふ 御 ホ 姓を 相手の 沈思 默考、 
嗯 、何ね る巧憐 なをで あらう、 ォィ 
お、 世は まだ 君を 拾て-- は 居ぬ よ、 
だから 巧ら じ 君は 彼の 巧 居して 不善 
|^を擅じして居る毛虫巧のこ ィ」な 
ごは 左を 意 じ 止めぬ 方が 君の 得策 だ 
をん な 拙劣な 事故 じ離齡 VJ ふを 配る 
なでな 反て 若の お ホ じ 雲か懸 る、 い 
i かね 君は 决 して 自暴 自樂 ど 出掛け 
はならぬ よ义自 らを 知して 飮わ调 
だから 制しは せ归が 人肉の アグ n 

グ化 潰な どは 紳± の 前 じ 差 おすべ 

i 馈 等の 化物で ない、 一寸 口の 邊 じを 

化 演の薦 りを さし 泣の なら 愛 撼があ 

つて 巧い、 をれ からまた いくら 能 あ 

る廳 だとて 左 樣 遠慮して 爪を 隱 して 

盾る 必要は ない、 競爭の 世の中 ども 

の辄ご 見たら 突進して 驚で あら-うが 

曠 であらう が自 みで 勝てる 見込け ピ 

一搁 なて、 もの ど 巧す 可し だ、 然 

しなと 編 胞は暗 巧じ跋 .底す る 魔物 だ 

ら氣を 附け約 ば遇ク 反な もを やら 

れ るよ、 ナア君 お 瓦 じ圓を 出てから 

もう 一 どを 近く じな つたが まだ 之と 

お ふ 活劇を おじた 事 もな く 起たん ご 

I しては 倒れ 倒れん VJ しては 起 もも 得 I 

ホ 今の所 これ 中腰め ホ 巧然 たる 恰巧 

で、 わい しい 御菓子で 呼辭 けられた 

ら矢經じ飛^^つきさうな狀態じ階乂 

つたが、' いくら 幼稚な 吾々 だとて ま 

ごか 他人 様の 御 窠子頂 載 位では 滿を 

が 出來な いぢ やない か 君、 さら どて 

I 宮 .め やう じユ 、菓子な 一、」 を 賞 ふかい 

一條の 方 じ や 成人す る 迄を 晴らしの 酒 

て わ もの か ゐらア ど 相 成つ ては 誠 じ 

巧を くない ホさん だな 

頼，^ から 昔 ー ッ疫で 出 巧 得る 丈の 巧 

役を して 岩じ嚼 着いて は吳れ まい か 

I 苗谁 はか 度しても 君を 沒趣 ホな おが j 

じまん じ 置く 事 か 磯で 堪ら ね、 酒は 

I 瓶して ぞくを 飲まず 將 た斷禁 'レ 得ら 

るれば 最上、 巧 並の 言 草 だが 世間 往 

々じして 友を 論じ 情を 論じ 義を 論ず 

VJ 雖 だ、 皆 五月の 經の 吹流し だか 

- 御® 話を しても 利 足の つかぬ 事 

一ら 足 も 御 出し じ やならぬ、 化 

' 庭き 最ザ 今年 も 巧 じ 入らん 

だ、 人生 幼、 靑 、壯 、ち 

た.’：.. ぶ T 度 此の 巧に 相當す 


るね オィ 君もぅ 目が 醒めたら しいな 


(( 投. 


をな 


AOOO 長の プンフ 1 ヘィ 觸 下、 新 
調のを 黨 帽子を 被ら 怠氣揚 々濟 まし 
j 这 むで 電車 じ 乗つ て 御座る ど 乗を の 
衆を クス-^ へ、、. ニ タブ — W 笑. 

ふので ホ 生不あ 儀で 堪らず だう した 
譯 かご 頭を 燃つ て 盾たら、 向 ふじ 蝶 
掛けて 居た た 婆さん 笑 ひ 乍ら 自身の 
橫 子の 煽を つ！ いたので ブンフ へ 1 
賴下 俄か じ 氣か附 き 新調 巧で 圃 のを 
黨を 蚊つ て 見れば コンパ. シ タリ 倒 引 
値踩の プラィス マ 1 ク かついて 居た 

げな 1, 同乘 生) A 籠 欄の 新ら しい々 ィ」 
聞いた ホ にても 义巧 雀遞 一巧は 臀咳 
じ 接せば やと 遙 々ホ 田を ょら 間が 二 
I 人 巧を 某々 じ お掛けて をたら 成 巧を 
じし 負 ふ 天での タホ夫 絶世の 巧 人中 
々諮 かる 大じ渝 か眞じ コン ジ ニャ 少 
のか 己を 得た 感じ かした (飛乂 ドラ 
ィ 組) A を 信 巧の H 本人 會縮 設立 說 
は 吾譲大 賛成、 四々 じ 散 化な 巧す る 
日本人の 稱睦か 親を 騒る じは これ 指 

有効の ものな し、 巧 か 其 經费ち おの 
途 だて 若し 頭 割なん かご 巧る どなぐ 

かを 近々 歸朝ザ 致と 逃げを 强る速 中 

か 多い から 画る、 其 處で菩 蕾の 提樂 

は 一軒の 建物を 借 b 餘ら巧 巧 じあ 蠻 

をる ぼさぬ 岡胞 商業 家に 剣當 て！ 贷 

I 室したら 維持 かお 巧る であらう どな 

ふ二會 員； 僕の 働：- て 居る 二階の 

日本人は U ネ 艦隊 か膨 州' 鹤の獨 逸 軍 

を砲擊 するどい ふ 新聞を 獨 逸人なる 

I 自 をの 妻 君 じ 見せて 大 呜-雖 、離 操す 

るなん て大騷 ぎで ごした (側 目 化) A 

A 千歲の 親父 口く、 愈々 セン 巧が 才 

ッ始じ まら ましたね 一 私は 二度 歐羅 

じじ 參 b まして ァノ邊 も 見物し まし 

I た、 がまれ つで 化じ はばかる どか 申 

して デン マ ー ク白 耳義 邊で獨 逸人の 

威張ら やう つれら ゐ らま せんね 下废 

I ホ阔 人が 壁 西を や中义 人を 贿 おにす 

るの ご 違いは あら. ません、 威張 b 散 

I ら されて 鑛じ 障る のは 誰し も 闊じ带 

でして 今度の 戰ずじ 白耳義 をの 案み 

强 いのも 矢 張ら H 本人 か谐 n 巧亞人 

をが むだ 摄巧じ やつが けたの ど間樣 
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最後通牒、 米國の 

態度、 吾 徒の 疑點 

j 臟 州大亂 ど吾國 のかを じ對 する 吾人 

の 期待は 遂に 空しから ず 吾 ホ 國 がが 

は 去 十五 H 獨固じ 向つ て赏戰 ボ吿じ 

I 等しき 强 硬なる 最後 通 礫を をせ ち、 

ず 解かの 峻嚴 尊大なる 彼 一二 國卞 渉、 
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發巧所 絡 育 新热お j 

な 育 ポ资み 巧 一 ご 二八 
ち敌六 四と 一ニ チ ゴグシ - 


や、 忽も 万一の 事 變を豫 想し、 「同盟 

I 國の一 そがを 戰國ど 平和 條 約を 締結 

j しおる 場を は 除か 例 ごす」 て ふ j 項 

を W 盟條 約じ附 加し、 0 て H 米戰爭 

I 起る の 煤を 英國は H 本を 助けざる 
H 本は 英露 巧ず 起る の 摸を 印度の 防 

I 備に 當ら ざる 巧らざる 事 ごせら、- 耶 

ち 英國は 一方 じがて 日本の 勢力を 利 

用して 旨 あの 存立を お 譲し 化 方 じ 於 

ては H ネの據 漲を 瞄 止して 自を のま 


遠 東 潘附當 時に 於て 吾の 受けた る最 

後 通牒 じ 比す るら 遜を なく おちが を™ 那 大陸に 於け る 野必を 達せん どす る 

もの、 巧香國 どの 厨 盛じ掛 して 誠意 

I なきは 看 あする じ疆 からず、 思 ふじ 

再國め 最後通牒が 一見 如何 じ も壯快 

なる が 如く じして 甚だ 貧弱の 威 ぁる 

のは、 英國が 吾 固の 要 ホじ會 して 

康 は义國 政府め 意向を 蜡 から 又は 自 

がの 東洋 じがけ る 今後の 利 善よ な 打 

1 算 して、 生温る き 態度を 示せる が爲 

じは 非 . ざる 巧き か 否が、 思 ふて 遂に 

至れば 曰 英叫盟 の 前を も 甚だむ 細き I 


上 巧 强の爲 じを 年呀 をの 苦截を 放ち 

つ i あらし 吾國 巧の 醫惯を 一時 じ發 I 

I 散せ しむる の 思み あらしめ たみき 

IR 膠 州灣を 支那 じ 返 脚ず ごの 文字 頗 

j る 吾人の 总じ滿 たざる もの ホら ど雖 

一 も 斯は舉 党 遼巧视 借地の 永 义化持 お 

ては 化 他のを 換條化 じょ 6 英露ま S 

_國 との 炼を成 b たるめ 結果な らん ど 

方 想像を 巧て 强て 旨ら 麵 むる 所 あ 6 

てが 十八 U 倫敦 政府のを 報じ ょらて 

自 ぶは 膠 州 潰を 义那 じ返附 する 事を 

をて 滿足 する のみなら す、 日本海 递 

に危險 なき 限ら ま那 海が 西の 獨領及 

1 外 國領 十： じ 戦 姑の 範阐を 及ぼさ i る 


與 & る强 者の 權 利のを おは 案外 じ少 
許なる はか 論じ t て、 若し 英露佛 伊 
の 諸 國か目 覺 しきが 節を 得て 舌 誠を 

I 巧 もつ ^ ある 間 じ 吾は 殘肴 じだ も飽 

の 機 食を 得ず、 空し <路 按じ 指を 

I 咬 八て 垂强 他を 篆 むの 醜態を 演ず 
一な くん ば 幸なる のみ、々 や歐 炯の大 i 

戰は其 眞最を じあら て 别國は 巧が を 一 

顧みる の 暇な < 、ホ國 ホ 我ど戰 ふの 

I 準備 めら ざ。 は 固ょ ち 吾を 國か 東洋 

の强 まごして ち 倘じ其 霸權を 確立す 

るの 機 旨は 今日を 措いて 他 じ 之を が 

一むべからず、 吾 A はな H の不踰 快な 

る 電報 じ 接して 吾 外交の 前途を 憂 ふ 

る 事 切らなる も 當局ホ 其 人に 乏し か 
ら ず、'】 見 吾 じ 拙なる か 如く 見 ゆる 

吾國現 時の 態度 も 或は 遼 東® 借地の 

滿期じ 際し、 英 露の 默認を 得て 永久 I 

保持の 目的を 達する の 內約ゐ らて這 

回の 擧じ 出で じり ど 信ずべき 理由な 

きじ 非ず、 吾人は 自 下の 時 巧 じ對し 


もの じ 非ず や、 かじ 米國じ 至らて は I 胸中 聊か 平 かならざる も S をし ど雖 

- 暫時 大巧の 推移を 眺めで 更にを 見 

を陳 する の 期 あるを 思 ふ 


I を じ么 よら 甚だしき もの あり、 節 装 I 

なる 黄色 乂稱の 排斥は 今更ら 言は や 

試み じ 日本が 獨逸じ 巧へ し 最後 通碟 


約を の 下じ豫 め英國 どの 協を 成ら 0 の 電報 達せし 時の 紐 育 諸 新聞紙の 論 


て 這® の大 戰じ參 加ず る じ 至れる も 

をなる i を かゎ、 更に ミ 孤が 府は日 

I 本の 膨側潰 ぉおを 當ば や、 自らを お 

i 獨 逸と をが しごな 返附の 目的を 速す 

一る の 恵 あら、 挪化 準備 どして 晓じ山 

お络じ 向つ て 爭隊を 派遣 せら どの 巧 

電 まる じ 及び 再 かが どち 那 ごの 間 じ 

は 巧 等の 狱約 なき J をから 得た 

化 之觀之 吾"： r ? をの 時局 じ おず る 態 

巧は 香 人の 期待せ しが 如 <而 かく 强 

硬なら ず、 此千戴 一遇の 好機 じ會す 

るら 猫 宜其舊 巧 じ 固着して 英米 露の 

鼻息を 窺 ふの 陋 態を 演せ しじは 非 や 

やどの 疑惑を 抱かし むる じ 至れら 

ホれ お ホ 列 强國の H 本の 勃 巧を 蓄ば 

ざる や 义 し、 露 獨佛の 1'二 固 干が は 云 

はずら がな 英國は H 淸戰 役の 當初じ 

がて H ネ黯 除の 行動に 妨 普を 試み、 

をず 問盟 成立 後と 雖 も吾國 のち 那大 

陸を 玻 をが むの 狀歷 がた るの みなら 

や、 乂國 太平げ 沿岸 事件 起り て 日米 

兩國 の國巧 頗る 劇滿 ならざる を 看る 


調 じ 兒よ曰 < 「日本は 久し < 疑 はれ 

I し 領± 的 がふを 瞧 露して 米國 のな 威 

を 買 へら jr 日本は 理由な < し て戰爭 


•獨國 へ 最後 通 旗 

(十六 H ま 京發) 

日 獨開戰 近き じあ- S ' I 
日本は 昨夜 午後 八 時獨國 じ對し f 


を墙 ゆる ものな bh 日本 甫 をの 獨領 通牒を 發し 九月 十五 日 迄 じ獨國 東洋 


を 占領せば 乂國は 日本 ど 其 領± を 接 

する じ 至るべし 之れ 米 國じ取 6 て不 

かなぇ 獨逸 はま 那 じか、 て實じ ホ國 

の陳 方なら しが 日本 じして 膠 州灣を 

I をは ば 例 か 一時なら ど もホ國 のを 策 

じ駭響を义ぼすべ し」曰<何、曰<何 

どが ては 人禪的 偏見を 加 ホして 滿腔 

の 嫉妬 必を 曝繁 せら、 就 申 下院 じ提 

出された るえ 園 干が 巧 議案の 如きは 

例を 巧條 文の 稚お汾 々たる 素 ょら 吾 

人の 婉才 じか < る じ 足らざる もの 朱 

ごす もな て ホ 人 一般の 吾 國じ勒 す 

る 態度 か 巧を 察知す る じ 難から ざる 

飞 b 

办巧 則强國 じ嫌惡 せられつ i ゐる吾 

國か化 廢化時 か 巧 じ 巧强じ 向つ て ザ 

患が 感を をした > W て 干戈 化 まら 總 1 

和を 講 開かる i じ 及び 巧圖の 吾國じ I 


艦隊を 引上げ 膠抑灣 租借地を 撤退す 

V しど 要 ホし、 且巧廿 を じ 回答 

せざる じ 於て は H 本は 斷ず たる 手段 

じ巧づ べし ど 申込 -;: たり、 一般は 日 

I 獨開戰 をき じあり ど 信じ 居れら 

▲最後 通 礫のを 文 

概 東の みおを 巧ぐ る 一切の 禍 化を 排 

除し、 H 巧 同盟 傑 約の ホ 旨 じ 基き 

般の 利益を 保護す るか 爲め 目； 卜の時 

厨じ截 して 適當の 手段を 執る は 最も 

重要の 事たら、 ホ 園 政が はか 上の 间 

盟條約 じょ b 東洋 永 溢の 率 かを 確 巧 

I する 必要 上獨 逸帝圖 政府 じ對し 左の 

】 ヶ 傑の 提言を 爲し 之か實 行を がす 

の 義務 ある； を 確信す 

獨 逸は 直ち じ 日本 お及び 支那 海： 

よら 軍艦 及武裝 せる 化ての 船舶を 引； 

上へ 巧し 若し 直 もじ 實 巧し 箱き ま I 


I 情 ある ものは 其 武装を 解除す る 事 
、九月 十五 H を 期し 無條 件ぶ 化て 
膠 州 機のを 租借地を 帝國 政が じを j 

附 すべし、 而 してを 稱 借地は 終局 

じ 於て 支那 政が じ還附 さるべき も 

のな も 

帝圓 政府は 獨國じ 對し右 要求 か無條 

かを なて 承認 さる 巧き 事を 期待す 而' 

一して 千 九な 十四 年 一一 
UX 迄 じ 其 回を を 得る 雖は •さ る 時は 

sf は 時局 C 適 蔭ず 

巧聋 必要の 手段》」 
執る 巧 含 事 y 通吿 

ず 

を 最後 通 碟は東 巧 じ 於て 旣じ發 表さ 
れ たる 由なる も當 地總領 m 緒は § 

大使 舘の內 命じょ 6 其 原文のを 表を 

差 おへ 居れる が 怠が じがて は 巧 聞 じ 
て發 表された る 英文の ものと 大 ：一^ 小 

異なら 玄 

大隣 首相の 聲朋大 腰 首相は 十五 
日 貴族院 議員、 新 頭 記者 及 都下の 著 
I あ實業 家を 巧賴じ 巧き 獨 逸へ おし 致 
後 通牒を 發 せる 理由を 說 明し 且つ 英 I 


- じあ 6 ごいへ ち 

•曰 獨國交 斷絕. 

《十八 日 巧 京を) 

I 加 藤 外相は 本日、 H 獨巧國 間の 西を 

旣 じ節絕 せる 管を 演說し 且つ 巧化獨 

I 逸 臣民 中 帝 國巧じ 住居を ホ 望す るち ^ 

は 法律 じ 服 化する 限 も 生命が をの 保 


戰 ごなる 黛を は 新聞紙の 記事 報道 じ j 

閥し 巧を の 訓示 ある V しど 通吿 した 
るか、 み府か 今回い 擧 じが 豫て 準備 
中 じ b し 事戍せ 人の 知る 所なら しも 
最後 通 旗のを 表は お < 1 おめ 注意を 
喚 趣せ -^ .輯 
▲ 大曝 首相の 巧 壁 巧を 巧 Im - 八日 
を國ぞ 菜 おの 集を におみ 前日の 销明 
を 繰返した る 後ホ留 政が 今网の 軍事 


I がせ ホが て 之を自 國の 所領たら し々 

ん どす る もの じして 最後 通賺の 文面 

中 ブ ンチユ アグ、 ン ストン イシ 

* ン」 (終局のを 附) の 文を める じょ 
ちて 明かなら ご 評しつ！ あ. りけ 信ず 

べき 報道 じょれば 華府 のを おは 上下； 

I 兩院 議員 中穩錐 派じ屬 する 入々 を お I 

め】 が じ 目 本のを 勢 的 態度を が 難す 
る まぶく 巧 じ 下院 じ提岀 された る决 


节 "動は— 第 憂の 箱を 期し 不 ' S は 日 較も義 く® 辕 

j まを 感せ しむる 意を なく、 口龜’ ぶえ 巧 

i 逸勢 力 y 支那より 

一掃す 


恶を受 < ベ しごい へ 

参 最後 通賺ご 
米國の 態度 

大統領 ゥ 氏を 武雷安 氏は 十八 曰 早朝 

白 館 じがて、 H 本の 梟を 凍な じ關し 

凝講 する 巧 あらたる を、 米国 中央 か 

府の官 まは 本が じつき】 切 沈 默を守 

ベ f 命 かせち、 元 ホ 華 麻當厨 者の 

1 を 望は 協 巧の 現狀 維持 じあ > しも 曰 

1 本の 據度 明か どならし 今日 じがて は 

を 希望を 固 待す るの 必要なし 夕 認め 
たる もの ^か< 結局 駐日 ホ 大使 及 珍 


の 


をな て せら、 首相は を あ國の 間盟留 

たる 英國 か獨 逸のを 擊じ對 し 防缴の 

地位 じ 立てる 事 及び あ 國か嚴 正中 ホ 

をず る 能 技ざる 煤を じ 立 至らた る 事 I 

を 遺 城し 旦獨逾 は 膠卿灣 じて 巧じ戰 

巧 準備を 爲 しつょ あるの みならず、 

獨艦 はお 上を 遊ぶ して 英國藏 船を 捕 

獲し 東 おを 阻害ず' をれ 即も東 

洋の卒 かを 番 する ものなる かな じ 帝 I 

国を 府は英 風 政が ど充 みなる 巧 渉を 

遂げた るな 獨逸じ 向つ て 最後 通碟を 

發す るの 餘 儀な きじ まれ b どい へら 

尙を相 及 化 藤 外相は 貴衆兩 院議 員 及 

有を の 集會じ 臨み 一般 じ 冷 蘇の 態度 j 

をが たん 事を 留み且 政府は 今回の 巧 

じが 煩止搬 張の 意； をな き 旨を を 言し 

たら 

▲陸軍 备の 注意. 陸軍省は 本日 都下 

の t ■か 新聞記者 一同を 招き あ々 日獨蘭 i 


をな ふ C 足る 可し 

▲干渉 决 議案の 提出 ィブ ノィズ 州 
I 速 お 下院議員 ブ タツ ブン 氏は ま 十 
日 国務 卿を して H 本 政が じ、 ホ 西は 
日本の ま那領 ± も 煩を 默 適し 難き 事 
I をま涉 せし むる の决講 案を 提出 甘る 
かを は 到 あを 過ず べき 見这 なきが ブ 
ブン 巧は 巧 逸人の 夕數巧 住し 揖 
るィ 州の 一地 方を 代表 甘る 人な を 
▲英園 政府の 保證驻 ホを 圃 大巧 バ 
ク ン？巧は十八日國務卿巧氏を訪 
ふて 英国 政府の 通媒 をず 附せ るが 右 
は 白 本の 巧 動は 極東 じ 於け る獨 をが 
:± じ 限らるべき ものた る 事を 巧證せ 
るら のなら、 珍田大 化は 同 H 武巧 
1 長時間の 會 見を 遂げね b 
▲維稱 遜 氏の 訓 '示 ゥ 巧は 十八 H お 

际 間の 閣議を 開きた る 後一. 胶圖民 ド 

j 向つ て酱 戒的訓 おを を まし、 ホ留か 

j 今回の 戰锐 じょら てま < る 巧の が敏 

は 一 じを 自の 言動 か 何に 化る かを に 

I 善良なる ホ國ボ 民は 幽體 、官 お、 伽 

人、々 ルを 家 等 じ 論な < 、言語に 於て 
も 巧 動じ 於ても 棟め て愼 重の 態 巧を 

I 保持し 决 してを 戰國 おの 感情を 害す 
るか 如き 事 ある 巧らず ご 警戒せ b 

•珍 旧 大使 g 訪ふ 

I 珍 田 大使は 去 十六 日夜 武酱を 巧を 阔 
I お 堪じ訪 ひを 文當 をな て 鞭 逸へ 最が 
I あ テフを 發 せる 旨を ホを し 且つ 今 巧 
の 事 かじ 直接の 閥 係な き 他 園 民の が 
益の が 護 じ 就て は 日本は 最善の 手段 
を 講ずべき 事を 聲巧 せら 

•な獨 日本 大使の 伯が 引上げ は 一 
が 日の 內じ ぁるべ < 伯が 日本 大使が 
は 警官 じょら て嚴重 じ證戒 されつ t 
ぁら 獨逸 留學 H 本人 擧 生は 旣じ同 袖 
を引拂 ひて 歸 朝の 途じ 就けら、' 日 末 
の 最後を テフ じ對 しが 逸は 無論 巧絕 
するど 共 じ戰巧 終結 後樓 譬を爲 すべ 
■ ■■■1 • ^ ，く 威嚇す るな らん ど デ， リ 1 ラング 
港 間には 日本の 意を 疑 ラフは？ ら 


一國 政ぶ どのを 涉顚 末を 表示す 巧き 事田大 化を 通じて 受領した る H 本の 約 


一束 即も 「ま 那領 ± 保 をの 約言」 を 信じ 

て 米 國は化 上 何等の 手段を 取る の 意 
I 患な/、 化て H 獨巧留 間の 出 巧 事 ごし 
て 其 巧 巧 じ 一巧す 可し ど 巧 意せ b 、 
尤も 政が の 化 態度は 單 C 現な の 
時局 じ 限られた る もの じして々 後め 

経過 如何 Lit て 其方 針に 

變^を 巧 ゎ 3 やどら 計'^ れずど 
信 せらる 

▲英 園の 通牒 ど 一部 當お 者の 疑惑 
H 本は 自国の 商船 じ 危害な き 限ら 戰 
局を ま那海 0 西 じ 及ぼさざる 可き 旨 

倫敦 {nn^ じよら て 十. V H 發 表され 大 

統領 及园務 卿を して 乂 じ 意を ませし 

めた るか 之 じらす お 華府の 一部 當局 


ふ 者を、、 日本は 膨州 潰を 支那 じ 還 j 


(+ 九日) 
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歐州動 亂講觀 系 前 ) 

腺 本 東 隅 
▲ 獨軍 不利 獨 を 敗 化の 報 連 6 じ 到 
i も 巧らず、 今や 白す 義の 首都 ブ 
-セ グは獨 軍の 占領を 必 期せる もの 

* 如く、 な廳 引越の 豫鄭を 傅 ふる か 

ら じは、 實地じ 化つ ては 連合軍の 旗 

色 案外 殺らず して、 遮二無二 攻略を 

貧 じし 巧 < 巧 軍の 戰績 鬼ち じ 優れ 

を 看取し 得ざる 能は す、 巧 後者 か 巧 

傷を 出す のをき 、' 之 じが ふ 代 便じ 過 

ぎす • 

▲乍 去 最近 英佛兩 軍の 肋 勢 もを きを 

加 ふる 所な き 程 じ、 痛く も獨 軍を ず 

古摺 らしめ たる 白 軍の 久しき じ耐へ 

たる 剛强 なるお おど、 典を 壬の 勇が 

無比の 戰 励振は、 獨 軍の 息 外 どせ し； 

巧 じして、 殊に 白兵の 實 戦中の 武夫 

じ 似つ がは しき 動作の 秀でし じは、 

獨兵 もさ ホが じ 畏敬し 贊稱 しお かざ 

らしと かや 

▲ 武ゐ る 者は 义あ b 、 眞の 巧を じは 

巧け あ 6、 白兵の 敵の 傷者が 者じ樹 

する 义 常なら ざる ふ掛 をな てしたら 

ごい ふ もを ベなら ど諧ふ べし、 國ど 

てて は 中 ホ國の 盧義を 徹底せ しめん 

こし、 矣 どして は 絶交 戰國の 戰± 等 

じ範を 本さん どす る もの； 如く 爾 

吾人は 機 火を 防^ じ 術な からしな 國 

j じ 夕大の 同 恼ど巧 敬 どを 巧す る 者 化！ 

A 之 じだし 獨 軍の 過ぐ る 巧、， 動 もす 

I れば無 n の 民 じ 化を 加 ふる あら ど、 

さらぬ だ じ 兵禍は 之を を がれ さる じ 

I お 事 ど 燒挪が 殺 等 慘爲の 顔を 併せ 胎れる 次第な 

しまる どは 何等 不祥の 報ぞ や、 嘗て j 

惟ら く 獨の軍 禅の 肅烈 なる 夕< 比な 

からん ご、 今此事 あるぶ 聞 / 、、 敵 行 _ 

篇の巧 どして 游 引して 聞 く も、 尙毅 

盛に 耐 へざる なり、 非 文明の 戰巧じ 

一ら、 せめて 戦闕時 0 外の 巧 爲は义 明 

胡 じあら しめたし 

A 讀 者は 切ら じ獨 軍が 果して 能 < 連 

I を 軍を 破砕し、 遂にむ 里を おひる 

じ まるべき やを 颗考 して 止まざる も 

のなる べし、 是れ 頗る 輿陳 ある 現 巧 

度 史的 大謎題 じして、 其批定 のが 易 

ならざる 競靖か 撰な 上 じがら、 唯讀 

者が 觀 祭の 中 じ 是非 入れて 嚴 かねば 

でら の 一二の 要項の わぇ あり 

▲何人も 獨の 兵と 恥 器 どの 捣銳 を是 

_ 非 する 者は みらざる べし、 若しを 角 

の 位置 じ 立たし めて 濁を に抗 敵し 得 

ん 者を ホめ は、 今將じ 遠き じ 巧つ て 

現 大戰爭 じ 加らん どす る 日 東 帝國の 

兵 主を 除き、 皆 其 敵 じあらざる ぺ 


何を なて 之を 言 ふ 

▲ 嘗て 化 淸脚醒 事が の 時、 歐 州を 因 

I 兵 ± の 宛然た る 展覽會 を 見たら、 
.脚醒 征伐の 瞭じ 於け るが 補歐 をの お 

巧を 如何は 么を措 < 、ちじ 尙ぶ 所の 
訓練 規律の 巧 おける、 ホだ獨 をの か 
きは るら ざな しう もじ も、 左の 目繫 

i 爭 はいた < 余の 印象を 深から しめね 


▲ 時は 嚴を 骨を 刺ず の 候、 人す 衣な 
く - > て か 巧を 颁ふ朝 またき、 化 京 じ 
棉 近き 蓮を 守備 軍の 巧を せる 一野 外 
巧し も 通 巡の 漁 車窓 内なる 余を 喫驚 
せしめた る 一大 珍事は 獨 ィツの ホ騎 

お 實戰の 思乂お 厳、 盛ん じ 縱横馳 突 
し 大地を 動かして 他 軍の 曉 夢を 破ら 
つ！ ある ホ 致 じて あ b し、 是れ- 柳 
のみ、 而 かも 化 一事 彼等が 眼中 他 軍 
なきの 慨を認 みずや (八月 十九 日 稿】 

米 國の嚴 正中 立を 言國務 卿武雷 

夕 巧は 十八 日 珍 田 大使 及獨國 代理 大 ' 

使を 抬き ホ國は 巧る 巧き H 獨開戰 じ 

おし 絕 觸的嚴 正中 立を ずる 可き 爭を 

潘吿 せる がけ 本は 最後 通 テフを をす 

るな 前 豫め义 劇の 窓 向を 質す 巧 あら 

I しじ ブライアン 巧は 非を 巧 じ ホ國の I 

^ 中ぶ 態度を 示しを 巧 H 乂化 をして 東 - 

I を 外務 當府じ 其 由を 通せし むる ど 共 


じ 支那の 獨 立を 化 持サん 事を ホ 張し かなる じ 至ら ドク 人の 態度が かじ 


及び 巧た じ 新設され しもの ならとの 
說 あら 

0 ド 逸 新聞の 離間 當 市， じて 發巧す I 

る ド 逸人の 英字新聞は 曰 < 、日本 か 
戰 爭じ參 化せる は ホ國の 利益を 危險 I 

じ陷 らし いるもの じして 膠 州 凝の 占 

領は日 吳兩國 をして 極東の 支配者た 
I らし わる 第一 步 たら、； ^ 日本 か 膠州潑 I 

を 欲する は旋順 ど相對 して 直緣 鱗を 

抛し なて 南満の 利權 をが 護 せんかな 
な-^、 黃色人 補の 野望は 今や 間接 じ 
米國 をを やかさん どす、 華 府孜府 は 
一 何な じ 干渉を 試みざる や 云々 

〇內國 ドク 米 協會の 運動 問 會は十 
八 H 大統領 ク氏じ 長义の 電報を 發し 
て 人道 平和の ため 又 極東 じがけ る 商 

I 工業の ため 梅 東 じがけ る 目 ドクの 巧 
戰を 中止し 兩國 間の 爭雜は 之を 海ず 
巧國牢 和食 議じ附 する 事 じ蔬力 せん 
事を 請 へら 

:：! 一本 學生 偷敦着 伯林を 引 揚げ ホ 
れる 日本 學を 八十 名は 十 化 日 倫 歎じ 
到 著せる が 8 の談 じょれば 間僚啤 
み 或 者は 承 拳 探偵の 嫌疑を 巧て 補總 
されたら、 英 固の 赏戰 巧吿按 郁は 日 
本は 露 図を 打つべし どの 說巧 はれ 吾 
I 等 もが 巡を ずけ たるが 日本の 態度 吼 


れ ども 化 京 化が 巧 電信 不 湿の ためを 

I 使は か 何 どもす る 能は 中 

( 十九 曰 化 京發 ) 

要求を 拒絕 せん ロ ッブグ ダム 倫 
敦 通信員の 所 裙じ曰 < 、伯が 政が 部 
巧の 說じ 巧れば ドク 巧は 斷然 日本の 
耍 ホを 拒絕 すべし ご 


た 6 茲じ 於て か H 本は 米 國めホ 望を 

. がる！ の转 言を なし M 時に 巧 國じ向 

つてな 巧 通知し、 巧國は 十八 日を ま I た 

に 獨立化 全 及 戦ず は 極東 じ 局限 せら - 

る 可き がを 米 圓政化 じが 證 する じ 至 


變 して 吾等は ホ' 常のを 痛 不便を 飯 じ 

引 上め 際ら 所を 馬を な 楽して ホ 退き 

云々 ( 十 化 H 倫 敦發 ) 


©在米 獨 人の 運動 

|當市プ D J ド ゥ H !十 一 番ド逸繳領 

が 館 ご 階 じ華務 巧を 有する ドク ホ 商 

: 棠會 議所戰 帮廚ホ 巧 ィン リツ ヒ、 

チ ヤ？ レ K 氏は白本の最後通テ フじ 

閥し 加州 知事 ジョンソン 巧に 長文の 

j 電報を 後して 其寇 ぶを 求めた るかを 

u< 、 U 本の 行動は 英國の 使 嗽 じ 某 

。のじして が 國か戰 ずの 範箇 を歐 

州 じ 止ら し 43 るを 蓄 ばす 之を 輸 東の 

ンゴリ ヤン じ 及ぼした るは ホ國を 

戰亂げ 測 中 じ 捲き 这み 商業 上の 大 

I 敵' たる 米 ドク 兩 者を 倒さん ごする も 

のな も 敬て 赏 での 意見を ホむ 云々 尙 

ナ ヤンス 氏は 若し H 本 か 南洋 じ 於け 

ぁ ド遊領 上を 占領して な 軍が 炭 所を 

設 くる 事 あら ば ホ 國巧領 の 非 島は 危 

一險の 地位 じ 厨 かるべし どい へし、 因 

じ ドク 义人巧 樂會議 所なる ものは 嘗 _ 

. てが 巧せ し 事な < 今回の 戦ず 起る じ 


•膠 州灣紙 禦^備 

I 膠 州 騰纔瞥 は 十九 H 實言酱 を 發滚し 

て 敵軍の 攻擊目 挺の 聞に 化ら ど戟巧 

せ 6、 夕數の 化 化は は 旣じ词 地を 引 

揚げな 化を ホ 國を使 箱は 闡お省 じ 打 

電 して 間 地 匙が 領華 ベック 巧の 引 拐 

方を 注を せる も閒 氏は 留 巧を 希聲し 

诘れ り、 膠 卿灣の 守備兵は 僅か じ お 

千なる も 砲襄は 非常 じ驗 固なる のみ 

ならず 磯口は 開戦な 巧 水當を 敷設し 

; 陸上は 地雷 頸條網 等の 巧備を 施し ゐ 

夕 数の 支那 人 苦力は 守備兵 ど 典 


>9 


參 直接 ® に 還 

附ぞん 

駐米 ドク 國 代理を 巧、 ー ィム ホ 1 セン 

i 巧は 曰 < 、ドク 國 が化瞭 執る V き 唯一 

の 手段は 膠 卿潑を 直接 支那 じ遙附 
する じ 化ら ど 信ず、 か 諭 余は 本國ょ 
ホ だ 何等の 命 かじ 接せず ご 雖も日 
本の 最後 通 テフ じ 關し大 じ 憂慮し 居 i 

る 巧 第なら、 ド 逸を の 目下 膠 如截じ 
化る 者は 僅か ー ニモ じ 遇ぎ ず 又 拖盞の 
细 きも 現 だの 儘 じて 自本 軍のを 维じ 
I 堪 ゆるは 固 ょら 不可 確 事た も、 戰爭 
の语 らし 當時 吾な がは 東洋に 於け る 
I 願 十一を 中立 地 滞たら しめん 奉を 提講 j 

した ミ 日本は 么 y 拒 

^ せら、 只 吾等は 膠 抑灣の 遂に お 
も 巧 可らざる 舉を充 を じ知稱 する ご 
が 時 じ 何等の お 抗を爲 さず して 之を 
化 おし 能は ぶる やか 論なら、 みは 膠 
州 潑を义 那じ還 脚すべし ごい ふ 日本 
の 誓 富 じは 絕對じ 信用を 度かず 日本 
は英 國ご树 じく 每じ約 東を 爲す もを 

I してを を 守らざる なら 云々 

本じ異 明かさせん 十九 H の 海 
I 才鞭電 じ 曰く、 ド 逸 皇帝は H 本の 最 

を 弛ブフ をを が 無効たら しむる の卞 

I 郑を なて 膠 州 礫を 盧 おぶ 那じ還 脚せ 
ん どの 準 欄 中なる か ドクが はを 還附 

に 際し ド 逸は 其淺 濟的势 力を なて を 

一 那を閱 獲したら との 惠を 巧言すべし 

ご 期待 さる ホ もを は锥 をせ るぶ 第に 
な 非ざる も 外を 當局灌 の鐵言 じょれ 

i ば ドち 雨國玫 巧は 旣 じを ホを 開始せ 

S いへ り、 日本の. 巧 動じ おする ド 

逸當局 まの 愤 おは 殆んど 其 絕頂じ 達 

じりが 防備 工事 じな 事 中な も、 化を せら がれ どら 該 最後 通 ブフは 巧國の 

•た 


I : 


H 本 及 支那 巧 隔週 乂晒 
ィ心日 午前 十 時シャ トグ大 
g 化 鹽道棟 橋ょ も 左のを 
I 巧 化す 

歸岡 化. 八 巧廿 五日 
丹 波 化 九ち 八日 
を 惑 丸 九月 甘 二日 
を 渡 化 十ち ホ 日 
T 横 •滅化 十ち 二十日 
阿波 化 十一 巧言 

八 心 A 但し こ ユ I 3 1 クは 

£ ..化 日 附 ょら 五日 前 じ 
一つ 御 お 發有么 度 候 
W 卜 ▲運 貧 
t シャト グ攪潑 神 口 間 

k 一等 章 巧 

1 .二等と 十 お 巧 

一二 等 四十 一二 巧 五十 仙 
、 ンャトグ巧司間 

0 で 一等 '? 五 巧 . 

二等 车弗 

3 1 二等 旧 十二 夷 五十 化 

i ホ 郵馨祗 

U. わ ャトグ 巧 張 所 
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でる 自治を 許す，、 き 事を 聲 用し 且ド I 

クお 征討 軍 お 瞥ミ八 ユグ大 をはを 軍 I 

じ嚴 命を 傳へポ 1 ト ランド 人 じ對し 
非禮 の巧爲 をる 可らず' ど 戒め 化すを 
は嚴罰 じ處す 可き 替 をな てした-^ 尙 
^ 政 称は 國內の 猶太 人に も' スラブ 
人ど饲 等の 待遇を 巧 ふべ しご 云 へら 

が 藤 人の あ 柿 日本が 亞細盛 方面 
ドク 領を 占領すべし ごの 報傳 はる 
す 和 蘭人は お洋 の自國 所領 も 漸巧日 
本 じち 領 せらる！ や も 不知 i ぶ 勘 あ 

怖のを じがた れつ！ あらと 

羅塡 法王 崩御 パ'' ィ ヤス 第 十 化は 
I 今春な 巧 病魔 じ 化され 數 々危篤を 傳 
へられれ るが 遂に まサ日 午前 一時 崩 
租あ 6 たら 

み 白鄰瞻 落、 佛軍 
'の 獨領 侵入. 

開戰巧 巧の 電視 はおんで をく 倫を 匹 
盟 ブラシ セ 八ょ ^ ま b 常に 白 軍 及 速み 

なをの 優勢を 報ずる の 傅 あれで も " 卜 ^ 

逆の 豫を 戰赂は 嵩な ぶして な 巧し 、^'' 

其 ま 力を 集中せ る 右冀は 1 . ホ ''^ 白 !^ 

単を 遞 してを 都 じある じ 至 ら、 白齒 手拭、 ず お 地、 ブープ グ掛等 

は 十と 日を なて ホ 灾化府 を アン トフ ^ 製造 底 輸入 元 

! ブじ轉 をし * か ドク 軍は 遮二無二を ^' 0 お ドラ • ィ 替 JiBij 

擊を 繼績 して サロ 遂に ブラ ツ 七 S W グ！ •ツ 心 

一を — し 白 軍は アゾ トツ！ ブ耍蟹 じ ^' 2 FPON D 巧 Y Gim 00 

际 つて 退却せ り .- 巧を 1 Broadway, 夕 Y. 

な閣 ななの 疆證を 報じ 曰 < 、我が 

I ずは 疆去二 遇 間 ドク 軍の ミユ！ ズ通 I 

，窗 を赃 出 ' し、 完 をを 毋敢じ 豫を戰 略 
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都の 化 方 じ 巧る 耍港 じして 巧の 後 そぉ幡 口集會 午を 八 時 敎會内 じて 
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の 外 國を化 お 隨搏は 今回の 事變 のを 

め 痛 < 苦悶し 居れら 巧 ィ」 なればず 後 

敵み 方 どを れて戰 圆じ從 ふべき 所の 

英驟 击官は 何を 化 京 社を 

をに 於け る！!.^ なる のみなら 中 

豫備を 役 中なる ぶき ド 逸 商人 等は を 

地の 開港 踞じ數 をの 英乂 をぶ ごし 居 ' 

れ ばなら、 ド 逸 ±宫 のみ 族 等は 巧 化 

京 ド 逸を 使 舘じ對 し 開城を 請願し 


I 指 探 じ 基き 目 本は 學じ巧 H ゼン 

る じ 過ぎず ご 解驛し 居れら 


々露が ポ ー ランド じ 旨 治を 許さん 

/露國 は 欧 州 大戦の ためを 國 一致の 巧 

j 要を 認め 化づボ ー ト ランド 人の 反感 

を 離 かする の 目的を なて ま 十五 H 露 

ホの 名 じよら 繪國領 巧は 勿論 ドク 填 

I 巧內じ 化る ポ ー トラ ソ 人 じ 宣言を 

I 發し化 膝が て 圃樂じ 忠誠を 盡 すじめ 

I ては 戰ず 終結 後 政治 おな 國語 上を. を 
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は化雙 楽を 最後の 决戰 おごし、 速を 牧師 大掘 篤 

I 軍 VJ が陣應 して ドク 軍の 前進を 狹攀 ' 霜 話 八】 九 S モ！ ユング サィド 
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された る おでの 英职は 旣じ佛 巧 沿岸 

じ 上 隆し總 指揮官た ぶ フン ンチ將 軍 

は 目下 じ 里に をら て 佛國參 謀 お 校と 

丑 ハ じ 軍議を 凝し つ i ぁるが 應 援軍の 

を 数* 上陸 地 及びな 巧 動は 一切が 密 

じ附 せられ 居る をな て 明かなら や、 
只英 軍が 白佛軍 じを して ド 遊軍 ご 一 

大决戟 を 試む るの 期途 からざる ベ、 
は 察する じ 難から や 
参 シフ 氏の 日本 協 會退會 巧は り‘ 獨 
1^# じ 激して 日 浊協 食を 退けち 
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切符 取次 か鮮 S 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 其 他を 部 M れの 地方ょ 
b 御 出 ホの 煤を も 取 巧 可中憾 

拿 紙 取次 手？ 亮 
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瓜通辨 

柳 原資 丕氏著 

◄離實 業 經營法 

を慣 一冊を 壹弗 


.エデ 要塞 階を 開戰 0 巧 顏强の 
抵抗を 繼 練し 巧 b 數 々敵軍を 腦 まし 
たる 閒 要塞は 階を し 守を は ドクの 施 
乂を稱 びて 悉く 戰沒 した- = 'ピ 十八 日 
發の 伯が 電報は 報 せら 

戰備を < 成る (廿 一日 東を 發) 
吾當局 者は ドク 苗の 回答は 無論 拒絶 
さる 可く 戦ず は 到底す す 避と 信じ 居 I 

るら の！ か < を ド 逸巧祥 艦隊は 陸上 
の 施 嘉を控 へて 遠距離が 擊 じょ bH 
本 艦 除 じが ホ 多くの 損害を 舆 へんど 
試みるな らんと 信 せらる、 巧 濫隊の 
戦圆 準備は 焼 じ 成りて 無線電信の 命 

かを 待 受け、 楼 兵は 速 送 船 じ 搭載せ 
られ 居る もが 巧 巧 地 及 巧 動じ 就て は 
報道を 嚴禁し 居れら 

、 .1 ♦排ホ お鎭滕 (がぶ) 巧當 巧を は此 

麗莫米胃 f 霉0言動な き 

やぅ 厳重に 理戒 中なる が 加州 王 地 間： 

趣 じ 蘭し 盛ん じ 排米的 言論を 爲 せし 

ものは をが 化默せ b 

がを 巧 膠 州 常 開かを 唱ふ がを 男 _ 

は監嘗 'ノリス 膊± じ 語らて 曰く、 

巧 米 互 國は跌 州 大戦の 外 じ 巧り て 平 

がの 克 な 巧榮資 易の が 證じ 一致の 

ホ 調を 執らん 奉を 望む、 ホ 国は 目下 I 

の 時が におし 最もな 利の 地 泣 じを 

义苹 がの ホ唱 おた る 資格を 有す、 余 

の 怠 見 じて は a 本は 膠 州 磯を まナじ 

な附 したる 後 開港 撰くな す 可 < ホ 張^ 

するな らんを々 (サ H 東京 發) 

留 おは 梅め でが 靜を國 巧は ド 逸 

じ對 しな 感を 抱く やぅの 奉な く搔め 

て 冷 靜なも 諸 巧 聞 紙は、 日本 か 日 ホ 

戰ず じを 國の 力を 偕らん かため 英圃 

を 助けつ： あり、 との 浮說を 巧を し 

おれ 6、 實業 あは；： n 义兩 国は 化 巧 機 

を 利用して 雨國の 世が 的 貿易を 發遥 j 

せ しむべし VJ 哨へ 掉れら (同上) 


藍視 せし むる ど おじ 革命 窜の 勃發じ 

li へ 居れ な、 膠 州な 巧 日本 AU 十 化 一 

日間 地を 引 揚げた も (廿日 化货 發】' 
支ナ 0 を 渉と ホ 國の應 震 
支ナ政 巧は 廿日 强米 支ナを 使を 逆 じ 
て 膠 州 潰を 支ナ じ還附 する 奉じつ き 
乂國の タィ 度 如何 ごを 渉せ るが 米國 I 

政府は 日英 兩菌 のを 諾 なくん ば米國 
は决 して 斯 るを 涉じ關 奥せ ず ど巧签 

せち、 別報ち ナの 提畿じ 就て は クィ 
グ ソン 武 雷を 兩氏典 重巧畢 がご 認め 
おれる が某當 局を の談じ 化れば 水國 
は 日英 兩國じ 交渉した る 上 或 方を を 

講ずる や も 知れ 中、 兎に 巧 ホ 國の夕 
度は 一両日 中 じ ホを の尝 なり 
(サ日 發) 


^ 壁面 巧關訪 

問 團員篆 集 

一、 御即泣 式を 期の ため ^ sj 

改正 

一、 經巧 一人 一 一巧 四十 萊 I 

一、 十 巧 上 かぉ 發日本 滯化約 四ヶ巧 - 

一、 を そ 心 どす る 一 お 

同胞ょり 募集 

一 、® M に i ホる* び^ 

名の 卜兒 を？ 词俾 す 

婦 を 一名 《加入者を？ 

委細 照を 

一、 識は 改正 親 則 じを 

中这 が 络進 S す 

紐 育 巧"！ 訪問 鹽 本部 

新 育が 第 六 街 二參八 

: .ま 催を 沐 富ず 


一參佛 軍の ド逸領 侵入 ドク 軍 かま 力 I 

を 白巧義 方面に 集中し ホ々々 な 前進- 

を 城け 居る 間 じがて 佛 巧は 漸み 其を 

をを 進めて アグ サス 、口！ レン 互 

帝に 攻勢を 執 b つ 5 ある もの； 如 

一十 八 H 佛國 陸軍 巧 じ 達せる •チ a プ 

て 一 おおの 報 おじ 化れ ピ挪 単は 過 ホ 

敎 H 閔じ 上部 アグ サスホ 面 じ 侵入し 

校々 重要な るが 巧を 化め 得た るが ド 

一 逸 軍は 死傷 おを 摇を がて； 退却せ 

一 ど 尙閒國 障 軍 おはを 巧 吿じ附 がして 

-佛 おは 國城 よら 化 二 哑を經 る 口， 

i ン州を 進， 取し 上部 アグ ナク 州の プオ 

1 ス ダス 山脈 一 邪の 大 がみを お 領し中 I 

I およ b ホ 巧を 胸酿 ずる 事を 可 待- 


•獨 のが 策、 支那 1 

の^ P 


乂闕を 引 込まん どず 

を ナほ府 は ホ 國欧が じ おし、 膠 州 鱗 i 

を 一旦 ド 遊ょ b 义國 ほが じ 渡し 然る 

上乂强 ょゎち ナ じを 附 する 事 じした 

しど ホ达 みたる がが は 勿論 ド 逸の 提 

覆に をけ るは 勿論 りご 信 せらる ぶ一 

も 支 f は H 英兩國 がか 提證 をを 諾す 

べし どは 信じ 居^ず 义 日本 か 如何な 

る 態 废じ出 づるも 諸事 受動的 じ 行動 


一府 はが 外 黨か化 機じ乘 じて 紛 後を 起 

さん 事を 怖れを 省 郁 培を して 嚴重じ 


•何處 迄 もが 氣な ヤン キー ド 逸 旅 

行中の 乂國人 じ 就て、 が才じ 避難し 

た 一 新聞記者の 書いた 一 新聞記者の 

蕾いた 或 お錄を 見る £ 頗る 巧ない 

獨 逸を 旅 巧して るホ國 人は か 巧に 時 I 

腐 か 切迫して るかを 知らぬ らし' い'、 

先を 逢は 戰 ずは 乘 常に 面白い 道化 芝 

おで 獨 逸の 戰 巧は 疆 西を のをれ ィ」 變一 

はない V ‘ふ 得て 居る、 化生 達は 义 
剑處の 停単據 で萬眞 をなる から 軍 幕 
深 偵 ど 間違ら れて 岸逮 拘引され る、 
御蔭で 驻 獨ホ大 化の ゼラ ー ト 君は 彼 

をのな を 運動の 爲 じた 殺されて 居る 
I 伯 ホの ホ 閥 大使 縮は 旅费 のない 闊國 

人 や 旅 巧券貨 ひじ 巧る ヤン*! 君の 

包 阐攻擊 をを つてる が 大使館 員 等の 

先 ホ 運じ與 ふる 注意は 巧怕も 词じ窜 1 

で 「お ホる ホ 早ぐ 歸れ」 だ スグト 先 ホ 

ヶ ゲンな 顔を して ユン ナ .結構な 所を 

歸れ どは 可 笑 ひど 云 ふ、 を < だ 併し 

I 今 じ パン もみら 無くなる、 ネ キス 

■1 キ じは 露 西 强人か ホる ごい ふ 

ど 「ハ、！ 然 ぅかね、 おや 償 等は <ユ 

少し 滯 化して 面白い 巧を 見物し やぅ 

どい ふ 被 梅 何處迄 もが 氣な ヤン キ 

式を 發 揮して る 云々 

♦伯が の 排外 熟 おが じ 於け る排 ：^- 

熱は 悔 なじ 達し 儲國义 をめ 看板は な 

はづ され 佛を 料理 おはが おの 爲じ破 一 

壊さる-*^ は 元ょ ^ ピ K フエ ヤじ傅 文 

; 字を 化 用す るを 許されず、 或 料理が j 

て 一外 人が 英固 製の ソ！ スを 命じ 

たる じ 給な 人は 沸然 どして 色を 鍵へ 

ず 前 ホに ては 左 巧な 下らない 物は 差 

上げ ませぬ ど 答へ たる 由なら 


一茂 よらの 誰 信じ よらて 同地 社を 圍體 I 

のが 况を 記せん じ 化 巧 ボストンには 
日本人 俱樂部 反 浪巧會 なる もめ ゐら 
前者は 山中 巧脊 がま 赃者 どならて 創 I 

立し 一を の會 煤を 設けで 會員相 直の 
娛樂的 集を をな す 組織な りしが 豐用 
案外 じ 嵩みて 巧 期の 目的を 達し 難き 1 

よら 目下 じて は 唯 必要 じ應じ 集會ず 
る ホなる が 今 巧 掘. 内 幹事のを 渉 じを 

き 日本 お樂 部を 解散して 會員 一閒 紐. 

I 脊 日本人 皆 じ 入會し 必要の® 口は 隨 
時 曾 合の 上を 拳を 猫講 する 事 じせん 
ど 提議せ しを あら、' あて 巧ボ のちを 

森、. 义谣 、橘、 平 岡、 ながが 化數巧 

なサ 日會 をの 上 是非を 巧ます る 事 じ 
せる がを かを 提議 通ら 巧議 するなら 

ん と、 尙 浪花を は 前名 嚳 領事 ま腦 を- 

と してを かせし をに て' 組織は 當 地の 
ジヤ パン、 ソ チェ チィ！ と 岡 じ <會| 

員は を もじ 日本 じ滯 化せし 事 ある 有 I 

敷の ホ國人 諸氏なら ど‘ 

♦日本 入 下宿屋の センず 論 平常を 

れ ばべ！ スボ； グの 勝敗 ど馬應 票の 

不當 ^ じ 愚痴を 鳴らす 浪人 諸君 も 日 

本の 最後 通ブフ ィ」 甜 くや 俄か じ 外を 一 

逝、 軍事 逆 ど がら 濟し巧 論こ驳 八を 

しなん ど 云 ふ 許ら なし 
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淸潔 じして 閉靜 なる 貸間 一二 室ゐ ぶ 宰 
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郵便な 単にて お 巧、、 ノダ ピンに て 一 

すの 間 旅 崖を 洗ひ大 建に 一二 日間 滯 な^ 


旅 順の セン 跡を 訪 ひ、 今 巧 司 巧の 船^ 

中 じな- ■= '、諸を じ宜 敷、 と 巧 十九 H 

Ar 頃は 大朝 編輯 厨 じて 目の 遇る 巧 多 I 
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ものなる が內容 甚だ 猛 効を 極みし 結 
瑕 遂にな 筋の 發賣禁 とどなら し 物— 

▲發賓 祭 化 蒂瓣 が 葉を：.—' 


本 

お 

▲ 


◄.法律 顧問 个 

受 曼 及リ Ml 巧を- 3 

長專 ザ專 一动講 5 

契約 其 化の 著 類 縮 お、 貴を 化 立等义 
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說豫て 人 逃 中 じな 之 候 ひし 上等 料理 
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ホ 巧 閒柯卒 脈々 お 御 巧 源の おがて 秦 
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本嘗を (生殖器 篇) 生殖器 解 剌じ當 一 

ては 聚营 じ旦つ 痒き 處じ 手の 屆< が 

如き 猛烈なる 拳法 じ 波ら 說明 せし 故 

かお 版と 同時 じが 賣 禁止され しもの 

じて 世を 無類の 珍 善な-^ 

▲發 賣禁业 白雨 壊 ま 人-'. 
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ダンス 敎授 


巧抵 前) 巧 十 仙 中 一 弗 後一 弗 十 仙 一 
目下 故圃 じがて 梨閣 ホの 大一立 物た る 
なをでは 大お每 日 新聞の 連 飯せ しも 
のなる が 婦人のを は ホす を-一な < あ 
類 じを 巧を 乎 形め 模様^る までに 
流 巧せ し 近 化 稀なる 一巧 傑作 < して 
ネ鸯を 蔚んで 泣か ざ もものは 鬼な ち 

A 浪六先 まの 新著 


シャト グホ御 経由の 御 方め 御 巧を 一 

じ御囊 巧 申 上 お 
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プラィ g お 會あ么 

夕 年の 寶驗を 有し H . 本人 諸 おじな 時 

別叮唆 親切 じ お 巧す、 授業が お 

固 ブライべ' — 卜 、レツ スン ■一巧 I 
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が 苗 

紐 育 日本人 會ご 證明薰 
鱗 風 生 

證明 常の 中で 出願者の 嚴も 苗が を 

一當事 者から こま 轮雜 立てせられ 
^-•容あじ下附さゎないのは迎妻を目 
1 的 ごする 營業證 明邊又 U 身を 證明醬 
であろ. 化 補の 證明 萬を ド. 附 して 贤 
ふまでの 巧 願 者の 巧 位 媛 厳は！ 通ら 

で*^ L 、 然 かもを くは 不許巧 ごむ ふ 
S ' でお閒 じは 閒 /、 も慘 じらしい 物銷 

巧 山 ある、 ぶれは 恐ら <當 事 者み 

I 米 だ 曾て 閒知 せざる 所でみ らうから 

二 己の 實 例を 擧げ てを じ照會 する 

▲を 儲けの お 易なる ホ國 なれば 千 や 

こ 千の お 箸を は柯 時で も 巧 ホる 位 じ 

榮觀し 所謂 巧 越の 金を 侦 はの 底の 氣 

~ 風 じ滿ら てがた 紐 巧 H 本人 社 會の狀 I 

渡 b が數牟 前から 一搂 しぶ 宜が 面面 

肖な 生涯 じ乂 つて 着實 なる 方® じ. 巧 

上す るを が おへた、 巧 動機 どら 云 ふ 

べきは 近を 米國 のす 款氣績 なる じ 連 

f 段々 を 儲けが！；-— ド じな つて 巧た 

から 自然の 要 ホ じょ. 〇 1 般闊胞 の 間 

じ 蠻醒を 喚 呼せ しめたの ご j つは 卜 

一： 年 巧 上の なおを をき 事 ごてす 巧い 巧 

I 孫を f する 父邱 はがさ 自を 等の 

を お 中 じ 愛を のお峭 者を 求めて をら 

せん VJ のを 應か らして がら じき 帶を 

否つ て 巧る、 一懼 これを 化 おかき 父 巧 

め 菊 破* むからで あらう、 j 二十 路を聖 

へて 濁 身の 巧 兒じ掛 する お巧麗 から 

でもる らう ど白覺 して 見 & ど 一 こん • 、 

隙を 巧も自 をの 逸 まを 省みで 傑が' 2 

.& おひな き 能は やで ある、 が 處で雞 

I 然 新しき 生涯 じ乂 つて 幾を かめ 辛酸 

一を 叢し 渐<迎 妻 もる を じ I 人前の 入 

j 閒 どなる ので ある 

▲さて 化 旨を お鄕じ 通知 するとな ホ 

十 年 ホ だ 曾て 送を した 奉 さゎな き、 

I 間が 雪す るを じ 一廉の 身を ごな つ 

た 事 なれば I 族は 大善ヴ 巧 速 巧縣を 

觀甘 廻つ て M 画 S 化 嫁を お出し 結 

一が から 假 祝言 ス籍の 手統迄 滞らな く' 

f んで高 襟 嬰のう ら耻 しい 嫁御 寮の 

爲眞が 本を ず 許じ證 るるまで 

じ 進 わする、 綺麗な 白 策 人を お馈れ 

た 眼 じは 少 々不 ぶは ある ごも 苟も 巧 

I 襄の袭 醬 した 5 無缺 0 締人祭 一 

j 自 をの 年齡 から 比較しても 义 句を 並 

一べ る餘 地は 巧 じない あが 巧を 證巧曹 

み 運動 じを 手す る 事 どなる、 處か貯 

I 菩を はお 巧 ホる か.、 家 處就働 者は 其 

資格がない、 玉 犀： はを 通の 鷹 家 ど 

巧 做さ 妇 、.ど 四 巧 張つ C 傑 か 詰に 巧 


いのが 多い、 化縣 本人の 失學 はで 
であらう か •何 ごいつて 凰 許へ 申譯 

1 をす るで あらう か (ホけ 兄) 


溜飲て し 

飛 目 張 巧を 

乂國 はべ グリの 遠征 じょつ て 野蠻^ 

I 國の 日本を 化が じ紹 かし、 敎育 制度 _ 

の 模雜を 示して々 曰 あらしめ た 大恩 

-人 でもる ど自か 自ら 誘つ て 居る が 吾 

々が學 術、 軍 拳、 敎肯 、政. 始等じ 於 _ 

ス獨 逸ょ 6 巧け たる 感化は 實 じ米國 


、 ' , 一 * ，h - - r J ( ny J ク - 巧 j if 

お 上で あつて 其を 量から 見れば 獨逸 彼等の 鼻息を 窺 ふじ あら ざれば 活動 

. > .11 * "frmrlrl \ 20 ’ > 3 f , に J3 ‘* > }ィ f ♦ 


ば 米 國乂は ごんな 咸 情を なて 干涉ち 

じ對 する であらぅ、 己れ をつ めつ て 

人の 痛 さを 知れ どは ホ國 人の 須< 記 

I 腺すべき 千を の 格言で ゐる 


4\ 

(( 


投省斑 


/ I 

ピ 


大 疑問のう もじ あ もし H 英 をが' 1" 

盛の 効 架は 旬日を 巧 やして 吾人の 前 

一 じ展觸 されん どす、 まるに せよ わが 

i 外を の 振は ざる 事 ある 巧 じ 禱塔遂 巡 


大恩 人 


1 はお 國：： } ど つて 米國な 上の 

である どいつて 差 支へ ない 
▲然る じ吾围 一般の 人民は 米 國じ掛 

しては、 不法の 待遇，^ 受けて 盾 
がら 左 稍 迄 じ 米國を おいで 居ない じ 

I 拘ら ず、 獨 逸じ對 しては-補の 敵な 

を をんで 其 一擧一 動に 注意す るの 有 

一様で ある、 之は 畢党 a 淸戰巧 當時獨 

逸 か S 國 干渉の 頭目 どなら、 H 本 か 

支那 大陸 じ領 止を 有する のは 東洋の 

平和 じ 害 ありと 言つ て 履き 乍ら、 間 

もな く 自み自 ら膠 卿灣を 占領し、 閱 

I ホは 黃禍 のポン チ盡を 書いて 曰 本の 

I 勃興を 兜 化し、 爾ホ 支那 大陸 じがけ 

H 本の 事業を 妨蕾 J たじ 化 まら 中 

U 米兩固 間の 平和を 賴亂 せんご おむ 

る 等 事每じ H 本题 攻の感 椿を 害した 

お柴 であっ て、 今日の 最後通牒は 濁 

I 逸 じどって 云は ば 自業宜 得の 所業、 

j 因果 ブキ面 VJ も 巧すべき でを らぅ 

▲ま 那ど戰 って 遼東 半島を 得た 香々 

は獨 遊の 爲じ ゲド ァゥト ヒャ をな つ 

て 泣き 乍ら 問胞數 万の 血ど淚 どを な I 

て臟ツ 得た 逸 東半 島を 返した 譯 であ 

つた、 獻 薪嘗膽 ごい ふ 文字は 化 時 じ 

I 於て 新たなる 意義を 生じ、 吾等 五 千 

方 間 胸の 獨 遙じ對 する 反 威を 一. 十 年 

I 後の 今 H W 雖も 依然 どして 新ら. しき 

怠義を 有して 居る 

吾 政が 當 巧者は 測國 への 手前を 標 

つて 巧と でも 言譯 をす るかよ い、 乍 I 

I 併 吾等 國 ほは 何も 殊更 じ隱し 立てを 

して 噓を つく 必要は 少しもな いので 

ある、 吾々 は软卿 大戰て ふが 機會じ 


を 開始し 能は ざる 如き 軟弱なる 地な 

じある を 思へ ば 轉た慨 嚷の至 ゎじ 堪 

へざる なら 香慨 生) ▲本年の 觀化蝴 
負は 大抵 迎 妻の 目的を 0 て 加入し ど 
るを うだが 昨年の やう じ 巧 ばか 
ソリ 歸 つて 巧る やう だつ たら ホ 
知せ ない ぞ (武巿 生} A 支那 町の 賊博 
j 燒か 先月 か、 ゎ 開いた ので 巧を トロ ト 
流し 乍ら 豚 其 ひ 南京 どを つて 賭废 
じ 夢中の 日本人 か大を をる、 誰れ で 
あつたか 化 光景を 目 擊し了 度* 取 巧 
の 上 じ 捕 はれた る繩 のかし と 形容し 

て 居た (豚の 子) ▲すこし 色 變らの 女 

か 現 はれる ど 日參 おな 度 連の 誤信を 

か 山 ほど 現 はれる、 をれ を 見る じつ 

一 けても 紐 育の 日本人は 如何 じ ドラィ 

して 居る かがみる マァ 巧を 想 だ (モ 
八 モンを) A 旅舘 みゃこの 親爺-下が 

經營 のが 巧 秘款は 止宿 者 じ 成る ベ 

早く ジョブを 周旋して やる じゐ り ど 

なし 此 々面 じ 熱， むなる 實じ驚 < •へ 

しだ、 所が 懐の 寒暖に おらず 之を 曲 
I 解して 惜 金らない のじ 追 おすの だ 
寸借を が 出 ホる と 追 ひ おしぶ 喉 

はし やが る どか 云 ふさう だ 下宿屋 事 

~ 業 も 亦々 タィ 哉で を乏 聞知 生； ホ 

年開愼 さる 一 を 港の 博 覽會じ 東部 か 

一ら 出張ず る 人は 約 五十 名 ある さう だ 
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紐 育が 巧を 巧 (前金が 稅 共}; 
□一部 金 五 仙 □六 ヶ月 巧 一 弗 i 
‘： □'一' ヶ ホぶ 啥系 . 

巧 九な 十】 ま ハ 巧 什 四日 截お也 

奪’ 可' ' i 

發巧兼 編輯 人 甲斐；， 絶 r 

發巧巧 お 育 新 お 社^ 

紐 育 巧 第 ムハ巧 二 ご 一八 
電話 六 四と！ 二 •チゴ グシイ 


ホ國の 事情を 見ても 建 國當初 じ 於で 
渾が 一致した る自ホ 平等の 兄弟 語が 

後 じは 遂に 仲 違し、 經濟的 自由が 社 

會的 不平等を 生み 遂じ國 をの 手を 0 

て 經濟界 の キン ゲの專 制を 制服せ ざ 

るを 得ざる じ まらし 巧樣 じして、 巧 

し國 家の 力 じて 之を 能 < せ ずん ば 彼 i 

の 欧州 じ 養 筵し つ i ある サ X デ カリ 

スムの 如き 破 攘ホ義 が跋厦 する じ 至 

る や も 知る ベから や、 旣じ化 ま義巧 

< は 擬似 危險 思想が 漸次 莖延 しつ！ 
める 證據 歴然たる もの あら、 余は 巧 

の あ 想を 是認す る もの じ 非 ざれで も 

はま 的 傾向が 如何 じ 猛烈なる やの 
化 どす る じ 足る を 信ずるなら、 而し 

て 佛國の チンデ カリ ストの 中 じは 银 

便 鉄道 等じ從 事す る 官が會 社員 頗る 
夕 きがが 原因は 上役の 傲岸不遜な 
盛 巧が 瀬じ隐 はる どい ふが 如き！ 寸 

考 ふれば 馬鹿'^-, > き理 山ら なき 
ホす、 されで 樵 利 思想の 發 達せる 近 

代人 VJ して 人格の 侮 爆は が 忍び 得 
巧 じ 非ざる ベく、 報酬 問題な 上の 意 

義 あら VJ いふを 裤 べし、 之を おて を 

ぷ化あ 想じ瓣 ぶる 巧 井 的を 歡の濃 皆 

なる 措 巧を 解す る じ 難から ず、 民 ま 

的の 思潮は 今や 何等かの 攀力 どな b 

て 世が じ 蔓延せ やば 止まざる なら、 

H 本は 稍 事情を 異にし、 皇 おは 固ょ 

り 神聖なら、 されで 社を 的權 威が 漸 

次 ほ まがなら ざるを 得ざる は必 がの 

紙. 向な り、 從て 社を 的が 面 じ も 今を 

の豐 族ホ義 、階 敍ホ義 はが 破せ ざ* 

ベから ず、 夕少の 地位 ぞ少 のが 問、 

多少の 富を 恃 みて 傲が 他を 贩 下す， 

如き 巧して な 化 思 あのを 認 せざる 所 

じして 是の 盧義ょ b ホは ホ圖 H 本人 

の 平等 ホ義を 茜ぶ をな b 、 をは 元 巧 

階級 的 意 韻 じて 勘を T る 率は 大 嫌な 

—是れ 余を して 新閒 記者 ど，、 る 

をら しめし 一理 もじ 擧げて も 能き 位 

八 ホが をく 大阪に 化む を 得た るは 大殿 

の 社會が 平民 的 じして 

おの 如き 者 もを て 人格の 侮辱を 成せ 

どらなければ なら、 其 乂國の 日 

み 人 社を ど異 るは 一はぶ 人の' 外人を 

さん」 ど 呼び 一は 「若」 どげ ぶの 差 9 

か、 余は 大 腺の 實 業が お < はぶ 人 0 


一が の 官吏 よら 一 君」 ご 呼ばれし MJ なし 

而 かも 之を 榮ど する 理由な <、 ホ國 

一 じ ホら て 凡ての 人 よら 「君」 ど 巧 ばれ 

し >■」 て々 しも 之を 肆 VJ する じ 非ず 何 
I れ じても すなら、 余は ロハ 平等 なれば 
可な り、. 巧し 平等 じ ホれば 余は 不巧 
なれ ども j 個の 記者 ごして 如 巧なる 
|紳± じ對 しても 不平等なる 交際を 求 
わる 必要なし、 是れ 余の ま義な 6、 み 
の 新聞 記 著 どしての 特權を 感ずる は 
是れ な^、 而 かも 紐 脊 じあり ては 化 
特權は 巧 儘なる 余の み じ 非ざる かし 
余は 宋 だを の 紐 育の 紳± を 知ら ざ も 
I も 化 ホ國的 平等め 何人 じ旌 用して* 
羞支 なからん こ VJ を 信じ、 宜 わな， 
社會じ 巧む を 得た るを 喚ぶ ものなん 
附言ず、 余は 「新聞記者」 なら、 故！^ 

I 面前 じて 「新聞 屢 さん」 ご稱 せらる > 
は禮儀 的の 言葉 どは 受取らず、 基； 5 
I 鄰俊 局のを 巧を 稱 して 郵便 屢ど稱 斗 
るが 如し、 化 も 是れも 相な 的 なれ 成 
巧 どら 感が ぶる じ まる や も 知れず 
夕 が 無惹識 じ 渐< 言 ふ者夕 からん^ 
信ずる を 0 て' 4, 言す、 

® 基闢戰 

廿五円 羅蹈よ b 偷教ユ キス チェンけ 
電信を ft じ逮 せる 電報 じ 化れ だ埃陆 
は 東洋 じなる 軍艦 カイゼ^、 イブ， み 
ベス 號じ巧 ひ獨逸 東げ 艦隊 じを す V 
き 旨 命 かした る 結 おどして H 壤瞒邸 
を豫 期しつ； あら、 が維那 よらの ル 
I タ ー 電報は 澳國 政府が 强 填り 本 
I 化 じ 旅券を を かする VJ 閒時 じが 巧 巧 

間國大使を巧還せ るを報を傳 へ た h 

♦蒂が 政府 部內の 驚愕 H 本 政が 巧 

澳 大使 間の 協を おり 乖糕イ 號の武 お 
解除、 上海 航行 じよ b て， 日 樓開戰 の 

をは 除かれ 雖か 政府が 該 協を の文棄 

を塊國 へな 巧ぎ たるは ツイ 昨 H (件 

: 五日) の 事なる じ 突然 別項の かき ホ 

I 電 あら、 まだ 兩 園よ b 何等のを 報む 

きも 政府 部 內は其 意外 じ 驚けり 

•姨 國宣 戰布吿 

一澳太 利烘才 おが 國は U 本に 斟し本 U 

を 戦を 巧吿 せら (サ 六日 羅 馬を) 


♦な 獨 日本 大使 引 揚驻獨 日本 大化 

代理は 本日 伯林を 引 揚げ 和蘭國 おじ 
向へ ち、 兩國 々を 斷絕 のホ纔 はおめ 
て 簡焼じ 巧 はれたら 即さ 獨國 外務 お 
I 代表者は 日本 大使 舘じ まら 旅 巧 券： 

すを 付し 口頭 じて、 日本の 最後 逾碟： 

じ對 して 獨國は 何等 巧 答の 要な し 
述べた るの み、 大使 代理は あ もじ 驻 
獨米 大使 じ 後事を 託して お發 せり 
♦大使 代理 倫 致 着駐獨 H 本 大使 化 

理は 本日が 海才 着直ち じ 倫 歎へ 向へ 
ら 日本の 態度 じ 願し 倫敦の 諸が 閒は 

I 别じ熱 > むじ 論， 萍 せざる が 一般は 目 本 

が 其 言責を を ふして 膠 师灣を ま那じ 

I 還附 すべし VJ 信じ 居ら 互つ 米國 じが I 

て 排日 的 反感の 起ら ざらん ミを 黨み 

I 居れら {サ 四 0 倫敦ぶ 化が を電) 

英 水雷 顆逐艇 膠州灣 侵入 英水叢 

ク 逐艇ヶ 子ット 號は獨 水雷 ク遂艇 五 
ス 九十 號を 追跡して 膠 卿 蹲 袍臺附 
じ おを らし じ 忽ち 碰臺 よらを 施され 

巧者 云 名を 傷者と をを おせる も艇じ 
は 左し わる 潰 害な かりき (サ五 H 愉 I 

敦發) 

參獨 逸へ 宣戰 巧锭 

廿吉 u 東を 發電 

香國の 最後 通碟に 對し獨 遊は 本 H ぶ 

I 午を じ 何等の® 答を たさで るべ < お 

^ をせ し 旨駐獨 大使 化理 よら 巧電 あら 

を じがて か 吾 天皇陛下 じは 獨逸じ 

おつて を 戰を巧 吿し給 へら、 赏戰布 

吿の盧 ホを 要約 ザれば、 歐炯 大戰の 
開 おな 巧 戰鋪の 惨禍は 實に巧 銀 所 じ 
して 哥帝 國は稱 巧の 平が をが 恃 する 
必要 上 絕載的 局外 モ 立を 守る のを 巧 
を感 せら、 然るに 獨國は 吾 閒碟國 た 
る英歐 をして 强 ひて 戰 巧に 送 加せ し 
め、 其 租借地た る 暧が潑 じが 備を籍 

へ且 軍艦を 東洋の 游 上に 游で せしめ 
貿 みを 妨げ 斯 <_ i て 蹄 おの 平が を j 

攪亂 する じ まれ b 、 化て ホ國 政府は 

英國欧 がご 巧を 明確 晓 裁なる をが を 

遂げ 日英 巧 盟の焼 神 じ 某き 一般の 利 

益を 保講 する るが 爲じ 獨國じ 對し最 I 

後 通牒を 發 したる も 閲國は 則 口 じ ま 

巧 答せ ざ 6 しを 0 吾 國は熱 > むな 
ホ 和の ホ 嚷者 たる じも不 お、 止を 得 

や 獨國じ 掛實戰 をぶ 吿 ずるに まれ 6 
故 じ 吾 あ 勇なる 臣民ぶ 陸海 取々 人は 
を 力を 孽げ て巧義 おを 盡 し、 急速 じ 
平和を 克俊 せしめ、 國 威を 發揚 する 

じ 努力せ よを々、 赏戰の 說颗は 朝野 I 

.般 じ甚 深の 感動を 巧 《たるが 國お 


I 園 一致の 態度を 示せ 

瓜 巧 民の 提れ巧 則 東京 巿 民は 本日 

外務省 並に 海軍省 巧 前た 辟 集し 夜 じ 
入らて 提 ながが をな したる か 巧 民 熱 

必の 度は け お 戰役當 時の 如 < 激甚な 

▲鄉 大使 引掷强 日獨國 大使 レ キス 
巧は 本 H 旅券を 受 ならね ら巧サ 九日 
横な を ミ子 シタ號 じて ホ國 經由歸 '途 

じ 就 < ベく ホ 國 大使 ダス リ！ 巧は 巧 

I 糊を 戰中 本邦 じがて 獨を 化を すべ し 

日 巧を 涉顚 ホ發 表大醒 首相は み 

回の 巧 變じ關 する 円 巧が 国を 渉文審 

をを 表し 吳國が 舉に吾 

國の援 巧 y 求めた 

るの みならず 吾 外を 方 

I 針を 承認せ し， とを 證 すべし どを 言せ I 

巧 化 京 巧電じ 依れば 支那な がは j 

舒 島の 磨を 舗して^ ど I 

協約に 調 巧 ミ どせ しが 

鹏ま B 本 巧 意の 電報 まら 急遽 右を 渉 
を 中止 せら VJ 、 巧 じ 他の 化 京 電報 じ 
化れば 袁化 凱は 日本の 態度ぶ 其 言質 
に滿ぜ せり ど、', グ ピン 電報は 露領 

贼雜 巴、 巧 化 巧 亞閒の 銭 道は 旅客に 
不 傑な しど 報 せら 

A 路旧 一一' 雨 巧の 時局 論 巧は、 曰 本 

は 膠州縣 をが 留す るの 意な < ロハ 支那 
一の 動搖を 防ぐ 爲 なるべし、 同地の 保 
巧は 革命 黨を睐 起せし め义國 の感觸 
を蒂 する の 怖 れゐら ど 信 中く 述べを 
つ H 本は 獨 逸の 吾 文. 明 じす 献 せし M 
じ對 して 咸銘 する も カゼ グ陛} ^か蒂 
I 禍 論を 作 爲喝游 せる； ご遼東 還陀の 
ホ 動ち たらしぇ は香國 巧の 痛 < をん 
に 所な b ご 言へ ろ 

軍を ご 巧機藏 相の 嫂 明-お 襯藏姑 
は 本 H 赏 業の 樂宵じ 臨み、 軍 费は前 
年度の 剩餘 をぶ が 別を 計 中ょ らま 魄 
じみし 增稅 又はを な 裳 集の ホを じ滤 
らず VJ 演說 せら、 を じ おし 漉澤 巧け 
誠を を 0 て 政府の 方針を 赞闊 すべ— 
述べた b が獨 逸への 最後 逸 搬送を 
て關 しお 國 なが か 仲 か 者 たるべし V ' 
の 巧 巧 屯 鞭は M 國の吾 國じ對 ずるみ 
I を 態 巧を 示せ るら の ならら て 一般 じ 
な 怠を なて 迎られ た b (廿 一日 東京； 
♦獨人 監視 n 本は 戦ず の範團 をを 
河な 柬じ 及ぼす をなる かかく 本：！！ で 
午よ 6 がち 獨 人の 監視 じ 巷 手し 旣じ 
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戦ず じを 加す る じ 至らし ミ じ對し 


-舉 




t 





繰 返ず 勿れ 

H 本は 獨 逸の 膨州潑 租借地を な領し 

そ 更に 之を 支那 じ 還附す 巧し、 どの 

I 條 件は 英國化 おの 冀黨 を經て H 本 お 

倚 者が ホ國 政府 當巧 者より 言 巧て ふ 

借を 的 承諾を 受 げたる 一禪の 約束 手 

形なら、 吾人は 最後 逆 牒じ對 する ホ 

國の 反感 か 巧に 激甚なる も將 た化瞭 

特に ホ國の 吾に おする 好意を が 持し 

最 きて 巧 國が仲 栽を 提畿し 雜が會 難 

開かる j め 時ぶ 巧 威を 利用 せんごの 

下、 むよ b する も 現で 極東 じ 於て 最も 

媛 勝み 地位 じだる お 帝國 がが から 描 

I 嫌が 旦那 じ ダィヤ' の 指輪を 巧ん ごし 

て 秋波の 化 線を 巧く が 如き 態度を.' 

I すは 甚だしく 自 をの 威嚴を 横す る 所 

j ななり どの 威を 懐く を 嫂 じ 得 ざ 

が 去廿五 化のを 巧 國隙遊 信 協 會が巧 

I 厨 者の 言 ごして 傳 へたる 按义の 電報 

な (本紙 雜 報梅蠢 照) おじ 還 附め條 け 

を 追加 ~ ^ て 一層 咨國の 黄 ほを 藍から 

しむる の觀 あら、 日^:お ホ ーニ 國の 提槐 

はを 自の梅 東 じ 於け る 商柔巧 易を 碰 

ん ならし わ ど 云 ふ 吾人 敗て 巧講 なし 

一 只 「膠 挪潑 の還附 ば- 柩を院 、內閒 、民 

i 間が 志の) せる 所 じして 巧 武力 じよ 

てみ 留 さる！ ど 杏 ごじ 論 G くま 那 

に遥附 さる 巧し VJ の 確定 政策なら 

どい ふじ まらて は 吾人は 其 繰返し 力 

^ が b じ 冗々 しきじ 啦 化を 催さ ずん 

ぶ ホ や、 國際 通信 協を め 性 巧 如何は 

一を に述 ぶる を 要な < 、化娇 謂を 巧者 

を 何人なる や もな 索ず るを が ひや ど 

I 雖も而 かも 斯の 如き 餘 計な 带報 をた 

て殊が じホ國 人み 恵を 迎 へんく ずる 

わかき は 撥 言 すれば 巧を 婦 めて 牛を 

I 殺す の 拙策 じして 菩 人が 巧なる 所の 

j を饰 ざるな り、 がみ じ 今後 時 おの 開 

I 坡が疑 何 じ 推移し 巧 < 可ぎ かじ 思を 

致せ、 戰府 収ま 6 雛 か 會雜隅 かる！ 

I 時 じ當炎 大の豐 用 ど 人命を 幾牲 どし 

了 膠 州 鱗を 得た る菩國 はおし 一し 無條 

_ 件 じて 閒 地を 支那 じ 還附し 僅か じ獨 

i 逸の 勢力を 驅遂し 化る じ 米國を 0 て 

I する をのみ じ 満足ず 可き や 如何 巧し 

巧 國 じして 此が 機を じ 乘じ眞 個に 衆 

ホの 满權を 担らん ごのを めら ばホ國 I が的瞄 向は 之を 抑止す ベ 


への 宮巧は 珍 旧 大使が 繰返して 申 露 

I したる、 イブ ンチユ アグ、 ン ストン 4 

シ弓ン を 凶て 限り ごし 除ろ じ满 和を 
诚縣腊 の機剑 るを 待つ じぁり、 歐邮 
乂亂 VJ 械東現 時の 狀勢 じ處 ずる 途け 
よ 地 間 趣-レ 對 する 親善、 圆満の V イ 
ヘイ 政策 ど 著しく 其 趣を 異にす、 励 
おじ 思を 致す の 乂漫ら じ 無 盛の 赞滅 
を 繰返して 邦家が 年の 侮を 胎す 勿れ 

■义國 の 日本人に 就て 

大阪朝 曰 新聞 記ち 

化 山 幹 治 

米闡は 流石 じ獨 立宜慧 おの 本み なろ 

丈 U 本 H 本人 社： n にも 官 なおが 巧し 

はなな おかなで いふ ものな <、 謙 

じても 望 おおよ. 〇 「君」 ど 呼び 掛 くる 

かきは、 吾々 のかき、 階級 思想の 牢 ど 

して 拔< ベから ざる H 本人 じ 嫌ら ホ 

ぶ 患 政治ら 斯んな こどでは 親 目な h 

ご思帷 しおる もの じ 取らて、 非常に 

:渝 かじ 强 やる 所なら、 近來は 日本の 

社を じら 大を民 ホ 的 色彩を 帶び巧 b 

r 殊に 例の 憲政 摧議 運動 0 巧は 役人 

S 所謂 人民に. 對 すた 態度 一變 したら 

ど 封 〔はんよ b 寧ろ 人民の 官 を じ對す 

る M 度！ 變 し、 民巧官 かの 秘端 じょ 

らん どす も 傾向な きに 非ず、 是れ * 

夕 々を 物 なれ ごも 鬼に 巧國ほ 的旨热 

ごい ふ點 よら 見れ ぶ 幕ぶ 可き 現象 ド 

相谨 なく、 他 U 中庸を 得 お 皆み も 水 

りこい ふ ものよ ゎ、 化 調ず が 獨らを 

おど 人に どの 間の みけら 中、 緩ての 

城 震、 総ての 趾をじ 及ぼし、 資本家む 

が 化 じ勞卿 者の 人が を雜 鋼す る™ 

かな < 、知識階級なる がを じ ホ知铺 

階級の r な 敬」 を r 强 請」 する 謂 はれむ 

きを 自覺し 執務 上に 巧け る 上での 關 

係を 離れ、 人格 的 關係じ 於て 互にが 

等の 泣 おじ 立つ じ まらて、 初めて 巧 

化 思潮の 撤 おを 見る ベ < 、立憲政治 

の お成ら、 社 曾 間趙の 解み ち 總て息 

j れじ伴 ふ V きものな るは 言 ふを もな 

化 潮 どい へば 巧國 じても ニイ チェ 

ズムの 如き おち 的 傾向 じ 反抗し 天才 

ホ義邵 も-柿の 巧 族ち 義を擔 ぎ迴は 

る 巧を ある やうなる がず 艮ま 蒙の 化 

も あらず 
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▲獨の强かは單じ粒銳の巧ご^5^器ど 
じた まらず おじ 平時 じ 於け る 遇 濁。 
1 き戰 でが 備に 化て がす、 巧佛戰 巧の 
膝 股は 巧 じ 一ぶ が么じ 先つ 十年閒 の 
隱 がの 卵に 巧せ る锁備 ど、 他方が が 
りに 内治 じ 化を なか b し 池斷め おお 
じ 外なら ず、 巧乂戰 巧の 柿を 播 ける 
もの 又 巧は 巧 S 後み 獨め 過ぶ 化 年間 
I じめ ける 謀叛の 巧な じ 外なら ず、 巧 
I ら ずん ば 戦時 云が-力め 巧 数糸邊 ょな 

窺し 巧れ を、 をも佛 たる もの { 灣備 

i 化して 如何な b し獄 

lAI 二度のを；^ を 二 おじ 减られ しを じ 
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じ ゎと 報せ り、 お 挪下わ 諸孰閒 紙け 

人道 上ょり な擊 開始 W 前蜘が 使を お 

逆して 瞒 がせし いべし ど 端 じ、 ホ轉 

か閒紙 S 排 HU 調に 封して J し、 乂國 

2 化 常なる 與論を 代表 ゼる もの じは 

わらす して 獨 この 势力じ 動され たる 
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寄 蕾 

紐 育 日本人 會ご 證明蓄 
系 前) 鱗 風 生 
▲迦妻 節 明觀の 對蒋を 今日 か 明日 か 
ど鹤を 待つ 凰 許の 人へ おし 不許巧 じ 
なつた 帘を 報知す るの 餘 なじ 面目な 
< 遂に 一年間が 息を おつた 人が あ' を 
夫れ がた め國 許の 人々 は 非 おじ 必滿 I 


j 巧を なする 者は 妻帶閱 題の 如きな 楠 1 

み 事 じ干與 する こ ドを 甚だ 不快 じ感 

やる ので ゐる义 一廉の 巧 子が 妻帶す 一 


るじ當 らか闕 人の が 謡を 仰がねば な 氏は 記者 じ 語らて 曰 く發 動 器は 目下 


らぬ ごせば 日本 ホ國 民の 立 煤 かして 

も ゾイか 不見識 碰る こどて ゐ るから 

化 件は な 後を 綾して 賞いたい 
▲常 地力の 闊胞 のぞ 數が 妻女 巧を を 

絶 体 じ 不可能 事の 如く 思惟す る 間 じ 


父親なる 人は 六十と 歲の裔 船を 瓶は j 每 船を 號 数十 あ 乃 まだ 餘 名の 新婦が 


で遙 々巧兒 を 詩ね て 新 巧まで 巧た 

义新英 州 じ數年 巧な り大 な雜货 巧を _ 

顆を する’ 人が 一人前の 商業 あど 認定 I 

せぬ どの 理由 じょり 呼 宵を 許す され 

なかつ た、 望の ない ものを 何時 迄 待 

たす も 巧 愛想な ゎ どて 一二 年間のを H 

月を がら 焦れた 花嫁を .化 巧 

離緣 した ご 聞いて 居る 

日本の 法拌上 適法 ど 認られ た 妻を 

呼ぶ じ當ち 者が 何故か < ら嚴 重な 

吸 扱を なす かど 謂 ふじ 前述の 如く お 

一圓 どの 協約に ょ b 被 米 者を 制限す る 

じ 至つ たのが 重なる 理由 ど 巧 一つは 

巧 年 西部の 日本人 中 妻女を して 米閱 

移民法 じ 違反す V き賤業 じ從樂 せし 

いる 不德漢 が 段々 あつた こご も ホが 

巧 どなつ たので あらぅ、 從 つて 迎妻 

をの 資格は 身許 確賀 じして おおを 維 

持す るじ充 をの 収入 ある 者を 標準 ど 

せね ぶなら ぬ こご じなる 

▲妻帶 の 資格な き 者が 徒 じな® から 

妾を 迎 《窮餘 の 一策 ごして 妻女を 犧 

牲 じす もこ どを 化 ざず 按じ ホ齒 政が： 

に 厄 かを かけ 延いては 同胞を 般の化 

がを 汚辱 ザし むる かき 不徳漢は 械力 

其 制裁 排除に おめ ねば U らぬ 、併し 

。がら 之れ める が 腐め 所轄が 巧权 S 

實 情を ち究 する こどを 内 巧し 法 かぶ 

一般の じ 適用 さる、 もの ごせに 當邮 

$ 如き 社な 狀態 じある 人々 は 甚だ 制 

か惡 いこ ど、 な 

A 從巧 じがけ る當 地々 A 巧は の迦妻 

貧 格に 就て 其 碟攀を おる r 哀 棋雜貨 

一 業 じ 位に ては 餘 おの 貯 をと 確實 なる 

化 証 者を 要し、 家内 的 勞働ぷ じ 至つ 

ては 巧 化 五六 十 弗 巧 上と 八な 弗の が 

をと 雇 ま 义は么 ど 相 等なる みみを が 

する 巧 誠 人を耍 ずるので ある 茲じ一 


滿 々巧つ て 西部 間 胞の間 じ 新を 庭を 

潛 しつ、 ある、 斯の 如き 東西 奇異の 
對照 はを 邊 から 起る かど 謂 ふじ、 多 
人 歎じして 觸立 事業家 夕 きころ を 
巧のを 易なる こど、 迎妻 費の 廉 きこ 
等の 諸な じある は 相違な きも 今一つ 

化 ハ ホ カ とら 見るべき 大が 因は を 地 日 

奉 人 會は其 發展を 期す るじ當 ら先づ 

を 員を して 健を なる 方 巧 じ 向上せ し 

いるの 根本 ホ義 どして 妻帶を 獎勵し 

么じ關 しては 底 接 間接に 便- 宜を圖 b 

つ、 ある こ VJ である、 がして をはを 

員 ど 密接の 願 係を 繫 ぎを 大の 信用ぶ 

一媽 望を 巧す る こどなる 

A 當 地の H 本人を の 如き も頻 なじを 

貴の 裳 集 じ 巧 動して 居る さぅ である 

云 ふまで もな く U 本人 會は會 員 本位 

で A るから なる 巧 < 夕数會 具を 入を 

せしめて 其 隆盛を 展 のぶ 礎を 造る の 

~ 必要 かをる、 併し 新設 巧々 の 同會の 

一施敦 方針 じ おする 吾人の ホ 望は 頌較 

主義の 外觀 的ょ らも 一 内を を 整頓す t 

こご じ 巧 蘆し、 をして 活 きたる 方面 

_ し 巧 動し H 本人 會 むる もの、 實 質的 

如 化を 一般 じ紹 かする こどを 先き じ 

速 動して 欲しい 

明大 野球 閒の立 化生 

之れ も驟 ずがら 

'曲 部 諸 大學ど 競な が」 姻を r ら中巧 部 

のを 地 じ轉戰 して 去 十八 日 巧 俄を ま 

一で 巧 着せる 明治 大學 野球 脚は 树 化ょ 

ヵン サス を經て 得靖市 じお發 する 

ど •ならた る も 撰 手 一岡 旅 费じ窮 

し 殆んど 立 化生の 麥な るが 今 其 原因 

を 聞く じを 费 用は ミ子 ポ ブスの 競な 

じ 於て 儲け おす 豫 をな 6 しじ 同地は 

夕數の 獨遮人 化 化し 彼 第の 反感を を 


H ホ 產の村 巧の みで 製 化しよう ご 巧 
み 殆んど 新規 組立 も间 棟なる 飛行艇 

大修錢 をな しつ； あらを じ 付き 海 巧 


お 巧では 大阪の 島を が 巧 馬力 巧轉躺 j 

飛巧發 動を 試が 中の 外 殆で他 じ 聞き， 

ません 從て をの 成否の ほで も' 無論 今 I 

から 言へ ません がを 動 器な 外の 飛 巧； 

器用 諸が 巧 じなら まして 遙じ H 本の 
方が 化 ホな どよ らも 品赞が 上等で 惜 

裕が廉 僧で るる ばからで なく 假じ重 

板の 寄生木 や 曲の け 木 手際から 一般 

工人の や b 方と しても 化 ホの 飛 巧 器 

製 製作 撰な どの 工人 等より 余程 優れ 
で 居る よぅじ 思 ひます 殊に フランス 

の 最新式 飛 巧 器 じ 使つ てぁつた 丈夫 
な 合せ 板は 化 海道 製の もので む 里を 
の 他へ 向け 建築 巧と して 頗る 廉僧じ 
輸出され たもので ある こどを 發 見し 

たみ 窠 でんら ます 要する じ 日本 W ：：. 

國は飛 巧 器 製造 じで 事 好 都を であ 

る 事を 知 b ました 
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言したい s 迎證巧 出願 おに 白人け たる 結很 競技 出を さら 爲め斯 くは 

の 化证を 提出せ しいる こど じがて、 阅 難じ蹈 りたるなら ど、 因 じ 急報 じ 

一 おせる 沙巧間 幽應踐 會は應 急 手當ど 

て 互が 五十 弗を 送を サ りご 


をる 

刪 人 思想の 發 達せる 西が 人は 自か一 

じ 關 る S は 化 て 自みで.處踪ず る ど 云 

ふ MJ をな 重ず るのは 讀者 了知す る 所 一 

殊に 結婚 問趙じ まつて は 彼等は 緒 化 

じが お ホ義 であつ て 么じ頗 しては 何 

人の 卞涉 もがれない 作 心う をふ憐 神風 


♦日本で 飛 巧 器 製 

おが 氏の 水上 飛 巧 艇が不 厳の 火災 じ 

か i らて 0 ホ 海 野 氏 指 探の 下 じが 專 I 

門 家を 集て 焼けた 艇身 やら 翌の骨 や 

らお 純を 跑ふ 防水 かやら を 成 6 V < 


濁 こ 人は 愛體 、むじ 當んで 居る だけ あ 

ク て敵慨 *む もまた 强烈 である 日本の 

直 戰布吿 0 巧 彼な 等は H 本人 じ 遇 ふ 

どず ぐに 反 威 的 態度を 示し 日本は 獨 

乙の 锅點 じ乘 ずる お 化國だ W 開口 一 

酱じ 浴せ かける、 この 旗を 日本人の 

應 答は 大抵 二十 年 前の 遙 東遷 附を持 

岀 すか 又は 東洋 平和の ためで ある、 

攪稽 なの じなる ど英國 めち 巧で： n 本 

はを の 本を‘ でない どい ふご 彼奴 等は 

滿 ぶす をを うで ある (戰ず 崖)！：：！ 本 ど 

米 國の兩 方に 妻を らち 又は 或 官憲を 

欺縷 して 自慾 をを うする ょうな 不艱 

勞 ずは 西ぶ 日本人を の廊淸 運動 ホ 法 I 

のか 役燦 又は ホ 地 新 閉じ 報道し 大じ 

瀑 巧して やるべし だ， 矯あ生 i 菌逗 

です か (々年の 夏は 實じ 不栽氣 でず 

ねし かした かげ 様の 事は 近頃の む 得 1 

意 じは 夫れ がた 夕問遷 じ 迷惑，^ かけ 

る 様の 方は】- < もを ゎません ど 云 ひ 

ながら 某 商】 姑の 支配人は 巧袋然 たる _ 

相貌を 崩しな から ニヤ リニ ヤブ (コー 

I 生) 當地 日白 結婚 あの 過半は 碼 

乙 人で ある 彼等の 家庭 巧は 戰 ずく > 

ふ 魔物の ためじ 平 かを 破壊され 吳越 I 

_ かを 树 じうす る狀 態で ゐ るのを 見る 
じつけ 誠 じ 岡 情のを じ堪 へぬ 「ず か 

i 摄」 ▲傍の 知人は 電の単 中で 或 白人 

か 述らじ 顔を キヨ P キヨ。 見る か獨 

逸人 だ ど即斷 し當方 もまけ ぬ氣 じぶ 
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物を 大都會 じ 送る 便を をし、 一名 じ 
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ンキュ V 1 夕 1 を 貸與す 希望を は 

新帮 社へ 申这 みあれ 



■■御 下宿 中 


ohas ISfakfiga さ a - 
ofrvlildison st -. re 莫 
Phone ご ミ Or 色 lard 


ボぅ トン 支が 
K003 碧で 9 货 巧を す rcl St. 
Boston- IVi 菱严 


8- ■■■ ご 

ザン ライス 

V ん ベい 


SUN 養 E 養 E GAKE 夏. 

1008 ,\ ve,-A N . Y . Ci な 
Trelephorje plKza 521 W 


A 


Y 


s 


化 g 為-前 

OS 忘 

こ 曲 

6 a 


3 

i 岡 如 

い 日 い 

♦任- 

嘉 I 

J 瓶？ 


移 


■—誦|| 


i 


ホ 月 一日 ょら 左記の 所へ 移轉 諸事 改 

良の 上從前 通ら 營業 かお 間 不相變 御 

一 引 立の 秘 ホ 上 候. 

やまと 旅館 杉 本 

】57 W . G 4 を’ St . N . Y . 0 さ 

Trel ..3007 oolumbum 

▲球 煤 娛樂の 室 設備 有 之 候 


御 下宿 
中 嵩. 

10 》 E. ご 7 St. N. Y. ご ty. 
Phone 20 苗 お arlem 


888^8888 货 舅を 

曰* 御 料理 

為 中 か 業 化 居候 废ホ化 
巧 一 H よら 諸事な をの 
上 巧び 開化 化ら 構々 

大勉强 可致騰 

販 々敷 御 ホ ホ 奉 願 上 候 

I な A 觸 かば 燒 ▲ホが を ば A 鍋頻热 

其 他 何でも 御 注文 じ 鹿 じます^ 

ュユ ー ョーク 東 五十 化 S 

. T 目げ 册一蕾 地 

な 

一 8 

8 




支 目 本 食料品 何でもち まず 

21 Wappin 思 t . Charkstow 置 fa 男. ♦み，、 I 、 
Tel . 784 w. Charlestown 、巧 ^ 


揉 

揉 

0 



日本人® 業 

周旋 卵 

ニュ — 3! ク巿莖 ハ 
巧 八 四 四を 電話 ブラ 
イアン トとと 〇 九 
ま 巧を な 之が 


10 

リ 8 

—/_8 

B 

ンキ シン トン 街よ^ 

み 一一 呑 目 二階’ 巧 

電話 ブラ ダ.- 二參 S 九^ 


移 

蠢業 周旋 所 

一 J0pan ま eDO 30 至 VC ち sployrm 3 t.A 巧 e ジタ I 

户 87 LexLwe . 1> 至. 31 み 窝皇 St ‘ 
New ジ rk Clity 
Te 一. 请妄 s ; 乙 isn sq . 

， rel - JRe 巧. 55 一 4 .Murray 写 ご 


1****^ 1 1 
ぶ胆 s . 
A の h * "S 

GgICS 

A が 5 

是巧 2 

s e w e 
A . s ^ w 

E 光 2.S, 

RCB p- 


.妾) 窥) 离) . i ) 

扇) (诚 )( 惟) 度) 

遠 東 茶 顧 

巧 五十 化 街 


御 下宿 


を 六十 了 目 二 巧 五番 地 

倉 巧 平 次， 

電話 ホ 八 〇 五 プラザ I 


旅舘 

武 市) 八 四^ イス トブ J 卜 

電話 110 み V メイン 

ち 4 留醫爹 . Broo 区 yn . N . Y - 


登 3® 了 "Bp (暑中 辫理化 萎 

自巧亭 

.岡 載 お八 j 


♦ 




•御 下宿 


58 化 ands ’str ま t 巧 ミ oklyn N . 
’ 巴 . Main 7475 



Y. 


靑年絶 一 
小川な ご 一郎 I 

•レキシントン 街と 巧 化 十八を 

Jppiln なの 本 \-> un 巧 50 にの 占 ご U ミ 

- 7 寨 Lexi 長 t § 、\ ve . •乂で ミ Y ミ 死 ClHy 
tTel . 苗霉 Plazii P つ さ‘ 光’ 0 ち \ va ； 

一- 

0 ♦ 


春雕おじ夏腮御を义^ませんか.^ ^^^ —. 

服地ホ仕立は^一^の级ち^で 


〇 


〇 


佐々 洋赚店 


を 

on 


を 震を た？ 巧ぶ 〇ぁへ 
み も お：；：：： ミを 典が〜 と r 
を々 を才 い！ す 遠齒 、へ 

おみ 夕 送〜 でか @、 雖、、 


〇〇 6ro 〇 〇〇〇 OOOOC 

<58 38 tii の T •夕 \ Y . 

P 曲 ON 巧 ajR 因 因 ！ JBV W 8 T で 


か 

3 

2 


e 

d 

•1 

さ 

g 



ド クタ- 


東京 齒臀專 g § 

裏 s ± 庐臣 禱- 

额育巧 レキシントン 入 十六 番 

‘ (サ六 了 目 トサと 了目ノ 間) 

祭 Lexin 胸す n 7\ve . 夕 Y’ C!it;y 
Tel. 食 Iw 浸 adison sq ， 


1111 


+ 


t 

as 

化。 

p w c 

6 - t Y 

2 ぶ 

9 a 
4 松 N 

i 一一〇 
6 6 

T 4 


.な 留靑年 唯一の 機 願 一 
固 s 、 運 勘が 

日本人 靑年會 . - 

日曜 講巧麟 底な I 

進 霎年理 なの 屢 . 1 


新 Wtn こ. 丈 二 了 目 §11 一十 九. 

S 埋 若松 

语 話モ！ ュ y グすイ K ホー 五 四 


I リブ ク I 
晝夜語 擧梭； 

を國じ 四な のを 校 あ 6 をに 學 化は 白！ 
もじ 轉 枝し 得る 便利 あな、 何國 おで 
お へ 巧時じ て も最巧ょ ..^をおず 
巧 誠は 至て 廉 なら 明挪 巧は 申 这み第 I 
I 送ら 何時でも 參觀 す 

是呈 Z Sg ぎ 〇1 Of L 尝 皆な 巧 

1 DAY ミ 巧 <1 户 NINO 
Madison 替 • 1:122 Bi.§cway 
だ Aru)s Branch 装 3 ILeiiox . み ve. 
ミを r 12"7th btre こ 

B 一 . Idy ご 巧 ranch . 21 、s JLivi コむ芭 on St 





Dr. T. C. TAKAMI 
182 High St. B’ldy。 

Tel. 230 Main 


+ 

診 


但自自 
トド 日 午 午 I 
グク 喔を前 
日 六 か 

^ ク 、時時— 

两 J 前' 寇ミ 

m 約 至ま^ 

1131 

を 二膊時 1 財 

襄 1 


M, KAWASOK 

が 技巧 th. が . N.Y ぶ . 
Phone. Gram が 巧 3619 



が •い 巧 yo し. 4 


這 [ 扣 ぶ贫 jmtt た 巧 r 妙 im で 巧 


1 ： 


SATURDAY Set. Mi 1914 


® な人な上 ノ きを * 邁 A グ 大*|® ァ J 1 赛巧 
^ ま 室 內淸が 紳± 諸君 ノ宿巧 二 適 ス ® 多年 ノ足度 ブ有ス 
グ巧理 人 ブ 有 ヌ 參內 外 香 揺 雜誌诸 新 班 巧る おを 麻な 等； 

^ノ娛 ヲ嬌フ 

特 
を 


河 添 旅館 


ny 

娜 & み g 
6 


ネ 店^を ij ぁ 息拾韩 導？ な體 

巧を r 知 廉醋講 舞 

橫濱ぶ 金銀 巧が 脊曲張 所 

H 本人ぶ 鄕里 送金は が 货豐圓 二 付來貧 五が 一巧 
• ノ 剧を(無キ數巧ご 'ブ當巧ネぶブ淹>囊 4 ^^<^. 
巧 申 傍 



廉 價販賣 
玉 粟玩を 
屋 唐.' 

物 i 花 I 

.11 を 違：. 

，種類 叢^ 

@メー グ 注文は 特 
f じ T 寧に 取扱 申 お 

嚴多治 見商會 

59 ごぎ adway , 乂 ， Y 
ITel . 委 一一ぎ rill 

^^^が ストン京巧 

41 P な ミー St . Bestow 




自 本雜貨 

•をリ み y 類 



I ル 化を は 
がに 下を} 
をれ む 


蒜々 勉強 

ザせ ま 


森が ブラ ザ-- ス 

か 4 な 154*8 B 3 a £ lway . N \ Y ^ 


Tel. か 泛〇尊 江 為 


齒科 j 

治療 自 午前 八诗ま 十二時^ 

時巧自 午後 二 持 ま 五 時 ：' 

齒—が 與巧靈 口 

68 W . 108 t 占.- City 

巧を Colu 3 bus & INIanhattan Av ま.- 

- T?e 一呂 verside 簽奠 i 




か 





が 

e 

Y 


ffi 成 


0 v.c か 

§ 拉皆 |„|| が。 苗 
誌 酒 SK.I 於 I 誌 固 
非 S . ぶ 品 

陋 一郎 说 I 讀放 1 

端. I 敷 III 满 I 


H 一 


KiTIJ 




紐 育 新 巧を 價 (前を 郵巧 共} 
□一部 金 五 仙 □ホ ヶ巧か 一巧 
□ーヶ 年み 金 二 巧 

千 九 百 十 一 $ ハ 巧 サ巧日 致を j 
艇可 

發巧兼 編が 人 甲斐 健 一 

お 行 所 が 育 新 我 赴 

がち 巧莖 ハを 一一 二八 
语嚴六 四 お 一ニ チ* グシイ 


膊諭 一束 

大局を 觀 るの 明な き袁 政府 

膠 挪潑じ 於け る 昔か處 上の 邢線晦 域 

を 一二 十哑 0外 じ 延長 せん 事を 0 てし 

たる 日 現を 使の 耍ポ がを 政府の 爲じ 

言下 じあ 絕 された b どは 去月 廿五 H 

の 化 京 電報 じよら て 明かな b 而 して 

が 紐で 那 領事 某は 時 巧 じ おする H 本 

の 態度を を擊 して 風 ±她 張の 野 ふじ 

i をく どなせ る 巧なら ずす 譲 愼じも 目 

1 乂戰 ずの お晚巧 起を 豫 言し 且つぶ 時 

たがて ま那 はホ闽 のが ホた る 可し 

I 秘言 せら 吾人は 學 校を おた 許 兮靑年 I 

一頼 歌の 言じ乘 をを くらの じあらず ど 

一雄 も 之 じよ b てを 世 贸黨與 の 吾國じ 

!對 する 態 废を窺 ふじ 化るべく 吾人は 

i 彼等の 吾 國を悔 る 無 禮を愤 ふる よら 

1 ら 寧ろ 其 大巧の 推移を おる の 明む き 

j を憐 ますん ば 非ら さるな り、 

1 共 かかを の 巧 質 ごみ 述用 どは 一 じが 

I 図 おの 铺識の 發逢お 度 かが じ 化る- 

厂を 知らざる 义那 人は 典 かに 動なる 

ものが 轉挪 固：^ の 辿 b ずれる わ 粗 

はを 然異ら たる 理山 じよら てが 立し 


め 後吾國 VJ 同等の 發達稱 度 じ 達せ b 

VJ 假定 せょ、 歐米刻 强國は 眠れる 獅 

の覺醒 じ愕き 其の 旣得權 利を 失は ざ 
らん 事に 腐必 するど おじ、 今日の 裁 

を 政策は 忽も變 じて、 明日の 壓あ政 

策 どなる 事 吾 國じ斟 する ょら も 更に 
おきもの ホるべき は 毫も 疑 ふの 餘地 

なし 興 時じ當 b ま那 唯】 のが 方 ごな 

りエ ジア フヲア ぶ ジア テ ィツ クスの 

埋 想を 贷 現す る 若は 菩 日本を 措て 他 

じ 之を ホい ベから や、 裳 世 就 た- 
み 深く 鑑みる 所な くん ば 吾 國の毋 ま， 
化 策は 歐州大 戰ど顯 職して 聊か 其の 

方 かじ 獲改の 必要を 威ず る や も 知る 

ベから ざるな 咬 

隣れ なる 鄉 人の 聲 

獨 軍. 白 國を赌 捲して 忽 もが 國境 をが 

す や- 國が じの 速 命は 胳じ且 夕じ盞 

れらど 巧び たるは 佛國 陸軍 參謀 本部 

獨軍撫進長顆してを巧の耍讓 

を陷 入れ 首都 將じ危 らん w する や 

おく H 本 軍の おを を 請 ふて 吾か祖 

を 救へ ど 叫びた るは 佛國前 外相 ビシ 

ヨン 氏な り、 狱 薪嘗膽 五十を ア八チ 

X ロー レンの 巧 おじ 腐必 せる 國 民の 

蔚 どして は、 菩人 其の 餘 6 じ 意氣地 
き を憐まず ん ば非ず巧 しぉ溝白 の 


人、 須 らく 眉 じ 唾して 當 面の 時局 逊 

じすべき なら 


支那の 興が 

覆面 外を 通 

A ま 那は吾 國ど間 稀 同文の 國 である 
曆齒輔 革の 國 がで あるから 是非共 そ 

那圃 民を 蓉 をして 日本人 巧と 岡樣の 
地位 じ 至らし め 彼化栖 結んで 極を じ 
於け る 歐ホ乂 め 跋厦を 制したい ごい 
ふのは 香國 民間の 有志 家並 一部 支ナ 
人の 唱道し ホ 遵 する 巧で あるが 而か 
からま 那現 巧め 狀態 及び まナ國 おの 

特性は おして 能く 化 理想 じを 致し 得 I 

る や巧や ご い ふ こ ど 大ひ じ 研究の 
僧 値 ある 問題で ある 
A を 命が 成功して をに 巧 典 巧 か國が 

ぶした ごい ふので 义 郝の舉 情に 疎い 
H 本人は をた おもち 那國 おの 義槪が 

凝結して 滿锁 二な 餘 年間の 势 力を 
締し たもの ど必 得て 居る が、 實 際は 


ィクラ ±官 が 進め ど 命み しても 一尙 

進まぬ、 或 時± をが 施堡を 掘れ ご 命 

じたら、 自 みは 革命軍の 軍人で. 口ら 

いもの だから 下等な 苦力の 眞似 など 
は 化ない ごい ふ、 强制的 じか かし 古 
巧 巧 掘らして 見れ のは 上 巧 ホ ミして 
を卒 共は 其の 掩堡を 便所 じして 化 舞 i 

つた ど いん 淸稽談 さへ ある 位で ある 
A 夫れ から 支那 じは 强盜 がお沒 して 
時々 道莖や 都督の 邸を を 襲ぅ 事 か あ 

るを ぅする ご 侮 大縣は 無論の 事 護衛 1 

をを が 戟を逆 ま； 4 して 逃け おす どい 
ふ 始ま、 翌日の 新聞を 巧る ど 「化 役 

敵の 大 軍は」 なで、 大榮 梁じ壽 立て 
道臺が 中央政府 じ 送る 報吿 じは 雲霞 

かの き 敵軍 じ 包 圈攻擊 され 巧 兵は 飽 

迄餐闕 した か 結局 無事で 死人は タッ 
ター 人 どを るから 噴出 さす じは おら 

ない、. 

A 弟 二 かかの 時で ある 馬鹿 じ激 くな 

砲の 音が 聞へ るので 一を 戰爭巧 物 じ 


して さう でない、 二 頁な て 之を 言 I 巧 かう とい ふ もじなら をみ は 同僚 四 


へ* ぱ滿 朝の 述命旣 じ 巧 ゆ ホが じ頻し 

所 誰 革命軍 ど稱 する 鳥を の 集を 制す 

る 力が 無 かつた く-いふじ 化 まるので 


たる 一 桃の 夢 か 的機閱 なる 事を 覺ら 

ず、 をら 巧國 民が 明を の 初年 天賦 人 I 後 おなくし 一 しの 化事變 ありし どな さ 


權說の 速 用を 誤解して 巡密 の黛繞 を^ 

取號 しみ 管ら 欧米を 祟 巧す るみ 棟 ホ 

常 誠なる 言 邸を なせし ど ほごんで お 

I 様の 也理狀 態に あるを 見る、 なじ 彼 

j 等は 「ホは 西の 典が 闊 じして 巧は 巧 

I め大 おか 國 なら」 とい ふか 如き 彼を 

流のを おなる を おじ 驅られ ホ题が 

巧が 貿易め 曠張 上ち ナの微 ふを 得る 

手段 ごして 化 鴻举變 の 憤を を 還附， 

ずる や 彼等ぶ 那 人は 么を 0 てホ國 の 

敲总じ 出つ も i なし、 曾て 巧の 懷ホ 

手段た るを 知らず 留學 ホを をな、 麵 

I 閒を聘 し、 ホ國じ 親まん とする のが 

め 6、 瑟人 は敢で U ち 親善 のぶをを j 

妨げて かとする もの じは ホ やィ -雖ら 

がから 支那が 萬磯遼 東を 失へ るの 怨 

を狩續 して 菩烛を 敵 どし、 吾國 

がな じが 頌± の 濁 立、 がを ムる所 U 

を 知らざる は 抑 も 誤れる のをし きも 

のじして 東な 杳 巧の 將 巧を 察する の 

明な き ホ 稀 まれら ど 云は ざるべ から 

I す 試 じ ま 邪が 今後 五十 年 お < は： 白が 


ば獨蒂 の首邵 2〕 里を 陷 をす るは 恐 < 

は你リ を 出で •さらしな らん 佛人亦 お 

ひた b どを ふべ し 

ち お る 英國の 外を 

舆國は 去る 一一 一十 H を 0 て サモアの 獨^ 

頭を 占領せ b 、 而 して 斯は云 週間な 

前 じ豫观 せられし 巧 じして U 本の 戰 

減瞧域 制限 じ關 し英國 のが 謡 あらし 

は卽も サモア 島が 目 本 じ 威嚇せられ 

ざる 凶 前英國 自ら 么 をも領 すべし ご 

の视山 じょら て ホ國の 認容を 受けた 

る もの ど 傅 へらる、 由 巧 英國は 外み 父 

上の 懸引 じがて 狸ど稱 せらる、 歐州 

率 ぞ^ > て 他を 省みる の 暇な き 時 じ 

於て すら も 御 且つ 猿 州の 排 H 間 題を 

总れ 中、 H を 測し 米を' 弄して 巧 じ 其 

狩 巧を 劍 する 所 流石 じ 狐 猫の 本性を 

顯 ザる もの、 吾人 化 ハの 狡猴 どを 巧 じ 

蕊 かずばん 非らず、 親善 圆滿 還附應 _ 

巧サ ー を 繰 返へ して 君子 人を 裝 ふの 


縣烛 じがけ る 革命の 如く 人民の 思 恩 ~ や缴砲 化は はヒュ 


一 五名 ど 共 じほ 地 第一の 旅絕 のが 一 

じ 巧つ た、 を 砲の 音は 不相變 聞へ る 

が 大して 人の 死の やうな 換樣も 見へ 


醫が 泥棒の 頭を して 居ね 時化の 手下 

で 給 巧は 頭た る道臺 自身の 懐中から 

仕拂 はれる、 がら ば 其を は何處 から 

るか、 中央 政 巧は 柯故じ 夫 等の 店ハ隊 

をを 瞎 欄に 改めぬ が どい ふを の ミは 

別問題 どして 道 墓 直轄の 部下を 奪 ふ 

などい ふ 玉 一は 巧 謂を 命を を ほら 立て 

る やうな もので 到底 出 巧 得べき 事で 

ない 

底廣 を换府 のま おは ーヶ年 約な 五十 _ 

'パ圃 を 要する のじ 其 化 入は 巧 万圓で 

ある、 何う して 其 差額を 埋 をせ るか 

ごい ふじ 例の 紙 弊を 锐發 する ので 之' 

かぶに 一 圆紙带 の 値段は 一二 十錢 じな 

つた i も ある 斯ふ云 ふ 調子では 物價 1 

の 勘 搖が甚 ぐて 晒る 壁で あるが、 

しろ 我 制 常欄滅 を'-''^ の處 であるか 

ら 、でう じかこう じか やつて 巧く 處 

が 支ナて ある 义 こ、 ろ 細 ひ 所 も化處 

じを る、 

A を 世測暖 がの 勢力は 幾み なら 
漸 みを 省 じを の 根底を 扶植し つ i あ 

るが を 省を 縣 言語 風化の 異る ま那を 1 

統 して 一 孜府の 勢力 範圍 たら めん 

事は 頗る 脚 錐の 事業で をら、 列 かぶ 

事を がが 別す るピ L て も 夫れ を じは 

齋三第 四 第五のを 命 か勃發 し、 幾多 

のな 欄 重 疊を經 るど兒 ねばならぬ 

»* it * H . I 11 In flumlnt 

♦と 耳を の 動員 辭始 

一一 獨ご 連を せん 
伯が 參謀 本が 媛を めを 口 どして け 一 
後 電の報 やる 所 じよれば トグ コはサ 


上 じ 一大 變改を 生じた おおで もで 何 

もなかつ たので ある 

▲第一 革命め おつた 當時廣 東 地方の 

人は はを 命が 成功 すれば 我 金 も 安 < 

なら、 道 薄 や挪督 なで じ徵疑 さる： 

赂赂の 离も少 くなる だら’ っ 泣の 焉で 

I 革命軍 じ 軍資を 供給した ので ある、 

巧が 愈々 大 おお 民國が 成立し てら 案 

外豫 期した お直 接の 利益を 受< る 事 

が 出 巧な かつた ので 人民は 大じ 失望 

し、 現 化では 大の革 か 嫌ひピ なつて 

居る、 處 つて 第ご萃 かの 前途は 目下 

の處 見込 お 少 いどい ふのは 人民が 一 

县 測^を した 頭裝を 巧び 元の 便髮じ 

化め もやぅ じな つた 事じ徵 する も 明 

かで ある、 

A ま 那人ど 日本人の 薦 しく 異 つて 居 

る點を 話すならば、 T 巧 革命 戰 巧の 

減ん な當 時日 本の 後備 ± をな ごも 間 

み 革命軍 巾 じあつ て 兵卒を 指耀 して 

郁た 摸樣 であつ たが、 ぞ那の 兵卒は 

敵 が 少し で も猛烈じ ^し て ホ る VJ 


総 事 中が 巍 巧の. 談 

して 傅. へられた る 「日本は 巧 度 じぶ 

亂起 > し瞎を 之が 鎭應 の爲 おを する 

や も 知れず」 云々 の說 は不歡 —外を 

ホを 騷せ るが 右 じ おし 日本 大使 舘員 

は、 級領奉 中が 氏の 言は 日本を 府の I 

意見に をらず 恐らくは か < のかき 事； 

の 起 b し谣を 日英. 同盟の 下に 吾國の 

巧 動は 斯< ぁるべき や も 知れず とな 

たる 單 純なる 巧 一個の お 見 じ 過ぎ 
ざるべし と 語ら 旦つ右 外交官は 同じ 
く 一個の な 見 ごして 語 b て 曰 < 

日本 及 英國は 日を 條钓の 義務 どし 

てち 那じ 於け る兩 者の 利益を 第一 二者； 

ょら 蕾 せらる！ 操 か 互 じ 相 提携し 相 一 

援助す ベ < お 其 後 新た じ附 加され た 
る條約 じが ひて 巧 度が 露圖 もしくは 
他の 外 巧ょり 侵さる、 撰を 哪ち外 巧 

の 敵じ勒 しては-吾 国は おを 應援 の義 

務 あるを を 巧 記しを を も 回 敎巧若 
は 他の 內亂 じ關 しては 特に 規定し ホ 
や英國 か歐如 大陸 じがて 戰 ふため 巧 

度の ザ備 をを 撒 去ず る 拳 どなら ば 巧 

度 じ 於て 反箭 起らず ども 限ら や义英 I 

國か H 本の 邱度 おを を 請 ふじ まる や 

も 知る ベから や 元 巧 吾 圃は氣 候 典 他' 

の關係上斯る巧勸^^せざれば化の 

煤を じがて 勢 ひ 非常の 迷惑を 威せ ざ 

る 能は ざれ どら 巧 愈々 英國の 要 あど 
もな ばを 速 じ 且つ 潔くが 要 ホ じ應ず 
るむ らんが 回々 をな！^ 他の 巧 度 人； 

- f - u ? •を';- V 、 じ*** 1 : - w .. 

が 化 際 巧亂を 起ず か 如きけ 誤れる の^ 


ソ-.^ どい' クて 

吾々 のの 立つ て 居る 屋根の 前を とじ 

飛ぶ ごい ふ 有様で あつた、 敵 ど戰ふ 

じ 鐵拖を 空に 向けて 擊つ 様な 詰らぬ 

話は ない 課 だか 此處 がが ち 支那 人の 

戰 ずで 吾々 H 本人の おらぬ 所で をら I 

,rN 

▲元 巧文那 人は 何でも 事を 大 楽を じ 

吹聽 する 國 おで 一二 國を なでを ぶても； 

旌旗覆 天、 额戳 如が ごか、 飛 張が 十 

巧の 敵軍を 晩ら み 返へ したな でく 吹 

いて 居る が、 昔から 支那の 戰爭 じは 

鐘 太鼓で ドン ダン / — コク 脅しを や 

る沼烟 がを る 様 じ 見受けられ 隨 てを 

實 力なる ものが 頗る 怪しくな つて 巧 

る、 とも 化 淸事變 當時强 頑に 抵 がし 

たやぅな も 訓練を もを 少 あるが 之 等- 

は 單じ化 京 直轄の 少數な 軍隊 じ 止ま 

のでな 他は 化で 數 ふる じ 足らぬ 鳥を I 

の 集で ある 

A を 省の 道臺 はを 自個 直轄の 軍隊を 

j ちして 居る、 さぅ して 之 等は 化 京な I 

ィ」 は晚 接の 關係 なき 者 おで 道 塞 都 


巧 巧 V ソ- 一— . < 一 -lb .. kn J . ‘ ■ 

夕を回 々敎 徒ょ らおる 一軍 曲を 組磯甚 しきらの 也を々、' 因 じ 卯^ 口 

f ち，. 一..--- た； 一.'!‘ 1 こ 一 il ， づ- J 1-、 ヒ、 二寶 

す V く旣じ 典め 勸眞じ 着手し 獨逸解 


校ん 十二を は ± 巧 コン ス クン チノ！ 

プグじ 軍議 所を 設を したる 上、 止 軍 

を指權 する 篱 ならと、 獨 逸' ±官 の ± 一 

軍參 加は 丈 國か獨 逸 VJ 速を して 巧佛 

露をじ勒し巧吿するもの^解釋さ る 

照戰 疑な しな 孽盛 頓英國 大使は 
本 國歧が ょら 獨主官 ± 軍參 加のを じ 
1 する や、 主 英閒戰 の 不可避 事を 豫期 
しな もじ ホ 國化巧 じ對し 關戰の 撰を 

巧 i 英 人の 保 講じ 當 らん 事を 化賴せ 
り、 がる じ 駐米 ±國 大使は A 濁 速を 

談に 飲を 抱き 旦波贿 幹 諸 巧 連を して 
トグ n を 敵 ごすべし どの 風説を 巧認 

し t 曰く 上 再 古ブグ ガリア 1: 凶は 歐 

州 載ず 開始 0 前 協約を 結びが 幽 はを 

じ 提携して 利益の 典 通を 顏ミ每 どな 

'り 巧れ り 云々 

A 日本が 度 出兵 說トグ コ じし '-: i 
州乂 戰じ參 がする じ まら ば 英領 印を 

の 凹々 な 徒は 謀な をを つる じ 辛； らん 

K わ 化 林 電報 及 巧 紐育領 


一 植化モ と 巧 萬 人中、 ± 人 二 億と 巧 _ 


力 人 じして 回； お 徒は ホ 平 二ち 萬 人' 

即 もを 入口の ぶみ の' 一に 過ぎず 

日本軍 上陸 

十八 隻の 軍用 船に 搭載せ る 一方 も 
しくは 一巧 五 千の B 本 軍は 靑 島を 化 一 
じ 離、 るな 哩の地 お 陸 港 (新^^ 煤) 
じ 上陸せ るが 當 化に 於て 右は 支ナの 
中 巧を 侵害せ る もの ど解釋 せらる 
_: ilH 化 京 電報) 

A 日本の 某湛 より 歸巧 せる 旅を なは 
H 本の 軍事的 活動 じ 願し 可 驚 報 導を 

鎌せ b 彼等の 言 じよれば 十万 0 上の 
H 本を は 長 崎に 於て 五十 隻の用 御船 

じ 搭載され つ、 あ-^ てを の 目的地は 
マグセ ー がな らん ど 信 せらる ごな 上 

お：0本繰領举は#!^§を；を認せり (1 
日 上海 發】 

♦膠 州 磯 占領は S ヶ巧 H 本 軍事通 

の談 じよれば 膠 州 潜の 占領は 開が せ 
られ ざるる 限-^ ー ニグ 月な 上を 要すべ 
、、巧 備 頗る 嚴 なれぶ 海上より 目的 

を 達する は 不可能 なるべし 陸上の 

他 萬は 獨逸 まなら 中 旅 順の 砲 费じ厳 

化せ b 巧嚮 線は 一二 線 じを たれ 糧 をは 

S ヶ 月を 支 ふなじ 充 みならん ど 
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豁事諸 おの 便 巧を おわ 巧喀窥 巧を 冒 

となす 巧 <碌 間 SHJII 御 申込 被 下 度 お I 
巧 萬ち 〇 八 化 ブライアント 

送な 6th . Av で. cor 4 ゴ h N Y'c 
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離磬 毎々 御 B ： 立を 裝ら 巧を が巧陳 
者々 回 夏 おき 御を お 用の お々 及び：：： 
本染子類、 巧巧範おを いろ /^巧巧 
到 若 化候閒 些少 じ おらず お 用向き 仰 
かけられ たく 偏 じ 願上舉 b 像 
尙弊 巧な 正 商 お 目 錄は御 一 お 巧 お 
御 呈送申 上 候 

巧を 巧 東 五十 丸 了 a 巧 十、 巧 十二 孫 

'J 

。本な料お 巧を ^ § 

裏 又荫食 か： が 巧 疼 巧 

屯敲 プラザ ー. 六と' 八' 
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東京 館 

中 ' お 條ま謀 わ： 

Japilnesc wocrdlrlK . HOCK0 
寒の 旨を St . Bl -0 己を ゴ 

■ Pho 日 e W 70 ご I 己 n 


ホ 幹 山 田 鈍 牛 

滞稽 一 / ン Vk を 

籠卜 > \ N 今 

ホ國 唯一、 元祖、 を 看 あのが 字 
潛稻雜 誌なら、 讚み 度き なは 
が 他出して 腹の 巧を 破れ 

シ ヤ ト it . 、 ド ン チ キ 社を巧 




臟麵纖 ^ 目 本人 


1"ご巧 ^IPPOn-LWIl Khjl 

Greenwich , 00 己 n . 
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〇議會 解散な し 

族 田 獨ホ處 巧の 近 信 中 よら 

門 司 じて 本社 通信員 じ 巧 語、 選舉お 

労を 巧 間 致が が、 未だを 体 じ 動きが 

.り 乎、 何 ども お 答の 化 棟な しど 申が 

化、 大阪 じて け 巧 柄 下阪 中の 本夕巧 

お 氏に： 曲談 東京 政が の 摸が ホり 候が 

乂 体に 於て 今年の 講 巧は 解 故す 巧き 

化 込な し、 問を を も 巡 ザ おを 得る 屏 

A なく、 去り どて 政ぶ 宵 も 過 ザ おの 

化么 立た や、 政る 曾 か 解散を 欲せ ざ 

る R 上は 當然 が現狀 維持に 巧む ザ 

ふじ 巧 有 之 お、 巧 志 巧は 過半数のを 

さへ 立たに 解散を 慾 逝す 可き も、 

解散の 結果 中立 黛の キャッチ ング、 

ブオ！ 卜 をのみ 增 加す るぶ どなら お 

叫 お 蜂 化らず じ陷 6、 四ぶ じ 手を か 

くる 面 例よ ゎ i 寧ろ 政 友 約 じ 何 どか 

股り を 付けて 無事 じ 過ごさん 計 藍な 

ゥ どの 带 、乂も ホれ が爲 じは 解散を 

0 てを やかす 率ら ある 可き が 結 お 解 

がは せず、 巧 趣 摇選與 をな したる 上 

2: 閲を 明け渡 ずら 可 むらと 諭ら め 居 

るら \ かし、 をの 結朵 VJ して 增師は 

一 简師觸 位 じて 旦讓 し、 滅稅も 海 雨 

閱趙も 巧を を 協 ど。 る 可し ど 云へ 6 

殊に 歐州大 就の 影嚮 どして 人必 はみ 

閒變 動を 巧まず 化 ハ 人、 むを 利用して 解 

敢は 愈々 無と して 濟む どい ふ 說の有 

力なる じ 似に b 、 何 ど 云 ふ も 政治を 

j 節 じ 入らねば 要領を 巧た る 見 當はク 

き 兼 侯、 併し 解散 無く ども 攘選擧 は j 

明後年め 五 巧なら、 急ぐ 必要な きら 

今よ ら^ じ 取り か、 ら歐 州で も 見 I 

物め 上歸 朝す る ホ 得策な らん かど も 

が じ 候 

橘 敦でじ 正金の 齋 藤な じ 化 話 じな b 

たら、 偷教 じて け 一 向 驚かず、 じ お： 

は 巧 巧 じは 達せの 所、 只 化が の おつ 

たよらよ きじ 威む 致 候、 要する じ祉 

1 をを 渚め 外 觀は米 固を 第一 どす 巧し 

、 可なら 脈 かな 大阪ら 案外 淋しき じ 

ji は播 やじな 6 候 併し S 年間 じ 矢 張 b 

I 惡く はな b 思らず 確か じ お上しつ、 

るるは 賴巧激 候、 鱗 あ 君へ、 a 本の 

女は 曲 心つ たよら 綺麗む る じ H 女 ふ、 

I 酒は かげれで 大阪の 将肆屋 の 高くな 

れる じは. 一驚を 喫せり、 ウカ どは 飲 j 

めず、 情事 疆 綿、 域 切ら 诲 せる やう 

な b 、 が々 呵 々御 傅 戰賴入 おな 上 


る靑 爲の獨 逸ず 備 巧は 座々 巧 僻を 外 

^ な 外 じ 放つ て U み 包 阔带の 動 節を 

偵察し つ、 あるが 道が は 乂 降雨の た 

I めじ 險惡 どならを 域 施の 運搬は 頗る 

一巧 難なら ご 一:：! 天を 發電) 

一 ♦臨時 諮 おど 軍事を 吾 政府は 臨椅 


I 诚巧じ 對し軍 お 搜五千 六‘ 肯萬圓 、水 

お < 逐妈 建を 致 一巧 千圆 支出め ホ設 


二 一名の 恶を失 ひたる 外を 体 じがて 
I 頗る 優勢なる がか < とがた め 化 林 ホ 


^-1 -，3 * * _ /こ ---11 一 

を 要求すべき 巧戟 明せ 6: 二 U 東京】 j 民 S 恐怖は をみ 極 じを し、 當 巧者は 


♦化獨 H 人 巧 お. 東を 外務省に 本 U 
化 獨が人 じ おする 獨 政府の 其 だ其當 
をなざる 巧 官報を 0 てを 報せ り、 該 


が ハ鎭撫 策じ热 慮し つ： のが じ おじ 異 

なら やど 稱 せる、 要する じ 速を 眾の 
I 策戰 劇は 佛國 方面 じ 於- _」 は 能く 獨 


.-) ru^ 


I 待 もブ〇 シア ホ 面の 露 軍 ど 相 呼應し 

て獨瑣 軍を 挟擊 せんどず る じある か 
かし 

露 軍の 大勝 ’ 

(露挪 公報) 

^ 溃國じ 俊 入せ る 露 単め 左冀 はお 軍く 


と H 間め 激烈なる 戰 を。 したる 後 去 j 於て はばく 彈の 降下を 恐れ 一切の 燈 


を 報じ ょれに 八ち 八 H な 來獨逸 政が I 軍の お 倒じ堪 へて が 奔命 じ疲 る！ を 

はだ 獨 邦人の 行 働を 監視す る じ まり 

しが 最後通牒 回答 巧の 満期 ど おじ 五 

十を のが 人を おな せ b 而 して 么等邦 

人の 性 名を 知る は 到 庭 不可能 じして 

駐獨ホ 大使 ゼラ ー ド 巧は 國を化 装； 

して お 諮を 申を みしが 巧 化 炭を は獨 

がが の： n 本人 じ勒 する 巧 遇は 之な よ 

期待ず べき 餘地 ホ-^ ど 言へ 6 ど尙を 

報は 香驻獨 大使の 乘 .用せ る媒 単に お 

々ゼ られ たら ど 報じ 宮國 技の な H 獨 

一人に おする 寬 おの 態度 ど 比較して 
般は 驚き 居れ b ( 二 U 東を 發) 

♦化 京の 排 H ; 述動 H 本の 巧 聞は ま 

がを H 本の 附短賊 たらし わべ しど 論 

せ り、 ま 那轉- ム はを かを 巧して 斯の 

I かき 屈辱的 腿 迫を 排斥せ ざるべ から 

やどの 張 紙を 化を ホ 巧のを 巧 じ 貼が 

したぇら の ぁち、 を 府は馨 をに かじ 

てを 張 紙を 鄉き耿 らしめ 瓦 犯人を 逮 

I 脯 せしめつ： ぁるが 運動を には 比較 

的 卜：紋 じ 位せる 者み b が 政府は を國 

大使 舘 じを 义鲁を 送らを 命黨貿 等外 

闽 より 歸 巧して 目下の 機 禽を脯 へん 

VJ しつ： あれば が 巧 地 院域內 じ 之 等 

か革黨 員を 止まらし めざる やう 注意 


せ' 


戰は今 正じ酣 なみ 

1 佛 園の 化潇じ 於け， る 速を 軍と 獨軍 ど^ 

の お 戰は前 遇 0 巧猛況 じ繼媒 されつ 

と 5 るが 濁 軍のを 翼は 一を 速を 軍を 

I 腿して 今や 隔 つる 僅 じ 五十 唯の 化黯 

じ 達せる も 速を 軍の 左 盛た る 巧 軍は 

能く 寡を なて 衆じ當 6、 必死の 奧を 

I 鼓して 黯戰 しつ •あるの みならず、 

吞烫议 び セダン、 ブィン 間を 支へ つ 

ある 速 合 軍の 印 堅は 却て を 勢 じ 出 

でんを する の 傾な きじ あらず 殊に 連 

を职は 不絕拨 をを 其 左冀じ 送らつ： 

ゎるを 0 て獨 軍のを 翼 如 巧 じ 精銳な 

も 後方の 速路 ろ中斷 せらる、 の 恐て 

B 上が 易 じ 其 前 通を 議績 ずるは 不可 

j 能なる ベく、 巧し 速を 軍の 善 戰善謀 

ょくぶ 圆に當 ちな て獨 軍の 銳絲を 挫 

j き 得た らん じは ±氛 の 巧 後と 共 じ 東 

I 部プ 。シアの 露 軍を 腳徵 しを 减の勝 

一敗に 至大の 影響を 輿 ふるな らん ど 察 

せらる、 獨領プ 曰 シアが じ 嫂 賴じ浸 

ス せる 誘の 大 おはま 一 a 四 側 師刚及 


然 どして 平生の 業務 じ 服し 居れ. 
♦佛獨 を 中戰觸 軍は 前週 0 巧 じが 

ホの 高空 じ 轉氣球 ゼぺブ アン 及 飛 巧 

擬を あつて を 所 じに く彈を 投下し つ 

ぁるか 去 二 H 巧獨の 一二 飛朽 機は 又 

もや 巴 里 巧の 高を じ顯 はれた るょ 
佛の 飛行隊は 直 もじ 飛揚し が裝 をず i 

おして 砲臺並 じず 備 軍は 間斷 なくが 

擊を繼 猿せ るか 獨飛巧 膝は 之を 避け 

ん かわめ 迦じ 上方 じ織揚 .長時間 脚 

一郭を 議 きつ 5 巧に 砲彈を 避けて 遂に 

み 影を 沒 せら 

參佛都 白 郡の 暗黑 アン トワ ■ — プじ 


敵を 黎 破し レムべ 作グ ホを み領 

せ.- b n .ズキ .V 1 八將 軍の 一隊は 巧 

す 十 巧の 大砲 及 四千 名の 柿廢を 得、 
ガリ シア ホ 面 じ 於て ゴ 敵は 頑 强じ抗 

I 抗ゼ しも 遂に 之を 擊 退せ るか 吾 軍の 

埋葬し わる 噢 をの 死屍 お 五 千、 化 役 

大砲 ニー 十二 巧 及 若干の 捕虜を 轉た 
I 蒂 をは 旨 下 退却 中の 敵 おを 追擊 しつ 

をを 

東プ "シアの 化が じ 於け る 吾 軍は み 

なほ 前進 中なる か 南部 （於け る獨軍 
は 新たなる 援 をを 得て 巧强 なる を 戰 

を おみ 吾 軍は 衆寡 敵せ ずを 数の 死傷 I 

者を 生して 退却の 止むな きじ 至らた 
ら 、因に 別報 じょれば 繁 軍は トー 記 二 
i 軍幽 の敗徵 じら おらず を 線 じ 直 b て 

攻擊 を持績 しつ i 6 ど 萬 軍の^— ど 

共 じ ブロ シャの 化 民は 陸 績べ八 リン 

方面 じ 向つ て 避難 中なる ホ 


露 都 i 稱祐 

都の 移轉 


ピ！ 夕' 


露 都 セ 

一稱 じは チユ！ トン 語、 郞も獨 逸 お 族 

の 用語を をみ 居れ ゎ どの 巧齿 によて 

I 今回 新 じぺ卜 n グ ラッド どな 稱せ 6 

▲佛 國せ彿 じ 里は 今後 速を 軍策戰 

の 中 也地點 たらべき をな て 政府は 陸 

畢當局 者の 要求を をれ、 其 首都を 臨 

^ 時 ボグド ー じ 移す 旨 ま 二日 宣言せ 

ボグド ー ホは む 里を® 南に まる 事 一二 

百 お 十九 哩 、人 ロサ 四 巧、 海岸 よら 

ハ 十 哩を隔 つる 地 ホの 都 ♦じして 千 

八 百と 十一 年 晋が戰 爭の際 臨時政府 

を おきれる 事 あり 儲 國議會 か ガンべ 

ッタ のホ唱 じよら ナポレオン ーー ー世 擬 

I 位の あ議 をな したる は 化 地な りじ 里 

の 防備は 目て 着々 進が 中 じして 數夕 

の 城 巧は 二 H 0 ホ 巧 鎖され 巧 ほの 八 

I ホ じ 避難を 企つ るを 陸績 たら ご雖も 

一連 軍を の 防嚮力 じ信賴 せる 巧技 ば 化 


火を 滅し皇 をみ かき も 臘獨を 使用し 

括れる かじ おも ホ词樣 じて 平時に 電 

燈彩爛 人目を 化せし 重なる 街路 も 巧 

i 間 一燈の 明滅ず る ものな < 恰も 暗黒 

が じ 入れる か 如し ど乏ふ 

♦新 罹 馬 法王 削 位 パィ アヌ十 化の 

後 ほどして デラ、 チ ー サ 大僧正は 去 

二 U 新羅 馬 法皇 じ撰藥 されたら' 
♦日本軍よ 島 そ 占領す 露鄰 ょりの 
グ I タ ー 電報 じょれば 膝 州 潜の 日ぶ 
グンは 词灣 附近のと 岛峨を も 領し獨 
グンめ 散布せ る 敷設 水雷 一千 個を 引 
驗 けたら ご- 

♦巴 里 市 ほの 避難 大統領 ポ ィンカ 

—巧巧 階 員は S 日 午前 十一 時 四十み 
バ リ ヌお發巧首府ボ グド》じおへら 
E 里巿 おは 出 ホる 限ら 所 巧 品を 携へ 
- 先を 競 ふて ボグ ド！ じ 避難 中なる か 
I 獨ゾ ンは旣 じじ 巧を 去る 一一 一十 哑の拙 
を じ 進 グンし 巧れ らこ 二日 包 里) 

•倫 敦檢閱 巌重倫 敦じ於 ザる 戰 を 

の檢 聞は 頗る 嚴重 じして 巿 民の 憂瞎 I 

スバ i ダの 名 一は ー ホなら ず、 佛簡首 郁 移轉の 報は 

不勘ホ 民を 驚かせる も ダリ シア じか 
ける 霸 グン 大 捻の 報は 速を グンの 前 
:途 をお觀 せしめたら 


こ 


な 


悲憔 なる 宣言 

一佛 國巧務 答は 二日が 首府を ボグ ド1 

に 移すべき 旨を 布した b 、 蓋しを の 

窓は じ 里を 巧て 巧 グン 操 縱の旋 同' お 

I たらし みんどず じあら 右 遷都 宣言の 

を 文ぶ の 如し 

佛國 ほじ 吿ぐ吾 勇敢なる グン 隊は 

I 此十數 U 間 大黯剧 して 數 々著しき 戰 

I 功を 舉け 得たら 然れ でも 化 ホ じ 於け 

る獨 グンの 壓 迫は 吾 グンの 退却を 餘 

一儀な < せしめ 勢 遂に 吾大 統頓 ぶな が 

は 葱むべき 巧を じ 出て ざるを 得ざる 

じ まれ 6 固 民の 利を を擁誰 せんかた 


ぶる じめ ら興猛 なる 佛國陸 グンは 

あおの 指 禅の 下 じよく 侵入 グン じ對 

-し てこのを が ど 其 忠良なる 巧 民 どを I 

化 誰すべし ピ雖も 词崎じ 佛國領 ± の 

他の 方面 じ 於て は戰 を繼總 せざる ベ 

らホ國 氏のを 奪を 侵窜 せられた る 樵 

利の 回な どのた めじせ る 化 神聖な 
戦鬧 はず おもが 戰も なく 中止 も失龄 

もじく 繼續 せらるべし 今 ミれ 巧陸グ 

ンの 柯れの 部み も ホ破壞 せられた る 

じは 非ら さるなら 尤もが 中の 幾 部み 

じは 多少の 損 建を 潔る - - 0 明なら ど雖 

もが ホへ る 巧は 即剔 豫備 をを 補充し 

た b 新に 巧 集せ る 新を は 明日 新 じ 人 

ど 力 ごじが てが 勢を 加 ふべ し 忍べ 戰 

これ 英白佛 。シマ， 同盟 ぐんの 守る 

接 言た るべき な 6、 をべ よ戰 へよ 遊 

じがて 巧 同盟 ぐんか 敵 ご 世が どのを 

述よ b 絕 もたる 間に 忍べよ 戰へ ゥシ 

ァ ぐんか 獨 逸帝國 の中必 じ) 致命傷 

を 輿 へん ご 巧 力せ る 間 じ 忍べよ 戰へ 
よ 化の あ抗を 最後まで 巧 進め 巧かん' 

ど 是れ佛 國お和 政が のな すべきぶ 

夕、 思 ふじ 此の 勇 戰餐歸 じ 十を の 
I 効 お ぁちん じは 政府 か 其 活動 じ 足 手!^ 

猫 ひなからん 事 必要な .6 此じ 於て 玫 
I 府 はぐん 事當 巧を の 要請 じよら 政府 I 

め 所が 化を を國じ 連絡を が も 得， へさ 

佛國 領主の 一地 點じ 移すべき 事ど义 一 

政府は 敵の® 前じ國 おの 統】 の中必 I 
を 作らん か 爲じ佛 園議會 かな 痛 どな 
がを 共 じせん 事を ホめ たら 政府は 亞 

お孩己 お 要塞の 防 嫂 か 如何なる ホを 
じ てら 十み じち 力なる をを 屆 けたる 

後 バリを まるべし 政府は 今 お 人た じ 
向つ て冷靜 沈着な らんこ どを 說 くの 
嬰を 見ず 人民の 冷靜 沈着は 旣じ 日々 
じ實證 された る 所 なれなら、 佛國乂 

およ >. 能 < 化の 悲しき 事態 じ處 して 
I 拱 ぁる ミな かれ、 我等は 最後の 勝利 

を 得べ し 巧 等の 巧 意 ど 忍耐 £ 膠着 力 

'しよ ゎて 巧 等は 最後の 勝利を 得べ 
なじ死せ ん主 を欲せ さ る國民はを痛 

ご犠 性の 前に たじろかざる 國 をは 必 

や覚じ 勝つべき なら 

•利き目の 無 ひ 支ナの 抗議 幾許の 

H 本を か 膠 ノ州猶 の 化 ホ 八ンコ ー じ 上； 

陸せ しやは 不明なる も 夕かホ 千は 旣 
じ 上陸を 終ら、 二 巧 四千は 目下 輸送 I 

のを じあら ピ 信から る、 グ>*コ； の 
I 支ナ官 患は 辭を化 ふして 抗 辯せ しじ 
H 本 グンは 间 じく 了 喀じ挨 おし 广シ 

ド' シ 上陸し 支ナ 政が は 駄目 どは 知 b 

クえ日 巧 獨を使 じ 向つ て 中立 違反の 
一 抗議を 申込みた る も 一二 國は承 かせ ざ 
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ものなる が巧容 甚だ 猛烈を 械 めし 結 
お 遂じぷ 筋の 發賣禁 出 どならし 物 化 
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發賣敏 比 どならし 奇 々珍妙の 書な 6 

▲發 賣繁 化，； が 琴 女 お 著 ；，'' 
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I 發賣 .禁止 海 巧 幸德著 



を 僧查弗 1 

本書 ぉ ( 生殖器 篇 } 生殖器 解剖 じ當 6 

ては 露骨 じ 且つ 痒き 處じ 手の 屈 < が 
かき 猛烈なる 筆法に 娘り 說 巧せ しか 
か 出版 ど 词時 じ發賣 禁止され しもの 
じて 世界 無類の 珍書な り 
▲ 發賓 禁止 •白雨 縷ま人 


かずめ 諭 


を價费 吏 

I 發賣 禁止-化 澤 正が 著 
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目下 故國じ 於て 梨簡 巧の 大立 物た る 

百を 子は 大巧 每 H 新聞の 連載せ しも 

のなる が 婦人の 髮は 申す を " な < あ 

i じ 迄 百を 子 形の 模様を 取る までに 

巧せ し 近代 稀なる 一代 傑作 < して 

本書を 讀んで 泣かざる ものは をなら 
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切符 取次 か W 卿 贈 

シカゴ、 ザス トン、 フキ ラ デ 

グヒャ 巧 他 東部 何れの 地方ょ 
ら御 出立の 煤 合ち 取次 可 申 お 

瓜 手紙 取次ず 

拿國語 麵譯. 
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◄ S 麵實 業經營 法.， 

を 惟一 恤を憲 弗 

紐 育 新報 神 
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乂第 二回 母國訪 

問國員 募集 

、御 即位式 廷期 のため^^ 

改正 

、經费 一人 二 巧 四十 弗 I 

、十月 上 かお 發 U 本 滯な約 四 ヶ月 

411 を 中 > むごす る 一般 j 巧 戰國じ 助勢すべからざる 爭 


ひ 現 おじて H 本 じ 送らざる 可から ざ 

る 事 どなら 斯くては 經豐の 上に 夥し 

-き裝 用を 要し 闲ホ 之を 歐洲じ 送る 等 I 

のす 便 あら 畢竟 爲替の 自由なら ざる 
1 おが 巧财 なるお、 なじ 目-下の 所 じて 
I ま 巧 預か 頭を あじ 取り 尤も 利益 ぁら 
I 送を も斯 く ^- nL 時期の 巧る を 待つ ホ 

I 得策な らん < 

▲ 戰ず どを 港を 米 H 本人 會の 注意 
1 树會は 時 帰 じ關し 左み 注盧 害を を 地 
H 本人 會ド 送れら 

巧替轉 洲の大 亂は延 て我國 をして 獨 

I 逸に、 對 し宣戰 を布吿 する じ まらし み 

_ 候 處此際 巧 留间胞 は 最も 愼 重の 態度 1 

をが 持す る 必要ち 之 候 じか 左 じ 間 胞 ^ 

の必得 おく 巧き 要項 别記致 惕閒貴 管 
;內 化な 阳胞 一艘へ 御 巧 達 相 成 度此段 
j 得な 息 憤 化 

一、 化 瞭歐み 人 じ對し 成る 可く 戰爭 

じ 願す スー 談論を 巧 さ ざ 4 樣巧 レる 事 

二、 獨 逸人は 加 贿地ホ じを 數化 住し 

政治 上 社會上 I 大勢 力を 形造れる を 

化て 彼等 じ 街し t 特に 注意す る 事 . 

兰、 0 上の か總 て歐乂 人の 感 精を 剌 

睐 ずる かかき ぞ 動を 悔しむ 可き 事 

四、' 來國 はお 外 中立を 布吿 したる を 

0 てな 留 ほごして 中立 義 おを 確守し 

巧國 じ， 點 して 適 當の聲 援を與 ふる 外 


岡 胸ょ b 慕 集 

、 MM ! に經？ る 金び^ 

名の 小兒を ぉら 間 伴す る 

が 一名の 加入者を ホむ 

委細 照を 

一、 詳細は 改正 規則に ぁら 

中 込 巧煞進 0 H す 

紐 育姆齒 訪問 鐵 本部 

新 育 巧 第 六 巧 二參八 

ホ 催を 林' 富 平 


II 歐 洲驟爭 、こ 送 預金 

A 倒を 水 損 どなる 

欧洲 戰爭 始まつ てな 來 H 本 じ 送を の 

j 上 頂を する じ も 或は 叉 日本 送を する 

j じ も 其の 御を 非常 じ 損 どなれら 現今 

镇淺 正を 本店 巧は 五十が サ五仙 じて 

を 本 金な 励と なれら 円本への 送 おは 

ぶ 十 ホ 十二 仙 五-地 じて 巧 脚に 換算せ 

られ 五十 弗 おしく は 夫な 下の 時に 比 1 

じて 大じ抵 どなる 諾 なる が是じ 巧て 

贵 筋の 人じ閒 くじ 元 巧 横 渡 正を 巧 巧 

わ お 送を は 化 引が 爲替 なる 巧 新 巧を 

; をて 偷敦じ 送り 倫を ホ 煤 じて 日本の 

巧 入な 引 ど 計算す る 様なら 居れる じ 


; 尙 欧米人の 孰れ か. 何國 人な り やは を 

I あじ 巧斷し 難を 攘を 多く おじ 就 一般 

じ歐米 人じ對 して 愼 重の 態度を 持す 

る 2 を だ肿要 じを 么爲を 申 添 候 

驟報僞 造 巧 お 林 ょら ロング ア 

イラン ドなる 無線電信 巧 じ 逢せ る獨 

を 報なら ご稱 して 報道され たる セン 

- 報じ 關し イブ 三ング ブン グラム 紙 

は 調を の 結 お、 該 報道は 當地じ 於て 

作られた る ものなる； を發 見せる 由 

じて な 後 閒樣の 報 導は-切 揭 載せ ざ 

巧し どを 言し あじを 作 爲の顚 ホ 不日 

笼繁す 巧し ご 言へ b 


▲ 巧她 巧 訴訟 勝利 從巧 H 本の 潜 油 

はッ}ス の部じ入られ四御の關稅を 

' 課せられ お b たる も 昨年 春を 巧 おょ 

りお 誰を 起し 醬 油は 製法 じ 於ても 化 

~用じ於てもソース ど異ゎたるものな 

I れ化 關稅目 錄 じみらざる もの どして 

二 判の 親 ごな すか 或は 無稅の 部じ乂 

るべき ものな 6 どて 抗議を 起し 數巧 

I 裁が をな したる ものなる か々 回 新 育 

の 關稅評 償 監督 おのが ホ じて 日本人 

I 側の が 利 どな 6 千 九な 十ー ニ 年 十月 迄 

_ は 二 刹を 課しが 0 後のを は 一割 五み 

を 課すべ ^ ものなら ごのが 决あ b た 


I 戰 ずの 巧め 爲替 は歐羅 じじき かず 勢 I れぶ旣 じ納附 したる 關稅 はなが か此 I 


裁判 じ 異議を 言 ひ上吿 せざる 限らは 

閲胞翰 入 商 じ劑戾 ずべ きものじて 捣 _ 

おじは 計算し 得ざる も かく も かお 弗 

巧 上 じ 速すべし ご 


♦ 杉 村 楚人適 氏 巧 着 東京 朝 H 記者 

杉が 氏は 軟州大 戰じ關 する 同 去 社の 

耍務を 帶び塞 巧 倫 敦へ急 巧の 途去一 

H 當地着 ホ テグ ァ スタ！ じ滯な 中な 

か 本 H 出帆の 紙育號 じて 出帆の 笠 
♦ 互井 物產會 社員 若が 字 S 郞 、赤松 
巧み 郞兩 氏は 杉が 巧 ご 同 巧 巧 着せる 
か 本日 渡英せ b 

ホ 架 ド クタ I の 開業 本年 優等を 
なて フォ ー ダ A 醫巧 大學を 卒業し 赏 I 

州 規定の 試截に 及第せ る阔 巧は 今回 
二 面 廣吿ろ 通 開業せ む 巧 か 往診、 
診 祭を 前約 じ 限れる は 尙ほフ ォダム 
硏究巧 じて 斯道の 邀 奥を 極めつ-- ぁ 
るかなる 由、 

♦ ^大使滿附武官伊丹陸軍ぉ佐は 
遇 日な 國 ょり ホ 乂ホ着 じか ぉ迎 のた 
め ホ带ホ ブグァ スタ！ じ滯だ 中なら 
しか、 glH 夫人 同伴 歸帶 せら 
英國大 化 舘參事 官本田 熊 太 郞巧ば 

H ホが、 翌 二日 セント ポ I グ號じ 
て 渡英 せら 

♦和 蘭を 使 館 二等 書記官が 质 一雄 氏 
は 本 旧 巧さ树 伴巧ボ 、二日 巧 地へ 向 

出發 せら 

♦上 中當 一二 氏 お 執 中な をし 间 氏は 

昨 四 H 巧を せ ^ 

日米 間 直接ち 替 開始 プ •ドク 

、トラスト コンパ ニ— は 今 巧 日 ホ 

間な 接な 引を 開始 せら 

高 旧 博 壬 巧巿 VJ 歓迎 準備 目下 獻 

洲 漫遊 中なる 早稻 田大學 々長 高田懊 

± は實 業の 日本 社々 長 代議 ± 增田義 

巧 ど 共に 近々 巧 着の 當な るか 逆 日 

凹' 博 ± ょらの ホ狀に 依れば 両氏は 本 j 

|巧十九日ォ リ ム ビ ッ ク號じて リバ ー 

プ グ巧潑 、サ ーニ、 四日 頃 當地着 甘よ I 

日^ じ 趣き 十月 二日 巧び 當地じ 引 

返し、 同 五目 三ユ！ ヘブン 訪問の 豫 

まじして 早稻田 校友 會は廿 お H 頃兩 

巧を 招 持して 晚發會 を 開 < 可く、 

本人 會は 目下 歡迎 準備 協議 中 じて 夕 

を 中が 總 領事 じ 一切の 指揮を 依託し 

兩巧じ請ふてヵー子夺 1 ホーグじ大| 

演說 曾を 開 < ならん S 

參 日本人 參 議員 會は巧 八日 開雜亭 I 

じがて 辭替 諸般め 事項を 協議ず る 箸 

善 連を 軍大欺 要塞 抱 落 

過日 巧 换閱嚴 じして 戰 化を 知る じ 由 

なから しか 四： n の倫敦 電報は 速合グ 

ンか 必死の 巧戰を 試みた る ラ フエ グ 

ぶ アイ メンスの 兩 要塞 も獨殺 倒に 耐 


ゆる 能は す、 ラ 要 薬は 前週 ±幡31 ァ 
，嬰 塞は 翌 U 曜日 おを し、 防 甥 グンは 
後 ホ じ 退 巧して 目下む 里を 離る 僅に 
廿五哩 の 地點に 於て 激戰 中なる を 報 I 

せら 

タィ ムスコ ャ のを 戟 タィ ムス 新 

閒 化の 戰報揭 示 壌 前は が國乂 日が 黑 
山の 如く じが 集し •化 處彼處 じがて 
熱 必じ諮 論を 戦は しわら 其 雜蹈ー ホ I 

U ら ホ'、 去 lllH 巧の 如き 本* 貴が 面 
白 < 彼等のを 戰を 聞き おた る じ佛人 

ども 覺 はしき 一人のを 人 社員を 捕へ 
て) ホ 懸命 じ娜 ちの 弱 か イ《; を 辯 
藩せ る じは 閉 U せら 
篇眞結 鴻ど年 齡寫眞 結婚を 願 ひ 
出づる もの じして 往 々希望 男女の 年 I 

齡甚 しく 相違せ る 爲じ不 許 巧 どなる 
機を ぁ- = '之 じ おして 動もすれば 誤解 
を 招く 事な し ィ」 せ や 之じ關 して 當筒 
著の 意見を 聞く じ 結 婿 許 巧の 內規上 
が 則 どん 十 年 0 上 男女 年齡の 相違せ 
場合は 許可せ ず なれ ども 女す か 二 
十 歲な上 じして 是非 辨 別の 能力み 有 I 

し 社 會の狀 態を 知ら 得る もの ど 認め 
巧 女は 親族を の 化の 關 なじて 相識の 
間柄なら ど 認められ 又は 特別の 事情 j 

ぁらて 結婚し 結婚 後鲜 害の 藤 出す 
恐な しど 認めら る { 攘 をは 事情を を 

藍し 許可 せらる i 事な しせず されで 
も 這は 別の 據を なれば 嚴 格なる 調密 

を 要する じょら 一般 じは 許す せられ 

ざ * P もの ど 認 むべ し强て 年の 相違を 

か 結婚 せんどせば 內 地へ 歸 還の 上 結 

婚 すべし ど 

參 クック、 ゥ で夕！ 共の 腺を ひ を 

所の ホ ブがじ 居る 佛獨 人の クック 
ク エタ ー 共は 開戰 巧來每 日の やぅ 咯一 

離し 居れる が、 蓮戰 連勝に 鼻う ごめ _ 

おる 獨 逸人 じ 引かへ フレンチ のか 理 1 

人 や 給仕 共は 化 巧靑荣 じ嶺の 体ら く 

をく 0 て 氣の蒂 なら 


貸間を り 

淸潔 じして 閉靜 なる 貸間 一一 一室 あら 室 
代 一週 一二 巧 ょら 一二 弗 五十 仙を 室 じ ラ 

ン ニン グ クオ ー タ！ (冷 溫) あ b 

田. A . ゴー 累 on 
67 Wes こ凑 th St N‘ Y. 


化が 品 卸 賣廣吿 

お. 5 ^^ 1 ^香水、トィンットパ- 

サ シ エ バ ゥ ダ！ 

を 引の 商 おなら 
御 試を の 上 御高 評を た ふ 

撫育 ボ東第 十と 了 目 一二 

» 五味 商 會 

W E . mh 泌 r N . Y . 


乂 法律 顧問 ▲ . 
民事ぶ 刑事訴訟 5 

契約 其 化の 書類 編成、 貴を 取 立 等ん 
て 法律上の 依 賴じ應 ず、 鑑を無 巧 ホ 
望 者は 新報 社へ 申込 まれ 度し 


擎箱製 鶏 

I 當社 製造の フアン シ！ ケ 1 スは日 

本 雜貨巧 及び 玉屋 等 じ 缺< ベから ざ 

I る 必要品なら 


味 5間 郵便 發着表 
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ブロンクス 動物園 正 巧 向 一 
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▲人物の 如何 じよら ては 相當の 資本 

舆卞 

襟 所は デ ラウ H ヤ 河の 上流 じて 產お 

物を 大都會 じ 送る 便宜 夕 し、 一名 じ 

二 云英町 R 上 貸 巧し、 リース は 一一 一年^ 

或は 五 年 じても 巧な ち、 をし 頂驭 ホ 

蟹の 人には 一英 町 サ五弗 よら 巧 五十^ 

弗を じて 夕少じ 不拘賣 渡す、 農具は 

相談 じよ b 貸 巧し、 を樹 植付、 養鷄 
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，': : 带 嘗 , 

歐洲 戰爭概 

ォ スタ！ ベ！ 巧 山 こ 水 

I 今や 铁洲 文明 强國の 高 氛贩は ペグ デ 
アムの 地 じ大施 風を 起して 大陸 これ 
がた めじ 振 城す 化 ホ 巧 あ 巧 まだ 曾て 
こ れゐらざる 化大戰 ずを 單じ 動の ホ 
面 じがての み觀ん ごせ や义靜 的方而 
じ 於て 觀ん 事を 要す 阿を か 動的 そ® 
どい か 之を み 体 的 じいへ ば 化 巧の お 

すを 0 て 自ら 巧 やる の お國は 化が 脚 

内 じは 指 一' 本を めさせ じどを じ佛顧 

を 助けて ホつ 

秘 巧：：： 本は H 英 巧拙を 利用して 東 巧 

けを の 大計を 立つべく 獨遮 じせ 3 る 

じ 膠州潑 租借地の 交附 及び 軍 糖の 武 

を 解除 ご 撤兵を なて す 濁 逸の なほを 

じ應 せざる もの あつて 遂に 開 戰の化 

をな きじ まれら 米 國は嚴 正中 立を ホ 

娘す ご雖も H 本の 軍事的 行動の 猫樹 

を 制限 せんこ どを 欲する ものの 如し 

みな 是れ旨 國の權 利 ど 剌寒干 係 どを 

打算した ぇ 外を ど お 待つ 軍事の 巧 制 

な 6 何を か 靜的そ 面 ごい ふ 大腿 化は 

ず拔 なる 一. 側の 批評家な り 彼れ 曾て 

a 繁戰爭 を 靜的方 およら 批判して H 

本 今 U の 文明は 歐乂 先進 剧の 恩恵 じ 

よる 而 して H 露 戦帮は 化の 恩恵 じ 刷 

ゆ' るの 最もを 狸狗 最善の 方法な 6 如 

巧 どなれで H 本は 東 巧の 諸 港を 開放 

しを 國 をして 述巧贸 あの 自 わを 繼靜 

わしむ るの みならず 彼の 廣大 なる。 

シア 專制國 をな 憲國 じ鸡 'かんど 欲す 

ももの なれ じな b ご而 かも' り 溝戰巧 

はがして 大殴 化の 言の 如し 彼 もえ 歐 一 

j 州 今回み 大殺 ずを 評して 强 あは 巧に 

I 如を をのむ どし がて 天理 人 遊を がみ 

で：：：！ 本は 强 およ-り 稍强く をの 邮巧此 I 

弹兩 者の 中間に ありて 弱 あを 冯き 強^ 

あじ 對 しては 天理 人道を 敎 ゆる' 所 あ 

らん ピすビ 抑 も 十 化 化が よ b 々化が 

- しかけて 思想が の 特徴は 個人 思想の 

が 速 こ 物巧界 どるは や 思想 おどす 云 

が 機体 的 新 硏を健 化 佩々 はを 体 どし 

て& がかの が 化 じて 之‘ かを 葉 的 機能 I 

はが 機 的 統一 じよ b 働く 者な り 故 じ 

一物を を然 化物 ど 干 係を おし t 超が 

的 じ 巧る 樂能 はず 世人 謂ら く觸逸 

j ホ ヵィ ザグは 圆が球 上 じ獨遮 大ホ國 

i を 建設して をら 之に 若 臨 せんどず る 

一 今 化が の ナボン ォンなら ィ」 吾人は 刪 

人 おおの 發淫 したる々 世が じがて ナ 

ォポ いン的 英雄を 要しな すか 東西を 

幽の利 蕾 干 係を 無視した るの 挪逸大 I 

ホ 國雄設 はおして 巧 能なる か是 じが I 

て々 间軟 州の 大戰 ずは 抑 もこれ が 解 1 

.巧 ど 觀るも ザむ らん か於是 化の 大戰 

巧は 义メ タフ イジ カ グ蟲義 をを ず 


紐 育 日本人 會ミ證 明 書 四 

鱗武ホ 

當地 日本人の 一大 乂點 ごもい ふべき 

; は 放浪 的 生活を 送る 人の 夕數 なるこ 
どで ある、 巿內を 所の 下宿屋 じは 何 I 

所 じ も化氣 盛なる 靑 年が】 巧 稼いて 
は ニダ 月 徒食す る 怠惰を が 澤山ゴ 日 
c ‘ r しごる、 たま {彼等の 間 じ 二 
|一一 一千 弗の 貯蕃 をが する ものが あれば 
を持ィ J 嵩めら れ ホ 常じ傳 敬を 彿れの 
である 0 て 細 育 H 本人の 海外 發展若 

しくは 海外 成 巧じ對 する 概 をの 如何 

じ 化 級なる かを 謡 明す る こご か岀巧 

る 彼等の 前途を おば 轉ね寒 必じ堪 へ 
I ざる もの か ある 〇 

A この 時 じ 當らて 吾人の 間 じ 福利 增 
進を 辕ぼ ぅする 目 本人 會が 如何なる 
方法 か 巧なる 巧 動じ よらが の 目的の 
實 現さる、 かは ホ 知 數じ屬 する こと 
むれば 今 俄 じ 餅 言し 難き ら耍 する じ 

U 人を の 新設は 紐 育 地方の 同胞 社禽 

じ 於て 一大 革命的 意義を 生じ 巧た こ 

ごは ず 巧を ベから ざる 事て ある 0 

A 同 食が 證明菩 の 全般を 取投 ふこと 

になつ たのは 其の 第一義と する 事が 

出 來る或 人は な 取扱は ぞ少 のを 附會 

聲 じよら を般の 体面を 巧を する じ 足 

るべき 機 欄を 維持す るに 不可能で あ 

るから その 牧乂 をな てが 源の' 一部と 

する じ 止まり 其 他 じは 何等の 意味な 

しど 云つ て 居る 0 しかし 吾等は 誠 明 

'蛙の 間 獲を なて がか---^ 單 純なる 盧 

儀 じがて 解釋し 能は ぬので ある 0 

純 巧 U 本人 曾が 証明 藝を 扱な ふは 

が 源 補充を 0 て 唯一の 目的 rib どせ 

ば お赞的 索務を 有ず る 宵 員は 他の 方 

法 じよ ^ 邀 をの 實を擧 ぐべき も 其 目 

的 じ 巧て はを 然をづ を 来し 能は のこ 

< な る〇巧 どなれば 從巧証 顶曹ぉ 

I 願 君じ對 する 當地當 巧 着の ホ 針 態度 

は 形式的 じ嚴 雷で めつ てを の 人の 實一 

隙 的を 格を 認を する こぶ じついて 餘 

じ 冷淡で をつ た、' 換言せば をれ じ 

對 しては 莖も離 通を きかす ど 云 ふこ 

どかない ど' いつて 物 諮 不平が 夕 かつ 

た、 所へ おじ 义 無を 装の 出張所を 設 

ける 必用を 認めぬ からで ある 〇 

A ホ b どて 吾々 は 日 乂會じ 向つ て證 

明醬じ 願す る實權 進化 得せよ ど絕叫 

する おの 沒 常識では ない 要は 會 員の 

福利を 期すべき 目的を 巧す る 弛 明 導 

など じがて は 阿 胞社會 の實储 じ赖通 

する 人々 等の 地位を 利用して を ホな 

る 見地 じよつ て些 くも 物難不 ホを 再 

起せざる よぅじ 巧 力して 措 ひれい 之 

が 扔巧留 じ 端し が 育 H 本人 曾に ホ 望 

する 所で ある 品兀) 


|\)/|\ — - /|\ /1 \ 

(( & « 斑)) 

A 某々 マ子 ジヤ！ をは 自 みの 馬 巧 

を 棚 上 じして 下を 体せ よう VJ する か 
j ら 終始が 擾が絕 へない のです 其ん な 

お 方では 君の 地位 じ對 する 資格は な 

い 君は 南部 じて 得た 經驗を 居常 職務 

上の 雜 ごせねば ならぬ (仲裁人) A 夏 

1 場の 閉鎖 もな 一週間 じじせ まつた が 
日本人の が 巧は 殆んど 皆無 ごいつて 
よいを うだ 夫れ じ 付けて 思 ふのは 夏 

場 經營着 も每年 こんな 調子では 熙目 

だから 今の ド じ 趣向を かへ るか 叉は 
新 力 厨 じ發展 する そを をイ J ら ねば 自 

滅する よら. 他な きじ 至る でを らう) 

向 業を) . A 美人 披黑か 流 巧した 事 か 
をる 一番が 脊赏 婦人 名の 投票を やつ 
ては (投票が) A ォイ 諸君 近頃 支ナ吼 

す耶 崖の 巧 口 じは 數 名の 採 偵が 立 蕾 

をして 居て 其 所 じ 出入す る 者を ば 誰 

彼のを 擦な < 根 棒で ヶツ をな ぐる、 
をん な 物 騷な巧 じ 巧く VJ 飛んだ 目 じ 
I 會 ふから 巧かぬ こど じし 給へ (實滕 

な < られ を) ▲柯時 ぞや評 制て あつ 
じが 擦は 當〇 じ' すてられ たさうな 色 
I 魔に ほれられる ど 誰でも このを b た 
から 猫な で 戰の男 じ油斷 をす るな，) 
女 思 男) 某 ドライ 屋 日本から 迎妻 

する じは 一二 牵の 辛苦を 棒 じふらねば 

ならぬ ごる ふ 二 一天 作から 割 おして 

嫂 巧が め稱 ある 或 親爺 じ 向つ て當地 

じは 一二 十 人からの 末婚 婦人 か 居る を 一 

I うだが 一人を ものに ならぬ だら うか 1 

支き く VJ 親爺 曰く セ コンド！； ン ドな- 

ら イ ー ジイ ー だが ホ 者 婚ど來 るご离 

摇 子まで 手が つけられね 五 巧 癖 バイ 

フ 八の 講釋 よも アダム イフ傳 が 好 

- なんだ (考姑 ±) A f 長 化 間 突然 

I 腹痛を 起した のでて つが b 之は 例の 

じ 相違ない ご 早速 夕 を シキ ヤツ フて 

I が 瀬 ド クタ ー じかけ 付けた をうな、 

者 モン ナじ 恐がらんでも 3 々バツ テ 

ン (熊 本 辯) . 

◄新 ホの 某 紳± 、米國 婦人は 如才か 

なくて 愛 儀の イ 、ごい ふ i は 話 じは 

聞いて 居た か實隙 だね、 電毕の 震動 

た n ダ かけれら あぐ じ 後 ホから まへ 

て くれた もの か あるから 振ら 返て 見 

る ど 若 ひ 美人 じまない か 恐縮して 冷： 

巧の 出る ような 思 ひの 巧へ 怪我 かな 

てが かた ブ たの だから 流石の 吾藥 

本參 たね、 あれでは 妙な 氣 じなる 

_ 人間は 多い フイ (威服) 


一 





Dr. T. C. TAKAMI 
182 High St. B’kiy 凸 

Tel. 230 Main 

巧自自 
トド 日 午 午！ 

グク 曜盾瑜 
日み 化 

パ晴時 

讓至 31 察 

罕踩 

を乂二 
ュ 時時 

基喔 


— 

局 

見 

豊 


言 


闆 




AsaiuTea^Roosn 


,4 を W <3 みお、 ぷ 

4 な み *1 lines sq 

义矣比 A V が 出 

Greeley , 2798 


は 巧 化な ぞ〇孤 $ 




.占 


♦ 


•1 

9 

化 

2 

1J 

i 

6 



を 




S 

了 . 区 じ y s 

SI 趴 ；|| 


が _ 


々 d c u 

が r 巧 
ow む扣の 


眉糾載 si 觀體 P 


心 N 

^ 化げ 
扫 A 


路墙 I 心 I 


§5 


如 

n 苗 

，ぶ s t 

ド 誌 


f が 巧を 觸 (前金 截お 共} 
□一部 金 五 他 □六ヶ 巧み 一 弗 
，□ー ヶ洋み 冷 二 弗 

千 九ち 十一 ま ハ月廿 四日 巧を を 
嚴可 

發巧兼 鶴 巧 乂巧斐 健 一 
を 巧 所 お 育 新報 齡' 
が 育 ホ 鑽六お 二 一二 八 ： 

電話 六 四と 云 チ H グシ ィ！ 





4 

6 


I ij 

歐洲 4^.^ と 米國巧 

大統領 ゥ文ン 氏は、 今 U の米國 

一は 良 も 藍大る 時期 ミる ど 言つ た 

一也の 國も 、であるが を 曰の み國は 

一蓮 如ち f れミ S 時期々 ある 

-ご 言ぐ W 如何にも 歐測 大戦， はホ國 

一-載 おお 的 じ も 經濟的 じら' おた 怖- 

を ，しも 乂 なる 影嚮を 及ぼして る 
一 和さん どして ゐ る、 若し 國 家と 

ート篆 むべき 地位 じある ものを 擧 ぐれ 

だ 何人. ら米國 を 指す じ 楠つ て ゐる例 

一へ ば 現 巧 じがす 受けて をる がを を离 

I . 巧に 見腊 つても、 么じ 化つ て 得る 將 一 

; ホの 經濟的 立 煤ぶ 硝展を 思へ ば 巧で 

もない、 先 づ米國 はおとに がて お獨 

の 商業 的 地位に かつて 化る； が 出 巧 

る ミは もぅ 事實 V,- あつて 雜論 でない 

: 、をれ から お 離の 中 むらを がが 宵 じ 巧 大統領 ゥィ グ ソンを は 證し么 をが 

一 读とピ らう、 みく ども 今闊 の徵帶 はるの 明が ある、 ブライアン 巧 も亦然 

‘ 1 、~^ 敛 じ韵も 一 がが'* 固 巧 巧 41 でぶ る わを、 来 菌虽よ 暴 も菌霞 トム 


の ホ 方なる ことを 述ぶ るは 餘 ちじ 率 一 

凡な 眞理 である、 一 米 紙 か 一千 九-向 

十の 年 八月は お ホ 歷をじ 待 筆すべき 
ものが 二つ ある、 一は 歐洲戰 爭で一 
這 パナマ運河の 開通で ある、 前者は 
舊 思想の 歸趨 で、 後者は 新义 明の ホ 
榮 である ど 言つ たのは、 必す しも 列 
の 米 國的謗 貧 ご 見 傲すべき ではない 
I 米 人け 深 < 化 點に霉 みるを 要する、 
米國 じして 化の 稚 ホの 新 理想の 代表 

的な 扔を遺 却し、 徒ら じ歐 浏の舊 思^ 

想、 歐 洲の國 家ま義 じか ぶれて 國家 I 

の 膨脹を 希ひ國 家的虛 榮を聲 み、 國 

膝 的 野、 むじ 麗ら る、 が 如き 事ゐ らば 

殷鑑 謹ら すで、 ホ 国の 誇るべき 地位 

は 一朝 じして 失 はれ 國際的 親類 緣者 

がない 0 そ 他じ累 はされ なかつ た國 I 

際が ホ據 は、 化 じ まつて ホ 常 じ危隐 I 

なる が 立の 地を どなる じ随 つて ゐ 




か立攘 VJ して 適當 でない 事を'^ して 

弦る、 两米 國ら戰 'ずを やらの どは 限 

ス ぬが、- 斯謂國 隙が 險の 切’ 驢 おくは 

協 巧なる ものが、 實， i 頗る あ險な 

國 路戰夕 の源闽 となる 率が 逆が な 

又 r 闽の戰 ず じょつ て說 明され る、 從 

ぞ 斯ぅい ふ 國隣的 親媽炼 者のを いだ 

; け 戦ず の危隐 率は をい どを 做さ ねげ 

: 。ら ぬ、 化觀 から 米 圃は矢 張ら 一巧 

磯 爭じ緣 遽い闕 ご 相 煤が を まるので 

國瞭 資本は 紐 巧を 中 也 どす る 巧み 

なをきけ を耍 しない、 戰 が. ど經濟 はで 

I 巧兩 立し 得る も W で じじいが 戰爭の 

お 姨を絮 つた 瞬 州が、 戰後 如何なる 

I 平 かの おおを なた 所でが 瞄の疵 張は 

あま^ 勢で ある、 今まで 武装 的の ホ 

j かが 繪 いた 時代で さ へら 之が ためじ 

1 悠濟 的' ィンデ キャップを 米國じ 巧へ 

i だ欧 脚が 戰後 いょ/ \ 巧 嫁‘ やが 隊が 

I 飾 物で ないどな つて 國》 的の 雌 力が 

_ 無限に. 個人的 幸福 ど 平 かを を かす じ 

j 至る こどを 想像ず るが は、 歐 州は 遂_ 

で舊國 家の 權化 どして 化殘 され 平和 

と 幸福を を徵 する 米 闕は化 ホの 新 勢 

; 力 ごして 獨ホ する だら う、 蕾じ經 .濟 

たがての みなら や、 撼て义 化は ずが： 


水先案内を おつて ゐる譯 である、 最 

をの 日獨關 なじ 對 する 大統領の 遣 口 

を 見ても、 大統領 及國務 卿が 深く 此 

なじ 4 nli ^ して 乂國找 を 指 填して ゐる 

こどが 明ら じ 看取し 得らる、、 R 化 

にを 險な るは、 ザ晚 ゥィ 八 ソン 巧の 

厨 じを もる 重大なる 使命が おされた 

曉 、今迄 軟洲 外を の棺藝 摩から 無視 

されない 迄ら 閑が されて ゐた 朱國が 

一 離し r ホが の 立 役者 どなつ て 綾で 

の 化が 的 問題 じ 荷 力なる 發言權 を 巧 

つやぅ じ夕 も、 左 なきだ じ自 惚の强 

い ホ國山 が一廢 鼻を 高 < し、 調子 じ 

乘 つて 國 .か 的脫 線を する じ まら ざ < 5 ： 

やみ 魅を がないで もない、 恰 かも 之 

ど 反 おじ、 欧洲は 化の 大戰の おお 

總 ての 鬻 思想、 溝權 威、 舊 信仰は 

が 排除され て 國民的 革命の 機緣 をを 

; ホる じ まる かも かれない、 化 處じも 

二つの 注目すべき コントラストが あ 

はせ ぬか、 化な じ 就て は 更に 一 論 

を 試みる ホ じし やぅ 0 

驟庶 i 印 来'..., 

■東 隅 

▲ U 本が 現大戰 の發端 者獨逸 じ對し 

を戰 をな す や、 カイ ザ I は 腿で 之を 


待 應らひ 駐米 濁 大使は 「英が 日本を 1 

引摺 入れる ごは 餘 計の 事なら 黃を靖 

族の お づる慕 じあらざる じ」 の 言を I 

ぶ も 中立を 宜した るホ國 のを 治屋迄 

がら やん と斷 つて ゐる 膠如錢 の實覃 

的 還 附の誓 明を 云爲 し、 略 度 還す か 
還 さの か、 太 ホ 洋の獨 領島噢 も 奪る 
が 奪らぬ か、 距方 じら 巧を あらと 疊 

错 けん どす るな 摩 沙汰 じみして 
左 やぅの 儀 之な し ミの 物 巧 嗜の言 開 

き、 今時に 相變ら ぬ、 た 巧 儀 ま義の 

む 人. 好し 外 巧 もこれ では 滑稽の 程が 

過ぎて 居る 〇 

ム吾人は マ ネ ャ ベ ブ！ち皆の外巧を； 

排す 而も 旣 じかを £ いふから じは 字 I 

義 通りの ゲプ n マチ ブク即 も 外 をら 

しき 外 巧で な < ては ならぬ、 君モ困 

の：：！ 本は 飽を 一條の 冗義の 貫ける 國； 

恣 道徳を 據 ぼぅして 他國 どが 衝 する 

9 巧紳が 肝腎で あるが 之を 具体的 じ 

獲 現す る 手段は 恃 じ妙處 あり 巧處あ 

るず 陳 ょき 外变 であつ て^^- . X い' 人の 

言 励 じもぞ 々のを 菩を简 ぶか < 國恣， 

の 言動と 雖も 露骨 馬鹿げ. 唆 r 繁 冗の 嫌 

を 避く ベ. きは 當然 である、 化 废の例 

の 如き 武 ± じ 二 富は 銀い ごる ふ 腹は 

口では 富は やじ 追て 巧蹟じ 額は して 

\成おど恥だて感服さする位のを 

々しさが 伴 ふて 居らな < ては ならな 

がつ た、 夫れ ィ」 も 念じ 念を 入れた 

は、 一た J こを はを 附 はする 御手が 

も 後で ホを 御 遣な でない 位の 要領を 

得て 潰かねば， ならな かつた の だ、 巧 

し ホれ 淺麗 にも 獨賴鳥 噢すも 衙附加 

醬 言を 爲 すじ 至つ ては、 外を の 善 例 

を無滿しぶ機鑛を自^^撤 し ぶ拙 ど 陋 

どを ぶは せる 大不覺 の 遺 方 だ、 此の 

誓言は 柯 とか 反を じな さでは 後でが 

返しの 附 かぬ 事に 成る、 常 おは でん 

な氣で 居られる じ や 0 - 

▲今や 蒲れ じ 荒れて 弓' る軟洲 大戰巧 

も 元を 赞せば カィ ザー が 不遜の 胸 じ 

例め きし 一斷 字の 發 動じ 外ならぬ、 

吾人の 口 や W 繁戲 巧を 喚起した る途： 

東還附 のま 導 者た る 化の 怪 偉の 平； が 

上 じは 恨みの 数を 踞 さや、 刻下 化を 

を 擧げて 彼が 謀叛を 猿 伐ず るの 觀ゐ 

る必は 地が しど も 云 はん ホな けれで 


お> 


戦局の 推移 か柯 じよら ては 巧 日 
本の 東洋が 面を 限れる を 持 も 或は 進 j 

むんで 蘭 猿の 上み 別に おつる を 可 イー 
るな きを 必 せない、 平たく 言へ ばを 

々我 側の 勝戰さ VJ 見を めの 附 がん 陈 

大した 負 巧を をれ ながら 欧洲の 本 空 

I 舞を ず傳ふ 位の 事が あ 6 たいの だ剌 

巧の イ タリ！ が 今が今まで 中立を 固 j 

ザして 連を 側じ投 せざる は、 獨 填の ： 1 

& 敗 算を免 越しての 事 なれば B 里 じ 
して 一朝 陷 らん 後を も 然るら のどは 

覺 へや、 トグユ じして 愈々 獨 側じ附 

く 事 あら ばパグ ボン 諸 園は 連を 側に 

なせん 事は 必然、 巧が 何んでも 一丸 一 
イザ！ をして せ 界の霸 王た' りしめ ざ 

るた めじは 大夕 敎の國 は鲁ク てた か 
て 可 お 巧は 袋！！ 叩きに もな さん VJ ずる 

必然の 勢ら 理 はらで みえ、 ぶぅな く 

ては ならぬ、 ま 色 補 族 云々 は口輸 'が 
き 驻ホ獨 太 使よ も 洩れた るが、 遠ろ 

ね内英 のが 度を も满巧 ァフリカ をみ 

々イザ ー のむ 對 手す ♦へき 满 ある 今 
巧 日本た る もの お 勢を 觀て収 b 艦 像 

ならば 斌 巧の 潰な じて 致隻を アド ブ 
r チック 海へ をなら ぶ强 物が てら 巧 
卞を ォステン ド 方面へ 巽との 一細课 一 

? 下 じを おする 祭 もす 可能の 事で ： P 
なければ を 言の 織を をく V き' ホ 爲で 
もない な 年 目 じ 一度 どもい ふべ' _ き 
磁 巧の 機を を あ當じ 利用し 國贿壤 由 
の 見. りよき 仲間 入を なし、 化；！ ：戰巧 

化な 遙 かを 議の 開かれん が、 鈍 尼の 

ホ 座に 别 なる の悔を 今から 省いて 爲 

ら知惠 山る 業 さ VJ いふべ しだ、. 然 

然ら ざれば 旣 得に 等しき 獨領 嵩曠め 

み 劫 薬が は 愚か 骨を 巧つ て 飛んだ な 1 

伽を 見る じ 終 らんら 知る ベから ホで 

ある® 

A イ タリ I の必 せ'々 如 本は 公せ 

ではなら な 事は、 獨逸 じして 殺’‘ 例夕 

勝利を 得らん じは 戰後 お哪 的を 目を 

見させら る一爭 である、 試み じあへ- 

現下め 英佛 連なの 類 勢が 一時の なら； 

中して 長 < ら抒續 き、 露单の 攻乂ブ 

も 致命傷を 食は すじ 至らず して 化い 

事 も あらん か、 雜て 天下は 獨巧 もの 

じして 今迄の 列 巽は カイ デ 1 のを 下 


で 平 化する の 外は ない、 今で さへ 罪 

もな き 白 巧 義じ對 する 化 巧の 銷烈な 
る 化の かしで ぁれば 彼が 忌々 しご 目 
して 手 出せる 齒 々じ おしては 追て 整 

の 憤 限らを 晴 f ずべ し、 誰 b 違へ ば 
カィず 一 が 世界 王の 夢の 實現 されず 
ごら 限ら さる 物 疆至條 の 今：^ を 巧 
じ 轉らぬ 使命を 有して 居る 日本が 都 一 

み 口ょ くも 填が おじ 化つ て爲 したらん 一 

如き 宣戦を 受 くる じ まつて は 最早 日 
岡 盟傑約 文面の み じ 拘泥し 居らず 
して 差 まなき 壌を じ、】 愚の 事 諸肌 
I 脱いで ぶ 巧の 難を おき おひ 我 勇 ± 等 
が々 ィザ 1 の目じ物見せ吳れんごず' 

る 大^|&^ の 擧じ 出 で ん事も痴人 の あ 

想 どして 排 すべきで はない、 實 巧を 

ザ 方ぶ する ものは 英 傭が 運送船の 有 ^ 
餘る事 や、 火事の 旗を じ身錢 はがる 
專 なきを かちで、 物を をを しおた が 
るを を曉 漢の裴 じぁる、 要は 巧々 魏 

ク開 壊し 巧く 大戦 亂の經 遇 如何が 商 

らじ巧 國の述 命じ 向つ て 差 響を 輿へ 
て 居る ものなる を覺ら 、今少しぐ 巧： 

み じ戰國 VI 中立 階國の 間じ處 し、 巧 

は 利 權を爾 をし 外は ホ 巧 平和の 好々 

かの 寄 輿を 综 さんが 爲じ困 巧 

相 當の擧 つて 最善の 力を 致さん を 術 
るら ので ある 〇 '( が 害) 


み 意を 獨遊及 世を じ 示す ためなる ど 

お 時 じあ々 譲 かの 曉き戰 巧 品 (領止 1 

其 他 一巧を なわ) のを 配 じ 隅し 一二 國 

間に 異論 S ホせ ん睾 をを 測し 之を 避 I 

ん けが 爲じ 締結され しま じして 伊太 

利 ± を耳兩 国の 態度 じ 向 ひ 一 稲の 戴 

刺 的普吿 をを み 居る ものと 解釋 すべ 

き理 もみ b 尙 化の 新 協約 じ 白す 寒の 

蓉 加し 居らざる 理由 じ 關し當 局 寒は 

曰く 一二 國は ホして 白團を 度外視 やる 
じ 非ず、 岡 國の爲 じは 出 巧 限 b の 報^ 

償を 得せし わべき J じ 内約 あら 云々 

参獨逸 講和 . 

.の 意を り 

• (と 日華. 府 發電) 

巿戟 古へ ラグ ド 紙举が 通信 負の 所 報 

じょれば、 樹國は 佛國じ 大げ繫 を 輿 

へたる 今 H 急速に 和 y 
禱ぞん 》」 意のを り 


I 場踞 娜霧碱 新输絲 

最後 迄徵 がん''」 

英滯凑 一二 勘 d 巧み 相 グン！ 鄉の 提言： 

じ 基げ る 左の 條巧 じ词 慈しが 代表を 
は 去 五 H 偷敦 じめ て 調印を 終ら 之れ 
を發 表せら 

一、 が 國を化 表せる 化の 傑 詢の調 巧 
をは 遂に 下の 如 < を聲す 

二、 英鄉あ 一二 闕 ながは 戰ず 中が 別々 
じ 謀 かせざる 审を 約す 

一二、 ゴー 國 みがは 溝 かの 灑起 6 し 海を 
前な て 袖を 閒め據 をを 淺 たる もの 
. じ ホらざる な 上、 講和 條 件を 提お I 

せざる MJ じ 明 慮す 
四、 化智 一言 3 誠 賞を を 象す る お爲じ 
左記 代表者は 巧じ惡 をが， がする も 
なら 

千义な 十四 年 九月 五日が 敦じ 於て 
巧國 外務 卿 ィ ー、 グン ー 邱 

驻英佛 大使 お -- グ 、々ム ボン 巧 
驻英蒙 國大嫂 ベン ケン . ド^ブ 巧 
I 英喊當 局蓄及 消息通の 談じ なする じ： 

を 新な 約の 固 的は 獨國ょ b 佛國じ 向 I 

つて 雜 かじ 頗し魄 じ 何事 かを 中 .： A : 一 

る 悔向あ b 且つ々 後戰 场の經 適に 伸 一 

ひ 巧の きおの 起ら 得べき を豫测 しだ 

結架诞 後まで 戰 ふべ しごの 一二 國の 


，ダリン ャホ おじが て 露 國の爲 じ 手痛 

き 敗 拐を 蒙た る 巧 國も化 難 じ 赞閒し 

獨逸侧 のが 測に ては 英傲發 一二 國も岡 

意を 表すべき 見送なら W おして 講和 

じ. 熙し雖 が 外を が じがて 何 掌 か 暗々 
裡じ進 巧 中なる 事は 不可 谭事實 なる 
如く 前 商務 f 駐 十： 米國 大使たら 
ストラゥス 氏は (現じ 海す 平和 食 

1 誘の 梁 i 身な ろ》 圆 H 举府じ 急 巧 

しな 米 巧 大使 大統領、 國お 卿" 巧國大 

使 等のを が 會議を をげ 何 掌が 重大 事 
件を 凝雜 する 所 ぁ-^、 獨大化 ど 間 伴 

猛育 じを 一打せ し 事は 著し < 世人の 注 
意を 愼 ける がを じ關 する スト ラ タス 
巧？ 大使のを 胃は 巧 じ 一廢シ 々ゴ 
へ ラグ ド 巧 信 員の 所' 银を 明確なら し 
めたら、 ス巧 曰く 「乂國 が 欧州 大戦 
の 終結を 齋 すため じ 適を の 提言を な 
ずべき 時期は 必が的 じ 到 巧せ ざるべ 
からざる やか 論なら 而 して 化 ホ 蟹は 
應 正なる お 外 中立の サ鉢じ 化 ふ擧じ 
よらて せ 達ら るべ しを 
駐米 獨 大使べ グン スト 0 フ 伯は 曰く 
現 化の 時 じ 於て 吾 固の 地位は 巧を 
I 谣 中る じ 最も 適當 じして 旦つ 利益 あ 
るの みならず 巧し 化 機 食を 逸せば 講 
和は 甚闲難 どなる べきを 0 て 昔 等は I 

化隙谣 和の 方法を 講ずべ し 勿論 子は 一 

吾 取が 英佛埋 か 巧を 屈服せ しめたる 
後證 がを 舉破 する 事を 障 やど 雖も吾 
弯 じな b ては 餘 b じ强大 なる 英勵海 _ 

めち、 なじ 化 際 平 巧 克俊成 i ど すれ j 

ば 吾 ホ 固の 巧め ま大の 幸福な ち 云々 


も 
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~ ♦軍團 よ 寒の 未 お 巧 外 化 グン ー 卿 

^ 1 岡 僚 じ 巧た る 香 巾 じがて 曰戰 ずの 

接 過は 獨 逸の 巧 圃ホ義 の 如 巧 じ不道 

数」 して 慘 酷なる かを 折 明せ b 吾人 

は 化 ザ 圃ホ萬 じ 向つ て戰 はざる •へ か 

ら 中、 がし 化 巧 巧め 結柴獨 逸の 勝利 

じ絲 しな ピ西歐 州は を 然闲國 の おで 

た拜 跪す ベ けん も 而も 菩 等の 勝利 ど 

: ならん か歐 州の 小 國は固 よら 獨逸固 

お 自ら も 軍 國+袭 めぶ 絲 よらを かれ 

を 巧 刹は ョリ 自 山の 天地 たるべく 再 

一等の 拂 ひし 窝 偶の 犧牲は 之が ためじ 

诫 いらるべきな りご 

: ♦獨國 首相 外相 锁辭 獨國 首®:^ 外 

相は が齒 をして 一二 國词强 よら 脫 せし 

め英 固を して 露佛じ ホ 方ず る じ 至ら 

しめたる 等外を 上の 違算 多 < 、痛く 

姻 巧の 逆鱗に 觸れ た' るが あ b をじ辭 

をを 呈 する じ 至れら ど 八 n の 罹馬電 

端は 報せ 6 

: ♦莖兵 廿五力 佛國じ 上陸 せりとの 

j の說は 約-過 前 よら 傅 へられ 過：： n こ 

j ユ！ 3 ! クじ 着せる モン タニヤ 號の 

一 無を もぶ 事實 なる 奉を 語ち、 ま乂 H 

みへ ラ 八 ドが を 及。！ マ發電 はを々 

.お. 實 じして 么迄 秘密 じ附 せられ 括た 

ろ 竿を 带 じがに 八：： n のォス —-ブンドを 

電 は白國 どの 狱 じで 九。 十四 年 のら 

巧搞裳 兵を な 狐-簾 軍 じ附旌 せし むる 

I 條 かを 化 結べ 報 せら 如何 じして 

I 器 園が 斯る大 お^ 輸送した ちし やど 

j いふじ、 黨領城 化の ァ ー クァン ゼ八 

1 よ b 諾 威の 化 巧を 遞 がして スコット 

すン ドの ブ ー ス^ ゎ おを じて 倫 歎じ 

送な 更に ド ー バ广 海峡を 越へ て狐國 

义は *01 塞 の オステン ドに 上 陸 せしめ 

たる もの じて 濁が がを 漠 前進の 軍を 

で沒 じて がま 力を メッツ じ 集中ず る 

’ ー マよ 6 し 源 因は 露を のお顯 じよる が 


上げ じ 反斟の 運動を 開始''- し 义外國 I ♦外國 電報は ホ 時の 一二 巧歐 州の 大 一 


:な 易を 诞じ 巧々 おれら 

おを ど 貴族院 貴族院 豫算 委員 會 

i は 衆 讓院の 通 逆 甘る が 率费を 巧决す 

A 外相の 大戦 參加說 明 
I 加腾 外相は 本 H 議 をの 閱院式 じ 臨み 

H 獨及 H お 開 戰の由 巧を 詳細 じ演說 


第 

を 

六 

十 

四 

歲 


'爲 


b ん かご 蹲 ふ 


おな 電報 


IA 香 ぉ-了 (八り) 

一^い 弗 V ィ .は 本 H 巧び 駿如潑 の 高を 

i しぶ S を 華して 無事 

一け ま 巧 爲ぃと 當獨填 兩國は B 

上陸 ス專— 事 じ 關し_ 

まが 政が にが 議 せ-が 阅 驚は 日本 

の 巧 巧は 日露の 戰 役。 前例に 啜し 屯 

1 當な なご 阿 答 せら 

▲憂 新 協約 ご 外相め 黨が滕 外 

|| は 相英棘 あお 協約 蔚罗泣 照' たおし 一 

だ 本は 該 協約 じ窄據 すすし どい 人ら 

A 寡を 議所 ど魄我 引上げ 时會遠 

一巧は シネ J 茶 楽が を ど ホ じ 騎稅率 引 


H 本 最近 信 

♦熟 使 大喊じ 向 ふ 天 墓 陛下 じは H 

I 濁 開 セン 御 報 吿の爲 伊勢大廟 桃 山 御 

一 陵 並 じが 山陵 じ 向け 颊 使を 差 使れ た 

がを 中の 御 償 例 ごして 大喪 中奉吿 

I 齋 事を なし 雞 きょら 廿九 H な 後 大喪 

を 解 止 あるべき 旨 仰 おされた b 

•孫 逸 仙も树 意-濁 遮 じ 巧 情を 有す 

るま那 人間 じて は 補々 の流說 をを し 

I ホ 固の 猫 疑を 助教し 或は 支那 內 地の 

排 H 論の 發 動じ 彼々 する ためを 使 日 

潰 益 氏を 巧な 巧 まどして 支那 政が の 

誤解 一掃 じ 巧め ま那の 巧權獨 立每重 

資 易を 化 維持、 革命 黨の 勃を 抑制に 

がき 盟約せ る 結果 ま那 政' 麻は 始めて 

H 本 政府の】 がの 行動 じ 滝 足み 患を 

表する 事 ご なれ 6 お 逸 化ら H 本 政 巧 

當事着 VJ をが の 結 お 化 巧の 大势 じ鑑 

み 時機の 到達す るまでを 命 センの 中 

I 止に 閒意 する 事 どならた る じよら 今 I 

後の 日 そ 外を は播 めて 圓滿じ 進行ず 

べしと 晓測 さる 

一 ♦曰 本 動 章 貸 却 獨た幹 セン 司令 長 

音. モグト ヶ # 軍は 日本 あ 英傑 恣を菌 

ら窗 贈した る 励 章 あ 個を ちしたら 

I しが 今回 出征 じ 際し 悉く 之を 資 却し 

I たる じよら ぶ；^ 校は 將軍じ 化 ふで I 

j を セン 國の勸 をを 巧 人の ず じ ； 巧 巧し 

たら VJ いふ 


:亂ど おじ 諸國大 を使官 著が 瑜閒社 じ 

鎖々 どして 到着す る欧 '洲 電報が か 何 
じ 中央 戳 化：：？ を骚 せて 短る かじかき 
小み 郵が 課長は 語って 曰くを— 柏が ネ 
だを 拽じ 始めた のは 先月み 化 一り の 
填からで を 义の 官報 や新閒 電報が 视 


) 迄： n 迄繼賴 され ホり 速 H 連 お ル 激 


せる か 菩國か 大セソ 參加じ ま b は最 ~ じ 巧 加して お 波動は 新聞 じ 及ぼし 米 

胥英圃 よら 援助を 求め 巧 b し 結 お、 

日 巧！^ 盟の義 おどして 今回の 擧に及 

びたら と說明 せら 

参 吾 軍の 踞彈 投下 

六 H 東京を 

で 円 島を 巧带よ b のを 報じ よれげ 吾 お 

は 本： n 二 側の 水上 飛 巧 機を 放つ てみ 

I 備軍 のが 態を 偵察せ しいる こおじ 数 

! 個め バク 彈を投 せしめた ミが 中. 一個 

は 無線電信 巧 じを 下し お 巧 機は、 陸 

上 よらの 射攀を 受け 巧 兩冀じ 十五の 

I {八を 生じた る も 無事 歸除 せら、 砲擊 

の 結 あじ 就て はを 報じ 記載な く 只 飛 

が隊 がをおなる 情報を 齋せ るを 記せ 

香 艦隊は 時々 砲 萬に バグ 彈 投下 

を 試みつ！ ある も 陸上 よらの 砲 擊夕一 

なさず、 陸 輩は 道 晚除惡 なる ためを 

城 砲の 陸 撰よ b 提 がを なず を 尙二週 

I 固を' をす V しごが 則 さわ おれり 


I が 0 方 巧 じら 飛んで 其方 面からの 雷' 

報 も 父夕數 でみ る 卽も內 .地の 電報で 

は毕生 一 a 五离 通じを して ぁつた 常 

i 報が 近 ころと' 力なに なつて 而 かも 接 

文み ものが ぞいから 骨の 巧れ る 事 か 

' i 通りでは ない 外 國卷带 の 如き も 率 

生」 萬 語 位に 過 きないら のが 先月 サー 

一九：！： には！ ガ八千 語 八 巧 四：！ 一には 二 

お 六 千 語に なつて 昨今は 义 一二 千 語 

を增 したやうて わる 


i ® 膠 州灣あ 情獨逸 筋の 報道 じよれ 

じ 一 一巧の 日本軍は 龍 口 じ 上陸し 目下 

膠 州を 化 じ隔る 八十 哩の地 チヤ ゥヤ. 

ンに向 て 進みつ、 あら ど 
H 本の 通信 檢觸 は完を じ勵巧 ザら れ 

: n 本 軍の 占領せ る 地 ホよ b 化 京への 

通信は 例み 支那 官憲 ど雖も 自由なら 

丹す、 靑島化 巧 間の 電信は 過去 一週間 

杜絕 せられ 居れる が 本 月 一ニ ロ 閲地發 

の 書信 じ 化れば 濁 遊が 支那 巧 力を 雌 
制 じ 化な す ど 云 ふは 虛說 じして 背 力 
等は H 本 軍の 接 化を 怖れて 立 退きた 
义别 報じ よれば U 本 単 事 探偵は ま 

I 那 人の 服裝を なして 膠 州の 附近を 俳 

I 徊し獨 軍の ホ贿 は絕不 監視を 怠ら 中 

(化 巧 化 H 發電) 

江英 =1 盛 じ變更 なし 一二 國谢 協約： 

じ 臨し 吾 政府は 之 かため 日英 間盟じ _ 

I 些 がの 變 ななし ど载 巧ら > 九日 東京； 

日露 新 協約 

(十日 露 都 發電) 

日本は 例 か 膠 脚赞の 占領を 全す ご雖 

も 歐州大 センの 終結 迄 獨逸ど 謀が せ 

I ざる 旨 露國化 巧に 述礫 せら 

•獨軍 退が、 連合 _ 

軍 攻勢 y 執る 

I 速 セン 連勝の 餘 威を 0 て 一擧直 もじ 

一区 里を 屠らん ごする の势 をみ せし 獨 

j 軍の 右 変は まよ H な 巧頓じ おはず 却 

つて 連を 軍の 逆を を 受け、 九日 じ ま 

て' 


I 力 じ 退 巧を 餘儀 なくせられ 翌日のを 

セン じ 於て はを 翼 中堅 共 じ 連を 軍の 

I 滕 おを 蒙ら 六 万の 援軍は S おじみて 

1 白 圓を橫 きらつ \ ホら どの 巧電あ b 

の會 センは 去 五日 0 ホ 今： = (十日 


.挪ふ J シ巧話 甘 ダる W 卜谦 和は 割 底 


センに して 歷 を 上 曾てな き 巧の 大會 

センな b ど 巧 せらる 化 方 じめ ける 露 

I 軍 對獨坡 軍の 形 歎は、 前週な 巧東プ 

。シア カ おじ 於て は 差した る變 化な 一 

きも 壤 軍に 大巧 擊た 巧へ たる 露 軍は 

退却ず る 敵軍を 追擊 して 不絕 みの 前 

j 進を 繼け 居る ものの 如く、 ゥ ィェナ 

ょ リ羅馬 じ 速せ る 電報は 露み 中 おは 

伯が じ 向つ て 進 単 中な り ど 報せ 
おする じ銷 センな 巧獨 軍が 執りが b 

氣呵 化の セン 略は 前後の 形勢 じ 

鑑み 今や 一頓 挫を 巧せ なごい ふべ 
今後み セン おは 頗る 活目 じがす 
巧 軍の 死傷 十二' 刀 壤國 かがは 

ガリ シア ホ 面の 敗軍 じがて フレダ リ 
ック大 をは 十二 巧即 もを 軍の 烟 をの 
を 失 ひたる 事を 公を せら どが 诞宽 
は 填 軍 援助の だめ ポ！ ランドを 南下 
しつ、 あるが 歲 単は 么を縣 止せん か 
I ため 目下 準備中なら ご (卜 H 甘ン 'ド- 
ン 發電】 

恣 軍ろ 殺' 判 淪敦モ ー 三 ングポ 'ス 
露 都 通 お： 貝め 十 H 發電じ 曰く 

プ 、ロシア 浸入の 口 軍は々 やべ ゴス チ 

ラ 川の 西岸 じ 沿 ふて 獨 軍を 滕し义 
前進 中なる が 目 ド頑强 にも 巧セシ 
i 中なる 南方の 横 軍 じして をの 險 塞な 
る ラヮじ 破れん か 曰 軍は 南 化 二 巧 雌 
じ 打る 平 巧 ヌン 列を 作ら 潮の 如く Ifi 
I 獨國じ 侵入ず； -- > 

▲モー ビユジ 要 莖陷落 開 セン 巧 巧 
獨 軍のを 裝じ耐 へたる 闊姿 塞は 八媒 
陷 落し 巧 名の おおぶ 四 巧のを 卒 はが 

虜 どなれら ど 化 林 電報は 報せ 6 科耍 I 

寒は 白 轉を隔 る 六 哩の地 じあり 佛 威： 

一 防備の 常 一' 被': rA 谣ザ る耍 地な》」 

獨一 帝ょり ゥ 巧へ 親書 

獨 帝は 去 四： n 附を 0 て 米 國大統 韻 じ 
親書を 送ら 英佛軍 か ダム タム 彈 をが 
用す どい ひ又獨 軍め 0 ベ ー ンな他 白 
國 都を じがて 蠻巧 あり どの 說 を： 杏 認， 

し予は 巧る 惨事 じ 對し賓 じ氣の 毒な 

1 れ でも 白國ボ 民の 斌强 なるお 抵は我 I 

將卒 をして 峻 綴なる じ 手段 づる必 を 
を感 をし めた-^ ど 織 解 せら ごは 過 円 
一巧 颗州並 じ唯府 電報 じよ bv 報 せら 
れ しが 帮府當 巧者は 化 拳 じ 願し 一 棚 


不可能な 6 ど 語 6 たら 兎に 巧 戰现較 

々濁 取 じがなら ざる 今 H 溫か 說が獨 
逸 側ょ も 岀 つるは 先 づま當 どすべく 
且ホ國 かり 千魄世 ホ 的戰 巧の 仲裁な ど 
I し-」 巧 嬰の 地位 じ 立つべき じ 疑な し 

推 獻洲戰 がごを 那 

某 外を を談 
全歐の 大亂か 支那 じ展 ばす 影 嚮の大 

なる はいふ まても なけれ ども 如何な 

おなじ 迄なる はか 戰局 碳大 の見达 

の 脚かざる 今 けをく 想像す る 能は ざ 
る も 最も 脚 惑せ るは 借 默の不 巧 能な 
るべ し 置 國借 歎は 兎ら 巧'^ 小 偕欽巧 
< は 時 借の 誠 通を 得た るら 獻测 動锐 
の 結 柴を然 融通 絕わ わら どい ふを 愣 
らず化 京 かがけ 夕< をを 0 て無举 な 

るを 得た る じ々 やを の 出所絕 へんど 

1 す 其跑惑 察ず るに 餘ゎ あらが も 之 か 

i 爲 r を 政府の 沒 をを 思 ふ もの ホれば 

聊か 早計なる べし 革命 後一 年ち 餘外 

資な <し_ し 巧が けたる 例 も あれば 中 

央 政府み 權威 巧大し 地方 肋 か ホ餘裕 

をを じ わる 現今 歐洲 大觀 非常 じ 長引 

かざる 限ら 袁の 失脚は なからん 巧し 

をめ 補充な く- > て 北まざる 支那のを 

なれは 總 ての ホ® じ 外資を 漁る に 熱 

申すべく 化點じ 於て 支那に 對 し活雜 I 

せんどす る 乂國の 態 巧 ば 今後 注目 じ 
一 愼す吾 國は化 際 支那 じ 向つ て 大じ活 

動せ ざるべ からどの； 部の 議論 技 ま 

|那の官ほ<^驚かし稱々 の風說欧巧じ 
I 轉電 せられつ、 もら 十 かの 注 惹を要 

I する も 民 閒の單 ま 活動 じ まては 大じ 
么を聲 まざる ベから す 嚷獨の 商品を 
杜絕 廿られ たら 之 じ 化る はは 日本 
品なら ざるべ からす 巧に 實業 家の あ 
I 起を 望 b 

感戰 巧雜話 

A 獨 逸は も領 した 白耳義 S 郁邑み 市 
忘 じ 葉大の 軍事 稅を 課した、 プラッ 
セグじ 四千 万 弗、 リ S デ じ 一千 萬が 
をの 外 大小の 部を じ 要求した 總 額は 
億 四千 巧 弗 どい ふ 奉 だ、 ホく 取ら 
るれば ド 逸 力 歳 だが 無茶 じ お 奪 放火 
を やつて は 人民ら 出ず を か あるまい 
JI . A じ 里人は ホ 常な 大 秘密り' 發明 をな 
て 居て 愈々 む 単一 陷 をの 破目 どなつな 
ら持 出して ドク 軍を 盡滅 するどい つ 



良 ミ E*; ミ i,: 「三 •■■ミ 


U 本 及 ま 那巧隔 迦乂璃 
リ 午前 十 牌シャ トグ大 
化 錫 道踐棍 ょな 左の 通 
b 出 化す 

を蠻化 义パサ ニ H 
佐 渡 見 十巧’ 
橫渡丸 十月 二十 n 
脚が 化 十！ 月 一 こ： n 
靜脚义 十一ち 十と 
ホ 波 化 十二 巧 > 

▲但し こ ユ 3 •；— ク 

化 H 恥ょ らお 日 前 じ 
•御 巧を おぶ 度 傾 

ん •巫を 巧 

シャトル 横 お# 芦間 
一等 が 十 弗 
■二等と 十ぶ 乘 
111 簿 四十 M 亮ぶ十 仙 

シャト 八 巧 司 間 

一等 巧 十ち 弗 
二等 八十 弗 
一二 等 四十 1 M 弗 五十 仙 

が齊 驚會祖 

シャト^ 巧 娘 所 
切符な 次 新 巧 轿報社 


化默 をが らおる も右獨 帝の 親書は 事 一 

實 にが 違な く且獨 ホは 書中 强ひ \」些 て 居る 空中から 亮斯 てら 放 下す るつ 

1 > > > U , > 、ごら も ご 、- N I - 一 > _ 


は 其占據 せる 地点よ々 廿五嗤 の 後ず を繼績 する の 意志な きを 語れら ご 


の說 あら 巧 じ 十 H の带 がを 電 はな 英 

ホ大 化ぺ！ ジ 氏が 英 外相を 部 問會談 

の 際 外相は、 若し 講 がの 提議 ゐ らば 

I 英國も 亦を の」 員 たるべし ど 雖も獨 

I 固 じがて は 白巧義 におへ たる 損舊を 


か 知ら A ド灌 クン か 無辜の 技を 
1 惨殺ず る 人 おを 無視 するどつ いてを 
擊 ずる 者 か 多い、 しかし 戰爭 は野蠻 

a ものて を 命 かけの 化樂て あるから 

化 ホかない、 正 巧 今 大砲を 放す かぶ 

邀の女 小 供 かじげ たお ど 無線電信を 

巧て 夫れ から 化を 化す 事 も 巧 巧い 


> 手 お、 手拭-地、 ブ ー ブグ掛 等 
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的を 0 て英國 政府の 化賴 じょら 上記 

_ 巧備お 陵を 派 遇ず る ミ VJ なれる 巧 第 
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S 業を 連ピ同 領事との 親密なる 聯絡 

をが くるた め ホブグ グランド バシ 

ィッ ク じて 晚餐會 を 催した るか 出席 
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は 化 程 ホ 巧 滯巧中 
桑 港 商人 村 旧 耕 氏は をみ 餘乂業 じ 
1 閱し 調査の ため 巧 巧 目下 お 化 じだら 
♦西が 旅舘の 代替 6 武巧 西が 旅舘 
す人は家族 一 同今巧ホ歸國する^^ご 
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I 者は を 易 じ 許さの か、 さ 6 ごて 矢 張 
米 航路は 滿 員め 礁 巧で ぁる 
♦これは 前が の靜岡 义て歸 ホした 記 
I 者の 實地 調理を した 最あ 渡米 者手績 
きて ぁる 世を は戰 ずの 旋 渦中 閑 文字 
を 弄す 和て はない ガ 必ずや 何 かの 参 
1 考 じなる s 信す る 
♦非 移民の 證 巧を 持つ て おつた 者は I 

I 巧 渡航の 手績 萬は 端 おあて ぁる 先づ 
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の 調杳の 時の* 証 か惡い VJ 隣み ホ 
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るる 
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江夕の 仇を 長 崎 ど 云つ たやぅ じ 文 巧 

I 故 瞬を がける おあら 

をれ から 眼の 捻を だ 大便の 驗签だ 
神 戸なら 橫濱 なら じ 四 五日 滯 巧の 
I 己む を 得ざる 煤を か あるぶ らお 港 地 
じ强て 一週間 0 上滯ぜ せねば ならぬ 
どい ふ 事は ないか 容易 じ檢査 か濟違 
のから 滯 だはち むぶ 巧ざる 譯 である 
♦斯 < て 緩て 捻を か 濟んで これでよ 

I しどな つた 處で 旅券を 本人の 手 じ 渡 

さぬ お淺地 即ち 神夕 なら 橫滋 ならの 
水上 警察署に 一 おして 送つ て 置いて 
|あ！お邮の際巧名点呼の上本乂じ附一 

輿ず る 

♦移民 ど 非 移民の 別は 旅券を 本人に 
手渡 するどせ ざる S じなる 夫れ から 

船 か 横-館を が鄉 して 港外 じちび 投雜 

し 上水 譬 察から 船 巧の 搜 索を してを 
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じ 於て 內 がを をを 0 て 象を 取 玉へ b 

即も ホた る 陽 かがた る 陰 ょら 過たる 

めら か 論 まの 位は 巧 じあら をの 位は 

1外 じ めら がして をの 勢は 弱 5 てキ 

の 勢の 强き 事は 天 ドのを 巧で あつて 


がて 背對伯 移は 政策 上の 一を の ホ か I をを の ホ 戰客我 どい ふ' 一一は 之 等を い 


ふので あらます 賜 たるまが 陰た るを 

じ 大じ逊 きたる の 象て ゐ b ます 喪 人 

の逆德 功業 人 じ 逝く る 又は 巧の 恭じ 

通く る、 用の 儉じ 過く る 皆 之 等を 謂 

ふので あらます 义易じ 大過 棟燒 利ち 

攸往 きどる b まして 悚もホ 木を 載せ 

I 食 ふこ ご 己か材 力のを じ大 じある 時 

じは 必や巧 屈 わる 事 か ある 誘て 人事 

じ 推しても ホなる 事で 人を 自己の が 

力 じか 璧 かぁつて な 蛾 掌大じ 重く 其 

が 力 ょら 大過なる 時 じは 其 任じ 巧 ゆ 
る 至 能は ずして 枉屈轉 巧す る じ まな 
ますな じ大じ 過る どい ふの 義じ 於て 
は 萬 物皆树 じき 事で あらます 夫れ ぶ 

; 運には 窮述 めら 隋勢 じは 逝不巧 ある 
ものて 君子の 常じ辨 ひ識ら ざる V か 
i ら ざる 事で あ b ます 今や 大過 のげ じ 
當 つで 巧の 巧 じ 居 b 巧 職を 掌らん を 

は 必ず 大に逊 きたる 巧の 非常の 大せ 

刀 か 大手 段かない 時 じは 其 事 遂け難 

'く随 てが 巧 がらざる もので あ b ます 

なじ 大過 じして 後に 爲る 事を るじ剌 

しどい ふ もの やを ずの 所謂 巧 重く し 

て 道 逸し さいふ 事は 况 して 易 じ棟燒 

本末 親 化 ど 申して 腰が 陰を 大に逊 し 

粹 をを ふる 事 甚だ 而難じ 
る 天下 旣じ 乂 過ごい ふ 非常の 巧で あ 
ますので 人 じ 君ね るら のは 人 じ 超 

I 始 したる ぜ 幹な 能が なかつ たな 4 ば 
大過の 時を 支 ふる 事は 不可能で ある 

I ますな じ 聖人は 乂適么 時 大矣哉 ごの 

蠻吿 をな し 玉 へら 雖然今 大過の 時 じ 

當 つて 材幹 技能 人 じ超絕 しわる もの 

をつ てが 燒 まず 反て 悚隆ん なる 傾向 

あゎまず 易 じ 被隆吉 をち ぷ VJ あ b ま I 

I すは 是れて あ b ます 棟燒 まん どす る j 

じ 際して 下ょ 6 助く るせ ゐ つて 反ス 

棟 か 上へ 反ら 隆 じなる 事で 卽も 人の' 

おたら 乂の夕 たる ものは 下 じ 隸め上 

る處の 忠信め 段たら 子た る ものが 有 

つて 始めて 巧國 家が 某 礎を 泰 じなる 

もので あらます さる じ 殺し 他の 志が 

めつ て 之 等の 扶け 諫めを 除き 用ゐざ 

る 時 じは 必す 化み 巧る： 魄 事を つて！ 

爲じ後 化まで も 鄙ら れ巧 をを 殘 すだ 1 

どの T 曝 親切なる 敎を 下し ましたを 

I 宅を とは 么でゐ らまず 么を獨 澳二國 

じ 推しまず じ 二 國互じ 手を 携 ふて 戰一 

ふの 象で 填 國か戦 巧みらざる じ 反 レ 

I 獨國獨 b 勢隆じ 連を 軍を 敵手 じ まる 

所 じ相戰 ふて 頓らじ 勝を 得て おじ 進 

んで 敵を 敗る 氣慨が 現れて 居らます 

から 獨國は 暫くの 間は 戦 じ 化れ ませ 

ん 是れ卽 もぎの 勢は 弱 < もの 勢は 强 

戰 錠つ て而 しで 太 じ 過き たの 時で 

あらます か 設し獨 帝 じして 外を 上の 

:手脾 をが ひ 巧 じ 他國の 應援を ホめ 得 

る じがて は瘡擲 ©巧を しからず して 

I 獨 おの 國を巧 慕なる ぶ 礎を 化ら 得る 





M.， KAWASOK 

か;^ 19 忱 . St. : N.Y.C. 

-Pboiie. Grai 打 がげ 3(^ 相 

包轉 の舘當 



が. 備 VOL..4 


2111 で ぶな がな tt を 巧た のむ! 化 好 刺 DAY>t 地 謝 




♦ 


ネ 巧 ^ 載 {| 讀绿？ 璧寶難 
ぉを - 通知 { 鶴 I 哉 I 魏 

橫濱ぶ 金銀 巧紐脊 出張所 

H 本人の 鄕里 送金は 邦貨 意圓 二せ ホ货 五が 一仙 
ノ .刹を ('無手 數 巧} ニ テ 當巧本 巧 ヲ經ブ をを 方 取 
投申候 


ん W 
〇 
W 打 

4( 〇 〇 

加 か NH 

IK .3 L 〇 

:，&' 目-弓が‘ 


■帝 


ニュ 1 ョ！ ク セント ラグ 鉄道は 
紐脊 、日本間を 旅 巧す る じ 
I 最も 徑利 じして 且諸 設備 
-の載 も完查 なる 鉄道なら 



ニユ 


夕 七ント ラグ 


、リ ー ドタユ I 1 】 一一 六 欽避會 社 

*r 巴 • 0310 saxlisn 穿】 u.al.e 



目 本 陶破麗 ぶ 
.雜貸 卸販賣 

柄々 勉强 
W 化攸 

讀， y が.' •メ ー か， な义け 

る’ | Si ぶ 

觀画背 巧に J じな ぁ 

あ^ 


いみ 


多 治 見 蘭 脅 

.V; 一 7 ; ミ： uhvay.. N. Y 
T 己. ご 8 二 芽 ri 口 

ボストン 与、 巧 

’二 P ミ ri S こ 八 〇 丈 to ご 


-齒科 治 術 I 

ミ， 3 ◎自 午前 化 時 ま 十二が i 
時を ◎午後 一時 ま. 四時 一 

ド ダト , 木 下 义ボ ; 

. 31 ow.l 一ー ニを t.'N.y. ミ al . 》 を Ave- | 
穿一 を こな Mornin 巧 本 idc 





il ' な 人 0 上ノ宴 會二 適スグ 大廣間 アリ @ みを 一切な が 
巧 室 巧 淸が紳 ± 諸君 乂宿治 二 適 ス ® ぞ年ノ 經驗ヲ 巧 X 一. 
グが理 人 ブ有ス @巧& が 賴雜謀 諸 新聞 巧 寡 園が 巧 拱 空 ！ 
ノ殺 樂機熙 ヲ購フ ^ 


W 河 添 旅館 W 




感 | ^機診察時間 

地 BM . 旨 午 お 化悄ち w . f - 二が 
TS W 目午坛 六が を 同人 晚 
じか 2 但 U 囉 H 二 刖約ノ を 者-一 限 

一 ^ 。 it 高見 農彥 


齒 


W 治療 自 午前 八 時 ま 十二時 i 
W 時間 自 ザを 一時 至 五 時 W 

一 實搔が 與巧淸 吾 j 

6 ホ W . 一〇 ぶ T 占 •， Orrv W 

Bet colusbus & M;lnl£ttan A ミス . 




. 5 ^ 


狀加斯 

誤’ ga u 

L y 端 k / •が 

r n ti \J n 

g 親 K ん 1 

g 可. を 

細 が 
げ吨 化： she . 

^ 器で 

r 1 J A が ^ 

k^pk い T 
HP ak^ 
r J 2 


化 p 1 1 c a 

思， s | ぶ. 

s 誌 r 

i 3 I 


紐肯新 我を 彼 (前金 教お共 ~ 
□一部を 五 仙 □ホ ヶ月み 一巧 
□ーヶ 年み を亮 

千 九な 十一 重 ハ 巧 か 四自郵 欧晓^ 
飯 巧 

發巧兼 編輯 人 巧 裴健一 
發巧所 紐 育 新 お 靖 
が 育 巧 第 六 巧 一三 二八 

堪 おち 四と， ニ チ 王 グシイ 


I 在留 證 巧に 就て 

1 所謂 紳击的 協約なる もの H ホ 兩圈間 

で締 姑せられ てょ り0 ホ 吾 政府め ホ 

I かは 移民を 組 お 的に 禁止ず るは 勿論 

か 何なる 舉枪 ゆがす る もの ある も 可 

鹿繁雜 なる ホ 綾を 課して 吾 渡 义ホ嚷 

奢を矢璧がし めん ィ」ずる^恰か も文 

i 部 當お者 か中學 卒業生の 爲等學 校 入 

I 入 學を削 限 せんが 爲殊お 難解なる が 

I 驗間 題を 與 へて 數夕 のお爲 なを 學 ホ 

I を 失- 埋せ しむる に 巧なら ざる 事は 旣 

I じ 化 人の 熱 知せ る 所なら、 吾人は 加 

I 州 ± 地 巧め 懸 ぶを だ 解み じ 至らざる 

を： 3 吾當局 港の 常が：： どして 米 國に對 

r 樂每じ 巧 戚惦を 横せ ざらん ど 巧 わ 

I るめ 巧 おを おせざる じ ホ やど 雖 も- 满 

渡 ホ 者を 杜絶 せんどして 郁 端なる 禁 

化化ガ 針を 獅 巧す るの 餘 、化々 じし 

:て化 ホ’"^ 胞 の化宜 如何を おがず るの 

校き あるは 苗 人め 常に 邀滅 どず る 所 

j たらずん ば ホず、 

1 試 じ 化 乂詞胞 が麥女 ホが、 巧 渡が 

若しくは お 病 A 他 化み 雑き 率 偕の 下 

じ 家族 又は 店 貴® 一時の 摧 米を 急 耍 

i どす る據 をの 如き、 化 外 颁學舘 のが 

^が巧明出願者じ對ずる態巧は冷淡不 

i 親切なら ざぇ までら がか も 颇る懇 が 

I ならず 稍 もす わぶ 一 じ本缠 のか 令を 

i 扼 どし \ しお 願 おの 事悄か 巧を 摸せ ざ 

一る のみなら 中、 本人の 身み、 が庸、 

i 信用を 調を する 際 じ も 一二を 力 者' 义 

は 知己み ザ 言を 語を 過信して を ホな 

ぇが 獻を與 ふを 能は ざるを 勘し どせ 

1 や 殊にな 留證明 出願 巧の お 頗耍件 ど 

I して 常該官 遊の 要 ホす る お 巧 逆 帳、 

i 得 恋 化あ簿 、を貨 巧 お蒂の 提供め お 

きは 却て お 願 巧を して 無益の 時間 ど 

勞力 どを 费さ しわる じ 化ら 巧 効 おの 

j 集 外 じ擧ら ざるは を ふまで^。 き 巧 

はなら、 假じ 出願者が 自家の 信用を 

I 誇大に 呪 示せん どして 出願 當 時) 時- 

の 離述 手段を もつ てを 目上 銀朽 預金 

の 化 高を 巧 加せ しめだ 軒の 稱な 先を 

j ヨリ 化 上 どし、 一々 諸 脅 社、 諸が 的 

I の名稱 を列舉 したら どせ よ、 幸に し 

I 巧 巧の 得を 先が 僅か じ 領巧舘 所 化 地 

:じ 留まら だが 調な を おず じ 左を の 脚 


難を 威 ホる i なかるべき も 之 じ 反し 

願を の 錠瞄义 固を 地に 瓦れ b ごせぶ 

當お 當は自 淡の 想傑义 はお 顚 をを 比； 

換的熱 知せ る もの ミ 言に 傾 巧して す 

得 要領の 媒斷 -- 典 ふるの 外な かるべ 

お：？ 徙 らじ晌 人の 巧 事 じ 無益の 千 
がを 試 レる の 恐を がて し 遂には 夕牟 
個人の 權利 をが 或す る 米國に 化み 惯 
れ 、触 通の 利く 米 幽官寇 S 化 譲を ず 
けつ \ ある 帯な 稱閲胞 をして 不便、 
不自 山、 ホ 惑を 威せ しむる の惡 架を 

げ ぶじ まらし むべき なら 
化 巧 香 國の官 をが 徒ら じ 規則 储令じ 

拘泥し てん おの 剌 便を 圖る LfM 轉滞 

脱の 妙 用を みき 神 兩横滋 等 じがけ る 

彼等の 態度が 渡 ホ 者じ對 しが 峻嚴巧 

酷を おいる 王】 却て 西部が 港の 移だ官 

がよ らも 甚だしき' もの あるは 夕年日 

乂兩國 間を ながす る增驗 者の 數 々吾 

一人 じ おて 語る 所なら、 紳± 協約 巧し 

娘が 禁止 移は' 滅絕可 むら、 具 ホ國の 

氣 嫌を 抵せ ざらん 事に 巧む るの 餘旣 
じだ ホせ る； g 胞の利 使 如 例を 驚せ ざ 
るか 如きは 愚策 中の 最も 甚 しきらの 

じして ホして 當お寇 が 自信せ るか 

:2乂雨^|^の親がを割し斟乂寶あの， 

蠻艇 を圆る 所な じ 非 や、 円 米 懸案の I 

前途 お だ 蟹み 少なき 今 H 吾人は 吾當 

が蓄及 化外宫 患が 深 < あを 此點じ 致 

さん NAJ を 慾瓣ず 

日本人 會と證 巧 願 

を 郞 

▲新 宵 H 本人 食が 當化緩 領事 舘 より 

なが 證明 手織の 化 扱を 織を けたる 理 

かに 就て 小生の 解 おする 所を 中せば 

I 巧' 一 じ H 本人 會は證 明 出願を の 身許 

を 調を ずる じ 當り總 領事 絕 員よりも 

j 比 鞍 的を X の 巧 做を 有し、 從て 出願 

を も 時間ぶ 手 纔等化 ホよ らもな あ 滞 

短なる べし どの 趣 惑 じ 裳ぶ、 第二に 

本人 會は證 明ず 料 数を お 領舉舘 VJ 

が ザす るの 特典を 受け 助 政 上 幾を の 

助 どらなる べし どの 敬意を 實 現した 

る もの じして 總 領事 舘は巧 留时胞 の 

め 唯-る お機颗 たる H 本人 曾を 信賴； 

•たる 結果 じ 外な VJ が 保 

▲巧る じ 現な 同を が 化が ひ 居る 靜明 I 


手 續の化 態を なる じ 日本人 會は がか 

總 巧 樂 館の 證明 中立 人た るかの 如 
き 觀を呈 し、 日會 々を、 總お 部を の 
畫 をは 當該 官憲が 出願 濟じ與 ふる 諾 一 

をの 答應 ごは 殆ん で沒 巧が じは 非ず： 

やどの 凝念を 抱かし いる 理も お么お 
▲小生は 化點じ 願し 不審を 抱ける 傭 
を 接總 領事館 じを b て黃巧 ある 官憲 
の 怠 見を 徵 しお 處其回 をは 小を をし 
て 實じ旌 外の 威を 抱かし め 悅即も 
日本人會は劍立後日尙淺く、 之を 
物じ醫 ふれば 恰 かも 乳兒じ 等しく 
嚴奶願 取扱 じ 就ても 巧の 實 隣の 能 
力を 確 わる じ不充 みなら、 故じ繳 
領事 おは 今後 一ニ ニ 年間 孤 かの 位 解 
じを もて 化 乳 斑を のぐ < みが 成 巧 
して 充みじ 能力を 發禪卞 る じ 至ら 
始めて 之を 倩 頼す るを 得ん 
ど 申され 候 ‘ 

▲化ぶ 任 ある 當該 官憲の 言葉は 「 H 
衝な證 明 願受做 巧なら ず や」 どの 小 
すの 想像が 適 中せ る； を 明示 中る も 
のじして 換言すれば 總 領事 瓶は 新ち 
化留 同胞を が じょら て 組織 さわた る 

U 本人を を 信用せ ざるら のなら ど 

I 斷定 する を ザ 得 候 

▲尤も 上記を 憲の 富を 0 て 「 U 會を 

I 馬鹿 じした ものなら」 ど 言 ふは 甚だ 

早計た るを をれ や 候、 巧 どなれば 和 

部 地方の 如き 大体 じ 於て. H 會の 擦が 

を 偃 じて 證明馨 を下附 する 地方 じが 

てら 時 じ 願 窓を 聞 屈け ざる 丢ゐ 6 、 

又た 官先お 後の 驚 奪に 被 潤せる 人々 

が自 も放縱 のを 活を營 みつ i あるが 

米 村 胞じ掛 して 捻々 なる 化 愛を 抱 

は 無理 もな < 且〇嚴 格なる 本省の 命 

I みを 巧か視 する 能は ざる 地位 じ ホる 

人々 じがて は 出願者 じ 對し氣 の蒂な 

ど 思 ひつ、 も 規則の 卿 行を ホ 張して 

I 音 等 ごを 見の 衔 突を 巧す 機を も 巧 之 

から じ 御座 お- 

▲併 乍 吾等が 上記 H 會對 領事 舘間題 I 

一を 論評す るじ當 ゎ記膽 せざる ベから 

る 事は 第一 骄 育り 本人 會は 在留 者の 

I 唯-を 共機關 じして 其 信用 ど 實力ど 

は 總領拳 舘の信 賴をま < るじ餘 ある 

率、 第二 總領孽 舘は目 曾を 信用せ ず 

して 證 明ず 綴を なおは しむる 巧 ホな 

i き 奉、 


信じて 右 取扱を 巧せ しどせば 殊 あじ 

H をが 創設 H - 树淺 しどの 理由を なて 
無益の于渉を就わ る； なく呵成を易 
衞烦じ 取 お 拳 おの 進 抄を圖 b 直つな 
留 溝の 利 使を ホ ごする ホ 針 じょ ゎ閒^ 

會の證 明手緻 を監瞥 すべき ものなる 
事、 第 rau 曾の 諮 巧 取扱を 引受けた 
るは 其主盘 どす る 所、 助 政 上ょ らも 
寧ろ 巧留 者の 便宜 じあら し事從 つて 
一般 巧 願 若は H 會 のず 総を 經ば從 巧 
じ 比しを 易 じ 手纖を 了し 得べ しど 信： 

じ 垣る 事 等 じち 之 候 
A 終わ じ H 會の 幹部 役員 諸氏が 例い 
撤‘ 化せる 腿識ど 巧妙なる 手腕 ごじよ 
b 「うまく」 前後の 關係 をち 察せられ 
ん MJ を ホ 黨致候 


I 刺擊 せんど 試む る じ 至らし をな て大 

統領 ゥ 氏は 么 等の 發言 を獻 過ず るの 
不利益を 悟 6 國お卿 武氏ど おじ 强硬 
なる 手段を 執る じ 巧せ し 由なる が 十 
I 轉大 化は 米 ほが 要 ホの 結 お巧遥 さ こ 
^ ならん ど 

♦墨國 巧び 跡搖 、ゥィ ャ 背反 墨 励 
は カラン ザ府 がの 墨 都 入城な 巧一賠 
錢 靜じ歸 しべ ラク グブ 駐化乂 軍の 引 
揚も 近々 の內 ならん ど傳 へられつ： 
あらしが 態な 軍のを 將ピ どして ゥ ユ 
グタ 政府 颊搜じ 殊功 あらし クイ ヤけ 
去サ ーニ B カラン ザじ叛 きて ぞ命 軍を 
しお 墨 國化部 諸 州の 獨 立な 言 凿を餘 
あせら、 右に 關 しホ國 政府 當‘ 知者は 
I 非常 じ 愛 厳し おれ b 


獨ろ 外を 官 の：！！ 米 開戰說 過：！ 一を 

京ょ b 雜盛 頓じ轉 巧し 巧れ る 獨乙大 

化舘菩 記を ショ ユンち は 巧訪の 新聞 

記を におし、 H 本國は j 般め 排ホ觀 
念 織ん じして 数夕の 日本人は ホ じ 向 
つて H 乂戦 ずの すす 避 こどを 婚れも 
どを ひ 且つ 加州よ 地閒題 乾が 渡 日せ 
る 還 國を禮 使 デラ バラを 歡迎述 職の 
め携 様ょ り、 親 墨 排米跋 情の 盛んな 
る結柴 は米國 をを 験なら し。 W ' 語れ 
る もなる が斯 はか 論獨乙 一流 SU ホ 
離 閒策じ 外なら ず ど雖も 大統領 ゥィ 

グ ソン 巧は ショ ユン 男の 言を なて.：：： 

米 両國め 親を を 阻 蕾す どなし 國務卿 

武氏ど おじを 然適當 の 方法を 嫌ず る 
せり 

♦米 國睐 がの 營戒 化雄府 な 狂王國 

大使 八 スブム ベ I 氏は、 過般 义國が 

±國 化 お 米乂保 誰の ため 掌 艦を 派ず 

べし ごの 說 起む たる 際、 願る 不誰愼 

なる 批評を 試み、 南部 諸 州 じがけ 

リンチン グ义非 島に 於け る乂 をの 殘 

酷なる 巧 爲を黃 めれ る 言 解を 弄せし 

事 あら、 武 雷を 氏は を もじ ±4< 他に 

一向て ホ 國の內 政 じ 願し 今後 欺かる 言 

語を 差 おへられ 度し ど述吿 せし 事 あ 

ら、 みに 前 强墨英 大使 ヵ ー デン， 卿は 

は 輪 國途新 W じがて 現 政府の 掛莖な 

策を 攻擊 して 當 巧を じ不 かのを を與 

へ 又 今回ぶ 刖項 所載 獨 外交官の 日米 

開戦 說 ある 等 近 ホ じ 於け る駐 水諸國 

外を 官の 態度 甚だ 無遠慮を 絲め 、較 


第ー ニ 若し 總領拳 舘が日 @ を 一 も すれば 自國 おお 親を 幽 民の 强 情を 一 要 寒： は 露 軍が 巧 间の包 斷攻擊 をが 


• 英艦 S 隻 轟沈 

英闕ザ裝巡巧艦ク ン ッ シ1、 ァプ！ 
ヵー、 ホーグの云隻はお廿二0午墙 
と 時化み 化 海 孤 蘭 滞 巧の ホ 合を 遊 ホ 
中獨 潜水 艇 置 雙の繼 梁を 巧け 獨 艦ょ 
り發 がせる 水 茜め 爲 めに 脆く も縣化 
された るが' 五隻 の獨艇 中二 錢は 巧聪 
のた めじ 擊化 されたら、 一二 艦は を r 
を宇贿 の姊娥 艦、 十四 年 前の 建泌 
じか！ る 乘組員 總蚁二 千 二な 餘 あの 
円 生 巧者 約 一千 二 お あは か 蘭のを 嫌 
じ 上陸せ り、 潜水 おが 發明 巧が 巧 瞬 
上 お 威力を 水 ザる、 U 開戰當 初 英國の 
お 水 艇が獨 艦を 撃沈せ るを 化- 飞矯お 
どし 今 阿を 0 て棠二 巧 目と なす 

感 勝敗 ホた 决 せず 

娜國化 部 じ對戰 中なる 両軍は 旣な牛 
a 間 激烈に 施 化を をへ つ、 ある もけ 
クラック 將 単の 率 ゆる 獨 がの 左 冀が 
迎を 単の 腿な じ耐 へつ、 がな 脚を が 
れんが 爲じ約 十邮の 退却を 巧した ろ 
じ 過き や 中 おじが ては 獨軍 稍々 な 紙' 
の 態度を を 示し 佛带 のを 翼 ホ® は兩 
おの 位嚴 聊か も變 ずる； なく 查 が じ 
於て 勝敗の数 ホ だがし 難き もの ゐ b 
▲速を 取 前進 か 四日 午後 娜國を 部 
じ 化れ にソム 河どォ ー ィス 河の 閒の 
速を 軍は C ! ィホ おじ 向つ て 前進し 
たる 後へ グ U ! ンボを わ 領し獨 巧の 
猛烈なる 製擊じ 耐へ閒 地を 保持す ど 
なし 繼を 単は 今にも 側面を 繫じ 成功 
して クラック 將 がは 退却の 止むな 
じ まらん ど 報せ る も獨を 報は 之 じだ 
し 連 か 配. の 側面 攻繫は 失敗 じ 了れ 6 
どなせ む 

今 潔 單優勞 藤を は 去せ 日瑣國 ガリ 

シヤの ジヤ〇 スラ プ耍莖 を 階 入れ 

クラコ ー 市 じ 向つ て 退却 中なる 懊巧 

を追樂 しつ {あるが プ八セ マ イス' 瓜 


むべき 地點 なるべき も 或は 同 要 索を 

窗陶 しお < じ 止め-一 舉晚 もじ クラコ 
I 巧 じ お 薄 せんや も 知るべからず、 
廿四 H 夕刻の 露 邵巧電 は 露 屯の 前衛 

旣じク 巧みが 巧 じ 達せり ど 報 せら、 
尙巧プ 。シャ の 潔 眾は問 じ < 巧 勢の 
態 我を 執な コで .ニグ スバ ー ク巧 にお 
つて 前進 中なら ど 

▲娜 逸の 死傷者を 表 獨げ府 は 過日 
死傷者の 數 をを をせ るかな 巧 發をさ 
れ たる もの；#^ を擧 ぐれば 開戰 3 
ホの 戰 巧を 數一 お八 十六 人、 傷を 一二 
力 化 千と 巧-! ハ 十、 行衛 不明 I 巧 S 千 
六-再 か 一な b ど、 

で那 政府の 岡 答 支那 政府は ホサ 
一' 二日 日本軍の 上 隆じ關 する 獨 逸の 巧 
畿じ對 し、 ま那 目下め 狀 態は 中立 違 
k を 防止す る 事 到底す 可能な をど问 
答 せら 


•日 獨戰爭 ご米國 

我對獨 最後 逝 牒じ對 しホ國 政府は な 

の聲 明を なした る 旨 東を 姓剧 乂國大 

化 ガス リ ー 氏よ ら帝國 かが じ 逆牒あ 
b たり 

一、 H 獨兩國 の 戰爭じ 就 V 」 は 轉く巧 
の 是非を 論せ 中して 米國 政府は 殿 巧 
中な を 確守ず 

一、 日本 政 巧 か 膠 州 满をま 雌な 巧 じ 
還 脚すべき 目的 じ 出で たるは 乂闽の 
滿ぶ ずる 所な b 

t 、 お國げ がは n ホ 政府 わは 奥げ 破 

及び U ホ 協約に 應 じて 巧 動を ずべき 
占を 信す 

を じつき 閒く處 じよれば 囊じホ 凰な 
がか お 獨 嚴後羅 碟を發 する やお 國政 
がは 自國 のをが じ對 する 關係上 一 滤 
帝國 政府の 眞 なを 承知した しどて 千 
化 巧 乂年 十一 巧 一二 十 リ當 時の ぶ國々 
お 卿^！ 卜巧ど 駐米 大使 高 平 巧 どの 
間 じ 授受せられ-^ 年 十二 巧 二 H をな 
て發 おした るを 义卽 u 义 協約の 诗巧 
じよら 帝國 政府 今次の 態度を 解释し 
て 差ぶ なきやを 照會し 巧れ り 之じ對 
し ホ 國 ながは 今回の 巧 動た る 東が の 
毕か をが 待 せんごす る もの じして H 
英が强 の 範廚を 越ゎず 從 つて 円 ホ 協 
約の 趣 诗じ戾 る もの じあらず VJ て 時 

姑の 將巧 どま 那 どの 駒 係 じつき 或 柿 
の證 言を がへ たれば 來國 政. 渝も 我の 
眞 をを T 解し 其 結 お 大統領 ゥィ グッ 
ン 巧の 闕 にじ 對 する 灣吿 どならた る 
なら 然る じ 嫌 多なる 補 族よ b 成 6 殊 

じ獨逸 系國ほ 約モお 人を をめ. る間國 

の 事 どて あ 围じ對 する 米國 巧の ほ感 

を 挑 凝 せんどず るら のゐ りホ闊 政が 

ごして は： 化 じが 等 かの 銳 明を 要する 
が怡 めら ど 見 ゎ 東を 駐浏 大使を なて 
が 記の 如きを 义を送 b 巧ら たる も ホ 
蝴は之 かため じ 何等の 拘束を も 加へ 
らるミ もめ じあらず 化巧禪 巧め 趣 巧 
じ 化 6 適當 なる 巧 動を 繼賴 すべきは 
か 論の 事な 6 ごす (京 東 通 層) 
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正 

ご 一 

ホ 

允 
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I 晋飛巧 隙の 活動 

I 互 H 滞？ ら瀑？ 達 甘る 巧電じ 

j 化れば 常 島致繫 中の 日本 飛行隊は 高 


I 空よ 


バク彈 をな でして 二 個の 重要 •外務 檢閱 を始む 外務省 じて は 外 


B 



黃 


新 



を 

な 

丄ハ 


ろ 

威 


j なる 化 まを 破 媛 せら ご 云 ふ. (廿 
j じ 里を 電」 

•英 軍靑 島に 向 ふ 

过 本ず じを して 膠 州 灣を擊 じ隨ふ 
j き英 軍は 十九 日 天 律を 發 せら、 问 
一は-個 聯隊を 0 て 縮 制された る南ゥ 

ユー八ス部隊なるが軍拳巧動の秘豁 

I をが つため 吳渐聞 記者の 從 軍は 許可 

れ ず、 

I ♦日本 水 常 お裝沈 さる 靑島 ょ^の 

部僖 じよれば H 本の 一 水雷艇は 機 口 

で 巧て 獨逸 巡洋鑑 のた め擊 沈され た 

らど尙 十み 凹附の 同地 通信 じ 化れ に 

日本 驅逐 艇は词 地を 化に 隅る 十四 哪 


截の 背面なる が 山 機の 强巧偵 擦を 試險腐 域じ乂 b 地雷 じ觸 れて慘 死を 遂一 

みたら 附近 輪 海 作業ら 化 ハを 殆 でを 成げ たら 


せ. 


I 交じ 關 する 新 閲の瓶 稿 檢閱を 開始し 

るた が 新開 社を じて は 颁る不 をな 
がかし ( 0 上 十八 目 巧 京發】 


H 


参 目露關 係け 進む 

♦證國 ょ-^ 或 希 留を提 蔑し ホ 6 
♦菩が 政府は 愼重 じ考應 中な も 
露戰 役の 後 H 露の 兩政 がは 極東 間 

殖じ對 し 驚 一 第二 日媒 協約を 締結し 
兩國 おじ 昔日の 恨を 襲て； 彼我ぶ じ 
巧 近し 梅を のず 和を 永遠 じが 持 せん 
ホを 巧め つ、 あらしが ぷ後巧 じ 兩固一 

の销 '巧 間 じは 第二 U 燕 協約 ょら ー ホ 
進みた る 何等かの 締钓 をな しなて 益 


■1 i V If r— • • J . ■ • > ✓ 

一め お 塔なる 兵營を 巧裝中 じて 円本 飛み 兩圈の 親善を 擧 固なら しめん VJ の 


巧 除の バク彈 投下の 威力は 陸上よ 6 

のが お 甚く 常 じ 二 千 吹 0 上め 高を 

I を 飛 殺す るを U て 巧 街並 じ 防 饌エお 

じ馈 害を おへず 

(廿 一 H 化を 後) 

♦無 あ 外人 十四 萬 六 千鹽脊 咐リ獨 

I 開戦な 巧靑 島を 擊の 陸海 带飛 巧隊は 

目覺 よしき 巧 動を なし 民な 飛 巧ぶ ホ 

I お廣飛 巧隊の 組織 中なる が 無を の 

I 外人は 十四 万 六 千圓の 私が をな じ 飛 

一巧 機 新造 費 どして 日本 飛 巧 協 宵 じが 

j 附 0 中 おを なせら 

♦が お. 遂にす 巧 能なる べし 大 腰み 

悄の 嫉視に 過般 巧國民 注視 9 中 & V ; 

を 方面の 講論を お起しつ！ ぁ b 

しが 大 腰が は國家 非常なる 鶴を たる 

を卻 もどし' I 時 中止の 民むな きを-育 

明せ り (0 A 二 項 十四日 泉を を) 

♦ホ 十字 船懊を 丸を 者を 送 ホ 十字 

船隱愛 化は 過般 膠 脚變ホ 面に 出動し 

出征 後 じ 於け る 陸 お軍兩 方面の 病を 

を收 がし 本 H 宇 お 港に 歸 還せ 

參 H 本 移民 猫を ご 南 乂移ほ 賞 第が 

を 方面の 巧 力ま じよ りて 新た じ 日本 

I お 移 協を 組 域せられ 本 H 發曾ま お 巧 

I 中 野 武營お 旧棠兩 氏の 溃說ゐ りたる 

が巧憾 曾は まごして 南米 移民の 後 お 

をな し 今後 益々 閒力 面の 移 ほ 發展策 

を雜 ずる 篱 なら 

j 參 支那 第二 一を 命 ど黃興 南淸を 地の 

I 反る 運動 其 後 益々. 甚 たしく 殊に 南が 

I 々面よ 6 夕駭 革命 黨 員歸國 しだる た 

一々 革命 おを の 氣勢一 曆猛巧 どな b 目 

-下英 闽じ滯 巧 中なる 黃典 氏の 上海 歸 

省を 待ら 盧 もじ 第 I 二 革が 觸を 開始ず 

べし どの 說 盛んなら 


雄 論 あ 6 現じ 前 巧隅當 がと じ關す る 


が 具体的の 立案を な— も &言牧 f 繁し 《^、 あい^ 裝^お 


.前 外相 も 乂 ホ 巧ぶ を訟 ごした る举 

めら なが 間 もな C 山 本巧關 崩壊した 

るた めが ま； どなら おた るん 繁闡側 

しがて はぷな も引媳 いて n 露 接近 諭 

を唱 逆す るら' の あら 愈， 今' 间歐 州め 

ザ戰亂 起ら て. ょ b なじ H 潔の 兩闕は 

i 曆按 近すべき 動 磯を 與 へられ 今よ 

わ 約 二 遇 間な 前處國 歧府よ b 吾 政府 

し 齡し棄 をなる ホ留を 挺畿し 巧れ 6 

A 內 おは 谜秘 なる ら么一 《巧 兩國闕 係 


棘萊の 外を じ巧大 なる を攀を 及げ ず 

きらの なる わ 巧 政府は 么じ對 して 

愼盡 じを 慮 中。 る やにて 未だを ホ 

瞄始の 速び じ も をら ざれ でら 或は お 

きお ホに 於て 何等かの み 体 的が 巧の 

出現を 見る やら 知れ や 果して ぶれが 

U 爲 の词盟 なるやを や 特に 注な を 要 

すべし 

# 腰 州灣の 諸 防備 

膠 掛灣じ 於 •ける 巧脯じ 臓し 最 あみ 精 

鞭を 給を すれば 左の かし 

A 飛 巧摄目 fs 海 ぁら 最近 娘け お 

j 校 某 か 尉が 練 巧の 隙 談て蠻 落し 贴骨 

を權 巧し 巧び 起つ 推は ざる じを らし 

は 大巧 擊 じして 飛巧將 校は® じ 一中 

厨 みるめみ さ n では 閒飛巧 家 フラン 

ォ スタ 氏 ぁり 頗る 挽 縦 じ 熟達す ど I 

; 言へ ば 間 巧ら を 加す るな らん 

A 前衛 陳地鐵 道 じ 沿 ふて ザ備 をを 

配 おしぶ の 前 おは 滞口靑 な よら 約 

过哪 弱} な 化 じ 進出せ 6 

A 地 常ぶ 水雷 陸上には 無數の 地雷 

とが 面 じは ち夕 S 水ぶ を 效設せ 6 


▲ち 力 平時の な 巧 兵は 海軍 要塞 五 
俩 中隊 陸 取 ホを 巧 個 中 除、 乘馬 ホを 
野戰 砲を、 工兵を 一 側 中隊 ( 一 中隊 
I なぶ 十 人位) 機 翻飽兵 六十 餘 をなる 
が 靑岛化 化 おのを 数は 豫滿 後滿 ごい j 

ふ もす 可な {之 じ 化 京ぶ 他 ょら 現役 

I 豫欄 兵を 加 ふれぶ 戰圖じ 參她し 巧べ 
ヴ數約 五 千 名 じして お 外の な留 技は 
一千 名 化 巧 十と 歲な上 四十ぶ ぶな T 
5 男子は 義奥 ちごして ホ 中 0 議じ 
I 普れ ら 

鐵獨 逸の が 閒政繁 

獨藻 人が 化 京 じて 盛に お 聞 政策を 巧 

I 巧し ま那 人を して 親 獨排円 じ 傾かし 

めん どし 化 福 じ 英 間の 贴隔 をを て 巧 

I 國を 使の 拂り 言說巧 を 媛 吹し 巧 じ n 

米兩國 離閒め 目的 じて ホ國 じ': 二礙 

關を 設け 頻じ摊 日を 满 動し 拂 々の 流 


一 ♦日露 河盟說 起る 日 本官 惠の盧 向 I 云 十と を 一月 叙を 第 十九 號じ化 b 今， 


どして 露 都が-聞の 報道す る 巧 じ 化れ 
ば 日本を 國民は 目で 日露 同盟 じ韵し 

I 泼く赞 の 患を まし 雨圈の 提携 益々 
I 親善を 加へ つ ~ 'あ もど 云へ 立 

巧獨探 嫌疑 あ 十数を 


回の 事 變じ對 する 軍事 熱 便の なおを 

閲始 する 事じ决 をせ わなし 當 かの 巧 

I は 冊子 どなせ るを 巧 巧 巧物繁 四補郵 

I 便 物の 取扱を 爲 さず 巧 今 巧の 事變じ 

願せ ざる 地域の' 题便 物は 從ホ のま、 


戰爭 じは 軍 掌 深が が附 物で おつて ホ ~ とが 取扱を 繼纖 すべし ピ 


.の 巧 動じ 干渉す ごめ 説を 情 ホる もの 
あら 化 京 外を 部 切 機 願を 0 て 目 せら 


だ n 獨國 巧の 斷絕 せぬ 中 ょら 獨探だ 
u 探 だ ご 增は增 を 生んで 旣 じ事資 VJ 
I なつて ゐる もの も ある 灣視廳 ど憲が 

一 店 ハ 巧 所ではを くも さぅ 索じ眷 手し ね 
其 結果 驚くべし 今日まで じ十數 人の 
I 嫌疑者が 現 はれた 患 お 巧 所では 高绞 
課の 近 藤 特務 暂 長を 始め 森 r ル軍帶 
I 等は さう 索の 衙じ當 も 蠻彌廳 ではが 


▲义ぉ 征鑑船 宛の 軍 辈鄰便 物差 出サ 

法ごして左のかく吿示せ， i .^ 

出征 艦隊に 屬 する 艦船 じ 宛て 發 

する 郵便物は 當 をの 內佐世 巧軍灌 ど 
j 肩書して 羞 出すべし 
二、 巧 征お隊 な 外の 艦船 じして 其 巧 
な 明瞭なら ざる もの じ 宛て 發 する 郡 
I 便 物は 當 みの 內當該 絕船所 頗觀府 巧 


ま 尚 等 離 起 0 下 長を 川蠻郁 等な 監の ~ 父は 要港な 所な 郵便局 氣附 どして 寒 


卞 じを 巧の 离等視 •誤 係数 十 名が 踪力 

にて 日が 嫌疑者め .一 擧一 動を 注意し 

てゐ るが 嫌疑者 中 じは か國 語に を じ 

た 軍人' ら あれば を敦 みあを ブ。 1 え^ 

-^>盾るぉ筑にて萬 - の時じは 一 綱 

1 打 盡の力 針で 巧る 义里 ハロ橫 .横着を 

I 加贸义 じ便乘 してず わ獨揀 嫌疑者 ュ 




れ诏 る巽义 化を り 報は 今 阿が な 不 如— ' V ウス VJ いふが 岡 船の 横 潜 着 ご 岡 

ぶの ため 獨逛人 じ 巧 渡う んど吕 下を 砖じ巧 ホ 不明 どなつ たが サと戸 •臺巧 


み 中な も 化 京 ボゼ ッ 、，は 獨還 おを 

W 下 じ 發卞し 今义化 巧が ゐら 踏を 新 

I 聞 政 巧 大じホ 目す' べし 

叢 九州 山陽 暴風雨 

去月 サ四 H よ- 〇 蜜：！！ じかけ 化；：！ 晦 ， M 


かじな がなら しめ 猫 巧 {歐 州戰亂 め) 奥地々 よな 化 卿 n 赃及朝 俯に 大這巧 


ホ 


お 水化濫 、な 船 流 ホ、 ぷ犀倒 機 
一を 焼 化 数十 年閒 をて をざ^ しぶの 猛 

威を 逞 ふせし 山 じて 中に も 廣を小 倉 

の 如きは 海水の 沉殺 地上！ 二 だ じ 及び 

覆 濤錯 防を 越へ て危 險云ム 許ら な < 

在は は錄太 戲を嗚 らして 營戒 レタ較 

0 町が おは 命から {附 あの 山上 じ 

j 避難す る 等 其混雜 をが すべから や、 

惟 巧 夫 營祭官 巧 千 徐夕巧 動して かお 
をな せら ど 云 ふ 因 じ おを お 渡 t お岐な 

I 撒 舒姑觀 触 第二 隠岐 化は 十ー ニを の乘 

を视を 四千 おな 圃义 をボ な後婚 四十 

_ 将顏巧 物 二十 九 刷ぶ が 職し 二十 四 U 

お發 朝鮮 潑陵島 じ 向へ るが ホ 置 日朝 

と 時のを 湛期じ まるら が 息な < まだ 

にが 衙 不明なる も 
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1 ♦勞山 機强巧 偵察 顆逐艇 隊は膠 州 六 U お ま 邪を 力の 一人は 誤つ て 右 あ 


•滕 井少 .お 四 年が 元 獨逸乂 化摇附 

I 武官 じして 獨逸シ ー メンスを 社み 贿 

j 赂掌 件に 盛大み 關係 をを したわしみ 

を々 將蔽ザ 光一は 十四： 3 戴 倒な 吿の 

結 お あ 敍鋪四 年 六 ヶ月の 宣言を をけ 

た わ (十四日 東を を) 


じ 入 込んだ 形跡が ぁるめ でが 筋では 

をに 之が さぅ おじ 幕 手した おを 世な 

が哥 、字 おなでを 巧-^ を蠻 がして 

ゐる 係官に 對し化 際一曆 注な する 檢 

訓戒を をした 

♦力 木大豁 軍の 大戰豫 言 ど 英京な 

乃水大 癖が お 順を 鹽 戦め 陈一從 軍記 

あじ 链 .らむ b V 」 云 ふ 睐挪大 戰の豫 言 

は 巧び を 新 閲巧上 じ 紹介され 英 をの 
人 也 じぶ 大巧 成 興を おへ 遅れら 將軍 

の 豫言じ 口く 

を歐 州を 渦中 じ投 ずる 大戰觀 はみ 

後數 年の 後 じ 勃 發し化 大戰亂 じょ 
A て獨滯 ぶ#; 獨の闡 遇は 决を さる 
ベく 棘 獨兩國 の激戰 は白算 義の曠 
野 ぞをゥ ォタ ー n — 蹤近 じがて 巧 
はれ 微 ずの おおは 佛軍 陸上 じがて 
獨 軍を 彼な 英國 海上に 於て 獨鑑を 
擊破 する お 疑な し耐 して 化 乂戰は 

戟州 最後の 大戰 じして 獨遙け 之が 

爲め ホ 常なる 疲弊 ご 恐 燃を 巧た し 

苗ゾ斯 かる 不幸を おか ダらん が爲 

め國 内の 要塞を 搜固 じし 猫 巧じ備 

ふの 外 他 窓な きじ 至るべし 

歐州徵 おの 一變が 漸く 大 おのを 言の 

一如くな らん どす' るみ 形勢 あるじ 依ら 

な 上の 豫- 一. d は一曆 勢力を な 尙化上 じ 

大戰の 結艰獨 逸の 股已じ 終らん 事 


一 おす 方 速達すべし 

♦巧 征敎員 優遇 二十 S 目 官報 號外 

i を 巧て 發あ 甘ら れ たる 文部大臣の 時 

一局 じ關 する 訓示 じが あじ 近日 中が 得 

す どして 詳細の 諭 達 ぁる 堂なる： a , 化 

I 駭 轉じ當 巧の 希 姿 どして は 學校敎 員 

をして 戰時應 巧の 煤を じは 巧 僚の 德 

義じ訴 へ 驗力其 職 貴を 補充し 巧て 應で 

巧敎 負の 俸給と じを なから しめんを 

なる が 之を！ 股 官をじ 比すれば 一般 卢 

官史 は應巧 せらる i ごも 現職 給を が 拭、 手拭 地、 ブ！ プグ掛 等- 

せらぶ； の 親を 巧す 然ぇじ 學巧敎 肩が M 

は應召 _こ 岡が じ 化 職を 命せられ 且つ 
休職 給 も 特例の かは 下熙 せられ ざぇ 
の 憤 例 なれば 協力な て 後顧の 憂な か 
ら/ しめ 職務を を擔 せしめ 法み の 許 巧 

I すろ 範圃 じがて 可な 的颊 令を なて 適 


も 


日本 及 支那 巧 隔週 火曜 
日 午前 十 時シャ トグ大 
化 鐵道横 橋ょり 左の 通 
らお 视す 

を 渡 化 十 巧 六日 
橫濱化 十月 二十日 
闽波化 十】 月 一二 日 
靜脚化 十一月 十と H 
丹波义 十二月 一日 
を藝化 十二月 十五 日 

A 但し ニユ — 3 .—ク は 
疵日敞 ょら 五 曰 前 じ 
御 ぉ發有 之度淚 
▲運賃 

シャト グ橫濱 神 巧 間 
一等 旨 十 巧 
■二等と 十 冗 ホ 
一二 等 四十 一一 窠 五十 仙 

シャト グ巧司 間 

一等な 十五 巧 

二等 字 弗 

二 一等 四十 一一 夷 五十 化 

か 郵船 S 會祇 

ン ャトグ 出張所 
切符 おみ 新 育 新粮社 
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謹蓉 、每 々御 巧 立を 蒙ら 榮 をが 巧與 

者 今回 夏向き 御を 卓用の 品々 及 グリ. 

本 菓子 頻 、新 巧雜誌 等い ろ--^ 新猜 

到着 化 候 間 些少 じ 拘らホ 御 巧 向き 仰 

付けられ ねく 偏 じ 願 上 奉り 憤 

尙 弊店な 正 商品目録は 御 一報 か鮮' 

御 呈送申 上 憤 ， 

新 育巿巧 五十 九 了 目な 十、： も 十二が 

I 本を 巧 品が 式*^ 0 い討 
直輸入 巧 脅 社. ゲ すを 巧 

を 話. グ ラダ ー六と 八 
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用し 俸給の 幾を を 输し尙 ホ和克 なしみ 

無事 歸鄉の 際 じは 直 じ 現役 じ 被 甘し 

むる じる る 由 福 巧义か 次官は 語れら 

生糸 前 送な 望. 歐州乂 亂勃蠻 じょ 
一氣じ 巧と 十圓 ホの 大 暴落を 演じ 
わるを 糸 巧 機は 其な 米國 向の 買 おし 
ょ 6 八 巧々 十圓 まで 引き返へ しれ 
ち我國 がを 戦狀 態に 入らた る爲め 
巧 途を悲 觀しサ 四 H 夕刻 じ 至り 义々 
f 立十圃 ホの おを を 再演す る じ まりた 
が化界 幸； 霎を ホ淹地 わる 佛國 は自 
擧國獨 逸 ど戰ひ 生糸 贸 あを 顧みる 
の餘裕 なく ィタ リ ー も 亦戰爭 の駭嚮 
を 受妒貧 易 化 絶の 狀费 なれば 米國の 
驚 要を 充 しがる ものは 巧國を 除きて 
I 化に ぁらや 我國は 最も 化 利なる 地位 
を 占め 米 固の 生糸 需耍 じして 著しく 
淚退 せざる 限ら 巧 ホ糸資 易は 益夕有 
I 望 じして 相 鶴 も ホ 是れ巧 下 じ：：^ す 
る 事ゐら ざるべ ければ 我 製糸 窠 者の 
如き も 風 鐵鶴淚 徒に 神 經巡敏 どな 


グ r 

みを を？^^ 
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辭 総會い .木賴 午后 八 時 (箱 じて} 
讀書會 第二 第 四を 曜 午后 乂時 

A 英語 學校巧 火水を 午後 八 時ょ- 

牧師 大掘 篤 
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拾 仙 出して 腹の 皮を 破れ 

シ ャトグ 、ドン チキ 社を 巧 
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日 獨戰爭 

大日 本 大勝 利萬诺 

.天長節 奉祝 菲 k 々じ' 

〇晴 菊ぶ 宗 

電貫 特約 大獲巧 桐 兄弟霉 會. 
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本社 營業部 
▲貝 本 巧 薇 裏 船 
切符 取次が ws 

シカゴ、 ボストン、 フネ ラ デ 

グヒャ が 化 東部 柯れの 地 ホよ 
b 御 出立の 谋を もな 巧 可 申 お 


の讓は 假^ 何 Li も 甘ょ 素. ぶ會を 開？ &囊報 《 t なる が 期 1 馨は 一般 S ?? が 爲めま 

太 ご も i ら VA みり こ ご， - !!n ^fr I 


沙ホ どもなら ば 贈赂者 どして 相當の 

處 をを 受けた る 上 之が 煤 因 ごな. 〇 寒 

は 却て 送還の 憂目 じ 遇は されす ごも 

I 限ら ざれば I 旦病あ y , 診斷 された ろ 
上は か ミる 姑息の 手段 じ訴 ふる 事な 
正直 じ 入院 治療を をけ しめを 化を 
I 待 も 晴れて 上陸す るか 妻の ためじ 


圭 手織 取次ず f 叩きを 


◄を國 語魏譯 
▲通辨 

柳 原資 玉 氏 著 

念 賴實業 經營法 

を 惜一册 を 境 弗 

紐 育 新報 神 
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日は 來 八十 巧 S 日 午後 お 時 ザ 西 五十 S 日 反 廢的麟 明を 試み： n 米 兩國の 親 



亦 たげ 蘇 者の み じ 取ら てらで 去の 策下滯 ぶ 


毛 了 目 力.！ 子 ダ r- ホ ー 八音樂 堂ど雖 

をし、 兩巧 のホ諾 あら ば ホ パ 始め 來 

I 市の 篱 なる 志む、 網烏兩 民の 溃說を 

とふ じ まる や も 知れ 中 VJ 

錢道お 技 帥お廣 一二 邮 氏は 此程巧 

1 眷滯が 中、 树院參 奉 福 當正男 巧 も 目 


力 b との 棠移 おな 通の 談敲を 其の ま 

ま巧じ記してがを者の注意を化す^ 

ど せら (を 港) 


お 發廣吿 

▲第一 一回 巧國訪 

閒團は 


|'1 


ホ 化 巧 廿化日 午後 一時 發西 四十 

二 了 目 ウェスト シヨ 1 ア線 じて 

出發 

日本 巧^ 巧者は I 1 十五 H 迄 じ 申 

达 まれた し 

紐 脊巧國 訪問 簡 本部 

新 育 ホ 第 六 街 二參八 

ホ 憐をホ 富 平 


<1 妻女 呼 寄 

^ 者に 注意 

I 巧 あ 妻女： n 本ょ 6 ホ 着め 巧を 卽 H 上 

: 陸を 許されざる ものは 一先 天 化岛じ 

I 化を の 上な めて 身体 檢査を 行 ひたる 

後 も 健康を に 限り 直 もじ ゆびが 人义 

.は關 係を じ 引渡され なじ 始めて 旨 曲 

の 身 ごな b 得る 次第なる か 不幸 十二 

お腹 虫 或は 眼病 等 じ 罹れ るら のは 移 

ほ 巧附煩 病院に 入院 治 おを をけ を 快 

の 上なら では ホして 上陸を 許れ ず 成 

科呼雜 をの 身 じな 卜 ては をい 航海 者 

9 疲れ も 痛わざる 巧 じ 巧 愛き 妻女を 

i 父々 病院 じ 巧 么む舉 は 人 僧ぶ び雞く 

:一 日 も 早くを ふ 甘し めん どの 撥し き 

j、 む 化 ょら 思 ひがたる 事 じは 相違な か 

I らん も ホ じは 手段の か 巧を ち ふるを 

一な く 遂には 手 ± を なでが 送の 上が お 

I 切醫 帥を 其 自をじ 訪問し 特別の 訟講 

I をな つて 妻の 上陸を がめ 下るべし ど 

I を訴 懇願に 及ぶ もの あ 巧を し < 巧 加 


♦日 ホ 航路 どけ 本 政が のが 請 東が I 

療册 株式 會社 よらを 港ぶ 巧 じ おし 適 

円 到着した る 電報 じ 依れば H 本 政が 

は 数隻の 軍艦を 派 進して あ 渚 ポノホ 
iH 本 間の 航路を 巡羅 せしめ 居れげ 
化 間の 航路は 絕お的 じを を じして 巧 

等の 危餘 なし どが 隙ゼら どされ ば此 

I 間の 旅客ら をが してを 戦 國め窺 船に 

I 乗船し 得べ し 

獨艦 S 雙 叉々 南方 じ お 動す 獨擺 

襲 擊並じ 補 獲を 费 慮され たる 瀑如術 

路め英 凰 漁船 マ ィタ.！ 號 はが U 巧 沿^ 

海兰峨 0 內の 海岸を 勉 6 て航 蘇を な 

し 無事 着 桑した るが 獨艦 ラィブ シツ 

プ 及びぶ ム グン ーー 鑑は 引績き サン ザ 

ゴ！冲を遊义し居るもをミ如く 一 

I ホぶ 嘘よ-^ 麵觀 せる ヌ ！ レン バ！ グ 

も 亦么じ 加は らんと ずる 形勢を ら尙 

|南部加卿邊海じは潔浏軍お ニ ユ I キ 

ヤツ ス 於ら 出動し 地 洋化潑 衛帝閣 ザ 

盤 お 雲 も ホぶ をの 源 域を 词船 をを 送 

らて後 巧び 常 下す Y . きじ よら 南方 海 

上 巧 か 不穏の 狀 巧を 呈 すべき 撰が な 

るが 獨逸 お鑑 は你れ も化據 地を がせ 

や旦 つを 艦 お 巧 炭 供給め 道絕へ おる 

串を く 沿海 苑 らしは 不ザ能 W るべ V 

を 艦 一致 巧 動を 執な 何れの ホ 面 かじ 

向て 高 飛す る 計 割な らん どへ 傅ら る 


@ 茵苗憐 ± 1 巧を 薪 

I を 乂學畏 商 田が ± 、.當 業め H 本社を 

增 田義- 巧、 円 ナ大敎 巧 大山 巧、' 高 田 

|愧± がが 役 橘 お 等は 去サ云 H ォリン 

ピック 號 じて 無 中ぶ 女 着 中が 恐 頓樂、 

j 高峰 蹲 ± ぶ 他ち を‘ んぉ迎 をを けて な 

もじ ボテ 八、 ア スタ！ じ投荫 せら 

一川 一軒 當地滯 な 中の プ n グラムは 左： 

めかし 

廿一こ H 、 U 木俱樂 部に 於け るが を 

の 歡迎晚 餐巧岀 が ■ 

と矿 、毁巧 及が 泡 訪問 

十 巧 一二 り、 口 本 協 巧ち 催ぶ おおじ 

出席 刮巧 雜淸爵 おお 

♦ H 宵 ご 兩巧雜 が會朔 H 確を. 紐 巧 


巧 上 信 巧 天 野 壊 婚儀は 旣報 のか 

去 十と H 天 野 巧の 自をじ 於て 盛 じ 
行 はれま 終らて 後 新郎 お婦は 相携へ 
を 巧の 旅程 じ 上れち か ザ k 一民は 今 I 

後 當巿じ 居を 卜 すべし ど 
参が 稻 田大學 校ぶ 會の歲 的 傅 ホ槪迎 
1 巧は 豫 をの 如 < 昨が がを 若松 じが 
て 開催され た b 詳細は みちじ 
♦英國 大使 縮附 武官 海軍 少お ル柴 を 
1 太氏郞 はお 巧のを 昨 円 巧を ホブグ 
ア スタ-- じ 巧ら 

々山 本 海軍 軍 大尉 小 莱巧ど 村 時に _ 
i 英题大 化 舘附を 命せられ たる 山本權 


をを 說け 

♦歐 脚大戰 給み が，’ 睐 她戰亂 じょ 
ら巧轉 の 經溝上 じ 及ぼした 範簡は 頗_ 

る廣 い、 歐 如に 輸出す る 生 ホ、 利 二 お' 
f の 如きは 晚 じお學 、祕乂 お 中 醫療藥 
な、 篇 狼が おお、 洋游 雜貨 小間物 類の 
蒙つ た 影 fi は 驚くべき もので 
寫 眞じ麵 ずるら のでは ンンズ 及樂お 
け 殆んで 獨逸製 じ 暇ら れ 、'乾板 印講 
類 も 父 巧獨佛 ょらの 輪乂 のみで ぁつ 
たから 何ぅ もが 術がない、 错 んで絕 
体 じ H 本 じがて 出 巧ぬ ゆい 供給は 現 
巧 犀 おのみで ゐ るから ドン-^ 巧據 
が 上 ゎを を 酸の かきは！ 破 四十 錢位 

: ならしら のが 一 励 四十 錢じ 上つ た爲 

め 幾千 軒 ごい ふ： n 本を 國の 為眞 崖は 
大じ闽 難を 感じた 

I 構療藥 おも 獨逸 がぶ 煤 だけ じ 大巧 お 
を 受け 殊に 巧が 酸は 戦時 禁制 おのた 
め一磅 二十 錢 から 乂十錢 じ获懸 した 


診察 


M a « 善 前約 じ 限り 診察 
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0» 御 料理 

並 日本 食料品 販賣 

今殷 小生 共 左記の 處 じがて 御 料理が 
U 本 食料品 販賣巧 閒業化 候 間 何を 御 
愛 願 御 引 立の 巧 奉 ホ 上 あ' 

南を 町 モット 衔莖 ハ爵舘 

万屋 

□球 臺 あり 



學校敎 科 書 其 他 
新舊 一切の 書籍 
数 干 種 取 揃 有 之 
極めて 安價 にを 
上 候尙御 不用 
.の 書籍は ザぶ 高 
價じ御 買 受申候 
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を衛伯の長男が巧はげ口着 ホ ブ グ で义リ本 へ 輸入さ る 、游綴はぉ閱が第 


タタ！ じ 化 . 

♦東京が 藥商曾 支配人が お 眞造巧 

上お兩 巧と 間道 來 着せり 

♦巧 西 义吉巧 知 壺縷武 ボ雜货 巧の 

巧は 目下 田を じ靜赛 中なる が 頗る 

兼 渡な b ご 髓<, 


1 ぶ _ 目- 堯 な J ^ り'' ジ 3 違 I く お 力 < b を ご 巧 ヴ W ••む' ぶ V 卜括堯 糸 节_ 

し 臀師の 迷惑 一方なら ざる 由なら 止 U 本人 巧は 前記 兩 巧を 招待して 雜が 


感入國 稅間題 

が 航ど屏 渡航 どじ： 誦 なく 渡米 者が を 

™ 船 地 じ 於て が 将を僻 入す る ご 叫 ホ， i 

入國观 ごし； しり 本を 八 闽を徵 化さ 

は 一度 渡 ホの 緒驗 をが すん もの 

知す る - 所。 り、 今 巧 化. 乂 時事 記者 

其胳德 五が 氏は 本年， 歸 朝せ るに 際 ： J 

~ 人 國税徵 がの 不當 なる じ 想 倒し 么が 

調费 中の 處米敬 比が 資 にがては 二 巧 

入 勘を じは 稅 かを 微牧 せざる 樂义び 

米 國辨懇 ± の '「該 枕は 當然 船舶 會社 

よら ま挪 ふべき 性質 みら のじして と 

を 船客よ b 殺 集す るは 不當 なり 

の 患 兌を 化據 ど.^ 巧 渡航を 不 當乂闽 

おな 態 隅 殖を發 ぶして とかが 兜な 

しか 過般： f 間 題を 沙港 U 本人を じ提 

起し 協 諸を あねむ る 姑 果村會 よ 6 實 

わ委 負を 撰を したる 上 約 二な 弗の 就 

I 訴 盤を ま 出して を 衆 國な巧 じ 對し船 

替莉が 船な よゎ乂 圃稅 を徵收 ずるは 

不當 なら どの 剌 巧を 得べ <訴 惑を 提 

I 粗す る こど じ ホを せり ご 云ふ丽 して 

I 右が 訴 じして 巧 吿 の 勝利 どならん か 

I がな 船 巧 社は な ホ 船な よ b 徴收 した 

る 巧 弗め 入轉 穂を！々 本人 じ 還附ザ 

I ざるべからざる じ まらん 

♦ 松 岡 ザ記官 めな 被な ' 一面 所诚獨 _ 

I 逸外を 官 の： li ホ贿戰 •論に 對 しが 闲 
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I なみ 上 义パサ 四 H ょな 热咨 おし 諸 常 
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思 出 多 &詔刺 


H 贿戰巧 お 時 饌は巧 巧 じ 店た 紳 の 

鋪町四 T 目 巧 八 化 活版 所 (今は な 

し) の 前に 張 b 出された 遽東邻 な 

還附の 御が 勘を 巧して 淚を排 つた 
僕は 今度 喚發 された H 獨開 戰の衛 

詔搁ご 比較 巧 誦して 今 巧の 诚轉^ 
巧 じ 難き ものが ぁる、 桃 山の 襲 域 

じ をら かじ 眠らせ 給 ふ 化 ホ陆下 
御 遇-盤は ぶめ し 時 W の經 過を 御 篤， 

はし ' 1 深く 御な びじなる 带ど思 ふ 

(卓 郞) 

朕 盤 じ 城國を ホの 請 じ 化 b を 權辨理 

乂 怯を かじ 其の 派す る 巧の 使 おどな 

'脚し 桐國雜 かの 條 約を 締結せ しめじ 


然る じ 露 西酷獨 を 兩凰政 法朗西 おお 

5 政府は、 H 本 帝國が 邊柬ザ 烏の お I 

班を 永义め 所領 ごず るぶ 化て 東洋 永 

磁 のず 和 じ 利 めら やどなしを も 朕 ： i 

政府 じ慾滋 する じがの 地域の がが を 

永义 じす も冀 からむ i を のて した' 

1 惟 ふじ 朕が 常にず 和じ卷 々ねる をな 

てして 堯じ淸 画 ごを をを ふる じ 至ら 

I しもの 詢じ 東洋の 平和を して 永遠 じ 

孽 固なら しめん どす るの 目的 じ 外む 

らず而 して 一二 轉 政府の 友を を 化て 巧 

思す る 巧其惹 ホが じがず 朕 ホ 和の 爲 

じ 計る 固 ょら 之を をる、 じ窗 なら ざ 

一る のみならず 叟じ事 離を 波し 時 厨を 一 

薇 まし 治平 岡な を逃滯 せし み 0 てに 

; 生の 疾苦を 殿し 國述の 進 張を 化む は 

贵じ 朕が 惹 にぁら ホ 且つ 淸 瞬は 磯 か 

碌 約の 絲 おじ 化ち 己じ逾 地を 梅 ゆる^ 

の 誠を をし 巧を 戰の巧 ホぶ 目的を し 

て 天下 じ 烦：据 たらし わ 今 じがて 大お 

じ 巧み 党 拱 0 て ホを 處 する もが 國の 

を 化 楽 ど 威 撥 どじが て毁抵 する 所 あ 

客を 見ず 朕 乃 もを がのを 香を がれ 朕 


于涉當 時の 無な 

血を 拭て 勝 も 得た 遼東 半島は I 二國干 
涉の おが 遂に 淸國 じ還附 したが 贼 K 
の怨化 隣な なじ 二十 年 今や 獨 逸に 举 
ずる 恩返しの 時が ホた、 當 時を 巧の 
條約 談判に 參别 して 目前 じ ミ 図ょ b 
戚 腿され たるら かじ おつて はお じ 化 
化 ひめ 雜 るの 威が ある 晋 々-れ がを： 

'呆 じ派逍 さる： じ まつた のは 下め 願 I 

條約お 立し 兩閣皇 ホみ 批准を 換を芝 I 
巧で 巧 ふ 率 どなり 化樓節 ごして は 進 
时 巧閣费 記を おた ゎしが 柬 己代 あ 氏 

がが < ホ じな つたが 東大 化は 西 お 艦 

隊を 率ぶ てを々 を 巧に 乘ら をみ ま那 

から 誌 證义を 取つ て ホる とい ふ 誠 ド 
結播な 役じ姻 はされ たので あつたが 
出德 前端な くも 獨佛 溝の 一二 圃モ涉 ご 

いふ 蛮大 なる 條 がが 湧き出て ホた 干 

渉內 おはな 國じ對 ずるぶ おの 新しい 
證據 どして 進呈す を 事が かる 夫れ は 

外 でらない を 齒が遼 東ギ爲 をみ 义じ 

所がす る聲は 棟東苹 和めた めじ 一の 

最除ィ J 認める からま 耶 じ還附 され 度 1 

しどの 意 ホで あつ わ、 廣 島の 大本 營 

では 御 會前灘 が 開かれた、 席上 じは 

が 莱すも 巧つ てを 麗 じず けた 方が お 

からぅ ピの盧 見で あつたが 時の 外務 

大ぉ陸 奥 おが 不 ：！ 惹で 一二 國じ おし 巧 

ちを 求めた 巧が 一二 國 では 將じ 戰備を 

整へ 今 じらみ 蓋を 切らん 許ら の 威勢 

を 示す ホれ じ 批准 交換の H 限が 五月 

八扫 であるから 巧 迫して おる 化形盞 

を 見た ザ 萊大 化は 普通の 化 節 どして 

は 事 あ 倒で々 るか もを 權辨理 大臣 ど 

いふ 資 がを 得 > しお 發 する 事 じな つた 

之は 外務 大 ぉの 窓 おを ホめ や 直接 階 

下 じ 葵上す る 資格で： n 本を を あ 上 明 

お 初年の 寒灣 役に 化 節 どして 巧 かれ 

た 大久巧 卿め 外 じない、 愈々 五ち S 

: n を 品出發 どなつ わ 一巧は が 藤大を 


軸 巧を 鞠き ぶ 化 獨佛带 艦 も ホ 威風を 
海を 脈して 


ク 


が 殺が じか じて 一二 國 政が に照猎 ずるを 始めが の 中將 ( 當時 少佐) 祗戚陳 政 


だ 

六 


六 

穗 


邮 


i ご 共 じ 其 おを 巧て せしめた b おし 夫 

一れ 半な 壊 地の 還 附じ规 する 一が みお 

I 攪は朕 特に 政府を して 淸國 政が ごが 

1 定 する 所み らし めん ごす 今や 雜あ條 

一 約臣じ 批准を おを.！ し贿國 5 和親 谱 

で おし おみの 别國 ホが じを 節の がき 

1 を 加 ふが 儉お庶 化 ハれ 善く 朕が 蔥を體 

:し な < 時勢の 大巧 じ視 、微を 愼み漸 

をが め鄰 蘇の 大 引を 歇る こごな きを 

期せよ 


御 么御增 


明を か 八 年 五月 十 U 

を大 お副惡 


西 巧四郞 、龍 ぉ賴 一二、 佐 藤顯理 •海 

眾侧 じて は 野 間口 中猴 、山 縣少將 ( 

當時 大尉) の 都を 八を で 

▲巧 艦 八' 震 山じ搭 課した が 巧く 先々 

の 情報が 撤 めて 風雲 急で 戰備が 茜し 

い VJ の 事で ぁるから を 聚底 巧を 止め 

旅 順し 歸舰 して お势を 聞く とを く 事 

をら しいので 眾 艦を 率 ゐてお < こ v > 

は 危險を 穂す 度が ぁるた め 旅 旭 口ょ 

は 横攒化 どい ふ 馈船じ 乘も移 も 總_ 

後 亢を供 じ 連れ チ！ フじ乘 込んだ の 

めは お H 嘲 ホ 明で あつた 巧が 巧け 放 

たれて 潑-內 を 見を ど おせる 哉晚 十賴， 

許 b 先 じ 潔 國の逛 巧 艦 アゾバ が 礎 泊 

レて 戰げの 鼠色 じ 半を 塗ら かへ 悉く 


A 赌袍の 名の 下じ大 跑を述 をす る 一 
邮の 承成述 動が 盛に わ はれなる から 
な氣 天を 衙か ざるを 得な かつた と U 
S 午後 云 時 頃 一 わは 憲を 二十 あを 率 

ゐ てビ！ チホ テグ じ 入つ た 己 じち 孤 

2 使節 伍 巧 巧じ聯 巧が 数を のが 鬻を 

速れ て 蹄が つてが る 第) 间の曾 見を 

午を 二 時 じ 開いた が 化 ホは 一二 國卞が 

の 條化ど 間 時 じ 化 准を 交換 せんどず 

る考 だから お 易じ纖 まらない 辨巧义 

たょら 化 准は 批准、 干が は干涉 だか 

ら 批准を を検 せょ どを b 都を. 五 巧の 

お 見を 壺 ねて 八 H 巧 あ 後 十二時 じ 我 

化の 調印を 取が して 庶 もじ 横 淺丸じ 

が 操げ チ ー フ を出發 して 旅 順じ歸 6 
A 旅 順 潑督の 小な 宮殺 下じ拜 謁して 
して 其の 摸 様を 申 上げね が あの ビ！ 

ブ ホチ^ じがけ る 支那 化 節 どめ 會院 
5 際は 特に 一二 閣の 水兵は 對 岸に 上陸 

して 迷 働を 開始し 無暗に 蠻 砲して 威 

嚇態 巧を みして 居る 様が ホテ片 の-一 

階から 手 じ 化る がかく 見 b る、 あの 
時稻 無念 骨髓じ 徹しで 事は な. い 今は 
みの 恨が 講ら される ので あるから 常 - 

が 其の おじ 當れ たが 藤 子爵 も 追懷の 
情じ堪 、の 事 ご 思 ふ 

@ 寵 》 

• K ♦乂 f ; が ' が？ 

▲ ァ ー らしく おの 巧で 給 内ん 給仕 VJ 

か 巧ぶ どて 大 へん 御 評が なさつ て 入 

らし やどる さう でず が 店 じは デョ 

ジご 巧ぶ 阅 名の 白人 小僧が 二人 ゐま 

; ず かち 巧 員 共が 彼等を 巧ぶ のを 御閒 

間違 じな つたので は あらま せんか 

ィ左樣 なら ( 一 番頭】 ▲ヘィ 塵の たく 

山紹 つて 居る 研です か大 なき 聲 では 

申 上 かねます が 額 事舘モ ホれ から 输 I 

脊 新報 社が 綱 ド クタ ー 黎察所 么ど反 

對じ締 除の 巧 屈い どるのは 菊 池小柴 

じ 日本 俱樂 部な でで せう 下宿 屬巧庵 

などは 巧 巧が どは 云 <巧 所の 宅 だつ 

て 一一 一寸が でさ あ、 化 巧 じ 化を のモを _ 

ず こし 遣つ てみ ませう 失敬 (' 飛脚を」 

A 當 地で 何々 荫會 どか 云 ふ大展 お 敷 

を 磯げ て大み 御さん 嫂の 懐 ホを 吹を 

源ぱ しわ 先生は 居權 まらく でつ わ 

見へ 巧 部へ 逐電し でのは 先 項の 事然 ' 

じ 岡 地で 又ら や 其 巧を 始 々たが 運惡 

吹き 巧が 間違つ たので をれ が 導み I 

線 どなつ て國 際閒趟 まで 惹き 起し か 

けた どい ふ 事で ある ( 譬戒 生； 昨今 I 

は 目白 結婚の 流 巧 期 どもい ふ 巧夕駭 

の 結婚を が ある 人 柿 偏 おの 潮流には 


血族 おを の 忌 嫌が 其 禍根 どなる ので 

めれば U 白 結婚ぶ 獎娜 して 彼等 偏見 

者の が 迷を 打破す る 事 じ 努め ば巧搂 

迷 動の 最 らお 効なる もので あろら VJ 

巧 ふ ( U 白人) 


gA 其 化 巧で も 御 注 义じ應 じまず § 

な ュユ！ ョーク 巧 五十 九 绿 
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攀 生の 眞價 


頃 H n 。 ン ビァ 大學 社貪举 まほ 敎巧 

•ネッダ ング荫 壬は 近 巧 じがけ るな 巧 

H 本人 學 まの 人格 ど 其實 力と わ、 化 

時留學 せし 幾夕 S 靑年學 生じ 比して 

頗 ぶる 化を せる を嚷 じた り、 吾人 * J 

何な じを 化の 靑年學 生が 今ょり！ 二 巧 

十 年な 前 じがけ る 夫れ 等 じ 比較して 

をの 學術 上じ關 ずる 實力ど 人が VJ が 

著 じ <遞 減せ る や 否やを 識別し 能は 

やど 雖 も、 を 時學ホ 社會じ 於け る 

乂點 として 吾人め 訓戒せ ざるべ から 

る単實 はは、 化 等の 學吨 社會 じめ け 

ぇ靑 年の 大部み が 其の 學 術の 研宽に 

i 從事 する や、 眞面目 じ自 綱の 學識の 

I 修養 どなら、 がら じ 學ホじ 何物 かを 

I 質が せんごす る离尙 じして 直 ク速大 

I なる 目的の 爲に巧 力 せんどす るょ 

I ら 海ろ 僅に 一學 化を 搏ん がた め 化々 

1 たる 巧 向を じたる 即も をれ なら 

I 殊に 此 等の 徒讓 じして！ 每 位の 欲し 

巧が 爲 め、 遂に 可 お 姑息ず 段を 弄す 

るら の 化々 出 巧す る； あるは、 化 ホ 

が 胞學生 社會じ 於け る 最も 悲 たべき 

新 現象なら どい はざる ベから ず〇ザ 

I デン グ搏 生が 大膽じ も 現 化 じ 於け 

な 本人 學 をを 批評して おの 人格 ど窗 

另 ごの 化 巧せ るを る 言した を 所 0 の 

- のは、 近時 词大學 >- 卒業し) を 位 

-を 得た る词胞 某を を じして 間を 巧ず 

I 持の 課目 社を 聲ず驗 の 際、 學生 ミし 

てち る 間 敷き 不正ず 段を 谦じ 0',- が 

が义 第を 焦せ b がた る樂 をを 覺 せる 

が 巧め なら ご 傅 ふ、 誠 じ 巧々 数巧爲 

だ あらず して 何 どや 0 

ま 人は 此の 械の 階級 じ 酷す る 靑年學 

生が がの 卒業後 叫胞 社を に 出で； 相 

當 のがな を 得、 過を の 巧 遇を 受けつ 

下ゐ るを 見聞す る じあんで、 徒ら じ 

1 彼等 か 屈 じして. 無氣 力なる 學 生徒 萊 

な 罪跡を 發 かんご 欲ず るら のじ あら 

乎 ど雖ら 、學 術の 進 かを 希堪し 人が 

み 修養を ち 腿 どせ る 敎脊界 の 振 輿を 

I 計 b 、 尙ほ 一般 词胞學 生社贫 のをを 

I を 促さん か 巧め がて ぶ々 しき 評論を 

滴 るん、 あらに 化 等特柿 靑年學 生の 

一巧 動じ 巧し、 餘 まらに 無頓着に して 


無 制裁 力 薄き 現代 问胞 社を の 瑕 違を 一 

ら がめん 中ん ばゐ るべ からず、 今や 

且新堪 年 巧 巧 業の 開始 せらる、 ごぶ 

幾多の 新 お 間胞學 生が 學堂じ お 入し 

てぶ が 研 兜 じ從宰 せんどす るの 秋- 
偶々 V ゾ ゲング 膊 ホの 警戒 じ感ホ 
あら 記して 化留 词胞學 をの 巧 省を 促 

かさん ど 欲す、 がて 徒 事 じ めらざる 

べし 0 


ろしい、 無名氏が 谱 どい、 が も 底の 

I 知れない、 相瘍 のを まらない ところ 

じ 深みが ゐ卜 、重みが あら 威 嚴があ 


を 主 季節 


を々 子 

近頃の 新 育は を ±シ I ズン だ、 名 

壬 どる ふ 言葉は 隨を飄 通の 利 < 、馬 

鹿に 瞄伸 力の ある、 さう して 時間の 

にも 將 たな 閒的 にもを々 のぶ ホを お 

つて ゐる富 葉では みるが、 今 我が 親 

I 诗の H 本人 社な が迎 へた 名 ± は少く 

ごも 現化完 勸闕 的で を ± であら 非 

1 地 ホ 的 名 十で ぁつて 巧 給 的 巧く は 励 

矿等 巧では なぃ、 さ々 たの 赏も 徽迎 

I する 所で ある、 人め 顔から 巧 給巧圓 

を讀 まう どす る 傾きがない ごは 言へ 

ぬが ホ n 本人 社會 が、 兎 じを 毛色の 

竣つ わ、 ご 申して は少 々失敬 だがん 

格 的 名 ± の 部類に 威す る 人々 の 所謂 

I 猪 咳に 接する 機巧を なつた； は、 み 

して 無意義で なから うご 思ふ餘 b を 

い附 けない ので 變な氣 持が する もげ 

も あらう し、 又 索敵 無類な 御 馳ホど 

VJ 珍重す る もの も ある ピ らう、 を.々 

f は 妈：是 をの あ ± じ對 する 評論 的 

文は 差別のを 見を 化留 して、. 巧 育 U 

本人 社 曾が 少 くも 是等 S 人々 から 得 

矿の夕 々らん 事を ぶ 資する もので 

をる 0 

ど 言つ て 巧々 子は 所謂 あ ± ど いふ 

ものの 總 てじかて、 新 巧 H 本人 社窗 

が必 やしら 一目を を かな けれげ なら 

ぬ どは 富は ない、 をを 儲ける 大じ結 

1 雑、 H 本のを 社に 務め やうが、 外 A 

の 家 じ 務め やうが 何れ じしても 餘外 

i 後歷の 一み すじ 變 6 けない、 を々 よ 

は是 等み 人々 をな て 巧 賴稱神 的 事業 

じ從 串ず る 人々 じ 比し 少しら が 間に 

巧 か窩 T の 差を 威め ない、 のみなら 

やを々 ずは 所謂 あ ± じ對 してら 無を 

氏じ對 するど 別に 變 つた 期待を 巧た 

ない、 巧 嫁ろ 么± よ らも 無を ± が 恐 


•併し今度の名±諸君は多<個乂的 

じ 空々 子の な 敬して むる 人々 で、 か 

上の 名 ± 論 どは 滞 係の ない 名實 おじ 


るのは 無名氏で ある、 '無名 巧 ど j 睛 はる 人々 ゐる 、さ， つして 新 育の 


いふ 事は みして 化づ べき こごで も 何. 一 

でもない、 を々 子の 知つ て 居る 限ら 
でも、 薄つぺらな 力の 見. 口 透いた 人 
間が 少 -- 許ら 知名の ± どなつ てゐる 
めを 見る ど 冷笑す る 程の 僧 化は ない 

ち 一 碑の ユ！ モァを 感ずる をの もの 
でめる、 夫れ で 一 そじは 眞じ實 力が 
ぁら、 懐 値が める 人々 が一 向を 間 じ 
I 認められ すじ 居る のを 見る 这 、空々 
すなごは 無名を どい ふ 事が がつ て 誇 

ちで あら、 强 みで みる やぅな 氣 がす 

る、 柯れの 銀 巧を 社ぜし く は 比較的 

名め 知れ 易い 新開 雜誌社 义は學 者 社 

會 なで じさへ、 がの 巧 部の. 人 じの み 

铜れて 一向 化 間 的に 知られて 居ない 
'人ろ 中 じ 化の 柿の 人を 見受ける 事が 
ぞい、 從 つてを々 子は 名 ± ご いふ 怪 

L げな飄 通ず 形 じは 無差別 じ 信用を 


日本人の 多 < が 或はな つて 居ない 思 
一 おど 知識 ご 於 有つ て 居' る、 殊に 金 儲 
一け 專 間の 人々 じ對 しては 是等名 ± の 
一 憐神的 食糧は 撒 じ 衛生的 意義と 憤 お 
I 人 もを 有つ る だら ぅど 思ィ〇 

.歐 洲戰報 

旣往 十八 日閒 最も 猛烈 じ繼績 中なる 
1 佛國化 部 じ 巧け る 雨 軍 S ' 會戰は 本 H 
日に 至る もを だを お 面 じ 重要な る 
I 鍵 動を 巧す が 姑き 巧 磯 的 勝敗を 見 る 
じ 至らず、 巧 ま 月サ化 H 0 ホの 戰極 
じ 止 ゎて 镑 ずる じ 獨軍ほ 右！^ じ^ 
j 旋 .圓巧 動は 稍 やす 見者 ぁると 同時に 
連を 軍の 中堅を 突破せ んィ」 試み 敵め 
ぶ 嬰を 弱めん どした る タント パ ミ'^ 
グホ 面の 濁 単の 戰 略馳騰 せる ためみ 
I 線め お 薄獨軍 じなりて 頗る 不利なる 


拂 はない ので ある、 愚劣な のは 名 ± が 如し、 東部 プ P シヤそ 面の 獨電一 


を 知つ て ゐるピ いふ こどを 誇る もの 

である、 誰某は 親を だ どか、 誰な は 

i 懇恣だ ごか 吹聽 する やうな 人を 能 

I 見受ける 、殊に 其 親ぶ ど 呼ばれ 懇愈 

ど稱 せらる 人が 祿 じあ 前 も覺わ てら 

I おない、 覺 わて 岩ても 餘 らを隊 をし 

一ない、 巧 際しても 認識を 挪 はない 人 

じ 限つ て 親友を 振 6 姻 はすのは r 師 

の悲慘 である、 を ± を 知 クてゐ る ど 

いふ こどを 吹聽 すを. のは、 典の 名 十 

ど 間 等の 绿 敬を 要求す る碟 もどして 

で、 大阪言 葉で 「阿ぶ らしい」 どい ふ 

空々 すは 斯うい ふ 無名 巧じ稱 して 一' 

柿の 轉 蔑を 禁じ •得ない、 撫名氏 じし 

て 無名氏た る こどを 白 家の 謗ら ど す 

る 化て ない 人間は、 おの 知れた 無 あ 

I 氏で るる、 殊に 親ぶ ど稱 してぶ ± を 

'馬ら、 あれは 斯う だ どか あ、 だ どか 

言つ て 自ら 高らん どす る じ 至つ てな 

I 隣むべき もみで ある、 人は 自 をの 僧 j 

I 化を 旨み で 認めない やうでは A 格 的 

破を である、 を± の あじょ^ て自を 

を 高めう やう どす る やうなら ぶ- 

め 人 おず 高の 知れた 人間で ある.、 さ 

うして 斯うい ふ 人 こ 限つ て、 所謂 名 

±じぉしたがら、 名±じ頭を下げた^ 

のがる みは 述お 性格で ある、 


且 侵入 L ホれ る诱 をを 繫谁 して ム 
み 逆 まじ 露領を 化かし 露鄰 ヮグソ 1 
間の 鐵 道を 中 謝せん く 試！： 目 ド 激浏 
じを 戰 中な b ど傳 へらる、 が 南 ホ 袖 
國じ 侵入せ る お 掌は 速 戰速勝 敵を 泊 
擊 して 濁 填 露み 圓 境に 接近せ る 要 漏 
の 地 クラコー 巧 じ 向つ て 進 常し つ f 
あるめ 狀 態なら 

獨 軍ア遞 ホゥ 紫 開始 獨 軍は 巡 口 

ホアン トヮ！ プを擊 を閒始 したる® 

の眾 おが 事は を 國 政が じ巧涉 しお| 

白 軍が 寺な の 高 トゥ ホは 紀を 碑を 苗 

用 じ 供せ ざる 事を 約す る じがて は溫 

軍は 成 ザ 之 等の 紀を物 じ おして ホ ゥ 

™ 火を 遠慮すべし W 中 込め b 

▲獨 逸の お费 iH 五が 方 弗 獨政麻 

_ は 過 H 輩 事 豐 どして 十二 億 五 千萬距 

のを 債を 漠 集せ るが 軍事通の 計算に 

ょる じ 獨巧か 一. H じ耍 ずる 巧 裳は 视 

I 族補妨 料を をせ 五な 巧 弗の ち 額じ卜 

るみなる が獨國 はるを 倚 ど 中央 銀が 

の借乂 額を をし 約 一一 十億 巧 弗の 

の 軍資を 得べ く 今後 ー ク 年な 上の 帝 

裳を まふる じ 足るべし ご 伯が 電報は 

報 やり 

A 獨領 アフリカ 降伏 巧國 政府の み 
一報 じ 化 わぶ 巧國 艦隊は 去 巧廿よ 日 脯 


^領 アフリカの 中央の 政 麻 所在地た る 

グユ アラを 占領し 植民地は 無 條伴じ 

て 降伏 せら ど 

が國 船の 化沒ご 抗議 英佛 軍艦の 
侵入を 巧かん ねめ 填國は アドリア ナ 
ック海 じがて 盛ん じを 流水 雷を 化 用 
しつ.. あ 6 て 之が 爲め 伊國 商船の 化 
I 沒 する もの 頻 々たるょ ら词國 ながは 
錐 那駐巧 使臣を 湿 じ澳齒 政が じ 向つ 
てお議 を申这 め^ 

グ ，マ ニャの 戰備 が ー マ ニャは 

歐浏戰 亂じ參 加 べき や 否や じ 付き 
本 巧 一 H の 御前 會議じ 於 t 其 巧 否を： 

决 まする 堂なる が 遇 日词國 王が 動 貴^ 

かを 上せし 隱一 大度は 王 じ 向 ひて 若 
し巧國 じ反對 する 戰爭 * らば專 等は 
蓄んで 么じ應 ずべ しどい ひし じでは 
r 予は獨 填 兩帝じ 約を せら 化 約束は 
巧ら さるべからず ご」 VJ いひし が樞 
を院雜 長は r 吾國 民の 眼中 じは 獨輿一 

なし ロハ 何人に も 約 ホせ ざる 答の グ 
マ 三ヤ王 あるの み」 VJ 答へ し 所 ょら 
をす る じ 王は 獨填 じ詞 情し 尚 ± 京 じ 
滯化 中なる 獨國 特使は な 方策を 遇ら 

して i 圃を引 入れん とつ i あ-®' ご 

•日英 秘密 條約說 

今回の 歐抑戰 巧 ど關 係して H 英兩國 

の 間 じ お 密條約 成立し、 目 本は 巧を 

のみ 亂を醒 なするな 検條件 ごして 邮 

奈太湊 州を 舍わ 英領 ± じ 移 おを 自由 

じん 國 せしめ、 ち 邪大塵 じがて 宜由 

巧 動を 執る i の默 認を受 くる V 」 共 じ 
I 英國を 通じて 一一 億万 弗の 外 廣を慕 集 

する を ご なれ b ごの 報 逆 あな 華盛頓 

ホを がに がて 禪 々の 臆測を 逞 ぅする 
じ まれる が 華 府當局 者は 最後の 通糜 

を 時 H 本の 戰局範 圍を摄 東 じ 限れる 
事を 推考して 化說を 信せ や英國 大使 
舘 じがても 之を 巧認 したる 上 巧は 日 
突 ホの 間 じ 惡感を 生やし めん どす る 
巧者 かの子 ッ造說 なる V < 、巧 一 H 
本' か 外 償の 募集を 爲すミ あるら 其は 
軍 じ 普通の 經濟的 ホ 法 じ 化る もの じ 
して 决 してな 治的惹 ホを をみ たるら 
のじして 决 して 敢治的 意が をを みた 
る もの じ ホず VJ 辯 明せ も 
♦おお 候 禍者豫 撰 翁 新育挪 おか 知 
お、 上院 識 員ぶ 他熏な るを 織を 撰與 

ずる 嫉 をに 於て 從 巧の 制' ミに 依る 時 
は 候補 考の 撰を はを 派を 化 おせる 爲 

派の コンベンション じて ホぶ する も 

めな りし か、々 回 人民の 直接を 術 者 

豫撰お 則の ち 施せられ たる 結 化 ごし 

て 新を 州 民は 去 廿乂日 最初の 巧が 豫 

を 投棠を 巧 ひた b 當日 候補を じ 巧 お _ 

せられた る 人は 左の 如し 
新 育 抑 知事 候補者 おち 窝 グリンを 


共和 黨 ホィト マン 氏、 進 ホ黨ダ ベン 

ポ ー ト氏 、上院議員 民ホ黨 ゼラ ー ド 

I 氏、 共 か黛ゴ グビ！ 巧 

黃白戰 爭不巧 免 

ン黨 領袖 マン 氏の 演說 
共が 黛の 領袖 どして 千 九 百 壬 ハ 年の 
闹黨 大統領 候補 じ擬 せられ 居る マン 
氏は 去 一日 比 律 賓獨立 まじ おし 長 時 
間の 反 掛演說 を 試み 最後に 於て 黄白 
兩禪 族の 衝突は 早晚 不可を ごころ じ 
I して 米 國は々 よら 國を巧 年の 長 計を 

思 ふて 非 島を 永遠 じ 保有し 同 島に お 
I 軍根據 地を 展 かざる ベから すご 諭 や 
、マン 氏演 說の槪 略ち のかし 
予は 諸君の 內近巧 じ 於け る 化 太平 
洋の發 達 じ 注目ず る 人 幾人 あらや 
を 疑 ふ、 目 ネか開 國なホ 短日月 じ 
してを 足の 進 ホを なせる は 巧を 巧 
ホ 未曾有の 事なる か 日本 ご 接を せ 
る 「世界の 眼れ るち 人」 支那は 今や 
日本の 前 槪を蹈 んで縣 じ巧醒 のち 

を 示さん どしつ、 あ &、 化ち 人 一 
度有餘 なる 人口を をげ て あ 代义化 

■の 精華を 吸収し なて 吾等 ご 產ま卜 

:み 競ず をな すじ まら ば 其 勢 莖し不 巧 

福い I 吾等は^! 人 
夕緋 斥し v ' i 而か 
も 吾等の 爲に其 巧 

I 戶 y 關 なぞよ と 云 

ふ斯の 如き 理屈は 

ザ晚 「方」 によりて 强 

要ゼら るの 時 至る 
ゃ 疑を し絲韓 I 韻 S 

ショゥ 突事實 どな b て 現 はれ ホる 
べきを 信ず、 はがは 過去の 歷をか 
不可避 事 VJ して 西 等じ與 へし 敎訓 
予は 化の ンョゥ 突か 軍 じ 商業 上め 
街 突 じ 過ぎ ざらん 事を 冀ふ ものな 
り ど 雖も而 かも 最後の 斷 案は 滅乂 

じよらて巧 へ られざる可らず云！ 
■獨お 陸上の 吾 軍を 施擊す 膠州潑 

内 じ 潜が 中なる 獨濫は 本日 陸上の き 

包 鹽軍じ おして 槐乂 をな も 敵の 飛 巧 

一 険亦參 加せ るか 巧 お 校 二 名 敵 彈の爲 

じ 戦死 せら、 陸軍を のを 報じ よれば 

靑爲じ 於け る 彼我の 野砲 戰は 目下 
繼嶺中 じして 敵み 一 水雷艇は 去 水曜 

化沒 せら ど、 衍 本日 午後のを 巧は 
目下 さぅ 海 作業 じ從事 中なる 長 巧 丸 

ホ 雷 じか {ら てホ沒 し、 死者 S 名 傷 

者 十 S 么を 出しみ じ 迷 送 船ち きかは 
之 ホ 水雷 9 爲 損を 傷裘 b 死 一名 傷者 

み 名を 出せる 旨を 巧 をら 

二目ち をを 電) 


n 




大 

正 

ご 一 

牵 


巧 

ご 一 

日 


ぶ 


驗 



第 

さ 

ホ 

十 

を 
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•柿游 どなれる 銳 ぶ： 継化ヒ ツセ グ 
三東奶 ぶ-結な ヒ .ッ ^ が剧 卓け じ 煤 
おし 進んで 吾带の 補處ご なれる じは 
なき 率 情 あ- 〇挪 も： 猫 道は 濁 逸め 政 
.脯歌 架 U るら お 面卜； 獨だお 川の 军業 


がる 關係 上徵 が 補 娘を を れん どせ る 
ら の、 如 < 巧閱趙 はが 渡 裳 檢巧巧 頭 
，乃！ 問題 たるべし 

附記) 山が 拽 道に 膠 測ょ 6 巧お府 
じ 通じ 總 巧ち 二 だ お 十二 哪 で 九が 
四 年の 牌 逆」 し，'- 獨逸 政府は 数问 I 
二 千と： り 十を マ^ ~ ク の巧赏 をな し 
徵ぶ 家ヒッ セルを 巧 命して 經營 S 

化に 當 らしめ 劇 逍化木 じは を 部が 

を 巧む ホ 河瓣化 巧 じじ 二が 五十 米 

お 岛上大 橋な 數ソ所 じか-- 列が S 

速力 じ ~ 時間 S 十啡 じして 開戰前 

獨逸 政府が ホ國 化が じね 渡さん ど 

むし わる ホ睛 に 一般 憩 者の 記臉じ 

巧なる 所。 り . 


户 みの 乂戰從 軍を 娜 誘し 來れる じょ b 巧 じ 巧みを 目 (軍 量が 畏伽數 一を 明 瞬 

陸が 省 a 旣じ おの 人 撰を なして 派遣 互つ 人目に 着き 易き 様 お 記すべく が 

出 鞭を かじた るが な 上 五 あは 共に 露らざる 摸を には 所を の 制 滅を受 くべ 

き诗 通碟 ずる 所 あ b た b 

•まが 批 政の 窮乏 支那は 批政 窮乏 

し 本 巧みの 中央 官を 俸給を 部を 挑： ふ 


圍が戰 軍 総 司 か 部所 おどして を 軍の 
笠な 


なし' 牌 員 じは ホく 义那 人を 化 用し ♦細 秘夕 率は 當か從 ホの 儘 H 本 政 


♦能國 特化 獄迎ど ホ 朝の 巧 お- 

萬國勸 化ゼ八 モニス キ ー 々縣は ホる 

-h 1 H 入.： がの ホ 朝が を ホ 面 よら 盛大 

なる 槪迎を 巧け つつ あるかぶ 化 命は 

; U 潔 親 壁を': A どせ る 掌 勿論なる も お 

一坡 政治的ず かを 遂ん ごじ あらや 1S - 

I 巧は 陸が お 術 部 委員 よら 成れる もの 

にして 露國砸 おがより を 巧を 受け 我 

; 凰よ 6 常蒂 おあびを 稅の 供給を 受け 

ん ごする じなり ど擧 へらる 

一 ♦中 野 氏の 交 邪 巡遊 ま那 巡遊み 中 

を鼓營 氏は 舉ス 並が 訪問 後 漢口揚 ず 

一江 一帶 のを 梅 裳 地を 巡 巧し 出 ホる ホ 

I け ミ 那お業 あどな をめ 疏 通を 針ら ホ 

i 巧 初巧歸 朝の 豫 ぶ；：* り 

♦人 V む祿め \L 冷 蘇な 6 當 おめ 格 隅 

嚴 重なるた め戰 報の 到着 稀なる も靑 

爲 のを 要を 略 巧く 開城に 裝 しが 人 

も 疑 開を がまざる ため 人必你 めて が 

靜なも 

j ♦慰問袋 海 贈 盛ん U b を 地を 國婦ん 

I を ホ じが 人後 抜を ホ哨じ V ； 出征軍人 

_ じ 對し藥 お 給は がきが 他り 用な 瞒お 

中なる が 円お锁 巧な 时 W 榜が贈 被め 

~ て 盛んな々 

•H を 隊地當 か バク發 をち 發電に 

- よれ ピ靑な 出征の エを隊 は旣じ 第一 

i 防備 線附 あじ 巧が し. 前 雨を 所に 埋巧 

I せる 地ぶ 乂救侧 を バク蠻 せしめ 尙引 

I き 績きホ 兵め 前進を して 危隙 なから 

じめんが ため 巧 じ 敵軍の 做 火を 避け 

瘡險 をけ して バク 凝が 業」 お 奉 中な 

j ちごを へら 

睦带將 校 五名 歐洲 大戰を 軍恣阅 

j 陸軍を は 円本 政が じ 向け 陸 带將校 五 


せ もれつ 5 あ 6 

♦革命 躁懸 赏補辨 支那を 患は あ ホ 
j 革命 黨員 幾滿 州を 化 巧す る もの 頻繁 
i:* るを ホ 常 じ 恐怖し まが 鎭を 左將带 


1 蓝恩遠 巡 逆 化 季憲觉 S. をを W てを 倫を 要防嚮 線よ ら二哪 ザの 地点 じがて 


黨 真を 捕 織す る もの 义はぷ 巧 だを お 

吿 する もの じを 额の赏 おを 典 ふべき 
旨か吿 諭を を せら 

义滿洲 じ 於け る ぞか黨 封 等は 南が 測 
じがけ る ぞ那官 患の 懲が嚴 粟なる ど 


1 旦 つがめ 化の 事情 どじより 諸 柿の 剌を靑 島 ホ 面-し 驅逐 し、 吾 霞は 英艦 

I 策 上 不便 わし どし、^ 八 ビンを 巧 源 一隊 ど おじ. 同じく 海上よ ら砲齋 じ 向つ 

地 どなし おら 機の 熟する を 待ら て大 I て 砲裝を 開始し、 敵 施 臺も么 じ對し 


活動を なすべ <目 下準備 中なら- 


避難の 留學 生廿九 H 井上 粧巧大 能は ざら しも 兵 舍ど覺 ぼしき を屋を 

化よ b 义が堪 じ 達した る 報を によれ I 破 壌せ b、 さぅ お 作業は 陸上よ ちの 
ばぶ 後め 倫 敦滞巧 避難 お學 生は 左記； 巧曹 じも顯 せず まを じ繼樹 中なる が 
干 一名な b 吾一 船は 敵彈を 受け 二 あめ 負傷者を 

巧 野义吉 .をな 高等 師範 .} ▲大願 义 出せり 水上 飛 巧 機は 偵 おのた め 欠. 


I 府は H 獨國 を斷絕 みお おどして 一昨 ~ 能 じかき 化 際 亂黨の 蜂起は 最も. をが 

年絲 結み H 獨 通お條 約を 破 楽し 自國 

じ 不利益の お 率を をく 改訂し 稱べ 
旋會じ 際 曾した れピ 俄か じ 之 を 挺が _ 

する にがては 外 越 貿あ化 害を かるべ 
きを 應 6 ホ 年 一巧 I 二十日まで 變更せ 
をる にがを せ も 一巧 上 東京 十 化 H ) 

•獨逸 お學生 渝歎經 山避雞 井上 大 
I 化め 報吿じ 依れぶ 綱 逸よ b 巧 國じ引 
殺げ を t* したる H 本人は 總歎二 一が 餘_ 

あじして 内 八十 二 あは 八月 二十 化 H 

i お欽 おのな 陸 化 じて 絲國 しお 他、 k 米 

I 國お ぐは 加 無 义を經 て 漸次 餘國 しつ 

つ をら 

« 靑嶋 嬰塞戰 

お 進の 攻擊法 じは 强襲法 ど 正攻法 ど 

め b 强襲 法は 敵の 防備 力微 r あなる 煤 I 

なに 用 ひらる H 淸戰 巧の 時 旅 順 要塞 

は 吾ず の强 摧を雖 じより 脆く も 階 落 

H あ 戦ず の 際 じら 吾 軍は 巧め 强 

裝 化を 試みし も 敵の 防備^を 外に も 

お 脚なる を 知 ゎ 正を 法 じて なめた b 

化 巧を けを 通が ぶび 散兵 療 じよ b 漸 

み じ 敵 壁 じを なする 方法な b 散を 濛 

は ホを が 身を 隱 して 敵を 射擊 する 療 

レして 敵彈を 避る がた め 敵 壁 じ驳し 

\ ホが じ 之を 設< 正を 法 じあ もては 

I 化の 徵を 媛を 幾 線 も 設け 漸次 敵 壁 じ 

おを し 散 広 ハ 後間は 電化 形のを 通路 卽 

-b r が) を 設け か 互 間を 速 絡す 電光 お 

VJ なすは 敵の 射擊を 避く る爲 なち 此 

して 愈 敵 壁じ藥 A する か 或は あじ 

I を骄二 棉の隨 道】. を 掘 6 て 飯^ ィ の 

W がすに まらし め 化に バク蠻 架を 裝 

拆し敵 八ィを 破が せし むるなら 

一巧を の防概 工率は 第一線 及第 二 線 じ 

かれ 蹤 一線は 搂 固なる 淺八ィ 五 個 ぁ 

第二総けビ ス マ }ク砲莲、 モ 产 卜 

ヶ 砲を ゐり而 して 堡^ ィ 外に 史じ鉄 

條納 、鹿を 欺を ゴゥ 等を 設け ぁ り靑； 

较耍 塞を 部の 防備 3 お 巧は 當年旅 順 

み 工事 ど M 1 お 度な ゎご 言へ ぶ 吾 軍 I 

靑岳耍お巧擊戰 じ は 夕み正攻法用 

らる べし 

ホ國 輸出 おを 怠 岡 商工 局を はお 

U を 熙簡業 曾 難所 じ おし 米國 純良 食 一 

巧 お條仲 S 實地じ 願し 今後"？ 固への _ 

輪 おお、 を 帥 錐 詰、 お 詰、 樽 詰 等のを 

巧 おぶ び她 、ホ增 、鹤她 等 其 他 I がの 

をが おは 閒條例 第 乂條じ 化ら 其包裝 


おを 訂正し 申出を 潑 おして 結 巧す 
こど； な 6 裁判所は 當 時の 事情を 熟 
かする 陸軍 少將 をが 實信巧 を 喚問 じ 
し ホたり 

•膠 洲灣戰 報 

支那 兵菩带 をが C 


i 


吾 軍が 島耍 塞を 閒む U 本 軍な 廿軍 軍膠渊 鎭南輔 遮を ち 題せ b 斯は獨 


八 y 正午 荷， 鼠の 重要 防鑛 線を 船 敵し 

~ 得べき 同地 周 倒の 高地を も領 せる が 

片 化 H のる 報じ 曰，、 み 擊は村 日拂蜡 


一 開始せられ 狼 陸ょ ら發 がする 探照燈 

ホを がび つ； 獨 軍を 裝 おせら (廿化 

U 倫 敦钱) 

▲海上 よらみ 施擊吾 軍は 化と 日 お 

I 朝よ b が じ 入る までを 擊を繼 樹し敵 


て 想 砲せ るが 差した る 損 寒を 巧 ふ 


五郎 {閲 上 一 ▲が 森る ホ郞 (文部省 大 

鹏照太 部 (と 田； 暮ホ淳 問】 A . を 藤 ー ホ 

义洲 大學一 ▲夕 田を 云を 郡大學 )4 
I 脚 島银巧 (ヵゴ 島 高等 農が j ▲山 田 本 
太郞 ( 盛 岡 高等 農が} A 营 巧を 男 (新 
I 瀉醫 學專閒 A 福 旧 常 肋 君を} ◄ホ 潍 ~ 

誠 內一駐 費】 

大山 元帥 代筆 事が の魏お 大山 元 

I 帥の 摊奄を 化 筆せ し 元參謀 本部 員 お 

敬 信が 大山 元帥を 相キ 化り 代筆 料 二 

千 四な 立 魁の 請 ホを なせし 事件 口顚 

辯 論は-一 十八 H 東を 地方 裁判 民事 第 

一二 部 S 郷 裁判長の 係 じて 開を をれ ぶ 

.原 吿侧化 巧 人は 齋藤 二郞 、佐乂 間 I 

の 兩巧態 ± 被吿 側は ホ渾 を 太 郞巧厢 


ベから る ざ ものなる， とを 證明 せら、 
一飛 巧 機は 敵 グイ じ バク强 を 投下 命 
|中せしめて損蕾を巧へたら ^廿と〇 
陸 単を 報) 


吿 側は 相當 なる 報酬を 巧る 契約の 下當 U 砲 墓の 効果 じかて はを だみ 詳細 


を 世 凱は 巧め てち 邦 兵 と U 本 軍 どの 

I 衝突を 避けん どす る も 山 巧 省 内の ち 

那 軍隊は 獨 逸み 力の 感化を 受け おる 
一 ふ 甚だし どは 政府 郁 巧が 力 者の 語る 
所なら {廿化 H 媛】 

本が の 鐵道お 題 H ッ キス チで 
テ レ， グラフ 上がを 電 によれ だ： n 本 


一軍が 戰圆協 域外 じ 地 常 火を 敷設せ る 

ミを 發見 也る をな て獨 立の 中 ホ 違反 

が畿を 覆さん かためなら ど 知らる ど 

(倫 敦サ化 H 發) 
▲日本軍の 規律 厳正 山 東を ょ b 化 
一京に 巧れ る 一宣 お 師の談 じ 化れ だ お 
千の 日本軍の 支那 入 民 じ 割す るが 動 
は拖 めて を毕嚴 正に t て 彼等は 鷄を 
强制 的に 徴發す るら 巧概巧 上の 代僧 
を 支 拂ひ巧 民を 酪 遇し、 或は 婦女を j 
侮辱ず る やぅの i はみ してな しど 
ホ 化 H 化 京) 

A 背 飛行 除 バグ 彈を投 ドして 敵 艦を 

毁 く' おが 巧 欧は去 かよ 日のを 擊じ 
參 加し* V 巧ャ ー ド 巧 高空ょ らバク 
禪を敵 艦 じ 命中せ した 6 めたら ど 明 I 

f 日し 尾れ るが 當 白は 單お兩 葉 飛れ 隊 
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をして 愛嬌と 振 まかしむ る 堂なる が 

台鮮 總が府 よらは 基 憐あ 販路 猫 張の 

怠が じて H 巧 一 萬 凹の 補助を 下附巧 

をし H 本ぶ 業 組を よら も 二 千 脚め 徘 

助 ある 山、 巧： n 本が はか 巧 末 よら 着 
手せ る篱 なる がが 敷地 面 脂は 約 巧 坪 
じし. 1 針を 法 どして は十數 補の H 本 I 

~ 式 余興を お 巧の 绪な るが 余興は 旣じ 
一六 郎 巧の 申込 おゐ 6 食 社は 底廉 じて 
權 刺を 賣巧 する じ 付が 望 者な 至 幕 申 
込まれた し VJ の带 、み じ 日本 お 姑 物 
陳判檐 は外國 巧術雜 巧の 一部 じ 約 一 
离扔 'の 面 帖を稱 て 之に 當 つる 計盡じ 
て 該陳别 棚は 大正 蹲覺會 じて 使用せ 
る 向 木 をら の 棚を 其 儘 用 ゆべ しど 
拳を 怖 出な 灌査 は旣じ 結了し 合格 
せる を祁 出品 總觀較 は 八 千 お 育ぶ 十 
韻 じして 巧 お術舘 出品の 鑑 をは 十月 
ザ々 開始 さる、 酱 なら 


-じ 奈馬大 博延朔 せず 

一 网勝獅 ラブ ィァン 氏け 去か阳 H じ奈 

贿 太平洋 化が 大瞄變 脅は か 何なる 事 

I 楠 ある もみして 楚朔 されず 义た今 巧 

か峡师 大戦の あ 嘗てを W せる 諸 外 固 

I 中ょ b 赞問 おおの 通碟 におした る靠 

1 なし ど 正式 じを まずる 處を b たな 

t 讚 隙 協 錠， 卫案 

A 喫茶 おど H 本が の 計 藍 


參出雲 濫微迎 さる 去サ S 日が 國审 

總出 雲ビク トブャ じ乂潘 する や濫長 

な 山' 大を はか 何にも 餘が あるら の 

かく 午前 じ 化 づ乘化 臭の 四を の 一を 

上陸せ しめ 午後 も 亦を 替じ 上陸を 評 

せり 加奈陀 陸軍の 大佐 n ィ 氏は 正午 

を 式 じ お 蛮 艦を 訪問し ンンボ ー の锻 

を， 亦 訪問 せら 午後 一二 時 じ アット ホ 

—ムあ b て化留 円本 人を 招待し 相 撰 

ぶ 他の 餘與 あらて 非常 じ盛會 ならき 

♦観 ホ蜡 ご溢淨 巧涩澤 中巧耐 氏が 

桑 巧 觀ホ幽 組織 じ 就き 奔ホ いなる 樂 

は 過り 所 帮の如 < な るが 聞く 處 じょ 

れピ巧 氏 ホ吗じ t 實樂 脚を 組織し 巧 

年が 巧兩氏 共々 大槐觀 ホの 途じ 就く 

な靈 なり ど 云 ふ 

♦间胞 船員 八 名 無事 上陸 前々 號の 

紙上 じ澈 寧せ し 移民 巧 拘禁 中の 巧 胸 

船員 乂么 じがて は 其 後日 會の手 じて 

视 々盡力 中なら しが 船 貴じ對 しては 


巧 年 一巧 ザ U をな て辭 催せら る 可き I 衫巧 法を 適用せ 中 ごの 特別 親定を H 


或 港稱瓷 おじ 於け る H 本 協な 曾脏い 

現狀じ 就いて 聞 < じ柯大 隙め 位潭は 


本 ご 取 b 極め ホる， 所より 移民 官 はを 

八 名を 解 化し 彼等 過 H 無事 上陸して 


巧 W 上がに 化しを 述 3 巧 を も 善くが す 下武巧 東京 箱 じなら 


た 巧 闽は自 化の 風锭を 利用し 山 あり 

搔を b が をら て 一搞の 帯圆の 如くな 

i るが お 内の 建築物は 八を 姐 ゎ 踐エし 

^ 敷地 中の 道 略ら 胳お 化しを' が 喫 あが 

: はーグ 月な がょり 工事 じ 着手し 請な j 

人ぶ ザ 氏監な S ' 下し 十 お S 大王ぶ み 

の 人夫を む 触し \频& レエ 举だ をき 

.つ、 あ b 閒喫 おおの 罔瞄 じは 純 U 本 _ 

一式の 庭 剧を築 遇し 黄む 赤紫 等 四 期の 

I を 化を 恤 わが 巧げ むる が吿 などして 

な 日本よ b あの 巧 木を 輸入して 么を _ 

i 間 脚 じを 値しぶ め 木を ホ だ 知らざる 


♦巧が をが 戾す新 肯敎會 じだる ぞ 

藤 菜は 昨を 當ボゾ 曰 I ドゥ H 1 U る 

ス り！ ン 辦行學 校に 入校 月謝 二 唐 お 

十 弗を 前納せ るが 间 人は 都合 上 間 も 

*ゴ< お 巧し-解 巧 月謝の おじが き學校 

ど 悶着を 起して かが か Vu もしが 化 段 

U 本 乂會の 助力を 待て 巧 謝を な戾し 

たる お 

♦入院 中 9 同胞 メ ー ビ ー 博主じ 書信 

す 额脊 々ウン テ I 、 ビン.；； ムトン 

なる 糾立 おお 入院 中の ジ！ 由 中なる 

H 本人は 過 H メ！ ビ ー 博 ± じ 手紙を I 


歐乂 -5 の お覺じ 供せ しむべ < 巧に ぉ_聲 なて 自 かは 今 おさむ かけて 居る か 一た か 何す るか おらません 去 四十 五 企 




何卒 救助し 吳れ よど 言 ひ 越し だか 博 

立は 多を 精神 じ異 がめ る ものな らん 

思 ひたる ら棄て 置く 譯じ巧 かや H 
本人を じ 巧が 取 計 ホを 化賴し 越せら 

W 人を 知れる 人は H 會へ 出頭の 上 故 
聞を はす ホ 宜し かるべし 
♦高 旧 博 ± お 旧巧證 ± 1 行の r が 息 
去る 廿と H 难盛頓 じ 珍 旧 大使を 訪問 I 

せし 高 田 博 ±增 田化證 ± 1 巧は を 府^ 

に ゥィ グブン 大統領ぶ びブ クィン 固 
が 卿 ごを 見し 一日 费が並 じ アト ラン 
シク ボを 見舞 ひ歸 紐せ ら尙傑 ± ) 
巧は 巧る 五日 午 巧 出 發ユユ ー ヘブン 
じ H 1 グ大學 を 視察し 更じ ボストン 
シヵゴ 巿 等の 大學 制度を 硏究し ホる 
二十 H を 渚 お 帆の 天 巧 化 じて 歸 朝の 
を じが < ベく 「又 お 旧 大山 両氏は 當 
じがて 博 不一 行 ごを 離して を 地の 實 
菜 教育を 視察し 十一 巧 S 日出 帆の 地 
巧 义 じて 歸 朝す る iw ぶれら 

本人 會ホ 催の 大 が 說會 本が 正 
と 時半よ b 巧 五十と 了 目 ヵ ー 子 VI 
ホ ー グじ 於て 早稻 田大學 校を 高 田 法 
學博 ±實 案の H 本社 長增® 代 黨古巧 一 

i 京猶町 紐を 敎會 牧師 網 島 巧を 一二 氏を； 

おいて 盛大なる 演說 食を 傕ず事 どな 
打 ゎ、 尙间お 离峰傅 丈は 司會 を どな 
り 今回 新 ほせる 總 領事 中 村 巍巧も 
煤の 挨換 ゐる尝 なれば 今回の. 觀說會 

はを めし 盛會 なるべし どい ふ 
参 コ n ン ビア 學 をを 本 H 正午 おが 舉 

にがて n 0 ビア 大學學 生會例 會を閒 

き 新舊學 をの 送迎 會 をなず 尝 尙树會 

へは 离田博 + 網 島 牧師 も 出席す る 由 

♦網 島 牧師 過日 軟洲 よも 巧 着嫉巧 

爲 造を 宅 じ 滞在中なら 

•お 賀熏昂 巧 巡 日 ホ ホ 日本 お樂部 

滯巧 中なら 

ホ 山 潜 氏 ホ 米 社 會ま義 者なら 間 

巧は ま 二十四日を 渡 化 じて 沙港じ 着 

せる 由なる がに か 同地が 字 聞 新 記者 

じ 語る 巧を 聞く じ 左の かし 

「おか 此 シャト グを涩 過して 歸朝 

したのは 今から と 年 前でした 御 承知 

のか < 日本 じがけ る 社 內ま義 若の 拘 

ぶ 非常な もので 殆 であ 害 ごい ふ 程で 

3 私は 元 巧穩和 派め ホです か tt 食 ホ 

裝 をと いへじ 無 お 府ホ義 者の か < 見 

だれて 巧ら 日本では か 何す る 奉 も 巧 

ホません ので 海み じ 巧たい ど 思つ て 

ゐ まし だか 恰度 本年の 八 巧維那 で-万 

齒 な 會 ホ義大 を か ぁるので が 食を 則 

し歸途 米國じ ホる、 む算 であらました 

か歐 が 大截 のた め 渡航 出 ホますまい 

之から 加州 じ 巧く 考で すかが をは ホ 
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•化 西日本 移民に 就て 
(承前) 圃南生 
巧 じ ブラジル 巧殖會 社の ホ設 をた る 

靑柳 郁太郎 巧 補助を 解除 後の 善後策 _ 

じがて 伯 國强浏 烟を使 じ 五ヶ 條の建 

I 策を なし 同時 じ 目下 サン ポ！ n 政 巧 一 

じ 向つ て 直接 之が を涉 のか じ 當られ 

ん 事を 提議した る 事 あ b 氏が 今 日の 

地位は 洲か麻 部內の 有力者 間 じを々 I 

の戟 望を 扶椎ゼ しめ 其 制度 上の 關係 

じがても 亦々 かざる もの あれば 細を 

便 も 氏の 手 腺 じ攸賴 する 所 あ b 遂に 

ぶま 張を なれて 巧 面 應酬の 化 じ當ら 

じめ た >、 昔 等は 夙じブ ラジ， 作 人の 

巧 事情 事 的なる を妒ゎ 义靑柳 氏の 渾 

動 贊出所 じ 付て 或る お 力なる 脚 体の 

後援 めら わるを 熱 知 甘 ざ ゎし じ ホず 

雖然 一圃 一 測の 巧 政 機 願が 梅々 たる 

洲の手 じ 據て轉 々じ 左右し 得らる 

程 無ホ義 無を 見なる やじ かて 頗 & 

がを 柿み たるら のな b がに お然 氏の 

を 巧は ぶ 後兩云 回を おでず して 失妝 

じ 座し ねる ものの 如く 今や 東が 竹 か 

の兩 を ほ當 業者 等は 氏に 代つ で 再び 

化の 方面 ょら 么か蓮 動を 試みん どか 

溯 せんどす るら の \ 如し 然れ どらが 

等 どて 靑柳 氏な 上柯 等の が给 あ-りご 

いふじ あらず 只 夫れ 經海 なて 万一の 

緩 俸を 巧 せんごす るが 如きの み而か 

ら 吾等を 0 て 之を 觀る么 れ化じ 広 ハを 

おらす の 策 じして 吾が 樹 化が はの わ 

かを して 益々 不利 じ 海き 之が 化 底を 

I 脆 おならしむ 所 0 じ 過ぎさるな b か 

が 當树者 S' 化 諮た る 能く 這般 問題を 

W 等の ホに 委して がて 願 慮す る 所な 

きが かき 之れ 夫 S 間 題め 範蹈 かがに 

を お事棠 たるが 故に 然る か 或は 彼 巧 

雜 暗にが 巧じ對 するな 巧を 重大視 t 

て 错踐遂 巡 ホ だ 自ら 進んで 么じ處 す 

一定の 解 案じ 倒 速せ ざる じ 化る か 

を樂遂 じぶ 眞義の 那邊じ もる やを 输 

化する じ 巧し わ ど 典 じ 巡 去 じ 於け る 

おかお お 政策 か實じ 神經的 じ一. て梳 

撫 なる 商 もじ' 愼熏 なる ち 認を爲 す 化 

じ 又が々 踏 踏ず る 巧 あるを 觀 ては 

义一 かのを なき 能け ざるむ b 

I がら ど雖も 吾等は H 本 政府が 聰 b じ 


の 不利なる もの を觀ざ る じあらず 猿 

あ 民當業 等の 道 殺め 雄 動なる ものが I 

镑停的 一時の 巧 果を齋 ず ものな きを 

豫め がし 難き もの あち、 然 かも 今回 

み閒趙 たる 單じ 補助を じ 限るべき 問 I 

j 題 じあらず 又を 民當業 まの 利益の 爲 I 


る 重大なる 眞 面目の 問題なら 掛お移 I 

民政 策の 糊 也を 胳充 し其强 固を 增進 
せん 単を ま 眼 どせば 强香 政府 當お者 
たる もの 自ら 進んで 其衙 じ當ら ざる 
ベ けんや 而 して 移民 當 業を 等ら 化 ド 


モ デ''-^ する じげ 巧らん ど 云 ふ もの だ 


参變 物の 野 口 氏 巧 口 魄± のこ ごは 

嘗て 記載せ る こど あらしが 福 島縣の 

お 身 じて 十四 五 年 前 樹巧醫 專問學 校 


始めで 當お者 ど 相協識 してな て 時な 化 脇 醫 ± の學 塾に 入- <= '臀 術閉 或試驗 1 

の 進 涉じ關 する 所 あらんの み、 彼等 じを 格した る ど 共 じ 化 里 一 降 その 細賴 


盛なる 黨巧 上ぶ 見地ょ ら旣 得の 利權 

を 犯されん 事を 恐れが 社 相反 目して 

を 譲 妥協の 誠 息な く 0 \ し 政が の ホ 針 

を障審 ずるが かきは 彼等の 將巧 じが 

不利益を 酸す のみなら や ホめ 事業 

業 上の 稱 也 じがる め茹 しきもの なれ 

ば 深 < 自ら 反省す る 所な からざる ベ 

ら ざるなら 而 して 政府 も ホ 彼等の 幹 

礎め 勞を 執り 極めてを やなる 站 地ょ 

を 社の 權 利の 均衡を 闡 b ぶの 巧 想 

中る 移は 磯腳の 統一 じ 遜さざる ベ 

ら中 之れ 卵ら 內逐 を一祿 して 外を 

じ備 ふる 當然め 順 巧 たるべく 叉 サン 

ポ！ 。化が VJ 巧涉を 開始す る じ 常で 

お晚 何等かの 解み ぶ 要すべき 化决閱 i 

越たら やん ば あらや 

當 姑を 人 あら 蓋し 大： W を 瓶る、 熟す： 

るら の あらん 復た再 等の 冗語を おぬ 

るを 要せざる V しと 雄ら 移民 事業 じ 

蝴 しては 常 等 多か緣 因の 殺から ざる 

蜡 ホが する ものな きじ あら ざれば 敢 

てを じ 自ら 懷炮 する 肺を 披歷し 之て 

を 識者 じ 間 ひ 併せて 當巧 をが 時 巧の 

處埋じ 違算な からん 事を が聲す もる 

のなら 

を獨婦 、を 蜜に 持つ 同胞 

y 濁の 巧を ひが ソ 《 -- 始ま シた今 

U の 先づ德 単を 巧を 祝 おなん でじ獨 

速 大巧 絡から 案み をを くる 位め 處じ 

當 いて 词胞中 獨婦を 妻 じ 持つ を 十を 

醜べ ると 麻 白い、 第一 じ 現は れ岀る 

は 來國を 使 時化 じ 時の 外な 大朽 小が I の 

"詩 太郞 候に 訓 がを 發 したので 荷 名な 

靑木 巧藏で だが 而し於 ん なき 後の 婦 

人は 獨逸じ 絲られ ねさう だから 化を I 

はを & だかは 大學め 雑 堂で が氣 で‘ 江 

巧は 下町 趣 ホを 敬 吹 するど お ふ 法が I 


郞巧 一二 缉口お 服な 員な 屋貞一 君 ど 云 ふ 

順序で ある、 さて 戰ホ どなる どか 巧 


がを 大 じして 表面 よらを々 たる 國 際に H み 巧 f じ 嫁して 國设 どなつ 

的を 涉を 持茲 むの 時機が おじしで 巧た どは 云 ふ もの！ ホれ •か ホれ である 


から 克巧獨 逸に^ 情を 持 もた かる 事 I 

はない こら 限らない、 從つ -1 夫婦の 

は 閒も禮 1 戒义化 間の手 前な での 爭 I 

I 却々 お 風たい などまで' 巧かぬ かも 知 

れんがが 處は悟 得が 必要で 補 振ら か 

ふ も 何 ごやら 化嫉を 女性の 也 瞄じま 


めじ 犧 おどせら るべき 問題 じ ホず し ~ でで 立 韦 つて 彼是 云 ふは ホして ホ 凶 

て 度-し 五 宿 囊篇蒙 馨じ關 す ~ 曼璧ミ いをから 何ら？ つ 瓦 I 國露刚 fis 御成功を 祈ら 豐 


研 兜の 巧手 ごなら 巧 兜 じ 巧 ふ 巧ホ國 

富篆 。 ッ ク フ エ ラ ， 硏兜所長 フ レ 
スモ 八 巧め 巧 朝 じ 際し 閲氏 じが はれ 

て 渡米し 爾巧九 年の 間 岡 硏究所 じあ 

て 研 兜に 耽ち 居る 篤學の ± な 6 蛇 

赛の研 兜を 初め r 徴毒病 源の 純 培養 1 

「な义 病源發見 .」等は 世がの 醫學界^ 

を淺 動した る 新 研究が 潑诗 なる が 之 

ど おじ 博 ± は おおの 獲ら 物 じて 驚く 

きべ おの 無頓着 者な b がて 高木 兼を 

おが 渡米 視 祭の 際骄育 じて 某 病院へ 
め 案 巧を 賴 をれ 途中まで 速れ 巧き 俄 

かじ 用事を 思 ひ 出しを の 儘 高木 巧を 

其處 じけ 擲 つて 歸 てつ 化 舞 ひしな ど 
輪ら しからぬ 例 じて 化 奉じは 殆んで 
仙人 間 様なる も學間 じかけ ては 驚嗦 1 

の 外な く 河れ もノ！ べグ货 おを を 頼 
べ卜 しど 


I 養： 


4 \ 

(( 


投急詔 


: •が 


へ 一 每を御 引な じ預 ^ ょして 
難 有く 仕を はせ じ 存じます が 手前の 

ょら 差 上げます る 御酒の k ごは ホし 

ながら、 無 赔じク ダを 卷 いた b、 唔 

雌を 化が けたら、 スユャ をつ かクた 

なな さます ど、 外の 御を 樣の 御迷惑 

け 申す まで もな く 第一' 手 共 前の 瞒巧 

は 上つ た 6 じな b ます ヘィ (某 料亭) 

A が 瀬 ド クタ ー め ォフ ィス じ 遮が あ 

るな でど惡 口を 吐かす 奴は 眼病 患を 
じ 違いない、 餘 計な 辯 誰 

を 言 ふでは ない がが 瀬の 機 師の淸 潔 

を货 ばれる 事は 誰でも 知つ て おる 通 

りで オフ イス じ 座 一本 あつた 串は な 

いぶ 者 じ對し 特に 親な だ どの 詠 巧よ 

き词樹 帥を 惡口 するな では 其 だ 怪し 


て 御 無事 御歸 米を 奉が 假 どやつた な 

父 も 廚吿術 じがて はな か-^ 隅 じ 思 

けんで (見送 A】 


貸間を 


り 


淸 潔に ステ！ ム 、バス 付の 
八 1 ム 、ア パ！ トメ ント 日本 

人 じ 貸した し 
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暑中が 業 化 お 候 お 巧 化 
月 一 H ょら 諸事な をの 
上 巧び 開店 化ら 精々 

大勉强 s § 
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本から 妻 君を 呼ぶ さう で •化 診 役の 

お 傑 君 も 某 白 类人ど 結婚して 墨 西を 一 

泌化じ 出かけ るげ な (同人) ▲背の 商 

さは 四 R 五寸 、化い 鼻の 上 じ 蘇眠銳 

を かけ ヶ ー ンをプ ラ さげて 背の 高い 

化ん の 妻 君ど步 巧いて る 所を おる ど 

凡で ボン チ繪を 見る やう だ、 加么じ 

二倍 もる あやうな シ ダー を 悔 へて 氣 

I 取つ てる 巧の 氣 加減 さど 巧ら やを < 

成.っもや？おらん子{隆鼻失敗生}^ 

觀ホ蝴 の 連中へ 御 毒 司 I 二十 人前、 巧 


ボストン 支店 
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移 

I 六 巧 一日ょ な 左記の がへ 移轉 諸事な 
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會ぉ御 料理 若松 

ち話モ ー ユング ザ イドと 一お阳 




f クタ， 村 瀬九郞 I 

東京齒驛專！®^ g ^ 
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扯化 

ザ 別. 
が 臥ん 
、e あ 


— I 為 慰に IT 巧が' かが 如，-- 挽に 巧 ホは 目 

麵 1/ 麵 I おじ 轉 校し 得る 便利 ホら、 何 i で 

も 敎へ柯 時 じても 最 あょち 巧' 殺す 
巧 謝は 至て 廉 なら 明 御 巧は 中 送巧筑 i 
~1 送ら 何時でもを 觀を 許す 一 

巧 壽年巧 一の 機酣 '思 ユ 苦 資 夏 〇1 SL 皇 SS I 
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ダん ベい 
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巧 6 ^ 

把 ye .け 

g グ冷 w 

T か E が Yk 8 
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紐 育 新教を 價 (前金 截稅 共} 
□一部を 五 仙 □ホヶ 巧み 一 弗 
□ーヶ 年み 金 二 巧 

モ九巧 十一 重 ハ 巧 什 四日 教を 院； 
越 可 一 

發巧兼 編輯 人 甲 裴健一 

あ 巧 所 •紐 育 新 巧を 

紐 育が 第 六 巧 二 一二 八 
をが 六 凹と S チ* グシイ 


目 本人は 忘恩 

の國 民な かる 


巧蹟 《米英 佛獨の 諸 國は當 初 何れも 百 手を 握ら 申 候、 要する じ 日本人を 


を自戳 便‘ おを 日本 國尘內 じ設慑 しお 
たる i 今日 H 本が 支那 國虫巧 じ 日本 


な 恩の 國民 なら St * び 傲 ざれて は >む 

外モ 巧なる 上、 日米 画を 上 じ も關係 I 


觀巧 巧を 設 混し邑 る VJ 閒 じから き) 致 候義ご 被が 候 間 何ん どかして 么を 


(彼 理誕‘ 生地への がを) 

志 贊重昂 

I 謹— おモ 萬の 養 じ 御座 懷得 共、 ホ 

一國 人が 目 本人を 排巧 する 口 實中じ 日 

ネ 人を 目し アン グン ■ — トフ グ どか ィ 

ングラチチク》ドどげび做し、 恩義 

; をからざる 國民 なら ど 唱道す るは 意- 

1 外の 事 ど 奉が 磅 、意 ホは ザなら 實は 

j が外モ .みと 申す の 外無么 候、 頃日 ブ 

1 ラク ン師 (な 星亨 、巧爵 都窥聲 六、 

I エ學博 ±白 巧 直 治、 島 旧 II 一郎 氏 等の 

游師 一の 言 巧錄を 閱讀致 候處右 ブラ 

ゥン 師 のみは 他の 米國 人ど異 6 日を 

人が 忌 恩み 國民じ 非ざる こどを 常に 

ホ 巧せ- ■: '云々 ご 有ぶ、 又， キク ブブク 

i 巧 十 近を の 日米 間 題 じ も、 巧 趙± は 

で 本人は 恩義を なる、 性質 じ 非ず 

I の 辨解相 見へ 候、 即 もぶ 反面 よら 趣 

I れば a 本人は 想 恩の 凰 おな b ごの 說 

1 はホ國 人の 間 じ 化 < 傳播 せらる； 義一 

i ど 被な 候、 今春 スコットが ± 曰 本 巧 I 

遊の 節、 词博 ± は H 本 最初の 師範 學 

一校 制舊 なる じ 日本 文部 當發 表の 円 

j 本敎脊 巧に K 3 ブトの スの 字す ら祕 

みす、 當 巧者の 巧 博 +! じ おする 待遇 

を 冷淡な もを 邀城 ごする 貫を 小生よ 

一ら 巧を 朝日 新聞 じ 陳述 致懷處 、膝 巧 

I 理 學博尘 (を 京 ホ國埋 巧大學 め駭學 

I 敎授 一よ bH 數敷學 のを 巧は 乂國敎 

一 帥よ ら巧授 せられた る^の なる じ 日 

本人が が舊 恩を なれたる は 遺 城なら 

コブ ト槐 ± じ掛 する 件じ關 しても 

を 党 (を おの 意見】 とを く 岡 威な 

善 送せられ 候、' ぶ 稻今目 大陛化 首相 

た b 、 珍 旧ず 爵米國 大使た b 、 而し 

て大隣 化の 舊師は ホ 人フグ 'ベッキな 

b 、 珍 田す の德 軸は 乂人 ィングな 

i 而も 化 等乂國 人の 性 名は 日本人の 記 

! 憶 よら 忘れられ、 ブラィアン どは 現 I 

来 國齒務 卿 ごして 知らる i も、 別 じ 

; 间 をの プライ アン (サム ェグ) なる 人 

お 正 四十 年 前の 今 H 、 U 本 驛遞巧 御 

; 傭 ごして H ホ截 保み 巧 細則を 制を し 

自ネの截ををを<獨立せしめたる大_ 


ゐら しも、 化の かき 一事 實は 日本を 

_ 盛 あじ 一 も 記せす、 ブラ インの ブの 
字 すら 載せざる は、 成程 ホ 国人が 

本人 を旨し アン クン！トフグどか 

ングラ チ チウ ー ド ご 呼び 傲ず も 無理 

からぬ 事 ご 被 お 候、 然 らば 小 坐 顶 よ 

ゎ 微力 じして 蛇 あの 事 どは が 候 得を 

米 人の 日本人 じ對 する 化 等を 擊を 幾： 

をなら ども 減少 せんとの 微志 じて 「 

U 本に がける ホ 人の 功業 及 其 巧 人」 

を おじ 作製し、 ホ 固 隨處に 配布 致 ホ I 

りお、 當 地に 於て はお ホの 機會 なか 

りしを なて、 右 表は 中が 總 領事 殿御 

手許 是差岀 糧候じ 付 御 序の 節 御 一覺： 

被 下御參 ちの 萬 一 じ も 供す るを 得 ば 

本懐 化 輩 じ舉巧 候、 

尙右阅 一 _ の譯巧 じて ニウ ぉ！ 卜 じあ 

ける 水 師摧替 彼理の 誕生 あ、 铜 像、 

墳 幕に 對し 巧々 H ネ乂 よな 何 じ VJ か 

がな の 意志を 表し 度が 候、 彼 狸の 誕 i 

生の 家は 词お クオ グ ナット 街 ご 第. 

街 どの 巧 じぁる、 極小め 二階屋 じて 

目下 猶太 人が 荒物屋を 間き おら 候處 

化處じ 「一千と が 化 十四 年 四月 十 H 

本劇國 恩人 水師提 を 彼 巧 誕生 之處 

H 本人ち 志 建 之」 どで も 刻せ る (自お 

巧 义} 巧 横を 建立 致 巧、 お だ又ッ ー 

に 於け る 某 鍋 像、 n 1 ドア イラン 

j 裳 化 じがけ る某墳 幕に 禪な b おがの 

二が を H 本人の 夕 じて 他 付 度が 侯 j 

石 横ら 實は日 本 浦 貧なら 久里潑 の 石 I 

をな てし、 蝶將た 銀杏 も H 本よ ら務一 

恤 すれぶ 最も 適當ピ が 候 得 共、 費用 

め點 .'ち 之 候 得 ば乂閱 じがを せの 石 _ 

をな てす るも柯 なら、 碟將た 銀杏 も 

才！ クラン ド 堂 本 巧の 化 園よ 6 な 寄 _ 

せ 得らるべし とが 候 間 何卒 右實 巧せ 

ら る、 樣切尊 致 膜、 先 H 01 ド アイ 

ランド 幕 地 じて デ ー シ ー の 化を 摘み 

おお 處 、一人の ホ 人 之を 問 ひ ホ 候 じ 

かき、 H 本銷國 S 恩人 彼 環 巧 慕の が 

念 ごして 日本 じ 機巧す る 也 得な 

馨 ふるや、 件の 米 人. (測量 帥な らん 


_ 橋 除す る ホ 法 實巧致 度、 就て は化義 I 

じが 御 相談 旁々 一善 呈上 仕 候、 巧々 

巧 具 

尙 本年は 彼埋 誕生の 正 一な 二十 年 j 

义來る 大正と をは 彼理逝 まの 正 六 
十 年の 紀 なじ 付化義 旁々 申 添 候 


所謂 名主の 鑛說 

卓郞 


A 前號の 紙上で 度 友を々 子は 所謂 名 

± なる ものに 就て 得意の 深刻な、 

シテ ずの 所謂 「底力」 の ある 諷剌的 評 

論を 試みた、 霞まされた 讀 を、 讀んだ 

I 名 ± が でんな む 持で 「名 ± i 」 じ與 

した かは 知らぬ が 吾輩は 幸 ひじして 

ずの 貧 敬して 居る どい ふ 名 ± 諸君の 

御离說 を拜聽 する の 機會を 得て 大ひ 

じ 得た 巧が をつ た、 所 威を 畜< 前 じ 

寸 H 本人 會の御 骨 巧を 威 謝して 歷！ 


A 第一 席は 實 業の 日本 社長 衆議院 證 

員 增旧義 一氏の 演說 、舊圃 巧 力、 成 

巧の 鍵 どい ふ 題で ピンから 辛': 迄實 

業の 口 本の 巧 讀を要 ホせられ たみ 第 

で 流 おじ 成功 宗の 本家と 感服した、 

併し 無现を 言へ ば 吾々 は增田 君から 

四 五 年 前 じ了稚 小僧 や 旧 舍の靑 年を 

黯發 さした. 〇 を 姿 さしたら した 所謂 

巧 巧 秘訣の 講释を 承は らぅ ごは 思つ 

て 居な かつた、 勤勉 應 巧、 奪 靜結携 一 

だが 吾々 は小學 校中學 校の 先をから 

人間 處 世の 要 道 VJ して 敎 はつね 所の 

1 勤勉を 耐說 を實巧 、否ッ ラィして 失 

敗した 人な か 左 もな くば 半 世を 化鄉 

流寓の 生活 じ 葵して 曲ら な もじ も 人 

生萬樂 のか 巧なる ものなる かを 樽つ 

て 居る 人間なん だ、 一二 十 じして 妻を 

待たず 四十 面を 下げて 今尙 鍋の けつ 

や 茶碗の 底を 叩て 居る 日本人 なんだ 

T お 小僧の ボッ ケットを 絞つ て 二十^ 

餘萬圓 のが 產を がる じは 奪圆 努力の 

1 講辖 ホが げやと 申 上げて 最 くが 背中 

じ巧羅 のをた 吾々 の 為の 演說 なら 今 


器械を ホ じし 哲 6 しお) は 巧 ど ホを 少し 人を 見て 法を 說て 賞い を かつた 


A 第二 席は 高 田 博 ± の 演說歐 州 旅 

巧談 から 大戰爭 の 原因 じ 說き巧 ぼし 

ジャ ー マン ヵ グチュ ァの發 揮が 巧 逸 

ほ族勃巧の 一 大ま因を爲せる^、 而 

して 化 偉大なる 獨 逸の 义 化は 軍國ま 

_義 の 迷 おじ 覆 はれて 不幸 じ も々 圆の 

一大 不詳 肇を釀 成せし 事を 架した る 

後、 獨 逸の 國をホ 義を摸 做せで 吾國： 

は此 大戦の 敎訓じ 鑑み 其敎 育法の 骑 

エフ ィ シュン ト なる 個人を 作る 所 i 

の 英米 敎 育ま 義をま 眼と しなて 完を 

なる 立憲 國 た^しめざる 可らず ど 論 

結した、 博 ± の 巧 說は特 じ 新 說く稱 

すべきで はない 而も 旣往 一二 十餘 年間 

育英の 事樂じ 巧つ た経驗 をな て 時化 

思潮の 趨勢を 察した 傑， てが 今 固の 歐 

米 壊 遊 じ 化て 愈々 學風刷 费の急 要を 

感得す る じ まつた 熱必の 態度は 言々 

句々 の 間 じ 現 はれ、 其 温を ご 雄 辯と 

は聽 者の 襟を ぶ さしめ た ご 共に 不勘 

彼等め 威 輿を 惹起した、 兎 じち 當夜 

の博击 の演說 はを ホめ 名丰鸿 說夺の 

白眉 ごす 謂 もので あつた 

第二 一席は ダュ リック 博 ± の 演說、 

プログラム じな < 特に 司會 着の 請 じ 

i 應 じて せられた 五を 間の 演說じ 過 ざ 

なかつ たがな 留 同胞の 勒米乂 態度に 

就て 輿へ-! > れ た 忠吿は 例のを 發黨の 

な 千万 言 じ も 獲さる ものが あつた 
▲第 四 席は をが かお 巧の 溃說 、時間 

じ 制限が あつた 爲め充 かじ 氏のを を 

舌を 拜聽 する ミを 得な かつれ のは 遺 

城で ある、 さ ぅして 演說の 題目が 「 
最 をな 國 のな％」 であつ にも 不拘、 
元ち 勢 ホの 调 を， 陸海 軍の 勢力 失 摩 

民論の 勃興な ど聽 かされた から 何ん 

どなく 昨年 來 のを 新聞を 讀 まされた 

樣な必 持が したのは 尙 更遺馈 であつ 

た、 ま敎家 ども 付かず、 な 會 評論家 

ごもが かず、 基 傭を 莊 チヤン ポンの 

政 敎演說 をす るのは 巧の 得意 どす る 

巧で あるが、 其辨を どい ひ、 態度 

いひ 二十 年 前 神 巧 美 子' 代 町の 靑年會 

館の 壇上で r 立 患の 礎」 「リンコ I ン 

を說 ひて を 円 年の 渴 仰を 受けた 松が か 

石 氏げ 相 も變ら ね、 當 年の 松が 氏 0 

上： i 見へ なかつ たのは 時勢が 進む だ 

のか、 吾々 の 耳が 化へ たの か、 否々 


時閒じ 制限が あつ わ 巧じ充 をの 面 貫 

を 蘇 ふの 機會 がな かつた の だ 
A 第五 席 網 島 牧師の 演說么 も 時間 じ 
觸限ゐ b て 充をじ 其蕴菩 を拜聽 する 
i が 出 ホな かつた 良 自家の ち 職た る 
蒂敎家 どしての 立 襟 ょら 日米 問題 じ 
貢献 せんごす る赤必 ど勇氣 ぶ 程は 充 
を聽 者の 謹 聽じ値 ひする ものが あつ 
たぶ じ 巧 故 國の名 ± が 期せ ホして 紐 

育に 會し其 高論 卓說 をな て 吾等 巧 外 

阔胞 じが 僮の 精神の 慰 籍を與 へられ 

た 奉は 實じ 感謝に 堪へ ぬか 第で あ 

♦一勝 一敗 

獨軍對 進を 軍の 會戰は 今 H じ まる も 

まだ 割然 たる 決戰的 勝敗の数を をつ 

じ まらざる が兩 軍の 中堅 ホ 南方 アグ 

サス n ! ンンカ 巧 じがけ る 形勢は 何 

窜の變 化を 示さず、 只 連を グンの 左 i 


一 冀が漸 み其戰 線を 延長して 蔣 じ白佛 I 南洋 方面 じ 哉 巧す る 敵艦隊 娥滅の 巧 


ヶ 巧の 戰费 十二 億 萬 弗 佛國を 

治經 濟學會 じがけ る カィ オット 氏の 
所說 じよれば 大 亂中歐 州のと を戰國 I 

が 六ヶ巧 グン 费 ごしして 消 豐 する 所 I 

のを 額は 八な 億 フランク じ當 6 千 八 
だと 十一 年 彿國が 普齒じ 命じた る 償 I 

をの 十六 倍 じして 英國產 お 物總額 
ヶ年 みの 約 半額なら 而 して 大戰 終了 i 

の 際 獨逾の 敗 化じ歸 する も 連を 諸國一 

は 到底 獨 乙よ 6 滿 足なる 償を を 得 
能は ざるべし ご 

A モス コ I の 傷病兵 露國の 舊都モ 
ス n ! は戰化 よら 後送され たる 病 傷 

をの まなる 療養 地じ當 てられ、 到處 

の 街瞄じ 臨時 病院、 赤十字 旗を 見 ざ 

るな {义ホ 民の 傷病を じ 避す るを ホ I 

、むは 造减 .なく 潑 揮され つ ~ 'をら と 
♦ジャ グイ ト爲ち 領を報 今 六日 海 I 

犀々 か 部は 左のを 報を 發 表せら 



を 診察 時間 


^ .m 

M 自 午前 化 時至阅 十二時 
T な撕自 午后 六 時 至 同 八 時 
d か 2 巧 日限 日 パ 前巧ゾ をち ュ限 

ミ- 局 見豊衰 


D 旧 


西 境 じ 至らん ごし 獨 のを 冀亦 之じ應 

じて 敵の 旋回 巧 動 ど 白 グン どの 聯絡 _ 

ごを 巧 けんごす る もの； 如し、 溝グ 

ン聲獨 埃 グンの 備態じ 就て は} I ：® 替 I 

都ん ら のを 報を 然 相反せ るを 0 てな 

眞 相を 知る じ 由な きら 化 方面の 戰翻 

ホ ー勝 一敗の 靖勢じ 巧る ものの かく 

要する じ兩 グンの 運 かを 定 むる じを 

る 丈の 一大 決戰 をを るは 今後 尙數週 
曰を 要するな らん か 
年 アン トク ァ！ プ危 ほし 獨 グンは： 

適 a ホァ 潘包 園を 聲を 開始し 旣じ外 
郭 を園繞 せる 数個の 砲 裏を 沈 就せ し 
め 八日 早朝ょ もは ち 大な るを 城 砲を 
用て 織ん じ砲擊 を繼緻 ずると おじ 避 

多の グン 輕 気球を 嚴 つて 巿街 じバク 
彈を 投下せ しめ、 と 筒の 建築物を 破 
屡し 巧 民 若干を 殺せら 巧 ホの 招を は 
爱 一巧 日を おでざる* へしと つた へら 


A 咱國 首都 移轉 形勢 上記の かくな 
るを 巧て 白國 政が は 去 セ 日 首 報を 才 
ステン ド 市 じ移轉 せる がが ほは 巧 巧 i 

あじ 巧 蘭 方面に 向つ て 陸穗避 錐し つ 

つ あゎ 

A 巧 潜航 挺 獨驅逐 鑑を擊 沈す おな 

が結ィ ー 化說は 去と H 五 ムス 河口に 
突攀を 試みが 巧遊义 中な 6 し獨 化谋; 

顆逐 おを 擊沈 せら、 ィ ー 化 號は去 化 

月 十六 日へ ブ ゴラン ド 島： P ‘こ て攝を 

巡が 鑑 ヘラ 號を轟 化せし め， 一る 潜統 

艇な b 

」て 獨を ill 十 方の 死傷 伯が 澄 可 各 0 

言に 據れ ば開戰 巧巧獨 グンの 死海 

少ミ < も旣じ I こ 十 巧 じを y b ど.' 2 し 

て领 白両國 じ戰圆 中なる グン 兵の な 

はだ 六十 四方 人な b ど 


おを 有する 巧 艦隊の 一部は なお 據地 

の 一部 ご認 むべき マ ー シャ八 羣嗔中 I 
の デャが イト 鳴 じ 至な 陸戰 傑を 上げ 
间地 諸般の グン 事 的 施設を 破 壌し 互 
武器 强藥 類を 押 化して 敵 官憲の 降 化 I 

を をれ た 6 、 當巧動 中間 隊は巧 等 敵 
繼じ會 せず、 义萊內 じ 巧 禁中の 同胞 
一を を狱 おし 直 抑な 中の 英國 商船 一 
隻を解 化せら (總 領事館 着電) 

獨頌お 領ど海 グン 省の 巧 巧 吾 座 
戰隊の ジャグ イト 鳴 占領は 單 純なる 
グン 事 上 S かを じ おでた る もめ じし 
て决 して ぶんが 占領の 爲じ 非ず ど 吾 

お グン 省は 辨 明せ b {東京 六日 發電一 
惟府 日本 大使 舘の辨 明 ジャ^イ 
烏も領 のを 稚は 六日を 旧 大使の 許 
で到兽 せる が おがを が 及 ホ 國の或 新. 

聞 紙は マ ー シャ^ 签 なが 巧 哇ホ島 間 

じがる 巧な b 爾 々なる 臆測を 逞 ふす 

る 向な きじ ホ や、 恨つ て葬府 日本 大 

化 箱は 今间 のを グン 事 巧 動は 該が鳥 

を根據 ごして H 巧兩 國の航 が 通商 貿 I 

易を 巧 害しつ、 ある 獨潑 を滅 遊す る 

じなりて をし 菩强が ジャグ イト 鳥の 

ぶんち 頰 をを 圖 するならば ホして！^ 

i 鸿の姻 寒を 破 娘す るが 如き 事を なさ 

や ご 辨 巧せ らお！ 說 じは き國は 化の 

澳 解を 避る かため 句 鳴の 占領を 巧國 j 

じ 巧 付す る や も 知れ 中と いへ b 
参 H 本 灌隊五 ツプ鸣 ち 踊と 日 化 京 

•お 鞭 じょれ ぶ 日本 聰 除は ホ 酶じ 接近 I 

せる 力。 ライン 雜鳴 中の 要地た る 
ツグ 鳴を 占領せ b ご、 右は 惟が 化が 

じ 巧て 別 煤を 堅を 件 ど 認め や柯 ごな 

れぷ がは H ち兩國 のを 总 じょら 太ず 

ホ 上 じぶ' ける 統 がを をを ならし 43 
巧々 凡ての 獨 逸が グン 根據 地を 占領 

ゼん ごする 一を 段 じかなら ざれで な 
らと 離が 電報は 報せ 6 - 


I 


自 午が 乂時至 十二 城 
自 午を 二 時 至 五 時 
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•靑 禱戰報 

; ▲ビス マ W ク砲堪 の巧番 過： a め 
一よ おおの 化裝 じょ 6 ビス マグ ク袍聋 

中の 一二 砲を は' 再び 其 用を おさざる を 
'じ 損害を 受け、 附 あのに ハを は燒 失し 
外が 缴 線は I 二. 日 問め 戰 翻め 巧 H 巧 速 
を 軍の 占領 じ歸 せら 
▲山 束鐵遊 占領 ご H 支 巧が が 本が' 
の 山ち 强道ぉ 巧は 親獨 支那 人 等の 巧 
_勒 する 所た る も 巧 鍵 道は 其 巧獨 A の 
經を にか i るを なて 之を お 顔す るは 

が审 h 最も 必要な ゎ： n 本 かがは 刮が 

道の ま 配に 關 する 支 孤 政府 ごの 交 ホ 
を 中止し、 お 南が じ 軍隊を 輪 送し つ 

i をる みみなら や、 ゥユ セン こ 於ず 

る お數は 著し < お 加せ 6、 ま那 をけ 

:ホだ 嫂 道ょ b 退かざる も H 本 軍め 耐 

巧 道化 用 じな おせす、 父ゥ五 センよ 

おの 隙 ミ那を 一名 殺された るか 今 巧 

か 化 小事 件の 巧 燃せん ホを 瑟應 され 

:つ ~ 'ぁる もま 那絕 校は H 本が じ 巧 巧 

一す V からず どかみ をを けれ 巧 6 

▲ H 本 支那ろ 要求を 斥ぐ 日本は 

_ 巧 製 道を ま那 政が じ 於て ち 配し 化 

の獨 人を 解 庵し 戰巧 終結を 他 じ 轉橫- 


絕せ 

靑務米 國损率 引 揚靑な 滞 化 中の 

义 國領肇 ウイ ブス、 ュ チ、 ペック 巧 ~ 巧 

，は 本國 政が の 命 かじより 膠 卿 触借領 


:ホ阁 る 化の も 請 じぶ < ものなら. (四 

一日 天津 お 電一 

IAH 本の 提雜 、獨 軍の 威嚇 H 本带 

一の 製 道み 領は 目下 進 巧 中なる が 日 水 一 

歧 巧け 鐵道 線路 じ 可成. 少數の お 隊を一 

配睛 し本國 ょり 頸 道を 員の 割 着を み 

一一て 么じ 代らし， 可く 义 現が 就職ぃ の 

ずが 乂は從 前：！ 樣化 用す 可 きげ 化を 

- 外を 廓へ， 申込 めら がれで もち 那 政府 

な 円本 軍を 膠 如 戦ず お 域 巧に 退か 

でべ < 外を 上の ず 段を 繼 給す 可し 

獨 おは H 本 軍が 化然西 ホへ み 前進を 

一を 繼緻 する じが. 1 は 化ての 鐵 橘、 停 

I 車 煤 等を 破壊ず 可し ど 威嚇し 居れら 

A 新聞 通信を の 實見談 病 氣の爲 め 

P 墨ょ ら當 地じ歸 着せる j 通信 具の 

敲る巧 じ 依れ ぱ靑島 附近 じは を 城 施 

を 見受け や H 本 軍は 極めて' 兑や かじ 

軍備を 整へ つ 一 ぁりて 早急に 靑 なを 

j 抱を する の換 様な く、 英をも 日本 巧 

ど 树じ < 天辕を用ぶ せ ホ 巧外 じ お營 

て 短れ-: ' VJ 、 又 淺口湿 信じ よれば 二 

なか 八 名の 露 兵は 滞 盛 港 じ 向け 岡贿 

を 出帆し a 本 駐な軍 在な 巧佛人 巧は 

が 篆佛佛 の 連合 旗を 揚げて 彼等を 


なな > たら VJ (五日 化 京發笔 一’ 

♦苦 陸 徵隊の 獨領上 賭 

I 六 U のを おがぶな 報じ 化れば 吾お隊 

は 南洋な 上 じ遊义 中の 獨腊隊 を 全滅 

I ずる 目的を な t マ！ シヤ^が 島中の 
獨領 ジャ八 ィト 鸣じ陛 戰隊を 卜： 陸 か 
j しめたり、 間 掠は 一千 八が 八十 六牟 
-獨 逸領止 ごならし 所なら ど、 词地じ 
I 於け る獨 艦隊の 化 彼 地は 破壊され 贿 
み 武器 禪樂 等は 何等の 巧抗 なくし 
立口带 S ホ 中 じ歸せ りご 信 せらる 尙港 

內 抑が 中な なしが 國媒 船は 释 ぶされ 

たら. ご 

南が マー シャ^ 祥爲 はが 唾、 ホ 島 

の中閒 じあら 人リ約 一 おぶ 千 乃を 

二を をが す、 を陸徵 陵の 卜； 陸せ 
ジャル イト 島は 巧畏 I 二十 八哪 、稲 

引 ニサ 啤あ K マ ー シャ^ 猜 島の 賢 

あじ 從歌 する 獨輿大 を 社の が據怖 
わ b (六 H お 京 お 電}. 


•交 戰地帶 承認 

A を那 政が 迦 蝶を 磯地 帶閒趨 じか 

き U ま 両閣閒 じ 诞懇讓 を 雷ね たるが 

ま那 政府は 旣じ 帝國を 殺の 目的を. 熟 

一が しおら 殊にけ 英両國 が 協 尚して 膠 


せ さる 巧し どの 支那 政が の 中 込を 巧烛 機を を擊 ずる ものなる によら 支那 


政府は 八 巧 111 十 ~ u 陸を 化を，) て 非 


じじ をら 卜を巧 政 巧の 願' 知サ ざる も 

みなも ど 

▲ホ國 も ホ滿足 米國政 巧は ホ 國の 
-お拳 巧 動じ 對し て滿 巧す る MJ な < 中 I 
ぶ地帶 侵害の 抗 維を 巧ず べし どの 說 
一傳 へらる、 も ホ國は ホ國が 支那の 恵 
じ 反し おら じ 中立を 侵ぎ ずる； じ 就 

飞は 異見 あるら のの 如くなる も ホ だ 

をて 帝国に 逊し柯 等の ホ 祟 だ も 述べ 

ホらず 今 间ま那 がを 戰化帶 を 定め ホ 

I 國グ該 化が にがて 巧 動し つ； あるを 

大じ滿 おしおれ もど 
A 獨 逸の 抗議 帝 園の 軍事 巧 動じ 就 

ては 何 國も異 がな きが 唯も獨 逸み み 
I 頗る 不滿足 じして ま祁 政府 じ 對し帝 
I 國が 中立 地 滞を 侵盡し クミ ある こ 
一を 詰閒 せる のみならず 今间 支那 政が 一 

がを 徵 化が をみ をせ るに 勒し 抗議を 

I 提岀 しねら 五十 基义 突の 警備 地辉を 

I 越 わて 萊州府 に 出沒し 山柬錢 道を 利 
I 用し 鶴を 軍需品を 濟南府 ょら 巧 鳥 じ_ 

逆 輪す る 等 己れ 先づ 中な 地帶 を侵吿 
しながら 却て 未だ 中立 地帶を 侵害 甘； _ 
ざる ホ 嵐を 貴 めん どす るは 不都合 ご 

を ふべ {目下 駐支 獨逸化 巧を 化は 軟 

^ 州に がける 勝戰を 誇張し 最後の 勝利 
は獨逸 じあら ど皴晚 しま 孤 政府を 遊 


I ■.、■、与 「 '...^，ド.， ■卜 ’ ド. ■.'.レ-—.， ‘ v:vr 

^ 巧 時を 離 調節 まを 派實業 家蠢に 化を® ま變お 9 ざ ミき も々 を 


を 巧 じが 國 政府の ホ 望を 好るべき 3 け說し 柿々 なる 便宜を 得ん ど 企てつ 


I 證員 五十 餘 名は 六日 午前 九 時半 衆議 I 

お摧肉圖書舘 じ 會をし大嫌農相及 
- 若概藏 巧の 出席を ホめ 時が じ掛 する 

政府の 處當じ 就て 補々 質 閔卞る 巧 ぁ 

若械藏 相は 今回の 戰謝 はおんで 化 

が 的 じ 波及し 世界のを 融ホ镇 たる 倫 

歎じ がても を 極の 取引を 然停 止せら 

れ經濟 おを 體 損害を 及ぼし 貴 易の 化 
絶、 掛か 爲替の 不能 等歡 ふべ から ざ 
る もの ぁらな じ 吾 政 巧 じがても 經濟 j 
みあ 濟策じ 就き 视 々の ホ 法を 講じ 巧 

救濟の 實を擧 げん 事 じ 努めつ i ゐ 
れば 化瞭政 おの 處 おじ 信 賴 された' し 
ご 懇談 的 じ答辨 せし が 協議の 結果 左 _ 

5 ホ 議を爲 しおじ 大藏大 ぉじ 意見を 
I 祕述 する J じ 决し九 時散會 せら 
洪 議 

戰時中 金融め 調節を 圖る ため 左の 
力まを 取られん； を 希鹽す 
I 、 大藏大 居は 戦時 啤日本 銀 巧を 
.て 制限 か-億 圓を發 巧せ しむる 事 
一、 大藏 大臣は' 拉 に：：！ み 銀 巧を 始め 
特殊が お 業 著を 集めを 離の 疎通ぶ 

圖 るた 爲め 敏活の 處 置を 執らした 
る 事 


一 漸次な ホの 意思 鋪化 ずれば H 本 側の 

要 ホ 通ら 實巧 せらる！ じ まるべし 
-常範 を償發 行ち 那 政府は 內國馈 め 

應慕 あはから ざるょ b 今回 當截の 

な 質を 帮べ るを 僮 I 千 萬 おを 發れず 

るじ决 せら 

戰帶ど 特許 權英國 じて は 獨逸ざ 
の 國を斷 總ご闊 時 じ 獨遊乂 の おず る 
保 許 柿を を お 化が し獨 逸人が 從巧有 
したる 树 一の 權 がを 許す 事と ならた 
るか 我な が じて は 調を の 結 お 英固ホ 

秦を 取らず 大陸 ホ義 じょり H 獨國を 

i 锁絕中 單じ獨 逸人の ちす る 樵 利の 實 
转を 停止 中る じ 止め おつて 右 停た 中 
棘 逸人の がする 特許 權を 侵番 する も 
か ある も 法律上 制 戴を 輿へ ざる こど 
:决 したら ど 

韋園讚 會み本 舞 臺軍國 議會の 本 

一 舞臺は 展開 がられた が 貴族院は を 乂 
I ぉの お 說を聽 いわ 儘で おも じ 散を 
I 早 嘲 よら 御 苦巧樣 どい ふかは ない、 

I 巧が 衆議院は 今：： a こを 書乂日 ど あつ 

て議 おも 餘ら i 八が なく 傍聽 席は 軍 瞬 

一議 會 どして はす 入 だが マア相 當の乂 


A 
好 

心 
K 

N 
E 
S 
U 

\ 

N 
0 

で 

N 


日本 及 ま那巧 晴週乂 g 
日 午前 十 時 シャト か 
化 鐵道按 橋 ょら 左の 5^ 
ら 巧 がす ’ 

を 渡义’ 十 巧 六日 
谱喊^ 十月 二十日 
I ： 臟 十-月 111 日 
端 岡义十 j 巧 十よ 日 
丹波义 十二月 一日 
を藝义 十二 巧 十五 日 

矣 おし ニ ユ f ク ょ 

此日附 ょら 五日 前 じ 
御ぉ發 が 么度候 
▲運賃 

シ卞 トグ衛 濱神夕 間 

一等 な 十 巧 
二等 七十 五 巧 . 
で專 四十 一二 弗 五十 邮 

シャト VS ： 巧 間 

一等 巧 十 お 巧 

二等 革 ホ 

I 二等 四十 云 弗 五十 仙 

難船 霉酣 

シャト 八 出張所 

が 巧 おみ 新 育 新報 社 
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かお 當 おじ 通知せ しめみ でを 戰 

_ 地域を 殻め 逝 牒ぶ刈 國じ發 しぶ 一 本 


_ がを 引拂ふ J どなれ 6、 巧は な 化を I をホ國 政府 じがせ ホ もた 6 がの 巧 巧 


ある も 到底 支那 政が を 惑す 能は ず大 

じ 苦 也し つ、 あら 

♦民 聞 飛行家の 徵集 陸海 軍 附鹿飛 


は 本社 化な 特； おど：！ なじして 夕少义 行み じ お L 大正 二 年颊が 第九號 をぶ 


I 巧 じ 異動 あるじ 過ぎず 邸 も H 英獨の 

-二 國が山 束！ 巧 じ. 於て 軍事行動を 執 

に まらた るを なて ま那 政府は 千 化 

む四年り黨徵役 の當時巧戰地域を逸 

河 W 東 じ 限 ゎたるの 例に 照らし 龍 口 

I ホ州府 及び 膠 州 舞-煎じ 對し 中立 殿 

ゴの巧 をな ふ 能は ざる 旨 言明した る 

ものなら ど 云 ふ 

▲ちが 政が め 誠 想 まが 政府は 龍 口 

ょり-藻 州が 膠州灣 I 帶 をを 戰 地域 ど 

一 承認した るを 巧て 最ザ該 地 ホ じま那 

お隊 軍艦を 派 追し 猩< の 必要な きの 

みならず 却て 誤解 上ょ 6 视 々なる-わ ~ た 

違 ひを 生すべき を 0 て 豫て平 度 高密 

I 挪墨 地方 じ派逍 しあら たる 軍隊を 濟 j 

掏府 方面に 撤退せ しむる のみなら ホ 

ホ國 が 隊上 陸地 お 附近 じなら たる 弗 

艦を 芝眾 じ歸 がせし むる 等が 國 政府 

じ 言明せ し A 張を 實巧 しつ！ ゐら 彼- 

の 地方 官が 义那强 化が 國頓事 じ 向 ひ 

中立 違 だの 抗慧 を爲 した b ごの 說の 

如きは 敲謬 じして 僻 殖地モ じだる I 

二 ま那官 おが 何等かの 質問を 爲 せし 

趣なる も 固 よら 抗議 ど稱 すべき もの 


てを 布せられ たる 保 謹みは 九月' 一 円 

I 啡 官報を 01 ち 保護 就を は 軍事上の 

必要 じ 化ら 軍用 じあら さる 飛 巧機乂 

は 氣球じ 乘じ巧 傷した る 者に も 之を 

一 準 巧す る ミ じな 正る 巧' せられたら 右 

化 譲み は宮 巳み 靈大 なる 適 失 じ 巧ら 

やして 演齊义 は 實戰中 死亡し 义は瘍 

1 姨を 受けす 具廢 おどな b たる もみを 

ょび 該傷姨 じ 化ら 一二 年な かじ 死 じし 

たるら の 等 じ對し 夫々 め奉悄 ぶび 給 

料 じ お b 八 階 鞭 じを vC て 適用すべき 

のなる が 軍用の 目的を 0 て 死傷し 

る お 間 飛 巧 家れ 事情ぶ び 資格 じ關 

し 如が むる 等 殺に 該瞥 せし むる やは 

I ホ定 なら 右 救 かの な 正は 專ら今 巧の 

H 獨開戰 じ 陵し 軍麗 飛が 家の 活動は 

I 勿論の 事なる が 今な の 形勢 か 何 じ 化 

ては 民間 飛が をの 驚 起 あび 飛 巧 機 

の徵 集を 必要 どす るな きじし も あら 

ざるべ <尙 氏 間 飛 巧 家は 平時 じめ て 

を 役を を 除 せら るれ ども 戰時 じがて 

は 即時 現役 じ 編入 せらる i 獨娜 等の 

例 じ 化せな 正を 巧せ^れ たる もの ど 

を せらる 


J - V 

大藏大 おは H 本を 巧は 勿論 其 化ら 貴族院 議員 席には 德川 十六 代 ど 曾-八 

め 特殊 銀 巧 じ對し 化駭を 利の 乳 上 巧 お 髮お軍 ごを 筆 頸 じ 溢れる 許 ち大- 

を篇 さざる 棟擲吿 - する 歌 腰を 相な 下を 大臣が ダ ラリ 並んだ 巧 

♦化. 外 候の 慮談巧 は 別段 疲れた やぅな 風 も 見 おない が 

大暧 首相の 迷惑 々曰のを 相 か演說 はいつ もの 様 じが 

I 興 蝶の 別 おじ 靜養 中なる 井上 候は 時揚 頓挫が なく 化 調に つた、 加 膝み か 

巧 人を 巧て 藤々 がを 上の 注み 演說は 態度 も 音 聲もシ シク リ した 

1 窓を 大腰 化に 致しつ； あち 殊に お 某 もの だが 巧を は 目 本のが を顚ホ どい 


1 國 外を 當 おを の 人選 じ 就て は 最も 熱 


I 國 商人 じ 相 當の蠻 吿を輿 へられた 

どを 渉す る 巧 あら 道 尹は 即刻 巧勝總 

會じ論 一が する 所 あら 其 結果 ボイ コッ 

の决議 をな すじ 至ら やして 止みた 

併しで 那巧人 等は 尙ぞ 少咸 おを 害 

しおる 事 VJ て 日本側の 要 ホ 通. ら胜ち 


ぶより ち 世界め 外ず 願 ホ ど 云つ わみ 


I 也 じ勸說 する 處ぁ .ら たるが 大腰 伯は が適當 ろしい、 を规藏 相の 妙な ァク 

一を} g 故ら じ 么じ反 おせざる も 游巧實 お ントの 溃說が 終了 するど 政ぶ 食 か 

巧じ當 b ては 殆んで 顧る どころ なきら 大岡視 おを 擅 上 じ 送つ わ、 第！ '' 

の 、如く；：^ る ょらがは兎巧じおを じ乂蕃を巧 つ た赞閒は先づ が い ピ 

揀み 殊に 間强 どなれる 篡國を 巧 外' をて、 巧 聞 記を じ御馳 まする どいつて 

當姑 がの 手腕が 當棘 憂慮した る 通らを 相じ對 ずる 揚 おがは 成つ て 括らん 

一 拙劣なる ょらを が 看 巡す るの 時； 2 ぁ 首 かは 栽 聞 記者に 御雜ま 中を のは 珍 

らず どなし 頃 來宿碱 のぞ々 赌快 がるら しい 辅を 出す 事 だ どい シわ展 な 調 

を 機 ごし 親し < 大暖 伯と 會 見し 商 楼ずヤ 巧 < いつで 退ける、 その 內 じが 

|意 を巧お が んた 歸を せ ら ど 密會 どなつ て 犬 養 木 堂が 赛痘 した 之 

♦ま那 巧 人の 對日惡 飯 長を み黄那 をを 閒で やって 貨 ひた かっね どの 

一博 人 等が . H 本 撒 ホ 巧 商 じ 對しボ ィコ どだった が 何様 深刻 銳 刺な 質問を 發 

ットを企てっ！ぁるょ早くも自本側した加藤外柜が御乂がぃ！から御み 

の 知る 處 どな も 本が 領事 よら 長 春 道 6 にな b ますまい ごかを は 御調べ が 

1 尹 じ掛し 化の 如き 擧 がは H ま 間の 通 かきました かな ご 化で 子供 あじする 

I 商を 阻害す る； 甚 しきもの なれば 貴 政 ま 食の 愚問 駄言 どは 事 違ひ大 をず 
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雜を每 々巧 巧 立を 藻 b 巧な なお 陳 
者 今 巧な 向き おを を 用の 品々 及び 日 
本 お 子 類、 巧 巧雜誌 等い ろ.^ がが 
劉 卷化候 間 匙 一々 に拘ら ホ' 御用 向き 印 
巧 けられた/、 偏 じ 願 上を ら惦 
がが 店な 正廚口 i 目錄は 御' 一賴 みを 
御 呈送申 上 お 

巧 育 ホを 五十 九 了 目な 十、 苗 十 二番 

鐘 試 竹 旧廚巧 

常敲 プラザ ー六と' 八 


目 本を 巧 品 
な 輸入 巧 
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本社 營業部 

▲曰 本 巧 鑛車藏 船 

切符 取次 茲 S 


シカゴ、 ホス トン、 フキ ラ デ 

八 ヒヤ巧 他 東部 何れの 地方よ 

御 出立の 蹲 合 も 取次す 申懷 
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の お 說を妨 C るの 咸ぁ b き、 祭 ~ 二が 
•今ユ ブック 悔 十；、 司を 着の 請 じ應じ 

で 俯が じな ホ 间胞が 努めて ホ 人 じ お 

厮 せん； ホ學 する 旨を 述べた るが 傅 

一十： の 流暢なる H 本 語は お <踞 者を 驚 

かせ b 、 第 四 巧は 松が か 石 巧 「な國 

の 政を 近愤 J 诲五お 網 島 牧師 「予が 
渡米の 化 命」 等 じして 兩巧 お得 恵の 
I 化 辯 もて 所思の 要領を 述べられ たる 
-時閒 切迫の 爲め充 を じ 其 高 說を聞 
を错 ざな しは 遺惕； き、 當 をめ 


一 「蓉 らる べきら のじして 、殊に 被蒂 いふ 演題 罕 じを 益な も講 sb を 
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•名 止 溃說會 盛が 

當地 H 本人 食の 催 ほし じか i る 巧 遊 

一ぶ 十-乂 溃說會 は去吉 H 力 J モ’ネ J ホ 

厂グ 音樂を じがて 開會 されたら、 巖 

I が がをお 一を 鈴 义郞氏 こ 商 峰 脊轻難 

j 化爭故 ぁらて かお) の 開への 辭 、み 

一が 總領 拳の 就 巧の お終ゐ b て 後ぶ. 一 

席め 辨± 實棠の H 本社 長 お旧義 一氏 

一は 「成 巧の 縫」 なる 題の 下 じ 自己の 經 

替 じか！ る雜 誌の 槐 神、 耶も載 跡な I 

i 力ち 義を激 おし、 がが 及び 當 地の ホ 

I ' ー テグ じがて 經驗 せる ド！ ァの 鍵のを 

:敗談 を 面白 < 引用し、 聴 者のを 黯巧 

，力を ホ聲 して 降敏サ 6、 みは 當 巧の 

_大 立 物た る 巧 大擧長 高 旧 搏± じして 

i 得 恵の 雄 辯を なて 本紙 豁 一面 じ おげ 

j たる 論旨を 縮 横に 諭 破し される がが 

^ 石 じ 故國を 巧の 巫鎭 たる ホ あ-^ て ホ 

論み 梢 確なる、 を 證の該 構なる、 お 

で 遺が なく 時化の 化覺 あたる 眞 面目 

1 を發 がし 聽 者の おず 蜗 巧は 巧て 鸭予： 


聽 甘し ものを < 稀 巧の 强會な 
午後 十一 時欺會 

♦高が 氏 一巧 出發祠 一巧は 去 五日 
當地 33 發ニユ I へ ゥン じ 向へ り、 

I けよ H 迄 柯化滯 だユ！ 八 大學を 參觀； 

し、 夫 ょら ホ^トンに 赴き 九 H 岡 地 j 
I 出發 ナィャガラ、 シ ガゴを 經て 十四 _ 
口を 港猜廿 一 H 閒港潑 船 地洋化 じて 

じて 歸 朝の 豫 をなら 尙增旧 氏は 一巧 

ご 別れ 過日 ピッッ バーグ の 視察に 赴 

きしが 八 H 輪が 九 H 當 化出發 ポスト 
ンじ向 へら 巧は 晚 香が ょら 羅府じ ま 
る 西が 沿を を规 察した るを 廿八 日を 

一港 發春 巧义 じて 歸 朝すべし ど 

♦日本 協會 歓迎 曾 去る 二日 ァ スタ 

—ホ テグた がて 紐 育 ジャパン ソサ^ 

チ！ ち 健の 下 じ 開かれし 离田博 ± 巧 

I 旧化號 ± 1 巧の 歡迎會 は H 朱 兩國民 

が 击十餘 名の 出席者 あら 同 協 會頭ラ 

七 八幡 ± の紹 かじて ラ ツジ； ^ ス 

大學 總畏デ モン K 卜傅 ± 司 貧者 どな 

て A ! ビ I 蹲 ホ、 I, キ ユブブ ク傑ホ 

滚 永が ± 並びに 高田陣 その 演說 あな 

たり、 高 旧 博 ± は 早稻困 大學の 起原 

よな 現が じ 於け る發歷 おを 述べ 巧ら 

扫 米の 國 をを 計らん が爲 めじ 相を 

じ 了解す る 必要 あるを 說 き、' 最後 


ごの 話な 6, を じが 一般の 注意を 記 

せんじ' 元巧斯 かる 事件 お 6 電鐵貪 神 

へ 損害を 要 ホず を 場を は、 結 厨の 带 
巧は 過ず のが 因 か 車掌 迷轉ず じある 
か 又は 被害を 自身 じ 巧る かによ つて 


時 よらを 藤氏 あ 宅 じ 於て 博 ± の 講話 


をを 開^き 先 づ高旧 傑 ホ は歐 州を 國 

I 旅 巧談 ょら 着米 後の 所感 どして 日 ホ 

人の 離 かじ 對し訓 誠 的に 得意の か 辯 

一を がは れ增田 代議 ± は 人生の 幸福 ど 
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一を が 巧 あの 理由 立たざる こど ごなる 

左れば か 何 じ 電車の 昇降 じ惯 

れ たる 者 ご 雖も决 して 飛乘 なでせ ホ 

™ 靜じ電 単の 止る を 待つ て 昇が し 不測 

のぶ 難に 罹らの やぅ 注意すべし、 时 

じ 被 審者植 山 及 妻女は 小川 俊 S 郞氏 

I 引受け 化 話し 居れ 

♦馬鹿 票で 拘引 馬鹿 粟を 人から 賴 

まれて 貫い じ 巧き 拘引され た間胞 S 

一四 名 あら、 二十 五 仙で 千 巧め 夢は 将 

時 見を はすべ 

参 ま 巧 氏 巧 紐 支那 革命 黨の 首領 黄 

I 輿 巧は ま 六 巧 渡米 0 ホを 地 旅 巧 中な 

りし か 適 日間 行者 云 名 ご 共じ當 巧ち 

が 巧を か黨浸 の 盛んなる 歡迎を 受け 
I たら、 と 曰 お 華府じ 赴けら 巧 週は ボ 
ン 巧を 訪ひ 巧び 當地じ 巧 返 （わ 
る 上 暫時 滞な 更に 歐抑じ 向ふ豫 をな 
るか 大戰 中は 革命を 起さざる べし ご 
1 ♦日本人を の 名 古攀應 同會を 議員 
はま 一二 H 高 旧、 ち 旧、 あが、 網晦 諸氏 
一を 關盛 盛を におき 晚餐を 供せ 
靑年會 が 季總會 ホ 十一 日 午後 八 

I 時 ょら 秋季 總會を 開ぐ 箸な 

基 敎聯を 會ご綱 鳩 牧師 明 十 I B 

j 午後 八 時ょ も 當ホ基 敎徒聯 を 食 ♦'，西 

なサ S 了 目な 一番 レフ ォ！ ド 敎會內 

じ 開く 尝 じて 綱嗚 牧師の 繫 性の 危機 

ご 題す 飞溃說 あるべし ど 

•志 賓惠昂 巧 H 本 巧 樂部滯 な 中な 

し词 巧は 去 五 H 華府 じあ けら 

せ圍 訪間剧 出を 同一 巧 一二 十 名は 
i ま月廿 九日 當 地を おを せら、 六日 沙 


打本义 宇な 良 論 等に 遷 つら 歡談數 刻 

被會 せし は 十二時 じ垂ん どす る 頃な 
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玉屋 營業 致し 居られ 候 內藤勘 S 郞氏 
は 紐 育 觀ホ闡 一巧 じて 去 九月 廿化日 
出發ご 一四' 月閒滯 化の 豫を じて 歸朝致 
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船を ■経由 地 發送日 

シャ + グ义 シ ャトグ 十 巧 八 H 

橫潰化 全. 十 巧 十五 H 
天泮义 を 港 十月 屯 日 

モン ゴリア. 全 十 巧 十九 日 


•日本よ ら剧着 H 
.'化 月廿 八、 化 日 十月と 日 


タザ 支那 じて お 抱ぶ あ學 をが 究 
し 其 刺を 兜め たる 斯道の 大家 生 
'々庵' ホ 人 化 龍 先を 歐 米を 經て歸 
國 め途當 巿じ滯 巧し 廣 くもを ぶ 
事に 從ふ (見料 隨 意) 

西 五十八 Tmulr 自 四十 番 
都 旅舘內 
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歐她 大雜じ 舞す る 日本の 態度を 說 明港發 船が 渡义 じて 歸途じ 就きた る 常 

したる が來轉 者】 岡 じ 多大の 感動を ♦縷婿 万 商店ょ ら齊廢 書目 婦人 譜 j 


與 へたら ご 云 ふ 

巧 施 電車に 礫 かる 

山 口 縣人植 山义藏 なる 人は ま廿 九日 

I が 五十 化 了 目 ご レキシントン 島のを 

じ 於て 電が じ乘ら らん どす る 際 誤 ま 

つて 跨： をし 右 脫じ大 負傷を ずけ 人事 

不正 じ陷乂 ちた るょ ら譽官 はなち じ 

W 人を 巧 立 病院 じ 入院せ しめ 目下 治 

みかの 由なる か阅 人の 妻は み 娩の爲 

め之义 入院し 居り 家計 上 頗る 阻 難を 

I 威ず る 故 何を の 保 誰を 望む 昏目ネ 人 

を じ 中 出て たな、 がる じ间 人の 電鐵 

I 巧 祉じ對 する 損害 お 償 要 ホは 某 巧 護 I 

人 之を 引受 おる も 抓 也の 訴人な き爲 

め 要 ホの 目的を 達ず る MJ 甚だ ムハ かし 


I 報、 英語 研究、 雄 辯 九月 號 

を 儲の 好機 會ネ社 じ巧談 せょ ず' 

先の 器用なる 人は 特に 有望な 6 

•亟？ ^ 偉 ：’： 

白 幅 子 

每年十 巧 どなれば 頓に 減少すべき だ 

遊を も 本年は 歐州戰 ずの 結果 渡歐者 

少 きど 昨今 打 續ぐ天 氣の爲 めか 例年 

じ 比し 割合 じ 人出 多く 當巿 ボ！ ドウ 

ネ！ クも 仲々 雑踏を し 居候 

I 窝旧随 ± お 旧 化 難 ± の 一巧は 帶 巧ょ 

め 絲を去 九月 |二 十：：： 近 藤氏 訪問を 

々當ホ 見物の 爲め 同氏を まじ' I ああ 

日本人を は 近 藤を 長を 通じ j 夕の _ 

I 誰 詰を 懇請し 幸 じ 快諾を 得て 同が 十 I 


1 C 新聞 雜誌 書餘 

羅庶索 ！衞二 五 〇 

書 露 霉黨璧 

を 0 巧 • First St . 。68 An 餐豪 CAL . 


每日 午後 十膊 十五を チカ ゴ ょゎ 

發 車す、 途中 乘鶴 なし’ 

チカ ゴ拟 凍‘ が 海 磯 趙じ速 絡す 

落聲は 化て 最 



をに して 旦 

^線路比風農じ 
當 みぇ 地方を 

薇く 碟し .は 米 間 

旗 行 逆 燕と し 

尤も 渝げ なる 

.線路なら 


N 受 V こ 84 巧 road ささ. • X . Y.CHy 

Y 2 一巧* Tel . - Madiso ご 戊に ua ミ 77 資 

CFFIC 巧 S. Loiu ミ bery PA.P.D. 



乂 法律 顧問 本^ 

民事 及 刑事 訴 1 訟 5 

契約 其 他の 書類 編成、 貴を 取 立 等ん 
_ て 法 禅 上の 化 賴に應 ず、 鑑を無 巧 ホ 

望を は轿報 社へ 中 込まれ 巧し 

ご一\ご>乂 》 尸 Y ち rvlf ‘ 

,-VTTOK ご ‘ Y .rr ご多 - 

这〇 ちゴ ミ hv ミ . ス こ V v 2- j - 


55 th - S 吾 et , N . Y . C ぞ， 
だを veeii ぎ d 》 Lex . Av ま 


@ 化が 晶 卸賣廣 を® 




擎雜 製造 

I 當が 製を め フアン シ！ ヶ—ス は H 

本雜货お及びぶ屬等じ鞭く ベ からざ 

る 必要品なら ■ 


本店 製？ 巧 バ^ だはを 引 S 商品な， 



御お驗 の上獅 高評を とふ 御 一. 粮 
次第 カタ 曰 1 グ帮送 ザ 化 睽 


:九 味廊會 


ち. nth 江. 



御 一報 次鑽 カタ。 J グ御 郵送 可化愼 j 

J . CAUC く . Si CC . 

る ジー ミ. reir 军 ，乂 5V y ミ Ic 0 さ 
Tel . を を Ba を" 


を ザ も' 式 

户 ホ 言ず '^ T 

をのぶ ぃ蔓ュ 

囊々 


j 横ぃ賣 ぶを 辦 




N . y . sty 

巧睐 じして 淸驚 

れ 麗南樓 

r 斗澤恃 ょら 講 


4 


乂 r バ 生命 保險難 ▼ 

代理人 

千本木ぶ治^ 

こ Uh ，、ご〇-ン，. 一、 •こご. _ 










139 W .， 1 が St . 

N . Y . C . 

Tel . 7154 巧 omhi が ide 


御 


並 

じ 


:旅 
]： 宿 
こ 並 

ドに 


大馆 

正 

館 


が Daniel St . 
Por お mout む， 
New Hamnshn’e 


平 

岡 

辨 

藏 


大 
御正 
料 旅 
理館 

Hirtioka 
62 He 打び S かが t 
Charleston , M がん 
Tel . 

Chai ’ le が on 628 W 





設開 巧ち 


琴^^^^ 璋 

小 TAKrrO OGAWA & CO . が 
||1 2 〇 Park Place N . Y . ^ 
ゾリ Phone Barclay 6092 ソ 
巧 MAIN OFFICE \ 
^ 320 -31 W . Ma が麵 St .，_^ 
Chicago 111 . 

韋進代 無 第み 遵御 錄呂 


FAR EAST TEA GARDEN 
Chinese Restaurant 
Brodway 态 59th . St . 
Phone 2472 Col . 


お育ち 二十 一二 了 目 巧な 一一 一十ん 

會帛御 料理 若松 

奇話モ ー ニンク ザ イトと 一 お 四 


I 



が 

K 論 
がが 

9 江 

4 肛 

L 5 
6 6 


を 留靑年 巧 一の 磯關 
圖嘗 館、 運 巧 部 

星 人 靑年旨 

H 曜讓お 淡 話を 
お ホ 靑年理 巧の 困 粗 


，、 


'リブ ク. 1 

畫夜語 學梭^ 

接 i 麵匿み 國じ學 口のを 校 ぁ b おじ 學 生悚自 i 

を遷 わじ 轉 校し 巧る 巧 利 ぁら、 柯國 おで I 

も 敎へ河 時 じても 最初ょ ら敎投 す！ 
巧 謝は 至て 廉 なら 明細 巧は 申込み 第； 
送 b 何時 でら 參觀を 許す . 

I 苦 rlitz Sc 言 己 Of languages 

一 SAY ミ FA、KNL 只 G 
i Ivscli 妄 = Sq •ご投 た roarm-uy 
巧 ark さ Brunch w 食 ILenox A ve. 
near 127 th Street 

R 一 kh ごな ra ご 'Ir 2J で T ivi ヴ： Ui S 


■御 下宿-中 川 

Cli£is 公： Ikagfuvp。 

赛 IVIadison Str ミ t 
巧 hone 1818 Orchanl 


御 下宿 
中島 實 

108 巧. ミ Kt. N. Y. sty. 
Phone 爸85 苗 arles 


： ，，ゴー . 


知"/ で。，. ..心？^、； 





御 料理 S 旅 簾 


闢盛亭 


お 育 巧 九十と T 目】 セと 

i 生 
支配ん 西 巧 

電話 タパ ー ナィ ド 置と.！ 化 

r 卜 蘭盛亭 

21 "Wapping ist. ohilrl ま town Ma 爱 . 
、 re 尸 7 芝 \v. Qharle&town - 

支店長 中， 原 


御 下宿 並 御 料理 

自由 亭 

岡 轉庄乂 

赛泌 ands 化 tr ま 二 冷 001 dyn N. Y. 
Tel. gain 747 巧 


目* 人 職業 
周旋 所 

ニュ 19! ク巧 第丄ハ 
巧 八 四 巧を を 話 ブラ 
イアン ト とと 〇 九 
ま 巧を を么助 


移. 

森 職業 周旋 所 

；Ja 夕 -5® を Domes ご C 夕 3{-10;y3e ご tAgency 

187 を x‘ Ave. bet. 81 &82IKlst’ 
iSew York CiUy 
Tei. 9:5 奚梦己 isu S 夕 








参 御 下宿 靑年 館' I 

ホ 川 俊 一二郎 i 

ン キン ン トン 街と 巧 九十 八を 1 

- 

cTiipan ま n Y ミ ngseg ITo 呂 t 3 \ 
7 委 L.exhigton 、vve. 么 ew Yol-k sty j 
ITel. 送 ミ) Plaza 巧 rop. S. 0 ちづ. a ; 






養 眼を じ 夏 狼 卸を 文 被 下ません が . . .ム 
服地 ホ 化 立は 御 承知の 通ら 確實 で* り J 


着 


o' 

〇〇 

〇〇 


〇 C 0 〇 〇 


佐々 洋服 お 


C 〇 〇 0 0 





プライ 

ベ 1 卜 

舞蹈 


夕 年の 實驗 をち し 日本人 諸君 じは 特 

別呼嗜 親切に 敎授 す、 授業 巧は 

回 プライ ぺ 1 卜 、ンブ スン ー 弗 1 

ハ圓 プライべ！ ト ンブ スン 五 弗 

si ま • .Alice s ち shel 
1 妄 5 巧 w ち bet’ .53rd ミ id 54thst. 
Phone oclurnhus 8584 


ン 


巧會 及び 
最近 流 巧 

ダンス 




ザン ライス 


ダん ベい 


を 勇 ISE 養 E 曼 KE 客. 

1008 Ave.—A N . Y . CU ) 
T 已さ hone Plaza 5218 



を 震 デ だを ご タタ A 
み も-%- M ミを < 巧 もし r 
.茲 々を 八」 Y す 遠廚 、へ 

おも 夕違 It ホ自け 


二 






卜 


クタ ‘ 


が 瀬化廊 

龍 SS 岡 巧 纖 

新脊甫 レキシントンん 十六 番 

《サ六 了 目 卜がお 了 目 ゾ閒) 

袭 Lexh ち ton 公 ve. 夕づ CUy 
叫 el. を】 8 sadisrl ぎ 


■in 


香 


(ぼ) 廓) 麻) (個) 

萬) (味) 岳) (を) 

遠 東 茶園 


西 五十 化 街 




戸 

ご 


大 

正 

云 

ザ 


巧 

十 

S 


•紐 育 州豫選 制度 改正 

|j プラィ マブ 1、 で レ クシ ョン ごは を 

あ 溝のを 認 候補者を 豫速 する じ當ゎ 
^ 化れ 等の 撰を をを 選擧 民の お 接な 巧 
じ 化つ て决を せんとす る 人民 直 おの 
:豫 選舉を 意が するな も〇 更らじ 別言 
せ ばな ホが 政黨が 其を 認 候補を を 撰 I 

をす る や、 必らず 政 黨大會 を 開ら き 
少 おなる 化 ま 者 じ 化つ て 撰 揮し 巧ら 

たる 間接 選擧 をを 改正し 之れ じ替ふ 

I る じ 巧 民 直後の 撰擧じ 委ねん どす る 

I 巧 選を 制 巧な bw す〇 藍し 人民を 

接 選 巧の 理想 どなす 處は 逃# おの 旨 


細 


す 


が 

を 

韩 


な 

ホ 


A 

が 

\1/ 

旧 


の 出、 富ち 横 田 、. 天下、 を 藤 凄れ '' てゐ引 if 、 竹 村蓄計 2^ 語 

藏 、鈴 木 淸のご 一人が あ & 、 巧れ も 岡い はず ミンナ 神經 衰弱 0 症 じ 罹つ て 

部 一座で あつて まがす ては 倫 教じ居 

をを 雖 へた 巧 巧 座長、 喜藏は 足酱人 


餘 


0 

旧、 難 波な で 葬 人の 数は 巧 人に 

る 0 • 

▲をが すて 女 力を 事 肝 煎らを して 
むで 偷敦 ランス ダウン、。！ ド じ お 
城の 立派な 邸を を摧 へて ゐる興 巧 
地は 夫れ こを 歐ホ 足跡 到らぬ 處 なき 
ち 様で 獨 逸では 伯が、 - ンブ ググ、 

ブ レ ス ヴ 1、 コロ！ン、 フランクフ 

才！ 八卜 、キ ー 八な V 、 J から 
A 壤國 では 首都の クイン ナ甫ロ ー 
- ナ、 アボ〇 の 客席な どは 蓄入據 所 I 

してを 年大當 6 をち める 所が ある 


I 居て 中 じは 半氣 なの 書生 見たい な 勢 

ドウ 港 かぶい 多を を氣か 乾さう しで 

る處へ ドライを 巧を 送る からた， 

淸は喜 薇の 相手をする 子役で ある 一二 ( 半 ドライ ) 


人と， 

みら， 


I 由 患 あを 重んじ、 所謂 ボッス 制废を I 夫れ から 白 耳義の アン トフ！ プ から 
: 改革して 黛 弊を を 除し 0 て 人民 直を 

~ のな 治た' らし めん どす る じあるなら 

i 米 國聯を 諸 州 中 化の 人民 選擧 制度を 

; 採用せ ろ ものは ホ だ 數州じ 過ぎ やど 

I 雖ら 、ボ 民の 迭擧 、人民 のげ 治た る 

新 思想は 漸や < を 州を 觸赌 せんごず 

る 傾向々 るは 寧ろを ぶべき 現象な 6 

とる はざる ベから ず〇 此のな 化 じが 


プ ラジ 七 作の バ ラリ！ なでは 一流の 
1 を 席で ぁつて 例の 
A 妖髓な 資笑婦 が 客を 誘惑す る爲 
じ 盛ん じ 出入して は 午前 一 一時 頃まで 
も お ふ 巧で 化處 でも 日本人の 輕業一 
1 座は 呼 物の 一つに なつて ゐる巧 ふい 

ふ アン 配 じ 現が 血 河 屍 山の 戦 燒は日 

I 本驗 人が 歐州索 ホの おから 盛ん じ喝 


そを 衆 国 上院議員 . の おが 選擧 制の 赏_ 巧され る攘 所なら ぬは ない 輿 巧は 株 


- 施せら る、 ば當然 K こど じして、 巧 - 

，らじ 進んで 大統領が 固 ほのお お選擧 

I じょら 撰 おせらる 、新時代の 到 巧す 

j るは 放て 遠き 將巧じ 非ざる べし 〇然 

れ でも 胞按豫 逃を 制の 實 現は 或る 盈 

.ホに 於て 政 黛の お时的 精神を 無視し 

i 欧黛 政治の 連用 機關 ごしての な 黨組 

織 じを 大の 影響を 斑すべき やを ふな 

i もな し〇巧 どなれば 人民 商搂 豫選擧 1 

输 度は 所謂 一人 一黨 制度た らん どす 

薪 現 あを 視るじ 至る ベければ な b 

( 淚 な ) 


; 賴 日本 輕業 

I 師の 運命 

_▲ 八 巧 二十日 まで 獨逸 じだ おして 

么た 日本人の 圣部 五十人 許 b はが 誰 

どい ふ 表面 結 難な 名の 下 じ 官憲め 手 

た巧禁 されて 敵國の 監獄 巧じ幽 のの 

なを 送 & 身の上 じある、 五十 餘 人の 

i ザ 歎までは 興行 まじ 身を 辨ら れた輕 

案師 其の かの 截人 である、 是 等： = 本 

人の 幾人 速は か 巧ん •じ 

左 軟乂を 股 じ かけて ゐ るか 0 速 中 

な 現 だ 十一 一 一組 許 b も ある、 組の 大小 

にょつ て 人物 もぶ 裳 も 働き おら も ホ 

れ {違 ひは あるが 大抵 八 人から 少 

_ いのは 五 人位が 一座を 化んで 

: ▲得意の 轉 業に 西洋 薇 人の 唱歌 舞 

霜 音曲 曲馬から ま那 人め 手品 迄 をん 

I だ 合 同大 一座の 間 じ 伍して 峭 巧を 博 

I して ゐ たのて ある、 一座の 重なのは 

i 山形、 岡 部の 大 頭を 始め ど. てで 歲 


組織 じな つて ゐ るので 目 本 - < 1 座は 

巧 输鄉 度で 大抵と 千 マ！ ク邸も 

一一 一千 五 巧 圓じ當 る、 をれ で 襲は 

どい へば 雜 めて 樂で H 本から 化 寄せ 

I れ凝 つた 普 致 ご 珍 ホ 裳 これは を都瑞 

I 川の 上が ごとい ふを で 巧へ るめ であ 

が 編 子の 地 じ コッテ リど しねぬ ひ 

をした もので 巧 致は 數千圆 も おを か 

I けて ゐ るぶ 裳ら 

一着 五十 閒は 下らの、 夫れ が 十 

U な b 二週間な b の‘ 興行 期間 中每极 

ぶ 裳の 變 つた 巧を む 目^かけ るので 

違つ た ホ 裳十數 組は 備 へて おかねば 

ならぬ ので 巧 成らの 金が か、 る先づ 

この a 本 趣 かを 妙じ發 難した た 目 見 

が 濟んで 愈々 輕 業を 觀 費に 供して 了 

ふまでの 時間は 僅 じ 十ー ニを 位、 これ 

でと 千 マ！ クを 得る ので あるから 

ボ ロィ やぅ だ が 之れ だけの 栖攘 

じ 猶ぎ附 ける 迄の 巧 力は 义 大した も 

のでを つたに 相違ない、 日本人のを 

i 鷄 こか 手 蟹の 輕 業が 眞似 手がない の 

どの 評判を 巧る 迄 じは 一方ならぬが 

や 化 やが 拂 はれて ゐる ごの こどで あ 

る、 何が さて 冗み じな つて 異鄉じ 稼 

て ゐる是 等藝人 のこ どで あるから を 

一を 搁 むまて は 大抵の 事件 じは 驚かぬ 

▲今度の 開戦な どら 風說 位の 時み 

じは ザ じ も かけや じ 働ら てゐ ていざ 

ど 云 ふ踞谷 じは 準備 もして るた であ 

らうが 迅蕾 的の 獨 逸の 開戰 じは 彼等 

らか柯 どもす る 奉が 出 巧な かつので 

あらう 

A 大阪府 聽 から 旅行を 狀を 下附さ 


。巧 蔡の瑟 目を 見て ゐる こどで 


投 


/|\ 

を なピ 


A 妻帶 獎獅大 ひじ 宜し ひが 一. ヶ月 五 
十 巧 や 六十 巧の 收乂 しかない ものが 
白人の ' 妻 君を 賞ら ひ、 小 供が 出 巧て 

共稼ぎを する 事が お ホな くなら 結局： 

家族を 棄 て、 逃げ おし ねらを 人 じを； 

惑を かける やぅな 者 も あらます から I 

結婚を するなら 第一 ' じ收 入の 點を考 

へる 必要が るります ( 失 於妻帶 者 ) A 
i 链を 製造す る 巧の 職工で 居ながら 女 
郞屋じ 巧て 自 をは ド クタ ー じ や ごか 
宮內省 御用 齒お醫 のが だ ごか 軟 法螺 
を 吹く 大お鹿 者が 居る、 弛を 知れ ( 化 I 

ボ 生 ) A 自 をは おひ 內 美人と 結婚す 
ど 友人 じ觸れ 廻した のは 上 お 巧、 
然る じ 化 頃 結婚を 止して 其 化 b 自勘 
I 革を 買つ たど 言 ふのは 巧 笑し いぞ一 
一が どぅしわん だを 男 (タィム スス ユ 
ャ) ▲あ墳 同胞 間に ヶ ー ン俱樂 部な 
るの が 組織され た怪長 中 お ホ ー クン 
1 副 怪を菊 地 東 陽 クン 怪員 じは を 親 正 

直 クンが 藤 眼鏡 クン 竹 中 長身 クン 岡 

I 田 精カ クン 顧問は 巧 目 本のを 川 生命 

ク ー ンじ やげ な ( プ！ ン六 巧の 名 十 

演說會 傍 聽者中 じ 婦人の 參會者 タッ 

夕四 人な て 巧 育が 如何 じ ドラィ 黨の 

をき じ 苦む かを 知ら 同情 じ堪 くぬ ( 

上胖 生) ▲一人の 色靑 さめね 靑年か 

; 易學 大家 化 龍 先生を 旅 箱 都じ訪 ふて 

身み あ ホ じ 就て 易 斷を賴 むだ、 吐 龍 

先生 恭しく 签 がを 燃く つて 見る VJ 巧 

の 事は ない 本人の 前途は 八方 塞から 

ど 出た ので 先生 も 氣の毒 じなら 色々 


が 御 料理 

暑中 か 業 化 居懷を ホ 化 
巧 一日 よら 諸事な 良の 
上 巧び 開店 仕ら 精々 

大勉强 3 S 

眼々 お 御 ホ 巧 奉 願 上 お 
JA 錫 かば 燒 A 手 巧を ば ◄鍋ぶ 
▲其 化 何でも 御 注文 じ應 じます W 
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移轉 

京 月 一 a よらぶ 記の 所へ 移 蹲 諸事な 


良の 上 從前通 b 營業仕 お閒不 が變御 

身の上 話を 聞て 見た 上 日本 行を 勸め引 立の 稱希上 お 


た 見料は 幾 巧ら W 聞く から ナァ ー 三 

だう でもょ いど 答へ たら 五十 化曆い 

て歸 つたげ な、 易學 大家 先生 も ィク 

:ラ見 巧随蔥 だから どいつて あ 十 仙 ど 

は 巧を おじ や ( 都 生 ) ▲ 名 ±演 說で大 

ひじ 有益な 話を 聞 ひた か 今度は 在留 

不 ホ 黨 の氣潑 をを 開いて はだう じ や 

I 序でな から 舞踏 食の 一件は 其 後 だう 

なゎました か 一， 演 說屋) ▲西部の 邦字 

新聞 中 じ人氣 投票 だの 美人 投票 だの 

ど々 から 二十 年 も 前 じ 一 時流 巧し ね 

一布を 新聞 式のを 儲けを 企む 新聞社 か 

ある、 文明 因の ア 、リカで 社 會の先 

1 覺 者を 0 て 巧ず る 新聞社 か コン 六 下 

等な 事を たくら わごは 怪しからん じ 
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婦 個人主義の 敎脊 

襄 H 組 巧 白 本 A 曾の ホ 彼 じ 係る 巧 

_ 遊 あ 十-の 雜演會 じがて < 夕 年 學闕攻 一 

碟 軍の 急先絳 として 必 化を 敎脊 がの 

一 刷 就 じ 注がれた る 高 旧が 峰愧 ホの 持で 

論を 傾聴す る S を 得た るは 吾人の 欽 f 

幸 どす る 所なら 0 

蹲 ± は 這般げ の 萊兩じ 瓦ら、 が史 

み 巧 ホ だ會て 見ざる 大微亂 の 不祥 お 

を おなして、 幾 萬のを 生を 塗炭の 巧 

に睹れ 、を おの 姐 巧を す 生を のじが 

がする じ まら しめたる 巧 化の 歸 着が 

I 當然獨 遮主權 をの 的 上 じめ もを 指输 

し、 彼のを 敬ず べき 「デ ィプ、 ジャ 

— ブン、 チユ！ ァ」 の 威 化 力 ど 

嚴 運すべき 「グレ ー >、- ジャ ー マン 

、ィン ダスト 9!」 の 威力 どにちが 

せらるべく 期待せられ たを 獨遮國 怯 

か悍が どして 卞义を 執る じ まらた る 

は、 現下 獨國 を風酶 しつ、 ぁる 軍 跡 

ホ 義の迷 想に 驅られ たるに 過ぎす、 

ど 喝破し、 要するに 基れ 國 家を 偏 帝 

し 個人を 偏輕 する ホ義 の敎脊 、槪青 

すか ば闊 がち 義的敎 育が 齋ら せる 那 

るを 0 て、 ち 己が 年 ホの 所論た 

個人" ま聚的 敎脊の 爾後 益々 故 國剧は 

敎脊み 化 本 方 かどず るに 適確なる V 

きを 看破 せら ど 論 結せられ た bo 1 ィ 

言を々、 引證該 傅、 巧 人は 隙 女の 網 

I がに 接し 博 ± の逮 辨じ聽 きて ぶ肆お 

il 樣 腐儒の お 流 じあら ざるを 知る 

1 おし どせ ず、 而も 博 ホの 所甜 刪人卜 

を的敎 靑が闕 おの 倘 がを 巧 巧し'、 巧 

能 巧德め 個人を 作らん どす るは、 蓋 

一し 國ぷ 並じ國 はを して 共 じ 向 A 進 ホ 

I 「バア フ五ク 3 シン」 のが じ おつか 

しめん i する 一の 峨ぐ ベから ざ.. 综 

i 力 じ 外なら やど 雖 、化铺 想が おして 

I 如何なる 巧 度を が 巧 じ 巧 用し 得らる 


を胁 をす る じ 力 ぁるべく 隨 つて 間を 
じ戰 ずの 機 食を 緩 かすべき をは 凝 問 i 

の餘 地を がせ ざれ お、 國家 及び 國は 
$ 自衛 上 戦ず 不 W 避の 踞を じがて 而 

かもを く强 をの 實を 舉げ 巧て 「權力 

は正篆 じぁら や 然れ共 正義は 權力化 ^ 

ど 據嘗し 得る こどを が證 ずべ しと 
。ずが。 

醫乂 をして 暫 らく 說 をな さし むれ 

に 明治な 降 東が の 君ず 國に 於け る敎一 

なは な國强 をのが 武ホ 義を絳 どし 株 

端なる 武± 遊 結拜の 服 從ホ義 若く ぱ 


みきや 〇ず 和の 時代 じがて 立憲 阅技 

玄 しての 資格を 具備し 「スト" ング 

_ センス、 ォブ 、ィン デビ デュ アツ テ 

i イ」 を 化 得する 侧乂を 包が する 國家 

お、 一旦 巧带 のが じ 於て 如何なる 化 

i 热を爛 人 本義 的 敎だじ 要 ホし 巧べ 

.乎、 検音 すれば 側 人 ホ 義的敎 村の 感^ 


を 巧め て 他 H の 左 券を 得る じ 力む る 

等 應馴參 差、 機略 縱橫殆 んで餘 H な 

きらの {かく 而も 他面 財政の 賞倩必 

ずし も悲觀 する じ 足らざる を 聞く じ 

至^ては 吾人は 敵ながら 嚷 服の 戰を I 

發 せざる を 得ず {ホ 巧) (故山 逸を j 

獨 をの 活躍 

▲儀 劇的 ぉ 人を の 運命 
空々 モ 

A 化 おは 巧ぅ やら カィ ゼグ の跋 色が 
能いだ 先頃 敗け 述 したがを は、 


お 力 渔随の 官僚 ホ 義を經 どせ る もの ~ 宰相 じ當 々散らし、 農 太子に 當 b 部 


じして 是れ 必ずしも お 確なる 意が じ 

於け る獨 逸の 國家 的敎靑 ど閒日 じ 論 

ずべき じ めらざる べし 0 カント、 へ 

ィ ゲ グ の大巧學を有し、 グー ブ、 シ 

作 レグの 大文學 をち し、 縣た 又た 巧 一 

ゆる 近世 巧學の 梢が を 筵め て化界 'の 

學 ザに 雄 瓶. する ナュ！ トニック 民族 

一^ 拂 おを 質 隙 化する 方面 哪も 殖康輿 

樂の 方面 じ 於て な 能なる 敎脊の 普及 
を 巧け たるが 爲 めじ、 伽 人の 理想の 


I 進 ホ ど おじが 實力頓 じが はら、 普佛 

磯ず 巧 後 ホに 半を が じ 達せざる じ拘 

はら や、 踞然軟 卿の 天地を 席捲して 

お 露 どを 一二を を維特 する の 形勢を 馴 

知し、 0 て 今. 日に 至れる は、 實 にが 

國家ホ 發の敎 朽の賊 じぁらざる なか 

らん や〇晋 人は 如今國 際の 晴泣 じ訴 

へて 或は 戰爭の 理義じ 化り、 將亦競 

巧國 としての 利害 關 なじ 基き、 锁槐 

下獨 逸の 一敗 巧び 起つ 能は ざる じ 

まらん 事を 冀 盛す ると 共 じ英佛 白露; 

み聯を 軍が 終 尉の な 巧を 占むべき を 

豫 おせん ど 欲する 者 なれ 共、 獨逸國 

はの 顔强 無比、 を して 精銳 なら ざ 

るは なく、 軍 どして 聰禱 せざる はな 

く 且つ 巧み じ お 學を應 用して 秀 おな 

る 攻城 航空の 戰術 をを 明し、 擧國一 

致、 萊じ强 をの 侵略を 擊 退し、 西 じ 

白 ザ義を 征服して 正 じ 化 海々 岸を 領 I 

せんどし 、南に 英佛 の踰を 軍を 赌迫一 

して 巧 化 上を お 易なら しめす 而も 梅 

をの 外を を バグ ガン ザ 島 じ 用 ひて は 

4^ 國を 雜貌し •南 亞の獨 人を 化 族し 

ては 叛をお 領じ謀 6、 其 他 ホ 國じ對 

しては 施ん じ歡を 巧む るの 運動を 開 


らし、 ベ； ト マン、 ホ ルウ エツ ヒ もず 

を燒 いて 內 々米 國じ譜 和を 賴んで 背 

るど英 外相 グン ー をは カィゼ^の 鼻 一 

なを 陷 を させぬ 5 もは 講が罷 まゎが 
らねど 許 b 効ら ホ n 、 の挨楼 、誠 じ 
敵ながら 少； 御氣の 茜の やうで あつ 
たが、 今では ィャ獨 遊中ク なて 侮る 
ベから やどい つた 所で、 別 じ 識見 卓 

然 どして 俗流を がいて ゐる譯 でもな 

い、 矢 張ら カィ ゼグ は' 豪い ご 威服し 

て もつ むじ 曲 6、 横 紙 破らの 十八 巧 

が 初 まつた ど 言 はれる 氣 遣は 大丈夫 

ないだら う、 が 調子に乗 つて 歐 州の 

地 圖を變 へて 見せるな で； 力んだ 

叙を さんじ 電報を やつて、 化 勝利を： 

得させ 給へ る 神 じ ホを をれ など、 難 

有が つたら して ゐ るのを 見る ど、 罪 

がない ど 言へ ば 罪かない が、 な 面 ど 

待 意 巧のを 變ら 、フ 、ンど 冷笑して 

や b 度なる 0 

▲併し 何 ど 言 つても 化 化 ホ 的 大をお 

の 作者で もを り、 興 巧者 でら あら、 

お 者で も ある 八 人藝の 而も 大立物 ど 

いふの だ がら t 勝つ てを 負けても 力 

ィゼグ の 名は 世が 歷 あじす おの 位 罹 

を 占める 譯 で、 此點は 3 惜しい か認 

めて やらねば ならぬ、 

A 々ィ ゼグ ある 爲じ化 芝 おかい 

舞臺か 引き締り、 いくら 見物の 興味 

かを^られ幾くら役者仲間の競巧必 

か刺擊 される か 知れない、 さう して 

い < ら悲慘 ど殘虐 とか 高調され、 い 

くら 怨恨 VJ 愤あピ か 色彩され、 い 

ら 正義 VJ 罪惡 ごが お 比される か 知れ 

ない、 余 集は 補} の 戦 報の 矛盾 输着 


ら 


1 化が ぞくの おを じがて 戰爭非 文明 諭 一 おし、 ま那じ 化ら ては 巾 立 違反の 罪-、 虛育谁 をして をる 中 じ も々 イゼグ 


の 面目 か踢 つて 見， 口る のを 每 U 新簡： 

を 讚.^ 樂み じして ゐる〇 

力 1 ライ^は 化を の歴 をは 摩 人の 
傅 記 だ ご 言つ た、 今度の 戰爭 など、 
々イ ゼグ 征伐 じ 世を 中掛 つてむ る や 
うな もの だから 豪ら い 無論々 イゼグ 
じ關 する 記事 じは 噓か夕 いだら う、 
だか 考證 的歷 史家 じ 言は せる と 平家 

物語 や 太ず 記は 嘘 許ち だとい ふ、 實 

際さ うだらう、 併し 嘘の 中に 赏のあ 
るのは 化 魁なる ものの 手管 許ら ては 
ない、 侧 々の 事 實に噓 は あつても 之 

を A め 頭で 渡 遇すれば 自 から 雜 がな 

る 槪をか 得らる、、 平家物語 じ 現は 
れてゐ る 源平 鼓 ± の 日 1 マン チック 
な 生涯は 正 おな 外じ鮮 かなる 時化の 
觀 念を おへる、 巧 聞の 記事 じ 誤報 脯 

:報か 多 ほぐても 、之 じょつ て 時代 稀 

础の動 < 巧、 人物 新陳の 移る 巧を 察 

>> る じ 大抵 間違は ない、 力' イゼグ を 

見る じは 一二 事 實の虛 をを 深， い氣み 

なく •こも 十を でみ る。 

A 併し 化大を おを して 飽を余 葉の 注 

义を滿 足させる じは、 結 巧 カイ'' 七 八 
でを けて 賞ら はぬ ど 脚る、 おず しも 

化 級め 擲善懲 盤 ま 怠が からでは なく 

カイ ゼ 於が 飽を勝 つては、 劇 曲がが 
がか 巧ら 壤 しだ、 淸 盛は 生きな から 
焦熱地獄 じを もたから 劇 曲 的 人物り 

要素 か備 はつた ので、 ナポレォン ー 
化の 傳 記から セントへ レナの 一節を 
取つ ては 興 ホ 索然た る もの じなる、 

I 余輩の カイゼ^を 鑽 美し、 カイ •セグ 
を 姑を じする は 其 悲劇的 終府を 前提 I 

どして ゐ る、 さう してん r 曰じ駿 ける 

勝利の 如きは、 溢々 化大 破滅を 反 鞭 

する 舞襄的 技巧 どを 做し 正盧 お其壓 

利を ホ認 し、 其奪闕 振りを 蜗 ホして 

やる ので ある 0. 

A 或 人 曰 < を をは 凡俗 ホ義多 數ま義 I 

、郞も お 衆ホ義 者では ないか、 力 

ゼグの 人物 おは ホ義じ 反する 樣だ 

をん な こど か ある もの か、 勞働 組を 

か 如 柯じ勞 ドク おじ 歷獅し 政 黨か如 

巧に 黛 負じ壓 制して ゐ るかめ 事實を 

見れば、 人物の 權 威は すべてが 組織 

すべての 形 まじ 超越す る こどを 悟る 

だら う、 民衆の 傾向い よ'^ 盛ん じ 

して 英雄 崇 巧の 傾向い よ-.^ かは る 


、は 社 食ま義 者の 首領に 凿 する 態 废 I 後方 じ 退却し 巧び 陣 おを 新た じして 

か說 明して ゐ る、 ロハ 專制的 君 まど 異_ 


つて ゐ るのは、 夕數 かが 敬を 挪 ふの 
ど、 挪は せる のどの 化 違 じ 避ぎ ない 
挪 ふみ 量は 閒一 でも 拂ふ氣 かは 大き i 

じ違ム ロ 

▲だから 民衆 主義を 0 て ホ 天才 も義 j 

だ VJ いふ 學 者の 潍 論は を澗笑 ふべき 
ものである、 を 輩は 技 衆ま義 だから 
すべてめ 凡人を 巧 敬ず る ど 共 じすべ 
ての 偉人を 讚美ず るので ある、 夫れ 
から 斯う も 言へ る、々 ィゼグ の述命 
は少 くど もを 代 劇のを 人を ではない 
ィブセン、 シヨ！ のち 人を ではない 
少 くど も セ！ ネス ビヤ 時化の 古 盤 ハめ- 

劇 曲の ち 人を である、 斯うい ふを が： 

はもう 今を か 恐らくを 後 だら う 0 

参獨軍 優勢に 向 ふ 

ァ潘隋 落の おお 

白 軍が 極 軍 じ おしてが 力なる 最後の 
抵 がを 試み なて 速を 常の 化 進 じ 使む 
らしむべし VJ 豫 期せられ し アン トワ 
1 プ要 整は 砲裝 開始な 巧 僅 じ 十 H が 
じして ま 十 0 脆 < も獨 軍の 手中 じ お 
し、 防 總あ並 後援 どして ホ たれる お. 

をの 一部は か蘭國 境を 越へ て 化 方に 
潰走し 國す ァグ バ ー ド 陛下は 敗 幾の 
をを を ひて ォタ . を： シ： ドに ‘ 涯れた る 4 
间 地の 形勢 危殆 じ 迫 まる や 遂にみ 令 
0 て國 外に 逃錢卞 るに 至れり、 签 
ァ 要塞め 陷 落は 速を 軍が 過 ま ーヶ巧 

餘じ甘 ib て 甘； ハ ま 力を 傾倒せ る 旋间巧 
載を 無効 じ歸 せしめた る VJ おじ 獨帝 
は 之 じ 依りて 萊戰計 霜 上 最も 有利な 
る 地 ホを 獲得せ る ものなら、 劑ち獨 
举は化 結果 どして 後 願の 赛を 除き 得 
たるの みなら や、 ア潘 な齒じ 用ゐた 
る 四 個單幽 並ぶ ち 袍を轉 じて 直 もじ 
歉の 左翼を 街き、 ぶょ じ 旋回 巧 動を 
試 レる を 得べ < 或は 敵の 中を たるべ 
グン グ方丽 を 突破して 敵 降ん 中斷ぉ 
試む るの 便 ありが の 如 < 獨 軍の 勢威 ' I 

頓じ揚 れるじ W し英斌 速を 軍は 辛 じ 
て お 巧の 陣 f '. をが 留 する じ 化 まらを 
て 目覺 ましき 戰 勝を 得 や、 殊に 唯 1 
す 望を 經 せる 化 ホ 露 軍の 氣 勢を たく 
振は ざる 一 おは 更にを 幕の ±氣 をし 
て 沮喪せ むる の 巧 料たら ずん げホ 
ず、 ま 十一 1 H 0 巧の 報道を 掠 合する 
じ 露 軍の 右 翌はホ だ 何等み 進 巧を 一が 
さホ其中堅たる西部を領ポーラ ンド 
は 大半 胸 軍 じ 侵略され て 化 ハを 都ヮグ 

— ソ ，— の陷を おきじ あら ど 傅 へられ 

露 単は 後方を 軍の 連絡を 中斷 せらる 

るの 恐む ある 結柴 一旦 占領せ る お ホ 

ダ'’， シヤ ( ホ I が ) 方面を 樂て \迦 かじ I しどの 說あ b 


獨埃 軍じ對 せざる ベから ざる 情 態 じ 

ゐら 、兩軍 目下の 形勢は 大略 如上の 
くなる が 今後を 体め 形勢 じか 何なる 
變動ゐ るべき やは ホ だ 欺 じ 逆 稱し為 
からず ど雖も あきお 來じ 於て 戰 就の 
お 結を 吿 ぐるが 如き 事は 到底 思が の 
かなる ベ < 時 お 益々 紛糾し 巧る ど お 
じ 日本軍の 應援を 必要 どす る 時機な 
きじ も ホぎ るべき か 
•が戰 閣員 靑嗚退 まぜ 靑晦 米國巧 
事 ペック お 支 人 男女 等の 非戰劇 員は 
十四日 间 地を 退去ず る尝 なる が 巧は 
靑鳥總 臀が村 地な おが 戦 翻 員の 生命 
をが 譜 すべし どの 乂 かを 奉せ るを を 
幽 軍の 要 ホ こ をれ たる 結果 じして 0 
上 非微岡 負は 山 東 機 道 じて 同地を 退^ 

ますべし (巧を 十四 2? 發電) 

目獨 飛れ 除お戰 日 獨飛巧 隊は靑 I 

爲の 商を じて 會戰 せる がが ホ 共に 描 
傷な く、 敵は 化モ W の 高さ じ 飛 殺せ 
しま、 雲間 じ 其の 影を 沒し 去れら 《 

望) 

•攻擊 開始は 十よ H 十四 H 化 京電； 

報に 依れぶ. 円本 軍の 靑 島な 懲は十 お 

H 哪も ±曜 を 巧て 愈々 開始 さるべし 

どい ふ 

A 獨 軍の 南下 濁 おは ァ港 ぉ領 後が 
ん じで 踏 思の 巧 ン‘卜 を 略が.-' 

今や ォステン ド じ おつて 進軍中なる 
が 十四 U の偷敦 電報は 巧 地じゐ らし 
A 軍の 大部を は旣 にお 隻の 運送船に 
おじて 去ら 只 倦 かの 白兵 殘留し 居れ 
b ゴ報 せり、 尙獨 軍を 潔の 词か官 ク 
グ ック大 おは 速を 軍 左绍の 援軍 じ お 
し、 リグ 巧を ザらん が爲 めを 勢力を 
间巧じ 集中 せらと 

♦フ グソ I 強化 ホ國 領事は 十二 一 H 國 
務ぷに 打電して 阅 ホの 危隊を 報じな 
留义 人が 譜じ關 し 如 巧なる 態度を 執 
るべき や 本 國欧府 め 窓 向を 質 ホれ ら 
•巧領 南阿 じあ 亂 起る 英領 南阿の 
化 西部 守備隊 お掷官 陸軍 大佐 マリ ッ 
ズ はま 十ー ニ自本 國じ對 しお 亂を 起せ 
ら 、を じが 英領 殖民 地總瞥 バクスト 
ン 氏は 巧 阳一帶 の 領地 じ戒嚴 かを ホ 
ける か网 総督の 宣言 じ 化か ば 今閒の 
叛亂は 獨逸か 英領 地域 じ搂 せる 自阅 
領 ょも 數夕 3 軍事な 償を 放 も 或はが 
々なる 手段を なて 共か樹 建設の お あ 
の 下 じ 守備 軍人の 一部 並 じ 巧は をが 
敗せ しめたる 結果な なら ど 云へ 6 
♦參謀 撥ち 吏を 說 陸が 參謀 爆を を 
を 川大將 はが 長 明 おが おどの 間 じ 策 _ 

戰上惹 見の 巧 格 ぁりが おおどして 寺 I 

巧 朝鮮 總慨 新た じ據を じな 命 さる V 
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; 旨 論抑壓 
I 條令發 布 

1 香 外 お. おはま 巧 十六 曰の 官報を 0 て 

左の 如き 省みを を 巧 せら 
外 あ 省み 築 一規 

新 巧 紙 法 第 廿セ條 じ 依 b 當 をの 內 

固ず じ影嚮 をぶ ぼすべき ふゐ 
き 事 巧を 新聞紙 じ揭 載す る こ VJ を 

紫 や 但し 豫め 外務大臣の 許可を 巧 j 

たる ものは 化 限 じぁ‘.‘ 本. 

附則 本 かは を 布の 日 ょら 之を 施 

巧す. 

おじ 松 井 次官の 么 をな てが 新聞 趾 

じ 左め かき 逆 知を なせら 

新 閒紙雜 誌 給 閱じ關 する 件 左の 通 

も 相を め 候 條化段 及 御 通知 原 化 

- _、 かが おかお. 一號じ 依ら 新聞紙 雜 

誌 掲載 事項に 願し 外務大臣の 許 巧 

を错ん どず る も 0 は 巧 稿 紙を 提出 

し 檢轉を 這の 捻 鱗を 受く べし 
二、 原稿紙は 每 H 午前 八 時 ょら 午後 

八 時まで 檢閱を 負 之を 接ず す 

二、 族 稿 おの 挺 巧じ關 しては 左の 

が 項 じ 注意 せらぇ べし 

ィ 郵便を 0 て せらる 5 時は 遲延 

の携 める を 化て 成るべく 避けられ 

たし 

口 電話 又は 口頭を 0 て檢 闡を受 

くるを 得ず 

四 T 族 稿 巧 檢閒の 上を すの 扔 どし 

て 一を の 印を 擦すべし 

五、 許 巧を 與 へざる がをは おじて 

ホ 殺し おがを なすべし 

い、 前 二號の 原稿紙は を 社 じ 於て 

一週間 之を が# すべし. ‘ 

巧新閒 紙が 載 禁化带 巧は 別紙 穂 お 

じ 化る もの ど 必巧相 お 度、 化 段 中 

雲 

靈) 

凰ず じ 彭蠻を 及ぼす J ミるべき 事 

巧を 例を ずれば 左の かし 

- 、 現な 帝國じ 於て 關 係せ る閲盟 

又は 協約. ( U ぶ州盟 、円 露 協約、 日 

獨餘 約、 H 米 協 8 の) の 目的 じ 

背反す る 記述 記述 ごは 韻事 通信 

說述を 云 ふ) 

二、 前號 記載の 同盟 义は協 おなか 

協約を 約 又は 同盟 等 新 じ 成立した 

るが 如 < 想像せ しむる が 如き 報道 

一二、 が國 どま、 器、 お、 ホ、 佛 等の 關 

なじ 醜す るを 然事實 無が の 報道 又 

は 巡 救なる 挑を 的 記述 

四、 友が 國元を じ おず る緋謗 一 

'五、 化 國の領 ± じ關し 過激なる 倭 I 

略 的 記述 


参英國 より 覺 書を 受 / 

日本 も 講和 談判 じ參 加す 
が 藤 外務大臣は 九月 化 曰 貴 衆兩鞋 

じ 於て 左の 演說 をな した 女 
一 諸君 外を 上め 事じ關 して 諸君 じ 御 報 I 

吿を申 上げたい ご 思 ひます 諸君が 新 

閒 紙上で 英佛霉 一一 國の間 じ 近 H 戰 
を 終 T する 時 じ 當て謀 和を なす 
じ 麗和條 件じ關 して 協約が お 巧た ご 

ふ ミを 御 承知 じな つ だ 當ど思 ひま 1 

すが をれ は事實 でぁ 6 まして 英佛露 I 

'二 國の間 じ 結ばれ もし わる 協約の ま 

昔を ロハ < r 申 上け ます 協約 文は 次の 通 I 

であらます 

下名は がを の 本 國政巧 よら 正當の 

委託を 受けを じ 左の 通 宣言す 
巧 國儲國 及露國 政府は 現戰爭 中は 

單獨じ 講和せ さるべき 事を 相を じ 

約す 右 S 國 政府は 溝か條 件を 議す 

る 躁をじ 於て 何れの 巧盟國 もを じ 

め 他のを 閒盟 圖の鬧 患を 經や L て 

講か储 件を 耍 あせさるべき こごを I 

約す 

を證 おどして 下名は 本 宣言 じ 記名 

調が す 

千 化な 十四 年义 巧を 日 偷敦じ 於て 

本 普 二 一通を がる 

化 じ英の 外務大臣 ど 駐英の 佛國 大使 

滋國乂 化 S 名の 名前が ゐ ^ まず 英國 

外務 大巧は 右の 趣きを な吳の 巧が 特 

が 大使に 通吿 になら よした 夫 ご閲時 

じ ガ上大 化 じ 街して 左の 如き 覺 寄を I 

渡されました 

覺 霄 

巧國敕 府ど鄉 露兩國 政府 どの 間 じ 

は從巧 何等の 取 極な か b しじよ b 

今み 共 词じ從 事す る戰 ザに 關 しを 

二 國化府 ど 協約を 締結した bH 英 

両國 .政が 間 じは 间盟 協約 第二 條の 

お定める かな じ 今更 斯の 如き 協約 

をなず のめ 要な し英國 政府は 講和 

締結 及 講か條 件 じ 關し佛 篆兩國 政 

府ど お結びた る 協約は 英國 政府が 

旣 じを 擔 中る 義務た る旺英 間盟擒 I 

約の 規定 ご 毫も 變更 する もの ご 看 

傲すべからざる； 並 じ英國 が戰圆 I 

ぶ 講和 じ關し H 本 ご協闷 しるつな 

ホを 意 か 玉 じがで 么 ，をな すは 言を 

待たざるものなる至を佛露兩國政』 

府 じ通吿 した： 

♦露 特使 VJH 本 軍器 彈藥 及び 軍需 I 東 

お 購入の 使命を 帶ゾホ 朝せ る ヶ將軍 

は 十二 日 午前 十 時 陸軍省 じ阀 陸相を I を： 

訪 ひぶ 要望を 閱陳 する 所 あ^たる が 

巧 園 政が じがて は 友邦の 國難じ 際し I 或 

能 ふ 限りの 化宜を 巧へ 其 目的を 貫徹： 


爭日 午後 二 時よ 6 東京 商業 會議所 じ 於 じ 居れば 化 ひの 外れた る よら きら 巧 


-並 I て發會 まを 擧 巧せ ら來會 者は な餘名 

じして 鉛 木 梅四郞 巧のを 會の辭 じみ 

ぎ 中 野 武營氏 座長 W なら 大 殴、 板 垣 

兩 伯の 祝が あち 元旧肇 巧は 巧國 移民 

I 事業の 最も 重要なる 所な を 論じ 中 野 

座長ょ ち 評議員を 指名し 四時 過散會 

せら 閒據 をの 目的は 左の 諸 項を 巧 ひ 

て巧國 移民の 發展を 期せん ごする じ 

ゐら I 

な 外 同胞の 後援を なす 事 
二、 移 他 民じ關 する 愤 報を 國民じ 知 
- らしむ る 事 

二、 移民 排斥 じ關 する 調査を なず ミ 

四、 移 おな 善に 關 する 調査を なず 事 

五、 移民 じ 適する 地 ホを 調查 する 亭 

六、 移住者 指導の 事 
と、 移な 若 訓練の 事 

八、 移民 渡が の 巧 芦を 關放 する 事' 

す、， 女子 渡航 獎勵の 事 
十、 旅券を 附手續 をな 善ず る 事 


せし むべ < 陸軍省 じがて は 十 I こ 目 日 

I 醒日 じも拘 らや大 峰み 官 0 下を 關展 

I 諸官 早朝ょ むを 處 あじ 付 補々 炼議す 

る 巧 あらたら 

あ 民 協 會發會 式 板 垣 化、 入江 モ 
I 等のを おじか j る 日本 移民 協 會は十 


せる は 一曆當 々しきみ 第 じして 巧 巧 

のどを して 約 四十 ごなら 當局 まは 遂 

じ默認 して 巧 巧者 ご 同じく 檢徽を 巧 

ふの 化むな きじ 立 至れ 6 化しを 規は 

板が 嚴肅 じして 醜業 者の 巧 前 じは 恵 

一を の譬 戒を嚴 にして 軍人の 乂 るを お 


参 龍 口 邦人の 苦難 
龍 口は 時局な-巧 大連其 他 よらが 人の 
入 班む 者旣 二 千 S 巧 人を 超. 2 其 中 
罹實じ 事業を 有し 盾る 者は 十 乂恆じ 
大部を は 浮浪の 徒なる が 軍の 經巧 

が 進 ホせ るど規 摸の 小さき 爲め 空想 I 

を滿 足し 得ざる のみ か 一 錢の化 事 も 

なく 測へ ホ 巧 街の 事 ごて 身の 置 場所 

じ 窮し强 て 支那 人め 家 じ 割 6 这み居 

る 中 化 おの 大風 雨の わめ 家 農の 崩搂： 

なを 超 わたれば 如上 浮 あのが 人は 崩 1 

れ揀 鬼を 穂み て 其 上 じ 露 宿す るまで 
の 普 難を 嘗めな から 尙歸 らん どは せ 

ホ 血眼 じなら て 化 事を ホむ る よら 其 

處化處 じ 衝突を 始め 其が 寧ろ 慨 むべ 
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豁を 避いて 晝夜莱 巧 ミの 業 じ 就きつ 

j つ あるが 皆 何れも H 本 よら 注文せ し 

の 巧 <は： 1 : 本を 經て歐 如 よら 注文 

I せし 武器を 製を ずる もの じして 之が 

; 取次を なす ものは ま VJ して 橫橫 正を 

j 銀 巧 じして 尙 一ニ ザ物康 貪 社も少 から 

ホ 之れ をな 次 括れる も 従つ て 沙渡及 

: びを 灌よ b 出 化する 東洋 行 船舶が お 

I 网 貨物を 滿載 する も 之に 瓶 因す るら 

か夕 しとい ふ 

1 ♦天 技 節 祝賀な し 巧る S 十一: n は 

''•天 長 祝貿日 じ相當 すれで 息 太を 陛下 

大喪 中なる じよ b を 内省 じて は 祝な 

; 式を 差 控 ふる 旨官 巧を なて 發 ぶされ 

だる じよら だ 留词胞 間 じても ぷ巧恵 

; を 要すべ <尙 過般の 解 喪は 宜戰 奉吿 

當日 まけの 解 喪 じして 出征軍人 丈け 

I 特に 喪章を 附 せざる も 差 まなし どの 一 

ポ吿 をを せられた るの み 一般 大裝は 一 

;當 を 衆始逆 ゎじして 何等の 變 おなき I 

みなら 

♦戟時 藥ぉ類 取締‘ 

歐州大 亂の結 おどして 從巧獨 逸よ b 

^ 輸入し 巧れ る藥お 類の 供給 不 おを 吿 

けしと おじ 僧 格の 振騰 もを しくを 國 

典 じ ホ 常 じ 曲 雜を魄 じ 店れ るが ホ 固 

製 おは 锥 かじ 自国の 需要を 充た すじ 

止まら 目下の 處比较 的 夕驳の 樂お颗 

所藏卞 るは 香 画の、 なる - i ら 巧を 見 

えじ找 目な きお ム人 商人 等は 奇禍棍 

べし どなし、 僅かなる 手附 をを な 一 


て 日本 藥 おを 買占め 之等藥 極、 賓藥 

I 類を ば 米 國じ撤 入せ ず 其 儘 日本 じ 保 

巧し 巧き 憤 格の 缺 勝を 待つ て あじ 之 

を 日本 商 乂じ賣 かけん ど 圖るじ 至れ 

右 じが 吾當 巧者は- 般じ 掛し大 I 

いじ 蠻戒 する 必要 上、 化か 領事 絕の 



じ藥 品の 取引を 爲す 能は ざる 事 ど お 

をしたら 

目 本人 歸化 許可 晚を坡 在留民 一二 
だ 化 十二 名の 歸化 請願 過日 許 巧せ る 
がを i 嘗中 二百 五十 名は 間 地 じ 一二 
ヶ 年な 上 十おグ 年な 留の H 本人 じし 
てな上許可の销わどし！ クラ ン トが 
事の 言 じよる じ バンク ー バー じて 縮 

成せら るべき 日本人 義勇 除 じ 編入の 
希望を をる 必要 上 歸化請 顧 書 許す せ 
ど 

H 本人 會役員 會 はま 十二 日 河 添 
I 旅館 じがて 開催、' 會計 幹事の 事務 報 I 

:ぶ普 記 撰を 支部 設立 等じ關 ずる 委負 

高見、- 宮兩 氏の 報吿 あゎたるな 諸 
般の討 畿じ移 b 左の 事項を 决議 して 

散. 會 せら 

、醬 記) 名 採用の 件 月俸 四十 巧 じ 

てが 育敎會 なる 田ず 儀 II 一郎 氏を 螺 

をす 

二、 ぞ部設 おの 件、 當 みの 中 不必要 

ご 認め 延期 じみす 

I 二 一、 事務所 移轉の 件、 目下の 事務所 j 

狹 路を感 やる をな て、 隻 用！ た 年 

云な 弗を 越へ ざる 範園巧 じがて 適 

當の煤 所に 移轉 する こ， と 唯し 位 罹 

撰を は 役員 幹事 じ-巧す 

四、 參 議員 備乂 撰擧の 件、 岡 宮義一 

ま 田を 章 兩氏當 選せ ゎ' 

立、 食賛お 詔を 開權 のか、 時々 開催 

して 會員 相を の盧 志を を换 する 事 

貧 攘リ！ ス どせ ホ隨時 役員 じがて 

撰を する 奉 

♦滞 稽中村 違 ひ 過 H 料亭 千歳 じ ま 1 

る 所よ b 電話 あら、 ま 人の 山 本 君て 

ンサ 1-^ ^ たれで 巧が 巧 やら 慶張不 巧 

が處じ おを せた る 人々 入 代らな 替ら 


二階なる 中 村 君の 妻 君を 巧び たる じ 

I 妻 君は 么亦 掃除 最中くて ユプ 〇ンを 

の 儘 出で ホち 中 村は 手前で 御座いま 

すが 貴方 様は 誰 ホ 様で ど 尋ねられた 
一二 人の 紳± は 不審 畿相 じみ ねらを 見 

姻 はしつ、 拙を は 濁 逸よ も 巧ら し 者 

紐育總 領事 中 村巍君 じ面會 致し 度 
御座る とやつ ねの を じ 始めて 紳± 

の 尋ねし 中が は 日本 玉 煤の 车人 をな 
一ら で、 中が 總 領事なら しこ どが 制 b 
て 吹き出し たるが 殊に 最も 滞稽 なら 

|しは其撰じ居をせた る日本人のぺ 一 
崖 先生、 總 領事を 尋ねれ る 人 
がつ た 時 無を がな 巧を ユョシ キリ-差 
I 出し 「アン タダッ テ 巧ん モ LW 思つ 
一たら 領事 かい、 夫れ なら 竹 旧の 巧へ 
一巧って 聞 < が 巧かん V !」 yj やった 
ので 流石の 紳± も 面を ひ 逃げん 許ら 
じ辭し 去らた る 由 

驚 < 可き 在留民の お 加 今年 四 五 
六と 八の 五ヶ 月間 じ 於け るな 留間胞 
出を を歡じ 就て 巧 ホ目會 の調杳 ずる 
所 じよれば ーヶ月 乎 巧な お 十 人 じ 達 
_ し么じ 化つ て 見る じな 留 同胞 ー ダ 年 
聞の お 生を 歎は 少< も 二千乂 じ 達す 

ベ <尙 が地日 食よ ちの 調査 ホ 着のを 1 

も ぁるじ よら 更に お査 をなず じ 於 
は 驚くべき 增加數 を 見るべし どなら 

靑年會 お 會は去 十一 日會舘 じが^ 

て開會 役員の 選 擧を巧 ひたる じ 幹事 

增澤ホ 兒會計 野が 幸吉 、會計 監督 香 

西 龍 雄 巧 等 何れも 巧 選せられ たるが 

當 巧巧讓 したる 事項は ベ ー スボ ー グ 
ユ 三フォ ー ム 調製、 器械 體操器 具備 

が 會舘 の巧ブ ー ス大臂 無期延期 等の 

諸が ならき 因 じ 同 舘の會 計は お 面目 

なる 靑 平の 乂會者 漸次 お 加し っ、 ぁ 

る 結果 樣 めて をが じ 向 へら VJ 可 善 

♦松 衬か巧 巧の 說敎巧 十八 目 ( 

贈) 修道 會 おじ 於て がが 巧の 說敎ぁ 

るべ し、 尙 修道 會は 過日 よら 英語を 

i 學 校を 開始 甘ら 

♦大平 洋化部 沿岸 ホ 面 警戒 同地 ホ， 

はお 艦 一二ち 日 盤 S 雙 じて 嚴重 じ當戒 

I 中な 6 とが 當平 巧の 近 信は 報せ b 一 

参 少女を 辱で 入監 下町の 島 じる 男 

_ は ロ シグ アンドの 夏 旗下 宿 じ 料理人 

して 就 ドウ 中 隣家の 一 少女 ご 妙な 

中 どな わし か 化 巧 右 少女 か M 人を 訪 


•福 ザ 藤 吉巧歸 朝夕年 高峰 事務所 

じ 勤務 中なら し 同 巧は 今回 H 孟ハ 株式 

を 社じ聰 せらら る、 こご. となら 本日 

I 家族 同伴 當 地出潑 を渚發 藻を 號じ乘 

じ歸 朝す る當 なら 
が 田 义吉巧 歸米故 國滯巧 中な 6 
し树 巧は 五な 藏 こめ、 淸水 ひさ女 等 

I 同伴 去 十六 日歸 着したら 

♦旧 治 見 巧 會員小 野 正 一巧 十六 日 

日本 よら 着着 せら 


讓 受廣吿 i 

今回 西が 旅館を 讓 受け (岡を 旅舘) 

どな 稱 しを 室、 家具等 一が 大 改良の 

上 九月 廿 四日ょ ら經營 をし 諸事 親切 

叮哮 大勉强 じて 諸を の 御 便利 相圖 り 

巧 ホ 侯間柯 卒倍舊 御を 顧の 程 伏して 

I 奉 ホ 上 候 難 白 

武巿 イス トリ.一 一八 四 
离見ド クタ1夕一 の隣 
. 岡 宮旅絕 陶當義 一 
乂 正 一二 年 化 月 

電話 メ ー ン ニ 0 九 セ 


聞 ひた— 4 菱 S 「中 村」 じ 巧ね をて 出巿 いが 

As** u 一巳 s’ *> • 二 こ J n’k k- > • > ) ■’ ‘I , • 


而 おし 度き がが をなる やどの お 詔 

一なるミたけ削おせしな へ ！ へ ^ — £- が 

さんは 化 二階へ 御 化が で 御座います 

答へ 電話を 打 棚 b た b . 然る じ 間 もな 

千 歲の前 じ 勢ょ く 止ら たるは 立派 ご 

動 ザ盤嚴 かめし き 一二 人の 紳 ホは ッ 

どが 段を 上ら 巧ら 中が ち自 

じ面會 巧し どのえ な り、 巧 柄 千歲は 

雷 巧の ぺ J ント 塗ら 化へ 中 じて 非常 

お亂 しお b しが 山 本 君は ブラ ツシ 

からぺ ンートをべ た -引落しながら 


しおた る じ 通ら 合は せし 巡査は 田を 

娘のを ぶ b を怪 みて 後を つけて 巧り 

色！ 事情を 質した る 上 十六 歲な 下の 

少女を 残 辱した b W の 補 由 じて 島を 

述 補吿發 しが 裁 おはま 十五 H 開廷が 

巧は々 H 頃なる べし 

高 旧、 增旧兩 氏の 寄附 ■兩 巧は H 

一一 會共游 部へ お 五十 巧を 醬附 せら、 因 

に 高 旧 巧 ±は目 下 ホ 俄 古に 滯な 中な 

るか 閒 地ょ な 日 會宛 じて な留巧 1 巧 

へ 禮狀を 寄せ 來れら 

•鐵道 臨 技師 エ學 ± 江 浪常吉 氏 當_ 

地 巧 張 中な 6 し 巧が 十四日 出 發歸朝 

せら 


岡 巧寫鬟 館 

S 三 V . 18 を St . 

N . Y . Ci ち 

TTeL Kiverskle づ 2 ごん 
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ょユ I 3 1 ク 本局 婦がキ 後 六 時半 
船 名 經由地 發送日 

夕 八シ！ ブヌ シャト^ 十 巧サニ H 
メ キシュ 全 十 巧 廿二日 

天洋乂 藥經 十月 十六け 

モン ゴブァ を 十 巧 十九 日 

参 日本 よら 到着 H 
十月せ 一、 四、 ホ、 八日 
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お H 午後 十 時 十五み チカ ゴ ょら 

發 巧す、 途中 乘検 なし 

チカ ゴな 東は が 鐵道じ 連絡す 

を 卓は 化て 最 

新式 じして 直 

線路は 風读じ 

窗 める 地ぶ を 

經 もし U ホ 間 

旅行 遊 筋 どし 

ホも渝 かなる 

線路なら. 
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巧 ひるな 速の 熟 誠 振らを 御 傅へ 申す 
じ 一 閒を化 おし 謙んで 御 巧 栽を 


VJ 


我々 の巧闕 訪問 脚！ 巧が を 数の 知 包_ 感謝 仕る 


朋 ぶじ 見送られ てを 歲戰禪 じ 紐 育を 
'離れた のは 非 九 U 9 午後 二 時、， 単 窓 
一じ投 ける かかな U ホ、 を 彩'。 れ たみ 
j 道の 樹木な で 秋 U から じ 四 邊らの 風 

鼓は 永の 年 パが 國の 空じ戀 々の 夢を 


I 書た 旅客 S ' 脚 じを れ 。樂し S を ~ 六 葉ら-子 歲 までの 荣 A 墓蒙廣 

i 威を しみる 0 . _ 


滿 巧は 円 十 くら 端 峨を過 ざて ホドソン 

の淸 流に 沿 ひ 化へ モへ ご馳 ちす る、 

遙じ水 波継激 たる 河を 隔て、 魏 々天 

を じ贊び ゆる 白亞 みな 碟は 吾々 を 送 

b つ： がな じ 何 あかを 語る もの： 如 

|<夕 年な 馴れし 新 おど 懐へ じ 感慨 無 

一搪维 々どして 遮き ざるら の' が ある 

! 昨 H 出發 ずるまでの 十数： 3 間の. 自み 

な 幾年 かめ 間 じず けしな 巧 どか 自覺 

一 ごかい ふ 生が 上 じ 於け るを 摘の 範閒 

'からを く 脱せられ ロ ハモ ） 藥 中で 自み 

一を 處 おした 身が 今游 単じ述 ばれて 巧 

< 現生が が阳 だかを 想から 現 貪の 賴 

一地 じ 到達した をうな 氣 持-」 ならみ 

ず 漠然 ど 過ぎ まつた 旣 巧から 徹底し 

巧る 將巧 じ乂 つて 今まで 嘗て 實驗し 

一た ことのない 新ら‘ い贵 ほを 自費ず 

; るので ゐ る〇扶 ぐる やうな 機 駒の 音 

比 か 6 無關じ 巧じ嚮 いて 學內寂 どし 

戰 なきは 何人も 撰ら 間 礫の 感想に 迫 

られ てゐる 0 では あるまい が 〇 

觀 単が キングストン じ 到眷く ピ鐵逍 

i 轉 社から 一巧の ため 特に 派邀 した 二 

1 人の 監視者が 下 単す る 時、 H 本 語で 

j 巧歲 こ 叫んだ ので 一 阿は 初めて 巧に 

恣 つた やうに 俄か じ款 笑の 戦が 起る 

I 出發間 隣の 雜 おじ おはれた 故で 喫飯 

ずる ザ 暇 さへ なかつ た 人々 は 携帶を 

; 科 品め 配附が 始まる VJ が も 兼ねて ゐ 

た、 一 巧 中の 酒 顚產す 君 等 か ボット 

足音 も縷 まじく ぶ 切を やる ど 一同は 

I がか じな 氣を呈 して 巧た、 一が 機嫌 

の飄輕 巧は 岡を 旅舘 から 一が じ 海 贈 

された 果物 入らの 大きな 籠を 振ら 獨 

わしな から 假鐵色 も 商 巧 人を のま、‘ 

でを の 巧 思を 一巧 じ 化 為ず る、 をう 

なる ど 矢 野が 化が をの 一人が なけぬ 

一氣 になって 菩帝 化 这の節 付で 闊巧 

i 寄贈 おを 吹き 立てる たみは が 處 から 

i だイご 腺の 底を がる やうな 有 憩が 的 

の 語が 一隅から 起る £谢 をく いふ 二 


•美人 募集 

jg | ち ハから ザ逗、 茶 業 化を 中央 

村證 所では 明年 早々 ホ 圃を滩 じ 開催 

さる、 隙錯會 U 本喫ぷ おの 給 化 女 五 

人を 採 おず ベく ホ 十一 1 U から 年齡十 


一吿を 制閱に 出して ゐ る、 之を 見 だ 連 

中 巧 機 巡ず ベから 中 ど 早速 京 橋隘奈 
十郞 町の 村 奉 あ 顾じ醉 接 談判に 巧る 
ら のど 履脸 齋を郷 送す るら の績 々の 
^ 况で装 集 期限 巧る 廿五 H でめる 
か據吿 してから 五 H 目の 十六 H まで 
じ 旣じ 四十 枚の 篇眞ど 履 歷鬻が 到着 
した 其 上 お H を 接 押 かける のがが 均 
五六 あを T ら ぬから 化の 勢で に サ-五 
u までは 巧 人な 上 じ 及ぶ だら う 
111 类人じ もい ろ—- 是等應 裳 者 中 
じは 勿論 英人 どして 耶 かしから ぬ 素 
^ 敵な の も ぁれば、 うずめ 女の 巧 現、 

^ 現代的 衛生 巧 人 も ぁる 或はが 座邊の 

ヵフ H 1 や泮を 巧で 盛に ラッ腕 をを 
1 攝 しれ 一騎 當 千の ' J ^ ヵラら ゐ る、 
义 こんな 事 じは 不馴の 看護婦 上 6 や 

勒 しい 女 も ホる お樣 かど 思 ふろ 奥 さ 

ん らしい の や 女工ら しいの や、 中 じ 

はか 親 M 伴の 巧い のら 來る どい ふ 風 

みみは 千 差 萬 別で、 今圃の 募集を 

機 营し家 年 宿 幾の 渡米の 意を 遂げ や 

うどす るが & 冢も很 つて 居る、 

麵標 がは 化ボ チャ 會議 巧の-ホ ては 

I 無論 目め 覺 める やうな 絕 世の 菜 人を 

採用して 天 瞄人柿 的に も 東が 姬巧國 

9 實を 示さう どの 意氣这 でを る さう 

だか： n 本 ど米國 どは 美人の 積 準が が 

つで 巧る ホ國 では 例の 丸 ポチ ャ愛礙 _ 

タッ 沪リ が类 人の 典型 じな つて 居る 

から 會畿所 じても 今 巧は 思 ひかつ て 

1 をの タィプ じ 適を する 愛撼 美人を 候 

補 お 中' から 選ら おす どい ふ 話 だ 
♦み 新閒 記者の 其 

A 六 巧 四 H 今 H は巧會 議員 選擧 9 

H なら、 今囘の 逃舉お 婦人の 運動 者 

の 多‘ き 年は なし どの 事 じ、 を 選 嬰 所 

|鄉らどて祉をぉっ、 快く晴れてり中| 

は蓉 し、 化つ 我がず 一郎 巧の 爲じ運 

脚 怠らな しど 閒く鸠 山 春す ホ 亡 人 御 

おおの 小石 川區の 事務所へ 赴 < 、ホ 


一 下さいました 巧が じ相濟 みません」 

之が 如才なき 御挨 が 3 1 端な り、 其 
みなる おな 所 前の 事 お 所 じは 康子ホ 


が 二 一二 乂も ある (一一 一十 化 T よら 五+ 
I 五 五十八 了 目 生) ▲今年は 戰ず のた 
めじ 薩 張ら 口 かなく い 吾々 巧 庵 巡 旧 


1 人 あら 母 濟游ず 女 おど 共 じ 良人 一郎 ~ 委員は H 干し じな b さう じ や、 首で 


一氏を 脚け' っ 一の 速 軸、 若き U 中を ブン 

卜の外 じ 出で； 擇擧 人へ 笑顔での 赂 

對 、を 人の 爲 じは 羡 しき 顔の U じ 焦 

くるを 厭は ミこを ご 努められたら 
早 稻田大 學敎授 ち 田 己么助 氏の 事 
I 務所 じら 夫人の 外 二人の み墟を ぉ、 
深川瞄 じて は德 岡梅吉 巧の ため 夫人 
乂 子の 御 おお、 麻布 じて は 藏が惟 廓 
巧の ためじ シュンず ホ 人 遜され 質 索 一 

なる 鈴 仙の ぶ 類 じ 束髪、 お眼銳 かけ 
たるは ィ カツく 見わぬ、 實踐 女學お 
迪學 中なる を 壤みも 子を 伴 ひての 口 
別 訪問 おらみ もす さん 位の 年に 戻つ 
て 撰 ぞ述勸 など 巧て 見た くなら ぬ 

丟隻 


も おらぅ か (常攝 委員】 

I 沒 養な 沒寞養 蒙 養が 送 

S 御料 埋 

暮 中が 業 化 居 お 處巧化 
巧 一 H ょ- ら 諸事な 良の 
上 巧び 開店 化 b 精々 

大勉强 巧致 候 間 
眼々 敷 御 ホ ホ 奉 願 上 候 
-乂鎭かば燒 ▲手打をば ▲鍋類^ 
-其化 何でも 御な 文じ應 じまず W 
ュユ！ ョー _ク 東 五十 义 
了 目な 化 一番 地. 
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I 字じ邱 b 惡 さを 磯 桃 じする どい はの 一 亡 人な 化 立たれし な 人 和 夫， 阳± の 化 


評ら の顏 せで 巧 愛想に も某ビ J 、 シ 

11、 H ス 先生が 俄ウ ユター、 をず し 

j の 巧 箱を 抱へ た 手も扳 ひながら 么ょレ 

君 朝 H め 女 おが、 ごを 入 6 の御挨 が 

には 一問 恐縮な 縮、 拙を 巧 じ 前記を _ 


诚± 迷 働じ盡 されし J 多年の 襟數を 

機し 女武 を、 其應對 に拔目 なきは 言 

はや もがな 「皆様が 大腊御 同情 下さ 

いました 御陵で 大を菁 ばし いお 勢 

イュ岐 巧 常 選 致しません では 御 同情 


A 巧 米 新ら しき 女中の 最も 新しき々 
どして ドラィ 黨を烟 じ卷い •て 居る 歌 
I 川 若を 女 あはを 港 セント フランシス 
ホブ 八じ陳 取て 目下は 乘 馬め 稽古 中 
でぁる さうな が 此頃义 もや 岡 地 「 

ホ」 紙 記を じ おつて 大氣 鱗を 化き 明 

年 VJ も なれば 數十 枚の 繪を壽 いてを 

港 触を をを うならせ 巧び 東部 じ 巧て 

H 本書の 爲じ巧 力す る ご 言つ たさ 
な 兎 じ 巧 擦 立つ て 巧し い元氣 のがい 

I 巧が 面白い、 尤も 彼女が 新しくな つ 

てむ 者 共を 玩弄ぶ のは 失戀の 結果 だ 

ご 言 ふを もる 乏巧莱 黛； 名' ± 季節 

の 皮肉 ど 所謂を ± 溃說の デジ クバ ラ 

ンな 面白ろ しき 所拜を 致し 候、 ' H 本 

から 巧 遊し 巧た る 名 ± 連中の 中 じは 

I 案外 如柯 はしき 者を b 、 殊に 政治家 

ど銘 巧藥 等の 中 じは 學 巧ら 見識 もな 

き 者 不鞍惯 、過日の 演說會 じ 岀演し 

たる 人々 の 多くが 何れも 赖神界 じ 巧 

力す る 立派な 人が を あせし 事は 確 じ 

吾々 をして 敬聽 せしめた も 一理 由に 

御座 候 好々 爺} A おは 近頃 ば くもの 

ー ホを 覺 へまして 柯ん ぼう 北め やうと I 

j 思つ て 止められません、 だう したな I 

ら この 病 氣が擺 b ませう か (あ 入) 每 一 

|朔冷水をーニがつ {顚からかぶ つて國 

1 御 じ 許 座る ォ ッヵ！ さんの 秦を考 へ- 

給へ：： (籠 係り} ▲少 うしなの 入つ た- 

I 愛嬌を 振り 播 くど 盧ぐじ 惚れた ど 思 

つて セッ セ ど 御 運び 下さいます、 巧 

I 買 柄 じ 每度難 巧う が じます が やれ 遊 

びじ ホい を 居 じ 巧かぬ かじは 本當じ 

閉口し 致ます ょ ブナ 事を がし やる 方 


ー ン ネシン トン 衔 よら 

一 一二 韩目 二猎 - 
」 ラ ザ：： こ參一 一充 W 
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I 六月】 目 ょら 左記の 所へ 移轉 諸事な 

良の 上 お前 通り 魯業仕 お閒不 相變御 

一 引 立の 程 希 上 候 

やまと 旅館 お 本 
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紐ち、 日本 閒を 旅が する じ 
最も 便 巧 じして 化 諸 設備 
の 最もぶ をなる 狭 道な 6 
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あ 巧 莱無巧 人 ザを 健； 
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發が所 紐 巧 抖桃帮 

が 巧 巧 第 六 街 二 一 二八 , \ 
を站六 四ぶ 一ニ チで V シマ， 


諸 個人主義の 敎育 

系 前) 

一 憶 ふじ 個人 間に 於け る當 代の 道德 

は 基替敎 ホ義の 普遍 じ 化ら て 幾 段の 

I 進始を 示し 現じ、 個人 ど 個人 どが 互 

た 國籍を 異にし-郁 族を 異にし、' 若 

で 思想 巧 惜を異 じず るじ關 せず、 お 

棘 I 化 通じ 利害 相應 ずるの 風を 酷 藤し 

つ！ ぁるは 所謂 父 巧の 調 か 統一の ュ 

卜！ ピア じ 達せん どす る 一の 惟 巧^ 

たるべき は 論で るを もな き 所 なれ 共 

自由み 等を 巧び 憐 をを 正を 重ず るを 

岛て任 どす る 歓ホ國 おご 雖 、留 隣の 

臟係じ 緩急 ある おじ ュュウ アサ 八、 

ゾラ ザ ー フ ー ドの 大義を 擲 つろ 弊履^ 


な 

P 




%ar 
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I 唯 巧 獨肆の 譲 想を 抱 < じ まるこ ごな 

んば幸 化 〇是れ を 人め 倘人 ま義的 
敎 育のを 巧を 否認せ ざる じ 抱らず 猶 
且つ 國 家主を 的を 育の 權威 ごか 果ど I 

を 排斥し まる 能は ざる 所 0 なら 〇 論 一 

一 者 或は 問は む 個人 キ義的 敎脊は 個人^ 

の 人格を 巧 雷し 侧 人の 利益を 基礎 ど 
して 圃利 國權を 採算す るが 故 じ國家 
ピ しての 巧 動を 制が する 事な きのみ 
I ならず、 個人のを 展は 要する じ國み 
の蠻 巧を 意 ホす る もの じ ホ やや 〇が 

れ ども 道理 どち 陈 ごは 往！ して どつ 

一磐柜 巧れ ざるを 如何せ む 

試み じ 近代の 佛國 を視ょ ジャンジ 

ャックグ！ッ？の 思想を祖述せ る化 

人を 義的敎 巧の 功果は、 發明 巧に、 

貼 界じ將 た 藝がじ 詩壇 じ 幾多み 偉人 

を 輩 おせしめ たれ おお ホの 思想の' 化 


一ら 靑 ならず’ 反目 嫉視 侵略 殺伐を が 

てして 單 ざるは 理 じがて 抑 明白せ る ~ 溢は 意外 じら 怖るべき 思むべき 「ン 


ネ旨化 VJ いはざる を 得ず、 然れ でも 

k 文 巧 長め 辰 あよ b 光彩陸離たる 革 

! 命 ピ戰ず ごめ 活劇を 餘外 ずれば 剩す 

I 所滿條 を窠殆 んで歷 おの 借 値を 喪 ふ 

の 威 ぁるは 藍し 吾人 A 類が 優勝劣敗 

颠肉强 をの 動物の# 一裕の 半面を ホ 裸 

じ 啜 0 せる を說 明す る 巧な じして 

帝 かも 所謂 文明. の 稍 度が 强 者の 權利 

のま 張を 適を じ 巧 還し 得る 事 貪を 立 

I 證 する じ 非ざる よゎは、 國際 的道德 

の 規矩は 必や しも 側 人間 じを 達 向上 

G 巧 b たる 高がなる 倫理 おど 一致せ 

る' ベく、 經化 家の) 隻 脈は 常 じ 固 

匹のを 人 幽体 どしての 圍滚 をし. て か 

I 巧 じして 峻烈 生 お 競 爭旗槛 じを 

I 雑せ しむべき 乎、 か 何 じして 國 利の 

j 擴大ピ 民福の お 進 ごの 調 かを 謀る ベ 

言ずに 注ぎて 國 家の 精髓た 

i 繼國 ほじ おず を敎 育の 方針を 證 梅せ 

ぎる ベから す 

依 么觀是 彼の 侧 人ち おの 敎 育が 民 ま 

I 的 傅 向を 帶び たる 時代思潮の 趟勢ど 

j 巧 合して 偉大の 威力を 有すべき は 素 

よ b ま當の 事なる べし ど雖も 其餘弊 

どして 動もすれば 個人の 富力、 個人 

I の 智力、 及び 徊 人の 精力、 別言 すれ 

げ 個人の 緻 ベての r 力」 が 個人の 集 脚 

としての 國 家の 総ての r 力」 と 沒巧渉 I 


ス 、スィ サィド」 の蠻 風を 抑 化す 

るを 巧ず、 個人 どしての 佛 人は 獨人 

じ 比して 寒 も 遜色な きじ 反し 侧 人の 

藥閒 どして 國 家の 元氣實 力に 於て 遙 

かじ 獨 園の 下 じ 巧る じ 非 中 や、 大英 

國の 如き 「マ ダナ、 力！ 夕」 み眞 意義 

を發 がして を 先 自由、 を 正を 唱道し 

i き 人の 所謂 紳± 道の 理想的 辯 藩を ど 

して 遣 巧な きじ 近き は 盡し亦 個人 ホ 

一義的 敎 ちの 巧 あじ 外なら ざるべし ど 

雖 、其產 業 じがて、 巧 貿易 じがて 巧 

國の氣運隆{たる獨逸ィ」比較し巧れ 

ば轉 たを 顧の 蘇 馬 じ 如かざる の 嘴な 

んば ぁらず 〇ホ國 のかき 野趣 横溢 

'歐巧 大陸の 列國ピ 比較し を觸 せざる 

自然 的 地勢の 恩恵を 受け 幸 じして ホ 

かの 幾 天地 じを ゎゾ雖 一朝 國難じ 遭 

，後 j 遇せば 倘 人ホ義 的を 育の 餘弊 たる 個 

人で 能の 謬 巧 じ 支 おせられて 國 巧を 

j 損じ 留權を 毀 < る なきを 保せ ず 0 

吾人は 商 田 傅 ± の 卓越せ る 識見 ど 

深遠なる 學理 どじ 加'^ &じ其 高邁な 

人格と 豊當 なる 經驗 どを なて せる 

じ化賴 し、 おじ 歐乂 じがて 恶歌 せら 

れつつ ある 所謂 個人 ホ 義的敎 巧の 糟 


代の 趨勢 じ考 へ、 新ら た L 純が じし 

て 適確なる 敎 育の 根本 方 かを 樹 て、 


みを 態を 作ら 延て 文弱 じ 流れ、 專 をな 國の敎 脊ホじ 貢がせられん 事を 囑_ 

I じ径 b 國 をが 亡の 危機 じ 臨んで 單じ 望し 化まざる もの 化て (故山 逸を) 


黃興 巧と 語 ミ 


皋郞 

A お 逸 他は 支那を 命 黛賴袖 中の 瑣お 

j 家で をり、 黄 輿は 實巧 家で をる どい 

ふ 事は 豫て 傑が 聞 ひて 居た 巧で あつ 

I た、 理想的 じ 物を 考へ るよ らも 寧ろ 

賞 際が じ 事を 巧つ てな たい 性質の 葉 i 

はお 文 巧よ な も 寧々 黃興巧 じ おず る _ 

み 機會を 得て 大 ひじ 其經输 抱な を刚. 

ひて 見 巧 どのが 遵を ホつ樂 义 しかつ 

I たが 今日 幸 ひじ もを々 すみが かじが 

て 化 畏敬ず べき 人物に 會 ずる； を 巧 

たのは 僕の 甚だ 愉快 どず る 所で ある 

▲空々 ず ど 速 立つ て ホテ户 ポンタの 

オフ ィスの 前を 過ぎ ホ ー 八 じがく ど 

共處じ 肥へ 太った 立派な ちが 紳し丄 が I 

他の 一紳 ± ど おじ 節 かじ 巧隆 器を 待 

つて 居た、 肥満の 紳± は 一見して 黃 

みぶ 人なる； を 知つ たが 他の 紳 壬は 

i 第一を 命が の 參謀お 季巧城 巧なる i 

を あどで 知つ た、 を々 ずの 紹 かが 終 

る ど 共に 竭 かれて 黃 巧め 居室に 這乂 

ど室內 じは-人の U 洒 たる 切を H-l 

化の 靑年ど 二人の が裝 しだ 奥 人が が 

だ、 靑 年は 黃 巧の みお 巧一歐 お、 二 

人の 美人は 巧の か 磯 速で、 おじ 化國 

の學 枚で 勉强 中で あぶ 事を、 ともみ 

どで ホつ た 

黃與巧 どき； ごの 談話は 虽じ支 服 

閱 題で、 ま 亞埋衡 、ま那 を 制、 H ぉ 

熙 係、 袁世现 、闹化 統一、 革命 蒂が 

敎巧 問題 等 夫から 夫へ ど 移つ て 

遂じ歐 が 戰亂ご 第ー ニ 支那 革 かめ 關係 

じまで 巧んだ、 政治 論の やぅな 四 巧 

。閔 趙を議 ずる じは 黃巧の 日本語は 

j おを どは 言 はれぬ が而 かもぶ 談話は 

對 手の 聞かん ど 欲する 所の 要 點を現 

はす じ充 をで あら、 且が悠 ょごして 

I あらざる 態ぶ は 施 巧 じぎ か 軍の 總統 

でみ る ミを 假は せた、 

A 黃 巧の 意見 じよる どで 那の 統一は 

可能で ある どい ふ、 さう L て 第. 一を 

一命は 南 化 乃至 明滿兩 をの 巧樹 であつ 


お 巧の 氣速 をけ ぶは でが るど嘗 

つて おる、 み； 2 被は H 本のが をぶ ぶ 
常に 8 化の％ をに めみ 錠 殺で をて 衆 
亞を’川 め將巧を慮ら^ い は嚴じ逛 
j 檢 である、 U 本 じな 今ん 較 ごいぶ 人 
物が. も。 いど 渐增ん 、太 殺' パ 觸ら外 
i 交 上では ぶ 巧が 檢别魄 がふる から 歇 
目で をる ぶし も'' 乂邢 がか 剖され’ た' ら 

本の 位 おは なぞ' W ' 领慰马 おを 提ず 
る S に。. つ'.. し' 瑣 化か 嚴巧 はぶに 巧が 
寸る であらぅ どを 大 なした.. 

俊は 愈，、' 巧吉巧 命が 成功し 化 J が 
乂總統 じぶ たと む定 した。 らげを F 
み 施が 方 乳。！ 如が、 侯自 みのぶ 姑を 

再へ ぶ U 本は 誘 ホの 化 ホを 摇溫巧 用 

しこな 巧 巧 お 十 年 じらなる が、. あれ 

桿敎 なかを 及. してが て！ J 人に みを 数 
はを だ 罐巧窝 掠の 河谢 い-るかを 解し h 
てがらぬ、 化す そ 職み 如き 妓ちザ 諸 
が 制が 治ぶ 巧が に 露み だ题ぶ 
無 敏肯の 翻に をを々 て 巧く に 注逊该 
一 隙 求の 化み 化 治を て 庭に 巧 用す が 巧 I 语ピ W 願 保 


をい から 招 f む 甘ねば' ぶらぬ どい ふ點 
I にぶ-'，」 吾 巧 ど おを ザ 1 する 歌は 「米 
: r : 嫂が 殺ぇ 那 r 八」 等の 仰て なて 軸 ど 
ずべ さ.' <臀 でもる； をが せ はれ、 臾 

I 巧は：。 本 かお 際 思が つてぎ 命が じ S 

，るの ゴ兩圆 の おがの 爲 でかる ど 
侣じ てがる やうで ある A ' かな ど々 峨 

I 速が じ 父う さんに 巧 打した、 一 諸 じ 
速 制に 巧き 巧い ので あらう、 御那が 
にて は濟 まの ご おつて 巧--, 丫ど おじ 
ぶ揀 なご J をず る、 ドー テ おげ 峰 じを 
て吳れ たま ホの 大 総統 •こ 振モ しな か 
も 松め 中で 第二 韋 かの 化 功を： 航 つた 


•鹽 論， 痛 還蹤狐 


ホ 幽は異 旗な からん {お 府带粮 
H 本よ KV 裤 巧に 連せ るが 道 じ 化れば 
啜刊 濟ん領 後':! 地を がが f べし ごの 
盛萬：一化じが义询じおり时^の進拂 
ご 共に 膠 州 力 包 巧を 學が如 巧に 夕大 
後牲を 巧す るかを 認知ず る じ をれ 
ば 化み 遥附說 の 勢 方は 次第 i - i 巧 加ず 
泌少 ずる 巧な かるべ/、 政府は 
山 論み を ホに 巧 勝つ じ 甚だ 抑 難を 威 
やるな.， っ A 义も縱 か H 木 當お者 •かが 

論の 適歸 する 所じ随 ひた ^ どず る も 
ホ 園は 口 本の 行動に 掛し 特にを 厳： す 
る窜 なかる V し树ピ なれば ョシ U ぶ 
か〜 ぇ 滞の-巧 用を なて 巧 目的を 途ず る 
せよ‘ K 騰脹 政を のよ 力は 揮 パラ 


■Mir 


HB 


J 势 ほひ 滅 々し 巧る- 


搞を嘗 むる 事を 图の 留晴じ 鑑み、 時た が 今度のを 命は 沸然 た'^ 政ず、 邵 


了 新巧兩 派の 街 突で あつて を 化现の 

I 獨錠 政治は 歐が 大戦の 骇懲 をを けて 

财政 上の 大破 綻 どなり、 人は の 反感 

I 益： 激詹 ずる じ 至うて、 自 からを 命 


じが かね、 デを るから 梵づ中 化を 淺 
を確义し强勢^^:^るな力迎も市踐ぶ签 
威して 成 風を みし、 が： じな 革が」 阔 
が 嬰が ぁるが を じ 約 巧； ぶばぶ 力 
を 中 化に 集めを がに お 威を をぅ する 
化賊 知が は あを 塔んで 巧り を，# に 
せねば；：^ らぬピ 巧 ふご 首つ た、. 一 V 
A 所が 巧 氏は がが 「武み 了い ふきけ 巧 
じ 力を入れ じみを 武潮政 お 巧— 了は- 
為が ま黎 S 谋 巧者 ど閒さ 違へ たピを 

へ 「巧ぶ の 御な 見は 御ぶな としてな 

は增か 少し 違 ひます」 を 前提. こ：： し獨 

虚お國 ょを め乂賊 ずの 巧 巧を 為せる 一 

て や、 H 本の 武 跡な 窗が带 落しで 常 j 

例な どを 引 ひて 縱 機に 武斷政 為を 您 

白、 ぶ那國 おみを 巧 論じ 孩 つた、 親 

I 纔 らの國 語で な；^ 爲じ充 み 氏 巧み 

意見を 纖 おせし ， aj る おは 尚 離 こな 巧 

けたが がみが 之 社 磯を 思ム めが 駐じ 
編 さたれ て おる J ば 貫！ 巧、、 ぶ 補に 
をれ 自 から 熱必 じじ C 語る 巧を 蒼し 

た あに 巧は 族 か 驗お萊 阳た刚 の聘巧 

谢 など' をな：.〜 ちへ てがる 後 適 路じ巧 

風を 巧 用 平む- かぉ 那 W 满來 おて つ 

て較 し W 要で ぁ. りぷみ 心ぶ 巧ぶ 竊し 
て お る お も狩 球め 化敢 ピ な る^准 が 


ず" •りみ るい 喷 なら 
H ぶじが ける 殿が 不 還附號 み 轴 典け 
胆人 一般の 想像 どな おじ、 H 本は か 
暖 脚を 遊附ず どのな. 言を なした る 
お きらの、 如し イ ーみ 推測を 化ず る 
に をれ'々、 H 本は 巧獨 こじ 巧卞 るを 
设逝隙 じ 於 V 、 r 終. わの 猩粥 J なる をが 
をな て 殿 州辭和 借地を H 本に を狀す 
」 ど。 せる ら而 かも 獨 速は をじ挪 
」 陋 をを 粥たら が ホ， 哨 地の 所が. て 
だるぶな に适 附ずピ 5 挺お 口じ對 して 
へ 則 等 言' 巧な か b しかな じり 龙 
け閒 ，ょも 英阀 .こ 踞ら 最後 通鹏を 0 て 
を 齡の巧 ちご 盛-めざ b しらの ど概懿 
ゼら る、 C り、. 今や U 本は 县耍 ホを 

ば撤 ずる 必要 r 一ん むな く 干戒を 励す 

じを たる か ： n ' 伞の ふ躁ぶ b 言は しむ 

れピ梁 態は 么 かおに 一 變せ b ごいは 

さ' る V から ホ もも^みは夕大め犧 

牲を 破つ て獨 a ょら 膠 州を おひな か 

ら柯 節の 帮 劇^ 巧け すして 之を ぶが 

じを 附す どい ふは 單 純なる 利他 ホ義 

$ 替朽 じし.- 何れの 國み ど 雖斯 かる 

逃 ホを 巧り'' 。るべ ぅけ 巧め もの じ ホ 

平' こ說 もしな ブ、 路 ' - U 本： i 獨 遮め 

I 載 抜 通 蝶 拒が のが ぉごし v 」 膠 州 化 巧 

牠を戦 巧 おどして が 汲 ひが 盧の なす 
を‘ 所-」 じつ 勝ずに とを 處 みする 
齋驛す こならん、 义 U 本 じがて は 今 

W め 说が啜 巧に 觸 LU 本 かみ 阀或 
ぶ阅 i '. リ化括 動に かて ホ おなる 制 M 
をを いい C ' \ ぁ^ どの 觀 なを じぶ にが 
斑す こぶの 勢力 不^ 侮 もの 巧が、 化 

等み 變 4 をを 約 すれ、 は H 本は 輿論 


すして か 何なる 戰 ずじ從 率ず る も 旨 i 

山な な ホめ 力を ちず どい ふな^、 撕 

は 載ず の範 脚を、 貴 お 保雜の 必要 ぁ 
る 外、 支那 海及刮 大陸 0外 じぶ さ ホ 
乂」 約束が る當お 巧を が E 窓せ しむる の 
みなら や、 日本ぶ び 英國か 乂國じ お 
I つてが 證 せる 太ず 巧洲 諸な 占領の 仲 
じがても H 本 政が 當が 者は 輿論の 反 
對を受 くるな しとら 限られ ざるなら 
暴 政府の 首 化大殿 化は 最も 襟度め る 
政治を く 巧せられ 膠州不 還附說 にな 
掛 すべし とを せらる \ も 日本 政が の 
最狀あ 現わ 閲 のぶ 礎 不を閒 なるおよ 
觀 おすれば 現 巧 閣か膠 則が 巧說の 
腿 迫 じ おしを 拓能 < 么 じ 反抗し 得べ 
き や 否や 頗る 凝に しとは を 方面 じが 
_ て 1 致せる 怠な じして 殊に 政界の お 
I 勢 犯トソ どして まだ 定まらざる 日本 
的現狀 じがて は 現 內簡の 反 お 者た る 
み會ぎ お媒の 態度 如何 じよら て 事が 一 

は急轉 府下の 形勢を 齋らず や も かる 
ベから す、 とを 嬰す る じ 日本の 膠 州 
化 巧は 或は 雄が じ 於ても 夕少不 をの 
觀 をを 生す るな らん、 然れ ども 若し 
H 本 か 愈々 關 地を が留 する こどと な 
らばが は ホく ども 夕 目上 ま那 のを 諾 
を 受け わる 或 柿の 形 ま 的 協約 じよる 
ベく 旦 支那 關時じ 日本の 中立 違反 
を獻認 する じ まら、 結局を 方面 じ關 

聯 せる 難題を 解决 し、 米 顧ら ホ H そ 

の 膠州處 をは 支那の 濁 立を 損せず ど 
3 解釋 をな-て 滿 をず る じ まるべし ど 
倍 せらる 

@ 歐州戰 報 . 

ァン トヮ I プ蹈 を後獨 軍は 間もなく 

ゼシト 、..す ステン ドを 降入托 をを 两 

おじ 進めて 沿 帯 一那を 席を せんご 試 

み 過 ま 一 週間め 激戰 は專ら 此方 面 じ 

ぶて 巧 はれた るか 速を 耶ホ帷 く戰よ 

一い 猛烈 じる 敏带の 殺 倒 じがへ 今や お 

備隊 K 援助を 巧て 攻勢に 出 でん どす 

る もの、 かし、 而 して 一方 n 衙ボ 
クン ド 方面 じがけ る 形勢 じ關 して 去 
サ ー H を 報に よれば n 軍の 戰 略ぶ 圖 
'レ 中 >9 ヮ 八ジ！ を 目的 VJI ) て 進み 巧 
れる獨 埃 軍は 間 地の 南方 じて 正面 及 
側面よ b 激烈なる 拖繫を 被な 带袍器 
銃 並 無駭の 死傷を を 遇 楽して 潰走し 
ダブ シャホ 面に がて n 軍は 一吉 おの 獨 
巧 おを を 橋した b ど 
A 獨雨 .のが 用 觸氣球 製遊獨 逸は 倫 
致 攻樂の 目的を 0 て 新た じ 二な 藥の 
単 用 ゼッぺ .ン 速を じ着キ せり ごの 報 
ぁら 巧 プ曰シ ャ聯巧 難を はま 廿 二日 
二一 億と モ 五が 巧 弗の 軍事 费ま 出を 可 
ホ せら 

A モグト ヶお軍 宛篤說 伯が 政府 部 

W よら か 蘭 アム ステ 方 ダム じ 達せる 
化瞎じ 化れば 獨带參 謀 總をモ 八トケ 
I 化は 肝臟 巧の 爲目 で 頻死の 墙じ 化り 
:眞 相は 顿 めて 秘密 じ 付せられ ちる 

- 化は 酣戰 常時 旣じ該 摘を を ひ おた 


♦前溪 固 大統領 ザ アマ 逝去 說お實 
ヒ .の 墨 國ホ平 V 」 して 夕年政 權を攀 振 
し マ ダ ロ ホ かの 際闊 外に 題れ たる お 
1 フプオ デア义 をは 過 i 娜國ボ 八- 
に 於て 逝去 せら V 」 の 風說墨 都め 新 • 


の絲篇 する か おめ 制 肘を 受け ~ 聞 じよら て 報 せらる 
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^ 診察 時閒 

尬 BM 自 卜お儿 5 巧哨 - Hi 時 
1 み W 自 午を」 ハ 巧を 间八時 
レ •み 3 恆 H 懼 n ハ 前巧ノ 患を 二 限 

^高見豊彥| 


騎 


1 


療 

間 


自卜前 八 時 ま 十二 卿 
自 ザを 二 時 ま 五 辟 


ぉ巧臀 伊與田 淸 吾一 

(68 W. 10 X ， さ r OITY J 

一を. ookml ご UB & ジー：- 己一 ご ttan 皆 i - み 

1 一一 tr 。 ミ 己 こ ニジで 一 一 




大 

正 

一二 

夕 


巧 
ホ 
巧 


猶 


寒 




第 

な 

と 

十 


號 


《擊穗 艦沒沈 

(十 化 日 東京を 值一 

I 海軍を を 巧 じあれ ぶ 巡が お 高 千 穂は 
I 去 十と H 巧靑お 港外を 巡羅 がが 中 浮： 

:巧 水雷 じがれ 五み 間にして 化沒せ b 
る 巧の 陈數隻 Q 驅逐麟 は バク發 り ザ 
一が ど 共に 水烟 0 上る を 鼓 《直ち じが 
i 助 じ 赴きた る も 化 時 おじ 遵く 高千穗 

-は强 間 じし r が 影を なし 去れら 乘糾 

真 一 吾 八十 己 名のを 一十 八 名の お 校 
I お 十四 名め 非戰脚 員を 除く の 外 全員 
潘く あど おじ 沈沒せ b ど 尙膠州 機が 
-巧 じは 目下 装 風な 威を 這 ふし 軍用 横 

椿は 之が 爲じ 破壊され 二十 名の 水兵 

齋冗 ザら ど 

I 參曰露 同驢諭 

北京 じぁる 蘆 國のお 官惠は 語つ て 曰 

日 装 兩國は 遂に 树盟 甘ざる ベ かこ 

I 卜 今回 快 使の 日本 じ 送られた るも牢 

ば 之が 爲な b 余 個人の 盧見 ごして は 

化 際 目 本ょり 權 太を 義國じ 還 附し露 

國は 之が 報償 ごして 他 じ 日本 じ 輿ん 

ス 巧て 得策なら どす 斯 すれば 溝國人 

の 日本 じ掛 する 威 情は 一層 親を どな 

る じ 至るべし 尤も 標太還 附をど 誰も 

1 擇捉 島の 漁 權は化 お H 本人に 許 輿す 

那ち旣 得の 權 利は H 露兩 國乂卒 

等た る條 件を 附し ロハな ホ權を 溝國に 

還附 する じ 過ぎ や 余は 化 違 巧が H 本 

j 新聞紙 上 じを 表せられ 且 評論 甘ら れ 

j 事を ホ 謀す ご 

繁篆線 布 設おあ 露 蒙 間の 貸 あは 

I を 膊 益々 题腺ご なれる じが ひ キヤ ク 

タウ エ' 术フ予 ツナ. ノ 'ベ. クの锁 逆 布 

の 必娶义 U るを 0 て化朽 乂& 會證じ 

じがでを 營 VJ して 建設すべく if 距離 

I は 二が 二一 十 I 露 おじして 化 總經を 一 

中 四 だと 萬 千 八 巧 二十 二留 じて 本年 

.度 じがて な 萬 巧を ち 出すべし ど 因 じ 

-化錫 道は ザバ ィヵ 八 線ょ b の 支線 じ 

|し.>し 滨蒙鐵 道な b 

♦を 政 官の巧 用み 針 政府は 文官 巧 

用命な 正 じ 伴 ふ 參政官 及び 副 參政官 

はぶ 省 おを 算の 成立を 巧つ て 巧 時 じ 

を 命ずる 方針な な 巧 用の 範 蹲は 特殊 

を 拳 情 ある 撰を の 外 雨 院畿員 中 よら 

- 適が をが 擢 し且黨 輿た る M 志 曾よ b 

- 寧ろ 政黨 よわ 人が を 網羅ず る 向な 


馨新宿 

將軍 逝く 

I 投機 界の 傑物 どして 新宿將 軍の 異名 j 

るな し 渡 野 茂 氏は 九月 廿 八日み 眠せ 


じ 生れ 御寺の 小僧、 が 巧の 下稚 、俠を 


人 ホ 役者の 燒元 、酒屋、 床屋、 お 

一 崖 等の 奉を 人、 化 議± ごなる 等轉變 

I 協 まる 生涯を 送らた る 人 じして ± 佐 一 

1 化 事件、 鐵管 事件 等の 大立 物たら し 

は 世人の 熟知す る 所な 6 


♦大禮 を 算巧年 巧を め おを 郡 じが 

I て擧巧 さるべき 挪位大 疆の豫 貧は 目 

下大 盧难滿 委員の 手 じ 於て 編成 中な 

I るが お 部よ 6 め提岀 案は 大抵 前回 通 一 

ら 四： 白 萬 脚の 間 じ决 をす V しごぶ も 

外資のを が 复は針 算の中 じ 控除した 

るみ 第な 6外 西 元 昔の 特派 御名 化を I 


を 御請 待す る や 否やは 尙ホ をなら 
•齋旧 刈入 本年 二月 五日 大嘗 をの 

I 爲 め卜定 せられた るを 知 縣碧海 郡の 
I 六つみ がの 齋 田は 又々 明年の 御大 禮 

- 御大 嘗 じら 採用 さる i 事 ごならた る 
を 0 て 本年の 化禮 じよら 横 米 檢査を 

I なし 其 倒を をな て 明年の 獻穀 精米 一 
石の 刈入 標準を 定， る尝 じて S 十日 
一 故 ホの 刈入を なしを^ じ么を 農事 
試驗 おじ 诞 送した 6 ご I 

.参 第一 防備 線 破る 

一 陸軍を 巧 じよれば 吾 日本軍は サと H 
よら 廿八日 挪燒じ 互 6 敵陣 化のを 擧 
-じ 着手し 午前 十 時 よら 正午 じ 置る 間— _ 心 
じ 於て 孤山よ 6 巫 山 じ 旦る一 帶の高 > 伯林て 曾我题 家を 救け た 
地 じ 化る 敵を 擊 退し M 地を 占領し 敵 ■芳 贊醫學 古の 談 
は. 靑哨方 おじ 退却し お 泊 河 左岸に 停を はと お S 十日の 晚倫敦 を 出 發し巧 j 

止せる が 如し ご あ 6 屢 々述ぺ たる 如び おが じ歸 つたが 八月 一 u み 朝 化が 
巫 山 一帶の 高地は 標高 I 吾 米突よ 停 単 楼のホ 族は たどへ やぅ もない 
r 白メ ー ト八の 間 じ 化る 防' 鐵陳 地混雜 であつ わ 其 混 雜の中 じ 
にして 巧 正面 樞 一二 盤ぶ 両冀は 海を な ▲日本 A の 夫婦連れが あつたな のを 

I て 限 ゎ 殆んで 巧 想 的 防禦 陣地た してを 巧て 貴方は 日本人の ホで ありませ 

N ! を 守る じ 十 かを 力を ぶてせば 難攻ん かァ！ 助つ た So 兩 方から なの 肩 じ 

ホ 落 どい ふべき 地點 なら 然る じ 我 一鷄る ごい ふ 騷ぎ聽 いて 見る ご K H 
: n め 攻擊じ 化ら て 之を 占領した るは スコ I から おがへ やつて 巧た の だつ 

瓶の 兵力が 正面 幅じ韵 して 甚少 'きに たが 巧の 停单 操で 何を 聞いても 誰も 

よる 事 勿 諭な 6 ど雖ら 我軍戰 術の 巧 相手 じして くれない 此 停車 煤へ 迎へ 

妙なる ど戰闡 員の 奥が なる 動かは 敵 じ 巧て おる 箸の 知人が 一人 も 見 わな 

をして 斯 くら 速に 退却す るの 日を 待い 歐羅 じどい ふ 所は 化 お 不親切な 人 

ざるじまらしめたるものど見るの外閒が文明人だどは,.^ど聞わませんと 

なし 化 山 巫 的 j 帶巧 高地 旣じ 我ち じて 聲を 綠げて 泣き出さない 許 6 の條 

歸す 上は 最早 靑 島な きなり 巧 ご なれ て ホで をつ むな* j 哉. 切 こぶ 等 こ 向 つ 

じ 我 占領 陣地 よら 靑岛ボ 街は 約 1 1 里て 獨逸ど 露西亞 は大戰 ずを ォッ 初め 

け 外に 過ぎず 此 距離は 吾 単の おする て おる ので 斯ぅい ふ 始ま だつ たど 营 

盛 砲の ホが お 内に 啜 露し るるを 0 てつて やつたら 

ぶ 耍ど認 むる 巫 要の 地 點に自 めじがん は I ん {なる 转 ホれ です つか 

I 擊し 得べ {なじ 第二 瞬 地な 強て み驟讀 めました 鄉逸 ど證国 どは お 爭をや 

のが 擊 を.：； > さ ざるら 重 触の. 威嚇が 擊 つてが るので すか も ども 知 b ませ 

によらて 十を お 目的を 達し 得べ けれんで した ど 脈を 圓 / 、_ } て 驚た が H 本^ 

ば り がれ お ザ 將ヮ片 ゲック 少將じ 人じ會 つてを 也した ど 見 わて 其げ 田 惑 

じして 飽迄 巧强の 抗抵を 試み 第二 防した を 様を 手 おら 身 振らで 如何にも 

禦 線を 死 ザす るの 决 也なら ば ィグチ 面白/、 巧 笑し < あじやつ て 見せる 私 i 

ス 、ビス マグク 、モルトヶ 諸碰 裏の 活は氣 の 毒 やら 可笑しい やら 然し 餘 

動は 夕少の 手堪へ あるべく とから かぶ 話 振りが 上手な ので 彼等の 姓名を 

眞侧の 要塞 戰じ乂 るら のむ るが をの 聞く ど今废 はおの ホ お 喫驚した 化 巧 

が缴 力の 如 巧は 舉竟 敵の ±氣 如何 じこを を じ 聞 こた 曾 巧麵み 五郎 だ、 道 

ある もの なれば を じ速斷 ずるを 得 ざ 理で雜 て ホが 索 人 離れが して 居た と 

るなら 

♦盛幽 へ‘ 派 進の 看證输 露國じ 派遣 じ 思 ひ 巧しても 

さるべき け 本が 十 ぞ贴省 護腑サ 小： お ▲恐し い 様な 騷 ぎだ 0 た 八月 中旬 ま 

巧ず (化と) は 神を 川 支が じて 養成 さでは 伯が 巿 民は H 本は ま々 を 化ける 

れし 人なる がが 乎は 涵苗縣 お 松 巧 じご 固く 信じて 居た ので 私共は 化 調ず 

j 生れ 日露 戳 役には 病院船。 セッ タ化 ならを 瓜 だから 伯林を 逃げる までの 

じて 救 縫の 巧 じ 當ら激 乂等寶 通 章を は あるまい ど 言つ て おたら 十一 二日 

下賜され 四十 年自豐 じて ホ國じ 渡航 じ 大使館から 突然 電話で 直ぐ 巧い ど 

し ホ か 及び 蛮路 あじて 看藩學 を修ん 言つ て 巧た 巧つ て おれば 大使 能け 上 

一昨を 歸 朝した るな など を 下への 大騷ぎ H 本は 愈々 獨 逸と 园 


I ... I — • —J 1 — , - :イ ■"' S ■ノ— 

由なる が 巧は 兵庫縣 西の 宮の綿 崖 逸 有力者が 盛ん じ排 U 熱感 情を おる 


I が藤條 の直參 、大政 官の 役人、 代言み ならず 延 いて 本邦 在留 ホ乂 じまで 


I を斷絕 ずる かも 知れん な留 日本人は 

も 早く 退去せ よごい ふので 船匯 

一 代理大使の 顔色は 王の やう じな つて 
I 居た 

♦日米な 會晚攀 ...日 獨銷戰 0 巧 濁 


ホ 人の 排日 思想 愈々 攒大 すを の 


聽許 あらたる 後 じ 於て を 表せら るべ 
しと 

♦俘虜を 遇 ど 圓膝法 中が 進 午 博 十： 

の 談じ曰 < 巧電 じょれば 蠢國 じがて 

は 巧 巧捕蔚 兵を 鐵道 作業 じ從 おせし 

め 义獨逸 じがて は 露 佛英白 等の 捕嘛 j 

一を 虐待し 居れる 携樣 なる が國瞭 をを 

じは 捕虜 待遇 じ 就き 旣 をの 條約ぁ 


IT' た *< C i 

波及 せん V 」 する 器* るを 巧て B ホて 證が填 人馨を 使役した るは ホ 

& Asm ♦ 、 こ 、 f fen fmp 、 ■ 广、 . 一 ，：- 


I 協會は 日米 両國 人の 意志を 流通し 排 

威 情を 細 和す も爲め 十と 日 午な と j 

時 ザ ょら 離 族 會舘じ 於て 晚發會 を 開 

催せ 

來會 者は をず 神 田 正副 會 頭を 始め 

成 瀬た 藏、 淺野總 一郎、 佐 竹 作太郎 

根本 正、 米國 大使 ガリリ ー、 巿俄 

を 大學總 長ジ ヨット ッン 、フン ザ 

I 、 ボ I グス 巧等廿 一名 及び ホ賓 

加 藤 外相、： 莱野愼 一郎、 花房 義寶 


道作榮 のを 質が 軍事的 關 係を 帶びざ 
る 限ら 該條約 じ ブイ 觸 する こどな き 
も 電义衞 なれば ホ だ 如何 ごも 節 言し 
I 難く 獨 逸の 職を 軍 捕虜 待遇は 獨軍平 
I 素の 點 外人 巧爲じ 見て 軍事上の 虐巧 

じ 服せ しめ 居れる こごは 疑な かるべ 
I し 該條約 じよれば 捕 潜 兵 待遇は 一を 
し 旨國臣 民 VJ 间樣巧 當の勞 銀を ま 給 j 
て 直接 間接 共 じ 軍事上 じ關 係な き 

一 勞役じ 服せ し b るは 差 まなき も 之 じ 


阪 谷巧郞 、爪 生 外 ま、 S 井 八郞右 違反した る 時は 戰後國 隙 上の 責 なを 

衛 巧、 ま 川 重を、 高 橋 作衛の 諸氏 免る ベから や 濁 乙の 近時の 待遇 態度^ 


を 併せて 六十 九 名 じ 達せら 
'デ ザ I 卜、 3! スじ乂 らま 川 男 添 旧 

I 博 ± の溃說 じみき 巿俄古 大學總 長 A 
タット ソン 氏は をつ て排 H 思想の 如 

は 平 か 人道 上の 大敵 なれば 輿論を 

I 鼓吹して 之が 摸 滅を圖 ら口米 相 提携 

して 世 巧 文明 じ 貧 獻 する 所 あるべ 
ど 述べ 終つ. て會 員の 健康を 祝し 十 時 

I 散會 しねら 

’っ 口の 獨探 捕は る 
一せ 五！： 3 龍 口ょり 入港せ し 龍榮乂 じて 
I 獨探 嫌疑の 日本人 一名、 歸化 支那 人 
一 あ 憲ちホ 兵 等 じ 護衛され て ホ.^ 直 
らじ 大連憲 をを 隊じ 引渡されたら、 
H 本人は 熊 本 縣下益 城挪中 山が を 川 
虎 ごて 漢口獨 逸 商館 じ 勤め 居る も 
の 义歸化 支那 人は 長 崎 縣化松 流 邸 調 
川が をれ 中島 安雄 ごい ひ 元 長 崎英國 
觀船會 社 レン カホ ー ム巧會 のち 人な 
両人は 甘 一二 日朝 天津 ょら リウ ロ じ 

上陸し 鬧 地の 日の出 旅館に 役 宿した 

るが 間 夜 夕飯は 文屋旅 おじて 認め 何 

I 事 か 密議 ホ 豫て軍 司み 部よ ら獨 がの 

乂茲 める よ b 巌重 搜査す V しどの 命 

じ 接し 居た る こど どて 難なく 捕縛 さ 


u 本 及 支那 巧 隔週 火曜 
日 午前 十 時 シャト グ大' 
化 鐵道極 橋 ょら 左の 通 
らお 帆 中 

橫濱化 十 巧 二十日 
阿波 化 十一月 一二 日 
綺岡化 十一月 十 セ 日 
丹 渡 化 十二月 一日 
を截义 十二 巧 十五 日 
が 渡 化 十二ち サ 九日 

A をし ニユ •一 3 * —クぶ 

化目附 ょら 五日 前 じ 
御 お 發有么 度 候 
▲運賃 

シャト グ橫濱 神 口 間 
一等 な 十 巧 
二等と 十五 あ 
一二 等 四十 一一 亮 五十 伽 

シャト グ巧巧 間 

一等 巧 十五 巧 
二等 八十 弗 
一二 等 四十 一一 窠 五十 仙 
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新 荷 到着 


今回い ろ-. 珍しき な禪 々 ；^ 實 
仕 候 間 多少 じ不巧 御用 仰せ けら 
れ度偏 じ 奉 希 上候尙 をぶ 商品 目 
錄御 一報 ホ 第 御 送呈 巧 仕 候 

紐 育 巧 巧 五十 九 T 目な 十、 巧 十二を 


Hi 
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を 社 


か 旧商會 
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化は 覺 わず 噴飯した、 化 林 ホ 中は 實 I れたる もの じて 尙 同地 じ も 連累 者 あ 

る 見込なら* を 川は を 緣眼饒 じを 時； 


計を 持 も 洋服を の 紳± 風を 裝 へら 彼 

等は 獨 人ょ b 二 万圆を 賞ら へたり の 

風說ぁ 6 

•臺灣 長官 おを 期臺灣 民政長官は 

今回 佐 久間總 肾の退 仕 じ 伴 ひ あく 里 

迭 あるべし ど 確聞す 而 して 其 時 巧は 

現 總督佐 义間大 將が巧 島 巧 藩 事業 完 

I 成じ關 ずる 經 過を 闕 下に 化 奏し 辭職 


じ關 しては 特に 注目を 要す 云々 ご 

•桑陣 お張官 任命 
日本な 府ょ b を 博 日本 部 建築 工事の I 
I 巧め 派 遺さるべき 美術 鑑査 官及 官吏 
I 職工は 左の 人々 巧 命され たら 
▲鑑査 官 

平 山 威信 A 森林 太郞 ▲中 澤太お A I 
武 ザず 正 A 正木 直彥 ▲黑 田淸姆 A 

ム r 泉 雄 作 A ま 武榮之 助 ▲高 村 ホ 雲 

塚本靖 .▲化が 彌 一郎 ▲盐 旧眞 ▲お j 

巧 勝 民 ▲お 岡壽 ▲鶴 卷鶴一 ▲大强 

一二 之 巧 ▲寺 崎廣樂 A 白ガ 巧み 郞 
島 旧佳矣 ▲岡 旧 己郞助 ▲が 田 お 作 

A 高 島 得 S ▲白山 福 松 A 執行な 道 

A が 內常ま A 山元 金 右衔巧 ▲藤 息 

武二 A 小 掘 鞠 昔 ▲菊 地 常み 郞 A # 

阪ま隆 A 新 おが 太郞 ▲川を 芳 一二 郞 

米 巧 雲海 A 中 川八郞 ▲がが 不巧 A 

山 崎 期 雲 ▲前 田 健次郎 ▲小 室貞次 

郞 ▲滿ハ 合 國四郞 A 導巧學 
▲職員 

臨時 博覽 會お師 化が 寿 . fin A 岡屬託 

井澤 半 之 巧 A 刮通譯 事務 囑託 地下 

彌と郞 A 茶 業 組を 中央 脅 難所を 港 

博 覽を嚷 茶店 支配人 西嚴 A 巧 事 お 

員チユ ▲日本 政府 建築 職工 新 保 音 

み郎 ▲同 お瞄 平太郞 ▲日本 庭圃逮 

榮造師 荒 ザお吉 、大 胡靖藏 、荒 井 お 

巧 郞今井 勝丑郞 、飯 島嘉】 郎 ▲日 

本 政府 舘 建築 請負 代人み 城豊 次、 
同骗エ 井上 秀ホ郞 、齋 藤み 郞をエ 
門、 化尾留 を、 本 巧 蓄太郞 
■日 獨海戰 の 報 n 國 潜艇航 は獨齒 
一水 雷 驅逐艇 ど 黒海 じて 戦へ bvj 廿一 

日の n ブ ペンへ！ ンの巧 電は報 せら- 
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斬僞會 木曜 午を 八 時 {银 じて} 

讀書會 第二 第 四 金曜 午を 八 時 
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本 祂營業 部 

含 本 巧 觀轰船 

切符 取次 黏獅 J 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 其 化 ま 部 何れの 地方ょ 

ら御巧 立け 壤をら 取次 可 申 候 

▲手紙 取次 手 If? ホ 

I ▲各國 語纖譯 
▲通辨 

總脊 新報 讀 


狼 f 鐘の 送金 高 

▲昨年は 一千 六が 萬鹽 

を 港 領每缩 じて 調査す る處 じよれば 

巧 管内 居住 词胞 の故國 送を 嵩は 驚 < 

べき 高額 じ 速し 一昨年は 送を 緩 額 


A 今度な 正 じな 6 ました 新 刑法は お I 

じ 言は すれば 甚だ 荀酷じ 過き る ど 思 

ひます、 刑罰が 党を です ご强盜 でも 

I 亦 出獄す る MJ が 出 巧る ど 思つ て 只 被 
審者 をを かすの みで 殺しは しませぬ 
がお獄 する 見达 がない どなる と 化す 
の も 化 罪のを 覺を 恐れで 人を 殺す 

I 気 f - i なら 大罪 人が 段々 殖 へる だら ぅ 

思 ひます、 一國の 政治は 只 政治 法 
禅の 理屈 許ら では 治らません、 當局 
者は 哲學的 じ 經世濟 民の 方法を 研 兜 
する i ら 必要と 思います A ま那 人の 
胺の排 a 觀 なじは 大 ひじ 理由が ぁ 
る ごの 御 話しです が 重なる 巧 因は 相 
_ をの 誤解で ず、 目で 支那 じは 御國で 
勉强 した 者が 約 五 万人を 省 じ 散 おし 
て 居ます から 渐み じ兩國 おの 感備は 
~ 離 かしませ うィ 尤も 人民が 邀 巧で 謁 
み 解らぬ 者ら 澤山ゐ ます 併し 解ら 

の 者は 何時 迄經 つても 解ん てす ▲<「 

I を 省で 騷 ひで 居る 革命 黨 ごい ふめは 



きどは 夕年當 人を 熟知し を 前後 輔； 

一盡 力ず る 雲り し 賣ド タタ， の 語. 韻*^ ) u , 

る 巧な り、 葬儀は 本日 午後 二 時 紐 育 . の 巧機會 
ッシ ヨン じて 睾巧 日篡證 J 他 五 弗 か 十 弗の 小 貧を てを . 

の會響 ぁる？ b 、 胃 岡 冀《 

问 墓地が 念 碑 建設 じ當ミ •事 ミる 皇ちネ 姑* ず まれ 
べし 

♦竹 旧 商店が 荷 着歸朝 中なら し 巧 
ホ 竹 旧 巧は 今回 歸店ど 同時 じが 補 日 
I 本を 料 おの 珍しき ものを 澤山仕 入 巧 
し 由 

♦貴族院 議員 勝 田 ま 計 氏は 過日 歐 
州よ b 來着サ 日出 發歸途 じ 就けら 
衆畿 院議 員が 本を ま 巧は ホ テグ セ 
ビグ じ 滯巧中 


til 本 婦人 夕 T 卜 

ご 一名 至急 入 巧 
給 巧 ーヶ月 一二 十 弗 

が 育 西 六十 了 目 サー ニ番 

巧 m? 


讓 受廣吿 


私儀 


I 千 五が 十九 萬と モミな 九十 一圓 送を あれは 色々 不牢黨 で 組織 あり 統一 ゐ 詰を 命せられ 近！ お發 渡英の 答 

I 人 召 十二 巧 六 千 〇 十五 人中 歸朝 携帶 I る眞 のぞ 命 軍で ない 縣來 吾々 がが 力 


1 をを 横 額は 五十一で 0 二が 圓歸朔 者 

ご 千 五な 直 十一 人 じして 送を 取扱 所 

巧 左の かし 

A を 潘题巧 巧 四 五と 二) 一一 一二 A 正 

を お 巧 巧 替鄕里 送を 一二 お セ 六と と 

九 A 正お级 巧替爲 送を H ハ 五八 九 

一を ▲正が 巧 本店 精を どして 送を 

四 四 化 一八 一六 ▲他の . H 本 銀巧爲 i 

替 を' 一八よ 九 五八 

I み じ 昨 大正 二 年の 送を 撥 額は 一千 六 

I 巧 四十 八 萬五モ ニな サニ圓 送を A 員 

す 二で 五 千 二 育と 十一 人歸朝 携帶を 

^見稻 六十 一万 六 千 六が 圓歸 朝を 二卞 

,0 八十 S 人 じして 送を 取披 所は 左ら 

: かし 

▲を 港郵 巧な 四 〇 よ 二-二 〇圓^ 

I あを 鄉里送 お 四 一一 四 ニニ 六と 圃^ 

! 間巧替 送を】 六 六よ 八八圆 ▲正 

:を本 巧 預を送 おぶ よ 0 おと 化 一圓： 

i A 他の H 本人 銀 巧巧韓 送を；： 八 0 

，寞二 面 

外 じ 送を 化投西 ごして 沙 港郵披 巧を 

:經 由せ るを 額は 左の 如し 


で 立派な 革命軍を 紐 織 すれば 人民 

I 般の親 服を 受けて 成 巧す る， とか お ホ 

ます か、 り 御說の 如く ぞ命黨 中の 異を 

ずを統一する必耍はあらませぬム々 

御國じは大-<物がお-<:^ませぬ、 巧さ 

ん 丈は 中々 解つ 人で あらまし じが 惜 

しひ 事を しました 云々 

黄 氏は 暫時 菜が じ滯 巧の 豫 をな 6 

巧が 無暗に 象 傑 ぶらず 笑 ふ 時の 無 邪 

氣 なる 小烘® は 痛た ぐ 記者の 氣じ入 

つたら 

•重病 患者の 自殺 

摸 節 のん 格を 巧せ し 叫胞 

I 兵 雄 縣ん岡 田 正 治 氏は 二 云 年 ホ 肺病 

を 患 ひが ーヶ 巧が ょ b 武ホサ ー 

八 病な じ 入院 じ 入院 中去廿 一 H が自 

间 所の おょら 暧 をして 自殺を 遂げ 

たら、 氏は 义院 當時旣 じを をの 見込 

なき 奉を 覺 悼したら ど 見へ 自分の 遠 

I をは あ 皆 曰 本人を お 濟部じ 诲附す ど 

の 遺言が を 認めを 式の 手續巧 端必殘 

なきを じ處 かし お 6 入院 後は 早く 


松が かお 巧 ぉ發 
を 渡歐 せら 

太 田 書記 宫の巧 氣輕快 同 巧は 化 
お 退院 武市 伊を 巧 宅 じがて 靜養 中な 
るか 病氣 は、 近 巧 非常 じ 輕快じ 向へ 


京大 敎授 法學谋 ± 神 戶正雄 巧 
目で 目 本 俱樂部 じ 滯巧中 


大正 元年 二 六 九 〇六圓 ▲ 1 10 丸と j 死に 度し 死なし、 吳れ よど 係 醫じ迫 


九 五二瞄 ▲大を 幸 二を 亥 主 

A 二 一二 九 を 面 


•黃 興 氏談か 

ち 巧 氏ご談 詔の 要 おは 載せて 本紙 第 I 

^ 1 面に あ b 、 左 じ 其 洩れた る どころ 

を 補 ふ 

; おは 巧 治！ 二十 一一 一年 じ御國 じを わして 

一 今度 义 永ら <滯 巧し よしたが 御國の 

'樣ず も 段々 搂 つて 參る やうです 


る 事 一巧なら や、 驛师か 稍を き やぅ 

なり どい へば 秘めて 不氣 嫌の 顏 をを 

なせし 巧 立派 じ覺 悟を をめ おりし か 

I 急速 じ病势 のを まらざる ょも もどし 

ぐ おひ 遂に 自殺を ホ 巧す るに まれる 

もめ £ を せらる、 岡 田 氏は 今ょ ゎ 約 

S 十 年 前 じ 渡米せ し 人 じて 巧 お遇經 

I 歷 はな 巧者 一 おの 參考 どもなら '、又 

其 人格の 立派な b しこ どは 世人の 攒_ 

j 給 的 人物 ごら 稱し 得べき おの 人な bl 


醫學 ±犧 崎、 眞鍋巧 氏 並醫學 伊藤 今回 西が 旅館を 譲 受け (岡宮 旅館) 
古ホ 妻は 歐州 ょな ホ 着 ホ ブがマ か‘ ど改稱 しを 室、 を 具 等 一巧 大 改良の 

セ！ ユこ b-o 上 化巧サ 四日ょ も經 をを し 諸事 親切 

こ ； t I , ‘ 叮喀 大勉强 riT 馨 0 御 懐 利 相圖ゎ 

♦大夕 保 刺. 賢 巧 轉巧當 地 正を 银巧可 ホ 侯 間 何卒 倍舊御 愛顧の お ホして 

j お 張 所副キ 任なる 词氏 今回 倫 敦支巧 奉 希 上 候 誰 白 

武 ポ^ィス トリ ー 1 八 四 
高見 ド クター タ！ の 葬 
岡宮旅 縮. 岡 宮義一 
大正 一二 年 化 月’ 

電話 メ] ン ニ 〇 かと 
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閲 巧は 廿 一 H お I 船 名 
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經由地 を 送 日 
ブス シヤト グ十巧 サニ 日 

ネ シコ を 十月 サニ日 
天が 化 桑 港. 十月 十六 じ 
モン ゴリア 全 十 巧 十九 日 

-日 本よ-^ 到 看 日 
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並 日本 食料品 販賣 j 

今般 小を 共 左記の 處じ 於て 御料 巧 並 

U ネ 食料 お販賣 店 開業 化 候 間 何を 御 

愛 颠御引 立の 鸦奉希 上 候 

南京町 モット 街繁 六を 舘 

万屋 

□球 臺 あり 
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數干種 取 揃 有 之 
極めて 安 價に差 
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の 書籍は 可成 高 
價 じ御貿 受申展 
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夕年 支那 じて お 相 及 あ學を 研究 
し 其 神を 究めた る 巧 道の 大家 生 
々庵 ホ 人 化 龍 先生 欧米を 經て歸 
勘の 途當市 じ 滞在し 廣< み篮の 
事 じ從ふ (見料 隨 意) 

西 五十八 了 目 一二な 四十を 

都 旅絕內 


閒巧寫 奠館 

妄 ) \V. 一〇臺一 丈 t. 

N. Y. Q な 
叫里 • 历 iverwide 


: ィン ズ 

エン ドノ} ブル 

書籍 巧 
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一地を 經て餘 朝 せら 

參 朝鮮 驢替府 .印刷 尉 技 邮勝山 氏 

U 本 お樂部 じあ 

♦ H 本臨會 の謀演 ダ！； ラ憐 そは 日 

本 協會の 請じ應 じて 「彼 巧 人 及 其を 

敎ゾ C ア 'ス タ！」 なる題下じネ日午 

後 四時ょ らボテ 於、 ア スタ _ じて 讓 

溃 する 筹 なら 

靑ホ會 茶 詔 會來甘 五日 午後 八 時 

より 日曜ぶ 話 會を僞 し 欧州 戰爭の 思 

想が じ 及ぼ や 影響なる 題 下 じ 討論す 

.へ 


乂 法律 顧閒乂 
，民事 及 刑事 訴一訟 5 

: 契約 其 化の 書類 編成、 貴を 取 立 等 化 
i て 法律上の 依 賴じ應 ず、 鑑定 無 巧を 

I 望 者は 新報 社へ 申を まれ 度し 
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チカ ゴな 東は を 鐵道じ 連絡す 

客 単は 化て 最 


お 儀 

久し < 歸 朝 中に 荷 么お處 お ザ 中も不 I 

相 錢お引 立を お 6 を 深謝 候 今回 無事 

歸米仕 候 間 倍 落 御を 顧の お 偏に 奉 あ 

上 候 

竹 田义吉 
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尤も 渝 快なる 

線路なら 
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進步靑 年理 巧の 圍體 
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•演 藝會 y 開け 

収入は H 本人 會 じが 附 


お 再 張 目 生 

A 組な じ 化 おする が 人は 實棠豕 ごい 
はや 勞働者 どい はや 一般 じ神經 衰弱 I 

おじ 罹つ て 居る どい ム 事は 一 股の 認 
むる 所でぶ 成 ぉは 多年 化が 競ず の 傲 I 

烈； ：* が 巧 じ 化んで がる 上 じ 他 外國ん 
じ比懷 して' 慰賴 をを < る1 が々 いか 

ら である VJ いふの も么亦 一般の 辟 じ 

銘 むる 所でん る、 化つ て 吾々 間 志の 

をは 之が 救 治 策 ごして おた 間胞 中外 

人を 妻 ごな す 人々 み祖 交機熙 ごして 

一ニ ゾ巧前 舞蹈 會 9 劍設を ホ 蠻 した 露 

であつ た、 然る じ 間もなく 歐 州大戰 

が 始まつ て 吾ら 人 も 戦ず 熱に 浮され 

る 時節 ごな つたので 化 間の 人 氣ピ事 I 

I 藥劍設 の 關係じ 鑑みた 巧々 は 嚮時舞 I 

お會企 蚕を 延期した 次第 ぁるが 之^ 

j は 巧れ 時機を おて 再び 當 初の ホ 望を 

を 達ず る； どし が じ 新に 巧留者 諸君 

の赞 岡を 求め 度き 事は 演酱會 を 開 ひ 

てを々 唯一のを お 機 測た る 日本人 貪 

父は 間 會共潍 部み 基 かを ヘ^プ 化 度 j 

いどい ふ 事で ある 

ah 本人を の 劍設當 時 じ 於て は' 一 郁 

野必 がの あ舉 也を お足さす 爲 ごだ か 

一 或は 其ん な 事を 仕なくても 雜 々勸 魁- 

を 耐 して 實 力を 赛 へば 自 から ホ 人の 

i 结 .敬を 受く & やう じなる どかを々 な 

な 勒 諭を 唯へ るせ 力 をら あつたが 愈 

々成立して 見る ど 日 ホ 關係じ 貫 献( 

方は 發 あされて ないから 世間は 知ら 

ね)' する は 勿論、 當が 危ぶまれた 共 I 

をの 事 粟は 漸次 じ 渡 張され 巧 留者栽 I 

巧 事 か、 ァ クシ デン ド、 遣產處 み、 

巧 亡が 化自み じが 斷の 付かれ 事件の 

生じた 墙 をの 最を 願閱 どして 不 巧： 人 

を お機雜 である 事を 證 明し 今日 じが V 

ては 柯人も M 食め 測 立 じ 異論を 唱へ 

ないやう じな つれ 

其 おで 吾々 は 飽迄開 會の藻 礎を 覃一 

固なら しむる ど 同時 じ 其 事業の 發達 

を 補助せ ねばならぬ 義務を 有する の 

で ホる が自み 等は 其. ホ 法 ご L て 右' 

じ 述べた る溃錢 食を 開 樵し、 夕年故 

國じ 遠が つて 寂冀な 生涯を 送つ て辑 

る 人々 じ 慰 籍を舆 へる ど 共 じ 其 利益 

一一 一な を おげ て H 本人を じ裔附 したら 

ょから うど 思 ふ ク化も 日本人 會 役員 

のみで 不 をを ど 認めたら 吾々 は间食 I 

をを じ イ歐州 大戲戰 巧者の 逆 族 又は 

すみ ホ 十字 社へ あ 抓 するどを じして 

1 も 吾々 のを 典 必を滿 巧せ しめる 点じ 

I 於て 巧 等の 相違は ない 誘で ある 

: ▲吾々 閲 おは 满觀會 開 惟の かじ 就て 


化巧內 相談を 遂げた 次第で あるが が 

の 結 おどし 巧 巧た 收乂隶 出 豫な並 じ 

方法は ホを 左の 如き ものである 

•會琪 は 力！ 子 ダ！ クィ シユ 1 ム 

どし お 藝會 出演者 致び 背某畫 家、 振： 

付け、 邦人 巧 女音樂 家、 巧 術が ゴ- 

總 Y て 無報酬の 事、 疆 題は 新 演劇 ど 
し 脚本は な 閣 最新で 名作を 撰ぶ 
、觀ぞ 席は 普通 劇 琪の例 じ 傲 ひ ザ 

ツ クス、 ォ ー ケス トラの 前方を 持夕 

席 じ 宛て 普通ん 旗 がをお 十 仙 どず 
，幕あい じ 邦人 父は 外人の 手 お 曲 
藝を演 や、 

，支出は ホ！ 八 代 諸雜豐 をが せ 一 
巧な 立 十 巧 どし、 收 入は 觀 客の 数を I 

を 約 置 旨 人 ど 見 おち、 壌內じ 於て 賣 
挪く窠 アィス クリ ー ムの寶 却 化ん 1 

をを せ 約 四が 巧 ごす 
，ぉ 演者は 化留 篤志 賞 業 家、 昔樂 
が、 諸 有を、 新聞記者 等 じして 練 巧 
食用 はんて 自辨 どす 

、藝 題を 二禪 じを も二圓 のが 巧を 

爲す 

A 0 上の 如き 見稽 b で 二た 晚の 興行 

じ 化て 得る 巧の 純化 入 約五闻 弗を H 

本 乂會 じ裔附 する 揀算 である、 拙ち 

飛 耳 張 目 生發 超人 一同 じ 代て だ留者 
諸君の 貧が を 祈る 


こ • - _ 

實 じ飯喷 のまら じ 巧へ ない。 あ ふじ I 吾クは 加州々 旧た じ：：：：. て徘巧 され A .-~ 
獻州 戰亂は 辟ろ 个单 公が じて 本 ごな^が が 慨必の 巧 じ 巧 帝が 盛で もぇ、 紐 

つ たが：：：^もの で リ本じぉ つ て は絕巧 巧み -^胞じ獨立ふみ乂け てぉ る评~中 
ぶ 機が で わる 化 際 米國が 巧に がず ご I 許 b ど めがおは お化虛 でない ご 思は 
どして 化/、 ベから ざる 势 力め ある 獨 I い' る (加州よ ゥ、..''.- 
逸 おを 鹏逐 し.」 = 本 製の 商 おを 巧つ 誤 



大 也 旅館 

ホ じ 御料 埋 


て么じ 代らし むる はみ 前 W 好機 待ご^ 
言は ねば， らむ化 じ 出ホ么 ならに‘ H ; 溯 
論を 喚起し な國 政府を して 教巧 あ；^^ な 
の 超過 豫算を U 上せし かを くめ 谢所駭 
を乂蹲 地み じ 獲 巧し り 本に 巧け もを 

柿の 巧 品を 出 おせしめた いもので み！^ 
る 現じ 吳 座、 竹 行 ホの かさ U 今り 其 一^ 
米を 國 におし 蓝に 輸出され る槐ぶ 縱 
つが 么靠 じ 巧 逝去に 於け なを 地閒贊 
會じ出 おして 初めて 巧げ をむ 峭が お， な, 
み 輸出 おめ よなる なの 中に をへ', リふ 
:じ まつた ので ある、 かじ 吾々 は化沒 

を 


.3 御料 琴 

お 中が 業 化 W が お ホ 化 
巧 一 U よ b 諸 ホな な 5 
上 巧び 閒が 化ら 枯々 

大勉强 si’ 

贴 々敷 御が ホ舉驗 上が 
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ぶ 

技 

お 
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ホ 闕辨藏 ^ 


をん 冗 館 

御旅が 並 じ 
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♦卓 おせる 曰 本 看護婦 

本 赤十字社が 露 圃軍嫁 じ 廳援を 申 

込みべ テ。 ダラ ミド巿 段は 么じ药 し 

非常の 好感を 巧て 迎 へた-^ ごは ぺテ 

« グ ラ！'* 卜 電報の 傅 ふ 所なる が 信 や 

べき 翰ょ 6 聞知ず る じ 赤十字社 じて 

は 看 謹 人の 撰を 其 他應援 準備を く搔 I 

しちれ もとめ 事に」 此計畫 じ 願し 

玉 井東 京 巧 衛生 課長の 談 じょれば 日 

本 ホ 十ぞ 社が 友邦た る 露國の 衛生 勸； 

あを 應援 せん £ する 意 氣は誠 じ 歎賞 I 

すべき 事 じて 實 施の 曉は我 赤十字 あ 

上 特筆 大聲 すべき 空 摘の 快を とい ふ 

べし、 を じ 巧 化 計畫は 博愛 仁徳の 大 

義じ融 ひを つ お 巧 H 露 抱を を 親 蕾な 

らしむ るの 巧益ゐ るは 勿論なる が 又 

近年 著しく 進 ホして 本 煤の 獨 逸を 凌 I 

ぐど稱 せらる、 巧醫術 乃至 看證 法の 

I 巧 俄を 化を の檢舞 臺じ紹 かずる 絕 好- 

の 機會 ごい ふべ し 殊に n 本 看 幾婦は 

世界中 じ 於ても 勇気 じ 富.？ 耐を强 < 

親 巧 どい ふ おじ 卓絶し 居れば 必 やや 

巧 評を 巧ず る 事と 信ずる々 

♦撤引 弓 人 巧の 氣縮 

厭 州 戰亂が 今回の 大 博に 网 等の 影響 j 

なきは 自 みか 過去 じがけ る 経 驗じ撤 

して. 明白で あ ミが る じ まだ 半信半疑 

0 つて 危懼のを を 抱き 居る 人 あるは 


化 ホ 大蹲覺 宵を してを 然 H 米 兩國め 
大隙發 曾 じる 觀 あらしむ る 如く 施 U 
も' 上 じら 盛に 出 おがしめ H 本め 踩 ホぶ 

上の みならず 實 莱上义 はぶ 術 エ缠中 
其他總 ベての ホ おじ 於て 如何に •活賴 
しつ-- ■'るる か を 歐米人 じ 知らし めな； 

ければ ならの 從 つて 之れ こを 時 巧 運 
勸 だら うど 思 ふ 

参；：：；^ •リ 參；：：：； 参；：；：：；；； • 

ご 巧^ 寵と 
一^ 参 W 参 K •^，'，夕 
A 前週の 大 馬鹿を 化 木 化 じ ホす、 君 

は 他人の 女郞巧 じ御必 がな さるが お 

も* はか 何 惧巧釋 を か < 先生は 巧 法 

學者 が お ^^ど め や う な 化を 0 上 の が 

鹿を だ、 他人. のこ どょり 御自 みのみ 一 

郞 買を 御 報告 U さる がをお ゾ、々 

層人轉 らしい 御投霉 をなさい (ち誕 I 

生 j ▲八十 何 了 目 例の じ 熟 < なつて 

自 をは 一廉のを 巧の おらで 括る 雜 '一し 

巧 召は 化 間 其 女ど朋 が 女 どの 巧 雌を 

自 をで 買て やら 頓 おじ も 朋が 女み ぶ^ 

へ 怒鳴ら. 込む で 彼女を 打擲 じあん ご 

巧 其處じ 居を はした 英國 人め 巧 じ 搞 

まみ 出されて ホ 化を 搖 いたげ な化顿 
痴奇 野郎 か； 大巧よ) ▲獨 逸人を 妻 も 

する ものは U 獨戰 巧の たみ じ 工合-か 

趙 いど ありまし たが めれ は 乂 閒迹ク 

巧み 間の ラブ ど 人 邱國絕 の- 帖別ピ は 

をく 沒を涉 である、 お證據 がを 巧け 

れや 僕の 家 じ 巧て 可を らしい ベ ー ビ 

—をお 締こ大 威張 生 一 ►投语 郎じ么 

の事は 1 切出さの^じしておらいま 

せう、 手前の 妻；： > では 巧 四 おを おる 

每じ八 ラ^'--^ して-居 ミず よ (サ ィノ 

り ジ！) ▲新溃 劇 開催の お 藍を 飛リ 

先をから ホつ て 傑ら 大赞 お、 自ら 出 

溃 して 大いに 振は してやる 一を が 巧 0 

A 化ち の H 本人は 女の 率 許 b 巧へ て 

巧る ど 見へ 館 欄は 女 詔で 持 巧の やう' 


I 幽か ピ烧 ▲ホ 打を ピ ▲ 躺級怒 了 . jjm 

こ 一ご； ンニ (：ち ミ 5. 

ご 二 M ; 二 ご 主 ご‘ } 乂ご. こ- 1 . 

P ごこ no ごご アこ n-harlj 


お： 


8 

8 

揉 

8 

8 

註 

註 

0 

X 

，致 

0 


お 化が でら が 巧 义じ應 じ ま 
こユ J 3 ! ク柬ぶ 十九 (む I 

了 周が 册 .一 婿 地 韻 

.嘴 ま" 


119 

H 

1/ 


為 


或 


.、"も ぶ 

ぶ I 

レキシントン 街 よら 姿 一 

j 二 巧 目 二' 隅 ’ - 

電 .乱 ブラ ザー. 二參 立九$ 

8 養 養 黛寒囊 8 沒蒙 揉 が I 


ぃ本雜 賞 直 翰敕ぉ 

が 巧が 


殘木纖 ま 钱 



卜宿 

史！ 


歸 


實 


呈 K . 立艾 乂-イ . 2 ご.- 

Pi 一二 ご (-お 或 巧：； 一で m 


巧會 かび _ 

最近 流 巧 

ダンス 

を 年の 實驗を おし H 本人 諸君 じ JU 巧 
別 巧. 略， 親切 じお授 す、 授業 巧は 

柯 プラィべ— 卜 、レッスン ー 弗 

六 阿 プライ V ! ト ンッ スン 五 巧 

Mil . と ks Marsh 己 
ご； 一 ご 巧 弓 ay b 至 ■。ぎ ごこ 己 54 tl を' 
phol.le ご >1-1 吕 b ミ ま 84 



S 童 養 E R 養 夏 KE 夏. 

100 8 / U - e.-A N . Y . Ci グ 
TeUiphone P ご 7 ‘u 技 一》 


たろ し^ 

/、/ 



設 


臟藤 小川 蘭會 


古 ストンち か 
5 ミ‘ 二： ご B 女-ぅ 

U こ：*. tr 二】.. ご-?,-. 


ゾ V .. 


居蜜爱 g 囊憂爱 圖奮 長蟹靈 

移 《 

み 巧 一 H ょ り 左記み 巧-. づ ぶ，.‘ な 

おの 卜； 化 前 通ゎを 莱化 化蹈卜 -； V 卢； 1 

引 立の 巧 ホ トー胺 

や攻 .みと. 旗な がふ 

ーゴ \ V . ri '; t ' N ' V 'ご； 

IVL ^ ニニ 7 〇 一 in ご 二さ^^' 

A 球 煤媛樂 めぶ 設婿レ H とお 

賣窗浸 S 蠢蠢 雪藝富 憂霞規 I 

當 シャト ホが 骑 おも：？ 御ぶ^ 骑 巧ぶ 

じ 御 取扱 ザ 中上展 

藤 ホ 旅館 支店 

ホテ^ タコマ 

萬 骇一诗 が！、 冷溫截 肖 戚た- 笔獅ご 

义チ ー ムヒ ー ト 及を 幕の 設轉 ；；： f み.'- を 

luyrKL 、 r , u : PM /. 

にち ご ck 里 ごを i 化 ： u . e . vv '- r : . 


K 

D ; 7* 

I け r 


己 

T 

.ご 

\ 



妾 一 蒜) 兵) (巧) 
リ 1、 農 一’ 私 i も 一 も) 

4 一- . I 

. 遠 東 茶園 

と 1 - 

- 兩置 十化淸 

■ - • t I - . . »f fru' • f 11«»■ t tfl •1 

F 言 

お . K 十 ri : 一二 巧 お帮地 

倉 S 平 金 

ぶ 品ち 八 G 百 プぅ 



爲げを デり ち？ 巧 令 もへ 
今を 巧 至を < 巧 もし r 

お々 ざ"、 it 」 YVN も 忠爵、 ( 
お 电夕違 IV ホ巧譜 、、じ イ 




を 


巧 


が も 


二 4 


宮ふ 


ゾぶ 


霞 

在 


ゾト ブ^-*- • 


N - V . 


ぃ 九 •、クバー の 溝 t 


avH 

，が 瀬化郎 

錬 g | 報？ 岡 巧 0 

新转 ホン キ シン ト-ン 入 十六 蚕 

-が六 了 目トホ と 了 貫 ゾ閒) 


ド クタ 


SG L : 乂 h ち to ゴ Ave . ン\ Y . 0 量 
T 乙. &1 》 Madison S 公‘ 


ふ |一 


+ 


心， 


\t/-p 


M. KAWASOK 

が旺 の th. St. N.Y ぶ - 
Phone. Gramercy が 19 



Dr. T. C. TA 校 AMI 

182 High St. B'klyn 

Tel. 230 Main 

但自自 
トド 日 午 午 
ク 唯 后 前 
日 六 化 
時が 
前 


— J,,,A 

廚 

見 


巧を ま 
, 同词 

m を 十 
ぶ を 八 二 
ュ 時時 

凌 ® — 



蘇 墨 





; THE JAPANESE TIMES 
I Published W が kly か 

： JAPANESE TIM 狂 S Co. 

Kenichi Kai, Editor 
j 2 が Sixth Av も N. Y. の ty ， 

I Tel. 6 が 3 Chelsea 

1 Subscriation Rates 
5 c. A copy $ え 00 One Year 
: Po が age included 

I 技 nt が ed at N.Y.Po が 
I as secod class matter under 

! o "ATo •» • ハ V» 1 


No.lTt VOL. 4 


® わ c 31 な pmt をが 必 ftn で萨 


, 巧 .— ュ ' イ <^1 J II I … L ' よ 叶 | 义 III パ界 

SATURDAY Oct. がが 1914 - ' — 



■ョ！ ク セント ラグ 鉄道は 
紐 育、 日本間を 旅 巧す る じ 
一 最も 便利 じして 旦諸 設備 
の 最も 完 をなる 鉄道な b 

プロ. ー ドゥエ*— 一二 一丄ハ 

ユ ー 31 ク セゾト ラグ 鉄道 會社 

叫 el . 霉 10 Madison Square 



日本 陶 破譜ぁ 
雜貨 卸販賣 

精々 勉强 
•可 化 候 

「1.1 みメ ー か 注文は 
。柳 心 特に 了诲じ 取扱 
け 申 ぉ . 

多 治 見商會 

苗 7 Broadway . ,パ Y 

T ' ei . で w-n 化 ご. . ilu ; 

ボストンを 巧 

t Pearl St . Boston 



潑科治 術 ； 

目 g 舞 就 I を 叫 1 i 

ド グトグ 木 下义赤 


310W . 1 ご thst . N . Y . : 
Tel . 技 妾 夕. 10 ; 


ゴ ーー > ve . 
ide 



み 巧 人な 上 ノ宴會 二 強スグ 大廣巧 アリ# 巧み 一切 最新 
^ 式 室 巧 淸渐紳 ± 諸君''^ 宿 泡 二 適 ス雜夕 年 ノ徑境 ブ巧ス 
グ巧理人ブ有ス @內外書爲巧誌諸新 巧巧を圈暮巧が等 
^ ノが樂 機巧， 備ブ 

特 W 河 添 旅館 W 




危ない 外交 

一 化 日 外を 巧 息 通のを 信 

^ 前が 小生 も 昨を 巧 じ 摄ひお 巧 化 空前 

;絕 後の 大戰 亂を自 裝し裤 たるは 巧ょ 

; らも 嵩 ばし く 候、 更じ十 年ら ホ 延び 

i 候 ザ じは 今度 こを 黄白 人贿 のみ 戰じ 

お 食は せの ごら 限らす、 H 本は 今ょ 

: らおが 一番を 要すべく 英國の 御先き 

た 使 はれて 得々 たる やぅな ホに て 致 

一方 無 之 お* H 本の 戦ず 參加 はお 面 礙_ 

齒 一致を 裝 ほひ 居 族-^ のを® じは 隨 

: みお 力なる 反 勒說ゐ b て 度々 元お會 

一廉 じても 大体 巧對說 多から しも 邑じ 

をつ 引なら ぬ處 まで 巧が を 進めて 後 

の 事な りし かじ 滥 々赞 がを 餘 儀な 

された る 由、 昨今に まら 醒伯 ビー 冗を 

一間に 頻に谋 志め が 通を をな し、 糜次 

一脊 見を 惟し 僚ら 化る がつ か 

じ展 、奥 國も蔚 初は が あじ おを じ词 

I 霞を や黨 佛を拖 じて 漸く 英國 じ词な 


ぎず 何時も 調子 じ のら 遇ぎ ては 下手 

な 芝居 をれ も 申 候、 近 巧 誦ぞ巧 じは 

■ K 不評判 じ 御座 候 (後略) 


强 味と 柔かホ 

▲紐 宵 日本人の ホ西觀 

空々 ず 

おが アメリカへ くる 時、 紐 育へ 往く 
ート僻 ある H 本人が 揃つ て ゐるご 

誰かが 中し ました、、 ィア さぅ です か 

化に 俩き 流して むました が、 巧释々 

思 ひ當る こどが みら ます、 をは 巧 育 

のす ベての 日本人を をる ど ホる 「力. 

を 感じまず、 或る 「銳 さ」 を 或 じます 

メ .て 或る 緊張した、 も 少しす る 

ご 破 製し さぅな 一が のな みを を 

じまず 〇 

A 米國 人を をる ご、 ホ だ—- 柯あ 

か 間め 找け たど ころが めら さう です 

i 河處 じか じュト 9 が をら さう でず、 

柯處 かじ 戴 術 的 生活 ど でら 言 ひませ 


;:いめむいら堇じ至ら お店遙期みふ、 乂重 |バるどいパた^^‘ 

i 申込み 义最ホ じは 二 巧な 內ご いふ 制 

一 暇 附^て やつ ご d 本め 出た ハじ树 怠を j 

I あへ たるなら どは 實じ 驚き入た るぶ 

1 第 じて； n 朵 ィ盟ら 何も あつた もの じ 

1 非らず どが 候、 斯ん 。か 第 故 戦後の 

i が 益 閒趙じ 英國は 巧を 部 ひ おす やら 

: 知れす 口 本ら 随み聪 鹿な 戰 ずを 巧め 

だものに 候、 獨逸蒂 絕じ嫉 ばれ 度 ホ 

_ 骇れ さして 巧圃の 漁船を お ホ 十 堅 沈 

をせ しめ 候 ザには 奥國は H 本に 頭を 

一 下げて 賴 みに 巧る ものを リ 本は 逸ら 

をき てへ マを やら、 ジョグ グンな ま 

を あなでは H 本の 巧 必を徊 見し 祕力 

出を を グン 制せし が 子 じて 巧 息 通は 

ジョグ ダンと 明お參 課が をの 相攘だ 

ど 申 店 核を を川總 をは 碧祿 して 皆 

棘狹 目、 哄 石の 獨舞 なとは & 細き 次 

窠 にお 溝 國が窝 しひ 時の 神賴は 一向 

.富て じなら す、 巧 國も自 己本 泣 じて 

I 叫强 らお じ賴 みがく、 獨 こは 將 巧の 

1 大赦 米 國らザ 敵國な 6、 H 本は 愈々 

抓な こ 相 成 巧 中 候 大識駐 をが 出で 

を. 川を 何 どかいた しず 中て は 實際前 

^ 愈が 被 案 候、 だぅ じかなる だら ぅじ 

すは 脚ら 申が、 大 殴は 實除的 欧治あ 

じは 阪么 、矢 張 一柿の 鳥 等を 辨じ過 


が あらさう でず、 何う して 斯う 理轉 

的な H 本人！^ をいで しやう、 側 巧な 

人達が ぞいので しやう、. 私は 紐 育の 

本人の 生活を 假 b じ 科學的 生活 

亩口 ひょ せう、， 迷信 もな < 、懐疑 もな 

ナン-- 如 巧 じ もを 谓 的な 

I あ 式を 執つ てゐる やう じ おじは 見 わ 

ます、 おは 斯うい ふ 人々 を 大じ或 服 

します、 しかしな の 住みたい のは も 

つピ感 人の 夕い 社會 です、 もつ ど自 

を 相 常の、 弱い、 菜 かい、 批評眼の 

鈍い、 試 驗官の 態 巧を 0 て 人を 待た 

ない、 淺然 どした 化會 です、 おは 飽 

で r 知識」* 层れ ます、 「巧 巧」 を 

I 巧び ます、 併し 私の 愛する のは n 

か」 ならので す、 間の 拔 けた. ら ので 

1 ず、 をは 此のな ホで 幼稚な ホ 蘭 化の 

H 本の 故國を 慕は しくが ひます 0 

▲いろ-^ な 人に をし、 様々 なま 巧 

j を 見た 私は、 乂じ 「ユ ラク」 見られる 

どい ムな强 じ 苦しむ こどの、 餘ま 

に 勞の夕 くして 効の 少 きを 悟る やう 

じな b ました、 人 じは 自惚 の權 利が 

あらます、 ロハ 化め 自檐を 他人 じ 巧 輿 I 

一し やう どす るから、 を こじ 失望が 

b を こじ 煩 閔があ b ます、 をれ が 


じる どぶ 巧巧ぞ じなる とい ふ もので 

ず、 化 人 じ押賣 さへ したければ、 自 

惚は 人生の 貴重な 搪 巧です、 をはが 

.宜檐 J を 人生を め もの i を 高價 なご 

信じます、 自條が 無 か 0 た 日 じは 人： 

人は 一 H も 穂 かな 目は をれ ません、 

1 從 つて おは 化 人の 宜惚を 破 獲す るの 

を 罪 惡ど成 じます、 をは 他人の 白惚 

じ對 して ぶるべく 之を 舞を しやう ど 

艘める踐-<^です o 

▲是の 患 ホで をは 人物 批評を とい ふ 

のを 巧みません 〇 最も 人物 批評み 1 

VJ 审 しても、々！ ラィが でも マー 
ン I でも、 エマ！ ソンで も、 鬼-代で 

はモ1 ン1でも人物批評夕ではあら 

すが 日本の 新聞 巧 謀 じ 巧 はれる 人物 

j 批評 ごい ふらのは 殆 んで菓 巧の か卢 

端を 議の 速記 巧みた やうなら のです^ 

さう して 私の 知つ てゐる 巧では 巧う 

ふ 人達は 多く 餘ら 感服 しないを 格 

の ものが 多い やうです、 人は 自みを 

席み て 見る ご、 さう 他人の 懲 口を 香 

はれた 義理では あらま をん、 固ょ、 

欧治論 ごか 經が論 ィ」 かは 違ゐ まず、 

私 も 批評の 濁 立を 認めます、 立言 家 

は 立 巧 家 ご间樣 の 位 潰 じ 立つ もので 

め ゎ ませう、 戰 巧で も參 謀は 批評家 

職 線の お ±は« 巧 家、 巧 つれ も 必要 

な 機 賄で ある こどは 申ず 迄 も あ' 

せん、 併し 批評家の 資格は を 典 精神 

を夕を じちつ てゐる こごです、 お 情 

を 離れる こどを 要しまず、 批評 

個の 創が でず、 創作の 態度は 賓 威を 

脫離するじあるこ とは美學のおく巧 

であら ますが 批評ら 阔樣 でなければ 

ならません、 從つ ておの 怨み やを の 

感情で 人を 批評す るかき は、 嚴 重の 

あ 一意 ホで 批評家 ど 言への です、 日本の 

人物 か 評 家 じは 是の輔 の ものが をい 

のは、 何う したら のでし やう、 固ょ 

ら 私は 批評家め 人を 鼠る 權 利を 承認 

- します、 併し 批評 お VJ して 人を 罵 

I 權 利を 待る じは ヵ ー ラィ グが英 固 人 

を 篤つ たやうな 熱 巧み 舉 なるお 度を 

巧。 ます、 斯うい ふ 確 利は 普通の 人 

の 有すべき ものでは あらません、 お 

は 巧ろ、 ボス ゥェグ が ジョン ッンを 

め 傅した やうな 態度が、 俗人 どして は 

爲相當 して ゐるご 思 ひます、 是の 意が 
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紐肯 おおを 便 (前を 巧 親 共}: 
□一が 金 五 化 ロホヶ 巧み 一巧 __ 
□ーヶ 年 かき 一 弗 I 

千 化ち 十】 ま ハ月サ 四日 巧 か 隣 I 
お 巧 1 
を 巧 兼 焦 巧 人 甲斐 健 一一 

巧 行 所 紐 育 巧 巧 化 一 

が 育 ホ 塗 ハを ミ 八 
な 話々 巧と 一二 iv ュ グシ. 


で、 巧 巧義】 君は 触 必な乂 だ ど 思 ひ 

ます。 

▲混は 日本人が 米國 人を 見る の も， 

矢 張ら 巧う いふ 漫蘇的 態度が あ もは 

せ归 かを 夕遣ふ 私が 奇異に 成 じたの j 

は、 米 苗から 歸る 人で 能く 日本の が 

食を 罵る ものが ホい じ拘ら ホ、 ホ 唐 

へ 巧て 見る ご、 乂國及 米國人 じ掛し 
て 殆んで 賞め た 言を 聞く こどが みな 
栽は 日本の 度 がら 知らないで W 
本を 蘇る 所謂 ー ィヵ-ラ 者 巧の 必事を 

淺 まし < 思 ひます、 而も 外 國を熬 る 
こごは かずし も 党 盡这は 申され ませ 
ん、 

A なは ホ國じ 巧て 一向 知 6 ません が 
例へ ば 日本へ 巧た か國 人の 日本 おを 
見る ご、 H 本人の 外 圓觀も 巧ん なを 

のでは なから うかと 思 ふ i がみる、 
所謂 親日 外人のを々 しい 御お辭 ふで 
な < ども 巧 並 的 讚 おは 巧う です、 I 日 
本は 美人が 夕 いごが 、風 嵩が 絶佳 だ 
か、 日本の 武主 道が‘ 巧' うだ どか、 
B 本人の 中 じは をれ を 巧 じ 巧け 疋ゐ 
るら のがを る、 併し 彼等 かおして 異； 

じさう 思つ てゐ るで しやう か、 之 じ 
巧して 極めて 愚劣な こど 詳 b 書いて 
日本を 漫罵して ゐ るら の も ある、 ホ I 

も 日本人で さへ 典 正 じ 日本を 解す る 
ど： > ふ 事は 巧な も 見識を 要する こ ご 
でし やう、 况ん やか 人 < して 無理 も 

ない のです が、 日本人の 外 圓觀も 化 

の ニクの 何れ じ 抱らなければ 宜 いが 

VJ 思 ふ、 而 して 巧う もを をの 例が 銭 I 

勢で ぁる、 是れは 日本へ 化つ た 外人 

の 樣じ動 章を 賞つ た b 御馳走を され 

ぬせ いも あらう、 兎に角 批評 ごい ふ 

ものは 六し い 事ら しいです、 

瓜 或 人 曰 ふじは 紐 育の 日本人 社に 

は r 女」 がない から 皆變 じな つて ゐも 

みださう です、 マ ザ カ さう でも あら 

ますまい が、 卖 かが、 溫 かが、 をれ 

から 一 縄の 女性的 調 かが 乏しい のは 

儉じ 其の ホ 國及米 國人じ 街す る 批評 

じ も 影響を及ぼして ゐる やう じ 思 ひ 

ますが 呵 うでし やう、 斯うして 見る 

£ 女这 一友 ふ ものは をく ュ ライ もので 

ずネ 、イヤ 斯うして 見なくても ユラ 

イ じは 相違ない のです 0 


参佛紙 日本の 爲じ 辯す 

む 里を 巧 テン プ 紙は 佛画 外務省の 機 I せ 

關紙ご 目せられ 居れる が 岡 紙は ま 廿^ 

八日の 紙上 其 化說欄 巧に 於て 日义關 
係 じ 就き 左の 巧 論を 揭げ たら、 目下 
戰爭 記事は 超 よら 凡べ ての 記事 じ對 
し 檢閱嚴 重なるが 巧該 所論は 佛 政府 
の惹 向なら と 見 & 得を べし ご 

日本の マ ー シヤグ 及々 0 ラィン 靜 
曠 占領は 米圃の 利益 特に バナマ 運 I 

■河 じ危 除な 6 ごの 議論は 疑 もな く 
•米國 じ 排日 觀 をを 助畏 せしめん ご 
する 濁 逸の 巧 策な 6 而 かも 華逆頓 
の 巧 大使は 其 憂慮せ る ホ 國の權 利 
をし < は モン ロ ー 主義 VJ 而 して 自 
己のを 言せ る 所謂 獨 乙の 加を 陀を 
をは 正當な 6 VJ の 議論を 調和せ し 
め 得べき やか 何日 本は みん 巧 持の 
目的を なて 該 群島を 占領せ る じ 非 1 

や單じ 太ず 洋 貿易の 障蕃 物を 除去 

する の I ぞ段 たるを なて 米国は 聊 

から 么じ對 して 危懼す る じあ ば ざ 

なら、 巧 帝は 膠州錢 占領 當時 黄禍 

論を 欧州 じ營吿 せる も 其 お賊一 

的 じを 那の 地を 强 を せら、 日本は 

ま 等が 西方に めて すると 間 じ <巧| 

方 じがて 正當 なる 巧决の 使命を あ I 

しつ、 あるなら 云々 

•獨廳 龜ヶ崎 化を 巧 化すせ 八 H 伯 I 

がよ b アム ステ グダ ム經由 倫 级じ達 

せる 電報 じ 化れば 獨 黯于ム デンは シ 

ン ボポ！ グへ 向けが 巧 中なら し 日本 

お 船 龜ヶ崎 化を 擧 化せ ^ ど 
♦軍艦 千藏獨 艦を 裝 退す 高 モ穗お 

化を の翌 H 那も 十八 日よ b 十乂日 じ 

かけ 膠州徵 巧なる 敵 艦は 二回の おお 

をが ろみた る も 專泮巡 盤 千 歲の爲 め 

じ擊 退され 潑 巧に 逃げ込みたら、 尙 

，昔 軍の 靑島總 攻擊は 暴風雨 及 之が だ 

め 流失 散布せ々 敷設 水雷の 危隙 ぁら 

て 延期せ るが お陸兩 方面よ b の砲遥 

が擊は 化が こして 禮績 され 敵 墨 じ お 

し 多大の 損蒂を 興へ つ、 ぁら 
♦伊 ホ 両國を アグ バニ ャ 侵入 希 臘 

は 遇 日 アグ バニ ャ をの 南部 占領し が 

國ホ词 園の 一部 かじ 侵入 せんどし つ 

:ゐ ゎ、 巧は 歐刑 大戦の 勝敗 何れ じ 

歸 する じ 論；： > 圖み述 命は を 潮 父 

はお 翻の. 喊 画た る. へきを 豫 測し 講和 

會滋じ おしてを 言權を 符ん； 。爲 なら 

推測 ど さる 

♦再び 南阿 じ 反跳 おる 過般 英本國 

に對し 反旗を 麵 したる マ リツ、 大 i - 

の 叛軍は 南阿 総瞥 政府 軍の 爲じ殆 で 

鎭 腿せられ たるが 過日 南阿 防備 巧を 1 

辭職 せる デ、 デウ ユット、 フレダ-’ 

クバ イャ ー 兩將 軍は 才！ レンジ 直 
-由國 ぶ 西が トランス パグに 於て 新ね 


じ 反锐を 起し 政府 軍の ±卒 を 補游ど 


澳皇儲 暗殺者の 處刑お 固 皇儲並 
じ 妃殿下を 暗殺せ る 兜 徒は 去サ 八日 
スャ の 首都 サラ ゼホ じがて 巧れ 
も處 刑せられ たるが を 謀 者 一名は 一一 
十 年の 禁獄 直接の 下手人 及び 外 一二 あ I 

は 絞 刑、 餘は 十六 年、 十 年 等 ホ々 复 I 

1 吿を 受けたら 

•露 軍の 大勝。 白 
國 沿岸の 激戳 

軍 間 對摘填 軍の 戰廚 情報は 露 都 及が 一 

が、 ゥィ ユナ よらの 電報 腐々 じして 
其眞 儀を 巧 かむ る じ 由な かゎしが ま 

廿八 日露 都を 報は 露領ボ ー ランド ホ 

面に がける 露 軍の. 大 がを 報じ 獨國莖 

報 ホ 之を 是認す る じ まれら、 今を 方 

がよりの ホ 電を綜 をして 過 ま 一二 遇 間 

の惜 勢を 略記 すれば、 巧め ヮグッ 
おを 目的と して 前進し 巧れ る獨巧 軍^ 

は阅ボ のち 巧兩 方面よ 6 渐巧 じ瀑軍 

を滕 あし 巧ら 其 一部は 將じ巧 街 施を 一 

をな し 得る までの 地 巧 じ 達し 十月お^ 

よら 十一 二日に 至る 兩 をの 接 戰は最 

猛 効を 複め たるが 同 十八 日露 軍靖 

をの 試みた る 側® 攻攀は 意外の 巧を 

崇 し巧读 濁は 爲じ 後方に 潰ます るの 

止い なき じ 至^ 今や ヮグソ I 巧を 距 

ると 十五 咽の 地點 じだら ご 報 やらる 

、白 圃お岸 方面 じがけ る兩 班の 情势 

は 前週 巧を 差した る 鍵 化を 見ず 
紐 育 一二 昏 をを 旨 動 お 巧 剧 本年は 

が 脊 市の 一二な 年を じ 相 當し去 一二 巧 S 

巧 度々 紀を巧 則 巧 他の 倦 ほし ぁらた 
るが 去サ 八日に 巧 はれた る 百 勸単巧 
刈は 最も 化觀を 極め 巧 列に 參加 せる 
I 自動 革、 モータ ー サィ クグを 商店の 
が 物 運搬 用自励 革の 教モ壽 じ 及びを 
條 巧を 0 て 美々 しくが 飾せられ たる 
逆 路の兩 側は 数万の 群 巧を 0 て滿た 
されたら 

▲露 主 開 製 W 日 東—) 

ぶを 溝國 大使館は 本 巧 主す 古 か露國 
じ對 して 戰爭を 開始した る 旨を を ま 
_> ねり 

一 右 東京 准 報 VJ 間 時 じ 露 都 獲電は ± す 

を 及獨逸 軍艦が クブ ミャ 沿岸なる セ 
ォド シャボ を碰擊 して 寺院、 波化戚 

ぶ 他 じ 損 普を おへ 最後 じ 間 巧の 降 化 
を 要 ホし、 尙 n I カシャ なる ノが口 
シス ク巧 のが 化を 迫りを し验 絶す る 
じ 於て な间 ホを 砲擊 ずべ しど 威嚇せ 
るが 同お駐 化の ± 耳を 領事 及 賊係者 
は 捕 鱗せられ たなご 巧せ b 

(同日を 都 壌 亀) 
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か 九 H 勞山稱 を おし 二 U 歸ホ した 
人の 談 にょれ じ 今や W 潜峭近 じは 多 
投 9 ホ 國賴お 遊 戈し 1 成 風を々 おが 
を账 せら、 陸 巧を 化る 六 叫 •の 沖を じ 
: W 第二 艦 駭所姑 化み 軍艦 摘の 腐を 
並べた るが かく 横 蹄をから て 鱗；：： を 
一 包み ザ 艦が 海風に 號 b 雄壯云 はんみ 

。し、 义過股 巧山縣 じと 陸せ る 典 閥 

.兵は 苗 軍 じを すべ'' 、前進した るが 

軍の 兵 タン' 部なる 天幕 巧は 無 敬み 電 

燈を點 じ 柜麗云 ふ 許りな く 且つ 服 巧 

おなごら K 本 兵 じ 比して おんで 比較 
じ U らぬ程 上 ホ じ'」 寐垂を 組立 一し-、 
、とじを 献し携 へ 巧れ るは が 十 姐み 

ホ 牛を 四 邊に股 飼して 每 H 1 頭：！！ 職 

一には！ 一一 城 位 お殺して を おじ 充 つるな 
ど 挺 敵 じ お干よ 幾のを 軍 じあ 化 5 お 
来ね お 谣さ唯 岳を 卷く 許ら なりお 卜： 

陸 あの 前進 地なる がみめ 支那 人は ホ 

た機寸 さへ 知ら やぶを 輿れ じおんで 

兵を の徵 おじ 應 やる 等 おご 太 苗の お 

.た.^、 而もぶ 创 なじ 狡洽ホ にたへ や 

辣 じ獨审 の使喊 にか、 るお贼 の. 二隊 

一 すら 立 泥ら あ 9 眞偕 なおら ざるら 過 

:日 最前線 じ 進みた る 香 將較巧 候は 馬 

贼ご獨 単 どじ 链 岡され 中 樹 ぶを 捕 儀 

i どなれら どの 說 をな 

- ♦戰 時の 械を 靈領瀑 國官遙 は举旧 

I 箱 巧 五な 頭を 徵發 ずべ くま サ化 H 滞 

一 捕 巧 巧に 於る 靖难 用の 馬匹は 勿論 乘 

馬に 斟し 換査を 巧たら 之が 爲ボ 巧は 

_唯'一' のを 逝 構 願を 失 ひ大恐 機を お 座 

I しつ； あ b ▲沿廉 龍綻瞥 ゴンダ ッチ 

一夫 人は々 阿パバ 。フス ク女學 校 じが 

了 お 巧の ミシシ 機械を 借 上げ 特志搞 

I 人を して 襯 ホを 化 立てし め 磯地」 棱' 

I 送す る も A 蛛 おじが ける 酒類 製 匙 巧 

jl はを 部 封印を 施し 販資 を嚴 撰せ る じ 

は 或は 戸の 蝶 燕を な 外 しづ 或は 

I 崖 化 案 よら 忍び 乂らて 引 巧し. 疮巧す 

る者あ々し；^,發覺おは六ヶ月のお銅 

I 及 S モグ！ ブ^の 訝を をが せられた 

るじがあして術く化則者の踰を絶で 

j ちがれ ど 目： 卜猶幾 祭 侧の注 おを 怠ら 

ざる 飮酒义 は 酒類 脫贊 め化那 おじし 

1 て 入監 おの 大部を は 此祁化 葬 者なら 

- ざるは なし ゾ J 

、國を 獎娜の 影響 內國お 獎勵の 趣 

1 旨 じ 基き 宮巧當 じて はお 巧 巧る 限ら 

I 総ん 品の 化 用を 腾 ずる； どなら 化 行 

i 御用が じ掛し 逝を あ 6 之 ご M 時に 內 

I 地當策 おじ おし 新 おみ 御用で りし 趣 

でて お 京み 某を 織を 社は 先般 廿と柿 


の 新規 注文を 裤助邮 じら 化 用な 製が 

^ 命め らし 山が してな 內 ぶの々 針は 

. 内地 じて か - 床 • し 得 も！ d のなら ぶを か 

^ 离 做は " い " どせ ざるら の.、 如し 今 
,> お國淹業狀態よりせに或おおおは 

輸入品に 比し おで 遜を。 き 進 ホを 遂 

げ 特殊 機械 類を 除 < 外 じな 佩ぶ 熟練 

上より なて 大差 いよ きじ 至 b しにが 

檐乂 おどい へだ 內阅 およ b も 一段 礙 

なの 如く 思應せ & は 一け ぶを おのが 

が じら よれ ごち どし V . 政 扱 お 人が が 

万 曲 踞係上 輸入 おを ち どす るより ホれ 

V ' のにて 内地な は 化が 巧が 巧が 格 

守よ ' りが 算し化 入 巧が が 一般-- 業 お 

じ 知れ 涉 6 簇 巧ぶ 甚 しく 父お挪 おの 

I 隣は 忽 ，つじして 補 巧 おを 得る じがな 
にして 奇 がを 愧 する み餘 地む きも 餘 
入 おは 化 乂旅惜 み 知れざる ご 輸入に 
時機 わら ソーを 遮せば 補充み 途 な； 化 
等の 關 係より 巧 地 おじ 比し 口 錢率 
ホを 一 化 內外じ 上ら 自然ん 扳 賣じ當 

て も 化 益夕さ 輸入 おを 先にす るみ 

i 風 巧 あるを なて 祐要 巧まで も么 じを 

され 輸入 お 巧 重みな を おさしめ しも 

みなれば 閱庸 獎觸の 趣旨 じして 谐及 

せんか 需要よりも 販 がを じがて 先 総 
人 おの 取扱を 暖秘 する じ まる. べし ど 
参康 おおの 排 R 論 糜お爲 は 目下 卜 

I 游じ滞 化 ザなる がぶ 親友 じを 叢を 贈 
時！！ ■ を 論じ ま 那は孰 ホな .‘， • U 本を 

が. けべ から ホ 將が賴 むべき は 祭 ごを 

め二齒 みみ ど 言へ り ど . 

: ♦帝 國雜 をのな 錐 巧み 則 雜挤は 十 

一月 一 ,: a を 巧て 巧 集し 年 巧 じ 總豫赞 

を 衆潑院 だけ 通 巡せ しわる 豫 をなる 

時 巧ぶ 他の ため 豫冀編 化み 進 独を 

1 がけし よな 豫 定の决 おじ 夕 々の 脚 難 

を ホず る じ 至し b も 航が满 助 契 おは 

本年 末を なて 終 f する を 3 ; 」 ぶ 0 前 

じ舶路 補助な 化窠の 諭を の 協 赞を化 

霎 ' こする がた め 夕 < どら 本年 内じ該 

をの 兩お 通過の 餘 H をがず るめ 範閒 

內 じがて 例年よ りら 巧く 畿會 のな 集 

を兒る こど ごなる V し 


©山 東 鐵道も 

領 はぶ 當 

ち眾の 山萊鐵 道維縣 停が 煤 も領じ 就 

きぶ 那栽聞 並に ま 那官旗 中 誤解を お 

き 之を 0 てま 撕の 中立を 侵 寒す るら 

でら などの 議論を なす もの ある も獨 

逸侧 が開戟 0 巧が 鉄道 じがつ て 支那 

の 中立を 躁挪 しれる 事顯 をなる のみ 

て：* らず巧 锁道布 設め由 ホに 就て 考ぶ 

るが は ホ 國は裝 じ 進んで 同鐵 道を 線 

をお領 すべき ものなら 何 どなれげ 


J 錢お布 設み瞄 がは 膠 抑 機 おお 條約 
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参 飛行 駿の殊 動 

心 陸軍 飛 巧陳 

をが 陸 幕の 巧 巧 隊が靑 島攻を 開始な 

^ 巧雜じ 活動して 精を なる 偵を を 行 ひ 

一巧 ホ カの 巧 擲 をを 易なら しめつ！ あ 

I るは 夕 どすべし み じじ 二十と 曰搶口 

じみろ 敵 艦 嫁を を 中ょ ら攻娶 すべく 

I 巧 死の 覺 おを なて 着禪お 離な 巧卽ち 

I 千メ ー ト八 み 下の 化を 飛 巧を 一打 ひが 

; 速力を なて 旋廻しながら 格好の 目標 

一 どなら ざらん が 巧 常 じ 其 位を を轉お 

して 止まざる 敵 篮上じ バク彈 を 投じ 

i て类事 中せ しめ 多大の 損害を 與 

一へ たる 殊 励は 十み じ 記憶せ ざるべ か 

一らず 巧 之 等の 化々 しき 巧 動を 敢 てし 

たる 飛巧稱 校の 背を じは 多 數の飛 巧 

; 採の ± をが 上陸 ホ お 風を 茵 かしな て 

^ 所な じ 格納庫 天幕を 設け 着陸 化點を 

速を し 軍の ま ホの 前進に 遲れ ざら し 

i 巧ら の お 易なら ざる こどを 忌る ベ か 

らず 

A 海軍 飛 巧隊 .巧 陸軍は 一擧 じ突ボ 

して 早く も 敵の ち 巧嚮線 じみ 薄した 

るが 巧 淳山線 奪取の 激戰じ 销し巧 海 

I 軍ら 相策應 しての 活動は 目覺 しか b 

^き是 ょら 先き 第二 お 隊は獨 立せ る 掃 

I お隊じ 命じて 二十四日 巧. 來 急遽 勞山 

; 港 及び 大る島 一 滞の 撤 おを 命じ 义廿 

- H な ホを 子 少佐の 下の 飛 巧 お 校が 

速 H 靑 島の 敵 狀を視 をし バク弼 投下 

をが ひし 一 おじを 山 鱗が 近 一 帶の海 

'上 じ 化を 飛が をが み 等しき 距離を お 


< 演藝會 じ 就て 

a 本人を をを 募集の 一方 法と して 記 

者のを 企 せんごす る 演费會 開會の i 

は 頗る 妙 まじして 多くの 替间を をら 

ん民 懸念す るは 出演ち のぞ 少か柯 じ 
あ b おを じ 之を 補足す る じ 名案ぅ あ 
る 夫れ は 慕 間 じ 外人の 手品師な でを 
雇 ひ 入れず 鬧胞 をして 隨意 舞踏せ し 


^ ^ ^rr I . 一 RK I — JJ . i . 

むる こぶ b 如を すれば 兼て 記を の 首を ど 共 じバク をし 一時 煽 篇機じ 火災 

‘ i > ，こ ...—, / A. • > ..A こ ミミ . 2L らご L-I oMMn で 


格坑 のを 閉が柔 を 巧 ふ 中 i 坑 もみ f 度* る譯 です、*® みさへ 獨ぞ 
巧 八を を；？ しな >、 焉を 一て 居れば 他人は 何ぅ でょ いごい を 

をを 空ょ ら黒烟 モゥ {ど 噴 おし 見 前の なは 化 頃 じ 至 b ましてを 共必を 

*0 から じ 凄 借の 或 じがれ る 會社寡 持つ 事は： リ自 みの 爲ピを ふ- 

が がを 組 薄し 教誰 巧を を巧サ しめ 巧 感じました (一會 員) 

H 午前 四時まで じ 巧 体 八 人盡傷 十二 

人を 収 なせら 决 巧が はお 巧が まを 施 脚 S $ ^ S 

し冀 ずる や 午前と 時 束 一一 蒂坑大 響 巧 本 礎 ホ 巧 一 


唱 せられる 意義 じ も 叶 ひ 同胞の 中 じ 

ダンスの お 巧る 人が 幾人を る ぞ义か 
巧なる 人々 が 上手なる やを 知る の® 
を 得て 一藥兩 得の 策な b ど 思 はれる 
间胞中 じ' 一窓 外なる 舞踏ち が あるか 
知れず 又 前な て ダ シスに 堪能なる 
井上、 鈴 木、 伊東、 錦 島 等の 諸氏 ど 
談を して 當巧 出席して 輕 妙の 踊ら 援 
らを ホし 巧胞じ 新式 ダンスの か 巧な 

る もの かを 實傑じ 示ず の 巧 機 食ィ」 も 

思 はれる 失禮 ながら 词胞の 中 じは ダ 

ンス のか 何なる ものなる かを 知ら ざ 


をを しねる も 工夫 お 巧 後 ごて 損害な 

目下 坑內の 消火 につきを 力を をし 
つ J あち 

•林 •か 八 

((投 さ a と 

•が f が 

籠 巧 b の 振は ざる どこ ー ニケ 巧 じ 巧 

ぶ、 シブ々 9 遺つ て くれ、 侯の 見る 

所では 日本人の 化む 家 じ 掃除の 行屆 

いて 居る 巧は 一巧^ない 镑厥 小屋 词 

I が だ (淸巧 >ー ム を) A 立派な 着物を 着 


ン フ グー 义 がす < ^ 1 - J 1 } i 一 

る 人々 が 多い おじ 從 つて 其 巧技を 知た 日本人が 昨 巧 サブ ゥ T の 中で 巧 一 

I f > I ’ ' > ‘； こ •’ こ；.！- 广、 > ‘丈 をり aO 飞 c tuh で i 


らや 妙技を 知らざる が じ 熱 也なら ホ 

おじ 化 際 ダンス 鼓 かを なすには 巧 機 

逸すべからず である 小を は タン スは 

上 ホでは ない が 少しは お 巧る 或 巧で 

j 间胞の ダンスを 見た 中々 逢 人の 居る 

じは 驚いた 追て 化 等の 人々 じがき お 

評を なし 貴紙の 餘 白を 借らん 

(道 源 生) 

，戦ず ど 花柳が 流 巧 語 

戦ず がわる ど 眩 度た 签を 起す U 本 化 

柳 がら 引 綾く 經濟界 の 不振で 餘ゎ盡 

ばし い 事らない が 戰歸じ 因んだ 流行 


- — - •: 

きて ボタ..，.^ 水泡を 立つ る 敵の 沈 設_ 語は 盛んだ ごの 事】 ブニッ 失敬ず る 

I 水 常の 巧 化を 探り 一々 之を 橘海隊 じ， ご 盛に 發 おする のを カイ ザ ー ま、 待 一 


i 指 ホし たれば 帖隊 のが 業は 辟く 間に 

'進 砂して 敵の 機械 水雷 巧 二 千 個を バ 

み 彼し 勞山港 N の 危晚を 除 さ だり 

化の 作業を 妨蒂 せんごして 敵の' 一 施 

漠 ょらは 盛ん じ 掃海艇 じ 祕彈を 送 b 

最 がの 間は 跑彈 達せ ざら しも 漸次 着 

彈 正確 どなり 挺の 四 邊じ績 々路下 

拥 みし 終に 〇 あめ 負傷 さへ 出す じ 至れ 

i ら；^ つて 一時 肴 彈お離 0外 じ 退き 么 

一 じ 入れ 化 6 て 仰 巧 多き 特桃 砲を がす 

る 単 艦 00外 〇 艦が 進出して ィ八チ 

スがお 等の 敵を 砲 紫し 商ち じ 之を 沈 

^獸せしめ巧び締海隊め巧勒を繪巧せ 

しめぶ 目のを 逢せ しめた-^ 斯る閒 じ 

巧 陸 取 飛 巧隊は 偵察の お狀 敵の 撰 壁 

ほ甚 手薄 じして ぞく も 巧 名、 ホき は 

111 一十 名 内外 あるの みなる を 確め 一氣 

一じ游 二防嚮 線を 突破す る 事と な 6 サ 

'八日 拂晓の 化かなる 大激戰 を 見た る 

一' な b が 掃海 隊 はが 後述んで 敵前 じ 巧 

-隐 的が 業を 辕巧し 巧れ り 


座お眷 じ着換 るを 武装ず る、 精意投 




1 iJ In ■ > > / 

い 吹を 化き 洋 人から 咎められて 居た- 

僕は 實じ 化し かつれ 文 ぞの讀 める 讓 I ,、 

は 少しは 注意すべし (ユム 、才！ 生) 燃 

jA — 巧んだ 岡 巧と いふ 人は— の 與 

j 腐敗した 有樣を 見て 憤な し、 3 ンナ 

不体裁な 所へ 米國 人の レ デ ー が 巧る 

の だからが 日 論が おる の も 無理は な 





日本 雜貨直 輸販賣 

新育ボ 


如 が 


いと 言つ たげ な、 培 巧を ずる グ ー ム 

_ はなしを 継 草の 吹穀 もない、 を麗な 

巧 巧 許ら だの じ 何な じ ンンナ 事を 言 如 化 一 

つたの だら う (巡回 委員) A 近頃 御 紙 ‘ 

の义藝 ランが なくなつな やうです が 

か 巧の 御 都を じて 療止 された か、 

义主 許ら て おを の ものな からし やう 


をを 要塞、 速 おを 爐征 、外 治を 露營 なれば 無理 もない 東部は 生 お 競爭激 

► > . > ^ ^ * k % t-rv 3 > > 


巧な 爲じ高 巧な を ホを ホは ふ 暇 かな 


をは ぷ か、 御 祝儀を バク强 投下、 ぎい のでし やぅ (加 脚 生) A 筆誅 生じ 申 

• > V ' H . I こ — » > MM 一 > cf^ 


を捕游 など 振つ た 方で 义ぞの 方では 

渐 橋を じ 里 柳 橋は 大 川を ミ' ュ ー ズ河 

ご お立て、 リエ J ジユ重 岸 島を 靑島 

なでい つて ゐるど さ 

•夕 張 炭 山の 大 ばく 發 

あ 斯バク 發の化 保 あらし 夕張获 山 本 

坑第 S が 化を 一番 坑は 一二 日 午後 四時 

半 遂に バク發 巧 摘を 烟が菜 中の 役員； 

一二 人-磨 員 四 人工 夫廿 二人の 死傷者 夕 

おしたら 今圆 バク發 したる 第一み が一 

は 元 自然 發 火を なせる 儀 所 なれば 嚴_ 

重 密閉を 施し 現な は廢 坑閒樣 どなら 

しも お 斯發 生バク をの 恐 あら 一二 呂は 

午前 六時间 がの お 部 セ 十八 號 ょら 八 

牛】 蘇まで 密閉 かま 中村坑 とを <異 

れる 一二を 坑 附近に 自然を 火を 巧し 黒 

烟を 噴出し たれば 巧員總 おごな b て 

I が乂じ 努めた る も 巧な きよ > 他の 聯 I 


ずち の 御 お 書じ顆 する ホは 目下 調を 

中で 近々 大誰 婚師大 不德巧 V ァパズ 

女の 正体を 巧投巧 申す (寵 係) A プ 

シャ 方面で 露 巧 巧 軍 大を戰 の馬最 

中を 軍の 中で 獨乙皇 ホ ヵィ ゼグを 生 

横つ たから々 引 張つ て 巧る ごい ふ大 

評 材が持 も 上った、 チァ 事 だ S いふ 

ので 早速 其 捕 游を引 おして 黃べ たが 

I 巧の 恰好から 髮の燃 b エを迄 ヵィ ゼ 

グ 其の i {の 巧 巧 人で ぁつた さぅな 

-( 一 を 生) ▲ダゥンタゥン じ 巧て 大滕一 

負を やらが を 千 巧を 卷き 上げられた 

男 一二 人 ぁ b 侯 じ 貸して 吳れた ホが 餘 

程 ベタ じ や (浪人) ▲化閒 日本人 會じ 

I 就て 私 も 白が すれば 最 巧は 獻目 だと 

いつた 者です がる じ 這 入つ て 見る ご 

色：便利なろが多ぃ許もで^<、 不 

時の 災難 じ 進つ たなな どは 一 屠 其ぶ^ 


菜 桃ホ納 
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お 育 お 鞭を 偶 (前を 截段共 
□一部を 五 仙 □六 ヶ月み 一巧 
口 Ik 年み 冷. 一一 嘴 

千 九 巧 十： 重 ハ 巧 化 四 H 巧 政院； 
蹈巧 

お 巧 兼 編輯 人 ザ樂健 一' 
發巧所 が 巧 新 巧 お I 
が 育 ボ第六 巧 二 ~11 八 
電話 六 四- VI ニ チ* 八 シイ： 



.米 國選舉 の 結果 

吾 國選寒 おの 學 ぶべき 巧 

ホ國 上下 お兩 院議 員、 を 州 知事 お 他 

め 選 おはまる S 日を 巧て 舉巧 された 

おして 其 おおは 本紙 猪 報 欄內じ 記載 

; する 通で あつて 之を ニヶ 年 前の 総 選 i 

擧民じ 比 鞍 するど 現 政が じ斟 ずる 圃 

巧の 意向 及び ホ菌政 ホの 形勢は 僅々 

ニヶ 年め 間 じ 非常の 錢 化を ホした 事 

が證 明され る、 殊に 火— ズ ベ グ- 

がの 進 ホ 黛が おんど 政黨 どして が 化 

の價值 なきを じ 失敗し、 下院 じがて 

な 四十 五を の 多數を 巧ん た 民 ホ黨が 

到 度 共 か 黨の爲 じ 破られて 僅かに 十 

化 名の 多数を ちす る じ 過ぎない 結果： 

どなつ たのは 頗る 化 目すべき 現 あで 

义米國 民の 政治的 訓練は 香國 技の ホ 

れじ 比して 適 かじ 進 ホしたら めで あ 

I る を 認める 事が お 巧る ので ある、 

ニグ 年 0 前 じは ホ 黨が大 を 数を なて 

維 婿 遜 氏を 大統領 じ 逃 出，)、 が 州 知 

! 事は 固 ょら 上下 両院 じがても 反對读 

1 を 腿して 十六 年 巧の 獲 憤を 峭 らし 得 

を どい ふじは 二つの 大 なる 理由が あ 

第一は マッ キン レ！ 内閣 0 巧く せ ハ 

雨な 內じ 扶植され た 所謂 領補專 制 ( 

ポ シズ ム) 及' 是等 領袖 等 VJ 結 巧て 

を 巧を 營む 所の 營 利を 社に 對 する j 

巧 固 民の 反 威 第二は ボスを 紫 人民 政 

をを 怒號 しお ホ黨ど 巧で 同 棟の 政綱 

を おげ て 巧な じ 反 巧を 織した 八 氏 I 

おの 巧を 黨紐 痛で あつた 常時 ボス 速 

じ勒 する 民必の 反感な 巧 驚 稍 織烈を I 

短め たもので 組 先 0 ホ 共和 黨員 でぁ 

つたを 數の撰 孽民ご 雖も反 お 巧の 候 j 

補 まじ おつて 投壤 したを であつ た 

j 现も民 まなは 風雲 じ乘 じて ほ 權を獲 

I 待したら ので ある、 

辕る じを々 民 ホ黨の 天下 ごな つて 見 

るど夕 年の 宿題た ろ願稅 改正 問題は 

解決され たが 巧 結果は 現な じがて は 

ホ か 狡で あるが 上に ゥィ 八ブン 氏の 

對蛋外 巧 も單じ ホ冀戰 巧を 避けた ど 

いふ 迄で 何等 縮まつ た 平が 策を 溝ず 

る 掌 も 出 巧 中 新內閣 組織な 時 0 巧 「 

今 じ 致な が 好くなる」 ど 速 b じ戲妄 1 

したじ 拘 はらず、 を國 一が のず 娱 お： 


は あきお 巧 じがて 化な する やうた 見 
么 もない、 のみなら すぶ 巧 巧が なん 
であらう ど 一般の 不爲氣 を 巧の 政が 
み 罪じ歸 する のは 巧れ の圃 おど 雖 も： 

川 じ 事で 人民は 大統領 ゥィ 八 ソン 氏 I 

レノ 人格 じ 敬服して 居る がが 實際的 手 I 

I 腺 じ信賴 ずる 念は 多か萍 ちいで 巧た 
傾き きがあ そ、 がう いふ 有様で ホ國 
にの 現 政が じ對 する 窓 向は 自 がの お 
が どして 今回の 選擧じ 遣が なく 反が 
けさた 巧 鉛で ある、 巧言 すれば リン 
n 1 ンの 所謂 r 乂 ちの 政府」 「人民 じ 
根て 立つ 政 巧」 「人民の 巧の 欧府」 ど 

い ふ 不巧 の を 言 がち瞭じ 巧は れ る ； 

を 示す もので 又立證 制度の 妙 用を 械 

めた ものである、' ホ も 今！ 一共 か黨か 

I おおが 類 勢を 挽回す る じ 至つ ねのは 

二 年 前 八 巧の 長亩 じを き 込まれて み 

j 離した 現 進 ホ黨員 のぞ 数が お 和黨の 

I み毁は 永く 政 權を激 ホじ委 する の 遊 

|策である，^を惜ら巧びをの巧厲黨窺 

じな 歸 しわの も r 獻 巧では あるが 今 

みお 逃擧の おおは 要ず る じ 人 ほが 現 

I 政府の が槐 政策 じ 腿 ひて 巧た 證據で 

おる 

り 本は 米贼 ごは 國體を 異にし、 國 K 

思想を 異にし、 歷あ及 巧 棟を 異にし 

て 居る から 總 ての 選擧 じ' 際して ホ國 

间巧 じせね 取 なららぬ ごい ふ必 巧は 

巧； J 。 い、 乍 併 旣じ立 患 制度を 採用 

したは 上は 內 治、 外を、 が 政は か 論 一 

般め 政治 機顆じ おして 國 民の 意志を 

充 をじ徹 おせし いる やう 巧め るの が 

今日の 急 おであら 又 立法 巧 欧機關 の 

逃を をた b 監録 者た る國 おの 常 じ & 

I 得べき 所で ある、 此縄 由から して 米 

I 國 の逃擧 民は 大統領を 逃擧 ずる じし 

て も 上下 両院 議員 州 知事 巿長ぷ 他の 

を 吏を 撰舉 する じしても 撰 擧の據 準 

して 「マン、 エンド、 メジ ユア」 即ち 

候補者め 人物 どが 政綱を 第一 ごし、 

所 戚政黨 が ほホ黨 であらう ど 但しは 

おか 黨 であら うど 夫 等の 間 題は おろ 

第二の 問題 どず るの 傾向が ある、 現 

じが 育ボの 如き も夕年 民ち 黨の根 渡 

化 どして 將た タマ-ニ ー ホー グの繩 張 

I 巧 どして 其 地盤は ホ 固 どして 拔 くべ 

からざる ものが あつた、 所が S 年 前 


情が 線を されて な ホ 流石 じ 難 攻み巧 

を 0 了- 稱 y られた 投ホ黨 の 化 據地も 

選 擧每じ 次第 じ 敵 黛の 爲じ邀 をされ 
I ぶ餘 波は 州の 逃 擧じも 影 嚮し今 H じ 
於て は 多少 どら タマ ニ ー じ 關係ぁ b 
ど 云 はれる 候補者は 如 巧なる 手腕 經 
お ぁるじ 論な く 何れもを 撰め 猩目を 
見る やぅ じな つた 前年を 巧 M 熟の ホ 
腺 家ご稱 せられた マッコ！ グ 巧が ホ 
長 選擧じ 於て 靑年懷 補を ミシ チェル 
氏の 爲じ 敗を 取ら、 ム r 亦 現任 州 知事 
たる グリン. 氏が 新進 候補者 ホイット 
ン 巧の 爲 じ悲慘 めな を 逃を したの 
之 ホ 等し/逃 擧 おが 所 頗政黨 よ々 


一を をが を贼 して 不測の 災禍 じ 罹らし 

一む る畿員 候補者は 夕< 是等不 面 S な 

る 政が 商 買 人で ある、 か、 る 下' 等な 

一人物の 多数を がする 吾 帝國廉 會は眞 1 

じ 可 欄 ものでは ないか、 抑 ホ 化 柿の 
j 人物を 神 蛮なる 諮 政が 上の 人たら し 
め、 H 東 ホ 國投の 逃 良 ごして 仰 かか 

げ ならの 吾國 ほは 眞じ巧 おず べき も 

のでは ないか 

I 今の H 本國 民は 昔 H の 小島 國 おでみ 

なく 朝鮮を 併 巧し、 遂萊の 一巧 じ运 

攜を据 へて 民族的 じ、 經濟的 •し裡 を 

判强 ごが 顆 をず ふ 大陸 國お である 、 I 

化 大國拉 を 化を しを ぶ 政治を が 盛す， 

る 立法 巧 政 機 關か隨 つて 完全なる ホ 


も 摩ろ 寶物 4 ‘見ご S きを？ I 遙 新 ねばむ い r は- 


一を 平なる 自家を 也の 明銳 に照らして 

候補者を 搜擇 する ホ 風を 現は したら 

ので 而 して 米國 はの 政治の 敎 巧の 訓 
需が 如何 じ發 達して がる かを 示ず も 
ので ある、 

繊 て吾國 逃が K ル 情 態を 見る どぶ 政 
治 的 敎脊の 幼稚な； ど 實じ可 驚ら の 
が ある 例 令は 逃擧 にがお 幾 院議 員の 
I 候補を み撰擇 ずる じしても が 標準 ど 

ずる 所は 極めて 衞 叙で 「ァノ 人は 大 

會祉め 化 長さんだ から. 站 からう」 ど， 

か r 此 人は 元 高等官を して おたから 

實 からう」 位な 話で、 化 人物は 化が 

の 大勢 じ 通じ 學問 識見 じ 於て 選舉お 

を 代表す る じ 足る 丈の 資格め らや义 

戒必誠 盧他迄 人民の ホ 方、 巧者の 敵 

ごして 國 當の增 進、 民力の 体 養を 阔 I 

るの ま 張 乃 ま經絡 抱負を 有する かじ 

I 就て はを/、 沒を涉 である、 巧 < の 如 

選擧 おめ 欧治 的訓鍊 か不充 みで あ 

るから 議員 候補者た らん どす るを じ 

もを だ 0 て 怪しから ぬ 下等な 讓か澤 

一山 ゐ る、 證 員を 蹈を じを を備け やう 

ごか 或は 多數 黛の シブ おじ 乘 つて 航 

1 路補あ 案の 御餘 b を 頂戴し やうな ど 

ピ考 へる 者 も ある、 甚だしい のにな 

ど 死んだ 後 「前 ホ 諮 院纖貞 何某 之 

じど 巧 碑 じ 剔んで 巧い 巧 さじ 祖先 

I 愧來 S がを を蕩篮 ずる 者 や 大腿 さ 

ん山 本さん から 「君 巧墳 何う したね 

I 」 W ; 屑を 叩かれる こごを 無 の ホ 筵 

I 唯一の ホ堪 どして 一度 證身じ 成りが 


聞 ょら 夕辨を 要しない、 ホれ で專圃 

I はは 化 際 巧め て 高がなる な 治 思想の 

I 減蓉 を圖ら 、が 政 黛の 態度、 爲政滚 

の 巧 動を 監視 するど おじ 衆議院 講員 

1 其 化の 選擧じ 傑しても、 侯 補 者 選を 
の樣 準な ぶ 人物の 所戚欧 黛み 何 波 じ' 
戚 する かょな も 聲ろ巧 人称 ご 政見 寶 

力 かおして 國 おの 化 聚者 たるに 適す 
る や 巧 やを 械 めて 然る 後 巧を する 王 
か 肝を であ ふ、 吾が は 勿論な 國化篤 
じ對 して 何等の 恩 怨を袍 < 者では な 
い、 只 A おの 化 方、 政 率 思想の 普を' 

論 著、 立 愈政體 りぶ 壁を み’ 盛ず る 
人 VJ して ホ國 If 舉の結 来を 論じ、 妈 

て 故 爵選舉 おの 蠻驚 自覺を 促かず ホ 
诲 である 〇 . . ; 

善 総 選舉の 結果.： 

お ぁ 黛 依然 優勢、 共和 黛の _ 
勢力 墟 返し、 進歩 幾 不振.' 

1 去 一二 凹舉 巧され たる ホ國 上下 兩院鱗 

一員、 を 州 知带其 他の 選擧は 左記 0 お！ 

きお 典を なて 終 b 一般の 趨勢は が 項 

j 社說 ラン 內じ 於て 萍論 せる 所 か 如き 

か 化 おお 中 特に 注 息すべき はお 和鴻 

の 势力恢 なじして お击黨 は講會 じが 

て攸 然多數 黛な るら 巧 差は 僅か じ々 

^ 数 じた まゎ 大統領 維辆遜 をの お 身 地 

たるニ ユデャシー州さへ も：：|^潑お補 

着み 大敗 じ歸 したる 事な も 

潑院 及を 脚 知事 黨派别 

A 現 巧 上院 講員 、お ホ黨 五十ー ニ あ 

おか 黨四 十一を、 進 ホ 黛 二 名 

A 現な 下院議員 Ik も黨 二な 义 十を 

典 和黨だ 一一 一十 お、 進ホ黨 十五 夕 


VJ ちへ る やぅな がの ない 巧々 爺 も 出 ▲新 遭 下院 战 員、 二な 廿六 名、 お 耽 

タマ ニー) 派の 橫黑 、市政 腐敗の 內 I て ホる、 逃舉 はを 腐敗せ しめ、 化 ホ ー 黨 二な 一二 お、 進 ホ 黨六夕 
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A 州 知 奉の 改選を 巧 ひたる 化 州の 內 

當 選せ るが 派め 帶逃 ちは ほち 黛 十 旧 

I 名 おか 黨十丑 あ、 進ホ黨 一名 じして 
化 米 日本人 ど因緣 深き 現任 加州 知 お I 

ジョン：/ ン 巧は 巧 逃せられ たり 
♦紐玲 州 選礙の お裝は 左記の かく 

じして をが おか 黛の 勝が じ 歸し現 攒_ 

樂畏 ホイ シト マンを はが 十四 萬の ネ 
數を なて 當州知 樂じ新 速 ゼられ た 
▲新 育が 知事 赏遇 おか 黛 ナヤ t グ 

、セ！ モ 1ア、 ホイットマン 巧' 

:巧お 者 民ホ黨 '現 巧知 事 グリンを 
同 中立 前 知事 サグデ ー 巧 
M 進ホタ ベンボ， 卜氏 
A 上院 證員 當選ゼ 1 ムス、 ダフ リ 
ユ 、ワッ ブウォ I 氏 
新撰 如 知事 ホイット' マン 巧は 當 年の 

十六 歲 々子 チ々 ッ r *- 州ノ！ ウ小 ッチ 

巧に‘ を か、 化を 化の 學 校を 了へ たる 
後 アム パ I ス 、化育 大學等 じて 法 棘 
を專 なせら'' 千 化 巧 二 年 ア^バ ニ— 

な廳 のが 巧 巧に 關 する 議案の 監 をち 
撰を せられて ホ销名 じ頓じ 
揚ら殊 じ 二 年 前 有 あなる 膊徒 n ! ゼ 
ン ダが 銃殺 じょ ゎて 凑繁 された る お 
缝誘の腐敗廊淸じ成巧せ る^は氏か 
今日' 觸 要の 地を じ 達する 最大 機會ぉ 
なせる ものな も 

馨 大戰要 報 

▲± をを 及 别國の 開戦 巧 雜露吉 厨 
な 前ぶ 贈 じ 粗ら たる ± 艦隊の 黑が巧 
擇碰黎 に關し ± ザを じ 向つ てぶ 說师 
を ホめ 义よ國 ながは 總 ての 濁 逸 ± を 

I 溝 L 、 黑猿 沿岸を 讓が を襄」 

篮 (あ 目上 猶逸 ょら 閒戰當 時 買 入 わ 
A の) の 武装解除を 爲 すべし どの 
要 ホを なせる も ±國 は 么じ應 せず if 
結 あごして 英國は 五 H 朗十； 圈じ對 1' 

て综 戦を 巧吿 し' け佛 繁樂黑 等の 諸圃 
も 化 次て 岡 棟の 態度 じ かづべき はが 
然 なる かぶ ピ化 前後して 露 兩國は 
早く も國 境を 隨 .1 i 激烈なる 待戰を 
開始し 英圃靖 除は アラビア 沿岸の！ 

要地 點を も領 し、 英佛聯 を 艦隊は 目 
下 ダグダ モ^ス 海 峽の施 萬を 砲裝中 
なら 

A 南 太平げ W 英 獨调戰 、巧 艦攀沈 
置 隻 をな てぶ るスピ ー 大將诣 がの 獨 
を 乂平巧 艦隊は 去 一日 南米 智が 沖に 
て クラドック 大船の 率 ひし 四雙 の あ 
艦 除 ど お 風雨 中 じ 會戰し S 十を の微 
のを 英艦 モン マウスを 磐 かし、 大勝 
を得た るか英旗艦グート ホープ號は 

一大 バク音 ど 典 じ 火ぶ を 起して 何 

じかぶ をを 沒し 殘餘 Q 二隻は 大損 傷 
傷を 巧け て 附近の 潘俄じ 逃げ 这 みた-な > ど 




らご尙 モ號の 巧 衛は今 巧て 不明なる 

も 多み 乗組 貸 九な あど 共 じが 沒 した 

るな らん ど 

A 日本 艦隊の 南下、 游戦 近き じあら 

ん ■乂隻 の 大小 戰 撒より 成る H 本濫 

一隊は 目下を 速力を 0 て智利 沿岸 じ 向 

ひ 南下し つ、 あを かが 目のは 過 H 英 

艦隊を 擊 破せ る獨濫 の滅盡 じある は 

匆 論じして 频艦 嫁は 日本 艦隊の 追跡 

をが 知し 居らて 巧 成 衝突を 避けん ご 

する 摸 棟な ゎ ど 五日 智利 バがバ 
ソ巧電 は 報せ b 

▲獨艦 出動 四隻の 中錢艦 及四隻 の 
が裝 巡洋艦よ 6 成る 獨 艦隊は 英 ヵン 
隊の 化が 封鎖が 業を 妨げん か爲四 H 
化が 地キ ー グ を發额 せらとの 報ゐら 
巧 力なる 英 々ン 隊は么 を遙擊 せんか 
腐 じ 化 おを 搜索 しおれ b どが 獨齡ョ 
—ク 巧は 去 四 H 水 おじ 觸 わて 沈 沒し 
がじ< ケン子ろ べグヒ 号は 印度洋に 
がて 大損 傷を 受けたり との 報 あら 

•靑島 ぉ 落 落 近し 

山 東を 鎭南巧 よらの ホ電じ 化れば 吾 
お閒 がは サ六 巧の 大 施を 破 媛し、 八 
なをの 敵を を捕廢 どせ しもにて 目下 
巧 巧 碰隊は 敵の 製を 义徽條 網 じ 向つ 
^^臧んじ袍難を繼纔しつ！あ6ど文 
海軍 ぷ のを 報は 濁 軍 か巧圓 軍艦 ヵィ 
ザ ブ ン 、ィ リゼ ベス 號並じ 浮揚 校 橋 
を バク發 破-扱せ るか 如し ど 報 せら ( 
凹 H 東京 發電) 

•靑餘 化 京 間の 無線電信； 小凉ィ しな 
ゥ扫 本が は 過 0 お付けた る 攻城 砲を 
化ゐて 總を擊 をな しつ、 みち ど 四 H 

が 萊讓馨 1 

A 溶 軍 盛々 優勢 露領ポ I ランド 方 I 

® じがけ る獨 単は ま 巧 十八 日の 大股 
お ホ 依然 どして 退 巧を 繼績 しつ {あ 
か 勝 も 誇らた る繁 軍は 逃 < る獨爾 
を追擊 して 一旦 敵手に 委せる 數 多の 
鄉 巧を 恢 なし、 义ボ リシ ャホ面 じ' が. 

て も プ八ミ ス 要塞より 突出し 巧れ 
る 壤軍凹 千を 捕虜 どなす 等 形勢 頓じ 
掠 かれる の觀ら 

▲白國 方面ら 聯合 お 優勢 獨 軍の 右 
冀か 前週 0 巧 其 ホ カを 傾倒して 猛烈 
K るを 樂を 試み 巧れ る白佛 沿岸 占領 

の 策戰託 藍は 間の 激戰 のを 遂に 
夕化 じ歸： 、々や 方向を 轉 じて 聯を 
がの 成 方面を で斷 ゼんピ 試みつ i あ 
るら の i 如し 

▲请な 總な轟 ど 吾が の 死傷 昨 六 H 
おぶ せられた るり 本 政府のを 報じよ 
Si ぶ 靑峭攻 锻な巧 吾 取の 死 おは I 一巧 
あ〇 傷者 八が も 十八 夕じ してを 計 千 
〇 と 十八ぶ 巧 丘 ハの 冗 者 ニタ傭 者乂夕 



ホ 

正 

二 一 

年 


巧 

と 


ん 


与 


巧 

日 

で 


術 


I •靑 島攻 擊關始 

I ( 化 一日 東京 電 根 ) 

お 常 省のを 報に 化れば 吾 お 膀は英 お 
除 ご 共 じ去廿 化け よら 渡藏じ 乗じて 
靑島要 楽 じを をし 嫌ん じ 砲 おを 開始 
i し翌 一二 十日 間 じ <碰 榮を繼 給し ねる 
j 上 或 防備 工事を 破壊せ るが ヵィ ゼ八 
-袍 寧の み應砲 せら ど 
I 靑島 よらが 化を 獨逸側 じ 達せる 無線 

電信は 曰 ネ 軍が 本 H お 上よ ^ の 砲を 

を 開始せ ‘- = ' ど爲 すじ 反し H 本 侧は攻 

を 今や 進 巧 中なら ど 報せ b 守備 獨棠 

な 巧 週間 前よ b 强 力なる 巧 砲を 用ゐ 

で链阐 軍のを 冀 作業を 防 雀せ るら 何 

一等め 効力な からし もの、 かく 父吳带 

一は 要 蒸 防備 正面の 一地 點 をみ 領せ b 

、化 化 京の 一獨逸 十： 官は 日本 带が 

奥 貫を おを 試みな は靑 島は 巧 易 じ 腐 

をすべし ど 言へ るが H ネ侧は 媒一じ 

施 祟を 化默 せし むる の 要 あらとの 焉 
をを 巧す { 化 一 U. 化 京 發带】 

♦ 乂隘 おど 軍 園 潍會窮 II 一十 四播會 

な ホ 巧 五：： 一を 0 てな 藥 さるべき 一一り 本 

: n を 巧され たるが 大正 四 年度 豫算を 

は旣じ 編成 溝み ごな b 巧 年度 剩餘を 

な 一二 千を 圓燥入 あは 総額 五 億 立で 巧 

-翻 じして 海谭 補充 费ど しては 總針化 

一千 ガ圓を 計上され だ b 歐州 大徵 のを 

-蠻 どして 陸海が 爛 の满酿 はがが 會講 

の 帯 査熱畿 を 雷ぬ つ 一 ゐ b しが 首相 

一大 殿 伯 今が を黨 領袖 ど爵 をして 别補 

'現 時の 大勢より 國 防の 大方 針を 說明 

せる 結果 ホ 年 巧豫算 じは 近年 稀れ な 

るを 額の 軍事費を 巧るべし V 」 傳 へら 

る ( 東京 廿八 H ) 

參巧國 軍艦 擊化 巧國 巡が 艦 ヵィ ザ 

ブ ン H ご ザ ぺズ雜 は 本 H 。 带 熏砲隊 

のお擊 じよ ゎ 膠 州 潜 口 じて 擊 沈され 

たる 旨 化 京駐御 H 本を 使 館よ b を 報 

をれ たら：？ 艦は 日獨當 始武裝 解除 VJ 

稱 しながら 膠 挪鐵じ 避 錐し 蛹 後灣巧 

防備の 巧 じ當れ ぇものな b f 甘 ホ 日 ) 

ホノグ > の 獨艦ご 吾 艦隊 修錢の 

ため 巧 巧 ホノグ 、港 じ 協 泊 中なる 獨 

透 巡洋艦 ゲ ー八號 W 岀 渡を 诗 受け 之 

i を繫 化せん どて 二 媛の 日本 带鑑は 岡 

一港 U じがて 嚴重 じ盛視 しつ、 あるが 

ちじ 踊し 二 H ホ ノル、 發電の 所 報じ 

I 化れば 布哇總 領事 代理を 巧八郞 巧は 

- 1 日巧悄 地稅關 を ど會見 巧が を 重ね 

ぶ 結果 ごして：！？ 港々 外 1 巡羅 中なる 

请關 監視船 ご ホ 國官患 ごの 間 じ 無線 

電信め を換あ 6 たる 由な み、 尙獨絕 

j はおち じ 出港して H 本 軍艦 ご 一戦を 

なわる か 巧し は 武装を 解除し 戰爭終 

I 結を 留風 せらる {か 一一を 其 一を 撰ば 


ぞる ベから ざぇ 境遇 じある ものな 

•露 固 密使の 大巧 义 

A 數育巧 巧み 必需品 輸入 
軍用品 爲 注文 渡 日せ る 愛！® 特使 ゼグ 

モ こ义キ 々稱 はを ボ® じ 對-し 軍 股 

00 方 組 靴 0 万 白金の 十 萬 巧 000 

I 挺 〇〇〇 萬 發自轉 革 00 巧 輔罐詰 一二 

十で 函 牛肉 五十 萬哦共 他の 注文を な 

したる がが 化の 注文 中日 本のみ にて 
到を 間 じを はざる もの あるじ ょら 

ぶ國 を商會 VJ 連絡の ため 化 おな 名な 

る某大 をの 巧航 あらたる が閒ホ 面へ 
を 雜お藏 出の ためを 港 出帆のを 漁船 
はお 船 貨物 滿稽 どな b モン ゴ 9 ァ號 
は铁條 網た るべき かを 其 他の 货物 
滿輩 しめらたら w いふ 

• H 本 赤十字社の 化を 
U 本 ホ 十字 祉 はを 鄰ぺ 卜曰グ ラ！ ド 
じ 患者 四 苗 名に 對 する 看誰婦 組織の 
I 敏讓 巧ーグ 巧を 派遣ず る じみした る 
當が闲 社よ b 露 國の外 お 撕兩圃 


お 功五 級授 をシ擲 章； 育圓) あ 劇 •一^が 第 み 

六 等 授六等 罕光營 章 巧 一二 W ぞ囊づ 


も ••少 •" 、 r ド. ち も vr c を を 一 ち.》 . 

- * ぶ； を'.. 


戴 行 機巧の 蠻 動機 

今回の 化 ホ 大戰亂 じ 先 もが 空 事業の 

急務を 感じた る 吾 陸 あ 軍 航空 當 巧は 

飛 巧 機 製作 じ 隙し 發 動機を 除きた る 

他の 一巧の せ 巧は 曰 本 製 おじて 事足 

る じ 反し 一發 動機の 敷 作の み 不可能 

な b どせられ たるを なしを を 施兵エ 

I 廠 巧び 橫須賀 海 巧 工廠 じがて 銳意研 I 

兜 製 か 中なら しが 去月 中句 じ まらを 

巧 砲ち 工廠 製作の もの 〇個渐 くを お 

_ したれば 直 もじ 所 渾飛巧 壌 じ 送ら 過 

白 來モま 復葉九 號並じ 十 哉 じ おらつ 

I けよ ごして 澤田 中尉が 操縦の 上數巧 

の 試 驗が巧 をな し ッィ 化 巧は 帝部訪 

一問の 快 飛 巧を 孫した が 其 成績 頗るを 
巧 じして 優秀なる 獨逸 义は佛 國製發 
動機 ど お 一の 軒 軽を 見ず 今後 普 飛 巧 機； 

はみ しもが 國 品を 用 ひず 沸 U 本 磐の 
I が 料の みを な-て 意の かく 製 cr : し眞個 


i も絕 かし 超き しじ 一:：! 英國欧 がよ _航 を戰爭 じがけ るが 器の 濁 立を をが 

'も 吾 赤 十を 社の 词瞄 ある 堤 雜じ對 し 得る こど こ なれら をの 播 をは 佛國 

レ 露 齒ご神 樣歡講 化の 派遣を 歎迎す j 製發 動機 グノー まを 摸した る 物 じて 


る 旨が 上 駐英 大使の 手を 殺て 回 熊し 

巧れ り、 同社 じて は 愼畿の 上方 针を 

をみ 走ず ベく、 あ々 英國じ 救護班を 

派逍 する 事 どなら だ H 本 ホ 十字 祉 VJ 

しては あじ 一段の ホを を 施す み 第な 

こは 自產戰 役の 際 じ英國 のリチ 

ド ソン 夫人を 始めを 國の醫 ：凤及 

W 篤志 看護婦 等が 巧 朝して 親しく 吾 

I 傷病 將± の 看護に 盡 したる こど K あ 

るに 酱 して 化 度の 歐州大 亂に方 b 十 

率 前の 國陈巧 爲じ酬 ゆる ご 岡が じ 協 

一 •搏巧 どい ふ ホ 十字 事 楽の 精神を 壌 

一が せんどす る じ 外なら ず 

參戰 巧將お 行賞 佐ん 間縣兵 少佐な 

下ぶ の おが 六を じ對し 何れら 戦死 當 

u 附を 0 て 頭書め 通りな. 潮 巧 赏の沙 

化 めら た-:^ 

陸带 騎兵々 佐 巧 五 級 佐 乂間善 治 

が 功一 二級を シ動窜 (ザを； 立が 励) 敏 

動 四 等授化 H 小絞窜 

陸軍 ホ 兵た 尉 池 部 末が 

礙 巧級授 金を ン劍章 (年を 兰巧励 

巧雙ホ 也， H 章 

陸軍 步を 少佐 佐藤嘉 ホみ 

叙 巧 四 級を シ動章 (五な 圓) 叙 巧 四 

等授 旭日 小 お 章 

陸軍 步を 大尉 岡 千乂郎 

叙 巧 四 級を シ動亨 (年金ぶ 百圃) あ 

劇 六 等 扱 單光化 B 韋 

陸軍 ホを 大尉’ 淨旧莖 

な 功五 級を シ劇章 (年を 二 一巧 脚) 叙 

劇 六 等 授嚴光 化 H 章 

陸軍 ホ兵§ で 崎 英雄 i 


固を 衡简 ま、 巧氣冷 巧、 馬力は と 十 

ぶお力、 ブ P ぺ ラ1迴轉數は 一 を間 

-千力 至 一千 二な な 
@ ゲン 補觀藥 の發見 東京 高 輪 病院 

r を 爛脇壽 雄 氏は 最新 ガン 諸 病に 對ず 

る 一新 藥 ゴリス ロ セ ロナ ー グを發 見 

したる 由 じて 動物 試驗の 成績 じ 化れ 
ば 间藥は 何れの 部み じ發 生せ る ボン 

補 じ 用 ふるち 何等 巧げ な < 之を 通常 

筋 巧 叉は 靜脈中 じ 注がす るか おくは 

IW 部 じ貼附 する 時は ながの 滅 退不臘 

の 消失 食欲の 亢進が 愚の 衔加 及び ガ 

シ 腫の 獲 育、 ガン 腫 性 潰 腸を おの 閑 

鎖を なら もの じして 夕 數の词 患を 邸 

も 顔面 ボン、 乳 ダン、 コウ 頭 ガン、 

I 食道 ダン、 底 賜 ガン、 背 ボン 等 じし 

て 効を 奏した る 由 

•惡僧 等 賴嚴な 求刑を をく 本願 ホ 


^ 膠 州 潑征戰 の 目 本 軍が 支那の 中立を 

破らた る 一事は 袁世挪 政府の 一大 打 _ 

擊 なれば 此虛 じ乘じ 支那 革命 媒の活 

動 一曆甚 しきを 加へ 化 結果 或はを 政 

巧の 巧 解を 見る や も 知れず' VJ の 特電 

よら 當地 支那 新聞 じ 達せら 南 そを 命 

I 黨のを 領お逸 他 目下は 東を じ 巧 本陣 

を 度き 巧ら じ 日 本官 技の 間を 奔 をし 

て 革命な の爲じ 同情を ホめ 猶日ネ 政 

府 どを 約を 締結 せんごし つ、 あら 之 

と 同時 じ袁じ 反销の 同志は ホ國 じが 

て 其 軍用 資金を 調達 中 じて 若しが 磯 

會の 達する あらん か 直 もじ お 逸 仙を 

I 押し立て \ 革命の 旗を 揭 ぐべ < 現に 

支那 中立 隅 題 よら 起れ る 日 支 間の 繫 

I ずは 革命 黨の劇 起 じが 機 會を與 へた 

るた め 愈々 遠からず 巧 勃發を 見る ベ 

しどを ふ 

-革か 黨ど頭 山 滿氏談 
南 淸地ホ じがけ る 第二 か 革命の 氣勢 

漸く 熟し 革命の 志 ± ホ 潜 化して 今 ま 

で靜じ 技を 咖み 時機の 到 巧を 待てる 

が 如し 現を じて は ホだぷ 頭領を おせ 
す一 > て 統一的 優勢 醜 かど 見る 能は ホ 
ど雖も 一度 袁 政府 じして 失政を 巧は 
ん かを 地相 呼應 して 起ちを 命の 一段 
を吿 ぐる 迄は 漸進 黨及 急進 黨 乃至は 
み お社黨 何 つれ も相擲 結して 討袁 軍の 
_大 神 圏 結を 作るべき は 明かなら 殊に 
I 革命 黨の 最も 艱苦 どす る 所は 軍資を 
の 調達 じある が黃輿 一派は ホ 國そ面 
よ 6 着々 資金の 供給を 仰ぎ 短れ る 様 
ず なれば 形勢は 頗る 重大 じして 袁爺 
め 苦慮 ホ 察する じ餘ら あら 惟 ふじを 
かの 前途は 巧して 輕 々ずべ がらざる 
もの あるを 倩ず 云々 
♦書が 殺し 间胞 無期懲役が 州 モン 
じがて 女流 盡家 スミス 媛殘お 
の间胞 小み が 謀殺 被 お 事件は 陪黎を 
を 講じ 於て 刑の 適用 上不 j 致な りし 
が 十と 時 閒引績 き 會講を 兼ねた る 結 


• I 1 « < In ' i ゴ 1 ..-VF ■ -i .i 

- 疑獄 事が をが 廷 じがけ る 摸據の 詳報 お 逊日遂 じ 被吿小 ハみ 勝を は 無期 徒が 


I を 得 たれば 摘げ むじ 拖 率は &被吿 等 

は 僧侣の 身を 0 て濫 b じを をを 橫領 

:し 投機 樂 索に 手を 出し 淫樂じ 耽ら 

歴然た も 殊にを 被吿 はお 犯 じして 連 

帶 。其 罪を 閒 ふべ きらめ むら ご論吿 

レ 左の か < 求せ 刑ら 

■徵役 四 ザ 前 會計長 朝 倉 明を 

■が S 年 前 室内 部を 上 お 芳太郞 

一同 一一 年 詩を 二ち 圓執巧 後藤 環爾 

▲閒二 年批剧 理事長 赤松 連 城 

▲树 一年 同ち 事 劳 纔智遵 

▲树 一年 前 本山 執 巧 長大 洲鐵化 

代講 十： 鶴 巧を を 氏 辭職病 氣の爲 

I 今回 代 譲 ± とがせ も 


たるべき 事 じ剌定 せら ど 

♦正を 預 送を 換算 相燒變 更正を 銀 
I が從 來の預 送を 換算 相嫉 はな 圓 じが 
さ 乂國お 十 弗サ五 仙な りし も 化煤變 

I 動の 五十 弗 じ 下落せ ら米國 郵便局ょ 

の 日米 送を ははな 圓 じがき 五十 弗 

I なる も 手 數巧唐 圓じ付 ホを 五十 仙を 

-耍 する を 巧て 史 をを 經て 送を する 時 

はお 十 仙の 利益 ある 譯な 


言 

外務 备が 第； 號は 言論を 蘇盡す 

る趣替 じ對 しなが もを の 其が なを 不 

I 快 どす，- 故 じ 帝國の 軍事 行勸の 終了 

をを つて 一日ら 速に 悠 止す るを かへ 
なち 

二、 前項の ま 旨 じ 對し該 省みが 續中 

ど雖も 新聞紙 じ對 する 驳締 は從 前と 
差異 ある ことなく 外を じ逊 する 新聞 

紙の 議論 批評 ま 張は 勿論 事 質の 報道 
は 旨 由な り 

四、 前 二 項は 政府の 意見 じして 加騰 
外相 も 無論 之を 承知せ b 本省々 のな 
接 化 扱 上 碰髓を 生せ ざる 樣注 なをな 
I すべし 

•東印度 人 f 歸國 

I ホ 國領內 よら 加を 太 入 固を 距 経され j 
わるを 巧 度 人な 餘 名は 沙都方 およら 
I を 港 じ 巧 6 天洋丸 じて 歸國 したる が 
I 尙を 地が 留同國 人は 綾々 を 港 じ 集を 
し 來らホ 便船 モン ゴリア- 號じ てち 巧 
あ 巧外歸 せん ィ」 する 形勢 あな 是等巧 
が 巧 人の 歸國は 無論 英國欧 巧 じ對し 

反旗を 織し 革命 戰渐 を勃發 せしめん 

どす る もの じして 過般の 駒 形 化 事件 

巧ず 邱度內 地 じ 於け る 革命の 機運 漸 

'織ん なる のみならず 是等 ホ國よ b 

の歸國 者は 殊じ充 をの 軍資金を をし 

思る によ b 時機 じよな 夕少の 戰謝勃 

後 避け 難 さじ 至る？ < 最も 間國 人の 

翰圃じ 就て は 桑 港 註 御 英國總 領事 力 

I 子 V ! 。 ッス 氏ち 銳盧樂 情の 調査 

中なる が 巧は 词閒題 じ おし 秘めて 樂 

j 觀 的の 窓 見を 有し 居る もの： 如し 
米總 領事 談 東印度 人歸園 じ關し 

米總 領事々！ ホ 1 U ッス 氏の意見 ホ 

のかし 

是等歸 国 東-印度人は 無論を 命戰か 

圖 のた め歸國 する もの なれで 巧 巧 

現 化の 化 勢 じて は 到底 反亂を 起し 

得べき じあら や 且つ又 獨逸巧 じな 

じ 英軍じ 對抗し 得べき じ も あら ホ 

殊に 夕數 東が 度 人は を國 現在の な 

治を 喜び 印度を 巧の 施政 中 酸な の 

政を たる おを 知る が故是 等み 數の 

画體 が歸國 して 如 巧 じ 革命 戰亂を 

鼓吹す る も劑お 大勢を 動す 事 阻 難 

なるべし 云々 

露國 じみ 捕 おを 返ず 露國 は大带 
を 動かし 軍用品の か乏を 感じて 巧た 
ので 吾國じ 向て 纖詰 だの 靴 だの 飛行 
I 機 だの ど 媛々 注文して 來 るか H 本で 
は 一々 夫れ に 纏ず るせ 料な く 端から 
一斷ら 居る 次第なる かを じ H 露 戰ず常 
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お ^‘ 特約 大販 巧 . が 願 兄弟 蘭會 
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二 申 方 ラ 船 船 近み 

巧 およ デ 巧な 


哉 


とな 东 


•V , み 
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I みおる 獨 艦を 港外 じ 待ちを けつ、 ゐ 

る、 肥前淺 間の 二 艦 ご 前記 飛 巧 家 ど 
の 間 じ盾號 をを 换 すじは ホ やや ごの 
一 嫌疑 米を 憲の 間に 起ら たる 結 あなる 
んか 

H 本人 會ぷ巧 會が備 ま 五日 同 貪 

I を お 巧 じがて 準備 委員 會を閉 ぎ 茶 試 

一 會關僅 じ 付 協議した るが 鶏 所 時日は 
ホを なじ も夕み 今月 ホ 目 五十 化 了 目 

ロン バ スサ— ク 八、' パブ ストの 階 

て じ 催す； どなる ベ < 志 旧理學 博 十 ' I 

島學 大家 小 玉 呑 象 氏 等み 講演 ぁる 善 
ならが 當 H は 踏 じ 婦人を 歎迦 する 由 ~ 
じて 婦人 參を望 ホ ま 中指を の 場所 じ 
I 集を する 人々 じ對 しあ 話會は 自動車 
じて 迎じ 巧く^ -< 婦人 接待 委員を 囑 I 

I 巧せ.。 れ たる 人々 は 左の かし 
嫌 人を 待 委員長 一宮 夫人 
委員 ■中が 總 領事 夫人、 瀬 古 夫人 

'离見 夫人、 高見 婦人、 菊 地 夫人 

鴨 ザ 夫人 

♦渡航を がな しで 上隆 、但條 件 か、 

H 本 錫 人 ボスた る 下 巧を みお 上野 

ガ正郞 氏 及 二 名の 小 供は 巡 日 ァド 

チ ブナ 號 じて 倫敦 よも 到着せ るか 當 

I 人 等の 旅 巧 鬼 狀は英 因 巧の 鬼狀 なれ 

ば 移民 官は 上陸を 許さす 其 遊 移民 巧 

じ 抑留せられ 居る 中 上野 氏は 自 本人 

I 會 のな 意 じよ b 華 盛 頓のネ 局に 伺 書 

を 差. 苗した る じ、 一人 じが 五な 弗め 

ボンドを 積み じ 十日な 內じ桑 港 よら 

歸國 する ごの 訴 言を 巧 さば 一時 上隆 

せし むる も 差 支な しどの 命 か 巧を し 

よらを 其 手 續を濟 まし 巧 日 無事 上陸 

せちが 森が 新ホ會 社員 金 原 ホ 人の み 

をは トラ ホ J ムの ため 上陸を 許され 

ず 之れ ホ 華が 本椅 ヘァ ピーグ したら 

當 +! 製糸 會神員 原 時 氏は ホ テ 火 

ン^ッ タン じ 滯巧中 

京都 大學敎 按理學 博 ± 志 旧 氏は 

若が じ滯巧 中なる か 今明日 頃 歸をじ 

替く善 

日本々 1 デン 開店を 藤、 鈴木兩 

氏は ホ 间 第五 巧 甘ん T 目 ど 廿化了 目 

どの 間 じ 植木 巧を 開業 せら- 

参ク玉 トンス ー名 入用 ホ留 者は 本 

趾へ 申込 まる* へし 


ミ麵 

一 离爲を 象 翁 第二 世 小 玉を 象 先 ま 畳み 

の 中口 本 俱樂部 じがて 一般の 儒め じ _ 

I 應じ為 占 せらる； じ 付 茲じ御 沼 か ホ 

上 候 

新 井® 一郎 


I 舞 f け 礎證室 仕事 學審若 


紹介 入 


が 井 巧 固. 
一氏 3 鈴 太® 
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佐^ 曰 結ん 萄 


鈴 木 

クリス' マス、 新年、 娘 鹿、 葬式- 

用 化 類、 並 じ 植木 箱庭、 箱庭 用 

植木 お 卸小寶 

私共 今回 新た じち 記の おじ 於て 開業 

致 お 間 多々 じ不お 御用 被 仰が 巧 奉 ホ 

願 お 

佐 お 鉛 木目 本 園 

支が A 西窝 一二 藏 

が 巧ボ 第五 街 二な 五十 化を 


•新開 業 御料 埋 

? 1 月 一 H ょ- 左記の 所 じて 新に 
日本 御 料理 開業 化 候 巧 幾重 じ も 御 引 
I なの 程 奉 ホ 上 候 

五十 九 T 目の 地下 鐵 道から ホン ノひ 
ど 足の 處じ 候へ ば 何れ ょら 御 越の ホ 
じ も 御 便 巧の 處じ候 

巧 巧 

を 澤巧吉 

を West 60th 安 .， NL Y. 

Irei. oolumbu-s 公 925 


.參 同胞に 最 

一 金もうけ 鷄 よ乂乘 


診察 


の餘暇 じは 巧 都を、 旅 巧を なし 乍ら 

渝快 じして 离 巧な 尙 年中つ かけ 得る 

今や 最も 易く 巧 事 巧 適の 時 今 おむ る 

は ホ H 向上 發展の 基、 機を 見る じ 敏_ 

活 なる 諸 冗ょ、 か 冷 一巧 惰気を 破棄 

しを て 奪へ、 憶 側 遲考の 時 じぁらず 

日の 遲延 はモ 巧の おを 殘 さんの み 

切は 御 一報 次 築 明細 じ 方法を 御 通 

I 知 申す 

御 問合せは 下名 じぁら たし 
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漁 墨げ をき は 別と して 現時英 をの 基 

じ I ぶぶ 元首は 他に ない 至 幸 ま 福の 木 

ぶ 警爲イ 天に 沖して ゐ るから 物質 巧 

化が 健， る 帯. たも ぺき御 ホで ある 露帝 


i め 巧を 確か ど 梁. 一な 请^較 '一 右 敬 英 ホに 次ぐ 盛で 吳 帝め 太陽 ご義帝 

要 後が お怖じせ しか 一 ぉがせ 中小 ホ 

が 甲が 上に 飛敢 にが 瞭じ成 上 巧 板 も 

旣じホ おかに 嫣 いが ひじ わ ばち 庭 じ 

渦を^ お ザ ^ 谦6 尤^が ち 十 ホが 巧 

はかぎ 巧 巧. 0® じ’ を 巧の 不お 雑じ 自 

* . /V i * Jr:..v ::l c 4 J lA-i n - /« ■ — • ミ-! ' 

I 由を 欠 < 也她を 装， れ喉 ，作を 儀 ザ^ ち的轉 おであらう 獨 帝は 火 基で 最高 


の 巧の 挪 係が 六十 昨 义の度 巧を 巧シて 

ゐる おる から 縣巧 親しい ぶ ごなられ 

る 白 ホ や 佛大統 巧の 星は 其め 生年 巧 

H ど 時間 どが 不明 モ 調査 出來な いの 

は灌 がで. ある 巧 帝の 皇は惡 くは ない 

のじ 事 賞 帝を の 地 化 じある は 盎し人 


投 


薦 籠 


A k 胖じ 化む で佛國 人を 妻 じ 持も枯 

る 幸 島 ごい ふ 小 巧 郞の簇 言に 口く 煎 

餅燒 などは 下等動物の 巧る 仕事 だか 

ら吾冀 の 如き 高等 敎 育を まけた 者は 

煎餅 燒 などは 朝飯前 だ 云々 其れに 引 
I 替へ ちれは •下等動物の 化 事を 一を 懸 

命嚴 焦の 煎餅を 燒き 居る どは 少ミ噴 

一顧 じ堪 へない ( 巧 ホ 五 了 目 煎餅 烧 ) A 

一新 料理店 大黒 崖は 揚 鹿に 繁昌す る •か 

体 巧う いふ 譯 です、 他 段が 安い 爲 



口 本 雜貨直 輸販賣 

新 巧ボ 
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か、 別 嫁が 岩る 爲か マッタ 料 埋が甘 I 六月 一日 よら 左記の 所へ 務轉 諸事 改 


j ホい 巧で ず か (經師 崖) A 前金を チャ 

ンど 取つ て疆 きながら ート 月経つ て 

も 品物を おへない 商 買 人が おる、 么 

が H 本 でで あつたら 差 向 監獄 物 じ 

やが VJ いへ げナ ニ君 ァメブ 々だょ、 

じは をく 恐れ入つ た (待ちく びれ 生) 

j 殖 へる ものは 料 巧 崖 ど 無職 業者、 滅一 

る ものは 働 口ど懷 中のを、 歐 州大戰 

一ず が巧留 H 本人 じまで 及ぶ どは 驚か 

r さるを 得ない (を 蘇生. ▲ H 本 料理 じ 

j おかないで ま 那飯じ 巧 < ものが ぞい 

H 本 料理屋の 親父 共 も 少し 考 へたら 

I 宜しから ぅ (同人 j A H 本へ 歸る をら 

1 早く 歸れ 、をが が菩 したければ 黃面 

目 じ ' A タラ ヶ、 歸る事 も 出 巧 卜をも 


♦ボストン ま 巧 
Room 50 窒 31 Bedford St. 
巧 ミ ton, IVhi ま. 
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、rel. おろ 7 ご 己 unlbu_s 
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ホ テ 八 タコマ 

を數二 巧サ ー、‘ 冷溫 風呂 壌の 準備 ど 

ス チ！ ム ヒ ！卜及を室の設備捶完を 

巧 0、r 巧 一、 T'AOOMJ^ 

泛 8 lacksonSt.,* lieattle. waKh. 
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徵 じえ 國か喊 お 間 題 乃 まま 那問趟 じ 

細して をら が 力なる 發言權 をがず 
ものなる かの か < じ 過 倍す るに ま b 

た 吾人-は 巧 かる ホ國 朝が の勒ま 

眺念か 道理 上 頗る ホ 巧せ るら のた る 

，とを を ふ 者；；^ もど 離 も 鬼 じ も 巧 じ も 

H 本め 一舉 一' 聊か 斯 < 迄に ホ國 朝野 

め 人 必じ剌 繫を與 ふる 所 0 の ものは 

軍 じ 加州 闕题 乃至 ホ 峻 じ關敞 せる が 

ぷ のみに 非ず、 が 最大 巧 巧は：：： 本の 

ぇ那 大陸 膨脹 じ嫌颇 たる ホ 國か埼 家 

•並 じを 本家の ム狀を 告白せ る もの じ 

して 么を 巧が まがみ 國 に繊漫 せる 排 

H 親米 威； 城ん なる じ徵 ずれば ホ國 

W ま 孤 一''.;,' ける 利害 腳 係は 獨逸 VJ 柯 

等 撰ぶ 巧 きこ どを がに 一愚 明確に 

巧 明す る 者に 非ず や、 今や H 本は 靑 

嗎の陷 落 じよら 獨 逸の 勢力を ま那大 

超より 挪 がし 憐 たるが 然 らば 香國は 

如 例に し スま那 大陸に がける 乂閣ど 


願 係を 調節し か 巧 じして 彼 巧 一切 大國 民は 彌 々益々 巧を 侮る じ まらん 


の 懸案を 解決して 兩國 問の 萬を を瑞 

むべき や 之れ 巧當 巧を の 深く 處らざ 

からざる 當 面ろ 緊要 間 趣なら 

を 人の 鄙見を 议： すれば 旣化 十餘牟 

;ホり 米兩國 間のを 情 巧め 如ぐなら ホ 

乂ホ巧 上 常に 一沫 の黒審 横は をの 觀 

める も 0 はぶ 巧 も 固ょ ゎ両 画の 園 勢 

膨張 じぶ 因せ る 白然淘 かの 與象 じあ 

るは 勿論な々 ど 雖も從 ホ 吾爲政 家の 

ホ 國じ對 する 谣歷 政策 おくは 袁 へが 

ら ざる 巧 態度が 較も すれば 相 瓦 間の 

惹志疏 通を 遮ら、 事 端を して 猛々 紛 

糾 解く 能は ざら しいる じ まらし めし 

主は 吾人 か ± 地 問題 常時 繰返して 論 

ホる 巧 じして ホぶ 閒 趙じ對 する も 吾 I 

人は 斯く云 はん どす、 山 巧 巧が 人殊 

じ 米 國人巧 勝手 氣爐 なる 國ほ はな / 

戚嚴を 持して 高 飛が 的 じ 道 现を說 け 

だ之じ屈服してホ柯等をむ所^:^き無 

邪 氣の國 おなれ でら、 おし 么 ど反對 

じ辭を かぅ し、 爾を赔 ぅして 巧 恵を I 

迎 へんど せんか、 忽も 橫搁じ 雜へ这 

みて 對 ずを お 鹿 じする 國民な な、 モ 

ンロ ー ホ 義の曲 藝は言 ふ もを ろか、 

巧を 人种 不可 入の 據 化を 描げ なから 

目を はま 那滿 州を も 世話を 燒く權 巧 

めら ど必糖 おる；、 過日 おが 摸 領袖 j 
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マン 氏 か ホ 裸々 じ吿 白せ る 所の 如し 
吾人け 勿論 义國に 省して 高 腿 的 なれ 
ご 言 ふを じあら ホ、 而 かも 言 ふべき 
澄の 事を ホ 張せ ちごて 别じ戰 ずを 爲 
すの 必要々 る じ ホ や、々 や對支 問題 
ピ對ホ 間 題 どは 兩 者の 關係 異なる か 

如/、 しじて 而か 'ら 異ならざる 香圖外 

交 上の 龜要 閒题 どなれる 巧が 我當姑 

をは 米で 問題 じ斟 する 根本 方針を を 

め 殺が 大戰 収まら、 膠 卿 潜 還 附間罐 

解かす る じ まら ば 新た じ 米 國じ對 し 

て談 がを 開始ず る じ 化ら、 而 して 
がの 懸案を 机上 じ 提供し、 取るべき 

は 之を 取り、 憩るべき は 之を 之を 離 

0 て 一時に 難 間 題の が 本 的 解 ホを 

圈る じめ も、 巧 も 巧らず 徒ら じ 化 巧 

の黯 米な 策を 繰 返ず か 如き 恕を爲 さ 

ん か、 化が じ驳 する 自家の 巧 目を ホ 

ふ 巧みなら ず、 ホ國 唯一の 骚族 地た 

る ま那じ 第二の 濁 逸を 現 巧せ しめ ホ 


な- 


雜 日 結ん に必 

娶 なる 人物 


裔峰慷 上は 最もが 耍な るん 物 ' 

一二 ' を 雪 お 隣 十 . 最近の 著 「世の中」 は 

稱± かがを 平なる を 地 ど 燃 犀なる 

批評眼 どを 0 て 現代の U 本を 縱横 

じお陳 しまらた るか 著 じして 大ぶ 

の 义攒じ 特殊の 異彩を 放 も 諸 新聞 

雜 誌は 本 導を 0 て 現 化の 論語 ど 激 _ 

賞す る じを 6、 版を 重の る*^ 旣じ 

十一 巧 じ 及べり、 •華中 H 本 じ必喪 

なる 人物を 論じ 巧を 例 どして が 田 ' 

少將 、山 巧 中 お、 现學 ± 下瀬雅 允 ^ 

、エ學 巧 ± 、藥學 愧± 高杂譲 昔の 

四 氏を 擧げ だら 

おい 人は 何時め 時代に も あ 要で ある 

が ^ 戰爭が ぁれば 戰赂 、戰術 じ 長 じ 

た 人が 必要で ある やぅ じ、 或 時化 じ 

'にが 別に 必要 ど すべき 者が ある、 今： 

の やぅに 複雜な 時化 じは 索 ょら 柿々 

の 人物が 必要で あるが、 お 中で も殊 

じ 必要 ごすべき ものが あるべき であ 

る、 夫れ じは 何を 標準 ごする かどい 

ふ ど 陸 おがが、 前に 淸 國じ對 して 計 

靈 し、 み でを 國じ對 して 許 益 やて し 

わう じ 今 巧は 成 凰ピ半 かの 輩 業 じが I 


て 焼 巧せ ねばならぬ、 現じ お 形勢は 

が 眉の 急 じを つて 巧て ゐる Q である 

をれ は戰 ずの やぅ じ 目前 じは 見 わて 

ない が、 闊 家じ關 する こど、 么じ膨 

る も 劣る おはない 一二 十と 八年戰 役ぶ 

當 が、 人が 带務 腐を 訪ねる と、 今は 

巧々 が 遊 力す る 然しな から、 今後* レ 

諸 おが 龜力 f べきで ある どいつ 居 q 

だの でんる、 言 ふまで もな く 今後 
溢 力 どは 平が 的 事 楽の 競 巧で をる、； 

而 して 化 平和的 競ず は 化 ホを 逾 じて 

め 事で あるか、 很 をけ U め 出の 勢な 

ひて、 旣じ 幾卞か & 影 殺を a 本 じを 

ぼしが 益々 及ぼさん ごしで 居る のは 

ホ 國及獨 巡で ある 

麗 巧ご嘗 つても 邮顚か ある 巧で もが 

いこ ごて A ける のは 面白くな いか r 
塞ら 常ら 巧 工業 じがて 負けぬ やづに 
あら 度い、 ち國ら 、鄉國 ろ 其 他 盛ん 
な 國は巧 進 ホし つ、 あるか、 ホ麗ぶ 
獨 逸は 殊にを 足の 進 ホを なしを 9 >‘ 
る； n 本ら 殖 ホの 速が なる 國 ではみ る 
か遲れ 驰ピじ 進んで ホた だけに、 一が 
時 も他國 のをを 追 ふやぅ に^つて を 


る 




くが 儘 突進す るべき である、 何處迄 
もとを おはう どして 進むべき である 
考は あるが をがない どか、 人 か 肋け 
て 吳れぬ ごかい ふ； で、 思圖 / -- > 
して 居る やうでは いかぬ、 宜い巧 ど _ 
お. つたら 直 もじ 之を 行は うど 决 > むし 

巧て 突進 遊往 すべきで ある、 夫れ ホ 

けめ 巧 氣は是 ホ お 必要で ある、 けれ 

ども ホ お 進す る だけでは ぶらぬ、 巧 

進して 直ぐ 挫けて 了 ふやう でなくて 

は 阳の効 おも 擧ら やじ 終 も、 だか、 t> 

是非 お 夫を 成し 遂 ぐる 丈のを 耐力か 

必娶 である、 一巧 爲し 始めたならば 

如 巧なる 晒 難 か あらう ども、 一闽一 
闽 失敬し やう ども、 巧處 をら 么じ刹 

着して 之を 成し遂げ ねばならぬ、 ホ 

し 遂げ 得な かつたら 倒る \ 迄 である 

か 大稱じ 忍齡力 かゐ么 ならば、 を 
破る ^ ごや ふ 掌は 梅め て 少ない、 ホ 

抵思ひ 付き かょ < て も、 之を 巧 ふの 
: 勇氣 かなく、 勇氣 かあつて もを 禍か 

ない ので 仍 巧の 思け 付き も 何のなる 

べきな きじ 終る ので あるから 始めた 

ならば 之を み 巧して み途 でた める や 
な带 かあつて はなら む、 赏巧 じを 
つ . 」 は 碑々 の 術策が 必要で ある、 韶 
る 所 正が か 暴な の 術策で ある、 巧 下； 

業め 盛んなる 固では、 夕 年の 經驗ょ 

正 おかな 良なる 術策で をる 事を 铺 
つて、 么 じ' 背 くやう なお 鹿な 樂 はし 
ない、 一巧み ぺブン で 儲ける やうな 

を も 彼是 ホる やうでは あ も か、 さう 


然 巧禱護 達む 巧 St 


ない、 巧じ鄭 等な 上 ザなくて はな 
ら ぬ、 處か 彼等の 進 ホは 中々 をい、 
巧は をから 岀で t 彼等め 進 ホの 結 お 
どなて 工夫す る爲 、巧 r 化かの 巧种を 
e かられは する か、 鏡ず どなつ '! いは^が 
位では 足らぬ、 巧ぅ じても 直を の 趣 I 

ひを 期せね ぶなら ぬ 

さて 然ら に、 如 巧なる 人 顿か現 化め 

本に 必要で ぁぇか ど韋 ぶじ、 先ぶ - 

來 國及獨 逸の '- タラ ' モモに 提 化す 公 - 

人 か 欲しい、 夫れ は 巧 ラい ふ 人を ず 

るか どい ふじ、 先づ新 工夫を 觸ら t 

得る 濟 であら 巧い、 發 明ず をなら 、- 

数 明され た 所を 應 用す るなら、 現が I 

巧 はれて 诘る 巧を 改めるなら、 . 兎 A 

がら 耕ら しひ 考を出 • さなくて はな も ； j 

ぬ、 他め 國 では 新 工夫に 巧ぐ じ 新 王 

夫を 0 てして 诏 るかで をる、 今は 迸 

に骄エ夫の巧失を問ふょゎぷら巧 ^^ 

賴 々新 エホを 出さなければ ならぬ* 加 

化で ある、 而 かも 樽た だけでは 足 ふ 

ぬ、 おじと を 带 質に ずる 丈み かを： 基 

ずる、 エホを 縣 たら 踪經 ずる こごな 1 


ふ 確信を する 事を 要する、 ホ 國は新 
调國 でる つて 物舉は 能く 整つ て 居ら 
ぬ、 をして 個人 ホ 藥か殆 ムで輔 端 じ 
巧は る： 巧で あるか、 其 中て 勝を 制 
する をは さぅ いふ 人物で ある、 彼 巧 
はが 案を 考へ 得たら 盧 もじ 突進す る 
一巧が 處 まても 其 巧じ戰 ふ、 をして 贿 

を 化かぬ b も 彼 巧は ネ巧左 お 正 おな 

をて はない、 煤を じょつ ては 如何な 

，る ' 惡 . 事を ら^ ラキ かね まじき をて あ 

一 も、 けれど*‘': 止 おなる か 最も 利猛あ 

ぶ ごい ふ 事を 礎め て 姑る のて ある 
霄國 は么ど 趣きを 異にする か、 矢 張 

グ軌窠 をぶ る ピ共じ 巧が じ 巷 手ず る 

ホ 國巧暢 おじ 游進 せなか、 何 かなし 

じ 背が しやぅ ど 巧む る、 殊じ樂 じ 親 

をす るの 忍耐力 にがては 他 じ 及ぶ 巧 

なし どい ふべき て ある、 ぶ . 。 - C - 正吁 

の點 じを つどは 聊か 疑は しい、 隨か 

魄 物を おへる、 歐州 社を じがて U 本 

'産物と して 販資 されて 居る 物 のぞ 


人命を 毀傷す る じ 止ま b 何 巧 益す I 

ii 追— 物 ミる (達 題 描ぐ ' 


參戳爭 時報 

▲白國 ホ 面白 瞬 方面の 戰况 は枯も 

變ら ぬ！ 進 一 退で 戰 報を 見る 度を じ 

雜 じなる 何 どか 决勝 的の 戰が あら 相 一 

な ものと 思 ふて ゐる 巧へ 十一 日の 獨 

を報は獨軍か デ キ ィ シ I モ ド をお領 

し エブ レス カ 面 C 勝利を 得て 機 欄 施 

义巧 捕虜 二 千 五が をを 得 じく あ 
I 併し 之 どても 獨軍 のま 力を 傑け て 梧 

る 海岸 も領の 目的 か途 せられね ごい 

ふ譯 もても ない 

A ポ ー ランド 方面て は 露 掌は 巡 H 

の 大勝 後獨巧 軍を 追擊 して 闕境外 じ 

驅逐し 獨領ポ 國め郁 會ボ！ ゼン、 
—ンの 兩巧並 じ 猿 國の要 都 ダラ ヵウ 
向つ r- 進が し、 .- 柬プ 。シヤ に 侵 

入す るな ど 益ク綾 勢て ある 
A 獨 艦五ム デン 擊 化さる 南洋 巧麼 

てサ 五艘の 商船を 打 化め、 ピ！ ナン 
播じ 際は どい 雜れ 業を やつて 露佛ず 
艦を 縣 化し、 お 上め 魔王 どして 化が 

を 驚かした 五ム デン 號は去 十 H 豫が 

戦艦 シドー 11 號の爲 じ即度 律て 發駐 

され 戰じ をけ て淺激 じ乘ら 上け た懦 

焼失した 、神 時」 獨 艦ヶユ ネスべ 於 
號ら 獨領東 ァフご 力の 港 じ 鎖を み 

れらて 化 舞つ た 

.▲ 獨 採の 處刑獨 逸 取 事 探偵 n ; ゲ 
は 米國人 ど爲稱 して 偷 歎じ 滞が 
しお 國 のが 密 をが つて おたか 巡 H を 

官遙の 爲じ發 見せられ 十：！！ お 名な *; P 
倫敦 トウて 處 刑せられ た、 偷敦 トウ 
は歷を 上がを の 人物 か 新 首せられ ね 
所て 。 ！ディ！の前じ斷頸臺上の繁 
どが へた わは スチ ユヮ！ 卜 朝め 爲 
謀叛を 起した チヤコ ビット 黨の 。べ 
鄉て 時は モ 十み 年で るる 

▲お 碰艦父 もや 轟が 英水常 砲艦 ナ 

ィジ ヤ號は 去 十 一 U 早朝 卜！ バ— •お 

i 峽 み 化 方 ディ—' 八 潘じ礎 沿中獨 潜航 

艇 の製擊 をを けて 沈を した 乘紐 貴は 
I 傷者 四 名を 徐く外 何れも 無事 
♦吾 水雷艇 化沒 海軍 あを 報じ 依れ 
ば 吾 水 當艇巧 二 號は本 H 靑嗔潑 掃 お 
化 業 中 敷設 水霄 じか！ らて沈 沒し死 
巧 六 名、 S をけ お銜 不明 どなれら 
a 靑嗚総 驚 及 二 千 S だを の 捕虜は 
十二 日 H 本へ 向け 讓送 せらる {堂な 
ら ( 十 . 一 曰 東，； が發叟 
• 靑 鳴總が W 開域談 ヮ ^ ー プック 總 - 

瞥は語 b て 口く、 朗城じ 化つ 事 四 お 
H 前、 無線電信 所破攘 され 化 巧 どの 
適 信す 巧 能 どなら、 ホて 致む る 敵す 
め ビス マー ク跑盛 占領に よりて 靑曠： 

の 速 命は かせられ たな、 巧 < て なお 
か' 雨め 如き 敵 避に 抵抗す るは 巧ら 


鞭， 巧 is# 察時閒 I 

U M 自牛 が . ルが お 司.^ 二 時 
S 自ザ巧 六脾 を 間八 時 
じ 曲 2 曲 H 照：：： ： 7 前約 ノ忠を 二 曝 

け こ廟 見® 臺 
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命 


'靑島 陷落ど 

目 支 米關係 

獨 逸の 輪 巧 じがけ る 唯一が 據 地たり 

じ 靑鸣は 六十 巧滕 U の攻閒 をを けて 

去と U 遂に 我 取の 手中に 歸 せら、 我 

國‘ ム は 之 じよ- > て 二十 年 巧の 錢愤を 

j 略ら し、 我 載ち なおぶ び 大陸 發展の 

ぷ 敵を 陆 巧の 化よ 6 弧逐 し， 得た る の 

みならず、 歐州 大戰め 後列 强の 瘡據 

; 氷 だ 縮へ ざる じ乘 じて 支 邪 大陸 じ 吾 

'手脑 を 試むべき 機 辯を 把 担し 巧た 

I もの じして をが 闕の 前途は 國 民め 能 

I 度 如 巧に よ b ス 、極めて 巧 望。 ら 

I 言は ざるべ から 争、 然れ .ど ら現化 ま 

那 政が 及 人 ほの 巧圈じ おする 態度 ど 

一 H 义义 |二 鹽の挪 がごは 化 際 吞國爲 が 

家の ぷ<考 應を雙 ずべき 閒题 たらず 

マ ば 非ず、' - - 

I 前年 第二 革 かおる や 首鼠兩 端を 持せ 

:る我 政府の 態 あはが く 濃 お 孤のを む 

が ど。 b 、 萃命摧 巧 後、' 攝义 、お 興 

1 资巧 國じ报 じし ホる じぷん てを の搔 

也は を々 なをを をし、 H 獨揽戰 'じち^ 

クて巧 郝政 がめ 拱な 熟は をに 一履敏 I 

一 藤なる じ まれ b 、 之 じ 巧し 獨逸 にを I 

|_ 命當 巧よ らして 袁化 測の み 方 どなら 

0 てを 命 黨の銳 腿 じ 助力す る 巧 るら 

でか おじ 政治 上、 經經上 幾を の剌便 

を 得て 年 ど おじ 其 勢力を 义那 大陸に 

一： か植 する じ まれり、 え國 VJ 支那 どの 

! はが 支那 义陸 じが 據 地を 巧せ ざ 

る點じ 於て 獨遊ど 较や揖 な も 所 あ 

VJ 雖 ホ 略を お據 どして ま那じ 商業 上 

の 特權を 得、 お 餘る國 をを 割いて ま 

那 じがけ る 無盡藏 めな 源を 開發 しを 

じ 四 値の 民衆を 將 巧の 頼が どして 自 

暴 製品の 販路を 路張 せんごす る 野 也 

じ 至つ ては 何等 獨 逸ぶ 異なる 所 ある 

なし、 滿鱗 中立 論提哨 され、 化淸與 

變 傾を の還附 とな ホ 人 顧 閒の儒 j 

鸡、 な乂ま那巧學生の優遇-こ；：>ら、 

左 なきだ じ樂大 あおの 織 効なる で那 

人を し \」 一巧 ホ菌じ 親む のをを 生せ 

てめ た 6、 加么 U 獨開戰 ごなる や 米 

國朗 巧の 膠州濟 遥附問 题じ對 する 神^ 

經は殊 が じ巡敏 ごなら、 米 國か府 は 

日本 じあら て 言質を 徵し 、輿論は】 




KATA な 巧良 王 お HOS. 
224 IL が th St. 
New York 
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日本 及ち 那巧 隔週 火曜 
日 午前 十 時シャ トグ大 
化 强道域 橋 ょら 左の 通 
ら出 机す 

靜岡义 十一 巧 十と 日 
舟化义 十二 巧 一日 
を遵化 十二 巧 十五 日 
が 渡 化 十二 巧 か 化 日 
おお 化 一巧 十二 日 
阿化义 一月 甘ち 日 

▲化し ニユ 1.3 1 クは 
姥 0 辭 ょら お 日 訴じ 
御 出を 有 么度候 
▲運賃 

シャト グ横潑 神 戸間 
一等 旨 十 巧 
二等と 十五 巧 
一二 等 巧 十一 一亮 五十 仙 

シャト グ巧司 間 
一等 百 十五 巧 
二等 八十 巧 
ご 一等 四十 一二 巧 五十 仙 

録船蓄 ft 

ンャト グお谣 巧 
巧符 なみ 新 育 新 お 社 


■手拭、 手拭 地、 ブ ー プ 八掛 等 

製造 直 諭 入 元 - み 

.日本 パけ •パ 商 意 _ 
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基督 敎 修道を 

を 宿 (舍 西巧サ ーニ 了 目 百 〇 二番} 
H 曜日 集會 午を 八 時 敎會內 じて 
聖書 研究を 日曜 午后 一二 時 (修道を) 
祈 禱 會.；^木曜午后八時(舘にて) 
讀曹會 第二 第 四 金曜 午后 八 時 
A 英語 举巧巧 火水 金 午後 八 時 ょら 

散 師大娜 篤 
電話 八 一九 ー ニモ ー ユング サィド 


新 荷 到着 


今回い ろ^^ 參し きお 種々 到着 
仕 候 間 多少に 不拘御 巧 仰 付けら 
れ度偏 じ 奉 希 上候尙 なぶ 商品 目 
錄御 一報 ホ 第 御 送呈 巧 化 候 
な 育 巧 東 五十 化 T 目な 十、 百 十二を 

日 $輸〔ん 输献社 か 旧商會 


を 話 プラザ ー ホと 八 
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ホ 幹 山 旧 鈍 牛 

S 難 ドン チキ 

ホ 凰 唯一、 元祖、 を 看板の 巧 字 
滑稽 雜 誌なら、 讀み 度き かは 
拾 化 出して 腹の 皮を 破れ 
シ ャ トグ 、ド ン チキー 化を 巧 

▲お 巧 十 g 發巧 一が 掀他 
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參靑 島陷落 詳報 

(と H 、 八 a 巧を をを) 
▲白旗を 蜗ぐ六 面 巧叟山 田々 おの 

率 ひし 吾 ホを 巧 巧は 第 一 巧鎖戰 中の 

中央が 卖 をお領 し捕游 二ち 名， 得た 

る ダ 愛と 目 九 時 二十を 敵は 靑鸣測 候 

| j 所の 崖 上 じ 白旗を 揭げて 降伏の 盧 を； 

おせな >が< て總特 マィャ ー、 
ゲック 巧の 遺は せる 巧 化は 休戰 巧を 

揭けつ{、 日英を剧軍を訪ひ少時間 

會 巧を 重ねた るを モグト ヶ袍を 兵を 

じ 於て 開 巧の 手 おを 了 せら 守備 軍が 

が < 急速 じ 降 化する じ 至らし はきな 

陸を 鹽ぞの 頗る 意外 ごせし 所な- 

A を ボ殆ん ど 壌 滅靑爲 よらの 私報 

じ 化れば 濁 軍は 開城 じえん 砲 盛は 固 

よら 化ての 残留 品を 破 媛し を巿 はお 

資 上を 滅 ごい ふも不 巧な しどが 關城 

が 泌巧じ 入 4 たる 吾 水 凿艇隊 は 港 巧 

の 船舶が 悉<擊 化し あな だる ミを 發 

をせ を お 

壬 を 後な 裝の吾 死傷を 香み 阐带の 

1 縣 校は 巧れ'^ 守備 軍の 巧 巧なる 態 巧 

I を 稱揚せ 6、 陸带 省を 報に 波れば 是 

i 後攻 裝じ 於て 吾 ザは 死者 S 十六 夕傷 

者 八十 二 名を おせら 义化戰 ひじ 於て 

を 巧なる 戰巧 あら 巧 軍の 麻 巧 二 名を； 

傷 せら ど 

一 A ' 捕虜 八 千る 靑島陷 落 ご 共 じ靑带 

访捕游 どな リし獨 軍は 六 千を ま 八で 

を じ'' てが もに 吾 國へ向 パ 譲 送 さる 

べき 绪なゎ 

玉 吾 取め 得た る 紹驗岡 陸相は 語 6 

k 」 口く 今 巧の 靑鸣攻 梨 二觸し 吾を 蹄 

艰 の 得た る 烧驗は 祭 一 じ今间 始めて 

i 使用せ るみが ち 他の ザ 恐 破壊力、 懲 

|二は偵おが巧隊のが劾。る^じして 

暮 口が は么 じより 敵ず の 防 頸 方法を 寐 

i さじ 觀络 熟知す る； を 得. たら ど 

瓜 巧 島は 熙册 大戰終 r をが 留餘木 

お银 次官め 談じ 依れげ 酉 励は 歐州大 

i 戰の終 r ずるを 膠州截 をが 留 し、 然 

る 後ち 那 政府 どが をを 開始すべし と 

參俊詔 H 英胸 軍に 下 

るを 國 民の 祝賀 

▲兩 常へ 錢詔吾 巧 陛下 じは 今 巧 吾 

|軍 ど ぶ じ 靑島攻齒 じ 參加 し 勇巧 ；；♦ る 

1 巧 勘を 0 て 遂にが 目のを 巧て 查 ふせ 

I る英國 陸海 艰じ對 し 優 説を 下し 給 ひ 

一が 巧 お 陸軍 縣卒が 克<巧 職 巧を ザむ 

I 殊 巧を 奏せる； を黨納 する 旨 饰時じ 

I 度 渥* る 詔甚を 下し 給 へら 

I ▲開 域 談巧お f 日獨巧 軍の 開域談 

I 巧を 貸は 七日 午後 降が 條 かじ 願す る 

I 第一 回の 商議を 終わた るが 獨化 はを 


〜吾 要求 償 件を 癖れ たら •尙 明朝の 

第一 一回のを 見を 遂げた る 後 十 H 奪 堪 賢の 徽毁 はを j じ 豆つ て 巧 

ぷ 他め 引渡を 了，. 當な b 、 最後 攻攀 

1 巧 死傷 おは お 校 十四 名 負傷し、 兵卒 

の 死傷 四な 廿ホ名 じして 捕 廣二千 一一 
てむ 名なら 

を 固 民の 戰勝祝 貧 靑鴨階 落の 報 

まる や 中央 地方を 問は ずを 國 民は 
巧提な 巧别其 他の 催 ほしを なして 滿 

膛の祝 患を おし 中 じ も 東を 巧 民は 隊 

列を がらて 外務省 海陸 電兩省 聯合を 

國 大使館を 訪 ひで々 歳を 歡 呼せ な、 

國 氏が 曰 英呵盟 を磯迎 ずるめ 情 ばを 

軍の 靑島 攻擊參 加を 嘉稱 する J じょ 

て 表明され たら 

日 おおず の 祝 賓巧換 H 英 海軍は 

をな じ靑嵩 陷 落の 祝電を を換 せる が 

東京 市を 阪 みち 爵は市 段を 化 表し、 

巧 皇帝 ジョ！ ジ 陛下に 向つ て 祝贺並 

威 謝の 電報を 發せ 6 
A 無條 化を 化總督 自殺 說膨 脚灣な 

る 化ての 磁 船は 破 壞 せられ 航海は 布 

度 水雷の ため 甚だ 危 隙なら、 降化條 

かは 無 條件開 巧な も ご 解 巧せられ 居 


れら、 

て 逃を せる もの あるが 膠 州 灣總替 マ 

术 グック 巧は 開城 談判を を 巧せ らィ 

おせらる； じ不拘 、潔く 自盡 せら 片 
-權 へらる 

• 報復 y 誓 ふ 

(八 目 伯林 電報) 

I 巧な 陷 落の 報 新聞紙 上 じょら て傳へ 

る； や獨國 民は 戰巧じ 熱 化せる 最 

- じがて 闊 衆の 爲じ巧 未 路を悲 み 

I 智利沖 海戰の 勝利を 祝す るた、 め 伯 

なが か 口 每じ祸 げられ たる 國 旗は 忽 

じして 化 卸され、 目に 餘 まる U 本 軍 

みを 擊じ應 じて 勇が じ戰 へる 靑 島守 

I 備 あの 最後 じ词 精ず るを は 一般 じ壤 

_慘 なる ホ嚴を 現は せ b 、 おが 通な 

ベべ 卜 n ィ 伯は 靑 島が 曾てを 雜 みを 

のを 裝 として 豫 期せ さ b し 事、 H お 

I 軍は 化 地勢' と 便を め 地位を 利用して 

お 目的を 達せる のみと 語ら、 化ての 

諸 新聞紙は 筆を 揃へ て靑島 守備 軍が 

戰 敗を 期して 勇を じ 祖國の 難 じあき 

たる 事を 稱 機せ るか 化が-新 間 紙の 

I 靑 をを 陪じ對 する 社說は 左の 如し 

獨逸國 はは ホ 乂じお 円 島 守備 軍の 勇 

敢 なるお 爲を总 巧せ ざるべく 义臂 

.しみ W S ' 陛 行と 彼等を 煽動 使曠せ 

る 英國を 息れ ざるべし、 吾人は 現 

化 じがて H 本 ど 化 勘定を 相殺し 錐 

きを 知る 思 ふじ 日本は 數 らく 其 耀 I 

巧せ る 掠奪 品に 飽 くな ベるべし 而 

かも 記 臆せよ 數 年後 じ 於て 吾人の 


備举成4|響|壁| 


き MJ を' 思 ひ 知れ 目 
げん 

•曰 結ん の 
意决 固し 

首相 大殴 伯は 本日は なぶ 會の 重立 も 

たる 廉 員を 官邸 じ 招 おしてな がの な 

撰ぶ 他 じ 就き 說 明す る處ゐ らしが 先 

きじ ホ電 じて 傳 へられた る吾欧 巧は 

I ホ圃 政府 じ對 しお 洋じ がける 巧黯除 

の 巧 動じ 付き 或 補の 證 言を 輿へ ゥィ 
火 大統領は 么じ 満足を 表せら どい 
るを 否認し 吾欧府 はを ま 非を まを 巧 

はず 南洋の 諸島を 占領せ る じ 就き 巧 

等米國 政が ど 巧 渉せ や 化つ て證 言を 

あへ たる 事な し 日米協 約は 太 ホを の 
薄 狀を錢 巧 せん VJ する 撰を じは 日米 
I 両國 間協講 すべきを が 約せ るを なて 
戰巧 終結の 曉じ 於て は 或は 南洋に 醜 
I する 渐交涉 は 開始 さるべき も 今 U は 


ぶ ザ 備を私 ジャンク じ 乗じ まだ 化 ハ 時機に 達せず ごい ひ 加 藤 外相 

_ 起て 首相の 言 じ裏嘗 きして 曰く： a 本 

軍の 占領せ る 南洋諸島 あび 膠贿灣 

の處 かじ 就きて を 麻 じ 固き 决 & あら 
無論 其 節 じは 補々 なる 抗議 驗 害ら 起 

ミし ど雖も 曰炒ん は飽； 

く 遙其巧 一念を 貸 i 

く 何 國を懼 れやご 述べたら (四 口) 

參二師 圓增. 

設 案計畫 


陳務塞 C 於て 隆 SQ ホ？ し 第す. る 所 _」據 れば磁 8 延長 ニキ 


-期增 姉 案は S 年 計畫な b しもを 護 

の 結 おを 成 期限の 延長、 が 度 調辨曹 

の 節 滅經常 隻年割 額の 按排 等の 査を 

ぃレ がて 若概藏 相の か 政を 見を 餘 重し 

て 結な 陸觉當 おの 成案た る 六を 針晝 

モニ巧 五十 萬圓 案じ 词寇し 十一 二日な 

後の 豫算賴 幾 じがて 大約 左の 如く 可 

ホ せらる ぺし 

心 お】 期、 渡 張計畫 どして 大正 四 年度 

ょら 二個師 潮の 增設た 着手し 大正 

四 年度；^ 至る 六ヶ 年間 じ 之を 完成 

す 化し 重を は當 みの 中 之を 朝鮮 

じ展 かや 

、初 度 調辨隻 は總針 二 千 五な 巧圓 I 

を 要す も 左の 理由 じょら 節減の 結 

あ 前記 千 二な 五十 萬圓 じて 事足る 

見这 みな わ卽 もを を 費は 一個 師闡 

々現が せる を 0 て是を 除き 殘らの 

一個 師幽 みは バラック 代用 じよ b 



しを 器 费は戰 時の 舊ま 兵器の 流用 
じよら 化 八な 二十 二 萬を 節減し 得 
ぺき 勘を ならしが 其の後 兵器 賣却 
収入 額增 加の ため 化を 一千 巧圓を . . 

流用し 得る 事 どなれら 被 瑕 豐は委 I 高 嵩を を 翁 第二 世 小 玉 呑 象 先生 當み 


任經巧 じを く 不用 彼販 流用 じよち 

化を 二 旨 お 十九 万圆を 節滅し 得べ 
き 計算の 巧 先年 整理の 結 策 是又化 

を 一二な 八十 方圆を 流用し 巧る 事 ど 

なれ 

巧 上は 增師じ 要すん 蹈時費 じして 骚 

常 費 ごして はは 二 個 姉 劇み 一個 年と 

旨 四十 萬圓を 要する もを 巧 制度 慶止 

じよ b 二百 六十 巧圓を 節滅し 得べき 

をな て 完成の 曉每年 巧 じ 園 庫の 負擔 

に歸 すべきを 額は 四な 八十 萬圓 なる 
削 度の 寢止じ 伴 ひ 漸を逐 ふて 
{を 成を 期す る そ 針なる がな じ 初年を 

於け る制當 額は と 十-ー ハ萬國 じして 
I ホれ よゎ 逐み遞 加し みヶ 年の 後 じ ま 
初めてな 上のを 額を 要する 次窠な 
•占領せ る 山 東鐵道 
帝 固 軍隊は 山 東 鐵道會 社巧屬 のが 子 
I が坑を 始めを 嶺鎭鐵 出を 押な したら 
か 子 炭坑は 從前 四十 馀万嚼 わ 石 炎を 
棄 おした るら 最近 遠 かじが 質 不良 VJ 
I なわ 數年 內じ廢 坑に歸 すべき ものな 
る じよ* 獨逸 A ばと じ 對し甚 しき 破 
1 媛を 試み ざ b しらを 山 炭坑は 漸次を 


廣吿 

I ■小ぶ 

圓 "お 生 易 S 


の 中日 本 俱樂部 じがて. 一般の 需 めじ 
I 應 じみ 占 せらる i じ 付を じ 御 おか 申 

上 候 

新 弁 領一郞 

沼 か」- ■が 井 保 固 
紹 々入 一宮 鉛太郎 

瀬を 孝乏助 


參新關 業 御 料理 

一巧 十一月 一 0 ょら 左記の 所 じて 新に 

日本 御 料理 開業 化 候 巧 幾重に も 御 引 

なの 稽奉希 上 候 

置 十九 了 目の 地下 鐵 道から ホン ノひ 
ど 足の 處じ 候へ ば 何れょ 6 御 越の ホ 
じ も 御 便利の 處じ候 

花 巧 

金 瀑萬言 
沒 W ま t な 0 を Sr N. Y. I 
Trel. 00111 3 buw 公 925 


貸間を り 

淸潔 じして 閑靜 なる 巧 間 一二 室 あ 
6 殊に 巧 本人 じ 貸した し 
室 代 一遇 間 一二 弗 よら 一一 一巧 立 十 他 


グ半 厚さ 十荒メ I 卜^ じ 建し 縛 
五十八 パ ー セントを ちし 每日 千嚷を 
1 採掘す る も 歎 百年 じ 音な 能く 其 需要 
じ 慮 じ 得べき じょ ゎ山柬 鐵道會 社は 
最も 望 へ を么じ 囑し大 化掛 じて 之を 

が 掘し 製激 巧を 洽 口に 起さん VJ をて 

昨年 六月 一千で マ I ク の增資 をな し 

ぶ 年 十 巧 ょら 着手の 豫定 じて を嶺鎭 

ご鐵山 どの 間じ鐵 道を 設け 試掘 じを 

i 事す るな で 大じ盡 力せ るが 巧 帝國眾 

I 除の 爲巧 化せられ たる ものごい ふ 

♦不 巧なる 宣敎師 山 東 堪萊陽 ホ お 

じ 巧る 米 獨兩國 宣敎師 等は 间 地方 ま 

邪 人間に 日本中 傷 說を流 巧し つ： あ 

現じ 間 地 ホが 不穏の 傾向を 示せる 

は 覚敎師 等の 化曠じ もる ものの 如 < 

因 じ 山 東 省の 獨 逸な 敎 帥は ま 邪の 他 

省 じ 比して 夕教 なる が 彼等は 本國よ 

のま 給絕 .口 目下 ホ國 宣教師の 保護 

をを けつ； あら 
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曲. 

W ま t 


k .. こ les を 日 
一. 奠 th 化 r N . Y . 


を 室に ランニング ゥォ 1 夕 

額を お 加し 昨今 每年旧 十 馀万嚷 をを 1( が お) る 

おし 將巧益 有望なる ょゎ 獨進 人は 或 

は 坑內じ 水を 滴し 或は 採掘 機械を 滅 

巧す る 等ち ゆる 惡ラッ 手段を 試み 帝 

國 軍隊が 之を 巧 化せる 際 じは 殆で廢 

坑じ るら ホ VJ 危 まれた わを 嶺鎭錢 山 

はを 山の 東 教哩术 をし 專 '問を のが 陈 


乂新藝 着. 

京都 高鳴 屋製 

@ 縫 泊 入 あ 物 類 
参 女 持手提 装- 
善スヵ I フ類 

® .木綿を 物 類. 
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お 育 東 十と T 目 化 一番 
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が 山 雷 著 
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〇 デ ー サ .ス 〔キリスト〕 傳 
定僧 金11 弗 五十 仙 
豫約 申込 期限 十一月 一二. 十 H 迄 
豫約代 懼を二 巧. 前を 挪 込の 事 
十二月 十五 日發巧 

I 始めて 日本人の ホに 成れる 英文 デ！ 

サス傳 じて {々前の 大 著述なら 

紐 育 東 五十と T 目 四 六 五 

を 行 所 化 界宗を 評論 社 
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〇獅御 料理 

並 日本食 料 晶販賣 

今般 小を 共 左記の おじが て 御 巧理が 

H 本を 巧 晶贩賣 巧 閉業 仕 候 間 何卒 御 
愛顧 御 引 立の 耗奉希 上 候 

巧を 巧 モット 巧 第 六を 舘 

万屋 觀 

□球臺 ぁり 

ご 5 錫斷 

夕年 支那 じて お 相 及 易 學を研 宛 
し 其 神を 究めた る 斯道の 大家を' 
々庵 ま 人 化 龍 先生 欧米を 經て歸 
國 の途當 巧じ滯 巧し 廣< 占签の 
.事 じ 倦 ふ (見が 礎 意) 

西 五十八 T 目 一二な 四十 番 
都 旅舘內 


阿 旧 寫賓館 

一望 \V. 1 妥 Hh 泌 t. 

N. Y. Qty 
1,色_ Riverside づ 218 


のがを はざる ど 爲替も 人 じよら 尙取 

組 不能の もの も あらてを だ 常態 じは 
^ 鞭ざる も 兎 じ 巧中絕 せし ま那 よらの 
を 文 か 昨今 じ 至 b 俄 じ入么 巧な つ！ 
あるは 稍當 紫を のな を强 うサら 


峰輔間 一 


尤も 禁酒法 か實 施せら る \ な 千 九な 

十六 年) 月 一 a な 後なる べし ど 巧 岡 
州 じて はを 設柱巧 法 通過し 無料 じて 
履 人を 週旋 する 事 どなら たれば 脚胞 
お 庵 業者は 療 業の 止むな きじ 至る ベ 
しど 

日 會决證 事項 化 曰の 巧を 參 議員 I 

會 じて ホ證」 たる 事項は 幕 詔な 準備 
の 外 日本 銀れ よらの 海附を 一千 弗を 
定巧預 どず る 事、 白國救 濟雙冀 集、 

故 胸 旧 正 治 巧遣奠 ホな 巧 じて 黨媛建 
立の 件、 共濟 部を 員の 適 當ど認 むる 
煤を じ 限 も會員 難病 じ懼 6 たる 時相 
當 なる 二を の 保證人 ぁら ば 一時 共濟 
を 資金を 貸 興す る 事 等な b しど 尙茶 
話 會後待 委員 婦人 諸 巧の 外を 議員 一 
が お 化に 當る事 ごせ b 
實業硏 究曾间 會第八 巧は 本日 午 
後 八 時よ b 紐脊 日本人 基敎會 じて 開 
倦す ベ <當 巧は 靜岡當 ± 巧 會ま配 人 
潑崎腕 作 氏の 滿說 ぁる 尝 
移 ほ協會 第一 回報 吿大殿 伯を 會 
を ごし 板 垣 化 巧 他 知を の 壬 じよら 組 

織せ れ なる 移は 協會 よりの 報吿に 
してみ 社へ も 一部を 送付し 巧れ ら 
♦巧澤 尾を 配 人 高山 喜' 一巧は 來サ 
H 頃 當地發 化洋化 じて 歸 朝の 尝 
U 本人 會の 白國義 を符を 高峰 博 

± のをを なて 巧 留岡胞 間 じ 的 章を 送 

れら此 擧旨 すか 如た 人道 薛愛謹 譜確講 ある 仕事 塞 諸君 

の義 を？ いを 黨じ字 質な 得 お賣 


郵便 發着表 

ユユ I 1* 1 ク 本局 締切 午後 六 巧 ザ 
船を 經由地 發送 H 
靜 岡化シ ヤトグ 十一月 十と 日 
カタ ナ化 を 十一 巧 廿四日 
コンヤ 桑 渚 十一 巧 十と B 
地洋化 〇 な 十一 巧廿 六日 

•日本 よら 到着 円 
十一月の 八、 化、 廿 五日 


參 同胞に 最 


金もうけ II と 乂弗 


れば 篤志 滚 はを 峭 体、 を 旅 箱、 新聞- 

胜じ 向け 應 かの 诲 をを 申 达 まれょ 

•漢谁 鐵磯巧 顧問 技師 エ學魄 出大島 

遊 太 郞氏反 词エ學 ±滕 旧經定 巧は 

1 渡歐 のを 次 目下 當地滯 化 ホ テ 八マグ 

セユ ー じ 宿 治 

ァン r ヮ ー プな化 領事を 田 誠 一郎 

I 氏は 目下 〇 シドン じ 避難 中なる か 近 

々紐 脊を經 て歸锁 すべ—- 

參 陶磁器が 稍 巧が がを 來不 おを 續 

け おれる 陶碟器 もを を 額の 著しく 減 1 

少した る結柴 商品 漸く 拂底 せんどし 

とじ 反し 內 化は 豐 化め ため 爲氣の 見 

おりを 期して 仕 入を も相應 じあ b 巧 

地 向は おじょり 五み 乃至 一 御高を 吿 

けたら、 ホ國 がは 時 お 發をご 共 じ 取 

がされた る 注文 も、 昨今 じ 至 b 颖々 

ホ b しおを 屋 方面 も、 磁器 業 おは 

頻 ゎに 職 H のを 集に 奔走し、 手 おひ 

を b じ甚 しかもし ホけ が 反動的 夕化 

殊じ目 立 も クリプ マス 當 ての 品の み 

ならす 新春 向の 注' 义も入 注み 斯界は 

近年 じ 無き 活 魂を 現は しつ； るら ど 

义ま那 巧 向の かきは 約 ーク年 も输出 

中絕 せした め 需耍地 じは 品 沸な しお 

I 引渐く 巧な しな 文 緒々 ホた る も お 段 


の餘暇 じは 巧 部を、 旅 巧を なし 乍ら 

渝 かじして 高 巧な 尙 年中つ 'V け 得る 

I 今や 最も 易'- 巧 事が 適の が 今始 むる 

は 後 H 向上 發展の 基、 機を 見る じ敏 I 

活 なる 諸兄ょ、 秋冷！ 巧惰氣 を破樂 

しを て瘡 へ、 險側遲 をの 時 じあらず 

1 H の 遲延は 千秋め 悔を 幾さん のみ 
一切は 御 一報 次第 明細 じ ホ 法を 御 通 

知 申す ' 

御 間を せは 下名 じ をら たし 


黃 夏 A 马 基. 

巧 0X 816 oieveland, Ohio 


每日 午後 十 時 十五み チカ ゴ ょら' 

發舉 す、 逾 中乘檢 なし 

チカ ゴな 東は が 鐵逆じ 連絡す 

啊 如 をが は 化て 最 

新 ホ じして を 

麗 線路は 風な じ 

だめる 地々 を 

經 山し U ホ 間 

旅 巧 道筋 どし 

尤も 渝 かなる 

線路な b 

N 受 V こ 芝 Broadway- N.Y.Cit)， 

YOfl 巧 一' 己 こぎ 島 So ご 化 clus.e 77 转 

OFFic 巧 S. Itounsbery O.A.P.D. 



臟革箱 製造 

當赫嫂 盤め フて ンシ I ケ I スは目 

本 雜貨姐 巧び 玉屋 等 じ 歇< ベから ざ 
る 必要 晶 なら 



御】 報み 第 カタ （ダ 御 郵送 可化磅 


。•〇 、户巧 OAV *6 CO. 

窠づ 、ミぶ n 資 • ，ツ ’ew York sty 
Trei- 5552 Bar 己ち 


i Oil 曰： s ん圃 

クリスマス、 新年、 婚禮 、葬式 
用化频 、並 じ 植木 箱庭、 箱庭 用 
恤 木が 卸ホ贺 

おお 今回 お 化 じ ホ 記の 處 じがて 開業 

致お閒 多少 じ不巧 御用 被 仰が 巧を ホ 
上 候 

佐 藤 鈴 木 H ネ闕 

を お 人 西を 一一 一巧 

紐を 巧 第五 巧 二な 五十 化番 

25 9 Fifth Ave こ ze\v York 




•巧 內 じて 

をる ザぶ 譲渡した 
少しも 危險 なく 精確の 利益を 得 
られ 妻帶者 じは 最巧 適の 計營事 
業なら 

希望者は 至急 本社へ 御 申込 あれ 


•恶漢 中 里滋雄 

彼の 詐欺 手段 じ 引か！ るな 
渡泌お 信 '' ろ關係 

神げ じ^ タラキ さへ すれば 人間 ホの 

を 巧 もま々 ど 出 來る亞 米 利 加 じ 巧て 

をれ 附 いた 天 品 かは 知らね でさら ど 

は 又す， む符千 方の 橫看者 山形 縣巧夕 

川 那鹤岡 町 あ 間を をエ 間の 悴中 お滋' 

雄 ごい ふ 盧漢は 今 よら 約 兰年ぞ 前 b 

町 ぉ i グラゥンド 附近の 下宿 雇の 

胳 方を 引を け 肉屋 及グ曰 1 チ'—. を 借， 

れ るホ满 b. て蹈み 例し、 忽ち 五十 也 

街に々 る 某 洋服 巧の ユ ゼン トじ 化け 

た 上、 词 巧に々 からね を 惑を かけじ 

: るの みか、 某 家具 會社 よら 月 賊拂み 

が定 じて ぶみ を 買 入れ 一二 遇 間ら 經 

たぬ 間 じあぶ 具を 資彿 ひて 遂轉 し會 

i 化は 採 僧を 麗 入れて 彼の 巧 化を 搜索 

てた b しを ある 码の横 清を じて 當地 

I 逐 轉後词 人の 行 勘 じせて はが どして 

i 聞く 所な かなしが 遇 H 本社 貸 二 名窮！ 

ろ 巧 ど 十四 了 高が 鐵滋停 ザ 巧 じて 中 

1 おお 雄が ッィ ーヶ月 前を！ 二十 化 街 料 

I を、 钥 H の 給 化 女 どして パラ キ睹た 

一る 管 巧の ぶ (父の 名；、 サォ) ど词 行し 

をる 所を 突 留め 當 時が 人の お 舞 ひた 

; る 怪しの 巧 動 腐に を^ぬ 巧 あるよ b 

段々 調査の ホを 進めた る じ 彼い 中 お 

I は旣巧 じがて 天 A お」 巧れ ざる 大罪 

慕の 限らを' ィ タラキた る惡淺 U る ザ 

1 を 確め 巧たら 

左 妻女 じ 照 業を さす 昨年 二月 か靖 

I シゲ ゴ なる 牧師 哄か師 氏の 監特 せる 

化 お 辟 じ 電話 救を 3 て 助を 挺 願し ホ 

おる！？ 胞 が 人 あ 6 しじ ぞ峭津 巧 並 じ 

一夫 人は お急ぎ 現 巧じ驅 かけた る じ 右 

が 人は なる も 締まし きお 柴に從 率し 

が b 巧み 二人の， 化は ホ お 人の 家 じ 


♦ 


預け 霞き て自み 手に 巧々 相 當の化 送 1 

b を爲 しつ、 ぁる i を發 見せら、 依 
つて 鳴が 氏 夫妻は 不取敢 を 婦人を 猎 

城ょ b 救 おす ど 共 じ 子供 等の 預け ぁ 
る 黒人の 家に まら 見れば 貧乏 墨 人が 
滿 足に 預ら 巧の 化 詔を する 篱 なく 頑 
是 なき 小 供 等は 營養 不足の 爲め 鶴の 
如 < じ おせ 細らつ、 姑の 如き 父の 必 
悲惨なる 咏の 境遇を 知る ももな く 近- 

所の 黑人小 化 等 ご 遊び 戯れ 短る 巧樣： 

じ、 訪ね 巧き し 鳴津巧 夫妻 も 不思词 
愤の淚 を 催せし ど ど (ホ だゐ る】 


•髙曠 を 象 翁 逝く 巧 翁は 過般 巧 持： 

摘の 必臟病 愈々 嵩 じ 去 巧 十 あ 日を <; 

危篤 じ 磨 ゎたるが が 藤 博 邦を 夫妻 山 
化 近衛 師瞄 を 其 他 數十夕 め 親戚 高弟 
等の 手 篤き 看護を 受けし も 遂に 其 巧 

な < 岡 日 午後 逝けら ど、 巧は 天 供！ 二 
年 江戸 云 十 問 堀の が 木屋じ 生れ 萬延 
元年を 貸密賣 め禁を 化して 獄禪の 人 

どなりし が 後年を 卜が 象の 薄 名を 擅 

じせし は 化獄裡 じあら て 易 經を研 兜 

せし 結 おなら ご 享年 八十 四 

•日本人 會 茶話を ホを 

神を 參諮 員諾 氏は ま 十日が 武 巿岡砰 
自由 尊に めて 近々 催 ほさるべき 词會 

準髓じ 願し 熟講 する 所 あ b しか 時 円 

躁巧 ブ〇グ クムは 大略 左の 如く じて 

前號 紙上に も 帮增し 超き むる 通ら 今！ 

度のを おを じて は 特じ婦 A を 歡迎す 

るの みなら 乎、. 外國 人妻 女 又は 輔ら 

巧の 树胞 の爲 ダンシングを 重なる 餘 

舆 ごし、 時間の 如き も 午後 八 時 ょら 

翌朝 S 時を ごし じれが し當 H の 茶話 會 

がが 巧巧留 なじまつ てな 巧の 磕會な 

るべき は 疑な く且ホ J 八は 五 巧 人を I 

巧を、 じ 足る ホめ 腐大 なる もの なれ 

ばを 員 諸 巧は 滞つ て參會 あるべし 

フロ クラムは 左の 如し 

、蜡 所と 十九 T 目 どコ 。バス 街 ど 

のア 々デミ 1 ダンシング ホ！ 於 

二、 的 H、 十一月 サ八 U 午後 八 時 

一二、 開 食の 辭 四、 易學 大家を 象 氏 

溃說 、巧 質の 云を 間 飛 入お說 

會 員の 飛 乂手輔 、手 お、 ダンシング 

祕人お 诗委： 封は 一巧、 瀬戶 、离 見、 销 

地、 峭井諸 夫人、， アイス クブ ー ム、 

ラ レシト ボン チ、 フ 火.ー ッ水ン チ、 サ 

ン ドゥ イシ チ 等-む-五十 人前 丈 嚮應す 

るが 備あ 6 右不 ぶしたら を 會 着は 勝 

キじ I 巧つ てを ベても いどの 带な b 

參 シャト 八の •トライ 堆袍顿 州は 適 

U 1 般投黑のおお禁炯ホを株用する 

おに 巧を 甘る か 化結柴 ごして 化シ 

トルの 的 胞洒お 及が 现 崖は 勢 ほひ 閒 

巧 义は轉 業を 餘儀 なくせら るべ しど 
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•抱 巧 夫人 終 

に 家 ホず 

が ハ •解ぶ どの 錢は締 々熱鍊 
一的树 抱ち 氏 どが が スマず ごのおは 隨 

|か化卜：に歌はれたらみでホる：^,終じ 

抱 巧 氏 夫人 巧 f は兩兰 り 前击 人の す 

化を 萊 て、 阿 おかへ 家出を して 化恕 

つた か < てな 村 家に 愈々 破级 したの 

しもる 

IA 匙 術的戀 あか をら 抱 巧 どい ふ號 

な 「夫人 パ S , を 抱/、」 どい ふ盧 化か 

1 附 パた 位で 凑- 十た る 抱 巧た はを 础忠 

こななる な 人で ぁり 慈愛な き 人で ぁつ 

でが スマ-ぃ VJ 所 詔證術 的戀じ 落，^ て 

> ら义 てが 一蠻 し， しれ 舞つ た、 化 二 

片 か. 抱 巧 巧は 家を 去つ て输ら ない 

I お々 治イ {十九) か 鹿むな 出身の 某 瞬 

取 1 ご姑婚 ずる じがいて お ホ じ 當る一 
某 滿鐵社 貴から S が剧 もす るぶ 派な 

帶 どが 按 棟のを 物 ごを 祝つ て ホた が 

あが まだ ホら 通さ q 内 じ 抱 H 氏は 巧 

i 胳 すが 大が乘 达用ピ して 巧し 下され 

にして 化 舞つ た、 而 からを 女 治 子の 

; 結婚 も邱 々の 事 おから あじ 破談 じな 

つて 仕舞つ た 

A 夫人 のれ 卸 をれ や これ やで なが 

みみ 家庭は 慘楷 たるを 樣ご なつた 夫 

I 人は 强 度の ヒス テリー どなりを ずは 

，を おどが 問 どを 蓝 ねた ホ 人は をの 揚 

句 武州ホ I お 山の 巫女を 睛 じて 媛々 口 

槽 しい/、 ど 泣き叫び ながらが たじ 

碱 がみつ も ぁつた、 ホ 巧の あお 

でを み 巧 かの 處じ 巧つ の だら ぅどい 

ふ踪が 家の 拙を は 夫人 月ず の 名前で 

一万 击千圆 許ら ぁつた 此れは ズッ 

i 前 じ 抱 月 巧のを 前 じ 普き 替"- られて 

ぁつたが 何時か スマす のを じ變 つて 

お 舞つ た 

; A 淸風 巧の 悲劇を リ始 未で 此ニパ 

知ら 風波の 絕閒 がな かづた、 去 直 n 

み ホ じ 牛 込の 淸 風を で戳撕 座が 化隆 

藻 菜 じ 巧く 前 H 抱 巧 巧は自 をへ 舊物 

を 化ら じ逍 つた、 ス^卜を 女は るず 

_ が ホて 何卒 一度を じ歸 つて お 巧さん 

じ 遭つ て 下さい ごない て賴ん じが ス 

マす が 許さな かつた 今 巧は 六つ じな 


戰日 けん 

の 腐 人 

戰 ずの ためじ 楽 お U で lli 二が ホの 

鴨 巧、 棉糸 怖の 破綻、 砂徳 おい 大傭 

けな ど；；：： 本の 衔乂 も乂か J つた 速 

中が 夕 いやぅ だ 是 から お號ん 紙- 
詳しく 調べたら のをが かする 
A 為眞盛 の乂 弱ら 

1 蛛脚微 孤 S 電報が ホる ど、 為 興な*. 

シ ヤツ タ ー を擴 つて： Q る嘛 間にを お 
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日本に 必. 

要なる 人物 (承前) 

廣峰愧 ± は 最も 必耍 なる 一人 

震處へ 巧く ご英齒 が一 當 正直で ぁる 

哉 他は 巧う し も 多少 劣つ て 居る、 

がれ ども 乂 じしても 獨 じしても、 日 

本從 ホの 巧 人ょ b も 事を 巧 ふじ 於て 

I 極めて 亞盧 である、 大きな な 引 じは 

たうしても 说か あるべき である、 セ j 

も H 本が 外國 ピの规 係を 始めてから 

禮 かじ 五十 年餘 まら、 世界的 競 巧に 

おゆぇ もの、 少 いのは 深く 巧い べき 

: ではない 、今日は 一層 競ず も 烈し 

少しも 猶豫 して 居らぬ、 而 して 其 人 

なき かどい ふじ 决 して さう ではない 

一人は あ も、 谁巧 僧で 斯 かる おが じな 

つたので ある、- 人は H 本人 じ骄 エホ 

- がない どい ふ、 摸 做 じ 度 じて あ 明 じ 

捆 である どい ふ、 が 巧を 辭據 じして 

さう いふ こどを いふので あらう か 

巧 地で 太牢を 貪つ て 居た 德 州 時代で 

さへ 進 ホの 採は お 然 たる も W ではな 

いか、 即も械 々の ホ 巧 じ 不經巧 工夫 

一が 廻らされた ではない か、 巧 明治 じ 

はいつ ては 他 留の長 巧を がるに 化は 

し < て 自，* 新 エホを 迴らす 暇がな か 

つた、 本 ホ 能力がない のでは ない、 

横 叙 じ 長 じて を 巧 じ 拙で める とい ふ 

のは 自ら さう いふ 館の ない 人の いふ 


て 突進し、 忍耐す る 者が ぞくな < て 

はならぬ、 が從 巧の 習慣で さう いふ 

ちが 夕< 現 はれね にしても 今後は ホ 

第 じ 夕< むる だら うど 見 傲され る 兎 

じち 今 曰 ホ も 必要なる はさう いふ 人 

物で ある、 

外國 どを 際して 最も 注 怠し 始めた の 

は圃 巧て あつて、 陸海 軍が 比較的 進 I 

ん だ新ェ 天を 姻 らし、 着々 之を 事實 

じ 巧つ たの も化邊 じぶ く 所が 夕い踐 

つて. 今り 必要 どず る 人物 も 陸海 軍 じ 

夕< をはれ て おる、 村 田 銃は ち どし 
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治 年間 じ も 可 おもの 新 工夫 どすべき 一 

j ものは あつた 

離しを じ 角 海が との 競爭の 道が 韻け 

ぞゐ なかた つ 爲じ箭 工夫を 巧て 大じ 

j 現は る {ちがみ なかつ た、 大抵な 前 

め 習慣て 人の 播 いた 稱 じょら 収獲す 

るのを まどして ゐ た、々 目 比較的 現 

なれて ゐる 人物は 自ら 新 工夫を 廻ら 

I したょりも 唯 突進し、 忍耐した 者で 

I ある、 利益を 巧て おる か、 自 かが 播 I 

一いた 柿 か，， 'ではない、 义も 人の 薛い 

一た 稱 から 取稚 する も 一つの 技倆で あ 

I る、 夫れ も惡 くは ない、 けれども 新 

一 H ホの 衛出 する ホ 國义獨 逸 じ おして 

I 競爭 ずる 猪を、 さう いふ 生温い 事で 

をい けむい、 自ら 新 工夫を 姻 らし 01 


すれば. 枯 い、. 今日は 宵 じを ホ 面じ師 

々なる 人物が 必要て ある、 引 这んて 

世 じ 現 はれ 0 のら 必ずしも 惡く はな 

いが、 差 常ら 世 お 的 競ず の 勢の 益々 _ 

盛ん じな つて 巧る 際、 能 ふ 限 ゎ新エ 
夫 じ 巧め、 突進して 之を 巧 ふの 勇氣 
がが 要て める、 米国 ど獨阁 どは 陽氣 
ど陰氣 どの 差が ある、 而 かも 化 ホ お 
じ 向つ ては 殆んど 勢の 當る ベから ざ 
を ものが ある、 だから 之 じ 食け ぬ や 
うな 人物が 欲しい、 新 工夫 じ 於て を 
けぬ、 突進して、 戰 つて 捻じを して 


1 佛國 のグラ ー じを b 幾を の變 なを _| をけ ぬ、 何 處をも 己れ の 信ずる 巧を 


みへ たもいで ホる、 大 じ稱揚 すべき 

ではない：^、 少しの 新 工夫で も 頗る 

巧 利て あシれ 

ぶ 他山 內巧壽 治 巧の お 器 じがけ る、 

下 湘雅允 氏の 火藥 じがけ る柯 れも少 i 

なからざる 巧が あつた、 他國 じない 

のを 工夫した のでな < 、他 國じエ 

夫され たもの じよら て 工夫した もの 

1 . あるが、 他 凰て がを じして ゐる所 1 

を、 我 じがて 之 じ 劣らぬ 物を がら 出 

しねのは 確 じが 工夫 どすべき て ある 

山內 巧の 如き 軍人 VJ して 非難す ベ 

巧 もめら ぅ、 3 ム ミッション なで 如 

何は しひ ものて ある、 けれども 吳 軍' 

港 じ 於け る 彼は 一の 义 なる 家て 

める 自ら 工夫し 又は 人の 工夫を 瞥勵 

し 大規摸 じがて 之を 事業 じ 施ず 所は 

锁る 目覺 まし ひもの か ある、 段 間に 


I 事で ある、 立派な ものは な < て も 明 化て 彼の 如き 事業を 放てしたならば 


必ず 大じ 巧踐を 做す る 彼は 性格 及 能 

力 じがて、 今日の 崎 代 じ 必要の 人物 

なる 事を 證據 立て、 居る 唯 軍人 どし 

て 少しく 疑 ふ 點かゐ る だげ て ある 

単 人なら やして 么じ對 すべきら のじ 

_ 高 峯諾ま 氏み かきが める、 氏は 釀酒 

レが.」 入 レキを が 0 でぅ ごした が、 

'裤崖 仲間 じ きめられて そ 敗した、 巧 

は 更に 製 樂じ新 工夫を 出し 大じ 手を 

縱 げた、 今回 义釀 酒に ょゎて あじ 大 I 

じなず 巧が ホら ぅと！ > ふこ' -で あ 

之稻 箸し き 例は 少ない が 之 じ 似た者 

は ホくない、 

のみならず、 义 かて 製造業 じは 限ら 

3、 柯 事ても お 工夫を 迴 らし、 突進 

I し而 かも 克く 忍耐して 結果を， 得さ 


巧は うど 卞る 元氣 るる ものが 欲し ひ 

うい ふ 人には 或 弊が 俘 ふが、 がは 

其 人 あつて をの 事て、 先づ さ， 三で ふ 

人が 頻 6 じ 輩 おせん 奉を 望む のて あ 

る、 化 じ 命 も あつて め物硕 どい ふ 率 

が あるが 今の 勒が 競ず の激 L ひ攘を 

ち氣 あつての 物 柿 ごる ふ V . きて ある 

新 工夫を する の元氣 'あ も、 お 進ずる 

の元氣 あり、 恐耐 する の巧氣 あつて 

初めて 化 事ら しい 化 掌が お 巧る ので 

ある (を) 

大 做小懒 

▲瑪 頃佛蘭 西の 戰 化から 歸 つた 或る 

ホ紙從 軍記 者の 話 じ 火事 や A 殺し や 

がを 的 大食な どじ 乂架 装な 形を 副を 

化つ てゐ たから、 今度の やうな 大戰 

ず じ 使 ふ 文句かない どめ る、 歷を上 

の 大戦 爭 位の もの か 一 H じ 幾つら 見 

られる ど ある、 巧 VJ 書いて ょい か迎 

も 觀をか 纏まらない VJ ある、 先づ 

んな もの だら う 

A 實際 戰爭を 巧て さへ 頭 じ 糖 まらい 一 

ものを 新聞を 讀んて ォヤ 又 巧 普て 獨 I 

軍 か 勝 つれ、 ナニ 其の 化 6 白 挪ホ面 

ては 旗を か惡 るい、 が もべ ー スボ！ 

於の 勝負 てら 評する やうな 調子て 一 

向 シリ ヤスな 觀 なか 浮ばな いのも 一 

巧 不お讓 はない やうな もの、 要ず る 

じ 化 くらじ をれ た 人間. 巧を の 中 じ 幸 

福な ものは ない とち ふを かみる、 お I 

神 的 じし てら 物® 巧 じ-) て も、 活動 

的 じしても* 靜あ的 じしても 、を々 

獨剣 的の 才力を 有つ てるら のじ おつ 

て、 この 大微ず か决」 て 一刻 も 巧め 

る惱 み、 生れん どす る 巧 痛を 威 じさ 


せぬ 譯 はな い- 

を い 話 か、 日歲戰 ずで 乂 艦ち 砲 ホ 
義か實 地じ證 明され、 戦術 も 改まつ 
た、 今度の 戰ザ L は 誰も 潜航艇の 傑 

力を 認め、 ホ國 ては 今 唆東泮 ても踩 'I 

州ても 大戰臘 の 往く所 自力て 往 ける I 

世界一の 大满 航擬を 作る こご じな ス 

だ、 巧學的 天才 か 今を のを 題を 破つ 
て 縱橫じ 翔ける の も、 化 際て みる 
巧學的 お學を 盛の 反動 どして 直觀的 
巧 學か流 巧して ホた 思想が はこの お 

戦ず か 何うる ふ お 響を 興へ るか 淺ら 
らの 見物 だら う闊 タキ 義か 巧處 をを 

應し 個人 ホ義 か何處 まて 反 機 し- 
じ 世界的 文明の 渦 モンを を < 横—。 驚； 

くべき 大觀 じか 違ない 今屛 息して ゐ 

る 社 曾 尘義か 巧う 云 ふ 勢て 活動す る 
か 今 巧 VJ 女の 數 かみ 閱の裤 をょ 6 を 

巧して ゐわ のて 婦人問題ら 餘ら扳 は 
U かつた 歐 州諸國 も、 今度は 大 を々 
め餘 らものを 出す 様 じな つた、 を國 I 

だけて 十 巧 中 かまて じで 十 巧 巧 人の 
巧 傷 他の 獨逸も 四十では あらう ご 云 
ふ巧國 ては 十 1 巧 一 H まて じ 九十 萬 I 

人、 內 負傷者の 夕 数は 縮る じしても 一 

この 割を て 一年ら 撼 いたら 蜡じ 痛が 
なる 输人 問題ら を 中べ 言 形勢て ある 
▲佛 白の がを 國 にか、 一朝 獨軍じ 驚 
をな 醜され たお 瑕、 國找 、む瑚 じ 及ば 
ず彭 響ら みして 少< はなから う、 是 1 

等の 一 どして 多少の 思索 力を なつて 
むる- のじは 恶大 なる 知識 的 巧 擔を一 

を 求ず る ものて ある 

をを 撒ける 機會 、之ら 戰後 じは 附物 j 

てを る、 すべて この 戰 ずの 範 齒扣廣 

まれば 糜 まる お、 慘禍か 大きく なれ 

じなる お、 を 織き ずれば 畏綾 きのず 

る 砕、 ソレ だけ 總てか 人間の 智麗才 

覺じ 於嚮を 及ぼの もの ど 化ても 能い 

だか 我々 凡 くらじは 活動 為眞を 姑て 

むる 位の 感じ もない から 妙サ 

▲羅お 法度かず か间 獲の 姬 文を 岀し 

たのは、 お 職孽枫 おも あらなん だか 

この 戰 巧の 巧 因を、' 人 ど 人との 変の 

缺乏 、觸 威の 侮蔑 人に の 一階が の 

他 階級 じ おする 本 正物 巧 的き 福を 人 

類活働 唯一の 目的 どず るを の 四が 树 

じ歸 して、 是 等の 旅 巧 ど 結 あどを お I 


じ 化 絶し やうぶ の 仰せは、 少 々附じ 
を も 兼ねる、 アメリカは 精神的 天國 
どは 思 はれぬ か 平 かの 國家 どして が 

化 出 ホる 0 上、 墨 慶戰ず かおへ ぬな！ 

上、 生變か 座々 世界 無敵の H 本 陸 市 
を 凹まず 0 上、 化戰 巧を 近 化 キ義の 
弊 どは 我々 頭の 惡る いもの じは 解つ 
たやうて 解. 〇瓣 ねる . 

A 無論 戰 ずの 慘 禍は义 明の 稍 おじが 
つて ぞい、 併し 戦ず を根絕 すの ホを 
は、 戰爭 の檐禍 をがず るょ らも 寧ろ 
之を 增大 するめ か一潘 ょい、 今 じが 
氣戰巧 ど 云 ふ ぞうなら のか 實 現され 
毒を 斯て 敵が 教巧 方を 慶殺 ずる やう 
な 器械 か 出 巧る ご、 大抵 昭 雌が きな 
人間 ごい ふが 巧の やうて 垢 鹿な 生物 
少しは 考 へまず ょ 
若し お 代 ホ義じ おする じ 超 近代 キ 
義 どい ふ大 思想 か 出て をれ か 暮瞥お 
じ 一致 ずれば 據ひ向 だ ダ 
▲卜八 スト グ^ので 供 か 五 入 も 従軍 
しで 居る ピは 面白い、 カイ ザ ー のな 

ず 達 じら 一人 位ォス カ！、 ワイ グ 
の ル 說のモ .ザグ じ もなら をうな 社を 
ま義 者ても 出す ご 親爺の 觸吿 じなる 
の だか 惜しい'^ のサ 
A 所 か カイ ザ ー はずが ホ義 者て、 麻 
後 まて 開戰 じ反對 した か、* 八トヶ 
か カイ ゼグ のが 前て を 括を 巧 七、 化' 
際關 戦な さらぬなら、 おは 獨 策の 自 
殺を 巧る じを びません から 肖 殺しょ 
す ど サーべ 八を 化き かけた ど 
無論 本當 ごも 胃へ ぬか 噓ご 許ら は 音 
へね、 义噓て も 本當て もょ い 巧 じち 
少の盧 義か範 つて ゐる カイ ザ！ 硏帮 
の) 資料 どして 斯うい ふらの ら滿ボ 
がて たも めても ない' 

A ロバー ッ 元帥 か 一寸 印度 兵の 檢瞄 
じ 化つ た 間 じ 巧んだ のは、 死 處を稱 
. 1 ゐ る、 人間は 病死す る じを 述不渾 
かが ふから 恐ろしい、 が 藤 侯の 死 も 
巡は 違. ふか 威 じは 似て ゐ る’ 

A が 願 や 丽班才 か ホ國ど 一所 じ 誰が 
; 速 動を やらう ごし'-」 ゐ るか、 ウイ 少 
ソン' 君 今度は 乂ホ愼 棄じ雜 へ 御座る 
なよ、 如何 じ 平 K ホ 義のゥ おても 稍 
くすぐつ たい 氣持 かした じ 相違ない 

蠻卜 い 領辨 ，拭を 英 
閱 にを 附す 

樣化政 化のを 報に ょれぶ H 米 政が け 
熙戰 なず 一時的に み領 せる 獨領マ ー 
シャグ が 鳥を 英閣 じを 附 すべきけ を 
0 てしお 國 政府は 直 七 じ 之を あ 巧！ 

たる 結ぶ、 療州 をは H 本 軍 じ 代る ベ 

く 派 遊せられ る、 樂 どなれる か、 が 

画は 戰 'で 終結の 隙該が 烏の 處み 問驢 


か聯 を諸國 じよら て ホ せらる {迄 マ 
—ンヤ みが 島を が 持す る酱 なゎと ( 
シド こ一 十八 日發 -奄) 

•化 U 補 虜獨を ど 昭が獨 大使 舘 のを j 

報が 撫顿 の獨逸 大使 舘は H 本に 化 
る 補 廢獨を じ 脚し 销 巧して 口く 香港 
よ b の 倍 殺すべき お 導に 化れば 現な 
の 所 H 本 U ぁる 獨逸捕 リヨを は 非常^ 

U る 綾 遇を 受けつ； ホら 捕媒 等は ご 
独 制のに 街豁及 下水の 掃除を 命 せら 
事 じ對し 非常 じす 平を 哨へ 居れ 
^ グ ピ ン よらの確報じ依わは東 
沸 巧 比 利 西 じ 向つ て 巧 地を 通過す る 
獨お補 リヨを の悲慘 なる 狀 態を 巧へ 
たり、 彼等は 靴 も 靴ぶ 袋ら なく 病が 

じ 雌る も看譜 せられず 、食物の 化惡 
不充 をなる じ堪へ 切れざる 拖餘 儀な 
を费 を自辨 しがれ々 ど 

參佛 紙の H 本を 跌帅 派遺說 じあの 
タン 紙は H 本が の靑島 お 領に關 する 
論が 中 左の かく H 本 派 氏 (の 必要を 論 
ホ ゎ 

U 本は 主円爲 占領 じよら て秘東 じが 
ける 化 带事的 役目を 終了せ るか 聯_ 

合 諸圈か U 本 じ 對し人 姊巧瞄 別 ど 
愚なる 人 爲の蜡 壁を 設け 戰お 及を 

をなる べき 巧 戰國を 東西 じか も 0 

て 化； 速を の 巧 ホむ 動 よら 除外す る 
かかき は 偶 巧て をち 方の 集 巾 か 如 
がじ强大^:^る力を生やべ きがを閑 

却す るを じて 极 めて ホ 論 卿' 的な b 
ど い はざ え ベ か らず、 吾.人 は 口本 

巧 か じがて 最早 敵軍 ご 相 巧す 
るめ 必耍 なを 故を なて 何 おじ 戰で 
終結を お 巧 動を 化 化せざる V から 
ざるが 公 例 A 化. こ 俄す 
♦戰 巧の 大勢 白 佛國招 ホ 面 じ 於け 
る 両軍の 惰 勢は 化 然 どして 元の かく 
お 普 〇ンャ 方面の 露 ザは 獨お 巧を 追 
攀して ぶ左現は ク ラ カ ゥ 巧^^攻撃じ 
省 手し 间 巧の 隅を は ホ 謀 ど 傅ら る 
•黑 海の 踞 i 開微去 十八 H . 1 一隻の 
ザ 鐵鑑ど 五 媛の 巡洋艦 よら 成る 黨艦 
隊ど中 艦隊の 間 じ 海戰巧 はれたら 露 
ぶ兩國 めを 報は 巧れ ら自 國爐 除の 勝 
利を 報じ 敵 艦は 大攫 傷を 受けた b ど 
がす 

♦中央ぶ を 銀が 實施 本年 誰 脅を 通 
逊 せし 巧 ホん しくが 實施 準脯じ 就き 
化杳 ，中な りし 中央 化を 銀が は 愈々 ま 
る 十六 n よ b 營樂を 開始せ 6 、 柯银 
がは 我り 本 銀行 じが 化 似た る ものに 
て卽 が銀朽 をし', L ホ 時 巧を を：？ 巧に 
維持せ しめが 巧 業を 小柯等 特殊の 踞 
を お b 繫急 找贴を 要する 除か じを 
じ 應し濟 がの 動搖を 未然に防 かんど 


: する にあ. 
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♦歐州 お兵說 

I 靑島抱 落な 巧 日本 陸軍の 歐州巧 兵 論 

は 益々 優勢 どな 6 殊に 陸 お 側 じ 於て 

で 其 意を 愤 めて 强巧 なをの みならず 

り本の巧兵が如何じ佛國の獄迎をを 

ベき かの 論 頗る 巧 力 ご なれ 
ガ周 お路じ 五で 凰の 恩贼を 天 尊 

I 階下 じは 本 H を 围病お 逢設費 どして 

一-を 五み 圓 を下赐 された b 閒 病院は 作 

火フ 、ッ スラー 巧 ± を ホ 巧 どし 長 

若 あ 會め滕 を じ 化り セント^ 力 病院 

ぶな 築 獲 張を なす ものなる が 某が 敎 

1 刚体じ おしを 中ょ ら恩臘 をの 下附ぁ 

た* P は 今回 か 暴 おなる じょら 首 か 

大隅 化は 巧 委穿會 席上に てぶ 趣な を 

I 說き 且つ 拜 謝の おを 述べが 英國 大使 

タン！ ン 巧は 祝辭を 海せ ホ大化 ボス 

! 巧は 一 撰の 演說 をな し 大陛首 か 

は 制 お 說中じ 於て 天皇 隅 下が 如何 じ 

一齒陈 巧の 計畫 に間悔 をを せらる、 わ 

を說 きおび じホ國 大統領 グイ 於 ソン 


云み 


’ 6 增師 ま、、」. を 派 

目で 吾 政界み 大間 風は 軍備 媽 張を じ 

して 海 取の 擴張 じは 誰 一人 異論を 唱 

ふる 潘な きど 夕 年の 懸案た る 二倘師 

1 脚が 哉 問題の 前を ぶを 政 黛の 么じ對 

す' 態度 お 頗る 注な じがず るら の も 

一ら、 政ぶ をは 純が 府反對 菊た.， る 
じ 巧ら や、 領础 速が 巧 巧 觸乘ぶ 策の 

德件 VJ して 元を じ 增師斷 がの 臀 言を 
を。 せる； ぁ b 又 大醒眷 化が 煤を じ 
攸 6 ては 解散を 斷巧し 兼 まじき 態 巧； 

を 持す る； を 承知し 培る、 と ごてが 易 j 
じ 正ぶ ょむな 到せ ざる 摸 様 じて 國技 
おは 皆 ホの 谁 巧ょ b 推して 勢 ほひ 反 
對 すべく 闊ま 食は 加 朦外牺 じ 毀し 不 
ホを 抱ける 夕 数を をら ご雖結 巧赞ィ 
する じ まるべく 瓶测 さる、 尚 中た 會 I 
の 態度は 目下の 處 不明な りご 

♦ホ 個提 I : の讓言 北を 驻辩 ホ國を 

化は 二卡 S 口 午を 目下 化を 滯が 中の 



重 施 八 巧、 機 蝴銃四 厘、 彈藥卓 五な 十 

巧、 猫を 输送剧 化蝴體 么じ旌 する 禪 

藥緻送 者す 六 巧 八 ±11 を、. 巧を 庫 
をの 和の 一のを 庫 じは 現を かお 十 萬 

ク 、みつた 兼な も かか 化 教宇だ 

から 其 化の 聚汾 、銜 生が 牌、 お 線、 魏 

I 进 材料な どじ まつて は迎ら 数へ 限れ 
ない ごは 义で噓 の やぅ ピが 流石 じ大 

'徵 巧で あるぶ を 背かせる、 何しろ 露 

I 國で はこん；；* 禪 山め 巧 溝を ノラ ク 
ラ させて 混く 譯 はは 行か U いど 云 ふ 
ので 何れも 近々 サイへ リア じ 送つ て 
ぶ 一な を黑龍 江鐵道 H 带に化 役す ベ 
目下 協 雜中だ 


る 事ら なから しならん、 然し 如 巧 じ 
.巧な 府は非 立憲 的なら ども 今な お 立 
の 研究所まで 破跋 する 如き 事は なか 
る V きをな てが 點は夕 也して 可な 
」 を々 ど- 

♦南極 探隐除 二十 四 曰 午後 二 時 ザ 

ょ 6 早 稻田大 殿 邸 じ 於て 南 補 採險隊 

解散 まを 舉巧 しむら な 隙 隊長 白 瀬 中 

! 尉は 目下 航海 中 じ 付き 武旧學 術 部長 

ょら 事業 經 過の 報吿ぁ 6 みで 大殴轉 

_畏 の 解散 ま お ぁ 6 畢 つて 茶 巣の 藝應 

をら たも 

參な立 大學ど 試 驗欄度 明 冶、 日本 

、早稻 旧、 慶應 、中央、 專修 、法 政のを 


馬此瑜 お 激を從 巧 本邦よ-®^ 歐 ホを 立大學 幹爭諸 巧は 二十 一二 日日 本 橋 


二 巧ど國 務卿グ ラィアン 氏の 平 おの 雜乂 鼠を' 洋濫 隊词 みお 客 カ グウ' ス氏お 
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. y - 
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i 設じ對 し 潑辭を 里せ‘ 9 

參犬養 毅巧增 節を に 反對乂 殿內觸 

かホ潑 を じ 提出 せんどず る 二 倘邮脚 

お設 案じ 掛し犬 養 巧は が豁厳 見を 發 

ぶした るが なぶを 及び 園 お 黨中么 じ， 

准 成す る もの 頗るを き搜が なれば ホ 

凹の 軍屬潘 待の 一問 题ピ なるべし I 

•議 を 解談め 方針 

I 最近 報道し 巧 だれる 所 じよれ はホ蹈 

j 省 相は 就職み‘ 常が よらが 使命の 一な 

i る窥 がの 廓 淸ピ整 调を巧 ふじ じを 雜 

防め 解散を 朔イ るの 外な しごの 意枉 

一一を がし がらを や 聞 傑ぶ^ お留 領袖 も 

巧を み 患 おど ホ 尊； どに めいて 一, 致す 

る じ まも お S 鞠時畿 おじが V - 政ぶ 會 

み 態 巧 如何 じよ 6 ては 節が 解散を' 奏 

請すべく 锅 おの 巧ぶ を經し 指なら 

が 昨今 じ まらて は 益々 之が 劇 巧を か 

^要 ど し 地 方遞艰臨 W お豁をホ は か 論 

對幾會 策 等は 總 y て該 方針の 下 じ 清 

々進 巧し がるは 頗るな 目 じがず 巧 お 

帥間體 は防務 を 講じが で决 をせられ 

ホ だ閒議 じは 上らざる も お 姑 之を 逾 

過せ しわべ く 巧 年度 か豫 なお じぶ 邸 

I を 現は ずべき は 必然の ぉ 勢なる が 之 

にお 丄 政が 黨のホ カた る 叫 志 か 如 

何の 態度 じ 出つべき かは をら 注目せ 

られつ、 あるが 實 際よりも 名義 どを 

論じ 重きを 霞く の 巧 癖 ある 問 志禽の 

I 事 なれば 大 劈は 贊成じ がきつ！ ある 

も 巧 師反對 恵 おを 固 棘す るを あるを 

をれ や 大勢 巧 一を じ まるまで じは、 

かず 夕少の 化が 波 欄 あるべき がかし 


待 おを 隅き お 外を 總 お、 岡が 政務 長 

楽を 羅趨 長、 劉 おが 操 長、 蔭 海斯卜 

|將ぶ率天驻化本國領^|^ ^ ィ ン ゼ 八 マ 

、天 班 盛 化領歌 フィ シシャ の 諸氏 

蠢别 じたる が應上 ゲゥ八 K 摧 おぶ 
ぉっ-て 

リ本 をして 帯 峰を 攻躲 せし わるは 

學巧ぞ 禍を世 巧に 骗 避せ したる 端 

髓 なる じ 拘らす 英鹽が U 本ピ協 W 

を^^^せ る け 愈 の 喊な b 巧等 は黃禍 

の 嫩菩を 防止す じじ 努めざる ベ か 

が說 しがて 列席せ る 支那 大嘗 の惡 

盛を 與 へら どの 読る h - 

•驚く へき 此數ネ 

四十 二. サン ナど いふを ホらない 大砲 

を 引き. やら 遇は つて、 今や 國を舉 け 

て 死物が ひじな つてが る獨 逸が 銃跑 

や 彈藥は 別 どして 目下 雨隊 じを はせ 

る だけ じ r 遇 間のを 料麥か 八で が 化 

十万 斤、 巧 類 二 千 八十 S お 四千 斤、 

一鶴 鈴藥 一を ハ 千 八： 貸识 斤、 盛 二な よ 

十 巧 斤、 が槪 二が 萬 斤を 费 つて おる 

么れ だけ なげれば あにち 唯一 週閒も 

巧 巧ない どい ふの だから々 ィゼ 八が 

I 氣 骨の 巧れ る； はを く 一通 b や 二通 

じ やない、 あじ 蠢國か 化 化 巧 初め ま 

でみ 捕 おどが 廢は带 旗よ 本、 巧 砲 六 

尸け 二十 お 巧、 强藥 お八が 二十 一二 萬、 


じ 輸出せ る 玩具は 大阪ナ ゴャ 製の 廉 

「俄 お 乂 がみを 占め 每ら巧 働 あのを 庭 _ 

广间じ 常を せられた るが 戰銳 後は 獨懊 

おの 化 用 どして 中等 0 上の 霜 要激增 

i し 森が 組の 如きは 目すな 稍 曲し じ夕 

でを 極め コツ ミブシ ヨンが 食 ウィン 

クンが 商 お 等 も相應 注ぶ を 巧け 化 外 

啡巧巧 巧 ホ 面 じても 閲 おの 谎 要を か 

ら- さる 倏 ななれ ピ常棠 者は 化 機を 逸 

せざる VJ おに 厢 料な 眩の 選 耀じも 注 

ぶを 要ず' ベ' し-こ 

•馬ホ半なの拂リ 巧9マレ？±人 

みが 巧が 人じ對 する 惡威 益々 激烈と 

なな 么 かため 彼等を 唯 一 の得总 どせ 

る質染 雜货陶 おが 等は 恐雜を 超し 坦 

れ ら其妨 おは 鉄州徵 亂勃發 H 本が 巧 

I 國ど協 向して 倚 嚷な雖 に 着 ホす る や 

埋 ホ 9 判斷 力なき 踞ホ 入は：：： 本が' み 

I 條巧 じらが 敎 敵た る露國 を拨帖 て 

上 巧を を 雌な せんご ずる ものな b ど 

み誤解を抱^^殊じ巧及カ ィ 。 がじ 

をがず る 曲を 機 脚 新聞 か虛 雄め 記事 

を 速 棘し 日本を 麗 侮して 间敎 なを 煽 

動' ザし よら 遂： i 彼等 间激徙 間に 排巧 

I 熱 高 46 巧 わるもの、 如し 齒じ該 が 

一 聞は 獨進 のが 力を が 黒幕 どな b て：：： 

々毒筆を がるは しめつ！ あるら のな 


♦化 お 糖 壬み 新 硏兜所 設立 政が が 

j 今柯學 術の 進 ホ及獨 立を 無规 し巧游 

ゐる擧 者に 割ず るが 敬を 忘れて 傅染 

I 病が 呢 所を 隙臀 科大擧 じを 併せし' め 

A どした るは 搞く 世人の 非鷄を 被れ 

るが 么じ 付き 化 お 巧 ± は 只今 後ぶ 精 

I 力の 綾く 限ら 他の 新しき ホ 巧 じめ て 

化 ホの 硏呢 を繼綠 せんどす る ものの 

如し 而 して 蹲 ± は 語つ て 曰 < 


五： 白 S 十五 お、. 下 ±ネ 六 萬 一一 一千 五が 

.二十.' ー タで後 化 月下 甸 まで じは が處 

I 參謀 十； 官 二を、 十 官云十 ム ハタ、 下 十 ホ 

苗 四で 八なん 十二 名野碰 四十 五門 


機 醜. 统四 十四を、 が 虜將官 一名、 +! を I 「政が の视ら たる 今 固の 處惯 は實じ 


錦 ホ 樓じ會 をして 試驗 制度な 正 間 題 

じ 付き 柿々 打を を 爲し學 を 並 じを 闡 

體 の 運動 じ對し 助力を 爲 すと：：？ 時に 
が 大學聯 をして 具體的 成案を 作ら 當 1 

|椅及議會じ脾僻す.5^をじみた：0^ - 

戀 茶話 會じ 就て 

チ—、 ユス生 

I 過般 化 留岡胞 間 じ 座々 增の あらし 横； 
錢禽は あこを 變も だれ 今や 茶强 を ご| 
して 實行 さる、 じ 至らし は 近 巧 のげ 
奉な り 余輩は 舊お 濟會 設立な 巧のを 
負 どして 切に H 本人 會將 ホの 發- おを 
望む 思 ふじ 巧 週 開かるべき お 韶會は 
單じ 日本人 會の爲 のみなら やな 留巧 
胞を体 じ 對し稱 々なる 印象を 與 ふる I 

舉 ならん ど豫想 せらる 舊お濟 をめ 淸 I 
巡會の 如きが 趣总は 是認す る も 
の 時間を 食さざる ベから ざるの す 巧 

をら て 出席し ね < も 出 巧 ざ b し 人々 

夕 からし か 如く 思 はれた も 然る じ 今 

巧 は 之を が 簡廣大 なる ホ ー グ じがて 

巧 ひ 特に H 米締 人を 歡迦 し、 舞蹈を 

1 垂 る餘典 どなす か 如きは 時勢の 推 

移 じ 鑑み 頗る 進 ホな 良した るめ ホを 

城は る冀 {は 當巧 出席ず るを 員 及 

ぶ 他の 參集 者は U 本人 曾參雜 封及么 

に關 して 奔走 幹旋 せられ ッ 、ある 諸 

|巧の勞を思ひ必ホ成巧せられん；を 

璧む 今回の 茶話 會は當 巧 じがけ る始 

めての 會を なれば 之を してを 敗せ し 

いる 事 勿れ 巧 W 胸は 個人 どして は ホ 

振なる 紳± たる 人々 も 集 會の壤 を じ 

は往 々常規 を 逸する 至 あ b 歎 年 前 じ 

於け る天是 節の 事を を 想 すれば おひ 

ザ じ 過る 何 拳ぞ紳 ± たるべき 人々 か 

ホ 先 じご おめきを ひ 腕力を おつて 立 

をの 掘み を ひ 餘ら感 也した 態度 ごも 

化 受けられず、 聞く 處 じがれ は今间 


廣吿 

圓 j 小 玉！！ 

■ I 先生 易斷 

I 高 島を 象 翁 第二 世 小 玉が 象 先生 當み 
め 中日 本 俱樂部 じ 於て 一般め 需 めじ 

j 應じ 易な せらる i じ 付を じ 御 紹介 中 

上 候 

靈領 一郎 

紹介 人 


が 井 が 固 
一を 餘太郞 
瀬を 孝乏助 


ひ 


參新 開業 御料 埋 

ー ホ 十一 巧 一日ょ な 左記の 所 じて 新に 

目 本 御料 巧 關業仕 お 間 幾重 じ も 御 引 

1 立の 巧 奉 ホ 上 撥' 

五十 化 了 目の 地す 鐵 道から ボン 

ご 足の 處じ 候へ ば 巧れ ょら 御 越の ホ 

じ も御頓 巧の 處に候 

，な 巧 

を 澤萬吉 
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一記 朝 a の おめ ぶ 又の あ ミヤオ、 ボ俄 I 巧 か ホを みを じら 入ら 普通の 敎靑ら 


岳では 靜岡 生れの 渡邊 のぶ じで 中银 

は 之 幸 ひど 忽も 色魔の 本性を 現は し 

持 前の 猫撫销 じかの しを かけて め 倍 

を 迷は し 遂に 格 かまし くら 兩人词 ぉ_ 

る じ 至れ b 、 當が シカゴに はが ホ' 

が 字が 間の 通信 貢 あなし も 中 里 妻女 

が 地方 じて は 巧 當のあ 梢なる よ' b 術 


あ 6、 冨 張ら 氣が 巧いて がる 所ょ' ゥ 

『轿 しき 女」 なんか ご 煽 やし 立てられ 

自身ら 面.：！、 可笑し < 働 きおた る ：^ I 

此氣轉 さ ぅ：：^女 が 時 々 部屬 の 隅じ て 

シク/、 がき W ん 所を 巧受 くる ミ あ 

ら 、け 細を 聞けば 中 おは 於 信が がか 

游 めた チップスの 降 繰を ソツ クブ巧 


人のを 避を を やる 通睛 身の 間 情ぶ お 儘 トランクの なよ b 搔 さらつ て 持 出 


志 ぷの盤 力 じて 遂にが 巧し どな 6 何 

れの 新聞 にもを 事件 じ關 する 記窜願 I 

はれ ざな しが 一 時は 词化稀 巧の 不詳 

が どして；？ 胞 間の 一 閒邀 どならし も 

I のなら、 ぶ 楽 S 仁は 鬼 巧 遮 漢の乗 や 

一る 巧 どなる、 & ずべき ろな^' 

A 妻を 昭き 去ら 共 白鬟を もど 契 

b し 妻は 掛かいた いけ 盛りの I 一人の 

: 半 化を 围お 6 じして 外 じ 女を 持つ を 

うなず 巧者 か 世間体を お ふやうな 優 I 

さしひ* か あらう 堂な ぐ自 みは 斯か 

ぇ 大驱を 巧して 短な から ホ おのず 左 一 

そ 村に 出 化み シみゴ じ お 倍 ど；！？ おし 

小 かやな を阳 巧が 视 化を 開業 (之に 

i 化 等の 言 ふ 所 なれ ご 常 じは なら ホ.) 

一せ るか' 何しろ お倒しを 第一の 目的 


ず爲ど 知れ、 が 信の 夫ど稱 する 中 1 

W 煙し き 素 振ら じ 不譜を 抱き 居る 若 

等は 何れも 氣の蕾 じ 思 ひ 居た るが あ 

巧す る 巧 段々 ど 化けの 化か 顯れさ 

になつ たるよ h 、 中 化は まる 八月 中 

が 信 ご 共に 朗 H を ホ ゎ ニユ！ ジ ヤシ 

1 州 サム ミットなる 化 鑽操海 滕を厳 

t 々じ 働き じ 巧き 間もなく 當地 じな 餘 

ら てて 今は なぶ 十-五； J 目の すが 盛 じ 

顿 き， 卜 J る ご S 峭め るら 到 所-化 所を 晦 

まず 奴 か 窮僞は 判ら や、 尙 彼が セン 

トグ ィヌ、 シカゴ、 巧 巧、 带盛頓 、糾巧 

等 じて 巧 ひし 罪惡 、霎女 〇〇 贼側沙 

ホ、 借が しが 他の 願 末を ば 次號よ b 

順次に 索 破 おいて 化惡淺 中が 惠 雄、 

义 の么滋 雄、 別名 お 雄 か 如何に 大瞬 


•義捐金 葬 集廣吿 

麟卿 大亂の 爲蔡ら たる 白す 義國 K の 

惨檐 たる 狀况は 焼に 諸を の 熟知せ 

る、 所 じして 實じ 稀が の 痛 傷 事 じち 

ぶ 候、 依て 本符 はが/、 諸君の 问 情に 

說へ 0 て：！ 國窮坟 救 雜费め 一部に 醉 

做ず る 率 ど 致 お、 博愛 慈 仁み 志 じを _ 

める 諸君 か 進ん て 本 翁の 微裴 じ赞呵 
め 巧を ぶせられ、 夕 吵じ拘 はらず 應 

かの 御寄與 あらん こどを が 嚷致吳 
義 が中茲 巧. 紐 巧 円本 人な 
で 5 パ ViiH St ン ’ Y 0. 

締切 期限. _ 十！ 巧 化 H 限り 

紐 育 円本 人 脅 


新を 义を按 ぶ 會去十 巧り おが じ 

がで 開 お i 中 村激頗 おお 席の 上 一 撰 j 

め 演說を 試みた な、 が當 U 新た じ 逃 

擧 せられた る會按 な 下の 役員は ドの 

如し、 を 長 おがな 一郞 、幹が 巧嗦 j 郞 

舒計调 赞彥作 

一 化ぶ 銀 巧 員國が 氏は 十と U 峨 州^ 

よら ホ兽 u 本 憤樂部 じあら 

« 大阪お 船 舒社貿 巧が なを 止は 過 

H 诞國よ b ホ替 U 本 巧藥が じあら 

飯 田が 舒偷 なぶ おを 氏は 此巧巧 

鳥ボ ブ 八 マ 少 セ1 ユ じなら近々渡英_ 

9 善 

♦當が 正 お 汲が 剧キ巧 VJ して 新た 

巧を された る大が 氏は ホ H ホ 巧せ 6 

大义が 巧は を 巧 d 伴廿 五日 渡英の 萬 


一公 か 口 


本年 おち かぶり 說 明が 證帘撥 二關ス 

卢當 館を 吿中 第一 項 記雜ノ 地域 ヲを I 

ノ遮リ 改訂 ス 

-メ！ ン! j , ニク^ム フシ ヤ^ — i | ウ 

ア！ モント」 「マサ チ ユセブ ッ 『。 

! ド 、アイ ランド」 「力子 チ カット. 

こユ I a ! ク」 「ニク ジ でシ！ 『ぺ 

ンシ 八ウエ ニア _|| テ タウ エ ヤ ！」 「I 

メリ ラント ニク アジ ニア」 「クエ 

スト* ク アジ ニア 『ノ 1ス* カロ 

ライナ」 「サクス、 力 打 ライナ」 「ジ 

ョ ー ジァ」 A 「フ订 リダ」 を 州 並 「デ 

イス トリ クト 、ォブ 、コロムビア」 

大化 S 年 十一月 十二 日 
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•离千 穂 盛 沈の 刹那 

軍 お 高千穗 沈沒狀 が じ 付き 阳お 生が 
をが じち 見 まの 謀を がくじ 左の かし 
道難當 巧を 長は 午後 十 時 あよ 6 當を 
な 枝に 對 .し 一を の 釘路を 指示し 之を 
狡 もせざる 限 6 はを の 操縱を 一巧し 

錢華 父は 針路 獲が 等の 举 ぁらに 巧吿 

して 化 おを の 操が を 請 ふべ しど 命み^ 

してを 職 せらる らしく 乗員は 四み の 

を 當お員 どし 他の 四み の I 二は 非 お 
なわ ホ お 員は 化 じ 八 時を 0 てべ ッ 

じ 乂も當 あおら 部署に がけ るら S 

を 除； 外は 武装 S 儘を ド 十 じを ゐら 

れて巾ザ极じ休憩し十二時ご^=*つ 

耕 牌 代謝した b が n ば 非 おは 夢 おに 

脚 かじ 當 お八 者は 煙草 一服 ど 言 ふ 間 

もな き 午前 一げ 轟が たる バク聲 ど 非 

一 常なる 震：！ ごもら 之に’ 結いて 一一 後？ 

パク 聲を与 じする どを ゆる 刹那 T 中 

化よ も 呼 甲板を 打 化き.」 奔騰せ る 火 j 

嫉の 化は 艦 村の 破が ぶび 大小の 黒 さ 

めを 巧 上ぐ るを 見た b 化の 黑き中 

じは 死体 もを な ゐ たるなる ベ < 中 甲 

板 0 で じぁ 6 し 者は 第一 二回の バク聲 

ど 共 じ 浸水の ため' ーン モック 及べ ッ 

ド、 卓ず ご 共 じ 天井に 巧が けられ 幢 

てれば 憔 てを 稅脫 出す るを 得ず' ィッ 

目覺 たるが 最後 じて をのを 數は敬 

おせる 中 じ機驅 部た よび バク 發現壤 j 

の 上方 じを わし ものは バ クを當 時を 

身黑焦 じなら ホを は 火鎮ど 共に 空中 i 

じか 上 けられ 又は 墜 をして 渦の ため 

じを き 送 まれ おじ 巧 ホを 失 ひた るら 

S なる が 幸 ひじして 艦 じ 巧 b て戰巧 1 

を をれ た 下 ±を兰 名は 船橋 上 じ 巧 

て 任務 じ從事 中震 動の ため 海中 じ墜： 

も 波 じを き么 まれた る 儘 深 < 水中に 

沈み 巧び 浮み 上 6 たる 頃は 四 邊更じ 

が 僚の 影 だ じな く 海上 一面 浮流 物む 

るを なて 一二 名は 巧知らず 之 じ 雜らた 

る じ 猶て树 艦の 艦載 抬の 巧るなら キ 

くも 救助され たるで b ど關 艦は々 や 

マストの 巧 上を 水面 じ 現は すの みな 

るも腊 体の 引 摸は 奠 むべ くも あらず 

唯 兵器ぶ 他の 重要 物は 戰爭 あお 後を 

易 じ引搭 ぐるを 得べ しご 因 じ 艦長め 

巧 體か溝 一じ發 見せられ たるよ わ 見 

れば闊 おを 此ホだ ベット じ 入ら ホプ 

ブ ツチ じあら たるら のな らん どい ふ 

Ip 戰日 本の 薇 人 

(承前) 

▲砂糖 崖の 大 儲け 

去年から 今年 じかけ て 巧戰國 たる 濁 

佛 巧を 等、 都 あ 糖は 豊年な 上の 巧 収_ 

で、 巧洋 では ル哇 の甘廉 のは 壊 年、 


圃廿錢 、を おお 十四 圓 どい 

を も ニグ 巧 前は 機業 救濟か 叫ばれて 

唐れ もの あム 、化れ が 今 巧の 徵巧 

は 福の 神の お ホ 逆で、 楠 製糖は 廿 一二 

圃 、みを 糖は 十八 圓サ錢 どい ふ ホ 曾 

をの 装騰 、今年 中 じ 破 庸ど化 如附い 

て & た 毒- 灣 めを 御糖會 社が ま 年から 

I 賣 れ殘ら のが 糖を 質つ て乂 儲けを ず 

る、 十巧擔 S 賣れ 後を 抱へ； 化 策に 
ホ ぐんで-わたが 高 製糖が 置 六' 力 儲り 
じとは 速 ごい ふらの' 一を < 巧らぬ の 
である、 目下 瓜 畦、 み帮 でが 機爵 が 
か質化してお慨.い二ほ」^::*つたの.、一 
ホ 港で 輸出. かが 止ク いたわは U 本み 
一妙 糖 崖が 萊や V き機稱 でんる、 此锁' 
巧の 發船じ 化つ て 砂 機 崖 S 懐ろ： i お 
かじなる にが 違 じい 
A 藥は 一二 化 方の 勝を 
I 化戰 巧で 化悄 を叛騰 したのは 藥でム 
る、 リス-: ン は； ポンド 巧 十' 五錢 
した ものが 一圓 四十 錢ご なり、 コヵ 
ィンは 一一 圆 お十錢 ものが' 五圓 どな 6 

サントニ！) ォンス 四圓か 十八 圓ど 

なら* 白檀 池) ボンド 十 圓五錢 かか 

ち圆、 Z 重曹 ー ポント 五 媛が 廿 直錢、 

巧 炭 藤 ー ポンド ーニ 十錢 かと 十 錢ピス 

ポント ーー ー圓 五十 錢か 十圓ピ 

騰貴した、 併し 之は 濁ら 獨逸 製の も 

の 許ら ではない、 漢藥 L も 影響し t 

一巧 廿圓 まで 化を して 居た 水銀は 一 磯 

昔 五十 圓 どなら、 センチは よ圓キ ー 

ぺ ー バ！ は八圓 、化 索は 二觀黃 革は 

五 割の 騰貨を 巧した、 例の 六 巧六號 

サ片 バグ サン ー ビン 己 圓を十 媛の 

めを 今日と 圓な 上で 賣 つて ゐ& 、藥 j 

僧は 平 巧して 一二 倍の 騰貴で ある 巧處 

で內務 省では 省かを 疑して ョ！ ド 化 

十八 稱の藥 おの 輸出を 禁 した、 藥惜 

が 化樣じ 暴騰して は臀 者の ち 關が張 

つて 巧がず、 東を の 醫師數 十 名は 藥 一 

懼の價 上け を 巧ぐべき 建議 書を 內務 

I 省銜ホ 局に 送ク た、 义 今日 町醫 者を 

止めて 病 お醫師 たるべく 運動して 居 

る もの さへ ある、 化 間 犬 ひじ 儲け わ 


__ ^ • - I . . ■ ' I. ， • ミ ..*.！—-'- It I H. 

ふを 階 じ I とる が此 化。 こごでは 一向 効 0 がな I 那町じ 巧く 人の 夕ぃ理 山は U 本 S - 


' > 1 ^ tv 

•大 に述 動すべし 

一 靑年會 員 

え國 じがる U 本ん 殊にが 育 じ 化留ず 
る U 本人は 誰も 彼ら 神を 裳 弱 じ 罹つ 
招る いふ 歌は 一般の 認 むる 所で わ 
るが 之は 畢黄 する じ述聊 をが や、 ぶ 
I 内的 遊喊じ のみ 化'/’ 一棉 力を ががず 
るからで あわる、 を々 が ザ 巧 貫 じ 
化點に 鑑みる 所 か つ；' わがち"， 
な來べ 一 X ボ ー 八ぃ 帕 のが 外述聊 
獎厕 ずる S 方， n をピ /J - ぃ， ム '卵 C 
にある ィ胞 •か 比贼 の巧氣 しなで’ わろ 
如な が 外 述勸じ 化つ'.- み ムを鍛 がず 
么み も： 化两 でん こ、 ホに 倏 かて 滿 
化 じ 思 ふ み 、 巧が で 4^遇がで ！‘ ベ 
スボ— 八、 ボク シンク 巧述聊 が？ ^ 

I 消息 （就 1 は 風が かで ホる 舉 だ、 如 
何 じが 人の 潑展に 就-し 細 誤を 策' かわ 
つても おょ b 大事な み 化の 健 廉じ就 
てが 方法を 雜 じなくて は贼 目で わる 
I 今 巧 開催 さ れる H 本人 會 のを 話轉じ 
I 舞蹈を まもなる 餘興 どした のは、 
たどへ 夫れ か 家內的 遊戯 じしても 健 一 

康上 力^夕 遊びな どじ 俊る 事 巧々 で 
侯の 大じ赞 がるず 巧で ある、 諸ち 0 
て 如何 どなず 


る ど 直ち じ 買 占 じ 取 か \ら 、二週間 

じ 二 千 園を 巧を した どい ふ、 藥 偕は 

I 償 上け を わは 中、 高僧を か 他の おを I 

一笑つ てゐ たのは 橫潑の イリ ス商買 お 


崖は 憎の 裔き樂 時間を またす 歌 チ 

プを 多く 超かない ど 後て 御客^ 惡 U 

をい'^ 事が うるさい からた^ 同人) 


投 


萬 罷 


.▲夏 據で ィクラもぅ けても を 中 遊ん 

で 居て は 巧 じ もな’ りない がして 金を 

一 無くす るな では 實じお 鹿 奥では ない 

ち 夏 撰 生) 僕は が當の 敎脊も ゐる觀 

じ 何の 因 おか 南京町の かを 覺へ てょ 

サ 四年閒 巧で 結婚せ し 事 四 回 情夫 

ごして 同棲せ し 事前後を 計* H 二 年 

警をじ 引かれし 事 九十 回 W 所を 泼巧 _ 

ブラ-,-. — 5 て 巡を じ なぐられし 事數 

知れず、 ヒプ シン トンめ ピスト 八騷 

きの 時 誤て 殺され 損 クね事 十四、 割 

奈 -を拂 つた 事は 八十 五 弗み 郞の爵 を 

のは 藥 補で 大 阪の武 旧を をェ どい ふを 引受けし ホ ニが 五 弗 探 愤じネ タク 

藥 崖は 數 目の 間に 五十 萬圓を 利し たれて がられた 事な 一二 十八 巧、 ボーイ 

义 某藥掛 姉け 歐州戰 ずの 電報 じ 接すを 化に やつて 持 逃け されむ 事 十 巧、 


1 考 へて 見る ど お 鹿 馬鹿し いが 今 

じ 至る をち を 町の 奥み が おれられな 

い 巧 か 良き 法は むかろう か 傑が 道樂^ 

のま 人 おは 半ば 肺搁で 倒れ 或は 四散 


みる 許ら、 化の やうに 藥化 層が の 高して 今て は 僕 濁ら 達ち て殘 つて 居 

値 どなつ て 細 ほは ス ツカ リ貸藥 巧乙此 頃のを 達は 僕よ わ も廿五 乃至 化 も 

じ 巧 かな < なつた、 其 化ら 御嶽さん 年で みち 許 h じな つた ホれ て も 精力 

や、 天理 王の 命は 繁昌す る、 之では 絶倫は 僕め 特質 だ 之 許ら は 横綱 だな 
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' 白！ 郁 . を 五 化を 苗 巧が を ホ '. 
y ロー ヶ '年 か 拿 一巧 V ぅ It 

& 化 巧 十一を ハ 巧 か 四ぶ' 巧を 憤 

お 可 -.'' ぃ 

巧 巧 兼 焦昧乂 P ‘. も ' 一、 ’''—' お . 

巧が 所； 

".. 紐ず 巧 第み あ 二 瓦. 八 


巧：％’ '旌 
お ' 滴': 漸浪延 


.筵む 時化と 
遲れる 人. 

旧ぶ 我ず の 結 おごして 列 强巧軍 力の 

一 優劣は 一 じ 甲搜戟 艦の 夕 々じ 化る ミ i 

ごな つたを じがて か 列 國は簇 ふえ 甲 

惑 おの 建造 じ 着手し 英 固の かきは 整 

そを 上 ド 型 戰を數 をを 增 がして 1 1 騒 

1 標準の 勢力を が 持す るみ 第 古 ぁつれ 

新が、 今を の戰 ずの 經務 は禄に 潜が 

艇の 威力なる ものを 證 巧して ホ國の 

姑き は 直 もじ 潜が 挺 二十 幾隻の 親 建 

I 造を 命ずる 事 ど •.つた まだ 大海 戰の 

j 戰 はれない 今日 じがて 俄かに 潜航 儀 

j め 成 力を 逆 信ずる のはを だ 早計で ゐ 

j る じしても、 巧 じ もち じ も 科 學り發 

I 逮勞巧 巧み 進 ホは 巧 持ら 别國 軍事 常 

局 巧のを 屏 なる 睡眠を 許さない 事を 

證明 する をで、 化の 單 純なる 軍事上 

j の 一事 例は をして 巧て ま 等 目 常の. 神 一 


麻 ど： > ふじ 畢覚 をが 兩 著が 時勞の f 集 がれ 化が、 _H 本が；！ が； ^' は !^ 

■一 ‘ n r *-T^ ' .kS > * p く さ.' 一一 > も ： ぶ ‘.v • • 、む ！’ 


お 灌た伴 ふて 沉 V . 諮 6、 巧く を* 化 

め 元を 諸を がを 泣 爵碌じ 偕^の 熙た 

當 A 、 練磨 修養 嘗 さじ 自家め あが 的 

天な をあ攝 ずる じ 努めた 勸 勉^の' 

おおで ぁる、 が 垣 化 や 大巧 あがぶ 庵 

か 早く じに 政 ザめ じ 者 どして 化' かが 

14 死物の 待遇を 受 'けつ {あるじ 一、' 尾 

畴巧離 氏 や、 除 田 S 郎 たなで 投其 .器 

: r . 識見 おず 葦し らお 思 お-や 大股 9 襄も あら、 棘 おを‘ 游 .5 のん 


會的 生活の 巧き たるを 訓ご なす ミが-を であ 


井 巧のを にお づ べき 人物で ないじ も 

拘らや 政が の 佩 巧 どして 今日を 比を 

庶 頭の あお 役者た' るが 由は 柯もか 公 

いふじ、； 鳥 雨 巧 かお 絕骄學 耽を # j 

义おがをじ觸れ、不がをながら^^巧 

代の 潮流に 娃れ ざらん ど 巧め た寐惭 一 

でを る、 菌 民の 選を 全 しで 還 驚 民を 

巧ます る S な 餘 のけ 議古 諸ぎ がが か 

を 治み どして 多少め 名 留を货 すを ぶ 

み A 中央 政 巧 じ 於て は 巧 等 新 雌を 巧 

がな いのもを 亦® の 進 ホ じが ふで 

I 自 がの 學間 識見を 藤ぐ 拳を 忘れ だ' 結 


を ホる のでを る、 別言 すれげ 進み 行 

< 現今の 巧 化は 精神的に も 物質が じ 

も 、' み 時化の 進 ホに 伴つ て巧勸 する 

じなる ホ郑實 力を 養 おする を 0 外に 

一ぶ 巧の 片巧 冠を 巧へ ぬ 事を 語る もの 

でる 

人間 准 ホの が 巧は 運命と を、 お 力 一こ 

をの 剌を でぁ ‘ るとは . 吾輩 年 ホの お 奪 I 

的 人生が でぁち おねて ホ 年 ホの 持論 

J みるが、 化と かの 運命 じ 伴 ふかぶ/ < 

な 運命を 善用して、 一身の 向上 發展 

え 期す るよ じぶ で、 残ら 111 をの 努力 I 

な 人間 度 化 止の 泉 大要 伸で ぁる ど自 

みは 信ずる、 例々 だ. 扫 本のぶ‘ 治 界を一 

貴ても 人は 曰 本元を め 勢力が 旌 をの 

扱 黛 組爲憲 或 擁護 連動の 結果 ごして 

循を L たど 言 ふ、；^ れダも 吾輩を し 

で 言は しわれば ホを が 潤 落し だのぶ 

はない 時化が 進 ホした ので ぁる、 維 

がの ホ 菜 じ 翼贊丄 、国家 じす 獻 した 

人々 は 必ずしも ザ お、 大 隣に 限，。 な 

j い、 巧る じな ザ 藤み が あじまる まヤ 

も 政治を ご L ての 戟留を 化 ふ、 大殴 

がぶ 維が をを しが 五十 ザを 觀だ 今 H 

にがてが 旦 々进患 あげめ 卒栖 どして- 

お埋を 巧ぐ を 得る ぶ 0 相が ‘ の； 麻 h あ ' 


0 上は を 輩が か 西 政が の 人物 じ 就い 

て 感じた 巧を 瓣 W たじ あを ない が、 

か、 る 現象が 單じ 政を おど 音は ず、 

を 業が じ も、 文 學がじ も、 おか 界 •しん 

敎育界 にも あ 等 r かじげ は も i 所 か 

あ 象で ぁる 俗を & 當 を榮遷 をを だ # 

は 常 じ 旨を 宜 みみ 淺學柴 才を嚷 一!' な 

、ぁる 吾輩と がち 银く妃 おじ 賴 於す 

のど ' 要 ぁゎ ど 思 ふ ' 

..お 儀 小' 俊 \ 

A 百 本 新 蘭を 見る ど、 太 巧が； な io と 

かなら のどか、' 今 ドち 巧 指 巧 題が ロ ダ.': , 

ワ . つ ミえ . 樣 子、 . 無論なら たい お 山馨薄 訪ぶス f な」 喜んで 葦 


々だ お、 加 藤 ど每目 晩み を ふの が窠 

|一 厳ら しい、 大巧の や' うなが A 物に . I 

まで ダジ ^ め 様に 嫌がれで はか 萬 

あ々 徹底的 總ス 々ン 人物 ごな つた 

譯 だ- . 

▲だが、'’' 總ス .クンぶ いふ こは 必らず 

しらが 膝の 人物を 小 じする もので も 

柯 .で 八. ない、 で 本 ホは ホ だま 那が復 

じの はれて、 不得要領を 大人物が 象 j 

徵 かめ やう じぶ ひ、 持 ホを のと 笑ジ 

でら' しむく は. エうク な：；^ やう じ 思 ふ 

ずを が 多い、 をを はュ n ポンな でしと 


ろ . 

こ .' 。 ボン ホを が 一 . あょ 小、 技が 比 兎 

もち. 乂栖 叫ん て あ 世 的 おぶ じ 敬 お 

つて 色る 加 藤な では まだ 正當瓜 & 認 
識 踩么 事が ホ ホぶ い、 かし 進み 過 
巧て ぶる、' 食は ぶ 寒 も 化滕ど 遺ぶ て 
おわが いがを を 得な かつ^が 7 少な 
ども 新ら しい 學識 H あわ'、 岛 'つ ホ I 

部ぶ がごして は 大サ物 をらない； がか I 


物な . るの みたらず、 ぶ 斯 的 人が どし j 

マは 辉ゲ ただもの じか 基が かぶ 其の 

V ヶ谁な 人を 乂 くも あはね 應 がと tj 
署が 背嚴が 見け & ので 巧み ' む < 1 灌咸 
を 惟す の - で わる、 巧し も 彼 か 也 裸々 
なる - 一 姻かぞ るが みな シ 、岡 じ： ゴた 
f 常なる 悠巧も 左を 飯 じ' ないか も 姑ん 
がい。 

... .... .. .'"..一 

▲ ぶに 郝 おめ 度め じ 惟 ゎめは、 輿が 
靑年 をを しないが でぁを、 . 义 養か跑 

令ぶ 的な ちで 口 か 島 田 ゃ鴻化 どが が 
惡 るかつ たお 因を なして 与る がが 狀 
尙が をの 人 氣巧节 るのは、 偏へ ぶ 後一 

進を 深す るからで ホる、 ホを の ^ 中： 

には 娜 謂を ぶち どか、 ち 業》 もが、 'j 
I 動 何 薄 どか、； 代 巧 ± どかい ふのは ホ 

な 心^ をれ で 地 ホの 有志が と 成、 & 

を W 韻 ホな でな ピぶ くや V' かて 、'; 

かぶの 孜 治を も、 何でも 火 養 かか I 

じ掛 乃て： ^ 敵がない、 此 かにが て、 義 

繼ど调 じ 雄に， 儀 ザる が、 ’ も ハ 衾 ふみは - 

1 帯 年に 凿 する 態湊ゴ ある、 みあの なか. 

恶い义 養が 靑年じ おする ごを く 牌 人 

の やう じなる、 ぉ < 化 燕を する、 

み 下らない ' 人間まで 世話を ホる^ ボ 


ゐ''るいか.^^是薄郑热點をぉ ぅもは现 

評 义養か 偉 もい おぶ 谢摄 > た 去み る 

のでみ る 〇 ' . i 

A 敲 はが 嘴 じがぶ、. 此 蛾ず 巧 婚逛给 

繁你 燕が も 慕款 K 靈 心が 

をのは 喊 白い 現. 黎だご 船 察 中 もがが 

ある、 さし も 階級の 矢 盗 レが が I がを 

入. が 今では' ± 官 どが ホが 表 も 鞭ん. で 

づ方リ .ン巧 ホを ホる いてな. 也 蔡搞 _ 一 

をい、. . VL で 上官の 良±& たる 蠻 

病々 ども ホ 常' じ 栽し ぐな つたが だ f 
之れ がを. て戰 後に** で 賴くか 倚 
ぅか 疑 巧 だか r 化與を 敵と むを ふ 

獨逸 でしな 平 まの 地位 さか^ ごが 

い，'^ 巧 海な でが.. 'r 痛され ね 蠻； を 寐现 

もない、 をん ながみ 微讓 が端盏 一^ 

何な む 轻碟を 巧^ 雌 ホぶ j 


讓譜终 f 論を 下イろ 薄 


も， ばけを' 暧が 甘て 置いて 無獻 話に' 時 

を 忘れる、 化 おが ホ 帶の大 募た. をぶ 

こみで、 彼れ は 「無名氏」 を 恐れ', r 搬 

を 巧」 を認 屯る 巧で ある、' 巧 锥は义 

養の-^ 物 じ. おして 必や しも* がが 端 1 

度を 朝る もめで ない 少 と' もぶ 肢 想^ 

が餘 b じ漢學 的た、 近代 思 あじ おし 

て说 遜れて ゐ る‘ 巧を 巧 iD がで ぶる 

雀は ょ が 説み 藤が す W わ舉邸 思が 

の おにが てが 時が 方が が. かじ 進んで' 


ク ブイ. なじ 何 嘴 かの 影蠻 おを 逆 かが- 

す. おがに 潘 かか あかがな％ 憑え ぃす 

嘉逸 霎聲 f 弯’挪 I 勝ろ. 策い^' 響 難；^ 

も J 歡掛が 併を する みを な 巧. をはな 1 々西睐 i げぁ •も 無 
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ら巧論 かがが を 算の鑑 成を 急ぎて 召 I 

お 巧 H を ザめ たるは ながの 手柄 じは 

か 違な きも 其眞 意を が 度ず る 時は 口 

一を ザ 团じ藉 ゎて 議會 めを 重要 巧 趣た 

る 助を 上の 事柄を 巧を せんごす る じ 

あら 而 して ー ホ 政ぶ 會 じがても 化 藤 

孜府ご 巧 ふを 不利な などし 無事 じ 本 

一巧を 経過 せんご 欲せば 政府 ま 協賛の 

口資 をが る， じ 巧 郁を なる 時 巧 即も革 

H の 事 未だ あらざる 間 じ 重要 閒 題を 


巧して 强 硬なら や 寧ろ 無事 じ 議會を 

経 あせん； を 希望せ るが かく なれは 

極々 W 問題に 就て 夕少の 波 欄を 起 王を 薄^して 種々 なる 計畫 行す ベ 


li あら ごも 結 厨は な 府ご街 突す る 

なく 相當の 口實を 設けて 本 議會を あ 

-ぺ しご 觀測 せらる 

韋命黨 領袖 统 殺さる 當 化に 護 塞 

せられた る 山 東を を黨 領袖 丘丕信 
u 本 ± 官學校 ホ 業) は 廿と日 銃殺 さ 
る 彼は 沙 をの 資産み じて 財產 云な 萬 

圓を 有し 兄弟 十 人の 內 革命 黨 の爲犧 

牲 ごなる もの 彼 典 じ 四 あなら 
♦バナ マ 新が 曝は 當み見 令せ パナ 
マ 航路 ホび 捕 巧 まじ 就て 前谱會 じめ 
てま 巧遞 相の 言明ら ぁら 或 巧 巧の 進 

巧を なし 居 b しか 其が；^' 獨 韻ず 朗端 

され 朝が 一一 烟師 脚ち 設は瘡 々今 議會 

を 通過すべき 摸樣 じる じょら をつ て 

み ホ 面 W 捕 助を を御滅 する 必要 ぁ b 

殊に 現今を を 社じ對 する 補助金は 愚 

化 額 じ 拘らず 其 中ょ b 宜 一一 一十 萬 巧を^ 

削き じ峽 新が のた めを じ 四百 五十 巧 

巧を かへ ざるべからず 是れお 濟的難 

梅を 盆々 甚 しからし む るら の： 4 し叮 

i 歐 州大戰 のた め 歐乂を 藏船會 社 か あ 

新が 路を 延期せ る磅强 いて 其 開始 

を 急ぐ の 必要な きため 遂じ當 をを を 

の そかを おれる ものな. り ど 云 ふ 

•首相を 派 化 表 者 請ぉ會 

A 隆お 軍擴お ままが 聲明 

I ホ 八 H 午後 4 ハ 時 よら 殴 化 郁に 於て が 

お 代表者 請 お 食を 間き 内閣 側よ わは 

木 文 巧を 炼 きを 大 .哲 及び 汪朱 內閣 


I 巧を なる 現 おみ g 現ずえ 能は ざる じ まれる 目的は 巧 ホ じ 巧 立して 巧ん じ 

至 6 しを 遣な どす 巧れ でち 斯 をの 巧 巧を を 巧 ふじ あ k し 事 謂 ふ i でもな 

本 方針 じを き巧玫 整理の かき 出 ホ 巧し 巧ら ま內 蘭の みなら や 巧 も 日本一! 


る 限长心 緊縮 ホ 義を巧 ひ軍团 のた A 

1 巳む を 得ざる 巧 動は 先つな で 時宜に 


適へ る 措置を 敎 るを 巧た 投 年な ホイれば をぶ じ 於て 白人 補 0外 のが 典 

稱 々の 事 ホの ため 翻餘 を' をを じ 之を 现 もぶ 本人の 勃 舆じ 致して は. 一の 巧 


統拘 をが 的 迷信に， 化ら 拂 巧が 巧の な 

き 私 望を 有した る も 化戟爭 9^ た々' 大 をを 易 じな'^ ベから ぞ i もの ある' は. 


I がみを 巧を する の 己む を 巧ざる じ 至 

しは 遺が なら 此閒じ 於て 政 巧 か 巧 

だ rj ぶ おせんと ずる 問題の. 一た るち 

I 師藻お 端を 巧 治 四十 年に 疑む 南巧遷 I 

延 してと がを を 媛な みおして 其の 巧 

I 單じ 巧が 問題の ための もじ あら ざ 
きら 是が 爲じ虔 巧を 篇を爆 退し 巧 

て 今日 一4 及 ゾ^ 現內 蘭は 化 i 巧 問 

題 じ對し 外交 方面ょ ち.，' 愼 まなる 研 

党を をげ 今 H の菌玫 上ち 綺は 一日 も 
么を忽 諸た すべから ざ玄を 象， めた々 
化閒 じぶ はず H の 撰を わを 泣 延期す 
るら差まなしミ說く ぶのあれども .一 
棘樹 をち 巧 じを 成せ A がちには 十と 
年のを 年 巧を まし 其 欠睹は 明月 立ち 
處じ么 を 捕 填し 得べき を 質の もの じ 
ぁ' らホ义 外 ま 上 日 廣 强 係は 嫂を じ 赴 I 

きつ、 あえを なて 隆ぞ巧 師の泌 まな 
しど 說< A の Ab 日露の 熙 巧は 勿論 
改善 ザら れ むら 巧內 酒は 化の 親き を 
が績 - V - る じを 力を 注ぐ もめなる：^ 此 

的 外を 關係か 何に 抱らず 国家に 必 

なる 國 政は 是が爲 め 一 旧も忽 諸に ザ 

ベ' から ホ 言 ふょで. もな く 日本は'. 一面 

じがて 海憧お 領± を 有し 其 巧を ま 滞 

ホ國 はぶを じ 其の 巧 主のを をみ 保持 

する じかて， 動ら すれ だ 为の之 じ 律は 

I ざるな あ 6 境 じ々 をぶ 雖 A 測强の お 

力が 那ホ租 のスじ 錯綜す' べきは お 


聲記 をを 礎 席 直 もじ 食堂 じ 又な 宴 半の 免れざる 巧 じして 是か爲 じかを の 

お 磯を 招 {め處 な L . V ; せず ちがを 巧 j 


; 燥 上け 十二 巧 五日 どし 本年み じ 衆 讚は じして 隣 伯は をつ て 左み 演 語を 試 

; 晓じ 於け 6 豫算 審査を 終了 甘し ミ みぞ 終つ て靈 をな」 S じ 退きて 

槪談を 巧へ と 時半 散 貪せ な 

大駿 首相 お說 

(前略 一 今日の 時 巧は 言 ふま でら なく 

一を 聞に 取 b て ホ 曾 有の お 巧 事な b 軍 

j 事 上 ょら 見て 山 東の 一巧 じ 巧 動ずる 

じ 立 まるら 其 帮爭の 原因 巧び 活動の 

I が 態は 世界の 戰 ずじ參 加せ る ご岡樣 

一な ^ 蕃し此 戳じ律 ひて 生ずべ きらの 

はを 界を 通じて 非常の もな らん 殊に 

巧が 國は 化の 千載一遇の 機 食を 利用 

すべく 上下 一致 戮力事 じ當ら ざるべ 

からず 巧玫 おが々 巧の 議食 じ蹈 むじ 

I 魏 ては 巧賴劑 立當時 天下 じを 表した 

る 戟明じ 基き 靖 々なる 計畫 ホ 壁を な _ 

一した る もを < は 時局の ち獻 響を 受け 


民れ るら のか 偉 菜を 巧な すべ < 巧适 

巧 力ず べきは 當 なの 事な > 今日 » も 


I 巧 面の 立溪 をして 非常の 不 巧を ホし 

つ、 をら 從 つて 吾 まは 事ゐ るな じ ： li 

日本の 文明 威信を をを を 巧して！ 

の あおなる 誤廢 をが 除す るに 巧め ざ 

るべ ぶら ホ 今 巧の 巧を じ 巧て^ 其 巧 

め辖 々か 誤が みら しや 5 なる V ホ！！ 

めを 明 正大なる お 巧は 漸< 中 かじ 巧 

ピ なら 化 誤が を 水 おする じ ま b た 
は 巧 巧の 慶 めて 且ク かぶ 巧なら ま 君 

の 巧に 巧て な 治上穗 々ホ 巧 唐 じ 巧て 
はす や 又は 反 势め奋 す， •へ’ きも 今日の 

一時 局 じ 巧し ホ宙 のかみ々 を' 5 し 先 ホ 

ぶ 御 偉 巧を 大巧ず もが 爲 々じな 必中 

をせ^ ぶ V 為々 信じで 疑は 中 ホぶ 

は 事を を 围じ難 V - 其賓 がぶ ぶれ 若 

は擧留 一致を 菊 請 ザ'? f のじ みら 

I 乎 先頃の 巧 時 證をじ 於て 孽 B 1 をぶ 

I 骚 ゆも^の じぁらず との 意 ホの な あ 
せ ざ々 爲 め： 一が が ホぶ の 巧' ぁち 
I 巧冀の 精神は 围 民を 化 ま 中る 立法が 
の铺 君の 意ぶ 權 端を すみ^ぶ ぶ 乱 其 
I 韻擎 なるお 新を 怒 まら ざ'-^ ん 奉を 需 
むがな 心敢ぶ 一. をを 强 ゆるに ぁらや 
ど 謂 人た る A みる々 

♦法學 巧 ±會 推 萬 者 巧を， 三十ぶ 日 
ょも. 文 巧ち じ 於て. 巧 ±會 を 巧き たる 
が 出席者は 會 を穂稽 構え 外 八. 十 S を 

じして 二十 か 名み を 補を 中のを ザ 巧 

± の 振 溝 じ 巧る を大 助を 巧 巧 上 寒'; 
經濟) 富 井 博 ホ 推薦 乾玫を (民を > の 
一. 氏 ホを せられ 午を か 時 ニキ ホ 巧を 

せ' を'' J .7:. 巧 

A 振を. 五 年 巧を 伊 儀を ぶぶ 年 巧は 

一廿 六日 4< 森 なをを 爵ホ じがて 執 一 わさ 

れ たも 當日 午後 十 時 ほ 賜が じ 於て 靈 

前 巧を 行ひ树 十一 時 ょらを 垂の黨 地 

じがて 篡前 巧を 巧 ひを 拜を親 巧 か 友 

に 巧し 立を の！ {應 をら 一時 退散 レた 

るか 當 日の 參 巧ち のまな' るち は 親戚 

の外大 腰を 相巧理 、.を 川 貴族院を、 


ろして.！ 8^ のを ± の 李' かを 維持す る 

は 巧が 國化 ホの 國是 じしで 巧 ホ 事 ぁ 

る 塔を が や 立つ て 化の 乂責 巧を をぅ 

する の' 位置 じ 立たざる ベから 中此事 

椿ょ b 見る A ホ 園が を じ 平 か 保持の 

I 宜 的み ためじ 帝 囲の 武力を か 要 どす 

る 事 言を 待た やが 一方 日窠词 巧の か 

き 其基穗 ごす. る， 又ぶ じあ 國の實 力 か 

徊じ熙 する 事 勿論な り而 してが 围は 

|一 ご 方に 巧て 大陸 国た る ご 词時じ 又 
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は 自らな ま 必要 言お寞 gQ 計 名 C して § なわき 霞 
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I 出を 見る 事 どなるべし 抑 も 先ホ大 まみ 名す るを じ 决サら ど 
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本社 營業部 

▲白 本 巧 薇 豪 船 

切符 取次が 鷄難 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ ザ 化 東が 柯れの 地方ょ 
b 御 出立の 煤を も 取 巧 可 申 お 

▲手紙 取次 キ f 户こホ 

▲各國 語麵譯 

▲曇 

柳 巧資悉 氏を 

塗實 業經營 法. 

を 治 一冊を 一巧 郵視十 他 

紐脊 新報# 


I ♦中 里惠 雄の 記事に 就て 中 里 じ 

I 巧す る 記事は 本 巧 じ 於ても 引 緣き揭 

I 載す る尝な b し 所* 巧 人は 去 十九 日 

一 自ら 本社を 訪ひ间 人が 渡义 0 巧 今 H 

に まるを の經展 、妻女 じ賊 する 巧 巧 

j あ 巧を ミ ふる 必要 上餘 儀な く 他人 じ 

迷惑を がけた る 事 等を 述べた る 後々 

後は 從來の 索 巧を なめ 新ら しき 生涯 一 

じ乂 るべ く 目下は 眞面目 じ 就 働 中な！ 

巧 ば 何キ該 記事を 中止し くれょ ど懇 

巧し、 翌廿 目立 會人巧 おが 治 氏 並 じ 

おちの 面前 じがて お 俊の 誓言を なし 

たるを 0 て、 該 記事め 績稽は 轉時揭 

! 載を 巧を せ、 本人 今後の 巧 勘が 果し 

:て をく 其餐 言を 實巧 ずる や 否やを 藍 

一親ず る— どしたら、 君子は 其 罪を 惡 

j ん でが 人を がまず ど ホ 人 も 言、-*?、 

記者 固ょ b ちよに ホ ci さるら 中 里 じ 

i して 眞面目 じ悔 梭の實 をみ ず じがて 

な 記ち 亦： 一 か 同 精め がをおぐ じぞさ 

; かならざる べし 

• H 本人 會を 話を 

祠 をは 旣巧 のかく あ々 ホサ乂 H 午を 

八 時 n ? ンバ X 巧と 十 化 巧め ち ダン 

シング ァ 々ダ ミー じて 閒償 する 蟹な 

一る が 今 間 會帶備 委員の 語る 巧に 化ぶ 

丫フ "グラムの 腹が は 午後 八 時 開を ど 

:间 特に 窝轉 、一 お 瀬を 高見 諸氏 夫人 

:は 入口 じ 整列して 一々 縮 人 參會者 じ 

勢す る レセプションを 巧 ひ (男子 部 

^ を 持を 貸 も 同樣) ホれ ょら 司會 者の 

、が說 ぁるまで 參 巧者 任を 自も 行動を 1 

: かるを どし 巧 一二 十を 間を 経たる を 司 

昏 者の 経 かじて 易 學乂巧 小 玉を 象 翁 I 

が •お說 、を 員の 巧 入 一二み 間演說 ある 

/ へく 右 あ 6 て 化 時 四十み 頃 レフ レ 

ー シメ ント巧 おじ 移る をな 6、 餘舆中 一 

j 舞路 はを が じ 巧 ホ ダンス、 ワン 


ブプ ホは へ ジブ ィシ ヨン、 最 おはを I 

一み なる ブ' — ステップ ヮグッ ごする 由 j 

なれば 新 ま 舞 おじ 不熟 がめ 人な 最巧 

じ 緩つ ぐ 6 樂し むを 得べ し尙 茶菓を I 

應中 男子 參會ぞ は 婦人 參會 まじ 勒し 
サ— ビングの 役を 勤め 自み 自身を が 

かする 巧 巧なら ご、 當 夜は 內 外人 夕 
歎の 參會者 ある 望 なれば を自れ 解け 
て 娛樂を 典 じず る 中 じ も 充サ紳 ±淑| 

女の 体面を がつ やぅ ぁ ^ 度き もの 化 
♦巧 西 通信が の 巧が 新閉 記者 招が 
间 社の 裔峰家 永兩博 十： は 巧 十二月 一 
扫米围 を 名め 新聞 推 誌 記 ま並當 化の 
が 字 新聞 說者數 十 名を 日本 巧 樂部じ 
おがして 视巧を 共 じする 箸な もど 
♦昔 樂み高 巧 氏 夫妻の 出演 逊日歸 ^ 

米した る词巧 夫妻は 本紙 廣吿欄 じを I 

る あ b 五名の 助手と 共 じ 巧 一二 十扫ょ 
ゎ 二週間 巧 十二 了 目 バン マスタ ィン 

劇 鶏 じ 於て 得 怠の 出し物を 演 中る 由 i 

なち 

♦お 巧 巧 固 訪問 幽お 息當化 林當や 

找ま おの 同 勘は 海上 無事 お 巧廿 二日 

お 溶へ 入港し を もじ 上陸の 上 间ボ本 

巧 ホ 旅 縮 大勢 屋じ 入ら 翌 二十 二日 巧 一 

j 巧 じ 赴き 日本 截船會 社の お 待 じか、 

る ホ 國劇瘍 をを 物し 夫れ ょ 6 あがを I 

中 ふ どして 一週 閒を 巧を 遊凳 したる 

後 解散し を自旨 由の 行動を 執 もし ど 

云 ふ 

今 西 兼 二 氏巧乂 日乂 通商 銀 巧 代 

を 者た る閲 氏は 目下 組 繰 中なる 同 巧 

じ 關し化 ホ 同胞と 巧を せの ちま 十六 

を 港 着め 地巧义 じて ホ ホせ ち 

堀 越が 會ちお 人 矢 島 後 ま 氏 ああ 族 

をが 組 巧 員 足 逢 かお 氏 等は 過日 無事 I 

歸 着したら 

ャト^ 化 新 駒 記者 肥 峰 加 藤 牛 . I 

四郞 巧は み 期を 講員總 選を じ 鄉里佐 I 

巧縣 ょら 候 捕 者 どして 打 も 出 づ v < 

か 四日 W 港 あ 船 加 糸 太 化 じて 输 朝し 

だ b 

•をが 重を をの 靑島論 巧 氏は H 本 

の靑 烏を をに 鹏 （卜： i ンド誌 十ち 號 

じを 文の 常椅 をな し靑 島な 蒙は ち 邪 

の獨 立ぶ 門戸 閉放 ホ義を 無視す る獨一 

逸の 勢力を 欺逐 する か爲 み正當 なる 

手段な ちと 論 せら 

參あ川 元 段 氏遞倩 次官 じ巧官 前が 

官 中み 化を 氏爲巧 氣攸 願を を どなら 

後任 < して 前 管 船 帰 長湯 川 ホ 巧 巧遞一 

信 巧 官じ巧 命され た b . 

♦山 脇を 巧 事務を 長 _ 巧 出發 を 港 

大巧 事務官 長み 脇を 稱 氏の 一巧は 天 

が 乂 U て 本巧サ 日出を 渡米の 途じ上 

れ b 

♦大巧 ど 人 蘭 巧 加州々 法は 他 


撕ょ b 巧る ど 巧みょ b ホる どを 间は 

す 二 巧 五十 化 宛の 人頭 我を 課しち b 

しか 是れ一 健の 惡稅 じして 從 巧其徵 

祕 方法の 巧惡 ょらして み 巧を の 成が i 

を 害する 事 少なから ざち しか 巧 年の 
大踞じ 際しが 外 ホび じ 他闲‘ よもの 巧； 

遊を じ對 しか、 么惡 威を 巧 かし ざ 
る 用意 どして 同 法の 瘡 化は あお め 一 


•義捐金 募集 廣吿 

歐帅 ホみ の 巧 蒙 b たる 白 耳を 由 民の 

慘擔 がる 巧 况は旣 じ 諸君の 熟 かせち 

る \ 巧 じしで きじ 稀 有の 痛 傷 事 じち 

とお、 依て 本を は 化 < 諸君の 同 巧 じ 

訴へ 0 て 巧 国 窮民 歡濟晏 の 一. お l - i を I 

がする 事 ど 致 校、 博愛 慈た のを じ 富 一 

める 諸君 か 進ん て 本を の 微衷 じ 貧 岡 

の 意を おせられ、 多々 じ 巧 はらず 應 

みの 御を 巧 あらん こごを ホ 望を 侯 

を 摘 申' 么巧 化育 日本人 會 
累 w^all ST 2 Y' aty 

お 切 期限 ..十一 巧が B おも 

紐 育 日本 乂會 .. 


j 股 投票 じて 大夕數 のな あどな た- 

じ ょら 今を 加が 巧 遊 者は フ ユタ ー ま 

はみ 停 単 おじて 徵税 をの 冀$ をを く 

る氣遺 ひなき じ まれら 

♦小 栗乘吉 氏の 結婚 巧 ド クタ！ は 

ま 巧. V 日 H マ、' シャ .クマ ン摧 ご結谣 I 

せら 


を當 

本年と 月サ五 H 證明保 證亲務 二賴ス 

グ當 館を 吿中 第一 項 記載 ノ 地域 ヲ左 I 

通 9 な訂ス . 

「メ 1 ン」 r ニク-八 ムブ .シ ザ .—」 r 

t ! モント』 マサ チ み セ' ブッ」 「 

—ド 、アイラ'.： S . ド' J カホ 沪 ..カット’ 

二 立！ ヨ， ，-义 J . み ウジ T シ ぺ 

ン节 グクユ ’ - I .ブ JT デラ々 エャ， J「i 

メ ブラン 广 J ' 「ウ アジ ニで し 「ウ 
スト、 ク アジ ニで」 「 / r ' 力 

ライナ」 r ナ ウス、 ホ 产 ライ ホ.」 「ぶ 

3 ! ジア」 及 「フ 'ロブ ダ 呑 脚 ホ 「ザ 

イス トブ 'クト 、オ ブ、 3 ロム ビ' 'ア 

犬 正 一二 年 十一 巧 十二 H ' ’ 

.だが. 育 

を 國 総領事 舘 


を吿 

本が ぶ 月 二十 お 日 證巧巧 fl ! 事な 
じ 巧す ス當舘 を吿鑽 一一 一巧 中. 「手 
巧 巧は な 前の 凉 6」 d を' るを お； 
の あ もな あず. 

一、 手 あなは 左の 通ら どす 
領事 お 手數巧 日本人 會ず巧 狩 
を 留證巧 免除 五十 化 
を 梟證巧 」 .巧 一. 巧' 
身み 巧 巧， お 十 化 五寸 A . 
巧 文身 か 證巧ー ホ. 一 .巧 ， r 

大正 云 年 十一 巧' 十二 过 .，：： 对 
在が ち.. 

兼國 領事館 ぷ. 


謬 察 
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M 纖 § 参 前約 じ 限り 診察 

を 2 

、別- 3, が 

W が 施 プロ •ン クス 勘 物 围正巧 向 

> フオ 


巧 診の ホ じ應ず 


安價破 實廢隹 

製茶つ ー ヒ J - H . 本 ホ .'，:''' 
其 他い ろ { 

五 斤な 上な 求めの 方 じは おが お 
引 可 化ち 尙夕少 にぶ. ら巧巧 文み 
第 早を が 達 巧 化. お.. 

襲 茶 I ヒム 

〇を 口 tal * Te を Coff ミ 0 O . 

.凑 一? ま h Av 夕 N . Y . 

S . Audcbon S 漢 9 


' * ボ內 Li で 

をる 讓 渡した し 

ク しも あ險 むく 销 巧の 巧 堯を巧 
ちれ 妻帯を じは 最巧途 のがを 事 
業なら.': 

ホ遵 着は 至急 本な へ 巧串这 れ. 


往 

W m d 
K w T 
0 卿.' 

J . な 


ダム 病院 巧 

巧を' 小 栗乘吉 

を 話 トン モント ニ 000 


0| 御 料理 

並 日本食 巧 品販賣 一 

す お 小 左 祀の巧 じ 於て 巧 巧 巧が 

日本を 巧 お 巧 巧 店閉荣 化ち 巧 何ネ巧 

:ぞ顯 巧 引 立の 程丰 ホ 上を 

'巧 京町モ ブト 巧 莖ハ承 « 

::' 万屋 I 鱗 

; ，'曰な 臺あ 9 


II 針易斷 


Vt 、 


ゥ I 誰&郵 便 發着表 

ホ，' ユ . - p；r a T - ク本 厨ぶ 切 午を ハ時牢 

船 名^ 猪 南 化； 靈 日'; た 

チ ヤィず 桑 巧 十一月 W ぶ.， 
天 ホ 化を そ异 みか 

卢 n マ 化' 夕 ' n マ 十二 巧' 吉， 巧 

を 藝乂ゎ トト グ 十二 巧-十 成 

in • • -t t %-%w 9} 

♦白 本よ々 貞巧 H 

十二 巧、 二、 化、 八、 ホ 五日'、. 


互自樂 おがを 请巧 尉， I 巧 

マダム. ス i 子 

め 靜 子、. 房 子 

助ず 照ず、 花 子 

踩 ホは 勿論 東を 帝 國劇踞 じ 於ても 大 I 

巧 評を 擠 ザし：！？ 夫人の 詳誰を 巧、 特^ 

じ招碟 巧る 十一月 化 日よ 卜 一遇 巧預 

お 化ち 間 巧 巧 おを 得度 候 

切が資 煤は 一廢の 混雜を 巧ず V 

巧 巧 ま 急 御前 約 相 成 度 お 敬具 

四十 二 了 目ブ 0 J ドウ ュ ー 

十一 巧 サ八 H 

! -ンィマ パ 劇場 


舞 日 午後 十 時 十五み チ々 ゴ ょを'。 

あ 革ず、 を 中 乗換な し 

チ々 ゴな 巧は が 錢道じ 連絡ず す"’，' 

を 車は 凡で るふ 

巧 まじ じて 且 

線路は を 致に 

富める 化 ホを 

経由 - A 日 ホ 巧 

旅 巧 おお とし 

尤^を かなる 

.線路な も 


1 ^闻\づ ご 84 Bro も 巧 ay . H . Y -. Q 苗 

You 巧 ジー 、， Madison 化 quare 77251 

OFFIC 巧 S . Loss 矿 ery G ; A ; pb . 



ホ 年ち 痛に て！！ 相 及み 華を 巧な 
し 其 神を 巧 A たる 巧 道の 大家 生 
♦巧 ま 人 化 龍え 生软 米を 姪て 録 
W の § 巧 じ 巧 巧し 巧 < 占 をの 
事 じが ふ；': (見 » 随意) 

，.，..巧 五十八 T 目 云 百 巧十番 
，—— 巧 旅が 巧 


も 


阀旧寫 眞師 

J 谨每 .18 を St . 

N . Y . Q な 
叫己 ■再 iverside 721 S ， 
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新ホ誦 賣買 

擧校敎 科 書 其 他 
新舊 一巧の 書籍 
數千種 取 揃 有 之 
極めてを 價に差 
上 候尙御 不用 
の 書籍は 可成 高 
價じ御 賈受申 候 


r ンズ 
ンド 


-ブル 


ニュ！ 3 ! ク 

苗 巧 十五 T 目 一二 十一 


御 吉里靈 早 

瑟 4 Lexi 扫 gton Ave . N . Y . Ci す 

nesii '巧^ 泌 tr 历巧 t 

Tei さ hos PJaza 泛 55 

•球 f も ♦ 


浦 


革 箱 製造 


當社巧造 の ファンシー ケ！ヌは日 

ぃ '左' i .',， ろ ひ 玉 盧等じ 缺< ベから ざ 

-が要 輪な b . 



I 御 一巧み 第々 夕 f グ御巧 送す 仕ぉ 

• J . CAJR ミ V QO . 

寡 Warren 空.， 3 e 写さ rk 〇ぞ 
Tel . 55 这す をち 


〇鱗 曰^ん 園 

クリスマス、 新年、 婚禮 、葬式 
用 化 類、 並 じ 植木 箱庭、 箱庭 用 
が 木が 卸小賓 

なお 今回 新た じ 左記の 處 じがで 開 ま _ 

致 侯描夕 かじ 不拘 御用 被 仰 付 度を ホ 
上 候 

を朦鉛 木目 本 園 

支配人' 西 島 一一 一巧 

が育巿 第五 巧 二ち お 十九を 

259 Fifth Ave ., Nes York 
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再 一 
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メン ジャ」 ピ いひ' を 化 窓が の比灭 巧の 健 巧 こがしで々 ラ ふ お 巧唱 しで 笔 
へた 木め 貪を 典に 樂 しくを けんごな ど クラ ー め-巧 ば おじ 巧き'' 暫し嗚 も 

らお 唯を も V 幹め 穀 .ぁ もて 外 巧ぶ 葦名み 特に 羞迴 ば. さ. れ '軍用 自 
人がが漂淹せる嗔はお化おらゎ 6 て献单じみ乘しておをめ始がゾランド- 
をの王のかさは頗 4 パィヵラじて.デ；ホテクじ送られた'る々東巧學院及び 1 
作 バート棘鸭中^ア ベ マ 、お.のかミ巧？^校みを生蝴はをがを化登じを 
アメリヵ 柿 じて、 ホ 十 宇を 廣巧矿 VJ H 皇帝の 御 典が を？-, かじ おし-」 巧 刈 
し がれら 其 化アメ .リヵを 沒 おせる おを なしつ SJ 巧の 旅 おを 訪問して 化 
ら ぁら 一 瞭に藩 族の み ごいう T ’ 瑕を fl ; 3 惠ぶ 来-を じホ援 
ホ 云々、 が 志よ b ぶる 微迎 '糊 も 相. 夕て訊 間し 

か 迎げ廢 と 致し ホ 中の お雜は あ.、 な 
參南泮 諸 鳴の n みお - j 日 かがが 而 して- 卞巧 ミ 脚 
我 おの 占領し じる々 V ティが 峭みク 6 陸軍 お樂部 じがで 欺 迎お隅 かいか 
サィ どい ふは お 經がぷ .十ぶ 化 化絳は 要を 词 なをの おが 俄 夕い翌 U 市 午 
が、 革が 丈は 要求に 應 じ、 他は を觀 I 一 立 巧に 位 ム棘蜘 二十 啊の 小な だか ルよ も ザ 巧と 時よ A プーシ キン 座に が 
つた どい ふ、 北れ からか 巧 五十 离：哦 I 鳴' $ 中央に 德 巧の やぅな 形した マルて ホ 役 巧ホ锻 S 大獄 迎巧蝴 かれ 
おち も銷誌 五十を 人み のな 义も ホつ 
たさう だが、 か 肉 如 方は 整は や 海ち 
はまい ホの 正物かない のみ か、 第一 
ブリキの 拂 おで 錐の 製を か 出ず のど 
いふ 話で あつた、 ぷ虔へ 巧く と獨逸 


職 f 戦 目 本のが 人 

I (承前) 

..▲錐 詰の 需を 敛甚 
一' 日' 巧 戰爭當 時 旋暇ぞ 拳 天を み 捕した 
ザ 服 や、 が 具 や、 绕劍を 陸軍省は を 

巧でおおしてゐたが今废の戰ずじ無^ 
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,1 栽す る じ 於て はが 民 也 じあ ぼす 影 

韓ら巧 おて 異なら ざるを 得 や、 が 掃 

帘紹 過ど戰 後の 人 ふごは 至大の 願 係 

-を がす ど 云は ざるべからず、 蓋し 獨 

-逸 がみり の 强乂を 致せる お 巧は 

一して 足らざる べし ど 雖 もな 最大 お 巧 

が 風 家の 權 力を なて 技 也を 統率し、 

! が備 のが 實じ ょらて 巧强 の威賤 を排； 

巧ず る ど おじが ゆる 機を を 柿ら へて 

一 小が 菊國 じが 國 樵を 扶恤 ずる ホ闊ま 

窮 、雨 國ぶ裘 、の 仰 張 機大じ おせ 

- どち ふ も 不可な からん 事大思想の 瞄 

: 盛なる 支那 齒：： が 親を 諭盟 をが 遵し 

-ぷ領 ± 化 をを 賴 おどせる 隣が H 本を I 

:脾ん じ、 却て 白 闕の領 ± を お 奪せ る 

獨 逸を お 賴し剌 繼の靡 典は 固ょり 獨 

逸ぶ 格 巧 なみじを 乂の 利便を おふる 

みがめ るは 带國 ホ藥の 威嚇 政策' が 菊 

が じ おしてな らお 効 U る 事を 示せる 

が 側の 巧 例 じして 工業 資 易を 圓是 VJ 

がる 巧 驟が獨 巡を おて が 外贸易 上の 

一太 熟 敵 ごな し、 茶堪 '嫉視の なは 遂 _ 

た々 化の 大戰既 を 酸 成ず る 一 遠因を 

I がせし が 如きけ、 樵 力 中 必ホ義 をな I 

で お 公 巧 巧を 强 制ず る獨 逸のを 業獎 I 

_一厕 政策 力ま 國みホ 幾が 强齒 じ對 して 

ぇ乂が 効なる を 諮ず る 一事 例たら 

^ におし 今ぶ リ大戰 爭が獨 逸の 勝利 

一 どなる か 或はを 戰諸鹽 のを 诚じ 化て 

引かけ とならん' か 世 ホ 别强を 對手ど 

して 戰 へる 挪 巡は 事 宵 上の 勝 刺を ど 

_ して 民が お 仰の 中必 どなる 率 巧 年 前 

，の 側圓か 如かるべく、 闕 家ホ義 、軍 威 

i ホ義は 列阔銳 がの 現代 じがて 题家自 

御上の 嚴大耍 かは 族 勃興の 一大 載； 碰； 

として 概迎 せらる、 じ まらん、 常 じ 

個人の 自 ホを ぶんじて 國 家中 必ち義 j 

か 政萊を 盤け、 恥備 のが きら 可成 嚴 

ホ お 位に 招かん ど 巧む るホ國 のかき 

さへ 恢が戦 巧の 結 おどして 俄 じ武裝 

化が か 論 あ、 軍備 搬娘論 巧のを 數を 


化する じ まれる は 之 亦 獨逸軍 國ま叢 

S ' がへ たる 駭嚮な bw 言 ふを 微べ 
なれで も 之 じ 反し 獨 逸が 現 巧の 勢威 

を持撼 する 能は ず 結が 露を 並に 巧佛一 

聯合 巧の み 擊じ耐 へやして 敗 化せん 

か 化 ホの 人む は 軍 國ま義 、乃 ま 闕を一 

ま義は 一時 自國の 强大を おすを 得べ 
しご 雖ら遂 じは 列國め 恨みを 求めて 

て戰 巧の 慘禍を 呼び、 國 民の 幸福は 

小を 產 的なる 軍備を 維持す る 巧 じ 其 

大半を 犠牲 どせ ざるべからず yj の觀 

念を 化ず る じ まゎ、 さなき だ じ 勃 巧 

の 氣述じ 向へ る 個人 思想、 輿論を 重 

主義は 益々 其 勢力の 磯 効を 致す ベ 

米國 はの 間 情が 獨逸じ 向は ずがて 聯 

を 諸 國じ向 ふ 所な は 單じ白 耳 義國お 

が獨 軍り 鐵撫 じ躁繩 せられた るが 巧 i 

のみ じは あらず、 留 家の 權 力を 中必 

どせ る々 ィゼグ の 政策が 人民の 旨 ま 

自 もを 化ぶ どせ る 乂國の 政体 国是 ど 

がな する 事 も 亦 其 原 ほを なせる もの 

なり 

0 上は 吾人が 戰 後の 民 也の 變勸 じ關 

して おする 大 がの 意見 じして 極めて 

卒 化の 課り を をれ ざべ る < 、旦つ 錯： 

なせる 别國の 利舊闕 係、 誰 お 會讓じ 

於け る 白 巧 發始隶 間 題 巧な 及 南が 諸- 

な 處か間 題の 解决 等は 地勢 上人 補 上 

の關係 ょら 世界' 乃ま萊 西の 人 ふじ】 

補 特別の 影 懲を與 ふるや も圖 るべ か 

らず VJ 雖も軍 國ち義 ど 個人を 義 ごの 

r が 一長は 戰を あが 入 文の 進 ホじ熙 

聯 して、 化 二 大潮 流が 别强國 の 政策 

及 人類 生が 上の 運命を ま おする J 巧 

今 n じがけ るが かきは 證し疑 ふを を 

せず、 吾人は 其' 歸着 点の 何れ じあ 

やじ 論な く、. 國 家の 巧 寧、 國 をの 幸 

顺 をが 留 する 立 撰より 夕大の 注意を 

なて 戰後乂 ふの 推 あじ 對 せんと 欲す 


米 人 記者 招待 會 

健 巧 

▲柬西 通信社の ホ 人 記者 招待 會な日 

本お樂 部で 關 かれた、 拙者 も 新聞 詔 

者の ザ 御れ どして 未 席 じ 刹す るの ホ 

榮 じがした 誘 だ、 巧で もを 會ご 言へ 

ば r ホを 十二 かの 微を盡 して 散を」 ど 

1 が 切 おの 形を 就を 並べる のが 新閉記 


者の 役目 だが、 當 巧の 會 をは 下らな 

い ま人侧の 日米親善歡迎溃說 ら^^け 
ば 御客樣 たる 义人 記をから の ジャパ 
ン 、ィズ 、才 1 ラィト 的 答辭ら なく 始； 

から 御 化 舞 迄巧寬 ろいだ ちを め 懇談 
で 持 巧ら、 十二み 所かサ 四を 稱の微 
を盡 したのは 柯 よな 羡 しかつた、 所 
威を 書く 前に 御 ま 人 役离藥 、家 永両 
谅± の お 骨 巧を 謝して 履く 
▲が 巧さん は ホストの 役目を 申 （か 
かつた 巧 か 媛 腹 飲んだ モ 、拙者 も大 
み 永ら < 同 君を 知つ て 短る が アンナ 
じ澤山 飲んだ のは 今度が 始めて だ、 
平生が まない 酒を 澤山 磯め 込んだ か 
ら夕 々胃を じ應 へた かも 知れぬ が 之 
も 目 米 親善の 爲 ど 思へ ば 辛抱 も お 巧 
る、 が 井さん の 酒は 兎 じ 巧と して 償： 

の 機 じ 居れ、 ブグ！ クリン ィ ー ググ 
の マ！ ブン をが 日本' をを 一から 十 ま 
で ホら げたの じは 流 巧の 拙者 も 驚か 
された、 ィャを ふは -、 刺身で 鉤 
座れ 吸物で 御座れ、 口 取、 雜烧 、茶' 
碗 蒸、 巧る 皿を ば 一.! 部め ぬ 許な に 

平らげた、 拙を 大じ 感服な 化つ て、 

ド！ デス 日本食は うまいで せう どる 
と- 5、 先 造は 〔ブ -ブ を 速 發んな 
がら 如何 じもう まさう じ征 化して 化 

舞う' 

▲米國 人め 巧ら 方は 何でも 彼で も マ 

テン 君の 归 本を 式 だうまい もの W 

おたら 遠慮 會禪 もな く 平らげて 化 舞 

ふ どい ふ 方で、 腹が減 つても ひら じ 

うないの 千 松 まどは ぶ反對 だ、 だか 

一ら 拙者 共は 勒米外 巧 じ マ ー テン 式玄 

巧ゐろ ど 言つ て 何時も 外を 巧 買 遠 じ 

注吿す るんだ か 鬼 巧 大聲侄 巧 じ 入ら 

ずで 閒口 する、 拙を みして 惡い 事は 

申さん から 言 ふ 丈の 事は ドシ^.^ 言 _ 

ふが 宜しい、 秘密 ま義 外を や 遠慮 政 

策は 無遠慮の ヤン キ ー を 遇する 道 じ 

非らず だ、 

▲拙者のを りじ 居た のは アッ ソ シエ' 

1 ブブ ド. プンス の 次席、 通信 部を の 

ブラ ー を 東泮じ 居た ミの ある 人で 

I 渝 かな 人物、 拙者 も シャンペンの 泡 

を 吹きながら 無茶苦茶 じ 話を 持 掛け 

た、 拙者は n ブラー君 じ 向 クて御 互 

じ 遠慮な < 話ずに 限る、 拙者 等 も 米 


闡の惡 口を 言 ふから、 貴殿 等 も H ネ 
のか 點は ドン 言つ て 欲し ひ、 ど 
言つ たら 間を のみ じ 居た ミ那嚴 間み 

ゼン クス 愧± が ニャ ブ 笑つ t 居 
た、 コブ ク ー 君は ァ ー ノグド や 一！ 
ンが 日本を 赞め 巡ぎ てつ ひじ 世を を 

誤 まつた 呈吕 つて おた、 拙を も 一理 一 

ある 話 だ VJ おつた 

A が 井さん が 拙 まを 聯を 通信社の ま 一 

お 人 スト ー ン 君じ紹 かして 「之は 健 
巧 どい ふ バッド マン」 です ど 言 ふ VJ 
スト！ ン 君は 笑 ひながら 俺し じ少さ 
なお か 居る 化 娘が 新聞記者は 御 父 さ 
んの外 ミンナ デ！ ム ラィャ (大嘘 突)' 
だ ど 言つ わが 娘は 何をから あんな 惡 
口を 覺へ たもの か薩 張らを おが 巧 か 
のど 大笑 ひ、 事 賞の 有無は 別と して 
先 化の 當惹郎 妙な ユ！ モァ じは 威み i 

しね ィャ巧 處の國 でも 新聞記者は ゲ 
デ {扱ぃだ から 恐れ 乂 る' 

A コ ブラ； マ！ ブン兩 をは 聯を 通信 I 

社 のぉ織ゃ ィ I グ グ袖 の 化大な る お 

様を 詳し < 見せる から 是非 筋ね て 巧 

いど 親 巧に 言つ て 吳れた >>! ブイ 
ン 君は 歸 b かけじ も 掘を の 肩を 叩 ひ 


爾王ピ I トグ踏 下は 綺 地を 離る 約が I 

嗤のニ シボじ 巧 首都を 移せる がべ グ 
グン-- ド， 巧は 敵 彈の爲 じ 殆ど 荒麽の 
娶な b ご 


•大戰 要 報 


王惡 軍長 蛇を 逸す 瀑 軍は 一過 前ポ 

’ J ランド、 甘 ツ巧 附近 じあ. し獨ザ 

の I がを 包 園し 敵を して 殆ん でを 滅 
の 運命 じ陷 入らし めん どせ しが、 ン 
ホ々 ムフ將 軍の 率 ひし 一 瀑が豫 が じ 
選る {こど 二日 後に 豫 をの 煤 所 じ 割 
I 着せし 巧 じ 其 策 戰計畫 じ大觀 解を ホ 
じ、 獨 軍は 精力を 集中して 露 軍の 包 
^ 園 線を 突破し 辛くもを 滅の おを をる 
る 事を 株た みのみ ならず、 逆 まじを 
勢じ岀 でん どす るの 態度を 示ず じ ま 
れ るか 化が を 報じよ かば 獨 軍は 此げ i 

じ於で 一 万こ千の脯處及サお巧の大^ 

稲を 捕獲せ b ご、 尙露 都を 報は 露眾 
か 曰 ツ 、ヮ グソ鐵 道を 固な せる 事 力 
} ^ャホ 面に 於け る 露 軍は 旣じ クラ 
カウ 巧を 能る こど 八 嗤み地 おじ 達せ 
る 旨を 報が も、 

▲ ▲濁 軍を 翼のを 動白國 方面み 獨 

_ 軍は 前 巧な 巧 一進一退の 狀態 じあ b 
じか 二目な 巧 後方 よらの 援兵を 得て 
五 プンス 、アラスの 間じ大 活動を 開 

I 始し約 六十 万の 兵數 をな て 最後の お 

岸 突 巧を 試みん どす るの が あら、 巧 

たじ 養 よら 到着せ る 精兵は 么じ礁 
唯ん かなに 戰線じ 立 も、 フン ンナ縣 

澤は速 合 軍 左 冀の徽 大雌ど ムス 速 雌 

を 統率し おれら さ 挪國を 巧は 報 せら 
タツ ま 十二 億 巧萊巧 あ’ 獨龜 ホ閒 


3 イ苗繁 や 某 給，； 言て 吳れ 

ち當節 H 本では 米 園 歸もわ 独 爱證會 はま 二 8 クン 酱 そ；^ 億万 巧の モ 
や， つじ 嫌 はれ、 ホ 固 人を 赏 める VJ 遊 I 埋 案を 巧巧通 巡 せら 


叩き じされる どの 託が じ や. が ホ國人 

にも 巧い 所が ぁる''* 快活で 放 膽で無 j 

邪 氣で必 切な 肺は i の 美' 點 じ、 殊 j 

じ 新聞記者は 荫 巧が 道樂 だけ じ拙濟 

も 大巧き だ 

A ホ國 人を 遠 脈 鏡で 見たん じ や 巧し 

て 其 正体を 見が くる 露には 巧かない 

一 諸に 飮ん だら 食つ たら 髓 いだら 輔一 

つたら、 する おじ 相互のを 所 短所を j 

おを くる； が お 巧る の だ、 拙を はぶ 

本人 か 盛ん じ西详 人め 男み' ど 巧 ホす j 

る i を鹽 い、 西が 婦人 どを 槪 ずるが j 

爲じ 間違の 起こる 位の 事は 別 じ必お 

ずる 巧 ゆ こ. つも やない、/ 其ンナ 、立 

セ--, „ -- ^ たこ. どを 頭痛に 病む 神經屋 

は 請せ 子！ 3 

參塞國 首都' 落 

乂し<姨取の砲擊じ耐へ っ^をなし 

セグ ビヤ 國の 首都 ペグ グレ！ ドボが 

去 二 H 遂じ坡 軍の み領 する 所 ごな 6 


A ち 固の 锐脈 卜ご 胃は 開戰巧 

ホ 非常 じ亂脈 どなち、 人 おは 獨 人の 


員 怠 見を 發裴し 大じ願 化 充實の 必要 一 

を 論せ るか 大統領 ウ氏 はが 案じな 勒； 

なる 巧 内患を 洩 せら 

♦マ' ソン 挺が 逝 < 乂國あ 歎の 海ク 

ン逆 どして 名 邸る らし 退役 陸 クン 少 

將マ ン 巧は 去 一臣 円 小 朝 难府が クン 
病院 じて 逝け b 巧は 學壺問 飽當が 織 
んじ日 ホ銷戰 不可避 論を 嗯へ特 じ 吾 I 

鹽の 朝野 じが あを 記 臆せられ おた る 
人な b 

♦墨 國现狀 ウイ ヤは過 H 墨 鄕じ入 
b 前後策 じかき デ バタ ど 協商 中なる 
か、 クイ ヤは約 五 萬の 兵数を 備へ縛 

ベく、 ベ ラク ググ巧 じ 本 桃を 雄へ 居 
る クラン ザ も約閒 数の クン 兵を 得て 
クイ ヤピ 會戳 ずるな らん ど 
♦戰國 おお 救濟が 紐靑巧 じがけ る 
乂脚化 じて 慕 集中なる 贼州戰 國窮ほ 
救 濟義禍 をは ま 二日まで じて 總额巧 

州と 巧 一千 六 巧 五 弗 じ 速せ る 由 じて 
救助船は 巧 遇數夕 のをが お 其 他を 溝 

載して 當 地を 發鋪 ずる 由な ら、 尙救 

濟義 をの 慕 集は を 方面 じて 盛ん じ 計 

，盡 されつ S ゐ b 

♦シフ、 スト ラク ス兩 氏の H 本 協を 

退を を 表口 獨銷戰 VV なるや 當地當 

篆ゼ コブ、 シフ 氏 かけ 本踪 會を脫 
せる 事は 巧 報の かくなる か 去 二 日英 

字 新聞の 所橄 じょれば M 巧は 猶太 人 

なる ょ b 常 じ 潑國を 化。 こど 蛇 力' ブ 
のかく、 今树 を' 碑带 じがて 百 本 か 萬 

國 どず を提 へて 獨 逸の 敵 VJ な b しこ 
どは がく 巧の が纔じ 瞬ら、 なち に 百 
本 じ關係 泼き闹 をぶ 脫 ずを じ まれる 
もの じて、 岡 じス .鸦お 入 じしで 前薛 
± ホ 大便た b レ... ス. 卜-フ .ウ. ス氏 もジフ 
氏 ど： 一様の 理 もじて 瞄を せる ものぶ 

ぶ 

♦獨逸 ど 駒 おか 事げ 本年と 巧晚 香^ 


狱 動じ' よ b て 白 币を然 盎を爲 すの 有 I 坡 にて 東印度 人のと- 隧率か 起ら'' 一大 


揉 じて 巧 ± 外人の 身命が 產は甚 た あ 

験なら ど 

A 南阿 叛胳擒 どなる 英領 じ 反旗を 

I 爾 せる ク .五 ット將 クンは 終 じ 政府 ク 

ンの巧 じ 横 ご なれ. り ど 一一 一日の 英國 を： 

I 報じ 見へ たら 

一 ♦ホ國 軍備 熱の 勃興 

飮州 大戰の 影響 ごして ホ國の クン 俯， 

添 眼 熱 巧 第 じ 高ま b 來 るの 傾 ぁ b 、 
ホ'' 1 0 クン 事じ關 係め る 人！ じょ b 
，子が 織され たる 米国 國防協 會眞巧 五 

十 •名は ホブ グべグ モント じ會 をし マ 
ブ ツチ V セット 州 選出 化 諮 ± ダ デナ 

1 氏の 提案なる 國巧 調査 案じ 贊 化の 

が議 をな し、 同じく 同 州選岀 上院 識 

: 一り ブデ 巧は 密 二日を なて 间案贊 成 


紛緩を極みし^は化乂の記應する所一 

なる か、 岡 地 選出 化 誰 ±ス チ！ ブン 
巧は 該 事件の 眞 がを 調査した る 結 あ 
をは 全く 獨 人か柬 印度人の 反英 觀を 

を 刺 用 せん 目 化の 下 じを 潘じ 於て 化 
組みたら し 巧言なら し 事を 發 見せら 
ど悄 地の 發電は 都せ り、 お僞 の释甚 
だ 疑は し 

參 •席 總魏ど 西闕寺 おの 會見 政界の 
風雲 愈； 險惡の 徵を帶 び 巧り 政ぶ を 
の 態度 愈； 强 独-こなら 現 內閒の 施政 

彈劾 じ一决 する や山縣 をを 訪問の た 
め 急遽を 都 じ 巧 下せる 政 友 衔總魏 巧 j 

敬 氏は 去る 二十^ H 巧 じ 岡 地 じ闽お 
中なる 前 政ぶ お 總戲 西關ホ おご 會見 
し 一二 時間の 長き じ： U : 6 密談を 遂 i .- 
所 あらたら 


: 琴^み 毒ぶ も -因を 


皆 + 診察 時間 


& 白午前化時 ま同十二巧 
T か郎自 午后々 時を 巧 八 時 _ 

C •か 2' 但目醒 目' > 巧 朽ノホ 者，, な 

述 T い J 

D 巧 卜分 


高見 豊彥 


ICC 




ち，* 巧 

お 巧 白 午 巧 乂時至 十と 诗 
巧 历百や All 巧 まあ 巧 

—蔓 田馨 
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•巧 閒破壌 運動 

A ホな が 階を して おがぶ 而の微 相は 
一先 づ ヶリが 付いた か 一 騷咖持 上げ 

一ね じ 氣か濟 まぬ いい ふ 溝 だが 何んだ 
か 知らぬ がま 巧廿五 U な 巧のを 京 お 

I 報じよ る ど 化ぶ 曾を が、 かどせ る大隅 

巧 軸の 破 踞述励 か阅始 され 諸派 化 お 
I の 化な は棵 めて 靖繁 VJ な b 、 时 巧が 

巧 化 謎 ± 四 十五 あは 機が お 雜の結 お 


I 述じ 「此傑 巧國は 欲ら < を 博を 加を 

I 化が し 報が 的態废 じぉづ べし」 ご 通 

吿 せる じ 化 6 化樂じ 就き 一度 閱證の 

惟し も ぁ b しが お-向 親米 ホ 溝を 取る 

じみし 參 W 取消は 沙化 止み どならた 

るか第^:^らご 

•化 東の 將 がご 
獨 人の 觀測 

H ぶ攻脚 軍の 靑な 攻裝 はり々 緻 巧せ 


內治 外を、 が 吸、 國巧 、諸方 およられ 陪 をは 時 U の 間趙ど むれる が 先 


ら 、現 內閒の 施政を 禪劾 する； を 申 

ム ロぶ、 大腰 伯が 元を、 樞院密 じ不人 

|氣 * るを おひ 一舉 して 現閒破 斑の 目 

辆を谨 せんごな みて 巧る から 或は あ 

きお 巧 じがて 政錢を 見る や も 知れず 

V 」 をる 

▲が じぶ みの 谁 報じ 化る ご 內瞄破 域 

I 述 励は おお 方が ど政义 曾の 聯綺じ 依 

るら のでを かじ 二 顺帥脚 增設藥 じな 

: おしが 方が よ b 岡 陸相を 動か 一して 講_ 


じ靑 なを 脱出し 北京 じ 逃れ 歸れ るべ 
ンヶグ マン 少佐 等の 言動 じょ b 想像 

I する も靑 なの 述 かは 最早 二週間を お 

一で ざるべし 而 して 同地 じ 於け る獨人 
等は 戦後 H 本み 山 東な 策 じ 就て 論講 

をな しつ/あら 一-殺の な 見は H 本が 
多 火の 磯 牲を挪 ひたる 結果 ごして 山 
I 東 じ 於て 獨 逸の おせし 總 ての 權 利を 
繼ホ する はか 論 靑な潘 は 一巧 還峭の 

形式 じおづ べき も鐵 逆を お 有し 其 他 


-を解 敞じ不 M ななら しめの て 現 内側 视 々の 使が を 巧す る H 本は 對 まを お 

'を 總辭 職せ しいる 巧で あつだが、 が 


柳な おを &て政 脯に夕 解を がむ るめ 

はな U のす 利福を 酸ず 恐れ ぁり ごの 

理 山で 化 計 盛を め 楽しな めて 一般 政 

I あじて 彈劾 する おど じつた、 而 して 

な 友を お 规ぶ敬 巧は 廿五 U 桃 山御暖 

をが をぷ どして 巧 部 じな がし 構 山が 

なる 山縣老 をを' 就 閒の上 現 内 閒破樓 

後繼 A 閒糾械 じか r をのぶ 向を お 

V 。 ん ど— たさぅ だ 

: A 大殿内 隅が 氣じ 入らねば 破 城ず る 

一ら ょから ぅがが 速 脚を する のじ 元老 

一を 賴 励した b 或は 己 じ u 本の 政み か 

:ら なられん V - しつ； ゐ る山縣 をが に 

|她談をする；：*ピどい.>ぶめは；：：本唯 I 

I の 大政 黨 たる 政ぶ 曾の が蝴 どして は 

恢や 巧ら し < ない のみ じらず、 自か 

も 化る の莊 だしきらの であろ ど 思は 

れ る、'' 一一-口 ふ をら な < 立 盛が 治で るる 

から、 巧し 政ぶな が贺 巧と 嵐に 夕數 

I の 與論を!；：！： 装して 片-る ものでぁるな 

I らば 現 内 閒を乘 がる じ 何も 諸を じが 

蘇を する 必 おは。 い、 巧々 を々 自 'が 

を 政 姑を おけて 大 ひに 現' 2： 閒 をみ 锻一 

I すれは i いでは ないか、 兎 じ 約 だ； 

-っ 巧へ て 化ても H 本蜘； i {はぶ 遙化治 

のがが じ 就て 猶が < 硏 発すべき もの 

が ぞぃ 

i 巧 を 田 大化硕 論 

加州 總逃礙 の おお 今 她歲倚 じ 化地權 

據 化の 捉おゐ るべき を豫 想し お國锁 

野の 閒じお ホ 論 巧 燃しつ！ ある 事 過 

般巧帮 おせる 如くなる か 閒く所 じ 化： 

が珍山大化はな外じ强顿；^る態巧を 

おら 先 巧 中外 おな « じ對 して 巧な を 


部亞細 西トグ n 、 ぺ 八シャ 方面 じ 勢 

力を 张 るを ホ ごすべし 歐州戰 亂も日 

I 本が 欧州 じ おおして' 英娜 速を がを 援 

るに ホる ざれば 獨逸 はが 易 じ 屈ず 

么 おじ 非らず 今一: 獨逸か W み ど戰巧 

I ずる じ まれる も從 巧の 關係 上み して 

永遂の 敵に 非ら ホる々 ご 巧 上の 諸 報 

は獨 を 侧め化 炭雜論 どして 輕 々じ 信 

和べ からざる^ が 巧の 强硬 論じ 對し 

て柯等 かの が 息を みす ものく 見ら る 


を 生じた るを 默 過せ しむべ < 贿胳を 

送 b ねる もの じて 上等 機關 兵曹は 反 

物 一反を 一二 等機關 兵曹は 現を 五十 圓 I 

の 贈與を 受けた るな bw 尙右 じ關し 

佐 世が 軍法 會畿 の染川 ま理を 崎 じ 出 

I お 同地の S 井物產 支店を 取調 中な 
を當 々しき 沙汰なら 
獨領諸 鳴 引渡は を 然虛報 先き じ 

I 偷欽逝 報 ごして 日本が 一度 単 奉 上の 

现 かじょり てな をした る マ- 
ヤ グ島及 其 他の 舊獨逸 所領 おが 島を 
族洲じ 引渡し 同 州 軍隊を して 之が 蠻 i 

備じ當 らしむ ベ <濛 州 防備 大臣 ピ 
! ス じょら 發 表せられたら どるら た 

るが 日本な がは をく からず 何等かの 

_踞 報なる 事 巧 かなり 特に 農 商務省 及 

外が 當 はが 諸曠か 商業 上 及 農業 上 如 

I 巧なる 末 ホを 巧ず るかを 調を せし む 

るか 爲 委員を 树嗚じ 派した る おなれ 

ぶを 諸鹏の 引渡し 報は 出 所 怪しき 報 

I 道 じして 日本 政が はを 然其 事實 をを 


をし おれ ， ' 

にがてを ま 化な 苗树 'なじ 至む T 击巧船 社を 蠢 夕 こを 祗 船を 吾々 の 蒙の 爲々 をを 儲ず 戰 ミ 

獨 逸は 化 際ぶ 那化 策を 中 化すべ < 西 社 出張所 じ 達した る 電報 じょれば 社 居る ごい ふ i を 知る のみで ぁる 白み. 

.を 中 橋 徳五郞 氏は】 身上の 都を じて’；— 

1 巧 退社を を辭 巧され 树社社 化 締役理 
I 奉 兼內航 部を 出 岡 順 太 郞氏祖 を な 
れゎど 山 岡 氏は 先頃 ホ國 視察のを 當 
地 じ も 巧ら し 事 ぁ も 牛 旧 鐵エ巧 長な 
るか 鶴 社-良 ホ 橋 徳五郞 氏は 取締な ご 
なれら 

•必死の 獨遮新 間が 策 支那 駐化獨 

雄 官憲は 今や 有請キ 段を 盤して 新聞 j 


な 谣の袭 がぶ 御 採 お領械 東’ 閒が 

の视巧 クンスト 、アグべ 八ス 商が ホ 

ダッ タン (獨人 じして あ 闊じ歸 化せ 

} は 十月 か 四 H 化 突然 燕 國官愈 じ 

銳爾 なる 家を 煤 おを 受け 树げ じ關人 

はぶの 城ょ b 拘引され だり 之 ど 前後 

てて 问 化の 緻 支が 人 拘引 さし かお 肉 

は獨 がの 嫌疑 じて 树巧四 廚灌上 じて 

無線 お 信を 姑せ' け 或は カィ お グの靜 

明め るず 紙が 他が 內に無 籍の獨 人 五 

おを 居 化せし めが る 等 おなされし VJ 

傅 へらる が おなが 明せ ざる も 確かな 

る 驚ぶ 等の 傅 ふる 所 じ 化れば をダッ 

タンな 化 稍 遂に 0 シャ島 じ 於て 絞殺 

の 刑 じ. 處 せられたら ど 

•义 傑が 軍讀疑 一二 井物康 ょりおを 一 

要港 部への 納入 巧が じ 關係ゐ る 海が 

上等 機 縣お裤 一名 S 等 機關兵 一を 佐 

化が 軍法 食 継 じ巧煞 せ、 りれ 目で 嚴垂 

化 調 中な 6 率 化み 巧を は秘を じ附せ 

られ るれ で 閒く處 じよれば 納入 石炭 

!二 巧嗯 が 受渡 じ おし 約 二十 喊の不 を 


五な 人げ 瀬 綱 漁篆船 S 十五 隻某從 業 

者 巧 五十人 

▲ビグ マ 眞珠 採取 船 二十 セ 隻其從 

I 裴者巧 二十 人 

▲木曜 曠眞珠 採取 船な 隻從樂 巧な 人 

▲同 海猫 捕獲 船 十 隻從業 二十，— 人 
A 西 濛洲冀 をが 取 船 十五 隻を業 約 

参獨 皇太子 讓 

左は 獨逸皇 太 十が ホ國 軍事通信員 

を化佛 陣中 じ 引見して 語らた る 所 I 

じして 皇太子は 充みじ 相互の 恵 志 

を 通せし むる 爲じ 英語を 巧む た b 

▲御 目 じか i て 非常 じ渝 がです、 自 

をはを が 勝手 じ 巧 旁 度い 巧 じな クて 

澤山 面ろ 白き 事を を 見せら る、 {事を 

望みます 

▲自 かは 軍人で ないから を 治 談於試 

I むる 事 かお 巧ない が 併し 化 戰爭稱 馬 

I 鹿け て、 無 息 ホで 不必要な 戦ず はな 

いです、 ロハ 獨逸國 ほは 上で を 通じて 


は 化國の 軍人の 大をあ も 自みご 同じ 

をを言つて盾るのは承知して居るが 

例み 誰か 柯 どい はぅ ども 吾々 か 賞 際 

上國家 的を がの 篇じ戰 ひつ、 をる ど 

いふ 當 面の 率實じ 變らは 無ので ぁ， 

一 A 晋 々は 今 废の戰 巧は 獨逸か 敵 がら 

I 無理無体 じ强 ひられむ 戰 ずで、 敵 か 

永ら ぐの 間 吾々 の 生を を 破 壌し やう 

一 どして 用意周到 じ計畫 した 鐵鎖 をを 

る、 爲の戰 ずで ある i を 知て 居る が 

I して 化 目的の 爲じ有 ゆるず 段を 講じ 


先生 瑟 

一高 島が 象 翁 第一 一世 小 玉を 象 先を 當み 

み 中 U 本 俱樂部 じがて 一般の 需 めじ 

I 應じ易 占 せらる i じ 付孩じ 御な か 申 

上 候、 • . 

新 井領 一が 

紹介 人 


繰 縦に 從事 しつ ^ ぁりて 殊に 日 ま 亟て祖 國を證 るのは 吾國 民の 最高の 義 


國 人間 H 英兩國 人の 離間 中傷 じ 巧め 

吾 日本の 新聞記事 中鹏 かじても 錄足 

一を 取る の 機を ぁれば 之を 利用 せん 

おも 槛 へつ j ぁ も濟南 じても 旣じ獨 

I 逸 じ巧収 された る支挪 新聞 ぁら 

•南洋の 巧 人事 業 

I 農が お 省が 產 おの 調査す る 所 じょれ 

I ば 南げ ホ 巧の 諸島 じ 於け る 邦人の 事； 

1 樂 ど 目す べきら のは 比島、 蘭 領東即 

度、 ビグ マ、 巧 療洲及 木 尴嶋じ 於け 

る あ 謀が 化、 マニラ 方面 じがけ るが 

繊溯漁 藥木赠 鳴の 海風 捕獲を 最 どし 

ぶ 人 貴 二 千 二 •百 巧 十 乂ーヶ 年の 収益 

I 巧 一二 十万 圆ご 計上せ ち而 して 其 一 半 1 

はが 鄕 おじ 送を し 一半は 0 て 事業 曠 

狼に 投資し つ、 ぁる 現况 じて 漸次 其 

勢 方を お 大し巧 V 頗領 東が 度の 興 巧 I 

事業は 今尙 被僱關 係を 脫 する 能は ざ 

れ ご ら 其 他の 諸鸣じ 於て はを 然 邦人 

のな お 經澄じ 成 b 使用の 船舶 二な 二 

I 十二 雙賢 本を 六十で 圆じ 達しを 地の 

狀態 左の 如し 

▲比 鹏お珠 お 化 船 S 十五 お從 業者 


務 である、 がる じ 吾 i が 開戦の 初め 
機先を 削す るの 手段 じ おでた 拳實は 
不幸 じも獨 逸は 戰 ずを 巧む もので 化 

て 其 黃巧会 貧は ねばならぬ どい ふや 
ぅな 間違つ ね說を 生ずる じ 至 つれ、 
何れの 國 だいへ でも 化戰 ずは 吾獨逸 

國民ど 其 政府 及 制 唆を 破 壌す る爲で 
ないどい ふ解释 をな て吾國 民を 說得 
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I する 家に 於て はが じ 注 患して 怪しけ 
なる 用紙な でが 化せぬ やぅ じすべし 
•戰 時稱 ど旅舘 十二 巧 一日ょり 實 
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お 仙 巧 因 旅館 A 二十 乂弗サ ぶ 仙 修道 

を ◄ サ八 巧 山中が 食が 志 ▲廿六 巧 

I 倉 旧旅舘 ▲ 廿お 巧な 木 桃 井 組が 志 A 

廿四弗 サお仙 武巧靑 年を A サニ弗 五 

牛仙フ " ブダ H 本人 會 ▲サニ 弗と 十 

お 仙 河 お 旅館 化が ▲サ ー 弗 願 化商會 

巧 志 ▲ サー 弗 五十 仙 H 本 俱樂涨 巧者 

▲ サ弗 ± 生 開拖を 問 ▲十九 巧 ピッッ 

グ H 本人 巧 志 A 十五 弗 高峰 證ま 

十二 弗 みやこ 旅館 化 扱 ▲十一 弗 五十 

_ 仙 東を 縮 W A 五 弗 廣見豐 寒 ▲十 弗を 

I 府概あ 宵 取扱 A 十 弗巧府 ホが 蓮閒 

1 化 弗 サ五仙 岡巧自 がを 岡 ▲ 化 巧夕を j 

I お贿 巧 ；^ ▲ 九 弗が 年を 阿 ▲ 八 巧 巾 西 I 

一化閒 ▲ 六 巧 五十 仙 化 H 舘 A 五 弗ホお I 


人 乗客の 不赔 おじ 懼 らおる 者じ藥 を： 

典へ る ごの 口資 じて が中ト ツグ もな 

亂巧じ 及び、 事の 發覺を 恐れて 間 

船廉 渡航の 際には 他 船へ 轉 じて 其窦 

を 見せ ざら しも 會社も 船 醫の撰 揮を 

厳重 じする i どし、 婦人 乗客 も惡船 

員の 巧 策 じ 乗らぬ やぅ 注意ず べし 
; ♦ 森が 組 お J?? 森が 健 S 氏 夫人は 過 

H 足な 巧 ご 间傳ホ 着せら 
♦ 族 島 高 師敎授 文 學± 化 山 化が 氏 
は敎育 視察の 爲遇日 巧 ホ 當み滯 巧の 
I 尝 なら 

♦願 お 商會ン ヵコを 配 人を 川 節郞な 

は 近 { 同市 よら 當地じ 巧 6 同 巧の 巧 

巧を 帶 びて 一時 歸 蘭の 當 
♦ザ 桐が 店員 島康親 氏歸朗 中な 
し 巧 巧は 過 H を藝化 じて 來米 
塔 旧 代議 ± の 巧 座 じがけ る氣鱗 
♦早 稻旧大 學敎お ま 旧な 二 一巧は ま 

111 U ホ 巧せ な 

参 遞信技 帥米澤 S セ氏は 昨 回 日 巧 

I 巧 暫時 滯 なの 篱 なら 

一巧は 歸 朝の 途ホ哇 の 新聞記者 じ 向 ひ 

乂統顆 ゥイ ツン巧 及國 お 卿 プライン 

一巧は 確 じ 親 H 的 感情を 有ず るが 人物 

なり ご 侮ず、 日 ホ 間の 一切の 威 情 乃 

I 至 ぉ 巧 事 じ 歐州戰 ず 後 必ず 一掃 せら 

るべ し 云ぶ と 語 A しを、 こんな ドゴ 

ライ 見識を 持つ たが 人物の 化 畿古か 

H 本には 居る からを く 難が み 第な な 

♦ 雜誌 日本人 第一 二十 號 、祗稽 雜誌卜 

ン チキ 册六號 、は 何れも 遇 H 巧發せ 

り、 何 じよつ てが 白し 

•獨 採の 嫌疑を 受けし 歸朝者 タ コ 

マの 澗 逸人め おじ 働き 得た る 西が 某 

は 疆股歸 朝し 横 溶よ も 長文の 暗號電 

信を 打 もし 事誉 察の かる 處 ごな 6 夫 

よりな 巧间 人の 一 . 擧一 動は ち 巧偵镶 I 

のた めじ 一! 報吿 された る 由なら 事 

I 赏獨 ななれば 怪 からぬ 奴 どい ふべ し 


.参 支那 料埋 

渡 巧賣し 

經營 を病氣 のた めを 利なる 巧內 支那 

I 巧理 巧を 大 至急 賣 渡した し、 希聲者 _ 

は 本社に 巧 談の事 
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られ 妻帶者 じは 最巧 適の 計營事 

業な り 

希袋者は至を本社 へ 御申^3ぁれ 
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十 巧 六 n 巧 一. 巧は グャ ’：；^. グ 、ょ-^ 郵船 
化 巧 化 じて お 上 十： 立り 間ま械 平穏む 
る 航海を f ら二 十二 U の' 视 、白 蟹が 
ぶの 脚 じ芙絳 みがを を仰黑 しつ； 俯 
一 m 上 降 致し 傾、 十 骇年お b じ 懐か一 
き巧闡 'を 訪問せ る 人々 の 城 想 や 如何 
、なに 鱗々 巾述 ぶる まで も 御座む 
侦 

一二 過閒 みを お 巧 巧め が 化を おおじ 

みし 额り 入を ホし が、、 間が 郵船 お 

I 社の 巧 徒に か、 ろ ホ鹽劇 おを を 物が 

I が、 柬ホ巧 一' の剧巧 どして が 名なる 

だけ 述築 .2 をが。 和は： 5 {なら 席エ み 

からた を、 述蝴 城む 化 巧が 設備 のぞ 

令；： e る 聴か S 中 か G く 確かに U 本の 

I 代ぶ の 賊巧 ごし-し 耻 かしから ホ どが 
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A 山 被 巧 じ：：！ 座 かの ザた 儀 じして 何 

れも巧 あじが ける 錄 々たる 名優、 浦 

おの 巧妙なる をく 豫想 外な 6 どて 巧 

义巧 布の お々 がら じ戚 也し 蜗 巧の 太 I 

を 巧せ しお 段 i が 之 化、 藻 間 每じ押 

化けて はがが す. 側が 菊 おが 潮 波 子等 

の竊 あを 躲が 的に 漁 さる 無邪氣 さが 

励 ホ 閒め眞 悔を發 あして 興じ 遺猶む 

からし 巧 どが 涙、；' : 

今 もら i 视 外に 滯 化しな 閒の 現狀よ 

を かる 巧は々 俊 ど 言へ だお轉 礎が 


ぶめ が 候、 臨 パて 彼等' じ 韵レ柯 等， 嚷 

1 術 的 期待な からし おが 今實 地み 獲述 

み 巧妙なる 溃お振 b ぶ 兌る じ . つけ ' ~ 

I 時 じ 其 迷夢を 巧 破され たるの 感ゐ b 

どは-岡のを 白 じが r V 

A 常 巧の おし 物は ォペラ 劇 次は 巧が 

苗 劇を U 本 化せる ァ -r ノコ 劇 なれげ 

I 披技か 巧 泮を摸 為せる 筋を く 殊に 過 

ザが 語を 化 用す る邊 b 】 驚を 喫せし 

めみ が、 而 かもが 援 港が 巧が の 演劇 

にはを 少の 見聞 知識を がする 吾々 を 

して お悔 化が じを も商譯 の ィャ 化を _ 

I 魄 がしめ ざるは 天 略な b ど 中す ベ < 

1 化 之り 本め 劇み も 段々 化が 的に 進化 

しつ； あるを 哉せ れ 候、 (をち'。’ 

'参ぜ な 辟 落を はのを 阪 .ず 一.： 

A 巧な： 阿 時よ らも 占' 際 巧 ましき 號 I 


をを ボじ觀 き 渡れ b ' r 突然 だ 食 じ 驚 I 

た」 ど 二な 方の 巧： A はまの 舞 ひを の 

I おむ-所を 知らず 小 離-*^ して 國 旗を お 

す やら 媒 だ^けの 祝勝 提燈を 化ら 出 

す やら じて 观 がなる 秋の ホ 巧は をる 

の化旋 じて がされた b 、 斯か 

る 巧じ號 かは 打紋 きて 化 報を 齋 らし 

たれ じが 巧の なは 慮 か 上じ挪 勝ず 


るが 辆 、電氣 巧革陳 ょら 號 外を 大菩 ~「 

だる 化電 単を 一番 じ 線いて 右 武± 凱 

化 ま 及 陸が 化 泉聪髓 型の 化電 単二皋 

化 川上 巧淺が 間を 進行 ずれげ 熱が し 

じる 巿は はおら おきら 巧歲 を お 

かく、 中 じ もが おなる は 提燈崖 じて 

悄 をは 十五 U 頃 ご 高を 巧ら たるに 巧 

しを 所 ょら 巧 列 提燈の 偃 促を 巧け て 

肖を 廻は せらが 他が 町 ともをれ 
舰錢 準備 じて 大混雜 中な b 
大阪も 階を の 毁か號 外の 鈴の 昔 じ 速 

い衡 から 街へ 嚮き 甘； つて 靖れ なつた 
秋のを じ巿 中の 活氣は 湧き： 返る や b 

し 起つ た、 陷蒋 視貿の 準備は 妖< じ 

整 ふて おる、 見る 間 じを 戶の的 とい 
ふ 巧 じは H 韋 厳が 略れ やか じ 織つ て 
の化提 がらが 氣 巧く 化 巧の お 集 も 

j 號 外を おつて r 御 目出度い」 をを がし 

'しむる、 化 巧 じ 兼ねて 準 髓の巧 巧 四 

所から 當化擧 行の が祝贊 報知 どし 

願 火が 一聲 ドンと 響き 宜る 、線け 

さまの 煙火の 音 じか 第 じ 巧 氣が競 

上つ て ホる、 先づ 盛らの 場の 千 H 前 I 

がら 新 世 ホを 小屋では 最氣 おしの 御 

化み やぅ 号外を ベタリ ご 表木戶 じ 張 

りおして おつた、 道哦 掘の 關睹 をは 

二十を 間 早め てげ も 出してから 視盃 

を聲 ける どい きら 出せば 座長の 劉 難 

化は 元 山東堪 のをれ i ぁク で' 一 靑鳥お 

をの 穂 閒溃說 を 試みて ホシャ の人氛 
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の棋 かお か r 悼 落 女を 半 おじが 谣 をが 槐し H 本を 勸會 化大阪 まなは 特約 

，かも 巧內 のがを 席よ 軒の おれを 午を 

: 心眼 限き b で 打，^ 上け 五 巧 あの 提燈 

行 刈^ 繰 b おす 始 未、. ホ 巧の 染隊屋 

は 二 時 過 何れも 申 送 溝み でを ひでを 

尴が 娘ら 願 時 雇 入の 騷き其 他 提燈崖 

も 一一 錢 のらの が 倍の 四 四 銭で 引 張を 

のく は 巧 致氣が 反映と なつて 現れて 

た ホた、 

♦邸盟 軍の 國巧諷 へる 大使 縮 

< 巧 正午 後 蒂鳩陷 をの 報お函 ホ化舘 

じ 達する や グリン 大使は 隐ぐ樣 海 常 

I 武官 お從へ 自動車を 驅 6 て 外 おおじ 

换 ちし ホれ をが 英國 大使館は 本國へ 

化滿 かなる 報道を 打電す る爲 じが 殺 

され 居れら、 かよる. 夕 化の 閣じも 巧 

前 じを 义 ホる 日本 围馈 ぶ英國 國旗視 

かめ 捷燈を 用 窓す る やら ニコ-''-- 竭 


外資の 巧戰は 十一 : 巧と U の 正午： 頃 兼め 館員 等が が 軍 武官のう イマン 大佐 


I と柯 やら 嬉し 氣じ 話を して 居るな で 

縮 內は俄 じ活氣 立てち、】 時 二十み ~ た 

ど覺 しき 頃 グリー ン 大使は 海軍省 

6 靑曠じ 就ての 感想を 聽 きたる じ 糞 I 

瞄 どして 夕 くを 言は ず、' まつて 佛固 

大化舘 を 問へ ば缩 員は 楚れホ 间盟巧 

のを 國の稱 旗、 日、 佛 、お， 恣 、薰 白、 か 

の 威 旗を を 舘外じ 眼々 し <雜 へさ 甘 


大じ靑 鸣瞄 をの 視惠 をを ずと どみ スの 演奏 じ 巧つ て 無暗 じ 巧 ホる のは 

甚だ 失敬 じや此 間め あ話脊 でも 醉挪 

いが おて 例の 通ら やつて 居た が 寒を 


なち 义化八 3 二！ 氏は 多忙の 腐 じを I 

を 見せず 

▲ を 曠吿 ▲滯墨 ホを も あ々 去廿五 
23 をな てべ ラク グダ 雑を 引據 ける 率 I 


の 西洋人は 顔を シ カメて 居た よ、 何 

乂國 許ら を あ 似な < て もよ いか 賭 


じな つた、 墨 戲平巧 9 目的で お あし ~ 儀 化 法を 亂る 者は U 本で も 乂國で 


た 兵隊を カラン ダ、 ゥイ ャ兩 派の 大： 

騷亂中 じ引揚 ける どい ふのは 一寸 可 
笑し <閒 へる が 取實 だから 化モ か、 J ： 
い、 流石 规 '想 まを の 雑 谢遜君 も ノネ 
シ 3 ではよ い學 間を した ▲家 永 巧 ± 
は歐州 派を 論者で あるか、 ホ 丘 ハよ b 
も跑 をを 送る かよいく 言つ て 居る、 
成 稍 愈々 VJ なれば 大 ひに 腕を 見せて 
や るら 一 輿 だら う、 併し 送つ たを ど 
で、 イャ 輝ず した 後でが T 鹿を 見ぬ 用 
一意が 肝要 だ、 A 新歸义 ちの 談 じよる 
と 常節 H 本では 米 固歸り S 人間は 特 
に 不評が で 誰も 相ず じせ ぬげな、 無 
狸の むい 譯も ある さ 
A 觀化蝴 員の 通信 じよる ご ホ 劇の々 
優は 揃い も 揃つ てうまい もの だ ど 通 
信して ゐ るが* 某專問 家の 實驗 じよ 
る ご カラ ネシ 成つ ゐ ないど 言た 吾々 
は 未だ 拜見 しないから 巧 ど 申 k 一け ぬ 
が 今度 連中が 桑 港 じ やつて ホても 知 
曲つ た 足を 出して バンシ トダ シス 
を やるな どは) 切ヌキ じして 货い度 1 

もを 

ス S S ^ ゴ 

♦が f が？' が' 

カク。！ ナ 生へ 巧は 自稱 して 相 

當のお 育が ある どい ふが 巧 化 ホ H 本 

人の 化を 一人で 擔 つてず 辆 らしく 投 

書ず るな どは實 巧て 怪しから ぬ 奴 だ 

i 賀樣の やうな 人 一二 怪 とが 此乂國 じが 

化して 居る から 排日 論が 益々 嵩まる 

自ら 巡 まの 罪惡を 悟つ たなら 宜し < 

なをは 愼め 夫れ で 治ら やば 宗敎の 化 

藥を狼 用して 女の 爲じ納 むる 調を を 
恶蕾 事業 じじ 投て 見よ •化な 輸 化な 

ものは ない、 (ミ シボン 挪エム を) <4 

或 ァイ リブ シユの 下女が 「 U 本人は 

襄 服を 着けた る ヮイ グ ドメ ン」 だ ど 

いふた か 之は 禮儀 作法を 知らの 事を 

意 ホす るの だを 舞 夕子 何 ごが へん ご 

する か (巧 口を) ▲僕は 岡 旧 正を 君を 

知つ て 居る が 間 氏は 友人 じを を 借 b 

事かない 、他人 じ 迷惑を かけた 事 

がない、 今が の靑年 諸君は 同 君を ま 

本 じする かよい (同人) ▲ァキ ンタホ 

じ 申す、 君の 役 書は を 憤よ b も聲ろ 

私憤を 洩らす の氣ホ あら 該問趨 じが 

て おは々】 層が く硏究 ずる 必要 あ 

龍 係) ▲をを 席上 他人の 溃說 义は输 


紳± ごは 云れ ぬ (赃 かを 焉废 棠の视 
を 持て 巧た が爲 めじ 邀黎じ 引 張られ 

罪を 化さない 無 關係濟 をら 監獄 じ 一二 

四 H 打这 まれるな どは 實じ垢 鹿'-^ 

し：^ じ やサ五 仙で 千 弗を 得 やうな ど 
いふ 夢を見る から 靜が當 るの だ夕を 

，かけへ ▲(注 怠 生)' 
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♦外相の 聲明 VJ 义國 靑島陷 を ど 邸 

がに 華が n 本 大使 絕は H 本の 態度は 

獨國 への 最後 班鹏じ 明記した る 所 ど 

異なる 所な し、 只 獨逸か U 本の 要求 

を报絕 しねるな 上膠洲 を還附 するど 

巧 どは を 法 上 日本の 自 もなる 舒 をる 

言せ る か上記加藤外がの戰明は華撫^ 

頓 政府 部 內じ樣 々なる 議論を 生せ し 

め戰ず 終結の 際 日本 ど おじ 靑烏 をを 

をせ る 英圖も 獨頓の 處みじ 願し 何等 

かの 要 ホを 爲 すべし どの 識論 もゐ 
國務 卿武雷 巧は 該閒题 じ 就きて は 何 _ 

事 も 語らざる ホなら 

•支那の 不満 加 藤 外相の 議會じ 於 

げる 演說は 痛く 化 京の 朝野を 失留せ 

しめ 政府 部 內及新 問 紙は 擧 つて 日本 

の 態度 じ不滿 足の 意を 表せら (化ず 

發電) 

巧獨艦 S 隻擊沈 さる 

まか 月 一目 智利沖 じ 於て 英 艦隊を 破 
其 後日 英爾國 艦隊の お 擬を晦 避し 
つ i あらし スピ！ 提督の 率 ひし 獨艦 
五 雙は本 巧 八日 南 大巧 泮 ァグ ゼンが 
か圓の 神なる フフ グ クラン ト嗚 近海 

を 遊 义中ス ダ I デ ー 提督の 率 ひし 巧 I 

艦隊のを 見す る 巧 どなら 直ち る備 火- 

を を換 せし が 旗艦 シャ グン ホグ スト 

を！ め チ'' T, 七ヌユ 1、 《'，フジ ツ 

クの 一二 艦は 英圃 縣隊 のね めじ 擊 化さ 
れ 、所頰 石炭 搭載 舰二樂 補 獲せられ 
殘餘の 二 艦 ドン スダン、 ナ グンべ グ 
ダは 巧 戰中じ 逃 まし 目下 追跡なる 旨 
化 日の 巧國を 報じ ょらて 發 あせられ 
た 6 尙英 艦の 損窜は 僅少 じ，) て獨艦 
は 約 二 千 名の 乘親 員を 失 ひたら VJ I 

•ホ 國議 をの 開會， 
大統領の 敎書 - 

第 六十 一二 回目の 义國議 をは 去 八 H 调 
院 ぶを 巧 ひ、 大統領 維爾遜 氏は 諮を 
じ騎 みて 例の 如 < 施 玫のホ 针じ關 ず 
る敎 省を-棚 讚せ るか、々 期講 をは 開 I 

溯 甚だ 短き を 巧て 巧の 敎 書は 外 巧 其 I 

他 一般 施政の ホ 針に 言を する 事な く 

単 じ 政府 じがて 船舶を 赚乂し 船 姻_ 
事 樂發谨 を獎腳 する の必耍 、非 烏 獨_ 
立 第、 政 歡節滅 の 必要、 國防 調を 間 I 

趙の 不急 等を 論せ る じ 適ぎ ざら しか 
巧 か 近時 問趟 どな b. 居る 閣防 調を を； 

じ對 するな 見の 乂 嬰は 左の 如し 
近時 吾國の 一部 じ 軍備の ボぉ載 一 

を昭 道す る乂 あら、 仰々 「淮 '欄」 ど 
稱す るは 何を 盧 がする や所詣 準備 

どは 吾等 か 國難じ 際し 一' かの 通吿 
をな て訓 棘を 經 たる 広 ハ ± を 戰巧じ 
送る の 単 備を义 VJ< いふじ あるか 
(二 面じ馈 く) 
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磯が 巧 紐脊 新お脑 I 
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米國 論客の 
對日 態度 

米國 大統領 維爾遜 巧は ま 本 月 化 H 

み 口 お 國諮會 の 開院 まじ 臨みて 朗讀せ 

ぶ 敎當巾 近時 世上 じ蜡 しき 國が 調を 

が 題じ關 する 一部 論を の 態度を 評し 

「神經過敏じして育勒的なり」ど^ 

一ら、 吾人は 米闕の 防備が 完 をなら や 

解た 不完 をなら やじ 就て 彼是 云爲を 

I する を 巧まず ど雖而 かも是 等 神經過 

おなる 論客の 輕 譲なる 言論 態 おがを 

i 々じして 日 ホ雨國 民の 反感を 激曆す 

ぇの 傾向 あるは 吾人の 常 じ 遺が どす^ 

I る 巧 じして 殊にえ 國 言論 がの 堕鎭ご 

I して、 其 閱歷よ 6 るふ も、 其 學閔識 

一見よ ないふ^、 優 じ 圃留の 輿 諭を 左 

あし 得べき 人 {が 旨 家の 政見を 發表 

I する じ當ら 、徒ら じ淺 慮なる 衆愚の 

I 好を V むじ おじ あきが 料を がりな て菅 

敵 的なる 論客 莖の ひを み じ 做 はん ど 

一 I する じ まつ 1 は 吾人 其 故た るを 解す _ 

一る じ 乾 まずん ば 非ず、 抑 も 巧 彼等 會！ 

敵 論を むが 料に 供 せらる、 吾等 日本 I 

一人の 迷 窓 如何を 察せざる の甚 太し き 

もの じ ホず や、 日米 閒趟に 醜して 化 

- 軟が穩 健'^ る感 見を 巧す る 政 お 家並 

I 新郎 紙が 常に 遺が どす る 所は 両國政 

I 治 家中 所謂 ジンゴ ィ スト (巧 戰 論を) I 

I なる もの あ b で 常 じ投必 を攪亂 すみ 

>AJ 之なら、 VJ いふじを るか 吾人の 觀 I 

j る 所を 0 て すれば 巧戰 論客は 日本よ 

: らも 寧ろ ホ 國じ夕 しどす るの 適評な 

I るを 思は ずん ば ホず、々 や 吾 円本の 

I 誠を tf が 贿問题 勃を 當 時ご異 6 歲巧 

j の經逊 する じ從 つて 漸く a ホ閒 趣の 

眞 がを 載 解し ホら、 兩 劇の おず が 例 

I か 外交 上の 實例習 憤 じよ b て 解かし 

て 難き まで も少 くと も 或 他の 方法 じ 

よらで 兩 国の 戰爭を 避け 得 V き 稻度一 

じ 於で 終了すべき ものた るを 信じ、 

圧つ 日米 問題は 之を 支那 間 趣 ど關擲 I 

てて 考黎 すれば 大 ひじ 論難 考察の 僧 I 

I 値 こを あた 單 純なる が 伽 外 巧 上の 

1 間 題と して 决 して 吾國 運の 巧 畏じ關 I 

ずるが 如き 大閒題 じあらざる i を 悼 j 

b、 巧 謂 黄を 紙を R て 目 せらる i 小 


新 間 ど雖も H 米 問題に 對 しては 可成 
其 言 諮を 惯 わの 巧樣 なり、 然る じ 近 _ 

時 米國の 政治家な 論客 冀は 何等 這般 
のが 息 じ 向つ て藏 慮す る 所な きもの 
の 如く 聞 化 問題を 論ずれば 隐 ちじ、 
リ本 軍のを 港 占領を 豫 測し、 祿東既 I 

趣 乃至 支那 間 題を 論ずれば y ハ譯 もな 

く H 本の 野 & を 誇張して 人 ほの 感 精； 

を 煽動がん どなむ、 日本の 獨 遊じ與 

へし 最後通牒 發 表せられし 常時 ホ國 

新閒 おは 日本 政府が ホ國 政府 じ おし 
膠 州 潜の 還附を 約せ しど か 或は マ ー 
シ ャグ雜 島は 巧哇非 島の 中閒じ 位す 

るを 巧て 日本は 米 國の刑 蕾を なか 6 

永久 じ 之を 占領せ ざる 意 巧な b ピか 

様 i なる 浮 說を擅 造 L、 0 て 世人を 

して 殊 巧に H 本の责 巧の 匪き J を 威 

せし むる VJ おじ 少く ども 「日本は 油 

斷 すべから ず」 ごの 觀 をを 抱かし め 

たらしが 、化の かきは お 接 排日の 論 

I 議 ならず どす る も 亦ホ國 論を の吾國 I 

じ おする 嫉妬 的、 疑* 暗炮的 傾向の 

一觸 を获繁 せる もの じ 非 やして 巧ん 

どや、 • 

吾國 おの 良友 じして 常 じ 日米 問題の 

平和的 解 巧 じ 腐 也し つ、 ある ダ ユリ 


げて祿 おの 征戰 じ随ふ ども 到な H 本 I 

ホ 國の寸 虫 だ も 化す 能は ざる や 明か 

じして 其 結 架は 徒ら じ兩國 をして 疲 

弊せ しむる じ 了らん のみ、 日本の 識 

者 論客が 日米 問題 じ 願して 言 議を愼 1 

みなて 兩 國繫爭 のず か 的 解 巧を ホ 望 I 

しつ 5 ゐる所 0 は 要するに 化觀 易き 

I 間 題の 眞 諭を 僻し 得た るが ためな 6 

おれば 万 一 日米 兩國が 不幸 じし r 干 

ぶ 相 見 ゆるが 如 W こご ぁる どもらん 

其責巧 や 巧して H 本 じぁらず、 ホ國^ 

人民 じ 非ず して か 上 無 貴 巧なる ホ國 

の 政治家 論客 じあら どい ふべ し、 吾 

人は 數年前 ホ プツン ー 輩 じ 巧へ ねる 

苦言を なて 改めて 思慮 ある 米國乂 十‘ 

じ呈 する の 止むな きを 悲む〇 


目 本のぶ 人 

空 i 子 

「多に じ隱れ る」 是の二 旨が 侯の 今 & 

生活を 悉 して ゐ る、 餘ら夕 たも 結播 

至極では ない、 モ 少し 暇なら 能い 
了り 思 ふか.、 傑は 多が なね めじ 旨劳の j 

最も 嫌 ひな 「社を」 どを ふ J が 當然を 


'除され てゐる やうな 氣 がして、 之を 

ツク憐 ± は 過円當 地の サンを 紙 通じ 『多 だの 報償」 ごして ゐ る、 夕化ど 云 


て 其 意見を 發 表せる が、 實じ博 ± の 

言ら し 如< 日本な 府は彼 紳± 的 協約 

を 誠實じ 尊重して 一切の 移 ほを 送ら^ 

や、 對ホ 問題 じ 就ても 日本人 中 忌は 

しき 兩國 開戰を 夢想す る 巧な きじ ホ 

留 人が 無 贈 じが 日 的 言 励を 違ぅ し、 

僅 {と 千 力ま 一万 じ 足らざる 化 ホ UI 

本人 巧 働を を哲 しめん ごする は 思 策^ 

中の 恐 策 じして、 其 結 おは 實赞 ょら 

名擧 を盡ん ずる 口本國 民の 惡 威を 

招き、 両國 民は 必 ならず も衔 突す る 

かも 圆 るべ からざる なり、 吾人 かを 

じ梁說 ずるを もな <假 じ 日米 兩國が 

巧 止を 得ず して 開戰 ずるが 如き 事 あ 


ふこ どは 藍寶な 言葉で、 隨み纔 着 じ 

に 巧 巧され る 煤を も夕 いか、 僕は 不 

親 則な から も、 極つ て 暇な時 間 かな 

.、朝ても おても 絕 わず 酱が的 態度 

を おる、 今の 化 率を して ゐ るの 上' 

が 間に 無耿 話を し、 かがを し、 ぼん 

やりして ゐる 時間 か 可な ゎを つた じ 

しても、 人を 訪問 するど かされる ど 

か 約ぶ を 極める こど か岀 巧ない 時 問 

であつ て おれは、 之を なて 胜を的 課 

稅 をを かれた 所で 夕化 どい ふ 文字を 一 

濫用して ゐる譯 ては なから うご 信じ 

てゐ る、 つ 主ら 僕の 我儘 ど、 不性 VJ 

か 僕の 化 事から 是認され て ゐる形 だ 


どす る も 日本軍が 非な、 ホを を 攻一僕 じ 順 かを つれ じしても 廣 くを 際す 


略し 巧に 西部 沿岸 じ 上陸し 化は 加 太 I 

陀國 境よ らおは サン デ！ ゴじ戰 線を 

破げ 大陸を 横斷 して 米國の 死命を 制 

する 事の 不可能な るは 軍事通 ならの 

專 人ど雖 'も 之を 豫嘗 する； を 待べ < 

么ど间 時じ乂 軍が モシ 其 全 艦隊を 舉 I 


る どい ふが ては ない をれ て 己む を 得 I 

ない々 义際社 會じ立 もを る 事は 何ょ 

當 痛て、 も 少しが 際を しなければ な 

らぬ V」 思 ふの か 一層め を髓 た、 是の 

二の 苦痛を 脫れ て、 貴 任 凹 避の 不妄一 

も 訪問 接待の 義 が もな しじを 化じ隱 


れる こど か 出 巧る のは、 偿じ 取つ て 

人 か 氣の毒 かる 释 苦しい 生活て はな 

い、 寧ろ r 宜 我」 か 伸び 放趙じ 伸び 
面白い 目 も 見ない 化 はら じ、. 戀じ墜 

る； もな く、 神經 を巧靜 じして ゐる 
丈、 消極的 幸福を 享受して ゐる のて 
をる、 君の 知つ てる 通-^、 僕は 所謂 

外を S いふ 事げ 落 弟 だ、 朝鮮に 御用 

紙の 編輯を して ゐた至 か あるか、 を： 

螺の やぅ じ 縮輯府 じし かみついて ゐ 
たのて、 一年の 餘も 居た じ 巧らず 二 
十 人 許 A の颊 巧官灌 中じ钥 つね 者は 
幾くらもなかつた、 大阪じもホヶ年： 

間 居た か 其 家 じ巧來 したのは 巧名餘 

の 同僚 中て 五六 人、 をの 外は 人 じ 遊 j; 

びじ ホら れても 往< 人は 無 かつた、 
をの 癖 傑は 自然ょ らも 人間 か 好きて 
i 靜 かな 旧を じ 居る ょら 娠 かな 都會じ 
化みたい、 を 居 もがき、 演說を 閲< 
の も 巧き、 友人 ど無歇 話す るの もが 
き、 時 じを 屋 のを 際ら しないて はな 
かつた、 償は 所謂 詩人ても がても： な 
い 正 眞化雜 の 俗物 だ、 ぐれ だからぶ 
謡む ぶ ゎ酿治 論な むがる が £ 

白い、 をの 巧き なのを 自 みの 使命の 
やぅ じ 誤解して 一時は 政治家 じなら 
ろ ど 思つ たこ ども あつた、 どが 僕の 
乂 間を 巧き、 都會 をが き、. 政治を 巧； 

のは 飽< 迄 觀賞的 態度て ある、 を 
居を 好く の ご 间じ理 掘 だ、 償は 徹頭 i 

徹尾 「見物」 じ 生れ だのて 役者に' はな 
れ ない、 又なら 度く もない、 大隱は 
巧に 隱れる どい ふ 言葉は 雌' > 都 をを 

巧を 巧い 儀の ム 1* 卜 じを ふ、 旧を は 

蒼娜 いおを なつた どて 間 題 じなら 嗔 

をす る じ も あ 所 じ 氣兼か 要る、 何 所 

の 酶の骨 か 隣 じ 居る か 知らない ご 貧 

つた 郡を 生活 稍を 氣な ものは ない 是 

の 患 ホて 俊は 紐 育のを 渚 も あお 嫌て 

はない、 プブ ゥィ ー じ乘 つても 善を 

か、 商店の 小僧 か、 馬鹿 か 倒 巧 か 

がを が黃 をい 乂閒 どい ふ慨 なじ 掩は 

れて ゐる宮 をを 姊 人の 中じ發 見す る 

は 見， 口 も氣 化--' もな < て 中々 氣樂だ 

日本 じ 居る ど おい 綺 藤な 女ど電 おや 

漁を じ乘ら をせ もど、 何だか 一寸 濟 

して 見た レ やうな 氣 かしな L て もな 

クス--^ 笑 はれたら するど 自を 


のこ ピて はない かど 聊かな て氣 じな 
る、 をれ か 外人の 中 だ ど 流 巧 じ起然 
VJ した ものて 笑 はれ やぅ か 何し やぅ 
か平氣 だ、' 人間は 求める こど か 無い 

鸦强 いめは ない、 人 じ 化て 出世し や 

I 一ぅ ど 思へ ば 名 ± の 前 じ 頭を 下け ね い 

おも 知れない、 借金を したい 髓 6 む 

r 金 持と 懇 なじなる 必要を 悟を だ 
う、 色氣か ぁれば こを 美人の 前 じは 

一； ィャじ 固くなる、 旣じ 間違つ てらな 

巧な でで を 目を 使 はれる 氣遺 はない 

<ら 懇意ても、 先づ 金を 借る 相談 

はしない どち やん ど 物事 か 極つ てゐ 

る 0 上、 豈じ -iK れ 誰じ氣 取り 誰に 隅 

で こど ぁらん やて、 轉 蔑され だ處て 
ッチ も 昂然 どして 巧ず を 見物 批判 
する の 自由 ど權 おどを おつて ゐ る、 
之 かみ 國 生活のを 氣 な. 一面て ず、 巧 

です、 倏か鬼 じ 巧 君の 也 配した 神潘 

装 顯じ もなら ず义ホ 1 ムシ ブクも 起 

うず じ 半年を 縣 らした 理由 かをるで 
しやぅ、 左 やぅなら 义〇 

® 帝國議 會闢會 • 

(と H 東を 發電) 

ホ 國諮會 は 本日を 巧て 開院 式を 巧 ひ 
今上陛下 親しく 御 臨幸の 上ぶ の 
窓躁の 詔觀を 御朗讀 遊は されたら 
締盟が 爵 どの 修 巧は 益々 親密を が 
へ、 日英 同盟な 日佛露 一二 國 協約は 
時 厨の 経 おど 共 じ 愈々 其 基礎の 冀 i 

固を 致せる は 朕の 深く 喜ぶ 所なら 
陸海 軍は 同盟軍 共 じ克く 敵を 擊 
破し 東洋の 平が は 漸を追 ふて 虎 お j 
せられん どす、 がれで も 大戰は ホ' 


た 


だ 終結す る じ 至らず、 朕は 括 民の. 


お興じ 信頼し、 速 かじ 最終の 目的 

を 達せん こどを 望む 
朕は な府 をして 豫算 並に 國 家が 

娶の諸 法案を 提 おせしめた b、 帝 _ 

國議會 はが 裘 協同な て 冀賛の 賞を 

擧げょ 云々 

♦膠 卿 灣還附 を 約せ し 事な し、 加 

燕 外相は 議を じがけ る 外を 上の 質閒 j 

じ 答へ て 曰く 

■政府は 膠 州灣を 支那 じ 還 
附ず へき やを やじ 就て は 
何れ ミ^ホ たみをず る じ 
まらず、 又 柄 國に對 して 
，も 膠 州灣に 願し 何等の 鈎 
束を 爲 したる 事な し 

ピ晉熙 せり、 

尙八化 海相は 歐州 大戰爭 中驻お 単は 

お畿務 を繼滅 すべく、 吾 艦隊は 目下 

巧 極 艦隊 ど おじ 南米 帮近じ 於て 獨难 

艦隊を 搜索啤 ならり どい へち 
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CALDWELL & GO . 

ピ〇化 ign Freight Contractors and 
FO 反 巧 WARDING AGENTS 
26 BROADWAY 
I New York 
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352 Ra な way Exchange 
CHICAGO , ILL . 
Soliciting Agea わ 
Osaka Shosen Kaisha , Ltd . 
Nippon Yuseu Ivaisha 
Sailing weekly わ om Tacoma to 
ports in Cbi 打 a > Japan and PhilUpine 
islands in connection with Chicago , 
Milwauk がゐ St . Paul R . R . Co . 
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巧 本日 ジ シ A 阿漠 をを 丹 靜ら化 日日 

符 ニー ャ S ニー ャ 御 化を 波 潑渡發 •渡 岡 巧 鐵午本 
な おり 等等 等 卜等 等等 卜 ▲お 日 し 化 化か-凡 化 化 帆 道 前 及 
巧 シ沒ホ 四 グ四 グ 運を 附ュ す 後 十 支 

ャ巧 b 十 な 巧 十 セ 橫 巧よ ュ 十 十 十 橋時那 

新 卜ま巧 S 八十 司 3 十な 濱賃 之ら 1 一ー ニニ 十一 よ シ巧 
■ — - -- 度 冗 9 巧 巧 巧 巧 二月 らャ隔 

候 日 1 廿十ホ 十月 十 左卜週 
十 間 前 ク六二 九 五一と のグ乂 

仰 じは 日日 日 H 日日 通大曜 


育 グ^ 巧 十五 間 弗 五十 神 
新 お 骨 五 巧 巧 五 巧巧戶 
巧 張 十 —— 

强 巧ぶ!: 他 


FAR 技 AST TEA GARDEN 
Chin が e 民が taurant 
Brodway & が 也. St . 
Phone 2472 Col . 
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滑稽 ドン ^ 

お誌卜 > 

ホ 国 唯一、 元祖、 を 看 极の巧 宇 
滑稽 雜 誌なら、 讀み 度き かは 
が 仙 巧して 腹の 巧を 破れ 

シ ャトグ 、ドン チキ a を 巧 

A 實 十 ： T 發—巧 一部が 仙 — 


聽細 CW 日本人 


The Nippon.Jin Sha 
Gr ま nwlon - oonn . 


大賣 おし 

@正 巧 御 巧 蟲及御 食品 一切 
參歲暮 及 クリスマス 御 贈 お 向を 種 
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歳暮 請 リ進瓷 

品々 到着 

陶器 花瓶、 絹、 ィンカ チフ 、を 水、 日本 着物、 
雜詰 類、 御茶、 漆 黑-ン カチフ 手裝乂 デュ 
-- リ 1 ボックス 等 

日本人 諸君"^ 特別を 
價 M 差 上 候 

な 育 $ 五十 化 T 目 百 十、 な 十二を 


直輸入 巧會 ； I 


箇商會 


電話 プラザ ー六と 八 




基督 敎 修道を 

寄宿 (舍 西巧サ ーニ 了 目 百 〇 二を) 一 
日 眶日 集會 午后 八 時 敎會內 じて 
聖書 研究 會 日曜 午后 一二 時 (修道 會) 
祈禱會 W 木 曝 午后 八 時 (館 じて) 
請書會 第二 第 四を 罐 午后 八 時 
A 英語 學校巧 火水を 午後 八 時ょ ^ 
牧師 大掘篤 

電話 八 一九 S モ ー ニン ダサ イド 


£獻^" 寄宿 舍馨大 掘篤 

西 巧 サ九了 目 巧 十九 電話 六 九 五 

四モ！ ニン ダ チイ ド 


< 1A . AAAA . A . AAA , A , A /^ 

^ 鴨. お 久^ 

么 V V V V V V V V V V V V 

元 山 崎 下宿 

含 夏 y 至 LL 這 58 
47 psspect PL 量 SS 夏 Ave 

妄 E. た ！ Id S 耳 墨 
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00 
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，苗 圏： 

歡图 

絲圏 

終圍 


齡總な 墓 I 

お璧％ 

舞 話- 襄 
賊餐蓋 

ぺ ^^ ミタぅ 1 て： - : ■が 

麗圈 


みさ N 0 

這】 WS こ S めを お 
.も ubs さ S さ W York 


お 

画 回 小 玉 

= 先生 易 斷 

高 篱を象 翁 第二 化 小 玉を 象 先を 當を 

の 中日 本 俱樂部 じがて 一般の 需 めじ 

應じ易 占 せらる i じ 付を じ 御 おか 申 

上 候 

新 井領】 郎 
が 井 巧 固 
一を 餘太郞 
瀬を 孝乏巧 


紹介 人 


瓜 新 荷 到着 

京都 高鳴 屋製 
參縫泊 乂あ卿 類 
@ 女 持ず 提袋 
參スヵ I フ類 

@ 木綿 衣 物 類 

クリスマス 贈答品 どして はぶ も 

適 當じ候 

紐脊東 十と 了 目 册】 番 

京都 エ廊會 1 祂 

巧 Y0 叫 0 客 巧 G .&、 r 巧 共 CI2G0P 

寶 Ees こ 7thrst . N . Yhi す 


豫約 募集 

が 山 雷を 

矣文 

〇 デミ サス 〔キリスト〕 傳 
を 偶を 二 巧 五十 仙 
豫 約申这 期限 十一月 云 十目 迄 
豫約代 價を二 弗 前金 拂茲の 事 
十二月 十五 日發巧 
紐 育 東 お 十よ T 目 四 六 五 
發巧巧 化 界宗敎 評論 社 


妾) 兼) 高) (碧 
怠) 寡) 香) 長) 

遠 東 茶園 

西 五十 九 巧 
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•政ぶ 會の 
.巧 閣禪劾 

干 二月 云 曰 東 巧ょ b 巧 西 通信社 じ 達 

せる 若電じ 依れば 政を をは 近日 中 現 I 

巧閣 不信任案を ホ 議院 畿員じ 提出す 

べき 摸樣 じて を 界は頓 じ 非常の 巧氣 

を呈し 巧れ を 巧を 擊 のま 巧は 外 I 

i ま 問題 じを る V < 反勒黨 領袖の 藉る 

I 巧 じ 依れが 大暖 內閣は ヤップ島を 巧 一 

一 固 じ巧附 し、 膠 州 棘を 支那 じ 遥附す 

一る のみならず、 從ホ獨 逸の 势力 猫簡 

たりし 天津、 南京 鐵 道の 化 部を S 

じ 割 謎す る 意志を ちせ るが 斯は 縮が 

ょら 中 廓 支那 沿岸を 通じ 滿卿じ 至る 

英国の 勢力 範圍 を叠か < ものにして 

吾 国の 街 支顆係 じ對し 非常の 揖 蕾を 

與 ふるものなら ご 

靑島陷 落の 戟利品 十二月 陸 

I 軍 參謀ネ 部の 發 表する 所 じ 化れば 盡 

1¢® おを の 巧 吾 軍の 補繼 せる 戰刺 品は 

左の かくじして 雑 巧の 船舶は 悉< 破 

しみら しと’ 

小銃 二 千 五が 挺、 機 關備な 巧、 巧 

砲 一二 十 円、 自動 卓 四十 冀 > 巧が 

萬 击千喷 、金貨 六 千 弗 及び ー ニケち 

間 五 千 人の 人 這を まふべき お 帯を 

品 巧 . 

参 靑島蕾 後處分 ホを 

IjE 島 階を じが 開 係が 省は 急 じ 打合せ 

をな し旣 をの 考 おじぶ く 諸般の 帥 目 

を 立 まし 一 おして 十目の 閣議に 附雜 

せら 閒 諮の 內 をは 詳 ならざる も靑駐 

附近に 巧 政を 布き 靑な內 じがけ るを 

なの 助産を が 誰し お 島 巧の 秩序 恢化 

一す るまで 軍隊を 0 て靑鳥 の 出入を ホ 

1 證し 一巧 人 ほの 出入を 禁止し 至を 膠 


支那の 政 巧 權を完 を じ 施 巧すべく 目 

下 實言當 を お 巧 中なら 

♦山 東 官民 態度 一變 
I 靑島陷 を 後山 東官ほ 態度を < 1 變し 

日 本官は じ おし 拖力巧 意を 盡し山 東 

鐵道 沿線 じ 起ら 居たら し 些細の 衡突 

事 かも 其 跡を 結ち 極めて 平穩 どなれ 

ら 殊じ獨 逸人の 手前を 禪ら 今まで 日 

本人 どのを 際を 遠應 しち わらし 者 も 

I 今やを が 化 巧す る 事 VJ なら 靑 島じ批 

產の關 係 ぁる ものの 如きは ち 円 島 陷 落； 

ぶ舰し 日本人 じ 塩ん じ 御世 辭を 振ら 

薛 き姻ら 態度の 豹變驚 < 程な b 
♦重要 閣議 
十日は 內 閣を議 のを H にがき 午前 十 

時よ 6 首 事 官邸 じ 於て 閣議を 間き 大 

殴を 相な 下を 大ぉ ( 太 お 農相、 岡 陸相 

か 席) お 席が 政 整理 じ 願ず る 官制 改 

i をの ホ 了 案が じ 付審懿 する 所を 6 ホ 

どして 禪 太廳宫 制な 革じ屬 する あじ 

して 集の 內 をは 現 化の 一二 部 制の 一な 

る 拓殖 部を 廢 して 內地柯 様 內務蓉 察 

め 両部制 どな すらの なる が 原案 通り 

决 しお もじ 樞察院 へ间附 する 事 ど 

なら 义靑 島の 善後 巧 じ 就て は 陸軍省 I 

より 提案 ぁらたる も戰利 品の 受巧さ 

へ 未だ 完了せ ざるの 今日 證速 じ議す 

るの か耍な << 1 -な徐 々じ議 すべし ど 

事 じて 單じ巧 覺じ附 したる 儘 醜す る 

じ 至らず 一 闲午蠻 を 共 じした る後雜 

談を をはし 午後 二 時 前後よ b 随意 散 ^ 

會 せら 尙內聞 じて は 行政 整理に 關す 

る 奉 巧 じ 付 お 一部を 十二 H 官報を て 

發衷 すべし VJ いふ 

a 政ぶ をのすな 巧案總 まらず なみ I 

糞 巧き 益々 險惡 じして 政 友 曾は 議會 

閒 を 劈頭 乂 殿巧觸 不信な 案を 提出す 

る やの 說 盛ん なれ ごも お 帥 間 趣の 攻 

州 灣巧外 じ 敷設せられ たる 水 おを 引 j 擊は成 ホ 避けん ごする 形勢なる じよ 


摇 'け 破热 せられた る 大小 港 じ 應急修 

狸を 加へ がる 後靑 岛を閒 なし 山東鐵 

道 ど 相が つて 內 外人の 資 為を 差 許ず 

尝な るが 之 等の 準備を むす じは 少； 

もーケ 巧を 要すべき じよら 靑なの 

I 徑巧期 じ 入る は ーヶ巧 巧 後なる べし 

I 靑 島を 開な する も 時 姑 中 軍政を 施 巧 

せらるべき じよら 靑烏親 願を 支那 人 

の 手 じを 付せ しわる 事情 あ b も 地よ 

ら税關 事務 じ 逆ず る 若を な 擢し時 巧 

I 中靑な 稅關事 おを 取扱は しむる 當じ 

て 略 人選を 終らたら が 化 靑島及 附近 

I 稱 海陸 宇 俯 軍の 編成に 就ても 略 あ 

まを 得たら どい ふ 

♦交 戰地帶 取消 宣言 菩 

支那 政が は靑島 おを ど おじ 消滅す ベ 

きを 戰區域 取が を 日英 濁 一二 國 じを 言 I 

て 同地 帶 じがけ る戰 時が 態を 克 おし 


な從 つて 不倩巧 侧條の 巧舉に 就き 郁 

々異論 ぁら 黛 內の寇 向 ホ だ ー ホせ ざ 

るょり 或はが 儘 御 流れ じなる やに 觀 

測 せらる 

♦兩巧 か官の 凱旋 ど 巧を 驛神 を 出 

化軍词 か官妓 加 藤 第二 艦隊 巧 か官は 

十九 H 東を 凱旋 乂京じ 際し 化の 內巾 

央 停ぶ 據 じ展殆 めで 車を なすべく 岡 

i 停が 旗は 旣 じ’ 巧 京 停苹旗 ど 命を され 

盤廿 U 辭驛 .巧 梨 巧 さるべ < 凱 旋微迎 

ど 化 待つ て 東 巧 巿近來 の 盛 觀を呈 す： 

べし 

♦横 巧 巧の 凱旋 徽迦 祝贊 第一， 艦隊 

横貌巧 入潘じ 付き 问 市民は 化 大 なる 

凱旋門を 立て i 之を 迦 ，口 引綠 きを 艦 

|將 ± の 徽迦視 巧 あら 京 渡兩地 も么か 

ためを 氣を呈 し 居れ^ 

♦紫 藤 荫お官 波 おど 調査 今回の 戰 


锐の おを 賓易巧 上 じあ ぼす 影響 視察， 

及 日本 品 海外 販胳 擴强 のね め 欧府は 

j 支那 印度 獨領 ァジ r 南洋 療洲 を衆國 I 

I 加を 太 等 じ 視察 員を 特派す る 事 どな 

たるが 日本の 實業家 じして 今後の 

海外 發展 を計畫 する もの じして 之 じ 

隨巧 する もの 少ならず 米國 へは 商務 

言 どして 先年 紐 育じ駐 巧せ る 紫 藤 章 

巧 派 遺さる、 事 どな^ 柯れも 近 < 出 

發 する 答なら 

♦靑 鸣ボ巧 日本 名 じ 變巧靑 島 巧 巧 一 

は 十二月 一日を なて 一般 じ 開な され 

何人も 出入 自由 ごな もたる がを 碰臺 

及び 巿 街の 名 稱は從 巧の 獨逸名 おを I 

撤廢し 神 尾 加藤両 司み 官の 名字 其 他； 

記念 並 じが 種の 緣成じ 因み て 悉く 日 

本名 稱じ變 更ぜり 

♦古物商の 窮な 數年 ホの す景氣 _ 

顆 きじ 今回 餓亂の 打 巧を 受け 今夏な 

巧賣買 皆無の 有樣 どなり 警察 じがて 
該 商人 等が か 巧 じして 生活し 居る 

やに 就き 不信を 抱 < 程なら 二、 一-ニヶ 
月な 前ょ ち廢 業を なず^の ちじ 四十 _ 

を 下らず と 

鶴 原を ま 氏 昨夜 終 じ病沒 

元 福 岡 縣逃ぉ 衆議院議員 (なを 會) 鶴 

巧を 吞 巧は 豫て 病氣の 處藥お 効な 
昨 极終じ 死去せ り (一一 一日 東京 發電) 
(附言) を 人は まあ 一二 年生れ、 福 岡 
縣± 族 鶴 巧 道 室 氏の 二 巧 東京を 國 
大學文 巧 出身 曾て 領事 日本 銀 巧營一 

很業部 同 理事、 大阪市を、 韓 國統： 

監 府惡務 長官、 關西鐵 道 株式 會社 
をた > .ソし MJ あら 先頃 迄は あ 友會巧 
議± じして 大日 本 人造肥料 株を 會 

赴 長、 蓬萊 生命 保險 巧を 會 社長 及 

び 守 央耕聞 社長たら しが おを 得て 

あ 頃化議 モを辭 しわら 

♦首相の 實業家 請 待大暖 おは 十日 

午後 早稻 的のを 邸 じ實業 家を 請が し 

て晚餐 會を關 けら 當 がの 巧 客は 左の 

サ 五名 じして ま 人 側は お 爵の外 じ 加 

藤 外相、 尾綺 法相、 若機藏 相、 武富遞 - 

相、 化 木 翰長、 大隣 山崎兩 秘書官 じし 

て 裳 正 じ 終らん どす る や大螺 伯の 衞 

I 單 なる 挨 楼じ勒 して S 島 子爵の 答潑 

ぁ b まを 別室 じて 胸襟を 開き 閑談 じ 

時のを るを 忘れ 散會 せる は 年後 十 時 

ならき 

ホ延道 成、 志立鐵 巧郞、 ご一 材苔平 

S 井 八 郞み郞 男、 一ニ ザ 八 郞エ巧 男、 

水 町 架を 六、 志が 源 太郞、 S 島 彌太郞 

ず、 签 巧を、 松 方 驚、 鄕誠么 巧、 淺巧總 

一郎、 を 田 善云郞 、劇 琢磨、 中 野武營 

化津 嘉一郞 、寫 田愼藏 、和 旧豊 治、 大 

^ 倉 喜八郞 、豐川 良 平、 大橋 新太郞 、服 

部を 太が、 地 田 謙 一二、 お 畴乂彌 お、 巧 


上 準 之 巧 

♦選 擧權 弗擴案 提出 衆議院^員 選 

擧 法な 正 案は 關係當 局 者 間 じ^ 種 
異論る b 1 時は 到を 一二 十五 畿 會じ提 

出せられ さ 摸 様なら しが 其な 大隣 

兼攝內 相の 熱* むなる ま 張 じ 化ら を 正 

案の 骨 モピ もい ふべき 選 礙權擴 張 邸 

も 標準 納稅 額を 低減す る こど じ巧定 

しれる おなれ ば獨 立選擧 超、 爵則等 

のな 正 ど 共 じ】 おして 巧期議 をに 提 

おする じ 至るべし ど 巧し 其摄準 額を 

と圓 とすべき か將 义五圓 とずべき か 

の 問題 じ 願して は 目下 精査 中なる も 

を 巧 普通 選 擧論勃 輿せ るが 柄 なれ ば 

巧衷案 どして 五圓 攘準额 VJ べし どの 

說 ぁら 大隣 内相 ホ 化說じ 傾き 居る 由 

なれば 多を 化邊 じを 着す る 者の かし 

参 ヤップの 捕虜 鎌 倉 化 じて ヤタプ 

島より 巧れ る 捕虜ぶ 化じ勒 するな 調 

ベは 頗る 嚴密 を祿 むる ものの 如く 今 

なほ 續 巧され 尙 終了の 摸 様な きが 最 

初 非戰圖 員は 直ちに 驛 放し 補虜 心を 

化 保 じ 送べき 豫を らしから しも' 集戰 

國員中 じは 巧 人な び 中立 國た るか 蘭 

人る らしね め 取調べ 引渡 等遲延 ずる 

じは るらざる かご もい ふを 英乂二 名 

は獨逸 商館の 雇人に てが 蘭人 二 名は 

電信局め 雇員な^ ど ヤップ島 はを 地 

よりの 獨遮 海底 電線の 中樞 じして， 而 

かも 最近 迄が 地ムら のを 電化 じ 集 
: デン 等が 暴威を 振 ひし も 化ぶ 巧 

の 機關を 利用せ る もの i 如し ど 一 

( 1 およらの 績 く) 

然ら音 等は 斯る 準備を あせ や、 一又 
吾等は 現 化の 欧か 國是を 保持ず 
な 上 平和の 時化 じ 於て 化の 如 妻 I 
法を 執るべき じ 非ざる な b 、 吾等 
は將ホ じがても 义適 去ど詞 じく 國 
難に 際して 常備を 若く は 豫備妄 じ 
のみ 信頼すべき じ 非ず、 只 銃 潮で 
執る に 祝 ゆべ ベく 訓練され たる 
民の 力 じ 依頼すべし 之れ 挪も傳 嘶- 

的 習慣 じ 基け るホ國 民の 誤 b な-ぎ 

政策なら 云々 一 

尙 氏は 防傩 をを ごし、 征脫を 意が ぜ 

ざる 優勝の 海軍 力を 備 ふる 事は 國防 

め 要義なる 事を 解せ る 米國は 常！, i 化 

方針に よらて 建 艦 典 他み 設備を 爲し 

最近 験ヶ 巧の 經驗を 採用せ る 事、 又 

ホ國 はを きお 巧 じ 於て を お 平和の 克， 

模 じ貢獻 する の お 擧を擔 ふ 事 ぁるべ 

し W て 暗 じ ホ 國か歐 如 大戰の 調僖港 

たるべき 磯會じ 逢着せ るの 惹を独 

ぶ P - 

♦佛國 首 狐の 復歸 開戰當 時む お甚 I 

た危險 どなる や佛國 政府は 首都を ボ 

グド》じ移して々日じまらしか時’知 

の， 經遊聯 を 軍 じあ 利なる の 見込 確立 

せり ど 見 ゎ娜國 化が は 去と 日 一な の 

な 治 機 關を携 へて じ おじな 歸し 苗： び 

同地を なて 首都 どを めたら 
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觸御 料理 

並 日本 食料品 販賣 

今般 小を 共 お 記の 處じ 於て 御 料理が 

u 本 食 巧な 販賣巧 開業 化 候 聞 何卒 御 
愛顧 御 引 立の 稱奉希 上 候 

苗を 和モ ブト 街 莖ハ番 館 


万屋 

□球臺 私り 


韻 


每日 午後 十 時 十五み チカ ゴ ょら 
發 車す、 途中 乗換な し 
チカ ゴな 東は を 磯道 じ 連絡す 

客車は 化て 最 
新を じして を 
線路は 風景に 
富める 地 ホを 
經 由し 日米 閱 
旅 巧 道筋 VJ し 
尤も 渝 快なる 
線路な な 

SEW ご 84 Broadway. Z.Y. sty 
Yo 巧 K! ジー., Mad に on ぞ care 325 
OFFICE S. Lou 口 sbery O.A. P.D. 



网 巧寫奠 館 

一: 望马 . so を 望 . 

N. Y. City 
Te ご Riverside 7213 


五十 九了呂 地下ぶ 高架 欽 道る 一足の 所 じ 候 
へば 巧れ み 御 出の 際 も 御 便利の 谱 所と 候 

懷お 御料 哩 巧巧 . —馨 

藝乂 諸ち の 巧 宿 沿 じは 特に 御 親切を 旨 ごして 御な 披ひ中 上ぐ 
可く お 間 何卒 陸 減 御 ホ お 巧 下を お 


T., 


美が じして 淸潔 

贼が娜 品南樓 

午前 十 時 よら 局 岳 
午前 六 時まで も 巧 


峰輔閒 郵便 發着 表； 

ユ 1 ョーク本局婦切午後ホ時 ^||. 

船 名 經由地 發送日 
チヤ ィナを 潘 十) 巧 化 〔1 
天洋义 を 十二月 六 〔11 

タコマ 化 タコマ 十二 巧 '一二 曰 

を 蠻义ン トト グ 十二月 十 口 

•日本 よら 到着 目 
十二 巧、 二、 九、 八、 十五 日 


移 

< r 回 左記の 處へ 移轉す 

刷毛 輸入 商關 根商會 

当為 ま t 沒を WT.-N. Y.C さ： 

電話 二 五 二 〇 マ デ ソン 


讓 受蹟吿 

私供 儀 

今般 從寒 岳ず 藏 巧經營 の 彌日 

を讓 受け 諸事な をの 上從 前の 通ら 營^ 

業 仕 お 間 何卒 倍舊 御堀 食の 稻奉希 上 

候 

モ强 iff 朝 曰 g 


安價販 賣廣吿 

製 あコ！ ヒ ー 日本 米 

.其 他い ろ'--^ 

五 斤な 上 御 あめの 方 じは 特別 割 
引 可 化 候が 多少 じても 御 注文み 
祭を 速 配達 可 化 候 

震 茶コ ー ヒ ー 減 

oriental ーィな口》 00 苗 ee 〔 0. 
2C17 8 を Ave. ブ /Y. 

Tcl. Audub6 口》 委 9 


•支那 料理 
.巧寶 渡 度し 

経營 者お氣 のた め 宵 巧なる が 內ま那 

料理】 賠を大 至急 賢 渡した し、 希 普 巧 

は 本社に 來談の 事 


oil 日 炒ん園 

クリスマス、 新年、 媽禮 、葬を 

用 化 類、 ホ じ植水 箱庭、 箱庭 用 

植木 類 卸 小 質 

なせぶ r 回 新たに 左記の 處 じがて 開業 
致 お 間を 少 じ不拘 御用 被 仰 か 巧を 希 
上 候 

佐 勝 鈴 木 H 本 園 

ま 配 入 西 島 一二 藏 

紐 巧 巧 第五 街 二： も 五十 化を 

仪累 FifUl Avc., Me ささ 一-ザ 

安一 • 夕 ladisonS 夕送 S 


二 




新を 書籍 賣買 


學校敎 巧 書 其 他 
新舊 一切の 書籍 
數干種 取 揃 有 之 
極めて 安 價じ差 



上候 尙御不用 
地の 書籍は 巧ぶ 高 
I 價に御 貫 受申候 


ハィンズ 
エン ドノ ^ — ブル 

I 書籍 巧 

’ ~ ニュ ー ョ ー ク 

，巧 巧 十五 了 目 一三 十一 

御 下宿 吉巧宗 章 一 

624 Lexington .Ave. N. Y\ CJity 
near 5-i w す eet 
T'el ち hone Kaza 02 茜 

♦球携 あら ♦ 


が. 

づ 4 一 

狗. 


革 箱 製造 


當就製造 の ファンシーケース は 目 

本雜貨 巧ぶ びぶ 屋等 じ缺 くべ から ざ 

る 必要品な b 



狗 一報 巧 第 カタ f グ御 郵送す 化 候 

争 OAJROA ろ & 〇〇 . 

Warren St., New York City 
TTel. 55 器 Bar 色 ay 


有 お 家の 演劇 計霜當 地の 中 旧に 

界 歎を 發起 どなら、 新年 早々 力！ ネ 

ダ ー ホ ー グ じがて 新舊 劇を 懼す 計襄 

中なる か藝 題は 「町 奴幡殖 院長を 衛 

勤王 勇壬兒 島 高德」 じて 化 外 西洋を 

奏 、落語、 浪花節、 日本 踊 等を b 近 

稽古 じな 掛ら 稽ホ濟 次第 開 煤 巧 日を 

决 をず る篱 なら ど 

白 巧 義窮ほ 救 濟盤當 地を 留 同胞 

-ら酶 金せ し義 がをは 前號じ 報道せ 

し總額 じ武巧 岡を 旅舘 かおのを 二十 

巧 五十 仙を 加へ 總 額を とだ 十 化 典 九 I 

十 玉 化 W じる もじて をの 巧鄰 便廣吿 

が 他の 婪 用を 差引殘 額を とな 弗を 白 

巧 義窮找 救 濟會へ 引渡した りと 

♦を 山 巧の 舞蹈 含 組織 計 塞 都旅舘 

ちを 山仙藏 巧は H 本人を じて 催され 

たる 舞蹈を 一見して 大 ひじ 威ず. る 巧 

あら 莊 留岡胞 の慰籍 ごして 化 右 じ お 

，つる ものな しどの 恵 '見ょ b 恣； が 人 

舞機會 組織に 着手せ るか 最初 先つ サ 

名 許ら の會 員を 裳"^ 煤 巧は 巧 旅館の 

廣間 どし お 遇 或はが 週 じ 例 會を摧 ふ 

す 望の 由 斯道の おお 速は 績 々申込 ま 

れ度 しどの 事な b 

み H 會の おおを 救 濟吉旧 下宿 磁滯 

狂 中なる 山 田 等は 八ち 0 巧 肺炎に 懼 

ち お b しか 擴袁の 巧め 加が 口 J サン 

ゼグス じあき 臣 わなく 日本人を 共濟 

巧の 補助を 仰ぐ 事 どな り、 网 脅は 間 

人の 旅费 ごして 六十と 弗と 十五 化を 


支出せ b 

♦マダム 壽美子 一座 - マスタ ィツ 

劇 煤に て 出演 中なら し閒 一座は 近々 

パン ス劇機 じが 媛の 當 

•高 橋 孤 泉のを 死 二十 餘年 前を 巧 

じ 上陸して ょり ホ國を 化を か浪 し、 

新聞記者、 をを、 建築 師 、山師、 お 




文蘇醬 家、 輿が 師の マ子 ジャ ー、 ま 

那 浪人 等千變 方化數 奇なる 生活を 送 一 

/ 巧れ る 孤 お 高 橋 眞佐雄 氏は 去る 本 
巧 二日 セント グイ ス巿 基瞥敎 病院 じ 
て 病死せ るか 彼 か 十餘年 ホの 恩人な 


績 出せん どす るじ當 區 々たる 政 一 

爭 じよ^て 內じ 事を 搂 ふるは 思は 
ざる も甚れ しきものなら、 聖上 陛 
下 じは 時局 諸般の 間 題 じ 非常 御較念 
あらせられ 今期 議會の 無事 通過 せん 


らし ド クタ！ ビ ー グ氏 並じビ ー ご涯 1 事を 望 わ ど宣 はせ 給へ 


は 同人 病僞 中は 固よ ら終蔣 じ 至る 迄 

親切 じか 抱し、 葬式 万端 必殘 りなく 

濟 ませた るを 

♦修道を 讀嘗會 十二 日 午後 八 時ょ 1 

，廣嗔 高等 師範 敎授卷 山作樹 氏の 「 
獨英 じがけ る教脊 J と 題す る 講演 あ 
る當 なり 

►紐 育敎 食の 實 業が 觉會本 お 午後 I 

八脖 よら 同會 じがて 踊會 、歐 ホの 實一 

を 視察せ る 高橋淸 巧の 講話 ある 由な 


♦今の 日本は、 ー ィタラ 嫌 ひ 近着の 
H 本 あ 日本人 じは r 脫線 せる 新聞 記 

お」 ご 趣せ る 一文 ぁり、 中 じ 新 間 記者 

じよら て 組織され たるを 脚 体を 列擧 j 

して ぁるか、 國際 新聞 協 目の 下巧臀 I 

じ 註釋を 施して 

外國 語を 觸 をり 得る 者 じよつ て 組 I 

織せられ たら VJ 雖 も、 嘗ては 米 固 

じて 皿 洗 やな 姓を 巧つ て 巧た かそ 

く 一寸 鼻 向の お ホない 閒 が 

ご ある 〇 何も 皿を 洗つ たから どて 十： 

年 二十 年 も パクの 舆 ひかす る 譯ても I 

るるまい か 免じ 巧 日本 じ餘 つてみ 國 

語 入み の 話しても やらぅ ものなら 差 

I 向き 袋叩き じされる から 义國 歸らは 

氣を附 ける か 巧い 

♦娜 兵の 死傷 五十 化 巧佛國 陸軍 错 I 

は旨國 軍の 巧 傷 數じ關 しを 薇を 發せ 

ざる も聯な 通信員 か 諸 ホ 面より 邁_ 

集せ る 村 料 じよれば 十一月 十日まで 

じ備 おは 十万な 下の 殺 巧 おを 出し 同 

十九 日までに 乂院 治療 中の 病 傷兵 ゐ 

义脯が VJ して 獨國 じなる ものの 約 

化 おを 加錢 すれ ぱ佛 國の總 死傷 數は 

五十 化 巧 人 じ 上る 針 葬なら、 佛闕參 

謀 本部は 密偵の お報じよ ^ 獨 國公內 I 

備を詳 かじして 居る か 獨陣の 巧傷敕 

は從巧 おじ 攻繫じ 出て たる 結果 巧鐵 

公 まとした るお佛 軍よ らも 其 數遙じ 

大 なるべし ど 

♦野 课屋 巧な 負 お 田 豐么巧 氏な ホ 

十五り 當 地お發 タコマ 义 じて餘 朝す 

♦諮 食は が 散な からん 帝國雜 をは 

まと： 2 開 曾せ るが 政が だ對 黛の 態度 j 

よゎ 觀 察せる 議會の 解散は 不可を ど 

ホ電頻 々たる も 加 藤 外 化か 同志 會に 

於て 

歐州 大戰刚 はじして 國事 益を きを 

がん ど する 膝 殊じ對 外 政策は 末决 

の 閒题夕 く 今後 引 線き 雷 大事 件の 


言明せ る 所 よら 察する じ 若し 不信 一 

巧案絕 出せられ 政府 議會の 衝突を 見 
る 事る る も軍國 多事の 際どて 大詔 喚 j 

發 じよら 議會は 解散せ せざる ならん^ 

增田義 一氏 議員 辭職 同氏は 大殿 
j 伯 ご 國民黨 の 衝突せ るか 爲め 年來夕 

恩人ね る 化に 反掛 する 不能 VJ て 議員 
を 辭せク 

♦朝鮮 ニゲ師 圈さ增 鼓の 國黯 今期 I 

議 を じ 提出 さる、 朝鮮 ニヶ 師 園を 設 
案じして 無事 議會を 通 退せ る 際當局 
は ー ヶ師鹽 をを が じ、 ーダ師 圈をヶ 
ン饒 化道羅 出じ設 潰す る巧定 なりと 
傅 ふ . 

新育歸 ^ の お 息 最近 日本から 歸 
つた 某 君の 話 じよる ご 新 育から 歸ク 

た 速 中は 今日 本で 何を してる か <る_ 

じ 中 村 嘉壽君 ごま 樂榮治 君は 巧國絕 _ 

じ陳 なつて 通信事業を 逍 つて 居ら、 
星 一 君は ホれ 成 巧 どい ふじは 至ら さ I 

か、 兎 じ巧大 ひじ 巧つ て 居る、 化 
谱銀 巧の 破綻で 親み の 山 下 淸周替 か 
失敗した から 少なからず 堪 へたら し 
い、 朝屋源 まを は 例の 電 頭を 走らし 

'西洋 械 巧を 料理店 や 旅館 じ 賣这ん で 

おる、 を々自轉単じモーターを晦が 

ける 機械を 賣る舊 じ やげ な、 福窝靑 

键翁 はがが 熊 野の 小 姐を の機關 じへ 

グプ VJ して 巧 社、 油を 姻 おは 目 ド 何 

にもして 居らぬ、 結婚して ホ 供 か あ 

る、 化山嘉 一郎 君は 親 譲な の 舊式吳 

販屋 、.秋 山 高 君は ホ だ 江 副 煙草 店の 

外國 部に 居る 當 、當 化から 歸 つたら 

ので マン、 ーッ タン々 フエ 1 ごか 新 育 

- チン ごか をん なを 前て 妙な ホ國 

ホて 日本人の 口 じ 不向き ごい ふ 話た 

速 中 何れも 3 ボシ なから やつて 居る 

もの、 泡 吹 錢は備 からの ご 見 b てち 

び 新 育 じ歸ら 度い ど 言ひ繼 けて 居る 

ゲナ 

•獨 潜航艇の ド ー パ J 軍港 製擊 獨 

潜航艇 六 隻は去 十日 未明 ド！ バ ー 軍 

港 じ 侵入し 礎 泊 中の 英 艦を 製 はん ど 

試みた るかが 碰莖よ b 十字 乂を 受け 

て擊 退され 巧處 どもな く 其 影を 沒せ 

6 同 雄は 濁 軍の 右驳か 占領の 目的地 

どせ る佛國 カラ ィス 港の 對岸じ 化ら 

♦獨艦 义擊が お 太 西洋 じて お 艦隊 

ど曾戰 中じ遁 逃せら ご 傅 へられた る 

ナ グンべ ググ號 はお 戰當 H 擊 化され 

ドン ス デンが はを の 厳の かし 
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戰時威 

' 巧 化 順を 

▲過去 廿 餘年閒 不絕豫 言せられ 舉 

:備 せれた 欧州 树族戰 ずは 今や 火め 手 

を 描げ た 許な であるが、 化 際 吾人 か 

ホ 也すべき 事、 學ぶ がき こど、 故圃 

人々 じ吿 ぐべき 事は 少 くない、 吾 帶 

はなじ 所贼の 一二を 述べて 化の 同志 

が じす 岡 志 じ 問は ふご 思 ふ 
▲ が 巧、 巧 及の 不安を ザ じする 事は 

随み义 しからず どし ない、 然る じ 

がみす 苹 黛の 一换騷 邸を 外 じして は 

大した 事の ない めは 何な かどい ふじ 

! 英國 の印废 人、 埃な 人を 遇する 事は 

米國の 比島 おを 遇する じ 比べ 得ざる 

までら 少 くごら 其方 針が 忘 外 じ覚大 

をる が 巧では あるまい か、 吾が はか 

を英國 の領十 •政策を 崇巧 する もので 

ない が 吾 H 本の 朝鮮、 募潑 統治 振を 

w ては 不思嘆 毁を發 せざるを得ない 

先年 板 垣 伯の 袭 縛を 巡視 せらる！ や 

± 人 はなを 揮つ て 訴へ曰 < 「吾等は 

で 本 お 民た らん どす る も 不人情、 锐 I 

暴、 お欲滿 々たる 軍人 官お めが 政 じ 

服し 難し」 どが 色 人稱の 先鋒 どな b 

化義ホ 等の 旗 煎た る 日本 A は 化づ朝 

巧、 裹轉 人の 解放を かがして 彼等 じ 

間 胞の掛 遇を おへぬ ばなら ぬ、 

▲ U 本の 一部 人 ± は歐 州の 外を 策 十 

II 等 じ 欺かれて、 歐州 出を 論を 哨 へて 

居る もの か ある、 併し 之は 甚だ 惡い 

倾 おて ある、 歐州戰 争は H 本の 戰 ず 

ではない、 且つ 不可能の こどが 可能 I 

どなる じ ホる 限 6 獨 なは 終 巧の 勝利 

を 得る ミは 出 巧ないで ゐら ぅ、 日本； 

はを しく 高薑 からの 見物 ど 腰を おへ 

て 今は 徐ろに 餘 力を 養 ふの 巧で ある 

万一 縣巧 剣を 執で おつの 時機 あ b ご 

ずれば 其 時の 敵は 米 じ 非ず、 露 じあ 

ら ず、 英じ 非ず、 佛じ 非ず、 之 等を 

括せ る 白人 ご 知らねば ならぬ 

增 人の 狸 想は おおが 人類 共通の 

家屋 ごな つて 實現 する 時がなければ 

なら 3、 ど 云 ふじ ある 化 理想 じぶ け 

る 平 かは 理性め 道ょ ら求シ べきで あ 

が 万 I 不成功 じあつ わなら ば不得 一 

己 大手 術を 施ず の 必要は あるが 斯の 

j かきは 十年サ 年の 短 n 月 掏 じ ホる ベ 

き 事では ないから、 夫を は厕 辱無禮 

躲を じする かょい、 要ず る じ 

すは 貴 力を 養 ふ 時で ある、 

▲化 じは 正義を 稱 して 馬鹿と なず も 

の もを るか 而 かも 今度の 戰 巧で 白 耳 

一義の 不幸 じ 集つ た 世 ホの 网悄を おれ 

ぶ、 正を る 道の 未だに 滅 がせざる i 

が 明かで ある、 吾等 大和民族は 貧乏 


で 只々 の 處白乂 おずに 戰 巧は 出ず な 
いし、 文當 みし もしない が、 ホ義ホ 
張は 何處 まで も 化げ ては ならない の 

である、 

參小 使の 見た 歷 
化の 文相 觀 

S 十 年の 勤 媳小化 語る 
去ぬ る 明治 十四 年 大木 霞 巧 伯の 文相 

から 一二 十餘 年閒义 部を じみ 化を 勤め 
た 現問堪 々了 取締が 去 隣 翁 (と 十六 
はち 年の 故を なて を じ 十 巧 か 八 U 
じ齡 職した 省 巧 無 鎖の 篤實 あで ぁっ 
たので を 惜しんで やがて 聚彰 もされ 
る尝だ どい ふが 閒 翁が 歷 代の 文 楠を 
評する 言葉のう ちじは なか-^ 面白 
ろい 處がゐ る ほく 

银 豪い 人は 森を 禮 さんだつ たど 
おひます U 頃 永 旧 W み 官邸 じ 許 b 引 
龍つ て 居られ ましたが 偶 じは を 省ず 
ご 上から 下まで 逛も茲 めら れ ので 
糟露ひ 上 b ました 其 化ら 巧ら れる 歌； 

らブ キバキ して ゐ てな なご 面舒 者め 

お 則を 持つ て 巧 つても 底ぐ じ 誰に を 

ふやう じいへ どか 柯 どか 郞連 じいは 

れた 文部省な をの 時 じは 默 って 馨族 

曾が じ 招んで 抑 馳走した がを 職 じな 

つた 人は 上野から 歸 つて 見ね ら齡み 

が 旣じ屆 いて ゐたご 云 ふやうな こど 

をょく巧られ る人であらましね 

▲ホ 上毅 さん も 豪い 方で 御 まけ 

非常 じ 氣輕で 吨言も 云は や 至ってょ 

い ホで ぁ もました 何事を も 人 じ 云 ひ 

がけ やじ 自 みで 巧ら れた 方で 又旣じ 

歸られ やう どして 玄關 まで 巧て 今し 

馬車 じ乘 らう ごして 居られ る - 

に でも 書類を 持っ て來 た -^ 人が 而を 
じ ホたり するど チヨコ *-- -w 其處で 

其 用を 足され たらので 我れ- が 送 

申しても 叮喀な 御 お 機で 全 < 上下 

の 差別の ない ホでした 餘須贊 さん も 

I 實じ 巧い 方で 化 ホの 時から 月給 も 上 

けて 下ず つたし 巧 勤の 時の 手 當も下 

さる 樣じ なりました 小が - 原さん も. 牧 



時は 被 本さん あ ホな 颜 をして 物 もい 
やッ 、ご乂 つて 化 舞 はれて おじは 柯 _ 

ごもい はれませんで したが 破書官 に 
は 大吨宮 だつ たさぅ です 
▲愿帖 巧 雄さん 义保 田さん 柴 旧さん 
をを 旗さん むごは 的 まし 崖で 殊に 尾 一 

崎さんの吨言をぃひ出されたら*^'か 
聞かれない 方て 困 b ましたを 旧さん 
は 非常な 潔癖を で 掃除が 喧 まし < て 


から をら な 三が 一を の 職業 もな くゴ 

口 / :一 て 居る 日本人は 自ら 少し 
を 意して 何ぅ かこ お 人 ) 僕 1 夫ず 

妻の モグ モン 苗 VJ なら ユタ 州 じ 巧 
ょ、 南京町は 見限つ たから 安 がして 

吳れ たまへ ( カク 01 チ ) A あ 話 @ は 

失敗 だ < 餘 まら じ 淋し かつた リ本婦 

人の 引 込ま 美 依 例 例の 如し 洋締人 も 

十 名な てあつた 间胞中 じ 舞蹈の 達人 

一二 名 あつたげ れ ども 化 手の ないた め 


ちり 一本 落 もて ゐて も御吨 言です 官じ 空しく 妙技を 示さず じ 終つ たは 氣 


邸へ 入られる どきな では 大勢が、 ら 

て大 消毒 ホれ は --- 大變な 騒ぎで し 

た潑 尾さん は 一時 頃ろ じな つて 今日 

は ドンは 何う した ど 給 化 じ 聞かれる 

やうな 人で 五 時 じな つてら ホ 時 じ リ 

つても 平 氣で乂 じ も歸れ ども 言 はれ 

ず 太 おが じな つた もので 避 引け 弱 _ 

ました 御熱必 だつ たので せう が 吾 
々は 皆闲 りました ど 

♦ 俘虜 U 本 女 ど 同楼を 出願す 
久留 米が 虜収な 所 じ 於け るが 虜後髓 
お 軍 上等を ッタ ィブは 長 崎 縣南高 ホ 

挪化 おおが 吉 野を 八の ぬ b ど 岡 棲し 

度き 旨 収な所 じ 願 ひ おでた b 、 ぬ. り 

が 若し 獨 逸の 國籍じ をる もの なれば 

陸軍 大哲の 許 巧を 要する も 入籍な き 

時は 衛戍 總督の 許可 じて 足る を 0 て 

化を 所 じて は 長 崎縣の 親す 政び 戶籍 

役媒じ 照を したる も 園錯は 依然 口 本 

じあら どの 事 じて ぬわぶ 嘗て お円島 
あわし 際ツ タイツ VJ 夫婦約束を なし 

たる もの じ 就き 取 怒が じて は 目で 其 

の 許 巧 じがき 協議 中なら 


の 毒で ぁつた 餘 木、 銳爲 二君の マャ 
シ ツセ、 ど： タンゴを 見ず じ歸 つてち 

望した ( 失留 生 ) 
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▲日本人 會 茶話 會 はか 時を 開かな か 

つね どて 大を八 塞し く 云た 人が ある 

さぅ だ實じ 化ん な 人々 らホ國 流の 歡 

振を 知らない 人々 で 溃藝曾 VJ レセプ 

シ ヨン どを 婚同 しねから である、 

セプッ 3 ン じは 必ず 最初 自お 談話 I 

をな すの 時 閒を與 へる が 例で あ 

本流 じ ロハ 人の なす 藝を 見て 歸る のな 


野さん も餘ら 小事 もい はれのを い ホ I れば柯 も 目 本人 會の會 を じ 巧 < か耍 j 
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で缠巧 一般の 氣 受け もなか--^ を 

御 ざいました、 今の 一水さん も宣い 

御 ホで 省內の 評が もま 極ょぅ 御座い 

ます 

援 本武據 さん も 餘ゎ化 言は 云 はれ 

ませんで したが 一寸 親氣 でが 縮 持ち 

で 巧ら'''--* が猜 玉が 破裂し ましね 馬 I 

一車が 着い ねら 寂ぐ じ 扉を 開けょ ごの 

- 奉で がるので ず 円な はすぐ グシト 引 

開けます どま だ 中の 鍵が か i つて ゐ 

たので 扉は 拨 はれて しまいました 巧 
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はない を 居へ でも 行く 方が 餘程 まし 

た ( 出席者 ) ▲ 蠻 察署 では 夫れ {手 

みけして H 本 下宿 等を 探索 するどの 

: 事で ある、 少しく 注意し ないど 大變一 

な 事 じなる ぞ 、馬鹿 票の 紙を 持つ て 

居れば 販賣者 ど 阅 様の 罪じ處 せられ 

れ るので ある 巧 成 何もの も 所持し む 

い樣 じせよ 语お 中間； 質 日 紐脊譬 _ 

視總監 よら 日本人を じ 向け 或る 注意 

人物の 事じ關 しお かし ホた どの 事で： 

ある 日本 乂 食では 何事 も發 ましない： 
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なな 靑年 唯一の 機 願 
圃嘗舘 、運動 部 

日本人 靑年會 

日 臘諸溃 談話を 
進を 靑年巧 おの 圍體 


，リブ ク 

晝夜 語學梭 

查國じ 四 巧のを 校 わ b なじ 學 をは 自 
由じ轉 校し 得る 使 利ゐら 、何 國睹で 
も敎へ 何が じても 最初ょ らお 巧す 
月 創は 至て 廉む b 明細 蕾は ホを み 第 I 
送ら 何時でも 參觀を 許す 
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紐 青 新報を 俄 (前を 郵稅 お}; 
口 一部 金 五 仙 □ホ ヶ月み 一 弗 _ 
puk 唯み を 二 巧 - 
一 I 化な 十一 重 ハ 巧サ 四：：： 郵を院 一 

發巧兼 編輯 人，， ''町，': 数 — 範 ',;‘ r ; 

發 巧が お 育 新帮社 i 
な 育 ボ第六 巧 二 一一 一八 

電話 六 四と 一ニ チ 玉 グン イ ' 


權 略ま義 の變遷 

I 外を 上 じ權變 機略を 用ゐて 化を 制し 

包れ を 利 するどい ふ 率は をず 别國政 

一事 家の 路 幾した 唯一 政策て ぁつた 

j 即 もま 那蒂が 戰國が 化 じ 線 藥張傻 な 

ぞか 1 1 1, 寸不爛 の 巧 頭を て六國 のを 

一 縱速衡 を 形が 6、 或は 之を 破搂 した 

:^などはホ那歷化のな事家か仰ひて 

なて 外を あ 策の 典型 ごな した 所で 今 

なじ がても が 之を お 盤す るの 傾き か 

，ぁる、 此他歐 州の 歷 あを 巧ても 别國 

か 外を 象が 或は 王 お 問の おがを 利用 

i したゎ、 或は 藝 妾巧臣 じを はすに 刺 

I をな てしたら‘ 所謂 だ 間 巧 おの 權 謀を 

: 違して 其 結 あは 列 國盛裳 典む の 遠因 _ 

I あ 因を なし 後世 戯曲 家 じ 幾多の がが 

; 曲が 多き が 料を 供給し たらので ゐ 

.、で 斯ぅい ふ 時化には I 闕を 形成す 

ぇ 人 段の® 家 巧 物じ對 する 觀 念が 賴 

- めて 幼稚で ぁつたから 一圃の な權を 

尊ら じする 宰巧 や、 權 むの 一顯 一笑 

一は 盧 もじ 其國の 盛衰 消を じ 偉大の 翩 

係 ぁら、 國ど頭 どの 巧巧關 係を 省 愚 

I する じ も 第一 じ 少數權 力 者の 惹向如 

- 巧を 察すれ げ充 ホて ぁつたが、 其 後 

诚 代の 進 ホ、 人智の 發 達は 人は の 園 

を挪じ 甚だしき 變 動を 巧へ 邸 も 「天 

I 下は 一人の 天で じが ホして 天下の 天 

I 下な 6」 とい 击觀 をのを 遠す じ 速れ 

:國の 政治は 义數人 ほの 利 蕾 乃ま禍 

福よ ら巧緯 しご 决 せねば ならぬ i ど 

I なつた が 爲じ巩 を 力 かろ 如き も 勢 ひ 

其舊 をを 離慨 する の 必要を 城ず る じ 


j お舊逛 を離脫 する のぶ 要を 城ず る じ 

至つ た、 十 化 化 化の 中葉 欧州 列强の 

一 敦力爭 から 約 y 年 前 巧 常が 等 制 国て 

i あつた 露 闕が词 じ 尊 制闡の 支那の ホ 

I 備 者た b し淸 朝に おし 巧つ たを 終 ど 

し 權略ホ 溝は 外を 上の 唯一 政策た る 

僧 tf を 減じ、 現 化 じ 於て は 質 カホ 繁 

即も經 濟的じ 牢固た るぶ 礎を がする 

もの じ 非らざる 巧 上國家 どして かを 

上 じ 俊 越なる 地位を おわる； が 出 ホ 

ぞ隨て ち猜^^ を 外を家 の 良廣吿 と 雖 

; も 光彩陸離たる 功果を 葵す る じ 足ら 

j ざる J どなつ た、 

I 乍 併 人智は 如何 じ發 違しても 人間の 

1 威 情は 千 萬 ザ 前め 背 も 千' 力 年後の 今 


H も大 なる 差別を 見ない R 理性の 發 
I 速 か 人 閒感睛 の 發作じ 幾み の變 化を 
ホした 丈で あつて、 侧 人間の 巧衙じ 
幾を の懸 引を 要する ど閒 じく 郑- 情兩 
1 性を 備 へた 人間の 一大 集關 たる 國家 
を對ず ごして 外を 上のを 渉を 爲 すに 
ら 所謂 「略」 の 必要は 化然 どして がす 
るの て ある、 哪 もな 時 人智の 蒙昧な 

る 時化 じ少數 なる 權怯發 まを 簾審し 

て 勝を 制した 權謀 政策は 不必要で あ 
つて' ら對 ず國の 政治を 支配ず るぞ數 

人 投の性 精、 主 俗、 蘆 向を 察し 機な 

じ 適した かを 政策を 用 ゐて吾 じ剌あ 
I らし わる ごい ふ お極めて 化 要で ゐる 

歐州大 戰め源 因は 單じ獨 逸の お國ホ 

i 義 叉は カィ ゼグ の野必 のみでは ない 

が、 英贼の 外を 家は 其を 潑 なる 「略 」 I 

を用ゐ 世が をして 獨 逸は 乂逆 文明の 

一 敵て あるが 如く 信せ しめ、 ホ 巧 島 占領 

じは ート 握- > 精の 豫備 兵を參 加せ し 

め、 他 H 支那 じ 於け る H 本の 勢力 膨 

張を 贱 抑す るの 準備を なして 居る 吾 

藻は 勿論 化 狡猶に 過ぎた 巧 顔め 巧 利 

々々政策が あして 奏功す る や 否や じ 

I 就て 深き 疑を 抱 < ものて あるが 兎に 


巧 文明の 過渡 時代た る 現 化 にがては i 脚を 牺ら 千慮の一失、 ホ 增を附 けた 

-一 • • 1 、 1 一 \/ . V I k |\ kb 9 > 


A 二徊師 幽增設 案は 前內觸 0 ホの 懸 

j 案て ぁつて 早晚巧 解み を吿 ぐべき て 

あるが、 例 之 村 案が 必要なる どを ど 

じ 論な く、 歐 抑戰聲 、軍 國夕 事の 今 

曰 じ 於て 政府 どして 之を 提出す るの 

機な じ 適した る ものなる や 否や 疑閒 

ぁる、 政 ま會が 機に乗じて 現內閣 

を 破壊し 化つ てな て 化らん どす るの 

野 也 ぁる i は旣 をめ 事實て 有つ て 
殊じ國 民 黛が 间 案じ 反對 なる；^ は說 


明す る まても ない 所て おる のじ、 政榜 して 天下 じ 経渝を 巧は， ミ」 いふ 大 

.至.！-， 、 X . K - UK ^ - ■ f ? * こ > > ィ • こ 卜, r 


一府が 化際殊 •を じ鬧 案を 提出して 議會 

の 協赞を 要求 せんどす るのは 世人 
I 向つ て、 白ら がんて 政ず を激發 する 

ものて お どの 批評を 爲 さしむ る じ 

すみの が 料 どなる のて ある 
▲吾々 は增 師間趟 なる ものが 國家問 

I 趙ど いふょ らも 寧ろ 軍人 派の 恐 露 病 

じ聯 醜され た特 柿の 倘實間 題で、 而 

かも 驚闡ご 元を 闽の 巧を 的 速 衡じま 

大の關 係 おる を 知つ て 居る、 だが ぶ 

がな 野 裳な 理屈は 不取 敢ヌキ ごして 

化づ 政府が あ 師間趙 を提岀 したのは 

^ 幾 略 上よ わい ふ も 政策 上よ らい ふ も 

I おだし ひ 了見違いて、 流石 视敏 め偿 


别國 競ず の滅 せざる 限ら、 かを 上 じ 

胥 「略」 なる もの； お 巧を 認めざる を 

轉 ない 只今 H み 外を 政略は 甘； 『略」 が 

少數 者の 一身 一家の 利益の 爲 てな 

I 國 ほを 體の 輿論 巧 福を 化 本義 ど せる 

.略」 て 巧らねば a ら ぬ、 吾國の 外を 

家は なじ 國 力の 不充寶 を唱 へて 其の 

黃巧 を圓避 せんど 拭む の倾き 有り ど 

いふ 化 說を聞 ひて 確 謀ホ義 の變； 避を I 

雪 


敕關 政界の 近情 

▲去 十五 H の 東 巧發電 は豫算 案じ お 

する お府 ど反對 黛の 衝突を 報じ、 を 

し豫黨 おじして 今期 畿 をを 通過せ ざ 

る じ 於て は、 議 含の 解散は 到 おを る 

ベから ざるが 如く じ 報じで 居る、 軍 

個の 際、 議會の 解 鞭が 果して 國 家の 

爲 めなる やを やは 別閔題 どして 現內 

も反對 黨も議 曾に 對 する 態 巧 じ 於て 

I 晒る 吾等 おか 若の 葱じ滿 たざる もの 

が 多い 


ど 評ず の 外は ない、 

A がしな がらが 對黨 たる 政ぶ 會の態 

I 巧 も 立憲 國の 大政 黨 ごして は大 ひじ 

み 飯 服 極まる ものて、 言 ふ 丈け 野 裳 

だが、’ ドン グリの 背 比ら ベ、 ブンデ 

I 御 話に ならのから 驚かざる を 得ない 

化づ 政ぶ 會 代講 十： 諸を の 質 間 演說な 

る ものを 巧 見す る ご、 不得要 頼の 質 

I 閒溃說 許ら て、 或は 政府は 斯ぅ-'^ 

いふ 約 巧を 某々 國 じした どい ふ帮さ 

たが 赏 際て 御座る がと か、 叉は ホ獨 

が 同盟したら' 一体 何ぅ する 稽ら かど 

か、 外國 電報を 補 じ 外を 上の ホ 了 案 

|#:を並ぺ立て！、 質阀ごいふょらも 

I 寧ろ 巧 問の 巧の 巧 間 お 說を献 みて 得 

患が つて 居る が楼て ある、 

コン ナ 詰らない 質 間 满說を 試みて 

I 政府 攻擊 をした からどて 何の 役に立 

つか 人民の 政治 思想 か 如何 じ 巧 稍て 


應 てない、 酸て 諸君が 現内閣 じ おつ 
て 化クた 巧て 大した 政治を 巧は ふ ど 一 
綠期 する おじ 頓 おても ない 


I 才條 約を 無視せ る ものな b どて 國 

め憤敏 其® 上じ逮 せら、 伯林を 報は 

1 僅に 「吾 艦隊は 巧 備ゐる 巧 園 東海 俸 

の スヵボ ロ 1、 ! トグプ 1 グを砲 

I 擊 せら」 ど 報せ るの み 

ホ 民の 狼が ど 損蕾獨 艦隊は 十五 

円 午前と 時 五十み. を じ 施擊を 開始せ 

るか 突然の 專 V 」 て巿 段の 狼 巧 ー ホな 

I らず或 おは 內地 じ遁 をし 或 者は 下層 

I 室 じ 逃 込む 等 非常の お 雜を磁 めた 
る 報じ 化れ ぶ 上記 一二 都巿じ 於け るな 

一 傷着總 数は 巧 女ち 幼を をせ 死者と 


ィャ吾 藻は 政る 會の 領袖 諸 おか 黛む^;^^；;^ い;^ 

略 上 巧 軍 巧の 卵 立を を當 込み こ 文 言 名 傷者 三百 幸 六 名を 出^ 

權を掌 振す るの'^^ を^；^ が 金— 議 S 內閒は 十と 日、 獨 


ては ない、 义 諸君が 正 六 位 や 男爵を 
I 餅 じ 中央 地方の 實業家 有志 家を 旅 ホ， 

どす るの 切要を 難せ ぬ おの 若藏 ては、 政府 議會の 衝突 

ない、 乍 併 苟じも 患 政が 終の 美を 虜 


艦の 脫 おに 隅し 總員 出席の 上 重要 觸 

I 幾を 開きたら 


ホ 望を 有する 大敗 黨 なれば ホ 少しく 

j 度胸を 大き <- て 賞ら い 度い 

大駿 化が 歐州大 戰じ對 する 外を 上 

の 懸案を 始末して を爵樣 じな つた 所- 

て ょいて はない か、 加 藤 外 かが 斟ま 
外 巧 じ 成功して 化爵樣 じな つた 所て 
維は ぬて はない か、 時間 ど 空間は 永 

义 不滅て をつ て 日本 民族は 何時 まて 
も 日本 民族て 有る、 日 獨戦爭 じ大曝 

み 願の 成功を 蒙む やうな、 グ チな 根 
性て は 大政 黨 どして 吾國 民を 率 ゆを 
I 僧 化が 巧處 じを 


大ぶ四 年度 豫算 

案は 本 口 衆議院 じ提 がされた な、 岡 

案の 示ず 處じ 化れば 明年 巧の 支 お 操 

额 はお 億 五 千 六な 万圆 じして 収入 じ 

四千 0 五十 巧 圓の滅 退を る 見这な 
か欧 廊化對 派の 氣勢中 i 强 硬なる を j 

なて 巧し 豫算案 否か せらる： にがて 

は議 貧の 解散は 不巧 を携 様なら ど 
(十五 日萊巧 お) 

♦福 岡 お 坑の大 惨事 本日 福 岡 炭化 

に大バ ク發ゐ ゎ乂巧 名の 坑夫は 就 働 

I み 地下 じ埋沒 せられたら (同 a 發電 
♦敗 嫂の 獨黯巧 大平洋 じ 於る 海戰 

一中 辛 < も 化を の杞を をれ たる ドレ 
I デン 號は其 後 智刷國 フン タ港じ 逃 込 


: 民は 此 事件 か 如何 じ蓝 要なる かを 知ら 

I ざるな ゎ 云 ミ 

蒸國 首都 间鞭セ 八 ビア 軍は 猛烈 
I なる 戰の後 ま 十四日 一且澳 軍の ため 
じ 占領され たる 首 邵べグ グレ ー ドを^ 
凹 化し、 填 困を 報 も 亦败戰 の 事實を 
發 表せら 巧 軍は 化打繫 じょり ド リナ 

川を 渡らて 後方 じ 退却せ るか 今後は 

一楽 勵 侵入の 望を 絡 も 尊ら 防 嫂の 態度： 

じ出づ べし ど黎 せらる 
英潛航 腐 ± 艦を 擊化 す英國 地中 

艦隊 巧属 潜航艇 ビ ー 十一を はま 十 II 
U 五别じ 敷設し ある 水 常を 潜らて ダ 

— ダ子グ 海峡に 侵入し 水 常 監視の 巧 

じあら し 止 艦 メス グィ 號を驚 化し 無 

事 本隊 じ歸 着せ b ビ號の 化义膽 なる 

所業は 極端なる 戰± の巧檢 じょら 遂 

行せられたる^の}如<隙惡なる潮 

流と 敷設 水菌を 避けつ、 化 時間 水底 

じ 潜み 居たら ご 

♦新 育夕 ムス 紙な 米獨 人を 試 わ 
過 H の タィ ムス 紙は 其社說 ラン 巧 じ 

於て 巧ホ獨 人の 親 綱 思想 皴 かを 駭し 

I 欧州 大戰か 遂じ獨 逸の 敗 化じ歸 すべ 
き 理由を 擧げ 、ウ イリヤ ムニ 化か 賢 

相 ビス マグ クの獻 策を 经れて 外を b 


A 要する じ 今期の 議 貪が 解散して 圆た るか 去 日耀自 暗じ乘 じて 岡 潘を發 


I 務の滥 滯を來 たした 巧が 其 罪は 現內 

觸ご 政友會 どじ あるの て國 おの 非て 

も柯て もない、 兎に角 吾國の なを 家 

は 今】 曆勉强 して 政黨 政治の 眞 諭を 

一が はふの 必要が 有る 


嚇 獨艦英 國》」 襲 ふ 

j 數隻 の巧欽 艦及裝 甲巡が 艦ょり 成る 

I 優 力なる 獨乙 艦隊は ま 十六 H 朝 北海 

を橫 ぎつ て茹國 ml クシ ヤ 抑の 沖を 

じ 現 はれ、 沿岸の 郡 ホス カボ曰 J、'J 

トグ 、プ^ * グ 、ホィット ビ- が 地 

を 砲 擊し大 建築物 人命が 他 じ 多大の 

I 損 雀を 輿へ、 約 ホ 時間 不絕 砲擊 した 

るを 濃霧 じ乘 じて 其 影を を せら、 英 

I 圓を 報じ 化れば 獨 艦隊は 何等の 描 傷 

な - --- ^ て 退却せ る ものの 如 < 、報を 

I 得て が 軍潍 よら 驅 付けた る 軍艦 雕遂 


:艇等 も 濃霧 じ 遮 きられて 何等 目覺ま 

離 員 諸を ど 岡 じく 外を 上の 知識し き 活動を なず 能は ざら し ダ、 化大 

膽 不敵なる 綱 艦の 藥擊は 英國の 朝野 

じ 甚大なる 剌擊を 巧へ 殊に 飯備な 


I を义 ひて ゐる VJ て も、 コシナ 雲を 攫 

み 風を 挺る をうな 陣笠 冀の愚 間に 减 


; ふしてを が彈 劾を 赞成 する おじは お ~ 沿岸 都 ホを 砲擊 せる 獨 艦の 巧 動は 海 


繩せ るら. マゼラン 海峡の 兩 方面は 英 

艦隊 か 嚴里じ 監視し おる をな て 到底 

砸 る、 じ途 なかるべし ど 尙麵艦 フン 

:デ リ ブ グ號は今尙 チ ブ}近ぉじ遊ぶ 

て英國 商船 オグ コマ 號を搜 索し 居れ 


ホブソン 大尉の 輔起 H 米 戰爭不 

す 避 論者め 先鋒 どして な 名なる 閒氏 

はぶ 十四 H の 下院 海軍 委員を じがて 

昨年 加州 聞 題の 最高 調 じ 達せし 際 ホ 

强 ながは 一力 一の 事 變じ備 へんか 爲め 

ホ 島の 巧 備を嚴 じし、 コブ ドア 島の 

銜 おは H が 砲侧じ 眠を せら ど 言 ひ < 

I 游単卿 ダニ S グ 巧は 沸然 どして ホブ 
ソン 大尉の 顔を な 詰め たるま、 何等 

言 ふ 所な からし か、 间 大尉は 翌 a 巧 

I 訪の耕 聞 記を じ 語りて 曰く、 世人は 

I みを なて 架空 論者 ど 嘲 けれ ごも、 が 
H の 委遺會 じ 於て 余の 赞間じ おし ダ 
二で グ巧 から 何等 答 ふる 所な からし 
は 明か じみの 所論の 錯ら なきを 證す 

々ものなら 、昨年 H 米 戰爭の 起ら ざ 

しは 日本 か 米 國は不 遠 非 島を 放 築 

I すべし VJ 信じたら しか 爲 のみ、 世人 
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I 偉大の 功を 葵せ る こどを 現 皇帝の 錯 

れる 外を 策 ど 比較して、 巧 ホ 獨人か 

i 軍國 まを め柬 縛を 適れ て、 自由 苹等 

の 幸福を 一毕受 せん 爲じ乂 國じホ もな 

から 猫 あなる 小 巧智を 弄して 化 大勢 

じ 逆 はんごす るは ネ盾 も亦甚 しく 立 

I 题の 大義を 总却 する ものなら、 ご 論 

結ゼ るか か 央國諸 新聞紙は 化 タィ ムス 

の大 議論に 對 して 一 戟じ敬 喫の 辭を 

放てら * 

雜 タィ ムス 紙の 靑窝論 

日本 か 巧 戰じ參 孤せ し 隣 化 人のを 
くは 柯國か 膠 州 灣還附 を 約ぶ せ b 
ご 信 せら、 丽 かも 孤は 無抵抗 降が 
て ふ 條件附 の 巧言なら き、 巧 じ H 
本は 米國の 利益 じ 影響を及ぼ すか 
如き 領地を 占領せ ざる i を 約し 化 
約 東を 嚴重じ ザら て 巧國か サモア 
島を 占領す る 迄 南が 諸鹏の 占領を 
ずを へた b 、 I 部の 論 若は H 本 じ 
割し 動ら すれげ 巧 おなる 批評を 戏' 
わ ど 雖も斯 は戰巧 か-今が 繼緻 やな 

る； を拉 却せ る 人の 言なら、 神 日 
クロ ニク グ 紙め 言の 如く 暖州潑 は 
直ち じ 支那 じ還附 すべき じ 非ず 巧 

どなれば 巧し 然 かする 时け獨 遮は 

巧 ひ ぉ 所の 巧 おを 企譜 する や も ホ 

れ ずで 那ホ么 を 如何 ご A ずる 能は 

ざる や も 知れ ざれば なら； 本 かぉ 一 

が 潜を 還附 する はお 党 自殺的 愚呢 

的の 巧爲ど L ふべ し 要ず る H 卞よ 

約巧邀 ザを 巧て ち 名なる 國 なら 故 

じ譜ぶ 5 本の 巧 動を 批難す 
るは 誤 まれる も甚 太し 云々 
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•日 置駐 支那 公使 談 

▲支那 政府の 態度 支那 政府は 靑 島： 

一一 陷 をの 當 H を總 端より が 化を 派して： 

我圓じ 視齡を 述べ しめたる ど 同樣實 


とて 山な 省は 本 巧 貧弱 じして 住 ほは 

滿洲 方面 じ 出 •稼して 生 巧す る 化な 
が 上 本年は 大 洪水 じて 夕大の 損 寒を I 

巧き 賠れぼ 化 力 面 じて 邦人のを 儲は 


一 瞭巧爭 S を 時を醫 び 居れぶ S 道を 霉一 みなに 四 巧 八苦し T 持つ て ホ 


歌 


夕 


i 沿焊 のザ備 兵を 撒して 鐵道從 事 員の 

I みの 手 じて 經營 あらたし どか 中立 地 

I 帮の撤 を、 日本軍に 盛 親され ちる ま _ 

I 那 電信局の 引渡 等 補々 の 要 ホは 么ゐ 

I ら巧國 じ てら 相 當考朦 せざる じは あ 

1 ら ざるら 今日は ホ だ 之を 言 ひ おさる 

|べ き 時期 じ 非ざる 事を 注意し 鼠き た 

b 支那 官民は 我國じ 對し殊 おじ 反 威 

一を 巧 も 獨逸じ 弄 ばれ おる が 如き 事は 

1 を然 之な <能< 太 局 じ 着眼して 出 所 

I を 誤らず 山巧鐵 道の 彼我が ぶの 如き 

I も 秘めて 圓滿じ 巧 はれ 居れら 

! ◄獨 人の 巧 成 情‘ 巧 國か總 て 國隙法 

; 规を遵 {ザし 义其 俘虜 取 披じ潑 切なる 

^ W を 傅 聞せ る獨 逸人は 巧 國じ掛 し 

I ま 外が 威靖を おし お 6 獨 逸人の みな 

j らず 支那 乂も亦 曰 本の 文明 的 態度 じ 

I 敬服し おれら 靑岛寵 が 中の 獨逸 軍が 

無線 あ 信を 使用して 化 京 どの 聯絡を 

一が も 姑た るは 奉實 じして 獨 逸を 化 舘 

I じは 無線 逝 信を 巧が しおらず 支那の 

瑕 信 树を喊 をして 化 用せ しもの なる- 

も 我 おも ホ 化 京 ど 山海 綱 じ 化满率 件； 

か 旧時ょりの 軍用 電信 か あ b 山が 關 間^ 

I じ 無線電信を 持 もを 踊ず どの 聯 をを I 

帮ち おた る じ 支那 政府は 之 じ も稱々 

を 情を 中 込み 招たら 

I ▲を 命は お 目 か 第ー ニを かの おあれ 

ぞ目下 支那 人は 亂に 倦み 义 がの 國民 

I 巧は 理姑 やま 義の ためじ 動かず 當み一 

革命は 物 じなる まじ 加么巧 前には 外 

I 画ょ b 辩 みが 資の烘 給 も あらたらん 

I が 今は 其を もを 巧途顿 れ賠ら 、带資 I 

; ホ なじ 义乏 しおれば 大 じなる 氣逍 

|ひは4:^し然しおし眾隊を動かし巧ば 

I 夕少の 動 亂は擧 け 得ざる じ るらず 

を 總統の 地位 革命 黨 おじが ^ 宗 

社 謀 どても 巧 等質 勢力を がせず 巧掛 

でを 總統の 腿 力は 削を じ 能く ホ央地 

j ホ じ 巧き 屆 きおれ ぱ袁の 地位は 極め 

了を 固 U るら のと 見る ベ < 、憲法 も 

起草み じみら が 選擧法 成ぶ して 謎を _ 

ぶぶ の 準備 時化 じあら 外國借 疑は 不_ 

能 なれで 徵稅の 整理 ご 共じ國 庫の 収 

乂も漸 巧 婿 加し おれば 助 政は 豫お外 

I 順調 じみら 

I ▲靑 おがの が 人 ス潍濟 南 等 じは 朝 

お视 或は 內地 よら 靑爲目 かけて 

船 千を を 夢み 乘么 巧る もの 日々 夕き I 

を 加へ お 崖 どい ふ あ 屋は滿 具の 體な 

が靑 なじは ホ だ 出入を 許さ やされば 


たを は 悉く 天が 邊 じて 飮 みおし すご 
歸國 する か 大部を なるべし 云々 
おじを 化は 十九 日 名 ホ 操に 立 寄 6 巧 

堂の 病氣を 見舞 ひな じ 東上し おる ベ 
く 速じ歸 巧す ベム 

® 軍 國議を 

A 乂國の 軍備 赌張 ど】 般 輿論 ホ國： 

今期 纔嘴 じがけ る 需備擬 張の 報道 賴 

々として 到眷 する ため 日 ホ 問題 論調： 

巧り 議 曾の H ホ 聞 趨も亦 一廢激 調を 

观 へん VJ ずる 愤向ぁ b 朝 u が事兩 紙； 

は 速 H 痛論を 發 しおれら 
A ル久が 化雜壬 H ホ 問題な 問 外を 

閒題巧 問 前 H 巧 引綺き 提出され 政 及 

贫化識 ± 小 乂保當 と 氏は 日米 外夕頗 

ホ じ 就き 質闽の 矢を 放 もしに 加 藤 外 

がは 之 じ 答へ て 「巧を 渉は 今が が 諸 

繼織 中なる じょら 末だ發 おの 時機 じ 

をらざる も ホるべき 加帅議 曾の 一二 年^ 

1 スま 提出：， i 就て は ホ々 譬戒 注な 

中なら 

巧 水 巧 南洋 靑島 閒遞巧 問が じ 政 

ぶ會化 纔尘夕 水なん 氏は 膠 測 機靑島 

間 憩 底 南が 獨領 諸な 處か 間驢を 挺け 

.V した 王立 もどなら 手嚴 しき 赞閒 をな 

したる も加朦 外相は 么じ對 -) 「な 上 

二 間 題に 就て は 何れの 题じ對 しても 

例 等の 嘗約 或はが 證を爲 さざる 肯」 

艇 答せ b 

豫算員 度を お委貸 長み 定豫 算委 

貨を じは 政ぶ を 領補大 岡 宵 造 巧當選 I 

しを 院委封 をには 同じ < な 友 宵所虑 

じして 离知縣 選出 化 溢 ± エ學憐 王な 

巧が 治氏當 運せ- 

•駐米 外交官 非難の 與寓し ァリ ゾ 

ナ州 にがて 外 國人被 偏 制限 法制 立し 

巧 州 じ 於て は あみの 一な 卜 •外 國人勞 

働 若を 媛ての 蕾 楽に 雁 ふ 歌を 得ず ど 

制限せられ たるは 明か じ H ホ條 約に 

U 本人の 寧が せる 權 刺を 侵醬 せる も 

の なれば H 本ら が畿 すべき 當 なる じ 

末 だ 巧 報告 すら 無き は 不都合。 b ど 

て 外を 官 非難の 製に 間に 喧し 

•膠 州灣處 み閒鹽 

巧 巧 閣は膠 州濟處 かじ 厕し二 巧锁諮 

を 錦き た b 併しな から 其間趙 のぞく 

は餘 まら じ 專間的 じして 今 直ち じ鑛 

をす る 能は ず尙 夫々 調杳 する の必耍 i 

あるの みならず 巧 ど 戰脚巧 爲を共 じ 

した も英國 どを 涉 往なを 要す るら の 

あるた めじ ホ だ 確を する じ 至ら 中 VJ 


云 ふ 

初め 吾 ょら 獨逸じ 通牒ず る や 膠州潑 I 

をま那 じ還附 する の 目的を なて 吾 じ 
一 引渡す べしと いふ 事な. C ' しか ば 之ぶ 

をて 直 もじ 膠 州 機は 昔 ょら 直ち じ ま 

那じ 引渡さ ざるべからず どなす もの 
めれ ども 日 濁を 渉は 自ら 日獨を 渉な 
b 其を 支那 じ還附 するどを どは 日本 I 

どま 那 どの 協議 じ屬 すべし 常理 をな 

て 之を 言は ば 日本は 列國 講和 會議を 

機を して 獨逸 ご 此問 題を 議定し あ 
夫を ぞ那じ 提示して 承諾を おめ 濁 逸 

の 權巧シ 其儘繼 をす る ものなら 講か 
食 證な前 じ 於て ま那 どを 渉す る もち 

那は 之を ホ諾 ずべき 理由な し ヨシ 承 I 

諾 しても 其內條 がせ じて 自本 ど 獨逸 

どの 證を 如柯じ 化つ て 左を せらる ベ 
きものたら 故 じ 今日 じがて は 斯る根 
本 間 題 じは 觸 る、 ミな< 只 戦時 占領 

の 形式を なて 之を 處理 する の 外 ある 
ベから ず 

里 膠 洲灣か 巧國會 講じ 上る 瞭 じ其粮 
本 間 題の 基礎 どなるべき もの 二 あら 
ぶ一は 歐挪 大戰ず じて 獨逸 か戰 敗者 
VJ して 降 化 的 地位 じ 立 クか則 國间等 
め 地位に 立 もて 相互 的 協を をなず か 
將 义獨逸 か 幾を じても 勝ちの 樵 刑を 

主張すべき 地位 じある かどい ふ事是 I 

な b 柯等 相互の 地を じ 立 もて 協議を 

隅く どい ふ 機を じは 隨み 難問題を 生 

やべ し 之を 植民地 間 題 ごする が 如 

だ 我 發言權 の 値 値 やを だ大 なる を 得 I 

や 或は 他の 植民地 間 趙ど十 把 一束 じ 

處理し 去らる； か 如き 事を らば 獨ら 

巧戰 勝の 劾 あを 滅 ずるの みなもず 义 

巧が 國 の® 肖を 失 ふじ まるべし 化邊 

の 事は 今 H を 戰中じ 於て 之を いふ も 

益な きが 如 < なれで も早晚 巧るべき 

刈 國會議 のた めじ 外を 上み 働きを 盡 

す 事は 當 局を たる 者の 耍務 なる ベ 

從來の^淸戦爭、 日露戰爭が巧對手| 

の J 凰なる 煤を どは 萬ら て 多 < の對 

手を おず るな 上は 我 外を 當巧 をの 巧 I 

務は舊 じ 倍して 垂大 なるや 論な し 

♦あ師 問題 ご 中正 會 中正を のが 師^ 

1 問 趣じ勒 する 態度は、 畿會 巧集當 H 

即も 十二 巧五自 午後 代講 ±會 を 開き 

かを する 堂なる も 所謂 一人 一 黛ホ義 i 

者の 集 脚 どて ホ だ 意見の 一致 點じ到 

速す る じ 至らざる は 勿論 じして々 日 

の處 を 員が 個の 意見を 大別 ずれば 絕 

か 赞成準 營が及 反對の 一一 1 者じ區 別ず 

义絕 お赞成 おの 中 じは 爵防 上の 見地 

よら お 師をホ 張す る もの ど、 增師 案^ 

は 政界の 暗礁 じして 化 問題の 解决せ 

ざる 限な 圆 おなる 國 なの 遂 巧を 庶幾 


すべから ずとの 玫治 上の 見地よ b 打^ 

1 算 ずる 者 どの 二者 あれで も 其 到達 巧 

は 二者 毫も 異る 巧な し而 して 愈々 最！ 

なの 方針を 巧を する 瞧 なじ 隙し 如何 I 

なる 程度まで 政府案 赞成 じが < べき 

やは 末 だ 礎 かならざる も同會 有力者 

の お 測 じよれ はあ别 のをな 者を おす 
事な く 增師赞 成 W して 一致の 行動 じ 
おべ し VJ 期待し 居れら 

中 學ど法 政經濟 文部 错じ ては 固 I 

おの 大多數 か 中等 敎 育を なて 限度 ど 
I ずを 國備 じがて、 中學 校を 業を じ 法 1 

政、 經濟の 智識 乏しく 之 かため 自治 
の 發達疆 々たるを を かれざる じ 鑑み 
現じ 中學 校の 隨意巧 目なる な 政經濟 I 

科を 必須科目 じ 加へ を 其 巧を を充實 _ 

せし むる 事 じ 巧 せら ご 

♦海軍 將官大 陶汰旣 報の 如く 巧 十 

二月 發 表せら るべき 海軍 進級 じ 際し 
I 鸠 が、 加藤寸 おの 大將じ 進 わを は旣 

報の 事寶 なる が 山 田 中將も 或は あ擧 

進級め 上 豫備じ 入るべし どの 說 あら 
义中將 級に ありて は 二十を 中の 過半 

は 無能 どして 目せられ つ {ある 人な 
れば 少 < W も 六と 名は 特命 义 は豫備 
-らて 後進の 路を關 くべ く 八 化 海 

相ホ自 から 進んで 豫備じ 入ら 錄備役 

軍人 じして 海相た る 新 かを 駒くべし 
£ の說 わらが々 將 級に あらては 約 四 _ 

十 名 中の 半数は 無能を なれば 是 ぶぶ 

な < ども 十二 I こ 名は 待命 又は 豫備ど 
なる ベ < 其 結を 大佐 級の 筆頭 よら 歎 i 

へて 約 十を の 新々 將を 見る V し 
♦寡 灣總督 新を 佐 乂間總 瞥辭任 後 i 

物色 评 ならしな 巧者には 海軍 中將 藤^ 

井較) 巧 新た じ 巧 命され たる か滩お 
園 じ 海軍 出身の 將官を 巧 命せ るは み 
回を 0 て嗦矢 VJ なす 
♦攝 が先贊 贈位 

故從 五位 勸四等 お 化 友 脖- 

贈 正 五位 (な 特旨 被 進化 階) 

故 正 六 池 田を 正 

贈 化 五位 (巧 特旨 被 進 位階) 

{を 楠正季 

お 正 一二 位 (巧 特旨 被 贈位 記) 

(を 楠 正 時 

(故を 旧正證 

贈 正 四 位 (な 糖 旨 被 贈位 記) (を 通) 

(を 中 巧德二 

贈從四 位. (0 特旨 被 位記) 

(故) 藤が 平 左衛門 一 

(故) 和 旧 佐 巧 

(化) 化ぶ 友 巧 

贈 五位 (なお 旨 被 贈位 記、 を 通) 

(か】 窩橋作 左銜牌 

(な K 女 井 巧を 衛巧 

(を 中を 兵銜 

(な) を ホ 化を 衛 

赌從 五位 (0 特肯被 贈位 記、 を 通) 

從 五位 鴻地善 右衛門 

おぶ 五位 (な 特旨 被 進 位 一級) 
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困つ た 世の中 

社 本 呑 僧 

▲今少しを 儲は ない. か ナご雜 巧 庭は 

コボし 親父 一入の 口は ないかな どを 

巧 勞働淆 は コボし 薩慷ザ お 度の ホは 

ないかな ど獨 みを は n ポし 州れ を 見 

て も コボし 溢め で 常節 到る 處 世間み 

廣 氣を嗔 やる の 销が絕 へない、 化俾 

な 身体を 待 も 人間 並 じ 飯 かを へ' るな 

なら、 好' い 加が じ滿 化し さぅな もの 

じ や、 がさて 人間の 嘴し さ、' さぅ 許 

らもい かんど 見へ るが 育 化 留閲胞 は 

權も八 も コボさねば M 胞の 体面 じ關 

する 位 じ 思つ てるら しい- 

A 所 か 吾々 のをれ た 日本の 現 狀は何 

かどい ふじ 夫れ は---- 大變な コボ 

シ方 t テン* テ 御 話 じは ならん どい ふ 

新歸米 者の ±虚 詔を の ±產 謡し の內 

で 最も 化 米獨身 巧の 輿 味を を i る搞 

人 話を 緒 かする から 耳 ど 目を ホジク 

て 見た b 聞たら 仕 給へ 

日本で 生活難 どかが 職 難 どか 云 ふ 

不平の 起つ たのは 义 しいら ので ぁる 
が實 際の 處生巧 難を 哨 ふる 奴等は ホ 

が 競ず じ耐 ゆる 率の お ホない を、 就 

職難を コ ボす奴等は學校試驗めをが^ 

おで 人 か當じ お發* むの ぁる もの 、 A 

化 上じ擧 間の 出 ホる ものは' でし--- 

自 をの 迷 命を 開が して 居る が、 お 

る じを じ 結婚 難 どい ふ 斬し い 難問題 

か 起つ ね 巧た さうな 

A 今よ b 二十 幾年 昔では ホ 門出の 學 


划を菩 ぶ 傾向 どなつ たので、 を こで 
化活 雞め戟 とお じ結谣 難と いふ 戰か 
训け つた 課た が 化 新しい お婚難 じが 
.，、は ホだ澤 山の 禪由か あ b ィキ サが 
める と 云 ふ 話し だ (ホ 完) 

参 女の 獨 ぶ’. 

求婚者 か滅 つた 

商が 社 じ 中 込 わ ホ婚央 女は お 巧 六十 

俯 あじ 上つ て 居る かが 中で 成婚す る 
のは 僅か じ 化 紐 位 じし か逮 しない ホ 

れで 最近 五ヶ 月間の 統計で 見る ど S 
十 組の 新郎 新 締か化 處で出 巧る から 
日 平均と 組に 當る 

▲女 ど 哭ど何 ホ か 結婚を 餘計じ ホ 
めて 居る かを 調べる VJ 先 づ十巧 中 巧 


< 、 

(( 


投 窜 


"♦: 

龍 


/i 

ご 


A 欧州 大 戰の爲 め獨國 から 雜貨 輸入 


A 輿論の 輿の 字は 肖の 中 じ 車 か. ア 
から 昔し 支那の 民 か囚を 車で 引 ひて 

舆 論を 起した とは 本當 です か (を 右) 

♦遞 信な 官 中を 避 信が 官は义 敷 > 


被少 のた め H 本の 資行夕 からん ご 小 ~ お 氣引籠 中な々 しか 廿 H 左の 如く 更. 


貞荫 か大じ 袋を 持 もしも 柯ぞ 討らん 

大 不印の 事大 閉口し つ i 居る 樣 子な 

じ 引替へ 巧 廿五了 じて 橫濱 商店の 名 I 

前にて せんべい 崖 兼雜貨 巧を 營 みつ 
つ ぁる 同胞が ぁる 彼等の 巧は 朝早く 

がは 遜く まで 賓お萬 巧の 大 繁昌 大じ 

祝すべき が だ 近所の ホ 商人 等の 羡わ 

描て あ & W の. 事、 せんべい 崖ても 仲 

々馬鹿 じ 出 ホない (實見 生) A 去 夜 
本人 曾の：： U 婦ム田 1 U 1 ド U 一 


3 中这 者 か 軍 一一 人じ對 してを 一一 一田で わし じ U S n ~ 置 H 百醒| 


十ー ニで 實じ 半数 じ 遊ぎ ない 併し 之は 

今年 じ 入つ てからの 狀 態で ぁつたが 

ょ b 化 前は 女の 方 か 優勢で ぁつた 乃 

で 何故 じかくら 女の ホ婚 ちか 近 お々 

なつた かど 云 ふじ 第一は 女の 化 率； 

か あ 加して 巧た 結柴 生活の 獨立か 出 

ホる やぅ じむら 巧-前 w 様 じ 無暗 じが 
赌を 急か なくなつ たの か 原因で ゐ 

々'油 會祉 

A ラィデン グ 社員 .高 橋慶巧 ご 云 ふ 

人 じ 嫁く 率 どなつ た 京都府 蠻部お 巧 

凹 嘶 巧 貫げ ホす 壤 {二十と) のかき は 

夕學 枝の 先生で 四十 圆の巧 給な ださ 

うな、 其 外 渾旧塾 出身の 英語 敎師々 

赏帥 出の 敎師で 四十 圆な上 おる もの 

か屢 々ある 斯様な 人は 皆 氣位か 高く 


王ィ」 いへ ば 結婚す るに も 極めて 有剌 j 大度の 男子 か 自分よ > 劣 つてる 樣じ 


の 地位に 巧つ わ 岩で 今の 外務 大巧 加 

藤の 离 明君、 親 外相の 巧 旧 康哉君 貴 

が 院議 員の 乂內雷 四 郎君、 英國大 化 

舘參 事官の おが 蓄蓝郎 を 獅業銀 巧 

の 志が 源 太 郎君、 柬京巧 長の 阪 をず 

瓣 おなでは 巧れ も 化の 風雲 じ乘 じた 

所謂 〇 罔 黛 中の 録 々たる もので 化 他 一 

學± の 清誉を 善用した ゎ惡 巧した b 

して 學闕の 陣笠 どな ゎ、 今 U に 於て 

お實業 ホの 盡鎭 たる 者も少 くない 

▲然る じ 今日の 樣 じが ±學± の 歎が 

!象の糞お澤山じ^^ら、 を社銀が新聞 

趾 等で 社員を 採用す る 煤な じ も、 堪 I 

通の 者で 二十 圓 、秀才 ど稱 せらる、 

學± でも 四' 十 圓が關 の 山 どい ふ 時化 

ごな クて 見れば 博 ±學± の 巧 おも お- 

婢上 大した 値 化か なくなつ す、 仲人 

を ホして. 緣ん 組のを 涉を なす 時で も 

大學 出です」 どい ム よわは、 「巧 巧 社 

じ 勤めて 居 b ます VJ 云 ふ 方が 重なる 

條 件の！ つどつ た、 つまら 夫れ ホが 

i 世の 巾が 化よ も 脚す、 巡査の お樣よ 


は 頭 梁の 妻 ごい ふ 工合 じ、 專ら實 お 振した どい ふ 事て あ 


兑 ゎて 結婚を する 氣じ なれず 終 じ 孤 

獨で 居ね もの だか 旨 お 力の 瑜 じは 巧 

年 迄 も 超然 ごして 居る 事 かお ホな く 

な b 自ら 進ん て 配偶を ホめ る やう じ 

なつた 人々 て ぁるから 其から 親 か 

A ム n 選を 八を しくす るた め 婚期 

をを 太し <遞 らした どい ふの も 却々 

める 鬼の 內某官 省の 官吏て 本年 二十 

化 歳の 女を 巧て 居る 人て 其 女の 爲め 

一 离妙社 じ 中 込を し たか女は 高等 師 

範 出で 之れ まで 輔 々な 所から 結婚の 

中 込 かぁつた か 何れも 帶じ 短し 機に 

.をし 彼ても ない-こ 云つ てる 中 じ 到頭， 

手の 屈く 歲じ 成て 了 ひ 今 じ や 少し 位 

な 不足 かおつ てら 早 < 遣らう ど 思つ 

て 居る かさうな ると 申込 者 か バッタ 

瓜っ て 段々 也 細 < 成って 巧た 加 之 

じ ホは 長い間み 獨 身で ヒス ブブ！ 症 

を 起し 手 探 も ホの 樣じ瘦 せて T まつ 

か、 つ ひ' ーヶ月 前 幸 じがい 配 悄かあ 

つて 目出度く 結婚を するど 半 巧 程し 

てから 驚く 稱肉附 かがくな つてを 逢 一 


二て あるか 要 料を 得ず 义 ホを 員 じを 

して 如何なる 取扱を なした か 何故 名 

瓣帳 ま" しがら しか 少しも 耍 料を 得ぬ 
から 0 後大じ 要領を 得る 樣じ 注意 あ 
りたし 何事に 對 しても 多少 不 ずを 言 

ふのは 巧の 乘 業なら 會 なら じ おし 熱 

也 あるから 不平 も 言 ふので ゐる ど 思 
て 頂きたい (を 員} 4 化 頃 ホ 桐 商會て 
發 巧され た 巧 報なる ものを 頂戴いた 
した、 これは 巧商會 かを 國の 徵衷を 
あし 「ぶ 和 魂を が 養す る」 ためじ 新ら 
しき 巧 巧 物 ど 新鮮なる 日本を 料 品を 
おか するどい ふま 意て を 巧した もの 
じ やさうな、 其 巧 報の 發 巧の 辭 から 

弊 巧 今後め 營業 方針、 目 儲の 說明じ 
用 ゐた文 草 ど ィッ パ 天蜡れ 天下の 名 

文、 山陽-、 韓退之 も 裸足て 逃け おし 

さうて ゐる御 信 必の御 ホは 近寄つ て 

御 費ら うじ ますれば 旁な L 同 巧會が 

媒吿 じなる (五 九 道を) ▲桑 港 博寛會 

じ 巧れば を か 降る やう じ 思つて お掛 

ける 人 も大を ある や もてす か 玉 

や セン ベィて は 大した 儲け も ある ま 

「又 巧 か 善い 事 ある だら う 位のを 

で 巧 < ど 飛んだ 目 じ 遇 ふから 用 、むす 

べし (を 港 浪人) A シャ トグの 新閒じ 
新報 逊 報の 両 爺は 國食 議員 じなる た 

め歸朝 するど あるか 本當 かね、 議員 

ナン ブ F 等 動物 じなる ょも もな 留間 

胞の爲 じ 盡し給 こ変讀 者) ▲日本め 

奴等は 米國歸 むを. グジ— の 樣じ嫌 

ふ どい ふのは 不 都を だ 吾々 な 一' グ年 

じ S 千 萬圓の 送を をして 居る、 虛を 

也ィ」费澤な生巧の爲じピ》^ ^ て 

居る 癖を して、 吾々 異鄉 じなる 同胞 

を輕 蔑す は沒 常識に も 程かゐ る、 失 

敬ナ ▲カク ロ， チ 生は 其 後 籠 欄じ顏 

を 出さぬ か 君の 境遇は 悲 むべき も 君 

の吿 白は 面白い モ イツ ペン 顔を 出せ 

(油 里 
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の 最も 完 をなる を 道な b 
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高恕 鉄道 じ おく 諸 役所 諸會 社、 旅 をの 化が じを 
ろし 紐 脊御視 祭の 方は おや 御 ホ 源を 么ふ 


紐 育 朝. 日 
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I ま 室 內淸が 紳± 諸君 ノ宿巧 二 適 ス @夕 年 ノ經験 ブ巧ッ 
.グ巧 理人ブ 有 ス @ 巧 か 蕾籍を 誌を 新聞 球 臺願ホ 巧が 等 



な 脊新 巧を 償 (前を 致な 共； 
□一部 金 五 側 □六 ヶ月 か 一巧 
□ーヶ をみ を 系 _ 

千 九 巧 十一 重 ハ巧サ 四日 截欧院 i 
殺巧- 

發巧兼 縮輯人 甲斐 健 一.; 

あ 行 所 猫 育 新 巧 社 I 

が 育 巧 築 六 巧 二 1 二八 i 

電話 六 四と 一二！， ナゴグ シィー 



i 獨逸 帝國の 運命 

ー ホ國獨 逸人の 黃巧 

一 組を タィ ムス 社 論 

1 半死を 踐の老 邦が 十； 巧國 を友圍 どす 

j るの み じして、 おゆる 文明 諸 國の道 

^義 的％ 化を ずけ、 死力を 證 して 兰强 

國ど絕 望的戰 ずを 試み ク -- ある 獨逸 

I の 企 藍が 遂に 失敗 じ おるべき は 今や 

がかなる じ 至れら、 おし 現 化の 情勢 

I 化が VJ で錢ら 中、 到 あお 終結を 豫知 

1 する 能は ざらん が、 で 下 おか 中立を 

ホら つ i ある 諸 國は必 乎 や 職を 軍 じ 

投 やる じ 至る ベ' く お诏獨 逸め 運命み 

I 變な ずる じ 由な かるべきな ら、 今や 

I 獨逸國 民は 其贵 重なるみ 命 批產を 傾 

顿しホ 無益な る戰爭に從事し つ J あ 

不が而 かも か 高 傾なる 犧牲を 孤 ふ 彼 

等は クタ fv— n —、 ' セダンの 雨 戦役 

でよ なで 大 ル' ナボ ''レオンの 承 己 的 巧 

す； のぶ 總よピ 遜 がれ、 新 わじ 大 共和 

画を 建設した る佛歐 民に 彼 ひ 得べき 

和 苗 や、 お义 彼等は 自由 人道の る 平； 

一なん 法廷 じ 立 もて 最 なの 宜吿 を受く 

I る 巧が、 旣 じ. 数百での 進を を 犧牲ど 

心 がら、. を じよ^ 大 なる 戰亂 の慘禍 

I を 重 a て、 猶ぶ爲 制が 渾人 恥の 哀訴^ 

一 じ 傾す する の おを をず や 索' 巧-' 

惟が もる々 ィゼ グの輔 蹲のを 巧 ど ホ 

I 遣外 愧臣 との 掘 劣なる 外を^ じ獨 

霉を b で 英傑 遂 とする か 止が ぶ 

す‘ じ 至 も レめ たを、 之れ 藩し 獨邀 の： 

1外 巧 政策を 歌 頸 ホ おの 破. 跋 じして 固 

が^21?ィ！をの無資あをがむ る.の權 

利を おす、 若し ビス マ グク大 をを し 

て當代 il あらしめ たば 彼は 决 してが 

る認 錢を渺 .v^' する ミな く、 先 づ埃闻 

で ぉ 9 ずぶ もが 胁を 許すな 前 必ずた 

巧 おを% 側し 0 .ふ 滯國を 孤立せ しむ 

るか 車 段に. ぉづ みを 巧 皆. 壤ず當 が 

じがけ をが. 抓を もみが ならん • 

がを 帝は 中必 レぉ湛 がかを 肴 じは が 

らざ b しら 而を宮 じみ' 判- 斷 .に 固着ず 

るよ b 寧ろ 質 良なる 相 胳の獻 策 じ 間 

一 ■ ... 

r の赞 なる を 知る の 明 あり 义 其の臣 

下 じ 適が を 綱 錐す るを 如れ ら 、ク 

I リヤ ムニ 化 じまでは 然ら ず、' 維納 駐 

I 巧 大使 クソブ オグビ .ヤは 言 ふ も更な 


、「蒙 齒じ戰 患な し」 ど報吿 せる 駐 
を 大使ぶ 巧 國の决 おを 慾す る じ 痴鈍 
な b し 駐英 大使 等の 助言 じ聽 き、 遺 
j 滿が出 遂に 今 H の おおを おく じ まれ 
义英露 お國は 過去 じがて お 敵た む 
今 口 ど 雖も棘 乙を を惭 する の 外、 何 

等 利 華の】 致す る ものな きじ 獨 逸は 
化 戦ず じより て 事實上 兩齒の 阀盟を 

强 制せり、 參謀 本部の 大 なる 遺算は 
錯れる 外を じよ b てを じたる 窮境 じ 
獨 逸を 陷 入れ、 斯 ^て獨 逸が 國は 
二倍 お 上のを 力を 有する 一二 强國を 敵 

どせ ざるを 得る じ 至れら 
I 遇 ま 四十 年間 圓 家の 生途 力を 犠牲 ど 

して 舉備 された る 軍 像の 訓 がは 試 お 

さたる ど おじ 大を榮 なる ホ 國的欄 度 

は 破 壌され たら、 而 して 此 失敗は 武 

I 器、 丘 ハカ、 勇氣じ 於て 優越なる 獨逸 

I 軍の 力 巧ら ざら らしが 爲 じは 非 やし 

て實 は. 「不可能」 を 敬て せんとせ る 致 

か 的 誤謬 じを けら、 獨逸參 謀 本 郁の 

作 戰計畫 は 先づ佛 國を紛 砕して な徐 

々じ 露國を 制する じな を、 不巧 おご’ 

I 偃せ しじ 里 進軍は 實じ化 目的 じ 出て 

たる ものな k しが、 形勢は I 變 して 

不す抗 の 侵入軍が マ グンより ァィン 

义白國 々境 じ擊 退々 る \ じ まる や 化 

ホめ お 巧は 化 時 じ 於て 獨逸終 腐の 敗 

1' 化を 斷 がむ、 現時獨 軍の 戰 線は 最初 

^ 佛単ど 衝突せ る地點 まで 腿 迫を 受 

け ヵラ ィス 巧は 其猜險 よら 脫れ 、東 

を タネンべ グヒは 殺 倒し 巧る 露 単に 

职 々て 一朝 茶飯事た 6- n ブを化 6 

フグッ ー をを ふ VJ も 何物を 傲い すべ 

きぞ 、例み 豫 測し 難き 連 命の 轉阅ぁ 

、獨軍 巧び B 里の が 巧を 腿ず る J 

をる も、 新た じ 訓練され’ たる キチ ナ 

一！ 將 おの 精兵は グォス ダス 山の 璧將 

に 離 けんごる 頃 佛國じ 上陸す ベぐ 露 

I 軍の 兵カ ホ 無盡藏 なる i を 知ら ざ 

ベから ず (ホ 完) 

外交 家 難 

卓が 

▲日本の. 内閣に 外務 大居 じな つたを 

は 誰でも 與論のを 擊を 受ける、 だか 

ら幾 くら 一生懸命 じな つても 不振 無 

能を がび せか けられる から 其 地位が 


重要で 教力 もァる 代ち じふ おも ホ ー 
しほで ある、 陸 奥さん や 小が さんの 
様 じ手脑 あるかを を ご 言 はれた 者が _ 

皆 肺 おで 死んだ 所を 見る ど國 家の 爲 I 

日が が 膽を碎 いた i が 思 はれ、 外 
お乂 段を して 肺病を 巧. _ 、"ボ は 何 だ 
か 姐 I 能の やう じ‘、 思 •しいる が、 兎 じ 
I 巧 外務大臣 どい ふむ 目は V む 配な 役目 
で、 をして 皋の惡 い、 嘗ろ 巧んで 後 

じ 勤めさして 實 らい 叟 やうな 役目 だ 
▲併し 攻擧 さる、 外務大臣 どな 裝す 
る 政黨員 力ま 元を の 孰れが 外を 的才 
能 見識を 持てる か VJ い .ふじ コィ ッ聊 
か 怪し ひもの だ、 吾々 の捉る 巧では 
第一 じ 日本 どい ふ國 がが をに 就て を 
然無經 縣で化 ホ どを 際ず る やうに な 
つて 儘 じ 五十 年、 而 かも 人 極の 異つ 
た、 國 力の 織ん な别國 をがず どし、 
が 之け に 貧乏 搖 るら をしながら 相當 

巧戶を 張らう どい ふの だから 中々 
I 骨が がれる、 隨て 少しで も-巧ら 損 ふ 
ど、 無能 不振の 聲が四 ホ 八方 雨の か 
ぐ码么 、誰も 日本の 爲じ惡 る がれ か 
しど おつて 外を を 巧る 者は ない のに 
無暗 矢 銭に 攻擊 さると 肺 おじ もな ぉ 

兼ない ィ 、ャ 外を 無能 ど 一口 じけ な^ 

ずが 實膝宜 みが 其 局 じ當つ 下見る 夕 

油汗を か、 じ やならん ど 見へ る 前號- 

社說で 述べた 様 じ 現 化の サ うじ 巧靖 

の 勢力 競ず が 織んで は 矢 張ら 「略」 な 

るら のが 必要で あるが 吾 日本人は 人 

補の 違クた 諸國を 相ず' どす む 爲じ化 

略を 用ゐ るの じ 極めて 不便の 地位 じ 

I 立つ てる 

▲英ホ 露佛獨 諸國は 勿論 多少ん 禪は 

異 つて 居る けれで も 大した 差は 無 < 

潛慣 風が が殆ん で同樣 であるから 大 

使な 下の 駐外か 巧官が 列强の 使臣 ど 

巧 際する にも 使 利が 善く、 妻 君 や 子 

供は 盛ん じ往 巧して 親密 じを 際する 

、とも 出 巧、 取 かけを い 外交官 ど 大使 

を 化の か攘 達の 間 じ チョ ッ クラ ホな 

I 問題ら 生じて ホ、 何た 彼た どィ キサ 

ッを繰 返す 中 じ 時に 緊要な ィンフォ 

メ！ シ ヨンを 得る ミ も あわ、 义 大使 

る 化の 一攫 一笑、 一擧 .一 動じよ つて 

逸早く 事件の 眞 相を 知る 機會も ある 

夫れ からを 偵を 化 ふに も 人 極が 違 


ふご 非常 じ 不便 だ、 獨 逸が 今度の 戰 
ずに 强 ぃのも 又 開 戰當時 神速な 行跡 
を 執つ たの もを 偵 巧 使 じ 巧みで めつ 
た 事が 非常 じ爲 因して る どい ふ 話で 
ある、 其の 面白い 話しは 斯うた、 む 
のを 轉 大使館 じは 大抵 獨 逸人の 下 
一女 下男が 居て、 夫れ が义 非常 じな 實 
で 給料が まいから 非常 じ重寶 がられ 
たもの たを うな、 巧が 今度の 戰爭で 
發 見され た 所 じ^る ど 之 等の 下女 下 
男の 多くは 何れも 獨逸政 巧から 派遣 
をれ た 密偵で ゐつ たさうな、 成程 汲 
I 偵を する 程の 下女下男 であれ だ重臀 
がられる も 無理は ない が此 卿ず 身中 

の 虫 じ唤么 まれ もゃ 流 巧の 大使を 化 
もやむ 切れ たのもの じ やない 
▲然る じ 日本の 外交官で 見ら W、 顏 
のをが ドスから 別演も 惚れて 吳れホ 
スキ 燒じ御 お 潰、 裕 化の しらを ひん 
I 卷 つて 鹽 扇で ケッ をプン なぐる ミの 
I 妙な 連 巾 許ら ど ホて るから を 際 も 下 
手 おし、 おもな し、 妻 君 速 も 異< か 

I 顔を 見る VJ 曲つ たを で チ 3 n 逃 
で おす どい ふ始 ホた から 巧らない 
奉' 遺が 彼 臣じ斯 んなネ 便不自 もが 附 
一纔 よて 居る 所へ'、’ 進む で 他 外 國使巧 
VJ 華やな を 際を ずる ホめ 給が 手當を 
賞ら て 居ない から 巧 巧 想 だィャ 日本 
園 民が 外を 官 どし ゴの體 面を 維持す 
る ホの 給 巧を 出し 得ない 释 貧乏 だ 詰 
まら 國 力が 不充 みで あるから 如何 じ 
子 能 あぶ 外交官で も 金がない 爲じ充 
みに 其 手 腺を 巧は す J が 巧 巧ない の 
だ、 尤も 吾國じ 手腕 あるが を 家を お 
せな； は世旣 じ定詳 あらで、 獨 逸の 
j 戰 意を 本年の 四月 じ 知つ て本國 政府 

じ報吿 した 駐獨佛 大使の 如き お才が 

1 な < 、却て 一二 國 干渉を 少しも 知らな 

かつた 程のを 澗 なを 使を 大 おどす る 

位 だから、 拙者 どても 强も 彼等を 辦 

護ず る譯 ではない、 只當 局を をを 擊 

する 者 も 多少 化邊 のが 息を 解して 彼 

等の 境遇 じ 同情しても 滿更 罰は 當る 

まいど 思 ふ 

♦佛國 外を 文書は 過 H 當地 タィム 

スの 日曜 附録 ごして 一般 じを 表せる 

ぶ 同社は 別じ少 冊子 どして 一般の 希 

望に 添 ふ 由、 定階十 仙 


♦ 


参議 會の 移民 問題 

大統領 維爾遜 氏は あ 育 試験 じ巧對 
ホ 國議曾 上院 じ 於て 討議 中なる を 民 
法案は ホせ 九日 即 もを 督敎 降誕を か 
暇 後 迄 其 採 巧を 延期す る i どなれを 

が 岡 案中敎 育が 驗を外 ホ 移民 じ 課す 
るの 條項 じ反對 でる イリ ノイスが 選 

出 議員 リュイ ス 氏が 去廿 一日 大統爾 

を 訪問 後を 言 ホる 所 じょれ ぼゥ 巧は 
教育 試 驗條項 じ反對 意見を 有し おる 

由 じて ブ ユイス、 リ！ ド、 クラブ プ 
諸氏 及 紐 育 選 おの 才！ ゴ！ マン 巧 等 
は一鹽 体を 組織して 極力 同 案じ 反對 
ずる 皆な b、 元 巧同條 項は 新 英が遇 I 

出 瓶 共 黨員及 南部 諸 卿を 体の 代を 者 _ 

等が 熱 也 ま 張す る 所 じして 歐 州戰亂 
後 南部 諸 州 じ 移民 雲集せば 其 一部 か j 

は 例の 好ましから ざるを 子なる な 
や も 知れず どの 恐怖 必 ょら ホら しも 
のなる がク 巧は 敎肯 試験を なて 巧 ま 
しき 移民 ど がらざる 者を 區 別す るの 
襟 準たら ず の 意見を 有し 居れる が 
化に 同 案が 通過せ し镑を 或は 署 '心を 

組む や も 知れ ざれで も 有力 着は 右條 
項の 所がを なて 巧が 所廣黨 波を 脫す 
る 必要 じあら る i が 如き’ 困難の 地位： 

に稻 入ら ざらん i を 希望し 昆れら ど 


る 旨を 報を なて 發 表された、 臀 帥は 一 
吾 出陣の お 險を唱 へたが ぶ铃 降誕な 
當日 じ皇 をが 戰攘じ 臨まれる ミは ± 
氣を 鼓舞す る 爲概て 必要 だ どの 將校 
連の ホ 望じ應 じたの だ ごの ミで アる 


.•大 戰要報 

化 一週間の 戰 報じは 特に 目覺ま しひ 
ものなない、 白佛 方面ぶ び 波 蘭 ±、 
ガリ シャ 方面の 戰况に 就ても を戰の 
公報は 何れも 旨 國の勝 戰を傳 たへ で 
敗け た ミは 少しもを ませね から 其 形 
势を かる、 とは お ホの が 要する じ聯 を 
おも 露 填 軍 も 所謂み 勝 的と 稱 ずる ホ 
の戰 をす るを じ 至らず、 目下は 先づ 
なち の 勢 ほひ どい ふべき であらぅ • 
A ジョフ ン ー 大 がみ 嚴 命' 伯が の佛 I 

國 捕虜 將 校の ポッヶ ブトから 出た、 
備 軍纔督 ジョフ ン I 大がの 命 かなる 
ものを 見る W、' 近ホ佛 軍が を 方 巧 じ 
化て 攻势じ 出 づるじ 至つ た 原因が 明 一 

かで ァる 曰く、 吾が 軍は 適 ま己ヶ 巧^ 

間專ら 防嚮の 態度を 執ら、 一々 敵の 
猛烈なる 突貫を 擊 退して がの 弱点を 

知る 事を 得ね b 而 してを や 吾 軍は 夕 

數の援 ちと 軍器 どを 得た るを おて 進' 

んで攻 剪の 態度を 執ら* 化 國の領 巧 

ょ h 敵軍を 驅逐 すべき 時期 じ 達せら 
、を 卒ょ 昔が 齒は 今や 汝 等の 勇敢 義 j 

膽じ 期待 t. る もの 更に 1 廢 がなる の 

秋な b 云々 

カイ ゼグ のち お 睐病氣 の 爲め伯 

がの 皇居 じ引豁 中で ちつね 獨 ホは 病 I 

氣を 快して 巧 びら 備ホ 巧に お陣 しわ 


♦英國 軍事を 債 一億 お 千 巧 弗は ま 
廿一 日を 0 て 募集され たるが を 離 市 
場は 之が 爲じ 何等の 影響を 受< る 事 

な C 英國 ノ經 濟的實 力が 如何 じ潤澤 
なる かを 本 せら ど 

•丈 巧を 滅じ S 豫言 露領プ グズラ 
附近 じて 戰沒 せる ー コサ シクの 豫置 

者は 死 じ 礎み て 止 巧を 首都 コン スタ 
ン チノ プグは 千 巧 十と 年 じ n サック 
の爲じ 亡ぼさる べしと 豫 言せ るが を 

巧に 戰 ひつ i ゐる 十万の 3 サック 騎 I 

をは 化豫 言む 刺擊 せを て ± 氣頓に 
揚がれ もど > 

♦ダイヤ 大 殺戮を 巧 ふ ゲイ ヤは首 

都 メモ シコ 巿は超 よら 墨 國を地 じが 

て反勒 波と 目 せらる i ものを 捕へ て 

サッ 端 よら 斬首の 刑 じ處し 或は 當豪 

^^捕縛して金錢を强誘し つ ！ぁら 
過日 ホ處 刑せられ たる 濟の中 ダグ シ 
ヤ 、ダグ ゴ 、モン グイ、 デ グダ グトの 

四 お 軍は ゥ五 グタ 政府の 部下た b し 

もの じして 有を なる 眞な巧 カ ヌチユ 
ラ、 パ カは 巧 萬 弗の 人質 ごして 目下 

拘禁 中なる が、 を 地の 人 おは ゲイ ヤ 
の化篆 がじ游 して 戦々 胸々 たる 有樣 I 

な-^ ど 

f ホ廚 陸軍 おお 家の 慘巧 陸軍 偵察 一 

飛巧の陸軍中尉ダ！ ス タ）巧はまサ 

一日が 卿 サン デ！ ゴ よら 口. ス アン ゼ 

グ 巧へ 向つ で 飛行 中 海中に 厳を し溺 

死 せら、 乂國 陸軍 飛行 あ n して 其 職 

じ 滴せ しは 巧を をせ て 都を 十八 名た 

雪ず ご 

が國 近情 獨 逸は 新 じビユ n! ス 
をを 駐伊 大使に 巧 命し 何事 か 企 塞せ 
んど する 者の； 如きが が國 民の 夕數 

は 此隣聯 を 軍 じな じて 戰 ずに 參 加す 

るの 必耍 を唱 へ、 千 八な 八十' 二 年 填 一 

帝 暗殺を 企て 失敗 しれる 首謀者 才べ 
グ ダンクの 記念日 當 H をな て 盛なる 

示威運動を 試みん どし、 又を 巧に 溃 

說會を 開き 激越の 言論を なて を 衆を 

煽動す る じよ 政府は 之 等を 激派 

の鎭腿 取締 じ 普 必慘膽 を 梅め 居れり 

參獨填 お 救助 義 おを のバザ ー はま 

か 一日が をな て 巧 脅せら 同 慈 普 貸 巧 

I 監 をの 語る 處じ 化れば 賣巧総 資上髙 

よら 諸 補の 雜费を 引 まら 化 六 创を獨 

逸 じ 四 割を 巧巧國 のな 婦孤兒 じみ 配 

贈 巧す る當 なら ど 尙獨國 傷病兵 等の 

爲裳 集せ る 美 措を 其 化の バ デー 倏ほ 

しに 依らて 集めた る 余 額は 総計-百 巧 
十 方 巧に 達せる 由 
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ざる 事を 激論したら 宗社黨 の 無勢 力 I 


にして 袁綴統 を 覆す 能は ざるは を 世 j 

I 凱の 熟知す る 巧なる も 常 じ 京 社黨よ 

不忠、 不臣 ゆば-*^ せらる、 はを 世' 

1 凱の 大 じか 公せ ざる 所なる V' ぐ旣じ 

I 革命 黛を が 外に 驅逐 せる 今日 國內じ 


li ち 壽氏ど 曾 亦苟® I 常 よら ぞ數ミ 事は 勿論 なれで 戰亂 

|^ブ§! をち も^®? の 影響 どして は 何等 認 むべき なし 又 

^ ま お 養畜も f 」 き す認 

の 開囊れ *0 VJ . 声を 春 U & ら W 巧は 羣露 鬟馨 かみし 

もお師 案じ 勒し 延期 說漸 < 有力なら よ^?^ „ ，い パら 日 
んど する？ る もま 人は 化 延期 說じ を^い^ .共 

は t 不间意 じして 無囊 の— た^ を だいい。 写 •夕し 鄰逐ゼ "ぅ日 障 巧に 

る i 餅 零る ど 同が じ 一 喬師馨 f 更に 機を おて？ じ 渡'^ ん どす 目の ま コブた る ものは 蠢黨の 外 

度 じは 亂 じて 反 おを 霸 する も ミる い 2 け^け を 力 故 けるべし ご而 
り其譯 は聲営 局を QS 二 轟て 歐米渡 ホ 者は 皆 SS 娜じ逢 
!設を斷巧せざれば苗望か陷為を南^5!^2け巧じ12^1ぶ 

生5 しどの籌は日義役後をも で 

L 立案した る もの じして 現を じ 於け サ妻歲 よら 云 十歲带 後の ものなら 

る 四圍の S は當？ を i 趣を S 彼等は 雜 § 記事な》 た觀 えて 
にせら をは S ら上養 ！.！ 十 年 前の 摧千 をを S て 渡航す る もの 多き が 

を 物を 固執し つ、 あるじ 非ら ざれば 南 ホは 別 どして 南洋 ホ 面に 渡航す る 

巧れ じ も 1 養篡素 殆んど 圃ら かきは 殆ん でを 廓 失敗 じ 終る 

ほを 敵 親ず る おがを 晚せ ずして 化 然ぞ樣 じて 豫め 就職口を 契約した る 後 

秘密 ま榮 をず ちつ！ るるめ 結 桌國防 じて 渡航す る じ 非ら ざれ 成 到底 成功 

み眞 かを 巧 民 じか ホせ しめざる を 0 覺柬 なし ご 


一ち じ 隱れ又 股 胳ど賴 むべ きらの な 

、ホ 允は 旣 じを ひ おを 良は 勢力な く 


て 本 間 題の 爲 じを 猪を 繰 返され 甚だ ♦を 総統の 魂膽 最近 勞乃實 か正繪 

しきは 政爭 'の 具 じ 供 せらる i じ 至ら お 和 正解なる 一書を 著し 共和政 體の 

しな 6 故にが 際 陸軍 當局 者は 坦懐 R ま 那じ用 ふべ からざる ど 帝政 じな せ 

て闺 がの 贵髮明 じして 識者の. 養ざる ベから ざる 理 あを 述べた るか 幾 

を 待 ミない を も？ ら どす f の おならず して SS 纖ィ クィン 

かくじし てが 師 己む を 得さる 髮囊 におした 貌皇 かの お 位を 

もの ど 詔 《られ なは み も 亦を 蠢 常た をょ is は大に 驚き 政 

W ら! お ^! T 秦堂 じを f 長會 f 開き 善後策 じ 

がを 伊て を 養を まずる f させ 協議し を冕內 じ 大讓を 生じた 

なゎ 余は 一宿 師馨 設は囊 反を なる 零れば 證黨か 新 じ大觀 

でる も 軍備の 瓣張 じは 大賓 成を 表すを 企てた るら の、 如 < 解ゼら 

る ものな 6 即も其 意 ホは 兵器 Q 改良 第社黨 0 褒ふ暴 己 じを < 戴 中恭 

及び 一朝 有事の 際 じ 於け る戰圃 員の 傷 親王を 始め 冕、 霎 良、 鐵な 

謎 ppti き i 

ひ 殆んど 底 北ず る 所を 知らざる か 如 

きな 樣 なる をな て巧鹽 も亦么 じ順應 

一 C 狂 こ Twif -. n ぉ i こ 了- < 唯鐵 なのみ 多少 蓮勸 せし 跡 ホ も 張 芽 

して 化 じ 遲れさ & 改良を 行 ひ 且つ 現霉 

蒙 8 じ 改革を 一打 ひ ホ 兵の かき 一转巧 瞬ぉ^ r まを ぉ 

ミ を I をす 能は ざるは 疑な <最を宗 就 黛 か 何 

年 制を 巧 巧し 0 て豫 後備 軍人の 敕 をを 。ま 目 3 f 

增 加し 巧に 國暑 兵の 赏巧を 爲 さん 等の 陰 f か— さるは 明白な 

rrp 刖 に：； 額 西 1 

了— i — かの—^ 

|^るい§るを0^—^^^ ミ8なるこ淸|位は麼々お 

る 能は ざ& 質^^ If てを— ちを 一が— 亂 

色-. J を、 > が义ム L ' を 征服し お 化を 集め 善後 じ關 する 大 

I 確戰尋 と 满が遞 渐食議 を 開きた る 際 ぉ固璋 は實統 尊； ホ 

近 巧 南洋 及甫ホ 方面 渡航者の 骇を瑣 の 位を なしを 世 凱 之 か 擺政大 媛統ご 

^ しつ： あるは 一般の 傾向なる か歐 なゎ ま 那の禍 就を 鎭を すべき 事を 滿 

I 洲戰热 勃を な ホ ー思 甚 しきもの あら 論した b しも 陸軍 総長 段キ瑞 等の 反 

j 今 東 巧が おじて 旅券を 巧附 せる おを 凿 せし 爲め 沙汰 化み どならたら 而か 

I 見る じ 南洋が 巧 じ 渡が する をは 最近 も淸朗 回徑說 は睐巧 反復せられ 單じ 

四 ヶ月 じ 九十 餘名あ b 殊に 濁 領は骚 支那 人間 じがての みなら や ザグ パ ー 

んじ 新朗誌 等じ紹 かされ 日本 じて ち卜、 卜帶の 如きす ら此說 をな 電 

領 する じ 至らて よ b は 渡航 巧 お まは （劑廷 タン じ 至つ てが 巧言の 蒂を國 
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たる 報じ ょれば 療洲は 只 ホの 南が 獨 I 
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♦佛國 巧 ホ 十を 社 お 譲 班の お發 佛 

I 國 陸軍 慰問の 日本 ホ 十字 救難 巧は 十 

六 お 帆の 軟渊 航路 線 化 見が じ 

て 出 懲の途 じ 就く ベ. く两 一巧は 醫稱 

大增の 盛 田 廣重陳 ± を醫畏 どし 醫員 

巧 木 隱岐兩 學± ど' 看護 締十 五名が じ 

藥 御員兩 一二 名 じしで 佛國 マ.. グ .七 1 ユ 

着 潘ボグ 'ド 1 じ 向ぶ、 豫 をな-^ とい 

へら、.''.’'-'' 

♦東大 新 総を 山川 博. 出を 大 総を 專 

一 ほど おじ 東 乂 じは 新搔長 を專巧 せら 

るべ く 目下 其 候補を ど t でザ鲜 高き 

比穗穂禪壬^:*り 


紹か人 


I 烏の 發達ど 共 じ 益 振興 さる、；^ 至る- 

べし 云々 

•議 智穀 か’ 

I 頃 ' H 巧ぶ 東京 發電じ 化る ど谦 會じ對 

する 大醒內 間の 態度は 跋 めて 强 硬で 

巧し 畿會が 目下 豫算を 鳥會で 審議 中 

め 明年度 豫算五 億' 五 モ六巧 萬 圓を巧 

みしたら 早を 解散を 斷 軒して 圃 民の 

與論 じ訴 ふるどい ふ覺 悟を 巧して 居.® 木綿 衣' 物 類 


#靑 島の 質 易價眶 


巧 島は 愈 吾舉の 手じ歸 しねる か靑島 

資易 上の 僧が じ 就て は阪口 大藏省 お 

邮&談 じな'- ■ 

獨 骚か靑 島を 紙 借して な 巧錄道 建設 

築 潘等諸 補の 設備を なして ょ b 山を 

卷を體 の 巧 業 上 じ 及ぼした を 影響は 

大じ 見る ベみ も か あ 6 お 巧 山 巧堪ょ 

の 赋資は 多くを 巧 港を 中必 として 

を 地 じ 集散され しが 濁 遮か靑 島を 經 

營せ るの 巧、 をち じ 於け る賓 易の 大 

部を は 靑島じ 移る じ 至れ b 千 九 巧 五 

ザ じがけ るを 巧の 買易狀 娘を 見る じ 

輸入 九 豆 ハ 十万と 千兩 輸出 四な 五で 

二で 兩の夕 きじ 達しね るか おを 九ヶ 

I 年を 經過 せる 千 化な 十. 一二 年 じか、 では 

I 輸入 五 百 ザ ー巧' ーモ兩 輸出 吉巧 六； 十 

五 さ 一千 兩じ滅 退せ る 事 賞を 示せら. 

i 义靑窟 の資易 上のを 達の が现を 見る 

じ、 モ化 百四牟 にがて お出 八十 巧 万. 
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日本 及 支那 巧 楠 週 火曜 
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らお 帆ず 
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.日本が 船 
大巧 巧 船 

シカゴ、 ボストン、 フキ ラ デ 

グヒャ 巧 他 東 巧 柯れの 地方よ 

御 巧 立め 谋をも 取次す 申 お 


拿 紙 取次 手 ff , 

4 蠢 語！！ 譯- 

▲通 辨' 

柳 巧資遗 巧を， 

i 實業 經營法 

; を お t 冊を. 一 弗 郵巧十 他 

紐 育 新報 社 


1 ♦宗教家の 日米 問題 運動 

ホ 固 基督 お聯を 協會を ブラゥン 博 ± 

を 始め 同會 委員 コロン ビヤ 大學お 授_ 

セン グ博 ± 八 ミグ トン 巧、 辛ユ 1 

ック 博ち 某を 靑年 幹事 モット 氏 其 

化斯 をの 著名なる 乂 々十 お 名は 日米 

胁題 じせ、 目下 開會 中なる 米 國講會 I 

に勒し 連署の 上 一の 請願 畜を 送ら、 

京 洋乂 じ掛し 正義を 道 じを きたる 政 

がを 採用 せん i をな てし ねし b 、 請 I 

旌誉の 大意は をの かし 

亞細亞 は 今や 急速 じを 醒しク i ァ 

>で> 彼等は 西洋た 明の 採用に よ 

ち お來の 世界 麽 あじ 重要なる 使命 

を 有する じ 至るべし 雨して 化 使命 I 

が 平和、 巧 嵩 及 枯瓦的 協同 じよ 

て 巧は るべき か 又は 巧が 人の 間 じ. 

猜 難と 恐怖 どを 激 巧せ しむる 至 じ 

よらて 巧は るべき かは 一 じ 西 巧 人 一 

の 態度 か 何 じァら 、が じ ホ 固が 化 際 

第一 じ 執るべき 方法は 尙適當 なる 東 

律が 策を 採用し、 移民の 制限、 移民 

め敎 を、 酷 度、 巧 民權等 じ關し 正義 

を 道 じぶ き、 世界を 國 民の 待遇を 與 

ふべき 完 をめ 規 をを 設け、 0 てを 國 

民 相ぶ 的 友 倩を を 達せし むる じ 巧ら 

る々 

救世軍への 御 下賜を サ ー日 兜 京 

巧を じよれば 天皇、 皇后 両踏下 じは 

i 今回 特別の 御 巧 思を なて を 巧 救世軍 

本が へ 金 11 1 千 圃の御 下賜を ァ もた 

おじて 同宗 お 脚 體が巧 室の 御嘉 殻を， 

をけ た. るは 今回を 0 て 始めなら ど 

参 小 玉を 象 氏の あ 占 式ま廿 一一 一日 例 

ホの 通ら お 占 式を 巧 ひ 數夕の 知友を 

捂 けら、 因 じ 同氏の 易 占は 非常 じ 中 

る どのを じて 菊 池 東洋 氏な では 令 関 

の慶 姓を 言 ひ 中ら れ 乂 じ 驚き おた 6 


蒂麻 日本 大使 お 附巧宫 ほ 命 潜 軍 _ 

省大 段ち 房 副官 兼 秘誓官 海軍 大佐 野 

村 ま 一一 一郎 氏は 舉盛頓 が 目 本 大使 舘附 i 

武官に 巧 かされ わら 

が 育 浦 或 直通 航路 開始 當地 術墟 I 

間の 直 通路 新た じ锅始 され 二 隻の莖 

船數 をの 賴 燕を 載せて a を 棋-述 河を 
通過 せら、 新が 路の 距離は 一万な 狸 
じして ス H ス 運河を 通 遇ず じる 比骇 

すれば 一二 千 狸 近 <隨 て 一時間 4-. 

の 速力 じて 航海 日數十 二日 半を 減 I 
じ 得べ しど 

が 育が 畦 間の 新が 路 開始 ホ 巧 驚 

船 會祖は 過般 當地 ょら ボ 座への 新够 

路を 開始し 今後 十日 每じ當 化を お晚 
ずる 尝 じて 同社の 諸 窺 漁船は 出帆 後 
シャ *グ 、タコマを 經 由し、 航海 H 
败 四十九日 じして 市 座 じ 達する 由 
六尺の 大童 子 (十ー ニで 體屢サ 化 

貫) 靑山腦 病陀長 齋藤紀 一氏が 養子 

じを して 愛 旨して 居る 齋藤 文治 郞( 


♦靑年 會ノ な年會 ホる 廿よ旧 午な 1 

八 膊息年 會を懼 し會員 相互 ノ歲 末蓝 

魄 をぶ 述る由 

@ 人 間ノ値 ロハ ブた 一仙 ' ァ 子！、 才 
八ン 礫は ブロンクス、 セント ァ アナ 

ァベ ニユ I じ住ゐ るが 寐巧ノ 下' じぺ 
こ一 を 落して 之を 探さん ごし 火事を I 

起して 一命を 失へ b 
木 川 ばな i を 入社す 永らく 本紙 

寄書 家たら し 木 川 正 男 巧 今回 本 敗 

に乂社 せら 

♦ク ブス：' マス ど 柯胞巧 人 ''' 巿內變 I 

小 貸 巧 •植木屋 遊 化 巧 等ソ巧 巧を 間 

じ 今 律は 殊ノ外 不爲氣 なで 例ノ如 I 

C 泣 言を n ボス 者夕 けれど 只 幾み 昨 
年' ょり 惡 しぎ 方を. じで 相當貴 巧 ァら 
なに 造を 崖は 孽る 上鼓氣 ノネなる も 
春 朝 H ' ‘ノあ 年 會ホ廿 と H 菊 浊お陽 
外 二 巧. ノ を 起 じかる 息年會 了' ら 
参 日本 お 樂部ノ 除 巧 會巧册 一日 除 一 
おじ お會員 請を ノう まい 藉をノ 御 馳_ 

'を アる由 巧し 會费 フン ダラ 
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で 二 年 前 をら ぶ 尺 ホ寸の 身長で アつ 

たのが 今では 旣じ 六尺 じな び 體蘆も 

二 年 前は サ六 貫で ア つね もめが もう； 

二十 九 貫 じ もな つて ホた 大抵こう い 
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小を 義 '一身上の 部を じ 依-^ 巧 年 一 月 j 

甸當地 出 發餘國 致 候に 付 化 段 辱知 I 
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.參 困つ た 世の中； 

(承前) か を 僧 
▲年の 裳で 化 間 お 屁 姑 垂れて 居る の 
じ H 本の 不致気 話し もみる まいじ や 
! じい かご 同僚は いふ けれども 事實姑 
I 娘 難 ごい ふ 新 現象が 起つ たどい ふか 
ら 、なをけ 婦人 好きの 僕 どして、 就 
i さん 譯じ はれかん の だ、 

A 學問萬 能の 時化 じは 學击の 賣れが 
がよ かつた VJ 閒時 じみ の 理想 ごす 
る どこ ろら 補め て淺 薄なる もので あ 


せざる みすは 不幸で ある 昔し 小が 川 

隆款は 醜を 採び 自 b が 配偶 どした さ 
ぅでみ るが 現代 じは さぅ いふ 奇特な 
、む掛 をが つて 居る あ 人は-人 もな 
が 力豐當 なる 男子は 类婦を 撰び 生活 
じ 巧 わ 巧は を 持 もの 娘を 求めて 居る 
ぶの 中間 じある 助力ら 盟 かならず お 
親ら 美なら ず どい ふ 女は 勢 ほひ 化慑 
準から 洩れな けれぶ ならぬ 蝴も化 柿 
の 女子が 最も 賣口 か惡 いの だ 
A W いつても 化 當じ女 一通りの 舉問 i 

をした る 彼等は 安 質 も 出 巧ない 止を 


あつた 上 じ、 無 巧 任む 渝人雜 誌な ど 特ず獨 立の ぶ擁を 作る ベ < 或が 殊な 


は此 浮薄な 時流に 投 かんた めじ 嫌ん 

じ 女ず の虛榮 也を がゎ 立てた から 十 

人が 十 人までは 外を 官 夫人 どなつ て 

幕 やかな がを じ羅 綾の 裳を を 巧く々 

唯一の 巧 おどして 巧た' 

▲然る じ 化 理想を を ひ 巡き た 彼等は 

挥婚の 後現赏 じお當 つて 見て 初めて 

期せざる 締まし き ホ 盾を 發 なし 幾义 

家庭 上の 悲劇が 起つ たもの だから、 

漸次 淺 薄な 迷夢から 醒める やう じな 

咬 今て は 一般 女舉 生の 認： みら 生 巧 

じ 不自由の ない 靑年實 業 おを 選ぶ や 

うじな つた、' 所がを 持め 巧 旦那ょ ゎ； 

I 高等 遊民の ぶい n 本では 一 々女學 ホ I 

の留が 遂げ もれ やう 绪 かじく、 先 ホ 

は 先方で 稀々 を义 かを いから 才 T ソ 

レ ど 型に がまる 靜じ もがか ホ'、 グズ 

しすえ 中 t 嫁入 盛りが 過ぎて 姑 

猜難 といぶ； ごなる、 

普々 かみ おの 時を じは 遇くても 十 

I 六と 歳から 二十 歲 位まで 巧の 方も廿 

j 歲 がら 二十 六と 歲な 時に 掘婚 した も 

S だが 其 借 次媒じ 婚期 か遲れ て來て 

今では 女が 早くて 十八、 巧は 大槪廿 

五から 一二 十二 百 どい ふの か 普 逝 ださ 

な 尤も 巧の 婿 期を 述らす 煩 因は 敎 i 

百 制度で 小 中 學を經 て專間 摩を 修め 

柯 うやら 斯う やらを つて 巧け る 丈に 

I なる までは、 でんな じ 早い もので も 

贵八か だ、 而 か' も' 恶の惡 いらのは 就 

職 難を 聲 じて 卒業後 四 五 年を 下宿 尾 

じ 暮らす もの も少 くない、 隨つ \ しを 

7 結婚 化 巧く もお來 ない 

▲男の 方は 一一 一十 位 もで 獨 身で 居た 所 

で 別段 笑 皆 かは 化ない が 女の ホは 二 

十 歳 位から ポチ-^ 身の' 振 方を をへ 

てゐ ないど ス グじ藥 さ'. ん をる はれる 

年頃 じなる から' 必が だ、 ー ホれ もを を 

お 立派で、 敎 育助產 タッ プリ なれば 

大した 必配 する じ も當ら ない が、 官 

黄のを 手 や、 な 治 おの 娘で がを か 二 

のみ ど來 ては 不勘 結婚 じ 頭を 腦 ます 

さうな 

A 相當 のが 產公 普述 人のを をと をが 一 


方面 じ沒 頭して 學 間な b 技 藝なゥ じ 
あくので ゐる化 等の 人は 己に 人 化の 

出發觀 からして 不 刺な 地位に をる 人 

! であつ てを 娘の 悲 をを 嗦 やる 间棉 

すべき 乂だ 

乂近年は I 方巧子のホじ^:阿璋遊比数 

が 多くなる ど 興じ 一方。々 の 方 じが 

1 は 化の ち 磯の 歡 がぞくな つれ 普 逝 

の乂でをつて^^嫁入ち度の费用じ窮 

し 多少 敎靑 あるが ためじ 熊を 八を の 
女房 じ も なれ ホ 遂に 結 赌に對 しては 

おお 的 態度 じじつて 消顿 的な 自 をの 

道を 雜 ずるに 至を ので ある 化 等の 人 

の 中 社會を 白眼視し 一 鞠の 反抗的 じ 

出た ものが 婦人 蓮 勘の 先驅者 どむ b 

をは 亦轉 薄なる 虛を & からし ご所 謂 

新ら しき 女め 半自 裝宜樂 のを 巧に せ 

めても の 慰安を あみて 居る、 觀じ 巧； 

れば化 等 も 結 源ぶ をれ じ瞄隨 せる 煩 

撰を 避く る考 へから 巧た もめで 摇婚 

難のを める 一 現を W おる 事 も 出 ホ 

▲十 年 0 前から 見れば 結婚の 様 まも 

極めて 衛單 じな つて 巧た 通 嘘 葬を ぶ 

四大禮 どして、】 をの 固め ご稱 へら 

れて 居た 婚禮 もた r 形許ら の 儀式を 

擧 ける のみで 中が 下の 社會じ 於て は 

をけ じ 巧 謂 扱 露の おを. 張る ものは 械 

めて 寥 々たる も 公で ある 衞單を 喜ぶ 

は 社 會は目 まぐ るし く俊雜 じな つて 

巧た ミ じ 由 6 許ら でな く 第一の 族 因 I 

は 旧 一の 中が 日增 しにせ も 辛くな つて 

巧る か爲 めで ある 

A 嗚呼 生活難、 就 織 難、 結婚 難、 日 

本 じある 人々 の 四 苦 八 當の增 さを 聞 

けば 飮 みを ひじ 脚らず 審氣 じを 巧し 

て 巧げ るホ國 はお 難い 國じ やない か 

ボ さず じ 働け-^ 

.•即位式は 明が 

天皇陛下 じは 今秋 十一月 十：：： 京都 じ 

がて 即位 大禮间 巧 十ー ニ H 大嘗然 をを 

は せらる ぺき旨 豫て你 せ 出されし も 

四月 十】 日臺 太后 陛で 崩御 ーヶを 

間 大喪 じ报せ させ ふる iMJ どならし 


愛知を 川縣 下の 齊 田は 其 儘が 績の內 I するど 詐欺 帥 じか 


か あ 6 たる じ 付き 御大 廊は ーケ年 邸； 



けられる から ウッカ リ歸 るな (新歸 


も 大正 四 年 秋季 ど 延期の 姿と なりた 米 者) ▲此 間の 米 人の 友人 二人て ブ 

巧が 歐洲の 大戰亂 どなら H 獨兩國 ~ 口 I ドゥ ユーを ホいて おたら 一人の 

を 戰が態 じ 入りた る じより 御大 禮も 美人 かグ ー - ^ アイを する から 化卞 


亦 明後年 じ 延期 せらる ょが 如 < 取沙 

汰す るら の あ b 右 じ 付き 或 筋に て 灰 

かに 閒<處 じよれば 目下 大喪 中なる 
を 0 て 御大 禮の朔 H 其 化は を 然發を I 

ずるみ 第 じあらざる もみして 明後年 I 


も ー バィ やつね 後、 速 立つ て 其 力 っ 
ュ》じ這乂って へ \ ン ケじ飲んね、 
よ < 聞けば 彼女は 日本人 〇 旧の 妻て 

十 〇 町 某 巧の 〇 おは 大を大 熱 {じな 

つてた もの じ やさうな 道理て よ <を_ 


じ延朔 ずるな では あ ひも ょらぬ； じ-某 巧の 內 幕を 知つ てた ょ、 美人の あ 

して 巧 年が 圳も 十一 巧を なて 御擧ぷ 前は リッ 八 00 〇 どい ふの て 評 おの 

の i じ內 をせ る ものと 見て 巧な b ど I 飲助た、 (大巧) 

いふ 


4 \ 

(( 


投當龍 


/ 4, 

と 


A 曾 堂 もな < 、信者 もな く、 藏騰 もな 
いの じ敎恃 どを を かけ 化師は 外國傅 I 
逍舒社 よら 高い 給料を モラつ て毎晚 

十二時よ b - 時まで 美人 ご 神聖のを 

際を なし、 あ會 のた めどて 買 ふて 貨； 

ふた ォグ ダン や 鋭 签茶腕 じ まるます 

粪 人の 化 宅へ 持 も 迷ぶ を H 本の 何 1 

一處 かじ ある さぅ だか、 コ ー いふ 人間 

をを 瞥の御 弟ず どして 健 敬しても を 

しいか (僞善 生) 事實 たど すれば 勿論 

巧 敬處か 人間の 風上 じ 厳け ぬ 下等の 

奴 ャシが ま 化 (絕 係} ▲化 間 さる 下宿 

屋じ 巧き し 所 一二 年 振りの 事 おな 前の 

下宿の やぅでは をるまい ど 思 ふて を 

々話した なキ； 人から 何某さん か 先 お 

岛弗 勝て 歸られ 主した との 話し あ 
僕は 何某を よく 知り おる か S 年 前よ 

眞 面目 じ なられた ご 思つ て 居た の 

じ义 始めた かど 驚き 翌日、 本人 じ 面 

會 して 事實の 有無を た、 したる じ 

レは 噓 たどの 返事を 聞いた、 勝つ わ 

人の 詰し 許ら' して 負けた 人の 話を せ 

ぬのは 變じ やない か、 (注意 生) A 理 

想 的 ホ ー ムの 中に も 二 一二の 怪しから 

の J をす るら の あら ホ 巧 殿 注 蘆せ よ 

を 員) ▲面と 向つ ては-言 も 得 言は 

ないで 料理屋の が 隅て 人の 惡 口許ら 

を 言 ふ おは お辨 度め がせ 者 じ や、 或 I 

興は 化 間 某所 じ ホて 無暗 じ 某 君の 惡 一 

口を 叩いて 居た が 侧じ閒 ひて 居た 五 

六の 會 員は 其 男の 平生を 知つ て 居る 

のて 「化 閒旣 じを 詳 みら じ や」 ど 一本 

;やつたけな(含人；日本人會の暴漢^ 

退治は 正業 者を が 誰す る まて 大餐が 

なら、 香々 か 巧た 當 時の 新 育は をら 

無事て をつ たか々 の 日本人 巧 じを う 

を^ 者が 出た どは 怡 ない、 早く 惡魔 I 

共を 一匹 も殘 さず 退治して 欲し ひ ( 

正業) 乂國じ 永く 居ね ものは 日本 じ 
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